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凡例　その他属性

〈他〉：他学部公開科目 〈グ〉：グローバル・オープン科目
〈優〉：成績優秀者の他学部科目履修制度対象科目 〈実〉：実務経験のある教員による授業科目
〈Ｓ〉：サティフィケートプログラム_SDGs 〈ア〉：サティフィケートプログラム_アーバンデザイン
〈ダ〉：サティフィケートプログラム_ダイバーシティ 〈未〉：サティフィケートプログラム_未来教室
〈カ〉：サティフィケートプログラム_カーボンニュートラル
——————————————————————————————————————————————————————
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅰ（a）

浦川　智子

サブタイトル：（１）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：金2/Fri.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
英字新聞の読解を通して、日本とは異なる文化やさまざまな社会問題に興味
を抱き、理解を深めるための土台を築く。その中で、文法の理解に重点を置
きつつTOEICの問題にも取り組み、総合的な英語の基礎能力を向上させる。
【到達目標】
辞書を使いながら英字新聞の内容を正確に把握できる。単語や慣用表現、文
法などの基礎的知識を身につける。それらを活かして、学期末の英語でのプ
レゼンテーションを成功させる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
授業では英字新聞の記事の和訳を確認しつつ、特に重要な表現や文法の解説
をおこなう。毎回ではないが、授業の進度状況に応じて単語・文法の小テス
トも予定している。課題等の提出・フィードバックは主に授業内でおこなう
が、Hoppiiを活用することもあり得る。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業の概要と計画のガイダンス
2 Unit L-1: 人物が写って

いる写真
文法（品詞と語順）

3 Unit L-2: 人物が写って
いない写真

文法とリスニングの演習

4 「日本の絶景」 50字程度の記事の読解
5 Unit L-3: 疑問詞 文法（疑問文）
6 Unit L-4: 機能別疑問文 文法とリスニングの演習
7 「観光と環境問題」 英字新聞の読解
8 Unit L-5: 選択疑問文・

Yes/No疑問文
文法とリスニングの演習

9 Unit L-6: Part2の総合
演習

文法（thatの見分け）

10 「フェイクニュース」 英字新聞の読解
11 プレゼンテーションに

関して
話し方や構成、パワーポイント作成
など

12 プレゼンテーション１ グループ・プレゼンテーション
13 プレゼンテーション２ グループ・プレゼンテーションと総評
14 試験とまとめ 春学期の学習到達度をはかる
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
前回授業の復習と次回授業の予習をおこなうこと。特に分からない単語や文
法については予習の段階で調べて全文和訳してから授業にのぞむこと。また、
プレゼンテーションの準備を進めておくこと。本授業の準備・復習時間は合
わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
西谷敦子『[改訂版]TOEIC L&Rテスト戦略的トレーニング：レベル400』朝
日出版 (2025).1900円
（英字新聞の記事や文法に関してはプリントを配布する）
【参考書】
特に指定しないが、これまで使用してきた文法書等を用いることが望ましい。
【成績評価の方法と基準】
平常点(授業への積極的な姿勢、提出物等)：30%、プレゼンテーション：20%、
期末試験：50%、合計100%として評価する。60％以上が合格となる。
【学生の意見等からの気づき】
読解だけではなく、状況に応じてリスニングやグループ・ワーク等もおこなう。
【学生が準備すべき機器他】
辞書とノートを必ず持参すること
【Outline (in English)】
[Course outline] Reading English articles, students will deepen their
understanding of foreign cultures and social issues, and improve their
basic English skills.

[Learning Objectives] The goals of this course are to grasp the point
of English articles, to understand basic grammar, and to give a good
presentation in English.
[Learning activities outside of classroom] Before each class meeting,
students will be expected to have read the relevant articles. Your
required study time is at least one hour.
[Grading Criteria] Grading will be decided based on in-class contribu-
tion (30%), presentation (20%), and Term-end examination (50%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅰ（a）

石井　創

サブタイトル：（２）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：金2/Fri.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、現代社会におけるグローバル化と文化の関係をテーマとする
英文を講読します。文章は比較的平易な英語で書かれており、１文１文を丁
寧に読みながら、これまで習得してきた文法や語彙の知識を復習していきま
す。最終的には、ある程度の複雑な構造をもった長い文の意味も把握できる
ようになること、そしてその文章全体の内容を端的にまとめられるようにな
ることを目指します。
【到達目標】
１．基礎的な英文法と語彙の知識を定着させる
２．文構造を意識した英文の意味解釈ができるようになる
３．文章全体をおおまかに要約し、それを日本語で他人に伝えることができ
るようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
１．形態
教室での「対面授業」を毎回実施する予定ですが、諸事情により部分的に「オ
ンライン授業」を実施する場合がありえます。
２．進め方
履修者には予習を前提として長文読解と演習問題に取り組んでもらいます。基
本的には、授業２回分で教科書の１つの chapterを終わらせるペースを予定
しています。
１回目はその chapterの本文を通読します。本文の各パラグラフを履修者に
割り当て、１文１文について意味を述べてもらい、同時に文中で使用されてい
る文法・イディオムとそれらに基づく文構造を確認していきます。また、い
わゆる「直訳」では意味が伝わりづらい文を取り上げ、同じ内容を述べる時
の日英語の表現法の違いについて履修者に考えてもらいます。そして最後に
まとめとして、本文全体を簡潔に要約し、それを発表してもらいます。
２回目は演習問題の解答を履修者に発表してもらいながら、その chapterで
用いられている文法や語彙の確認を行います。また、その chapterで学んだ
内容の理解度を問う小テストを最後に実施します。小テストの正解・模範解
答は次回の授業内で公表し、クラス全体の出来に関する講評と頻出誤答につ
いての解説を行います。
このように、授業はリーディングの演習を中心に進めますが、時間に余裕があ
る場合はリスニングないしライティングの演習も挟んでいきます。また、履
修者の理解度などに応じて、教科書の１つの chapterの消化にかける時間を
柔軟に調節していきます（よって、以下の授業計画は参考例）。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の概要説明、Academic Writing

の構成
第2回 Chapter 1. 日本への期

待①
What Non-Japanese People
Expect from Japan

第3回 Chapter 1. 日本への期
待②

Exercises 1

第4回 Chapter 2. 訪日外国人
観光客の日本人への期
待①

What Inbound Tourists Expect
from Japanese People

第5回 Chapter 2. 訪日外国人
観光客の日本人への期
待②

Exercises 2

第6回 Chapter 3. 実り多い異
文化交流①

Productive Intercultural
Interactions

第7回 Chapter 3. 実り多い異
文化交流②

Exercises 3

第8回 Chapter 4. 日本文化の
間の活用①

Utilizing Silence and Space in
Japanese Culture

第9回 Chapter 4. 日本文化の
間の活用②

Exercises 4

第10回 Chapter 5. ホテル宿泊
客のニーズ①

The Needs of Hotel Guests

第11回 Chapter 5. ホテル宿泊
客のニーズ②

Exercises 5

第12回 Chapter 6. 訴訟社会の
明確なメッセージ①

Clear Messages in a Lawsuit
Society

第13回 Chapter 6. 訴訟社会の
明確なメッセージ②

Exercises 6

第14回 学期末まとめ 学習内容の総復習、期末試験
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業１回あたりの標準の予習・復習時間は、各２時間とします。
１．予習
その日の授業範囲について、「わかること・わからないこと」を明確にしてお
くための予習が必要となります。本文の通読を行う回であれば、わからない語
彙や表現を辞書で調べながら、本文全体をなるべく正確に日本語に意味解釈し
てきてください。直訳でもかまいませんが、可能ならば、日本語として意味
が通じるように訳を工夫してみてください。本文の内容に馴染みがなければ、
webサイトなどでその分野に関する情報を得ておくと、内容理解の助けとな
るでしょう。演習問題の回であれば、本文の内容を復習しつつ、問題の解答を
準備してきてください。わからない語彙を調べることもせず、「『何がわからな
いのか』自体がわからない」という状態で授業に臨むのは御法度となります。
２．復習
授業内で解説された複雑な構造の文の意味解釈や演習問題の解答などの学習
内容を見直すことで、予習で間違えてしまった箇所を再び間違えないように、
語彙・文法等の知識を整理し直してください。それが chapterの終わりに実
施される小テストで良い点を取るための対策にも繋がります。
【テキスト（教科書）】
２回目から下記の教科書を使用して授業を行います。
小林純子・Brian Bond. (2019).『総合英語：グローバル化への対処 Coping
with Globalization』東京：三修社.（定価 1,870円）
【参考書】
参考書は授業内で必要に応じて紹介します。
【成績評価の方法と基準】
a. 期末試験 60%*、小テスト 20%、平常点（授業態度、予習状況、宿題など）
20%
b. 特別の事情がない限り、欠席が５回に達すると単位取得が不可となります。
c. 10分以上の遅刻を３回繰り返すと欠席１回としてカウントされます。また
30分以上の遅刻は欠席とみなされます。
d. 予習をまったく行ってこなかった場合や授業中の私語がひどい場合などは、
その日を欠席とみなします。
*最終授業での教室内試験を予定していますが、新型コロナウィルスの流行等
の諸事情により、以下で代替する可能性があります。
　 (1)学習支援システムの「テスト」機能を用いたオンライン試験、
　 (2) 期末試験を無しにして、代わりにレポート課題を課す（＋配点基準も
変更）
【学生の意見等からの気づき】
一昨年度は履修者より「基礎知識から丁寧に説明してもらえ、理解しやすい
授業だった」、「アクティブラーニングのおかげで退屈せず、参加しやすい雰
囲気の授業だった」等の好意的な感想を多くいただいた。ただし、授業のス
ピードについては、「早くてついていくのが難しいことがあった」、「遅くて少
し手持ち無沙汰になることがあった」という異なる意見が見られた。これら
を踏まえ、今年度は授業中により細やかに履修者の理解度を確認して、例え
ばスピードが早いようであれば、学生がメモを取ったり回答を確認する時間
を多めに取る、などの対応を意識的に行い、より多くの履修者にとって「退
屈しない、わかりやすい授業」になるように心掛けていく。
【学生が準備すべき機器他】
１．辞書を持参するとよいでしょう。ただし、それは授業中に新たに出た課
題のために使用するものであり、その日の予習箇所や宿題の語彙などを調べ
る目的で授業中に使用するのは禁止とします。
２．「オンライン授業」が実施される場合、履修者は以下の機器・環境を準備
する必要があります。
　 (a)双方向通信アプリの Zoomを使用できるデバイス
　 (b) Zoomによるリアルタイム配信授業の視聴が可能なインターネット回線
【その他の重要事項】
１．授業に関するお知らせをきちんと受け取れるように、法政大学から学生用
に配布される Gmailアドレスを学習支援システムに登録したうえで、普段は
別のメールアドレスを使用するつもりの学生は、法政 Gmailから自分が使い
たいアドレスへメールが自動転送されるように、法政 Gmail上で設定を行っ
ておいてください。
２．新型コロナウィルスやインフルエンザ等に罹患して授業への出席停止措
置を受けた学生は、大学発行の欠席配慮願を学習支援システム経由で教員に
提出してください。また、大学体育会の活動参加や忌引等による欠席の場合
も、同様にそれを証明する公式の欠席配慮願を提出してください。欠席配慮
願が提出された授業回に関しては出席扱いにいたします。
【Outline (in English)】
1.Course outline
In this course, we will read passages on topics concerning globalization
and individual cultures in the modern society. The passages are written
in relatively clear English and we will review the basic grammar and
vocabulary which you have acquired, comprehending each sentence in
detail. By the end of the school year, hopefully you will be able to
understand a long sentence with a complicated grammatical structure
and make a summary review of the content of the passage.
2.Learning objectives
In this course, students are expected:
(a) to solidify the knowledge of basic English grammar and vocabulary.
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(b) to acquire the ability to interpret the meaning of a sentence with an
awareness of the structure.
(c) to acquire the ability to summarize the overall content of a passage
and express it to others in Japanese.
3.Learning activities outside of classroom
Preparatory study and review time for this course are 2 hours each.
(a) Preparation
With regard to the content of the day’s class, you are required to clearly
distinguish between what you can understand and what you can’t in
advance. When we read a passage in a class, you need to read through
the whole passage, looking up words and idioms that you do not know in
the dictionary, and figure out the content of the passage before the class.
When we solve practice problems in a class, you are expected to prepare
your answers to the problems beforehand, reviewing the content of the
passage.
(b) Review
In order not to miss the problems that you missed in preparatory
study again, you should organize your knowledge of word meanings and
grammar by reviewing the interpretation of the meaning of sentences
with complex structures and the answers to the practice problems that
were illustrated in the previous class. These reviews will lead to getting
good marks on the quiz in each chapter.
4.Grading Criteria /Policy
Students will be assessed according to the following criteria:
Term-end examination: 60%
Quizzes: 20%
Usual performance score (e.g., attitude in class, preparation for classes,
other homework): 20%

— 3 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅰ（a）

蒔田　裕美

サブタイトル：（３）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：金2/Fri.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は英語の読解力の向上を主な目的とする。学生は様々な分野のエッセ
イを精読することにより、英語の文法と語彙力を培う。
【到達目標】
学生が英文読解に必要な語彙と文法事項を学修し、辞書を使いながら自分の
力で英文の内容を正確に理解できるようになる。
英語の発音記号を学び、英語らしいイントネーションを身につけることによ
り正しい音読ができるようになる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
学生は毎回発音記号を学び、英語の音声を聞き分けて正しく発音する訓練を
行う。
英文読解のために必要な文法事項を確認した上で、語彙力を強化する問題や
内容理解問題に取り組む。
各ユニットのトピックについて、ペアあるいはグループで英語のディスカッ
ションを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 授業の進め方や予習の仕方などを確

認する。
英語で自己紹介をする。

2 Unit 1: Millennials (1) Reading Passage, Questions about
the Reading, Writing about the
Article

3 Unit 1: Millennials (2) Vocabulary Building, Phrase
Building, Grammar Exercise,
Listening Exercise, Discussion
Questions

4 Unit 2: Green Profits
(1)

Reading Passage, Questions about
the Reading, Writing about the
Article

5 Unit 2: Green Profits
(2)

Vocabulary Building, Phrase
Building, Grammar Exercise,
Listening Exercise, Discussion
Questions

6 Unit 3: Well-Loved
Pets (1)

Reading Passage, Questions about
the Reading, Writing about the
Article

7 Unit 3: Well-Loved
Pets (2)

Vocabulary Building, Phrase
Building, Grammar Exercise,
Listening Exercise, Discussion
Questions

8 Unit 4: Italy’s Fashion
Kings (1)

Reading Passage, Questions about
the Reading, Writing about the
Article

9 Unit 4: Italy’s Fashion
Kings (2)

Vocabulary Building, Phrase
Building, Grammar Exercise,
Listening Exercise, Discussion
Questions

10 Unit 5: Viral
Marketing (1)

Reading Passage, Questions about
the Reading, Writing about the
Article

11 Unit 5: Viral
Marketing (2)

Vocabulary Building, Phrase
Building, Grammar Exercise,
Listening Exercise, Discussion
Questions

12 Unit 6: TED Talks (1) Reading Passage, Questions about
the Reading, Writing about the
Article

13 Unit 6: TED Talks (2) Vocabulary Building, Phrase
Building, Grammar Exercise,
Listening Exercise, Discussion
Questions

14 まとめ 期末試験を実施する。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
学生が予習をしていることを前提に進めるので、毎回指定されたテキスト範
囲で分からない単語の意味があれば必ず辞書で調べ、設問を解いた上で授業
に臨むこと。
本授業の準備と復習時間は各２時間を目安とする。
【テキスト（教科書）】
Andrew E. Bennett『Reading Pass 2』南雲堂、2021年、2530円
【参考書】
授業時に適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
課題５０％、試験５０％
【学生の意見等からの気づき】
ペアワークやディスカッションを取り入れて学習者が積極的に授業に参加し、
多様な考え方を受け入れ、視野を広げられるよう進めていきたい。
【Outline (in English)】
【Course outline】The main purpose of this course is to improve students’
reading skills in English through reading various essays.
【Learning Objectives】By the end of the course, students should be
able to do the following: (1) widen their vocabulary. (2) improve their
grammar skills. (3) understand phonetic symbols. (4) speak English
with accurate pronunciation.
【Learning activities outside of classroom】Before each class meeting,
Students must read assigned chapter passages and complete exercises
from the text using dictionaries. Your required study time is at least one
hour for each class meeting.
【Grading Criteria /Policy】Your overall grade in the class will be decided
based on the following: assignments 50%, term-end examination 50%
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LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅰ（a）

相馬　美明

サブタイトル：（４）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：金2/Fri.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　基本的なことながら意外と軽視されがちな音読について、授業ではできう
る限り意識的にそれを行い、またそのことを通じ正しく音を知覚し認知する
ことによって、リーディング、リスニングの両面から自信をつけていく。
【到達目標】
　読むこと、聞くことの両面から英語の楽しさを再確認し、加えて自らの新
たな可能性を見出すこと。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
　基本的に授業は毎回3本立てとして構成され、講読を中心に、音読・和訳、
リスニング・ディクテイション、発話（表現力）などを通じ、英語の基本的な
フォー・スキルズについて学習する。また、課題に対するフィードバックと
しては、授業内における口頭コメント、もしくは文書による提出物へのコメ
ントを予定している。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション イントロダクション、年間計画、諸

注意など
2 声をだす① Kwaidan①, Exercise 1 PART A,

Film①
3 声をだす②

意識的に声をだす
Film①～②, Your Song ,
Questions

4 音に変える Kwaidan②, Exercise 2 PART B,
Film③

5 音を聞き取る① Kwaidan③, Exercise 3 PART C,
Film③～④

6 音を聞き取る② Film④～⑤, Top of the world ,
Questions

7 音を聞き取る③ Kwaidan④, Exercise 4 PART A,
Film⑤～⑥

8 音をつくる① Kwaidan⑤, Exercise 5 PART B,
Film⑦

9 音をつくる② Exercise 6 PART C, Film⑧,レ
ポート内容説明、指示

10 音をつくる③ Kwaidan⑥, Exercise 7 PART A,
The sound of silence , Film⑧～⑨

11 正確に書き取る① Kwaidan⑦, Exercise 8 PART B,
Film⑨

12 正確に書き取る② Kwaidan⑧, Exercise 9 PART C,
Film⑨～⑩

13 正確に書き取る③
レポート提出

Exercise PART A-C,　まとめ
レポート提出

14 まとめ Filmまとめ、リスニングの最終確
認、

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業内で学習した表現の反復練習のみならず、授業外では英語でニュース
を聞いたり、また字幕なしで映画を見るなど、普段の生活においても意識的
に英語に触れ、関心を深めてもらいたい。またそのことを通じ、自信をつけ
てもらいたいと考える。
本授業の準備学習・復習時間は合わせて1時間半を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書は特に指定せず、毎回プリントを使用する。
【参考書】
必要に応じ適宜、紹介する。
【成績評価の方法と基準】
平常点（20％）：出席については、基本的に全出席を原則とする。きちんと
出席し、真剣に取り組む姿勢を評価したい。
学期末試験（60％）：春学期・秋学期ともに必ず受験すること。

レポート（10％）：授業中に指示する内容にそって提出すること。
プレゼンテイション（10％）：積極的に話し、聞き、発表することを評価する。
【学生の意見等からの気づき】
　学生をどのようにしてやる気にさせるか、われわれ教員はつねにそれを試
されているように思う。学生を通じ学ぶことは実に多い。少しでも彼らの望
むものに応えられる授業となるよう努力していきたい。
【Outline (in English)】
【Course outline】
Basic English grammar, vocabulary, and conversational expressions will
be very helpful to communicate with each other and at the same time
essential when writing, speaking and of course listening.
【Learning Objectives】
Students will be able to read analytically and think critically at a high
level and demonstrate the ability to transfer critical thinking skills
to the interpretation and analysis of ideas encountered in academic
reading. Through read-out-loud activities, students are expected to
improve overall reading comprehension.
【Grading Criteria /Policy】
Attendance & active participation（20%）, examination （60%）,
assignments（10%）, presentation（10%） will be totally evaluated.
【Learning activities outside of classroom】
Learning activities outside of classroom: one and a half hours.
Comments upon the details about the textbook, attendance rule,
evaluation and so on will be made at the first class of this semester.
Attendance is mandatory, and students will be expected to attend every
class and hopefully enjoy their own activities. Great joy is only earned
by great exertion!
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LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅰ（a）

式町　眞紀子

サブタイトル：（５）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：金2/Fri.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ニュースに基づくさまざまなトピックや会話、聞き手や読み手に的確に伝わ
るように洗練された英文を、実践的な練習問題をとおして学習し、「なんとな
くわかる」で終わらずに「明確にわかる」ことを目指す。
【到達目標】
文法・語彙力の裏付けを確実なものにすることにより、リスニング・リーディ
ング・ライティングのいずれでも文脈をきちんと把握できるようになる。単語
のアクセント、リズムやイントネーションを的確に反映させて、英語として自
然な発音や発話ができるようになり、総合的に表現力を高めることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
1ユニットを前半・後半に分けWarm Upでユニットの学習テーマの掘り起こ
しをし、文脈に即した語彙の用法を確認する。続いて、ニュース本文をディ
クテーション形式で完成させ、英文として自然な形を音声とライティングの
両面から学習する。さらに本文に関する正誤問題によって内容を把握したう
えでサマリーを作成することを基本パターンとして行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の進め方や成績評価などについ

て説明する。
第2回 Unit 1： AI in

Education（前半）
Warm Up, Vocabulary Check &
Exercise, Topic Paragraph
News Listening

第3回 Unit 1： AI in
Education（後半）

Transcription Completion,
Comprehension Questions,
Summary Writing

第4回 Unit 2：Multitasking
（前半）

Warm Up, Vocabulary Check &
Exercise, Topic Paragraph
News Listening

第5回 Unit 2：Multitasking
（後半）

Transcription Completion,
Comprehension Questions,
Summary Writing

第6回 Unit 3： To Nap or
Not to Nap?（前半）

Warm Up, Vocabulary Check &
Exercise, Topic Paragraph
News Listening

第7回 Unit 3： To Nap or
Not to Nap?（後半）

Transcription Completion,
Comprehension Questions,
Summary Writing

第8回 Unit 4： Domino’s
Pizza Car（前半）

Warm Up, Vocabulary Check &
Exercise, Topic Paragraph
News Listening

第9回 Unit 4： Domino’s
Pizza Car（後半）

Transcription Completion,
Comprehension Questions,
Summary Writing

第10回 Unit 5：What is Flag
Football?（前半）

Warm Up, Vocabulary Check &
Exercise, Topic Paragraph
News Listening

第11回 Unit 5：What is Flag
Football?（後半）

Transcription Completion,
Comprehension Questions,
Summary Writing

第12回 Unit 6： Chief UNO
Player（前半）

Warm Up, Vocabulary Check &
Exercise, Topic Paragraph
News Listening

第13回 Unit 6： Chief UNO
Playern（後半）

Transcription Completion,
Comprehension Questions,
Summary Writing

第14回 Review exam 理解度の確認を目的とした試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習１時間、復習は間違えた問題や新しく理解した内容を掘り下げるために
１時間。合計２時間。さらに、メディアを通してリアルタイムでさまざまな
英語に触れることは無制限に行うべき。
【テキスト（教科書）】
SEKIDO, Fuyuhiko, Masato Kogure, Jake Arnold, Christopher Mattson
CNN 10 Student News Vol. 13、朝日出版社、2025年、ISBN: 978-4-255-
15727-6　＊複数の版があるので、必ず Vol.13を準備すること。
【参考書】
英和辞典（紙・電子）。学習用オンライン辞典については教室で説明する。な
お、スマートフォンの辞書アプリは学習向けに不十分であることから、教室
での使用を禁じる。そのほかにも授業に関係ない行為は授業参加態度（成績
評価の方法と基準参照）から減点する。
【成績評価の方法と基準】
①授業参加態度40％　演習活動が毎回の授業を形成する。したがって、欠席・
遅刻はもとより、授業に出席している「だけ」では評価対象とならない。②試
験40％　③Quiz, Dictation 20％　以上３点を勘案して、総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
「リズムをつけて読むと内容が理解しやすくなると感じた。」「なぜそうなるの
か、根拠をもって答えられるように問題に取り組むようになった。」など、学
生の手ごたえに結び付けられるよう、臨機応変な授業運営を心掛けたい。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムにアクセスしやすい環境。授業連絡、課題指示などは同シ
ステムを通じて行う。必ずメール転送設定を行うこと。
【その他の重要事項】
学生の理解度やその時々の世相を反映させ、より深い読みやそれに対する問
題意識を導くために、扱うユニットを変更する場合がある。
【Outline (in English)】
The aim of the course is to develop effective communication skills in
English with a particular emphasis on listening and reading. Students
will use English to understand and respond to content that is relevant
to their university life and subsequent academic work.
[Learning Objectives]
By the end of the course, students should be able to do thefollowings:
― Acquire fundamentals of English 4 skills; Reading, Listening,
Speaking, and Writing.
― Understand how to connect English texts.
― Develop critical thinking skills.
[Learning Activities Outside of Classroom]
You need to spend the same amount of time as the lesson itself for self-
study both preview and review. Be sure to review what has been said
during class to prepare yourself for next class.
[Grading Criteria /Policy]
40%: Participation in class activities.
40%: Examination.
20%: Quizzes/Dictations.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅰ（a）

ABUDUREHEMAN ADILAN

サブタイトル：（６）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：金2/Fri.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
Learning English for active communication and understanding in the
international environment.
First of all, you will develop reading skills by dealing with texts written
on a variety of topics. Furthermore, your speaking skills will be
enhanced by participating in a variety of activities, such as pair & group
work, delivering a presentation and practicing parroting. There will
also be listening exercises, as well as short writing assignments based
on the topics discussed in each unit. Through these exercises, you will
become more familiar with the active use of language and gain higher
word consciousness of vocabulary used in context.
Comments and explanation about assignments and answers to
questions from students are given at the end of each class.
By the end of the course, students should be able to make presentations
confidently.

【到達目標】
This course aims to develop the four language skills (listening, speaking,
reading and writing) by placing special emphasis on reading abilities.
You will practice and learn to understand written text, as well as to
express effectively your ideas which will help you become more active
and confident communicators in the global society.
By the end of the course, students should be able to make presentations
confidently.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
This course will be conducted mainly in English. First of all, you
will develop reading skills by dealing with texts written on a variety
of topics. Furthermore, your speaking skills will be enhanced by
participating in a variety of activities, such as pair & group work,
delivering a presentation and practicing parroting. There will also be
listening exercises, as well as short writing assignments based on the
topics discussed in each unit. Through these exercises, you will become
more familiar with the active use of language and gain higher word
consciousness of vocabulary used in context.
Comments and explanation about assignments and answers to
questions from students are given at the end of each class.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Week 1 Introduction Explanation of course

requirements, tasks and goals;
Getting to know each other

Week 2 Unit 1 Getting to
know you (listening)

Listening exercise:
self-introduction; Speaking: my
oldest friend; Grammar
explanation and practice: present,
past, future tenses; question
forming

Week 3 Unit 1 Getting to
know you (reading)

Reading: blind date; Vocabulary
in context; Verbs of similar
meaning; Writing: using
homonyms ‒ words with two
different meanings

Week 4 Unit 2 Whatever
makes you happy
(reading and
listening)

Reading and listening exercise: I
love what I do; Speaking: my
perfect day, pair work; Grammar:
present simple and present
continuous; have/have got

Week 5 Unit 2 Whatever
makes you happy
(reading)

Reading: the happiness quiz;
Vocabulary review; Listening and
speaking exercise: talking about
neighbours; group discussion:
important things in life

Week 6 Unit 3 What’s in the
news? (listening and
grammar)

Listening exercise: news article;
Grammar: past simple and past
continuous; regular and irregular
verbs; Speaking exercise: talking
about the news, group work;
Explaining requirements for
presentation No. 1 (parroting)

Week 7 Unit 3 What’s in the
news? (listening and
reading)

Listening: radio news; Reading:
The flight attendant who lost his
cool; Vocabulary: adverbs, time
expressions; Writing exercise:
rewriting a postcard using a
variety of adjectives

Week 8 Presentation No. 1 Students’ presentations No. 1:
parroting; Explaining
requirements and introducing
topics for presentation No. 2

Week 9 Unit 4 Eat, drink, and
be merry! (listening
and grammar)

Listening: the secret to a long life;
Grammar explanation and
practice: expressions of quantity,
articles; Vocabulary: expressions
for counting things

Week 10 Unit 4 Eat, drink, and
be merry! (listening
and reading)

Listening and reading: unusual
places to eat; Speaking: going
shopping; Writing exercise: email
to an old friend

Week 11 Unit 5 Looking
forward (listening and
grammar)

Listening: How does it feel to be
20-something? Grammar: future
forms ‒ going to, will and present
continuous; Speaking exercise:
talking about your likes and plans

Week 12 Unit 5 Looking
forward (reading)

Reading with comprehension:
Hope for the future; Vocabulary:
phrasal verbs; Speaking:
expressing doubt and certainty

Week 13 Presentation No. 2 Students’ presentations No. 2 on
the chosen topic

Week 14 Course wrap up Final test; Enjoying and learning
a song

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Class preparation, vocabulary review, homework, preparation for
presentations.
University guidelines suggest preparation and review should be around
an hour a week for a one-credit course.

【テキスト（教科書）】
John and Liz Soars: New Headway Pre-Intermediate Student’s Book
with Oxford Online Skills (Fourth Edition), Oxford University Press,
2013. ISBN: 978-0-19-476759-0

【参考書】
English to English dictionary:
https://dictionary.cambridge.org/
Further references will be provided by the instructor during the class.

【成績評価の方法と基準】
Students are expected to actively participate in class, prepare two
presentations, complete writing assignments and homework and pass
the final test.
In principle, no more than 3 absences will be permitted per semester for
the student to receive academic credit in the course.
Your work will be evaluated as follows:
- Active participation in class: 20%
- Writing assignments, homework, tests: 40%
- Presentations: 40%

【学生の意見等からの気づき】
There are no student comments that would require major changes to the
course.
The instructor is always happy to receive feedback on how to make
learning more enjoyable and effective.

【学生が準備すべき機器他】
Textbook. Please bring also a notepad and pencil/pen to write notes,
instructions, writing assignments, etc. when requested.

【その他の重要事項】
The content of lessons may differ from the syllabus depending on the
needs and language level of the students taking this class.
Communication is the key. Please don’t be afraid to communicate. It is
OK to make mistakes.
積極的に英語でコミュニケーションができるように一緒に頑張りましょう。
大学の行動方針レベルが２となった場合，この授業は原則としてオンライン
で行う。詳細は学習支援システムで伝達する。
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【Outline (in English)】
Learning English for active communication and understanding in the
international environment.
First of all, you will develop reading skills by dealing with texts written
on a variety of topics. Furthermore, your speaking skills will be
enhanced by participating in a variety of activities, such as pair & group
work, delivering a presentation and practicing parroting. There will
also be listening exercises, as well as short writing assignments based
on the topics discussed in each unit. Through these exercises, you will
become more familiar with the active use of language and gain higher
word consciousness of vocabulary used in context.
Comments and explanation about assignments and answers to
questions from students are given at the end of each class.
By the end of the course, students should be able to make presentations
confidently.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅰ（a）

川田　アマンディーン

サブタイトル：（７）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：金2/Fri.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
The aim of this course is to help students deepen their basic knowledge
　of English and to work on the skill of openly exchanging ideas and　
opinions in a variety of authentic contexts.

【到達目標】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
-Develop fundamental skills and precision in expressing ideas in
English and in delivering presentations
-Understand various topics in a variety of written English texts
-Develop communicative skills for listening and for having discussions
in English.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
This course will be conducted entirely in English. Since many
presentations will be used, students should not be passive during
lectures and exercises but should be proactive and do their best without
fear of making mistakes. Besides, emphasis will be placed on checking
English vocabulary and grammar while reading English sentences, as
well as on understanding English expressions and structures. In the
writing exercises, students should write English sentences by referring
to the samples and paying attention to the structure.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 Orientation　

(ガイダンス）
授業の進め方、テキストなどについ
ての説明、発表担当日決め、自己紹
介など。

2 Unit 1, Art Therapy Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (modal + passive
voice)

3 Unit 2, From Sci-Fi to
Reality

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (preposition +
adjective clause)

4 Unit 3, Exporting
Labor

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (whereas vs.
whereby)

5 Unit 4, Celebrating
the Earth

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (what better way...
than?)

6 Unit 5, Virtual Lives Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (what’s... may be)

7 Unit 5, Virtual Lives Speaking and listening activities.
Talking about The Internet

8 Unit 6, Kidults Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (present
progressive + PP + infinitive)

9 Unit 6, Kidults Speaking and listening activities.
Talking about Growing and Aging

10 Unit 7, Genetically
Modified Foods

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (likewise vs.
likely)

11 Unit 7, Genetically
Modified Foods

Speaking and listening activities.
Talking about Agriculture

12 Unit 8, Empires of the
Stars

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (appositives)

13 Unit 8, Empires of the
Stars

Speaking and listening activities.
Talking about Entertainment

14 Review 学期末まとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend one
　hour to understand　 the course content.
Work required: class preparation, vocabulary review, homework, and
presentation preparation.

【テキスト（教科書）】
Andrew E. Bennett: Reading Fusion 2, second edition
Nan’Un-Do, ISBN 978-4-523-17973-3

【参考書】
Reading Fusion 2, second edition
Andrew E. Bennett

【成績評価の方法と基準】
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
In-class and homework assignments: 30%
In class contribution: 30%
Presentation: 40%.
Students are allowed a maximum of 3 absences. More than that will
result in a fail grade.

【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
必要に応じてその都度授業内でアナウンスをする。
【その他の重要事項】
The content of lessons and timing of the syllabus may change depending
on the needs and language level of the students taking this class.
Communication is the key. Please don’t be afraid to communicate. It
is OK to make mistakes.

【Outline (in English)】
The goal is to acquire the comprehensive English skills necessary for
university education.
Students will not only work on improving the reception of English, but
also on improving the transmission of English.
They will read and comprehend English texts logically, sometimes
taking into account cultural circumstances.
They will develop the ability to use English on their own by using
the information and knowledge gained from reading to communicate
through presentations and conversations.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅰ（ｂ）

浦川　智子

サブタイトル：（１）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／1単位
曜日・時限：金2/Fri.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
英字新聞の読解を通して、日本とは異なる文化やさまざまな社会問題に興味
を抱き、理解を深めるための土台を築く。その中で、文法の理解に重点を置
きつつTOEICの問題にも取り組み、総合的な英語の基礎能力を向上させる。
【到達目標】
辞書を使いながら英字新聞の内容を正確に把握できる。単語や慣用表現、文
法などの基礎的知識を身につける。それらを活かして、学期末の英語でのプ
レゼンテーションを成功させる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
授業では英字新聞の記事の和訳を確認しつつ、特に重要な表現や文法の解説
をおこなう。毎回ではないが、授業の進度状況に応じて単語・文法の小テス
トも予定している。課題等の提出・フィードバックは主に授業内でおこなう
が、Hoppiiを活用することもあり得る。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業の概要と計画のガイダンス
2 文法 春学期の文法の復習
3 Unit L-7: 会話問題 文法とリスニングの演習
4 「世界の料理」 英字新聞の読解
5 Unit L-10: 説明問題 文法とリスニングの演習
6 Unit R-5: 前置詞・接続

詞
文法と穴埋め問題の演習

7 「都市部の住宅事情」 英字新聞の読解
8 Unit R-7: 広告 読解問題の演習
9 Unit R-8: チャット・E

メール
読解問題の演習

10 「ジャズ音楽」 英字新聞の読解
11 Unit R-10: 手紙 読解問題の演習
12 プレゼンテーション１ 個人でのプレゼンテーション
13 プレゼンテーション２ 個人でのプレゼンテーションと総評
14 試験とまとめ 秋学期の学習到達度をはかる
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
前回授業の復習と次回授業の予習をおこなうこと。特に分からない単語や文
法については予習の段階で調べて全文和訳してから授業にのぞむこと。また、
プレゼンテーションの準備を進めておくこと。本授業の準備・復習時間は合
わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
西谷敦子『[改訂版]TOEIC L&Rテスト戦略的トレーニング：レベル400』朝
日出版 (2025).1900円
（英字新聞の記事や文法に関してはプリントを配布する）
【参考書】
特に指定しないが、これまで使用してきた文法書等を用いることが望ましい。
【成績評価の方法と基準】
平常点(授業への積極的な姿勢、提出物等)：30%、プレゼンテーション：20%、
期末試験：50%、合計100%として評価する。60％以上が合格となる。
【学生の意見等からの気づき】
読解だけではなく、状況に応じてリスニングやグループ・ワーク等もおこなう。
【学生が準備すべき機器他】
辞書とノートを必ず持参すること
【Outline (in English)】
[Course outline] Reading English articles, students will deepen their
understanding of foreign cultures and social issues, and improve their
basic English skills.
[Learning Objectives] The goals of this course are to grasp the point
of English articles, to understand basic grammar, and to give a good
presentation in English.

[Learning activities outside of classroom] Before each class meeting,
students will be expected to have read the relevant articles. Your
required study time is at least one hour.
[Grading Criteria] Grading will be decided based on in-class contribu-
tion (30%), presentation (20%), and Term-end examination (50%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅰ（ｂ）

石井　創

サブタイトル：（２）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／1単位
曜日・時限：金2/Fri.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、現代社会におけるグローバル化と文化の関係をテーマとする
英文を講読します。文章は比較的平易な英語で書かれており、１文１文を丁
寧に読みながら、これまで習得してきた文法や語彙の知識を復習していきま
す。最終的には、ある程度の複雑な構造をもった長い文の意味も把握できる
ようになること、そしてその文章全体の内容を端的にまとめられるようにな
ることを目指します。
【到達目標】
１．基礎的な英文法と語彙の知識を定着させる
２．文構造を意識した英文の意味解釈ができるようになる
３．文章全体をおおまかに要約し、それを日本語で他人に伝えることができ
るようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
１．形態
教室での「対面授業」を毎回実施する予定ですが、諸事情により部分的に「オ
ンライン授業」を実施する場合がありえます。
２．進め方
履修者には予習を前提として長文読解と演習問題に取り組んでもらいます。基
本的には、授業２回分で教科書の１つの chapterを終わらせるペースを予定
しています。
１回目はその chapterの本文を通読します。本文の各パラグラフを履修者に
割り当て、１文１文について意味を述べてもらい、同時に文中で使用されてい
る文法・イディオムとそれらに基づく文構造を確認していきます。また、い
わゆる「直訳」では意味が伝わりづらい文を取り上げ、同じ内容を述べる時
の日英語の表現法の違いについて履修者に考えてもらいます。そして最後に
まとめとして、本文全体を簡潔に要約し、それを発表してもらいます。
２回目は演習問題の解答を履修者に発表してもらいながら、その chapterで
用いられている文法や語彙の確認を行います。また、その chapterで学んだ
内容の理解度を問う小テストを最後に実施します。小テストの正解・模範解
答は次回の授業内で公表し、クラス全体の出来に関する講評と頻出誤答につ
いての解説を行います。
このように、授業はリーディングの演習を中心に進めますが、時間に余裕があ
る場合はリスニングないしライティングの演習も挟んでいきます。また、履
修者の理解度などに応じて、教科書の１つの chapterの消化にかける時間を
柔軟に調節していきます（よって、以下の授業計画は参考例）。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の概要説明、春学期の内容振り

返り・期末試験の講評
第2回 Chapter 7. 情報戦争① Information Wars
第3回 Chapter 7. 情報戦争② Exercises 7
第4回 Chapter 8. 情報戦争の

勝者（1）①
A Victor in Information Wars (1)

第5回 Chapter 8. 情報戦争の
勝者（1）②

Exercises 8

第6回 Chapter 9. 情報戦争の
勝者（2）①

A Victor in Information Wars (2)

第7回 Chapter 9. 情報戦争の
勝者（2）②

Exercises 9

第8回 Chapter 10. すたる職
業とはやる職業①

Falling Occupations and Rising
Occupations

第9回 Chapter 10. すたる職
業とはやる職業②

Exercises 10

第10回 Chapter 11. 公平な調
査①

Fair Survey

第11回 Chapter 11. 公平な調
査②

Exercises 11

第12回 Chapter 12. リスク分
散①

Diversifying Risks

第13回 Chapter 12. リスク分
散②

Exercises 12

第14回 学期末まとめ 学習内容の総復習、期末試験
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業１回あたりの標準の予習・復習時間は、各２時間とします。
１．予習
その日の授業範囲について、「わかること・わからないこと」を明確にしてお
くための予習が必要となります。本文の通読を行う回であれば、わからない語
彙や表現を辞書で調べながら、本文全体をなるべく正確に日本語に意味解釈し
てきてください。直訳でもかまいませんが、可能ならば、日本語として意味
が通じるように訳を工夫してみてください。本文の内容に馴染みがなければ、
webサイトなどでその分野に関する情報を得ておくと、内容理解の助けとな
るでしょう。演習問題の回であれば、本文の内容を復習しつつ、問題の解答を
準備してきてください。わからない語彙を調べることもせず、「『何がわからな
いのか』自体がわからない」という状態で授業に臨むのは御法度となります。
２．復習
授業内で解説された複雑な構造の文の意味解釈や演習問題の解答などの学習
内容を見直すことで、予習で間違えてしまった箇所を再び間違えないように、
語彙・文法等の知識を整理し直してください。それが chapterの終わりに実
施される小テストで良い点を取るための対策にも繋がります。
【テキスト（教科書）】
２回目から下記の教科書を使用して授業を行います。
小林純子・Brian Bond. (2019).『総合英語：グローバル化への対処 Coping
with Globalization』東京：三修社.（定価 1,870円）
【参考書】
参考書は授業内で必要に応じて紹介します。
【成績評価の方法と基準】
a. 期末試験 60%*、小テスト 20%、平常点（授業態度、予習状況、宿題など）
20%
b. 特別の事情がない限り、欠席が５回に達すると単位取得が不可となります。
c. 10分以上の遅刻を３回繰り返すと欠席１回としてカウントされます。また
30分以上の遅刻は欠席とみなされます。
d. 予習をまったく行ってこなかった場合や授業中の私語がひどい場合などは、
その日を欠席とみなします。
*最終授業での教室内試験を予定していますが、新型コロナウィルスの流行等
の諸事情により、以下で代替する可能性があります。
　 (1)学習支援システムの「テスト」機能を用いたオンライン試験、
　 (2) 期末試験を無しにして、代わりにレポート課題を課す（＋配点基準も
変更）
【学生の意見等からの気づき】
一昨年度は履修者より「基礎知識から丁寧に説明してもらえ、理解しやすい
授業だった」、「アクティブラーニングのおかげで退屈せず、参加しやすい雰
囲気の授業だった」等の好意的な感想を多くいただいた。ただし、授業のス
ピードについては、「早くてついていくのが難しいことがあった」、「遅くて少
し手持ち無沙汰になることがあった」という異なる意見が見られた。これら
を踏まえ、今年度は授業中により細やかに履修者の理解度を確認して、例え
ばスピードが早いようであれば、学生がメモを取ったり回答を確認する時間
を多めに取る、などの対応を意識的に行い、より多くの履修者にとって「退
屈しない、わかりやすい授業」になるように心掛けていく。
【学生が準備すべき機器他】
１．辞書を持参するとよいでしょう。ただし、それは授業中に新たに出た課
題のために使用するものであり、その日の予習箇所や宿題の語彙などを調べ
る目的で授業中に使用するのは禁止とします。
２．「オンライン授業」が実施される場合、履修者は以下の機器・環境を準備
する必要があります。
　 (a)双方向通信アプリの Zoomを使用できるデバイス
　 (b) Zoomによるリアルタイム配信授業の視聴が可能なインターネット回線
【その他の重要事項】
１．授業に関するお知らせをきちんと受け取れるように、法政大学から学生用
に配布される Gmailアドレスを学習支援システムに登録したうえで、普段は
別のメールアドレスを使用するつもりの学生は、法政 Gmailから自分が使い
たいアドレスへメールが自動転送されるように、法政 Gmail上で設定を行っ
ておいてください。
２．新型コロナウィルスやインフルエンザ等に罹患して授業への出席停止措
置を受けた学生は、大学発行の欠席配慮願を学習支援システム経由で教員に
提出してください。また、大学体育会の活動参加や忌引等による欠席の場合
も、同様にそれを証明する公式の欠席配慮願を提出してください。欠席配慮
願が提出された授業回に関しては出席扱いにいたします。
【Outline (in English)】
1.Course outline
In this course, we will read passages on topics concerning globalization
and individual cultures in the modern society. The passages are written
in relatively clear English and we will review the basic grammar and
vocabulary which you have acquired, comprehending each sentence in
detail. By the end of the school year, hopefully you will be able to
understand a long sentence with a complicated grammatical structure
and make a summary review of the content of the passage.
2.Learning objectives
In this course, students are expected:
(a) to solidify the knowledge of basic English grammar and vocabulary.
(b) to acquire the ability to interpret the meaning of a sentence with an
awareness of the structure.
(c) to acquire the ability to summarize the overall content of a passage
and express it to others in Japanese.
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3.Learning activities outside of classroom
Preparatory study and review time for this course are 2 hours each.
(a) Preparation
With regard to the content of the day’s class, you are required to clearly
distinguish between what you can understand and what you can’t in
advance. When we read a passage in a class, you need to read through
the whole passage, looking up words and idioms that you do not know in
the dictionary, and figure out the content of the passage before the class.
When we solve practice problems in a class, you are expected to prepare
your answers to the problems beforehand, reviewing the content of the
passage.
(b) Review
In order not to miss the problems that you missed in preparatory
study again, you should organize your knowledge of word meanings and
grammar by reviewing the interpretation of the meaning of sentences
with complex structures and the answers to the practice problems that
were illustrated in the previous class. These reviews will lead to getting
good marks on the quiz in each chapter.
4.Grading Criteria /Policy
Students will be assessed according to the following criteria:
Term-end examination: 60%
Quizzes: 20%
Usual performance score (e.g., attitude in class, preparation for classes,
other homework): 20%
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LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅰ（ｂ）

蒔田　裕美

サブタイトル：（３）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／1単位
曜日・時限：金2/Fri.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は英語の読解力の向上を主な目的とする。学生は様々な分野のエッセ
イを精読することにより、英語の文法と語彙力を培う。
【到達目標】
学生が英文読解に必要な語彙と文法事項を学修し、辞書を使いながら自分の
力で英文の内容を正確に理解できるようになる。
英語の発音記号を学び、英語らしいイントネーションを身につけることによ
り正しい音読ができるようになる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
学生は毎回発音記号を学び、英語の音声を聞き分けて正しく発音する訓練を
行う。
英文読解のために必要な文法事項を確認した上で、語彙力を強化する問題や
内容理解問題に取り組む。
各ユニットのトピックについて、ペアあるいはグループで英語のディスカッ
ションを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 Unit 7: The Gossip

Media (1)
Reading Passage, Questions about
the Reading, Writing about the
Article

2 Unit 7: The Gossip
Media (2)

Vocabulary Building, Phrase
Building, Grammar Exercise,
Listening Exercise, Discussion
Questions

3 Unit 8: Replanting
the World’s Forests (1)

Reading Passage, Questions about
the Reading, Writing about the
Article

4 Unit 8: Replanting
the World’s Forests (2)

Vocabulary Building, Phrase
Building, Grammar Exercise,
Listening Exercise, Discussion
Questions

5 Unit 9: Adventure
Tourism (1)

Reading Passage, Questions about
the Reading, Writing about the
Article

6 Unit 9: Adventure
Tourism (2)

Vocabulary Building, Phrase
Building, Grammar Exercise,
Listening Exercise, Discussion
Questions

7 Unit 10: The Cannes
Film Festival (1)

Reading Passage, Questions about
the Reading, Writing about the
Article

8 Unit 10: The Cannes
Film Festival (2)

Vocabulary Building, Phrase
Building, Grammar Exercise,
Listening Exercise, Discussion
Questions

9 Unit 11: Giving Away
Billions (1)

Reading Passage, Questions about
the Reading, Writing about the
Article

10 Unit 11: Giving Away
Billions (2)

Vocabulary Building, Phrase
Building, Grammar Exercise,
Listening Exercise, Discussion
Questions

11 Unit 12: Computer
Actors (1)

Reading Passage, Questions about
the Reading, Writing about the
Article

12 Unit 12: Computer
Actors (2)

Vocabulary Building, Phrase
Building, Grammar Exercise,
Listening Exercise, Discussion
Questions

13 Unit 13: New York
City (1)

Reading Passage, Questions about
the Reading, Writing about the
Article

14 まとめ 期末試験を実施する。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
学生が予習をしていることを前提に進めるので、毎回指定されたテキスト範
囲で分からない単語の意味があれば必ず辞書で調べ、設問を解いた上で授業
に臨むこと。
本授業の準備と復習時間は各２時間を目安とする。
【テキスト（教科書）】
Andrew E. Bennett『Reading Pass 2』南雲堂、2021年、2530円
【参考書】
授業時に適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
課題５０％、試験５０％
【学生の意見等からの気づき】
ペアワークやディスカッションを取り入れて学習者が積極的に授業に参加し、
多様な考え方を受け入れ、視野を広げられるよう進めていきたい。
【Outline (in English)】
【Course outline】The main purpose of this course is to improve students’
reading skills in English through reading various essays.
【Learning Objectives】By the end of the course, students should be
able to do the following: (1) widen their vocabulary. (2) improve their
grammar skills. (3) understand phonetic symbols. (4) speak English
with accurate pronunciation.
【Learning activities outside of classroom】Before each class meeting,
Students must read assigned chapter passages and complete exercises
from the text using dictionaries. Your required study time is at least one
hour for each class meeting.
【Grading Criteria /Policy】Your overall grade in the class will be decided
based on the following: assignments 50%, term-end examination 50%
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LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅰ（ｂ）

相馬　美明

サブタイトル：（４）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／1単位
曜日・時限：金2/Fri.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　基本的なことながら意外と軽視されがちな音読について、授業ではできう
る限り意識的にそれを行い、またそのことを通じ正しく音を知覚し認知する
ことによって、リーディング、リスニングの両面から自信をつけていく。
【到達目標】
　読むこと、聞くことの両面から英語の楽しさを再確認し、加えて自らの新
たな可能性を見出すこと。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
　基本的に授業は毎回3本立てとして構成され、講読を中心に、音読・和訳、
リスニング・ディクテイション、発話（表現力）などを通じ、英語の基本的な
フォー・スキルズについて学習する。また、課題に対するフィードバックと
しては、授業内における口頭コメント、もしくは文書による提出物へのコメ
ントを予定している。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 秋学期予定確認 秋学期予定確認。Wedding

Ceremonies Expenses, We’re All
Alone

2 集中力をつける Story⑨, Exercise 14 PART B,
Excellent power of memory, Film
①

3 集中して聞き取る Story⑩, Exercise 16 PART C,
Coin changer, Film①

4 集中して聞き取る Story⑪, Exercise 17 PART A,
Diplomacy, Film①～②

5 音を育て、発音する Exercise 18 PART B,プレゼンテイ
ションについて指示、説明

6 瞬時に聞き取る Story⑫, Exercise 19 PART C,
Film②, She’s got a way.

7 耳から理解する Story⑬, Exercise 20 PART A,
Film②～③

8 発話のための準備 Exercise 21 PART B, Film③, The
Story of O-TEI

9 発話のための準備 Exercise 22 PART C, Film③～④
10 まとめ Exercise PART A-C　まとめ,力だ

めし
11 プレゼンテイション①

　第１グループ
プレゼンテイション①

12 プレゼンテイション②
　第２グループ

プレゼンテイション②

13 プレゼンテイション③
　第３グループ

プレゼンテイション③
レポート提出

14 まとめ 学期末まとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業内で学習した表現の反復練習のみならず、授業外では英語でニュース
を聞いたり、また字幕なしで映画を見るなど、普段の生活においても意識的
に英語に触れ、関心を深めてもらいたい。またそのことを通じ、自信をつけ
てもらいたいと考える。
本授業の準備学習・復習時間は合わせて1時間半を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書は特に指定せず、毎回プリントを使用する。
【参考書】
必要に応じ適宜、紹介する。
【成績評価の方法と基準】
平常点（20％）：出席については、基本的に全出席を原則とする。きちんと
出席し、真剣に取り組む姿勢を評価したい。
学期末試験（60％）：春学期・秋学期ともに必ず受験すること。
レポート（10％）：授業中に指示する内容にそって提出すること。
プレゼンテイション（10％）：積極的に話し、聞き、発表することを評価する。

【学生の意見等からの気づき】
　学生をどのようにしてやる気にさせるか、われわれ教員はつねにそれを試
されているように思う。学生を通じ学ぶことは実に多い。少しでも彼らの望
むものに応えられる授業となるよう努力していきたい。
【Outline (in English)】
【Course outline】
Basic English grammar, vocabulary, and conversational expressions will
be very helpful to communicate with each other and at the same time
essential when writing, speaking and of course listening.
【Learning Objectives】
Students will be able to read analytically and think critically at a high
level and demonstrate the ability to transfer critical thinking skills
to the interpretation and analysis of ideas encountered in academic
reading. Through read-out-loud activities, students are expected to
improve overall reading comprehension.
【Grading Criteria /Policy】
Attendance & active participation（20%）, examination （60%）,
assignments（10%）, presentation（10%） will be totally evaluated.
【Learning activities outside of classroom】
Learning activities outside of classroom: one and a half hours.
Comments upon the details about the textbook, attendance rule,
evaluation and so on will be made at the first class of this semester.
Attendance is mandatory, and students will be expected to attend every
class and hopefully enjoy their own activities. Great joy is only earned
by great exertion!
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LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅰ（ｂ）

式町　眞紀子

サブタイトル：（５）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／1単位
曜日・時限：金2/Fri.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
春学期に引き続き、ニュースに基づくさまざまなトピックや会話、聞き手や
読み手に的確に伝わるように洗練された英文を、実践的な練習問題をとおし
て学習し、「なんとなくわかる」で終わらずに「明確にわかる」ことを目指す。
【到達目標】
文法・語彙力の裏付けを確実なものにすることで、先学期よりもスピーディー
にリスニング・リーディング、そしてライティングのいずれでも文脈をきち
んと把握できるようになる。単語のアクセント、リズムやイントネーション
を的確に反映させて、英語として自然な発音や発話ができるようになり、総
合的に表現力を高めることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
春学期同様に、Warm Upにはじまり、リスニングやリーディングなどの練習
問題を解いていく中で、トピックに関連する問題を考え、意見をまとめるこ
とで仕上げる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 春学期のふりかえりと秋学期の進め

方の説明などを行う。
第2回 Unit 7： Basketball

Superstar（前半）
Warm Up, Vocabulary Check &
Exercise, Topic Paragraph
News Listening

第3回 Unit 7： Basketball
Superstar（後半）

Transcription Completion,
Comprehension Questions,
Summary Writing

第4回 Unit 8： Creating
Eco-Accessories（前半）

Warm Up, Vocabulary Check &
Exercise, Topic Paragraph
News Listening

第5回 Unit 8： Creating
Eco-Accessories（後半）

Transcription Completion,
Comprehension Questions,
Summary Writing

第6回 Unit 9： Secret
Education for Women
（前半）

Warm Up, Vocabulary Check &
Exercise, Topic Paragraph
News Listening

第7回 Unit 9： Secret
Education for Women
（後半）

Transcription Completion,
Comprehension Questions,
Summary Writing

第8回 Unit 10： Drones at
the Beach（前半）

Warm Up, Vocabulary Check &
Exercise, Topic Paragraph
News Listening

第9回 Unit 10： Drones at
the Beach（後半）

Transcription Completion,
Comprehension Questions,
Summary Writing

第10回 Unit 11： Flying High
School（前半）

Warm Up, Vocabulary Check &
Exercise, Topic Paragraph
News Listening

第11回 Unit 11： Flying High
School（後半）

Transcription Completion,
Comprehension Questions,
Summary Writing

第12回 Unit 12： From
TikTok to the Art
Gallery（前半）

Warm Up, Vocabulary Check &
Exercise, Topic Paragraph
News Listening

第13回 Unit 12： From
TikTok to the Art
Gallery（後半）

Transcription Completion,
Comprehension Questions,
Summary Writing

第14回 Review exam 学習内容の理解度を確認する試験
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習１時間、復習は間違えた問題や新しく理解した内容を掘り下げるために
１時間。合計２時間。さらにメディアを通してリアルタイムでさまざまな英
語に触れることは無制限に行うべき。

【テキスト（教科書）】
SEKIDO, Fuyuhiko, Masato Kogure, Jake Arnold, Christopher Mattson
CNN10 Students News Vol. 13、朝日出版社、2025年、ISBN: 978-4-255-
15727-6　＊複数の版があるので、必ず Vol. 13 を購入すること（新規受
講者）。
【参考書】
英和辞典（紙・電子）。学習用オンライン辞典については教室で説明する。な
お、スマートフォンの辞書アプリは学習向けに不十分であることから、教室
での使用を禁じる。学習に関係ない行為は授業参加態度（成績評価の方法と
基準参照）から減点する。
【成績評価の方法と基準】
①授業参加態度40％　演習活動が毎回の授業を形成する。したがって、欠席・
遅刻はもとより、授業に出席している「だけ」では評価対象とならない。②
試験40％　③Quizzes/Dictations 20％　以上3点を勘案して、総合的に評
価する。
【学生の意見等からの気づき】
「今まで強弱を意識して読んだことがなかったので、リズムをつけて読むと内
容が理解しやすくなると感じた。」、「品詞によってその強弱が決定されること
も学習できたので、どんな品詞が強く読まれるのか、反対にどんな品詞が弱く
読まれるのかをしっかり覚えて、リズムのある読み方を心掛けたい。」など、
学生が学習成果を実感できる授業運営を引き続き心掛けたい。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムにアクセスしやすい環境。授業連絡、課題指示などは同シ
ステムを通じて行う。必ずメール転送設定を行うこと。
【その他の重要事項】
学生の理解度やその時々の世相を反映させ、より深い読みやそれに対する問
題意識を導くために、扱うユニットを変更する場合がある。
【Outline (in English)】
The aim of the course is to further develop effective communication
skills in English with a particular emphasis on listening and reading
by utilizing the skills and vocabulary gained in English II(a). Students
deal with more complex and sophisticated content presented in English
that is relevant to their university life and subsequent academic work
including lectures and academic texts.
[Learning Objectives]
By the end of the course, students should be able to do
the followings:
― Acquire fundamentals of English 4 skills; Reading,
Listening, Speaking, and Writing.
― Understand how to connect English texts.
― Develop critical thinking skills.
[Learning Activities Outside of Classroom]
You need to spend the same amount of time as the lesson itself for self-
study both preview and review. Be sure to review what has been said
during class to prepare yourself for next class.
[Grading Criteria /Policy]
40%: Participation in class activities.
40%: Examination.
20%: Quizzes /Dictations.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅰ（ｂ）

ABUDUREHEMAN ADILAN

サブタイトル：（６）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／1単位
曜日・時限：金2/Fri.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
○大学教育で必要となる外国語コミュニケーション能力のうち、英語におけ
る「読む」「話す」「書く」能力の向上を目指す。
○現代英語の実情を知り、異文化間コミュニケーションの方法、そして相互
理解を図る目的と方法を各自で探る。
This course aims to develop the four language skills (listening, speaking,
reading and writing) by placing special emphasis on listening skills and
ability to express oneself in writing and speaking. You will learn new
expressions and practise using them in conversation, discussions and
written texts.
In this class you will be encouraged to express effectively your ideas
which will help you become more active and confident communicators
in the global society.
By the end of the course, students should be able to make presentations
confidently.

【到達目標】
This course aims to develop the four language skills (listening, speaking,
reading and writing) by placing special emphasis on listening skills and
ability to express oneself in writing and speaking. You will learn new
expressions and practise using them in conversation, discussions and
written texts.
In this class you will be encouraged to express effectively your ideas
which will help you become more active and confident communicators
in the global society.
By the end of the course, students should be able to make presentations
confidently.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
（2022年度はオンライン授業の実施に伴い、変更の可能性があります。変更は学
習支援システム等で提示します。/Method(s) may change depending on the
online lesson. Changes will be refl ected in the Learning Management
System, etc.）
ビデオやオーディオ教材などを使用し、平易ながらも日常会話に必要とされ
るさまざまな表現に触れ、リスニング、ディクテーション、読解などを通じ、
いわゆる英語のフォー・スキルズを高めていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Week 1 Introduction Explanation of course

requirements, tasks and goals;
Review of the main points studied
in the spring semester

Week 2 Unit 6 Inspiring
people (speaking)

Speaking exercise: talking about
an inspirational person;
Grammar explanation and
practice: reported speech

Week 3 Unit 6 Inspiring
people (TED video)

Watching video (TED Talks); Key
words; Writing assignment:
describing an inspiring person

Week 4 Unit 7 Ethical choices
(speaking)

Listening and speaking exercise:
talking about ethical choices;
Grammar: predictions

Week 5 Unit 7 Ethical choices
(TED video)

Watching video (TED Talks);
Vocabulary in context;
Presentation skills

Week 6 Unit 8 Better cities
(speaking)

Explanation of presentation No. 1
(parroting); Listening: Living
abroad; Grammar: phrasal verbs

Week 7 Unit 8 Better cities
(TED video)

Watching video (TED Talks); Key
vocabulary; Reading with
comprehension: Having a say
about your city

Week 8 Presentation No. 1 Students’ presentations No. 1:
parroting; Explaining
requirements and introducing
topics for presentation No. 2

Week 9 Unit 9 Giving
(speaking)

Listening and speaking: talking
about good cuases; Grammar
explanation and practice: will for
offers and first conditionals

Week 10 Unit 9 Giving (TED
video)

Watching video (TED Talks); Key
words review; Communication:
choosing a charity

Week 11 Unit 10 Mind and
machine (speaking)

Vocabulary related to brain
functions; Speaking: talking
about a game; Grammar: adverbs
and adverbial phrases

Week 12 Unit 10 Mind and
machine (watching)

Watching video (TED Talks); Key
words review; Reading with
comprehension: The power of the
mind

Week 13 Presentation No. 2 Students’presentations No. 2 on
the chosen topic

Week 14 Course wrap up Final test; Watching an old
Japanese tale; group discussion:
expressing your opinion

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は合わせて 1時間を標準とします。
Required time for work to be done outside of class: 1 hour per week.
Required work: class preparation, vocabulary review, homework,
preparation for presentations.

【テキスト（教科書）】
David Bohlke and Stephanie Parker: Keynote Pre-Intermediate,
Cengage Learning, 2018. Student’s Book ISBN: 978-1-337-27392-3

【参考書】
English to English dictionary:
https://dictionary.cambridge.org/
Further references will be provided by the instructor during the class.

【成績評価の方法と基準】
Students are expected to actively participate in class, prepare short
presentations, complete writing assignments and pass the final test.
Your work will be evaluated as follows:
- Active participation in class: 20%
- Writing assignments, homework and tests: 40%
- Presentations: 40%

【学生の意見等からの気づき】
There are no student comments that would require major changes to the
course.
The instructor is always happy to receive feedback on how to make
learning more enjoyable and effective.

【学生が準備すべき機器他】
Textbook. Please bring also a notepad and pencil/pen to write notes,
instructions, writing assignments, etc. when requested.

【その他の重要事項】
The contents and timing of the syllabus may change depending on the
needs and language level of the students taking this class.

【Outline (in English)】
Learning English for active communication and understanding in the
international environment.
This course aims to develop the four language skills (listening, speaking,
reading and writing) by placing special emphasis on listening skills and
ability to express oneself in writing and speaking.
You will learn new expressions and practise using them in conversation,
discussions and written texts. In this class you will be encouraged to
express effectively your ideas which will help you become more active
and confident communicators in the global society.
By the end of the course, students should be able to make presentations
confidently.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅰ（ｂ）

川田　アマンディーン

サブタイトル：（７）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／1単位
曜日・時限：金2/Fri.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
The aim of this course is to help students deepen their basic knowledge
　of English and to work on the skill of openly exchanging ideas and　
opinions in a variety of authentic contexts.

【到達目標】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
-Develop fundamental skills and precision in expressing ideas in
English and in delivering presentations
-Understand various topics in a variety of written English texts
-Develop communicative skills for listening and for having discussions
in English.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
This course will be conducted entirely in English. Since many
presentations will be used, students should not be passive during
lectures and exercises but should be proactive and do their best without
fear of making mistakes. Besides, emphasis will be placed on checking
English vocabulary and grammar while reading English sentences, as
well as on understanding English expressions and structures. In the
writing exercises, students should write English sentences by referring
to the samples and paying attention to the structure.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 Orientation

(ガイダンス）
授業の進め方、テキストなどについ
ての説明、発表担当日決め、自己紹
介など。

2 Unit 9, Destination:
Mars

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (the more... the
more)

3 Unit 10,
Cross-Cultural
Friendships

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (to do so & in
doing so)

4 Unit 11, Muscle
Memory

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (reflexive
pronouns)

5 Unit 11, Muscle
Memory

Speaking and listening activities.
Talking about Health

6 Unit 12, Maritime
Piracy

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (conditional
sentences with “should”)

7 Unit 12, Maritime
Piracy

Speaking and listening activities.
Talking about Law and Crime

8 Unit 13, The Science
of Love

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (present perfect +
passive + phrasal verbs)

9 Unit 13, The Science
of Love

Speaking and listening activities.
Talking about Identity

10 Unit 14, The
Homeless

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (expressions of
quantity + subject-verb
agreement)

11 Unit 14, The
Homeless

Speaking and listening activities.
Talking about Social Issues

12 Unit 15, A World
Currency?

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (it’s not a question
of ...)

13 Unit 15, A World
Currency?

Speaking and listening activities.
Talking about Globalization

14 Review 学期末まとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend one
　hour to understand　 the course content.
Work required: class preparation, vocabulary review, homework, and
presentation preparation.

【テキスト（教科書）】
Andrew E. Bennett: Reading Fusion 2, second edition
Nan’Un-Do, ISBN 978-4-523-17973-3

【参考書】
Reading Fusion 2, second edition
Andrew E. Bennett

【成績評価の方法と基準】
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
In-class and homework assignments: 30%
In class contribution: 30%
Presentation: 40%.
Students are allowed a maximum of 3 absences. More than that will
result in a fail grade.

【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
必要に応じてその都度授業内でアナウンスをする。
【その他の重要事項】
The content of lessons and timing of the syllabus may change depending
on the needs and language level of the students taking this class.
Communication is the key. Please don’t be afraid to communicate. It
is OK to make mistakes.

【Outline (in English)】
The goal is to acquire the comprehensive English skills necessary for
university education.
Students will not only work on improving the reception of English, but
also on improving the transmission of English.
They will read and comprehend English texts logically, sometimes
taking into account cultural circumstances.
They will develop the ability to use English on their own by using
the information and knowledge gained from reading to communicate
through presentations and conversations.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅱ（a）

大塚　孝一

サブタイトル：（１）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：月3/Mon.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
大学教育において必要となる英語力を身につけることを目指す。受信面の向
上だけではなく、発信面向上にも取り組む。英文を論理的に、時に文化的事
情を踏まえ読解し、読解時に得た情報や知識を使い、発信していくことを身
につけることで、自分の力で英語を駆使できる力を養う。
【到達目標】
1. 英語の要素である「品詞」「文型」「句と節」を理解すること
2.「品詞」「文型」「句と節」を受発信の場面で適切に使うこと
3. 研究内容に関する、英語で書かれた文献を読めるようにすること
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
○ひとつのUnitを二週間に渡り学習する。奇数週は Reading, Listening,
Speakingを、偶数週はReading, Writingを主に学ぶ。
○毎週伝える予習指示に従い、予習をしてくること。
○ペアワーク、グループワークを積極的に採用する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Week 01 Introduction Orientation
Week 02 Unit 1 (1) Dreams and Aspirations (1)
Week 03 Unit 1 (2) Dreams and Aspirations (2)
Week 04 Unit 2 (1) Sports and Leisure (1)
Week 05 Unit 2 (2) Sports and Leisure (2)
Week 06 Unit 3 (1) Routines and Habits (1)
Week 07 Unit 3 (2) Routines and Habits (2)
Week 08 Unit 4 (1) University Life (1)
Week 09 Unit 4 (2) University Life (2)
Week 10 Unit 5 (1) Culture and Traditions (1)
Week 11 Unit 5 (2) Culture and Traditions (2)
Week 12 Unit 6 (1) Four Seasons (1)
Week 13 Unit 6 (2) Four Seasons (2)
Week 14 Course Review Final Examination

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業における予習・復習の時間は各１時間以上を標準とする。週に一回100
分の授業のみで、到達目標を高いレベルで達成することは極めて難しい。履
修者諸君の授業時間外の努力も必要である。
予習
《奇数週》①Reading Passage前半を指示に従い、熟読する、②Listeningの
Aに取り組む。
《偶数週》①Reading Passage後半を指示に従い、熟読する、②Writingの
Ex.を読み、内容を把握する。
復習
語彙と文法の再確認をしておくこと。
【テキスト（教科書）】
書名：English in Tune
著者：Robert Hickling, Shun Morimoto
出版社：Cengage Learning
価格：￥2,150（￥2,365税込）
ISBN：9784863123939

【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
課題：上述の予習課題《30%》
授業内活動：発表など《30%》
期末試験：授業内容を総括する試験《40%》
以上の成績を総合する。

【学生の意見等からの気づき】
昨年度も例年同様に学生に恵まれた。幸いにも選んだ教科書に対しても肯定
的な意見を寄せてもらった。有りがたいことである。学生からの意見を総括
すると「学習の充実感」「実践的な活動」「学びやすい環境」の三つに分類され
る。教科書のみならず、教科書外の活動にも注力し、学生が積極的に学べる
環境を提供することが高く評価されていることが学生の意見からうかがえる。
今年度もできる限り満足度の高い授業を提供することを考えている。
【学生が準備すべき機器他】
【持ち物】辞書（中級以上のもの、紙・電子は問わない）とパソコン、あるい
はタブレット
【その他の重要事項】
【授業進度】履修学生の理解度を見ながら、適宜調整する可能性もある。
【クラスルール】教員が定めたクラスルールに反する行為をした学生は退出を
命じる。
【学習姿勢】教員が伝えた情報を鵜呑みにせず、自分で考え、時には質問した
り、自分で文献を調べたりする。自分の意見を他人と交わし、最終的に、結
論を他人に伝える方法を常に自分で追求して欲しい。
【Outline (in English)】
【Course outline】This course focuses on basic English skills needed in an
academic setting. Not only receptive skills such as reading and listening
but also productive skills such as writing and speaking are targeted.
Students will have a good command of English by themselves if they
comprehend English texts by treating them analytically and considering
cultural aspects, which will be given in the lectures.
【Learning Objectives】
By the end of the course, you will be able to:
Comprehend the fundamental components of English: parts of speech,
sentence patterns, and phrases and clauses.
Apply these key components appropriately in both receptive and
productive language skills.
Develop the ability to read and understand academic literature written
in English related to one’s major.
【Learning activities outside of classroom】
Odd-numbered Weeks: Read the first half of the passage, and work on
Listening Section A
Even-numbered Weeks: Read the second half of the passage, and the
Writing Example
Review the content in each class and improve the four skills for the final
examination
【Grading Criteria】
In-class contribution《30%》
Assignments《30%》
Final Examination《40%》
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅱ（a）

衣川　清子

サブタイトル：（２）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：月3/Mon.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
The Japan News, VOA Learning Englishなどからスポーツや健康に関係す
る記事を選び、英語の基礎（４技能）を復習し、主にライティング力を伸ばす
ためのトレーニングをします。
【到達目標】
(1)スポーツや健康に関連した話題を扱った記事を読み、さまざまなエクササ
イズに取り組むことで英語の４技能を伸ばすことができます。
(2)記事やエクササイズに登場する英語表現を応用して、言いたいことを簡潔
に表現するパラグラフが書けるようになります。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
指定の英文記事を読解したのち、登場する重要な表現、イディオム、構文を
学び、練習問題を解き、これらを応用してより英語らしい文章が書けるよう
に練習します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 英語の学習法、予習復習、授業に臨

む姿勢など
2 英文記事① 記事①を読み、問題に取り組む
3 英文記事② 記事②を読み、問題に取り組む
4 英文記事③ 記事③を読み、問題に取り組む
5 英文記事④ 記事④を読み、問題に取り組む
6 英文記事①～④のまとめ 記事①～④を復習し、重要事項を確

認する
7 中間テスト 記事①～④の重要事項の定着確認、

応用問題
8 後半イントロダクショ

ン／英文記事⑤
記事⑤を読み、問題に取り組む

9 英文記事⑥ 記事⑥を読み、問題に取り組む
10 英文記事⑦ 記事⑦を読み、問題に取り組む
11 英文記事⑧ 記事⑧を読み、問題に取り組む
12 英文記事⑨ 記事⑨を読み、問題に取り組む
13 英文記事⑤～⑨のまとめ 記事⑤～⑨を復習し、重要事項を確

認する
14 期末テスト 英文記事⑤～⑨の重要事項の定着確

認、応用問題
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
①日本語でもいいので、スポーツや健康に関するニュース記事をふだんから
たくさん読む習慣をつけること。徐々に読む対象を広げよう。
②3～5行程度の英文日記をつけることを勧める。記事に出てきた表現や構文
を応用してみよう。
準備・復習時間は各1時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
話題性、テーマや内容の適切さから選んだオンライン記事をプリント教材と
して配布します。
【参考書】
必要に応じて指示します。
【成績評価の方法と基準】
中間テスト30％＋期末テスト30％＋平常点40％
【学生の意見等からの気づき】
力がついたことを実感できる授業をめざします。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムで連絡したり、参考資料を提示したりすることがあります。
【その他の重要事項】
なお、授業の進展状況によってスケジュールが変更される場合があります。

【Outline (in English)】
Course Outline: We will read articles about sports and health from The
Japan News, BreakingNewsEnglish, VOA Learning English, etc., and
review the basics of four skills of English, especially writing, and work
on various types of training to improve writing skills.
Learning Objectives:
(1) We will read newspaper/magazine articles concerning sports and
health and work on various exercises in order to improve four skills of
English.
(2) We will be able to write paragraphs concisely by applying idioms and
expressions that we have learned in class.
Learning Activities outside of classroom: Students are advised to read
a lot of articles concerning sports and health –not only in English but
also in Japanese – outside class. They are also advised to broaden the
scope of reading. Spend an hour or more preparing for and reviewing
the classwork.
Grading Criteria/Policy: Evaluation is based on mid-term exam
score(30%), end-term exam score(30%) and other classwork score (40%).

— 19 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅱ（a）

松下　晴彦

サブタイトル：（３）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：月3/Mon.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身近な話題を使い、今までに習得した英語力を充実・発展させながら、リス
ニング・プレゼンテーション力を養成することを目標とする。また、論理的
な思考力を身につけ、幅広い知識を習得する場とすることも目指している。
【到達目標】
学生は、英語特有の発音を慣れ、抵抗感なくリスニングできる。プレゼンテー
ションの適切な方法を身に着け、実際に自分で行うことができる。
最近の世界情勢について学び、広い視野を持つことができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
テキストで多様な英語を聴く練習をしていく。ボキャブラリービルディング
を目指し、毎回、前回の復習単語テストを行う。英語を聴くという語学的な
技術を習得することに加え、現代社会の様々な問題を考える。プレゼンテー
ションのやり方を学び、実際に行う。
毎回、リアクションペーパーの提出を求める。
課題を課す場合はHoppiを通してフィードバックをする予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の紹介等
第2回 UNIT 1 Dissolving

Bags
溶けるレジ袋についてのリスニング
と表現演習

第3回 UNIT 2 Farm beneath
the Streets

地下農園についてのリスニングと表
現演習

第4回 UNIT 3 Mechanics are
Men? Think Again!

女性自動車工についてのリスニング
と表現演習

第5回 UNIT 4 Pets Get
High-class Health
Care

ペット医療についてのリスニングと
表現演習

第6回 UNIT 5 Life with the
Iron Lady

エッフェル塔についてのリスニング
と表現演習

第7回 課題の発表 プレゼンテーション
第8回 UNIT 6 Drone for the

Disabled
障がい者ようドローンについてのリ
スニングと表現演習

第9回 UNIT 7 Crucial
Minutes

緊急地震速報についてのリスニング
と表現演習

第10回 UNIT 8 Mites vs
Parasites

ダニと寄生虫についてのリスニング
と表現演習

第11回 UNIT 9 Gearing up
for a New Top Speed

最速自動車についてのリスニングと
表現演習

第12回 UNIT 10 New Skin
from a Printer

リスニングと表現演習

第13回 課題の発表 プレゼンテーション
第14回 試験・まとめと解説 試験とまとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストの予習は必須である。未知の単語は意味・用法を調べ、本文の全訳、
問題の解答をしておく。
毎回、前回分の確認テストを行うので、復習しておくように。
本授業の準備学習・復習時間は合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
『AFP SciTech Futures： AFPで学ぶ世界の科学』椋平淳（成美堂：2021）
2,500円＋税
【参考書】
必要に応じて適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
授業への積極的な貢献度 (プレゼンを含む)： 30％
授業内小テスト： 30％
定期試験： 40％
これをもとに総合的に評価する。積極的な姿勢が高く評価される。

【学生の意見等からの気づき】
様々な考え方が身についたという意見があった。学生がクリティカル・スィ
ンキングが身につけられるように工夫していきたい。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システム。
【その他の重要事項】
授業の展開によって、変更があり得る。
【Outline (in English)】
[Course outline] This course deals with listening and presentation.
[Learning objectives] By the end of the course, students should be able
to improve listening skills and gain proficiency in presentation skills,
[Learning activities outside of classroom] Before/after each class
meeting, students will be expected to spend one hours to understand
the course content.
[Grading criteria/policy] Final grade will be calculated based on
Classwork 30%, Quizzes 30% and Final Examination 40%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅱ（a）

山本　三穂

サブタイトル：（４）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：月3/Mon.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
幅広い分野の英文を読み知識を得た上で、自ら発信することを学んでいく。英
語を表現する際に必要な力を様々な点から養っていくことを目的とする。
【到達目標】
本授業を通じて英語を発信するために必要な以下の内容を強化・習得するこ
とを目標とする。
1. 語句・コロケーション
2. 文法事項
3. パラグラフ・エッセイの構造
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
テキストを読解した後、重要表現の確認や文法事項の見直しを行い、パラグ
ラフやエッセイの構造に着目しながら英文を作成していく。課題については、
授業内で全体に対してフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業ガイダンス 授業の内容・進め方・評価などにつ

いての説明、初回ライティング
第2回 パラグラフの構成 主題文・支持文・結論文
第3回 良いパラグラフの特徴 統一性と一貫性・順序・結びつき
第4回 パラグラフライティング 第１回作文の修正版作成
第5回 Unit 1 Globalization

(1)
読解

第6回 Unit 1 Globalization
(2)

語彙・文法・構造の確認

第7回 Unit 1 Globalization
(3)

Writing

第8回 Unit 2 Education (1) 読解
第9回 Unit 2 Education (2) 語彙・文法・構造の確認
第10回 Unit 2 Education (3) Writing
第11回 Unit 3 Medicine (1) 読解
第12回 Unit 3 Medicine (2) 語彙・文法・構造の確認
第13回 Unit 3 Medicine (3) Writing
第14回 試験とまとめ 到達度チェックを行う
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習：　英文を読みテキストの問題を解く。または作文についての資料を確
認して問題を解いておく。
復習：　構文や表現を見直す。
時間：　一週間につき、予習復習１時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
教科書名： Prism Reading Level 3 Student’s Book with Digital Pack
著者： Alan s. Kennedy, Chris Sowton
出版社： Cambridge University Press

【参考書】
授業内で適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
以下を基に総合的に評価する。
予習２０％　課題３０％　定期試験５０％
原則として授業回数の1/3を超えて欠席した場合は単位を認めない。また遅刻
３回で欠席１回とみなす。
【学生の意見等からの気づき】
文法事項についてのより詳細な説明を望む声が見られた。丁寧に確認しなが
ら進めるようにしたい。
【学生が準備すべき機器他】
紙まはた電子辞書を持参すること（携帯電話・パソコンの辞書不可）。
【その他の重要事項】
授業の進展状況によって内容や順序が変更される可能性があります。

【Outline (in English)】
・Course outline
The aim of this course is to improve students’ English writing skills.
・Learning objectives
By the end of the course, you should be able to improve your knowledge
of grammar and sentence structures and write well-structured
paragraphs.
・Learning activities outside of classroom
You will be expected to have read the relevant chapter from the text and
have completed the required assignments. Your study time will be more
than one hour for a class.
・Grading criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
Preparation: 20%, Assignments: 30%, Term-end examination: 50%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅱ（a）

BANNERMAN ERNEST

サブタイトル：（５）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：月3/Mon.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コース概要と目標:
理解に重点を置いた総合的な英語力を強化する。
様々な方法で英語の理解を深める。
学位授与方針「DP1」に関連する。
【到達目標】
先進国が直面する人口統計問題を理解する。
国際政治の主要な動向を把握する。
グローバルな社会問題について洞察を得る。
最新の科学技術の進歩を認識する。
世界経済の現状と課題を理解する
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
トピックの理解に重点を置く。
新聞記事のプレゼンテーションを活用する。
ノートと簡単な教師のインタビューから復習を行う。
費用手順はトピックの理解に重点を置く。
関連性の方法論には以下が含まれます。
ニュース記事を通じた時事問題の分析。
インタビューを通じた学習概念の応用。
レビューを通じた批判的思考の発達。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
通常、授業外の準備には4時間程度必要ですが、このコースでは割り当てられ
た具体的な活動によって時間が変わる可能性があります。重要なのは、準備
の証拠をノートに記録することです。これは進捗状況の把握に役立つだけで
なく、総合的な成績評価にも寄与します。
【テキスト（教科書）】
AFP World News Report
Authors: Makoto Shishido /Bruce Allen /Mariko Takahashi

Publisher: Seibido.co.jp

【参考書】
https://www.seibido.co.jp/np/en/code/9784791950850/

【成績評価の方法と基準】
Evaluation based on comprehension, presentations, participation,
teamwork, and notebook submissions.
成績評価の方法と基準:
理解度、プレゼンテーション、参加度、チームワーク、ノートブックの提出に
基づいて評価する。
【学生の意見等からの気づき】
英語:
Feedback not available due to change in teaching staff this year.
日本語:
今年度の教員変更のため、フィードバックは利用できません。
This response indicates that there have been no changes based on
previous feedback, as the teaching staff has changed this year. It is
appropriate for situations where a new teacher has taken over the
course or when the course is being offered for the first time.

【学生が準備すべき機器他】
必要な教材：
ペン
準備の証拠を記録するためのノート
任意：
ノートパソコン
追加情報：
このコースでは、教材の配布や課題の提出にラーニングマネジメントシステ
ム（LMS）を使用します。LMSにアクセスできることと、その基本的な機能
に慣れていることを確認してください。技術的な問題が発生した場合は、IT
サポートデスクにお問い合わせください。
グループディスカッションやプレゼンテーションのために、一部の授業はマ
ルチメディアルームで行われる場合があります。アナウンスがあった際には、
可能であればノートパソコンを持参してください。これらのセッションで役
立つ可能性があります
【その他の重要事項】
大学の規則とガイドラインをよく理解してください。施設と教室の規則を守
りましょう
【None】
なし
【None】
なし
【None】
なし
【None】
なし
【None】
なし
【Outline (in English)】
Enhance comprehensive English skills with an emphasis on comprehen-
sion.
Achieve improved understanding of English through various methods.
Relates to Diploma Policy "DP1".
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅱ（a）

ハリントンクリストフ

サブタイトル：（６）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：月3/Mon.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
This course will improve real-world English communication skills using
exciting new materials and technology. The English conversation
skills taught will help students give their opinions and have English
conversations about fun topics related to their past, present and future
lives.

【到達目標】
Students will become stronger at communicating in English for giving
their opinions for many different situations beyond the classroom. They
will learn to use English effectively for explaining experiences and
memories, current habits/routines and future hopes/dreams.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
The students will use fun and interactive activities within class.
These include online games, entertaining animations and real-world
discussion practices. Each class focuses on important interactional
skills within native-speaker dialogues to learn more natural English.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 Course introduction Teacher and student

introductions, textbook guidance
(pages 9-14) and grading system
explanation

2 Hobby preferences Pages 15-19: Preference phrases,
hobby preference activities, online
language game and animated
video listening activity

3 Hobby discussions Pages 20-22: Real-world hobby
discussion practices, online team
language game and extended
language activities for giving
preferences

4 Food preferences Pages 23-27: Comparatives and
superlatives, food preference
activities, online language game
and animated video listening
activity

5 Food discussions Pages 28-30: Real-world food
discussion practices, online team
language game and extended
language activities for comparing

6 Home preferences Pages 31-35: Choice phrases,
home preference activities, online
language game and animated
video listening activity

7 Home discussions Pages 36-38: Real-world home
choice discussion practices,
extended language activities for
explaining choices

8 Review speech 1 Pages 39-42: Speeches in small
groups about planning a party
(using phrases from classes 2-7)

9 Job/people preferences Pages 43-47: Asking questions,
job/people preference activities,
online language game and
animated video listening activity

10 Job/people discussions Pages 48-50: Real-world job
discussion practices, online team
language game and summary
language activities for asking
questions

11 Entertainment
preferences

Pages 51-55: Possibility phrases,
entertainment preference
activities, online language game
and animated video listening
activity

12 Entertainment
discussions

Pages 56-58: Real-world
entertainment discussion
practices, online team language
game and summary language
activities for discussing possible
actions

13 Life choice
preferences and
discussions

Pages 59-66: Advice phrases,
life-choice preference activities,
online language game and
animated video listening activity

14 Review speech 2 Speeches in small groups about
planning a trip (using phrases
from classes 7-13)

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Language practice activities, Sentence Builder and Vocabulary Builder,
Written speech with all phrases from classes Approximately 2 hours per
week.

【テキスト（教科書）】
SMART Communication 1, SMART Class Series (3rd Edition) Order a
copy HERE (red book)

【参考書】
not required

【成績評価の方法と基準】
25%: Class attendance and participation 25%: Textbook homework 25%:
Review speech 1 (delivered online/face-to-face as a summary of classes
2-7) 25%: Review speech 2 (delivered online/face-to-face as a summary
of classes 9-13)

【学生の意見等からの気づき】
Based on the teacher’s reflection and evaluation of the course feedback.

【学生が準備すべき機器他】
Please bring a charged smart phone to class if possible (for classroom
games). Alternative exercises are available within the textbook for those
without smart phones.

【Outline (in English)】
(Course outline and objectives)
This course will improve real-world English communication skills using
exciting new materials and technology. The English conversation
skills taught will help students give their opinions and have English
conversations about fun topics related to their past, present and future
lives.
(Learning activities outside of classroom)
Language practice activities, Sentence Builder and Vocabulary Builder,
Written speech with all phrases from classes Approximately 2 hours per
week.
(Grading Criteria /Policy)
25%: Class attendance and participation 25%: Textbook homework 25%:
Review speech 1 (delivered online/face-to-face as a summary of classes
2-7) 25%: Review speech 2 (delivered online/face-to-face as a summary
of classes 9-13)
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅱ（a）

ABUDUREHEMAN ADILAN

サブタイトル：（７）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：月3/Mon.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
To be able to communicate smoothly in English.
Understand the culture surrounding the English language as well.
Cultivating confidence is another key aspect of this course.

【到達目標】
This course will be conducted mainly in English. First of all, you
will develop reading skills by dealing with texts written on a variety
of topics. Furthermore, your speaking skills will be enhanced by
participating in a variety of activities, such as pair & group work,
delivering a presentation and practicing parroting. There will also be
listening exercises, as well as short writing assignments based on the
topics discussed in each unit. Through these exercises, you will become
more familiar with the active use of language and gain higher word
consciousness of vocabulary used in context.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
（2022年度はオンライン授業の実施に伴い、変更の可能性があります。変更は学
習支援システム等で提示します。/Method(s) may change depending on the
online lesson. Changes will be reflected in the Learning Management
System, etc.）
ビデオやオーディオ教材などを使用し、平易ながらも日常会話に必要とされ
るさまざまな表現に触れ、リスニング、ディクテーション、読解などを通じ、
いわゆる英語のフォー・スキルズを高めていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Week 1 Introduction Explanation of course

requirements, tasks and goals;
Getting to know each other

Week 2 Unit 1 Conservation,
listening and
speaking

Listening and speaking exercise:
talking about endangered
animals; Grammar explanation
and practice: present simple and
present continuous

Week 3 Unit 1 Conservation,
TED video

Watching video (TED Talks);
Vocabulary in context; Homework:
reading with comprehension

Week 4 Unit 2 Family
connections, listening
and speaking

Listening and speaking exercise:
talking about family; Grammar
used when talking about future
plans

Week 5 Unit 2 Family
connections, TED
video

Watching video (TED Talks);
Vocabulary review; Reading
exercise: A passion for genealogy

Week 6 Unit 3 Global stories,
speaking

Explanation of presentation No. 1
(parroting); Speaking exercise:
talking about books; Grammar:
defining relative clauses

Week 7 Unit 3 Global stories,
TED video

Watching video (TED Talks);
Vocabulary in context; Writing
exercise: writing a book review

Week 8 Presentation No. 1 Students’ presentations No. 1:
parroting; Explaining
requirements and watching model
presentation

Week 9 Unit 4 Music,
listening and
speaking

Listening and speaking: talking
about music; Grammar
explanation and practice:
countable and uncountable nouns

Week 10 Unit 4 Music, TED
video

Watching video (TED Talks); Key
words review; Reading exercise:
Music and the brain

Week 11 Unit 5 Good design,
listening and
speaking

Listening and speaking: talking
about design; Grammar
explanation and practice:
prepositions and adverbs of place

Week 12 Unit 5 Good design,
TED video

Watching video (TED Talks);
Vocabulary review; Reading with
comprehension: Chicago’s much
loved flag

Week 13 Presentation No. 2 Students’ presentations No. 2 on
the chosen topic

Week 14 Course wrap up Final test; Enjoying and learning
a song

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Required time for work to be done outside of class: 1 hour per week.
Required work: class preparation, vocabulary review, homework,
preparation for presentations.

【テキスト（教科書）】
David Bohlke and Stephanie Parker: Keynote Pre-Intermediate,
Cengage Learning, 2018. Student’s Book ISBN: 978-1-337-27392-3

【参考書】
English to English dictionary:
https://dictionary.cambridge.org/
Further references will be provided by the instructor during the class.

【成績評価の方法と基準】
Students are expected to actively participate in class, prepare two
presentations, complete writing assignments and pass the final test.
Your work will be evaluated as follows:
- Active participation in class: 20%
- Writing assignments, homework and tests: 40%
- Presentations: 40%

【学生の意見等からの気づき】
There are no student comments that would require major changes to the
course.
The instructor is always happy to receive feedback on how to make
learning more enjoyable and effective.

【学生が準備すべき機器他】
Textbook. Please bring also a notepad and pencil/pen to write notes,
instructions, writing assignments, etc. when requested.

【その他の重要事項】
The content of lessons may differ from the syllabus depending on the
needs and language level of the students taking this class.

【Outline (in English)】
(Outline and objectives)
This course aims to develop the four language skills (listening, 　
speaking, reading and writing) by placing special emphasis on listening
skills and ability to express oneself in speaking. You will learn new
expressions and practise using them in conversation, discussions and
written texts. In this class you will be encouraged to express effectively
your ideas which will help you become more active and confident
communicators in the global society.
(Learning activities outside of classroom）
Required time for work to be done outside of class: 1 hour per week.
Required work: class preparation, vocabulary review, homework,
preparation for presentations.
(Grading Criteria /Policy)
Students are expected to actively participate in class, prepare two
presentations, complete writing assignments and pass the final test.
Your work will be evaluated as follows:
- Active participation in class: 20%
- Writing assignments, homework and tests: 40%
- Presentations: 40%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅱ（b）

大塚　孝一

サブタイトル：（１）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／1単位
曜日・時限：月3/Mon.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
大学教育において必要となる英語力を身につけることを目指す。受信面の向
上だけではなく、発信面向上にも取り組む。英文を論理的に、時に文化的事
情を踏まえ読解し、読解時に得た情報や知識を使い、発信していくことを身
につけることで、自分の力で英語を駆使できる力を養う。
【到達目標】
1. 英語の要素である「品詞」「文型」「句と節」を理解すること
2.「品詞」「文型」「句と節」を受発信の場面で適切に使うこと
3. 研究内容に関する、英語で書かれた文献を読めるようにすること
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
○ひとつのUnitを二週間に渡り学習する。奇数週は Reading, Listening,
Speakingを、偶数週はReading, Writingを主に学ぶ。
○毎週伝える予習指示に従い、予習をしてくること。
○ペアワーク、グループワークを積極的に採用する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Week 01 Introduction Orientation
Week 02 Unit 8 (1) Shopping Preferences (1)
Week 03 Unit 8 (2) Shopping Preferences (2)
Week 04 Unit 9 (1) Safety and Security (1)
Week 05 Unit 9 (2) Safety and Security (2)
Week 06 Unit 10 (1) Smart Technology (1)
Week 07 Unit 10 (2) Smart Technology (2)
Week 08 Unit 11 (1) Celebrations and Festivals (1)
Week 09 Unit 11 (2) Celebrations and Festivals (2)
Week 10 Unit 12 (1) Taking Care of Our Environment

(1)
Week 11 Unit 12 (2) Taking Care of Our Environment

(2)
Week 12 Unit 13 (1) Food and Health (1)
Week 13 Unit 13 (2) Food and Health (2)
Week 14 Course Review Final Examination

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業における予習・復習の時間は各１時間以上を標準とする。週に一回100
分の授業のみで、到達目標を高いレベルで達成することは極めて難しい。履
修者諸君の授業時間外の努力も必要である。
予習
《奇数週》①Reading Passage前半を指示に従い、熟読する、②Listeningの
Aに取り組む。
《偶数週》①Reading Passage後半を指示に従い、熟読する、②Writingの
Ex.を読み、内容を把握する。
復習
語彙と文法の再確認をしておくこと。
【テキスト（教科書）】
書名：English in Tune
著者：Robert Hickling, Shun Morimoto
出版社：Cengage Learning
価格：￥2,150（￥2,365税込）
ISBN：9784863123939

【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
課題：上述の予習課題《30%》
授業内活動：発表など《30%》
期末試験：授業内容を総括する試験《40%》
以上の成績を総合する。

【学生の意見等からの気づき】
昨年度も例年同様に学生に恵まれた。幸いにも選んだ教科書に対しても肯定
的な意見を寄せてもらった。有りがたいことである。学生からの意見を総括
すると「学習の充実感」「実践的な活動」「学びやすい環境」の三つに分類され
る。教科書のみならず、教科書外の活動にも注力し、学生が積極的に学べる
環境を提供することが高く評価されていることが学生の意見からうかがえる。
今年度もできる限り満足度の高い授業を提供することを考えている。
【学生が準備すべき機器他】
【持ち物】辞書（中級以上のもの、紙・電子は問わない）とパソコン、あるい
はタブレット
【その他の重要事項】
【授業進度】履修学生の理解度を見ながら、適宜調整する可能性もある。
【クラスルール】教員が定めたクラスルールに反する行為をした学生は退出を
命じる。
【学習姿勢】教員が伝えた情報を鵜呑みにせず、自分で考え、時には質問した
り、自分で文献を調べたりする。自分の意見を他人と交わし、最終的に、結
論を他人に伝える方法を常に自分で追求して欲しい。
【Outline (in English)】
【Course outline】This course focuses on basic English skills needed in an
academic setting. Not only receptive skills such as reading and listening
but also productive skills such as writing and speaking are targeted.
Students will have a good command of English by themselves if they
comprehend English texts by treating them analytically and considering
cultural aspects, which will be given in the lectures.
【Learning Objectives】
By the end of the course, you will be able to:
Comprehend the fundamental components of English: parts of speech,
sentence patterns, and phrases and clauses.
Apply these key components appropriately in both receptive and
productive language skills.
Develop the ability to read and understand academic literature written
in English related to one’s major.
【Learning activities outside of classroom】
Odd-numbered Weeks: Read the first half of the passage, and work on
Listening Section A
Even-numbered Weeks: Read the second half of the passage, and the
Writing Example
Review the content in each class and improve the four skills for the final
examination
【Grading Criteria】
In-class contribution《30%》
Assignments《30%》
Final Examination《40%》
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅱ（b）

衣川　清子

サブタイトル：（２）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／1単位
曜日・時限：月3/Mon.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
The Japan Times, BreakingNewsEnglishなどからスポーツや健康に関係
する記事を選び、読解ののち、主にライティング力を伸ばすためのトレーニ
ングをします。Ⅱ (a)よりも高度な内容になります。
【到達目標】
(1) (a)と同様、スポーツや健康に関連した話題を扱った記事を読み、さまざ
まなエクササイズに取り組むことで英語の４技能を伸ばすことができます。
(2)記事やエクササイズに登場する英語表現を応用して、言いたいことを簡潔
に表現するパラグラフ、さらには複数のパラグラフで構成される文章が書け
るようになります。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
指定の英文記事を読解したのち、登場する重要な表現、イディオム、構文を
学び、練習問題を解き、これらを応用してより英語らしい文章が書けるよう
に練習します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション Ⅱ (a)での学習をもとにさらに力をつ

けるためのヒント、課題の確認
2 英文記事① 記事①を読み、問題に取り組む
3 英文記事② 記事②を読み、問題に取り組む
4 英文記事③ 記事③を読み、問題に取り組む
5 英文記事④ 記事④を読み、問題に取り組む
6 英文記事①～④のまとめ 記事①～④を復習し、重要事項を確

認する
7 中間テスト 記事①～④の重要事項の定着確認、

応用問題
8 英文記事⑤ 記事⑤を読み、問題に取り組む
9 英文記事⑥ 記事⑥を読み、問題に取り組む
10 英文記事⑦ 記事⑦を読み、問題に取り組む
11 英文記事⑧ 記事⑧を読み、問題に取り組む
12 英文記事⑨ 記事⑨を読み、問題に取り組む
13 英文記事⑤～⑨のまとめ 記事⑤～⑨を復習し、重要事項を確

認する
14 期末テスト 記事⑤～⑨の重要事項の定着確認、

応用問題
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
①引き続き、スポーツや健康に関するニュース記事をたくさん読む習慣を継
続しよう。
②3～5行の英文日記を引き続きつけることを勧める。
準備・復習時間は各1時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
話題性、テーマや内容の適切さから選んだオンライン英文記事をプリント教
材として配布します。
【参考書】
必要に応じて指示します。
【成績評価の方法と基準】
中間テスト30％＋期末テスト30％＋平常点40％
【学生の意見等からの気づき】
力がついたことを実感できる授業をめざします。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムで連絡したり、参考資料を提示したりすることがあります。
【その他の重要事項】
なお、授業の進展状況によってスケジュールが変更される場合があります。

【Outline (in English)】
We will continue to read articles about sports and health from The Japan
Times, BreakingNewsEnglish, etc., and review the basics of four skills
of English, especially writing, and work on various types of advanced
training to improve writing skills.
Course Outline: We will read articles about sports and health from The
Japan News, BreakingNewsEnglish, VOA Learning English, etc., and
review the basics of four skills of English, especially writing, and work
on various types of training to improve writing skills.
Learning Objectives:
(1) We will read newspaper/magazine articles concerning sports and
health and work on various exercises in order to improve four skills of
English.
(2) We will be able to write paragraphs concisely by applying idioms and
expressions that we have learned in class.
Learning Activities outside of classroom: Students are advised to read
a lot of articles concerning sports and health –not only in English but
also in Japanese – outside class. They are also advised to broaden the
scope of reading. Spend an hour or more preparing for and reviewing
the classwork.
Grading Criteria/Policy: Evaluation is based on mid-term exam
score(30%), end-term exam score(30%) and other classwork score (40%).

— 26 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅱ（b）

松下　晴彦

サブタイトル：（３）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／1単位
曜日・時限：月3/Mon.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身近な話題を使い、今までに習得した英語力を充実・発展させながら、リス
ニング・プレゼンテーション力を養成することを目標とする。また、論理的
な思考力を身につけ、幅広い知識を習得する場とすることも目指している。
【到達目標】
学生は、英語特有の発音を慣れ、抵抗感なくリスニングできる。プレゼンテー
ションの適切な方法を身に着け、実際に自分で行うことができる。
最近の世界情勢について学び、広い視野を持つことができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
テキストで多様な英語を聴く練習をしていく。ボキャブラリービルディング
を目指し、毎回、前回の復習単語テストを行う。英語を聴くという語学的な
技術を習得することに加え、現代社会の様々な問題を考える。プレゼンテー
ションのやり方を学び、実際に行う。
毎回、リアクションペーパーの提出を求める。
課題を課す場合はHoppiを通してフィードバックをする予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の紹介等
第2回 UNIT 11 Caring for

Strays
動物保護についてのリスニングと表
現演習

第3回 UNIT 12 Coal before
Comfort

鉄道敷設についてのリスニングと表
現演習

第4回 UNIT 13 Lifesaving
Lake

感染予防についてのリスニングと表
現演習

第5回 UNIT 14 Saving a
Wooden Giant

木造建築についてのリスニングと表
現演習

第6回 UNIT 15 Protecting
an Ancient City

古代文明についてのリスニングと表
現演習

第7回 課題の発表 プレゼンテーション
第8回 UNIT 16

Disappearing Island
沈む島についてのリスニングと表現
演習

第9回 UNIT 17 Lots and
Lots of Lithium

リチウムについてのリスニングと表
現演習

第10回 UNIT 18 High-tech
Telescope, Low-tech
Environment

電波望遠鏡についてのリスニングと
表現演習

第11回 UNIT 19 Monitoring
the Melting Ice

氷河についてのリスニングと表現演
習

第12回 UNIT 20 Creating
Mars in the Desert

火星移住についてのリスニングと表
現演習

第13回 課題の発表 プレゼンテーション
第14回 試験・まとめと解説 試験とまとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストの予習は必須である。未知の単語は意味・用法を調べ、本文の全訳、
問題の解答をしておく。
毎回、前回分の確認テストを行うので、復習しておくように。
本授業の準備学習・復習時間は合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
『AFP SciTech Futures： AFPで学ぶ世界の科学』椋平淳（成美堂：2021）
2,500円＋税
【参考書】
必要に応じて適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
授業への積極的な貢献度 (プレゼンを含む)： 30％
授業内小テスト： 30％
定期試験： 40％
これをもとに総合的に評価する。積極的な姿勢が高く評価される。

【学生の意見等からの気づき】
様々な考え方が身についたという意見があった。学生がクリティカル・スィ
ンキングが身につけられるように工夫していきたい。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システム。
【その他の重要事項】
授業の展開によって、変更があり得る。
【Outline (in English)】
Course outline: This course deals with listening and presentation.
Learning Objectives: By the end of the course, students should be able
to improve listening skills and gain proficiency in presentation skills,
Learning activities outside of classroom: Before/after each class
meeting, students will be expected to spend one hours to understand
the course content.
Grading Criteria: Final grade will be calculated based on Classwork
30%, Quizzes 30% and Final Examination 40%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅱ（b）

山本　三穂

サブタイトル：（４）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／1単位
曜日・時限：月3/Mon.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
幅広い分野の英文を読み知識を得た上で、自ら発信することを学んでいく。英
語を表現する際に必要な力を様々な点から養っていくことを目的とする。
【到達目標】
本授業を通じて英語を発信するために必要な以下の内容を強化・習得するこ
とを目標とする。
1. 語句・コロケーション
2. 文法事項
3. パラグラフ・エッセイの構造
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
テキストを読解した後、重要表現の確認や文法事項の見直しを行い、パラグ
ラフやエッセイの構造に着目しながら英文を作成していく。課題については、
授業内で全体に対してフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業ガイダンス 授業の内容・進め方・評価などにつ

いての説明、春学期の復習、
Paraphrasing

第2回 Unit 4 The
Environment (1)

読解

第3回 Unit 4 The
Environment (２)

語彙・文法・構造の確認

第4回 Unit 4 The
Environment (３)

Writing

第5回 Unit 5 Architecture
(1)

読解

第6回 Unit 5 Architecture
(2)

語彙・文法・構造の確認

第7回 Unit 5 Architecture
(3)

Writing

第8回 Unit 8 Aging (1) 読解
第9回 Unit 8 Aging (2) 語彙・文法・構造の確認
第10回 Unit 8 Aging (3) Writing
第11回 Unit 7 Art and Design

(1)
読解

第12回 Unit 7 Art and Design
(2)

構造の確認

第13回 Unit 7 Art and Design
(3)

Writing

第14回 試験とまとめ 到達度チェックを行う
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習：　英文を読みテキストの問題を解く。または作文についての資料を確
認して問題を解いておく。
復習：　構文や表現を見直す。
時間：　一週間につき、予習復習１時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
教科書名： Prism Reading Level 3 Student’s Book with Digital Pack
著者： Alan s. Kennedy, Chris Sowton
出版社： Cambridge University Press

【参考書】
授業内で適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
以下を基に総合的に評価する。
予習２０％　課題３０％　定期試験５０％
原則として授業回数の1/3を超えて欠席した場合は単位を認めない。また遅刻
３回で欠席１回とみなす。

【学生の意見等からの気づき】
文法事項についてのより詳細な説明を望む声が見られた。丁寧に確認しなが
ら進めるようにしたい。
【学生が準備すべき機器他】
紙まはた電子辞書を持参すること（携帯電話・パソコンの辞書不可）。
【その他の重要事項】
授業の進展状況によって内容や順序が変更される可能性があります。
【Outline (in English)】
・Course outline
The aim of this course is to improve students’ English writing skills.
・Learning objectives
By the end of the course, you should be able to improve your knowledge
of grammar and sentence structures and write well-structured
paragraphs.
・Learning activities outside of classroom
You will be expected to have read the relevant chapter from the text and
have completed the required assignments. Your study time will be more
than one hour for a class.
・Grading criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
Preparation: 20%, Assignments: 30%, Term-end examination: 50%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅱ（b）

BANNERMAN ERNEST

サブタイトル：（５）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／1単位
曜日・時限：月3/Mon.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コース概要と目標:
理解に重点を置いた総合的な英語力を強化する。
様々な方法で英語の理解を深める。
学位授与方針「DP1」に関連する。
【到達目標】
リスニング、スピーキング、リーディング、ライティングの基礎的な英語コ
ミュニケーション能力を育成する。日常会話やアカデミックな場面で必要な
語彙や文法の知識を身につける。理解力を重視した総合的な英語力を高める。
様々な方法を通して英語の理解を深める。ディプロマ・ポリシー「DP1」に
関連する。
様々な英文のディスカッションや分析を通して、批判的思考能力を高める。定
期的な練習とフィードバックを通して、発音と流暢なスピーキング力を向上
させる。多様な英語教材に触れることで、異文化に対する認識と理解を深め
る。より高度な英語コースや留学の可能性に備える。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
トピックを理解することに重点を置く。新聞記事のプレゼンテーションを使
用する。ノートや簡単な教師によるインタビューから復習する。トピックを
理解することに重点を置く。関連性のある方法論として、ニュース記事によ
る時事問題の分析、インタビューによる学習コンセプトの応用、復習による
批判的思考の育成。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
通常、授業外で4時間の予習が必要ですが、この時間はこのコースで割り当て
られた特定の活動によって異なる場合があります。予習の証拠をノートに記
録することが重要です。
【テキスト（教科書）】
AFP World News Report
Authors: Makoto Shishido /Bruce Allen /Mariko Takahashi
Publisher: Seibido.co.jp

【参考書】
AFPワールド・ニュース・レポート3
https://www.seibido.co.jp/np/en/code/9784791947935/

【成績評価の方法と基準】
Evaluation based on comprehension, presentations, participation,
teamwork, and notebook submissions.
成績評価の方法と基準:
理解度、プレゼンテーション、参加度、チームワーク、ノートブックの提出に
基づいて評価する。
【学生の意見等からの気づき】
英語:
Feedback not available due to change in teaching staff this year.
日本語:
今年度の教員変更のため、フィードバックは利用できません。
This response indicates that there have been no changes based on
previous feedback, as the teaching staff has changed this year. It is
appropriate for situations where a new teacher has taken over the
course or when the course is being offered for the first time.

【学生が準備すべき機器他】
必要な教材：
ペン
準備の証拠を記録するためのノート
任意：
ノートパソコン
追加情報：
このコースでは、教材の配布や課題の提出にラーニングマネジメントシステ
ム（LMS）を使用します。LMSにアクセスできることと、その基本的な機能
に慣れていることを確認してください。技術的な問題が発生した場合は、IT
サポートデスクにお問い合わせください。
グループディスカッションやプレゼンテーションのために、一部の授業はマ
ルチメディアルームで行われる場合があります。アナウンスがあった際には、
可能であればノートパソコンを持参してください。これらのセッションで役
立つ可能性があります
【その他の重要事項】
大学の規則とガイドラインをよく理解してください。施設と教室の規則を守
りましょう
【None】
なし
【None】
なし
【None】
なし
【None】
なし
【None】
なし
【Outline (in English)】
Course description and objectives: to strengthen integrated English
language skills with an emphasis on comprehension. Develop
understanding of English in a variety of ways. Relevant to degree award
policy ’DP1’.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅱ（b）

ハリントンクリストフ

サブタイトル：（６）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／1単位
曜日・時限：月3/Mon.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
This course will improve real-world English communication skills using
exciting new materials and technology. The English conversation
skills taught will help students give their opinions and have English
conversations about fun topics related to their past, present and future
lives.

【到達目標】
Students will become stronger at communicating in English for giving
their opinions for many different situations beyond the classroom. They
will learn to use English effectively for explaining experiences and
memories, current habits/routines and future hopes/dreams.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
The students will use fun and interactive activities within class.
These include online games, entertaining animations and real-world
discussion practices. Each class focuses on important interactional
skills within native-speaker dialogues to learn more natural English.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 Course introduction Teacher and student

introductions, textbook guidance
(pages 9-14) and grading system
explanation

2 City life opinions Pages 15-19: Opinion phrases,
city life opinion activities, online
language game and animated
video listening activity

3 City life discussions Pages 20-22: Real-world city life
discussion practices, online team
language game and extended
language activities for giving
opinions

4 Study opinions Pages 23-27: Support phrases,
study opinion activities, online
language game and animated
video listening activity

5 Study discussions Pages 28-30: Real-world study
discussion practices, online team
language game and extended
language activities for supporting
opinion

6 Fashion opinions Pages 31-35: Persuasion phrases,
fashion opinion activities, online
language game and animated
video listening activity

7 Fashion discussions Pages 36-38: Real-world fashion
discussion practices, extended
language activities for persuading
others

8 Review speech 1 Pages 39-42: Opinion speeches in
small groups about junk food
(using phrases from classes 2-7)

9 Technology opinions Pages 43-47: Checking opinions,
technology opinion activities,
online language game and
animated video listening activity

10 Technology
discussions

Pages 48-50: Real-world
technology discussion practices,
online team language game and
summary language activities for
checking opinions

11 Travel opinions Pages 51-55: Reaction phrases,
travel opinion activities, online
language game and animated
video listening activity

12 Travel discussions Pages 56-58: Real-world travel
discussion practices, online team
language game and summary
language activities for reacting to
opinions

13 Fame and fortune
opinions and
discussions

Pages 59-66: Opinion challenge
phrases, fame and fortune opinion
activities and discussions, online
language game and animated
video listening activity

14 Review speech 2 Opinion speeches in small groups
about part-time jobs (using
phrases from classes 7-13)

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Homework will be preparing for classroom discussions and animation
video quizzes. Approximately 2 hours per week.

【テキスト（教科書）】
SMART Communication 2, SMART Class Series (3rd Edition) Order a
copy HERE (orange book)

【参考書】
Not required.

【成績評価の方法と基準】
25%: Class attendance and participation 25%: Textbook homework 25%:
Review speech 1 (delivered online/face-to-face as a summary of classes
2-7) 25%: Review speech 2 (delivered online/face-to-face as a summary
of classes 8-12)

【学生の意見等からの気づき】
Based on the teacher’s reflection and evaluation of the course feedback.

【その他の重要事項】
Please bring a charged smart phone to class if possible (for classroom
games). Alternative exercises are available within the textbook for those
without smart phones.

【Outline (in English)】
(Outline and objectives)
This course will improve real-world English communication skills using
exciting new materials and technology. The English conversation
skills taught will help students give their opinions and have English
conversations about fun topics related to their past, present and future
lives.
（Learning activities outside of classroom）
Homework will be preparing for classroom discussions and animation
video quizzes. Approximately 2 hours per week.
(Grading Criteria /Policy)
25%: Class attendance and participation 25%: Textbook homework 25%:
Review speech 1 (delivered online/face-to-face as a summary of classes
2-7) 25%: Review speech 2 (delivered online/face-to-face as a summary
of classes 8-12)
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

総合英語Ⅱ（b）

ABUDUREHEMAN ADILAN

サブタイトル：（７）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／1単位
曜日・時限：月3/Mon.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
To be able to communicate smoothly in English.
Understand the culture surrounding the English language as well.
Cultivating confidence is another key aspect of this course.

【到達目標】
This course aims to develop the four language skills (listening, speaking,
reading and writing) by placing special emphasis on listening skills
and ability to express oneself in writing and speaking. You will learn
new expressions and practise using them in conversation, discussions
and written texts. In this class you will be encouraged to express
effectively your ideas which will help you become more active and
confident communicators in the global society.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
（2022年度はオンライン授業の実施に伴い、変更の可能性があります。変更は学
習支援システム等で提示します。/Method(s) may change depending on the
online lesson. Changes will be refl ected in the Learning Management
System, etc.）
ビデオやオーディオ教材などを使用し、平易ながらも日常会話に必要とされ
るさまざまな表現に触れ、リスニング、ディクテーション、読解などを通じ、
いわゆる英語のフォー・スキルズを高めていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Week 1 Introduction Explanation of course

requirements, tasks and goals;
Review of the main points studied
in the spring semester

Week 2 Unit 6 Inspiring
people (speaking)

Speaking exercise: talking about
an inspirational person;
Grammar explanation and
practice: reported speech

Week 3 Unit 6 Inspiring
people (TED video)

Watching video (TED Talks); Key
words; Writing assignment:
describing an inspiring person

Week 4 Unit 7 Ethical choices
(speaking)

Listening and speaking exercise:
talking about ethical choices;
Grammar: predictions

Week 5 Unit 7 Ethical choices
(TED video)

Watching video (TED Talks);
Vocabulary in context;
Presentation skills

Week 6 Unit 8 Better cities
(speaking)

Explanation of presentation No. 1
(parroting); Listening: Living
abroad; Grammar: phrasal verbs

Week 7 Unit 8 Better cities
(TED video)

Watching video (TED Talks); Key
vocabulary; Reading with
comprehension: Having a say
about your city

Week 8 Presentation No. 1 Students’ presentations No. 1:
parroting; Explaining
requirements and introducing
topics for presentation No. 2

Week 9 Unit 9 Giving
(speaking)

Listening and speaking: talking
about good cuases; Grammar
explanation and practice: will for
offers and first conditionals

Week 10 Unit 9 Giving (TED
video)

Watching video (TED Talks); Key
words review; Communication:
choosing a charity

Week 11 Unit 10 Mind and
machine (speaking)

Vocabulary related to brain
functions; Speaking: talking
about a game; Grammar: adverbs
and adverbial phrases

Week 12 Unit 10 Mind and
machine (watching)

Watching video (TED Talks); Key
words review; Reading with
comprehension: The power of the
mind

Week 13 Presentation No. 2 Students’presentations No. 2 on
the chosen topic

Week 14 Course wrap up Final test; Watching an old
Japanese tale; group discussion:
expressing your opinion

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Required time for work to be done outside of class: 1 hour per week.
Required work: class preparation, vocabulary review, homework,
preparation for presentations.

【テキスト（教科書）】
David Bohlke and Stephanie Parker: Keynote Pre-Intermediate,
Cengage Learning, 2018. Student’s Book ISBN: 978-1-337-27392-3

【参考書】
English to English dictionary:
https://dictionary.cambridge.org/
Further references will be provided by the instructor during the class.

【成績評価の方法と基準】
Students are expected to actively participate in class, prepare short
presentations, complete writing assignments and pass the final test.
Your work will be evaluated as follows:
- Active participation in class: 20%
- Writing assignments, homework and tests: 40%
- Presentations: 40%

【学生の意見等からの気づき】
There are no student comments that would require major changes to the
course.
The instructor is always happy to receive feedback on how to make
learning more enjoyable and effective.

【学生が準備すべき機器他】
Textbook. Please bring also a notepad and pencil/pen to write notes,
instructions, writing assignments, etc. when requested.

【その他の重要事項】
The contents and timing of the syllabus may change depending on the
needs and language level of the students taking this class.

【Outline (in English)】
(Outline and objectives)
To be able to communicate smoothly in English.
Understand the culture surrounding the English language as well.
Cultivating confidence is another key aspect of this course.
(Learning activities outside of classroom)
Required time for work to be done outside of class: 1 hour per week.
Required work: class preparation, vocabulary review, homework,
preparation for presentations.
(Grading Criteria /Policy)
Students are expected to actively participate in class, prepare short
presentations, complete writing assignments and pass the final test.
Your work will be evaluated as follows:
- Active participation in class: 20%
- Writing assignments, homework and tests: 40%
- Presentations: 40%
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LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅲ（a）

浦川　智子

サブタイトル：（１）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／1単
位
曜日・時限：金3/Fri.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
英字新聞やウェブサイトを中心とした英文の読解を通して、日本とは異なる文
化やさまざまな社会問題に興味を抱き、理解を深めるための土台を築く。その
中で、文法の理解に重点を置きつつ、総合的な英語の基礎能力を向上させる。
【到達目標】
英語で書かれた記事の内容を正確に把握できる。単語や慣用表現、文法など
の基礎的知識を身につける。それらを活かして、学期末の英語でのプレゼン
テーションを成功させる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
授業では英語の記事の和訳を確認しつつ、特に重要な表現や文法の解説をおこ
なう。毎回ではないが、授業の進度状況に応じて単語・文法の小テストも予定
している。課題等の提出・フィードバックは主に授業内でおこなうが、Hoppii
を活用することもあり得る。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業の概要と計画のガイダンス
2 品詞と語順 名詞、形容詞、副詞など
3 5文型 文法の説明と演習問題
4 「オーバーツーリズム」 英字新聞の読解
5 疑問文 疑問詞、機能別疑問文など
6 進行形と受動態 文法の説明と演習問題
7 "Victoria Baths" ウェブサイトの読解
8 thatの見分け 代名詞と関係代名詞、接続詞など
9 時制の一致 文法の説明と演習問題
10 ピーターラビットと環境 物語の読解
11 プレゼンテーションに

関して
話し方や構成、パワーポイント作成
など

12 プレゼンテーション１ グループ・プレゼンテーション
13 プレゼンテーション２ グループ・プレゼンテーションと総評
14 試験とまとめ 春学期の学習到達度をはかる
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
前回授業の復習と次回授業の予習をおこなうこと。特に分からない単語や文
法については予習の段階で調べて全文和訳してから授業にのぞむこと。また、
プレゼンテーションの準備を進めておくこと。本授業の準備・復習時間は合
わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキストは使用せずにプリントを配布する。
【参考書】
特に指定しないが、これまで使用してきた文法書等を用いることが望ましい。
【成績評価の方法と基準】
平常点(授業への積極的な姿勢、提出物等)：30%、プレゼンテーション：20%、
期末試験：50%、合計100%として評価する。60％以上が合格となる。
【学生の意見等からの気づき】
読解だけではなく、状況に応じてリスニングやグループ・ワーク等もおこなう。
【学生が準備すべき機器他】
辞書とノートを必ず持参すること
【Outline (in English)】
[Course outline] Reading English articles, students will deepen their
understanding of foreign cultures and social issues, and improve their
basic English skills.
[Learning Objectives] The goals of this course are to grasp the point
of English articles, to understand basic grammar, and to give a good
presentation in English.
[Learning activities outside of classroom] Before each class meeting,
students will be expected to have read the relevant articles. Your
required study time is at least one hour.

[Grading Criteria] Grading will be decided based on in-class contribu-
tion (30%), presentation (20%), and Term-end examination (50%).
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LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅲ（a）

石井　創

サブタイトル：（２）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／1単
位
曜日・時限：金3/Fri.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、英字新聞のニュース記事を材料に英語の長文講読を行います。
１文１文についてその文法的な構造に則して意味を正しく理解する練習と、い
くつかの文のまとまりごとにその内容をおおまかに把握する練習をしてもら
います。これらの練習を通して、論理的に書かれた英文を抵抗なく読めるよ
うになることがこの授業の目的となります。それが、学術論文のような、よ
りアカデミックで専門性の高い英文を読むための準備にもなるでしょう。
【到達目標】
１．文の単なる直訳ではなく、それがあらわす意味内容を解釈する力を身に
付ける
２．パラグラフごとにその大意を素早く把握し、さらに記事全体の要旨を正
確にまとめられるようになる
３．英字新聞の記事で頻出する表現法と記事に出てくる色々な分野の語彙を
習得する
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
１．形態
教室での「対面授業」を毎回実施する予定ですが、諸事情により部分的に「オ
ンライン授業」を実施する場合がありえます。
２．進め方
履修者には予習を前提として長文読解と演習問題に取り組んでもらいます。基
本的には、授業２回分で教科書の１つの章を終わらせるペースを予定してい
ます。
１回目はその章のニュース記事を通読します。記事の各パラグラフを履修者
に割り当て、そこで述べられている内容を説明してもらいつつ、文法的に難
解もしくは複雑な文や英字新聞特有の表現方法が用いられている文について
の解説を行います。また、それらを踏まえて、パラグラフごと、さらに記事
全体の要旨をまとめる練習をしていきます。
２回目は演習問題の解答を履修者に発表してもらいながら、その章で用いら
れている文法や語彙の確認を行います。また、その章で学んだ内容の理解度
を問う小テストを最後に実施します。小テストの正解・模範解答は次回の授
業内で公表し、クラス全体の出来に関する講評と頻出誤答についての解説を
行います。
このように、授業はリーディングの演習を中心に進めますが、時間に余裕があ
る場合はリスニングないしライティングの演習も挟んでいきます。また、履
修者の理解度などに応じて、教科書の１章分の消化にかける時間を柔軟に調
節していきます（よって、以下の授業計画は参考例）。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の概要説明、Academic Writing

の構成
第2回 第１章

スマートスピーカー，日
本上陸！ ①

Let’s Read: Japan’s smart speaker
market heats up as Line faces off
against Google and Amazon

第3回 第１章
スマートスピーカー，日
本上陸！ ②

Build-up, Further Study

第4回 第２章
未来のエコカー，電気自
動車に軍配か？ ①

Let’s Read: Race is on to set up
Europe’s electric car charging
network

第5回 第２章
未来のエコカー，電気自
動車に軍配か？ ②

Build-up, Further Study

第6回 第３章
土俵の女人禁制，伝統か
差別か？ ①

Let’s Read: Sumo association to
thank women for providing first
aid on dohyo

第7回 第３章
土俵の女人禁制，伝統か
差別か？ ②

Build-up, Further Study

第8回 第４章
はれのひ，「晴れの日」
を台なしに①

Let’s Read: Head of ruined
kimono business faces the music
and says sorry

第9回 第４章
はれのひ，「晴れの日」
を台なしに②

Build-up, Further Study

第10回 第６章
NHK受信料訴訟。国民
の知る権利を充足？ ①

Let’s Read: Top Japan court finds
paying NHK broadcast fee “legal
obligation”

第11回 第６章
NHK受信料訴訟。国民
の知る権利を充足？ ②

Build-up, Further Study

第12回 第７章
少年刑務所，ホテルにリ
ノベーション①

Let’s Read: Ancient Japanese
capital to put up tourists in
historic prison

第13回 第７章
少年刑務所，ホテルにリ
ノベーション②

Build-up, Further Study

第14回 学期末まとめ 学習内容の総復習、期末試験
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業１回あたりの標準の予習・復習時間は、各２時間とします。
１．予習
その日の授業範囲について、「わかること・わからないこと」を明確にしてお
くための予習が必要となります。記事の通読を行う回であれば、わからない語
彙や表現を辞書で調べながら、記事全文に一通り目を通して内容を把握して
きてください。記事の内容自体に馴染みがなければ、webサイトなどでそれ
に関する情報を得ておくと、内容理解が一層進むでしょう。演習問題の回で
あれば、記事の内容を復習しつつ、問題の解答を準備してきてください。わ
からない語彙を調べることもせず、「『何がわからないのか』自体がわからな
い」という状態で授業に臨むのは御法度となります。
２．復習
授業内で解説された複雑な構造の文の意味解釈や演習問題の解答などの学習
内容を見直すことで、予習で間違えてしまった箇所を再び間違えないように、
語彙・文法等の知識を整理し直してください。それが章の終わりに実施され
る小テストで良い点を取るための対策にも繋がります。
【テキスト（教科書）】
２回目から下記の教科書を使用して授業を行います。
渡邉あをい・石井隆之. (2019).『ニュース英語で世界に飛び込む Jump into
the World through News in English』東京：三修社.（定価 2,090円）
【参考書】
参考書は授業内で必要に応じて紹介します。
【成績評価の方法と基準】
a. 期末試験 60%*、小テスト 20%、平常点（授業態度、予習状況、宿題など）
20%
b. 特別の事情がない限り、欠席が５回に達すると単位取得が不可となります。
c. 10分以上の遅刻を３回繰り返すと欠席１回としてカウントされます。また
30分以上の遅刻は欠席とみなされます。
d. 予習をまったく行ってこなかった場合や授業中の私語がひどい場合などは、
その日を欠席とみなします。
*最終授業での教室内試験を予定していますが、新型コロナウィルスの流行等
の諸事情により、以下で代替する可能性があります。
　 (1)学習支援システムの「テスト」機能を用いたオンライン試験、
　 (2) 期末試験を無しにして、代わりにレポート課題を課す（＋配点基準も
変更）
【学生の意見等からの気づき】
一昨年度の授業に対する履修者の意見とそれを踏まえた本年度の改善目標は
以下の通り：
１．「説明がわかりやすかった」という好意的な意見が複数あったが、一方で
「授業が進むペースが遅い」、「教員が説明する時間が全体的に長く、やや単調
で飽きが来やすかった」という感想もいただいた。実際に授業進度はシラバ
スに記載した予定よりも遅れてしまっていたため、「説明のわかりやすさ」は
維持したまま、「履修者の反応を細かく見つつ、より簡潔な説明を心掛ける」、
「学生同士で内容の理解度を確認し合えるように、ペアワークやグループワー
クの回数を増やす」等の改善を行い、履修者に飽きのこない、ちょうどよい
授業ペースを目指す。
２．「授業中の説明に使用したスライド資料を残してほしい」という要望をい
ただいた。本授業では「語学学習におけるノートテイキングの重要性」を踏ま
え、履修者にはスライドの内容を自分でノートにまとめるように指示し、こ
れまで資料は学習支援システムにアップロードしてこなかった。ただし、一
部の資料については情報量の多いものがあるため、そのような資料について
は支援システムにアップロードするようにしたい。
【学生が準備すべき機器他】
１．辞書を持参するとよいでしょう。ただし、それは授業中に新たに出た課
題のために使用するものであり、その日の予習箇所や宿題の語彙などを調べ
る目的で授業中に使用するのは禁止とします。
２．「オンライン授業」が実施される場合、履修者は以下の機器・環境を準備
する必要があります。
　 (a)双方向通信アプリの Zoomを使用できるデバイス
　 (b) Zoomによるリアルタイム配信授業の視聴が可能なインターネット回線
【その他の重要事項】
１．授業に関するお知らせをきちんと受け取れるように、法政大学から学生用
に配布される Gmailアドレスを学習支援システムに登録したうえで、普段は
別のメールアドレスを使用するつもりの学生は、法政 Gmailから自分が使い
たいアドレスへメールが自動転送されるように、法政 Gmail上で設定を行っ
ておいてください。
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２．新型コロナウィルスやインフルエンザ等に罹患して授業への出席停止措
置を受けた学生は、大学発行の欠席配慮願を学習支援システム経由で教員に
提出してください。また、大学体育会の活動参加や忌引等による欠席の場合
も、同様にそれを証明する公式の欠席配慮願を提出してください。欠席配慮
願が提出された授業回に関しては出席扱いにいたします。
【Outline (in English)】
1.Course outline
In this course, we will read English newspaper articles. Students
will be trained in comprehending the meaning of a sentence based on
its grammatical structure and figuring out the general content of a
paragraph. The goal is to help students read a logical essay in English
smoothly as a preparatory step to read specialized academic papers.
2.Learning objectives
In this course, students are expected to acquire the following:
(a) The ability to interpret the content of a sentence correctly, not just
translate it literally.
(b) The ability to grasp the main idea of each paragraph quickly and
accurately summarize the key points of the entire article.
(c) Commonly used expressions in English newspaper articles and
vocabulary words from various fields appearing in the articles.
3.Learning activities outside of classroom
Preparatory study and review time for this course are 2 hours each.
(a) Preparation
With regard to the content of the day’s class, you are required to clearly
distinguish between what you can understand and what you can’t in
advance. When we read a news article in a class, you need to read
through the whole article, looking up words and idioms that you do
not know in the dictionary, and figure out the content of the article
before the class. When we solve practice problems in a class, you are
expected to prepare your answers to the problems beforehand, reviewing
the content of the article.
(b) Review
In order not to miss the problems that you missed in preparatory
study again, you should organize your knowledge of word meanings and
grammar by reviewing the interpretation of the meaning of sentences
with complex structures and the answers to the practice problems that
were illustrated in the previous class. These reviews will lead to getting
good marks on the quiz in each chapter.
4.Grading Criteria /Policy
Students will be assessed according to the following criteria:
Term-end examination: 60%
Quizzes: 20%
Usual performance score (e.g., attitude in class, preparation for classes,
other homework): 20%
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LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅲ（a）

蒔田　裕美

サブタイトル：（３）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／1単
位
曜日・時限：金3/Fri.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は英語の読解力の向上を主な目的とする。学生は様々な分野のエッセ
イを精読することにより、英語の文法と語彙力を培う。
【到達目標】
学生が英文読解に必要な語彙と文法事項を学修し、辞書を使いながら自分の
力で英文の内容を正確に理解できるようになる。
英語の発音記号を学び、英語らしいイントネーションを身につけることによ
り正しい音読ができるようになる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
学生は毎回発音記号を学び、英語の音声を聞き分けて正しく発音する訓練を
行う。
英文読解のために必要な文法事項を確認した上で、語彙力を強化する問題や
内容理解問題に取り組む。
各ユニットのトピックについて、ペアあるいはグループで英語のディスカッ
ションを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 授業の進め方や予習の仕方などを確

認する。
英語で自己紹介をする。

2 Unit 1: Millennials (1) Reading Passage: The Millennial
Generation

3 Unit 1: Millennials (2) Grammar Exercise: The Present
Perfect

4 Unit 2: Green Profits
(1)

Reading Passage: Environment

5 Unit 2: Green Profits
(2)

Grammar Exercise: Adverb
Clauses

6 Unit 3: Well-Loved
Pets (1)

Reading Passage: Pets

7 Unit 3: Well-Loved
Pets (2)

Grammar Exercise: Adjectives
and Prepositions

8 Unit 4: Italy’s Fashion
Kings (1)

Reading Passage: Italian design
firms

9 Unit 4: Italy’s Fashion
Kings (2)

Grammar Exercise: Elsewhere,
Everywhere and Nowhere

10 Unit 5: Viral
Marketing (1)

Reading Passage: Viral
Marketing

11 Unit 5: Viral
Marketing (2)

Grammar Exercise: Prepositions
of Place

12 Unit 6: TED Talks (1) Reading Passage: TED Talks
13 Unit 6: TED Talks (2) Grammar Exercise: Modals
14 まとめ 期末試験を実施する。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
学生が予習をしていることを前提に進めるので、毎回指定されたテキスト範
囲で分からない単語の意味があれば必ず辞書で調べ、設問を解いた上で授業
に臨むこと。
本授業の準備と復習時間は各２時間を目安とする。
【テキスト（教科書）】
Andrew E. Bennett『Reading Pass 2』南雲堂、2021年、2530円
【参考書】
授業時に適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
課題５０％、試験５０％
【学生の意見等からの気づき】
ペアワークやディスカッションを取り入れて学習者が積極的に授業に参加し、
多様な考え方を受け入れ、視野を広げられるよう進めていきたい。

【Outline (in English)】
【Course outline】The main purpose of this course is to improve students’
reading skills in English through reading various essays.
【Learning Objectives】By the end of the course, students should be
able to do the following: (1) widen their vocabulary. (2) improve their
grammar skills. (3) understand phonetic symbols. (4) speak English
with accurate pronunciation.
【Learning activities outside of classroom】Before each class meeting,
Students must read assigned chapter passages and complete exercises
from the text using dictionaries. Your required study time is at least one
hour for each class meeting.
【Grading Criteria /Policy】Your overall grade in the class will be decided
based on the following: assignments 50%, term-end examination 50%
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LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅲ（a）

相馬　美明

サブタイトル：（４）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／1単
位
曜日・時限：金3/Fri.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
読解問題を基軸とし、加えて日常生活のさまざまな場面における実践的英語
コミュニケーション能力を養成する。
【到達目標】
テクストの英文を通じ、英語の文法、構成、流れなどを意識しつつ、スピード
を上げて読むことに慣れる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
テクストの英文の読解に加え、毎回ビデオ教材などを使用し、平易ながらも
日常会話に必要とされるさまざまな表現にも触れ、リスニング、ディクテー
ション、スピーキング、読解などのいわゆる英語のフォー・スキルズを高め
ていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション、年

間計画、諸注意など
イントロダクション、年間計画、諸
注意など

2 Lesson 1 American
and Japanese
Universities

Lesson 1, Film①

3 Lesson 1 Power
Exercises＋α

Power Exercises, Film①～②,
Your Song , Questions

4 Lesson 2 What Is a
’Good College’?

Lesson 2, Chimpanzee, Film②

5 Lesson 2 Power
Exercises＋α

Power Exercises, Film③

6 Lesson 3 Mankind’s
Unique Sense of
Humour

Lesson 3, Film③～④, Top of the
world, Questions

7 Lesson 3 Power
Exercises＋α

Power Exercises, Film⑤

8 Lesson 4 June Bride
or Rainy Season Bride

Lesson 4, Film⑤～⑥

9 Lesson 4 Power
Exercises＋α,レポー
ト内容説明、指示

Power Exercises, Film⑥,レポート
内容説明、指示

10 Lesson 5 Japanese
Civilization

Lesson 5, The sound of silence,
Film⑥～⑦

11 Lesson 5 Power
Exercises＋α

Power Exercises, Film⑧

12 Lesson 6 Culture in
Our Lives

Lesson 6, Film⑧～⑨

13 Lesson 6 Power
Exercises＋α,まとめ

Power Exercises, Film⑨～⑩,レ
ポート提出

14 Filmまとめ、リスニン
グの最終確認

Filmまとめ、リスニングの最終確
認、

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回の予習は絶対条件となる。地味な努力を続けることで自信をつけても
らいたい。また、リスニング・スピーキングの上達には、毎日の練習が肝要で
ある。授業中の練習に加え、教室外でも練習を行うことを心がける。課題は
必ず行い、授業には全出席する。学生は、自らの可能性を信じ、真剣に授業
に臨むことが要求される。準備学習・復習・宿題などに1時間半以上を期待し
ている。
【テキスト（教科書）】
プリントを使用する
【参考書】
必要に応じ、適宜指示する

【成績評価の方法と基準】
定期試験（60％），レポート（10％），平常点（20％），プレゼンテーション
（10％）それらを総合的に評価する。また、真剣に取り組む姿勢を評価したい。
平常点：出席については、基本的に全出席を原則とする。きちんと出席し、真
剣に取り組む姿勢を評価したい。
学期末試験：春学期・秋学期ともに必ず受験すること。
レポート：授業中に指示する内容にそって提出すること。
プレゼンテイション：積極的に話し、聞き、発表することを評価する。
【学生の意見等からの気づき】
　学生の発する「わからない」こそ、学生からの大切なメッセージであり、教
員はこれを真摯に受け止め、対処していかなければならないと感じている。ま
た、このメッセージを忌憚なく発せられる雰囲気作りにも配慮がなされるべ
きであろうと考える。
【Outline (in English)】
【Course outline】
Basic English grammar, vocabulary, and conversational expressions will
be very helpful to communicate with each other and at the same time
essential when writing, speaking and of course listening.
【Learning Objectives】
Students will be able to read analytically and think critically at a high
level and demonstrate the ability to transfer critical thinking skills
to the interpretation and analysis of ideas encountered in academic
reading. Through read-out-loud activities, students are expected to
improve overall reading comprehension.
【Grading Criteria /Policy】
Attendance & active participation（20%）, examination （60%）,
assignments（10%）, presentation（10%） will be totally evaluated.
【Learning activities outside of classroom】
Learning activities outside of classroom: one and a half hours.
Comments upon the details about the textbook, attendance rule,
evaluation and so on will be made at the first class of this semester.
Attendance is mandatory, and students will be expected to attend every
class and hopefully enjoy their own activities. Great joy is only earned
by great exertion!
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総合英語Ⅲ（a）

川田　アマンディーン

サブタイトル：（５）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／1単
位
曜日・時限：金3/Fri.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
The aim of this course is to help students deepen their basic knowledge
　of English and to work on the skill of openly exchanging ideas and　
opinions in a variety of authentic contexts.

【到達目標】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
-Develop fundamental skills and precision in expressing ideas in
English and in delivering presentations
-Understand various topics in a variety of written English texts
-Develop communicative skills for listening and for having discussions
in English.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
This course will be conducted entirely in English. Since many
presentations will be used, students should not be passive during
lectures and exercises but should be proactive and do their best without
fear of making mistakes. Besides, emphasis will be placed on checking
English vocabulary and grammar while reading English sentences, as
well as on understanding English expressions and structures. In the
writing exercises, students should write English sentences by referring
to the samples and paying attention to the structure.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 Orientation　

(ガイダンス）
授業の進め方、テキストなどについ
ての説明、発表担当日決め、自己紹
介など。

2 Unit 1, Music and the
Mind

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (adjective clauses)

3 Unit 2, Body
Language across
Cultures

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (the passive voice)

4 Unit 3, Turning Waste
into Wealth

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (not only... but
also)

5 Unit 4, The Search for
Other Worlds

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (such as + gerund)

6 Unit 5, Crowdsourcing Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (present perfect
tense)

7 Unit 5, Crowdsourcing Speaking and listening activities.
Talking about The Internet

8 Unit 6, Urban
Landmarks

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (comparatives)

9 Unit 6, Urban
Landmarks

Speaking and listening activities.
Talking about Architecture and
Identity

10 Unit 7, Food Safety Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (despite & in spite
of)

11 Unit 7, Food Safety Speaking and listening activities.
Talking about Health

12 Unit 8, Spending a
Fortune

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (subject-verb
agreement & prepositional
phrases)

13 Unit 8, Spending a
Fortune

Speaking and listening activities.
Talking about Entertainment

14 Review 学期末まとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend at
least one　hour to understand　 the course content.
Work required: class preparation, vocabulary review, homework, and
presentation preparation.

【テキスト（教科書）】
Andrew E. Bennett: Reading Fusion 1, second edition
Nan’Un-Do, ISBN 978-4-523-17972-6

【参考書】
Reading Fusion 1, second edition
Andrew E. Bennett

【成績評価の方法と基準】
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
In-class and homework assignments: 30%
In class contribution: 30%
Presentation: 40%.
Students are allowed a maximum of 3 absences. More than that will
result in a fail grade.

【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
必要に応じてその都度授業内でアナウンスをする。
【その他の重要事項】
The content of lessons and timing of the syllabus may change depending
on the needs and language level of the students taking this class.
Communication is the key. Please don’t be afraid to communicate. It
is OK to make mistakes.

【Outline (in English)】
【Course outline】【Learning Objectives】
The goal is to acquire the comprehensive English skills necessary for
university education.
Students will not only work on improving the reception of English, but
also on improving the transmission of English.
They will read and comprehend English texts logically, sometimes
taking into account cultural circumstances.
They will develop the ability to use English on their own by using
the information and knowledge gained from reading to communicate
through presentations and conversations.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend at
least one　hour to understand　 the course content.
Work required: class preparation, vocabulary review, homework, and
presentation preparation.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
In-class and homework assignments: 30%
In class contribution: 30%
Presentation: 40%.
Students are allowed a maximum of 3 absences. More than that will
result in a fail grade.
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LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅲ（a）

式町　眞紀子

サブタイトル：（６）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／1単
位
曜日・時限：金3/Fri.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
英文読解力の習熟を目標に、語彙と文法を重視し、現代英語の幅広い素材の
テキストにより、講読を中心とした授業をおこなう。本科目ではまた、テキ
スト精読に加えて、日本語の固有名詞や慣用表現など、非英語言語を英語で
はどのように表すかというタスクを設定し、パラフレーズやリフレーズの訓
練の機会とみなす。さらにプレゼンテーションも取り入れ、具体的かつ主体
的に英語運用力を高めていく。
【到達目標】
(1)正確な読解をもとに語彙力の強化と文章構成の理解を深めて、自分の意見
や主張を英語で表現できる。
(2)日本の歴史について英語で学び、英語によって説明できるようになる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
前半と後半に分け、前半を精読による内容理解を中心として行い、後半は内
容に関連した練習問題（語彙・正誤判断・サマリー作成）を行う。各時代の概
要については動画資料なども活用し、高校時代に日本史を選択しなかった学
生や留学生においても理解しやすい導入を設定する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス （1）授業に関する一般的な説明や自

己紹介（2）イントロダクション「日
本の歴史を英語で表すことについて」

2 Chapter 1 "The Jomon
Period"

In-depth Reading: skimming for
the main idea of a paragraph,
skimming for paragraph topics,
scanning for details.

3 Chapter 1 "The Jomon
Period" (continued）

Exercises:(A)Vocabulary
Matching (B)True or False
Questions (C)Summary
Completion (D)Composition

4 Chapter 2 "The Yayoi
Period"

In-depth Reading: skimming for
the main idea of a paragraph,
skimming for paragraph topics,
scanning for details.

5 Chapter 2 "The Yayoi
Period" (continued）

Exercises:(A)Vocabulary
Matching (B)True or False
Questions (C)Summary
Completion (D)Composition

6 Chapter 3 "The
Tumulus Period"

In-depth Reading: skimming for
the main idea of a paragraph,
skimming for paragraph topics,
scanning for details.

7 Chapter 3 "The
Tumulus Period"
(continued）

Exercises:(A)Vocabulary
Matching (B)True or False
Questions (C)Summary
Completion (D)Composition

8 Presentation Day (1) Group presentation: Review
chapters 1-3

9 Chapter 4 "The Asuka
Period Part 1"

In-depth Reading: skimming for
the main idea of a paragraph,
skimming for paragraph topics,
scanning for details.

10 Chapter 5 "The Asuka
Period Part 2"
(continued）

Exercises:(A)Vocabulary
Matching (B)True or False
Questions (C)Summary
Completion (D)Composition

11 Chapter 6 "The Nara
Period"

In-depth Reading and Exercises
(A)Vocabulary Matching (B)True
or False Questions (C)Summary
Completion (D)Composition

12 Chapter 7 "The Heian
Period"

In-depth Reading: skimming for
the main idea of a paragraph,
skimming for paragraph topics,
scanning for details.

13 Chapter 7 "The Heian
Period" (continued)

Exercises:(A)Vocabulary
Matching (B)True or False
Questions (C)Summary
Completion (D)Composition

14 Review exam 理解度の確認を目的とした試験
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習、復習ともそれぞれ2時間。理解のよすがとなるように、テレビなどの歴
史番組やドキュメンタリー番組の視聴や、美術館や博物館の関連企画等の鑑
賞など、学外での学習時間を積極的に増やすことが望ましい。その際、英文
のキャプションやパンフレットにも目を配り、英語ではこのように表現する
のか、という気づきにもつなげると良い。
【テキスト（教科書）】
五十嵐昭人 The General History of Japan『英語で学ぶ日本の歴史』南雲堂、
2016、ISBN: 9784853178248

【参考書】
（1）小西友七『英語のしくみがわかる基本動詞24』研究社、2016年　＊学部
資料室に在架
（2）英和辞典（紙または電子版）。なお、スマートフォンの辞書アプリは学習
向けに不十分であることから、教室での使用を禁じる。不要の行為は授業参
加態度（成績評価の方法と基準参照）から減点する。授業ではスクリーンに
オンライン学習辞典を投影の上適宜利用する。
【成績評価の方法と基準】
授業参加態度40％: 積極的な取り組みや探求心を評価する。予習が認められ
ない場合などは当然減点となるなど、ただ出席していることは評価につなが
らない。試験40%: 理解度の確認。20％: プレゼンテーション。
【学生の意見等からの気づき】
「リズムをつけて読むと内容が理解しやすくなると感じた。」、「（答えが）なぜ
そうなるのか、根拠を以て答えられるように問題に取り組むようになった。」
など、学生の手ごたえに結び付けられるよう、臨機応変な授業運営を心掛け
たい。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムにアクセスしやすい環境。授業連絡、課題指示などは同シ
ステムを通じて行う。必ずメール転送設定を行うこと。
【その他の重要事項】
学生の理解度によって、進度を適切に調整する場合がある。また、より深い
読みやそれに対する問題意識を導くために、扱うユニットを変更する場合が
ある。
【Outline (in English)】
This is a compulsory language course aimed at fostering practical
English skills for effective intercultural communication. This course
is basically designed to build reading strategies such as scanning and
skimming for a variety of texts to improve reading comprehension
skills. Students will expand their reading vocabulary to understand
different types of materials in English and become familiar with text
organization. Students will learn skills such as discerning the main
idea and supporting ideas of reading selections to build accurate reading
skills. Communication skills will be reinforced through classroom
activities such as oral summaries and presentations.
Learning Objectives]
By the end of the course, students should be able to do the followings:
― Acquire fundamentals of English 4 skills; Reading, Listening,
Speaking, and Writing.
― Understand how to connect English texts.
― Develop critical thinking skills.
[Learning Activities Outside of Classroom]
You need to spend the same amount of time as the lesson itself for self-
study both preview and review. Be sure to review what has been said
during class to prepare yourself for next class.
[Grading Criteria /Policy]
40%: Participation in class activities.
40%: Examination.
20%: Presentation.
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LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅲ（a）

ABUDUREHEMAN ADILAN

サブタイトル：（７）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／1単
位
曜日・時限：金3/Fri.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
We will be reading the latest news articles with regard to sports,
health, lifestyle and some other interesting topics to improve reading
comprehension.

【到達目標】
①スポーツや健康をテーマとした比較的平易な英文記事を、短時間で大意を
把握できるような読み方を習得する（Reading for Information）。
②時事英語特有の表現やルールに慣れ、英字新聞や英語ニュースへの抵抗が
なくなるようになる。
1. Students will be instructed to read some news articles related to
sports.
2. Students will learn about the various expressions being used in the
news ariticles and are encouraged to feel more comfortable while putting
them into practice.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
スポーツや健康に関する最新の記事（海外発の英字新聞やインターネット上の
配信記事、主としてVOA News, Japan News, Breaking News English等）
をプリント教材として配布する。指示にしたがって予習・復習をすること。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業に臨む心構え、予習復習について
2 ニュース記事の構成 記事①
3 見出しのルール 記事①続き
4 リードの役割と読み方 記事①続き・読了
5 ニュース英語特有の表現 記事②前半
6 Reading for

Informationのコツ
記事②後半

7 中間テストとまとめ 中間テストとまとめ
8 中間テスト講評

文法復習①五文型
答案返却、記事③前半

9 文法復習②品詞 記事③後半
10 文法復習③動詞の種類 記事④前半
11 文法復習④句と節 記事④後半
12 文法復習⑤時制 記事⑤前半
13 文法復習のまとめ 記事⑤後半
14 期末テストとまとめ 期末テストとまとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Students are encouraged to read newspaper articles to gain various
perspectives.
Students may read both English and Japanese versions of the articles
to compare. It is also required to read news articles featuring the same
subject matter from other news outlets to make comparisons.

【テキスト（教科書）】
できるだけ新しい教材を使うため、教員が用意するプリントを使用する。
【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
Mid-term exam 35%
Final exam 35%
Classroom performance 30%

【学生の意見等からの気づき】
力がついたことが実感できるようなさまざまな工夫をしたい。
【学生が準備すべき機器他】
ノートPC、タブレット等。
【その他の重要事項】
連絡や資料提示等はHoppiiで行う。

学生の興味関心、理解度等に応じ、授業の進度、使用する記事の件数、各授業
の内容は変更になる場合もある。
【Outline (in English)】
(Outline and objectives)
We will be reading the latest news articles with regard to sports,
health, lifestyle and some other interesting topics to improve reading
comprehension.
(Learning activities outside of classroom)
Students are encouraged to read newspaper articles to gain various
perspectives.
Students may read both English and Japanese versions of the articles
to compare. It is also required to read news articles featuring the same
subject matter from other news outlets to make comparisons.
(Grading Criteria /Policy)
Mid-term exam 35%
Final exam 35%
Classroom performance 30%
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LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅲ（b）

浦川　智子

サブタイトル：（１）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2年次／1単位
曜日・時限：金3/Fri.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
英字新聞やウェブサイトを中心とした英文の読解を通して、日本とは異なる文
化やさまざまな社会問題に興味を抱き、理解を深めるための土台を築く。その
中で、文法の理解に重点を置きつつ、総合的な英語の基礎能力を向上させる。
【到達目標】
英語で書かれた記事の内容を正確に把握できる。単語や慣用表現、文法など
の基礎的知識を身につける。それらを活かして、学期末の英語でのプレゼン
テーションを成功させる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
授業では英語の記事の和訳を確認しつつ、特に重要な表現や文法の解説をおこ
なう。毎回ではないが、授業の進度状況に応じて単語・文法の小テストも予定
している。課題等の提出・フィードバックは主に授業内でおこなうが、Hoppii
を活用することもあり得る。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業の概要と計画のガイダンス
2 春学期の文法の復習 演習問題
3 -ingの見分け 進行形と分詞、分詞構文
4 「世界の料理」 英字新聞の読解
5 不定詞 名詞的用法と形容詞的用法
6 不定詞 副詞的用法と演習問題
7 「ファッションと健康」 英字新聞の読解
8 接続詞 等位接続詞と従属接続詞
9 前置詞 前置詞の種類と演習問題
10 「大英博物館」 ウェブサイトの読解
11 「ベーシック・インカム」 英字新聞の読解
12 プレゼンテーション１ 個人でのプレゼンテーション
13 プレゼンテーション２ 個人でのプレゼンテーションと総評
14 試験とまとめ 秋学期の学習到達度をはかる
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
前回授業の復習と次回授業の予習をおこなうこと。特に分からない単語や文
法については予習の段階で調べて全文和訳してから授業にのぞむこと。また、
プレゼンテーションの準備を進めておくこと。本授業の準備・復習時間は合
わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキストは使用せずにプリントを配布する。
【参考書】
特に指定しないが、これまで使用してきた文法書等を用いることが望ましい。
【成績評価の方法と基準】
平常点(授業への積極的な姿勢、提出物等)：30%、プレゼンテーション：20%、
期末試験：50%、合計100%として評価する。60％以上が合格となる。
【学生の意見等からの気づき】
読解だけではなく、状況に応じてリスニングやグループ・ワーク等もおこなう。
【学生が準備すべき機器他】
辞書とノートを必ず持参すること
【Outline (in English)】
[Course outline] Reading English articles, students will deepen their
understanding of foreign cultures and social issues, and improve their
basic English skills.
[Learning Objectives] The goals of this course are to grasp the point
of English articles, to understand basic grammar, and to give a good
presentation in English.
[Learning activities outside of classroom] Before each class meeting,
students will be expected to have read the relevant articles. Your
required study time is at least one hour.
[Grading Criteria] Grading will be decided based on in-class contribu-
tion (30%), presentation (20%), and Term-end examination (50%).
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LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅲ（b）

石井　創

サブタイトル：（２）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2年次／1単位
曜日・時限：金3/Fri.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、英字新聞のニュース記事を材料に英語の長文講読を行います。
１文１文についてその文法的な構造に則して意味を正しく理解する練習と、い
くつかの文のまとまりごとにその内容をおおまかに把握する練習をしてもら
います。これらの練習を通して、論理的に書かれた英文を抵抗なく読めるよ
うになることがこの授業の目的となります。それが、学術論文のような、よ
りアカデミックで専門性の高い英文を読むための準備にもなるでしょう。
【到達目標】
１．文の単なる直訳ではなく、それがあらわす意味内容を解釈する力を身に
付ける
２．パラグラフごとにその大意を素早く把握し、さらに記事全体の要旨を正
確にまとめられるようになる
３．英字新聞の記事で頻出する表現法と記事に出てくる色々な分野の語彙を
習得する
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
１．形態
教室での「対面授業」を毎回実施する予定ですが、諸事情により部分的に「オ
ンライン授業」を実施する場合がありえます。
２．進め方
履修者には予習を前提として長文読解と演習問題に取り組んでもらいます。基
本的には、授業２回分で教科書の１つの章を終わらせるペースを予定してい
ます。
１回目はその章のニュース記事を通読します。記事の各パラグラフを履修者
に割り当て、そこで述べられている内容を説明してもらいつつ、文法的に難
解もしくは複雑な文や英字新聞特有の表現方法が用いられている文について
の解説を行います。また、それらを踏まえて、パラグラフごと、さらに記事
全体の要旨をまとめる練習をしていきます。
２回目は演習問題の解答を履修者に発表してもらいながら、その章で用いら
れている文法や語彙の確認を行います。また、その章で学んだ内容の理解度
を問う小テストを最後に実施します。小テストの正解・模範解答は次回の授
業内で公表し、クラス全体の出来に関する講評と頻出誤答についての解説を
行います。
このように、授業はリーディングの演習を中心に進めますが、時間に余裕があ
る場合はリスニングないしライティングの演習も挟んでいきます。また、履
修者の理解度などに応じて、教科書の１章分の消化にかける時間を柔軟に調
節していきます（よって、以下の授業計画は参考例）。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の概要説明、春学期の内容振り

返り・期末試験の講評
第2回 第８章

インスタ映え，地方復興
の特効薬に？ ①

Let’s Read: Abe’s proposal to
boost regions through Instagram
seen as shallow

第3回 第８章
インスタ映え，地方復興
の特効薬に？ ②

Build-up, Further Study

第4回 第９章
もったいない！ 食品ロ
ス①

Let’s Read: Companies doing
their part to cut down on food
waste in Japan

第5回 第９章
もったいない！ 食品ロ
ス②

Build-up, Further Study

第6回 第 10章
海洋生物，ヒッチハイク
で太平洋を渡る①

Let’s Read: Sea critters hitchhike
across Pacific on tsunami debris

第7回 第 10章
海洋生物，ヒッチハイク
で太平洋を渡る②

Build-up, Further Study

第8回 第 11章
エベレスト，単独登山者
と障がいを持つ人を禁
止①

Let’s Read: Nepal bans solo
climbers from Everest

第9回 第 11章
エベレスト，単独登山者
と障がいを持つ人を禁
止②

Build-up, Further Study

第10回 第 13章
命のための行進。６分
20秒の沈黙が訴える願
い①

Let’s Read: Survivor marks 6
minutes of strength and silence at
rally

第11回 第 13章
命のための行進。６分
20秒の沈黙が訴える願
い②

Build-up, Further Study

第12回 第 14章
新時代の英国プリンセ
ス①

Let’s Read: American actress
Meghan Markle to be a new kind
of royal

第13回 第 14章
新時代の英国プリンセ
ス②

Build-up, Further Study

第14回 学期末まとめ 学習内容の総復習、期末試験
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業１回あたりの標準の予習・復習時間は、各２時間とします。
１．予習
その日の授業範囲について、「わかること・わからないこと」を明確にしてお
くための予習が必要となります。記事の通読を行う回であれば、わからない語
彙や表現を辞書で調べながら、記事全文に一通り目を通して内容を把握して
きてください。記事の内容自体に馴染みがなければ、webサイトなどでそれ
に関する情報を得ておくと、内容理解が一層進むでしょう。演習問題の回で
あれば、記事の内容を復習しつつ、問題の解答を準備してきてください。わ
からない語彙を調べることもせず、「『何がわからないのか』自体がわからな
い」という状態で授業に臨むのは御法度となります。
２．復習
授業内で解説された複雑な構造の文の意味解釈や演習問題の解答などの学習
内容を見直すことで、予習で間違えてしまった箇所を再び間違えないように、
語彙・文法等の知識を整理し直してください。それが章の終わりに実施され
る小テストで良い点を取るための対策にも繋がります。
【テキスト（教科書）】
２回目から下記の教科書を使用して授業を行います。
渡邉あをい・石井隆之. (2019).『ニュース英語で世界に飛び込む Jump into
the World through News in English』東京：三修社.（定価 2,090円）
【参考書】
参考書は授業内で必要に応じて紹介します。
【成績評価の方法と基準】
a. 期末試験 60%*、小テスト 20%、平常点（授業態度、予習状況、宿題など）
20%
b. 特別の事情がない限り、欠席が５回に達すると単位取得が不可となります。
c. 10分以上の遅刻を３回繰り返すと欠席１回としてカウントされます。また
30分以上の遅刻は欠席とみなされます。
d. 予習をまったく行ってこなかった場合や授業中の私語がひどい場合などは、
その日を欠席とみなします。
*最終授業での教室内試験を予定していますが、新型コロナウィルスの流行等
の諸事情により、以下で代替する可能性があります。
　 (1)学習支援システムの「テスト」機能を用いたオンライン試験、
　 (2) 期末試験を無しにして、代わりにレポート課題を課す（＋配点基準も
変更）
【学生の意見等からの気づき】
一昨年度の授業に対する履修者の意見とそれを踏まえた本年度の改善目標は
以下の通り：
１．「説明がわかりやすかった」という好意的な意見が複数あったが、一方で
「授業が進むペースが遅い」、「教員が説明する時間が全体的に長く、やや単調
で飽きが来やすかった」という感想もいただいた。実際に授業進度はシラバ
スに記載した予定よりも遅れてしまっていたため、「説明のわかりやすさ」は
維持したまま、「履修者の反応を細かく見つつ、より簡潔な説明を心掛ける」、
「学生同士で内容の理解度を確認し合えるように、ペアワークやグループワー
クの回数を増やす」等の改善を行い、履修者に飽きのこない、ちょうどよい
授業ペースを目指す。
２．「授業中の説明に使用したスライド資料を残してほしい」という要望をい
ただいた。本授業では「語学学習におけるノートテイキングの重要性」を踏ま
え、履修者にはスライドの内容を自分でノートにまとめるように指示し、こ
れまで資料は学習支援システムにアップロードしてこなかった。ただし、一
部の資料については情報量の多いものがあるため、そのような資料について
は支援システムにアップロードするようにしたい。
【学生が準備すべき機器他】
１．辞書を持参するとよいでしょう。ただし、それは授業中に新たに出た課
題のために使用するものであり、その日の予習箇所や宿題の語彙などを調べ
る目的で授業中に使用するのは禁止とします。
２．「オンライン授業」が実施される場合、履修者は以下の機器・環境を準備
する必要があります。
　 (a)双方向通信アプリの Zoomを使用できるデバイス
　 (b) Zoomによるリアルタイム配信授業の視聴が可能なインターネット回線
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【その他の重要事項】
１．授業に関するお知らせをきちんと受け取れるように、法政大学から学生用
に配布される Gmailアドレスを学習支援システムに登録したうえで、普段は
別のメールアドレスを使用するつもりの学生は、法政 Gmailから自分が使い
たいアドレスへメールが自動転送されるように、法政 Gmail上で設定を行っ
ておいてください。
２．新型コロナウィルスやインフルエンザ等に罹患して授業への出席停止措
置を受けた学生は、大学発行の欠席配慮願を学習支援システム経由で教員に
提出してください。また、大学体育会の活動参加や忌引等による欠席の場合
も、同様にそれを証明する公式の欠席配慮願を提出してください。欠席配慮
願が提出された授業回に関しては出席扱いにいたします。
【Outline (in English)】
1.Course outline
In this course, we will read English newspaper articles. Students
will be trained in comprehending the meaning of a sentence based on
its grammatical structure and figuring out the general content of a
paragraph. The goal is to help students read a logical essay in English
smoothly as a preparatory step to read specialized academic papers.
2.Learning objectives
In this course, students are expected to acquire the following:
(a) The ability to interpret the content of a sentence correctly, not just
translate it literally.
(b) The ability to grasp the main idea of each paragraph quickly and
accurately summarize the key points of the entire article.
(c) Commonly used expressions in English newspaper articles and
vocabulary words from various fields appearing in the articles.
3.Learning activities outside of classroom
Preparatory study and review time for this course are 2 hours each.
(a) Preparation
With regard to the content of the day’s class, you are required to clearly
distinguish between what you can understand and what you can’t in
advance. When we read a news article in a class, you need to read
through the whole article, looking up words and idioms that you do
not know in the dictionary, and figure out the content of the article
before the class. When we solve practice problems in a class, you are
expected to prepare your answers to the problems beforehand, reviewing
the content of the article.
(b) Review
In order not to miss the problems that you missed in preparatory
study again, you should organize your knowledge of word meanings and
grammar by reviewing the interpretation of the meaning of sentences
with complex structures and the answers to the practice problems that
were illustrated in the previous class. These reviews will lead to getting
good marks on the quiz in each chapter.
4.Grading Criteria /Policy
Students will be assessed according to the following criteria:
Term-end examination: 60%
Quizzes: 20%
Usual performance score (e.g., attitude in class, preparation for classes,
other homework): 20%
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LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅲ（b）

蒔田　裕美

サブタイトル：（３）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2年次／1単位
曜日・時限：金3/Fri.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は英語の読解力の向上を主な目的とする。学生は様々な分野のエッセ
イを精読することにより、英語の文法と語彙力を培う。
【到達目標】
学生が英文読解に必要な語彙と文法事項を学修し、辞書を使いながら自分の
力で英文の内容を正確に理解できるようになる。
英語の発音記号を学び、英語らしいイントネーションを身につけることによ
り正しい音読ができるようになる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
学生は毎回発音記号を学び、英語の音声を聞き分けて正しく発音する訓練を
行う。
英文読解のために必要な文法事項を確認した上で、語彙力を強化する問題や
内容理解問題に取り組む。
各ユニットのトピックについて、ペアあるいはグループで英語のディスカッ
ションを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 Unit 7: The Gossip

Media (1)
Reading Passage: Celebrities and
Gossip Media

2 Unit 7: The Gossip
Media (2)

Vocabulary Building: However,
Wherever and Whatever

3 Unit 8: Replanting
the World’s Forests (1)

Reading Passage: Reforestation

4 Unit 8: Replanting
the World’s Forests (2)

Grammar Exercise: Adjectives vs
Adverbs

5 Unit 9: Adventure
Tourism (1)

Reading Passage: Adventure
Tourism

6 Unit 9: Adventure
Tourism (2)

Grammar Exercise: Besides,
Rather and Along

7 Unit 10: The Cannes
Film Festival (1)

Reading Passage: The Movie
Business

8 Unit 10: The Cannes
Film Festival (2)

Grammar Exercise: Pronouns

9 Unit 11: Giving Away
Billions (1)

Reading Passage: Wealthy People

10 Unit 11: Giving Away
Billions (2)

Grammar Exercise: Adjective
Clauses

11 Unit 12: Computer
Actors (1)

Reading Passage:
Computer-generated Effects

12 Unit 12: Computer
Actors (2)

Grammar Exercise: The Passive
Voice

13 Unit 13: New York
City (1)

Reading Passage: The World’s
Great Cities

14 まとめ 期末試験を実施する。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
学生が予習をしていることを前提に進めるので、毎回指定されたテキスト範
囲で分からない単語の意味があれば必ず辞書で調べ、設問を解いた上で授業
に臨むこと。
本授業の準備と復習時間は各２時間を目安とする。
【テキスト（教科書）】
Andrew E. Bennett『Reading Pass 2』南雲堂、2021年、2530円
【参考書】
授業時に適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
課題５０％、試験５０％
【学生の意見等からの気づき】
ペアワークやディスカッションを取り入れて学習者が積極的に授業に参加し、
多様な考え方を受け入れ、視野を広げられるよう進めていきたい。

【Outline (in English)】
【Course outline】The main purpose of this course is to improve students’
reading skills in English through reading various essays.
【Learning Objectives】By the end of the course, students should be
able to do the following: (1) widen their vocabulary. (2) improve their
grammar skills. (3) understand phonetic symbols. (4) speak English
with accurate pronunciation.
【Learning activities outside of classroom】Before each class meeting,
Students must read assigned chapter passages and complete exercises
from the text using dictionaries. Your required study time is at least one
hour for each class meeting.
【Grading Criteria /Policy】Your overall grade in the class will be decided
based on the following: assignments 50%, term-end examination 50%
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LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅲ（b）

相馬　美明

サブタイトル：（４）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2年次／1単位
曜日・時限：金3/Fri.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
読解問題を基軸とし、加えて日常生活のさまざまな場面における実践的英語
コミュニケーション能力を養成する。
【到達目標】
テクストの英文を通じ、英語の文法、構成、流れなどを意識しつつ、スピード
を上げて読むことに慣れる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
テクストの英文の読解に加え、毎回ビデオ教材などを使用し、平易ながらも
日常会話に必要とされるさまざまな表現にも触れ、リスニング、ディクテー
ション、スピーキング、読解などのいわゆる英語のフォー・スキルズを高め
ていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 秋学期予定確認 秋学期予定確認,リスニング問題,

Wedding Ceremonies Expenses,
We’re All Alone

2 Earthquake Lesson 7, Excellent power of
memory, Film①

3 Power Exercises＋α Exercise 10, Coin changer, Film①
4 Human Creativity Lesson 8, The Diplomacy, Film①

～②
5 Power Exercises＋α,

プレゼンテイションに
ついて指示、説明

Power Exercises,プレゼンテイショ
ンについて指示、説明

6 The Importance of the
Medical Checkup

Lesson 9, Film②, She’s got a way.

7 Power Exercises＋α Power Exercises, Film②～③
8 Is Drinking Harmful? Lesson 10, Film③, The Story of

O-TEI.
9 Power Exercises＋α Power Exercises, Film③～④
10 プレゼンテイション準備 Exerciseまとめ,力だめし
11 思いを表現する　プレ

ゼン　第1グループ
プレゼンテーション
発表者の思いを聞く

12 思いを表現する　プレ
ゼン　第２グループ

プレゼンテーション
要点を意識してリスニングする

13 思いを表現する　プレ
ゼン　第３グループ

プレゼンテーション
自分の意見を言葉に変える

14 まとめ、確認 まとめ、確認
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回の予習は絶対条件となる。地味な努力を続けることで自信をつけても
らいたい。また、リスニング・スピーキングの上達には、毎日の練習が肝要で
ある。授業中の練習に加え、教室外でも練習を行うことを心がける。課題は
必ず行い、授業には全出席する。学生は、自らの可能性を信じ、真剣に授業
に臨むことが要求される。準備学習・復習・宿題などに1時間半以上を期待し
ている。
【テキスト（教科書）】
プリントを使用する
【参考書】
必要に応じ、適宜指示する
【成績評価の方法と基準】
定期試験（60％），レポート（10％），平常点（20％），プレゼンテーション
（10％）それらを総合的に評価する。また、真剣に取り組む姿勢を評価したい。
出席・平常点：出席については、基本的に全出席を原則とする。きちんと出
席し、真剣に取り組む姿勢を評価したい。
学期末試験：春学期・秋学期ともに必ず受験すること。
レポート：授業中に指示する内容にそって提出すること。
プレゼンテイション：積極的に話し、聞き、発表することを評価する。

【学生の意見等からの気づき】
　学生の発する「わからない」こそ、学生からの大切なメッセージであり、教
員はこれを真摯に受け止め、対処していかなければならないと感じている。ま
た、このメッセージを忌憚なく発せられる雰囲気作りにも配慮がなされるべ
きであろうと考える。
【Outline (in English)】
【Course outline】
Basic English grammar, vocabulary, and conversational expressions will
be very helpful to communicate with each other and at the same time
essential when writing, speaking and of course listening.
【Learning Objectives】
Students will be able to read analytically and think critically at a high
level and demonstrate the ability to transfer critical thinking skills
to the interpretation and analysis of ideas encountered in academic
reading. Through read-out-loud activities, students are expected to
improve overall reading comprehension.
【Grading Criteria /Policy】
Attendance & active participation（20%）, examination （60%）,
assignments（10%）, presentation（10%） will be totally evaluated.
【Learning activities outside of classroom】
Learning activities outside of classroom: one and a half hours.
Comments upon the details about the textbook, attendance rule,
evaluation and so on will be made at the first class of this semester.
Attendance is mandatory, and students will be expected to attend every
class and hopefully enjoy their own activities. Great joy is only earned
by great exertion!

— 44 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅲ（b）

川田　アマンディーン

サブタイトル：（５）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2年次／1単位
曜日・時限：金3/Fri.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
The aim of this course is to help students deepen their basic knowledge
　of English and to work on the skill of openly exchanging ideas and　
opinions in a variety of authentic contexts.

【到達目標】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
-Develop fundamental skills and precision in expressing ideas in
English and in delivering presentations
-Understand various topics in a variety of written English texts
-Develop communicative skills for listening and for having discussions
in English.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
This course will be conducted entirely in English. Since many
presentations will be used, students should not be passive during
lectures and exercises but should be proactive and do their best without
fear of making mistakes. Besides, emphasis will be placed on checking
English vocabulary and grammar while reading English sentences, as
well as on understanding English expressions and structures. In the
writing exercises, students should write English sentences by referring
to the samples and paying attention to the structure.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 Orientation（ガイダン

ス）
授業の進め方、テキストなどについ
ての説明、発表担当日決め、自己紹
介など。

2 Unit 9, Wonders of the
Deep

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (parallel
structure)

3 Unit 10, Product
Placement

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (present and
future conditional tenses)

4 Unit 11, White-Collar
Crime

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (past perfect
tense)

5 Unit 11, White-Collar
Crime

Speaking and listening activities.
Talking about Law and Crime

6 Unit 12, Working
Disabled

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (reduced
adjectives clauses)

7 Unit 12, Working
Disabled

Speaking and listening activities.
Talking about Social Issues

8 Unit 13, Pet Therapy Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (so... that)

9 Unit 13, Pet Therapy Speaking and listening activities.
Talking about Healing

10 Unit 14, Quantum
Computers

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (noun clauses)

11 Unit 14, Quantum
Computers

Speaking and listening activities.
Talking about Science and
Technology

12 Unit 15, Breaking the
Poverty Cycle

Reading and writing activities,
getting new vocabulary and
improving communicative
grammar skills (along with,
besides, & in addition to)

13 Unit 15, Breaking the
Poverty Cycle

Speaking and listening activities.
Talking about Globalization

14 Review 学期末まとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend at
least one　hour to understand　 the course content.
Work required: class preparation, vocabulary review, homework, and
presentation preparation.

【テキスト（教科書）】
Andrew E. Bennett: Reading Fusion 1, second edition
Nan’Un-Do, ISBN 978-4-523-17972-6

【参考書】
Reading Fusion 1, second edition
Andrew E. Bennett

【成績評価の方法と基準】
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
In-class and homework assignments: 30%
In class contribution: 30%
Presentation: 40%.
Students are allowed a maximum of 3 absences. More than that will
result in a fail grade.

【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
必要に応じてその都度授業内でアナウンスをする。
【その他の重要事項】
The content of lessons and timing of the syllabus may change depending
on the needs and language level of the students taking this class.
Communication is the key. Please don’t be afraid to communicate. It
is OK to make mistakes.

【Outline (in English)】
【Course outline】【Learning Objectives】
The goal is to acquire the comprehensive English skills necessary for
university education.
Students will not only work on improving the reception of English, but
also on improving the transmission of English.
They will read and comprehend English texts logically, sometimes
taking into account cultural circumstances.
They will develop the ability to use English on their own by using
the information and knowledge gained from reading to communicate
through presentations and conversations.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend at
least one　hour to understand　 the course content.
Work required: class preparation, vocabulary review, homework, and
presentation preparation.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
In-class and homework assignments: 30%
In class contribution: 30%
Presentation: 40%.
Students are allowed a maximum of 3 absences. More than that will
result in a fail grade.
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LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅲ（b）

式町　眞紀子

サブタイトル：（６）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2年次／1単位
曜日・時限：金3/Fri.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
春学期に引き続き、英文読解力の習熟を目標に、語彙と文法を重視し、現代英
語の幅広い素材のテキストにより、講読を中心とした授業をおこなう。本科
目ではまた、テキスト精読に加えて、日本語の固有名詞や慣用表現など、非
英語言語を英語ではどのように表すかというタスクを設定し、パラフレーズ
やリフレーズの訓練の機会とみなす。さらにプレゼンテーションも取り入れ、
具体的かつ主体的に英語運用力を高めていく。
【到達目標】
(1)正確な読解をもとに語彙力の強化と文章構成の理解を深めて、自分の意見
や主張を英語で表現できる。
(2)日本の歴史について英語で学び、英語によって説明できるようになる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
前半と後半に分け、前半を精読による内容理解を中心として行い、後半は内容
に関連した練習問題（語彙・正誤判断・サマリー作成）を行う。なお、各時代
の概要については動画資料なども活用し、高校時代に日本史を選択しなかっ
た学生や留学生においても理解しやすい導入を設定する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス （1）授業に関する一般的な説明や自

己紹介（2）イントロダクション「日
本の歴史を英語で表すことについて」

2 Chapter 9 "The
Kamakura Period:
Part 1"

In-depth Reading: skimming for
the main idea of a paragraph,
skimming for paragraph topics,
scanning for details.

3 Chapter 9 The
Kamakura Period:
Part 1" (continued)

Exercises:(A)Vocabulary
Matching (B)True or False
Questions (C)Summary
Completion (D)Composition

4 Chapter 10 "The
Kamakura Period:
Part 2"

In-depth Reading: skimming for
the main idea of a paragraph,
skimming for paragraph topics,
scanning for details.

5 Chapter 10 "The
Kamakura Period:
Part 2"(continued）

Exercises:(A)Vocabulary
Matching (B)True or False
Questions (C)Summary
Completion (D)Composition

6 Chapter 11 "The
Muromachi Period:
Part 1"

In-depth Reading: skimming for
the main idea of a paragraph,
skimming for paragraph topics,
scanning for details.

7 Chapter 11 "The
Muromachi Period:
Part 1" (continued）

Exercises:(A)Vocabulary
Matching (B)True or False
Questions (C)Summary
Completion (D)Composition

8 Chapter 12 "The
Muromachi Period:
Part 2"

In-depth Reading: skimming for
the main idea of a paragraph,
skimming for paragraph topics,
scanning for details.

9 Chapter 12 "The
Muromachi Period:
Part 2" (continued）

Exercises:(A)Vocabulary
Matching (B)True or False
Questions (C)Summary
Completion (D)Composition

10 Presentation Day (1) Group presentation: Review
chapters 9-12

11 Chapter 13 "The
Azuchi-Momoyama
Period: Part 1"

Exercises:(A)Vocabulary
Matching (B)True or False
Questions (C)Summary
Completion (D)Composition

12 Chapter 13 "The
Azuchi-Momoyama
Period: Part 1
(continued）"

In-depth Reading and
Exercises:(A)Vocabulary
Matching (B)True or False
Questions (C)Summary
Completion (D)Composition

13 Chapter 14 "The
Azuchi-Momoyama
Period : Part 2"

In-depth Reading and
Exercises:(A)Vocabulary
Matching (B)True or False
Questions (C)Summary
Completion (D)Composition

14 Review exam 理解度の確認を目的とした試験
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習、復習ともそれぞれ2時間。理解のよすがとなるように、テレビなどの歴
史番組やドキュメンタリー番組の視聴や、美術館や博物館の関連企画等の鑑
賞など、学外での学習時間を積極的に増やすことが望ましい。その際、英文
のキャプションやパンフレットにも目を配り、英語ではこのように表現する
のか、という気づきにもつなげると良い。
【テキスト（教科書）】
五十嵐昭人 The General History of Japan『英語で学ぶ日本の歴史』南雲堂、
2016、ISBN: 9784853178248

【参考書】
（1）小西友七『英語のしくみがわかる基本動詞24』研究社、2016年　＊学部
資料室に在架
（2）英和辞典（紙または電子版）。なお、スマートフォンの辞書アプリは学習
向けに不十分であることから、教室での使用を禁じる。不要の行為は授業参
加態度（成績評価の方法と基準参照）から減点する。授業ではスクリーンに
オンライン学習辞典を投影の上適宜利用する。
【成績評価の方法と基準】
授業参加態度40％: 積極的な取り組みや探求心を評価する。予習が認められ
ない場合などは当然減点となるなど、ただ出席していることは評価につなが
らない。試験40%: 理解度の確認。20％: プレゼンテーション。
【学生の意見等からの気づき】
「リズムをつけて読むと内容が理解しやすくなると感じた。」、「（答えが）なぜ
そうなるのか、根拠を以て答えられるように問題に取り組むようになった。」
など、学生の手ごたえに結び付けられるよう、臨機応変な授業運営を心掛け
たい。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムにアクセスしやすい環境。授業連絡、課題指示などは同シ
ステムを通じて行う。必ずメール転送設定を行うこと。
【その他の重要事項】
学生の理解度によって、進度を適切に調整する場合がある。また、より深い
読みやそれに対する問題意識を導くために、扱うユニットを変更する場合が
ある。
【Outline (in English)】
This is a compulsory language course aimed at fostering practical
English skills for effective intercultural communication. This course
is basically designed to build reading strategies such as scanning and
skimming for a variety of texts to improve reading comprehension
skills. Students will expand their reading vocabulary to understand
different types of materials in English and become familiar with text
organization. Students will learn skills such as discerning the main
idea and supporting ideas of reading selections to build accurate reading
skills. Communication skills will be reinforced through classroom
activities such as oral summaries and presentations.
Learning Objectives]
By the end of the course, students should be able to do the followings:
― Acquire fundamentals of English 4 skills; Reading, Listening,
Speaking, and Writing.
― Understand how to connect English texts.
― Develop critical thinking skills.
[Learning Activities Outside of Classroom]
You need to spend the same amount of time as the lesson itself for self-
study both preview and review. Be sure to review what has been said
during class to prepare yourself for next class.
[Grading Criteria /Policy]
40%: Participation in class activities.
40%: Examination.
20%: Presentation.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅲ（b）

ABUDUREHEMAN ADILAN

サブタイトル：（７）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2年次／1単位
曜日・時限：金3/Fri.3
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
We will be reading the latest news articles with regard to sports, health,
lifestyle and other interesting topics to improve reading comprehension.

【到達目標】
①スポーツや健康をテーマとした比較的平易な英文記事を大意を把握できる
ようになる（Reading for Information）。
②時事英語特有の表現やルールに慣れ、英字新聞や英語ニュースを抵抗なく
読みこなせる。
③平易だが長めの記事を短時間で読み、内容を要約できるようになる。
1. Students will be instructed to read some news articles related to
sports.
2. Students will learn about the various expressions being used in the
news ariticles and are encouraged to feel more comfortable while putting
them into practice.
3. Students will be able to scan through long newspaper articles with
the expectation of writing a summary in a short amount of time.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
　スポーツや健康に関する最新の記事（海外発の英字新聞やインターネット
上の配信記事、主としてVOA News, Japan News, Breaking News English
等）をプリント教材として配布する。指示にしたがって予習・復習をすること。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業に臨む心構え、予習復習について
2 文法復習①仮定法 記事①
3 文法復習②分詞構文 記事①続き
4 文法復習③関係代名詞 記事①続き・読了
5 文法復習④不定詞 記事②前半
6 文法復習⑤付帯状況 記事②後半
7 中間テストとまとめ 中間テストとまとめ
8 文法復習⑥ itの構文 答案返却、記事③前半
9 文法復習⑦能動態と受

動態
記事③後半

10 文法復習⑧修飾語句 記事④前半
11 文法復習⑨間接話法と

直接話法
記事④後半

12 文法復習⑩間違いやす
い文法事項

記事⑤前半

13 文法復習のまとめ 記事⑤後半
14 期末テストとまとめ 期末テストとまとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Students are encouraged to read newspaper articles to gain various
perspectives.
Students may read both English and Japanese versions of the articles
to compare. It is also required to read news articles featuring the same
subject matter from other news outlets to make comparisons.

【テキスト（教科書）】
できるだけ新しい教材を使うため、教員が用意するプリントを使用する。
【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
Mid-term exam 35%
Final exam 35%
Classroom performance 30%

【学生の意見等からの気づき】
力がついたことが実感できるようなさまざまな工夫をしたい。
【学生が準備すべき機器他】
できれば持ち運び可能なPC、タブレット、電子辞書等。

【その他の重要事項】
連絡や資料提示等はHoppiiで行う。
学生の興味関心、理解度等に応じ、授業の進度、使用する記事の件数、各授業
の内容は変更になる場合もある。
【Outline (in English)】
(Outline and objectives)
We will be reading the latest news articles with regard to sports, health,
lifestyle and other interesting topics to improve reading comprehension.
(Learning activities outside of classroom)
Students are encouraged to read newspaper articles to gain various
perspectives.
Students may read both English and Japanese versions of the articles
to compare. It is also required to read news articles featuring the same
subject matter from other news outlets to make comparisons.
(Grading Criteria /Policy)
Mid-term exam 35%
Final exam 35%
Classroom performance 30%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅳ（a）

大塚　孝一

サブタイトル：（１）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／1単
位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
大学教育において必要となる英語力を身につけることを目指す。受信面の向
上だけではなく、発信面向上にも取り組む。英文を論理的に、時に文化的事
情を踏まえ読解し、読解時に得た情報や知識を使い、発信していくことを身
につけることで、自分の力で英語を駆使できる力を養う。
【到達目標】
1. 英語の要素である「品詞」「文型」「句と節」を理解すること
2.「品詞」「文型」「句と節」を受発信の場面で適切に使うこと
3. 研究内容に関する、英語で書かれた文献を読めるようにすること
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
○ひとつのUnitを二週間に渡り学習する。奇数週は Reading, Listening,
Speakingを、偶数週はReading, Writingを主に学ぶ。
○毎週伝える予習指示に従い、予習をしてくること。
○ペアワーク、グループワークを積極的に採用する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Week 01 Introduction Orientation
Week 02 Unit 1 (1) Dreams and Aspirations (1)
Week 03 Unit 1 (2) Dreams and Aspirations (2)
Week 04 Unit 2 (1) Sports and Leisure (1)
Week 05 Unit 2 (2) Sports and Leisure (2)
Week 06 Unit 3 (1) Routines and Habits (1)
Week 07 Unit 3 (2) Routines and Habits (2)
Week 08 Unit 4 (1) University Life (1)
Week 09 Unit 4 (2) University Life (2)
Week 10 Unit 5 (1) Culture and Traditions (1)
Week 11 Unit 5 (2) Culture and Traditions (2)
Week 12 Unit 6 (1) Four Seasons (1)
Week 13 Unit 6 (2) Four Seasons (2)
Week 14 Course Review Final Examination

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業における予習・復習の時間は各１時間以上を標準とする。週に一回100
分の授業のみで、到達目標を高いレベルで達成することは極めて難しい。履
修者諸君の授業時間外の努力も必要である。
予習
《奇数週》①Reading Passage前半を指示に従い、熟読する、②Listeningの
Aに取り組む。
《偶数週》①Reading Passage後半を指示に従い、熟読する、②Writingの
Ex.を読み、内容を把握する。
復習
語彙と文法の再確認をしておくこと。
【テキスト（教科書）】
書名：English in Tune
著者：Robert Hickling, Shun Morimoto
出版社：Cengage Learning
価格：￥2,150（￥2,365税込）
ISBN：9784863123939

【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
課題：上述の予習課題《30%》
授業内活動：発表など《30%》
期末試験：授業内容を総括する試験《40%》
以上の成績を総合する。

【学生の意見等からの気づき】
昨年度も例年同様に学生に恵まれた。幸いにも選んだ教科書に対しても肯定
的な意見を寄せてもらった。有りがたいことである。学生からの意見を総括
すると「学習の充実感」「実践的な活動」「学びやすい環境」の三つに分類され
る。教科書のみならず、教科書外の活動にも注力し、学生が積極的に学べる
環境を提供することが高く評価されていることが学生の意見からうかがえる。
今年度もできる限り満足度の高い授業を提供することを考えている。
【学生が準備すべき機器他】
【持ち物】辞書（中級以上のもの、紙・電子は問わない）とパソコン、あるい
はタブレット
【その他の重要事項】
【授業進度】履修学生の理解度を見ながら、適宜調整する可能性もある。
【クラスルール】教員が定めたクラスルールに反する行為をした学生は退出を
命じる。
【学習姿勢】教員が伝えた情報を鵜呑みにせず、自分で考え、時には質問した
り、自分で文献を調べたりする。自分の意見を他人と交わし、最終的に、結
論を他人に伝える方法を常に自分で追求して欲しい。
【Outline (in English)】
【Course outline】This course focuses on basic English skills needed in an
academic setting. Not only receptive skills such as reading and listening
but also productive skills such as writing and speaking are targeted.
Students will have a good command of English by themselves if they
comprehend English texts by treating them analytically and considering
cultural aspects, which will be given in the lectures.
【Learning Objectives】
By the end of the course, you will be able to:
Comprehend the fundamental components of English: parts of speech,
sentence patterns, and phrases and clauses.
Apply these key components appropriately in both receptive and
productive language skills.
Develop the ability to read and understand academic literature written
in English related to one’s major.
【Learning activities outside of classroom】
Odd-numbered Weeks: Read the first half of the passage, and work on
Listening Section A
Even-numbered Weeks: Read the second half of the passage, and the
Writing Example
Review the content in each class and improve the four skills for the final
examination
【Grading Criteria】
In-class contribution《30%》
Assignments《30%》
Final Examination《40%》
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅳ（a）

衣川　清子

サブタイトル：（２）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／1単
位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
The Japan News, VOA Learning Englishなどからスポーツや健康に関係す
る記事を選び、英語の基礎（４技能）を復習し、主にライティング力を伸ばす
ためのトレーニングをします。
【到達目標】
(1)スポーツや健康に関連した話題を扱った記事を読み、さまざまなエクササ
イズに取り組むことで英語の４技能を伸ばすことができます。
(2)記事やエクササイズに登場する英語表現を応用して、言いたいことを簡潔
に表現するパラグラフが書けるようになります。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
指定の英文記事を読解したのち、登場する重要な表現、イディオム、構文を
学び、練習問題を解き、これらを応用してより英語らしい文章が書けるよう
に練習します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 英語の学習法、予習復習、授業に臨

む姿勢など
2 英文記事① 記事①を読み、問題に取り組む
3 英文記事② 記事②を読み、問題に取り組む
4 英文記事③ 記事③を読み、問題に取り組む
5 英文記事④ 記事④を読み、問題に取り組む
6 英文記事①～④のまとめ 記事①～④を復習し、重要事項を確

認する
7 中間テスト 記事①～④の重要事項の定着確認、

応用問題
8 英文記事⑤ 記事⑤を読み、問題に取り組む
9 英文記事⑥ 記事⑥を読み、問題に取り組む
10 英文記事⑦ 記事⑦を読み、問題に取り組む
11 英文記事⑧ 記事⑧を読み、問題に取り組む
12 英文記事⑨ 記事⑨を読み、問題に取り組む
13 英文記事⑤～⑨のまとめ 記事⑤～⑨を復習し、重要事項を確

認する
14 期末テスト 英文記事⑤～⑨の重要事項の定着確

認、応用問題
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
①日本語でもいいので、スポーツや健康に関するニュース記事をふだんから
たくさん読む習慣をつけること。徐々に読む対象を広げよう。
②3～5行程度の英文日記をつけることを勧める。記事に出てきた表現や構文
を応用してみよう。
準備・復習時間は各1時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
話題性、テーマや内容の適切さから選んだオンライン英文記事をプリント教
材として配布します。
【参考書】
必要に応じて指示します。
【成績評価の方法と基準】
中間テスト30％＋期末テスト30％＋平常点40％
【学生の意見等からの気づき】
力がついたことを実感できる授業をめざします。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムで連絡したり、参考資料を提示したりすることがあります。
【その他の重要事項】
なお、授業の進展状況によってスケジュールが変更される場合があります。

【Outline (in English)】
We will read articles about sports and health from The Japan News,
VOA Learning English, etc., and review the basics of four skills of
English, especially writing, and work on various types of training to
improve writing skills.
Course Outline: We will read articles about sports and health from The
Japan News, BreakingNewsEnglish, VOA Learning English, etc., and
review the basics of four skills of English, especially writing, and work
on various types of training to improve writing skills.
Learning Objectives:
(1) We will read newspaper/magazine articles concerning sports and
health and work on various exercises in order to improve four skills of
English.
(2) We will be able to write paragraphs concisely by applying idioms and
expressions that we have learned in class.
Learning Activities outside of classroom: Students are advised to read
a lot of articles concerning sports and health –not only in English but
also in Japanese – outside class. They are also advised to broaden the
scope of reading. Spend an hour or more preparing for and reviewing
the classwork.
Grading Criteria/Policy: Evaluation is based on mid-term exam
score(30%), end-term exam score(30%) and other classwork score (40%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅳ（a）

松下　晴彦

サブタイトル：（３）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／1単
位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
今まで習得した英語力を充実・発展させる。文法を確認し、英作文を反復し
て、英語力の定着を目標とする。パラグラフ・ライティングを自力で行うた
めの土台づくりを行う。
【到達目標】
学生は、正確な英語力を身につけ、辞書を使いながら、自分の力で英文を書
くことができる。パラグラフ・ライティングを身につけ、まとまった文章を
書くことができるようになる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
テキストで多様な英語を聴く、読む、書く練習をしていく。ボキャブラリー
ビルディングを目指し、毎回、前回の復習単語テストを行う。英文を書くと
いう語学的な技術を習得することに加え、現代社会の様々な問題を考える。
毎回、リアクションペーパーの提出を求める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の紹介等
第2回 Unit 1 Steve Jobs スティーブ・ジョブズについての内

容理解および問題演習
第3回 Unit 2 The Beatles ビートルズについての内容理解およ

び問題演習
第4回 Unit 3 Alexander the

Great
アレキサンダー大王についての内容
理解および問題演習

第5回 Unit 4 Pelé ペレについての内容理解および問題
演習

第6回 Unit 5 Coco Chanel シャネルについての内容理解および
問題演習

第7回 Unit 6 Yuri Gagarin ガガーリンについての内容理解およ
び問題演習

第8回 Unit 7 Walt Disney ディズニーについての内容理解およ
び問題演習

第9回 Unit 8 Toyoda Eiji 豊田英二についての内容理解および
問題演習

第10回 Unit 9 Albert Einstein アインシュタインについての内容理
解および問題演習

第11回 Unit 10 Audrey
Hepburn

オードリー・ヘプバーンについての
内容理解および問題演習

第12回 Unit 11 Albert
Schweitzer

シュバイツァーについての内容理解
および問題演習

第13回 Unit 12 Archimedes アルキメデスについての内容理解お
よび問題演習

第14回 試験・まとめと解説 試験とまとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストの予習は必須である。未知の単語は意味・用法を調べ、本文の全訳、
問題の解答をしておく。
毎回、前回分の確認テストを行うので、復習しておくように。
本授業の準備学習・復習時間は合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
『世界を変えた24人』染矢正一（三修社:2013年）1,980円 (本体1,800円+税)

【参考書】
必要に応じて適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
授業への積極的な貢献度： 30％
授業内小テスト： 30％
定期試験： 40％
これをもとに総合的に評価する。積極的な姿勢が高く評価される。

【学生の意見等からの気づき】
様々な考え方が身についたという意見があった。学生がクリティカル・スィ
ンキングが身につけられるように工夫していきたい。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システム。
【その他の重要事項】
授業の展開によって、変更があり得る。
【Outline (in English)】
Course outline: This course deals with paragraph writing and
interaction.
Learning Objectives: By the end of the course, students should be able
to improve writing skills and gain proficiency in interaction skills,
Learning activities outside of classroom: Before/after each class
meeting, students will be expected to spend one hours to understand
the course content.
Grading Criteria: Final grade will be calculated based on Classwork
30%, Quizzes 30% and Final Examination 40%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅳ（a）

ABUDUREHEMAN ADILAN

サブタイトル：（４）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／1単
位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
大学教育において必要となる総合的な英語力を身につけていくことを目指す。
受信面の向上だけではなく、発信面向上にも取り組む。英文を論理的に、時に
文化的事情を踏まえ読解し、読解時に得た情報や知識を使い、プレゼンテー
ションや会話によって発信していくことで、自分の力で英語を駆使できる力
を養う。
【到達目標】
・書かれた様々な英文の様々なトピックが理解できるようになる。
・英語の語彙力を広げ、それらを自身の言葉として使うことができるように
なる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
教員から学生への情報、知識を提供する。さらに、与えられた情報、知識を
使い、英語を使用する。プレゼンテーションを多く用いるため、講義時にも
演習時にも受け身の姿勢ではなく、積極的な姿勢で臨み、間違えることを恐
れずに最善を尽くすこと。
その上、英文を読みながら英単語や文法を確認し、英語表現や構成を理解す
ることに重点を置く。ライティングの演習問題では、サンプルを参考にしつ
つ構成に留意して英文を書く。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Week 1 Orientation（ガイダン

ス）
授業の進め方、テキストなどについ
ての説明、自己紹介など。

Week 2 Unit 1, Describe Daily
activities (writing)

Narrative writing

Week 3 Unit 1, Describe Daily
activities (listening
and speaking)

speaking & listening activities

Week 4 Unit 2, Describe a
friend (writing)

Descriptive writing

Week 5 Unit 2, Describe a
friend (listening and
speaking)

speaking & listening activities

Week 6 Practice Units 1 & 2 Review Units 1 & 2
Week 7 Unit 3, Write a

friendly message
(writing)

Writing a friendly letter or e-mail

Week 8 Unit 3, Write a
friendly message
(listening and
speaking)

speaking & listening activities

Week 9 Unit 4, Explain
directions (writing)

Technical writing

Week 10 Unit 4, Explain
directions (listening
and speaking)

speaking & listening activities

Week 11 Practice Units 3 & 4 Review Units 3 & 4
Week 12 Unit 5, Write a story

(writing)
Personal narrative

Week 13 Unit 5, Write a story
(listening and
speaking)

speaking & listening activities

Week 14 Review 学期末まとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業外で行う作業の必要時間。1時間/週
必要な作業：授業の予習、語彙の復習、宿題、プレゼンテーションの準備。
【テキスト（教科書）】
Linda Lonon Blanton: Step-by-Step writing, book 2, a standards-based
approach

Cengage Learning, Student’s book ISBN 978-1-4240-0401-0

【参考書】
Step-by-Step writing, book 2
Linda Lonon Blanton

【成績評価の方法と基準】
平常点30％
プレゼンテーション等40％
小テスト30％
授業回数の三分の一以上欠席した場合、単位は認められない。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
必要に応じてその都度授業内でアナウンスをする。
【その他の重要事項】
必要に応じてその都度授業内でアナウンスをする。
【Outline (in English)】
The goal is to acquire the comprehensive English skills necessary for
university education.
Students will not only work on improving the reception of English, but
also on improving the transmission of English.
They will read and comprehend English texts logically, sometimes
taking into account cultural circumstances.
They will develop the ability to use English on their own by using
the information and knowledge gained from reading to communicate
through presentations and conversations.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅳ（a）

山本　三穂

サブタイトル：（５）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／1単
位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
幅広い分野の英文を読み知識を得た上で、自ら発信することを学んでいく。英
語を表現する際に必要な力を様々な点から養っていくことを目的とする。
【到達目標】
本授業を通じて英語を発信するために必要な以下の内容を強化・習得するこ
とを目標とする。
1. 語句・コロケーション
2. 文法事項
3. パラグラフ・エッセイの構造
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
テキストを読解した後、重要表現の確認や文法事項の見直しを行い、パラグ
ラフやエッセイの構造に着目しながら英文を作成していく。課題については、
授業内で全体に対してフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業ガイダンス 授業の内容・進め方・評価などにつ

いての説明、初回ライティング
第2回 パラグラフの構成 主題文・支持文・結論文
第3回 良いパラグラフの特徴 統一性と一貫性・順序・結びつき
第4回 パラグラフライティング 第１回作文の修正版作成
第5回 Unit 1 Globalization

(1)
読解

第6回 Unit 1 Globalization
(2)

語彙・文法・構造の確認

第7回 Unit 1 Globalization
(3)

Writing

第8回 Unit 2 Education (1) 読解
第9回 Unit 2 Education (2) 語彙・文法・構造の確認
第10回 Unit 2 Education (3) Writing
第11回 Unit 3 Medicine (1) 読解
第12回 Unit 3 Medicine (2) 語彙・文法・構造の確認
第13回 Unit 3 Medicine (3) Writing
第14回 試験とまとめ 到達度チェックを行う
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習：　英文を読みテキストの問題を解く。または作文についての資料を確
認して問題を解いておく。
復習：　構文や表現を見直す。
時間：　一週間につき、予習復習１時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
教科書名： Prism Reading Level 3 Student’s Book with Digital Pack
著者： Alan s. Kennedy, Chris Sowton
出版社： Cambridge University Press

【参考書】
授業内で適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
以下を基に総合的に評価する。
予習２０％　課題３０％　定期試験５０％
原則として授業回数の1/3を超えて欠席した場合は単位を認めない。また遅刻
３回で欠席１回とみなす。
【学生の意見等からの気づき】
文法事項についてのより詳細な説明を望む声が見られた。丁寧に確認しなが
ら進めるようにしたい。
【学生が準備すべき機器他】
紙まはた電子辞書を持参すること（携帯電話・パソコンの辞書不可）。
【その他の重要事項】
授業の進展状況によって内容や順序が変更される可能性があります。

【Outline (in English)】
・Course outline
The aim of this course is to improve students’ English writing skills.
・Learning objectives
By the end of the course, you should be able to improve your knowledge
of grammar and sentence structures and write well-structured
paragraphs.
・Learning activities outside of classroom
You will be expected to have read the relevant chapter from the text and
have completed the required assignments. Your study time will be more
than one hour for a class.
・Grading criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
Preparation: 20%, Assignments: 30%, Term-end examination: 50%

— 52 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅳ（a）

BANNERMAN ERNEST

サブタイトル：（６）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／1単
位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コースの説明と目的：理解力に重点を置き、総合的な英語力を強化する。多
様な英語への理解を深める。学位授与方針「DP1」に関連。
【到達目標】
リスニング、スピーキング、リーディング、ライティングの基礎的な英語コ
ミュニケーション能力を育成する。日常会話やアカデミックな場面で必要な
語彙や文法の知識を身につける。理解力を重視した総合的な英語力を高める。
様々な方法を通して英語の理解を深める。ディプロマ・ポリシー「DP1」に
関連する。
様々な英文のディスカッションや分析を通して、批判的思考能力を高める。定
期的な練習とフィードバックを通して、発音と流暢なスピーキング力を向上
させる。多様な英語教材に触れることで、異文化に対する認識と理解を深め
る。より高度な英語コースや留学の可能性に備える。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
トピックを理解することに重点を置く。新聞記事のプレゼンテーションを使
用する。ノートや簡単な教師によるインタビューから復習する。トピックを
理解することに重点を置く。関連性のある方法論として、ニュース記事によ
る時事問題の分析、インタビューによる学習コンセプトの応用、復習による
批判的思考の育成。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
通常、授業外の準備には4時間程度必要ですが、このコースでは割り当てられ
た具体的な活動によって時間が変わる可能性があります。重要なのは、準備
の証拠をノートに記録することです。これは進捗状況の把握に役立つだけで
なく、総合的な成績評価にも寄与します。
【テキスト（教科書）】
AFPワールド・ニュース・レポート3
Author: Makoto Shishido /Kevin Murphy /Mariko Takahashi
Publisher: Seibido

【参考書】
https://www.seibido.co.jp/np/en/code/9784791947935/

【成績評価の方法と基準】
Evaluation based on comprehension, presentations, participation,
teamwork, and notebook submissions.
成績評価の方法と基準:
理解度、プレゼンテーション、参加度、チームワーク、ノートブックの提出に
基づいて評価する。
【学生の意見等からの気づき】
英語:
Feedback not available due to change in teaching staff this year.
日本語:
今年度の教員変更のため、フィードバックは利用できません。
This response indicates that there have been no changes based on
previous feedback, as the teaching staff has changed this year. It is
appropriate for situations where a new teacher has taken over the
course or when the course is being offered for the first time.

【学生が準備すべき機器他】
必要な教材：
ペン
準備の証拠を記録するためのノート
任意：
ノートパソコン
追加情報：
このコースでは、教材の配布や課題の提出にラーニングマネジメントシステ
ム（LMS）を使用します。LMSにアクセスできることと、その基本的な機能
に慣れていることを確認してください。技術的な問題が発生した場合は、IT
サポートデスクにお問い合わせください。
グループディスカッションやプレゼンテーションのために、一部の授業はマ
ルチメディアルームで行われる場合があります。アナウンスがあった際には、
可能であればノートパソコンを持参してください。これらのセッションで役
立つ可能性があります
【その他の重要事項】
大学の規則とガイドラインをよく理解してください。施設と教室の規則を守
りましょう
【None】
なし
【None】
なし
【None】
なし
【None】
なし
【None】
なし
【Outline (in English)】
Course description and objectives: to strengthen integrated English
language skills with an emphasis on comprehension. Develop
understanding of English in a variety of ways. Relevant to degree award
policy ’DP1’.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅳ（a）

ハリントンクリストフ

サブタイトル：（７）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／1単
位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
This course will improve real-world English communication skills using
exciting new materials and technology. The English conversation
skills taught will help students give their opinions and have English
conversations about fun topics related to their past, present and future
lives.

【到達目標】
Students will become stronger at communicating in English for many
real-world situations, such as meeting people, travelling and work. They
will learn English skills related to expressing feelings, making choices,
listening effectively, asking questions and giving advice.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
The students will use fun and interactive activities within class.
These include online games, entertaining animations and real-world
discussion practices. Each class focuses on important interactional
skills and preference-focused dialogues to learn more natural English
usage.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 Course introduction Teacher and student

introductions, textbook guidance
(pages 9-14) and grading system
explanation

2 Hobby preferences Pages 15-19: Preference phrases,
hobby preference activities, online
language game and animated
video listening activity

3 Hobby discussions Pages 20-22: Real-world hobby
discussion practices, online team
language game and extended
language activities for giving
preferences

4 Food preferences Pages 23-27: Comparatives and
superlatives, food preference
activities, online language game
and animated video listening
activity

5 Food discussions Pages 28-30: Real-world food
discussion practices, online team
language game and extended
language activities for comparing

6 Home preferences Pages 31-35: Choice phrases,
home preference activities, online
language game and animated
video listening activity

7 Home discussions Pages 36-38: Real-world home
choice discussion practices,
extended language activities for
explaining choices

8 Review speech 1 Pages 39-42: Speeches in small
groups about planning a party
(using phrases from classes 2-7)

9 Job/people preferences Pages 43-47: Asking questions,
job/people preference activities,
online language game and
animated video listening activity

10 Job/people discussions Pages 48-50: Real-world job
discussion practices, online team
language game and summary
language activities for asking
questions

11 Entertainment
preferences

Pages 51-55: Possibility phrases,
entertainment preference
activities, online language game
and animated video listening
activity

12 Entertainment
discussions

Pages 56-58: Real-world
entertainment discussion
practices, online team language
game and summary language
activities for discussing possible
actions

13 Life choice
preferences and
discussions

Pages 59-66: Advice phrases,
life-choice preference activities,
online language game and
animated video listening activity

14 Review speech 2 Speeches in small groups about
planning a trip (using phrases
from classes 7-13)

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Language practice activities, Sentence Builder and Vocabulary Builder,
Written speech with all phrases from classes. Approximately 2 hours
per week.

【テキスト（教科書）】
SMART Communication 1, SMART Class Series (3rd Edition) Order a
copy HERE (red book)

【参考書】
Not required.

【成績評価の方法と基準】
25%: Class attendance and participation 25%: Textbook homework 25%:
Review speech 1 (delivered online/face-to-face as a summary of classes
2-7) 25%: Review speech 2 (delivered online/face-to-face as a summary
of classes 8-12)

【学生の意見等からの気づき】
Based on teacher’s reflection and evaluation of the course feedback.

【学生が準備すべき機器他】
Please bring a charged smart phone to class if possible (for classroom
games). Alternative exercises are available within the textbook for those
without smart phones.

【Outline (in English)】
(Outline and objectives)
Students will become stronger at communicating in English for many
real-world situations, such as meeting people, travelling and work. They
will learn English skills related to expressing feelings, making choices,
listening effectively, asking questions and giving advice.
(Learning activities outside of classroom)
Language practice activities, Sentence Builder and Vocabulary Builder,
Written speech with all phrases from classes. Approximately 2 hours
per week.
(Grading Criteria /Policy)
25%: Class attendance and participation 25%: Textbook homework 25%:
Review speech 1 (delivered online/face-to-face as a summary of classes
2-7) 25%: Review speech 2 (delivered online/face-to-face as a summary
of classes 8-12)
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅳ（b）

大塚　孝一

サブタイトル：（１）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2年次／1単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
大学教育において必要となる英語力を身につけることを目指す。受信面の向
上だけではなく、発信面向上にも取り組む。英文を論理的に、時に文化的事
情を踏まえ読解し、読解時に得た情報や知識を使い、発信していくことを身
につけることで、自分の力で英語を駆使できる力を養う。
【到達目標】
1. 英語の要素である「品詞」「文型」「句と節」を理解すること
2.「品詞」「文型」「句と節」を受発信の場面で適切に使うこと
3. 研究内容に関する、英語で書かれた文献を読めるようにすること
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
○ひとつのUnitを二週間に渡り学習する。奇数週は Reading, Listening,
Speakingを、偶数週はReading, Writingを主に学ぶ。
○毎週伝える予習指示に従い、予習をしてくること。
○ペアワーク、グループワークを積極的に採用する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Week 01 Introduction Orientation
Week 02 Unit 8 (1) Shopping Preferences (1)
Week 03 Unit 8 (2) Shopping Preferences (2)
Week 04 Unit 9 (1) Safety and Security (1)
Week 05 Unit 9 (2) Safety and Security (2)
Week 06 Unit 10 (1) Smart Technology (1)
Week 07 Unit 10 (2) Smart Technology (2)
Week 08 Unit 11 (1) Celebrations and Festivals (1)
Week 09 Unit 11 (2) Celebrations and Festivals (2)
Week 10 Unit 12 (1) Taking Care of Our Environment

(1)
Week 11 Unit 12 (2) Taking Care of Our Environment

(2)
Week 12 Unit 13 (1) Food and Health (1)
Week 13 Unit 13 (2) Food and Health (2)
Week 14 Course Review Final Examination

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業における予習・復習の時間は各１時間以上を標準とする。週に一回100
分の授業のみで、到達目標を高いレベルで達成することは極めて難しい。履
修者諸君の授業時間外の努力も必要である。
予習
《奇数週》①Reading Passage前半を指示に従い、熟読する、②Listeningの
Aに取り組む。
《偶数週》①Reading Passage後半を指示に従い、熟読する、②Writingの
Ex.を読み、内容を把握する。
復習
語彙と文法の再確認をしておくこと。
【テキスト（教科書）】
書名：English in Tune
著者：Robert Hickling, Shun Morimoto
出版社：Cengage Learning
価格：￥2,150（￥2,365税込）
ISBN：9784863123939

【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
課題：上述の予習課題《30%》
授業内活動：発表など《30%》
期末試験：授業内容を総括する試験《40%》
以上の成績を総合する。

【学生の意見等からの気づき】
昨年度も例年同様に学生に恵まれた。幸いにも選んだ教科書に対しても肯定
的な意見を寄せてもらった。有りがたいことである。学生からの意見を総括
すると「学習の充実感」「実践的な活動」「学びやすい環境」の三つに分類され
る。教科書のみならず、教科書外の活動にも注力し、学生が積極的に学べる
環境を提供することが高く評価されていることが学生の意見からうかがえる。
今年度もできる限り満足度の高い授業を提供することを考えている。
【学生が準備すべき機器他】
【持ち物】辞書（中級以上のもの、紙・電子は問わない）とパソコン、あるい
はタブレット
【その他の重要事項】
【授業進度】履修学生の理解度を見ながら、適宜調整する可能性もある。
【クラスルール】教員が定めたクラスルールに反する行為をした学生は退出を
命じる。
【学習姿勢】教員が伝えた情報を鵜呑みにせず、自分で考え、時には質問した
り、自分で文献を調べたりする。自分の意見を他人と交わし、最終的に、結
論を他人に伝える方法を常に自分で追求して欲しい。
【Outline (in English)】
【Course outline】This course focuses on basic English skills needed in an
academic setting. Not only receptive skills such as reading and listening
but also productive skills such as writing and speaking are targeted.
Students will have a good command of English by themselves if they
comprehend English texts by treating them analytically and considering
cultural aspects, which will be given in the lectures.
【Learning Objectives】
By the end of the course, you will be able to:
Comprehend the fundamental components of English: parts of speech,
sentence patterns, and phrases and clauses.
Apply these key components appropriately in both receptive and
productive language skills.
Develop the ability to read and understand academic literature written
in English related to one’s major.
【Learning activities outside of classroom】
Odd-numbered Weeks: Read the first half of the passage, and work on
Listening Section A
Even-numbered Weeks: Read the second half of the passage, and the
Writing Example
Review the content in each class and improve the four skills for the final
examination
【Grading Criteria】
In-class contribution《30%》
Assignments《30%》
Final Examination《40%》
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅳ（b）

衣川　清子

サブタイトル：（２）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2年次／1単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
The Japan Times, BreakingNewsEnglishなどからスポーツや健康に関係
する新しい記事を選び、読解ののち、主にライティング力を伸ばすためのト
レーニングをします。Ⅳ (a)よりも高度な内容になります。
【到達目標】
(1) Ⅳ (a)と同様、スポーツや健康に関連した話題を扱った記事を読み、さま
ざまなエクササイズに取り組むことで英語の４技能を伸ばすことができます。
(2)記事やエクササイズに登場する英語表現を応用して、言いたいことを簡潔
に表現するパラグラフ、さらには複数のパラグラフで構成される文章が書け
るようになります。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
指定の英文記事を読解したのち、登場する重要な表現、イディオム、構文を
学び、練習問題を解き、これらを応用してより英語らしい文章が書けるよう
に練習します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション Ⅳ (a)での学習をもとにさらに力をつ

けるためのヒント、課題の確認
2 英文記事① 記事①を読み、問題に取り組む
3 英文記事② 記事②を読み、問題に取り組む
4 英文記事③ 記事③を読み、問題に取り組む
5 英文記事④ 記事④を読み、問題に取り組む。
6 英文記事①～④のまとめ 記事①～④を復習し、重要事項を確

認する
7 中間テスト 記事①～④の重要事項の定着確認、

応用問題
8 英文記事⑤ 記事⑤を読み、問題に取り組む
9 英文記事⑥ 記事⑥を読み、問題に取り組む
10 英文記事⑦ 記事⑦を読み、問題に取り組む
11 英文記事⑧ 記事⑧を読み、問題に取り組む
12 英文記事⑨ 記事⑨を読み、問題に取り組む
13 英文記事⑤～⑨のまとめ 記事⑤～⑨を復習し、重要事項を確

認する
14 期末テスト 英文記事⑤～⑨の重要事項の定着確

認、応用問題
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
①引き続き、スポーツや健康に関するニュース記事をたくさん読む習慣を継
続しよう。
②3～5行の英文日記を引き続きつけることを勧める。
準備・復習時間は各1時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
話題性、テーマや内容の適切さから選んだオンライン英文記事をプリント教
材として配布します。
【参考書】
必要に応じて指示します。
【成績評価の方法と基準】
中間テスト30％＋期末テスト30％＋平常点40％
【学生の意見等からの気づき】
力がついたことを実感できる授業をめざします。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムで連絡したり、参考資料を提示したりすることがあります。
【その他の重要事項】
なお、授業の進展状況によってスケジュールが変更される場合があります。

【Outline (in English)】
We will continue to read articles about sports and health from The Japan
Times, BreakingNewsEnglish, etc., and review the basics of four skills
of English, especially writing, and work on various types of advanced
training to improve writing skills.
Course Outline: We will read articles about sports and health from The
Japan News, BreakingNewsEnglish, VOA Learning English, etc., and
review the basics of four skills of English, especially writing, and work
on various types of training to improve writing skills.
Learning Objectives:
(1) We will read newspaper/magazine articles concerning sports and
health and work on various exercises in order to improve four skills of
English.
(2) We will be able to write paragraphs concisely by applying idioms and
expressions that we have learned in class.
Learning Activities outside of classroom: Students are advised to read
a lot of articles concerning sports and health –not only in English but
also in Japanese – outside class. They are also advised to broaden the
scope of reading. Spend an hour or more preparing for and reviewing
the classwork.
Grading Criteria/Policy: Evaluation is based on mid-term exam
score(30%), end-term exam score(30%) and other classwork score (40%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅳ（b）

松下　晴彦

サブタイトル：（３）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2年次／1単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
今まで習得した英語力を充実・発展させる。文法を確認し、英作文を反復し
て、英語力の定着を目標とする。パラグラフ・ライティングを自力で行うた
めの土台づくりを行う。
【到達目標】
学生は、正確な英語力を身につけ、辞書を使いながら、自分の力で英文を書
くことができる。パラグラフ・ライティングを身につけ、まとまった文章を
書くことができるようになる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
テキストで多様な英語を聴く、読む、書く練習をしていく。ボキャブラリー
ビルディングを目指し、毎回、前回の復習単語テストを行う。英文を書くと
いう語学的な技術を習得することに加え、現代社会の様々な問題を考える。
毎回、リアクションペーパーの提出を求める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の紹介等
第2回 Unit 13 The Wright

Brothers
ライト兄弟についての内容理解およ
び問題演習

第3回 Unit 14 Wolfgang
Amadeus Mozart

モーツアルトについての内容理解お
よび問題演習

第4回 Unit 15 Pablo Picasso ピカソについての内容理解および問
題演習

第5回 Unit 16 William
Shakespeare

シェイクスピアについての内容理解
および問題演習

第6回 Unit 17 Emperor
Meiji

明治天皇についての内容理解および
問題演習

第7回 Unit 18 Frank Lloyd
Wright

フランク・ロイド・ライトについて
の内容理解および問題演習

第8回 Unit 19 Confucius 孔子についての内容理解および問題
演習

第9回 Unit 20 Vasco da
Gama

バスコダガマについての内容理解お
よび問題演習

第10回 Unit 21 Mikhail
Gorbachev

ゴルバチョフについての内容理解お
よび問題演習

第11回 Unit 22 Socrates ソクラテスについての内容理解およ
び問題演習

第12回 Unit 23 Herbert von
Karajan

カラヤンについての内容理解および
問題演習

第13回 Unit 24 Martin
Luther King, Jr.

マーティン・ルーサー・キングにつ
いての内容理解および問題演習

第14回 試験・まとめと解説 試験とまとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テキストの予習は必須である。未知の単語は意味・用法を調べ、本文の全訳、
問題の解答をしておく。
毎回、前回分の確認テストを行うので、復習しておくように。
本授業の準備学習・復習時間は合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
『世界を変えた24人』染矢正一（三修社:2013年）1,980円 (本体1,800円+税)

【参考書】
必要に応じて適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
授業への積極的な貢献度： 30％
授業内小テスト： 30％
定期試験： 40％
これをもとに総合的に評価する。積極的な姿勢が高く評価される。
【学生の意見等からの気づき】
様々な考え方が身についたという意見があった。学生がクリティカル・スィ
ンキングが身につけられるように工夫していきたい。

【学生が準備すべき機器他】
学習支援システム。
【その他の重要事項】
授業の展開によって、変更があり得る。
【Outline (in English)】
Course outline: This course deals with paragraph writing and
interaction.
Learning Objectives: By the end of the course, students should be able
to improve writing skills and gain proficiency in interaction skills,
Learning activities outside of classroom: Before/after each class
meeting, students will be expected to spend one hours to understand
the course content.
Grading Criteria: Final grade will be calculated based on Classwork
30%, Quizzes 30% and Final Examination 40%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅳ（b）

ABUDUREHEMAN ADILAN

サブタイトル：（４）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2年次／1単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
大学教育において必要となる総合的な英語力を身につけていくことを目指す。
受信面の向上だけではなく、発信面向上にも取り組む。英文を論理的に、時に
文化的事情を踏まえ読解し、読解時に得た情報や知識を使い、プレゼンテー
ションや会話によって発信していくことで、自分の力で英語を駆使できる力
を養う。
【到達目標】
・書かれた様々な英文の様々なトピックが理解できるようになる。
・英語の語彙力を広げ、それらを自身の言葉として使うことができるように
なる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
教員から学生への情報、知識を提供する。さらに、与えられた情報、知識を
使い、英語を使用する。プレゼンテーションを多く用いるため、講義時にも
演習時にも受け身の姿勢ではなく、積極的な姿勢で臨み、間違えることを恐
れずに最善を尽くすこと。
その上、英文を読みながら英単語や文法を確認し、英語表現や構成を理解す
ることに重点を置く。ライティングの演習問題では、サンプルを参考にしつ
つ構成に留意して英文を書く。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Week 1 Orientation（ガイダン

ス）
授業の進め方、テキストなどについ
ての説明、自己紹介など。

Week 2 Unit 6, Make a
written request
(writing)

Writing a formal letter

Week 3 Unit 6, Make a
written request
(listening and
speaking)

speaking & listening activities

Week 4 Practice Units 5 & 6 Review Units 5 & 6
Week 5 Unit 7, Compare and

contrast (writing)
Compare and contrast writing

Week 6 Unit 7, Compare and
contrast (listening
and speaking)

speaking & listening activities

Week 7 Unit 8, Explain a
topic (writing)

Write a research report

Week 8 Unit 8, Explain a
topic (listening and
speaking)

speaking & listening activities

Week 9 Practice Units 7 & 8 Review Units 7 & 8
Week 10 Unit 9, Write a

biography
Biographical narrative

Week 11 Unit 10, Response to
Literature (writing)

Write a review of literature

Week 12 Unit 10, Response to
Literature (listening
and speaking)

speaking & listening activities

Week 13 Practice Units 9 & 10 Review Units 9 & 10
Week 14 Review 学期末まとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業外で行う作業の必要時間。1時間/週
必要な作業：授業の予習、語彙の復習、宿題、プレゼンテーションの準備。
【テキスト（教科書）】
Linda Lonon Blanton: Step-by-Step writing, book 2, a standards-based
approach
Cengage Learning, Student’s book ISBN 978-1-4240-0401-0

【参考書】
Step-by-Step writing, book 2

Linda Lonon Blanton

【成績評価の方法と基準】
平常点30％
プレゼンテーション等40％
小テスト30％
授業回数の三分の一以上欠席した場合、単位は認められない。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
必要に応じてその都度授業内でアナウンスをする。
【その他の重要事項】
必要に応じてその都度授業内でアナウンスをする。
【Outline (in English)】
The goal is to acquire the comprehensive English skills necessary for
university education.
Students will not only work on improving the reception of English, but
also on improving the transmission of English.
They will read and comprehend English texts logically, sometimes
taking into account cultural circumstances.
They will develop the ability to use English on their own by using
the information and knowledge gained from reading to communicate
through presentations and conversations.
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総合英語Ⅳ（b）

山本　三穂

サブタイトル：（５）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2年次／1単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
幅広い分野の英文を読み知識を得た上で、自ら発信することを学んでいく。英
語を表現する際に必要な力を様々な点から養っていくことを目的とする。
【到達目標】
本授業を通じて英語を発信するために必要な以下の内容を強化・習得するこ
とを目標とする。
1. 語句・コロケーション
2. 文法事項
3. パラグラフ・エッセイの構造
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
テキストを読解した後、重要表現の確認や文法事項の見直しを行い、パラグ
ラフやエッセイの構造に着目しながら英文を作成していく。課題については、
授業内で全体に対してフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業ガイダンス 授業の内容・進め方・評価などにつ

いての説明、春学期の復習、
Paraphrasing

第2回 Unit 4 The
Environment (1)

読解

第3回 Unit 4 The
Environment (２)

語彙・文法・構造の確認

第4回 Unit 4 The
Environment (３)

Writing

第5回 Unit 5 Architecture
(1)

読解

第6回 Unit 5 Architecture
(2)

語彙・文法・構造の確認

第7回 Unit 5 Architecture
(3)

Writing

第8回 Unit 8 Aging (1) 読解
第9回 Unit 8 Aging (2) 語彙・文法・構造の確認
第10回 Unit 8 Aging (3) Writing
第11回 Unit 7 Art and Design

(1)
読解

第12回 Unit 7 Art and Design
(2)

構造の確認

第13回 Unit 7 Art and Design
(3)

Writing

第14回 試験とまとめ 到達度チェックを行う
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習：　英文を読みテキストの問題を解く。または作文についての資料を確
認して問題を解いておく。
復習：　構文や表現を見直す。
時間：　一週間につき、予習復習１時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
教科書名： Prism Reading Level 3 Student’s Book with Digital Pack
著者： Alan s. Kennedy, Chris Sowton
出版社： Cambridge University Press

【参考書】
授業内で適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
以下を基に総合的に評価する。
予習２０％　課題３０％　定期試験５０％
原則として授業回数の1/3を超えて欠席した場合は単位を認めない。また遅刻
３回で欠席１回とみなす。

【学生の意見等からの気づき】
文法事項についてのより詳細な説明を望む声が見られた。丁寧に確認しなが
ら進めるようにしたい。
【学生が準備すべき機器他】
紙まはた電子辞書を持参すること（携帯電話・パソコンの辞書不可）。
【その他の重要事項】
授業の進展状況によって内容や順序が変更される可能性があります。
【Outline (in English)】
・Course outline
The aim of this course is to improve students’ English writing skills.
・Learning objectives
By the end of the course, you should be able to improve your knowledge
of grammar and sentence structures and write well-structured
paragraphs.
・Learning activities outside of classroom
You will be expected to have read the relevant chapter from the text and
have completed the required assignments. Your study time will be more
than one hour for a class.
・Grading criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following:
Preparation: 20%, Assignments: 30%, Term-end examination: 50%
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LANe200IA（英語 / English language education 200）

総合英語Ⅳ（b）

BANNERMAN ERNEST

サブタイトル：（６）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2年次／1単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コース概要と目標:
理解に重点を置いた総合的な英語力を強化する。
様々な方法で英語の理解を深める。
学位授与方針「DP1」に関連する。
【到達目標】
先進国が直面する人口統計問題を理解する。
国際政治の主要な動向を把握する。
グローバルな社会問題について洞察を得る。
最新の科学技術の進歩を認識する。
世界経済の現状と課題を理解する
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
トピックの理解に重点を置く。
新聞記事のプレゼンテーションを活用する。
ノートと簡単な教師のインタビューから復習を行う。
費用手順はトピックの理解に重点を置く。
関連性の方法論には以下が含まれます。
ニュース記事を通じた時事問題の分析。
インタビューを通じた学習概念の応用。
レビューを通じた批判的思考の発達。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
通常、授業外の準備には4時間程度必要ですが、このコースでは割り当てられ
た具体的な活動によって時間が変わる可能性があります。重要なのは、準備
の証拠をノートに記録することです。これは進捗状況の把握に役立つだけで
なく、総合的な成績評価にも寄与します。
【テキスト（教科書）】
AFPワールド・ニュース・レポート3
Author: Makoto Shishido /Kevin Murphy /Mariko Takahashi
Publisher: Seibido

【参考書】
https://www.seibido.co.jp/np/en/code/9784791947935/

【成績評価の方法と基準】
Evaluation based on comprehension, presentations, participation,
teamwork, and notebook submissions.
成績評価の方法と基準:
理解度、プレゼンテーション、参加度、チームワーク、ノートブックの提出に
基づいて評価する。
【学生の意見等からの気づき】
英語:
Feedback not available due to change in teaching staff this year.
日本語:
今年度の教員変更のため、フィードバックは利用できません。
This response indicates that there have been no changes based on
previous feedback, as the teaching staff has changed this year. It is
appropriate for situations where a new teacher has taken over the
course or when the course is being offered for the first time.

【学生が準備すべき機器他】
必要な教材：
ペン
準備の証拠を記録するためのノート
任意：
ノートパソコン
追加情報：
このコースでは、教材の配布や課題の提出にラーニングマネジメントシステ
ム（LMS）を使用します。LMSにアクセスできることと、その基本的な機能
に慣れていることを確認してください。技術的な問題が発生した場合は、IT
サポートデスクにお問い合わせください。
グループディスカッションやプレゼンテーションのために、一部の授業はマ
ルチメディアルームで行われる場合があります。アナウンスがあった際には、
可能であればノートパソコンを持参してください。これらのセッションで役
立つ可能性があります
【その他の重要事項】
大学の規則とガイドラインをよく理解してください。施設と教室の規則を守
りましょう
【None】
なし
【None】
なし
【None】
なし
【None】
なし
【None】
なし
【Outline (in English)】
Enhance comprehensive English skills with an emphasis on comprehen-
sion.
Achieve improved understanding of English through various methods.
Relates to Diploma Policy "DP1".
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総合英語Ⅳ（b）

ハリントンクリストフ

サブタイトル：（７）
カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2年次／1単位
曜日・時限：月2/Mon.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内数字はクラスを示しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
This course will improve real-world English communication skills using
exciting new materials and technology. The English conversation
skills taught will help students give their opinions and have English
conversations about fun topics related to their past, present and future
lives.

【到達目標】
Students will become stronger at communicating in English for giving
their opinions for many different situations beyond the classroom. They
will learn to use English effectively for explaining experiences and
memories, current habits/routines and future hopes/dreams.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
The students will use fun and interactive activities within class.
These include online games, entertaining animations and real-world
discussion practices. Each class focuses on important interactional
skills within native-speaker dialogues to learn more natural English.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 Course introduction Teacher and student

introductions, textbook guidance
(pages 9-14) and grading system
explanation

2 City life opinions Pages 15-19: Opinion phrases,
city life opinion activities, online
language game and animated
video listening activity

3 City life discussions Pages 20-22: Real-world city life
discussion practices, online team
language game and extended
language activities for giving
opinions

4 Study opinions Pages 23-27: Support phrases,
study opinion activities, online
language game and animated
video listening activity

5 Study discussions Pages 28-30: Real-world study
discussion practices, online team
language game and extended
language activities for supporting
opinion

6 Fashion opinions Pages 31-35: Persuasion phrases,
fashion opinion activities, online
language game and animated
video listening activity

7 Fashion discussions Pages 36-38: Real-world fashion
discussion practices, extended
language activities for persuading
others

8 Review speech 1 Pages 39-42: Opinion speeches in
small groups about junk food
(using phrases from classes 2-7)

9 Technology opinions Pages 43-47: Checking opinions,
technology opinion activities,
online language game and
animated video listening activity

10 Technology
discussions

Pages 48-50: Real-world
technology discussion practices,
online team language game and
summary language activities for
checking opinions

11 Travel opinions Pages 51-55: Reaction phrases,
travel opinion activities, online
language game and animated
video listening activity

12 Travel discussions Pages 56-58: Real-world travel
discussion practices, online team
language game and summary
language activities for reacting to
opinions

13 Fame and fortune
opinions and
discussions

Pages 59-66: Opinion challenge
phrases, fame and fortune opinion
activities, online language game
and animated video listening
activity

14 Review speech 2 Opinion speeches in small groups
about part-time jobs (using
phrases from classes 7-13)

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Homework will be preparing for classroom discussions and animation
video quizzes.　Approximately 2 hours per week.

【テキスト（教科書）】
SMART Communication 2, SMART Class Series (3rd Edition) Order a
copy HERE (orange book)

【参考書】
Not required.

【成績評価の方法と基準】
25%: Class attendance and participation 25%: Textbook homework 25%:
Review speech 1 (delivered online/face-to-face as a summary of classes
2-7) 25%: Review speech 2 (delivered online/face-to-face as a summary
of classes 8-12)

【学生の意見等からの気づき】
Based on the teacher’s reflection and evaluation of the course feedback.

【学生が準備すべき機器他】
Please bring a charged smart phone to class if possible (for classroom
games). Alternative exercises are available within the textbook for those
without smart phones.

【Outline (in English)】
(Outline and objectives)
This course will improve real-world English communication skills using
exciting new materials and technology. The English conversation
skills taught will help students give their opinions and have English
conversations about fun topics related to their past, present and future
lives.
(Learning activities outside of classroom)
Homework will be preparing for classroom discussions and animation
video quizzes. Approximately 2 hours per week.
(Grading Criteria /Policy)
25%: Class attendance and participation 25%: Textbook homework 25%:
Review speech 1 (delivered online/face-to-face as a summary of classes
2-7) 25%: Review speech 2 (delivered online/face-to-face as a summary
of classes 8-12)
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANe100IA（英語 / English language education 100）

英語コミュニケーションⅠ（a）

式町　眞紀子

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1～4年次／
1単位
曜日・時限：金4/Fri.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
To practice and improve practical English conversation skills in a
variety of situations.
平易ながらも、学生生活・日常生活のいずれの場面においても汎用性の高い
「使える英語表現」を学びます。
【到達目標】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
― Acquire fundamentals of English speaking skills.
― Increase vocabulary, broaden English speaking skills, gain confi-
dence.
― Develop critical thinking skills.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
"Digital Detox"、"Clothes and Fashion"、"The Power of Grit"など、多岐
に渡るテーマでひとつのユニットが構成されています。ユニットの内容に基
づく学習については前半と後半に分け、前半では、関連する語彙や表現を学ぶ
インプットの機会とし、後半では、ロールプレイや、各回のテーマに応じた
表現をもとに発言、意見交換などのアウトプットの機会として進めます。さ
らにユニットの締めくくりとして、テーマに関連したトピックで自分の意見
を述べるなど、プレゼンテーションを行います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 Course Introduction Students will get to know each

other, and be introduced to the
textbooks and course
requirements.

2 Unit Topic "Digital
Detox" (1)

Students should read through the
unit, look up unfamiliar
vocabulary, and consider their
answers to the warm-up questions
before class. During the lesson,
students will answer
comprehension and discussion
questions on the subject.

3 Unit Topic "Digital
Detox" (2)

Students should prepare by
reviewing the vocabulary,
memorising key expressions, and
making sentences with the
phrases that they have learned.
Students will use the new
expressions that they have
memorised to write and perform
speeches and role-plays.

4 Wrap-up for "Digital
Detox"

Presentation Day:
Students should prepare by
reviewing the vocabulary and
contents of previous units.

5 Unit Topic "Sharing
Economy" (1)

Students should read through the
unit, look up unfamiliar
vocabulary, and consider their
answers to the warm-up questions
before class. During the lesson,
students will answer
comprehension and discussion
questions on the subject.

6 Unit Topic"Sharing
Economy" (2)

Students should prepare by
reviewing the vocabulary,
memorising key expressions, and
making sentences with the
phrases that they have learned.
Students will use the new
expressions that they have
memorised to write and perform
speeches and role-plays.

7 Wrap-up for "Sharing
Economy"

Presentation Day:
Students should prepare by
reviewing the vocabulary and
contents of previous units.

8 Unit Topic "Clothes
and Fashion" (1)

Students should read through the
unit, look up unfamiliar
vocabulary, and consider their
answers to the warm-up questions
before class. During the lesson,
students will answer
comprehension and discussion
questions on the subject.

9 Unit Topic "Clothes
and Fashion" (2)

Students should prepare by
reviewing the vocabulary,
memorising key expressions, and
making sentences with the
phrases that they have learned.
Students will use the new
expressions that they have
memorised to write and perform
speeches and role-plays.

10 Wrap-up for "Clothes
and Fashion"

Presentation Day:
Students should prepare by
reviewing the vocabulary and
contents of previous units.

11 Unit Topic "The Power
of Grit" (1)

Students should read through the
unit, look up unfamiliar
vocabulary, and consider their
answers to the warm-up questions
before class. During the lesson,
students will answer
comprehension and discussion
questions on the subject.

12 Unit Topic "The Power
of Grit" (2)

Students should prepare by
reviewing the vocabulary,
memorising key expressions, and
making sentences with the
phrases that they have learned.
Students will use the new
expressions that they have
memorised to write and perform
speeches and role-plays.

13 Wrap-up for "Power of
Grit"

Presentation Day:
Students should prepare by
reviewing the vocabulary and
contents of previous units.

14 Review Review and final speaking quiz.
Common misunderstandings will
be addressed in class.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習/復習時間として授業時間と同等の100分を要します。また、メディアや
インターネットによる英語でのニュースや動画を積極的に活用し、さまざま
な英語表現に触れる機会を持つようにすることが望ましい。
【テキスト（教科書）】
Robert Hickling, Shun Morimoto, English Echo: Advancing Listening
Proficiency with Inspiring Topics.Student Book, 2023, Cengage Learn-
ing, ISBN: 978-4-86312-404-2

【参考書】
Please make sure you have a English/Japanese dictionary book or
Electronic.
オンライン辞書については授業で説明します。
【成績評価の方法と基準】
授業参加態度40％、プレゼンテーション、ロールプレイ、スピーチ等40％、
Quizzes, Dictations 20％、以上の観点に基づき、総合的に評価します。
【学生の意見等からの気づき】
「リズムをつけて読むと内容が理解しやすくなると感じた。」、「（答えが）なぜ
そうなるのか、根拠を以て答えられるように問題に取り組むようになった。」
など、学生の手ごたえに結び付けられるよう、臨機応変な授業運営を心掛け
たい。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムにアクセスしやすい環境。授業連絡、課題指示などは同シ
ステムを通じて行う。必ずメール転送設定を行うこと。

— 62 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

【その他の重要事項】
(1)本科目は、自発的かつ意欲的に英語を学びたい学生にその機会を提供する
ものと位置づけられています。従って、受講を希望する学生は、第一回目の
授業に必ず出席すること。正当な理由が認められない場合は受講を許可しま
せん。＊「受講者選抜科目一覧」を確認すること。
(2)学生の理解度によって、進度を適切に調整する場合があります。また、よ
り深い読みやそれに対する問題意識を導くために、扱うユニットを変更する
場合があります。
【Outline (in English)】
The aim of this class is to help students build confidence and vocabulary
to deal with a variety of conversational situations in English. Students
will practice skills such as initiating and building a conversation. Role-
plays and discussions will be incorporated to allow students to improve
their general conversation skills.
[Learning Objectives: 到達目標]
By the end of the course, students should be able to do the followings:
― Acquire fundamentals of English speaking skills.
― Increase vocabulary, broaden English speaking skills, gain confi-
dence.
― Develop critical thinking skills.
[Learning Activities Outside of Classroom: 授業時間外の学習]
You need to spend the same amount of time as the lesson itself for self-
study both preview and review. Be sure to review what has been said
during class to prepare yourself for next class.
[Grading Criteria /Policy: 成績評価の方法と基準]
40%: Participation in class activities.
40%: Presentations, Roll-plays, Speeches.
20%: Assignments and Quizzes.
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LANe100IA（英語 / English language education 100）

英語コミュニケーションⅠ（b）

式町　眞紀子

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／1単
位
曜日・時限：金4/Fri.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
To practice and improve practical English conversation skills in a
variety of situations.
平易ながらも、学生生活・日常生活のいずれの場面においても汎用性の高い
「使える英語表現」を学びます。
【到達目標】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
― Acquire fundamentals of English speaking skills.
― Increase vocabulary, broaden English speaking skills, gain confi-
dence.
― Develop critical thinking skills.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
"Historical Sites"、"Sports and the Brain"、"English as a Global
Language"など、春学期に引き続き、多岐に渡るテーマでひとつのユニッ
トが構成されています。ユニットの内容に基づく学習については前半と後半
に分け、前半では、関連する語彙や表現を学ぶインプットの機会とし、後半
では、ロールプレイや、各回のテーマに応じた表現をもとに発言、意見交換
などのアウトプットの機会として進めます。さらにユニットの締めくくりと
して、テーマに関連したトピックで自分の意見を述べるなど、プレゼンテー
ションを行います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 Course Introduction Students will review the contents

of the first half of the course, and
set goals for the new semester.

2 Unit Topic "Historical
Sites"(1)

Students should read through the
unit, look up unfamiliar
vocabulary, and consider their
answers to the warm-up questions
before class. During the lesson,
students will answer
comprehension and discussion
questions on the subject.

3 Unit Topic "Historical
Sites"(2)

Students should prepare by
reviewing the vocabulary,
memorising key expressions, and
making sentences with the
phrases that they have learned.
Students will use the new
expressions that they have
memorised to write and perform
speeches and role-plays.

4 Wrap-up for
"Historical Sites"

Presentation Day:
Students should prepare by
reviewing the vocabulary and
contents of previous units.

5 Unit Topic "Sports
and the Brain"(1)

Students should read through the
unit, look up unfamiliar
vocabulary, and consider their
answers to the warm-up questions
before class. During the lesson,
students will answer
comprehension and discussion
questions on the subject.

6 Unit Topic "Sports
and the Brain"(2)

Students should prepare by
reviewing the vocabulary,
memorising key expressions, and
making sentences with the
phrases that they have learned.
Students will use the new
expressions that they have
memorised to write and perform
speeches and role-plays.

7 Wrap-up for "Sports
and the Brain"

Presentation Day:
Students should prepare by
reviewing the vocabulary and
contents of previous units.

8 Unit Topic "The Magic
of Hot Springs"(1)

Students should read through the
unit, look up unfamiliar
vocabulary, and consider their
answers to the warm-up questions
before class. During the lesson,
students will answer
comprehension and discussion
questions on the subject.

9 Unit Topic "The Magic
of Hot Springs"(2)

Students should prepare by
reviewing the vocabulary,
memorising key expressions, and
making sentences with the
phrases that they have learned.
Students will use the new
expressions that they have
memorised to write and perform
speeches and role-plays.

10 Wrap-up for "The
Magic of Hot Springs"

Presentation Day:
Students should prepare by
reviewing the vocabulary and
contents of previous units.

11 Unit Topic "English as
a Global Language"
(1)

Students should read through the
unit, look up unfamiliar
vocabulary, and consider their
answers to the warm-up questions
before class. During the lesson,
students will answer
comprehension and discussion
questions on the subject.

12 Unit Topic "English as
a Global Language"
(2)

Students should prepare by
reviewing the vocabulary,
memorising key expressions, and
making sentences with the
phrases that they have learned.
Students will use the new
expressions that they have
memorised to write and perform
speeches and role-plays.

13 Wrap-up for "English
as a Global Language"

Presentation Day:
Students should prepare by
reviewing the vocabulary and
contents of previous units.

14 Review Review and final speaking quiz.
Common misunderstandings will
be addressed in class.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習/復習時間として授業時間と同等の100分を要します。また、メディアや
インターネットによる英語でのニュースや動画を積極的に活用し、さまざま
な英語表現に触れる機会を持つようにすることが望ましい。
【テキスト（教科書）】
Robert Hickling, Shun Morimoto, English Echo: Advancing Listening
Proficiency with Inspiring Topics Student Book. 出版社: Cengage
Learning,出版年: 2023, ISBN: 978-4-86312-404-2　
【参考書】
Please make sure you have a English/Japanese dictionary book or
Electronic.
オンライン辞書については授業で説明します。
【成績評価の方法と基準】
授業参加態度40％、プレゼンテーション、ロールプレイ、スピーチ等40％、
Quizzes, Dictations 20％、以上の観点に基づき、総合的に評価します。
【学生の意見等からの気づき】
「リズムをつけて読むと内容が理解しやすくなると感じた。」、「（答えが）なぜ
そうなるのか、根拠を以て答えられるように問題に取り組むようになった。」
など、学生の手ごたえに結び付けられるよう、臨機応変な授業運営を心掛け
たい。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムにアクセスしやすい環境。授業連絡、課題指示などは同シ
ステムを通じて行う。必ずメール転送設定を行うこと。
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【その他の重要事項】
(1)本科目は、自発的かつ意欲的に英語を学びたい学生にその機会を提供する
ものと位置づけられています。従って、受講を希望する学生は、第一回目の
授業に必ず出席すること。正当な理由が認められない場合は受講を許可しま
せん。＊「受講者選抜科目一覧」を確認すること。
(2)学生の理解度によって、進度を適切に調整する場合があります。また、よ
り深い読みやそれに対する問題意識を導くために、扱うユニットを変更する
場合があります。
【Outline (in English)】
The aim of this class is to help students build confidence and vocabulary
to deal with a variety of conversational situations in English. Students
will practice skills such as initiating and building a conversation. Role-
plays and discussions will be incorporated to allow students to improve
their general conversation skills.
[Learning Objectives: 到達目標]
By the end of the course, students should be able to do the followings:
― Acquire fundamentals of English speaking skills.
― Increase vocabulary, broaden English speaking skills, gain confi-
dence.
― Develop critical thinking skills.
[Learning Activities Outside of Classroom: 授業時間外の学習]
You need to spend the same amount of time as the lesson itself for self-
study both preview and review. Be sure to review what has been said
during class to prepare yourself for next class.
[Grading Criteria /Policy: 成績評価の方法と基準]
40%: Participation in class activities.
40%: Presentations, Roll-plays, Speeches.
20%: Assignments and Quizzes.
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LANe200IA（英語 / English language education 200）

英語コミュニケーションⅡ（a）

BANNERMAN ERNEST

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：月4/Mon.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コース概要と目標:
理解に重点を置いた総合的な英語力を強化する。
様々な方法で英語の理解を深める。
学位授与方針「DP1」に関連する。
【到達目標】
先進国が直面する人口統計問題を理解する。
国際政治の主要な動向を把握する。
グローバルな社会問題について洞察を得る。
最新の科学技術の進歩を認識する。
世界経済の現状と課題を理解する
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
トピックの理解に重点を置く。
新聞記事のプレゼンテーションを活用する。
ノートと簡単な教師のインタビューから復習を行う。
費用手順はトピックの理解に重点を置く。
関連性の方法論には以下が含まれます。
ニュース記事を通じた時事問題の分析。
インタビューを通じた学習概念の応用。
レビューを通じた批判的思考の発達。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的 教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
通常、授業外の準備には4時間程度必要ですが、このコースでは割り当てられ
た具体的な活動によって時間が変わる可能性があります。重要なのは、準備
の証拠をノートに記録することです。これは進捗状況の把握に役立つだけで
なく、総合的な成績評価にも寄与します。
【テキスト（教科書）】
Live Escalate Book 3: Summit
AuthorsTeruhiko Kadoyama /LiveABC editors

【参考書】
https://www.seibido.co.jp/np/en/code/9784791972432/

【成績評価の方法と基準】
Evaluation based on comprehension, presentations, participation,
teamwork, and notebook submissions.
成績評価の方法と基準:
理解度、プレゼンテーション、参加度、チームワーク、ノートブックの提出に
基づいて評価する。
【学生の意見等からの気づき】
英語:
Feedback not available due to change in teaching staff this year.
日本語:
今年度の教員変更のため、フィードバックは利用できません。
This response indicates that there have been no changes based on
previous feedback, as the teaching staff has changed this year. It is
appropriate for situations where a new teacher has taken over the
course or when the course is being offered for the first time.

【学生が準備すべき機器他】
必要な教材：
ペン
準備の証拠を記録するためのノート
任意：
ノートパソコン
追加情報：
このコースでは、教材の配布や課題の提出にラーニングマネジメントシステ
ム（LMS）を使用します。LMSにアクセスできることと、その基本的な機能
に慣れていることを確認してください。技術的な問題が発生した場合は、IT
サポートデスクにお問い合わせください。
グループディスカッションやプレゼンテーションのために、一部の授業はマ
ルチメディアルームで行われる場合があります。アナウンスがあった際には、
可能であればノートパソコンを持参してください。これらのセッションで役
立つ可能性があります
【その他の重要事項】
大学の規則とガイドラインをよく理解してください。施設と教室の規則を守
りましょう
【None】
なし
【None】
なし
【None】
なし
【None】
なし
【None】
なし
【Outline (in English)】
Enhance comprehensive English skills with an emphasis on comprehen-
sion.
Achieve improved understanding of English through various methods.
Relates to Diploma Policy "DP1".
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LANe200IA（英語 / English language education 200）

英語コミュニケーションⅡ（b）

BANNERMAN ERNEST

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／1単
位
曜日・時限：月4/Mon.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コース概要と目標:
理解に重点を置いた総合的な英語力を強化する。
様々な方法で英語の理解を深める。
学位授与方針「DP1」に関連する。
【到達目標】
授業の概要と目標：
本コースは、スポーツに関連したコンテンツを中心に、総合的な英語力の強
化を目指します。主な目標は以下の通りです：
スポーツをテーマにした教材を通じて理解力を向上させる
スポーツに関連する様々な文脈で英語運用能力を発展させる
スポーツ関連の語彙や概念を用いてコミュニケーション能力を改善する
スポーツに関するトピックを英語で批判的に考察し分析する力を養う
学生は、多様なスポーツ関連のテキスト、ディスカッション、アクティビティに
取り組むことで言語スキルを構築します。このコースは、学位授与方針「DP1」
に沿って、専門的な文脈における実践的な英語コミュニケーション能力の開
発を重視します。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
トピックを理解することに重点を置く。新聞記事のプレゼンテーションを使
用する。ノートや簡単な教師によるインタビューから復習する。トピックを
理解することに重点を置く。関連性のある方法論として、ニュース記事によ
る時事問題の分析、インタビューによる学習コンセプトの応用、復習による
批判的思考の育成。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

Face 2
Face

ニュースおよび一般的
なトピック

教科書、印刷物、ソーシャルメディア

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
通常、授業外の準備には4時間程度必要ですが、このコースでは割り当てられ
た具体的な活動によって時間が変わる可能性があります。重要なのは、準備
の証拠をノートに記録することです。これは進捗状況の把握に役立つだけで
なく、総合的な成績評価にも寄与します。
【テキスト（教科書）】
Live Escalate Book 3: Summit
AuthorsTeruhiko Kadoyama /LiveABC editors

【参考書】
https://www.seibido.co.jp/np/en/code/9784791972432/

【成績評価の方法と基準】
Evaluation based on comprehension, presentations, participation,
teamwork, and notebook submissions.
成績評価の方法と基準:
理解度、プレゼンテーション、参加度、チームワーク、ノートブックの提出に
基づいて評価する。
【学生の意見等からの気づき】
英語:
Feedback not available due to change in teaching staff this year.
日本語:
今年度の教員変更のため、フィードバックは利用できません。
This response indicates that there have been no changes based on
previous feedback, as the teaching staff has changed this year. It is
appropriate for situations where a new teacher has taken over the
course or when the course is being offered for the first time.

【学生が準備すべき機器他】
必要な教材：
ペン
準備の証拠を記録するためのノート
任意：
ノートパソコン
追加情報：
このコースでは、教材の配布や課題の提出にラーニングマネジメントシステ
ム（LMS）を使用します。LMSにアクセスできることと、その基本的な機能
に慣れていることを確認してください。技術的な問題が発生した場合は、IT
サポートデスクにお問い合わせください。
グループディスカッションやプレゼンテーションのために、一部の授業はマ
ルチメディアルームで行われる場合があります。アナウンスがあった際には、
可能であればノートパソコンを持参してください。これらのセッションで役
立つ可能性があります
【その他の重要事項】
大学の規則とガイドラインをよく理解してください。施設と教室の規則を守
りましょう
【None】
なし
【None】
なし
【None】
なし
【None】
なし
【None】
なし
【Outline (in English)】
Course Description and Objectives: To strengthen overall English
language skills with an emphasis on comprehension.Students will
deepen their understanding of the English language in a variety of
ways.Related to the degree awarding policy "DP1.
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三松　国宏

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：金3/Fri.3
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目では、大学での学びに必要な文章作成力を養う。わかりやす
い文章の書き方、レポート作成に必要な語彙や表現を学んでいく。

【到達目標】
①事実やデータに基づいた意見文を書くことができる。
②リアクションペーパーを書くことができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
本科目では３つのテーマを取り上げ、それぞれのテーマでレポート
を作成する。事前課題として読み物を読み、授業では、レポートの
作成に必要な表現を学ぶ。事後学習として文章を作成する課題に取
り組む。課題については、クラスで解説を行うとともに、個別に添
削を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 1課-1異文化コミュ

ニケーション（読み
物）

定義を引用し例を挙げる。

第2回 1課-2レポートとは
何か

レポートとは何かを学ぶ。

第3回 2課-1新しいサービ
ス（読み物１）

サービスや制度の仕組みを説明
する。

第4回 2課-2新しいサービ
ス（読み物２）

サービスの長所と短所を述べる。

第5回 2課-3レポートの作
成：アウトラインと
は何か

アウトラインとは何かを学ぶ。
レポートを作成する。

第6回 2課-4新しいサービ
ス（レポートを読み
合う）

レポートを読み合い修正する。

第7回 3課-1権利（読み物
１）

新聞記事を引用する。

第8回 3課-2権利（読み物
２）

問題を提起し自分の意見を述べ
る。

第9回 3課-3レポートの作
成：テーマを決めて
タイトルを付ける

レポートの問いを設定し、レ
ポートを作成する。

第10回 3課-4権利（レポー
トを読み合う）

レポートを読み合い修正する。

第11回 4課-1外来語（読み
物１）

引用をし意見を述べる。

第12回 4課-2外来語（読み
物２）

主張と根拠を論理的に述べる。

第13回 4課-4レポートの作
成：レポートの構成

論証型レポートの基本的な構成
を学ぶ。レポートを作成する。

第14回 4課-5外来語（レ
ポートを読み合う）

レポートを読み合い修正する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書として、村上佳恵・李址遠『『はじめてのレポート作成トレー
ニング』
くろしお出版を使用する。各自、生協で購入すること。

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点30％、課題等提出物30％、期末レポート40％

【学生の意見等からの気づき】
学生は積極的にお互いのレポートを評価し合い、修正点に気づきを
効果が認められる。

【Outline (in English)】
This course will provide the Japanese you need to study
effectively in an academic environment. It will present
strategies for effective learning using two skills, namely,
reading and writing. The course will be based on a combination
of lectures, thematic class discussions, and peer responses.
By the end of the course, students are expected to write
coherent and academically supported essays in Japanese.
Students are required to read specific articles before the
class and to complete assignments after the class. Your
required study time is at least one hour for each class meeting.
Grading will be decided based on usual performance score30%,
assignments30%, and term-end report40%.
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カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：金4/Fri.4
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目では、大学での学びに必要な文章作成力を養う。わかりやす
い文章の書き方、レポート作成に必要な語彙や表現を学んでいく。

【到達目標】
①事実やデータに基づいた意見文を書くことができる。
②リアクションペーパーを書くことができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
本科目では３つのテーマを取り上げ、それぞれのテーマでレポート
を作成する。事前課題として読み物を読み、授業では、レポートの
作成に必要な表現を学ぶ。事後学習として文章を作成する課題に取
り組む。課題については、クラスで解説を行うとともに、個別に添
削を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 1課-1異文化間コ

ミュニケーション
（読み物1）

定義を引用し例を挙げる。

第2回 1課-2レポートの作
成：レポートとは何
か

レポートとは何かを学ぶ。

第3回 2課-1-1新しいサー
ビス（読み物1）

サービスや制度の仕組みを説明
する。

第4回 2課-1-2新しいサー
ビス（読み物2）

サービスの長所と短所を述べる。

第5回 2課-2レポートの作
成：アウトライン

アウトラインとは何かを学ぶ。
レポートを作成する。

第6回 2課-3新しいサービ
ス（レポートを読み
合う）

レポートを読み合い修正する。

第7回 3課-1-1権利（読み物
1）

新聞記事を引用する。

第8回 3課-1-2権利（読み物
2）

問題を提起し自分の意見を述べ
る。

第9回 3課-2レポートの作
成：問いの設定とタ
イトルの付け方

レポートの問いを設定し、レ
ポートを作成する。

第10回 3課-3権利（レポー
トを読み合う）

レポートを読み合い修正する。

第11回 4課-1-1外来語（読み
物1）

引用をし意見を述べる。

第12回 4課-1-2外来語（読み
物2）

主張と根拠を論理的に述べる。

第13回 4課-2-1レポートの作
成：レポートの構成

論証型レポートの基本的な構成
を学ぶ。レポートを作成する。

第14回 4課-3外来語（レ
ポートを読み合う）

レポートを読み合い修正する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本科目の準備学習・復習時間は合わせて１時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
村上佳恵・李址遠『はじめてのレポート作成トレーニング』くろし
お出版（2024年）

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点30％、課題等提出物40％、期末レポート30％

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません

【学生が準備すべき機器他】
各自PCまたはタブレット端末を持参してください

【その他の重要事項】
学生の人数および授業の進行に応じて授業計画を調整する場合があ
ります

【Outline (in English)】
This course will provide the Japanese you need to study
effectively in an academic environment. It will present
strategies for effective learning using two skills, namely,
reading and writing. The course will be based on a combination
of lectures, thematic class discussions, and peer responses.
By the end of the course, students are expected to write
coherent and academically supported essays in Japanese.
Students are required to read specific articles before the
class and to complete assignments after the class. Your
required study time is at least one hour for each class meeting.
Grading will be decided based on usual performance score30%,
assignments40%, and term-end report30%.
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カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：金5/Fri.5
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目では、大学での学びに必要な文章作成力を養う。わかりやす
い文章の書き方、レポート作成に必要な語彙や表現を学んでいく。

【到達目標】
①事実やデータに基づいた意見文を書くことができる。
②リアクションペーパーを書くことができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
本科目では３つのテーマを取り上げ、それぞれのテーマでレポート
を作成する。事前課題として読み物を読み、授業では、レポートの
作成に必要な表現を学ぶ。事後学習として文章を作成する課題に取
り組む。課題については、クラスで解説を行うとともに、個別に添
削を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 1課-1異文化コミュ

ニケーション（読み
物）

定義を引用し例を挙げる。

第2回 1課-2レポートとは
何か

レポートとは何かを学ぶ。

第3回 2課-1新しいサービ
ス（読み物１）

サービスや制度の仕組みを説明
する。

第4回 2課-2新しいサービ
ス（読み物２）

サービスの長所と短所を述べる。

第5回 2課-3レポートの作
成：アウトラインと
は何か

アウトラインとは何かを学ぶ。
レポートを作成する。

第6回 2課-4新しいサービ
ス（レポートを読み
合う）

レポートを読み合い修正する。

第7回 3課-1権利（読み物
１）

新聞記事を引用する。

第8回 3課-2権利（読み物
２）

問題を提起し自分の意見を述べ
る。

第9回 3課-3レポートの作
成：テーマを決めて
タイトルを付ける

レポートの問いを設定し、レ
ポートを作成する。

第10回 3課-4権利（レポー
トを読み合う）

レポートを読み合い修正する。

第11回 4課-1外来語（読み
物１）

引用をし意見を述べる。

第12回 4課-2外来語（読み
物２）

主張と根拠を論理的に述べる。

第13回 4課-4レポートの作
成：レポートの構成

論証型レポートの基本的な構成
を学ぶ。レポートを作成する。

第14回 4課-5外来語（レ
ポートを読み合う）

レポートを読み合い修正する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教科書として、村上佳恵・李址遠『『はじめてのレポート作成トレー
ニング』
くろしお出版を使用する。各自、生協で購入すること。

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点30％、課題等提出物30％、期末レポート40％

【学生の意見等からの気づき】
学生は積極的にお互いのレポートを評価し合い、修正点に気づきを
効果が認められる。

【Outline (in English)】
This course will provide the Japanese you need to study
effectively in an academic environment. It will present
strategies for effective learning using two skills, namely,
reading and writing. The course will be based on a combination
of lectures, thematic class discussions, and peer responses.
By the end of the course, students are expected to write
coherent and academically supported essays in Japanese.
Students are required to read specific articles before the
class and to complete assignments after the class. Your
required study time is at least one hour for each class meeting.
Grading will be decided based on usual performance score30%,
assignments30%, and term-end report40%.
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カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：金5/Fri.5
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目では、大学での学びに必要な文章作成力を養う。わかりやす
い文章の書き方、レポート作成に必要な語彙や表現を学んでいく。

【到達目標】
①事実やデータに基づいた意見文を書くことができる。
②リアクションペーパーを書くことができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
本科目では３つのテーマを取り上げ、それぞれのテーマでレポート
を作成する。事前課題として読み物を読み、授業では、レポートの
作成に必要な表現を学ぶ。事後学習として文章を作成する課題に取
り組む。課題については、クラスで解説を行うとともに、個別に添
削を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 1課-1異文化間コ

ミュニケーション
（読み物1）

定義を引用し例を挙げる。

第2回 1課-2レポートの作
成：レポートとは何
か

レポートとは何かを学ぶ。

第3回 2課-1-1新しいサー
ビス（読み物1）

サービスや制度の仕組みを説明
する。

第4回 2課-1-2新しいサー
ビス（読み物2）

サービスの長所と短所を述べる。

第5回 2課-2レポートの作
成：アウトライン

アウトラインとは何かを学ぶ。
レポートを作成する。

第6回 2課-3新しいサービ
ス（レポートを読み
合う）

レポートを読み合い修正する。

第7回 3課-1-1権利（読み物
1）

新聞記事を引用する。

第8回 3課-1-2権利（読み物
2）

問題を提起し自分の意見を述べ
る。

第9回 3課-2レポートの作
成：問いの設定とタ
イトルの付け方

レポートの問いを設定し、レ
ポートを作成する。

第10回 3課-3権利（レポー
トを読み合う）

レポートを読み合い修正する。

第11回 4課-1-1外来語（読み
物1）

引用をし意見を述べる。

第12回 4課-1-2外来語（読み
物2）

主張と根拠を論理的に述べる。

第13回 4課-2-1レポートの作
成：レポートの構成

論証型レポートの基本的な構成
を学ぶ。レポートを作成する。

第14回 4課-3外来語（レ
ポートを読み合う）

レポートを読み合い修正する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本科目の準備学習・復習時間は合わせて１時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
村上佳恵・李址遠『はじめてのレポート作成トレーニング』くろし
お出版（2024年）

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点30％、課題等提出物40％、期末レポート30％

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません

【学生が準備すべき機器他】
各自PCまたはタブレット端末を持参してください

【その他の重要事項】
学生の人数および授業の進行に応じて授業計画を調整する場合があ
ります

【Outline (in English)】
This course will provide the Japanese you need to study
effectively in an academic environment. It will present
strategies for effective learning using two skills, namely,
reading and writing. The course will be based on a combination
of lectures, thematic class discussions, and peer responses.
By the end of the course, students are expected to write
coherent and academically supported essays in Japanese.
Students are required to read specific articles before the
class and to complete assignments after the class. Your
required study time is at least one hour for each class meeting.
Grading will be decided based on usual performance score30%,
assignments40%, and term-end report30%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANj100IA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語1-Ⅱ

三松　国宏

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／1単位
曜日・時限：金3/Fri.3
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目では、大学での学びに必要な文章作成力を養う。わかりやす
い文章の書き方、レポート作成に必要な語彙や表現を学んでいく。

【到達目標】
①問いを立て、情報を収集してレポートを書くことができる。
②引用を入れた1,600字程度のレポートを書くことができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
本科目では３つのテーマを取り上げ、それぞれのテーマでレポート
を作成する。事前課題として読み物を読み、授業では、レポートの
作成に必要な表現を学ぶ。事後学習として文章を作成する課題に取
り組む。課題については、クラスで解説を行うとともに、個別に添
削を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 4課-3引用の仕方 引用の仕方と参考文献の書き方

を学ぶ。
第2回 5課-1外国人児童

（読み物1）
図表を説明する。

第3回 5課-2外国人児童
（読み物2）

政策を引用し意見を述べる。

第4回 5課-3レポートの作
成：レポートの構成

調査報告型のレポートの基本的
な構成を学ぶ。レポートを作成
する。

第5回 5課-4外国人児童（レ
ポートを読み合う）

レポートを読み合いを修正する。

第6回 6課-1教育（読み物
1）

社会問題に対する解決策を述べ
る。

第7回 6課-2教育（読み物
2）

自分の意見に対して予想される
反論と反駁を述べる。

第8回 6課-3レポートの作
成：引用

効果的な引用の入れ方を学ぶ。
レポートを作成する。

第9回 6課-4教育（レポー
トを読み合う）

レポートを読み合い修正する。

第10回 7課-1社会と福祉
（読み物1）

社会問題に対する解決策を述べ
る。

第11回 7課-2社会と福祉
（読み物2）

政策に対する異なる立場の意見
を述べる。

第12回 8課-1情報収集 情報の集め方を学ぶ。
第13回 7課-3レポートの作

成：行動提示の文
行動提示の文の書き方を学ぶ。
レポートを作成する。

第14回 7課-4社会と福祉（レ
ポートを読み合う）

レポートを読み合い修正する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
前期に引き続き、教科書として、村上佳恵・李 址遠『『はじめての
レポート作成トレーニング』くろしお出版を使用する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点30％、課題等提出物30％、期末レポート40％

【学生の意見等からの気づき】
学生は積極的にお互いのレポートを評価し合い、修正点の気づきを
促していると認められる。

【Outline (in English)】
This course will provide the Japanese you need to study
effectively in an academic environment. It will present
strategies for effective learning using two skills, namely,
reading and writing. The course will be based on a combination
of lectures, thematic class discussions, and peer responses.
By the end of the course, students are expected to write
coherent and academically supported essays in Japanese.
Students are required to read specific articles before the
class and to complete assignments after the class. Your
required study time is at least one hour for each class
meeting.Grading will be decided based on usual performance
score30%, assignments30%, and term-end report40%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANj100IA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語1-Ⅱ

安達　万里江

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／1単位
曜日・時限：金4/Fri.4
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目では、大学での学びに必要な文章作成力を養う。わかりやす
い文章の書き方、レポート作成に必要な語彙や表現を学んでいく。

【到達目標】
①問いを立て、情報を収集してレポートを書くことができる。
②引用を入れた1,600字程度のレポートを書くことができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
本科目では３つのテーマを取り上げ、それぞれのテーマでレポート
を作成する。事前課題として読み物を読み、授業では、レポートの
作成に必要な表現を学ぶ。事後学習として文章を作成する課題に取
り組む。課題については、クラスで解説を行うとともに、個別に添
削を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 4課-2-2レポートの

作成：引用の仕方
引用の仕方と参考文献の書き方
を学ぶ。

第2回 5課-1-1外国人児童
（読み物1）

図表を説明する。

第3回 5課-1-2外国人児童
（読み物2）

政策を引用し意見を述べる。

第4回 5課-2レポートの作
成：レポートの構成

調査報告型のレポートの基本的
な構成を学ぶ。レポートを作成
する。

第5回 5課-3外国人児童（レ
ポートを読み合う）

レポートを読み合いを修正する。

第6回 6課-1-1教育（読み物
1）

社会問題に対する解決策を述べ
る。

第7回 6課-1-2教育（読み物
2）

自分の意見に対して予想される
反論と、反駁を述べる。

第8回 6課-2レポートの作
成：効果的な引用の
仕方

効果的な引用の入れ方を学ぶ。
レポートを作成する。

第9回 6課-3教育（レポー
トを読み合う）

レポートを読み合い修正する。

第10回 7課-1-1社会と福祉
（読み物1）

社会問題に対する解決策を述べ
る。

第11回 7課-1-2社会と福祉
（読み物2）

政策に対する異なる立場の意見
を述べる。

第12回 8課-1情報収集 情報の集め方を学ぶ。
第13回 7課-2レポートの作

成：行動提示の文
行動提示の文の書き方を学ぶ。
レポートを作成する。

第14回 7課-3社会と福祉（レ
ポートを読み合う）

レポートを読み合い修正する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は合わせて１時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
村上佳恵・李址遠『はじめてのレポート作成トレーニング』くろし
お出版（2024年）

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点30％、課題等提出物40％、期末レポート30％

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません

【学生が準備すべき機器他】
各自PCまたはタブレット端末を持参してください

【その他の重要事項】
学生の人数および授業の進行に応じて授業計画を調整する場合があ
ります

【Outline (in English)】
This course will provide the Japanese you need to study
effectively in an academic environment. It will present
strategies for effective learning using two skills, namely,
reading and writing. The course will be based on a combination
of lectures, thematic class discussions, and peer responses.
By the end of the course, students are expected to write
coherent and academically supported essays in Japanese.
Students are required to read specific articles before the
class and to complete assignments after the class. Your
required study time is at least one hour for each class meeting.
Grading will be decided based on usual performance score30%,
assignments40%, and term-end report30%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANj100IA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語1-Ⅱ

三松　国宏

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／1単位
曜日・時限：金5/Fri.5
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目では、大学での学びに必要な文章作成力を養う。わかりやす
い文章の書き方、レポート作成に必要な語彙や表現を学んでいく。

【到達目標】
①問いを立て、情報を収集してレポートを書くことができる。
②引用を入れた1,600字程度のレポートを書くことができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
本科目では３つのテーマを取り上げ、それぞれのテーマでレポート
を作成する。事前課題として読み物を読み、授業では、レポートの
作成に必要な表現を学ぶ。事後学習として文章を作成する課題に取
り組む。課題については、クラスで解説を行うとともに、個別に添
削を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 4課-3引用の仕方 引用の仕方と参考文献の書き方

を学ぶ。
第2回 5課-1外国人児童

（読み物1）
図表を説明する。

第3回 5課-2外国人児童
（読み物2）

政策を引用し意見を述べる。

第4回 5課-3レポートの作
成：レポートの構成

調査報告型のレポートの基本的
な構成を学ぶ。レポートを作成
する。

第5回 5課-4外国人児童（レ
ポートを読み合う）

レポートを読み合いを修正する。

第6回 6課-1教育（読み物
1）

社会問題に対する解決策を述べ
る。

第7回 6課-2教育（読み物
2）

自分の意見に対して予想される
反論と反駁を述べる。

第8回 6課-3レポートの作
成：引用

効果的な引用の入れ方を学ぶ。
レポートを作成する。

第9回 6課-4教育（レポー
トを読み合う）

レポートを読み合い修正する。

第10回 7課-1社会と福祉
（読み物1）

社会問題に対する解決策を述べ
る。

第11回 7課-2社会と福祉
（読み物2）

政策に対する異なる立場の意見
を述べる。

第12回 8課-1情報収集 情報の集め方を学ぶ。
第13回 7課-3レポートの作

成：行動提示の文
行動提示の文の書き方を学ぶ。
レポートを作成する。

第14回 7課-4社会と福祉（レ
ポートを読み合う）

レポートを読み合い修正する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
前期に引き続き、教科書として、村上佳恵・李 址遠『『はじめての
レポート作成トレーニング』くろしお出版を使用する。

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点30％、課題等提出物30％、期末レポート40％

【学生の意見等からの気づき】
学生は積極的にお互いのレポートを評価し合い、修正点の気づきを
促していると認められる。

【Outline (in English)】
This course will provide the Japanese you need to study
effectively in an academic environment. It will present
strategies for effective learning using two skills, namely,
reading and writing. The course will be based on a combination
of lectures, thematic class discussions, and peer responses.
By the end of the course, students are expected to write
coherent and academically supported essays in Japanese.
Students are required to read specific articles before the
class and to complete assignments after the class. Your
required study time is at least one hour for each class
meeting.Grading will be decided based on usual performance
score30%, assignments30%, and term-end report40%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANj100IA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語1-Ⅱ

安達　万里江

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／1単位
曜日・時限：金5/Fri.5
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目では、大学での学びに必要な文章作成力を養う。わかりやす
い文章の書き方、レポート作成に必要な語彙や表現を学んでいく。

【到達目標】
①問いを立て、情報を収集してレポートを書くことができる。
②引用を入れた1,600字程度のレポートを書くことができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
本科目では３つのテーマを取り上げ、それぞれのテーマでレポート
を作成する。事前課題として読み物を読み、授業では、レポートの
作成に必要な表現を学ぶ。事後学習として文章を作成する課題に取
り組む。課題については、クラスで解説を行うとともに、個別に添
削を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 4課-2-2レポートの

作成：引用の仕方
引用の仕方と参考文献の書き方
を学ぶ。

第2回 5課-1-1外国人児童
（読み物1）

図表を説明する。

第3回 5課-1-2外国人児童
（読み物2）

政策を引用し意見を述べる。

第4回 5課-2レポートの作
成：レポートの構成

調査報告型のレポートの基本的
な構成を学ぶ。レポートを作成
する。

第5回 5課-3外国人児童（レ
ポートを読み合う）

レポートを読み合いを修正する。

第6回 6課-1-1教育（読み物
1）

社会問題に対する解決策を述べ
る。

第7回 6課-1-2教育（読み物
2）

自分の意見に対して予想される
反論と、反駁を述べる。

第8回 6課-2レポートの作
成：効果的な引用の
仕方

効果的な引用の入れ方を学ぶ。
レポートを作成する。

第9回 6課-3教育（レポー
トを読み合う）

レポートを読み合い修正する。

第10回 7課-1-1社会と福祉
（読み物1）

社会問題に対する解決策を述べ
る。

第11回 7課-1-2社会と福祉
（読み物2）

政策に対する異なる立場の意見
を述べる。

第12回 8課-1情報収集 情報の集め方を学ぶ。
第13回 7課-2レポートの作

成：行動提示の文
行動提示の文の書き方を学ぶ。
レポートを作成する。

第14回 7課-3社会と福祉（レ
ポートを読み合う）

レポートを読み合い修正する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は合わせて１時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
村上佳恵・李址遠『はじめてのレポート作成トレーニング』くろし
お出版（2024年）

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点30％、課題等提出物40％、期末レポート30％

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません

【学生が準備すべき機器他】
各自PCまたはタブレット端末を持参してください

【その他の重要事項】
学生の人数および授業の進行に応じて授業計画を調整する場合があ
ります

【Outline (in English)】
This course will provide the Japanese you need to study
effectively in an academic environment. It will present
strategies for effective learning using two skills, namely,
reading and writing. The course will be based on a combination
of lectures, thematic class discussions, and peer responses.
By the end of the course, students are expected to write
coherent and academically supported essays in Japanese.
Students are required to read specific articles before the
class and to complete assignments after the class. Your
required study time is at least one hour for each class meeting.
Grading will be decided based on usual performance score30%,
assignments40%, and term-end report30%.

— 75 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANj100IA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語2-Ⅰ

乾　浩

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：水1/Wed.1
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は【外国人留学生】のみ受講できる。
この授業では、大学の学びに必要な口頭表現力を養う。テキストを読み、ま
とめて発表をする。合わせて、大学での生活に必要な会話の訓練、発音練習
も行う。
【到達目標】
１．現代日本のトピックについて書かれたテキストを読み、要点を理解する
ことができる。
２．テキストの内容をまとめ、発表することができる。
３．他者と意見交換ができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
１．発表担当者が担当部分のスライドを作成し、口頭発表を行う。
２．１に対して質疑応答やフィードバックを行う。
３．テキストの本文を確認する。
４．グループ討論を行う。
授業の始めに、課題に対して、フィードバックを行う。
秋学期の授業を理解するためには、春学期の授業を理解することが前提となる。
授業計画は、授業の展開によって、若干の変更があり得る。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 授業の進め方
2 私の育った場所・自慢１ 各自発表、討論
3 私の育った場所・自慢２ 各自発表、討論
4 ②都市・地方の暮らし１ 担当者発表、討論
5 ②都市・地方の暮らし２ 本文の読解と解説
6 ③日本の旅を楽しもう１ 担当者発表、討論
7 ③日本の旅を楽しもう２ 本文の読解と解説
8 ④いただきます！ １ 担当者発表、討論
9 ④いただきます！ ２ 本文の読解と解説
10 ⑤季節を楽しむ年中行

事１
担当者発表、討論

11 ⑤季節を楽しむ年中行
事２

本文の読解と解説

12 ⑦伝統文化体験１ 担当者発表、討論
13 ⑦伝統文化体験２ 本文の読解と解説
14 期末試験とまとめ 試験・解説
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
自作教材を使用する。
【参考書】
佐々木瑞枝（2017）『クローズアップ日本事情15―日本語で学ぶ社会と文化』
ジャパンタイムズ
【成績評価の方法と基準】
平常点 (30％)、発表 (30％)、課題 (10％)、小テスト (10％)、定期試験 (20％)
をもとにして、総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
学生同士の意見交換の機会をなるべく多く取りたいと思う。
【学生が準備すべき機器他】
授業の連絡や課題の提出は、「Google Classroom」を利用する。

【Outline (in English)】
On this course you will learn the Japanese you need to study effectively
in an academic environment. You will learn how to study effectively,
using two skills, speaking and listening. Before/after each class meeting,
students will be expected to spend two hours to understand the course
content. Your overall grade in the class will be decided based on
the following: Term-end examination: 20%, Short Reports and Short
Exams: 20%, Presentation: 30%, in class contribution: 30%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANj100IA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語2-Ⅰ

安達　万里江

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目では、大学の学びに必要な口頭表現力を養う。テキストを読
み、まとめて発表をする。合わせて、大学での生活に必要な会話の
訓練、発音練習も行う。
こちらの科目は外国人留学生のみ受講できる授業である。

【到達目標】
①現代日本のトピックについて書かれたテキストを読み、要点を理
解することができる。
②テキストの内容をまとめ、発表することができる。
③他者と意見交換ができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
本科目は、受講生による発表と討論を中心に授業を進める。発表の
原稿の作成方法、スライドの作成方法など、一つずつ実践を通し学
んでいく。課題については、授業で解説をするとともに、個別に添
削を行う。なお、授業計画は授業の展開によって，若干の変更があ
り得る。今年度のテキストの発売が３月中旬であるため、どのペー
ジを扱うかは実際のテキストを見て決定し、オリエンテーション時
に受講生へ伝える。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業の進め方の説明。
第2回 発表①故郷の紹介

（１）
受講生による発表。

第3回 発表①故郷の紹介
（２）

受講生による発表。

第4回 スライドと発表原稿
の作り方／質疑応答
の表現

スライドと発表原稿の作成方法
を学ぶ。

第5回 発表②テキストの
「政治」分野から

受講生による発表。

第6回 発表③テキストの
「経済」分野から

受講生による発表。

第7回 ディスカッション①
テキストの「政治」
「経済」分野から

受講生によるディスカッション。

第8回 発表④テキストの
「暮らし」分野から

受講生による発表。

第9回 発表⑤テキストの
「社会」分野から

受講生による発表。

第10回 ディスカッション②
テキストの「暮らし」
「社会」分野から

受講生によるディスカッション。

第11回 発表⑥テキストの
「環境」分野から

受講生による発表。

第12回 発表⑦テキストの
「国際」分野から

受講生による発表。

第13回 ディスカッション③
テキストの「環境」
「国際」分野から

受講生によるディスカッション。

第14回 発表⑧テキストの
「ピックアップ」から

受講生による発表。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は合わせて1時間を標準とする。受講
生は、教科書の予習と復習、発表の準備等に取り組む。

【テキスト（教科書）】
日本ニュース時事能力検定協会監修『2025年度版ニュース検定公式
テキスト&問題集「時事力」基礎編 (３・４級対応)』毎日新聞出版
発売日：2025年3月7日（金）
価格：1,430円（税抜価格1,300円）
※こちらの書籍は毎年刊行されます。使用するのは2025年度版です。

【参考書】
大久保雅子他（2012）『シャドーイングで日本語発音レッスン』ス
リーエーネットワーク　1,540円（税込み）
犬飼康弘（2007）『聴解・発表ワークブック』スリーエーネットワー
ク　2,500円（税抜）
その他は授業内で適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点30％、発表30％、小テスト20％、課題等提出物（期末レポー
トも含む）20％

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【学生が準備すべき機器他】
各自PCまたはタブレット端末を持参してください

【その他の重要事項】
学生の人数および授業の進行に応じて授業計画を調整する場合があ
ります

【Outline (in English)】
This course will provide the Japanese you need to study effec-
tively in an academic environment.It will highlight strategies
for effective learning using two skills, namely, speaking and
listening. The course will be based on a combination of oral
presentations by students, class discussions, and lectures. By
the end of the course, students are expected to gain effective
communication skills and compose coherent and academically
supported oral presentations in Japanese. Your required
study time is at least one hour for each class meeting.
Grading will be decided based on usual performance score30%,
assignments20%, quizes20%, and presentations30%.
This course is open only to international students.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANj100IA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語2-Ⅰ

乾　浩

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：水3/Wed.3
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は【外国人留学生】のみ受講できる。
この授業では、大学の学びに必要な口頭表現力を養う。テキストを読み、ま
とめて発表をする。合わせて、大学での生活に必要な会話の訓練、発音練習
も行う。
【到達目標】
１．現代日本のトピックについて書かれたテキストを読み、要点を理解する
ことができる。
２．テキストの内容をまとめ、発表することができる。
３．他者と意見交換ができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
１．発表担当者が担当部分のスライドを作成し、口頭発表を行う。
２．１に対して質疑応答やフィードバックを行う。
３．テキストの本文を確認する。
４．グループ討論を行う。
授業の始めに、課題に対して、フィードバックを行う。
秋学期の授業を理解するためには、春学期の授業を理解することが前提となる。
授業計画は、授業の展開によって、若干の変更があり得る。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 授業の進め方
2 私の育った場所・自慢１ 各自発表、討論
3 私の育った場所・自慢２ 各自発表、討論
4 ②都市・地方の暮らし１ 担当者発表、討論
5 ②都市・地方の暮らし２ 本文の読解と解説
6 ③日本の旅を楽しもう１ 担当者発表、討論
7 ③日本の旅を楽しもう２ 本文の読解と解説
8 ④いただきます！ １ 担当者発表、討論
9 ④いただきます！ ２ 本文の読解と解説
10 ⑤季節を楽しむ年中行

事１
担当者発表、討論

11 ⑤季節を楽しむ年中行
事２

本文の読解と解説

12 ⑦伝統文化体験１ 担当者発表、討論
13 ⑦伝統文化体験２ 本文の読解と解説
14 期末試験とまとめ 試験・解説
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
自作教材を使用する。
【参考書】
佐々木瑞枝（2017）『クローズアップ日本事情15―日本語で学ぶ社会と文化』
ジャパンタイムズ
【成績評価の方法と基準】
平常点 (30％)、発表 (30％)、課題 (10％)、小テスト (10％)、定期試験 (20％)
をもとにして、総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
学生同士の意見交換の機会をなるべく多く取りたいと思う。
【学生が準備すべき機器他】
授業の連絡や課題の提出は、「Google Classroom」を利用する。

【Outline (in English)】
On this course you will learn the Japanese you need to study effectively
in an academic environment. You will learn how to study effectively,
using two skills, speaking and listening. Before/after each class meeting,
students will be expected to spend two hours to understand the course
content. Your overall grade in the class will be decided based on
the following: Term-end examination: 20%, Short Reports and Short
Exams: 20%, Presentation: 30%, in class contribution: 30%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANj100IA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語2-Ⅰ

VICKY A RICHINGS

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：水3/Wed.3
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目では、大学の学びに必要な口頭表現力を養う。テキストを読
み、まとめて発表をする。合わせて、大学での生活に必要な会話の
訓練、発音練習も行う。

【到達目標】
①現代日本のトピックについて書かれたテキストを読み、要点を理
解することができる。
②テキストの内容をまとめ、発表することができる。
③他者と意見交換ができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
本科目は、受講生による発表と討論を中心に授業を進める。発表の
原稿の作成方法、スライドの作成方法など、一つずつ実践を通し学
んでいく。課題については、授業で解説をするとともに、個別に添
削を行う。なお、授業計画は授業の展開によって，若干の変更があ
り得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業の進め方の説明。
第2回 発表①故郷の紹介

（１）
受講生による発表。

第3回 発表①故郷の紹介
（２）

受講生による発表。

第4回 スライドと発表原稿
の作り方／質疑応答
の表現

スライドと発表原稿の作成方法
を学ぶ。

第5回 発表②テキストの
「政治」分野から

受講生による発表。

第6回 発表③テキストの
「経済」分野から

受講生による発表。

第7回 ディスカッション①
テキストの「政治」
「経済」分野から

受講生によるディスカッション。

第8回 発表④テキストの
「暮らし」分野から

受講生による発表。

第9回 発表⑤テキストの
「社会」分野から

受講生による発表。

第10回 ディスカッション②
テキストの「暮らし」
「社会」分野から

受講生によるディスカッション。

第11回 発表⑥テキストの
「環境」分野から

受講生による発表。

第12回 発表⑦テキストの
「国際」分野から

受講生による発表。

第13回 ディスカッション③
テキストの「環境」
「国際」分野から

受講生によるディスカッション。

第14回 発表⑧テキストの
「ピックアップ」から

受講生による発表。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は合わせて1時間を標準とする。受講
生は、教科書の予習と復習、発表の準備等に取り組む。

【テキスト（教科書）】
日本ニュース時事能力検定協会監修『2025年度版ニュース検定公式
テキスト&問題集「時事力」基礎編 (３・４級対応)』毎日新聞出版
発売日：2025年3月7日（金）
価格：1,430円（税抜価格1,300円）
※こちらの書籍は毎年刊行されます。使用するのは2025年度版です。

【参考書】
大久保雅子他（2012）『シャドーイングで日本語発音レッスン』ス
リーエーネットワーク　1,540円（税込み）
犬飼康弘（2007）『聴解・発表ワークブック』スリーエーネットワー
ク　2,500円（税抜）
その他は授業内で適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点30％、発表30％、小テスト20％、課題等提出物（期末レポー
トも含む）20％

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【Outline (in English)】
This course is designed for learners of Japanese and aims to
develop their academic language proficiency and presentation
skills. Students will present the content of assigned readings
and engage in communication activities and pronunciation
practice.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANj100IA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語2-Ⅱ

乾　浩

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／1単位
曜日・時限：水1/Wed.1
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は【外国人留学生】のみ受講できる。
この授業では、大学の学びに必要な口頭表現力を養う。また、発表と質疑応
答を通して、他者と話し合う力を伸ばす。合わせて、発音練習も行う。
【到達目標】
１．現代日本のトピックについて書かれたテキストを読み、要点を理解する
ことができる。
２．引用部分と自分の意見を明確に分けて、発表することができる。
３．発表を聞いて、質疑応答ができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
１．発表担当者が担当部分のスライドを作成し、口頭発表を行う。
２．１に対して質疑応答やフィードバックを行う。
３．テキストの本文を確認する。
４．グループ討論を行う。
授業の始めに、課題に対して、フィードバックを行う。
秋学期の授業を理解するためには、春学期の授業を理解することが前提となる。
授業計画は、授業の展開によって、若干の変更があり得る。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

夏休みの思い出
授業の進め方
各自発表

2 ⑥知っておきたい日本
の歴史１

担当者発表、討論

3 ⑥知っておきたい日本
の歴史２

本文の読解と解説

4 ⑧ポップカルチャ１ 担当者発表、討論
5 ⑧ポップカルチャ２ 本文の読解と解説
6 ⑨スポーツの楽しみ方１ 担当者発表、討論
7 ⑨スポーツの楽しみ方２ 本文の読解と解説
8 ⑫教育と子供たち１ 担当者発表、討論
9 ⑫教育と子供たち２ 本文の読解と解説
10 ⑭政治と憲法１ 担当者発表、討論
11 ⑭政治と憲法２ 本文の読解と解説
12 ⑮多文化共生社会１ 担当者発表、討論
13 ⑮多文化共生社会２ 本文の読解と解説
14 期末試験とまとめ 試験・解説
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
自作教材を使用する。
【参考書】
佐々木瑞枝（2017）『クローズアップ日本事情15―日本語で学ぶ社会と文化』
ジャパンタイムズ
【成績評価の方法と基準】
平常点 (30％)、発表 (30％)、課題 (10％)、小テスト (10％)、定期試験 (20％)
をもとにして、総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
学生同士の意見交換の機会をなるべく多く取りたいと思う。
【学生が準備すべき機器他】
授業の連絡や課題の提出は、「Google Classroom」を利用する。
【Outline (in English)】
On this course you will learn the Japanese you need to study effectively
in an academic environment. You will learn how to study effectively,
using two skills, speaking and listening. Before/after each class meeting,
students will be expected to spend two hours to understand the course
content. Your overall grade in the class will be decided based on
the following: Term-end examination: 20%, Short Reports and Short
Exams: 20%, Presentation: 30%, in class contribution: 30%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANj100IA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語2-Ⅱ

安達　万里江

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／1単位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目では、大学の学びに必要な口頭表現力を養う。また、発表と
質疑応答を通して、他者と話し合う力を伸ばす。合わせて、発音練
習も行う。
こちらの科目は外国人留学生のみ受講できる授業である。

【到達目標】
①現代日本のトピックについて書かれたテキストを読み、要点を理
解することができる。
②引用部分と自分の意見を明確に分けて、発表することができる。
③発表を聞いて、質疑応答ができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
　本科目は、受講生による発表と討論を中心に進める。聞き手を説
得するためには、どのような話し方をする必要があるのかを発表と
討論を通じて学ぶ。課題については、授業で解説を行うとともに、
個別に添削を行う。なお、授業計画は授業の展開によって，若干の
変更があり得る。今年度のテキストの発売が３月中旬であるため、
どのページを扱うかは実際のテキストを見て決定し、オリエンテー
ション時に受講生へ伝える。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業の進め方の説明。
第2回 読解①「政治」から テーマについての基礎知識を学

ぶ。語彙と表現を学ぶ。
第3回 発表①「政治」から 受講生による発表。
第4回 ディスカッション①

「政治」から
ディスカッションをして報告書
を作成する。

第5回 読解②「経済」から テーマについての基礎知識を学
ぶ。語彙と表現を学ぶ。

第6回 発表②「経済」から 受講生による発表。
第7回 ディスカッション②

「経済」から
ディスカッションをして報告書
を作成する。

第8回 読解③「暮らし」から テーマについての基礎知識を学
ぶ。語彙と表現を学ぶ。

第9回 発表③「暮らし」から 受講生による発表。
第10回 ディスカッション③

「暮らし」から
ディスカッションをして報告書
を作成する。

第11回 読解④「社会・環境」
から

テーマについての基礎知識を学
ぶ。語彙と表現を学ぶ。

第12回 発表④「社会・環境」
から

受講生による発表。

第13回 ディスカッション④
「社会・環境」から

ディスカッションをして報告書
を作成する。

第14回 読解⑤「国際」から テーマについての基礎知識を学
ぶ。語彙と表現を学ぶ。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は合わせて1時間を標準とする。受講
生は、教科書の予習と復習、発表の準備等に取り組む。

【テキスト（教科書）】
日本ニュース時事能力検定協会監修『2025年度版ニュース検定公式
テキスト&問題集「時事力」基礎編 (３・４級対応)』毎日新聞出版
発売日：2025年3月7日（金）
価格：1,430円（税抜価格1,300円）
※こちらの書籍は毎年刊行されます。使用するのは2025年度版です。

【参考書】
大久保雅子他（2012）『シャドーイングで日本語発音レッスン』ス
リーエーネットワーク　1,540円（税込み）
犬飼康弘（2007）『聴解・発表ワークブック』スリーエーネットワー
ク　2,500円（税抜）
その他は授業内で適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点30％、発表30％、小テスト20％、課題等提出物（期末レポー
トも含む）20％

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【学生が準備すべき機器他】
各自PCまたはタブレット端末を持参してください

【その他の重要事項】
学生の人数および授業の進行に応じて授業計画を調整する場合があ
ります

【Outline (in English)】
This course will provide the Japanese you need to study
effectively in an academic environment. It will highlight
strategies for effective learning using two skills, namely,
speaking and listening. The course will be based on a com-
bination of oral presentations by students, class discussions,
and lectures. By the end of the course, students are expected to
gain effective communication skills and compose coherent and
academically supported oral presentations in Japanese. Your
required study time is at least one hour for each class meeting.
Grading will be decided based on usual performance score30%,
assignments20%, quizes20%, and presentations30%.
This course is open only to international students.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANj100IA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語2-Ⅱ

乾　浩

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／1単位
曜日・時限：水3/Wed.3
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は【外国人留学生】のみ受講できる。
この授業では、大学の学びに必要な口頭表現力を養う。また、発表と質疑応
答を通して、他者と話し合う力を伸ばす。合わせて、発音練習も行う。
【到達目標】
１．現代日本のトピックについて書かれたテキストを読み、要点を理解する
ことができる。
２．引用部分と自分の意見を明確に分けて、発表することができる。
３．発表を聞いて、質疑応答ができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
１．発表担当者が担当部分のスライドを作成し、口頭発表を行う。
２．１に対して質疑応答やフィードバックを行う。
３．テキストの本文を確認する。
４．グループ討論を行う。
授業の始めに、課題に対して、フィードバックを行う。
秋学期の授業を理解するためには、春学期の授業を理解することが前提となる。
授業計画は、授業の展開によって、若干の変更があり得る。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

夏休みの思い出
授業の進め方
各自発表

2 ⑥知っておきたい日本
の歴史１

担当者発表、討論

3 ⑥知っておきたい日本
の歴史２

本文の読解と解説

4 ⑧ポップカルチャ１ 担当者発表、討論
5 ⑧ポップカルチャ２ 本文の読解と解説
6 ⑨スポーツの楽しみ方１ 担当者発表、討論
7 ⑨スポーツの楽しみ方２ 本文の読解と解説
8 ⑫教育と子供たち１ 担当者発表、討論
9 ⑫教育と子供たち２ 本文の読解と解説
10 ⑭政治と憲法１ 担当者発表、討論
11 ⑭政治と憲法２ 本文の読解と解説
12 ⑮多文化共生社会１ 担当者発表、討論
13 ⑮多文化共生社会２ 本文の読解と解説
14 期末試験とまとめ 試験・解説
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
自作教材を使用する。
【参考書】
佐々木瑞枝（2017）『クローズアップ日本事情15―日本語で学ぶ社会と文化』
ジャパンタイムズ
【成績評価の方法と基準】
平常点 (30％)、発表 (30％)、課題 (10％)、小テスト (10％)、定期試験 (20％)
をもとにして、総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
学生同士の意見交換の機会をなるべく多く取りたいと思う。
【学生が準備すべき機器他】
授業の連絡や課題の提出は、「Google Classroom」を利用する。
【Outline (in English)】
On this course you will learn the Japanese you need to study effectively
in an academic environment. You will learn how to study effectively,
using two skills, speaking and listening. Before/after each class meeting,
students will be expected to spend two hours to understand the course
content. Your overall grade in the class will be decided based on
the following: Term-end examination: 20%, Short Reports and Short
Exams: 20%, Presentation: 30%, in class contribution: 30%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANj100IA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語2-Ⅱ

VICKY A RICHINGS

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／1単位
曜日・時限：水3/Wed.3
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目では、大学の学びに必要な口頭表現力を養う。また、発表と
質疑応答を通して、他者と話し合う力を伸ばす。合わせて、発音練
習も行う。

【到達目標】
①現代日本のトピックについて書かれたテキストを読み、要点を理
解することができる。
②引用部分と自分の意見を明確に分けて、発表することができる。
③発表を聞いて、質疑応答ができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
本科目は、受講生による発表と討論を中心に進める。聞き手を説得
するためには、どのような話し方をする必要があるのかを発表と討
論を通じて学ぶ。課題については、授業で解説を行うとともに、個
別に添削を行う。なお、授業計画は授業の展開によって，若干の変
更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業の進め方の説明。
第2回 読解①「政治」から テーマについての基礎知識を学

ぶ。語彙と表現を学ぶ。
第3回 発表①「政治」から 受講生による発表。
第4回 ディスカッション①

「政治」から
ディスカッションをして報告書
を作成する。

第5回 読解②「経済」から テーマについての基礎知識を学
ぶ。語彙と表現を学ぶ。

第6回 発表②「経済」から 受講生による発表。
第7回 ディスカッション②

「経済」から
ディスカッションをして報告書
を作成する。

第8回 読解③「暮らし」から テーマについての基礎知識を学
ぶ。語彙と表現を学ぶ。

第9回 発表③「暮らし」から 受講生による発表。
第10回 ディスカッション③

「暮らし」から
ディスカッションをして報告書
を作成する。

第11回 読解④「社会・環境」
から

テーマについての基礎知識を学
ぶ。語彙と表現を学ぶ。

第12回 発表④「社会・環境」
から

受講生による発表。

第13回 ディスカッション④
「社会・環境」から

ディスカッションをして報告書
を作成する。

第14回 読解⑤「国際」から テーマについての基礎知識を学
ぶ。語彙と表現を学ぶ。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は合わせて1時間を標準とする。受講
生は、教科書の予習と復習、発表の準備等に取り組む。

【テキスト（教科書）】
日本ニュース時事能力検定協会監修『2025年度版ニュース検定公式
テキスト&問題集「時事力」基礎編 (３・４級対応)』毎日新聞出版

発売日：2025年3月7日（金）
価格：1,430円（税抜価格1,300円）
※こちらの書籍は毎年刊行されます。使用するのは2025年度版です。

【参考書】
大久保雅子他（2012）『シャドーイングで日本語発音レッスン』ス
リーエーネットワーク　1,540円（税込み）
犬飼康弘（2007）『聴解・発表ワークブック』スリーエーネットワー
ク　2,500円（税抜）
その他は授業内で適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点30％、発表30％、小テスト20％、課題等提出物（期末レポー
トも含む）20％

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【Outline (in English)】
This course is designed for learners of Japanese and aims to
develop their academic language proficiency and presentation
skills. Students will engage in communication activities and
pronunciation practice to enhance their communication skills.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANj200IA（日本語 / Japanese language education 200）

日本語3-Ⅰ

瀬戸　彩子

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／1単
位
曜日・時限：金1/Fri.1
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目では、論証型のレポートの作成方法と目的・場面に応じた文
書の作成方法を学ぶ。

【到達目標】
①論理的なレポートを作成することができる。
②メール等、目的・場面に応じた適切な文書を作成することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
受講生は、事前課題に取り組んだうえで授業に参加する。授業では
講義を聞いたり受講生同士で話し合ったりし、事後課題として文書
作成に取り組む。課題については、教員が授業で解説を行うととも
に個別に添削を行う。なお、授業計画については、授業の展開によ
り若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション

文章の種類
授業の進め方を知る。目的別の
文章の種類について学ぶ。

第2回 文章の構成 パラグラフ・ライテイングで文
章を書く。

第3回 レポートの作成①
テーマ探し

レポートのテーマを決める。

第4回 文章の書き方①ナラ
ティブ

活動を報告する文を書く。

第5回 文章の書き方②描写 事物を描写する文章を書く。
第6回 文章の書き方③説明 読み手が知らない事柄を説明す

る文章を書く。
第7回 文章の書き方④比

較・対照
事物を比較・対照する文章を書
く。

第8回 文章の書き方⑤図表
の説明

図表の説明を書く。

第9回 レポート作成②アウ
トラインの検討

アウトラインを検討する。

第10回 レポートの作成③論
証

自分の主張を論証する。

第11回 レポートの作成④背
景説明と引用

問題の背景を丁寧に説明する。
適切に引用を入れる。

第12回 文章の書き方⑥メー
ル・手紙の書き方

メール文を作成する。

第13回 レポート作成⑤レ
ポートの執筆

レポートを執筆する。

第14回 レポートの作成⑥レ
ポートを読み合う

完成したレポートを読み合い、
修正点を検討する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
田中真理・阿部新（2014）『Good Writingへのパスポート』くろし
お出版（2,000円税抜き）

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点20％、課題等提出物20％、小テスト20％、期末レポート40％

【学生の意見等からの気づき】
「課題が多かった」、「ペア・グループでの意見交換の時間がもっと欲
しい」等の意見をもらいました。受講生の声を聞きながら進めてい
きたいと思います。

【学生が準備すべき機器他】
授業中に資料を参照・検索したり、文章を書いたりする時間を設け
るので、パソコンやタブレット、スマートフォンなどの機器を持参
してください。

【その他の重要事項】
本科目は、外国人留学生のみ受講可。

【Outline (in English)】
This course will feature strategies for writing coherent and
academically supported essays in Japanese based on texts
related to academic topics presented in class. The course
will be based on a combination of lectures, class discussions
about topics, and peer responses. By the end of the course,
students are expected to compose coherent and academically
supported essays and read and critique essays. Your required
study time is at least one hour for each class meeting.
Grading will be decided based on usual performance score20％,
assignments20％, quizes20%, and term-end reports 40%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANj200IA（日本語 / Japanese language education 200）

日本語3-Ⅰ

瀬戸　彩子

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／1単
位
曜日・時限：金2/Fri.2
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目では、論証型のレポートの作成方法と目的・場面に応じた文
書の作成方法を学ぶ。

【到達目標】
①論理的なレポートを作成することができる。
②メール等、目的・場面に応じた適切な文書を作成することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
受講生は、事前課題に取り組んだうえで授業に参加する。授業では
講義を聞いたり受講生同士で話し合ったりし、事後課題として文書
作成に取り組む。課題については、教員が授業で解説を行うととも
に個別に添削を行う。なお、授業計画については、授業の展開によ
り若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション

文章の種類
授業の進め方を知る。目的別の
文章の種類について学ぶ。

第2回 文章の構成 パラグラフ・ライテイングで文
章を書く。

第3回 レポートの作成①
テーマ探し

レポートのテーマを決める。

第4回 文章の書き方①ナラ
ティブ

活動を報告する文を書く。

第5回 文章の書き方②描写 事物を描写する文章を書く。
第6回 文章の書き方③説明 読み手が知らない事柄を説明す

る文章を書く。
第7回 文章の書き方④比

較・対照
事物を比較・対照する文章を書
く。

第8回 文章の書き方⑤図表
の説明

図表の説明を書く。

第9回 レポート作成②アウ
トラインの検討

アウトラインを検討する。

第10回 レポートの作成③論
証

自分の主張を論証する。

第11回 レポートの作成④背
景説明と引用

問題の背景を丁寧に説明する。
適切に引用を入れる。

第12回 文章の書き方⑥メー
ル・手紙の書き方

メール文を作成する。

第13回 レポート作成⑤レ
ポートの執筆

レポートを執筆する。

第14回 レポートの作成⑥レ
ポートを読み合う

完成したレポートを読み合い、
修正点を検討する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
田中真理・阿部新（2014）『Good Writingへのパスポート』くろし
お出版（2,000円税抜き）

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点20％、課題等提出物20％、小テスト20％、期末レポート40％

【学生の意見等からの気づき】
「課題が多かった」、「ペア・グループでの意見交換の時間がもっと欲
しい」等の意見をもらいました。受講生の声を聞きながら進めてい
きたいと思います。

【学生が準備すべき機器他】
授業中に資料を参照・検索したり、文章を書いたりする時間を設け
るので、パソコンやタブレット、スマートフォンなどの機器を持参
してください。

【その他の重要事項】
本科目は、外国人留学生のみ受講可。

【Outline (in English)】
This course will feature strategies for writing coherent and
academically supported essays in Japanese based on texts
related to academic topics presented in class. The course
will be based on a combination of lectures, class discussions
about topics, and peer responses. By the end of the course,
students are expected to compose coherent and academically
supported essays and read and critique essays. Your required
study time is at least one hour for each class meeting.
Grading will be decided based on usual performance score20％,
assignments20％, quizes20%, and term-end reports 40%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANj200IA（日本語 / Japanese language education 200）

日本語3-Ⅰ

安達　万里江

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／1単
位
曜日・時限：金2/Fri.2
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目では、論証型のレポートの作成方法と目的・場面に応じた文
書の作成方法を学ぶ。

【到達目標】
①論理的なレポートを作成することができる。
②メール等、目的・場面に応じた適切な文書を作成することができる。
③レポート作成のために必要な資料を読み理解することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
対面と法政大学Hoppiiの併用で授業を進める。まず、テキスト等で
さまざまな文章の書き方についての資料を読み、文章を書いて授業
後に提出。次に、その文章をグループで発表し、ピアレスポンスを
行う。期末レポートは、論証型のレポートとする。提出した文章の
相互評価・自己評価を行い、ポートフォリオを作成する。学習した
内容についての小テストを適宜行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション

　自己紹介、ミニプ
レゼンテーション準
備

1年間のクラス目標、テキスト・
参考文献、授業概要等について
知る。次週のミニプレゼンの準
備。

第2回 グループワーク・発
表①プレゼンテー
ション

今後の円滑なピア活動のため、
グループでミニプレゼンを行い、
概要をクラスで共有する。

第3回 Ⅰ　Good　Writing
を目指そう　文章の
構成

文章全体の構成（マクロ構成）、
パラグラフ内の構成（ミクロ構
成）について学ぶ。

第4回 Ⅱ　パラグラフライ
ティング①ナラティ
ブ　＊小テスト①
（パートⅠ）

自分について語るナラティブの
ポイントを学び、テーマを一つ
選択し執筆する。パートⅠの小
テスト。

第5回 Ⅱ　パラグラフライ
ティング②　発表②
ナラティブの文章

ナラティブの文章をグループで
発表、相互評価、自己評価を行
う。

第6回 Ⅱ　パラグラフライ
ティング③　説明　
（「手順・定義」「比
較・例示」「原因・結
果」）

「説明モード」の文章の書き方に
ついて、構成、メタ言語等を学
び、テーマを一つ選んで執筆す
る。

第7回 Ⅱ　パラグラフライ
ティング④　発表③
説明モードの文章

「説明モード」の文章をグループ
で発表、相互評価、自己評価を
行う。

第8回 Ⅲ　リサーチペー
パー①「論証」「リ
サーチペーパーの作
成手順」＊小テスト
②（パートⅡ）

論証モードの文章、リサーチ
ペーパーの構成について学ぶ。
パートⅡの小テスト。

第9回 Ⅲ　リサーチペー
パー②発想法、情報
収集、アウトライン

期末レポートのテーマを考え、
情報収集しアウトライン概要
（５文程度）を書く。

第10回 Ⅲ　リサーチパー
パー③　発表④アウ
トライン、引用資料
の報告　

レポートのアウトライン、引用
資料についてグループで発表、
相互評価、自己評価を行う。

第11回 Ⅲ　リサーチペー
パー④　執筆　「主
張と根拠」
＊

レポートの主張と根拠の書き方
を学ぶ。
アウトラインをもとに執筆する。

第12回 Ⅲ　リサーチペー
パー⑤　執筆　「引
用の仕方」「序論と
本論」
、

引用の表現を学ぶ。参考文献リ
ストを作成する。

第13回 Ⅲ　リサーチペー
パー⑥　ピアレスポ
ンス１　＊小テスト
3（パートⅢ）

完成したレポートを読み合い、
修正点を検討する。パートⅢの
小テスト。

第14回 Ⅲ　リサーチペー
パー⑦　ピアレスポ
ンス２、春学期振り
返り

完成したレポートを読み合い、
修正点を検討する。春学期の振
り返りを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業外でも積極的に日本語の文章・映像等の多読・多聴にチャレン
ジすることが望ましい。テキストや資料の予習・復習、さまざまな
文章表現の課題等を宿題とする。本授業の準備学習・復習時間は合
わせて2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
田中真理／阿部新（2014）『Good　Writingへのパスポート　読み手
と構成を意識した日本語ライティング』（くろしお出版、￥2000＋税）

【参考書】
・近藤裕子他（2019）『失敗から学ぶ大学生のレポート作成法』ひ
つじ書房、・深澤のぞみ他（2018）『21世紀のカレッジ・ジャパニー
ズ　大学生のための日本語で読み解き、伝えるスキル』国書刊行会
など。

【成績評価の方法と基準】
授業参加度20％，課題等提出物20％，小テスト20％、期末レポー
ト40％

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません

【学生が準備すべき機器他】
各自PCまたはタブレット端末を持参してください

【その他の重要事項】
学生の人数および授業の進行に応じて授業計画を調整する場合があ
ります

【Outline (in English)】
This course will feature strategies for writing coherent and
academically supported essays in Japanese based on texts
related to academic topics presented in class. The course will
be based on a combination of lectures, class discussions about
topics, and peer responses. By the end of the course, students
are expected to compose coherent and academically supported
essays and read and critique essays. Feedback on assignments
submitted by students will be provided in class or through the
learning management system. Your required study time is at
least one hour for each class meeting. Grading will be decided
based on usual performance score20 ％, assignments20 ％,
quizes20%, and term-end reports 40%.

— 86 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANj200IA（日本語 / Japanese language education 200）

日本語3-Ⅰ

安達　万里江

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／1単
位
曜日・時限：金3/Fri.3
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目では、論証型のレポートの作成方法と目的・場面に応じた文
書の作成方法を学ぶ。こちらの科目は外国人留学生のみ受講できる
授業である。

【到達目標】
①論理的なレポートを作成することができる。
②メール等、目的・場面に応じた適切な文書を作成することができる。
③レポート作成のために必要な資料を読み理解することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
対面と法政大学Hoppiiの併用で授業を進める。まず、テキスト等で
さまざまな文章の書き方についての資料を読み、文章を書いて授業
後に提出。次に、その文章をグループで発表し、ピアレスポンスを
行う。期末レポートは、論証型のレポートとする。提出した文章の
相互評価・自己評価を行い、ポートフォリオを作成する。学習した
内容についての小テストを適宜行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション

　自己紹介、ミニプ
レゼンテーション準
備

1年間のクラス目標、テキスト・
参考文献、授業概要等について
知る。次週のミニプレゼンの準
備。

第2回 グループワーク・発
表①プレゼンテー
ション

今後の円滑なピア活動のため、
グループでミニプレゼンを行い、
概要をクラスで共有する。

第3回 Ⅰ　Good　Writing
を目指そう　文章の
構成

文章全体の構成（マクロ構成）、
パラグラフ内の構成（ミクロ構
成）について学ぶ。

第4回 Ⅱ　パラグラフライ
ティング①ナラティ
ブ　＊小テスト①
（パートⅠ）

自分について語るナラティブの
ポイントを学び、テーマを一つ
選択し執筆する。パートⅠの小
テスト。

第5回 Ⅱ　パラグラフライ
ティング②　発表②
ナラティブの文章

ナラティブの文章をグループで
発表、相互評価、自己評価を行
う。

第6回 Ⅱ　パラグラフライ
ティング③　説明　
（「手順・定義」「比
較・例示」「原因・結
果」）

「説明モード」の文章の書き方に
ついて、構成、メタ言語等を学
び、テーマを一つ選んで執筆す
る。

第7回 Ⅱ　パラグラフライ
ティング④　発表③
説明モードの文章

「説明モード」の文章をグループ
で発表、相互評価、自己評価を
行う。

第8回 Ⅲ　リサーチペー
パー①「論証」「リ
サーチペーパーの作
成手順」＊小テスト
②（パートⅡ）

論証モードの文章、リサーチ
ペーパーの構成について学ぶ。
パートⅡの小テスト。

第9回 Ⅲ　リサーチペー
パー②発想法、情報
収集、アウトライン

期末レポートのテーマを考え、
情報収集しアウトライン概要
（５文程度）を書く。

第10回 Ⅲ　リサーチパー
パー③　発表④アウ
トライン、引用資料
の報告　

レポートのアウトライン、引用
資料についてグループで発表、
相互評価、自己評価を行う。

第11回 Ⅲ　リサーチペー
パー④　執筆　「主
張と根拠」
＊

レポートの主張と根拠の書き方
を学ぶ。
アウトラインをもとに執筆する。

第12回 Ⅲ　リサーチペー
パー⑤　執筆　「引
用の仕方」「序論と
本論」
、

引用の表現を学ぶ。参考文献リ
ストを作成する。

第13回 Ⅲ　リサーチペー
パー⑥　ピアレスポ
ンス１　＊小テスト
3（パートⅢ）

完成したレポートを読み合い、
修正点を検討する。パートⅢの
小テスト。

第14回 Ⅲ　リサーチペー
パー⑦　ピアレスポ
ンス２、春学期振り
返り

完成したレポートを読み合い、
修正点を検討する。春学期の振
り返りを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業外でも積極的に日本語の文章・映像等の多読・多聴にチャレン
ジすることが望ましい。テキストや資料の予習・復習、さまざまな
文章表現の課題等を宿題とする。本授業の準備学習・復習時間は合
わせて2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
田中真理／阿部新（2014）『Good　Writingへのパスポート　読み手
と構成を意識した日本語ライティング』（くろしお出版、￥2000＋税）

【参考書】
・近藤裕子他（2019）『失敗から学ぶ大学生のレポート作成法』ひ
つじ書房、・深澤のぞみ他（2018）『21世紀のカレッジ・ジャパニー
ズ　大学生のための日本語で読み解き、伝えるスキル』国書刊行会
など。

【成績評価の方法と基準】
授業参加度20％，課題等提出物20％，小テスト20％、期末レポー
ト40％

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません

【学生が準備すべき機器他】
各自PCまたはタブレット端末を持参してください

【その他の重要事項】
学生の人数および授業の進行に応じて授業計画を調整する場合があ
ります

【Outline (in English)】
This course will feature strategies for writing coherent and
academically supported essays in Japanese based on texts
related to academic topics presented in class. The course will
be based on a combination of lectures, class discussions about
topics, and peer responses. By the end of the course, students
are expected to compose coherent and academically supported
essays and read and critique essays. Feedback on assignments
submitted by students will be provided in class or through the
learning management system. Your required study time is at
least one hour for each class meeting. Grading will be decided
based on usual performance score20 ％, assignments20 ％,
quizes20%, and term-end reports 40%.
This course is open only to international students.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANj200IA（日本語 / Japanese language education 200）

日本語3-Ⅱ

瀬戸　彩子

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2年次／1単位
曜日・時限：金1/Fri.1
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目では、論理的に話す力を養う。ニュース、新聞、専門の書籍
等から情報をまとめ、論理的に自分の考えを発表する力を養う。

【到達目標】
①時事問題や専門分野等についての情報をまとめることができる。
②時事問題や専門分野等ついて、問いを立て、自分の意見を発表す
ることができる。
③時事問題や専門分野等について、討論をしたり、質疑応答をした
りできる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
本科目は、受講生の発表を中心に進める。各自、テーマを設定し情
報を収集し発表する。課題については教員が授業で解説を行うとと
もに個別に添削する。なお、授業計画については授業の展開により、
若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション

／
分かりやすい発表と
は

わかりやすい発表、論理的な発
表とはどのようなものかを考え
る。

第2回 図表の説明の仕方 発表の際の図表の説明の方法を
学ぶ。

第3回 主張と根拠の述べ方 発表の際の主張と根拠の述べ方
を学ぶ。

第4回 発表のテーマの検討 発表のテーマを検討する。
第5回 発表①図表の説明 受講生による発表。
第6回 発表②図表の説明 受講生による発表。
第7回 発表の構成と質疑応

答の表現
発表の構成と質疑応答の表現を
学ぶ。

第8回 発表③受講生の設定
したテーマ

受講生による発表。

第9回 発表④受講生の設定
したテーマ

受講生による発表。

第10回 発表⑤受講生の設定
したテーマ

受講生による発表。

第11回 発表⑥受講生の設定
したテーマ

受講生による発表。

第12回 発表⑦受講生の設定
したテーマ

受講生による発表。

第13回 発表⑧受講生の設定
したテーマ

受講生による発表。

第14回 まとめとレポートの
作成

発表の振り返りを行い、この授
業での学びをレポートにまとめ
る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
適宜、資料を配布する。

【参考書】
仁科浩美『留学生のための考えを伝えあうプレゼンテーション』(2020)
くろしお出版

【成績評価の方法と基準】
平常点20％、発表40％、課題等提出物（期末レポートを含む）40％

【学生の意見等からの気づき】
発表テーマ設定や、発表原稿・スライドへの引用が難しいと感じる
受講生が多かったようです。受講生の様子を見て、これらの練習や
活動の時間を増やしたいと思います。

【学生が準備すべき機器他】
授業中に資料を参照・検索したり、文章を書いたりする時間を設け
るので、パソコンやタブレット、スマートフォンなどの機器を持参
してください。

【その他の重要事項】
本科目は、外国人留学生のみ受講可。

【Outline (in English)】
This course will describe strategies for composing a coherent
oral presentation based on texts related to academic topics
presented in class. The course will be based on a combination of
oral presentations by students, class discussions, and lectures.
By the end of the course, students are expected to formulate
coherent and academically supported oral presentations, and
provide critical comments to presentations. Your required
study time is at least one hour for each class meeting.
Grading will be decided based on usual performance score20％,
presentations40%, and assignments40％.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANj200IA（日本語 / Japanese language education 200）

日本語3-Ⅱ

瀬戸　彩子

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2年次／1単位
曜日・時限：金2/Fri.2
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目では、論理的に話す力を養う。ニュース、新聞、専門の書籍
等から情報をまとめ、論理的に自分の考えを発表する力を養う。

【到達目標】
①時事問題や専門分野等についての情報をまとめることができる。
②時事問題や専門分野等ついて、問いを立て、自分の意見を発表す
ることができる。
③時事問題や専門分野等について、討論をしたり、質疑応答をした
りできる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
本科目は、受講生の発表を中心に進める。各自、テーマを設定し情
報を収集し発表する。課題については教員が授業で解説を行うとと
もに個別に添削する。なお、授業計画については授業の展開により、
若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション

／
分かりやすい発表と
は

わかりやすい発表、論理的な発
表とはどのようなものかを考え
る。

第2回 図表の説明の仕方 発表の際の図表の説明の方法を
学ぶ。

第3回 主張と根拠の述べ方 発表の際の主張と根拠の述べ方
を学ぶ。

第4回 発表のテーマの検討 発表のテーマを検討する。
第5回 発表①図表の説明 受講生による発表。
第6回 発表②図表の説明 受講生による発表。
第7回 発表の構成と質疑応

答の表現
発表の構成と質疑応答の表現を
学ぶ。

第8回 発表③受講生の設定
したテーマ

受講生による発表。

第9回 発表④受講生の設定
したテーマ

受講生による発表。

第10回 発表⑤受講生の設定
したテーマ

受講生による発表。

第11回 発表⑥受講生の設定
したテーマ

受講生による発表。

第12回 発表⑦受講生の設定
したテーマ

受講生による発表。

第13回 発表⑧受講生の設定
したテーマ

受講生による発表。

第14回 まとめとレポートの
作成

発表の振り返りを行い、この授
業での学びをレポートにまとめ
る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
適宜、資料を配布する。

【参考書】
仁科浩美『留学生のための考えを伝えあうプレゼンテーション』(2020)
くろしお出版

【成績評価の方法と基準】
平常点20％、発表40％、課題等提出物（期末レポートを含む）40％

【学生の意見等からの気づき】
発表テーマ設定や、発表原稿・スライドへの引用が難しいと感じる
受講生が多かったようです。受講生の様子を見て、これらの練習や
活動の時間を増やしたいと思います。

【学生が準備すべき機器他】
授業中に資料を参照・検索したり、文章を書いたりする時間を設け
るので、パソコンやタブレット、スマートフォンなどの機器を持参
してください。

【その他の重要事項】
本科目は、外国人留学生のみ受講可。

【Outline (in English)】
This course will describe strategies for composing a coherent
oral presentation based on texts related to academic topics
presented in class. The course will be based on a combination of
oral presentations by students, class discussions, and lectures.
By the end of the course, students are expected to formulate
coherent and academically supported oral presentations, and
provide critical comments to presentations. Your required
study time is at least one hour for each class meeting.
Grading will be decided based on usual performance score20％,
presentations40%, and assignments40％.

— 89 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANj200IA（日本語 / Japanese language education 200）

日本語3-Ⅱ

安達　万里江

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2年次／1単位
曜日・時限：金2/Fri.2
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目では、論理的に話す力を養う。ニュース、新聞、専門の書籍
等から情報をまとめ、論理的に自分の考えを発表する力を養う。

【到達目標】
①時事問題や専門分野等についての情報をまとめることができる。
②時事問題や専門分野等ついて、問いを立て、自分の意見を発表す
ることができる。
③時事問題や専門分野等について、討論をしたり、質疑応答をした
りできる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
この授業では、情報のわかりやすい伝え方等の口頭表現の技術を学
んだ後で、クラスでプレゼンテーションを行い、振り返りを行う。受
講生は、期末プレゼンテーションに向けて、問いを立て、計画的に
情報収集し、スライド及び発表原稿を作成、発表の準備を行う。ま
たクラスメートの発表の際は、司会進行・質問・コメント等を積極
的に行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション

発表準備（発表テー
マを考える）

わかりやすい発表、論理的な発
表とはどのようなものかを考え
る、発表①を準備する。

第2回 情報のまとめ方と伝
え方　発表①テーマ
案についてのミニプ
レゼン

情報をまとめて他者に伝える　
課題1についてグループでミニ
プレゼンを行う。

第3回 発表②意見とその理
由について説明する

身近な問題とその理由を他者に
伝え、他者に質問するアクティ
ビティを行う。

第4回 プレゼンテーション
の準備（アウトライ
ン作成）

プレゼンテーションの実例から
発表の実際を知り、自分のプレ
ゼンテーションのアウトライン
を作成する。

第5回 発表③　プレゼン
テーションのアウト
ライン検討

プレゼンテーションのアウトラ
インについて発表し、改善点を
検討する。

第6回 プレゼンのコツと
は？、スライド案、
発表原稿案作成

プレゼンのコツについての資料
を視聴し、スライド案を作成す
る。

第7回 発表④　スライド案
検討

グループでスライド案を発表し、
改善点を検討する。発表原稿を
執筆する。

第8回 発表⑤　発表練習、
質疑応答の練習

質疑応答の方法を学び、練習す
る。発表原稿、スライドを完成
し発表練習する。

第9回 受講生によるプレゼ
ンテーション①

受講生による発表と質疑応答、
相互評価、自己評価を行う

第10回 受講生によるプレゼ
ンテーション②

受講生による発表と質疑応答、
相互評価、自己評価を行う

第11回 受講生によるプレゼ
ンテーション③

受講生による発表と質疑応答、
相互評価、自己評価を行う

第12回 受講生によるプレゼ
ンテーション④

受講生による発表と質疑応答、
相互評価、自己評価を行う。

第13回 受講生によるプレゼ
ンテーション⑤

受講生による発表と質疑応答、
相互評価、自己評価を行う。

第14回 まとめと振り返り 発表の振り返りを行い、この授
業での学びを振り返りシートに
まとめる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
読解資料、聴解資料の語彙や表現については、自分でノートにまと
める等、随時、予習・復習を行うこと。プレゼンテーションのスラ
イド作成、発表原稿作成などは宿題とすることもある。本授業の準
備学習・復習時間は合わせて2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
指定しない。必要に応じて資料・タスクシートを配付する。

【参考書】
仁科浩美『留学生のための考えを伝え合うプレゼンテーション』く
ろしお出版、2020、など。

【成績評価の方法と基準】
平常点20％，課題等提出物40％，期末プレゼンテーション40％

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません

【学生が準備すべき機器他】
各自PCまたはタブレット端末を持参してください

【その他の重要事項】
学生の人数および授業の進行に応じて授業計画を調整する場合があ
ります

【Outline (in English)】
This course will describe strategies for composing a coherent
oral presentation based on texts related to academic topics
presented in class. The course will be based on a combination of
oral presentations by students, class discussions, and lectures.
By the end of the course, students are expected to formulate
coherent and academically supported oral
presentations, and provide critical comments to presentations.
Feedback on presentations by students will be provided in
class. Your required study time is at least one hour for
each class meeting. Grading will be decided based on
usual performance score20％, assignments40％, and term-end
presentation40%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANj200IA（日本語 / Japanese language education 200）

日本語3-Ⅱ

安達　万里江

カテゴリ：外国語科目・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2年次／1単位
曜日・時限：金3/Fri.3
備考（履修条件等）：留学生のみ履修可能
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目では、論理的に話す力を養う。ニュース、新聞、専門の書籍
等から情報をまとめ、論理的に自分の考えを発表する力を養う。
こちらの科目は外国人留学生のみ受講できる授業である。

【到達目標】
①時事問題や専門分野等についての情報をまとめることができる。
②時事問題や専門分野等ついて、問いを立て、自分の意見を発表す
ることができる。
③時事問題や専門分野等について、討論をしたり、質疑応答をした
りできる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
この授業では、情報のわかりやすい伝え方等の口頭表現の技術を学
んだ後で、クラスでプレゼンテーションを行い、振り返りを行う。受
講生は、期末プレゼンテーションに向けて、問いを立て、計画的に
情報収集し、スライド及び発表原稿を作成、発表の準備を行う。ま
たクラスメートの発表の際は、司会進行・質問・コメント等を積極
的に行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション

発表準備（発表テー
マを考える）

わかりやすい発表、論理的な発
表とはどのようなものかを考え
る、発表①を準備する。

第2回 情報のまとめ方と伝
え方　発表①テーマ
案についてのミニプ
レゼン

情報をまとめて他者に伝える　
課題1についてグループでミニ
プレゼンを行う。

第3回 発表②意見とその理
由について説明する

身近な問題とその理由を他者に
伝え、他者に質問するアクティ
ビティを行う。

第4回 プレゼンテーション
の準備（アウトライ
ン作成）

プレゼンテーションの実例から
発表の実際を知り、自分のプレ
ゼンテーションのアウトライン
を作成する。

第5回 発表③　プレゼン
テーションのアウト
ライン検討

プレゼンテーションのアウトラ
インについて発表し、改善点を
検討する。

第6回 プレゼンのコツと
は？、スライド案、
発表原稿案作成

プレゼンのコツについての資料
を視聴し、スライド案を作成す
る。

第7回 発表④　スライド案
検討

グループでスライド案を発表し、
改善点を検討する。発表原稿を
執筆する。

第8回 発表⑤　発表練習、
質疑応答の練習

質疑応答の方法を学び、練習す
る。発表原稿、スライドを完成
し発表練習する。

第9回 受講生によるプレゼ
ンテーション①

受講生による発表と質疑応答、
相互評価、自己評価を行う

第10回 受講生によるプレゼ
ンテーション②

受講生による発表と質疑応答、
相互評価、自己評価を行う

第11回 受講生によるプレゼ
ンテーション③

受講生による発表と質疑応答、
相互評価、自己評価を行う

第12回 受講生によるプレゼ
ンテーション④

受講生による発表と質疑応答、
相互評価、自己評価を行う。

第13回 受講生によるプレゼ
ンテーション⑤

受講生による発表と質疑応答、
相互評価、自己評価を行う。

第14回 まとめと振り返り 発表の振り返りを行い、この授
業での学びを振り返りシートに
まとめる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
読解資料、聴解資料の語彙や表現については、自分でノートにまと
める等、随時、予習・復習を行うこと。プレゼンテーションのスラ
イド作成、発表原稿作成などは宿題とすることもある。本授業の準
備学習・復習時間は合わせて2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
指定しない。必要に応じて資料・タスクシートを配付する。

【参考書】
仁科浩美『留学生のための考えを伝え合うプレゼンテーション』く
ろしお出版、2020、など。

【成績評価の方法と基準】
平常点20％，課題等提出物40％，期末プレゼンテーション40％

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません

【学生が準備すべき機器他】
各自PCまたはタブレット端末を持参してください

【その他の重要事項】
学生の人数および授業の進行に応じて授業計画を調整する場合があ
ります

【Outline (in English)】
This course will describe strategies for composing a coherent
oral presentation based on texts related to academic topics
presented in class. The course will be based on a combination of
oral presentations by students, class discussions, and lectures.
By the end of the course, students are expected to formulate
coherent and academically supported oral
presentations, and provide critical comments to presentations.
Feedback on presentations by students will be provided in
class. Your required study time is at least one hour for
each class meeting. Grading will be decided based on
usual performance score20％, assignments40％, and term-end
presentation40%.
This course is open only to international students.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

BSP100IA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
100）

スポーツ健康学入門

安藤　正志

カテゴリ：視野形成科目（必修）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／2単
位
曜日・時限：火1/Tue.1
備考（履修条件等）：（　）カッコ内アルファベットはクラスを示
しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ健康学入門は大学生として知っておかなければならない基本的な知
識やスキル、研究倫理について学習する。クラス毎講習では、学生間のかか
わりを強め、学びのコミュニティを形成する。
【到達目標】
大学において自主的・主体的に学ぶために不可欠な以下のスタディ・スキル
を身につける：
（1）レポートの書き方
（2）ディスカッションの方法
（3）研究倫理
（4）レジュメの作成方法
（5）プレゼンテーションの方法
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は原則対面で行う。またクラス毎講習と全クラス合同の講義で構成され
る。新型コロナウイルス感染拡大などの社会情勢により、授業計画、演習の
方法、成績評価の方法を変更する可能性がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス（クラス毎講

習）
自己紹介・これからの講義の進め方・
求められる姿勢について。

2 栄養（全体講習） スポーツと栄養、スポーツ選手の栄
養サポートについて学ぶ。

3 メディカルチェック・体
力測定（全体講習）

メディカルチェックと体力測定の
フィードバックを行う。

4 飲酒・薬物（全体講習） 大学生としての飲酒に対する考え方、
行動、薬物の理解、対処法について
学ぶ。

5 教育と研究（研究倫理教
育）（全体講習）

各コース（スポーツコーチング、ス
ポーツビジネス、ヘルスデザイン）
における学びと研究法および研究倫
理について理解を深める。

6 進路・就職活動について
（全体講習）

スポーツ健康学部の進路動向、ス
ポーツ健康学を活かした就職活動に
ついて（キャリアセンタースタッフ
による講習）

7 スポーツイベントとイ
ンターンシップ（全体講
習）

スポーツイベントの意義、開催の効
果、インターンシップへの準備と実
施でのマナーについて。

8 留学・院進学（全体講
習）

学部卒業後の進路、留学に関する情
報提供、大学院の概要について。

9 ディベートについて（ク
ラス別講習）

論拠とは何か、論理的対話・ディス
カッションについて、およびディ
ベートの技術論について学ぶ。

10 調査・研究とその倫理に
ついて（クラス別講習）

リサーチクエスチョンの立て方、先
行研究の総括、データベースや書誌・
資料検索、研究倫理および剽窃・盗
用について学ぶ。

11 レポート・論文の作成方
法（クラス別講習）

パラグラフライティング、論理的文
章の構成・作成方法、図表の作成方
法、引用・参照の方法について学ぶ。

12 プレゼンテーションと
は（クラス別講習）

プレゼンテーションの方法論・技術、
スライド作成アプリケーションの活
用方法について学ぶ。

13 プレゼンテーション（ク
ラス別講習）

各自のテーマでプレゼンテーション
を行う。

14 まとめ（クラス別講習） 春学期の学びを振り返り、身に付け
た基礎的なスタディスキルを秋学期
以降の学習に役立てることの重要性
を確認する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外の学習として、図書館の利用、レポートの作成、プレゼンテーショ
ンの準備などあり。本授業の準備学習・復習時間は各1時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
なし（授業ごとに都度、指示する）。
【参考書】
個別に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
全体講習は平常点（５点×８回＝４０点）する。クラス毎講習は各クラスの
課題（レポート、プレゼンテーションなど）に応じて６０点とする。
【学生の意見等からの気づき】
1年生が大学生活に適応できるよう、仲間づくりや大学での学びを少人数のク
ラス単位で支援する。
【学生が準備すべき機器他】
レポートを作成したり、プレゼンテーションの資料を作成したりするための
パソコンなどの端末、マイクロソフト・オフィス（ワード、エクセル、パワー
ポイント）などのアプリケーション。
【その他の重要事項】
授業の場所や内容が授業ごとに異なるので、毎週連絡事項を確認し、指示に
従うこと。
【Outline (in English)】
[Course outline] The purpose of this course is to learn the basic
knowledge, skills, and ethics in research as a university student. In
addition to academic gains, social relationships between the students
are also enhanced by a cooperative-learning environment.
[Learning objectives] The goal of the lecture is to acquire the skills of
writing a report, discussion, writing an academic abstract, and effective
presentation according to the guidelines of research ethics.
[Learning activities outside of classroom] Total hours for studying
outside of classroom is estimated to be 2 hours; 1 hour beforehand and
1 hour afterward.
[Grading criteria/policy] The grading will be determined on the basis
of in-class contribution (40%) and a report handed in and presentation
in the classroom (60%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

BSP100IA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
100）

スポーツ健康学入門

井上　尊寛

カテゴリ：視野形成科目（必修）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／2単
位
曜日・時限：火1/Tue.1
備考（履修条件等）：（　）カッコ内アルファベットはクラスを示
しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ健康学入門は大学生として知っておかなければならない基本的な知
識やスキル、研究倫理について学習する。クラス毎講習では、学生間のかか
わりを強め、学びのコミュニティを形成する。
【到達目標】
大学において自主的・主体的に学ぶために不可欠な以下のスタディ・スキル
を身につける：
（1）レポートの書き方
（2）ディスカッションの方法
（3）研究倫理
（4）レジュメの作成方法
（5）プレゼンテーションの方法
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は原則対面で行う。またクラス毎講習と全クラス合同の講義で構成され
る。新型コロナウイルス感染拡大などの社会情勢により、授業計画、演習の
方法、成績評価の方法を変更する可能性がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス（クラス毎講

習）
自己紹介・これからの講義の進め方・
求められる姿勢について。

2 栄養（全体講習） スポーツと栄養、スポーツ選手の栄
養サポートについて学ぶ。

3 メディカルチェック・体
力測定（全体講習）

メディカルチェックと体力測定の
フィードバックを行う。

4 飲酒・薬物（全体講習） 大学生としての飲酒に対する考え方、
行動、薬物の理解、対処法について
学ぶ。

5 教育と研究（研究倫理教
育）（全体講習）

各コース（スポーツコーチング、ス
ポーツビジネス、ヘルスデザイン）
における学びと研究法および研究倫
理について理解を深める。

6 進路・就職活動について
（全体講習）

スポーツ健康学部の進路動向、ス
ポーツ健康学を活かした就職活動に
ついて（キャリアセンタースタッフ
による講習）

7 スポーツイベントとイ
ンターンシップ（全体講
習）

スポーツイベントの意義、開催の効
果、インターンシップへの準備と実
施でのマナーについて。

8 留学・院進学（全体講
習）

学部卒業後の進路、留学に関する情
報提供、大学院の概要について。

9 ディベートについて（ク
ラス別講習）

論拠とは何か、論理的対話・ディス
カッションについて、およびディ
ベートの技術論について学ぶ。

10 調査・研究とその倫理に
ついて（クラス別講習）

リサーチクエスチョンの立て方、先
行研究の総括、データベースや書誌・
資料検索、研究倫理および剽窃・盗
用について学ぶ。

11 レポート・論文の作成方
法（クラス別講習）

パラグラフライティング、論理的文
章の構成・作成方法、図表の作成方
法、引用・参照の方法について学ぶ。

12 プレゼンテーションと
は（クラス別講習）

プレゼンテーションの方法論・技術、
スライド作成アプリケーションの活
用方法について学ぶ。

13 プレゼンテーション（ク
ラス別講習）

各自のテーマでプレゼンテーション
を行う。

14 まとめ（クラス別講習） 春学期の学びを振り返り、身に付け
た基礎的なスタディスキルを秋学期
以降の学習に役立てることの重要性
を確認する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外の学習として、図書館の利用、レポートの作成、プレゼンテーショ
ンの準備などあり。本授業の準備学習・復習時間は各1時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
なし（授業ごとに都度、指示する）。
【参考書】
個別に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
全体講習は平常点（５点×８回＝４０点）する。クラス毎講習は各クラスの
課題（レポート、プレゼンテーションなど）に応じて６０点とする。
【学生の意見等からの気づき】
1年生が大学生活に適応できるよう、仲間づくりや大学での学びを少人数のク
ラス単位で支援する。
【学生が準備すべき機器他】
レポートを作成したり、プレゼンテーションの資料を作成したりするための
パソコンなどの端末、マイクロソフト・オフィス（ワード、エクセル、パワー
ポイント）などのアプリケーション。
【その他の重要事項】
授業の場所や内容が授業ごとに異なるので、毎週連絡事項を確認し、指示に
従うこと。
【Outline (in English)】
[Course outline] The purpose of this course is to learn the basic
knowledge, skills, and ethics in research as a university student. In
addition to academic gains, social relationships between the students
are also enhanced by a cooperative-learning environment.
[Learning objectives] The goal of the lecture is to acquire the skills of
writing a report, discussion, writing an academic abstract, and effective
presentation according to the guidelines of research ethics.
[Learning activities outside of classroom] Total hours for studying
outside of classroom is estimated to be 2 hours; 1 hour beforehand and
1 hour afterward.
[Grading criteria/policy] The grading will be determined on the basis
of in-class contribution (40%) and a report handed in and presentation
in the classroom (60%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

BSP100IA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
100）

スポーツ健康学入門

片上　千恵

カテゴリ：視野形成科目（必修）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／2単
位
曜日・時限：火1/Tue.1
備考（履修条件等）：（　）カッコ内アルファベットはクラスを示
しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ健康学入門は大学生として知っておかなければならない基本的な知
識やスキル、研究倫理について学習する。クラス毎講習では、学生間のかか
わりを強め、学びのコミュニティを形成する。
【到達目標】
大学において自主的・主体的に学ぶために不可欠な以下のスタディ・スキル
を身につける：
（1）レポートの書き方
（2）ディスカッションの方法
（3）研究倫理
（4）レジュメの作成方法
（5）プレゼンテーションの方法
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は原則対面で行う。またクラス毎講習と全クラス合同の講義で構成され
る。新型コロナウイルス感染拡大などの社会情勢により、授業計画、演習の
方法、成績評価の方法を変更する可能性がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス（クラス毎講

習）
自己紹介・これからの講義の進め方・
求められる姿勢について。

2 栄養（全体講習） スポーツと栄養、スポーツ選手の栄
養サポートについて学ぶ。

3 メディカルチェック・体
力測定（全体講習）

メディカルチェックと体力測定の
フィードバックを行う。

4 飲酒・薬物（全体講習） 大学生としての飲酒に対する考え方、
行動、薬物の理解、対処法について
学ぶ。

5 教育と研究（研究倫理教
育）（全体講習）

各コース（スポーツコーチング、ス
ポーツビジネス、ヘルスデザイン）
における学びと研究法および研究倫
理について理解を深める。

6 進路・就職活動について
（全体講習）

スポーツ健康学部の進路動向、ス
ポーツ健康学を活かした就職活動に
ついて（キャリアセンタースタッフ
による講習）

7 スポーツイベントとイ
ンターンシップ（全体講
習）

スポーツイベントの意義、開催の効
果、インターンシップへの準備と実
施でのマナーについて。

8 留学・院進学（全体講
習）

学部卒業後の進路、留学に関する情
報提供、大学院の概要について。

9 ディベートについて（ク
ラス別講習）

論拠とは何か、論理的対話・ディス
カッションについて、およびディ
ベートの技術論について学ぶ。

10 調査・研究とその倫理に
ついて（クラス別講習）

リサーチクエスチョンの立て方、先
行研究の総括、データベースや書誌・
資料検索、研究倫理および剽窃・盗
用について学ぶ。

11 レポート・論文の作成方
法（クラス別講習）

パラグラフライティング、論理的文
章の構成・作成方法、図表の作成方
法、引用・参照の方法について学ぶ。

12 プレゼンテーションと
は（クラス別講習）

プレゼンテーションの方法論・技術、
スライド作成アプリケーションの活
用方法について学ぶ。

13 プレゼンテーション（ク
ラス別講習）

各自のテーマでプレゼンテーション
を行う。

14 まとめ（クラス別講習） 春学期の学びを振り返り、身に付け
た基礎的なスタディスキルを秋学期
以降の学習に役立てることの重要性
を確認する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外の学習として、図書館の利用、レポートの作成、プレゼンテーショ
ンの準備などあり。本授業の準備学習・復習時間は各1時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
なし（授業ごとに都度、指示する）。
【参考書】
個別に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
全体講習は平常点（５点×８回＝４０点）する。クラス毎講習は各クラスの
課題（レポート、プレゼンテーションなど）に応じて６０点とする。
【学生の意見等からの気づき】
1年生が大学生活に適応できるよう、仲間づくりや大学での学びを少人数のク
ラス単位で支援する。
【学生が準備すべき機器他】
レポートを作成したり、プレゼンテーションの資料を作成したりするための
パソコンなどの端末、マイクロソフト・オフィス（ワード、エクセル、パワー
ポイント）などのアプリケーション。
【その他の重要事項】
授業の場所や内容が授業ごとに異なるので、毎週連絡事項を確認し、指示に
従うこと。
【Outline (in English)】
[Course outline] The purpose of this course is to learn the basic
knowledge, skills, and ethics in research as a university student. In
addition to academic gains, social relationships between the students
are also enhanced by a cooperative-learning environment.
[Learning objectives] The goal of the lecture is to acquire the skills of
writing a report, discussion, writing an academic abstract, and effective
presentation according to the guidelines of research ethics.
[Learning activities outside of classroom] Total hours for studying
outside of classroom is estimated to be 2 hours; 1 hour beforehand and
1 hour afterward.
[Grading criteria/policy] The grading will be determined on the basis
of in-class contribution (40%) and a report handed in and presentation
in the classroom (60%).

— 94 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

BSP100IA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
100）

スポーツ健康学入門

笹澤　吉明

カテゴリ：視野形成科目（必修）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／2単
位
曜日・時限：火1/Tue.1
備考（履修条件等）：（　）カッコ内アルファベットはクラスを示
しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ健康学入門は大学生として知っておかなければならない基本的な知
識やスキル、研究倫理について学習する。クラス毎講習では、学生間のかか
わりを強め、学びのコミュニティを形成する。
【到達目標】
大学において自主的・主体的に学ぶために不可欠な以下のスタディ・スキル
を身につける：
（1）レポートの書き方
（2）ディスカッションの方法
（3）研究倫理
（4）レジュメの作成方法
（5）プレゼンテーションの方法
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は原則対面で行う。またクラス毎講習と全クラス合同の講義で構成され
る。新型コロナウイルス感染拡大などの社会情勢により、授業計画、演習の
方法、成績評価の方法を変更する可能性がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス（クラス毎講

習）
自己紹介・これからの講義の進め方・
求められる姿勢について。

2 栄養（全体講習） スポーツと栄養、スポーツ選手の栄
養サポートについて学ぶ。

3 メディカルチェック・体
力測定（全体講習）

メディカルチェックと体力測定の
フィードバックを行う。

4 飲酒・薬物（全体講習） 大学生としての飲酒に対する考え方、
行動、薬物の理解、対処法について
学ぶ。

5 教育と研究（研究倫理教
育）（全体講習）

各コース（スポーツコーチング、ス
ポーツビジネス、ヘルスデザイン）
における学びと研究法および研究倫
理について理解を深める。

6 進路・就職活動について
（全体講習）

スポーツ健康学部の進路動向、ス
ポーツ健康学を活かした就職活動に
ついて（キャリアセンタースタッフ
による講習）

7 スポーツイベントとイ
ンターンシップ（全体講
習）

スポーツイベントの意義、開催の効
果、インターンシップへの準備と実
施でのマナーについて。

8 留学・院進学（全体講
習）

学部卒業後の進路、留学に関する情
報提供、大学院の概要について。

9 ディベートについて（ク
ラス別講習）

論拠とは何か、論理的対話・ディス
カッションについて、およびディ
ベートの技術論について学ぶ。

10 調査・研究とその倫理に
ついて（クラス別講習）

リサーチクエスチョンの立て方、先
行研究の総括、データベースや書誌・
資料検索、研究倫理および剽窃・盗
用について学ぶ。

11 レポート・論文の作成方
法（クラス別講習）

パラグラフライティング、論理的文
章の構成・作成方法、図表の作成方
法、引用・参照の方法について学ぶ。

12 プレゼンテーションと
は（クラス別講習）

プレゼンテーションの方法論・技術、
スライド作成アプリケーションの活
用方法について学ぶ。

13 プレゼンテーション（ク
ラス別講習）

各自のテーマでプレゼンテーション
を行う。

14 まとめ（クラス別講習） 春学期の学びを振り返り、身に付け
た基礎的なスタディスキルを秋学期
以降の学習に役立てることの重要性
を確認する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外の学習として、図書館の利用、レポートの作成、プレゼンテーショ
ンの準備などあり。本授業の準備学習・復習時間は各1時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
なし（授業ごとに都度、指示する）。
【参考書】
個別に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
全体講習は平常点（５点×８回＝４０点）する。クラス毎講習は各クラスの
課題（レポート、プレゼンテーションなど）に応じて６０点とする。
【学生の意見等からの気づき】
1年生が大学生活に適応できるよう、仲間づくりや大学での学びを少人数のク
ラス単位で支援する。
【学生が準備すべき機器他】
レポートを作成したり、プレゼンテーションの資料を作成したりするための
パソコンなどの端末、マイクロソフト・オフィス（ワード、エクセル、パワー
ポイント）などのアプリケーション。
【その他の重要事項】
授業の場所や内容が授業ごとに異なるので、毎週連絡事項を確認し、指示に
従うこと。
【Outline (in English)】
[Course outline] The purpose of this course is to learn the basic
knowledge, skills, and ethics in research as a university student. In
addition to academic gains, social relationships between the students
are also enhanced by a cooperative-learning environment.
[Learning objectives] The goal of the lecture is to acquire the skills of
writing a report, discussion, writing an academic abstract, and effective
presentation according to the guidelines of research ethics.
[Learning activities outside of classroom] Total hours for studying
outside of classroom is estimated to be 2 hours; 1 hour beforehand and
1 hour afterward.
[Grading criteria/policy] The grading will be determined on the basis
of in-class contribution (40%) and a report handed in and presentation
in the classroom (60%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

BSP100IA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
100）

スポーツ健康学入門

島本　好平

カテゴリ：視野形成科目（必修）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／2単
位
曜日・時限：火1/Tue.1
備考（履修条件等）：（　）カッコ内アルファベットはクラスを示
しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ健康学入門は大学生として知っておかなければならない基本的な知
識やスキル、研究倫理について学習する。クラス毎講習では、学生間のかか
わりを強め、学びのコミュニティを形成する。
【到達目標】
大学において自主的・主体的に学ぶために不可欠な以下のスタディ・スキル
を身につける：
（1）レポートの書き方
（2）ディスカッションの方法
（3）研究倫理
（4）レジュメの作成方法
（5）プレゼンテーションの方法
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は原則対面で行う。またクラス毎講習と全クラス合同の講義で構成され
る。新型コロナウイルス感染拡大などの社会情勢により、授業計画、演習の
方法、成績評価の方法を変更する可能性がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス（クラス毎講

習）
自己紹介・これからの講義の進め方・
求められる姿勢について。

2 栄養（全体講習） スポーツと栄養、スポーツ選手の栄
養サポートについて学ぶ。

3 メディカルチェック・体
力測定（全体講習）

メディカルチェックと体力測定の
フィードバックを行う。

4 飲酒・薬物（全体講習） 大学生としての飲酒に対する考え方、
行動、薬物の理解、対処法について
学ぶ。

5 教育と研究（研究倫理教
育）（全体講習）

各コース（スポーツコーチング、ス
ポーツビジネス、ヘルスデザイン）
における学びと研究法および研究倫
理について理解を深める。

6 進路・就職活動について
（全体講習）

スポーツ健康学部の進路動向、ス
ポーツ健康学を活かした就職活動に
ついて（キャリアセンタースタッフ
による講習）

7 スポーツイベントとイ
ンターンシップ（全体講
習）

スポーツイベントの意義、開催の効
果、インターンシップへの準備と実
施でのマナーについて。

8 留学・院進学（全体講
習）

学部卒業後の進路、留学に関する情
報提供、大学院の概要について。

9 ディベートについて（ク
ラス別講習）

論拠とは何か、論理的対話・ディス
カッションについて、およびディ
ベートの技術論について学ぶ。

10 調査・研究とその倫理に
ついて（クラス別講習）

リサーチクエスチョンの立て方、先
行研究の総括、データベースや書誌・
資料検索、研究倫理および剽窃・盗
用について学ぶ。

11 レポート・論文の作成方
法（クラス別講習）

パラグラフライティング、論理的文
章の構成・作成方法、図表の作成方
法、引用・参照の方法について学ぶ。

12 プレゼンテーションと
は（クラス別講習）

プレゼンテーションの方法論・技術、
スライド作成アプリケーションの活
用方法について学ぶ。

13 プレゼンテーション（ク
ラス別講習）

各自のテーマでプレゼンテーション
を行う。

14 まとめ（クラス別講習） 春学期の学びを振り返り、身に付け
た基礎的なスタディスキルを秋学期
以降の学習に役立てることの重要性
を確認する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外の学習として、図書館の利用、レポートの作成、プレゼンテーショ
ンの準備などあり。本授業の準備学習・復習時間は各1時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
なし（授業ごとに都度、指示する）。
【参考書】
個別に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
全体講習は平常点（５点×８回＝４０点）する。クラス毎講習は各クラスの
課題（レポート、プレゼンテーションなど）に応じて６０点とする。
【学生の意見等からの気づき】
1年生が大学生活に適応できるよう、仲間づくりや大学での学びを少人数のク
ラス単位で支援する。
【学生が準備すべき機器他】
レポートを作成したり、プレゼンテーションの資料を作成したりするための
パソコンなどの端末、マイクロソフト・オフィス（ワード、エクセル、パワー
ポイント）などのアプリケーション。
【その他の重要事項】
授業の場所や内容が授業ごとに異なるので、毎週連絡事項を確認し、指示に
従うこと。
【Outline (in English)】
[Course outline] The purpose of this course is to learn the basic
knowledge, skills, and ethics in research as a university student. In
addition to academic gains, social relationships between the students
are also enhanced by a cooperative-learning environment.
[Learning objectives] The goal of the lecture is to acquire the skills of
writing a report, discussion, writing an academic abstract, and effective
presentation according to the guidelines of research ethics.
[Learning activities outside of classroom] Total hours for studying
outside of classroom is estimated to be 2 hours; 1 hour beforehand and
1 hour afterward.
[Grading criteria/policy] The grading will be determined on the basis
of in-class contribution (40%) and a report handed in and presentation
in the classroom (60%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

BSP100IA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
100）

スポーツ健康学入門

瀬戸　宏明

カテゴリ：視野形成科目（必修）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／2単
位
曜日・時限：火1/Tue.1
備考（履修条件等）：（　）カッコ内アルファベットはクラスを示
しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ健康学入門は大学生として知っておかなければならない基本的な知
識やスキル、研究倫理について学習する。クラス毎講習では、学生間のかか
わりを強め、学びのコミュニティを形成する。
【到達目標】
大学において自主的・主体的に学ぶために不可欠な以下のスタディ・スキル
を身につける：
（1）レポートの書き方
（2）ディスカッションの方法
（3）研究倫理
（4）レジュメの作成方法
（5）プレゼンテーションの方法
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は原則対面で行う。またクラス毎講習と全クラス合同の講義で構成され
る。新型コロナウイルス感染拡大などの社会情勢により、授業計画、演習の
方法、成績評価の方法を変更する可能性がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス（クラス毎講

習）
自己紹介・これからの講義の進め方・
求められる姿勢について。

2 栄養（全体講習） スポーツと栄養、スポーツ選手の栄
養サポートについて学ぶ。

3 メディカルチェック・体
力測定（全体講習）

メディカルチェックと体力測定の
フィードバックを行う。

4 飲酒・薬物（全体講習） 大学生としての飲酒に対する考え方、
行動、薬物の理解、対処法について
学ぶ。

5 教育と研究（研究倫理教
育）（全体講習）

各コース（スポーツコーチング、ス
ポーツビジネス、ヘルスデザイン）
における学びと研究法および研究倫
理について理解を深める。

6 進路・就職活動について
（全体講習）

スポーツ健康学部の進路動向、ス
ポーツ健康学を活かした就職活動に
ついて（キャリアセンタースタッフ
による講習）

7 スポーツイベントとイ
ンターンシップ（全体講
習）

スポーツイベントの意義、開催の効
果、インターンシップへの準備と実
施でのマナーについて。

8 留学・院進学（全体講
習）

学部卒業後の進路、留学に関する情
報提供、大学院の概要について。

9 ディベートについて（ク
ラス別講習）

論拠とは何か、論理的対話・ディス
カッションについて、およびディ
ベートの技術論について学ぶ。

10 調査・研究とその倫理に
ついて（クラス別講習）

リサーチクエスチョンの立て方、先
行研究の総括、データベースや書誌・
資料検索、研究倫理および剽窃・盗
用について学ぶ。

11 レポート・論文の作成方
法（クラス別講習）

パラグラフライティング、論理的文
章の構成・作成方法、図表の作成方
法、引用・参照の方法について学ぶ。

12 プレゼンテーションと
は（クラス別講習）

プレゼンテーションの方法論・技術、
スライド作成アプリケーションの活
用方法について学ぶ。

13 プレゼンテーション（ク
ラス別講習）

各自のテーマでプレゼンテーション
を行う。

14 まとめ（クラス別講習） 春学期の学びを振り返り、身に付け
た基礎的なスタディスキルを秋学期
以降の学習に役立てることの重要性
を確認する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外の学習として、図書館の利用、レポートの作成、プレゼンテーショ
ンの準備などあり。本授業の準備学習・復習時間は各1時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
なし（授業ごとに都度、指示する）。
【参考書】
個別に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
全体講習は平常点（５点×８回＝４０点）する。クラス毎講習は各クラスの
課題（レポート、プレゼンテーションなど）に応じて６０点とする。
【学生の意見等からの気づき】
1年生が大学生活に適応できるよう、仲間づくりや大学での学びを少人数のク
ラス単位で支援する。
【学生が準備すべき機器他】
レポートを作成したり、プレゼンテーションの資料を作成したりするための
パソコンなどの端末、マイクロソフト・オフィス（ワード、エクセル、パワー
ポイント）などのアプリケーション。
【その他の重要事項】
授業の場所や内容が授業ごとに異なるので、毎週連絡事項を確認し、指示に
従うこと。
【Outline (in English)】
[Course outline] The purpose of this course is to learn the basic
knowledge, skills, and ethics in research as a university student. In
addition to academic gains, social relationships between the students
are also enhanced by a cooperative-learning environment.
[Learning objectives] The goal of the lecture is to acquire the skills of
writing a report, discussion, writing an academic abstract, and effective
presentation according to the guidelines of research ethics.
[Learning activities outside of classroom] Total hours for studying
outside of classroom is estimated to be 2 hours; 1 hour beforehand and
1 hour afterward.
[Grading criteria/policy] The grading will be determined on the basis
of in-class contribution (40%) and a report handed in and presentation
in the classroom (60%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

BSP100IA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
100）

スポーツ健康学入門

高見　京太

カテゴリ：視野形成科目（必修）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／2単
位
曜日・時限：火1/Tue.1
備考（履修条件等）：（　）カッコ内アルファベットはクラスを示
しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ健康学入門は大学生として知っておかなければならない基本的な知
識やスキル、研究倫理について学習する。クラス毎講習では、学生間のかか
わりを強め、学びのコミュニティを形成する。
【到達目標】
大学において自主的・主体的に学ぶために不可欠な以下のスタディ・スキル
を身につける：
（1）レポートの書き方
（2）ディスカッションの方法
（3）研究倫理
（4）レジュメの作成方法
（5）プレゼンテーションの方法
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は原則対面で行う。またクラス毎講習と全クラス合同の講義で構成され
る。新型コロナウイルス感染拡大などの社会情勢により、授業計画、演習の
方法、成績評価の方法を変更する可能性がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス（クラス毎講

習）
自己紹介・これからの講義の進め方・
求められる姿勢について。

2 栄養（全体講習） スポーツと栄養、スポーツ選手の栄
養サポートについて学ぶ。

3 メディカルチェック・体
力測定（全体講習）

メディカルチェックと体力測定の
フィードバックを行う。

4 飲酒・薬物（全体講習） 大学生としての飲酒に対する考え方、
行動、薬物の理解、対処法について
学ぶ。

5 教育と研究（研究倫理教
育）（全体講習）

各コース（スポーツコーチング、ス
ポーツビジネス、ヘルスデザイン）
における学びと研究法および研究倫
理について理解を深める。

6 進路・就職活動について
（全体講習）

スポーツ健康学部の進路動向、ス
ポーツ健康学を活かした就職活動に
ついて（キャリアセンタースタッフ
による講習）

7 スポーツイベントとイ
ンターンシップ（全体講
習）

スポーツイベントの意義、開催の効
果、インターンシップへの準備と実
施でのマナーについて。

8 留学・院進学（全体講
習）

学部卒業後の進路、留学に関する情
報提供、大学院の概要について。

9 ディベートについて（ク
ラス別講習）

論拠とは何か、論理的対話・ディス
カッションについて、およびディ
ベートの技術論について学ぶ。

10 調査・研究とその倫理に
ついて（クラス別講習）

リサーチクエスチョンの立て方、先
行研究の総括、データベースや書誌・
資料検索、研究倫理および剽窃・盗
用について学ぶ。

11 レポート・論文の作成方
法（クラス別講習）

パラグラフライティング、論理的文
章の構成・作成方法、図表の作成方
法、引用・参照の方法について学ぶ。

12 プレゼンテーションと
は（クラス別講習）

プレゼンテーションの方法論・技術、
スライド作成アプリケーションの活
用方法について学ぶ。

13 プレゼンテーション（ク
ラス別講習）

各自のテーマでプレゼンテーション
を行う。

14 まとめ（クラス別講習） 春学期の学びを振り返り、身に付け
た基礎的なスタディスキルを秋学期
以降の学習に役立てることの重要性
を確認する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外の学習として、図書館の利用、レポートの作成、プレゼンテーショ
ンの準備などあり。本授業の準備学習・復習時間は各1時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
なし（授業ごとに都度、指示する）。
【参考書】
個別に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
全体講習は平常点（５点×８回＝４０点）する。クラス毎講習は各クラスの
課題（レポート、プレゼンテーションなど）に応じて６０点とする。
【学生の意見等からの気づき】
1年生が大学生活に適応できるよう、仲間づくりや大学での学びを少人数のク
ラス単位で支援する。
【学生が準備すべき機器他】
レポートを作成したり、プレゼンテーションの資料を作成したりするための
パソコンなどの端末、マイクロソフト・オフィス（ワード、エクセル、パワー
ポイント）などのアプリケーション。
【その他の重要事項】
授業の場所や内容が授業ごとに異なるので、毎週連絡事項を確認し、指示に
従うこと。
【Outline (in English)】
[Course outline] The purpose of this course is to learn the basic
knowledge, skills, and ethics in research as a university student. In
addition to academic gains, social relationships between the students
are also enhanced by a cooperative-learning environment.
[Learning objectives] The goal of the lecture is to acquire the skills of
writing a report, discussion, writing an academic abstract, and effective
presentation according to the guidelines of research ethics.
[Learning activities outside of classroom] Total hours for studying
outside of classroom is estimated to be 2 hours; 1 hour beforehand and
1 hour afterward.
[Grading criteria/policy] The grading will be determined on the basis
of in-class contribution (40%) and a report handed in and presentation
in the classroom (60%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

BSP100IA（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice
100）

スポーツ健康学入門

吉田　政幸

カテゴリ：視野形成科目（必修）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／2単
位
曜日・時限：火1/Tue.1
備考（履修条件等）：（　）カッコ内アルファベットはクラスを示
しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ健康学入門は大学生として知っておかなければならない基本的な知
識やスキル、研究倫理について学習する。クラス毎講習では、学生間のかか
わりを強め、学びのコミュニティを形成する。
【到達目標】
大学において自主的・主体的に学ぶために不可欠な以下のスタディ・スキル
を身につける：
（1）レポートの書き方
（2）ディスカッションの方法
（3）研究倫理
（4）レジュメの作成方法
（5）プレゼンテーションの方法
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は原則対面で行う。またクラス毎講習と全クラス合同の講義で構成され
る。新型コロナウイルス感染拡大などの社会情勢により、授業計画、演習の
方法、成績評価の方法を変更する可能性がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス（クラス毎講

習）
自己紹介・これからの講義の進め方・
求められる姿勢について。

2 栄養（全体講習） スポーツと栄養、スポーツ選手の栄
養サポートについて学ぶ。

3 メディカルチェック・体
力測定（全体講習）

メディカルチェックと体力測定の
フィードバックを行う。

4 飲酒・薬物（全体講習） 大学生としての飲酒に対する考え方、
行動、薬物の理解、対処法について
学ぶ。

5 教育と研究（研究倫理教
育）（全体講習）

各コース（スポーツコーチング、ス
ポーツビジネス、ヘルスデザイン）
における学びと研究法および研究倫
理について理解を深める。

6 進路・就職活動について
（全体講習）

スポーツ健康学部の進路動向、ス
ポーツ健康学を活かした就職活動に
ついて（キャリアセンタースタッフ
による講習）

7 スポーツイベントとイ
ンターンシップ（全体講
習）

スポーツイベントの意義、開催の効
果、インターンシップへの準備と実
施でのマナーについて。

8 留学・院進学（全体講
習）

学部卒業後の進路、留学に関する情
報提供、大学院の概要について。

9 ディベートについて（ク
ラス別講習）

論拠とは何か、論理的対話・ディス
カッションについて、およびディ
ベートの技術論について学ぶ。

10 調査・研究とその倫理に
ついて（クラス別講習）

リサーチクエスチョンの立て方、先
行研究の総括、データベースや書誌・
資料検索、研究倫理および剽窃・盗
用について学ぶ。

11 レポート・論文の作成方
法（クラス別講習）

パラグラフライティング、論理的文
章の構成・作成方法、図表の作成方
法、引用・参照の方法について学ぶ。

12 プレゼンテーションと
は（クラス別講習）

プレゼンテーションの方法論・技術、
スライド作成アプリケーションの活
用方法について学ぶ。

13 プレゼンテーション（ク
ラス別講習）

各自のテーマでプレゼンテーション
を行う。

14 まとめ（クラス別講習） 春学期の学びを振り返り、身に付け
た基礎的なスタディスキルを秋学期
以降の学習に役立てることの重要性
を確認する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外の学習として、図書館の利用、レポートの作成、プレゼンテーショ
ンの準備などあり。本授業の準備学習・復習時間は各1時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
なし（授業ごとに都度、指示する）。
【参考書】
個別に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
全体講習は平常点（５点×８回＝４０点）する。クラス毎講習は各クラスの
課題（レポート、プレゼンテーションなど）に応じて６０点とする。
【学生の意見等からの気づき】
1年生が大学生活に適応できるよう、仲間づくりや大学での学びを少人数のク
ラス単位で支援する。
【学生が準備すべき機器他】
レポートを作成したり、プレゼンテーションの資料を作成したりするための
パソコンなどの端末、マイクロソフト・オフィス（ワード、エクセル、パワー
ポイント）などのアプリケーション。
【その他の重要事項】
授業の場所や内容が授業ごとに異なるので、毎週連絡事項を確認し、指示に
従うこと。
【Outline (in English)】
[Course outline] The purpose of this course is to learn the basic
knowledge, skills, and ethics in research as a university student. In
addition to academic gains, social relationships between the students
are also enhanced by a cooperative-learning environment.
[Learning objectives] The goal of the lecture is to acquire the skills of
writing a report, discussion, writing an academic abstract, and effective
presentation according to the guidelines of research ethics.
[Learning activities outside of classroom] Total hours for studying
outside of classroom is estimated to be 2 hours; 1 hour beforehand and
1 hour afterward.
[Grading criteria/policy] The grading will be determined on the basis
of in-class contribution (40%) and a report handed in and presentation
in the classroom (60%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

CAR100IA（キャリア教育 / Career education 100）

スポーツとキャリア形成

青木　瑛美

カテゴリ：視野形成科目（必修）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／2単
位
曜日・時限：木4/Thu.4

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本のスポーツ界の現状を理解し、スポーツに関わる職業について理解を深
め、受講者が自身のキャリア形成というテーマのもと、大学での学び、そし
て学んだことをいかに仕事につなげていくか、その手掛かりとなるキャリア
プランを立てる。キャリア形成において重要な、21世紀型スキルに代表され
る現代のグローバル社会を生き抜くために全ての人に必要とされる基本的能
力（ジェネリックスキル）をアクティブラーニング形式の授業（ワークシー
ト、グループワーク、ペアワーク、発表）を通して、実践的に学ぶ。
【到達目標】
日本のスポーツ界の現状を理解し、スポーツに関わるキャリアについて知る。
講義を通じて、キャリア形成に関する基礎知識を学習する。ワークシート、グ
ループワーク、ペアワークを通じてを通じて自分のキャリアをイメージし、基
本的なスキルを身につける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
１４回の授業を通して、スポーツ界の現状を理解し、スポーツ関わるキャリア
について探求する。授業の講義、課題を通して自身のキャリア形成プランニ
ングを行い、キャリア形成に必要なスキルとは何か、スキルを高めるにはど
うしたらよいかをアクティブラーニング形式（ワークシート、グループワー
ク、発表）で学んでいく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

授業ガイダンス
授業の目的、方法、評価基準などを、
シラバスをもとに説明を行う。「なり
たい職業」や自己紹介を通じて、
「私」について考える。

2 キャリア形成に必要な
スキルとは

「Work Shift」、「 Life shift」を参考
に人生100年時代の働き方について
考える。
21世紀型スキルに代表される基本的
能力（ジェネリックスキル）につい
て学習する。

3 日本のスポーツ界の現
状を理解する

日本のスポーツ界の歴史を振り返る。
国際的メガイベント、ワールドカッ
プ、オリンピックを中心としてス
ポーツの発展をスポーツビジネス的
観点からみていく。

4 スポーツ界の現状を理
解する

スポーツプロダクト（グッズとサー
ビス）について学習し、スポーツマ
ネジメント的観点で現状を捉えると
どのような事例があるかを考える。

5 キャリアプランニング
自分を知ろう１【ライフ
ライン】

キャリア形成プランをたてるために、
これまでの自分の歩みをふりかえり、
人生の岐路となった経験について考
える。

6 キャリアプランニング
自分を知ろう2
【Identityについて】

キャリア形成プランをたてるために、
Identityとは何か、まずは自分につ
いて考える。

7 キャリアプランニング
自分を知ろう3【仕事観
と人生観】

キャリア形成プランをたてるために、
自分の仕事観と人生観について考え、
言語化する。

8 キャリアプランニング:
自分を知ろう4【キャリ
アアンカー】

キャリア形成プランをたてる、キャ
リアアンカーについて学び、自分の
キャリアアンカーについて考えてみ
る。

9 キャリアスキル1 構成力、PDCAサイクルの説明、広
い観点から解決策を考え、現実味の
ある解決策を考える。

10 キャリアスキル2 コミュニケーションスキル、プレゼ
ンテーションスキルついて学ぶ。

11 スポーツのキャリアに
ついて

スポーツに関わる職業とは
各自、興味のある職業について調べ
る。

12 スポーツのキャリア形
成：グループプレゼン
テーション準備

スポーツに関わる職業について調べ
プレゼンテーションの準備をする。

13 スポーツのキャリア形成
グループプレゼンテー
ション

スポーツに関わる職業について調べ、
グループで発表する。

まとめ スポーツのキャリア形成
グループプレゼンテー
ション総括

各グループプレゼンテーションへの
コメント・フィードバックをもとに
グループごとに各自の発表について
よかった点、改善点をまとめる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義後には講義内容並びに課題を十分復習し、次回の授業に生かすこと。本
授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
講義中に配付される資料とパワーポイント資料を主要な教科書として使用する。
【参考書】
ワーク・シフト　─孤独と貧困から自由になる働き方の未来図< 2025> 　リ
ンダグラットン著　プレジデント社
LIFE SHIFT(ライフ・シフト)　リンダグラットン著　東洋経済新報社
ライフキャリア　人生を再設計する魔法のフレームワーク　原尻淳一・千葉
智之著　プレジデント社
資料はその都度授業内に配布する。
【成績評価の方法と基準】
評価項目は以下の3項目からなる。
①ワークシート（リアクションペーパーを含む）50%
②レポート30%
③グループ・プレゼンテーション20%
合計：100%

【学生の意見等からの気づき】
ワークシートを作成し、これからの自己分析や今後のキャリアについて考え
る機会を多く取り入れます。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
授業を通して、個人・グループでの作業に積極的に取り組むことで、自ら発
言し、自己表現の場を多くつくることで、社会生活において必要なコミュニ
ケーション能力を高める。
【Outline (in English)】
Course outline and Learning Objectives）
Understanding the current state of sports environment and system
in Japan, deepening your understanding of occupations involved in
sports, and making a career plan that will serve as a clue to
connect what students learn under the theme of their own career
development.Practically learn the basic skills (generic skills) which is
important in career formation and is required for everyone in order
to survive through the modern global society through classes based
on active learning form.The lectures will let you imagine your career
through group work and pair work, and will help acquire basic skills.
（Learning activities outside of classroom）
After the lecture, thoroughly review the lecture contents and
assignments, and make use of them in the next class.
（Grading Criteria /Policy）
Evaluation items consist of the following three items.
①Worksheet (including reaction paper) 50%
② Report 30%
③ Group presentation 20%
Total: 100%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

MAT100IA（数学 / Mathematics 100）

数学

坂本　寛

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
今日の日常生活において、数学は様々な局面で用いられている。特に現代社会
においては、いわゆる「理系・文系」などの分野を問わず、広く統計学の知見
が求められている。スポーツ健康学部においてもその例外ではない。本講義
の目的は、統計的分析などで数学が実際に必要とされる場面を想定して、論
理的な問題解決能力を身につける。数学を一から勉強しようとする学生を講
義の対象とします。
【到達目標】
統計学の学習で必要になる数学の各分野について基礎から学びます。
微分・積分などについて、基本的な計算問題を解答できるようになる。また、
集合や確率は、統計学の学習で必要になるため、基礎問題だけでなく応用問
題に対応できる能力を習得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
講師からの一方的な講義にならぬよう、授業内にも実習時間を設けます。
数学の問題を解決するために、Maxima等のソフトウェアを活用します。
毎回、学習支援システムを通して課題の出題・提出していきます。
オンライン教材の中で演習課題が出題されます。
演習課題には筆記によるものとPCを利用するものがあります。
毎回、学習支援システムを通して課題の出題・提出します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス/計算の有効

桁数
授業の進め方と成績評価について説
明をします。
統計学で必要になる計算結果の有効
桁の概念を学びます。

2 Maxima入門 数学学習を支援するソフトウェアと
してMaximaの基本操作法を学びま
す。

3 集合と関数 確率を理解する前提となる集合の考
え方を学び、更に集合と関数の関係
を学びます。

4 三角関数 統計で良く用いられる基本的な関数
として三角関数を学習します。

5 指数関数と対数関数 統計で良く用いられる基本的な関数
として指数関数と対数関数を学習し
ます。

6 微分 確率・統計を理解する上での必須の
知識である微分の基本を学習します。

7 関数の極大・極小と微分 統計解析で欠かせない最大・最小値
問題を学びます。

8 積分 確率・統計を理解する上での必須の
知識である積分の基本を学習します。

9 ベクトル 統計解析で扱う多種類のデータはベ
クトルとして考えることが出来ます。
そのベクトルの基本を学びます。

10 行列 統計学で必須となる行列の基本演算
を学びます。

11 逆行列 行列の基本演算として特に逆行列を
扱います。

12 順列・組み合わせ 確率を計算する上で必要となる順
列・組み合わせの計算を学びます。

13 確率 基礎的問題に取り組むことで、確率
への理解を深めます。

14 試験・まとめと解説 授業のまとめを行い、試験を実施し
ます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の授業内容について十分に復習した上で、課題に対して自力で解答でき
ることが求められます。
コンピュータ実習を伴う課題があります。概ね授業時間内での演習課題が出
題されますが、授業時間内で課題が完成しない場合は次週授業時間前までに
学習支援システムを利用して提出してもらいます。

教科書から出題される宿題。次回授業開始時にレポート形式で提出を求めます。
本授業の準備・復習時間は、各1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
統計学のための数学教室 /永野裕之著
　 ISBN:9784478028247

【参考書】
統計学を学ぶための数学入門上算数から数学へ /岡本安晴著
　 ISBN:9784563010041
統計学を学ぶための数学入門下データ分析に活かす /岡本安晴著
　 ISBN:9784563010058
統計学のための数学入門30講 /永田靖著
　 ISBN:9784254116335
その他、授業で適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
課題提出 (50%)
　毎回、学習支援システムにて課題を提出してもらいます。
期末試験 (50%)
　この科目で学習した基本事項を問う筆記試験を実施します。
【学生の意見等からの気づき】
各々の弱点を把握するための自己評価テストも取り入れたい。
【学生が準備すべき機器他】
インターネット接続可能なコンピュータが必要。(コンピュータの性能は高く
なくて十分です。)
カメラ付きスマートフォン (またはそれに代わる物)。
A4サイズのレポート用紙。
筆記用具。
【その他の重要事項】
統計学I・IIの履修を考えている学生には本科目を事前に履修することを強く
勧めます。
【Outline (in English)】
Course outline: This course broadly covers the basics of mathematics for
studying statistics.
Learning Objectives: Students are expected to understand the basics of
mathematics for studying statistics.
Learning activities outside of classroom: Your required study time is at
least two hours for each class meeting.
Grading Criteria/Policy: Quality of class reports (50%) and final course
exam. (50%)
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

MAN100IA（経営学 / Management 100）

経営学

新海　貴弘

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1～4年次／
2単位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　経営学をはじめて学ぶ学生に経営学の基本的知識を身につけてもらうこと
を目標としています。経営学の研究対象である企業がどのような活動してい
るのかなど学生諸君の生活と結びつけながら企業の活動を理解してもらい、今
後、学生諸君が就職などにより企業などで活動することを想定して有益とな
るように企業の活動が経営学の理論とどのように結びつくのか、学生自身の
考える力を養います。
　本講義の到達目標を達成するために「経営戦略論」および「経営組織論」と
いう分野を中心に学習を進めていきます。この中で基本的用語や基本理論を
学習して身につけてもらいます。
　また経営学を身近な学問として感じながら、自分自身で考える能力を身につ
けてもらうために多くの事例を講義の中で取り上げながら学習してもらいま
す。講義内において各講義終了時に「感想・意見」の提出をしてもらい、個々
の意見を簡潔に考えてまとめてもらいます。
　「経営戦略論」および「経営組織論」を中心にしながら経営学とは何かとい
うことを理解してもらいながら学習を進めていきます。そのためには「経営
戦略論」や「経営組織論」だけではなく企業や経営というものがいったいど
のようなものかということを基礎的な部分についても事例を取り入れながら
説明していきます。また経営学における基本的用語や経営理論は今後社会に
出たあとも非常に役立つものと考えます。
　講義においてはテキストを中心に進めていきますが、企業の動きは常にめ
まぐるしく変化し大きなトピックが現れます。そのような企業の動きを実感
しながら経営学が非常に身近な学問ということを理解してもらいたいと考え
ていますので、講義では多くの事例を取り上げていきます。メディアなど含
めて身のまわりにおいて経営学に関係する事例が多く見つかりますので意識
してみてください。
【到達目標】
　経営学は企業活動という特定の領域を対象とした学問です。しかし私たち
は企業が提供するモノやサービスを日々使用しており非常に身近な学問とも
言えます。学生にはこのような経営学を実際に身近に感じてもらいながら、そ
の基本的知識を理解してもらうことが講義の目標です。
　今後、学生諸君は就職などにより企業において実際にモノやサービスを提
供する機会が生まれる可能性があります。そのような場面において経営学の
知識を有益に活用できるように学生自身で考える能力を養うことも目標とし
ています。
　学生には基本理論を習得することで基本的知識を身につけ、さらに企業の
事例などを経営学の理論と結びつけ理解する能力を養ってもらいます。また
学生には経営学や企業活動に関する基本的用語についても学習し、大学以外
での生活において活用ができる知識を身につけてもらいます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
　授業は講義形態にて実施します。講義中には学生の意見を求める質問を投
げかけながら、講義内容を理解してもらうことができるように努めます。
　各講義終了時にリアクション・ペーパーにて個々の意見や感想を簡潔に考
えまとめてもらい提出してもらいます。
　各講義の資料を必ず用意しますので、講義前までに用意した資料を精読し
て参加してください。各講義の内容は資料で紹介されている内容を基礎とし
て進めていきます。
　経営学に関連する基礎用語または企業経営に関連する時事用語を調べる課
題を出しますので、それぞれ各自で調べて提出してもらいます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 講義ガイダンス 講義の目標および経営学の内容、講

義の進め方を説明。
2 経営学・企業経営とは これから学ぶ経営学はどのような学

問か、また企業とは何かということ
を考える。

3 企業の概要 企業とはどのようなものかその仕組
み、法的制度について。

4 企業と従業員の関係 企業における従業員との関係につい
て雇用制度を中心にしながら説明。

5 企業を取り巻く環境 企業を取り巻く環境、ステイクホル
ダーなどとの関係について。

6 経営戦略 (1)：経営戦略
とは

企業が環境に対応するために戦略を
たてる必要性について。

7 経営戦略 (2)：競争戦略
の基本

戦略にはいくつかのタイプが存在す
る。その主要な戦略の概念について。

8 経営戦略 (3)：多角化戦
略

企業が成長のために選択する多角化
戦略の論理と方法について。

9 経営戦略 (4)：国際化戦
略

国境を越えて企業が活動する理由、
そしてそのマネジメントについて。

10 経営組織論 (1)：組織と
は何か

組織とは何か。組織構造とそれが企
業に与える影響について。

11 経営組織論 (2)：インセ
ンティブシステム

組織を管理するうえで動機付けの重
要性およびその論理と手法を紹介。

12 経営組織論 (3)：リー
ダーシップ

リーダーシップの在り方について。

13 経営学の展開 経営学の企業以外への適用、今後の
企業活動について。

14 講義のまとめ これまでの講義のまとめ。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　毎回の講義前までに、用意した資料を読んでください。各講義の内容は資
料で紹介されている内容を基礎として進めていきます。
　経営学に関連する基礎用語または企業経営に関連する時事用語を調べる課
題を出しますので、それぞれ各自で調べてもらいます。
　講義の進行にあわせてレポートの作成をしてもらいます。本授業の準備学
習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　講義ごとのテキストおよび資料を事前に用意して配布します。講義を受講
する前にこれらの資料を確認して講義に参加してください。
【参考書】
　講義外の自主学習のために以下の書籍をあげておきます。また講義中に他
の参考書も紹介していきます。
・加護野忠雄・吉村典久編『１からの経営学第３版』硯学舎、2021年3月。
　その他参考書については講義内および学習支援システムにおいて紹介して
いきます。
【成績評価の方法と基準】
本講義の成績は次の5点に基づいて評価します。
1.講義への参加（10％）
　積極的な講義への参加が評価対象です。
2.リアクション・ペーパーの提出（10%）
　講義終了時に講義内容への感想・意見などリアクション・ペーパーを提出
してもらいます。
3.基礎用語・時事用語回答の提出（20%）
　講義ごとに経営学に関連する基礎用語または企業経営に関連する時事用語
を調べ提出してもらいます。
4.課題レポートの提出（30％）
　講義の進行にあわせて3回のレポート作成を課題として出します。レポート
作成を行い期限までに提出をすること。また講義内容をふまえてレポートが
作成されているかを評価の対象とします。
5.期末レポート（30％）
　講義内で学んだことを応用してレポートを作成します。
【学生の意見等からの気づき】
　経営学の主体となる企業の活動を自分たちの生活と密接に関わっていると
意識してもらえるように、講義内では企業活動の実例をさらに多く紹介して、
学生が経営学また企業の活動が生活に関係しているという認識を高めてもら
い、経営学に興味をもってもらう工夫をさらに行います。
　講義を受講する学生が主体的に考え、意見を述べてもらう機会をこれまで
以上に増やしていきたいと考えています。
　毎年講義中に提出してもらっているリアクション・ペーパーに書かれてい
る意見や要望などを参考に講義内容の改善に努めています。
【学生が準備すべき機器他】
　学習支援システムを利用して独自テキストや配布資料の確認、課題提出を
行ってもらいます。
【その他の重要事項】
・企業において株主総会を中心とした IR業務に従事しながら、全社的に横断
する業務を担当する。これらの経験をもとに企業の経営全般に関する事項を
学生に伝えていきます。
・現在、自身でWEBマーケティング、WEB制作、ECなどを中心とした事業
を行っており、それらから得た知識や経験から実際の経営活動を学生に紹介
していきます。
【Outline (in English)】
1.Course outline
This business management class is designed for students who study
for the first time to understand the basics knowledge of business
administration.Students learn how business science theory is applied
to the corporation activities, which is very familiar in their daily
life.This class is focused on management strategy and organization
theory with variety of case studies. Various cases studies are provided
to support deep understanding of the corporate activities and their
business operations.
2.Learning Objectives
Business Administration can be regarded as the study of a specific area
of corporate activity. However, it is very familiar in our private life,
because we use goods or services as the products of suppliers’ corporate
activities. The goal of this lecture is to understand the basics of business
administration as familiar matters.
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3.Learning activities outside of classroom
・Students are expected to read the materials prior to the lecture. The
content of each lecture is based on the material.
・Students are given an assignment to look up basic terms related
to business administration or current terms related to corporate
management. Students present their research results and findings
during the lecture.
・The standard preparation and review time for this lecture is 2 hours
each.
4.Grading Criteria /Policy
Grades for this course will be based on the following five points.
1)Lecture participation (10%)
Active participation in the lecture will be evaluated.
2)Submission of reaction paper (10%)
Submission of a reaction paper summarizing thoughts and opinions on
the lecture content after the lecture.
3)Submission of answers to basic and current terminology (20%)
For each lecture, students are required to research basic terms related
to business administration and current terms related to corporate
management, and submit the results of their research.
4)Submission of assignment reports (30%)
Students will be asked to prepare three reports as the lecture
progresses. Must be submitted by the due date. Reports will be
evaluated based on the content of the lecture.
5)Final report (30%)
Prepare and submit a report applying what you have learned in the
lecture.
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LAW100IA（法学 / law 100）

法学（日本国憲法）

森　浩寿

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1～4年次／
2単位
曜日・時限：月1/Mon.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この科目は、教職課程の必修科目である。
日本国憲法の特徴について、特に基本的人権に関するテーマを中心に取り上
げる。また、教育現場で必要な法知識の習得を目指し、加えて、日常生活に
関係する法律問題として、子どもの権利、契約、罪と罰などについても対象
とする。
【到達目標】
まずは、法律に関する意識を高めることを目標とし、法に関する一般的知識
を習得するとともに、人権の理解と人権尊重に基づく行動の実践ならびに教
育現場で必要な法化意識に基づいた行動の実践を可能にする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
実際に発生している身近な事例を題材に、どういう法律が整備されているの
か、なぜその規定が必要なのか、何が問題なのかなどについて学習する。な
お、積極的に議論を行い、自分の考えを言語化することおよび他者との考え
を知ることを取り入れていく（意見発出・小レポート）。
提出された小レポート等については、適宜、次回の授業で紹介し、学びを深
める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

法令の基礎知識
授業の進め方、テキスト、評価につ
いて
憲法、法律、条例、規則、条理につ
いて

2 近代憲法の誕生と発展 憲法とは、立憲的意味の憲法の特質
3 日本国憲法について 日本憲法史と立憲主義、明治憲法、

日本国憲法、憲法改正
4 基本的人権・1（人権と

は）
人権宣言の歴史、人権の内容、法の
下の平等

5 基本的人権・2（自由権
の保障）

精神的自由、経済的自由、人身の自由

6 基本的人権・3（社会権
の保障）

生存権、教育を受ける権利、労働基
本権

7 教育と法・１（教育基本
法と現代的課題）

教育関連法規、学校教育法、教科書
裁判、教師の権利

8 教育と法・２（子どもの
権利、校則問題）

子どもの権利条約、校則問題、体罰
問題

9 教育と法・３（いじめ問
題、不登校問題）

いじめ問題、不登校問題、学習機会
の確保

10 労働と法 就職、退職、転職、労働災害補償
11 罪と罰・1（犯罪） 刑法の機能、犯罪の成立
12 罪と罰・2（刑罰） 刑事罰の意味、罰則の適用、死刑制度
13 紛争解決手段 裁判と裁判外紛争解決、裁判制度、

仲裁と調停
14 試験・まとめと解説 理解度確認試験、今期の振り返りと

試験の解説
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1回：シラバスの理解
第2～3回：日頃から新聞を読む
第4～9回：社会の出来事から、人権問題をさがす
第10～14回：日頃からニュースに接し、社会の出来事に関心を持つ。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
使用しない
【参考書】
必要に応じて紹介する
【成績評価の方法と基準】
実時数の２／３以上の出席を前提とし、平常点として授業内での発言・小レ
ポート（30％）及び試験（70％）で評価し、合計60点以上を合格とする。

【学生の意見等からの気づき】
一方的な講義ではなく、意見交換等の双方向の授業を目指す。
【Outline (in English)】
Course outline
It is one of the required course for the teacher training project.
The goals of this course are to
(1) raise the interest about the Law
(2) obtain some basic knowledge (human rights) about the Constitution
(3) be able to　 take the action based on the respect for human rights
Learning Objectives
The goals of this course are to raise awareness about the law, acquire
general knowledge of the law, and enable the practice of legalization
awareness-based behavior necessary in educational settings.
Learning activities outside of classroom
Before/after each class meeting, students will be expected to be in touch
with the news on a regular basis and take an interest in social events.
Your required study time is at least two hours for each class meeting.
Grading Criteria
Final grade will be calculated according to the following process Short
reports for each meeting (30%) and term-end examination (70%).
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SOC100IA（社会学 / Sociology 100）

コミュニケーション論

片上　千恵

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1～4年次／
2単位
曜日・時限：水3/Wed.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
対人コミュニケーションに必要な対話力とそのベースとなる論理的思考力を
ロールプレーやグループワークを通じて実践的に身につけることで、情報を
正しく捉え、発信する力を養う。あわせて学際的に展開する様々なコミュニ
ケーション理論を用い、現代社会に必要なコミュニケーション能力とは何か
を考える。
【到達目標】
・コミュニケーション理論の基礎を理解する。
・伝えたい情報を整理し論理的に発信できる。
・メディアが発信する情報を読み解き、正しく活用することができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
パワーポイントを活用した講義形式。コミュニケーションスキルを向上する
ことが主目的であるため、ロールプレーやグループワークでのディスカッショ
ンなどを通して、毎授業、可能な限り履修者全員に発言の機会を設ける。後
半はグループに分かれて競技ディベートを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション コミュニケーションの基礎。言語・

非言語メッセージがどのように相互
理解に繋がるのかを言語学、社会学
等の理論やモデルとともに解説する。

2 コミュニケーションス
キル①対話

対話と会話の違いとは何か。異文化
コミュニケ－ションにおけるコンテ
クストの違いについて学ぶ。

3 コミュニケーションス
キル②パラグラフライ
ティング

情報の整理の仕方。時間配列と空間
配列における説明の仕方。文章構成
の基礎となるパラグラフライティン
グについて学ぶ。

4 コミュニケーションス
キル③絵の分析

絵画分析を通して、物事を深く観察
し、なぜそのように解釈したかを言
語化し論証していく。分析力や批判
的思考力を鍛える。

5 コミュニケ－ションス
キル④テクスト分析

物語の構造を学び、文学作品やス
ピーチを例にテクストの仕組みを理
解し、深く解釈できる観点を学ぶ。

6 マス・コミュニケーショ
ンの影響

情報環境の拡大に伴うマスメディア
の普及。近代社会におけるマス・コ
ミュニケーションの効果とその影響
モデルの変遷について学ぶ。

7 情報社会とコミュニ
ケーション

インターネットの普及によりニュー
メディアやマルチメディアの開発・
普及が目まぐるしく進んだことで、
社会構造や文化構造までが変化して
きた。情報化の進展におけるコミュ
ニケーション過程の変化について考
察する。

8 演劇ワークショップ（ゲ
スト招聘）

指定の台本をもとに演劇に挑戦する。
演じることを通してコンテクストの
差異に気付き、コミュニケーション
を円滑にするためにデザインするこ
とを学ぶ。

9 ディベートの方法 ディベートの手順と目的。1対1で模
擬ディベートを実践し、競技ディ
ベートの仕方を理解する。

10 ディベートの準備 与えられた論題に関する情報・資料
を収集し、競技ディベートのグルー
プごとに立論を組み立てる。

11 ディベート実践① グループ対抗でトーナメント戦実施
12 ディベート実践② グループ対抗でトーナメント戦実施
13 ディベート実践③ グループ対抗でトーナメント戦実施
14 総括 まとめとレポート作成（授業内テス

ト）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で取り上げたテーマに関連したレポートをまとめる。本授業の準備学習・
復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
講義中に配付される資料とパワーポイント資料を主要な教科書として使用する。
【参考書】
授業内で適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
授業内発言（20％）、授業内レポートと提出物（30％）、ディベート（50％）
※ディベートでのパフォーマンスは授業内で学んできた論理的思考力、情報
発信力、対話力、観察力、分析力などを総合的に評価するものとする。
【学生の意見等からの気づき】
毎回授業後に感想や質問などを記入するリアクションペーパーを提出しても
らう。次の授業冒頭でその内容についてフィードバックを行うことで、学生
の疑問を解決し、前回授業の復習を行う。
【Outline (in English)】
【Course outline】Through role-playing and group work, students
will practice and acquire practical skills in dialogue necessary for
interpersonal communication, as well as the logical thinking skills
that form its foundation. This will enable them to accurately
grasp and effectively communicate information. Additionally, various
interdisciplinary communication theories will be explored to consider
what constitutes essential communication skills in contemporary
society.
【Learning Objectives】
The goal of this course is to understand communication theory and to
correctly interpret and utilize information from the media.
【Learning activities outside of classroom】
Review what you have learned in each lecture. Before/after each class
meeting, students will be expected to spend two hours to understand the
course content.
【Grading Criteria /Policy）】
Classroom participation (20%), in-class reports and assignments (30%),
and debates (50%).
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GDR100IA（ジェンダー / Gender 100）

スポーツとダイバーシティ

青木　瑛美

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：木4/Thu.4
備考（履修条件等）：2024年度以降入学者対象
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
歴史的、社会的背景を紐解きながら、多様性とスポーツについて学習する。女
性の五輪への出場、活躍がもはや「当たり前」となった今日に至るまでの歴
史を知るとともに、「ジェンダー」(社会・文化的側面)、「セクシャリティー」
(生理学的・解剖学的側面)、メディア、プロモーション、様々な角度から多様
性とスポーツに関わる基礎知識を学び、その概要をつかむ。さらに、日本な
らびに諸外国の多様性とスポーツに関連した事例を通して、今後の多様性と
スポーツの可能性について考える。
【到達目標】
様々な角度からスポーツと多様性について学び、今後のスポーツと多様性の
可能性について自分の意見を述べることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
講義を中心としながらも、グループに分かれ、ディスカッションをする時間
を設けます。また視覚教材（ビデオ等）も活用しながら授業テーマの理解を
深めていきます。毎授業の終わりに、その日の授業内容に関するリアクショ
ンペーパーを記入してもらいます。最終講義時には、全日程を通じて学んだ
ことをレポートしてもらいます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 自己紹介を交え、授業の概要を説明

する。
2 女性スポーツの歴史 I：

日本や諸外国における
女性スポーツの事例

日本における女性とスポーツの歴史
ならびに欧米を中心に女性とスポー
ツの歴史を学ぶ。

3 女性スポーツの歴史 II
：アメリカにおける女
性とスポーツの事例「タ
イトル IX」

アメリカにおける女性とスポーツの
歴史において、大きな意味を持ち、
影響を与えた「タイトル IX」につい
て学ぶ。

4 女性の社会進出について 女性の社会進出について、歴史的背
景、現状、さらにスポーツ界に置け
る女性指導者の現状について学ぶ。

5 女性スポーツの現状：
女性のスポーツ参画に
関する日本ならびに諸
外国の現状

ブライトンプラスヘルシンキ宣言に
ついてなど、現在の女性とスポーツ
の世界的な動きについて学ぶ。また、
諸外国並びに日本のスポーツ界にお
ける女性コーチの現状について学ぶ。

6 女性の身体とスポーツ、
スポーツ参加について

女性アスリートの身体について・女
性アスリートの３主徴 “Female
Athlete Triad”について学ぶ。
BCS (Body Confident Sport)や、
スポーツイングランドが実施した女
性の運動促進キャンペーン「This
Girl Can」の紹介を聞き、スポーツ
実施率について考える。

7 スポーツ界における多
様性 I：スポーツとジェ
ンダー

ジェンダー、セクシャリティーとい
う側面から、スポーツにおける「男
性らしさ」「女性らしさ」について考
える。

8 スポーツ界における多
様性 II：諸外国におけ
るジェンダー関連事項

ケーススタディーとして、ジェン
ダー、セクシャリティーに関する諸
外国のスポーツ界の事例を紹介し、
ディスカッションを行う。

9 スポーツ界における多様
性Ⅲ：パラリンピック

パラアスリートについて学ぶ。

10 スポーツとメディア メディアにおけるこれまでのアス
リートの取り上げられ方をみていく。
また、近年めざましい活躍する女性
アスリートのプロモーションについ
てもみていく。

11 スポーツビジネスにお
ける多様性戦略Ⅰ

多様性とスポーツをテーマとしたス
ポーツ界におけるマーケティング戦
略について学び、スポーツにおける
多様性戦略の意味を考える。

12 スポーツビジネスにお
ける多様性戦略Ⅱ

視聴覚資料を通じて、多様性につい
て考える。
グループ発表に向けた準備と最終レ
ポート課題についての説明。

13 グループ発表 授業内で提示するテーマの中から、グ
ループ毎にテーマを選び、発表する。

14 総括 授業の振り返り、グループプレゼン
テーションの総括を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で取り上げたテーマに関連したレポートをまとめる。本授業の準備学習・
復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
講義中に配付される資料とパワーポイント資料を主要な教科書として使用する。
【参考書】
授業内にて、適宜紹介する。
視聴覚資料：DREAM

【成績評価の方法と基準】
成績は、リアクションペーパーの内容（20％）、小テスト（20%)、グループ
プレゼンテーション（30%)、レポートの内容（30％）で評価します。
【学生の意見等からの気づき】
講義で扱うテーマについて学生同士の意見交換を行う場（グループディスカッ
ションなど）を設ける。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【Outline (in English)】
(Course outline and Learning Objectives)
We will learn about diversity in sports while studying the historical
and social background. Additionally, we will understand the history of
women’s participation in the Olympic Games and their active activities
until today, and learn the basic knowledge of diversity in sports from
various angles such as "gender (social and cultural aspects), "sexuality
"(physiological and anatomical aspects), media, promotion, etc in order
to grasp the outline. Furthermore, we will think about the potentiality
of diversity in sports in the future through the actual cases related to
diversity in sports in both Japan and in foreign countries.
(Learning activities outside of classroom)
Compile a report related to the theme covered in class.
(Grading Criteria /Policy)
Grades will be evaluated based on reaction paper content (20%), class
room tests (20%), group presentation (30%), and report (30%).
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GDR100IA（ジェンダー / Gender 100）

女性とスポーツ

青木　瑛美

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：木4/Thu.4
備考（履修条件等）：2023年度以前入学者対象
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
歴史的、社会的背景を紐解きながら、多様性とスポーツについて学習する。女
性の五輪への出場、活躍がもはや「当たり前」となった今日に至るまでの歴
史を知るとともに、「ジェンダー」(社会・文化的側面)、「セクシャリティー」
(生理学的・解剖学的側面)、メディア、プロモーション、様々な角度から多様
性とスポーツに関わる基礎知識を学び、その概要をつかむ。さらに、日本な
らびに諸外国の多様性とスポーツに関連した事例を通して、今後の多様性と
スポーツの可能性について考える。
【到達目標】
様々な角度からスポーツと多様性について学び、今後のスポーツと多様性の
可能性について自分の意見を述べることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」
「DP7」「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
講義を中心としながらも、グループに分かれ、ディスカッションをする時間
を設けます。また視覚教材（ビデオ等）も活用しながら授業テーマの理解を
深めていきます。毎授業の終わりに、その日の授業内容に関するリアクショ
ンペーパーを記入してもらいます。最終講義時には、全日程を通じて学んだ
ことをレポートしてもらいます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 自己紹介を交え、授業の概要を説明

する。
2 女性スポーツの歴史 I：

日本や諸外国における
女性スポーツの事例

日本における女性とスポーツの歴史
ならびに欧米を中心に女性とスポー
ツの歴史を学ぶ。

3 女性スポーツの歴史 II
：アメリカにおける女
性とスポーツの事例「タ
イトル IX」

アメリカにおける女性とスポーツの
歴史において、大きな意味を持ち、
影響を与えた「タイトル IX」につい
て学ぶ。

4 女性の社会進出について 女性の社会進出について、歴史的背
景、現状、さらにスポーツ界に置け
る女性指導者の現状について学ぶ。

5 女性スポーツの現状：
女性のスポーツ参画に
関する日本ならびに諸
外国の現状

ブライトンプラスヘルシンキ宣言に
ついてなど、現在の女性とスポーツ
の世界的な動きについて学ぶ。また、
諸外国並びに日本のスポーツ界にお
ける女性コーチの現状について学ぶ。

6 女性の身体とスポーツ、
スポーツ参加について

女性アスリートの身体について・女
性アスリートの３主徴 “Female
Athlete Triad”について学ぶ。
BCS (Body Confident Sport)や、
スポーツイングランドが実施した女
性の運動促進キャンペーン「This
Girl Can」の紹介を聞き、スポーツ
実施率について考える。

7 スポーツ界における多
様性 I：スポーツとジェ
ンダー

ジェンダー、セクシャリティーとい
う側面から、スポーツにおける「男
性らしさ」「女性らしさ」について考
える。

8 スポーツ界における多
様性 II：諸外国におけ
るジェンダー関連事項

ケーススタディーとして、ジェン
ダー、セクシャリティーに関する諸
外国のスポーツ界の事例を紹介し、
ディスカッションを行う。

9 スポーツ界における多様
性Ⅲ：パラリンピック

パラアスリートについて学ぶ。

10 スポーツとメディア メディアにおけるこれまでのアス
リートの取り上げられ方をみていく。
また、近年めざましい活躍する女性
アスリートのプロモーションについ
てもみていく。

11 スポーツビジネスにお
ける多様性戦略Ⅰ

多様性とスポーツをテーマとしたス
ポーツ界におけるマーケティング戦
略について学び、スポーツにおける
多様性戦略の意味を考える。

12 スポーツビジネスにお
ける多様性戦略Ⅱ

視聴覚資料を通じて、多様性につい
て考える。
グループ発表に向けた準備と最終レ
ポート課題についての説明。

13 グループ発表 授業内で提示するテーマの中から、グ
ループ毎にテーマを選び、発表する。

14 総括 授業の振り返り、グループプレゼン
テーションの総括を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で取り上げたテーマに関連したレポートをまとめる。本授業の準備学習・
復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
講義中に配付される資料とパワーポイント資料を主要な教科書として使用する。
【参考書】
授業内にて、適宜紹介する。
視聴覚資料：DREAM

【成績評価の方法と基準】
成績は、リアクションペーパーの内容（20％）、小テスト（20%)、グループ
プレゼンテーション（30%)、レポートの内容（30％）で評価します。
【学生の意見等からの気づき】
講義で扱うテーマについて学生同士の意見交換を行う場（グループディスカッ
ションなど）を設ける。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【Outline (in English)】
(Course outline and Learning Objectives)
We will learn about diversity in sports while studying the historical
and social background. Additionally, we will understand the history of
women’s participation in the Olympic Games and their active activities
until today, and learn the basic knowledge of diversity in sports from
various angles such as "gender (social and cultural aspects), "sexuality
"(physiological and anatomical aspects), media, promotion, etc in order
to grasp the outline. Furthermore, we will think about the potentiality
of diversity in sports in the future through the actual cases related to
diversity in sports in both Japan and in foreign countries.
(Learning activities outside of classroom)
Compile a report related to the theme covered in class.
(Grading Criteria /Policy)
Grades will be evaluated based on reaction paper content (20%), class
room tests (20%), group presentation (30%), and report (30%).
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PRI100IA（情報学基礎 / Principles of informatics 100）

情報リテラシーⅠ

新海　貴弘

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1～4年次／
2単位
曜日・時限：木2/Thu.2

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　コンピュータおよびネットワークなど情報処理に関する知識を身につける
とともに、情報化社会とも表現される現代においてその操作が必須となって
いるコンピュータおよびネットワークの操作を身につけ使いこなすことが出
来るようにすることを目的としています。
　また多様なメディアを利用して自己の意見の表現ができ、今後の生活の中で
活用することができる知識および能力を習得することも目標としています。　
　コンピュータリテラシーの入門編であり、情報処理技術の基礎的な内容を
理解してもらうための講義です。
　コンピュータおよびネットワークの仕組みを理解し、パーソナルコンピュー
タを用いた場合の情報の加工、情報ネットワーク上でのデータの送受信方法、
インターネットおよびデータベースなどを利用した検索方法等を理解するこ
とを目的としています。講義の前半ではコンピュータの仕組みやネットワー
クの仕組みなどを基礎として、コンピュータリテラシーを身につける。その
後ファイル操作、日本語ワープロソフトによる文章作成および編集能力、ビ
ジネス文書や論文形式の文書作成、インターネットに代表されるネットワー
ク上において提供されるサービスであるWEBによる検索や電子メールの送受
信方法、情報・意見の表現ができるようするためにプレゼンテーションソフ
トの基本的操作およびそれを活用したプレゼンテーション方法を学習します。
【到達目標】
　情報を活用していく基礎的な能力を高めるために、コンピュータおよび情
報処理に関する基礎知識を習得してもらいます。
　コンピュータをはじめとするデバイスおよびインターネットの仕組みを理
解してもらいます。
　大学生として一般的なメールの送受信の基本操作を身につけ活用すること
ができるようになります。
　ワープロソフトの基本操作を学習しながらレポートや論文などの各種の文
書の作成に必要な編集操作を覚え、あわせて文章表現を習得していきます。
　プレゼンテーションソフトを使って効果的で説得力のあるプレゼンテーショ
ンを実施できる基礎能力を身につけます。
　今後もその利用の拡大が広がると予想されるインターネットを利用するうえ
で必要なセキュリティに対する意識や情報倫理を身につけることができます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
　一部講義形態による授業も行いますが、基本はコンピュータを利用した実習
形態にて講義を行います。アプリケーションによる操作を行い作成したファ
イルなどを提出してもらいます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 講義ガイダンス 講義の目標および内容、講義の進め

かたの確認。
大学内におけるネットワーク環境な
どの説明。

2 コンピュータ、ネット
ワークを構成するハー
ドウエアの歴史、ハード
ウエア構成法

コンピュータの構成や仕組みなど操
作を行う上で必要な知識。

3 基本ソフトウエアの利
用法、ファイルの概念と
その利用法

利用するOSの基本操作、今後作成し
ていくファイルに関する知識。

4 インターネットの利用/・
情報の伝達および発信

インターネットの基本知識とそれを
利用する上でのマナーへの理解。
近年のインターネット上にて提供さ
れるアプリケーションやサービスに
ついて。
インターネットなどを介した情報発
信方法の確認。
情報発信を行う場合の注意点ならび
に受け取った情報に対する判断。

5 電子メールの設定法、
メールサーバとメール
伝送の仕組み、電子メー
ルの基本操作

電子メールの仕組みの理解、利用す
るための機能を習得。電子メール送
受信に関する基本操作の確認（添付
ファイルや署名など）。

6 情報セキュリティへの
意識

情報の不正利用を防ぐための知識を
習得。

7 データおよびAIの活用 データならびにAIを活用するための
知識を習得。

8 文書作成（１）ワープロ
ソフトの基本操作

ワープロソフトの基本操作の習得。

9 文書作成（２）定型文書
の作成、表の挿入など

ワープロソフトによる表の作成や定
型文書のフォーマット利用など。

10 文書作成（３）画像・図
形データの取り扱い

ワープロソフトによる画像や図形の
利用方法。

11 プレゼンテーション資
料の作成（１）
パワーポイントの基本
操作。文字入力アニ
メーション効果、グラフ
と図の貼り付け

パワーポイントを利用して動的な表
現を含んだ資料作成方法を確認する。

12 プレゼンテーション資
料の作成（２）
プレゼンテーション資
料の構成、デザインの要
点について。プレゼン
テーションの進め方。

資料作成の前提となる構成のまとめ
方やデザインに関する基本的な知識
を学ぶ。あわせてプレゼンテーショ
ンの進め方と活用できるパワーポイ
ントの機能を確認。

13 プレゼンテーション資
料の作成（３）
パワーポイントの基本操
作。用意されたテーマに
基づきプレゼンテーショ
ン資料を各自で作成。

パワーポイントによるプレゼン資料
の作成。

14 最終課題の作成 これまでの講義のまとめ。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　講義ごとに予習用資料を用意しますので、講義に参加する前に必ず確認し
てから参加してください。
　講義で確認した操作の理解度を確認するために課題を出します。
　講義内では伝えることができない情報を扱う上でのモラル・倫理などの参
考資料を提供します。講義以外の時間を利用して確認ください。
　本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　講義ごとに資料を用意し配布します。
【参考書】
・森本尚之・奥村晴彦『基礎からわかる情報リテラシー　改訂第５版』技術評
論社、2023年10月。
・岡嶋裕史・吉田雅裕『はじめてのAIリテラシー改定新版』技術評論社、2024
年９月。
その他参考書などについては講義にて紹介していきます。
【成績評価の方法と基準】
1.講義への参加（50％）
　積極的な講義への参加が評価対象です。前期に5回欠席した場合は成績評価
の対象外とします。
2.課題の提出およびその内容（50％）
　講義ごとに課題の作成を行い、それを提出してもらいます。講義において
指示した内容が反映されて完成しているかという点も評価の対象です。学習
した内容の確認するための課題にも対応してもらいます。
【学生の意見等からの気づき】
　受講する学生を取り巻くコンピュータの使用方法やインターネットにて提
供されるサービスは常に変化しています。このような状況の中で、その変化
にも対応できるように今日的な話題の解説や、今後も利用が予測されるコン
ピュータなどの活用、さらには様々なデバイスの活用、新たに生み出されて
いるサービスなどについても触れていきます。
【学生が準備すべき機器他】
・講義について「情報実習室」にて実施し、各自デスクトップPCを利用し操
作を行ってもらいます。
・学習支援システムを利用して配布資料の確認や課題提出を行ってもらいます。
・オンライン講義になった場合、受講生の環境下にて講義で使用予定のアプリ
ケーションがPCで使用できる必要があります。（オンライン講義が実施され
る場合は事前に注意事項を説明します。）
【その他の重要事項】
自身でWEBマーケティング、WEB制作、ECなどを中心とした事業を展開
していることや、自治体などからのIT講習運営受託、ネットワーク構築や運
用のなどの事業の経験から、実際に必要とするスキルや最新傾向などを伝え
ていきます。
【Outline (in English)】
1.Course outline
This is an introductory computer literacy class and students learn
the basics knowledge of information processing technology.This class is
aimed at learning information processing such as computer, networks
and its operation.Students acquire the knowledge and skills various
media, which would benefit them in various occasions.
2.Learning Objectives
To acquire basic knowledge of computers and information processing
in order to enhance the basic ability to utilize information. They will
understand computers and other devices and how the Internet works.
Acquire and be able to utilize basic operations of sending and receiving
e-mail.
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While learning the basic operations of word processing software,
students will also learn the editing operations necessary for creating
various types of documents such as reports and papers, as well as
written expression.
Acquire basic skills to make effective and persuasive presentations
using presentation software.
This course provides the basic security and information ethics contents,
which is essential to utilize the internet safely.
3.Learning activities outside of classroom
・Students are expected to read the materials prior to the lecture. The
content of each lecture is based on the material.
・Assignments will be made to confirm understanding of the operations
reviewed in the lecture.
・Some topics, like morals and ethics in handling information, are not
covered in the classroom, and reference text is provided for them. Please
check them and ask any unclear points to utilize these essential items
in the course.
・The standard preparation and review time for this lecture is 2 hours
each.
4.Grading Criteria /Policy
Lecture grades will be based on the following two points.
1)Participation in lectures（50％）
Active participation in lectures is the object of evaluation. Five absences
will not be considered for grading.
2)Submission of assignments and its contents（50％）
Students are required to prepare an assignment for each lecture and
submit it. The evaluation is also based on whether the work is
completed in a way that reflects the content of the instructions given
in the lecture. Students will also be asked to respond to assignments to
confirm what you have learned.
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PRI100IA（情報学基礎 / Principles of informatics 100）

情報リテラシーⅠ

新海　貴弘

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1～4年次／
2単位
曜日・時限：木3/Thu.3

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　コンピュータおよびネットワークなど情報処理に関する知識を身につける
とともに、情報化社会とも表現される現代においてその操作が必須となって
いるコンピュータおよびネットワークの操作を身につけ使いこなすことが出
来るようにすることを目的としています。
　また多様なメディアを利用して自己の意見の表現ができ、今後の生活の中で
活用することができる知識および能力を習得することも目標としています。　
　コンピュータリテラシーの入門編であり、情報処理技術の基礎的な内容を
理解してもらうための講義です。
　コンピュータおよびネットワークの仕組みを理解し、パーソナルコンピュー
タを用いた場合の情報の加工、情報ネットワーク上でのデータの送受信方法、
インターネットおよびデータベースなどを利用した検索方法等を理解するこ
とを目的としています。講義の前半ではコンピュータの仕組みやネットワー
クの仕組みなどを基礎として、コンピュータリテラシーを身につける。その
後ファイル操作、日本語ワープロソフトによる文章作成および編集能力、ビ
ジネス文書や論文形式の文書作成、インターネットに代表されるネットワー
ク上において提供されるサービスであるWEBによる検索や電子メールの送受
信方法、情報・意見の表現ができるようするためにプレゼンテーションソフ
トの基本的操作およびそれを活用したプレゼンテーション方法を学習します。
【到達目標】
　情報を活用していく基礎的な能力を高めるために、コンピュータおよび情
報処理に関する基礎知識を習得してもらいます。
　コンピュータをはじめとするデバイスおよびインターネットの仕組みを理
解してもらいます。
　大学生として一般的なメールの送受信の基本操作を身につけ活用すること
ができるようになります。
　ワープロソフトの基本操作を学習しながらレポートや論文などの各種の文
書の作成に必要な編集操作を覚え、あわせて文章表現を習得していきます。
　プレゼンテーションソフトを使って効果的で説得力のあるプレゼンテーショ
ンを実施できる基礎能力を身につけます。
　今後もその利用の拡大が広がると予想されるインターネットを利用するうえ
で必要なセキュリティに対する意識や情報倫理を身につけることができます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
　一部講義形態による授業も行いますが、基本はコンピュータを利用した実習
形態にて講義を行います。アプリケーションによる操作を行い作成したファ
イルなどを提出してもらいます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 講義ガイダンス 講義の目標および内容、講義の進め

かたの確認。
大学内におけるネットワーク環境な
どの説明。

2 コンピュータ、ネット
ワークを構成するハー
ドウエアの歴史、ハード
ウエア構成法

コンピュータの構成や仕組みなど操
作を行う上で必要な知識。

3 基本ソフトウエアの利
用法、ファイルの概念と
その利用法

利用するOSの基本操作、今後作成し
ていくファイルに関する知識。

4 インターネットの利用/・
情報の伝達および発信

インターネットの基本知識とそれを
利用する上でのマナーへの理解。
近年のインターネット上にて提供さ
れるアプリケーションやサービスに
ついて。
インターネットなどを介した情報発
信方法の確認。
情報発信を行う場合の注意点ならび
に受け取った情報に対する判断。

5 電子メールの設定法、
メールサーバとメール
伝送の仕組み、電子メー
ルの基本操作

電子メールの仕組みの理解、利用す
るための機能を習得。電子メール送
受信に関する基本操作の確認（添付
ファイルや署名など）。

6 情報セキュリティへの
意識

情報の不正利用を防ぐための知識を
習得。

7 データおよびAIの活用 データならびにAIを活用するための
知識を習得。

8 文書作成（１）ワープロ
ソフトの基本操作

ワープロソフトの基本操作の習得。

9 文書作成（２）定型文書
の作成、表の挿入など

ワープロソフトによる表の作成や定
型文書のフォーマット利用など。

10 文書作成（３）画像・図
形データの取り扱い

ワープロソフトによる画像や図形の
利用方法。

11 プレゼンテーション資
料の作成（１）
パワーポイントの基本
操作。文字入力アニ
メーション効果、グラフ
と図の貼り付け

パワーポイントを利用して動的な表
現を含んだ資料作成方法を確認する。

12 プレゼンテーション資
料の作成（２）
プレゼンテーション資
料の構成、デザインの要
点について。プレゼン
テーションの進め方。

資料作成の前提となる構成のまとめ
方やデザインに関する基本的な知識
を学ぶ。あわせてプレゼンテーショ
ンの進め方と活用できるパワーポイ
ントの機能を確認。

13 プレゼンテーション資
料の作成（３）
パワーポイントの基本操
作。用意されたテーマに
基づきプレゼンテーショ
ン資料を各自で作成。

パワーポイントによるプレゼン資料
の作成。

14 最終課題の作成 これまでの講義のまとめ。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　講義ごとに予習用資料を用意しますので、講義に参加する前に必ず確認し
てから参加してください。
　講義で確認した操作の理解度を確認するために課題を出します。
　講義内では伝えることができない情報を扱う上でのモラル・倫理などの参
考資料を提供します。講義以外の時間を利用して確認ください。
　本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
講義ごとに資料を用意し配布します。
【参考書】
・森本尚之・奥村晴彦『基礎からわかる情報リテラシー　改訂第５版』技術評
論社、2023年10月。
・岡嶋裕史・吉田雅裕『はじめてのAIリテラシー改定新版』技術評論社、2024
年９月。
その他参考書などについては講義にて紹介していきます。
【成績評価の方法と基準】
1.講義への参加（50％）
　積極的な講義への参加が評価対象です。前期に5回欠席した場合は成績評価
の対象外とします。
2.課題の提出およびその内容（50％）
　講義ごとに課題の作成を行い、それを提出してもらいます。講義において
指示した内容が反映されて完成しているかという点も評価の対象です。学習
した内容の確認するための課題にも対応してもらいます。
【学生の意見等からの気づき】
　受講する学生を取り巻くコンピュータの使用方法やインターネットにて提
供されるサービスは常に変化しています。このような状況の中で、その変化
にも対応できるように今日的な話題の解説や、今後も利用が予測されるコン
ピュータなどの活用、さらには様々なデバイスの活用、新たに生み出されて
いるサービスなどについても触れていきます。
【学生が準備すべき機器他】
・講義について「情報実習室」にて実施し、各自デスクトップPCを利用し操
作を行ってもらいます。
・学習支援システムを利用して配布資料の確認や課題提出を行ってもらいます。
・オンライン講義になった場合、受講生の環境下にて講義で使用予定のアプリ
ケーションがPCで使用できる必要があります。（オンライン講義が実施され
る場合は事前に注意事項を説明します。）
【その他の重要事項】
自身でWEBマーケティング、WEB制作、ECなどを中心とした事業を展開
していることや、自治体などからのIT講習運営受託、ネットワーク構築や運
用のなどの事業の経験から、実際に必要とするスキルや最新傾向などを伝え
ていきます。
【Outline (in English)】
1.Course outline
This is an introductory computer literacy class and students learn
the basics knowledge of information processing technology.This class is
aimed at learning information processing such as computer, networks
and its operation.Students acquire the knowledge and skills various
media, which would benefit them in various occasions.
2.Learning Objectives
To acquire basic knowledge of computers and information processing
in order to enhance the basic ability to utilize information. They will
understand computers and other devices and how the Internet works.
Acquire and be able to utilize basic operations of sending and receiving
e-mail.
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While learning the basic operations of word processing software,
students will also learn the editing operations necessary for creating
various types of documents such as reports and papers, as well as
written expression.
Acquire basic skills to make effective and persuasive presentations
using presentation software.
This course provides the basic security and information ethics contents,
which is essential to utilize the internet safely.
3.Learning activities outside of classroom
・Students are expected to read the materials prior to the lecture. The
content of each lecture is based on the material.
・Assignments will be made to confirm understanding of the operations
reviewed in the lecture.
・Some topics, like morals and ethics in handling information, are not
covered in the classroom, and reference text is provided for them. Please
check them and ask any unclear points to utilize these essential items
in the course.
・The standard preparation and review time for this lecture is 2 hours
each.
4.Grading Criteria /Policy
Lecture grades will be based on the following two points.
1)Participation in lectures（50％）
Active participation in lectures is the object of evaluation. Five absences
will not be considered for grading.
2)Submission of assignments and its contents（50％）
Students are required to prepare an assignment for each lecture and
submit it. The evaluation is also based on whether the work is
completed in a way that reflects the content of the instructions given
in the lecture. Students will also be asked to respond to assignments to
confirm what you have learned.
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PRI100IA（情報学基礎 / Principles of informatics 100）

情報リテラシーⅠ

新海　貴弘

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1～4年次／
2単位
曜日・時限：木4/Thu.4

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　コンピュータおよびネットワークなど情報処理に関する知識を身につける
とともに、情報化社会とも表現される現代においてその操作が必須となって
いるコンピュータおよびネットワークの操作を身につけ使いこなすことが出
来るようにすることを目的としています。
　また多様なメディアを利用して自己の意見の表現ができ、今後の生活の中で
活用することができる知識および能力を習得することも目標としています。　
　コンピュータリテラシーの入門編であり、情報処理技術の基礎的な内容を
理解してもらうための講義です。
　コンピュータおよびネットワークの仕組みを理解し、パーソナルコンピュー
タを用いた場合の情報の加工、情報ネットワーク上でのデータの送受信方法、
インターネットおよびデータベースなどを利用した検索方法等を理解するこ
とを目的としています。講義の前半ではコンピュータの仕組みやネットワー
クの仕組みなどを基礎として、コンピュータリテラシーを身につける。その
後ファイル操作、日本語ワープロソフトによる文章作成および編集能力、ビ
ジネス文書や論文形式の文書作成、インターネットに代表されるネットワー
ク上において提供されるサービスであるWEBによる検索や電子メールの送受
信方法、情報・意見の表現ができるようするためにプレゼンテーションソフ
トの基本的操作およびそれを活用したプレゼンテーション方法を学習します。
【到達目標】
　情報を活用していく基礎的な能力を高めるために、コンピュータおよび情
報処理に関する基礎知識を習得してもらいます。
　コンピュータをはじめとするデバイスおよびインターネットの仕組みを理
解してもらいます。
　大学生として一般的なメールの送受信の基本操作を身につけ活用すること
ができるようになります。
　ワープロソフトの基本操作を学習しながらレポートや論文などの各種の文
書の作成に必要な編集操作を覚え、あわせて文章表現を習得していきます。
　プレゼンテーションソフトを使って効果的で説得力のあるプレゼンテーショ
ンを実施できる基礎能力を身につけます。
　今後もその利用の拡大が広がると予想されるインターネットを利用するうえ
で必要なセキュリティに対する意識や情報倫理を身につけることができます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
　一部講義形態による授業も行いますが、基本はコンピュータを利用した実習
形態にて講義を行います。アプリケーションによる操作を行い作成したファ
イルなどを提出してもらいます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 講義ガイダンス 講義の目標および内容、講義の進め

かたの確認。
大学内におけるネットワーク環境な
どの説明。

2 コンピュータ、ネット
ワークを構成するハー
ドウエアの歴史、ハード
ウエア構成法

コンピュータの構成や仕組みなど操
作を行う上で必要な知識。

3 基本ソフトウエアの利
用法、ファイルの概念と
その利用法

利用するOSの基本操作、今後作成し
ていくファイルに関する知識。

4 インターネットの利用/・
情報の伝達および発信

インターネットの基本知識とそれを
利用する上でのマナーへの理解。
近年のインターネット上にて提供さ
れるアプリケーションやサービスに
ついて。
インターネットなどを介した情報発
信方法の確認。
情報発信を行う場合の注意点ならび
に受け取った情報に対する判断。

5 電子メールの設定法、
メールサーバとメール
伝送の仕組み、電子メー
ルの基本操作

電子メールの仕組みの理解、利用す
るための機能を習得。電子メール送
受信に関する基本操作の確認（添付
ファイルや署名など）。

6 情報セキュリティへの
意識

情報の不正利用を防ぐための知識を
習得。

7 データおよびAIの活用 データならびにAIを活用するための
知識を習得。

8 文書作成（１）ワープロ
ソフトの基本操作

ワープロソフトの基本操作の習得。

9 文書作成（２）定型文書
の作成、表の挿入など

ワープロソフトによる表の作成や定
型文書のフォーマット利用など。

10 文書作成（３）画像・図
形データの取り扱い

ワープロソフトによる画像や図形の
利用方法。

11 プレゼンテーション資
料の作成（１）
パワーポイントの基本
操作。文字入力アニ
メーション効果、グラフ
と図の貼り付け

パワーポイントを利用して動的な表
現を含んだ資料作成方法を確認する。

12 プレゼンテーション資
料の作成（２）
プレゼンテーション資
料の構成、デザインの要
点について。プレゼン
テーションの進め方。

資料作成の前提となる構成のまとめ
方やデザインに関する基本的な知識
を学ぶ。あわせてプレゼンテーショ
ンの進め方と活用できるパワーポイ
ントの機能を確認。

13 プレゼンテーション資
料の作成（３）
パワーポイントの基本操
作。用意されたテーマに
基づきプレゼンテーショ
ン資料を各自で作成。

パワーポイントによるプレゼン資料
の作成。

14 最終課題の作成 これまでの講義のまとめ。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　講義ごとに予習用資料を用意しますので、講義に参加する前に必ず確認し
てから参加してください。
　講義で確認した操作の理解度を確認するために課題を出します。
　講義内では伝えることができない情報を扱う上でのモラル・倫理などの参
考資料を提供します。講義以外の時間を利用して確認ください。
　本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
講義ごとに資料を用意し配布します。
【参考書】
・森本尚之・奥村晴彦『基礎からわかる情報リテラシー　改訂第５版』技術評
論社、2023年10月。
・岡嶋裕史・吉田雅裕『はじめてのAIリテラシー改定新版』技術評論社、2024
年９月。
その他参考書などについては講義にて紹介していきます。
【成績評価の方法と基準】
1.講義への参加（50％）
　積極的な講義への参加が評価対象です。前期に5回欠席した場合は成績評価
の対象外とします。
2.課題の提出およびその内容（50％）
　講義ごとに課題の作成を行い、それを提出してもらいます。講義において
指示した内容が反映されて完成しているかという点も評価の対象です。学習
した内容の確認するための課題にも対応してもらいます。
【学生の意見等からの気づき】
　受講する学生を取り巻くコンピュータの使用方法やインターネットにて提
供されるサービスは常に変化しています。このような状況の中で、その変化
にも対応できるように今日的な話題の解説や、今後も利用が予測されるコン
ピュータなどの活用、さらには様々なデバイスの活用、新たに生み出されて
いるサービスなどについても触れていきます。
【学生が準備すべき機器他】
・講義について「情報実習室」にて実施し、各自デスクトップPCを利用し操
作を行ってもらいます。
・学習支援システムを利用して配布資料の確認や課題提出を行ってもらいます。
・オンライン講義になった場合、受講生の環境下にて講義で使用予定のアプリ
ケーションがPCで使用できる必要があります。（オンライン講義が実施され
る場合は事前に注意事項を説明します。）
【その他の重要事項】
自身でWEBマーケティング、WEB制作、ECなどを中心とした事業を展開
していることや、自治体などからのIT講習運営受託、ネットワーク構築や運
用のなどの事業の経験から、実際に必要とするスキルや最新傾向などを伝え
ていきます。
【Outline (in English)】
1.Course outline
This is an introductory computer literacy class and students learn
the basics knowledge of information processing technology.This class is
aimed at learning information processing such as computer, networks
and its operation.Students acquire the knowledge and skills various
media, which would benefit them in various occasions.
2.Learning Objectives
To acquire basic knowledge of computers and information processing
in order to enhance the basic ability to utilize information. They will
understand computers and other devices and how the Internet works.
Acquire and be able to utilize basic operations of sending and receiving
e-mail.
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While learning the basic operations of word processing software,
students will also learn the editing operations necessary for creating
various types of documents such as reports and papers, as well as
written expression.
Acquire basic skills to make effective and persuasive presentations
using presentation software.
This course provides the basic security and information ethics contents,
which is essential to utilize the internet safely.
3.Learning activities outside of classroom
・Students are expected to read the materials prior to the lecture. The
content of each lecture is based on the material.
・Assignments will be made to confirm understanding of the operations
reviewed in the lecture.
・Some topics, like morals and ethics in handling information, are not
covered in the classroom, and reference text is provided for them. Please
check them and ask any unclear points to utilize these essential items
in the course.
・The standard preparation and review time for this lecture is 2 hours
each.
4.Grading Criteria /Policy
Lecture grades will be based on the following two points.
1)Participation in lectures（50％）
Active participation in lectures is the object of evaluation. Five absences
will not be considered for grading.
2)Submission of assignments and its contents（50％）
Students are required to prepare an assignment for each lecture and
submit it. The evaluation is also based on whether the work is
completed in a way that reflects the content of the instructions given
in the lecture. Students will also be asked to respond to assignments to
confirm what you have learned.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

PRI100IA（情報学基礎 / Principles of informatics 100）

情報リテラシーⅡ

新海　貴弘

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：木2/Thu.2

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　情報リテラシーⅠの応用編となる講義です。情報リテラシーⅠにおいて習
得目標とした課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを基礎とし
て、論文やレポート作成に必要なデータの処理、統計分析をコンピュータに
て実行する手法および得た結果を発信する手法を習得してもらうことをテー
マとしています。また大学以外の場においても活用できるスキルを身につけ
てもらいます。
　表計算ソフトの操作を中心に学習しその基本的な操作をできるようにして
いきます。さらに表計算ソフトの応用的な使用方法として、回帰分析など分析
機能の利用、マクロを用いたプログラミングの基本などを学習していきます。
そしてデータ処理を行った結果を発信する方法などについても学習します。
　データの加工および分析などに活用する表計算ソフトの利用方法を学習し
ます。講義の前半では表計算ソフトの基本的使用方法を学習し、今後表計算
ソフトを使用するうえでの基礎部分を身につけてもらうと同時に表計算ソフ
トの機能を理解していきます。
　講義の後半では表計算ソフトを利用して問題分析を行うための手法を学習し
ます。例えばデータの集計や基本統計量、また回帰分析など分析の基礎を学習
します。またマクロを利用した簡易プログラムの作成などを行っていきます。
　講義では今後の大学における研究にも活用できるスポーツおよび健康に関
するデータを可能な限り利用して、表計算ソフトによる分析の事例として学
習していきます。
【到達目標】
　学生が今後必要とされるコンピュータを用いた問題分析の手法を利用でき
るようにすること、この講義で利用するアプリケーションがどのように利用
することができるのかを理解してもらうことも目標としています。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
　一部講義形態による授業も行いますが、基本はコンピュータを利用した実習
形態にて講義を行います。アプリケーションによる操作を行い作成したファ
イルなどを提出してもらいます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 講義ガイダンス 講義の目標および内容、講義の進め

かたの確認。
2 表計算ソフトの基本操

作（ワークシートの編集
など）

表計算ソフトの概要、ワークシート
の基本操作。

3 表計算ソフトの基本操作
（数式・関数の利用など）

表計算ソフトにおける数式の作成、
関数の利用方法。

4 表計算ソフトの基本操
作（グラフの作成）

グラフウィザードの基本操作の確認
し、使用頻度が高いグラフの作成。

5 表計算ソフトの基本操
作（データ操作）①

表計算ソフトにおいてのデータ操作
の基本を確認。
テキストデータの利用。

6 表計算ソフトの基本操
作（データ操作）②

表計算ソフトにおいてのデータ操作
の基本を確認。
データの並べ替え、抽出。

7 表計算ソフトの応用操
作（条件別の処理とデー
タの整理回収）

データ入力を行うためのフォームの
利用やクロス集計を実行するための
ピボットテーブルの利用。

8 表計算ソフトの応用操
作（全体像を把握するた
めのデータ分析）

分析ツールの利用。基本統計量、ヒ
ストグラム。

9 表計算ソフトの応用操
作（比較判断するための
データ分析）

分析ツールの利用。相関。散布図の
作成、相関係数の算出。

10 表計算ソフトの応用操
作（仮説を検証するため
のデータ分析）①

分析ツールの利用。回帰分析。

11 表計算ソフトの応用操
作（仮説を検証するため
のデータ分析）②

分析ツールの利用。重回帰分析。重
回帰分析を利用する上でのリスク回
避。質的データを含んだデータに対
する重回帰分析。

12 表計算ソフトの応用操
作（マクロ作成）

マクロの記録などを含めたマクロプ
ログラムの作成。

13 データ分析とAI技術の
活用

データ分析に対しての理解。
AI技術の活用に関する理解。

14 最終課題の作成 これまでの講義のまとめ。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　講義ごとに予習用資料を用意しますので、講義に参加する前に必ず確認し
てから参加してください。
　講義で確認した操作の理解度を確認するための課題を課します。
　本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　講義ごとにテキストとなる資料を用意し講義実施前に公開しますので、資
料を確認して講義に参加してください。
【参考書】
・森本尚之・奥村晴彦『基礎からわかる情報リテラシー　改訂第５版』技術評
論社、2023年10月。
・岡嶋裕史・吉田雅裕『はじめてのAIリテラシー改定新版』技術評論社、2024
年９月。
・平井明夫『Excelビジネスデータ分析徹底活用ガイド』技術評論社、2019
年1月。
・出村愼一監修 佐藤進・山次俊介・長澤吉則編『健康・スポーツ科学のため
のExcelによる統計解析入門』杏林書院、2009年6月。
その他参考書などについては講義にて紹介していきます。
【成績評価の方法と基準】
1.講義への参加（50％）
　積極的な講義への参加が評価対象です。5回欠席した場合は成績評価の対象
外とします。
2.課題の提出およびその内容（50％）
　講義は演習毎に課題の作成を行い、それを提出してもらいます。講義におい
て指示した内容が反映されて完成しているかという点も評価の対象です。学
習した内容の確認するための課題にも対応してもらいます。
【学生の意見等からの気づき】
　パソコンおよびアプリケーションなどの操作に不慣れな学生にも興味を持っ
てもらえるような課題内容やコンピュータに関するトピックスを提供してい
きます。
　講義は実習形式となるため一方的な説明をする時間が多くなるが、学生か
らの質問などお互いがコミュニケーションを図れるような講義の進め方を準
備していきます。
【学生が準備すべき機器他】
・講義について「情報実習室」にて実施し、各自デスクトップPCを利用し操
作を行ってもらいます。
・学習支援システムを利用して配布資料の確認や課題提出を行ってもらいます。
・オンライン講義になった場合、受講生の環境下にて講義で使用予定のアプリ
ケーションがPCで使用できる必要があります。（オンライン講義が実施され
る場合は事前に注意事項を説明します。）
【その他の重要事項】
　自身でWEBマーケティング、WEB制作、ECなどを中心とした事業、自
治体などからの社会調査受託、データベース作成の経験から、データ解析な
どのスキルや動向などを伝えていきます。
【Outline (in English)】
1. Course outline
This is an advanced class of Information Literacy I. This class is aimed
at learning basic skill of spreadsheet software, analytical functions such
as regression analysis and the basics of programming. Students learn
some basic analysis method and how to deal the data effectively with the
spread-sheet software. In addition, some basic programming is lectured.
2.Learning Objectives
The goal of this course is to provide additional utilization skill of
computer, so that the students can process big data, by analyzing or
visualizing the factors to reach the conclusion.
3.Learning activities outside of classroom
・Students are expected to read the materials prior to the lecture. The
content of each lecture is based on the material.
・Assignments will be made to confirm understanding of the operations
reviewed in the lecture.
・The standard preparation and review time for this lecture is 2 hours
each.
4.Grading Criteria /Policy
Lecture grades will be based on the following two points.
1)Participation in lectures（50％）
Active participation in lectures is the object of evaluation. Five absences
will not be considered for grading.
2)Submission of assignments and its contents（50％）
Students are required to prepare an assignment for each lecture and
submit it. The evaluation is also based on whether the work is
completed in a way that reflects the content of the instructions given
in the lecture. Students will also be asked to respond to assignments to
confirm what you have learned.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

PRI100IA（情報学基礎 / Principles of informatics 100）

情報リテラシーⅡ

新海　貴弘

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：木3/Thu.3

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　情報リテラシーⅠの応用編となる講義です。情報リテラシーⅠにおいて習
得目標とした課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを基礎とし
て、論文やレポート作成に必要なデータの処理、統計分析をコンピュータに
て実行する手法および得た結果を発信する手法を習得してもらうことをテー
マとしています。また大学以外の場においても活用できるスキルを身につけ
てもらいます。
　表計算ソフトの操作を中心に学習しその基本的な操作をできるようにして
いきます。さらに表計算ソフトの応用的な使用方法として、回帰分析など分析
機能の利用、マクロを用いたプログラミングの基本などを学習していきます。
そしてデータ処理を行った結果を発信する方法などについても学習します。
　データの加工および分析などに活用する表計算ソフトの利用方法を学習し
ます。講義の前半では表計算ソフトの基本的使用方法を学習し、今後表計算
ソフトを使用するうえでの基礎部分を身につけてもらうと同時に表計算ソフ
トの機能を理解していきます。
　講義の後半では表計算ソフトを利用して問題分析を行うための手法を学習し
ます。例えばデータの集計や基本統計量、また回帰分析など分析の基礎を学習
します。またマクロを利用した簡易プログラムの作成などを行っていきます。
　講義では今後の大学における研究にも活用できるスポーツおよび健康に関
するデータを可能な限り利用して、表計算ソフトによる分析の事例として学
習していきます。
【到達目標】
　学生が今後必要とされるコンピュータを用いた問題分析の手法を利用でき
るようにすること、この講義で利用するアプリケーションがどのように利用
することができるのかを理解してもらうことも目標としています。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
　一部講義形態による授業も行いますが、基本はコンピュータを利用した実習
形態にて講義を行います。アプリケーションによる操作を行い作成したファ
イルなどを提出してもらいます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 講義ガイダンス 講義の目標および内容、講義の進め

かたの確認。
2 表計算ソフトの基本操

作（ワークシートの編集
など）

表計算ソフトの概要、ワークシート
の基本操作。

3 表計算ソフトの基本操作
（数式・関数の利用など）

表計算ソフトにおける数式の作成、
関数の利用方法。

4 表計算ソフトの基本操
作（グラフの作成）

グラフウィザードの基本操作の確認
し、使用頻度が高いグラフの作成。

5 表計算ソフトの基本操
作（データ操作）①

表計算ソフトにおいてのデータ操作
の基本を確認。
テキストデータの利用。

6 表計算ソフトの基本操
作（データ操作）②

表計算ソフトにおいてのデータ操作
の基本を確認。
データの並べ替え、抽出。

7 表計算ソフトの応用操
作（条件別の処理とデー
タの整理回収）

データ入力を行うためのフォームの
利用やクロス集計を実行するための
ピボットテーブルの利用。

8 表計算ソフトの応用操
作（全体像を把握するた
めのデータ分析）

分析ツールの利用。基本統計量、ヒ
ストグラム。

9 表計算ソフトの応用操
作（比較判断するための
データ分析）

分析ツールの利用。相関。散布図の
作成、相関係数の算出。

10 表計算ソフトの応用操
作（仮説を検証するため
のデータ分析）①

分析ツールの利用。回帰分析。

11 表計算ソフトの応用操
作（仮説を検証するため
のデータ分析）②

分析ツールの利用。重回帰分析。重
回帰分析を利用する上でのリスク回
避。質的データを含んだデータに対
する重回帰分析。

12 表計算ソフトの応用操
作（マクロ作成）

マクロの記録などを含めたマクロプ
ログラムの作成。

13 データ分析とAI技術の
活用

データ分析に対しての理解。
AI技術の活用に関する理解。

14 最終課題の作成 これまでの講義のまとめ。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　講義ごとに予習用資料を用意しますので、講義に参加する前に必ず確認し
てから参加してください。
　講義で確認した操作の理解度を確認するための課題を課します。
　本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　講義ごとにテキストとなる資料を用意し講義実施前に公開しますので、資
料を確認して講義に参加してください。
【参考書】
・森本尚之・奥村晴彦『基礎からわかる情報リテラシー　改訂第５版』技術評
論社、2023年10月。
・岡嶋裕史・吉田雅裕『はじめてのAIリテラシー改定新版』技術評論社、2024
年９月。
・平井明夫『Excelビジネスデータ分析徹底活用ガイド』技術評論社、2019
年1月。
・出村愼一監修 佐藤進・山次俊介・長澤吉則編『健康・スポーツ科学のため
のExcelによる統計解析入門』杏林書院、2009年6月。
その他参考書などについては講義にて紹介していきます。
【成績評価の方法と基準】
1.講義への参加（50％）
　積極的な講義への参加が評価対象です。5回欠席した場合は成績評価の対象
外とします。
2.課題の提出およびその内容（50％）
　講義は演習毎に課題の作成を行い、それを提出してもらいます。講義におい
て指示した内容が反映されて完成しているかという点も評価の対象です。学
習した内容の確認するための課題にも対応してもらいます。
【学生の意見等からの気づき】
　パソコンおよびアプリケーションなどの操作に不慣れな学生にも興味を持っ
てもらえるような課題内容やコンピュータに関するトピックスを提供してい
きます。
　講義は実習形式となるため一方的な説明をする時間が多くなるが、学生か
らの質問などお互いがコミュニケーションを図れるような講義の進め方を準
備していきます。
【学生が準備すべき機器他】
・講義について「情報実習室」にて実施し、各自デスクトップPCを利用し操
作を行ってもらいます。
・学習支援システムを利用して配布資料の確認や課題提出を行ってもらいます。
・オンライン講義になった場合、受講生の環境下にて講義で使用予定のアプリ
ケーションがPCで使用できる必要があります。（オンライン講義が実施され
る場合は事前に注意事項を説明します。）
【その他の重要事項】
　自身でWEBマーケティング、WEB制作、ECなどを中心とした事業、自
治体などからの社会調査受託、データベース作成の経験から、データ解析な
どのスキルや動向などを伝えていきます。
【Outline (in English)】
1. Course outline
This is an advanced class of Information Literacy I. This class is aimed
at learning basic skill of spreadsheet software, analytical functions such
as regression analysis and the basics of programming. Students learn
some basic analysis method and how to deal the data effectively with the
spread-sheet software. In addition, some basic programming is lectured.
2.Learning Objectives
The goal of this course is to provide additional utilization skill of
computer, so that the students can process big data, by analyzing or
visualizing the factors to reach the conclusion.
3.Learning activities outside of classroom
・Students are expected to read the materials prior to the lecture. The
content of each lecture is based on the material.
・Assignments will be made to confirm understanding of the operations
reviewed in the lecture.
・The standard preparation and review time for this lecture is 2 hours
each.
4.Grading Criteria /Policy
Lecture grades will be based on the following two points.
1)Participation in lectures（50％）
Active participation in lectures is the object of evaluation. Five absences
will not be considered for grading.
2)Submission of assignments and its contents（50％）
Students are required to prepare an assignment for each lecture and
submit it. The evaluation is also based on whether the work is
completed in a way that reflects the content of the instructions given
in the lecture. Students will also be asked to respond to assignments to
confirm what you have learned.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

PRI100IA（情報学基礎 / Principles of informatics 100）

情報リテラシーⅡ

新海　貴弘

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：木4/Thu.4

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　情報リテラシーⅠの応用編となる講義です。情報リテラシーⅠにおいて習
得目標とした課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを基礎とし
て、論文やレポート作成に必要なデータの処理、統計分析をコンピュータに
て実行する手法および得た結果を発信する手法を習得してもらうことをテー
マとしています。また大学以外の場においても活用できるスキルを身につけ
てもらいます。
　表計算ソフトの操作を中心に学習しその基本的な操作をできるようにして
いきます。さらに表計算ソフトの応用的な使用方法として、回帰分析など分析
機能の利用、マクロを用いたプログラミングの基本などを学習していきます。
そしてデータ処理を行った結果を発信する方法などについても学習します。
　データの加工および分析などに活用する表計算ソフトの利用方法を学習し
ます。講義の前半では表計算ソフトの基本的使用方法を学習し、今後表計算
ソフトを使用するうえでの基礎部分を身につけてもらうと同時に表計算ソフ
トの機能を理解していきます。
　講義の後半では表計算ソフトを利用して問題分析を行うための手法を学習し
ます。例えばデータの集計や基本統計量、また回帰分析など分析の基礎を学習
します。またマクロを利用した簡易プログラムの作成などを行っていきます。
　講義では今後の大学における研究にも活用できるスポーツおよび健康に関
するデータを可能な限り利用して、表計算ソフトによる分析の事例として学
習していきます。
【到達目標】
　学生が今後必要とされるコンピュータを用いた問題分析の手法を利用でき
るようにすること、この講義で利用するアプリケーションがどのように利用
することができるのかを理解してもらうことも目標としています。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
　一部講義形態による授業も行いますが、基本はコンピュータを利用した実習
形態にて講義を行います。アプリケーションによる操作を行い作成したファ
イルなどを提出してもらいます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 講義ガイダンス 講義の目標および内容、講義の進め

かたの確認。
2 表計算ソフトの基本操

作（ワークシートの編集
など）

表計算ソフトの概要、ワークシート
の基本操作。

3 表計算ソフトの基本操作
（数式・関数の利用など）

表計算ソフトにおける数式の作成、
関数の利用方法。

4 表計算ソフトの基本操
作（グラフの作成）

グラフウィザードの基本操作の確認
し、使用頻度が高いグラフの作成。

5 表計算ソフトの基本操
作（データ操作）①

表計算ソフトにおいてのデータ操作
の基本を確認。
テキストデータの利用。

6 表計算ソフトの基本操
作（データ操作）②

表計算ソフトにおいてのデータ操作
の基本を確認。
データの並べ替え、抽出。

7 表計算ソフトの応用操
作（条件別の処理とデー
タの整理回収）

データ入力を行うためのフォームの
利用やクロス集計を実行するための
ピボットテーブルの利用。

8 表計算ソフトの応用操
作（全体像を把握するた
めのデータ分析）

分析ツールの利用。基本統計量、ヒ
ストグラム。

9 表計算ソフトの応用操
作（比較判断するための
データ分析）

分析ツールの利用。相関。散布図の
作成、相関係数の算出。

10 表計算ソフトの応用操
作（仮説を検証するため
のデータ分析）①

分析ツールの利用。回帰分析。

11 表計算ソフトの応用操
作（仮説を検証するため
のデータ分析）②

分析ツールの利用。重回帰分析。重
回帰分析を利用する上でのリスク回
避。質的データを含んだデータに対
する重回帰分析。

12 表計算ソフトの応用操
作（マクロ作成）

マクロの記録などを含めたマクロプ
ログラムの作成。

13 データ分析とAI技術の
活用

データ分析に対しての理解。
AI技術の活用に関する理解。

14 最終課題の作成 これまでの講義のまとめ。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　講義ごとに予習用資料を用意しますので、講義に参加する前に必ず確認し
てから参加してください。
　講義で確認した操作の理解度を確認するための課題を課します。
　本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　講義ごとにテキストとなる資料を用意し講義実施前に公開しますので、資
料を確認して講義に参加してください。
【参考書】
・森本尚之・奥村晴彦『基礎からわかる情報リテラシー　改訂第５版』技術評
論社、2023年10月。
・岡嶋裕史・吉田雅裕『はじめてのAIリテラシー改定新版』技術評論社、2024
年９月。
・平井明夫『Excelビジネスデータ分析徹底活用ガイド』技術評論社、2019
年1月。
・出村愼一監修 佐藤進・山次俊介・長澤吉則編『健康・スポーツ科学のため
のExcelによる統計解析入門』杏林書院、2009年6月。
その他参考書などについては講義にて紹介していきます。
【成績評価の方法と基準】
1.講義への参加（50％）
　積極的な講義への参加が評価対象です。5回欠席した場合は成績評価の対象
外とします。
2.課題の提出およびその内容（50％）
　講義は演習毎に課題の作成を行い、それを提出してもらいます。講義におい
て指示した内容が反映されて完成しているかという点も評価の対象です。学
習した内容の確認するための課題にも対応してもらいます。
【学生の意見等からの気づき】
　パソコンおよびアプリケーションなどの操作に不慣れな学生にも興味を持っ
てもらえるような課題内容やコンピュータに関するトピックスを提供してい
きます。
　講義は実習形式となるため一方的な説明をする時間が多くなるが、学生か
らの質問などお互いがコミュニケーションを図れるような講義の進め方を準
備していきます。
【学生が準備すべき機器他】
・講義について「情報実習室」にて実施し、各自デスクトップPCを利用し操
作を行ってもらいます。
・学習支援システムを利用して配布資料の確認や課題提出を行ってもらいます。
・オンライン講義になった場合、受講生の環境下にて講義で使用予定のアプリ
ケーションがPCで使用できる必要があります。（オンライン講義が実施され
る場合は事前に注意事項を説明します。）
【その他の重要事項】
　自身でWEBマーケティング、WEB制作、ECなどを中心とした事業、自
治体などからの社会調査受託、データベース作成の経験から、データ解析な
どのスキルや動向などを伝えていきます。
【Outline (in English)】
1. Course outline
This is an advanced class of Information Literacy I. This class is aimed
at learning basic skill of spreadsheet software, analytical functions such
as regression analysis and the basics of programming. Students learn
some basic analysis method and how to deal the data effectively with the
spread-sheet software. In addition, some basic programming is lectured.
2.Learning Objectives
The goal of this course is to provide additional utilization skill of
computer, so that the students can process big data, by analyzing or
visualizing the factors to reach the conclusion.
3.Learning activities outside of classroom
・Students are expected to read the materials prior to the lecture. The
content of each lecture is based on the material.
・Assignments will be made to confirm understanding of the operations
reviewed in the lecture.
・The standard preparation and review time for this lecture is 2 hours
each.
4.Grading Criteria /Policy
Lecture grades will be based on the following two points.
1)Participation in lectures（50％）
Active participation in lectures is the object of evaluation. Five absences
will not be considered for grading.
2)Submission of assignments and its contents（50％）
Students are required to prepare an assignment for each lecture and
submit it. The evaluation is also based on whether the work is
completed in a way that reflects the content of the instructions given
in the lecture. Students will also be asked to respond to assignments to
confirm what you have learned.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

SOC100IA（社会学 / Sociology 100）

スポーツレクリエーション論

谷本　都栄

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
レクリエーションは単なる余暇活動ではなく、一人ひとりの生活の質を向上
させ、生活の様々な場面で人々を結びつけ、豊かな社会を構築するために不
可欠なものである。本講義では、現代社会におけるレクリエーションの意義
と役割について理解を深め、レクリエーション事業を企画・実践するために
必要な知識・技術を習得する。
【到達目標】
・現代の日本における様々な地域の課題を認識し、スポーツ・レクリエーショ
ンがどのように貢献できるかを考える。
・レクリエーションの事業運営に必要な知識・技術を習得し、将来家庭・職場・
地域等において実践できる能力を養う。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
・各種資料、ケーススタディから具体的に内容を把握できるようにする。
・レクリエーション事業計画では、地域の調査及び企画書の作成を実施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の概要、授業の進め方
第2回 レクリエーションの意

義と役割
レクリエーションに関わる諸理論、
レクリエーションの意義と役割につ
いて学ぶ。

第3回 レクリエーション運動
の歴史

欧米から始まるレクリエーション運
動について、歴史的背景を踏まえて
学ぶ。

第4回 戦後日本のレクリエー
ション運動

戦後の日本におけるレクリエーショ
ン運動について、時代背景を踏まえ
て学ぶ。

第5回 発達・人生課題とレクリ
エーション

各ライフステージにおける発達課題
と人生課題について学ぶ。

第6回 家族とレクリエーション 子育て・子育ち支援におけるスポー
ツ・レクリエーションの取り組み事
例から学ぶ。

第7回 高齢者とレクリエー
ション

高齢者の介護予防支援におけるス
ポーツ・レクリエーションの取り組
み事例から学ぶ。

第8回 障害者とレクリエー
ション

障害者の自立支援におけるスポー
ツ・レクリエーションの取り組み事
例から学ぶ。

第9回 ライフスタイルとレク
リエーション

第8回までの授業内容の総括

第10回 レクリエーション事業
計画　プログラムの組
み立て方

レクリエーション事業の展開方法、プ
ログラムの組み立て方について学ぶ。

第11回 レクリエーション事業
計画の実際①
個人・集団・環境への働
きかけ

個人・集団・環境への働きかけにつ
いて実践事例から学ぶ。

第12回 レクリエーション事業
計画の実際②
地域課題へのアプローチ

地域課題へのアプローチについて実
践事例から学ぶ。

第13回 安全管理とリスクマネ
ジメント

事業運営における安全管理、対象に
合わせたリスクマネジメントについ
て学ぶ。

第14回 まとめ 全体の振り返りと総括
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・授業中に紹介した文献や資料を読んで理解を深める。
・各課題は、授業中に示した手順を参考に各自で準備を進める。
・本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
・毎回テーマに応じたプリントや参考資料を配布する。

【参考書】
・適宜テーマに関する文献等を紹介する。
【成績評価の方法と基準】
・ワークシート及びリアクションペーパー60％
・課題Ⅰ　ライフスタイルとレクリエーション15％
・課題Ⅱ　レクリエーション事業計画25％
全ての課題提出を前提条件とし、総合的に成績評価する。
【学生の意見等からの気づき】
・学生が授業内容を理解しているかを随時確認しながら、インタラクティブな
授業になるよう工夫する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
Recreation, leisure and sports activities play an important role in
communities. Participation in recreation and sports activities can have
many benefits for both the individual and community, that include
improving health and well-being, contributing to the empowerment of
people by bringing together, and promoting social integration and the
development of inclusive communities.
【Learning Objectives】
The program has the following objectives.
1.Provide students the foundational knowledge and skills required for
recreation and sport play
2.Encourage students to organize recreation or sport programs in their
life
【Learning activities outside of classroom】
・Read materials introduced in lecture to deepen your understanding.
・Prepare for each assignment by referring to the procedure explained
in lecture.
・The standard time for preparation and review for this class is 2 hour
each.
【Grading Criteria /Policy】
・Worksheets and reaction papers 60%
・ReportⅠ: Lifestyle and recreation 15%
・ReportⅡ：Plannning recreation 25%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

ECN100IA（経済学 / Economics 100）

統計学Ⅰ

畑中　翔

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1～4年次／
2単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
データを活用して新たな知見を得たり根拠に基づく選択をするには、統計学
を理解し正しく扱うことが求められます。本授業では統計学の基礎の理解と
データ分析の実践的技術の獲得（※）を目的とします。
※フリーの統計解析ソフトRおよびその統合開発環境であるR Studioを用
いる。
【到達目標】
1)統計学の基礎を理解している。
2)図表や数値によってデータの特徴や傾向を把握できる。
3)統計ソフトを用いて初級レベルの統計的分析ができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
講義と演習を繰り返しながら学習を進めます。時間配分は演習を重視し、演
習では統計ソフトRおよびR Studioを用います。
数学やコンピュータが苦手であってもついていけるよう配慮しますので、リ
アクションペーパーによくわからなかった点を記載してください。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・統計学の概

要・Rのインストールと
使い方

授業の進め方と成績評価について説
明する。統計学の概要を解説する。
RおよびR Studioのインストールと
基本的な使い方について概説する。

2 記述統計（1）：数量的
要約

平均値や中央値、最頻値、分散、標
準偏差、四分位点などデータの特徴
を表す指標の意味や算出法を学ぶ。

3 記述統計（2）：視覚的
要約

度数分布表やヒストグラム、箱ひげ
図等でデータの特徴を表現する方法
やその読み方を学ぶ。

4 推測統計・仮説検定 母集団と標本、平均と偏差、正規分
布、推測統計の基礎について学ぶ。
尺度水準、仮説検定の手順や、帰無
仮説と対立仮説、有意水準，第1種の
過誤と第2種の過誤等について学ぶ。

5 対応のない t検定 対応がない独立した2群間に、統計
学的に意味のある差があるか否か、
間隔・比率尺度による検定方法につ
いて学ぶ。

6 対応のある t検定 対応がある2群間に、統計学的に意
味のある差があるか否か、間隔・比
率尺度による検定方法について学ぶ。

7 t検定の実践 対応がない t検定および対応がある t
検定について、例題を用いて実践す
る。

8 中間テスト 1～7回目までの内容に関して中間テ
ストをおこなう。

9 中間テストの解答・解説 中間テストの解答と解説をおこなう。
10 散布図・相関係数 間隔・比率尺度を用いて、2つの変数

の関係を図や指標で表現する方法や、
指標の解釈について学ぶ。

11 単回帰分析（理論） 一方の変数から他方の変数を予測す
る分析手法の理論を学ぶ。

12 単回帰分析（実践） 一方の変数から他方の変数を予測す
る分析手法を実践する。

13 総括 1～12回目までの内容を復習する。
14 期末テスト 統計学の基礎的理解と解析の実践的

技術の習得状況を判定するテストを
おこなう。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・RおよびR Studioの使い方について自学自習を心掛ける。
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
・Rによるやさしい統計学、山田剛史ほか著、オーム社、2008．（価格：2970円）

【参考書】
・ハンバーガーショップでむりなく学ぶやさしく楽しい統計学（無料ウェブ
教材）
http://mcn-www.jwu.ac.jp/ kuto/kogo_lab/psi-home/stat2000/index.html
・アイスクリーム屋さんで学ぶ楽しい統計学（無料ウェブ教材）
http://kogolab.chillout.jp/elearn/icecream/index.html
・Bellcurve社統計WEB｜統計学の時間（無料ウェブ教材）
https://bellcurve.jp/statistics/course/
・Rによる統計処理（無料ウェブ教材）
http://aoki2.si.gunma-u.ac.jp/R/
・東京大学Open Course Ware　統計データ解析 I（無料動画教材）
https://ocwx.ocw.u-tokyo.ac.jp/course_11405/
・東京大学Open Course Ware　統計データ解析 II（無料動画教材）
https://ocwx.ocw.u-tokyo.ac.jp/course_11408/

【成績評価の方法と基準】
中間テスト（40%）と期末テスト（60%）の成績により評価する。授業内容
の理解と実践経験を十分積まないとテストで及第点は得られない。そのため、
毎回の授業に出席した上で、各授業において理解不足の点を残さないことは
重要である。
【学生の意見等からの気づき】
受講生からの意見、理解度に応じて講義内容や難易度、順番を変更すること
がある。
【学生が準備すべき機器他】
・自宅等でRおよびR Studioが利用可能なコンピュータを準備できることが
望ましい。
【その他の重要事項】
・ノートやメモを適宜取ること。
・PCやオフィスソフトの基本的な操作は修得済みであること。エクセルやワー
ドの使い方、メールソフトの使い方などは本授業の範囲外であり、原則とし
てそれらを指導する機会を設けない。
・本授業の履修が、入ゼミの要件となっている場合があるので、各自で希望ゼ
ミの教員に確認すること。
【Outline (in English)】
[Course outline]
In order to use data to gain new insights and make evidence-based
decisions, it is necessary to understand and use statistics correctly. This
course is designed to provide students with an understanding of the
fundamentals of statistics and practical techniques for data analysis.
The open-source statistical software R (and R Studio) has been adopted
in this course to use the software.
[Learning Objectives]
1) Understand the basics of statistics.
2) Understand the characteristics and trends of data using graphs and
figures.
3) Perform basic statistical analysis using statistical software.
[Learning activities outside of classroom]
1) Students are expected to learn how to use R and R Studio on their
own.
2) The standard preparation and review time for this course is 2 hours
each.
[Grading Criteria /Policy]
Students will be evaluated based on their performance on a midterm
test (40%) and a final test (60%). Students will not receive a passing
grade on the tests unless they have sufficient understanding of the
course content and practical experience. Therefore, it is important
that students attend every class and do not leave any gaps in their
understanding.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

ECN100IA（経済学 / Economics 100）

統計学Ⅱ

畑中　翔

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
データを活用して新たな知見を得たり根拠に基づく選択をするには、統計学
を理解し正しく扱うことが求められます。本授業では卒業論文や就職後の仕
事で役立つことが見込めるレベルでの統計学の理解とデータ分析の実践的技
術の獲得 (※)を目的とします。
※フリーの統計解析ソフトRおよびその統合開発環境であるR Studioを用
いる。
【到達目標】
1)統計的分析の基礎的な考え方を理解している。
2)分析の目的やデータの特徴から分析方法を選択できる。
3)統計ソフトを用いて統計的分析と結果の解釈ができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
講義と演習を繰り返しながら学習を進めます。時間配分は演習を重視し、演
習では統計ソフトRおよびR Studioを用います。
数学やコンピュータが苦手であってもついていけるよう配慮しますので、リ
アクションペーパーによくわからなかった点を記載してください。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・統計学 Iの

復習
授業の進め方と成績評価について説
明する。統計学 Iの内容を復習する。

2 カイ二乗検定 分割表による比率の差の検討につい
て学ぶ。

3 一元配置分散分析（理
論）

間隔・比率尺度を用いて、1つの要因
により、3つ以上の群間に統計学的に
意味のある（有意な）差があるか否
かを検定する手法および多重比較検
定を学ぶ。

4 一元配置分散分析（実
践）

練習問題を用いて、一元配置分散分
析の解析を実践する。また、その結
果の解釈について学ぶ。

5 二元配置分散分析（理
論）

間隔・比率尺度を用いて、2つの要因
により、3つ以上の群間に有意な差が
あるか否かを検定する手法を学ぶ。

6 二元配置分散分析（実
践）

練習問題を用いて、二元配置分散分
析の解析を実践する。また、その結
果の解釈について学ぶ。

7 中間テスト 1～6回目の内容について、実践的技
術の修得状況を確認する中間テスト
をおこなう。ただし、授業の進捗に
よっては中間テストを第8回目にず
らす可能性がある。

8 中間テストの解答・解説 中間テストに出題された問題の解答
と解説をおこなう。

9 重回帰分析（理論） 間隔・比率尺度である1つの変数を、
複数の変数から予測する、または各
変数の影響度を定量する分析手法の
理論について学ぶ。また、変数選択
手法の概要について学ぶ。ダミー変
数の作成法について学ぶ。

10 重回帰分析（実践） 練習問題を用いて、重回帰分析の解
析を実践する。また、その結果の解
釈について学ぶ。

11 ロジスティック回帰分
析（理論）

二値変数を、複数の変数から予測す
る、または各変数の影響度を定量す
る分析手法の理論について学ぶ。

12 ロジスティック回帰分
析（実践）

練習問題を用いて、ロジスティック
回帰分析の解析を実践する。また、
その結果の解釈について学ぶ。

13 練習問題 期末テストに向けて、サンプルデー
タセットを用いて練習問題に取り組
む。ただし、授業の進捗によっては
割愛することもある。

14 総括・期末テスト 1～13回目までの内容について、実
践的技術の修得状況を判定するテス
トをおこなう。ただし、統計学Iでの
学習内容もテストに含まれる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・RおよびR Studioの使い方について自学自習を心掛ける。
・本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
・Rによるやさしい統計学、山田剛史ほか著、オーム社、2008．（価格：2970円）
【参考書】
・ハンバーガーショップでむりなく学ぶやさしく楽しい統計学（無料ウェブ
教材）
http://mcn-www.jwu.ac.jp/ kuto/kogo_lab/psi-home/stat2000/index.html
・アイスクリーム屋さんで学ぶ楽しい統計学（無料ウェブ教材）
http://kogolab.chillout.jp/elearn/icecream/index.html
・Bellcurve社統計WEB｜統計学の時間（無料ウェブ教材）
https://bellcurve.jp/statistics/course/
・Rによる統計処理（無料ウェブ教材）
http://aoki2.si.gunma-u.ac.jp/R/
・東京大学Open Course Ware　統計データ解析 I（無料動画教材）
https://ocwx.ocw.u-tokyo.ac.jp/course_11405/
・東京大学Open Course Ware　統計データ解析 II（無料動画教材）
https://ocwx.ocw.u-tokyo.ac.jp/course_11408/
・その他、授業中に適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
中間テスト (40%)と期末テスト (60%)の成績により評価する。授業内容の理
解と実践経験を十分積まないとテストで及第点は得られない。そのため、毎
回の授業に出席した上で、各授業において理解不足の点を残さないことは重
要である。
【学生の意見等からの気づき】
受講生からの意見、理解度に応じて講義内容や順番を変更することがある。
【学生が準備すべき機器他】
・自宅等でRおよびR Studioが利用可能なコンピュータを準備できることが
望ましい。
【その他の重要事項】
・統計学 Iを未履修であっても受講可であるが、統計学 Iを履修し合格済みで
あることを前提として授業を進める。中間テストや期末テストで、統計学Iの
内容が含まれることに留意すること。
・2019年度以前に統計学Iを履修済みで、本年度に統計学IIを受講する者は、
使用ソフトがSPSSからRへと変更となっていることに留意すること。
・PCやオフィスソフトの基本的な操作は修得済みであること。それらの基本
操作を指導する時間は設けない。
・統計学IおよびIIの履修が、入ゼミの要件となっている場合があるので、各
自で希望ゼミの教員に確認すること。
・ノートやメモを適宜取ること。
【Outline (in English)】
[Course outline]
In order to use data to gain new insights and make evidence-based
decisions, it is necessary to understand and use statistics correctly.
The goal of this course is to provide an understanding of statistics and
practical techniques for data analysis at a level that can be expected to
be useful for senior theses or work after college graduation.
The open-source statistical software R (and R Studio) has been adopted
in this course to use the software.
[Learning Objectives]
1) Understand the basic concepts of statistical analysis.
2) Select a method of analysis based on the purpose of the analysis and
the characteristics of the data.
3) Perform statistical analysis and interpret the results using statistical
software.
[Learning activities outside of classroom]
1) Students are expected to learn how to use R and R Studio on their
own.
2) The standard preparation and review time for this course is 2 hours
each.
[Grading Criteria /Policy]
Students will be evaluated based on their performance on a midterm
test (40%) and a final test (60%). Students will not receive a passing
grade on the tests unless they have sufficient understanding of the
course content and practical experience. Therefore, it is important
that students attend every class and do not leave any gaps in their
understanding.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

PHL100IA（哲学 / Philosophy 100）

哲学

小館　貴幸

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：木4/Thu.4

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人間は考えることなしに生きることができない。したがって、私たちにとっ
て哲学は本質的なものである。本講義では、いくつかのテーマを設定し、そ
れらのテーマに対する複数の考え方とその枠組みを学んでいく。本講義での
目的は、多角的な視野を獲得すると同時に、自らじっくり考える力を養うこ
とである。
本講義では、「哲学とは何か」について説明することができ、諸問題に対して
哲学的に考えることを学ぶことができる。
【到達目標】
（１）哲学とは何かを説明することができる。
（２）哲学における諸説について述べることができる。
（３）基本的な概念や語句について述べることができる。
（４）諸問題について自分の考えを述べることができる。
（５）物事を多角的な視点で捉えることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は対面講義にて実施する予定である。基本的には講義形式で行っていく
が、なるべく対話を重視し、一部グループワークも導入しながら、参加型の
講義を志向してしていく。
遠隔授業となった場合には、オンデマンド型（音声データつきのパワーポイ
ント資料）で行い、講義内容確認のためのリアクションペーパーや小テスト
の機会を設ける。Zoomによる配信は実施しない。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 哲学とは何か ①イントロダクション

②哲学の定義
③哲学の成立ち

2 古代ギリシアの哲学
（１）：根源の探求

①哲学の誕生
②自然学派
③アルケー

3 古代ギリシアの哲学
（２）：ソフィストの登
場

①アルケーからアレテーへ
②人間尺度説

4 古代ギリシアの哲学
（３）：徳の探求①

①ソクラテスの徳論
②無知の知

5 古代ギリシアの哲学
（４）：徳の探求②

①プラトンの徳論
②アリストテレスの徳論

6 哲学カフェ：哲学の実践 ①身近な疑問についての議論
②哲学的な議論の仕方

7 認識論（１）：大陸合理
論

①デカルトの認識論
②コギト・エルゴ・スム

8 認識論（２）：イギリス
経験論

①ロックの認識論
②タブラ・ラサ

9 認識論（３）：批判論 ①カントの認識論
②コペルニクス的転回

10 ケア論（１）：ケアする
人におけるケア論

①ケアとは何か
②ケア論の特徴
③メイヤロフのケア論

11 ケア論（２）：ケアされ
る人におけるケア論

①ノディングスのケア論
②ケア論の問題点

12 死生論（１）：いつから
人になるのか

①線引き問題
②人工妊娠中絶の是非
③人格論

13 死生論（２）：生の哲学 ①生の哲学とは何か
②力への意志、生の躍動
③「始まり」の哲学

14 死生論（３）：死の哲学 ①死とは何か
②人間と死
③死の人称論

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習：前回の授業内容を再確認する。事前課題がある場合には、その課題に
取組む。

復習：配布されたプリントを再度見直し、授業内容の振り返りを行う。課題
がある場合は、その課題に取組む。
できれば、講義で紹介する哲学の本を、とくに古典や法政大学関係者の著作
を一冊でも読んでみる。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しない。授業内にプリントを配布する。
【参考書】
授業中に適宜紹介していく。
【成績評価の方法と基準】
小テスト（20%）、学期末レポート（20％）、課題（60％）、による総合評価。
小テストや課題などは基本的に教室内で実施し、学期末レポートはHoppiiを
活用する予定である。
【学生の意見等からの気づき】
・「大変理解できた」、「大変よかった」という評価を得たので、良い学びの機
会を提供できたのではないかと実感している。これまでの講義を踏襲しつつ、
講義に対する工夫は今後も続けていきたい。
・全体へのフィードバックが遅くなってしまったので、改善するようにしたい。
・授業内で皆で議論できる機会や実際にワークしてもらうを増やしていきたい。
・具体例を多めにして、哲学という難しい内容をもう少し分かりやすく説明で
きるように工夫していきたい。
【学生が準備すべき機器他】
レポートや課題などはHoppiiを活用する場合もあるので、これを使用できる
ようにPC環境を整えておくこと。
遠隔授業による講義となった場合には、配付資料や教材を閲覧できるような
情報機器を準備し、ネットワーク環境を整備しておくこと。
【その他の重要事項】
受講希望者は、講義についてのイントロダクションを行うので、最初の講義
に必ず出席してもらいたい。
哲学は自分が行う行為に他ならない。授業で扱う各テーマに対して、他人事
ではなく自分のこととして積極的に参加し、脳に汗をかくほど考えてもらい
たい。
担当教員は、介護福祉士の国家資格を持ち、終末期の患者や人工呼吸器をつ
けた難病患者の在宅介護の仕事に約20年間携わってきた。在宅現場での経験
を踏まえて、人間の問題に関して現実に基づいた意見を伝えていく。
【Outline (in English)】
【Course outline】
It is an essential for us in living to study philosophy. Because man
cannot live without thinking. In this lecture, students can learn some
theories and some key concepts to resolve problems in some themes. The
aim of this lecture is that students can gain a multilateral perspective
and deepen own thought. And students can explain what is philosophy
and learn what kind of thinking philosophically.
【Learning Objectives】
（1）Be able to explain what is philosophy.
（2）Be able to describe various theories in philosophy.
（3）Be able to basic concepts and key words in philosophy.
（4）Be able to express one’s own opinion about problems in philosophy.
（5）Be able to grasp things from various perspectives.
【Learning activities outside of classroom】
Preparation: To review the last lecture. To work at the pre-assignments.
Review: To review what you learned and to refer to the handout. To
work at the assignments.
To read a philosophy book which is introduced by a lecture.
Preparation and review in this lecture are assumed two hours a
standard.
【Grading Criteria /Policy】
Quiz（20%）、Report（20%）、Reaction papers（60%）。
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

PHL100IA（哲学 / Philosophy 100）

生命倫理

小館　貴幸

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：木3/Thu.3

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
生命倫理とは、文字通り生命についての倫理のことである。生命も倫理も一
部の専門家だけの問題ではなく、今を生きているすべての人間の問題である。
なぜなら、私たち誰もが生命を有しており、他者との関わりの中で倫理的に
生活しているからである。
授業を通して、生命にまつわる諸問題について自分の意見を述べることがで
き、自分で答えを出せる力を養うことが、本講義の最大の目的である。具体
的に本講義では、生命倫理の成立ちや諸原則などを学ぶことができ、私たち
が実際に直面しうるであろう生命の始まりや終わりに関する具体的な問題に
ついて理解することができる。加えて、いのちについて考え、向き合うこと
ができる。
【到達目標】
（１）「いのち」の尊厳を理解し、尊重することできる。
（２）倫理とは何かを説明することができる。
（３）医の倫理と生命倫理の特徴を理解し、両者の違いを述べることができる。
（４）生命倫理の四原則について説明することができる。
（５）現代社会における具体的問題について説明することができる。
（６）生命の始まりについての諸問題について自分の意見を述べることがで
きる。
（７）生命の終わりについての諸問題について自分の意見を述べることがで
きる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は対面講義にて実施する予定である。基本的には講義形式で行っていく。
授業内において、現場での具体的状況を把握し、当事者の思いを理解できる
ように、実際の映像資料なども多く取入れていく。
理解を深めるために、教科書も有効に活用していく。
遠隔授業となった場合には、オンデマンド型（音声データつきのパワーポイ
ント資料）で行い、講義内容の確認のためのリアクションペーパーや小テス
トの機会を設ける。Zoomによる配信は実施しない。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 「いのち」について ①イントロダクション

②いのちとは何か
③いのちの尊厳

2 倫理とは何か ①倫理の定義
②倫理と道徳の違い
③倫理学

3 医の倫理（1）：医の倫
理の全体像

①医の倫理とは何か
②『ヒポクラテスの誓い』
③医の倫理の三原則

4 医の倫理（2）：医の倫
理の本質と問題点

①パターナリズム
②守秘義務
③医の倫理の問題点

5 生命倫理の成立 ①医の倫理の限界
②人体実験
③権利の確立

6 生命倫理の四原則（1）
：自律尊重の原則とイン
フォームド・コンセント

①自律尊重の原則
②インフォームド・コンセント
③セカンド・オピニオン

7 生命倫理の四原則（2）
：善行・無危害・正義の
原則とまとめ

①善行の原則
②無危害の原則
③正義の原則

8 前半のまとめ ①「医の倫理」と「生命倫理」の特
徴と相違
②「医者ー患者」関係のあり方

9 現代社会における具体
的諸問題（1）：障がい

①福祉の理念
②障がいとは何か
③ノーマライゼーション

10 現代社会における具体
的諸問題（2）：認知症
とそのケア

①認知症とは何か
②認知症者へのケア

11 生命の始まりをめぐる
諸問題（1）：人工受精

①人工受精
②体外受精
③不妊治療

12 生命の始まりをめぐる諸
問題（2）：出生前診断

①出生前診断
②新型出生前診断
③選択的中絶

13 生命の終わりをめぐる
諸問題（1）：安楽死

①安楽死とは何か
②安楽死をめぐる法律
③安楽死の許容条件

14 生命の終わりをめぐる
諸問題（2）：尊厳死

①尊厳死とは何か
②インフォームド・デシジョン
③尊厳死の許容条件

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習：テキストの該当箇所を読み、疑問点などを整理しておく。事前課題が
ある場合には、それに取組む。
復習：テキスト及び授業配布資料に基づいて前回授業の内容を復習する。興
味があるテーマに関しては自分で調べる。また、課題がある場合には課題に
取組む。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
『なぜ生命倫理なのか』、朝倉輝一編、大学教育出版、2024年。2200円＋税。
【参考書】
授業中に適宜紹介していく。
【成績評価の方法と基準】
期末試験（60％）、課題等（25％）、中間レポート（15％）、による総合評価。
遠隔講義となった場合には、Hoppiiを活用して成績評価ができるように変更
する場合もありうる。その際には、受講生に事前に連絡する予定である。
【学生の意見等からの気づき】
・講義での学びを受講生の人生に実際に活かせるような授業を今後も引き続き
行っていこうと考えている。
・受講生に生命倫理の諸問題をより身近に感じてもらうために、スポーツの事
例などを多く取り入れるようにしたい。
【学生が準備すべき機器他】
・お知らせや課題は、Hoppiiを利用するので、パソコンなどのIT環境を整え
ておくこと。
・遠隔授業による講義となった場合には、配布資料や教材を閲覧できるような
情報機器の準備や、ネットワーク環境を整備しておくこと。
【その他の重要事項】
・受講希望者は、講義についてのイントロダクションを行うので、最初の講義
に必ず出席してもらいたい。
・中間レポートは、テキストから出題する。必ずテキストの該当箇所を準備す
ること。
・担当教員は、介護福祉士の国家資格を持ち、終末期の患者や人工呼吸器をつ
けた難病患者の在宅介護の仕事に約20年間携わってきた。在宅現場での経験
を踏まえて、終末期ケアの現状や当事者や家族の生の声を多く紹介していく。
【Outline (in English)】
【Course outline】
Bioethics means ethics of life. This is the problem that not only some
experts but also we should work on. Because we are possessing life, we
live in the relation with others ethically.
The aim of this lecture is to cultivate an ability to work out a solution
for those problems by oneself. In this lecture, students can learn
basic matters of bioethics including four principles and the history of
bioethics. And they can understand some problems of the beginning of
life and the end of life that we will face on. In addition, students can
think about a life.
【Learning Objectives】
（1）Be able to respect for human dignity and sanctity of life, after
understanding about these things.
（2）Be able to explain what is ethics.
（3）Be able to describe the difference between medical ethics and
bioethics, after understanding each characteristics.
（4）Be able to explain four principles in bioethics.
（5）Be able to explain problems of life and death in the modern society.
（6）Be able to express one’s own opinion about problems in the beginning
and end of life.
【Learning activities outside of classroom】
Preparation: To read the relevant parts of the textbook and to organize
a list of questions.
Review: To review what you learned. To refer to a textbook and the
handout. To examine questions for oneself.
Preparation and review in this lecture are two hours a standard.
【Grading Criteria /Policy】
Examination（60%）、Reaction papers（25%）、Report（15%）。
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

SOC100IA（社会学 / Sociology 100）

障害者福祉論

青木　尚人

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、様々な障害に着目し、障害者の定義や彼らの生活実態、取り巻
く法制度、辿ってきた歴史を学習する。「障害者」とされる人々が現代社会に
おいて生活することについて、様々な視点から学ぶ。学生は、障害者につい
て主に社会学や社会福祉学的な視点から障害／障害者について考えることを
通して、自らが生活する社会が障害者や健常者にとってどのような社会であ
るかを学ぶ。
【到達目標】
・障害者についての歴史的な知識を獲得できる。
・障害者の生活実態について知ることができる。
・障害についての理論と実体験を関連させて障害についてとらえることがで
きる。
・障害についての理論を元に、財の分配の方法について体験的に学ぶことがで
きる。
・障害者の生活を支える法制度についての知識を獲得できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
講義形式を中心とし、リアクションペーパーを毎回取る。また、授業内に学
生自らの考えを披露してもらう場合がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 障害者福祉の視点 現代において障害者が置かれてきた

立場を学ぶ。
2 障害者福祉の歴史 欧米、日本の障害福祉について学ぶ。
3 障害者福祉の基本理念 障害者福祉が追い求めてきた基本理

念を学ぶ。
4 障害の概念と障害学 障害とは何かを障害の社会学 (障害

学)に関連させて学ぶ。
5 障害者福祉の実践 障害者の支援とはどのようなもので

あるかを学ぶ。
6 障害者の生活とニーズ 障害者の生活がどのようなものであ

り、彼ら/彼女らが何を必要としてい
るか学ぶ。

7 障害者福祉の法体系と
実施機関

障害者福祉に関わる法制度と実施機
関を学ぶ。

8 障害福祉のサービス体系 障害者が日常生活で利用するサービ
スを学ぶ。

9 障害者の社会参加 障害者の社会参加の現状を学ぶ。
10 障害者に対する権利擁護 権利擁護の必要性とどのように行わ

れているかを学ぶ。
11 障害者の生活保障 障害者における就労、教育、所得保

障の観点から生活保障を学ぶ。
12 障害者福祉を支える人々 障害者福祉の担い手について学ぶ。
13 障害者に対する虐待 障害者を取り巻く虐待問題と、その

対策に関して学ぶ。
14 戦争と障害者 戦争がどのように障害を生み出し、

障害者に影響を与えたのかを学ぶ。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
学生は、各回に提示する課題やテーマについて、新聞などの媒体を活用する
ことで、情報を収集し、自ら考える。
また講義中に紹介した文献の講読、参加者同士の積極的な議論及び、社会的
事象への応用、自らの生活における実体験と理論との関連を意識する。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
なし。
資料を毎回配布する。
【参考書】
授業中に紹介する。

【成績評価の方法と基準】
講義への参加 30％：平常点及び授業態度で評価する。平常点についてはリア
クションペーパーの記述内容、授業態度については、積極的な発言（思考の
アウトプット）を重視する (出席回数が3分の2以下のものは不可とする)。
試験 70％：履修者の考えを問う形式にする。
評価のポイントとなるのは、①授業内で学んだ知識に基づき、②自らの考え
を展開していること。ウェブサイトからの購入レポートは不可。
【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックはしていない。
【学生が準備すべき機器他】
コロナウイルスに関する社会情勢によっては、オンライン（オンデマンド方
式）に変更予定。音声等ファイル等の使用や動画は検討していないため、基
本的なインターネット環境があれば対応可能。
【その他の重要事項】
元政令指定都市自治体職員(社会福祉職)として生活保護ケースワーカー、重度
知的障害者生活支援施設生活支援員、精神保健福祉相談員を計9年経験した。
学術的な視点での講義だけではなく、障害者支援や関連領域の現業業務をふ
まえて得た知識や経験を織り交ぜながら、学生に問題意識を持ってもらえる
よう講義を行う。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course deals with definition of disability,legal system and history
from the viewpoint of sociology and social welfare.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
Students can gain historical knowledge about disabilities.
Students can learn about the actual living conditions of people with
disabilities.
Students can understand disabilities by relating theories about
disabilities and personal experiences.
Based on theories about disabilities, students can learn experientially
about methods of distributing goods.
Students can gain knowledge about the legal system that supports the
lives of people with disabilities.
【Learning activites outside of classroom】
Students will collect information and think for themselves by utilizing
media such as newspapers on the topics and themes presented in
each session. They will also read the literature introduced during the
lectures, engage in active discussions with fellow participants, apply it
to social phenomena, and be aware of the connection between their own
life experiences and theory. The standard preparation and review time
for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
Participation in lectures 30%: evaluated based on regular points and
class attitude. Regular points are based on the content of reaction
papers, and class attitude emphasizes active participation (output of
thoughts) (attendance of less than two-thirds is not acceptable). Exam
70%: will take the form of questioning the thoughts of the students. The
evaluation points are: 1) based on the knowledge learned in class, and
2) developing one’s own thoughts. Purchase reports from websites are
not allowed.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

ART100IA（芸術学 / Art studies 100）

音楽とスポーツ

関野　直樹

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1～4年次／
2単位
曜日・時限：火4/Tue.4
備考（履修条件等）：2024年度以降入学者対象
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「音楽」を様々な視点で学んだ上で、音楽とスポーツについて考える。
古代ギリシャで発展した音楽がいかに現代までに進化してきたか、西洋音楽
を軸に、その歴史的背景を理解した上で、スポーツ健康学部特有の視点から、
また現役ピアニストであるから伝えられる、ライヴ演奏と演奏家の身体とメ
ンタル、リズムの基礎とリズムアンサンブル演習など実践的な内容まで、幅
広い視点で音楽を学ぶ。
更には様々なスポーツと音楽要素の関わりに関するのディスカッションやリ
サーチなどを通して、様々な角度から音楽が社会に与える影響を再認識する。
【到達目標】
日常生活において無意識のうちに我々が接してきている音楽が持つ力を意識
的に学ぶことを目標とする。
西洋音楽に対する理解を深めることに留まらず、リズム演習などの実践にお
いては、スポーツのリズムとの相違点を認識し、また、ライヴパフォーマン
スにおいては、ピアニストの演奏から、ライヴの空気感、音楽の力、また体の
使い方や息遣いなどを間近で感じることで、各々の視点から音楽の魅力を発
見することを期待する。
最終的には、今後いかに音楽と自分が接していくのかを改めて意識すること
ができると考える。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
本年度は、対面授業をメインに、必要に応じてはオンラインを活用しながら、
授業を進めていく。
音楽という分野であるからこそ、映像・録音資料などを多用しながら、また
リズム演習、さらには実際のライヴ演奏など、あらゆる角度から音楽を体感
できるように授業展開していく。
受講人数や授業の進み具合から、授業内容に関しては臨機応変対応していく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション る授業の進め方、レポートに関して

説明し、今後の流れを確認する。
2 リズム論 音楽的なリズムとは何か、スポーツ

におけるリズムとは何か、その重要
性を感じた上で実際に体験する。

3 リズム演習 音楽のリズムだけではなく、スポー
ツ界でも重要とされるリズムについ
て、エクササイズとともに学ぶ。

4 音楽とスポーツの関わり スポーツ界においても音楽とはどの
ような役割なのか。具体例を挙げ、
スポーツにおける音楽の役割を認識
する。

5 スポーツと音楽 スポーツと関わる音楽について、1/f
のゆらぎなど集中力を高める、リラッ
クスするなどの効果を検証していく。

6 ミュージカルと音楽 現代における音楽を主とした総合芸
術であるミュージカル作品を鑑賞し、
現代の音楽のあり方を考える。

7 演奏家の超絶技巧 ピアニストの体の使い方と、そこか
ら見える表現手段について、身体の
使い方の重要性を議論する。。

8 リズムアンサンブル基礎 アンサンブルを通して個人のリズム
だけでなく、周囲とのリスムの調和
を感じ取る。

9 様々なジャンルの音楽 クラシックだけではなく、古代音楽
からポップスまで、それぞれの音楽
の魅力を考察する。

10 コンサートとライヴ 音楽の中の様々なジャンルのコン
サートスタイルを理解し、実際のク
ラシックコンサートを体感する。

11 音楽史基礎 主に19世紀の音楽が”文化”として確
立された背景と、当時の音楽がもた
らした影響を考える。

12 ミュージカルとスポーツ 実際に映像資料とともに、ミュージ
カルの持つ力、演奏家と音楽の持つ
力を体感する。

13 リズムアンサンブル演習 今までより高度なリズムで、周囲と
の調和を感じ取りながら、アンサン
ブルを楽しむことを目標とする。

14 講義総括 今後の音楽の展望を考え、自身に
とって音楽とは何かを思い描く。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業のために準備が必要な際はその都度指示する。
　
必要に応じて、授業との演奏動画などを紹介するので、レポートの参照とし
てもらいたい。
またリズム演習に関しては、各自復習できるように、授業内で資料を配布する。
本授業の復習時間は各1時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜資料を配布する。
【参考書】
特になし。
【成績評価の方法と基準】
授業毎のレポート50％・最終レポート50％を基本とし、授業内の平常点を考
慮し最終評価とする。
欠席連絡は、書面で提出すること。
【学生の意見等からの気づき】
授業内レポートでは、通信欄を設けているので、積極的に学生の意見を取り
入れていきたい。
本講義ではこれまでの学生の意見から、アクティヴラーニングを積極的に取
り入れた内容としている。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【その他の重要事項】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
After studying "music" from various perspectives, consider the
relationship between music and sports..
We will examine how music, which flourished in ancient Greece, has
evolved to the present day. Centered around Western music, with an
understanding of its historical background, we will study music from a
unique perspective of sports and health sciences. Moreover, being an
active pianist, I will convey practical aspects such as live performance,
the relationship between the performer’s body and mind, as well as
the fundamentals of rhythm and rhythm ensemble exercises. Through
discussions and research on the relationship between various sports and
musical elements, we will further recognize the various impacts music
has on society from different angles.In addition, through discussions
and research on the relationship between various sports and musical
elements, this course encourages a reevaluation of the impact that
music has on society from various angles.
【Learning Objectives】
The goal is to consciously learn about the power of music that we
unconsciously encounter in our daily lives. This involves not only
deepening our understanding of Western music but also recognizing the
differences between the rhythm of music and that of sports in practical
exercises such as rhythm training. Furthermore, in live performances,
we hope to discover the charm of music from our individual perspectives
by feeling the live atmosphere, the power of music, and even the physical
movements and breathing of the pianist’s performance up close.
Ultimately, we believe that this will enable us to once again be aware of
how we will engage with music in the future.
【Learning activities outside of classroom】
I will provide instructions as necessary for preparation for class.
If needed, I will introduce performance videos related to the class, so
please use them as a reference for your reports.
For rhythm exercises, materials will be distributed during class so that
everyone can review them on their own.
The standard review time for this class is one hour for each session.
【Grading Criteria /Policy】
The evaluation will be based on 50% for each report for each class
and the final report, with consideration given to attendance during the
course. Any absences must be reported in writing.

— 123 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

ART100IA（芸術学 / Art studies 100）

音楽文化論

関野　直樹

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1～4年次／
2単位
曜日・時限：火4/Tue.4
備考（履修条件等）：2023年度以前入学者対象
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「音楽」を様々な視点で学んだ上で、音楽とスポーツについて考える。
古代ギリシャで発展した音楽がいかに現代までに進化してきたか、西洋音楽
を軸に、その歴史的背景を理解した上で、スポーツ健康学部特有の視点から、
また現役ピアニストであるから伝えられる、ライヴ演奏と演奏家の身体とメ
ンタル、リズムの基礎とリズムアンサンブル演習など実践的な内容まで、幅
広い視点で音楽を学ぶ。
更には様々なスポーツと音楽要素の関わりに関するのディスカッションやリ
サーチなどを通して、様々な角度から音楽が社会に与える影響を再認識する。
【到達目標】
日常生活において無意識のうちに我々が接してきている音楽が持つ力を意識
的に学ぶことを目標とする。
西洋音楽に対する理解を深めることに留まらず、リズム演習などの実践にお
いては、スポーツのリズムとの相違点を認識し、また、ライヴパフォーマン
スにおいては、ピアニストの演奏から、ライヴの空気感、音楽の力、また体の
使い方や息遣いなどを間近で感じることで、各々の視点から音楽の魅力を発
見することを期待する。
最終的には、今後いかに音楽と自分が接していくのかを改めて意識すること
ができると考える。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
本年度は、対面授業をメインに、必要に応じてはオンラインを活用しながら、
授業を進めていく。
音楽という分野であるからこそ、映像・録音資料などを多用しながら、また
リズム演習、さらには実際のライヴ演奏など、あらゆる角度から音楽を体感
できるように授業展開していく。
受講人数や授業の進み具合から、授業内容に関しては臨機応変対応していく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション る授業の進め方、レポートに関して

説明し、今後の流れを確認する。
2 リズム論 音楽的なリズムとは何か、スポーツ

におけるリズムとは何か、その重要
性を感じた上で実際に体験する。

3 リズム演習 音楽のリズムだけではなく、スポー
ツ界でも重要とされるリズムについ
て、エクササイズとともに学ぶ。

4 音楽とスポーツの関わり スポーツ界においても音楽とはどの
ような役割なのか。具体例を挙げ、
スポーツにおける音楽の役割を認識
する。

5 スポーツと音楽 スポーツと関わる音楽について、1/f
のゆらぎなど集中力を高める、リラッ
クスするなどの効果を検証していく。

6 ミュージカルと音楽 現代における音楽を主とした総合芸
術であるミュージカル作品を鑑賞し、
現代の音楽のあり方を考える。

7 演奏家の超絶技巧 ピアニストの体の使い方と、そこか
ら見える表現手段について、身体の
使い方の重要性を議論する。。

8 リズムアンサンブル基礎 アンサンブルを通して個人のリズム
だけでなく、周囲とのリスムの調和
を感じ取る。

9 様々なジャンルの音楽 クラシックだけではなく、古代音楽
からポップスまで、それぞれの音楽
の魅力を考察する。

10 コンサートとライヴ 音楽の中の様々なジャンルのコン
サートスタイルを理解し、実際のク
ラシックコンサートを体感する。

11 音楽史基礎 主に19世紀の音楽が”文化”として確
立された背景と、当時の音楽がもた
らした影響を考える。

12 ミュージカルとスポーツ 実際に映像資料とともに、ミュージ
カルの持つ力、演奏家と音楽の持つ
力を体感する。

13 リズムアンサンブル演習 今までより高度なリズムで、周囲と
の調和を感じ取りながら、アンサン
ブルを楽しむことを目標とする。

14 講義総括 今後の音楽の展望を考え、自身に
とって音楽とは何かを思い描く。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業のために準備が必要な際はその都度指示する。
　
必要に応じて、授業との演奏動画などを紹介するので、レポートの参照とし
てもらいたい。
またリズム演習に関しては、各自復習できるように、授業内で資料を配布する。
本授業の復習時間は各1時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜資料を配布する。
【参考書】
特になし。
【成績評価の方法と基準】
授業毎のレポート50％・最終レポート50％を基本とし、授業内の平常点を考
慮し最終評価とする。
欠席連絡は、書面で提出すること。
【学生の意見等からの気づき】
授業内レポートでは、通信欄を設けているので、積極的に学生の意見を取り
入れていきたい。
本講義ではこれまでの学生の意見から、アクティヴラーニングを積極的に取
り入れた内容としている。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【その他の重要事項】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
After studying "music" from various perspectives, consider the
relationship between music and sports..
We will examine how music, which flourished in ancient Greece, has
evolved to the present day. Centered around Western music, with an
understanding of its historical background, we will study music from a
unique perspective of sports and health sciences. Moreover, being an
active pianist, I will convey practical aspects such as live performance,
the relationship between the performer’s body and mind, as well as
the fundamentals of rhythm and rhythm ensemble exercises. Through
discussions and research on the relationship between various sports and
musical elements, we will further recognize the various impacts music
has on society from different angles.In addition, through discussions
and research on the relationship between various sports and musical
elements, this course encourages a reevaluation of the impact that
music has on society from various angles.
【Learning Objectives】
The goal is to consciously learn about the power of music that we
unconsciously encounter in our daily lives. This involves not only
deepening our understanding of Western music but also recognizing the
differences between the rhythm of music and that of sports in practical
exercises such as rhythm training. Furthermore, in live performances,
we hope to discover the charm of music from our individual perspectives
by feeling the live atmosphere, the power of music, and even the physical
movements and breathing of the pianist’s performance up close.
Ultimately, we believe that this will enable us to once again be aware of
how we will engage with music in the future.
【Learning activities outside of classroom】
I will provide instructions as necessary for preparation for class.
If needed, I will introduce performance videos related to the class, so
please use them as a reference for your reports.
For rhythm exercises, materials will be distributed during class so that
everyone can review them on their own.
The standard review time for this class is one hour for each session.
【Grading Criteria /Policy】
The evaluation will be based on 50% for each report for each class
and the final report, with consideration given to attendance during the
course. Any absences must be reported in writing.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

基礎科学

越智　英輔、山下　貴司

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：火4/Tue.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ科学を学ぶために必要な科学的知識および思考方法を習得すること
を本科目のテーマとする。自然科学分野の科目を履修するための基盤となる。
【到達目標】
スポーツ健康学部のカリキュラムに含まれる自然科学分野の科目(実習を含む）
に必要な内容について特に高校の履修課程の生物、骨格筋生理・生化学を中
心に展開する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
生理学、生化学、解剖学等の理解に必要となる細胞に関する基本的概念や、代
謝について分子のレベルで理解できるように解説するとともに、骨格筋の生
理・生化学的応答について紹介する。オンライン授業に変更する場合は、学
習支援システムなどでその都度提示する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 自然科学分野の科目の

紹介
①科学的知識と考察が必要な科目に
ついて
②生物の基本的知識の再確認

2 生物とは 生命の誕生と進化について学習する。
3 生体を構成する物質

（１）：糖質
生体に関する糖質の構造について学
習する。

4 生体を構成する物質
（２）：脂質

生体に関する脂質の構造について学
習する。

5 生体を構成する物質
（３）：タンパク質とア
ミノ酸

生体に関するタンパク質とアミノ酸
について学習する。

6 生体を構成する物質
（４）：核酸とヌクレオ
チド

生体に関する核酸とヌクレオチドに
ついて学習する。

7 代謝 糖質、脂質、アミノ酸の代謝につい
て学習する。

8 酵素 生体内での酵素の働きについて学習
する。

9 ビタミンとミネラル 生体内でのビタミンとミネラルの働
きについて学習する。

10 シグナル伝達と運動適応 運動によるタンパク質合成分解のシ
グナルについて学習する。

11 遺伝とスポーツ・運動 スポーツや運動にもたらす遺伝の可
能性について学習する。

12 レジスタンス運動に対す
る分子レベルでの適応

主に骨格筋を例に、運動による生理
学・生化学的適応について学習する。

13 分子と加齢、免疫 加齢、免疫の機構について現状で明
らかになっていることを学習する。

14 総括・単位認定試験 講義内容の総括と単位認定試験を実
施する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
参考書の予習と復習本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
各講義の約1週間前から授業支援システム上の「教材」に資料を掲載するの
で、受講者は指定参考書などを用いて事前学習をおこない授業やテストにの
ぞむこと。
【テキスト（教科書）】
イラスト基礎からわかる生化学: 構造・酵素・代謝　（裳華房）
分子運動生理学入門（NAP）
【参考書】
分子運動生理学入門第2版（NAP）中里浩一訳
上記に加えて適宜、授業内で紹介する
【成績評価の方法と基準】
試験（60%）と理解度を確認するための小テスト（40%）
【学生の意見等からの気づき】
適宜、解説用の補助プリントを作成し授業支援システムに掲示する。

【その他の重要事項】
※授業の展開によって、若干の変更があり得る。
可能な限り運動生理学を履修する前に本単位を修得することを強く推奨する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
We give a lecture about basic science that study scientific knowledge and
consideration methods necessary to learn sports science.
【Learning Objectives】
The goals of this course are to understand about the base of sports
medicine and science included in the curriculum of the Faculty of Sport
and Health
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Final grade will be calculated according to the following process term-
end examination (60%) and quiz (40%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

スポーツ健康学海外演習（夏季）

泉　重樹

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・演習
開講時期：オータムセッション/Autumn Session ｜ 配当年次／
単位：2～4年次／2単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses
備考（履修条件等）：2024年度以降入学者対象
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
米国アイダホ州ボイシにある、Boise State University における1週間程度
の活動を通して、現地の人々との英語でのコミュニケーションを通して、主
体的に自ら英語で学ぶ姿勢を涵養する。
【到達目標】
本演習では主に下記3点を到達目標とする。１．米国アイダホ州ボイシにあ
る、Boise State Universityにおける10日間の活動を通して、英語にじかに
触れ、英語で生活すること。２．米国のカレッジスポーツに直に触れること
で日米のスポーツ文化及びスポーツビジネスの違いを感じるとともにスポー
ツ健康学の学びを深めること。３．現地の人々とのコミュニケーションを通
して、自ら積極的に英語で発信すること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP3」「DP4」「DP5」「DP7」に関連
【授業の進め方と方法】
米国アイダホ州ボイシにあるBoise State University（BSU）において1週
間程度の演習を行う。主に午前中は英語のクラス、午後はスポーツ健康学領
域の様々なワークショップやアクティビティである。出発前と帰国後にそれ
ぞれ事前・事後の演習（1時間ずつ）がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 事前準備 米国アイダホ州ボイシおよびボイシ

州立大学についてディスカッション
を行う。

2 アイスブレイクと英会
話テスト

アイスブレイクを通して、学生同士、
現地の教員・学生間のコミュニケー
ションを開始する（実力確認テスト
を含む）

3 現地のネイティブスピー
カーによる英語の授業

英語でのコミュニケーションに特化
した授業が展開される。

4 英語でのワークショッ
プ（グループワーク）

小グループに分かれて、質問に対し
て英語でディスカッションを行う。

5 BSU学生との英語での
コミュニケーション

各自の考えた質問をBSUの学生にイ
ンタビューし、プレゼンテーション
を行う。

6 現地の日本語クラスへ
の参加

BSUで英語を学ぶ学生達のクラスに
入り、お互いに学びあっている言語
でコミュニケーションを行う。

7 英語でのワークショッ
プ（プロジェクト発表）

小グループに分かれて、英語でのプ
ロジェクトを実施し、発表する。

8 個々の振り返りと
フィードバック

これまでの内容を英語で振り返ると
ともに、残りの期間の到達・実施目
標を確認する。

9 BSU学内スポーツファ
シリティ見学

BSU学内施設を見学／説明および質
疑を通して米国スポーツ文化の学び
を深める。

10 BSU内のRECセンター
におけるワークショップ

BSU学内運動であるRECセンター
において、アクティビティを行いな
がら大学スポーツ文化を学ぶ。

11 Boise市内のスポーツ施
設見学とワークショップ

ボイシ市内にあるスポーツ施設特に
フィットネスクラブを見学／活動参
加し市民の活動状況に触れる。

12 アスレティックトレー
ニングプログラムワー
クショップ

BSUのアスレティックトレーン―に
よるテーピング＆ラッピングのワー
クショップに参加／実践する。

13 BSUスポーツ見学
（サッカー、バレーボー
ル、アメリカンフット
ボールなど）

BSUの学生スポーツを肌で実感する。
米国のスポーツ文化を実践から学ぶ。

14 Boise市内のスカベン
ジャーハントと振り返り

最後に、Boiseの街を使って、オリエ
ンテーリングゲームを行う。英語で
のコミュニケーションの総仕上げで
ある。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本演習では間違いを恐れずに英語で会話する姿勢が最も重要である。本授業
の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
電子辞書等。
【成績評価の方法と基準】
本演習（事前授業含む）への参加 60%
レポート提出　40%

【学生の意見等からの気づき】
英語への不安よりも現地の人々と積極的にコミュニケーションをしたいとい
う思いが強い学生が参加している印象である。参加した学生からは、この演
習の成果と気づきを今後の学生生活に生かしていきたいという前向きなメッ
セージが多く寄せられている。
【Outline (in English)】
【Course outline】The primary purpose of this practice is to live in
English through a two week program at Boise State University in
Boise, Idaho, USA. Secondly, learning differences in sports business
between Japan and United States by directly experiencing college sports
in US.【Learning objectives】The goals of this course are to live in
English at Boise State University in Boise, Idaho, U.S.A., to experience
and learn the differences between Japanese and U.S. sports culture
and sports business, and to actively communicate in English through
interaction with local people.【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend
two hours to understand the course content.【Grading Criteria /Policy】
Grading will be decided based on reports (40%), and the quality of the
students’experimental performance in the field (60%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

スポーツ健康学海外演習

泉　重樹

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・演習
開講時期：オータムセッション/Autumn Session ｜ 配当年次／
単位：2～4年次／2単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses
備考（履修条件等）：2023年度以前入学者対象
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
米国アイダホ州ボイシにある、Boise State University における1週間程度
の活動を通して、現地の人々との英語でのコミュニケーションを通して、主
体的に自ら英語で学ぶ姿勢を涵養する。
【到達目標】
本演習では主に下記3点を到達目標とする。１．米国アイダホ州ボイシにあ
る、Boise State Universityにおける10日間の活動を通して、英語にじかに
触れ、英語で生活すること。２．米国のカレッジスポーツに直に触れること
で日米のスポーツ文化及びスポーツビジネスの違いを感じるとともにスポー
ツ健康学の学びを深めること。３．現地の人々とのコミュニケーションを通
して、自ら積極的に英語で発信すること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP3」「DP4」「DP5」「DP7」に関連
【授業の進め方と方法】
米国アイダホ州ボイシにあるBoise State University（BSU）において1週
間程度の演習を行う。主に午前中は英語のクラス、午後はスポーツ健康学領
域の様々なワークショップやアクティビティである。出発前と帰国後にそれ
ぞれ事前・事後の演習（1時間ずつ）がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 事前準備 米国アイダホ州ボイシおよびボイシ

州立大学についてディスカッション
を行う。

2 アイスブレイクと英会
話テスト

アイスブレイクを通して、学生同士、
現地の教員・学生間のコミュニケー
ションを開始する（実力確認テスト
を含む）

3 現地のネイティブスピー
カーによる英語の授業

英語でのコミュニケーションに特化
した授業が展開される。

4 英語でのワークショッ
プ（グループワーク）

小グループに分かれて、質問に対し
て英語でディスカッションを行う。

5 BSU学生との英語での
コミュニケーション

各自の考えた質問をBSUの学生にイ
ンタビューし、プレゼンテーション
を行う。

6 現地の日本語クラスへ
の参加

BSUで英語を学ぶ学生達のクラスに
入り、お互いに学びあっている言語
でコミュニケーションを行う。

7 英語でのワークショッ
プ（プロジェクト発表）

小グループに分かれて、英語でのプ
ロジェクトを実施し、発表する。

8 個々の振り返りと
フィードバック

これまでの内容を英語で振り返ると
ともに、残りの期間の到達・実施目
標を確認する。

9 BSU学内スポーツファ
シリティ見学

BSU学内施設を見学／説明および質
疑を通して米国スポーツ文化の学び
を深める。

10 BSU内のRECセンター
におけるワークショップ

BSU学内運動であるRECセンター
において、アクティビティを行いな
がら大学スポーツ文化を学ぶ。

11 Boise市内のスポーツ施
設見学とワークショップ

ボイシ市内にあるスポーツ施設特に
フィットネスクラブを見学／活動参
加し市民の活動状況に触れる。

12 アスレティックトレー
ニングプログラムワー
クショップ

BSUのアスレティックトレーン―に
よるテーピング＆ラッピングのワー
クショップに参加／実践する。

13 BSUスポーツ見学
（サッカー、バレーボー
ル、アメリカンフット
ボールなど）

BSUの学生スポーツを肌で実感する。
米国のスポーツ文化を実践から学ぶ。

14 Boise市内のスカベン
ジャーハントと振り返り

最後に、Boiseの街を使って、オリエ
ンテーリングゲームを行う。英語で
のコミュニケーションの総仕上げで
ある。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本演習では間違いを恐れずに英語で会話する姿勢が最も重要である。本授業
の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
電子辞書等。
【成績評価の方法と基準】
本演習（事前授業含む）への参加 60%
レポート提出　40%

【学生の意見等からの気づき】
英語への不安よりも現地の人々と積極的にコミュニケーションをしたいとい
う思いが強い学生が参加している印象である。参加した学生からは、この演
習の成果と気づきを今後の学生生活に生かしていきたいという前向きなメッ
セージが多く寄せられている。
【Outline (in English)】
【Course outline】The primary purpose of this practice is to live in
English through a two week program at Boise State University in
Boise, Idaho, USA. Secondly, learning differences in sports business
between Japan and United States by directly experiencing college sports
in US.【Learning objectives】The goals of this course are to live in
English at Boise State University in Boise, Idaho, U.S.A., to experience
and learn the differences between Japanese and U.S. sports culture
and sports business, and to actively communicate in English through
interaction with local people.【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend
two hours to understand the course content.【Grading Criteria /Policy】
Grading will be decided based on reports (40%), and the quality of the
students’experimental performance in the field (60%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

スポーツ健康学海外演習（冬季）

井上　尊寛、木村　新

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・演習
開講時期：スプリングセッション/Spring Session ｜ 配当年次
／単位：2～4年次／2単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses
備考（履修条件等）：2024年度以降入学者対象
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
欧州のトップスポーツクラブ (サッカーを中心とするが他の競技も扱う)を実
際に現地視察し、コーチングの観点を持ちながら多角的に学ぶ。履修者は (1)
欧州サッカーのレベルを直に感じ、選手の強化・育成 (トップチームや下部組
織)・普及について、コーチングや指導方法だけでなく、トレーニング環境や
スタジアムなどの周辺的な環境についても理解を深める。(2)欧州のスポーツ
に対する考え方、文化、国としての制度・政策についても理解を深める。(3)
プロスポーツという事業が指導現場といかにかかわっているのか、多角的な
視点からの理解も深めていくことも目的とする。
【到達目標】
・海外のトップレベルのコーチング方法やモデルを理解する。
・強化・育成・普及といったクラブ構造やクラブ哲学に関して理解する。
・ヨーロッパの総合型スポーツクラブ・スポーツシューレをはじめとした、ス
ポーツ環境などについて多角的な視点から学ぶ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP4」「DP5」「DP7」「DP8」に
関連
【授業の進め方と方法】
本授業は（1）現地スポーツ系の大学ないしはクラブでの講義と（2）現地で
の現場実習に区分される。現地スポーツ大学ないしはクラブの講義において
は、欧州スポーツの特徴や選手の強化・育成・普及構造システム、指導方法、
クラブフィロソフィーなどを学ぶ。また現地で実際に活躍されている海外の
指導者やスタッフなどの専門家との講義・ディスカッションも行う
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 本演習の進め方、留意すべき点、評

価の方法
2 事前指導① 指導者の役割についての国際比較に

ついて
3 事前指導② 欧州におけるスポーツ文化と指導の

実際
4 事前指導③ 指導現場で用いられる用語について

の解説
5 現地実習① トップチームトレーニング視察
6 現地実習② アカデミートレーニング視察
7 現地実習③ 普及現場におけるトレーニング視察
8 現地実習④ 関係周辺施設視察
9 現地実習⑤ スタジアム視察
10 現地実習⑥ 海外の指導者、スタッフ、専門家と

のディスカッション（コーチングプ
ログラム・タレント養成発掘プログ
ラム等について）

11 現地実習⑦ 現地での試合観戦 (事前のスカウティ
ングも含む)

12 現地実習⑧ スカウティングレポートの作成
13 報告会・総括 海外演習での経験・体験を総括し、

共有することで、今後のコーチング
現場への活用を見出す

14 事後指導 現地での体験から得たものなどの振
り返り

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
海外の文化・習慣・言語などについ情報をまとめておき、実際に自身がこの演
習を通して何を学び、今後にいかすか目的を明確にしておくことが望ましい
本授業の準備学習・復習時間は1回の授業につき，準備・復習時間を合わせて
4時間以上（準備・復習時間の配分は均等でなくても可）とします。
【テキスト（教科書）】
特定の教科書は使用しない、
必要であればその際に資料等を配布する
【参考書】
特定の参考書は使用しない、
必要であればその際に資料等を配布する

【成績評価の方法と基準】
授業への積極的な貢献度 (20%)、授業内に行う小レポート (40%)、終了後の課
題レポート (40%)などから総合的に判断する
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline 】This course is a basic sport coaching seminar in
　 Europe and consists of on lectures at professional sport clubs and
practical activities in Europe. 【Learning Objectives】The goal of this
stay is to know and to understand the football system in Europe.
We will focus on:
- Training methods, coaching approach (visit ofprofessional team)
- Relationship with sport, differences between Asia and Europe
- Not only coaching approach but also sports management.
【Learning activities outside of classroom】 Students will be expected to
have completed the required assignments after each class meeting. Your
study time will be more than four hours for a class.【Grading Criteria】
Your overall grade in the class will be decided based on the following
term-end report: 40%、Short reports : 40%、in-class contribution：20%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

スポーツコーチング海外演習

井上　尊寛、木村　新

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・演習
開講時期：スプリングセッション/Spring Session ｜ 配当年次
／単位：2～4年次／2単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses
備考（履修条件等）：2023年度以前入学者対象
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
欧州のトップスポーツクラブ (サッカーを中心とするが他の競技も扱う)を実
際に現地視察し、コーチングの観点を持ちながら多角的に学ぶ。履修者は (1)
欧州サッカーのレベルを直に感じ、選手の強化・育成 (トップチームや下部組
織)・普及について、コーチングや指導方法だけでなく、トレーニング環境や
スタジアムなどの周辺的な環境についても理解を深める。(2)欧州のスポーツ
に対する考え方、文化、国としての制度・政策についても理解を深める。(3)
プロスポーツという事業が指導現場といかにかかわっているのか、多角的な
視点からの理解も深めていくことも目的とする。
【到達目標】
・海外のトップレベルのコーチング方法やモデルを理解する。
・強化・育成・普及といったクラブ構造やクラブ哲学に関して理解する。
・ヨーロッパの総合型スポーツクラブ・スポーツシューレをはじめとした、ス
ポーツ環境などについて多角的な視点から学ぶ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP4」「DP5」「DP7」「DP8」に
関連
【授業の進め方と方法】
本授業は（1）現地スポーツ系の大学ないしはクラブでの講義と（2）現地で
の現場実習に区分される。現地スポーツ大学ないしはクラブの講義において
は、欧州スポーツの特徴や選手の強化・育成・普及構造システム、指導方法、
クラブフィロソフィーなどを学ぶ。また現地で実際に活躍されている海外の
指導者やスタッフなどの専門家との講義・ディスカッションも行う
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 本演習の進め方、留意すべき点、評

価の方法
2 事前指導① 指導者の役割についての国際比較に

ついて
3 事前指導② 欧州におけるスポーツ文化と指導の

実際
4 事前指導③ 指導現場で用いられる用語について

の解説
5 現地実習① トップチームトレーニング視察
6 現地実習② アカデミートレーニング視察
7 現地実習③ 普及現場におけるトレーニング視察
8 現地実習④ 関係周辺施設視察
9 現地実習⑤ スタジアム視察
10 現地実習⑥ 海外の指導者、スタッフ、専門家と

のディスカッション（コーチングプ
ログラム・タレント養成発掘プログ
ラム等について）

11 現地実習⑦ 現地での試合観戦 (事前のスカウティ
ングも含む)

12 現地実習⑧ スカウティングレポートの作成
13 報告会・総括 海外演習での経験・体験を総括し、

共有することで、今後のコーチング
現場への活用を見出す

14 事後指導 現地での体験から得たものなどの振
り返り

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
海外の文化・習慣・言語などについ情報をまとめておき、実際に自身がこの演
習を通して何を学び、今後にいかすか目的を明確にしておくことが望ましい
本授業の準備学習・復習時間は1回の授業につき，準備・復習時間を合わせて
4時間以上（準備・復習時間の配分は均等でなくても可）とします。
【テキスト（教科書）】
特定の教科書は使用しない、
必要であればその際に資料等を配布する
【参考書】
特定の参考書は使用しない、
必要であればその際に資料等を配布する

【成績評価の方法と基準】
授業への積極的な貢献度 (20%)、授業内に行う小レポート (40%)、終了後の課
題レポート (40%)などから総合的に判断する
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline 】This course is a basic sport coaching seminar in
　 Europe and consists of on lectures at professional sport clubs and
practical activities in Europe. 【Learning Objectives】The goal of this
stay is to know and to understand the football system in Europe.
We will focus on:
- Training methods, coaching approach (visit ofprofessional team)
- Relationship with sport, differences between Asia and Europe
- Not only coaching approach but also sports management.
【Learning activities outside of classroom】 Students will be expected to
have completed the required assignments after each class meeting. Your
study time will be more than four hours for a class.【Grading Criteria】
Your overall grade in the class will be decided based on the following
term-end report: 40%、Short reports : 40%、in-class contribution：20%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

IDN100EA（アイデンティティー教育 / Identity studies 100）

多摩地域形成論

野田　岳仁

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
多摩キャンパスを取り巻く地域社会の歴史・文化・政治・経済・社
会環境やそこで生きる人々から学び、この地で学生生活を送る固有
の意義と、大学や学生の社会的役割について探求する。

【到達目標】
近隣地域社会が抱える課題や可能性から学ぶことを通して、法政大
学多摩キャンパスの学生としての自分が立っている＜場所＞への理
解と認識を深め、その後の主体的学習・活動への手がかりとする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
に関連

【授業の進め方と方法】
本授業は、「法政大学ソーシャルイノベーションセンター（SIC）」が、
多摩４学部の教員と協力して実施する、４学部共通の授業である。
多様な専門領域の教員によるリレー形式で、近隣地域からのゲスト
講師を多く招き、実践的かつ理論的に学ぶ。受け身な態度でなく、自
らも当事者とともに地域の課題に向き合い、その解決に共に関わろ
うとする受講生を期待している。
なお、ゲスト講師の都合や授業の展開によって、若干の変更があり
得る。
各回のリアクションペーパーに対しては、その都度講師が評価し、必
要に応じてフィードバックする。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス この科目をなぜ、どのように学

ぶのか
第2回 多摩キャンパス版

「法政学」
法政大学の歴史・建学の精神と
多摩キャンパスの歴史

第3回 多摩キャンパスと近
隣地域 (1)

多摩キャンパスで学び近隣自治
体で働く卒業生の視点から学ぶ

第4回 多摩キャンパスと近
隣地域 (2)

多摩キャンパスで学び近隣地域
で働く卒業生の視点から学ぶ

第5回 多摩キャンパスと近
隣地域 (3)

多摩地域のエリアマネジメント
を学ぶ

第6回 多摩地域の現代史 (1) 多摩地域の住民運動の歴史
第7回 多摩地域の現代史 (2) 団地開発とベッドタウンとして

の多摩地域の形成
第8回 多摩地域の現代史 (3) 多摩の平和運動・子育て・自治

体づくり
第9回 これからの多摩地域

の形成 (1)
超高齢化によるコミュニティの
持続可能性の危機

第10回 これからの多摩地域
の形成 (2)

新たなつながりを創り出すコ
ミュニティビジネス

第11回 これからの多摩地域
の形成 (3)

地域の資源をエネルギーに

第12回 これからの多摩地域
の形成 (4)　

コミュニティ文化とスポーツ

第13回 これからの多摩地域
の形成 (5)　

多摩キャンパスにおけるソー
シャルイノベーション

第14回 まとめ ふりかえりのワークショップ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
必要に応じて次回の授業内容の関連資料を紹介し、事前学習を課すこ
とがある。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
必要に応じて適宜紹介する。

【参考書】
授業時に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点（30％程度）とレポート（70％程度）で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
授業内でのアンケートから、「多摩地域を身近に感じられるように
なった・地域での活動への関心が高まった」といった感想が寄せら
れており、今年度も更なる内容の充実を図っていく。

【学生が準備すべき機器他】
・授業支援システムを利用する。
・本授業の内容は、内部での記録作成のためビデオ録画を行う予定
である。

【その他の重要事項】
〇本授業は先述のように、「法政大学ソーシャルイノベーションセン
ター」と関連した科目であり、学生による自主活動に向けたきっか
けづくり＝媒介的な学習の場となることを目指している。授業内容
に刺激、触発を受けた受講生は、積極的に同センター（総合棟2階）
を訪ね、フィールドワークや自主活動のきっかけづくりに結び付け
て欲しい。
なお、対面を原則とするがゲスト講師の都合等によりオンライン開
催となる回もありうる。また、教室の関係上、履修制限も行う場合
もある。

【Outline (in English)】
The objective of this course is to familiarize students with
various aspects of the history, culture, politics, economy,
social dynamics, and daily life in the vicinity of the Tama
Campus. Additionally, the course aims to delve into the distinct
significance of residing as university students in this region
and the corresponding social responsibilities.
The overarching goals of this course include comprehending
the Hosei Tama Campus as the central locus of one’s university
experience and deriving insights for proactive learning and
engagement.
Students are expected to allocate four hours before and after
each class session to assimilate the course materials effectively.
Grading for the course will be based on the submission of short
reports (70%) and active participation during class discussions
(30%).
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HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

KENDO

小田　佳子

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・実技
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1～4年次／
2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈グ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
テーマ「剣道－日本文化としての特性を学ぶ－」　　　　　
KENDO - Learning the characteristics of Japanese culture
主に海外留学生を対象に「剣道」の技術および礼法を通して、日本武道であ
る剣道への理解を深め、同時に身体技法を習得することを目的とする。
【到達目標】
①日本の身体運動文化としての「剣道」の歴史や特性に触れ理解する。
②剣道の基本動作と基本技能を習得する。
③剣道の歴史や伝統的、文化的知識を習得する。
(1) To understand the history and characteristics of kendo as a Japanese
culture of physical training
(2) To acquire the basic movements and basic skills of kendo
(2) To acquire the knowledge of its history, tradition and culture of
kendo.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
This class does not require the high kendo skill level as it is mainly
about learning the basic skills of kendo. 　 However, some exercise
is required. The class will be primarily conducted in English, but
sometimes explaining certain kendo concepts will require Japanese.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 Orientation

What is KENDO ?
History and Now

Reiho-manners
Footwork
Suburi-swing
Kamae-position

2 Basic Movements
Kamae-position
Foot work

Kendo armors
Footwork
Kamae-position
Suburi-swing (up and down, left
and right)
Men, Kote, and Do by Shinai

3 Basic Techniques①
Men/Kote/Do/Tsuki

Swinging (single action/leaping
strike)
Practice of shinai strike in the
opponent’s movement

4 Basic Technique②
Men/Kote/Do/Tsuki

Wearing Men mask
Shikake-techniques
(Men/Kote/Do)

5 Basic Technique③
Renzoku-waza
continuous-techniques

Basic technique①②review
Kata practice with wooden sword
③

6 Basic Technique④
Harai-waza, brush off

Basic technique①-③review
Kata practice with wooden sword
④

7 Basic Technique⑤
Nuki-waza

Basic technique①-④review
Kata practice with wooden sword
⑤

8 Basic Technique⑥⑦
Debana-waza
Hiki-waza, backstep

Basic technique①-⑤review
Kata practice with wooden sword
⑥⑦

9 Basic Technique⑧
Kaeshi-waza

Basic technique①-⑦review
Kata practice with wooden sword
⑧

10 All Japan Student
Kendo Tournament
_Field Work

Visiting Nippon Budokan for
watching All Japan Student
Kendo Tournament

11 Basic Striking:
Practice1

Basic Striking with Bogu and
shinai①-③

12 Basic Striking:
Practice2

Basic Striking with Bogu and
shinai④-⑥

13 Basic Striking:
Practice3

Basic Striking with Bogu and
shinai⑦-⑧

14 Basic Technique
Basic Striking
(Test and Summary)

Basic technique①-⑧with wooden
sword
Basic Striking with Bogu and
shinai①-⑧

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
This class requires two hours of learning overtime.
Require to read Japanese and English literature on kendo history and
techniques.
For example;
All Japan Kendo Federation, Japanese-English Dictionary of kendo,
2000
All Japan Kendo Federation, The Official Guide for Kendo Instruction,
2011

【テキスト（教科書）】
Text materials will be handed out when necessary.

【参考書】
All Japan Kendo Federation, Japanese-English Dictionary of kendo,
2000
All Japan Kendo Federation, The Official Guide for Kendo Instruction,
2011

【成績評価の方法と基準】
Attitude and participation (40%)
Kendo skills(40%)
Understanding the key concepts and vocabulary of kendo in Japanese
(20%)

【学生の意見等からの気づき】
Use Japanese and English together as much as possible to ensure that
kendo terminology (in Japanese) can be understood naturally.

【学生が準備すべき機器他】
The shinai,bamboo sword, kendo-gi, training wear, and other kendo
equipment will be provided by Hosei university.
Please bring your own tenugui, Japanese towel (to wear under Men
mask).

【その他の重要事項】
Those who wish to take this KENDO course must attend the first class
on Wednesday, April 10th in 2025.

【Outline (in English)】
【Course outline】
KENDO - Learning the characteristics of Japanese culture
KENDO is one area of BUDO, martial ways in Japan, students can learn
its history and characteristics at first, then learn the basic movements
and techniques.
【Learning Objectives】
The purpose of this class is to deepen understanding of Japanese
martial ways of kendo and to acquire physical techniques through kendo
techniques and etiquette, mainly for international students.
【Learning activities outside of classroom】
This class requires two hours of learning overtime.
Require to read Japanese and English literature on kendo history and
techniques.
【Grading Criteria /Policy】
Attitude and participation (40%)
Kendo skills(40%)
Understanding the key concepts and vocabulary of kendo in Japanese
(20%)
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HSS218LB（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

アスリートキャリア論

片上　千恵

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・通常授業
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
2単位
曜日・時限：木3/Thu.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
招聘講師のスポーツにまつわる多様なキャリアに関する講義を聞き、
受講者が自身のキャリア形成というテーマのもと、大学での学びを
いかに仕事につなげていくか、その手掛かりとなるキャリアプラン
について考える。また、日本のスポーツのしくみや現状を理解し、ス
ポーツキャリアの可能性を知ることを目的とする。

【到達目標】
日本のスポーツ界の現状を理解し、スポーツに関わるキャリアにつ
いて知る。
講義を通じて、自分のキャリアをイメージし、キャリアプランを立
てる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」に関連

【授業の進め方と方法】
学生時代に競技活動に励み、現在は社会で活躍している方(ゲストス
ピーカー)を招いて講義を行う。そこで得られるさまざまな情報や学
びを基に自分なりに考察して各種レポートを作成することで、自ら
のキャリアを考えていく。授業の講義、課題を通して自身のキャリ
ア形成プランニングを行い、キャリア形成に必要なスキルとは何か、
スキルを高めるにはどうしたらよいかを学んでいく。授業で記入し
てもらったリアクションペーパーはゲストにも共有し、いただいた
フィードバックは次の授業内、もしくは「学習支援システム」を通
して行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

：
授業の概要の説明
（全体）

授業の目的、方法、評価基準な
どを、シラバスをもとに説明を
行う。

2 招聘講義: 広告代理店 講師 (ゲストスピーカー)の広告
代理店の仕事内容に関する講義
内容に対して、自らの考えを説
明できるようになる。

3 招聘講義: サービス 講師 (ゲストスピーカー)のサー
ビス業の仕事内容に関する講義
内容に対して、自らの考えを説
明できるようになる。

4 招聘講義: 審判員 講師 (ゲストスピーカー)の審判
員の仕事内容に関する講義内容
に対して、自らの考えを説明で
きるようになる。

5 招聘講義: 通訳 講師 (ゲストスピーカー)の通訳
の仕事内容に関する講義内容に
対して、自らの考えを説明でき
るようになる。

6 招聘講義: スポーツ
組織①

講師 (ゲストスピーカー)のス
ポーツ組織における仕事内容に
対して、自らの考えを説明でき
るようになる。

7 招聘講義: スポーツ
組織②

講師 (ゲストスピーカー)のス
ポーツ組織における仕事内容に
対して、自らの考えを説明でき
るようになる。

8 招聘講義: メディア 講師 (ゲストスピーカー)のメ
ディアにおける仕事内容に対し
て、自らの考えを説明できるよ
うになる。

9 招聘講義: スポーツ
広報

講師 (ゲストスピーカー)のス
ポーツ広報における仕事内容に
対して、自らの考えを説明でき
るようになる。

10 招聘講義: 商社 講師 (ゲストスピーカー)の商社
における仕事内容に対して、自
らの考えを説明できるようにな
る。

11 招聘講義: 研究 講師 (ゲストスピーカー)の研究
に関わる仕事内容の講義に対し
て、自らの考えを説明できるよ
うになる。

12 招聘講義:メーカー 講師 (ゲストスピーカー)のメー
カーに関わる仕事内容の講義に
対して、自らの考えを説明でき
るようになる。

13 招聘講義: 起業家 講師 (ゲストスピーカー)の起業
家に関わる仕事内容の講義に対
して、自らの考えを説明できる
ようになる。

14 総括 講義のまとめ：この授業を通し
て学んだこと、これからのキャ
リアプランにどのように生かし
ていきたいかを期末レポートと
してまとめる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の講義で学んだこと、感じたことを復習してください。予習と
して、次回の講師の仕事や経歴について調べておくようにしましょ
う。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし

【参考書】
その都度授業内で紹介します。

【成績評価の方法と基準】
①毎回の授業レポート（講義の感想並びに自身の意見をまとめる。）
70%
②最終レポート 30%
合計：100%

【学生の意見等からの気づき】
受講者が少しでもアスリートや自らのキャリアに興味をもち、これ
からのキャリア形成を計画的に進めるための有意義な機会となるよ
うに努める。講義内では、学生が自由に質問しやすいようアプリを
導入するなどしてゲストと学生間の双方向性を高める。

【学生が準備すべき機器他】
授業を通して、講義を聞くだけではなく、自ら発言し、自己表現の
場を多くつくることで、社会生活において必要なコミュニケーショ
ン能力を高める。

【その他の重要事項】
ゲストスピーカーの都合により、スケジュールが変更になることが
ある。

【Outline (in English)】
Learning Objectives
Athletes will be invited to give lectures on their diverse careers
to help students understand the current state of the Japanese
sports world. Students will be trained to create a career plan
based on what they learn during their university years and
how they will connect what they learn to their careers after
graduation.
Learning activities outside of classroom
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Review what you have learned in each lecture. As a
preparation, try to find out about the career and backgrounds
of the next lecturers.
Grading Criteria /Policy
Grades will be evaluated based on
① Every class report (summarize your impressions of the
lecture and your own opinions) 70%
②Final report 30%
Total: 100%
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LANj300EA（日本語 / Japanese language education 300）

スポーツ健康学特講

安達　万里江

サブタイトル：ビジネス日本語１
カテゴリ：視野形成科目（必修選択）
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：3～4年次／
2単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は、学部留学生を対象とした科目である。就職活動をする際
に必要な日本語を習得することを目標とする。日本の就職活動の流
れを理解し、適切な時期に必要な準備ができるようになることを目
指す。どのような言語表現を用いるかだけではなく、どのような場
面で誰に何を言うのか、または言わないのか、そしてその文化的背
景も学び、異文化対応力を伸ばすことも目標とする。

【到達目標】
①日本における就職活動の概要を理解し、就職活動に必要な日本語
を身につけることができる。
②場面と対話相手に応じて適切な日本語を使いこなせるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
受講生は、教員の講義の後に文書作成や会話の練習などの課題に取り
組む。受講生同士で課題を読み合ったり、活動の成果を評価し合い
学習を進めていく。授業後には、事後課題に取り組む。事後課題に
ついては、授業中に教員が解説を行うとともに個別に添削する。な
お、授業計画については、授業の展開により若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーショ

ン・日本の就職活動
の大まかな流れ

授業の進め方の説明と、日本の
大学生の就職活動についておお
まかな流れを知る

第2回 第１課「自己分析を
しよう！」（１）

自己分析をする。

第3回 第１課「自己分析を
しよう！」（２）

自己分析をする。

第4回 第２課「仕事を決め
よう！」（１）

志望する業界・職種・企業につ
いて知り、考える。

第5回 第２課「仕事を決め
よう！」（２）

志望する業界・職種・企業につ
いて知り、考える。

第6回 第３課「OB・OG訪
問をしよう！」

OB・OG訪問を行うまでのやり
とりを知る。

第7回 第４課「志望動機を
考えよう！」（１）

志望動機を考える。

第8回 第４課「志望動機を
考えよう！」（２）

志望動機を考える。

第9回 第５課「エントリー
シート・履歴書を書
こう！」（１）

エントリーシート・履歴書の書
き方を学ぶ。

第10回 第５課「エントリー
シート・履歴書を書
こう！」（２）

エントリーシート・履歴書の書
き方と送り方を学ぶ。

第11回 第６課「インターン
シップに参加しよ
う！」

インターンシップに参加するま
での日本語のやりとりを知る。

第12回 第７課「会社説明会
に参加しよう！」

会社説明会での会話例を学ぶ。

第13回 第８課「面接を受け
よう！」（１）

面接で使用する日本語表現につ
いて学ぶ、

第14回 第８課「面接を受け
よう！」（２）

面接で使用する日本語表現と、
グループディスカッションにつ
いて学ぶ、

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
栗田奈美　他『解いて学ぼう留学生の就職活動』（2023）スリーエー
ネットワーク　1,650円（税込）

【参考書】
参考「法政大学キャリアセンター　外国人留学生対象イベント」（こ
ちらは2024年度のもの）
https://www.hosei.ac.jp/careercenter/info/
article-20240729152223/
その他、授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点25％、課題等提出物55％、レポート20％

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【学生が準備すべき機器他】
各自PCまたはタブレット端末を持参してください

【その他の重要事項】
学生の人数および授業の進行に応じて授業計画を調整する場合があ
ります

【Outline (in English)】
Through a combination of lectures, class discussions, and peer
responses, this course introduces all the Japanese you need to
get a job and how to communicate with people from different
cultures. You will also learn all you need to know about
Japanese working culture and how to secure a job. By the
end of the course, you will be able to produce the necessary
documents to seek and gain employment, such as a curriculum
vitae, and you will also have the skills to effectively promote
yourself in job interviews. Your required study time is at least
two hours for each class meeting. Grading will be decided based
on usual performance score25%, assignments55%, and short
reports20%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANj300EA（日本語 / Japanese language education 300）

スポーツ健康学特講

安達　万里江

サブタイトル：ビジネス日本語２
カテゴリ：視野形成科目（必修選択）
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：3～4年次／2単
位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は、学部留学生を対象とした科目である。本科目では、就労す
る際に必要な日本語の習得を目指す。ビジネス文書の書き方、メー
ルの書き方、電話応対など、就労場面で必要となる日本語を学ぶ。ま
た、どのような言語表現を用いるかだけではなく、どのような場面
で誰に何を言うのか、または言わないのか、そしてその文化的背景
も学び、異文化対応力を伸ばすことも目標とする。

【到達目標】
①就労する際に、場面・目的・媒体等に応じて適切な日本語を使え
るようになる。
②就労場面で起こり得る衝突に対し適切に対処する方法を考えられ
るようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
受講生は、教員の講義の後に、場面を設定したうえで、文書作成や
会話の練習などの課題に取り組む。受講生同士で課題を読み合った
り、活動の成果を評価し合ったりしながら学習を進めていく。授業
後には、事後課題に取り組む。事後課題については、授業中に教員
が解説を行うとともに個別に添削する。なお、授業計画については、
授業の展開により若干の変更があり得る。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業の進め方の説明。
第2回 社内メール 社内宛てメールを作成する。
第3回 社外メール 社外宛てのメールを作成する。
第4回 電話応対 電話の応対に使う表現を学ぶ。
第5回 会話（依頼） 場面に応じた依頼の仕方を学ぶ。
第6回 会話（意見を述べる）場面に応じた意見の述べ方を学

ぶ。
第7回 会話（断る） 場面に応じた断り方を学ぶ。
第8回 ビジネス文書（お知

らせ）
お知らせを作成する。

第9回 ビジネス文書（報告
書）

報告書を作成する。

第10回 ビジネス文書（案内
状）

案内状を作成する。

第11回 会話（営業する） 営業の際に使う表現を学ぶ。
第12回 会話（説明する） 場面に応じた説明の仕方を学ぶ。
第13回 ビジネス文書と会話

（業務フローチャー
ト）

業務フローチャートを作成し説
明する。

第14回 ロールプレイ まとめとしてロールプレイを行
う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
『ビジネス日本語オール・イン・ワン問題集―聴く・読む・話す・書
く』小野塚若菜他　ジャパンタイムス出版（2015年）　2,860円（税
込み）

【参考書】
授業中に適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
平常点25％、課題等提出物35％、学期末試験40％

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません

【学生が準備すべき機器他】
各自PCまたはタブレット端末を持参してください

【その他の重要事項】
学生の人数および授業の進行に応じて授業計画を調整する場合があ
ります

【Outline (in English)】
This course gives you the language skills and cultural
knowledge to use appropriate Japanese in a range of business
situations and communicate with people from different
cultures. Using a combination of lectures, class discussions,
and peer responses, you will learn to write and speak Japanese
based on specific situations, purposes, medium, and the people
you may have to communicate with. By the end of the
course, you will have gained the skills to produce various work
documents, such as business mail and business reports. Your
required study time is at least two hours for each class meeting.
Grading will be decided based on usual performance score25％,
assignments35％, and term-end examination40%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANd100IA（ドイツ語 / German language education 100）

ドイツ語（a）

新田　誠吾

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1～4年次／
1単位
曜日・時限：火4/Tue.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業はドイツ語初習者を対象にした初級ドイツ語のクラスです。
ネイティブスピーカーの音声に慣れ、ドイツ語の正確な発音を身につけ、基
礎的な文法・語彙・表現を身につけます。ドイツ語表現の背後にある文化的・
歴史的背景についても必要に応じて理解していきます。
【到達目標】
ドイツ語を正しく発音できるようになり、日常生活の特定の場面において、初
歩的な会話であれば、相手の話すことを理解し、ドイツ語で実際に話せるよ
うになること、またドイツ語の学びから、異なる文化的・歴史的背景を持っ
た人々の価値観を尊重できるようになることが目標です。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
（1）日常生活の具体的なシチュエーションを想定し、基本的な言い回しや表
現について、発音・意味・使い方を学びます。
（2）ドイツ語の音声に慣れ、聞き取る練習をします。
（3）学んだ表現を、ペアワーク、グループワークで口頭練習を行い、再現す
る力につなげます。
（4）授業内容の見直しと定着のための課題をその都度提出し、フィードバック
として添削を返却します。必ず間違いを確認し、正確な知識を身に着けます。
（5）グループによる協同学習やパフォーマンス課題も行います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 自己紹介 (1)～あいさつ 自己紹介の表現

アルファベット
2回 自己紹介 (2)～出身を聞

く
seinの活用
duとSieの違い

3回 自己紹介 (3)～初めまし
て

動詞の活用

4回 家族 (1)～両親です 家族を紹介する
5回 家族 (2)～元気です 自分の調子を伝える

meinなど所有冠詞。
6回 家族 (3)～離婚しました これまでの復習

数字
7回 買い物 (1)～いりません keinを使った表現
8回 買い物 (2)～二つくださ

い
名詞の複数形

9回 買い物 (3)～いくらです
か

値段を言う

10回 住まい (1)～居間はこち
ら

住居に関する表現

11回 住まい (2)～明るい、広
い

形容詞の使い方

12回 住まい (3)～お気に入り 好みを言う
13回 授業内試験 口頭試験
14回 授業内試験と解説 筆記試験
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・予習では、各テーマで使用する重要語彙の発音と意味を調べます。
・復習として、授業内容の確認・定着のための課題を出します。
・本授業の準備学習・復習時間は、それぞれ１～２時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
Schritte international Neu 1 (Hueber)

【参考書】
アクセス独和辞典（第4版）,三修社, 2021年（推奨）
参考書は適宜紹介します。
【成績評価の方法と基準】
・期末に、筆記試験と口頭試験を行います。授業中に必要に応じて小テストも
行います。
・成績評価は、宿題・授業内の課題達成度（20％）、授業内筆記テスト（50％）、
口頭試験（30％）を目安に総合的に判断し、全体の60％以上達成で合格とし
ます。

・正当な理由のない欠席が全体の30％を超えた場合は成績評価対象外となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
昨年度は、学生から高い評価を受けました。今年度はさらに質向上を目指し
ます。
【学生が準備すべき機器他】
音声・動画教材視聴のためのスマートフォンまたはタブレット
【Outline (in English)】
【Course outline】 This is a German course for beginners who
are learning German for the first time. Participants will be
familiarized with the language by native speakers, learn correct
German pronunciation and acquire basic grammar, vocabulary and
expressions. Where necessary, the cultural and historical background
of German expressions is also understood.
【Learning Objectives】 To be able to pronounce German correctly, to
be able to understand what others say and actually speak German in
certain everyday situations in elementary conversation, and to be able
to respect the values of people from different cultural and historical
backgrounds by learning German.
【Learning activities outside the classroom】 Students will learn the
pronunciation and meaning of important vocabulary used in each topic.
Homework will be assigned as a review to check and consolidate the
class content. Estimated preparation and review time is approximately
2 hours each.
【Grading Criteria】 At the end of the term, there will be a written and
oral exam. Quizzes will be given in class as necessary.
Grading will be based on the degree of completion of homework and
in-class assignments (20%), in-class written test (50%), and oral exam
(30%), with a passing grade of 60% or higher.
If the number of absences without justifiable reason exceeds 30% of the
total number of absences, the student will be excluded from the grading.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANd100IA（ドイツ語 / German language education 100）

ドイツ語（b）

北岡　幸代

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1～4年次／
1単位
曜日・時限：木4/Thu.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業はドイツ語初習者を対象とした初級ドイツ語の運用クラスです。
ネイティブの音声に慣れ、ドイツ語の正確な発音を身につけ、日常生活の特定
の場面において、ドイツ語で話すことに重点を置きます。ドイツ語表現の背
後にある文化的・歴史的背景についても必要に応じて理解していきます。そ
して何よりも、新しい言葉を学び、使うことの楽しさをを体感します。
【到達目標】
ドイツ語を正しく発音できるようになり、日常生活の特定の場面において、初
歩的な会話であれば、相手の話すことを理解し、ドイツ語で実際に話せるよ
うになること、またドイツ語の学びから、異なる文化的・歴史的背景を持っ
た人々の価値観を尊重できるようになることが目標です。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
（1）日常生活の具体的なシチュエーションを想定し、基本的な言い回しや表
現について、発音・意味・使い方を学びます。
（2）ドイツ語の音声に慣れ、聞き取る練習をします。
（3）ペアワーク、グループワークによる発話練習を行い、再現する力につな
げます。
（4）授業内容の見直しと定着のため、授業外でも課題プリントで学びます。課
題等のフィードバックは、配布物・対面フィードバックを行い、必要に応じ
て「学習支援システム」も使用して行う予定です。
（5）運用練習に多くの時間を割くため、進度はゆっくりめになりますが、丁
寧にじっくり取り組んでいきます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
01 ガイダンス 授業方針、授業の進め方・学び方に

ついて。
第二外国語を学ぶ意義について。
みんなでドイツ語を話してみよう。

02 人と知り合う（１） 君の名前は？
アルファベートで名前をつづろう。

03 人と知り合う（２） あいさつをしよう。
相手の調子・気分を尋ねよう。

04 人と知り合う（３） 出身を尋ねよう。
自分の友人を紹介しよう。

05 人と知り合う（４） duと Sieの使い分け。
06 職業について（１） インタヴュー：

名前・年齢・住んでいるところ・婚
姻状況

07 職業について（２）： 数字の数え方： 0～100
08 職業について（３） あなたの職業は？

職業をめぐる表現。
09 職業について（４） 自己紹介カードを書いてみよう。
10 家族について（１） 家族構成員に関する語彙。

所有冠詞を付けて。
11 家族について（２） 家族構成を語ろう。

否定疑問文への答え方。
12 家族について（３） 家族についての会話：

疑問詞を使う。あるいは、一般疑問
文で、情報を引き出す。

13 家族について（４） 誰がどんな言語を話せますか？
14 口頭試験 口頭試験

春学期の振り返り
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・予習としては、各テーマで使用する重要語彙の発音と意味をオンラインの学
習アプリで学びます。
・復習として、授業内容の確認・定着のために練習プリントの課題を行い、提
出します。
・本授業の準備・復習時間は、各２時間程度を標準とします。
【テキスト（教科書）】
『MOMENTE A1.1 Kursbuch』（Hueber）

【参考書】
辞書については授業時に説明します。参考書等も授業中に適時紹介し、補助教
材・動画教材等は、「学習支援システム」の教材コーナーに随時アップします。
【成績評価の方法と基準】
・各テーマを終えるごとに小テスト（ヒヤリング・筆記）を実施します。期末
は口頭試験を行います。
・成績評価は、宿題・授業内の課題達成度（30％）、授業内筆記テスト（35％）、
口頭試験（35％）を目安に総合的に判断し、全体の60％以上の達成で合格と
します。
【学生の意見等からの気づき】
・単語の発音やアクセントも、適宜示唆していきます。
・文法事項は、各場面の言い回しで使われている個所から、明示的に説明して
いきます。
・ドイツ語圏の映画やドイツ語圏の文化・社会に関する時事ニュースの紹介も、
好評でしたので積極的に行います。
【学生が準備すべき機器他】
・Quizletという単語学習アプリを使って、授業内ゲームを随時行います。
QRコードを読み込んでゲームに参加していただきますので、スマホやタブ
レットをご用意ください。
・教科書は、スマホやタブレットから画像を読み込んで、音声や動画、文法説
明を、自分で使いながら学習することができます。
【その他の重要事項】
・初回のガイダンスには必ず出席して下さい。今後の学習の方向性と意義、継
続して学習するための動機づけを提示し、春学期の学習準備の作業等を行い
ます。
・語学の運用授業の勉強は、テーマとなる場面ごとの言い回しやフレーズの発
音、意味や使い方をまず理解し、実際にワークで発話練習を繰り返しながら定
着につなげていきます。授業内のそれぞれの段階をないがしろにすると、次
の段階の学習がうまく機能しません。簡単に思える学習でも、しっかり取り
組むことが、運用と定着のためにとても大事です。
・復習としての課題プリントでは、それらをもう一度整理して、学習ポイント
をつかみ、しっかりとした定着を目指しましょう。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This is a beginner’s German class for students who are new to the
language.
Emphasis will be placed on familiarizing students with native voices
and speaking in German in everyday situations. The cultural and
historical background behind German expressions will be covered as
necessary.
【Learning Objectives】
The goal is to be able to understand what the other person is saying and
actually speak in German, if it is elementary conversation, and to be
able to respect the values of people with different cultural and historical
backgrounds from learning German.
【Learning activities outside of classroom】
Use the online learning application for preparation. You will be
given assignments to submit as a review of the class. The standard
preparation and review time for this class is one hour each.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be based on a comprehensive assessment of the
following: achievement of daily submitted assignments (30%), in-class
performance and quizzes during the semester (35%), final oral exam
(35%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANd100IA（ドイツ語 / German language education 100）

ドイツ語（c）

新田　誠吾

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／1単
位
曜日・時限：火4/Tue.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業はドイツ語初習者を対象にした初級ドイツ語のクラスです。
ネイティブスピーカーの音声に慣れ、ドイツ語の正確な発音を身につけ、基
礎的な文法・語彙・表現を身につけます。ドイツ語表現の背後にある文化的・
歴史的背景についても必要に応じて理解していきます。
【到達目標】
ドイツ語を正しく発音できるようになり、日常生活の特定の場面において、初
歩的な会話であれば、相手の話すことを理解し、ドイツ語で実際に話せるよ
うになること、またドイツ語の学びから、異なる文化的・歴史的背景を持っ
た人々の価値観を尊重できるようになることが目標です。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
（1）日常生活の具体的なシチュエーションを想定し、基本的な言い回しや表
現について、発音・意味・使い方を学びます。
（2）ドイツ語の音声に慣れ、聞き取る練習をします。
（3）学んだ表現を、ペアワーク、グループワークで口頭練習を行い、再現す
る力につなげます。
（4）授業内容の見直しと定着のための課題をその都度提出し、フィードバック
として添削を返却します。必ず間違いを確認し、正確な知識を身に着けます。
（5）グループによる協同学習やパフォーマンス課題も行います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 一日の行動 (1)～何時で

すか
時刻の表現

2回 一日の行動 (2)～買い物
をする

分離動詞

3回 一日の行動 (3)～部屋を
片付ける

予定を述べる

4回 一日の行動 (4)～復習 これまでの復習
5回 余暇 (1)～ドライブをす

る
余暇の行動

6回 余暇 (2)～明日は雨 天候の表現
7回 余暇 (3)～寒い esを使った表現
8回 余暇 (4)～チーズがない 4格を使った表現
9回 過去の経験を話す (1)～

行ってみたかった
助動詞で意思を伝える

10回 過去の経験を話す (2)～
行ってみた

過去分詞

11回 過去の経験を話す (3)～
買い物をした

現在完了

12回 過去の経験を話す (4)～
起床した

現在完了

13回 授業内試験 口頭試験
14回 授業内試験と解説 筆記試験
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・予習では、各テーマで使用する重要語彙の発音と意味を調べます。
・復習として、授業内容の確認・定着のための課題を出します。
・本授業の準備学習・復習時間は、それぞれ１～２時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
Schritte international Neu 1 (Hueber)

【参考書】
アクセス独和辞典（第4版）,三修社, 2021年（推奨）
参考書は適宜紹介します。
【成績評価の方法と基準】
・期末に、筆記試験と口頭試験を行います。授業中に必要に応じて小テストも
行います。
・成績評価は、宿題・授業内の課題達成度（20％）、授業内筆記テスト（50％）、
口頭試験（30％）を目安に総合的に判断し、全体の60％以上達成で合格とし
ます。
・正当な理由のない欠席が全体の30％を超えた場合は成績評価対象外となり
ます。

【学生の意見等からの気づき】
昨年度は、学生から高い評価を受けました。今年度はさらに質向上を目指し
ます。
【学生が準備すべき機器他】
音声・動画教材視聴のためのスマートフォンまたはタブレット
【その他の重要事項】
春学期の授業を踏まえた授業なので、できる限り、春学期の授業も受講して
ください。
【Outline (in English)】
【Course outline】 This is a German course for beginners who
are learning German for the first time. Participants will be
familiarized with the language by native speakers, learn correct
German pronunciation and acquire basic grammar, vocabulary and
expressions. Where necessary, the cultural and historical background
of German expressions is also understood.
【Learning Objectives】 To be able to pronounce German correctly, to
be able to understand what others say and actually speak German in
certain everyday situations in elementary conversation, and to be able
to respect the values of people from different cultural and historical
backgrounds by learning German.
【Learning activities outside the classroom】 Students will learn the
pronunciation and meaning of important vocabulary used in each topic.
Homework will be assigned as a review to check and consolidate the
class content. Estimated preparation and review time is approximately
2 hours each.
【Grading Criteria】 At the end of the term, there will be a written and
oral exam. Quizzes will be given in class as necessary.
Grading will be based on the degree of completion of homework and
in-class assignments (20%), in-class written test (50%), and oral exam
(30%), with a passing grade of 60% or higher.
If the number of absences without justifiable reason exceeds 30% of the
total number of absences, the student will be excluded from the grading.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANd100IA（ドイツ語 / German language education 100）

ドイツ語（d）

北岡　幸代

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／1単
位
曜日・時限：木4/Thu.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業はドイツ語初習者を対象とした初級ドイツ語の運用クラスです。
ネイティブの音声に慣れ、ドイツ語の正確な発音を身につけ、日常生活の特定
の場面において、ドイツ語で話すことに重点を置きます。ドイツ語表現の背
後にある文化的・歴史的背景についても必要に応じて理解していきます。そ
して何よりも、新しい言葉を学び、使うことの楽しさをを体感します。
【到達目標】
ドイツ語を正しく発音できるようになり、日常生活の特定の場面において、初
歩的な会話であれば、相手の話すことを理解し、ドイツ語で実際に話せるよ
うになること、またドイツ語の学びから、異なる文化的・歴史的背景を持っ
た人々の価値観を尊重できるようになることが目標です。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
（1）日常生活の具体的なシチュエーションを想定し、基本的な言い回しや表
現について、発音・意味・使い方を学びます。
（2）ドイツ語の音声に慣れ、聞き取る練習をします。
（3）ペアワーク、グループワークによる発話練習を行い、再現する力につな
げます。
（4）授業内容の見直しと定着のため、授業外でも課題プリントで学びます。課
題等のフィードバックは、配布物・対面フィードバックを行い、必要に応じ
て「学習支援システム」も使用して行う予定です。
（5）運用練習に多くの時間を割くため、進度はゆっくりめになりますが、丁
寧にじっくり取り組んでいきます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
01 ガイダンス 授業の進め方・学び方の再確認。

ドイツ語圏の最新トピックの紹介。
春学期の復習ワーク。

02 買い物をしよう（１） 家具製品の語彙。
物の価値を表現する形容詞。

03 買い物をしよう（２） 名詞の性：
定冠詞と代名詞の使い分けを、会話
で行う。

04 買い物をしよう（３） 100以上の数字。
値段に関する表現。

05 買い物をしよう（４） 品物の感想を述べる。
06 身の回りの物（１） これは何ですか？

不定冠詞einと否定冠詞keinの使い
方。

07 身の回りの物（２） 物の素材と色を表現しよう。
08 身の回りの物（３） 部屋の中にある様々なものについて。

少し長めのテキストの内容を理解し
よう。

09 身の回りの物（４） オンラインで品物を注文してみよう。
10 余暇と趣味（１） 趣味や余暇活動に関する語彙と表現。

行為を価値づける形容詞。
11 余暇と趣味（２） 助動詞könnenを使う表現。

相手の趣味活動をほめる。
12 余暇を趣味（３） 「出来る」表現のグラデーション。
13 余暇と趣味（４） 頻度を示す副詞を使おう。
14 口頭試験 口頭試験

秋学期の振り返り
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・予習としては、各テーマで使用する重要語彙の発音と意味をオンラインの学
習アプリで学びます。
・復習として、授業内容の確認・定着のために練習プリントの課題を行い、提
出します。
・本授業の準備・復習時間は、各２時間程度を標準とします。
【テキスト（教科書）】
『MOMENTE A1.1 Kursbuch』(Hueber)

【参考書】
参考書等は授業中に適時紹介し、補助教材・動画教材等は、「学習支援システ
ム」の教材コーナーに随時アップします。
【成績評価の方法と基準】
・各テーマを終えるごとに小テスト（ヒヤリング・筆記）を実施します。期末
は口頭試験を行います。
・成績評価は、宿題・授業内の課題達成度（30％）、授業内筆記テスト（35％）、
口頭試験（35％）を目安に総合的に判断し、全体の60％以上の達成で合格と
します。
【学生の意見等からの気づき】
・単語の発音やアクセントも、適宜示唆していきます。
・文法事項は、各場面の言い回しで使われている個所から、明示的に説明して
いきます。
・ドイツ語圏の映画やドイツ語圏の文化・社会に関する時事ニュースの紹介も、
好評でしたので積極的に行います。
【学生が準備すべき機器他】
・Quizletという単語学習アプリを使って、授業内ゲームを随時行います。QR
コードを読み込んでゲームに参加していただきますので、スマホやタブレッ
トをご用意ください。
・教科書は、スマホやタブレットから画像を読み込んで、音声や動画、文法説
明を、自分で使いながら学習することができます。
【その他の重要事項】
・語学の運用授業の勉強は、テーマとなる場面ごとの言い回しやフレーズの発
音、意味や使い方をまず理解し、実際にワークで発話練習を繰り返しながら定
着につなげていきます。授業内のそれぞれの段階をないがしろにすると、次
の段階の学習がうまく機能しません。簡単に思える学習でも、しっかり取り
組むことが、運用と定着のためにとても大事です。
・復習としての課題プリントでは、それらをもう一度整理して、学習ポイント
をつかみ、しっかりとした定着を目指しましょう。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This is a beginner’s German class for students who are new to the
language.
Emphasis will be placed on familiarizing students with native voices
and speaking in German in everyday situations. The cultural and
historical background behind German expressions will be covered as
necessary.
【Learning Objectives】
The goal is to be able to understand what the other person is saying and
actually speak in German, if it is elementary conversation, and to be
able to respect the values of people with different cultural and historical
backgrounds from learning German.
【Learning activities outside of classroom】
Use the online learning application for preparation. You will be
given assignments to submit as a review of the class. The standard
preparation and review time for this class is one hour each.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be based on a comprehensive assessment of the
following: achievement of daily submitted assignments (30%), in-class
performance and quizzes during the semester (35%), final oral exam
(35%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANf100IA（フランス語 / French language education 100）

フランス語（a）

前之園　春奈

カテゴリ：
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：年次／1単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
フランス語の初級文法を学びながら「読む」・「書く」・「聞く」そし
て「話す」練習をします。

【到達目標】
フランス語の初級文法を習得し、旅先で役に立ちそうな表現を覚え
て使えるようになるのが目標です。
実用フランス語技能検定試験5級～4級程度の知識を身につけます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
教科書に沿って進めていきます。
まず各課にある基本会話の映像を見ます。どのような場面か、どの
ような音声が聞こえるかを確認してから関連する文法項目の説明を
します。その後で問題演習をします。練習問題には聞き取り問題や
会話練習のための問題もあります。
時間にゆとりがある時にはフランス語の音楽や短い映像を紹介する
予定です。
授業内容についての質問や意見は教室で受け付けます。その都度対
応するのでいつでも言ってください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 ガイダンス アルファベ

簡単な挨拶
2回 自己紹介 動詞être
3回 家族について話す 動詞avoir
4回 物を指し示す 名詞の性と数

不定冠詞
5回 好き嫌いを言う -er動詞

定冠詞
否定文

6回 今日の日付や誕生日
を言う

疑問文
指示形容詞

7回 行先や出身地を言う 動詞aller・venir
前置詞と定冠詞の縮約

8回 交通手段を言う 命令形
9回 どの？ どんな？ 疑問形容詞
10回 食事について話す 部分冠詞
11回 欲しいもの・やりた

いことを言う
動詞vouloir
-ir動詞

12回 時間・天気を言う 非人称構文
直接目的語の人称代名詞

13回 値段をたずねる・注
文する

動詞prendre
間接目的語の人称代名詞

14回 前回までの復習 文法項目の見直し・解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
教科書にある会話の映像や練習問題の音声は付属のDVDで確認でき
ます。授業の予習復習に利用しましょう。音声を聞いて自分でも発
音してみましょう。フランス語の音に慣れるのに効果的です。
授業に出てきた会話表現や動詞の活用は見直して少しずつ覚えてい
きましょう。

本授業の準備学習・復習時間は各1時間以上を標準とします。

【テキスト（教科書）】
『ピエールとユゴー［三訂版］』（DVD付）
小笠原洋子著
白水社
2500円＋税
ISBN978-4-560-06130-5

【参考書】
必要に応じて授業中に指示します。

【成績評価の方法と基準】
期末試験70％、平常点30％。

【学生の意見等からの気づき】
わかりやすい説明を心がけます。皆さんの様子を見てペースを調整
します。
分からないことや不安なこと、気になることがあれば遠慮せずに言っ
て下さい。できる限り対応します。

【学生が準備すべき機器他】
必要に応じて授業中に指示します。

【その他の重要事項】
仏和辞典は必要です。詳しいことは初回の授業で説明します。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire knowledge of
French grammar.
By the end of the course, students should be able to have simple
daily conversations in French.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend one hour to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based to the fol-
lowing Term-end examination:70%, in class contribution:30%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANf100IA（フランス語 / French language education 100）

フランス語（b）

余語　毅憲

カテゴリ：
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：年次／1単位
曜日・時限：金5/Fri.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
基礎的な文法知識や語彙を習得し、簡単な自己表現ができるようになる。
【到達目標】
現在や過去のことが平易なフランス語で表現できる（到達レベル：仏検4級）。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
授業活動はペアワーク主体で進める。授業最後にアンケートを毎回実施する。
質問等に対するフィードバックはHoppii上で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業ガイダンス 綴り字の読み方など
2 カフェで注文してみよ

う①（学習）
1名詞の性と数　2不定冠詞など

3 カフェで注文してみよ
う②（実践）

練習問題、アクティヴィテ

4 自分について話そう①
（学習）

1主語人称代名詞 2否定文と疑問文

5 自分について話そう②
（実践）

練習問題、アクティヴィテ

6 家族のことを話そう①
（学習）

1主語人称代名詞 2形容詞など

7 家族のことを話そう②
（実践）

練習問題、アクティヴィテ

8 趣味などを話そう①（学
習）

1定冠詞　2強勢形

9 趣味などを話そう②（実
践）

練習問題、アクティヴィテ

10 年齢や持ち物を言って
みよう①（学習）

1疑問形容詞　2否定のdeなど

11 年齢や持ち物を言って
みよう②（実践）

練習問題、アクティヴィテ

12 交通手段などを伝えよ
う①（学習）

1疑問代名詞　2il y a　3縮約

13 交通手段などを伝えよ
う②（実践）

練習問題、アクティヴィテ

14 期末試験／今期の総括 期末試験／今期の振り返り
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習:初出単語の下調べ。復習:主に音読。予習・復習の目安（計4時間ほど）
【テキスト（教科書）】
余語毅憲『En tandem !（「アン・タンデム！」）』、白水社、2022年、2,300円
【参考書】
授業内で適宜に指示する。
【成績評価の方法と基準】
期末試験 : 60％平常点 : 40％
【学生の意見等からの気づき】
実践的なコミュニケーション練習を多く導入する。
【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire the basics of French.
At the end of the course, students are expected to reach the Test in
Practical French Proficiency Grade 4 level.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the following :
Term-end examination : 60% ; in class contribution : 40%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANf100IA（フランス語 / French language education 100）

フランス語（c）

前之園　春奈

カテゴリ：
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：年次／1単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
フランス語の初級文法を学びながら「読む」・「書く」・「聞く」そし
て「話す」練習をします。

【到達目標】
フランス語の初級文法を習得し、旅先で役に立ちそうな表現を覚え
て使えるようになるのが目標です。
実用フランス語技能検定試験5級～4級程度の知識を身につけます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
教科書に沿って進めていきます。
まず各課にある基本会話の映像を見ます。どのような場面か、どの
ような音声が聞こえるかを確認してから関連する文法項目の説明を
します。その後で問題演習をします。練習問題には聞き取り問題や
会話練習のための問題もあります。
課題を出した場合は、提出していただいたものを確認し個別に添削
して返却します。
時間にゆとりがある時にはフランス語の音楽や短い映像を紹介する
予定です。
授業内容についての質問や意見は教室で受け付けます。その都度対
応するのでいつでも言ってください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 ガイダンス 春学期で学習したことの復習
2回 近い未来・近い過去

について話す
近接未来・近接過去

3回 料理の注文をする 中性代名詞
4回 比べる 比較級・最上級
5回 過去のことを話す 直説法複合過去
6回 数字 ～10000
7回 思い出話をする 直説法半過去
8回 未来のことを話す 単純未来
9回 許可を求める

都合をたずねる
動詞pouvoir

10回 願望を言う 条件法現在
11回 ～しなければならな

い
接続法現在

12回 関係代名詞を使って
説明する

関係代名詞

13回 ～しながら・～した
ら・～なので

現在分詞・ジェロンディフ

14回 前回までの復習 文法項目の見直し・解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
教科書にある会話の映像や練習問題の音声は付属のDVDで確認でき
ます。授業の予習復習に利用しましょう。音声を聞いて自分でも発
音してみましょう。フランス語の音に慣れるのに効果的です。
授業に出てきた会話表現や動詞の活用は見直して少しずつ覚えてい
きましょう。
本授業の準備学習・復習時間は各1時間以上を標準とします。

【テキスト（教科書）】
『ピエールとユゴー［三訂版］』（DVD付）
小笠原洋子著
白水社
2500円＋税
ISBN978-4-560-06130-5

【参考書】
必要に応じて授業中に指示します。

【成績評価の方法と基準】
期末試験70％、平常点30％。

【学生の意見等からの気づき】
わかりやすい説明を心がけます。皆さんの様子を見てペースを調整
します。
分からないことや不安なこと、気になることがあれば遠慮せずに言っ
て下さい。できる限り対応します。

【学生が準備すべき機器他】
必要に応じて授業中に指示します。

【その他の重要事項】
仏和辞典は必要です。詳しいことは初回の授業で説明します。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire knowledge of
French grammar.
By the end of the course, students should be able to have simple
daily conversations in French.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend one hour to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based to the fol-
lowing Term-end examination:70%, in class contribution:30%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANf100IA（フランス語 / French language education 100）

フランス語（d）

余語　毅憲

カテゴリ：
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：年次／1単位
曜日・時限：金5/Fri.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
基礎的な文法知識や語彙を習得し、簡単な自己表現ができるようになる。
【到達目標】
現在や過去のことが平易なフランス語で表現できる（到達レベル：仏検4級）。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
授業活動はペアワーク主体で進める。授業最後にアンケートを毎回実施する。
質問等に対するフィードバックはHoppii上で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 毎日の習慣について話

そう①（学習）
1代名動詞 2時刻の表現など

2 毎日の習慣について話
そう②（実践）

練習問題、アクティヴィテ

3 人を誘ってみよう①（学
習）

1近接未来 2近接過去など

4 人を誘ってみよう②（実
践）

練習問題、アクティヴィテ

5 複数のものを比べよう
①（学習）

1形容詞の比較級 2形容詞の最上級
など

6 複数のものを比べよう
②（実践）

練習問題、アクティヴィテ

7 買い物をしよう①（学
習）

直接・間接目的語代名詞

8 買い物をしよう②（実
践）

練習問題、アクティヴィテ

9 自分の体験や過去のこ
とを話そう①（学習）

1過去分詞 2複合過去

10 自分の体験や過去のこ
とを話そう②（実践）

練習問題、アクティヴィテ

11 アドバイスができるよ
うになろう①（学習）

1il faut 2命令法

12 アドバイスができるよ
うになろう②（実践）

練習問題、アクティヴィテ

13 予備日（ここまでの復習
ないしは進度調整）

半過去、もしくは未来形

14 期末試験／今期の総括 期末試験／今期の振り返り
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習:初出単語の下調べ。復習:主に音読。予習・復習の目安（計4時間ほど）
【テキスト（教科書）】
余語毅憲『En tandem !（「アン・タンデム！」）』、白水社、2022年、2,300円
【参考書】
授業内で適宜に指示する。
【成績評価の方法と基準】
期末試験 : 60％平常点 : 40％
【学生の意見等からの気づき】
実践的なコミュニケーション練習を多く導入する。
【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire the basics of French.
At the end of the course, students are expected to reach the Test in
Practical French Proficiency Grade 4 level.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the following :
Term-end examination : 60% ; in class contribution : 40%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANc100IA（中国語 / Chinese language education 100）

中国語1(a)

邱　奎福

カテゴリ：
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：年次／1単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義では中国語の発音と基礎文法を教授する。
　まず、学生一人一人に声を出して発音を繰り返し練習させる。そ
れから文法をやさしい会話文形式で理解したうえ、身に付けさせる。
そして、中国語の表現力を養うとともに、少しでも話せるように指導
し、実用的な語学力の向上をはかる。また、語学学習を通して、中国
の文化、社会事情を知り、中国に対する理解を深めることもはかる。

【到達目標】
中国語の発音が分かるようになる。簡単な会話ができるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
この授業は、対面でを実施する予定です。
講義と演習が中心、毎回数名を指名し、習得度を確認する。
重要な内容は課題を出し、毎回答えあわせをし、フィードバックする。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 教科書などの説明
2 単母音・子音 単母音の発音の仕方

有気音と無気音の区別
3 声調・複合母音 ４声・複合母音
4 鼻母音・音節 鼻母音ｎとｎｇの区別
5 発音の復習 中国語の発音の特徴
6 これは何ですか（文

法説明）
疑問詞疑問文

7 これは何ですか（会
話練習）

人称代名詞
指示代名詞

8 本は机の上にありま
す（文法説明）

存在を表す“在”

9 本は机の上にありま
す（会話練習）

存在、所有を表す“有”

10 私と私の家（文法説
明）

名詞述語文
数の数え方

11 私と私の家（会話練
習）

年月日、曜日の言い方

12 東京の夏は暑い（文
法説明）

形容詞述語文

13 東京の夏は暑い（会
話練習）

反復疑問文
選択疑問文

14 達成度チェック 試験・まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習1時間が目安。CDを繰り返し聞くこと。

【テキスト（教科書）】
『初級中国語簡明課本』邱奎福 (白帝社 2015年3月)
　　

【参考書】
『日中いぶこみ交差点　エッセンシャル版』
相原　茂・陳　淑梅・飯田　敦子　朝日出版社

【成績評価の方法と基準】
平常の学習態度50％・試験50％。

【学生の意見等からの気づき】
もっとこまめに学生の習得の度合いをチェックすることを心掛ける。

【その他の重要事項】
中国語1A,中国語1B,中国語1C,中国語1Dをセットで受けたが望ま
しい。

【Outline (in English)】
Course outline
Strengthening the foundation of Chinese pronunciation.
Learning Objectives
The course focuses on dialog exercises such as pronunciation
and greetings.
Learning activities outside of classroom
Before each class meeting, students will be expected to have
read the relevant chapter(s) from the text. Your required study
time is at least one hour for each class meeting.
Grading Criteria /Policies
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 50%、in class contribution: 50%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANc100IA（中国語 / Chinese language education 100）

中国語1(b)

邱　奎福

カテゴリ：
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：年次／1単位
曜日・時限：金3/Fri.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
中国語の発音の基礎を固める。授業の重点は発音とあいさつなどの
会話練習です。

【到達目標】
中国語の発音が分かるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
毎回指名し、発音させて、個別にチェックします。CDを活用する
こと。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 教科書などの説明
2 第1課　 声調　単母音　複母音
3 第2課　 子音　無気音と有気音
4 第3課　 鼻音（-ｎと-ｎｇ）
5 第4課　 “不”の声調変化　“一”の声調変

化
6 第5課　どうぞよろ

しく　
“�”を使う疑問文

7 第6課　お名前は　 省略疑問文
8 第7課　ご出身は　 動詞述語文
9 発音と第5課～第7課

の復習　
会話練習

10 第8　飲み物は　 反復疑問文
11 第9課　おいくつ　 名詞述語文
12 第10課　和食はいか

が　
選択疑問文

13 第8課～第10課の復
習　

会話練習

14 試験・まとめ 試験・まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習は毎回１時間以上すること。

【テキスト（教科書）】
『日中いぶこみ交差点 エッセンシャル版』相原　茂・陳　淑梅・飯
田　敦子　 (朝日出版社 2024年1月）

【参考書】
『初級中国語簡明課本』邱奎福 (白帝社 2004年4月)

【成績評価の方法と基準】
平常点50％、テスト50％。

【学生の意見等からの気づき】
こまめに学生の習得の度合いをチェックすることを心掛ける。

【その他の重要事項】
中国語1A,中国語1B,中国語1C,中国語1Dをセットで受けた方が望
ましい。

【Outline (in English)】
Course outline
Strengthening the foundation of Chinese pronunciation.

Learning Objectives
The course focuses on dialog exercises such as pronunciation
and greetings.
Learning activities outside of classroom
Before each class meeting, students will be expected to have
read the relevant chapter(s) from the text. Your required study
time is at least one hour for each class meeting.
Grading Criteria /Policies
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 50%、in class contribution: 50%

— 145 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANc100IA（中国語 / Chinese language education 100）

中国語1(c)

邱　奎福

カテゴリ：
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：年次／1単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義では中国語の発音と基礎文法を教授する。
　まず、学生一人一人に声を出して発音を繰り返し練習させる。そ
れから文法をやさしい会話文形式で理解したうえ、身に付けさせる。
そして、中国語の表現力を養うとともに、少しでも話せるように指導
し、実用的な語学力の向上をはかる。また、語学学習を通して、中国
の文化、社会事情を知り、中国に対する理解を深めることもはかる。

【到達目標】
中国語検定試験・準４級

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
講義と演習が中心。楽しい会話を徹底的に練習する。
重要な内容は課題を出し、毎回答えあわせをし、フィードバックする。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 新学期に当たって 教科書などの説明
2 私は中国語を勉強し

ます（文法説明）
動詞述語文

3 私は中国語を勉強し
ます（会話練習）

状況語の使い方

4 あなたは何をしてい
ますか（文法説明）

現在進行形

5 あなたは何をしてい
ますか（会話練習）

助動詞“想”

6 私は北京に行きまし
た（文法説明）

動作の完了と過去を表わす“了”

7 私は北京に行きまし
た（会話練習）

経験のを表す“�”

8 私は図書館に勉強を
しにいきます（文法
説明）

連動文

9 私は図書館に勉強を
しにいきます（会話
練習）

時間、数量補語など

10 私は読んでわかりま
す（文法説明）

結果補語と可能補語

11 第９項私は読んでわ
かります（会話練習）

仮定の表現

12 明日私は行けなくな
りました（文法説明）

助動詞“会”“能”

13 明日私は行けなくな
りました（会話練習）

助動詞“得”など

14 まとめと解説 試験・まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習1時間が目安。CDを繰り返し聞くこと。

【テキスト（教科書）】
『初級中国語簡明課本』肖広・邱奎福・梁春香（白帝社 2015年3月）

【参考書】
　『日中いぶこみ交差点　エッセンシャル版』　　

相原　茂・陳　淑梅・飯田　敦子　朝日出版社

【成績評価の方法と基準】
平常の学習態度50%,試験50%。

【学生の意見等からの気づき】
もっとこまめに学生の習得の度合いをチェックすることを心掛ける。

【その他の重要事項】
中国語1A、中国語1B、中国語1C、中国語1Dをセットで受けた方
が望ましい。

【Outline (in English)】
Course outline
The course is designed to guide students to pass the fourth
grade of the Chinese language examination.
Learning Objectives
The course focuses on listening and analysis of common verbs,
adjectives and nouns related to grammar.
Learning activities outside of classroom
Before each class meeting, students will be expected to have
read the relevant chapter(s) from the text. Your required study
time is at least one hour for each class meeting.
Grading Criteria /Policy
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 50%、in class contribution: 50%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANc100IA（中国語 / Chinese language education 100）

中国語1(d)

邱　奎福

カテゴリ：
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：年次／1単位
曜日・時限：金3/Fri.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義では簡単な中国語の文法を習得できます。　まず、学生一
人一人に声を出して発音を繰り返し練習させる。それから文法をや
さしい会話文形式で理解したうえ、身に付けさせる。そして、中国
語の表現力を養うとともに、少しでも話せるように指導し、実用的
な語学力の向上をはかる。また、語学学習を通して、中国の文化、社
会事情を知り、中国に対する理解を深めることもはかる。

【到達目標】
中国語検定試験・準４級

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
講義と演習。毎回個別に指名し、発音練習をさせます。重要な内容
は課題を出し、定着を図ります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 新学期に当たって 授業の進め方など
2 第11課　家庭訪問　 主述述語文
3 第12課　買い物　 連動文
4 第13課　道案内　 動作の完了・実現をあらわす“

了”
5 第14課　中秋節　 「もうすぐ～なる」
6 第15課　食事の前は

　
時間量の言い方

7 第11課～第15課の
復習

会話練習

8 第16課　手作り料理
　

結果補語

9 第17課　カニの季節
　

可能補語

10 第18課　スキー場で
　

様態補語と程度補語

11 第19課　おみやげ　 現在進行形
12 第20課　空港まで　 “把”構文　受け身
13 第16課～第20課の

復習　
会話練習

14 達成度チェック 試験・まとめと解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習は毎回１時間目安です。

【テキスト（教科書）】
『日中いぶこみ交差点　エッセンシャル版』　　
相原　茂・陳　淑梅・飯田　敦子　（朝日出版社　2024年１月　
2400円＋税）

【参考書】
『初級中国語簡明課本』肖広・邱奎福・梁春香（白帝社 2004年4月）

【成績評価の方法と基準】
平常点50％、テスト50％。

【学生の意見等からの気づき】
学生の習得の度合いをチェックすることを心掛ける。

【その他の重要事項】
中国語1A,中国語1B,中国語1C,中国語1Dをセットで受けたが望ま
しい。

【Outline (in English)】
Course outline
The course is designed to guide students to pass the fourth
grade of the Chinese language examination.
Learning Objectives
Before each class meeting, students will be expected to have
read the relevant chapter(s) from the text. Your required study
time is at least one hour for each class meeting.
The course focuses on listening and analysis of common verbs,
adjectives and nouns related to grammar.
Learning activities outside of classroom
Before each class meeting, students will be expected to have
read the relevant chapter(s) from the text. Your required study
time is at least one hour for each class meeting.
Grading Criteria /Policies
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 50%、in class contribution: 50%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANd100IA（ドイツ語 / German language education 100）

ドイツ語コミュニケーション初級A

阪東　知子

カテゴリ：
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：年次／1単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「聞く・読む・話す・書く」の基本的なコミュニケーション能力を身
につけます。日常生活で用いられる基本的な表現を理解し、使うこ
とができるようにすることで、「ヨーロッパ言語共通参照枠」のA1
レベルに相当するドイツ語能力の養成を目指します。ペアワークや
グループワークを通じて受講者が協力して学び合い、積極的にドイ
ツ語でコミュニケーションを取ります。

【到達目標】
（1）間違いを恐れずに、ドイツ語を積極的に使ってみることができる。
（2）ドイツ語の発音とつづりに習熟し、正確に発声できる。
（3）日常生活に必要な基本的表現と初級文法を理解し、運用できる。
（4）ドイツ語学習を通じて異文化を知り、異文化を視野に入れても
のを考えたり行動できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
・教科書を中心として、聞き取り・会話・読解・作文の練習をおこ
なっていきます。
・言語のみならず、ドイツ語圏の生活や雰囲気を知り、文化や社会に
ついても学びます。その際、インターネット上の資料や動画を活用
することもあります。
・ペア・グループワークの時間を多くとり、話し合いの中で学習ポ
イントや課題、疑問等に主体的に取り組んでいきます。また、互い
が良い練習相手になることで実践的に言語習得していきます。
・受講者は各回の授業後にコメントを書き、互いに読んで学習内容
や疑問点を確認し共有します。
・課題のフィードバックは主に教員が授業内で行いますが、場合に
よっては受講者同士でフィードバックを行い、学びを深める機会に
します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
01 イントロダクション 授業の進め方、外国語の学習に

ついて
02 人と知り合う（１） 挨拶・名前が言える
03 人と知り合う（２） 出身地・専攻が言える
04 人と知り合う（３） 他者を紹介できる
05 自由時間⑴ 趣味が言える
06 自由時間⑵ 年齢・住所・電話番号が言える
07 自由時間⑶ 自己紹介文が書ける
08 一日の行動⑴ 何時に何をするか言える
09 一日の行動⑵ 会う約束ができる
10 一日の行動⑶ できること・しなければならな

いこと・したいことが言える
11 住まい⑴ 家・部屋の様子を説明できる
12 住まい⑵ 家・部屋について意見が言える
13 住まい⑶ 住居の広告が理解できる
14 まとめ 期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・4時間程度を目安とします（準備に1時間程度、宿題や復習等に3
時間程度）。

・授業で学んだことの復習や宿題を通じて、新しい語彙や表現の定
着を図りましょう。
・家庭学習では丁寧に辞書を引きます（授業中は辞書は使用しません）。
・馴染みのないテーマについては、インターネット等で調べ学習を
して準備しましょう。
・音楽や動画等を使ってドイツ語を聞く時間を増やしましょう。

【テキスト（教科書）】
『スタート！ １　ノイ』藤原三枝子／桂木忍／本河裕子／野村幸宏
／Anja Poller／Rita Sachse-Toussaint著（三修社）
ISBN: 978-4-384-12312-8

【参考書】
特にありません。

【成績評価の方法と基準】
・平常点（授業貢献度、宿題、課題など）30％・小テスト35％・期
末試験（口頭）35％で総合的に評価し、合計60％以上で合格とし
ます。
・正当な理由のない欠席が全体の30％を超えた場合は単位を認定し
ません。

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【その他の重要事項】
・毎週授業に出席しましょう。
・受講者の関心や習熟度に応じて授業内容・進度を変更する場合が
あります。

【Outline (in English)】
【Course outline】
The aim of this course is to help students acquire the basic
communication skills of listening, reading, speaking and
writing. By understanding and using basic expressions used
in everyday life, students try to develop German language skill
equivalent to A1 level of CEFR. Students learn cooperatively
through pair works and group works, and actively use German.
【Learning Objectives】
The goals of this course are to 1, 2, 3 and 4.
(1) Active use of the German language without hesitation.
(2) Learn to spell and pronounce German clearly and correctly.
(3) Understanding and using basic grammar and everyday
expressions.
(4) Through language learning, students develop an under-
standing of German culture and society and improve their
ability to communicate with people from different backgrounds.
【Learning activities outside of classroom】
After each class session, students should do homework and
review the relevant expressions from the text. Their required
study time is at least three to four hours for each class session.
If students are inexperienced with the subject for the
next session, they should be expected to spend one hour
understanding the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be decided based on a comprehensive evaluation
of homework and class assignments (30%), in-class written
tests (35%), and in-class oral exams and presentations (35%).
If the number of absences without a valid reason exceeds 30%
of the total number of classes, the student will not be graded.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANd100IA（ドイツ語 / German language education 100）

ドイツ語コミュニケーション初級B

阪東　知子

カテゴリ：
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：年次／1単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「聞く・読む・話す・書く」の基本的なコミュニケーション能力を身
につけます。日常生活で用いられる基本的な表現を理解し、使うこ
とができるようにすることで、「ヨーロッパ言語共通参照枠」のA1
レベルに相当するドイツ語能力の養成を目指します。ペアワークや
グループワークを通じて受講者が協力して学び合い、積極的にドイ
ツ語でコミュニケーションを取ります。

【到達目標】
（1）間違いを恐れずに、ドイツ語を積極的に使ってみることができる。
（2）ドイツ語の発音とつづりに習熟し、正確に発声できる。
（3）日常生活に必要な基本的表現と初級文法を理解し、運用できる。
（4）ドイツ語学習を通じて異文化を知り、異文化を視野に入れても
のを考えたり行動できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
・教科書を中心として、聞き取り・会話・読解・作文の練習をおこ
なっていきます。
・言語のみならず、ドイツ語圏の生活や雰囲気を知り、文化や社会に
ついても学びます。その際、インターネット上の資料や動画を活用
することもあります。
・ペア・グループワークの時間を多くとり、話し合いの中で学習ポ
イントや課題、疑問等に主体的に取り組んでいきます。また、互い
が良い練習相手になることで実践的に言語習得していきます。
・受講者は各回の授業後にコメントを書き、互いに読んで学習内容
や疑問点を確認し共有します。
・課題のフィードバックは主に教員が授業内で行いますが、場合に
よっては受講者同士でフィードバックを行い、学びを深める機会に
します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
01 春学期の復習 ウォームアップ
02 食事⑴ 好きな食べ物が言える
03 食事⑵ 食習慣について話せる
04 食事⑶ カフェで注文・支払いができる
05 買い物⑴ どこで何が買えるか言える
06 買い物⑵ 値段や数量が言える
07 買い物⑶ 何がどこにあるか言える
08 買い物⑷ 営業時間について話せる
09 家族⑴ 家族関係が言える
10 家族⑵ 家族を紹介できる
11 家族⑶ 誕生日に招待できる
12 家族⑷ 統計をもとに家族について話せ

る
13 秋学期の復習 受講者の習熟度に応じて確認す

べき内容を再度取り上げます
14 まとめ 期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・4時間程度を目安とします（準備に1時間程度、宿題や復習等に3
時間程度）。

・授業で学んだことの復習や宿題を通じて、新しい語彙や表現の定
着を図りましょう。
・家庭学習では丁寧に辞書を引きます（授業中は辞書は使用しません）。
・馴染みのないテーマについては、インターネット等で調べ学習を
して準備しましょう。
・音楽や動画等を使ってドイツ語を聞く時間を増やしましょう。

【テキスト（教科書）】
『スタート！ １　ノイ』藤原三枝子／桂木忍／本河裕子／野村幸宏
／Anja Poller／Rita Sachse-Toussaint著（三修社）
ISBN: 978-4-384-12312-8

【参考書】
特にありません。

【成績評価の方法と基準】
・平常点（授業貢献度、宿題、課題など）30％・小テスト35％・期
末試験（口頭）35％で総合的に評価し、合計60％以上で合格とし
ます。
・正当な理由のない欠席が全体の30％を超えた場合は単位を認定し
ません。

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【その他の重要事項】
・毎週授業に出席しましょう。
・受講者の関心・習熟度に応じて授業内容・進度を変更する場合が
あります。

【Outline (in English)】
【Course outline】
The aim of this course is to help students acquire the basic
communication skills of listening, reading, speaking and
writing. By understanding and using basic expressions used
in everyday life, students try to develop German language skill
equivalent to A1 level of CEFR. Students learn cooperatively
through pair works and group works, and actively use German.
【Learning Objectives】
The goals of this course are to 1, 2, 3 and 4.
(1) Active use of the German language without hesitation.
(2) Learn to spell and pronounce German clearly and correctly.
(3) Understanding and using basic grammar and everyday
expressions.
(4) Through language learning, students develop an under-
standing of German culture and society and improve their
ability to communicate with people from different backgrounds.
【Learning activities outside of classroom】
After each class session, students should do homework and
review the relevant expressions from the text. Their required
study time is at least three to four hours for each class session.
If students are inexperienced with the subject for the
next session, they should be expected to spend one hour
understanding the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be decided based on a comprehensive evaluation
of homework and class assignments (30%), in-class written
tests (35%), and in-class oral exams and presentations (35%).
If the number of absences without a valid reason exceeds 30%
of the total number of classes, the student will not be graded.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANf100IA（フランス語 / French language education 100）

フランス語コミュニケーション初級A

余語　毅憲

カテゴリ：
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：年次／1単位
曜日・時限：金3/Fri.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
基礎的なフランス語表現を学習し、他人との簡単なやり取りができる会話能
力を身につける。
【到達目標】
簡単なフランス語を使って個人情報についてのやり取りができるようになる。
仏検4級に合格可能なレヴェルに達する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
授業活動はペアワーク主体で進める。授業最後にアンケートを毎回実施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業ガイダンス、日常会

話の基礎フレーズ集1
挨拶表現、相手の調子を尋ねる表現

2 日常会話の基礎フレー
ズ集2

自分の名前を言う、はい／いいえで
答える

3 日常会話の基礎フレー
ズ集3

感謝、謝罪、国籍を伝える

4 日常会話の基礎フレー
ズ集4

自分の兄弟の数、年齢、住所を答える

5 日常会話の基礎フレー
ズ集5

「～したいのですが…」「～するのが
好きです」

6 日常会話の基礎フレー
ズ集6

「～はありますか?」「～してもらえま
すか？」「～してもいいですか？」

7 日常会話の基礎フレー
ズ集7

提案・勧誘、相手の意向や意思を尋
ねる

8 日常会話の基礎フレー
ズ集8

「～するつもりです」「～しなければ
なりません」

9 日常会話の基礎フレー
ズ集9

どこ？ どれ？ いつ？ どうやって？

10 日常会話の基礎フレー
ズ集10

数や量、理由や目的を尋ねる

11 日常会話の基礎フレー
ズ集11

飛行機内、空港、入国審査にて

12 日常会話の基礎フレー
ズ集12

Taxi、Métro、Busにて

13 日常会話の基礎フレー
ズ集13

部屋の予約、Çaを使った表現

14 期末試験／今期の総括 期末試験／今期の振り返り
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習 : 前回の範囲を見直しておく 復習 : 音読や発音の確認。本授業の準備・
復習の目安（計4時間ほど）
【テキスト（教科書）】
授業ごとに配布。
【参考書】
授業内で適宜に指示する。
【成績評価の方法と基準】
期末試験 : 50％平常点 : 50％
【学生の意見等からの気づき】
実践的なコミュニケーション練習を多く導入する。
【Outline (in English)】
In this course, students will study basic French conversation and culture
at a beginner level. At the end of the course, students are expected to
reach the Test in Practical French Proficiency Grade 4 level.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the following :
Term-end examination : 50% ; in class contribution : 50%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANf100IA（フランス語 / French language education 100）

フランス語コミュニケーション初級B

余語　毅憲

カテゴリ：
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：年次／1単位
曜日・時限：金3/Fri.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
基礎的なフランス語表現を学習し、他人との簡単なやり取りができる会話能
力を身につける。
【到達目標】
簡単なフランス語を使って個人情報についてのやり取りができるようになる。
仏検4級に合格可能なレヴェルに達する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
授業活動はペアワーク主体で進める。授業最後にアンケートを毎回実施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業ガイダンス、日常会

話の基礎フレーズ集1
カフェ、ファストフード店にて

2 日常会話の基礎フレー
ズ集2

洋服を買う

3 日常会話の基礎フレー
ズ集3

美術館にて

4 日常会話の基礎フレー
ズ集4

舞台やコンサートのチケットを買う、
観光スポットを探す

5 日常会話の基礎フレー
ズ集5

予定を尋ねられる、遊びに誘われる

6 日常会話の基礎フレー
ズ集6

駅や病院にて、体調が悪いことを伝
える

7 日常会話の基礎フレー
ズ集7

電話でホテルを予約する、ホテルの
チェックイン／チェックアウト

8 日常会話の基礎フレー
ズ集8

電話でレストランを予約する、レス
トランに入る、注文する

9 日常会話の基礎フレー
ズ集9

ファストフード店、朝市、入国審査
にて

10 日常会話の基礎フレー
ズ集10

風景の感想、盗難に遭う、物を失くす

11 日常会話の基礎フレー
ズ集11

夕食に招待される、ご飯の感想、時
間を尋ねる／教える

12 日常会話の基礎フレー
ズ集12

許可を取る、遅刻する、気分が悪い
ことを伝える

13 日常会話の基礎フレー
ズ集13

雨が降っている、帰国を伝える、別
れの挨拶

14 期末試験／今期の総括 期末試験／今期の振り返り
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習 : 前回の範囲を見直しておく 復習 : 音読や発音の確認。本授業の準備・
復習の目安（計4時間ほど）
【テキスト（教科書）】
授業ごとに配布。
【参考書】
授業内で適宜に指示する。
【成績評価の方法と基準】
期末試験 : 50％平常点 : 50％
【学生の意見等からの気づき】
実践的なコミュニケーション練習を多く導入する。
【Outline (in English)】
In this course, students will study basic French conversation and culture
at a beginner level. At the end of the course, students are expected to
reach the Test in Practical French Proficiency Grade 4 level.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on the following :
Term-end examination : 50% ; in class contribution : 50%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANc200IA（中国語 / Chinese language education 200）

中国語2A

劉　紅

カテゴリ：
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：年次／1単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
中国語の授業を１年以上受けた人を対象とします（初級からの学生
でも構いません）。中国語コミュニケーション能力の向上を目指し
ます。

【到達目標】
中国語で簡単な日常会話ができるようになることと短い作文を書け
るようになること。。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
①教科書にそって、映像を見ながら会話文と読解文を学習します。②
既に学んだ基本的な単語や表現を復習しながら、新しい表現を徐々
に加え、繰り返し会話練習をします。③フィードバック方法:授業の
初めに、前回の授業で提出されたリアクションペーパーからいくつ
か取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。④時々単語テス
トをします。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 第1�学��（1） 読解　会話
第2回 第1�学��（2） 読解　会話　練習
第3回 第2�吃中餐（1） 読解　会話
第4回 第2�吃中餐（2） 読解　会話　練習
第5回 第3�爬�城（1） 読解　会話　
第6回 第3�爬�城（2） 読解　会話　練習
第7回 第4�去中国留学

（1）
読解　会話　

第8回 第4�去中国留学
（2）

読解　会話　練習

第9回 第5�中国的留学�
（1）

読解　会話　

第10回 第5�中国的留学�
（2）

読解　会話　練習

第11回 第6�去�家�（1） 読解　会話　
第12回 第6�去�家�（2） 読解　会話　練習
第13回 看�影 映画鑑賞
第14回 まとめ、期末試験 授業期間内試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
①教科書の予習と復習をします。
②学習した表現をできるだけ覚えます。③本授業の準備・復習時間
は、4時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
『中国語はじめの一歩』白水社

【参考書】
中国語の辞書を各自用意すること。電子辞書でも構いません。

【成績評価の方法と基準】
成績評価は期末試験は70％で、小テストは30％です。出席状況も
参考になります。

【学生の意見等からの気づき】
以上の方針で授業を進め、学生に意見にしたがい、改善していくつ
もりである。

【学生が準備すべき機器他】
特に使用しない。

【その他の重要事項】
中国語だけではなく、中国文化や伝統についても授業を通じて学生
に伝えようと思っている。この授業を通じて、中国語に興味を持ち、
また中国文化に興味を持つきっかけになってもらえれば何よりだと
思っています。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire basic Chinese
communication skills. At the end of the course, students are
expected to be able to take part in basic everyday Chinese
conversation and be able to write short articles. Students
will be expected to complete the required assignments. The
required study time will be more than four hours for a
class. The final grade will be decided based on the following:
Term-end examination 70%, in class contribution 30%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANc200IA（中国語 / Chinese language education 200）

中国語2B

劉　紅

カテゴリ：
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：年次／1単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
前期しっかり勉強した内容を基礎として、さらなる日常会話を覚え
ることを目的とする。

【到達目標】
この授業では文法を徐々に基礎を築いていくうえで、単語を増やし、
読解力を高めていきます。ある程度単語と文法を身に着けてから作
文の練習を増やします。自分が言いたいことを中国語で表現するこ
とができるようになります。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
単語をしっかり覚えるうえで、文法を理解してもらい、その応用と
して本文や練習問題をたくさん練習させます。練習問題の答え合わ
せは授業中に行います。単語や作文の小テストも行います。小テス
トのフィードバックは毎回その次の授業で各問題の答え合わせをす
るという形でに行われます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 第7�找�象（1） 読解　会話　
第2回 第7�找�象（2） 読解　会話　練習
第3回 第8�不当�老族

（1）
読解　会話　

第4回 第8�不当�老族
（2）

読解　会話　練習

第5回 第9�找工作（1） 読解　会話　
第6回 第9�找工作（2） 読解　会話　練習
第7回 第10�西藏行（1） 読解　会話　
第8回 第20�西藏行（2） 読解　会話　練習
第9回 自習コーナー　�健

康（1）
読解　会話　

第10回 �自習コーナー　健
康（2）

読解　会話　練習

第11回 自習コーナー　�程
教育（1）　

読解　会話　

第12回 自習コーナー　�程
教育（2）

読解　会話　練習

第13回 看�影 映画鑑賞
第14回 期末試験・まとめと

解説
授業期間内試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
①教科書の予習と復習をします。
②学習した表現をできるだけ覚えます。③本授業の準備・復習時間
は、4時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
『中国語はじめの一歩』白水社

【参考書】
必要に応じて適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
成績評価は期末試験は70％で、小テストは30％で評価します。出
席状況も参考になります。

【学生の意見等からの気づき】
学生の意見を参考しながら、授業を改善していく。

【学生が準備すべき機器他】
特に使用しない

【その他の重要事項】
この授業を通じて中国語と中国文化に興味を持ってもらえれば何よ
りだと思っています。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire basic Chinese
communication skills. At the end of the course, students are
expected to be able to take part in basic everyday Chinese
conversation and be able to write short articles. Students
will be expected to complete the required assignments. The
required study time will be more than four hours for a
class. The final grade will be decided based on the following:
Term-end examination 70%, in class contribution 30%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANf200IA（フランス語 / French language education 200）

フランス語コミュニケーション中級A

小室　廉太

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：火3/Tue.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　仏検（実用フランス語技能検定試験）の出題に依拠しながら、フラン
ス語の能力向上をめざします。

【到達目標】
・フランス語の初級文法が習得できる。
・フランス語の表現や語彙を習得できる。
・一般的なフランス語表現を用いて会話ができる。
・仏検４級レベルに到達できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
　１年次に学んだ文法項目を復習しながら、仏検に準拠した問題をとり
あげます。仏検の観点から文法項目をとらえなおし、設問のポイントや
解法を学びます。
　授業形態は、最初に文法や表現の例文を学び、その後、練習問題を解
きます。単なる文法理解ではなく、会話表現に即した応答問題、聞き取
り問題もとりあげます。授業を進めていくうちに、フランス語の会話力
も向上する筈です。楽しい授業にしたいので、皆さんの積極的な授業参
加を期待します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

仏検４級解説
発音規則

授業、評価方法紹介
仏検４級の出題解説
発音規則の復習

2 名詞と冠詞 不定冠詞、定冠詞、部分冠詞の用法
3 様々な代名詞 補語人称代名詞、人称代名詞強勢

形、中性代名詞、指示代名詞の用法
4 様々な形容詞 形容詞の位置と所有形容詞、指示

形容詞の用法
5 動詞の活用 直説法現在、複合過去、近接過去、

単純未来、近接未来の活用形と用
法

6 命令法、受動態、代名
動詞、条件法

命令法、受動態、代名動詞、条件
法の用法

7 前置詞
数字の聞きとり

前置詞の用法
数字（1～100）の聞きとり

8 疑問文１ 疑問文の作り方とその読解
9 疑問文２ 疑問文に関する聞きとり問題
10 構文研究１ 否定文、非人称構文などの用法と

並べかえ
11 構文研究２ 強調構文、比較級、最上級の用法

と並べかえ
12 絵を用いた出題 絵を用いた出題の解法
13 会話文の復習 会話文の読解と聞きとりのまとめ
14 まとめ 期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業プリントの例文は意味を調べ、また、練習問題は必ず予習しておい
てください（２時間）。
授業後の復習として、練習問題の発音練習と意味の確認をしてください
（１時間）。
毎回、語彙暗記小テストをするので、暗記および返却されたテストの復
習をしてください（各30分）。

【テキスト（教科書）】
初回授業でプリントを配布します。その他、毎回小テストプリントを配
布し、次回授業で採点し返却します。できなかった問題は必ず復習をし
てください。

【参考書】
１年次に使用した文法の教科書
『仏検４級スピード合格』（富田正二著、三修社）
『仏検３級スピード合格』（富田正二著、三修社）
『《データ本位》でる順仏検単語集』（久松健一著、駿河台出版社）

【成績評価の方法と基準】
・期末試験（60％）と、小テストおよび平常点（40％）を合算して判定
します。
・実際に仏検を受験した学生は、その成績も考慮します。
・欠席は4回までとします。

【学生の意見等からの気づき】
昨年度はフランス語会話のクラスから継続して受講する学生が多くいま
した。履修者で仏検４級を受験した学生はすべて合格しました。昨年度
履修をためらった学生や、必修授業と重なって受講できなかった学生も
ぜひ受講してもらえればと思います。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire a French
proficiency while relying on exercises from The Practical French
Proficiency Tests（仏検）.　
【Learning Objectives】
After taking this course, you will be able to:
- Master basic French grammar.
- Learn various French expressions and vocabulary.
- Have daily conversation in French.
- Reach level 4 of The Practical French Proficiency Test (仏検４級).
【Learning activities outside of classroom】
Preparation:
- Do homework exercises (2 hours).
- Memorize the words and expressions for mini-tests (30 minutes).
Review:
- Check the answer examples of the exercises (1 hour).
【Grading Criteria /Policies】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
Term-end examination: 60%, in class contribution: 40%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANf201IA（フランス語 / French language education 200）

フランス語コミュニケーション中級B

小室　廉太

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／1単
位
曜日・時限：火3/Tue.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　仏検（実用フランス語技能検定試験）の出題に依拠しながら、フラン
ス語の能力向上をめざします。

【到達目標】
・フランス語の初級文法が習得できる。
・フランス語の表現や語彙を習得できる。
・一般的なフランス語表現を用いて会話ができる。
・仏検３級レベルに到達できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
　１年次に学んだ文法項目を復習しながら、仏検に準拠した問題をとり
あげます。仏検の観点から文法項目をとらえなおし、設問のポイントや
解法を学びます。
　授業形態は、最初に文法や表現の例文を学び、その後、練習問題を解
きます。単なる文法理解ではなく、会話表現に即した応答問題、聞き取
り問題もとりあげます。授業を進めていくうちに、フランス語の会話力
も向上する筈です。楽しい授業にしたいので、皆さんの積極的な授業参
加を期待します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

仏検４級解説
発音規則

授業、評価方法紹介
仏検４級の出題解説
発音規則の復習

2 名詞と冠詞 不定冠詞、定冠詞、部分冠詞の用法
3 様々な代名詞 補語人称代名詞、人称代名詞強勢

形、中性代名詞、指示代名詞の用法
4 様々な形容詞 形容詞の位置と所有形容詞、指示

形容詞の用法
5 動詞の活用 直説法現在、複合過去、近接過去、

単純未来、近接未来の活用形と用
法

6 命令法、受動態、代名
動詞、条件法

命令法、受動態、代名動詞、条件
法の用法

7 前置詞
数字の聞きとり

前置詞の用法
数字（1～100）の聞きとり

8 疑問文１ 疑問文の作り方とその読解
9 疑問文２ 疑問文に関する聞きとり問題
10 構文研究１ 否定文、非人称構文などの用法と

並べかえ
11 構文研究２ 強調構文、比較級、最上級の用法

と並べかえ
12 絵を用いた出題 絵を用いた出題の解法
13 会話文の復習 会話文の読解と聞きとりのまとめ
14 まとめ 期末試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・授業プリントの例文は意味を調べ、また、練習問題は必ず予習してお
いてください（２時間）。
・授業後の復習として、練習問題の発音練習と意味の確認をしてくださ
い（１時間）。
・毎回、語彙暗記小テストをするので、暗記および返却されたテストの
復習をしてください（各30分）。

【テキスト（教科書）】
初回授業でプリントを配布します。その他、毎回小テストプリントを配
布し、次回授業で採点し返却します。できなかった問題は必ず復習をし
てください。

【参考書】
１年次に使用した文法の教科書
『仏検４級スピード合格』（富田正二著、三修社）
『仏検３級スピード合格』（富田正二著、三修社）
『《データ本位》でる順仏検単語集』（久松健一著、駿河台出版社）

【成績評価の方法と基準】
・期末試験（60％）と、小テストおよび平常点（40％）を合算して判定
します。
・実際に仏検を受験した学生は、その成績も考慮します。
・欠席は4回までとします。

【学生の意見等からの気づき】
昨年度は1年時のフランス語会話のクラスから継続して受講する学生が
多くいました。履修をためらった学生や、必修授業と重なって受講でき
なかった学生もぜひ受講してもらえればと思います。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to help students acquire a French
proficiency while relying on exercises from The Practical
French Proficiency Tests（仏検）.
【Learning Objectives】
After taking this course, you will be able to:
- Master basic French grammar.
- Learn various French expressions and vocabulary.
- Have daily conversation in French.
- Reach level 4 of The Practical French Proficiency Test (仏検４級).
【Learning activities outside of classroom】
Preparation:
- Do homework exercises (2 hours).
- Memorize the words and expressions for mini-tests (30minutes).
Review:
- Check the answer examples of the exercises (1 hour).
【Grading Criteria /Policies】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following:
Term-end examination: 60%, in class contribution: 40%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANd200IA（ドイツ語 / German language education 200）

ドイツ語コミュニケーション中級A

新田　誠吾

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業はドイツ語を1年以上学んだ人を対象にした初級ドイツ語のクラス
です。
ネイティブスピーカーの音声に慣れ、ドイツ語の正確な発音を身につけ、基
礎的な文法・語彙・表現を身につけます。ドイツ語表現の背後にある文化的・
歴史的背景についても必要に応じて理解していきます。
【到達目標】
ドイツ語を正しく発音できるようになり、日常生活の特定の場面において、初
歩的な会話であれば、相手の話すことを理解し、ドイツ語で実際に話せるよ
うになること、またドイツ語の学びから、異なる文化的・歴史的背景を持っ
た人々の価値観を尊重できるようになることが目標です。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
（1）日常生活の具体的なシチュエーションを想定し、基本的な言い回しや表
現について、発音・意味・使い方を学びます。
（2）ドイツ語の音声に慣れ、聞き取る練習をします。
（3）学んだ表現を、ペアワーク、グループワークで口頭練習を行い、再現す
る力につなげます。
（4）授業内容の見直しと定着のための課題をその都度提出し、フィードバック
として添削を返却します。必ず間違いを確認し、正確な知識を身に着けます。
（5）グループによる協同学習やパフォーマンス課題も行います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
01 イントロダクションと

既習事項の復習
・授業の進め方
・自己紹介の表現

02 既習事項の復習 現在完了 (1)
03 既習事項の復習 現在完了 (2)
04 既習事項の復習 現在完了 (3)
05 既習事項の復習 現在完了 (4)
06 道案内 (1) 目的地までの表現
07 道案内 (2) 確認する表現とお礼を言う
08 感想を述べる (1) 印象を話す
09 感想を述べる (2) 建物の階を表現する
10 気に入っている (1) 自分のお気に入りの表現
11 気に入っている (2) 生活にまつわる表現
12 春学期の総復習 表現について復習
13 授業内試験 口頭試験
14 授業内試験 筆記試験と振り返り
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・予習では、各テーマで使用する重要語彙の発音と意味を調べます。
・復習として、授業内容の確認・定着のための課題を出します。
・本授業の準備学習・復習時間は、それぞれ１～２時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
Menschen. Kursbuch A1.2 mit online Audio. Max Hueber Verlag. (ISBN
13: 978-3195619011)

【参考書】
参考書は特に必要ありませんが、１年次の教科書を参照してください。
【成績評価の方法と基準】
・期末に、筆記試験と口頭試験を行います。授業中に必要に応じて小テストも
行います。
・成績評価は、宿題・授業内の課題達成度（20％）、授業内筆記テスト（50％）、
口頭試験（30％）を目安に総合的に判断し、全体の60％以上達成で合格とし
ます。
・正当な理由のない欠席が全体の30％を超えた場合は成績評価対象外となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。
【学生が準備すべき機器他】
音声・動画教材視聴のためのスマートフォンまたはタブレット

【Outline (in English)】
【Course outline】 This is a beginning German class for students
who have studied German for at least one year. Participants will
be familiarized with the language by native speakers, learn correct
German pronunciation and acquire basic grammar, vocabulary and
expressions. Where necessary, the cultural and historical background
of German expressions is also understood.
【Learning Objectives】 To be able to pronounce German correctly, to
be able to understand what others say and actually speak German in
certain everyday situations in elementary conversation, and to be able
to respect the values of people from different cultural and historical
backgrounds by learning German.
【Learning activities outside the classroom】 Students will learn the
pronunciation and meaning of important vocabulary used in each topic.
Homework will be assigned as a review to check and consolidate the
class content. Estimated preparation and review time is approximately
2 hours each.
【Grading Criteria】 At the end of the term, there will be a written and
oral exam. Quizzes will be given in class as necessary.
Grading will be based on the degree of completion of homework and
in-class assignments (20%), in-class written test (50%), and oral exam
(30%), with a passing grade of 60% or higher.
If the number of absences without justifiable reason exceeds 30% of the
total number of absences, the student will be excluded from the grading.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANd200IA（ドイツ語 / German language education 200）

ドイツ語コミュニケーション中級B

新田　誠吾

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／1単
位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業はドイツ語を1年以上学んだ人を対象にした初級ドイツ語のクラス
です。
ネイティブスピーカーの音声に慣れ、ドイツ語の正確な発音を身につけ、基
礎的な文法・語彙・表現を身につけます。ドイツ語表現の背後にある文化的・
歴史的背景についても必要に応じて理解していきます。
【到達目標】
ドイツ語を正しく発音できるようになり、日常生活の特定の場面において、初
歩的な会話であれば、相手の話すことを理解し、ドイツ語で実際に話せるよ
うになること、またドイツ語の学びから、異なる文化的・歴史的背景を持っ
た人々の価値観を尊重できるようになることが目標です。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
（1）日常生活の具体的なシチュエーションを想定し、基本的な言い回しや表
現について、発音・意味・使い方を学びます。
（2）ドイツ語の音声に慣れ、聞き取る練習をします。
（3）学んだ表現を、ペアワーク、グループワークで口頭練習を行い、再現す
る力につなげます。
（4）授業内容の見直しと定着のための課題をその都度提出し、フィードバック
として添削を返却します。必ず間違いを確認し、正確な知識を身に着けます。
（5）グループによる協同学習やパフォーマンス課題も行います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
01 ガイダンス

トラブルに対処する (1)
・授業の進め方
・問題を伝える

02 トラブルに対処する (2) 約束をする／キャンセルする
03 助言・指示を行う (1) 命令形を使った言い方
04 助言・指示を行う (2) 身体の不調を訴える

ドイツの医療システム
05 規則と禁止 (1) 「～しなければならない」「～してよ

い」「～は禁止」の表現
06 規則と禁止 (2) 読解練習
07 規則と禁止 (3) 公共ルールを守る、守らない？ ―日

本とドイツの違い
08 季節と天候 (1) 天気に関する表現
09 季節と天候 (2) dennを使って理由を述べる
10 記念日と行事 (1) 日付

お祝いの表現
11 記念日と行事 (2) プレゼントの習慣
12 記念日と行事 (3)

秋学期の復習
日本では何を祝うか

13 授業内試験 口頭試験
14 授業内試験 筆記試験と振り返り
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・予習では、各テーマで使用する重要語彙の発音と意味を調べます。
・復習として、授業内容の確認・定着のための課題を出します。
・本授業の準備学習・復習時間は、それぞれ１～２時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
Menschen. Kursbuch A1.2 mit online Audio. Max Hueber Verlag. (ISBN
13: 978-3195619011)

【参考書】
特に必要ありません。1年生の教科書を適宜参照してください。
【成績評価の方法と基準】
・期末に、筆記試験と口頭試験を行います。授業中に必要に応じて小テストも
行います。
・成績評価は、宿題・授業内の課題達成度（20％）、授業内筆記テスト（50％）、
口頭試験（30％）を目安に総合的に判断し、全体の60％以上達成で合格とし
ます。
・正当な理由のない欠席が全体の30％を超えた場合は成績評価対象外となり
ます。

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。
【学生が準備すべき機器他】
音声・動画教材視聴のためのスマートフォンまたはタブレット
【Outline (in English)】
【Course outline】 This is a beginning German class for students
who have studied German for at least one year. Participants will
be familiarized with the language by native speakers, learn correct
German pronunciation and acquire basic grammar, vocabulary and
expressions. Where necessary, the cultural and historical background
of German expressions is also understood.
【Learning Objectives】 To be able to pronounce German correctly, to
be able to understand what others say and actually speak German in
certain everyday situations in elementary conversation, and to be able
to respect the values of people from different cultural and historical
backgrounds by learning German.
【Learning activities outside the classroom】 Students will learn the
pronunciation and meaning of important vocabulary used in each topic.
Homework will be assigned as a review to check and consolidate the
class content. Estimated preparation and review time is approximately
2 hours each.
【Grading Criteria】 At the end of the term, there will be a written and
oral exam. Quizzes will be given in class as necessary.
Grading will be based on the degree of completion of homework and
in-class assignments (20%), in-class written test (50%), and oral exam
(30%), with a passing grade of 60% or higher.
If the number of absences without justifiable reason exceeds 30% of the
total number of absences, the student will be excluded from the grading.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANd201IA（ドイツ語 / German language education 200）

ドイツ語セミナーＡ

北岡　幸代

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：木3/Thu.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、初級レベルのドイツ語を学習しながら、ドイツ語圏
の暮らし、文化、社会背景、人々の考え方を学びます。発音や文法な
ども受講者の理解度に応じて、確認・復習しながら進めていきます。

【到達目標】
1. ドイツ語圏の文化について、理解している。
2. 簡単なドイツ語表現を聞いて理解できる。
3. 簡単なドイツ語文を読んで、内容が理解できる。
4. ドイツ語で簡単な用件を表現できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
特定の具体的な場面で使われる、定型的表現・語彙・文脈に沿った
表現・文法などを学びます。提出された課題については、添削や授
業内でのフィードバック、「学習支援システム」を通じてのフィード
バックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業内容と進め方、勉強方法に

ついて
第2回 住まいについて (1) 住まいのつくり
第3回 住まいについて (2) 感想や評価の表現
第4回 住まいについて (3) 賃貸住宅の広告を読む
第5回 お気に入りの街角 (1) 街の景色
第6回 お気に入りの街角 (2) 私の街の紹介
第7回 お気に入りの街角 (3) 好みを伝える表現
第8回 ホテルでのトラブル

(1)
ホテルの設備

第9回 ホテルでのトラブル
(2)

助けを求める表現

第10回 ホテルでのトラブル
(3)

予定を伺うメール
言い訳と謝罪の表現

第11回 夢と計画 (1) 将来の夢を語る
第12回 夢と計画 (2) どこで何を学んでいるの？
第13回 夢と計画 (3) 創造的に書いてみよう
第14回 授業内試験とまとめ 口頭試験あるいはプレゼンテー

ションと筆記試験
今学期の振り返り

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備・復習時間は、各2時間程度を標準とします。

【テキスト（教科書）】
『Menschen Kursbuch A1.2』(Hueber)

【参考書】
参考書等は授業中に適宜紹介し、補助教材・動画教材等は「学習支
援システム」の教材コーナーに随時アップします。

【成績評価の方法と基準】
成績評価は、宿題・授業内の課題達成度（30％）、授業内筆記テス
ト（35％）、授業内口頭試験・プレゼンテーション（35％）を目安
に総合的に判断し、全体の 60％以上で合格とします。
正当な理由のない欠席が全体の4分の1を超えた場合は成績評価対
象外となります。

【学生の意見等からの気づき】
例年少人数編成である利点を生かし、受講者の皆さんの特に学びた
いことを授業に反映しながら進めていきます。

【その他の重要事項】
ドイツ語を1年以上履修した人が履修できます。他学部公開科目です。
ドイツ語の学習内容やドイツ語圏に関する受講者の興味関心にでき
るだけ寄り添い、映画や動画教材も積極的に利用します。したがっ
て、シラバスに提示してあるテーマも若干変更する場合もあります。

【Outline (in English)】
【Course outline】 In this class, students will learn about
life, culture, social background and the way people think in
German-speaking countries while studying German at the
beginner level. Pronunciation and grammar will be checked
and reviewed according to the student’s level.
【Learning Objectives】 The goals of the course are to
1. understand the culture of German-speaking countries
2. listen to and understand simple German expressions
3. read and understand simple German sentences
4. be able to express simple matters in German.
【Learning activities outside of classroom】 The standard
amount of time for preparation and review for this class is 2
hours each.
【Grading Criteria /Policy】Grading will be based on the degree
of completion of homework and in-class assignments (30%), an
in-class written test (35%), and an in-class oral examination
and presentation (35%), with 60% or more of the total passing
grade.
If the number of absences without justifiable reason exceeds
one-fourth of the total number of absences, the student will be
excluded from the grading system.

— 158 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANd202IA（ドイツ語 / German language education 200）

ドイツ語セミナーＢ

北岡　幸代

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／1単
位
曜日・時限：木3/Thu.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、初級レベルのドイツ語を学習しながら、ドイツ語圏
の暮らし、文化、社会背景、人々の考え方を学びます。発音や文法な
ども受講者の理解度に応じて、確認・復習しながら進めていきます。

【到達目標】
1. ドイツ語圏の文化について、理解している。
2. 簡単なドイツ語表現を聞いて理解できる。
3. 簡単なドイツ語文を読んで、内容が理解できる。
4. ドイツ語で簡単な用件を表現できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
特定の具体的な場面で使われる、定型的表現・語彙・文脈に沿った
表現・文法などを学びます。提出された課題については、添削や授
業内でのフィードバック、「学習支援システム」を通じてのフィード
バックを行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業の内容と進め方、勉強方法

について
第2回 身体と健康 (1) 体調不良をめぐる表現
第3回 身体と健康 (2) 命令形の表現
第4回 身体と健康 (3) 身体部位と体調をめぐる表現
第5回 人物評 (1) 人物の外見について

過去形の表現
第6回 人物評 (2) 人物像について

非分離動詞の使い方
第7回 人物評 (3) 驚きの表現
第8回 家事とシェアハウス

(1)
日記を読む
命令形

第9回 家事とシェアハウス
(2)

家事をめぐる表現

第10回 家事とシェアハウス
(3)

シェアハウスについて

第11回 服装について (1) 服装に関する表現
第12回 服装について (2) 評価・感想の表現

比較の表現
第13回 服装について (3) 強調する表現
第14回 授業内試験とまとめ 口頭試験あるいはプレゼンテー

ションと、ヒヤリング・筆記試験
今学期の振り返り

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備・復習時間は、各2時間程度を標準とします。

【テキスト（教科書）】
Menschen Kursbuch A1.2 (Hueber)

【参考書】
参考書等は授業中に適宜紹介し、補助教材・動画教材は「学習支援
システム」の教材コーナーに随時アップします。

【成績評価の方法と基準】
成績評価は、宿題・授業内の課題達成度（30％）、授業内筆記テス
ト（35％）、授業内口頭試験・プレゼンテーション（35％）を目安
に総合的に判断し、全体の 60％以上で合格とします。
正当な理由のない欠席が全体の4分の1を超えた場合は成績評価対
象外となります。

【学生の意見等からの気づき】
例年少人数編成である利点を生かし、受講者の皆さんの特に学びた
いことを授業に反映しながら進めていきます。

【その他の重要事項】
ドイツ語を1年以上履修した人が履修できます。他学部公開科目です。
ドイツ語学習内容やドイツ語圏に関する受講者の興味関心にできる
だけ寄り添い、映画や動画教材も積極的に利用します。したがって、
シラバスに提示してあるテーマも若干変更する場合もあります。

【Outline (in English)】
【Course outline】 In this class, students will learn about
life, culture, social background and the way people think in
German-speaking countries while studying German at the
beginner level. Pronunciation and grammar will be checked
and reviewed according to the student’s level.
【Learning Objectives】 The goals of the course are to
1. understand the culture of German-speaking countries
2. listen to and understand simple German expressions
3. read and understand simple German sentences
4. be able to express simple matters in German.
【Learning activities outside of classroom】 The standard
amount of time for preparation and review for this class is 2
hours each.
【Grading Criteria /Policy】Grading will be based on the degree
of completion of homework and in-class assignments (30%), an
in-class written test (35%), and an in-class oral examination
and presentation (35%), with 60% or more of the total passing
grade.
If the number of absences without justifiable reason exceeds
one-fourth of the total number of absences, the student will be
excluded from the grading system.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANf201IA（フランス語 / French language education 200）

フランス語セミナーＡ

橋本　到

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・語学
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：木3/Thu.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
フランス語圏で生活を送る中で、フランス語で交わされる日常的な
会話のやりとりはどのようなものか知り、また、その背景となる日
常的な習慣・文化的背景への理解を深めながら、自ら発信する能力
を向上させる。

【到達目標】
フランスの日常生活の多くの場面で、交わされる一般的な会話のか
たちを知り、自らそれに対応して発信できるよう、場の判断や会話
で即応する力、語彙・表現を運用する力を身に付ける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
日常的な場面のやりとりを聴く、説明を加える、その上で、聴いて
理解する、語彙を確認し、発音し、自ら発信する練習を行う。以上
を一サイクルとして学習を進める。対面授業を想定しているが、ク
ラスの状況等を見ながら、Zoomを使用することがある。対面であ
るなしに関係なく、課題の受け渡し等にグーグル・クラスルームを
利用する。急遽、やむを得ず、授業形式などを変更する場合、学習
支援システム等を通じて連絡する）。授業中に習熟度の確認のため、
家庭学習で取り組むよう指示した課題については翌週に、解説する
とともに正答を示します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 レストランでの会

話-1
郷土料理、関連する文法の整理
（複合過去の否定、目的補語人称
代名詞）オーダー、味の説明、
料理名

第2回 レストランでの会
話-2

前回の復習、テーブルでの会話
（衣服、プレゼントの選択、その
理由）

第3回 レストランでの会
話-3

前回の復習、テーブルでの会話
（招待）、支払いと若干の表現。

第4回 交通機関と旅行-1 小テスト、若干の地理、関連す
る文法の整理（中性代名詞）乗
車券の購入、旅程、所要時間の
説明

第5回 交通機関と旅行-2 前回の復習、掲示板（乗車券、
発着ホームなど）、聴解練習

第6回 交通機関と旅行-3 前回の復習、ホテルの予約、読
解（自動改札機について）

第7回 体と健康-1 小テスト、語彙（体の部位、症
状、医療関係）、関連する文法の
整理（代名動詞の複合過去、単
純未来）、健康に関する表現

第8回 体と健康-2 前回の復習、薬局での会話、体
の不調を訴える。

第9回 体と健康-3 前回の復習、体の不調（聴解）、
体の部位（語彙・復習）

第10回 ヴァカンス-1 小テスト、語彙（遠出、スポー
ツ）、関連する文法の整理（半過
去、大過去）、過去の継続中の行
為

第11回 ヴァカンス-2 前回の復習、自分のヴァカンス
の説明、過去の習慣の言い方。

第12回 ヴァカンス-3 前回の復習、事前の情報取得。
第13回 全体のまとめ、進度

の調整
小テスト、ここまでの学習内容
の確認、全体のまとめ

第14回 映像資料視聴 まとめの講評とフランスの社会
（移民系住民関連）について

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外で本授業にかける準備・復習の時間は合計4時間が標準
となります。
テキストの会話部分は前もって目を通しておいてください。授業で
やった練習問題は後でもう一度見直し、不明な点があれば次週授業
で質問してください。
そのほかに、インターネットを利用してフランスのニュース番組を
見るなどしてフランスに関する情報や知識を得るようにする。

【テキスト（教科書）】
高橋百代他、『場面で学ぶフランス語2（改訂版）』、三修社

【参考書】
初級で使用したフランス語の教科書。
森本英夫ほか『新・リュミエール　フランス文法参考書』駿河台出
版社
東京外語大　フランス語モジュール　 http://www.coelang.tufs.ac.jp
/mt/fr

【成績評価の方法と基準】
三回の小テストの合計65％、レポート5％、平常点30％

【学生の意見等からの気づき】
例年、履修者は少数ながら、ほとんどが意欲的に学習しています。

【学生が準備すべき機器他】
グーグルクラスルームの利用はスマホでも可能だが、画面が小さい
ので、パソコンやタブレットも活用できることが望ましい。

【その他の重要事項】
本授業の履修と並行して、語学検定資格の取得を奨める。受験の目
安は、春期（6月）、秋期（11月）、４級以上。

【Outline (in English)】
（Course outline）
This course aims to help students understand the daily
expression of French more realistically. In addition, this course
aims to give them an understanding of French daily habits
and customs and cultural background, as well as to establish
grammatical knowledge.
(Learning Objectives)
After taking this course, you will be able to:
- Understand French elementary expressions.
- Understand French daily habits and customs and cultural
background.
（Learning activities outside of classroom）
preparation:
- Listen to the CD attached to the textbook and pronounce
example sentences (30 minutes).
- Do homework exercises (2 hours).
Review:
- Check the pronunciation rules and repeat the example
sentences and exercise sentences (30 minutes).
- Check the answer examples of the exercises, and if there are
any wrong questions, review the contents (1 hour).
(Grading criteria)
Your final grade will be calculated according to the following
process:
- Usual performance score 30%
- Written examination : 65%
- -Report: 5%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LANf201IA（フランス語 / French language education 200）

フランス語セミナーＢ

橋本　到

カテゴリ：視野形成科目（必修選択）・語学
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／1単
位
曜日・時限：木3/Thu.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
フランス語圏で生活を送る中で、フランス語で交わされる日常的な
会話のやりとりはどのようなものか知り、また、その背景となる日
常的な習慣・文化的背景への理解を深めながら、自ら発信する能力
を向上させる。

【到達目標】
フランスの日常生活の多くの場面で、交わされる一般的な会話のか
たちを知り、自らそれに対応して発信できるよう、場の判断や会話
で即応する力、語彙・表現を運用する力を身に付ける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
日常的な場面のやりとりを聴く、説明を加える、その上で、聴いて
理解する、語彙を確認し、発音し、自ら発信する練習を行う。以上
を一サイクルとして学習を進める。対面授業を想定しているが、ク
ラスの状況等を見ながら、Zoomを使用することがある。対面であ
るなしに関係なく、課題の受け渡し等にグーグル・クラスルームを
利用する。急遽、やむを得ず、授業形式などを変更する場合、学習
支援システム等を通じて連絡する）。授業中に習熟度の確認のため、
家庭学習で取り組むよう指示した課題については翌週に、解説する
とともに正答を示します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 郵便局の利用、道

順-1
郵便に関する語彙、関連する文
法の整理（ジェロンディフ）、～
に立ち寄る、ロケーション。

第2回 郵便局の利用、道
順-2

前回の復習、ジェロンディフの
練習、切手を買う

第3回 郵便局の利用、道
順-3

前回の復習、荷物を送る、手紙
の書き方

第4回 生活と環境（ごみ捨
てなど）-1

小テスト、ゴミの種類に小テス
ト、関する語彙、関連する文法
の整理（比較級、受動態）、部屋
の説明、アナウンス

第5回 生活と環境（ごみ捨
てなど）-2

前回の復習、交通と環境問題、
ヴェリブ・オートリブ

第6回 生活と環境（ごみ捨
てなど）-3

前回の復習、原子力発電、ゴミ
の分別、受動態の練習

第7回 家族の形-1 小テスト、家族形態の語彙、関
連する文法の整理（指示代名詞、
関係代名詞、強調構文）

第8回 家族の形-2 前回の復習、家族の紹介、関係
代名詞・強調構文の練習、出生
率の変遷-1

第9回 家族の形-3 前回の復習、出生率の変遷-2、
パックス

第10回 週末の過ごし方-1 小テスト、関連する文法の整理
（疑問代名詞、関係代名詞où,
dont）、靴の買い方

第11回 週末の過ごし方-2 前回の復習、服を買う、外出の
相談

第12回 週末の過ごし方-3 前回の復習、聴解、読解、レ
ジャーの提案（作文）

第13回 全体のまとめ、進度
の調整

小テスト、ここまでの学習内容
の確認、全体のまとめ

第14回 映像資料視聴 まとめの講評、フランスの文化
（ジャポニスム）について

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外で本授業にかける準備・復習の時間は合計4時間を標準
とする。
テキストの会話部分は前もって目を通しておく。授業でやった練習
問題は後でもう一度見直すこと。不明な点があれば次週授業で質問
するように。
そのほかに、インターネットを利用してフランスのニュース番組を
見るなどしてフランスに関する情報や知識を得るようにする。

【テキスト（教科書）】
高橋百代他、『場面で学ぶフランス語2（改訂版）』、三修社

【参考書】
初級で使用したフランス語の教科書。
森本英夫ほか『新・リュミエール　フランス文法参考書』駿河台出
版社
東京外語大　フランス語モジュール　 http://www.coelang.tufs.ac.jp
/mt/fr

【成績評価の方法と基準】
三回の小テストの合計65％、レポート5％、平常点30％

【学生の意見等からの気づき】
例年、履修者は少数ながら、ほとんどが意欲的に学習しています。

【学生が準備すべき機器他】
グーグルクラスルームの利用はスマホでも可能だが、画面が小さい
ので、パソコンやタブレットも活用できることが望ましい。

【その他の重要事項】
本授業の履修と並行して、語学検定資格の取得を奨める。受験の目
安は、春期（6月）、秋期（11月）、４級以上。

【Outline (in English)】
（Course outline）
This course aims to help students understand the daily
expression of French more realistically. In addition, this course
aims to give them an understanding of French daily habits
and customs and cultural background, as well as to establish
grammatical knowledge.
(Learning Objectives)
After taking this course, you will be able to:
- Understand French elementary expressions.
- Understand French daily habits and customs and cultural
background.
（Learning activities outside of classroom）
preparation:
- Listen to the CD attached to the textbook and pronounce
example sentences (30 minutes).
- Do homework exercises (2 hours).
Review:
- Check the pronunciation rules and repeat the example
sentences and exercise sentences (30 minutes).
- Check the answer examples of the exercises, and if there are
any wrong questions, review the contents (1 hour).
(Grading criteria)
Your final grade will be calculated according to the following
process:
- Usual performance score 30%
- Written examination : 65%
- -Report: 5%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

BAM100IA（基礎医学 / Basic medicine 100）

生理学

高見　京太

カテゴリ：専門基礎科目（講義科目）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／2単
位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
・生理学は、人間の身体がどのように機能を発現・維持し、調節しているかを
明らかにする学問です。本授業では、スポーツ健康学部に入学した学生が、ど
のコースに進む場合であっても理解しておくべき内容として、人間の身体の
形態と機能、さらに重要な反応や適応について学びます。
・本授業の目的は、正常な身体の機能を分類して理解し、それらの相互関係を
体系的に説明できる理論的な基礎を身につけることです。
【到達目標】
・人間の身体の構造と機能について具体的に説明できる。
・生理機能とその仕組みを体系的に理解し、説明できる。
・生命現象について論理的に考察できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は基本的に対面形式で実施します。以下の手順に従い、学習を進めてく
ださい。
①授業で使用する『配布資料』は、前回の授業終了時に学習支援システムの
「教材」に公開されます。これをと教科書とを併せて予習を行ってください。
②『配布資料』と同時に『予習Sheet』が「テスト」に公開されますので、期
限内に実施してください。
③授業開始時には、前回の授業内容の理解度を確認するための『小テスト』を
行います。各自のデバイスを法政Wi-Fiに接続し、学習支援システムを開いて
おいてください。
④授業中、『配布資料』はスクリーンに投影しますが、印刷したものを持参す
るか、各自のデバイスで閲覧し、メモを取りながら受講してください。
⑤授業終了時に、『復習Quiz』がに公開されますので、期限内に実施してくだ
さい。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 人体の成り立ち、生体の

持つ調節のメカニズム
人体の成り立ちを確認し、人の重要
な生命プロセスを分類する。そして、
生体の持つ調節のメカニズムを理解
する。

2 細胞膜の生理学、細胞の
電気現象

細胞の主要な部分の名称とその役割
を学習し、細胞の電気現象を理解す
る。

3 神経系、体性感覚 神経系のはたらきを理解して、神経
伝達の仕組みを学習する。感覚を分
類し、体性感覚の受容器の仕組みを
理解して、体性感覚の伝達経路を理
解する。

4 視覚、スポーツビジョン 眼球の構造と視覚の経路を理解し、
視覚情報の処理の仕組みを学習して、
スポーツビジョンについて学ぶ。

5 聴覚、平衡感覚、味覚・
嗅覚

聴覚器の構造を理解し、聴覚情報の
処理仕組みを学習する。前庭系の末
梢機構、中枢機構を理解し、平衡感
覚の制御について学習する。味覚器
と嗅覚器の構造を理解し味覚と嗅覚
のメカニズムを学習する。

6 脳の高次機能、記憶、情
動

大脳皮質の機能局在を理解し、感覚
の統合と記憶・情動とが行動を起こ
していくことを学習する。

7 自律神経系、内分泌系 交感神経系と副交感神経系の構造に
ついて理解し、その機能を学習する。
主なホルモンとその作用メカニズム
について学習する。

8 血液、体液 血液と体液について、その役割と機
能について学習する。

9 消化、栄養 消化管の構造を理解し、消化管の運
動、吸収、分泌について学習する。
生命・生活活動維持に必要な栄養素
について理解し、栄養素の代謝メカ
ニズムについて学習する。

10 代謝 筋のエネルギー供給機構を学習して
分類する。そして、エネルギー代謝
について理解する。

11 腎機能と尿生成 ネフロンの形態と機能理解し、腎臓
内の浸透圧勾配と尿濃縮について学
習する。

12 睡眠 睡眠の種類を理解し、睡眠覚醒の調
節、体内時計について学習する。

13 体温調節 体温調節機構と熱中症について学習
する。

14 生殖 男女の生殖機能について理解し、そ
の働きについて学習する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習：『配布資料』と教科書を参考に、学習支援システムに公開される『予習
Sheet』の設問に解答してください。
復習：『配布資料』の最終ページにある章のまとめを確認し、学習支援シス
テムの『復習Quiz』の設問に解答してください。
予習および復習の目安時間は、それぞれ2時間程度です。
【テキスト（教科書）】
「はじめの一歩のイラスト生理学改訂第2版」(照井直人編,羊土社, 2012年)

【参考書】
「トートラ人体解剖生理学原書11版」(佐伯由香・細谷安彦・高橋研一・桑木
共之　編訳,丸善出版, 2020年)

【成績評価の方法と基準】
予習Sheetへの解答 (30%)
小テストの得点 (40%)
復習Quizへの解答（30%)

【学生の意見等からの気づき】
知識だけでなく興味・関心が高まるような具体的な内容を取り扱う。予習・復
習時間や基本的な知識レベルの差異を考慮して、理解度を高める工夫をする。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムを利用して資料の配布や課題の提出を行うため、インター
ネットに接続可能なデバイス（ノートパソコンやタブレットなど）を準備し
てください。
【その他の重要事項】
各自の関心領域に基づく授業外学習を通じて基礎知識を習得するとともに、講
義での主体的な学びを通じてスポーツ健康学の基盤を確立してください。
【Outline (in English)】
Course outline
The aim of this course is to help students acquire be able to
classify normal body functions and theoretically explain systematic
interrelationships.
Learning Objectives
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- Be able to specifically describe the structure and function of the human
body.
- Be able to systematize physiological functions and their mechanisms.
- Be able to consider life phenomena.
Learning activities outside of classroom
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than four hours
for a class.
Grading Criteria /Policy
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Answers to Preparation Sheet: 52%, Review Quiz Answers: 48%
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BAM100IA（基礎医学 / Basic medicine 100）

機能解剖学Ａ

泉　重樹

カテゴリ：専門基礎科目（講義科目）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／2単
位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
機能解剖学では進化の過程で人類だけが獲得した直立２足歩行を可能にする
人体構造を主に筋骨格系から理解し、運動と諸機能を最大限に発揮するため
の諸条件である構造を学ぶ。そしてその成果から自らのパフォーマンスの向
上の可能性を発見することを具体的な目標とする。
【到達目標】
　人体の骨格と関節運動の構造を３次元および３面（矢状面・前額面・水平
面）で理解する。重力に抗して立つ（下肢）、身体の中心軸となる体幹、人の
直立二足歩行運動および体重を支える役目から解放された上肢をそれぞれ構
造面から理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
　本講義では、人の動作の運動学的評価、スポーツ外傷・障害の評価・原因の
同定、コンディショニング、アスレティックリハビリテーションなどに最低
限必要な人体の構造および機能についてを運動器を中心に理解することを目
標とする。そのために骨、筋、関節、靱帯（他軟部組織含む）、神経支配など
と身体運動を関連づけて学習することを目標とする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、骨格、関節（可動域）、

アライメント、運動面、運動方向
2 骨・関節・靭帯・筋・腱

の構造
解剖学総論、骨・関節・靭帯・筋・
腱の構造、骨格筋の神経支配１

3 上肢（肩関節） 肩甲帯、自由上肢、肩関節、肩甲上
腕関節、運動、筋、血管

4 上肢（肘関節） 肘関節、運動、筋、神経、血管
5 上肢（手関節） 手関節、筋、運動、神経、血管
6 上肢（全体） アライメント、運動、関節構造、主

働筋、協働筋、トルク
7 下肢（股関節） 股関節、筋、運動
8 下肢（膝関節） 膝関節、靭帯、半月板、筋、運動
9 下肢（足関節） 距腿関節、距骨下関節、靭帯、筋、

運動
10 下肢（足部・全体の復

習）
足部の骨、静的・動的下肢アライメ
ント、二関節筋、運動、神経

11 脊柱全体・頚部 脊柱、頸椎、筋、靭帯、運動
12 体幹部（胸部） 胸椎、胸郭、筋、関節、運動
13 体幹部（腰部・骨盤部） 腰椎、仙椎、骨盤、仙腸関節、筋、運

動
14 運動器の解剖と機能概論 全体のまとめ、運動器の構造、骨格

筋の神経支配
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1回特になし。
第2～14回前回授業の課題への取り組みと復習。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
授業資料等の配布は学習支援システムを使用する。
【参考書】
日本体育協会編：公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト２　運動
器の解剖と機能
中村千秋 (翻訳),竹内真希: 身体運動の機能解剖. 医道の日本社 (2002/5)
工藤慎太郎: 運動器疾患の「なぜ?」がわかる臨床解剖学. 医学書院 (2012/5)
坂井建雄: プロメテウス解剖学アトラス解剖学総論/運動器系. 医学書院(2016
/12)
F.H.Netter(著),相磯貞和 (翻訳): ネッター解剖学アトラス原書第6版. 南江堂
(2016/8)
松村讓兒: イラスト解剖学. 中外医学社 (2014/3)
広瀬統一他，アスレティックトレーニング学，文光堂 (2019/12)

【成績評価の方法と基準】
試験５０%　小テスト２５%　平常点２５%　

【学生の意見等からの気づき】
ほとんどが新しい用語で、さらに用語自体を漢字で覚えるもの多く、新しく
量も多いため知識を整理するのに苦労しているようである。復習に力を入れ、
定期的に行う小テストをバロメーターにして学習を進めてほしい。
【Outline (in English)】
[Course outline] In the functional anatomy lecture, students mainly
understand the human body structure from the musculoskeletal system
and learn about the basic movement of the human body.
[Learning objectives] The goal of this class is to understand the
structure of the skeletal and muscular system and joint motion in
anatomy.
[Learning activities outside of classroom] Before/after each class,
students will be expected to spend two hours to understand the course
content.
[Grading criteria/policy] Your overall grade in the class will be decided
based on the following: Term end examination: 50%, Short reports: 25%,
in class contribution: 25%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

PHL100IA（哲学 / Philosophy 100）

スポーツ哲学

小田　佳子

カテゴリ：専門基礎科目（講義科目）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／2単
位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では「体育とは何か？」「スポーツとは何か？」を考える上で必要な原
理・原則について知識を深める。スポーツそのものが持つ価値や社会で果た
す役割等について、自らの言葉で語ることができることを目標とする。
スポーツに携わる者は、今後、自らの言葉でスポーツを語る必要に迫られる
であろう。
「人はなぜスポーツに魅せられるのか？」「スポーツの魅力とはいったい何な
のか。」
自分にとってのスポーツとはどのようなものであり、その目的に応じて多様
な関わり方が可能なスポーツについて、より深く考えることがスポーツ科学
の専門家には求められる。
【到達目標】
スポーツとは何であるかを考えるうえで必要な原理・原則についての知識を
深めるとともに、スポーツが社会生活に及ぼす影響等について考察する。
「プレイとは」、「オリンピックとオリンピズム」「ドーピングとは」、「部活動
改革とは」、「指導者とコーチの違い」、「フェアプレイとは」などスポーツを
取りまく諸課題について、科学的な根拠を踏まえた上で自分自身の言葉で語
ることのできるスキルを身につける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
　体育・スポーツの概念を明らかにするとともに、身体活動を通して行われる
教育としての体育に焦点を当てることはもとより、我が国における体育・ス
ポーツへの取り組みやスポーツが社会に及ぼす影響など、社会生活との関わ
りの中でスポーツ活動を考えることのできる力を養う。
　テキスト及び必要に応じて配付する資料等をもとに、P.P.を使用したスクー
ル形式の一斉対面授業を行う。
　本授業では体育とスポーツの違いをはじめ、これまで気にとめることの少
なかったスポーツに関する様々なことにも焦点を当て、スポーツとはどのよ
うなものであり、どのような価値を内包しているのか等を明らかにする。そ
してそれらを今後のスポーツ振興に少しでも役立てることを目指す。
　スポーツの素晴らしさを自らの言葉で説明するためにも各々の学生にスポー
ツ観を身に付けてもらいたい。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業概要説明

体育・スポーツの抱える
今日的課題

授業の内容、進め方、成績評価方法、
留意事項の授業ガイダンス及び、体
育・スポーツが抱える今日的課題に
ついて考える

2 体育・スポーツとは スポーツとは何か、体育とは何かを
考える

3 スポーツ哲学とは なぜ体育系学部・学科の学生が、ス
ポーツ哲学を学ぶ必要があるのか考
える

4 オリンピックとオリン
ピズム①

近代オリンピックの概要 (なぜクーベ
ルタンはオリンピックを復興したの
か、その歴史と移り変わりについて
考える）

5 オリンピックとオリン
ピズム②

近代オリンピックが目指したものは
何か、TOKYO2020の現状と課題を
踏まえて考える

6 運動部活動の意義と課題 運動部活動にはどのような意義や課
題があるのか、「部活動改革」のあり
方を考える

7 スポーツと勝利至上主義 スポーツにおける「勝利至上主義」
という問題性について自己の経験か
ら考える

8 スポーツ・ジャーナリズ
ム（ゲスト講師）

スポーツとメディアの関わり、ス
ポーツ・ジャーナリズムのあり方な
どについて、その歴史と文化的背景
を考える

9 野球コーチングのすす
め（ゲスト講師）

学生野球を通して、その歴史を踏ま
えつつ新たなコーチングのあり方を
考える

10 スポーツとフェアプレイ スポーツマンシップとはどのような
ことを指すのか、フェアプレイとは
具体的にはどのような行動のことな
のか考える

11 アンチ・ドーピング ドーピングの歴史とアンチ・ドーピ
ング活動の必要性、現在のスポーツ
界を取りまく問題を踏まえ考える

12 スポーツ哲学から学び
①（発表・評価）

オンラインを活用して「スポーツ哲
学」の学びを発表する

13 スポーツ哲学から学び
②（発表評価）

オンラインを活用して「スポーツ哲
学」の学びを発表する

14 まとめ まとめ (ふりかえりとテスト）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
スポーツに関するニュースや新聞記事等を教材として使用するため、各授業
のテーマに関する情報収集を心がける。授業では毎回、課題を提示し、哲学
的思考と共に記述し、次回の授業では自らの言葉で発表する。
本授業の準備学習・復習時間はそれぞれ2時間程度とします。
【テキスト（教科書）】
「教養としての体育原理（新版）-現代の体育・スポーツを考えるために-」
友添秀則・岡出美則編　大修館書店　新版第1刷 (2016年7月)
また、必要に応じて資料を配付する予定。
【参考書】
必要に応じて提示します。
【成績評価の方法と基準】
授業内での積極的な意見（発言）は、授業への積極的参画として評価する。
授業参加テストおよびレポート等 (40%)
定期試験 (最終プレゼン20＋試験40＝60%)
上記の項目を総合的に評価する。
なお、授業出席回数が2/3未満の学生は成績評価の対象外とする。
【学生の意見等からの気づき】
多人数の大講義であり、各学生がそれぞの課題に真摯に取り組み、アクティ
ブな議論とともに思考が深められるような場の設定と授業環境を整えたい。
【学生が準備すべき機器他】
課題やプレゼンに対応するためのノート型PC。
資料配布・課題提出等に学習支援システム等を利用する。
【その他の重要事項】
中・高の学校現場で保健体育・英語の教員として15年勤務し、その内4年間
は文部科学省派遣で海外の在外教育施設の小中一貫校で勤務した。
※感染拡大による授業形態等の変更には、柔軟に対応する。
【Outline (in English)】
In this lecture, we discuss Sport and Physical Education. This course
is designed to deepen students’ knowledge of the principles and basic
necessary for considering "What is Physical Education?”and“What is
Sport?”
The goal is for students to be able to speak in their own words about the
value of sport itself and the role it plays in society.
Those involved in sports will need to talk about sports in their own
words in the future.
Why are people attracted to sports? What exactly is the appeal of
sports?"
Sport science specialists are expected to think more deeply about what
sport means to them and the various ways in which they can be involved
in sport, depending on their objectives.
(learning activities outside of classroom)
Students will be expected to have completed the required assignment
after each class meeting. Your study time will be more than one hour for
a class.
(Grading Criteria/Policies)
・Your overall grade in the class will be decided based on the following
term-end examination(70％),Short reports(20%) and in class contribu-
tion(10%)
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

SOC100IA（社会学 / Sociology 100）

スポーツ社会学

望月　拓実

カテゴリ：専門基礎科目（講義科目）・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／2単位
曜日・時限：金4/Fri.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ社会学では、スポーツを社会現象の一つとして捉える、あるいは社
会における様々な文化や現象を、スポーツを通じて観測することによって理
解することを主眼としている。例えば、スポーツは娯楽としての側面もあれ
ば、政治活動を行う際の交渉道具にもなる。人間とスポーツの関わりを多様
な視点から検証することによって、スポーツが持つ社会内の役割を認識する
ことを目的とする。
【到達目標】
１：スポーツと人との多様な関わり方を説明することができるようになる
２：スポーツの人間が関わる際に起こり得る課題に対して、社会理論を用い
て具体的な対応策を提示することができるようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
パワーポイントを用いた資料および映像資料を用いて講義をすすめる。なお、
講義内では多様なグループワークを用いたインタラクティブなコミュニケー
ション機会も設定する。加えて、教員と受講生間のコミュニケーション機会
を確保するためリアクションペーパーも活用する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 講義内容、講義の流れ、グループ

ワークの解説、成績評価の解説
第2回 なぜ社会の中のスポー

ツを定義するのか (ス
ポーツ社会学とは何か)

文化と社会を定義する、スポーツの
伝統的な定義、オルタナティブな定
義、なぜスポーツを学ぶのか

第3回 社会理論を用いた人間
とスポーツの関係性

社会学における理論の解説、機能主
義論、コンフリクト理論、批判論、
フェミニズム理論、相互理論

第4回 スポーツと社会化 スポーツの社会化とは、従来理論か
らのアプローチ、社会化への新たな
アプローチ、社会化研究の限界

第5回 スポーツと逸脱 スポーツにおける逸脱とは何か？、
逸脱の定義、スポーツにおける逸脱
を研究するときに直面する問題、逸
脱の抑制アプローチ

第6回 ジェンダーとスポーツ なぜ女性のスポーツ参画が増大した
のか、参画増大を予測する際に慎重
にならざるを得ない理由、イデオロ
ギー問題と権力問題

第7回 人種・民族とスポーツ 人種と民族の違い、人種起源と人種
イデオロギー、スポーツにおける人
種的・民族的関係の課題と対応

第8回 スポーツと社会階層 スポーツにおいて金銭と権力は重要
か？、社会階層と階層関係、社会階
層とスポーツ参加、スポーツにおけ
る経済的機会と職業機会

第9回 中間まとめと小テスト これまでの学習内容をふりかえった
うえで、その内容をふまえての穴埋
め小テスト

第10回 スポーツとメディア スポーツとメディアの双方向性、メ
ディアスポーツにおけるイメージと
語りが人々のイメージ、イデオロ
ギー、行動に及ぼす影響

第11回 スポーツと経済 商業スポーツの台頭、商業スポーツ
の出現と成長、商業スポーツがもた
らすスポーツへの関心、商業化とス
ポーツにおける変化

第12回 スポーツと政治 スポーツと政治の結びつき、スポー
ツの中の政治 (何がスポーツとみなさ
れ、誰がスポーツのルールを決め、
誰がイベントを組織し、誰がスポー
ツに参加する資格を判断し、どのよ
うに選手やスポーツ関係者に報酬が
分配されるのか？ )

第13回 スポーツがもたらす神話 体育会系就職の実態、スポーツがも
たらす神話の検討

第14回 学習の総括 学習の総括 (第9回～第13回)とレ
ポート課題の解説 (テーマ設定、文字
数、引用方法の種類と方法)

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で扱う内容に関連する参考書および関連文献を授業前に熟読し，授
業時に発言，またはリアクションペーパーへの記述に反映できるようにする。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特になし。
授業資料等の配布は学習支援システムを使用する。
【参考書】
現代スポーツの社会学―課題と共生への道のり―　ジェイ・コークリー、ピー
ター・ドネリー　南窓社
【成績評価の方法と基準】
授業への参加度 (リアクションペーパー、グループワークへの参加、講義内で
の発言等)：30％
講義内小テスト：20％
最終レポート課題：50％
【学生の意見等からの気づき】
グループワーク実施時のアプローチ方法をいくつか追加しました。
【学生が準備すべき機器他】
ノートパソコン、あるいはタブレット
【その他の重要事項】
グループワークはオンラインツールを用いて行うため、原則パソコンを持参
すること。所有していない場合はタブレットなど一定以上の画面サイズがあ
る電子端末でも可とする。
【Outline (in English)】
【Course outline】　The main focus of sports sociology is to understand
sports as a social phenomenon, or to understand various cultures and
phenomena in society by observing them through sports. For example,
sports can be an aspect of entertainment or a bargaining tool for political
activities. By examining the relationship between humans and sports
from a variety of perspectives, the objective is to recognize the role that
sports have within society.
【Learning Objectives】1: Be able to explain the various ways in which
people interact with sports. 　 2: Be able to use social theory to
offer specific responses to the challenges that may arise in human
involvement in sport.
【Learning activities outside of classroom】　 Students are expected to
read carefully the reference books and related literature related to the
contents of the class before the class, and to be able to reflect them in
their comments and reaction papers.　 The standard preparation and
review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】　 Class participation (reaction papers,
participation in group work, speaking in class, etc.): 30%.
In-class quiz: 20%.
Final report assignment: 50%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

ヘルスデザイン論

安藤　正志、林田　はるみ

カテゴリ：専門基礎科目（講義科目）・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／2単位
曜日・時限：火3/Tue.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
科学技術の進展と連動するように疾病予備軍が増加している。偏った食生活や
運動不足は生活習慣病を助長することを学ぶ。また、健康に対する知識不足や
誤った生活習慣について理解するとともに、様々な視点から生涯を通じた健康
づくりについて留意できる知識や対処方法修得することが授業の目的である。
【到達目標】
健康に対する基本的知識を獲得し正しい生活習慣を送れる力を養う。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
講義形式でそれぞれのテーマに沿った問題を解説し、その現状と取組の最前
線を学ぶ。
このうちいくつかの課題についてはオンデマンド授業で学ぶ。
オンデマンド授業の受講および課題については授業開始時に説明する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ヘルスデザイン総論・運

動と健康
ヘルスデザインの定義と各論の紹
介・運動が健康に及ぼす影響につい
て講義する

2 食事と健康 健康的な食事とそうでない食事につ
いて講義する

3 水と健康 水分補給の重要性について講義する
4 心の問題と健康 主に若者に特有な心の問題を講義す

る
5 トレーナビリティと健康 障害者及び女性の体力・運動能力の

特徴を講義する
6 免疫機能と健康 我々の身体に備わっている免疫機能

を知る。また免疫機能の異常を知る。
7 飲酒と健康 飲酒の善し悪しについて講義する
8 日焼けと健康 日焼けの善し悪しについて講義する
9 目の健康 目の構造と働き、近視、乱視、不同

視などを引き起こす原因を理解し、
これらを予防する生活習慣を学ぶ。

10 風邪症候群 風邪症候群とインフルエンザについ
て講義する

11 喫煙と健康 喫煙の問題点と害について講義する
12 歯と健康 歯と口腔内の病気その予防法につい

て講義する
13 ヘルスデザイン総括 ヘルスデザインについて知識の確認

を行う
14 試験・まとめ ヘルスデザイン論の試験を行う
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配布資料を予習、復習する。
準備学習・復習時間は各２時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
資料を毎回授業支援システムにて提供する。
【参考書】
特に定めず、講義中に適宜支持する。
【成績評価の方法と基準】
平常点（10％）：毎回の授業へ取り組む姿勢、道徳的・社会的態度などを併
せて評価する。主に毎回の課題提出の出来栄えによって評価される。
知識確認テスト（45％）：学期の中間に行う
期末試験（45％）：学期末に行う
【学生の意見等からの気づき】
双方向性の授業方式の取り入れ
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムを毎回講義前日までに確認し、オンラインで必要な資料を
各自印刷あるいはファイルなどで準備する。

【その他の重要事項】
講義中簡単な実習などが組み込まれていることがあります。教室が満室で身
動きがとれないことが予想される場合、オンラインあるいはオンデマンド授
業に変えることがあります。このときには課題の提出をもって履修したとみ
なします。
【Outline (in English)】
Course outline: This courses introduces that in recent years, the number
of disease reserve troops has been increasing as to link with the progress
of science and technology. And then biased eating habits and lack of
exercise encourage lifestyle diseases.
Learning Objectives: In this lesson, students will learn and understand
about the knowledge of health and the erroneous lifestyle.
Learning activities outside of classroom:
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than four hours
for a class.
Grading Criteria /Policy ： Grading will be decided based on reports
(20%), and the examination (80%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

PSY100IA（心理学 / Psychology 100）

スポーツ心理学Ａ

島本　好平

カテゴリ：専門基礎科目（講義科目）・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／2単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ心理学とは，スポーツに関する心理学的な諸問題について研究する
学問であり，応用心理学の一領域として捉えられている。この授業では，ス
ポーツ心理学の理論とその実践的な利用法について学ぶことを目的とする。
【到達目標】
本講義の到達目標は，受講生がスポーツによる心理学的な影響についての知
識を深めることである。また「競技者」「指導者」「教育者」等のそれぞれの立
場からスポーツにおける心理学的問題・課題について，専門的知見から基礎
的説明ができるようになる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
本授業は基本的に対面形式で展開する。また、可能な限りメンバー数名とグ
ループを組み、グループディスカッションを展開してもらう。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方や授業内容の概要につ

いて説明する。スポーツ心理学の意
義とその役割について解説する。

2 動機づけを高める目標
設定

目標設定による効果、目標設定にお
ける原理・原則等について学習する。

3 競技ストレスへの対処 心理検査をもとに自らのストレスパ
ターンを調べ、ストレスとの付き合
い方について学習する。

4 アンガーマネジメント 怒りや情動等をコントロールする方
法について学習する。

5 ストレスを軽減する
ソーシャルサポート

ソーシャルサポートの種類とそれら
が競技者の心理面に及ぼす影響等を
学習する。

6 緊張・あがりへの対処 大事な場面において発生する緊張へ
の対処方法について学習する。

7 メンバーとの関係性と
コミュニケーション

コミュニケーションスキルの種類、
およびそれらの獲得方法について学
習する。

8 チームビルディング チームのまとまり（集団凝集性）を
高めていくための方法について学習
する。

9 チームのまとまりを高
める個の行動（組織市民
行動）

チームのまとまりを高める、構成員
の組織市民行動について学習を行う。

10 目標達成へと導くコー
チングスキル

コーチングスキルの本質、および望
ましいコーチングのあり方について
学習する。

11 心理的競技能力を高める 心理的競技能力診断検査をもとに、
同能力の構成と自らの現所について
学習する。

12 スポーツと人間形成 スポーツが人間形成や行動変容に及
ぼす影響について、また、行動変容
につながる意識変容の重要性につい
て学習する。

13 行動変容を意図したプ
ログラム開発およびカ
ウンセリング

ここまでの自己理解の深化と目標設
定スキルをもとに，自己に合った行
動変容（例：身体運動量増加）のた
めのプログラムを作成する。また、
１週間の実践を通じてその達成度を
自己評価し、その結果をグループ内
で共有しながら相互にカウンセリン
グを実施する（評価以降の内容は14
回目授業で行う予定）。

14 講義内容の総まとめ ここまでの授業内容をダイジェスト
形式で振り返りつつ、本授業のまと
めを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で配布したプリントを主として復習してください。また各回に授業で参考
にした書籍や論文等を記載します。それらを参考にしながら更に知識を深め
ていってください。本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
各回，プリントを配布します。
【参考書】
・「現場で活きるスポーツ心理学」（杏林書院，編：石井源信／楠本恭久／阿江
美恵子）
【成績評価の方法と基準】
（1）配分：平常点60％，最終レポート：40％，その他にも加点要素あり。
（2）成績評価：（1）の配分に基づき，総合的に判断・判定します。
【学生の意見等からの気づき】
毎回授業後に感想や質問などを記入するリアクションペーパーを提出しても
らいます。そこで記入された意見・感想等については、次回の授業序盤に前
回の復習も兼ねてフィードバックを行います。
【その他の重要事項】
授業の展開や受講者のニーズによっては、授業計画に変更が生じることがあ
ります。また，スポーツ心理学に関する近年の研究やトピックについても随
時触れていく予定です。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course introduces the basic knowledge of sports psychology about
theory and its practical use to students taking this course.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- understand well about psychological effect on the sport performance.
- explain with evidence about psychological problems from various
positions such as coach, teacher, and player.
【Learning activities outside of classroom】
After each class meeting, students will be expected to spend a few hours
to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following
The participation attitude: 60%, The final report: 40%
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SOC100IA（社会学 / Sociology 100）

スポーツ史

梶　孝之

カテゴリ：専門基礎科目（講義科目）・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　現在、スポーツは単に競技や遊びとして行うだけでなく、見たり、聞いたり
する時代となった。このようにスポーツは、人々の健康や幸福追求にとって
欠くことのできない一つの重要な生活文化領域を占めるようになってきてい
る。しかし、そもそも私達が行い、見たり、知っているつもりであるスポー
ツとは何なのか。本講義ではその手がかりとして、現代スポーツの直接の起
源となった歴史について言及する。
上記の学びを、自らがスポーツに携わる現状にひきつけて考えることを目的
とする。
【到達目標】
オリンピックやワールドカップなどの巨大スポーツイベントの意義や問題点、
各スポーツ種目の発展の経緯、我が国の体育・スポーツの歴史的発展と問
題点などを、具体的に理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
　各回、PowerPoint資料を用いて講義を行う。映像資料が現存している場合
には、可能な限り、動画を見ることができるよう配慮する。
　毎回の講義では、当日の講義内容を自分自身でまとめる時間をつくり、加
えて、感想及び疑問等のリアクションペーパー提出を求める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 講義の進め方や本講義の概要を説明

する。
2 スポーツの成立過程と

は？
古代のスポーツ、中世のスポーツ、近
世のスポーツ、時代毎の、スポーツの
成立過程とその意味について考える。

3 オリンピックとは何
か？ Olympic Truceと
は何か？

オリンピックの再興と発展、また古
代オリンピックから現代への平和思
想の繋がりを学ぶ。

4 スポーツの発生から近
代スポーツの成立まで

遊びとしてのスポーツ、祭礼として
のスポーツ、ブラッディスポーツを
経て、近代スポーツが成立する過程
を学ぶ。

5 テニスの歴史的変遷 古代から現代までのスポーツの成立
過程を『テニス』という種目から学
ぶ。

6 アイススポーツの歴史 古代から現代までのスポーツの成立
過程を『アイススポーツ』という種
目から学ぶ。

7 格闘技の歴史 古代から現代までのスポーツの成立
過程を『格闘技』という種目から学
ぶ。

8 野球の歴史 古代から現代までのスポーツの成立
過程を『野球』という種目から学ぶ。

9 バスケットボール・バ
レーボールの歴史

古代から現代までのスポーツの成立
過程を『バスケットボール・バレー
ボール』という種目から学ぶ。

10 バドミントンの歴史 古代から現代までのスポーツの成立
過程を『バドミントン』という種目
から学ぶ。

11 武道の歴史 古代から現代までのスポーツの成立
過程を『武道』という種目から学ぶ。

12 54年8ヶ月6日5時間
32分20秒3（人物史）

日本陸上競技長距離界の発展に尽力
した金栗四三に焦点を合わせる。

13 日本人女性初のオリン
ピックメダリスト（人物
史）

日本女子スポーツ界の発展に尽力し
た人見絹枝に焦点を合わせる。

14 本講義のまとめ 本講義のまとめを行い、尚且つ、講
義内での論述試験を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回のテーマ毎に準備学習を行う。（予習2時間）
講義終了後、当該テーマを深める。（復習2時間）

【テキスト（教科書）】
講義内では、PowerPoint資料を用いる。
講義内では、テキストは使用しない。
【参考書】
講義中に適宜、指示する。
【成績評価の方法と基準】
　「講義ごとに課す課題」(50％)と「最終講義時間に設定する講義内試験」(
50％)の提出を総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の講義のリアクションペーパーから、受講者の声を聞くことができるよ
うにする。
【学生が準備すべき機器他】
講義では、PowerPoint資料、映像資料などを使用する。学生の側で準備を必
要とする機器はない。
【その他の重要事項】
　受講生は，興味関心のあるスポーツの歴史には、特に関心を持ってほしい。
　
【Outline (in English)】
What is the sport that we play, watch, and think we know? In this
lecture, as a clue, we will refer to the history that is the direct origin of
modern sports.
Students will gain a concrete understanding of the significance and
problems of huge sporting events such as the Olympics and the
World Cup, the development history of each sport, and the historical
development and problems of physical education and sports in Japan.
Preparation will be done for each theme of each lesson (2 hour
preparation). After the lecture, the topic will be studied in depth (2
hour review).
The assignments assigned for each lecture（50％） and the submission
of the in-class examination set during the final lecture time（50％）will
be comprehensively evaluated.
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

スポーツ生理学

高見　京太

カテゴリ：専門基礎科目（講義科目）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／2単
位
曜日・時限：金4/Fri.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ生理学は、競技者のトレーニングや健康運動の指導などの現場で不
可欠な基礎学問です。本授業では、スポーツ健康学部で学ぶすべての学生が、
いずれのコースを選択する場合でも理解しておくべき、ヒトの身体の形態、機
能、および重要な反応や適応について取り上げます。
本授業の目的は、機能解剖学および生理学で学んだヒトの身体構造や働きを
基礎に、運動中、運動後、あるいは運動を継続する際に身体にどのような影
響や効果が生じるのかを理解することです。これにより、身体の一時的変化
や適応的変化のメカニズムを深く理解することを目指します。
【到達目標】
・運動による身体の機能的変化について理解を深める。
・運動やトレーニングがもたらす生理学的な機能や効果、その意義を系統立て
て説明できる。
・健康増進を目的とした身体活動や、スポーツパフォーマンス向上を目指した
トレーニングを、科学的エビデンスに基づいて構築する知識を習得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は基本的に対面形式で実施します。以下の手順に従い、学習を進めてく
ださい。
①授業で使用する『配布資料』は、前回の授業終了時に学習支援システムの
「教材」に公開されます。これをと教科書とを併せて予習を行ってください。
②『配布資料』と同時に『予習Sheet』が「テスト」に公開されますので、期
限内に実施してください。
③授業開始時には、前回の授業内容の理解度を確認するための『小テスト』を
行います。各自のデバイスを法政Wi-Fiに接続し、学習支援システムを開いて
おいてください。
④授業中、『配布資料』はスクリーンに投影しますが、印刷したものを持参す
るか、各自のデバイスで閲覧し、メモを取りながら受講してください。
⑤授業終了時に、『復習Quiz』がに公開されますので、期限内に実施してくだ
さい。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 体力の概念

神経系
体力を定義し、その測定方法を学習
する。
運動の発現および制御、ならびに運
動トレーニングによる脳・神経系へ
の効果を習得する。

2 エネルギー産生 筋のエネルギー供給機構を分類し、
運動への関与を結びつけて学習する。

3 筋の構造と分類 骨格筋の構造を確認し、筋のエネル
ギー供給機構を分類する。

4 筋収縮と運動 骨格筋の収縮と弛緩の仕組みを学習
し、筋の収縮様式を分類する。

5 呼吸器と運動 呼吸運動の仕組みを理解し、呼吸運
動の調節を学習する。

6 心臓と運動 心臓の構造と心筋の収縮を理解し、
心拍数の調節や血液の酸素運搬につ
いて学習する。

7 循環器系と運動 循環の原理を心臓、血管の働きから理
解しし、循環調節について学習する。

8 環境と運動 環境が運動に与える影響を学習し、
高所トレーニングや水中運動につい
て理解する。

9 栄養と運動、体の大き
さ、ウエイトコントロー
ル

栄養素の役割とグリコーゲンロー
ディングについて理解する。体型・
体型指数、身体組成について理解し、
形態計測の手順を学習する。スポー
ツ選手と肥満者のウエイトコント
ロールについて理解する。

10 体力の測定 (形態・神
経・筋・全身持久力)

体力の測定方法を分類し、体型、身
体組成、筋力測定、パワー測定、敏
捷性の測定の方法と手順を学習する。
また、基礎および安静時代謝に基準
を置く強度、最大下水準に基準を置
く強度、最大水準に基準を置く強度
について学習する。

11 トレーニングとは 運動様式別の運動条件とその効果、
およびライフステージ別の運動理論
について理解するために、健康づく
り運動の基礎となるトレーニングの
原理・原則を知る。

12 トレーニングとその効
果 (神経系、筋力と筋量)

健康づくり運動の基礎となるトレー
ニングの原理・原則を知ったうえで、
筋力と筋量を増強するための運動条
件とその効果について理解する。

13 トレーニングとその効
果 (筋パワーと筋持久力)

健康づくり運動の基礎となるトレー
ニングの原理・原則を知ったうえで、
筋パワーと筋持久力を高めるための
運動条件とその効果について理解す
る。

14 トレーニングとその効
果 (全身持久力)

有酸素性運動と無酸素性運動の違い
を理解し、至適運動強度や時間の違
いによる運動効果の違いについて説
明できる。また、日常生活やスポー
ツなどにおける有酸素性の身体活動
を分類できる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習：『配布資料』と教科書を参考に、学習支援システムに公開される『予習
Sheet』の設問に解答してください。
復習：『配布資料』の最終ページにある章のまとめを確認し、学習支援シス
テムの『復習Quiz』の設問に解答してください。
予習および復習の目安時間は、それぞれ2時間程度です。
【テキスト（教科書）】
「運動とスポーツの生理学改訂第4版」（北川薫編著，市村出版，2020年）
【参考書】
「はじめの一歩のイラスト生理学改訂第2版」(照井直人編,羊土社, 2012年)
「トートラ人体解剖生理学原書11版」(佐伯由香・細谷安彦・高橋研一・桑木
共之　編訳,丸善出版, 2020年)
「健康運動指導士養成講習会テキスト (上巻)」 (財)健康・体力づくり事業財団
【成績評価の方法と基準】
予習Sheetへの解答 (30%)
小テストの得点 (40%)
復習Quizへの解答（30%)

【学生の意見等からの気づき】
知識だけでなく興味・関心が高まるような具体的な内容を取り扱う。予習・復
習時間や基本的な知識レベルの差異を考慮して、理解度を高める工夫をする。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムを利用して資料の配布や課題の提出を行うため、インター
ネットに接続可能なデバイス（ノートパソコンやタブレットなど）を準備し
てください。
【その他の重要事項】
本講義は、機能解剖学および生理学の学習を前提に進めます。理解が難しい
内容があれば、これらの分野のテキスト等を活用して復習してください。ま
た、各自の関心領域に基づく授業外学習を通じて基礎知識を習得し、講義内
での主体的な学びを通じて、スポーツ健康学の基盤を確立することを目指し
てください。
【Outline (in English)】
Course outline
The aim of this course is to help students acquire knowledge of the
during effects of exercising, after exercising, or continuing exercising,
and the mechanism of temporary or adaptive changes in the body.
Learning Objectives
At the end of the course, students are expected to understand the
functional changes of the body due to exercise and to systematize the
physiological functions and effects of exercise and training and their
significance.
Learning activities outside of classroom
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than four hours
for a class.
Grading Criteria /Policies
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Answers to Preparation Sheet: 52%, Review Quiz Answers: 48%
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

運動生理学概論

高見　京太

カテゴリ：専門基礎科目（講義科目）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／2単
位
曜日・時限：金4/Fri.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ生理学は、競技者のトレーニングや健康運動の指導などの現場で不
可欠な基礎学問です。本授業では、スポーツ健康学部で学ぶすべての学生が、
いずれのコースを選択する場合でも理解しておくべき、ヒトの身体の形態、機
能、および重要な反応や適応について取り上げます。
本授業の目的は、機能解剖学および生理学で学んだヒトの身体構造や働きを
基礎に、運動中、運動後、あるいは運動を継続する際に身体にどのような影
響や効果が生じるのかを理解することです。これにより、身体の一時的変化
や適応的変化のメカニズムを深く理解することを目指します。
【到達目標】
・運動による身体の機能的変化について理解を深める。
・運動やトレーニングがもたらす生理学的な機能や効果、その意義を系統立て
て説明できる。
・健康増進を目的とした身体活動や、スポーツパフォーマンス向上を目指した
トレーニングを、科学的エビデンスに基づいて構築する知識を習得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は基本的に対面形式で実施します。以下の手順に従い、学習を進めてく
ださい。
①授業で使用する『配布資料』は、前回の授業終了時に学習支援システムの
「教材」に公開されます。これをと教科書とを併せて予習を行ってください。
②『配布資料』と同時に『予習Sheet』が「テスト」に公開されますので、期
限内に実施してください。
③授業開始時には、前回の授業内容の理解度を確認するための『小テスト』を
行います。各自のデバイスを法政Wi-Fiに接続し、学習支援システムを開いて
おいてください。
④授業中、『配布資料』はスクリーンに投影しますが、印刷したものを持参す
るか、各自のデバイスで閲覧し、メモを取りながら受講してください。
⑤授業終了時に、『復習Quiz』がに公開されますので、期限内に実施してくだ
さい。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 体力の概念

神経系
体力を定義し、その測定方法を学習
する。
運動の発現および制御、ならびに運
動トレーニングによる脳・神経系へ
の効果を習得する。

2 エネルギー産生 筋のエネルギー供給機構を分類し、
運動への関与を結びつけて学習する。

3 筋の構造と分類 骨格筋の構造を確認し、筋のエネル
ギー供給機構を分類する。

4 筋収縮と運動 骨格筋の収縮と弛緩の仕組みを学習
し、筋の収縮様式を分類する。

5 呼吸器と運動 呼吸運動の仕組みを理解し、呼吸運
動の調節を学習する。

6 心臓と運動 心臓の構造と心筋の収縮を理解し、
心拍数の調節や血液の酸素運搬につ
いて学習する。

7 循環器系と運動 循環の原理を心臓、血管の働きから理
解しし、循環調節について学習する。

8 環境と運動 環境が運動に与える影響を学習し、
高所トレーニングや水中運動につい
て理解する。

9 栄養と運動、体の大き
さ、ウエイトコントロー
ル

栄養素の役割とグリコーゲンロー
ディングについて理解する。体型・
体型指数、身体組成について理解し、
形態計測の手順を学習する。スポー
ツ選手と肥満者のウエイトコント
ロールについて理解する。

10 体力の測定 (形態・神
経・筋・全身持久力)

体力の測定方法を分類し、体型、身
体組成、筋力測定、パワー測定、敏
捷性の測定の方法と手順を学習する。
また、基礎および安静時代謝に基準
を置く強度、最大下水準に基準を置
く強度、最大水準に基準を置く強度
について学習する。

11 トレーニングとは 運動様式別の運動条件とその効果、
およびライフステージ別の運動理論
について理解するために、健康づく
り運動の基礎となるトレーニングの
原理・原則を知る。

12 トレーニングとその効
果 (神経系、筋力と筋量)

健康づくり運動の基礎となるトレー
ニングの原理・原則を知ったうえで、
筋力と筋量を増強するための運動条
件とその効果について理解する。

13 トレーニングとその効
果 (筋パワーと筋持久力)

健康づくり運動の基礎となるトレー
ニングの原理・原則を知ったうえで、
筋パワーと筋持久力を高めるための
運動条件とその効果について理解す
る。

14 トレーニングとその効
果 (全身持久力)

有酸素性運動と無酸素性運動の違い
を理解し、至適運動強度や時間の違
いによる運動効果の違いについて説
明できる。また、日常生活やスポー
ツなどにおける有酸素性の身体活動
を分類できる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習：『配布資料』と教科書を参考に、学習支援システムに公開される『予習
Sheet』の設問に解答してください。
復習：『配布資料』の最終ページにある章のまとめを確認し、学習支援シス
テムの『復習Quiz』の設問に解答してください。
予習および復習の目安時間は、それぞれ2時間程度です。
【テキスト（教科書）】
「運動とスポーツの生理学改訂第4版」（北川薫編著，市村出版，2020年）
【参考書】
「はじめの一歩のイラスト生理学改訂第2版」(照井直人編,羊土社, 2012年)
「トートラ人体解剖生理学原書11版」(佐伯由香・細谷安彦・高橋研一・桑木
共之　編訳,丸善出版, 2020年)
「健康運動指導士養成講習会テキスト (上巻)」 (財)健康・体力づくり事業財団
【成績評価の方法と基準】
予習Sheetへの解答 (30%)
小テストの得点 (40%)
復習Quizへの解答（30%)

【学生の意見等からの気づき】
知識だけでなく興味・関心が高まるような具体的な内容を取り扱う。予習・復
習時間や基本的な知識レベルの差異を考慮して、理解度を高める工夫をする。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムを利用して資料の配布や課題の提出を行うため、インター
ネットに接続可能なデバイス（ノートパソコンやタブレットなど）を準備し
てください。
【その他の重要事項】
本講義は、機能解剖学および生理学の学習を前提に進めます。理解が難しい
内容があれば、これらの分野のテキスト等を活用して復習してください。ま
た、各自の関心領域に基づく授業外学習を通じて基礎知識を習得し、講義内
での主体的な学びを通じて、スポーツ健康学の基盤を確立することを目指し
てください。
【Outline (in English)】
Course outline
The aim of this course is to help students acquire knowledge of the
during effects of exercising, after exercising, or continuing exercising,
and the mechanism of temporary or adaptive changes in the body.
Learning Objectives
At the end of the course, students are expected to understand the
functional changes of the body due to exercise and to systematize the
physiological functions and effects of exercise and training and their
significance.
Learning activities outside of classroom
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than four hours
for a class.
Grading Criteria /Policies
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Answers to Preparation Sheet: 52%, Review Quiz Answers: 48%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

スポーツマネジメント論

望月　拓実

カテゴリ：専門基礎科目（講義科目）・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2年次／2単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
マネジメントとは「組織・職場の目標を達成するために、経営資源を効率的・
効果的に活用すること」である。スポーツマネジメントにおいて「組織・職
場」はプロ・アマを問わない多様なスポーツ組織やスポーツ企業を指し、「目
標」とは勝利の追求や営業成績の向上、組織理念の達成を指す。また、「経営
資源」とはスポーツ組織・職場に関連するヒト・モノ・カネ・情報を指す。本
講義ではスポーツにおける様々な領域 (スポーツ経営学、地域振興、ツーリズ
ムなど)のマネジメント方法を学んでいく。
【到達目標】
１：スポーツマネジメントの概念を説明できるようになる
２：講義で学習した理論を用いて、他の課題に対しても考察し意見を出せる
ようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
講義では各回で設定された課題に対するグループワークを行い、自ら意見・ア
イディアを発信する。その後座学形式による講義を行ったうえで、その内容
をふまえた問いに対する意見 (リアクションペーパー)を作成する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 講義内容、講義の流れ、グループ

ワークの解説、成績評価の解説
第2回 体育・スポーツ経営学の

考え方
スポーツ経営におけるマネジメント
サイクル、体育・スポーツ事業の運営

第3回 するスポーツのマネジ
メント

運動者の実態、スポーツの断絶性、
スポーツ振興の問題と解決策

第4回 指導者資格制度のマネ
ジメント

スポーツ指導者資格の概要、資格の
保有理由と必要性

第5回 スポーツと地域振興 (地
域課題)

地域課題とスポーツの可能性、総合
型地域スポーツクラブ

第6回 スポーツと地域振興 (ま
ちづくり)

スポーツとまちづくり、スポーツに
よるコミュニティ再生

第7回 スポーツと地域振興 (マ
ネジメント)

地域スポーツの新しいマネジメント、
地域内外をつなぐ人的資源管理

第8回 中間まとめと小テスト これまでの学習内容をふりかえった
うえで、その内容をふまえての穴埋
め小テスト

第9回 公営競技のマネジメント 公営競技の特徴と現状、課題に対す
るマネジメント

第10回 フィットネスクラブの
マネジメント

フィットネスクラブ産業の動向、産
業の特徴とマネジメント

第11回 スポーツツーリズム (基
本構造)

スポーツツーリズムとは何か、ス
ポーツツーリズムの基本構造

第12回 スポーツツーリズム (デ
スティネーション)

スポーツデスティネーションとは何
か、スポーツツーリストの実態

第13回 スポーツツーリズム (マ
ネジメント)

スポーツイベント・ツアーのマネジ
メント

第14回 学習の総括 学習の総括 (第9回～第13回)とレ
ポート課題の解説 (テーマ設定、文字
数、引用方法の種類と方法)

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
受講期間中はスポーツマネジメントに関するニュースや事例を読み、積極的
に情報収集すること。本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします
【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
その都度授業内で紹介します
【成績評価の方法と基準】
授業への参加度 (リアクションペーパー、グループワークへの参加、講義内で
の発言等)：30％
講義内小テスト：20％
最終レポート課題：50％

【学生の意見等からの気づき】
スライドの文字サイズおよび授業スピードの調整を行い、より内容を理解し
やすくしました。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン、あるいはタブレット
【その他の重要事項】
授業ではスポーツマネジメント理論や事例を履修者がより深く考えるように
進めていきます。
【Outline (in English)】
【Course outline】 Management is "the efficient and effective use of
management resources to achieve the goals of an organization or
workplace. In sports management, "organizations and workplaces"
refer to various sports organizations and sports companies, regardless
of whether they are professional or amateur, and "goals" refer to
the pursuit of victory, improvement of business performance, and
achievement of organizational philosophy. Management resources"
refers to people, goods, money, and information related to sports
organizations and workplaces. In this lecture, students will learn
management methods in various areas of sports (sports management
studies, regional development, tourism, etc.).
【Learning Objectives】1: To be able to explain the concept of sports
management
2: To be able to use the theories learned in the lectures to consider and
formulate opinions on other issues
【Learning activities outside of classroom】
During the course, students are expected to read news and case
studies related to sports management and actively and actively collect
information on sports management. (The standard preparation and
review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
Class participation (reaction papers, participation in group work,
speaking in class, etc.): 30%.
In-class quiz: 20%.
Final report assignment: 50%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

ECN100IA（経済学 / Economics 100）

スポーツビジネス論Ⅰ

片上　千恵

カテゴリ：専門基礎科目（講義科目）・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／2単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：〈他〉〈優〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義ではスポーツマネジメントにおける代表的な事例を取り上げながら、市
場規模や特徴を理解するとともに、現在直面する課題や将来の発展の方向性
について学んでいく。
【到達目標】
本講義では、スポーツ・サービス産業を対象に、当該領域における基本的な知
見を学習するとともに、スポーツの当面する問題を明らかにする。また、ス
ポーツ産業を展開する際に重要となるマーケティングへの基礎的な理論・技
術の理解および修得を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は講義形式でおこなう。毎回授業内容をまとめたリアクションぺーパー
を提出する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション　ス

ポーツ産業の発展とス
ポーツマーケティング

サービス財の特性、権利ビジネス、
文化の産業化

2 スポーツマーケティン
グの考え方

マーケティング志向、交換

3 消費者行動とマーケッ
トセグメンテーション

意思決定、市場細分化、リレーショ
ンシップマーケティング

4 マーケティング戦略の
考え方

マーケティング戦略、ドメイン

5 スポーツ・サービス産業
のプロダクト

プロダクト構造、中核商品、顧客満足

6 スポーツ・イベントのマ
ネジメント（プロ・ス
ポーツ）

Ｊリーグ、企業マーケティング

7 スポーツ・イベントのマ
ネジメント（スポーツ消
費者行動）

観戦者行動、観戦者マーケティング

8 スポーツ・イベントのマ
ネジメント（ブランディ
ング）

ブランディング

9 スポーツ・イベントのマ
ネジメント（マーケティ
ング戦略）

フランチャイズ、リーグマネジメン
ト、セカンドキャリア

10 スポーツ・サービス産業
の一般的経営課題（市場
動向）

需要動向、事業環境、経営戦略

11 スポーツ・サービス産業
の一般的経営課題（コ
ミュニケーション戦略）

スポーツブランドのコーポレートブ
ランドコミュニケーション戦略

12 スポーツ・サービス産業
の一般的経営課題 (CSR
およびソーシャルマー
ケティング)

CSR、CSV、SRI、NGO

13 まとめ 各テーマに関する総括
14 授業内レポート レポート作成 (1)

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各 4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
『よくわかるスポーツマーケティング』，仲澤眞・吉田政幸　編著，ミネルヴァ
書房，2017年
【参考書】
特に設けず、資料などは必要に応じて配布する
【成績評価の方法と基準】
期末テスト (80%)および授業内レポートの評価 (20%)から総合的に判断する
【学生の意見等からの気づき】
授業後にリアクションぺーパーを配布し、授業の感想や気付き、質問を記入
してもらいう。その内容をもとに次の授業冒頭でフィードバックを行う。

【Outline (in English)】
（Course outline)The sport industry includes the sport goods, service,
and construction segments.（Learning Objectives）This course is an
introduction to the fundamental elements of the sport industry. Upon
successful completion of this course, students will be able to understand
how they can synthesize and apply basic theories, concepts, and
practices related to each segment of the sport industry.（Learning
activities outside of classroom) Students will be expected to have
completed the required assignments after each class meeting. Your
study time will be more than two hours for a class.（Grading Criteria）
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end examination: 80%、Short reports : 20%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

スポーツコーチング論Ａ

苅部　俊二

カテゴリ：専門基礎科目（講義科目）・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：〈他〉〈優〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ競技者育成のためのスポーツコーチング、また生涯スポーツのため
のコーチングについてその本質と理論を理解する。新しい時代にふさわしい
スポーツのコーチングとは「競技者やスポーツそのものの未来に責任を負う
社会的な活動」である。これを実践するために、コーチングの理念・哲学、対
自分力と対他者力、現場のマネジメントを学ぶ。
【到達目標】
効果的なスポーツコーチングに必要な専門的知識を習得し、応用する能力を
養う。様々な競技スポーツやレクリエーションスポーツなどに関するコーチ
ングの本質と理論を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」「DP8」に
関連
【授業の進め方と方法】
授業は講義形式で行い、毎時限課題の提出を求める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 授業の進め方のガイダ

ンス
モデルコアカリキュラムとの関連性
実践におけるコーチ役の使命と職務

第2回 スポーツの意義と価値 スポーツの文化的特性・スポーツ精神
スポーツ基本法とスポーツ基本計画

第3回 日本のコーチングの今 グッドコーチに向けた「７つの提言」
スポーツインティグリティ

第4回 多様なコーチング文脈 種類別コーチに求められるもの
参加型スポーツのコーチング
パフォーマンススポーツのコーチン
グ

第5回 コーチに求められるもの コーチの主な機能（職務）
第6回 コーチの学び コーチが学ぶための方法論

省察の流れ
第7回 コーチのセルフコント

ロール
自分の心理的、行動的な特徴
セルフコントロールの技法の理解

第8回 コーチのコミュニケー
ションスキル

コミュニケーション
プレゼンテーション
ファシリテーション

第9回 コーチングとリーダー
シップ

集団、チーム
リーダーシップ理論の流れ
リーダーの成長を促す経験

第10回 多様な思考法に基づく
コーチング

理論的思考法
分析的思考法
創造的思考法
判的思考法

第11回 発育発達と女性アス
リートのコーチング

成長期の子どものコーチングの特徴
女性アスリートのコーチングの特徴

第12回 障がいのある人のコー
チング

アダプテッドスポーツ
インクルーシブスポーツ
障がいのある人のコーチングの特徴

第13回 リスクマネージメント 暴力的指導のリスクマネージメント
スポーツ事故のリスクマネージメン
ト

第14回 試験・まとめと解説 授業内試験を実施
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
特に課題を与えることはしないが、参考書に目を通しておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に設けない。必要に応じて資料を配布する。
【参考書】
「グッドコーチになるためのココロエ」平野裕一、土屋裕睦、荒井弘和共編、
培風館
「私たちは未来から「スポーツ」を託されている」文部科学省編、Gakken
「コーチング学への招待」日本コーチング学会編、大修館書店
「球技のコーチング学」日本コーチング学会編、大修館書店

【成績評価の方法と基準】
授業状況（20％）および授業内に行う課題レポート（30％）、学期末試験（50％）
によって評価する。
【学生の意見等からの気づき】
授業の進行が速かったので、丁寧に授業を進行するよう努力します。
【Outline (in English)】
【Course outline】
The purposes of this class are to learn the philosophy, attitude and
action on the sport coaching and to learn coaching skill.
【Learning Objectives】
Objectives are to understand the philosophy, attitude and action on the
sport coaching.
【Learning activities outside of classroom】
Your study time will be more than four hours for a class.
【Grading Criteria/Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following: Short reports(30%), Term-end examination(50%) and usual
performance score (20%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

スポーツ実習入門

苅部　俊二

サブタイトル：（Ｃ）
カテゴリ：専門基礎科目（実技科目）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：水1/Wed.1
備考（履修条件等）：（　）カッコ内アルファベットはクラスを示
しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
複数のスポーツ種目を実践することでバランスのとれた体力の向上を図ると
ともに、各スポーツ種目の技能と精神的特性に対する理解を深める。
【到達目標】
自己の体力の把握と高め方、各種スポーツの行い方、楽しみ方、規範（スポー
ツパーソンシップやマナー、安全配慮）等を学ぶことにより、「生涯を通じた
豊かなスポーツライフの実現」へ向けた資質・能力の獲得を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
本学の体育施設を利用し、毎時間、様々な種目について技能・ルール・マナー・
戦術等を実習を通して学んでいく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業計画の説明、施設・用具の確認、

記述形式によるレディネスの把握等
2 体力テスト 文科省の新体力テストに準じる。ま

た、既往症の把握も行う。
3 じゅうどうあそび＆ス

トレッチ
静的・動的による各種の方法を学ぶ。

4 フラッグフットボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

5 フラッグフットボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

6 フットサル ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

7 バスケットボール ３×３を含み、ルール、技能、ゴー
ル型戦術、安全配慮等を学ぶ。

8 ハンドボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

9 バドミントン ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

10 バレーボール ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

11 硬式テニス ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

12 卓球 ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

13 ソフトボール ルール、技能、ベースボール型戦術、
安全配慮等を学ぶ。

14 まとめ 受講生の今後の体力向上とスポーツ
ライフの質的向上へ向けたまとめを
行い、それらを踏まえたレポート作
成・提出を課題とする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ほぼ毎時間実習によって身体を動かすため、それに備え、栄養・睡眠等の健康
状態について日頃から気をつけること。また、各種のスポーツのルール・行
い方等についても予習しておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
『イラストでみる最新スポーツルール2019』大修館書店
文部科学省『高等学校学習指導要領解説・保健体育・体育編』（ぎょうせい、
平成30年）
文部科学省『新体力テスト－有意義な活用のために－』（ぎょうせい、平成
12年）

【成績評価の方法と基準】
参加態度点（60点）、スポーツへの理解度（観察、20点）、レポート（20点）
【学生の意見等からの気づき】
今年度もスポーツへの親しみを促進し、心身の健康への関心を高め、今後よ
りよい学生生活を過ごせるように内容の充実を図りたい。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
This class is aiming to improve student’s fitness level well-balanced, and
to teach about the skill and mindset of various sport disciplines through
practice.
【到達目標（Learning Objectives）】
This class is aiming to acquire of nature, the ability that was able to turn
to "realization of the rich sports life through the life" by learning grasp of
the physical strength of the self and high, the act various sports, a way of
enjoying, a model (sports person ship and a manner, safe consideration).
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Be usually almost careful about health condition such as nourishment,
the sleep for it to move a body by training at time. In addition, students
prepare for tomorrow’s lesson about a rule, the act various sports.
Students assume for each two hours a standard at preparations for this
class learning, review time.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
A participation manner point (60 points), the understanding degree
(observation, 20 points) to sports, a report (20 points)
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

スポーツ実習入門

小田　佳子

サブタイトル：（Ａ）
カテゴリ：専門基礎科目（実技科目）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：水1/Wed.1
備考（履修条件等）：（　）カッコ内アルファベットはクラスを示
しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
複数のスポーツ種目を実践することでバランスのとれた体力の向上を図ると
ともに、各スポーツ種目の技能と精神的特性に対する理解を深める。
【到達目標】
自己の体力の把握と高め方、各種スポーツの行い方、楽しみ方、規範（スポー
ツパーソンシップやマナー、安全配慮）等を学ぶことにより、「生涯を通じた
豊かなスポーツライフの実現」へ向けた資質・能力の獲得を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
本学の体育施設を利用し、毎時間、様々な種目について技能・ルール・マナー・
戦術等を実習を通して学んでいく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業計画の説明、施設・用具の確認、

記述形式によるレディネスの把握等
2 体力テスト 文科省の新体力テストに準じる。ま

た、既往症の把握も行う。
3 じゅうどうあそび＆ス

トレッチ
静的・動的による各種の方法を学ぶ。

4 フラッグフットボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

5 フラッグフットボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

6 フットサル ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

7 バスケットボール ３×３を含み、ルール、技能、ゴー
ル型戦術、安全配慮等を学ぶ。

8 ハンドボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

9 バドミントン ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

10 バレーボール ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

11 硬式テニス ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

12 卓球 ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

13 ソフトボール ルール、技能、ベースボール型戦術、
安全配慮等を学ぶ。

14 まとめ 受講生の今後の体力向上とスポーツ
ライフの質的向上へ向けたまとめを
行い、それらを踏まえたレポート作
成・提出を課題とする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ほぼ毎時間実習によって身体を動かすため、それに備え、栄養・睡眠等の健康
状態について日頃から気をつけること。また、各種のスポーツのルール・行
い方等についても予習しておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
『イラストでみる最新スポーツルール2019』大修館書店
文部科学省『高等学校学習指導要領解説・保健体育・体育編』（ぎょうせい、
平成30年）
文部科学省『新体力テスト－有意義な活用のために－』（ぎょうせい、平成
12年）

【成績評価の方法と基準】
参加態度点（60点）、スポーツへの理解度（観察、20点）、レポート（20点）
【学生の意見等からの気づき】
今年度もスポーツへの親しみを促進し、心身の健康への関心を高め、今後よ
りよい学生生活を過ごせるように内容の充実を図りたい。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
This class is aiming to improve student’s fitness level well-balanced, and
to teach about the skill and mindset of various sport disciplines through
practice.
【到達目標（Learning Objectives）】
This class is aiming to acquire of nature, the ability that was able to turn
to "realization of the rich sports life through the life" by learning grasp of
the physical strength of the self and high, the act various sports, a way of
enjoying, a model (sports person ship and a manner, safe consideration).
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Be usually almost careful about health condition such as nourishment,
the sleep for it to move a body by training at time. In addition, students
prepare for tomorrow’s lesson about a rule, the act various sports.
Students assume for each two hours a standard at preparations for this
class learning, review time.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
A participation manner point (60 points), the understanding degree
(observation, 20 points) to sports, a report (20 points)
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

スポーツ実習入門

永木　耕介

サブタイトル：（Ｇ）
カテゴリ：専門基礎科目（実技科目）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：水1/Wed.1
備考（履修条件等）：（　）カッコ内アルファベットはクラスを示
しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
複数のスポーツ種目を実践することでバランスのとれた体力の向上を図ると
ともに、各スポーツ種目の技能と精神的特性に対する理解を深める。
【到達目標】
自己の体力の把握と高め方、各種スポーツの行い方、楽しみ方、規範（スポー
ツパーソンシップやマナー、安全配慮）等を学ぶことにより、「生涯を通じた
豊かなスポーツライフの実現」へ向けた資質・能力の獲得を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
本学の体育施設を利用し、毎時間、様々な種目について技能・ルール・マナー・
戦術等を実習を通して学んでいく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業計画の説明、施設・用具の確認、

記述形式によるレディネスの把握等
2 体力テスト 文科省の新体力テストに準じる。ま

た、既往症の把握も行う。
3 じゅうどうあそび＆ス

トレッチ
静的・動的による各種の方法を学ぶ。

4 フラッグフットボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

5 フラッグフットボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

6 フットサル ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

7 バスケットボール ３×３を含み、ルール、技能、ゴー
ル型戦術、安全配慮等を学ぶ。

8 ハンドボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

9 バドミントン ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

10 バレーボール ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

11 硬式テニス ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

12 卓球 ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

13 ソフトボール ルール、技能、ベースボール型戦術、
安全配慮等を学ぶ。

14 まとめ 受講生の今後の体力向上とスポーツ
ライフの質的向上へ向けたまとめを
行い、それらを踏まえたレポート作
成・提出を課題とする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ほぼ毎時間実習によって身体を動かすため、それに備え、栄養・睡眠等の健康
状態について日頃から気をつけること。また、各種のスポーツのルール・行
い方等についても予習しておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
『イラストでみる最新スポーツルール2019』大修館書店
文部科学省『高等学校学習指導要領解説・保健体育・体育編』（ぎょうせい、
平成30年）
文部科学省『新体力テスト－有意義な活用のために－』（ぎょうせい、平成
12年）

【成績評価の方法と基準】
参加態度点（60点）、スポーツへの理解度（観察、20点）、レポート（20点）
【学生の意見等からの気づき】
今年度もスポーツへの親しみを促進し、心身の健康への関心を高め、今後よ
りよい学生生活を過ごせるように内容の充実を図りたい。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
This class is aiming to improve student’s fitness level well-balanced, and
to teach about the skill and mindset of various sport disciplines through
practice.
【到達目標（Learning Objectives）】
This class is aiming to acquire of nature, the ability that was able to turn
to "realization of the rich sports life through the life" by learning grasp of
the physical strength of the self and high, the act various sports, a way of
enjoying, a model (sports person ship and a manner, safe consideration).
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Be usually almost careful about health condition such as nourishment,
the sleep for it to move a body by training at time. In addition, students
prepare for tomorrow’s lesson about a rule, the act various sports.
Students assume for each two hours a standard at preparations for this
class learning, review time.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
A participation manner point (60 points), the understanding degree
(observation, 20 points) to sports, a report (20 points)
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

スポーツ実習入門

笹澤　吉明

サブタイトル：（Ｅ）
カテゴリ：専門基礎科目（実技科目）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：水1/Wed.1
備考（履修条件等）：（　）カッコ内アルファベットはクラスを示
しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
複数のスポーツ種目を実践することでバランスのとれた体力の向上を図ると
ともに、各スポーツ種目の技能と精神的特性に対する理解を深める。
【到達目標】
自己の体力の把握と高め方、各種スポーツの行い方、楽しみ方、規範（スポー
ツパーソンシップやマナー、安全配慮）等を学ぶことにより、「生涯を通じた
豊かなスポーツライフの実現」へ向けた資質・能力の獲得を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
本学の体育施設を利用し、毎時間、様々な種目について技能・ルール・マナー・
戦術等を実習を通して学んでいく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業計画の説明、施設・用具の確認、

記述形式によるレディネスの把握等
2 体力テスト 文科省の新体力テストに準じる。ま

た、既往症の把握も行う。
3 じゅうどうあそび＆ス

トレッチ
静的・動的による各種の方法を学ぶ。

4 フラッグフットボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

5 フラッグフットボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

6 フットサル ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

7 バスケットボール ３×３を含み、ルール、技能、ゴー
ル型戦術、安全配慮等を学ぶ。

8 ハンドボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

9 バドミントン ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

10 バレーボール ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

11 硬式テニス ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

12 卓球 ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

13 ソフトボール ルール、技能、ベースボール型戦術、
安全配慮等を学ぶ。

14 まとめ 受講生の今後の体力向上とスポーツ
ライフの質的向上へ向けたまとめを
行い、それらを踏まえたレポート作
成・提出を課題とする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ほぼ毎時間実習によって身体を動かすため、それに備え、栄養・睡眠等の健康
状態について日頃から気をつけること。また、各種のスポーツのルール・行
い方等についても予習しておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
『イラストでみる最新スポーツルール2019』大修館書店
文部科学省『高等学校学習指導要領解説・保健体育・体育編』（ぎょうせい、
平成30年）
文部科学省『新体力テスト－有意義な活用のために－』（ぎょうせい、平成
12年）

【成績評価の方法と基準】
参加態度点（60点）、スポーツへの理解度（観察、20点）、レポート（20点）
【学生の意見等からの気づき】
今年度もスポーツへの親しみを促進し、心身の健康への関心を高め、今後よ
りよい学生生活を過ごせるように内容の充実を図りたい。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
This class is aiming to improve student’s fitness level well-balanced, and
to teach about the skill and mindset of various sport disciplines through
practice.
【到達目標（Learning Objectives）】
This class is aiming to acquire of nature, the ability that was able to turn
to "realization of the rich sports life through the life" by learning grasp of
the physical strength of the self and high, the act various sports, a way of
enjoying, a model (sports person ship and a manner, safe consideration).
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Be usually almost careful about health condition such as nourishment,
the sleep for it to move a body by training at time. In addition, students
prepare for tomorrow’s lesson about a rule, the act various sports.
Students assume for each two hours a standard at preparations for this
class learning, review time.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
A participation manner point (60 points), the understanding degree
(observation, 20 points) to sports, a report (20 points)
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

スポーツ実習入門

苅部　俊二

サブタイトル：（Ｂ）
カテゴリ：専門基礎科目（実技科目）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内アルファベットはクラスを示
しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
複数のスポーツ種目を実践することでバランスのとれた体力の向上を図ると
ともに、各スポーツ種目の技能と精神的特性に対する理解を深める。
【到達目標】
自己の体力の把握と高め方、各種スポーツの行い方、楽しみ方、規範（スポー
ツパーソンシップやマナー、安全配慮）等を学ぶことにより、「生涯を通じた
豊かなスポーツライフの実現」へ向けた資質・能力の獲得を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
本学の体育施設を利用し、毎時間、様々な種目について技能・ルール・マナー・
戦術等を実習を通して学んでいく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業計画の説明、施設・用具の確認、

記述形式によるレディネスの把握等
2 体力テスト 文科省の新体力テストに準じる。ま

た、既往症の把握も行う。
3 じゅうどうあそび＆ス

トレッチ
静的・動的による各種の方法を学ぶ。

4 フラッグフットボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

5 フラッグフットボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

6 フットサル ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

7 バスケットボール ３×３を含み、ルール、技能、ゴー
ル型戦術、安全配慮等を学ぶ。

8 ハンドボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

9 バドミントン ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

10 バレーボール ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

11 硬式テニス ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

12 卓球 ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

13 ソフトボール ルール、技能、ベースボール型戦術、
安全配慮等を学ぶ。

14 まとめ 受講生の今後の体力向上とスポーツ
ライフの質的向上へ向けたまとめを
行い、それらを踏まえたレポート作
成・提出を課題とする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ほぼ毎時間実習によって身体を動かすため、それに備え、栄養・睡眠等の健康
状態について日頃から気をつけること。また、各種のスポーツのルール・行
い方等についても予習しておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
『イラストでみる最新スポーツルール2019』大修館書店
文部科学省『高等学校学習指導要領解説・保健体育・体育編』（ぎょうせい、
平成30年）
文部科学省『新体力テスト－有意義な活用のために－』（ぎょうせい、平成
12年）

【成績評価の方法と基準】
参加態度点（60点）、スポーツへの理解度（観察、20点）、レポート（20点）
【学生の意見等からの気づき】
今年度もスポーツへの親しみを促進し、心身の健康への関心を高め、今後よ
りよい学生生活を過ごせるように内容の充実を図りたい。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
This class is aiming to improve student’s fitness level well-balanced, and
to teach about the skill and mindset of various sport disciplines through
practice.
【到達目標（Learning Objectives）】
This class is aiming to acquire of nature, the ability that was able to turn
to "realization of the rich sports life through the life" by learning grasp of
the physical strength of the self and high, the act various sports, a way of
enjoying, a model (sports person ship and a manner, safe consideration).
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Be usually almost careful about health condition such as nourishment,
the sleep for it to move a body by training at time. In addition, students
prepare for tomorrow’s lesson about a rule, the act various sports.
Students assume for each two hours a standard at preparations for this
class learning, review time.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
A participation manner point (60 points), the understanding degree
(observation, 20 points) to sports, a report (20 points)
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

スポーツ実習入門

永木　耕介

サブタイトル：（Ｈ）
カテゴリ：専門基礎科目（実技科目）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内アルファベットはクラスを示
しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
複数のスポーツ種目を実践することでバランスのとれた体力の向上を図ると
ともに、各スポーツ種目の技能と精神的特性に対する理解を深める。
【到達目標】
自己の体力の把握と高め方、各種スポーツの行い方、楽しみ方、規範（スポー
ツパーソンシップやマナー、安全配慮）等を学ぶことにより、「生涯を通じた
豊かなスポーツライフの実現」へ向けた資質・能力の獲得を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
本学の体育施設を利用し、毎時間、様々な種目について技能・ルール・マナー・
戦術等を実習を通して学んでいく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業計画の説明、施設・用具の確認、

記述形式によるレディネスの把握等
2 体力テスト 文科省の新体力テストに準じる。ま

た、既往症の把握も行う。
3 じゅうどうあそび＆ス

トレッチ
静的・動的による各種の方法を学ぶ。

4 フラッグフットボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

5 フラッグフットボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

6 フットサル ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

7 バスケットボール ３×３を含み、ルール、技能、ゴー
ル型戦術、安全配慮等を学ぶ。

8 ハンドボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

9 バドミントン ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

10 バレーボール ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

11 硬式テニス ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

12 卓球 ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

13 ソフトボール ルール、技能、ベースボール型戦術、
安全配慮等を学ぶ。

14 まとめ 受講生の今後の体力向上とスポーツ
ライフの質的向上へ向けたまとめを
行い、それらを踏まえたレポート作
成・提出を課題とする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ほぼ毎時間実習によって身体を動かすため、それに備え、栄養・睡眠等の健康
状態について日頃から気をつけること。また、各種のスポーツのルール・行
い方等についても予習しておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
『イラストでみる最新スポーツルール2019』大修館書店
文部科学省『高等学校学習指導要領解説・保健体育・体育編』（ぎょうせい、
平成30年）
文部科学省『新体力テスト－有意義な活用のために－』（ぎょうせい、平成
12年）

【成績評価の方法と基準】
参加態度点（60点）、スポーツへの理解度（観察、20点）、レポート（20点）
【学生の意見等からの気づき】
今年度もスポーツへの親しみを促進し、心身の健康への関心を高め、今後よ
りよい学生生活を過ごせるように内容の充実を図りたい。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
This class is aiming to improve student’s fitness level well-balanced, and
to teach about the skill and mindset of various sport disciplines through
practice.
【到達目標（Learning Objectives）】
This class is aiming to acquire of nature, the ability that was able to turn
to "realization of the rich sports life through the life" by learning grasp of
the physical strength of the self and high, the act various sports, a way of
enjoying, a model (sports person ship and a manner, safe consideration).
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Be usually almost careful about health condition such as nourishment,
the sleep for it to move a body by training at time. In addition, students
prepare for tomorrow’s lesson about a rule, the act various sports.
Students assume for each two hours a standard at preparations for this
class learning, review time.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
A participation manner point (60 points), the understanding degree
(observation, 20 points) to sports, a report (20 points)
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

スポーツ実習入門

笹澤　吉明

サブタイトル：（Ｆ）
カテゴリ：専門基礎科目（実技科目）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内アルファベットはクラスを示
しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
複数のスポーツ種目を実践することでバランスのとれた体力の向上を図ると
ともに、各スポーツ種目の技能と精神的特性に対する理解を深める。
【到達目標】
自己の体力の把握と高め方、各種スポーツの行い方、楽しみ方、規範（スポー
ツパーソンシップやマナー、安全配慮）等を学ぶことにより、「生涯を通じた
豊かなスポーツライフの実現」へ向けた資質・能力の獲得を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
本学の体育施設を利用し、毎時間、様々な種目について技能・ルール・マナー・
戦術等を実習を通して学んでいく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業計画の説明、施設・用具の確認、

記述形式によるレディネスの把握等
2 体力テスト 文科省の新体力テストに準じる。ま

た、既往症の把握も行う。
3 じゅうどうあそび＆ス

トレッチ
静的・動的による各種の方法を学ぶ。

4 フラッグフットボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

5 フラッグフットボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

6 フットサル ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

7 バスケットボール ３×３を含み、ルール、技能、ゴー
ル型戦術、安全配慮等を学ぶ。

8 ハンドボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

9 バドミントン ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

10 バレーボール ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

11 硬式テニス ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

12 卓球 ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

13 ソフトボール ルール、技能、ベースボール型戦術、
安全配慮等を学ぶ。

14 まとめ 受講生の今後の体力向上とスポーツ
ライフの質的向上へ向けたまとめを
行い、それらを踏まえたレポート作
成・提出を課題とする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ほぼ毎時間実習によって身体を動かすため、それに備え、栄養・睡眠等の健康
状態について日頃から気をつけること。また、各種のスポーツのルール・行
い方等についても予習しておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
『イラストでみる最新スポーツルール2019』大修館書店
文部科学省『高等学校学習指導要領解説・保健体育・体育編』（ぎょうせい、
平成30年）
文部科学省『新体力テスト－有意義な活用のために－』（ぎょうせい、平成
12年）

【成績評価の方法と基準】
参加態度点（60点）、スポーツへの理解度（観察、20点）、レポート（20点）
【学生の意見等からの気づき】
今年度もスポーツへの親しみを促進し、心身の健康への関心を高め、今後よ
りよい学生生活を過ごせるように内容の充実を図りたい。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
This class is aiming to improve student’s fitness level well-balanced, and
to teach about the skill and mindset of various sport disciplines through
practice.
【到達目標（Learning Objectives）】
This class is aiming to acquire of nature, the ability that was able to turn
to "realization of the rich sports life through the life" by learning grasp of
the physical strength of the self and high, the act various sports, a way of
enjoying, a model (sports person ship and a manner, safe consideration).
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Be usually almost careful about health condition such as nourishment,
the sleep for it to move a body by training at time. In addition, students
prepare for tomorrow’s lesson about a rule, the act various sports.
Students assume for each two hours a standard at preparations for this
class learning, review time.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
A participation manner point (60 points), the understanding degree
(observation, 20 points) to sports, a report (20 points)

— 180 —
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HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

スポーツ実習入門

木村　新

サブタイトル：（Ｄ）
カテゴリ：専門基礎科目（実技科目）・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／1単
位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：（　）カッコ内アルファベットはクラスを示
しています。
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
複数のスポーツ種目を実践することでバランスのとれた体力の向上を図ると
ともに、各スポーツ種目の技能と精神的特性に対する理解を深める。
【到達目標】
自己の体力の把握と高め方、各種スポーツの行い方、楽しみ方、規範（スポー
ツパーソンシップやマナー、安全配慮）等を学ぶことにより、「生涯を通じた
豊かなスポーツライフの実現」へ向けた資質・能力の獲得を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
本学の体育施設を利用し、毎時間、様々な種目について技能・ルール・マナー・
戦術等を実習を通して学んでいく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業計画の説明、施設・用具の確認、

記述形式によるレディネスの把握等
2 体力テスト 文科省の新体力テストに準じる。ま

た、既往症の把握も行う。
3 じゅうどうあそび＆ス

トレッチ
静的・動的による各種の方法を学ぶ。

4 フラッグフットボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

5 フラッグフットボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

6 フットサル ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

7 バスケットボール ３×３を含み、ルール、技能、ゴー
ル型戦術、安全配慮等を学ぶ。

8 ハンドボール ルール、技能、ゴール型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

9 バドミントン ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

10 バレーボール ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

11 硬式テニス ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

12 卓球 ルール、技能、ネット型戦術、安全
配慮等を学ぶ。

13 ソフトボール ルール、技能、ベースボール型戦術、
安全配慮等を学ぶ。

14 まとめ 受講生の今後の体力向上とスポーツ
ライフの質的向上へ向けたまとめを
行い、それらを踏まえたレポート作
成・提出を課題とする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ほぼ毎時間実習によって身体を動かすため、それに備え、栄養・睡眠等の健康
状態について日頃から気をつけること。また、各種のスポーツのルール・行
い方等についても予習しておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
『イラストでみる最新スポーツルール2019』大修館書店
文部科学省『高等学校学習指導要領解説・保健体育・体育編』（ぎょうせい、
平成30年）
文部科学省『新体力テスト－有意義な活用のために－』（ぎょうせい、平成
12年）

【成績評価の方法と基準】
参加態度点（60点）、スポーツへの理解度（観察、20点）、レポート（20点）
【学生の意見等からの気づき】
今年度もスポーツへの親しみを促進し、心身の健康への関心を高め、今後よ
りよい学生生活を過ごせるように内容の充実を図りたい。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
This class is aiming to improve student’s fitness level well-balanced, and
to teach about the skill and mindset of various sport disciplines through
practice.
【到達目標（Learning Objectives）】
This class is aiming to acquire of nature, the ability that was able to turn
to "realization of the rich sports life through the life" by learning grasp of
the physical strength of the self and high, the act various sports, a way of
enjoying, a model (sports person ship and a manner, safe consideration).
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Be usually almost careful about health condition such as nourishment,
the sleep for it to move a body by training at time. In addition, students
prepare for tomorrow’s lesson about a rule, the act various sports.
Students assume for each two hours a standard at preparations for this
class learning, review time.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
A participation manner point (60 points), the understanding degree
(observation, 20 points) to sports, a report (20 points)
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HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

スポーツトレーニング論Ⅰ

木村　新

カテゴリ：専門基幹科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／2単
位
曜日・時限：金3/Fri.3

その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
トレーニング科学を理解する上で必要な基礎的知識 (バイオメカニクス、運動
生理学、神経科学等)を学び、適切なトレーニング計画をデザインするための
基礎を習得する。
【到達目標】
・トレーニング科学を学ぶ上で必要な基礎的知識 (バイオメカニクス、運動生
理学、神経科学等)を理解する。
・各種トレーニング (レジスタンストレーニング、持久性トレーニング、プラ
イオメトリクストレーニング等)の内容と方法および、トレーニング実践での
留意点についての科学的知見を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」「DP8」に
関連
【授業の進め方と方法】
授業は講義形式が中心となるが、パワーポイントやVTR等の画像資料を用い
た実際の事例を用いながら行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス トレーニング科学の対象、位置づけ、

方法とは何かを説明した後に、今後
の講義の流れについて確認する。

第2回 トレーニング指導者論 トレーニング指導者としての役割や
実務、またトレーニングに関する
データの測定・分析・評価・活用の
方法について概説する。

第3回 トレーニング方法の基礎 トレーニング方法の種類 (レジスタン
ストレーニング、持久性トレーニン
グ、プライオメトリクストレーニン
グ等)を解説し、トレーニングを計画
する際の注意点について確認する。
加えて、トレーニング方法の種類に
応じた負荷のかけ方や相互関係につ
いて説明する。

第4回 骨格筋の科学① 骨格筋の生理学的な側面について説
明する。

第5回 骨格筋の科学② 骨格筋と腱の力学特性について説明
する。

第6回 トレーニング動作のバ
イオメカニクス

トレーニング動作をバイオメカニク
ス的な観点から評価できるようにな
ることを目指す。

第7回 生体エネルギー論 運動様式に応じたエネルギー供給機
構を説明する。

第8回 レジスタンストレーニ
ング①

レジスタンストレーニングにおける
頻度や強度の標準的な組み方を説明
する。

第9回 レジスタンストレーニ
ング②

レジスタンストレーニングの各種エ
クササイズを概説し、各種エクササ
イズをバイオメカニクス的な観点か
ら説明する。

第10回 持久性トレーニング① 持久性トレーニングに伴う身体内部
の変化について説明する。

第11回 持久性トレーニング② 持久性トレーニングの標準的な組み
方について説明する。

第12回 プライオメトリクスト
レーニング

プライオメトリクストレーニングと
は何かを説明し、プライオメトリク
ストレーニングの各種エクササイズ
とそれらのバイオメカニクスについ
て概説する。

第13回 リカバリー方法 リカバリーの各種技法の紹介、効果
のメカニズムを解説する。

第14回 期末試験 1～13回目までの内容について、修
得状況を判定するテストをおこなう。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義形式であるが、自分の実施しているスポーツあるいは興味のあるスポー
ツにここでの理論・知見をあてはめる作業を望む。本授業の準備学習・復習時
間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
なし（各授業回、資料を作成して学習支援システム「教材」にアップロード
する）
【参考書】
講義内で適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
期末試験（原則100%、ただし下記※参照）：講義各回に提示する重要点を中
心に作成した複数の設問を、各テーマについて満遍なく網羅した試験問題に
よって評価をする。
※授業回の中には、事前にまたは授業内に小課題を課す場合がある。これら
の成果の集積は期末試験の点数と合わせて最終成績を決定する点数算出に用
いる場合がある。
【禁止事項】授業中に提示するスライドや動画などを許可なく撮影することを
禁止する。また授業を録音・録画することを禁止する。これに違背して許可
なく撮影・録音・録画を行った学生の定期試験受験を認めない。
【学生の意見等からの気づき】
講義形式ではあるが、アクティブ・ラーニングになるように工夫して進める。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
スポーツトレーニング論Ⅱの内容と合わせて理解するとトレーニングに関す
る見解が深まると思われるので、スポーツトレーニング論Ⅱの受講を勧める。
【Outline (in English)】
【Course outline】
To learn the basic knowledge required to understand training science
(biomechanics, physiology, neuroscience, etc.).
To learn the fundamentals for designing training plans.
【Learning Objectives】
Objectives are to understand findings in the training science and to use
them in the application of training.
【Learning activities outside of classroom】
Students try to apply their understanding to sports fields. The standard
preparation and review time for this class is 1 hour each.
【Grading criteria/Policy】
Test: 100%
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LAW100IA（法学 / law 100）

スポーツ法学Ⅰ

森　浩寿

カテゴリ：専門基幹科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／2単位
曜日・時限：月1/Mon.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義の第一のテーマは、スポーツに関する法的問題を知ることである。ス
ポーツと法律、スポーツと法的問題を結びつけて考えることは、近年とくに注
目されている。社会の規範として法律があるように、スポーツにもルールと
いう規範が存在する。本講義の第二のテーマは、さまざまなスポーツ・ルー
ル（特に規約類）について考えることである。それにより、選手や指導者の
活動環境が良くなることが期待される。
【到達目標】
さまざまなスポーツレベルに存在する法的問題を知り、解決策を述べること
ができる。
スポーツ紛争の解決手段を分類し、違いを説明することができる。
事故に関するスポーツ指導者の負う法的責任について正しい知識を身に付け、
果たすべき注意義務について説明できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
スポーツ界の規約・ルールと関係する法規（条約・法律・憲章ほか）との関係
について検討し、ルールのあり方について議論する。
スポーツビジネスをめぐる法的問題を理解する。
スポーツ活動中の事故をめぐる指導者の法的責任について正しい知識を習得
し、指導者に求められている注意義務を理解する。
適宜、意見の開陳は求めるが、理解の確認や意見表明のためにリアクション・
ペーパー類の小テストの提出を求める。
提出された小レポート等については、適宜、次回の授業で紹介し、学びを深
める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方、テキスト、評価につ

いて
2 スポーツ法とスポーツ

法学
スポーツ関係法規、スポーツ法学の
対象

3 スポーツ団体の性格 団体の法人格、規約策定、部分社会論
4 スポーツ・ルールの機能 規約・ルールの意義、内容、処分
5 スポーツにおける機会

均等
スポーツにおける男女平等、障害者
スポーツおよび国籍をめぐる法的諸
問題

6 ドーピング問題 アンチ・ドーピング対策の歴史と現
在（条約、規程）、違反と処分

7 企業スポーツの法的諸
問題

企業スポーツの誕生・発展・衰退・
選手の身分保障、移籍規定

8 プロスポーツの選手契
約 (1)

プロ野球の選手契約（入団・移籍・
引退）、野球協約、プロサッカー選手
契約規定

9 プロスポーツの選手契
約 (2)

サッカーＪリーグの選手契約（入団・
移籍・引退）、野球協約、プロサッ
カー選手契約規定

10 プロスポーツの選手契
約 (3)

大相撲、バスケットbjリーグ、野球
独立リーグなどの選手契約

11 スポーツビジネス 契約、各種権利、スポンサーシップ、
放送権、命名権ほか

12 スポーツ事故の法的責任 指導者の法的責任（民事・刑事）
13 指導者の注意義務 安全配慮義務の構造、具体的注意義務
14 スポーツ紛争の解決手段 裁判、裁判外紛争解決（仲裁・調

停）、スポーツ仲裁
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
日頃から、各種メディアを通じて、スポーツ関連ニュースに関心を持つ。
第1回：シラバスの理解
第2回：前回の復習及び提示された予習（４時間）
第3回：前回の復習及び提示された予習（４時間）
第4回：前回の復習及び提示された予習（４時間）
第5回：前回の復習及び提示された予習（４時間）
第6回：前回の復習及び提示された予習（４時間）
第7回：前回の復習及び提示された予習（４時間）
第8回：前回の復習及び提示された予習（４時間）

第9回：前回の復習及び提示された予習（４時間）
第10回：前回の復習及び提示された予習（４時間）
第11回：前回の復習及び提示された予習（４時間）
第12回：前回の復習及び提示された予習（４時間）
第13回：前回の復習及び提示された予習（４時間）
第14回：前回の復習及び提示された予習（４時間）
【テキスト（教科書）】
使用しない
【参考書】
特に指定しない。適宜、紹介する。
【成績評価の方法と基準】
授業参加（30％）…授業実時数の2／3以上の出席が成績評価の対象条件で
す。授業内での意見発出と数回の実施を予定している小レポートの内容を評
価に加えます。
試験・レポート（70％）…与えられた質問に対して、決められた時間でいか
にまとめることができるかが評価の基準です。日本語力、文章作成力も問わ
れます。
【学生の意見等からの気づき】
一方的な講義ではなく、意見交換等の双方向の授業を目指す。
【Outline (in English)】
Course outline
There are many legal issues in sports. For example, it is the issue of
human rights, a professional player’s contract dispute, the tort liability
in case of the sports accident. Doping in sports is one of the biggest
issue in world sports, and dispute resolution in sports is the big subject
of concern too.
The goals of this course are to
(1) obtain the knowledge about sports and law
(2) be able to understand about the dispute resolution in sports
(3) obtain the knowledge about the legal responsibility in sports
coaching
We examine the relationship of sports rule and the social norm.
Learning Objectives
The goals of this course are to know the legal issues that exist at
various sporting levels and be able to describe solutions, classify the
means of resolving sports disputes and explain the differences, and
acquire correct knowledge of the legal responsibilities of sports coaches
in relation to accidents and be able to explain the duty of care that
should be fulfilled.
Learning activities outside of classroom
Before/after each class meeting, students will be expected to be in touch
with the news on a regular basis and take an interest in social events.
Your required study time is at least four hours for each class meeting.
Grading Criteria
Final grade will be calculated according to the following process Short
reports for each meeting (20%) and term-end examination (80%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

SOM200IA（社会医学 / Society medicine 200）

予防医学概論

瀬戸　宏明

カテゴリ：専門基幹科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2年次／2単位
曜日・時限：木4/Thu.4

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
生体に関する基礎的学問分野の成果を包括的に活用し、予防医学およびスポー
ツに関わる様々な医学的テーマをの基礎を学ぶ。身体機能に関する基礎的事
項を理解したうえで身体活動・運動が健康に及ぼす影響を理解することを目
標とする。
【到達目標】
スポーツ医学が扱う広範な分野を把握し、関連する定義、疫学、病態生理を
理解する。健康管理や身体トレーニングの実践において必須となる、身体活
動、運動の意義・効果について、科学的エビデンスに基づき説明できるよう
にする。基本的なスポーツ外傷・障害や救急処置を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
本講義は、予防医学、健康科学の基礎的事項に加え、内科、整形外科を中心と
した臨床分野に応用され、幼児から高齢者、健常者から疾病保有者を幅広く
対象とするスポーツ医学の概観を理解することを目的とする。その導入とし
ては身体活動・運動と健康との関わりを理解することから始まる。基本的な
身体機能の理解と、様々なスポーツ障害やその予防について学習する。疫学
に代表される社会医学分野の事項も扱う。
社会情勢によってはオンライン授業に変更することもありうる。それにとも
なう各回の授業計画の変更については、学習支援システムなどでその都度提
示する。具体的なオンライン授業の方法などを授業内掲示板などで提示する
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス スポーツ医学について説明し、健康

管理、スポーツ活動などに関連する
スポーツ医学分野のトピックスを紹
介する。

2 スポーツと健康 運動習慣、スポーツ活動が健康増進
に果たす役割を学習し、健康管理有
用な運動処方、運動の種類、強度な
どの指標を理解する。また健康づく
り施策や健康運動指導士についても
学習する。

3 健康の概念、医事法規 健康とは何かについて、世界保健機
構の宣言、オタワ憲章の概念を参照
して理解する。健康管理に関連して
医療関係法規を学習する。

4 日本における健康施策 健康日本２１に代表される日本の健
康に対する施策について紹介する。

5 運動基準・運動指針 身体活動・運動および体力と健康と
の関係についての概念を確立し、「健
康日本21」「健康づくりのための身
体活動基準2013」などの内容を紹介
する。

6 生活習慣病概論 生活習慣病とは何か、生活習慣病に
含まれる疾病を概念的にとらえ、運
動習慣等による予防、治療について
包括的に学習する。

7 呼吸循環器系の働きと
エネルギー供給

呼吸器官、心脈管系の構造と機能に
ついて理解し、一過性運動時の換気
応答、脈管系の応答について学習す
る。また、その背景となる運動時の
筋活動に対するエネルギー供給機構
の基礎を学ぶ。

8 内科的メディカル
チェック
内科的障害と予防

スポーツを実践する人の健康管理を
理解し、内科的メディカルチェック
の項目（問診、理学所見、血液検査、
心電図、運動負荷試験など）を学習
する。
またスポーツによる内科的な急性・
慢性の障害を取り上げ、予防、治療
について紹介する。

9 整形外科的メディカル
チェック

スポーツ活動時の運動機能の評価と
スポーツ障害の管理を目的とした整
形外科的メディカルチェックについ
て学習する。

10 救急処置 スポーツ現場での救急処置について
学習するとともに心肺蘇生法の理論
と実際を理解する。

11 整形外科的障害　 スポーツによる障害発生頻度、原因
となるスポーツに関する知見を理解
する。

12 整形外科的外傷 外傷の早期発見と予防、原因となる
スポーツに関する知見を理解する。

13 運動器退行性疾患 加齢に伴う運動器疾患の病態を理解
して適切な身体活動による進行防止
や運動指導の意義を理解する。また
介護予防についても学習する。

14 総括・単位認定試験 講義内容の総括と単位認定試験をお
こなう。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回テーマにおけるキーワードについて予備知識をあらかじめ学習すること。
例えば、生活習慣病とは何か？ など。本授業の準備学習・復習時間は各 2時
間を標準とする。
各講義の約1週間前から授業支援システム上の「教材」に資料を掲載するの
で、受講者は事前学習をおこない授業やテストにのぞむこと。
【テキスト（教科書）】
特に使用しない。
【参考書】
健康運動指導士試験　要点整理と実践問題（文光堂）
【成績評価の方法と基準】
単位認定試験で原則100%
ただし授業内で小テストを課すことがある。
小テストは単位認定試験の点数と合わせて最終成績を決定するための点数算
出に用いる場合がある。
【学生の意見等からの気づき】
適宣、解説用の補助プリントを作成し授業支援システムに掲示する。
【その他の重要事項】
※授業の展開によって、若干の変更があり得る。
教員は整形外科医であり、スポーツ医学に長らく関わってきている。そのた
め現場で求められているものを授業で展開可能である。経験を活かし、予防
医学およびスポーツに関わる様々な医学的テーマの基礎を講義する。
【Outline (in English)】
【Course out line】
A purpose of this lecture is to learn the following things
1: study basic knowladge about preventive medicine and sports injuries
2: learn the influence that physical activity and exercise give to health
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to understand the
followings:
－ definitions, epidemiology, and pathophysiology related to sports
medicine.
－ the significance and effect of physical activity and exercise
－basic sports injuries /disabilities and first aid
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Final grade will be calculated according to the following process term-
end examination (100%),

— 184 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

SOM100IA（社会医学 / Society medicine 100）

衛生学

笹澤　吉明

カテゴリ：専門基幹科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1年次／2単
位
曜日・時限：水3/Wed.3

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本講義の目的は、生命をまもり、生涯を通じて健康に過ごすために必要な
衛生に関する基礎的・基本的な知識の理解を深めることである。
　衛生学の基本的な考え方、地球環境問題、水や大気などの環境衛生、身の
回りの化学物質、病原微生物、衣食住の衛生、公害と健康影響について学ぶ。
　衛生学の目的は単に病気を防ぐだけでなく、全般に亘る生活の質を向上さ
せ、地球環境の改善にも目を向けられる思考を育むことである。
【到達目標】
個々人の健康の保持増進のため、身の回りの環境の整備や化学物質の管理が重
要であることについて理解し、社会人として責任ある実践に結びつけられる
ようにするとともに、次世代に繋げられるようにすることが到達目標である。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」「DP8」に
関連
【授業の進め方と方法】
授業方法は、原則として対面による授業とする。授業では、単に知識を与え
るのみならず、課題解決型の質問による双方向の授業進行となることに留意
する。各授業後に理解の程度を確かめるレポートを課す。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 概論 衛生学について全体を見渡す。
2 衛生の概念 衛生学の考え方や衛生学の成り立ち

について歴史的経緯をふまえ概説す
る。

3 人間の環境 生活環境、地球生態系、環境汚染、
地球環境問題について概説する。

4 環境の把握とその評価・
対策

環境の認知、環境状態の把握、環境
の評価、環境リスク対策について概
説する。

5 物理的環境要因 気温、湿度、気流、輻射熱、騒音、放
射線・紫外線、気圧について概説す
る。

6 化学的環境要因 化学物質に対する考え方、毒性およ
び毒性試験、化学的環境要因につい
て概説する。

7 生物的環境要因 人類と微生物、主な病原微生物、感
染症の病態、感染症疫学、感染経路、
環境要因と感染症の発生について概
説する。

8 空気の衛生と大気汚染 空気と人間、体温調節と空気、気候、
空気の成分と汚染について概説する。

9 水の衛生と水質汚濁 水と健康、上水、下水、水質汚濁に
ついて概説する。

10 廃棄物 一般廃棄物、産業廃棄物、不法投棄、
有害廃棄物の越境移動の管理、マイ
クロプラスティックの海洋汚染につ
いて概説する。

11 衣食住の衛生 衣の衛生、食の衛生、住居の衛生に
ついて概説する。

12 公害と環境問題 公害の概念と歴史、日本の公害問題、
地球規模の環境問題、最近の環境問
題について概説する。

13 環境の管理 環境管理の必要性、環境管理の方法、
国際的取り組み、国内での取り組み
について概説する。

14 総合討論 衛生学上の課題について総合討論を
行い、講義のまとめを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は各2時間。授業内で示した課題に関するレポートの
提出を求める。
【テキスト（教科書）】
シンプル衛生公衆衛生学2025、小山ら、南江堂、2025、2860円。

【参考書】
適宜紹介。
【成績評価の方法と基準】
授業毎のレポート（50％）及び最終レポート（50％）により評価する。欠席
が多い場合には評価の対象とはしないことに留意する。なお、やむを得ず欠
席する場合は理由を書面にて提出すること。
【学生の意見等からの気づき】
学生の意見を取り入れるようにする。
【Outline (in English)】
　The purpose of this course is to deepen understanding of the basic and
fundamental knowledge about hygiene necessary to protect life and stay
healthy throughout one’s life.
　 Students will learn about the basic concepts of hygiene, global
environmental issues, environmental sanitation of water and air,
chemical substances in our daily lives, pathogenic microorganisms,
sanitation of food, clothing and shelter, and pollution and its effects on
health.
　 The purpose of hygiene is not simply to prevent disease, but to
improve the overall quality of life and to develop a mindset that also
focuses on improving the global environment.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

スポーツ栄養学

長谷川　祐子

カテゴリ：専門基幹科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／2単
位
曜日・時限：火3/Tue.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、食事・栄養について科学的根拠に基づいたアドバイスが出来
るようになることを目的に、スポーツ栄養学の基礎を学び、簡単な栄養アセ
スメントを演習します。
【到達目標】
《栄養学基礎》主要な栄養素の特性、栄養素／食品／食事の関係性、望ましい
食事の構成等について説明できる。
《栄養ケアマネジメント》１年間の期分けや、1日の練習、試合前後といった
タイミングを考慮した食事法について説明できる。また、栄養アセスメント
結果に基づいた食事のアドバイスが行える。
《頻発する課題対策》水分補給、減量、増量、貧血、女性アスリートの３主徴
など、栄養管理上の主要な課題とその対応策について説明できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
0.授業資料の入手…予習時にダウンロード
1.前回の小テストの解説
2.講義（演習問題を含む）
3.小テスト
※出席…小テストの提出により出席とする。
※リアクションペーパー…小テストによる。
※Q&A…学習支援システムの授業内掲示板にて対応。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、食事の基礎

《栄養は車にたとえられ
る：車はどう作られて
いるか》

・授業の進め方について理解する。
・食生活と健康の関係、食事の基本構
成、栄養素の名前・役割・含まれて
いる食品や料理、体に入る経路（消
化と吸収）について概要を知る。
【演習】栄養アセスメント（６つのお
皿、食品摂取多様性スコア）

2 エネルギー　基礎（エネ
ルギー供給機構と競技
分類）
《エンジンの種類と車種、
必要なガソリンの量》

・身体活動（生活活動・運動）、身体
活動レベル、身体活動量（エネル
ギー消費量）とその内訳、エネル
ギー供給機構と競技分類、エネル
ギー消費量のアセスメント法を知る。
【課題１】行動記録の記入、エネル
ギーのアセスメント（身体組成に基
づく基礎代謝量推定、行動記録に基
づくエネルギー消費量推定）

3 エネルギー　応用（女性
アスリートの３主徴）
《ガス欠》

・身体活動、食事、相対的エネルギー
不足の関係、骨代謝、女性アスリート
の3主徴、RED-Sについて理解する。
・骨密度およびエネルギー不足のア
セスメント法を知る。
【演習】栄養アセスメント（FAT
チェックシート、EAT-26）

4 たんぱく質　基礎
《車体の維持》

・たんぱく質の構造、機能、消化・吸
収・代謝、望ましい摂取量、多く含
まれる食品・料理、栄養アセスメン
ト方法を知る。
【演習】たんぱく質目標摂取量の推定

5 脂質　基礎
《レギュラーガソリンの
利用》

・エネルギー産生栄養素である脂質
の構造、機能、消化・吸収・代謝、望
ましい摂取量、多く含まれる食品・
料理を知る。
・競技力向上と健康増進に役立つ脂
質の機能性について理解する。
【演習】脂質目標摂取量の推定

6 エネルギー・たんぱく質
　応用（増量）
《車体の改造》

・競技と体格の関係について知る。
・増量の方法について理解する。

7 エネルギー・たんぱく質
　応用（減量）
《車体の改造》

・減量の方法について理解する。
・身体組成のアセスメント法を知る。
【演習】減量計画の作成

8 炭水化物　基礎　
《高性能ガソリンの利用》

・エネルギー産生栄養素である炭水
化物（糖質）の構造、機能、消化・吸
収・代謝、望ましい摂取量、多く含
まれる食品・料理、栄養アセスメン
ト方法を知る。
・難消化性の炭水化物（食物繊維）の
働きを知る。
【演習】炭水化物目標摂取量の推定

9 水分　基礎
《車体を冷やすラジエー
タ》

・体内における水分およびナトリウ
ムの機能、吸収、効果的な補給法、
脱水のアセスメント方法について理
解する。
【演習】脱水の身体所見

10 炭水化物・水分　応用
（試合前後の食事・水分
補給）
《レース前後の整備》

・グリコーゲンローディングを始め
試合前後の食事の概要、タイムスケ
ジュール、注意点について理解する。
・合宿、遠征時の食事の注意点につい
て理解する。

11 ビタミン
《エンジンオイル、ワッ
クス、グリースの利用》

・ビタミンの定義、過剰症・欠乏症、
望ましい摂取量、多く含まれる食品・
料理、栄養アセスメント方法を知る。
・エネルギー代謝、骨代謝、造血、免
疫能におけるビタミンの重要性を理
解する。
【演習】栄養アセスメント（簡易ビタ
ミンK摂取調査表）

12 ミネラル①鉄と貧血
《車体の維持と修理》

・ミネラルの定義を知る。
・鉄の機能、吸収、望ましい摂取量、
多く含まれる食品・料理、栄養アセ
スメント方法を知る。
・スポーツ貧血について理解する。

13 ミネラル②カルシウム・
マグネシウムと骨代謝、
その他のミネラル
《車体の維持と修理》
ライフステージ別栄養
問題と栄養管理
《メンテナンス長期計画》

・カルシウム、マグネシウム、その他
のミネラルの機能、過剰症・欠乏症、
吸収、望ましい摂取量、多く含まれ
る食品・料理、栄養アセスメント方
法を知る。
・子どもの欠食/肥満、女性・妊婦の
やせ、成人の肥満、高齢者の低栄養
など、ライフステージごとの栄養問
題と栄養管理について知る。
【演習】栄養アセスメント（カルシウ
ム自己チェック表）
【課題２】アスリートの食事改善

14 サプリメント
《チューニング》

・サプリメントのメリット・デメリッ
ト、必要性の検討法について理解
する。
・スポーツ現場でよく用いられる機
能性成分について知る。
【演習】栄養アセスメント（食習慣・
コンディショニング質問紙）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
【予習】
・講義資料の読了…学習支援システムよりダウンロードし読んでおく。
【復習】
・講義資料による復習
・オンライン小テスト…学習支援システムにて次回授業までにやっておく。
・課題
※本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
なし（講義資料を毎回配布）
【参考書】
・「リファレンスブック」（日本スポーツ協会）
・「スポーツと栄養（公認アスレチックトレーナー　専門科目テキスト第9巻）」
（日本スポーツ協会）
・「エッセンシャル・スポーツ栄養学」（市村出版）
・「エビデンスに基づく競技別・対照別スポーツ栄養」（建帛社）
・「アスリートのための栄養・食事ガイド」（第一出版）
・「改訂版『身体活動のメッツ（METｓ）表』」（国立健康・栄養研究所）{https:
//www.nibiohn.go.jp/eiken/programs/2011mets.pdf}　
・「日本人の食事摂取基準　2025年度版」（厚生労働省）{https://www.mhlw.go.jp
/stf/newpage_44138.html}
・「食品成分データベース」（文部科学省） {http://fooddb.mext.go.jp/}　
・「心と体をつくる食生活のすすめ」（全国大学生活協同組合連合会）{https://
www.univcoop.or.jp/parents/cooking/index.html}

【成績評価の方法と基準】
評価配分：　定期試験（50％），課題１（10%），課題２（30%），授業への取
り組み（10％）
小テスト未提出が5回以上の場合、出席不足として評価は行いません。定期試
験は大学で定められた期間に行います（授業内試験ではありません）。
【学生の意見等からの気づき】
・授業の終了時間がオーバーしないように調整します。
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【学生が準備すべき機器他】
・資料配布・課題提出等のために学習支援システム等を利用します。
・紙の講義資料は配布しません。映写に加え、手元でも資料を見たい人は印
刷するか閲覧機器（スマートフォン等）を持参のこと。
【その他の重要事項】
・関連資格：アスレティックトレーナー、健康運動指導士、健康運動実践指導者
・授業の展開によって、進行に若干の変更があり得ます。
【Outline (in English)】
< Course outline> The aim of this course is to help students acquire the
basics of sports nutrition while exercising a few nutritional assessments,
so that they will be able to provide evidence-based advice on diet and
nutrition.
< Learning Objectives> By the end of the course, students should be
able to:
－ explain the nature of major nutrients, the relationship between
nutrients/foods/diet, and the composition of well-balanced diet.
－explain about the nutritional strategies considering the periodization
and the timing in daily training sessions or sports events.
－ make suggestion for appropriate diet with the results of some
nutritional assessments.
－explain about the dietary approaches for the important issues such as
hydration, weight loss/weight gain, sports anemia, female athlete triad,
and so on.
< Learning activities outside of classroom> Before each class meeting,
students will be expected to have a read the handout downloaded from
the e-learning support system. After each class meeting, they will be
also expected to understand the course content with the handout, the
quiz online, and the homework assignments. Their study time will be
about four hours in total for a class.
< Grading Criteria /Policy>
Final grade will be calculated according to the following process: Final
exam (50%); Assignment 1 & 2 (20%); Assignments 3 (20%); Active
participation (10%). If students missed to take the quizzes online 5
times or more, they cannot pass this course.
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

スポーツバイオメカニクス

木村　新

カテゴリ：専門基幹科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／2単
位
曜日・時限：月1/Mon.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ中の運動を筋力や身体内部で作用する内力と、重力や地面反力など
の外力との相互作用であることを理解する。そしてその手法としてのキネマ
ティクスとキネティクスにおける基礎を学習する。　
【到達目標】
スポーツ動作の解析に用いる力学的基礎を理解し、バイオメカニクス的な運
動の見方を獲得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
バイオメカニクスで用いる基礎的な力学について学び、キネマティクスおよ
びキネティクスにおける解析について概説する。また、キネマティクスおよ
びキネティクス以外のバイオメカニクス的手法についてもその概要と分析方
法について学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 講義の到達目標や流れを概説する。
第2回 並進運動の力学① 位置・速度・加速度、放物運動につ

いて説明する。
第3回 並進運動の力学② 並進の力と運動の関係の基礎につい

て学ぶ。
第4回 回転運動の力学① 角度・角速度・角加速度、力のモー

メントについて知る。
第5回 回転運動の力学② 回転の力と運動の関係の基礎につい

て学ぶ。
第6回 仕事・エネルギー・パ

ワー
エネルギーの観点から身体運動につ
いて考える。

第7回 良い動きの原則 反動動作や緩衝動作について力学的
に考える。

第8回 各種動作のバイオメカ
ニクス①

走・跳躍動作の研究成果について紹
介する。

第9回 各種動作のバイオメカ
ニクス②

投球・打撃動作の研究成果について
紹介する。

第10回 ダイナミカルシステム
理論

システム論の観点から身体運動を捉
え、動きの安定性やばらつきについ
て学ぶ。

第11回 運動制御論 冗長性問題とは何か、その問題に対
処する説としてどのようなもの提案
されているのかを学ぶ。

第12回 骨格筋の力学特性 筋の力-長さ関係、力-速度関係につい
て説明する。

第13回 腱の力学特性 腱の粘弾性的なふるまいについて力
学的な説明を行う。

第14回 期末試験とまとめ 1～13回目までの内容について、修
得状況を判定するテストをおこない、
試験後に本講義のまとめを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
復習を行うことを必須とする。
本授業の復習時間は2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
必要に応じ授業中に適宜指示する．　
【参考書】
阿江通良・藤井範久. スポーツバイオメカニクス20講. 朝倉書店、2002
金子 公宥・福永 哲夫. バイオメカニクス 身体運動の科学的基礎. 杏林書院、
2004

【成績評価の方法と基準】
期末試験（原則100%、ただし下記※参照）：講義各回に提示する重要点を中
心に作成した複数の設問を、各テーマについて満遍なく網羅した試験問題に
よって評価をする。
※授業回の中には、事前にまたは授業内に小課題を課す場合がある。これら
の成果の集積は期末試験の点数と合わせて最終成績を決定する点数算出に用
いる場合がある。

【禁止事項】授業中に提示するスライドや動画などを許可なく撮影することを
禁止する。また授業を録音・録画することを禁止する。これに違背して許可
なく撮影・録音・録画を行った学生の定期試験受験を認めない。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
可能な限り各回の授業の前週末までに授業支援システムにPDFハンドアウト
をアップロードする。
【その他の重要事項】
授業の展開によって若干の変更があり得る。
【Outline (in English)】
【Course outline】
To understand that human movement is an interaction between
muscular and internal forces acting within the body and external forces
such as gravity and ground reaction forces.
To understand the basics of Newton’s mechanics in sports.
【Learning Objectives】
The learning objective is to understand the mechanical basis used in
human movement analysis.
【Learning activities outside of the classroom】
The standard preparation and review time for this class is 1 hour each.
【Grading Criteria /Policy】
Test: 100%
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SOM200IA（社会医学 / Society medicine 200）

公衆衛生学

笹澤　吉明

カテゴリ：専門基幹科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2年次／2単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ウィンスロウ（WHO）の定義にあるように、「公衆衛生は、共同社会の組織的
な努力を通じて、疾病を予防し、寿命を延長し、身体的・精神的健康と能率の
増進を図る科学・技術である」とされ、これに必要な知識を幅広く習得する。
【到達目標】
１．人の健康に影響を与える、宿主要因、生物的環境要因、社会・経済的要
因、物理・化学的要因を学び、予防医学の重要性を理解する。
２．予防医学の研究方法である疫学の知識を身につける。
３．ライフコース（母子・学校・産業・成人・高齢者保健）にける疾病と予
防、精神保健、国際保健など幅広い公衆衛生の課題を理解する。
４．関連する様々な法規と保健行政機関の役割を理解する。
５．公衆衛生活動について理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
授業方法は、原則として対面による授業とする。授業では、単に知識を与え
るのみならず、課題解決型の質問による双方向の授業進行となることに留意
する。各授業後に理解の程度を確かめるレポートを課す。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 健康の概念と公衆衛生学 健康の定義、生活と健康、健康問題

の変遷、公衆衛生活動について概説
する。

2 保健統計 健康水準、健康指標、人口統計、そ
の他の統計について概説する。

3 疫学とは 疫学の定義、国際疾病分類、曝露と
疾病量について概説する。

4 疫学の方法 疫学研究の分類、症例対照研究、コ
ホート研究、介入研究について概説
する。

5 疫学の偏りと因果関係 偏りと交絡、因果関係について概説
する。

6 主な疾病の予防 感染症、循環器疾患、糖尿病、メタ
ボリックシンドローム、がん、アレ
ルギー疾患、不慮の事故、自殺につ
いて概説する。

7 地域保健と保健行政 保健所、保健センター、地域保健活
動、消費者保健について概説する。

8 母子保健 母子保健の水準、少子化、児童虐待、
子どもの貧困、健康格差、母子保健
行政について概説する。

9 産業保健 労働災害、職業病、職場の健康診断、
ワーク・ライフ・バランス、職場復
帰について概説する。

10 高齢者保健・福祉 老化、フレイル、健康寿命、後期高
齢者医療制度、介護保険、地域包括
ケアシステムについて概説する

11 精神保健 精神障害の分類、主な精神疾患、精
神保健福祉活動について概説する。

12 国際保健 国際保健とは、人種と民族と国、発
展途上国の健康問題、国際協力、
WHOなどについて概説する。

13 保健医療福祉の制度と
法規

保健医療行政組織、医療制度の仕組
み、医療保険・年金、社会福祉と障
害者福祉について概説する。

14 公衆衛生学のまとめ これまで学んだ公衆衛生の各論を整
理し、総合討論を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は各2時間。授業内で示した課題に関するレポートの
提出を求める。
【テキスト（教科書）】
シンプル衛生学公衆衛生学2025、小山ら、南江堂、2025、2860円。

【参考書】
国民衛生の動向2024/2025(厚生労働統計協会）
【成績評価の方法と基準】
授業毎のレポート50％、最終レポート50％で評価する。
欠席が多い場合には評価の対象からはずれるので留意すること。欠席の理由
は必ず提出すること。
【学生の意見等からの気づき】
学生の意見を積極的に取り入れる。
【Outline (in English)】
As defined by Winslow (WHO), "Public Health is the science and art of
preventing disease, prolonging life, and promoting physical and mental
health and efficiency through the organized community efforts," and
students acquire a wide range of knowledge necessary for this purpose.
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SOM200IA（社会医学 / Society medicine 200）

学校保健

笹澤　吉明

カテゴリ：専門基幹科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／2単
位
曜日・時限：木4/Thu.4

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
講義の目的は学校における児童生徒の健康課題の理解を深め、学校保健の意
義や法的根拠を学び、課題解決に向けての方法論を考究することである。
【到達目標】
１．学校保健，学校安全の基本構成について理解する。
２．児童生徒の心身の健康問題の現状を理解し，学校の役割について理解する。
３．学校保健における保健体育教諭の役割を理解する。
４．学校保健を支える学校環境を理解する。
５．学校における医療的ケア，特別支援教育，インクルーシブ教育を理解する。
６．危険行動（飲酒・喫煙・薬物乱用）への取り組みを理解する。
７．基本的な応急処置が実施できるようになる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
授業方法は、原則として対面による授業とする。授業では、単に知識を与え
るのみならず、課題解決型の質問による双方向の授業進行となることに留意
する。各授業後に理解の程度を確かめるレポートを課す。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 学校保健とは 意義、歴史、健康・保健の定義につ

いて概説する。
2 学校保健の法的根拠と

関係職員
教育基本法、学校教育法、学校保健
安全法、校長、保健主事、養護教諭、
学校三師、栄養教諭、スクールカウ
ンセラーについて概説する。

3 児童生徒の発育発達と
疾病・異常

身体の発育発達、発育曲線、体力・
運動能力、こころの発達について概
説する。

4 健康診断 健康診断の目的、種類、時期、健康
観察、結果の活用について概説する。

5 感染症とその予防対策 感染症対策、種類、出席停止・臨時
休業、予防接種について概説する。

6 応急手当と救命処置 意義、けが・急病対処、手順、救命
処置について概説する。

7 児童生徒のこころの健
康問題

保健室利用状況、児童虐待、不登校、
いじめ、自殺について概説する。

8 性教育の課題と指導法 性感染症、人工妊娠中絶、性被害、
初経・精通、包括的性教育について
概説する。

9 喫煙・飲酒・薬物乱用教
育

目的と内容、指導方法、薬物乱用教
室について概説する。

10 食育とがん教育 食生活の課題、食育の指導法、学校
給食、がん教育の指導方法と配慮事
項について概説する。

11 学校安全と危機管理 児童生徒が巻き込まれる事件事故、
学校安全管理と教育　について概説
する。

12 学校の環境衛生基準と
法的根拠

学校環境衛生、法的根拠、定期検査、
学校環境衛生基準について概説する。

13 障害のある児童生徒へ
の健康上の支援

特別支援教育の現状と課題、インク
ルーシブ教育システム、留意事項に
ついて概説する。

14 総合討論とまとめ 学校保健の課題について総合討論を
行い、講義のまとめを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は各2時間。授業内で示した課題に関するレポートの
提出が求められる。
【テキスト（教科書）】
学校保健概論（第３版）、渡邊正樹、光生館、2021、2200円。
【参考書】
適宜紹介。

【成績評価の方法と基準】
授業後に求める小レポート50％、最終レポート課題50％
【学生の意見等からの気づき】
学生の意見を積極的に取り入れるようにする。
【Outline (in English)】
【Course outline】The purpose of the lecture is to deepen understanding
of health issues faced by children and students in schools, learn the
significance and legal basis of school health, and explore methodologies
for solving these issues.【Learning Objectives】1. To understand the
basic structure of school health and safety. 2. To understand the
current situation of mental and physical health problems of students
and the role of schools. 3. To understand the role of health and physical
education teachers in school health. 4. To understand the school
environment that supports school health. 5. To understand medical
care, special support education, and inclusive education in schools. 6. To
understand how to deal with risky behaviors (drinking, smoking, drug
abuse). 7. To be able to perform basic first aid.【Learning activities
outside of classroom】Preparation and review time for this class is 2
hours each. Students will be required to submit a report on the issues
presented in the class.【Grading Criteria /Policy】50% for a short report
required after class, 50% for a final report assignment.

— 190 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

BAM100IA（基礎医学 / Basic medicine 100）

機能解剖学Ｂ

加藤　基

カテゴリ：専門基幹科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1年次／2単位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
機能解剖学Bでは、動脈・静脈・リンパ管といった脈管系と脳・脊髄・末梢神
経といった神経系について学ぶ。これらの器官はスポーツ領域で学習する機
能解剖学においては応用的な分野と考えられることがあるが、スポーツ傷害
や運動制御や運動学習について正確に理解するためには、十分に学習してお
くことが必要である。本授業では、スポーツ傷害の理解および運動制御、運
動学習に関わる脈管系、神経系を学び、傷害評価の新たな視点と運動習得の
可能性を見出すことを目標とする。
【到達目標】
・主要な血管の名称と走行を理解する
・リンパ系の構造と機能とを理解する
・脳の構造と機能局在を理解する
・末梢神経系の名称と走行、機能を理解する。
・運動制御に関わる神経系の構造と機能を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
主要な構造について授業内で概説し、触察によって体感を持ちながら学習を
する。
より詳細な部分については宿題・レポート課題などへの取り組みによって獲
得することを目指す。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の進め方　

脈管系の全体像、神経系の全体像
2 脈管系（心臓、頚部・頭

部、その他体幹）
心臓の構造と心臓を起点とする脈管
の走行、頚部・頭部の脈管の走行と
機能、その他体幹における脈管

3 脈管系（上肢） 肩・上腕・肘の血管系、前腕・手の
血管系

4 脈管系（下肢） 股関節・大腿・膝の血管系、下腿・
足の血管系

5 リンバ系 リンパ系の機能と走行
6 神経系（脳） 脳の機能と機能局在
7 神経系（末梢神経） 脳神経、自律神経、体性神経
8 神経系（自律神経） 走行と機能
9 神経系（上肢） 上肢の末梢神経の走行と機能
10 神経系（下肢） 下肢の末梢神経の走行と機能
11 神経系（反射） 腱反射、筋緊張の制御
12 神経系（運動制御） 小脳、錐体路系、錐体外路系
13 神経系（前庭） 前庭による運動の調整
14 脈管系と神経系 全体のまとめ、関連するスポーツ傷

害、運動習得への応用
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回で復習用のプリントを配布する。本授業の準備学習・復習時間は各 2時
間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
持参を求めるテキストはない
授業資料は授業支援システムを使用して提示する
【参考書】
町田志樹：解剖学 (PT・OTビジュアルテキスト専門基礎)．羊土社
町田志樹：Stay’s Anatomy神経・循環器編～99%が理解できた解剖学オン
ライン講義．羊土社
町田志樹：町田志樹の聴いて覚える解剖学中枢・末梢神経編．三輪書店
【成績評価の方法と基準】
小テスト (25%)※5点×5回、試験 (75 %)

【学生の意見等からの気づき】
各回の復習プリント配布及び事前告知をしたうえで小テストを実施すること
によって、定期テストのときだけの勉強にならず勉強がしやすいという意見
を得た。各回の復習プリントを工夫し、学習内容の定着に役立てたい。
基本的には講義形式であるものの、触診実技をしたり、ゲーム形式の学習を
したりすることで参加型の授業を行うことで取り組みやすかったという意見
を得た。

【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
原則として対面授業で実施する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course focuses on the structures and functions of artery, vain and
nerve system. Studying these organs is important to understand sports
injuries, human movement.
【Learning Objectives】
The objectives of this course is to understand sports injuries, motor
control, and the vascular and nervous systems involved in motor
learning, and to find new perspectives on injury assessment and the
potential for motor learning.
【Learning activities outside of classroom】
Handouts for review will be distributed at each session. The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
Quiz (40 %)10 points,4 times
Exam (60 %)

— 191 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

ECN200IA（経済学 / Economics 200）

スポーツ産業論

吉田　政幸

カテゴリ：専門基幹科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／2単
位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ産業には、スポーツ用品産業、スポーツサービス産業、スポーツ施設
産業、およびそれらの複合領域であるスポーツ関連流通業と施設・空間マネ
ジメント業が含まれる。本講義において、履修者はこれらの産業領域の代表
的な事例を取り上げながら各領域の市場規模や特徴を理解するとともに、現
在直面する課題や将来の発展の方向性について学ぶ。
【到達目標】
スポーツ産業で事業に携わる者は社会情勢やトレンドを踏まえながら、スポー
ツという文化的活動を産業化させていかなければならない。受講後、履修者
は以下の点について説明することができるようになる：
（1）スポーツ産業の構造および現状
（2）スポーツ用品産業、施設産業、サービス産業、メディア産業の市場規模
および特徴
（3）米国プロスポーツの特徴と産業規模
（4）スポーツ産業のサービス産業化の中で成長を遂げるスポーツイベント業、
スポンサーシップ、スポーツツーリズムなどの概念、仕組み、特徴
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
本授業は教科書（スポーツ産業論、第7版）を用いてスポーツ産業について総
合的に学習する。授業は講義形式であり、受講者は事前に指定された章や参
考資料を読んで授業に出席する。授業で用いるパワーポイントスライドの配
付資料は学習支援システムにアップロードしてあり、各自でダウンロードし、
印刷する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 スポーツ産業の構造と

現状
20世紀後半に急速な発展を遂げたス
ポーツ産業の歴史的変遷、構造、現
状について学習する。

2回 スポーツ用品産業 スポーツ用品産業の市場規模と流通
構造について学習するとともに、近
年「製造業、卸売業、小売業」の三
層構造に生じた業態変化について理
解を深める。

3回 スポーツ施設産業 日本を代表するスタジアムやアリー
ナを例に、スポーツ施設産業の現状、
施設整備の方法、現在抱える問題に
ついて学習する。

4回 スポーツサービス産業 スポーツプロダクトのサービス特性
を理解するとともに、スポーツサー
ビス産業の中でも特にフィットネス
産業に着目し、市場規模および事業
の特徴について学習する。

5回 スポーツサービスと消
費者行動

成熟社会では経済活動の中心がモノ
（有形財）からサービス・経験（無形
財）へと移行する。本授業ではスポー
ツビジネスにおけるサービスの役割
を理解するとともに、スポーツプロ
ダクト、ブランド、関係性の提供を
通じた価値の創造について学習する。

6回 スポーツと社会的責任 多くのスポーツチームや選手たちが
災害復興支援に取り組むように、ス
ポーツ界だからこそ果たすことので
きる社会的責任がある。その概念規
定、種類、特徴を学ぶ。

7回 スポーツメディア産業 スポーツに関連するメディア産業の
構造と特性を踏まえ、人々がメディ
アを通じてスポーツとの関わりを強
める現状について学習する。

8回 北米のプロスポーツ 米国には4大メジャーリーグと呼ば
れるプロスポーツがある。本授業で
はその概要や集客力に加え、独自の
戦力均衡策や地域との関係について
学習する。

9回 プロスポーツ産業 みるスポーツの現状を知るとともに、
プロスポーツの熱狂的ファンの心理
的・行動的反応として注目される
ファンエンゲージメント概念につい
て理解を深める。

10回 参加型スポーツ産業 わが国において、毎週スポーツを実
施している人の割合は約4割である。
本授業ではスポーツの実施状況に加
え、こうした「するスポーツ」の事
業化がスポーツ振興とどのように関
わっているか学習する。

11回 スポーツツーリズム スポーツイベントの開催では、開催
都市に大勢の参加者や観戦者が集ま
ることから観光業としての役割があ
る。ここではスポーツツーリズムの
概念、仕組み、そしてスポーツツー
リストの特徴について学ぶ。

12回 スポーツイベントの社
会・経済的インパクト

スポーツイベントは開催都市に社会
的、経済的恩恵をもたらす。イベン
ト効果の定義、種類、形成方法、そ
して効果を生み出すことの意義につ
いて学習する。

13回 スポーツスポンサー
シップ

世界のスポンサーシップ市場の約7
割をスポーツが占める。企業がス
ポーツへの協賛を通じて商業活動を
行うスポンサーシップについて、市
場規模、協賛の仕組みについて学ぶ
とともに、企業がアスリートに協賛
するエンドースメントについても理
解を深める。

14回 スポーツ産業のまとめ 日本のスポーツ産業の現状と特徴を
振り返るとともに、今後の展望につ
いて考察し、学期のまとめとする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
受講者は教科書（スポーツ産業論、第7版）や参考資料を事前に読み込み、疑
問や感想をまとめて授業に出席するようにしてください。本授業の準備学習・
復習時間は各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
原田宗彦（編）（2021）スポーツ産業論（第7版）．杏林書院：東京．2,750円
【参考書】
仲澤眞・吉田政幸（編著）（2017）よくわかるスポーツマーケティング．ミネ
ルヴァ書房．2,640円
【成績評価の方法と基準】
中間テスト：50点
期末テスト：50点
合計：100点
【学生の意見等からの気づき】
受講者がリアクションペーパーに記入した疑問や質問についてフィードバッ
クを行い、授業内で議論したいと思います。スポーツ界の事例をできるだけ
多く紹介し、分かりやすい授業となるように工夫します。
【学生が準備すべき機器他】
ノートパソコンなど
【その他の重要事項】
教科書に沿って授業を行います。2週目以降は教科書や指定された参考資料を
事前に読んできてください。
【Outline (in English)】
(Course outline)
The sport industry includes the sport goods, service, and construction
segments. Upon successful completion of this course, students will be
able to understand how they can synthesize and apply basic theories,
concepts, and practices related to each segment of the sport industry.
(Learning objectives)
The purpose of this course is to understand the fundamental elements
of the sport industry.
(Learning activities outside of classroom)
Before each class, students are expected to read relevant book chapters
and spend four hours to understand the course content.
(Grading criteria)
Grading will be decided based on mid-term exam (50%) and final exam
(50%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

ECN200IA（経済学 / Economics 200）

スポーツビジネス論Ⅱ

望月　拓実

カテゴリ：専門基幹科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／2単
位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈他〉〈優〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義ではスポーツビジネスを推進していくうえで必要となる多様な領域の
マネジメントを解説する。具体的には、新たに登場したIT分野に関連するマ
ネジメントや施設運営・管理に関するマネジメント、行動経済学的視点から
見たスポーツマネジメントや財務に関するマネジメントを理解する。
【到達目標】
１：スポーツビジネスを推進するうえで必要となる要素を説明できる
２：スポーツファシリティマネジメントの概要を説明し、課題と解決策を提
示できる
３：行動経済学からみたスポーツビジネスの特徴を説明できる
４：スポーツファイナンスの概要を説明し、課題と解決策を提示できる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
講義では各回で設定された課題に対するグループワークを行い、自ら意見・ア
イディアを発信する。その後座学形式による講義を行ったうえで、その内容
をふまえた問いに対する意見 (リアクションペーパー)を作成する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 講義内容、講義の流れ、グループ

ワークの解説、成績評価の解説
第2回 ニュースポーツにおけ

るビジネス実態と課題
eスポーツ、エクストリームスポーツ
の特徴と課題

第3回 スポーツテクノロジー
におけるビジネス実態
と課題

VAR,ホークアイがもたらすスポーツ
への影響、VR観戦の可能性

第4回 スポーツファシリティ
マネジメント１

スポーツファシリティの歴史的発展、
指定管理者制度

第5回 スポーツファシリティ
マネジメント２

スポーツファシリティとスポーツ政
策、運営組織論

第6回 スポーツファシリティ
マネジメント３

スポーツファシリティの組織間連携、
ホスピタリティマネジメント

第7回 スポーツファシリティ
マネジメント４

スポーツファシリティの建設プロ
ジェクト、管理業務と事業計画

第8回 中間まとめと小テスト これまでの学習内容をふりかえった
うえで、その内容をふまえての穴埋
め小テスト

第9回 行動経済学とスポーツ１ 顧客ロイヤリティ、感情一致効果、
フレーミング効果、ヒューリス
ティック

第10回 行動経済学とスポーツ２ マーケターの落とし穴、マーケティ
ングリサーチの実際、イノベーショ
ンのジレンマ

第11回 スポーツファイナンス
の基礎

ファイナンスとは何か、スポーツ
ファイナンスの特徴、固有性

第12回 クラブファイナンス１ 法人格、財務諸表、資金繰り、ス
ポーツ組織の「価値」構造について

第13回 クラブファイナンス２ 資本金、株式上場、プロスポーツの
企業価値計算、情報開示

第14回 学習の総括 学習の総括 (第9回～第13回)とレ
ポート課題の解説 (テーマ設定、文字
数、引用方法の種類と方法)

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で扱う内容に関連する参考書および関連文献を授業前に熟読し，授
業時に発言，またはリアクションペーパーへの記述に反映できるようにする。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特になし。
授業資料等の配布は学習支援システムを使用する。
【参考書】
授業内にて、適宜紹介する。

【成績評価の方法と基準】
授業への参加度 (リアクションペーパー、グループワークへの参加、講義内で
の発言等)：30％
講義内小テスト：20％
最終レポート課題：50％
【学生の意見等からの気づき】
グループワークメンバーの定期的な入れ替えを導入しました。
【学生が準備すべき機器他】
ノートパソコン、あるいはタブレット
【その他の重要事項】
グループワークはオンラインツールを用いて行うため、原則パソコンを持参
すること。所有していない場合はタブレットなど一定以上の画面サイズがあ
る電子端末でも可とする。
【Outline (in English)】
【Course outline】In this lecture, we will explain the various areas of
management that are necessary to promote sports business. Specifically,
students will understand management related to the newly emerging
IT field, management related to facility operation and management,
sports management from a behavioral economics perspective, and
management related to finance.
【Learning Objectives】1：To be able to explain the elements necessary
to promote sports business 　 2 ： To be able to give an overview of
sports facility management and present challenges and solutions　 3
：To be able to explain the characteristics of sports business from the
perspective of behavioral economics　4：To be able to give an overview
of sports finance and present issues and solutions
【Learning activities outside of classroom】Students are expected to
read carefully the reference books and related literature related to the
contents of the class before the class, and to be able to reflect them in
their comments and reaction papers.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】Class participation (reaction papers, partici-
pation in group work, speaking in class, etc.): 30%.
In-class quiz: 20%.
Final report assignment: 50%.
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体力測定・評価論

高見　京太、泉　重樹

カテゴリ：専門基幹科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2年次／2単
位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses
備考（履修条件等）：2023年度以前入学者対象
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツや健康運動の指導者、またアスレティックトレーナーに必要な広義
の体力評価について、その意義と考え方を学んだ上で、評価に必要な検査内
容や方法、さらに動作の観察・分析の目的と意義を理解し習得することを目
的とする。講義全体を通して、各評価項目から総合的な問題点の抽出までの
プロセスを学ぶ。
【到達目標】
・各種測定の目的、方法の意義や理解、測定に基づいた評価方法について理解
する。
・各年代、体力レベルなど対象者に適した測定・評価方法の選択や考察の方法
を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
本授業はオンデマンド形式で実施します。
健康運動指導士に関連する内容、および日本スポーツ協会公認アスレチック
トレーナーに関連する内容について、それぞれ7コマ（合計14コマ）の授業
を行います。
配布資料および参考資料を活用しながら、指定された期日までに視聴を進め
てください。
試験期間中には、持ち込み不可の筆記試験を実施します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 体力と運動能力の測定

法（１）【担当：高見】
体力測定の活用法を理解し、標準得
点を用いた評価方法を習得して、健
康づくりに生かせる結果の返却の手
順について講義する。

2 体力と運動能力の測定
法（２）【担当：高見】

適正な体力測定の条件を理解し、加
齢に伴う変化および性差を説明する。
また、全身持久力、柔軟性、敏捷性、
平衡性の測定および評価の方法につ
いて講義する。

3 フィールドテスト【担当
：高見】

フィールドテストの正しい方法、安
全性への配慮、評価のあり方につい
て理解し、性・年齢別に5段階また
は10段階に評価できる方法について
講義する。

4 高齢者の体力測定【担当
：高見】

老化（加齢）に伴う全身持久力の低
下の原因、低下パターン、低下を抑
制する運動トレーニングの意義を解
説し、最大酸素摂取量の測定（直接
法と間接法）における測定補助と測
定値の評価の方法につて講義する。

5 介護予防に関する体力
測定とその評価【担当：
高見】

介護予防に向けた体力や生活機能の
保持の重要性に関して解説するとと
もに、一般の健常高齢者、要支援や
軽度の要介護高齢者（二次予防対象
者：従来の呼称は特定高齢者）を正
しく把握する手法について講義する。

6 身体組成の測定【担当：
高見】

筋肉、骨、脂肪組織といった身体組
成の概念、それらの測定方法と限界、
測定方法の違いによる結果の差異、
測定結果の解釈（データ分析の方法）
について講義する。

7 身体活動量の定量【担当
：高見】

エネルギー代謝、エネルギー必要量、
エネルギー消費量とその測定法と、
それらの違いについて理解するとと
もに、身体活動量について講義する。

8 情報の聴取，姿勢・アラ
イメントの評価【担当：
泉】

HOPS、SOAPノートの作成,姿勢・
アライメント計測の目的と意義およ
び具体的な方法について講義する。

9 筋周径・全身関節弛緩性
の評価【担当：泉】

筋周径および全身関節弛緩性の計測
の目的と意義および計測方法につい
て講義する。

10 関節可動域測定【担当：
泉】

関節可動域測定の目的と意義を講義
により理解する。

11 筋タイトネス評価・徒手
筋力検査【担当：泉】

筋タイトネス・徒手筋力検査の評価
の目的と意義を講義により理解する。

12 整形外科的理学検査１
【担当：泉】

腰部・股・膝・足関節・手・肘・肩関
節，頸部の整形外科的理学検査につ
いて講義する。

13 スポーツパフォーマン
スの評価【担当：泉】

アスレティックトレーナーの視点に
おけるスポーツ動作の評価を理解す
る。

14 機能的動作の評価【担当
：泉】

各種パフォーマンスおよび機能的動
作の評価方法について講義する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
機能解剖学および生理学・運動生理学の知識が必須となるため、復習をして
おくこと。本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業で必要となる資料は、学習支援システムで配布する。
【参考書】
健康運動指導士養成講習会テキスト (上巻) (財)健康・体力づくり事業財団
健康運動指導士養成講習会テキスト (下巻) (財)健康・体力づくり事業財団
日本スポーツ協会編，公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト６検
査・測定と評価
山本利春，測定と評価，ブックハウスHD
C Starkey,J Ryan 著，中里伸也 監訳，スポーツ外傷・傷害評価ハンドブッ
ク，NAP
J. Gross , J. Fetto , E. Rosen 著　石川斉，嶋田智明 監訳，筋骨格系検査法
［第2版］，医歯薬出版株式会社，2005
STANLEY HOPPENFELD：図解四肢と脊柱の診かた．医歯薬出版株式会
社，2003
他，授業内で紹介する。
【成績評価の方法と基準】
期末試験期間中に、持ち込み不可の筆記試験を実施し、100点満点で採点する。
【学生の意見等からの気づき】
これまで実習を加えた形で行うと学生の理解がより進むことを実感している。
本年はオンデマンドの取り組みの中で可能な限り実践に近い形で講義できる
ように工夫した。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムを使用する。
【Outline (in English)】
【Course outline】The learning objective of this class is to acquire the
ability to accurately measure and evaluate physical fitness and physical
functions related to physical activity.
【Learning Objectives】By the end of the course, students should be able
to:
1. Understand the general concept and structure of physical fitness and
physical functions.
2. Acquire the theory and specific measurement and evaluation methods
for various physical fitness components.
3. Acquire practical skills to apply the measurement results of various
physical fitness components to various situations.
【Learning activities outside of the classroom】Before each class meeting,
students will be expected to have read the relevant chapter(s) from
the text. Your required study time is at least one hour for each class
meeting.
【Grading Criteria/Policy】Grading will be decided based on participating
in the discussion on the session (60%), the presentation, and the
evaluation of materials(40%).
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運動療法総論

安藤　正志、林田　はるみ

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体運動を行うことによりどのような生体反応が得られるのかを生理学、解
剖学、運動学的観点から理解し、運動療法の理論的背景と実施方法について
学ぶ。
【到達目標】
運動療法の基礎的知識と基本的技術を獲得する。特にスポーツ傷害を含めた
筋骨格系の障害に対する測定法と対処法を中心にその概念を習得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
運動療法の基本的原理と適応について学ぶ。運動療法の効果について学ぶ。運
動療法のリスクについて学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 運動療法とは 資料を通して運動療法の歴史・定義

と目的・運動療法の対象などを解説
する

2 運動療法の効果判定の仕
方 (柔軟性)

柔軟性の変化を測定する方法を解説
し実際に行う

3 柔軟性のための運動療法 柔軟性を増加させるための運動方法
を解説し実際に体験する

4 運動が生体に及ぼす影響 運動が代謝循環器系に及ぼす影響を
解説する

5 運動療法の効果判定の仕
方 (全身持久性)

全身持久性の変化を測定する方法を
解説し実際に行う

6 全身持久性強化のための
運動療法

全身持久性を強化するための運動方
法を解説し実際に体験する

7 運動療法の効果判定の仕
方 (筋力)

緊張力や筋持久力の変化を測定する
方法を解説し実際に行う

8 運動療法の効果判定の仕
方 (筋張力および筋持久
力)

筋持久力の変化を測定する方法を解
説し実際に行う

9 筋力強化のための運動療
法

筋力強化のための運動方法を解説し
実際に体験する

10 筋持久力強化のための運
動療法

筋持久力強化のための運動方法を解
説し実際に体験する

11 運動療法の効果判定の仕
方 (協調性)

協調性の変化を測定する方法を解説
し実際に行う

12 協調性のための運動療法 協調性を増加させるための運動方
法を
解説し実際に体験する

13 運動療法総論の総括 運動療法について知識の確認を
行う

14 試験・まとめ 運動療法総論の試験を行う
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配布資料を予習、復習する。
本授業の準備学習・復習時間は各1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に定めず、学習に必要な資料をオンラインで配付する。
【参考書】
日本スポーツリハビリテーション学会JSSR認定トレーナーテキスト/JSSR認
定トレーナーテキスト編集委員会
【成績評価の方法と基準】
平常点（10％）：毎回の授業へ取り組む姿勢、道徳的・社会的態度などを併
せて評価する。
習熟度確認テスト（45％）：学期の中間に行う。
期末試験（45％）：学期末に行う。
【学生の意見等からの気づき】
実例を示し、実技を適宜取り入れて理解を深める。

【学生が準備すべき機器他】
講義の途中に実技を行うことがあるため運動や実技ができる服装で受講する
こと。また角度計、メジャーなどの使用が必要となる時には事前に指示する。
資料配布・課題提出等のために学習支援システム等を利用する。
【その他の重要事項】
履修に際しての条件：機能解剖学が履修済みであること。運動療法は、解剖
学、運動学、機能解剖学を理解していないと修得が困難である。授業ではこ
れらの科目で取り扱われた骨名、筋肉名、関節名、運動方向など基礎的知識
が備わっているものとして運動療法学の概論を学ぶ。
【Outline (in English)】
Course outline: This courses introduces that what kind of biological
response is obtained by exercise. In addition, for learn about the
theoretical background and practice of exercise therapy.
Learning Objectives: In this lesson, students will acquire basic
knowledge and basic skills in exercise therapy. In particular,
students will learn how to measure and respond to disorders of the
musculoskeletal system.
Learning activities outside of classroom:
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than four hours
for a class.
Grading Criteria /Policy ： Grading will be decided based on reports
(20%), and the examination (80%).
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リハビリテーション概論

昇　寛

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
2単位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
リハビリテーションとは何か、リハビリテーションの分野や提供する技術者
を理解する。また障害者の日常生活動作や障害者の道具を実際に体験するこ
とで理解を深める。
【到達目標】
リハビリテーションの基本的知識と技術を理解できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
特に医学的リハビリテーションについての理解を深めるために実技を踏まえ
ながら講義を行う
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 リハビリテーション定

義、分野、職種
リハビリテーション定義、分野、職種

2 リハビリテーションの適
応となる病気と障害構造

リハビリテーションの適応となる病
気と障害構造

3 障害者体験 関節拘縮、筋力低下、視力障害、聴
力障害体験

4 車いす杖など使用体験 車いす、松葉杖、盲人用杖体験
5 介助テクニック 車いす介助法、トランスファーテク

ニック、歩行介助
6 医学的リハビリテー

ション
理学療法、作業療法、言語聴覚療法

7 物理療法の実習と体験 赤外線・ホットパック
8 物理療法の実習と体験 寒冷療法
9 物理療法の実習と体験 マイクロウェーブ・低周波治療・超

音波療法
10 整形外科疾患のリハビ

リテーション１
整形外科疾患（主に上肢の障害）の
リハビリテーション

11 整形外科疾患のリハビ
リテーション２

整形外科疾患（主に下肢の障害）の
リハビリテーション

12 内部障害のリハビリ
テーション

内部障害のリハビリテーション

13 循環器疾患のリハビリ
テーション

循環器疾患のリハビリテーション

14 スポーツ障害のリハビ
リテーション

スポーツ障害のリハビリテーション

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1回：特になし
第2～14回：前回授業への取り組みと復習本授業の準備学習・復習時間は各
2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
イラストでまなぶ・わかる　プレリハ　リハビリ・医療福祉系　第２版
株式会社アイペック　
【参考書】
特に定めず
【成績評価の方法と基準】
平常点と定期試験との合計点で評価（6割以上が合格）。出席日数が不足して
いる場合には定期試験を受けても採点対象になりません。原則として全講義
に出席してください。やむを得ない理由で休まなければならない場合には事
前あるいは事後必ず相談してください。その理由により別課題を課すことで、
全講義の1/3回まで認めることがあります。
【学生の意見等からの気づき】
実技をより多く取り入れ理解を深める。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システム
【その他の重要事項】
履修に際しての注意：運動療法総論を履修済みであることが望ましい。

【Outline (in English)】
【Course outline】
Understand the rehabiritation policy and outline.
【Learning Objectives】
Understand about basic rehabiritation.
【Learning activities outside of classroom】
Students should research the rehabilitation in the title of the lecture.
【Grading Criteria /Policy】
Grades will be determined by regular exams and reports.
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

健康と疾患

安藤　正志

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
2単位
曜日・時限：木4/Thu.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体の仕組みと病気について理解する。病気と健康について理解する。
【到達目標】
代表的疾患について基本的事項を理解し、その予防法と治療法を学ぶ。
また健康の指標となる簡便な測定法や評価法を学ぶ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
国民病とされる代表的な病気や外傷について講義を行う。また視聴覚教材を
通して理解を深める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション オリエンテーション
2 生活習慣病 生活習慣病（高血圧、不整脈、糖尿

病）
3 脳血管障害 脳血管障害（脳梗塞、脳出血）
4 神経筋疾患 神経筋疾患（パーキンソン病、脊髄

小脳変性症）
5 癌 癌（胃癌、大腸癌、肺癌）
6 骨折 骨折（上肢の骨折、下肢の骨折、脊

椎の骨折、高齢者の4大骨折）
7 リウマチ リウマチ（慢性関節リウマチ）
8 病気と外傷、整形外科的

疾患
病気と外傷（病気とは？ 外傷とは？
障害とは？）

9 内部障害、整形外科的疾
患

内部障害（糖尿病とは？ 高脂血症と
は？ 動脈硬化とは？）

10 心疾患、整形外科的疾患 心疾患（心筋梗塞とは？ 心虚血性疾
患とは？）

11 変形性関節症 変形性関節症（変形性膝関節症と
は？ 変形性股関節症とは？）

12 腰痛症 腰痛症（急性・慢性腰痛症とは？ 筋
筋膜性腰痛症とは？ 脊椎分離滑り症
とは？）

13 肩関節周囲炎 肩関節周囲炎（好発する部位は？ そ
の治療法は？）

14 スポーツ障害、整形外科
的疾患

スポーツ障害（筋や腱の障害、捻挫、
靱帯損傷）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1回：特になし
第2～14回：前回授業への取り組みと復習
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ・ナースを目指す人のためのリハビリテーション総論
要点整理と用語解説　改訂第3版
編著　椿原彰夫
【参考書】
特に定めず。必要な資料を授業前にファイルなどで配布する。
【成績評価の方法と基準】
平常点をリアクションペーパーや提出物などで評価する40％・定期試験60％
※6割以上で合格
※定期試験は欠席が多い場合は採点対象になりません。
【学生の意見等からの気づき】
専門的科目なので健康に対する基本的知識を習得したものが履修対象となる。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システム
【その他の重要事項】
履修に際しての条件：ヘルスデザイン論を履修済みであること。
【Outline (in English)】
【Course outline】
Understand the structure and illness of the body.

【Learning Objectives】
Understand about diseases and health.
【Learning activities outside of classroom】
Students should research the disease in the title of the lecture.
【Grading Criteria /Policy】
Grades will be determined by regular exams and reports.
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HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

アスレティックトレーナー概論

泉　重樹

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：木4/Thu.4

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
アスレティックトレーナー（AT）の役割とその業務を理解することが第一の
目的である。本邦における日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー
養成の歴史的背景や趣旨、設立に至った背景および諸外国におけるAT同様の
資格の状況を理解する。ATの現場での活動および組織的な活動に触れ、その
位置づけや運営管理について学び、ストレングスコーチ、コーチ、スポーツ
ドクターなど様々な分野の専門家といかに連携をとって選手をサポートして
いくかなどATが現場で活動する上で必要な知識を養う。
【到達目標】
「アスレティックトレーナー」という仕事・役割を、欧米・アジアと日本、各
競技、各種資格や各種スポーツ現場における役割などによる違いを通して理
解することである。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は講義形式が中心となるが、パワーポイントやVTR等の画像資料を用い
た実際の事例を用いながら、リアクションペーパーなどで個々の意見や考え
をできる限り反映し回答しながら授業を展開していく。講義の後半部分では、
実際に現場で活躍している現場のATにお願いする特別講演も予定している。
授業内容によってはオンデマンドによる実施もある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ATの歴史と現状 日本におけるATの歴史および現状、

諸外国におけるATに相当する制度の
現状について講義する。

2 ATの任務と役割 ATの任務と役割について、日本にお
ける歴史と現状を踏まえて講義する。

3 ATの業務 ATの具体的な業務について、できる
だけ多くの事例を示しながら紹介し
ていく。

4 ATの活動（合宿・遠征） ATの実際の活動の具体例として合
宿・遠征を取り上げ、各競技種目に
よる業務の違いなども明らかにして
いく。

5 ATの活動（練習・試合） ATの実際の活動として競技別に取り
上げる。特に個人競技におけるATの
具体的な活動を事例を交えながら紹
介する。

6 ATの活動（競技別） ATの実際の活動として競技別に取り
上げる。特に球技におけるATの具体
的な活動を事例を交えながら紹介す
る。

7 ATの活動（外部講師の
招聘）

ATの実際の活動として競技別に取り
上げる。特にサッカー競技における
ATの具体的な活動を事例を交えなが
ら紹介する。

8 医科学スタッフの構成
と役割（医学スタッフ）

医科学スタッフの構成と役割として、
スポーツに関わる医科学スタッフと
その役割について概説する。

9 医科学スタッフの構成
と役割（科学スタッフ）

医科学スタッフの構成と役割として、
スポーツドクターとの連携・協力に
ついて、スポーツドクターの役割を
示しながら概説する。

10 医科学スタッフの構成
と役割（具体的な事例）

医科学スタッフの構成と役割として、
コーチングスタッフとの連携・協力
について、具体的な事例から役割の
違い等を明らかにしながら概説する。

11 ATの組織と運営（外部
講師の招聘）

ATの組織と運営について、トレー
ナーチームとその業務。活動現場の
運営計画、安全対策などを講義する。

12 ATの組織と運営（デー
タ活用）

ATの組織と運営について、競技者の
コンディショニングに関するデータ
の管理方法およびその実際について
概説する。

13 ATと倫理 ATと倫理として、ATの社会的な立
場、ATを取り巻く環境について考え
る。

14 ATの未来 これまでの講義を通して日本におけ
るアスレティックトレーナーの今後
について議論を行い考えを深める。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1回：特になし
第2～14回：前回授業への取り組みと復習
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
・特になし。講義資料は配布可能なものに関しては学習支援システムから各自
ダウンロードすることとするが、すべてを配布するわけではない。
【参考書】
１.広瀬統一他，アスレティックトレーニング学，文光堂
２.平井千貴，八田倫子，鈴木岳訳，アスレティックトレーニング，ブックハ
ウスHD
３.スポーツメディスン（月刊誌），ブックハウスHD
４.臨床スポーツ医学（月刊誌），文光堂
５.日本スポーツ医学検定機構，スポーツ医学検定公式テキスト1級，東洋館
出版社
６.日本体育協会編，公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト1　ア
スレティックトレーナーの役割，2007
７.日本体育協会編，公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト1　ア
スレティックトレーナーの役割，2022

【成績評価の方法と基準】
本講義の成績は、授業への参加（各回の小テスト／別に課すレポートの得点）
を合算し、最終的に100点満点で点数化する。
【学生の意見等からの気づき】
　授業を通してアスレティックトレーナー（AT）という仕事に対する漠然と
した理解から、具体的な「仕事」として理解できる機会として機能している
ようである。ATを目指す目指さないに関わらず、スポーツに必須の役割であ
るATの業務内容を理解するためのきっかけの一つとして機能するような授業
を心掛けている。
　ATを目指しているものはもちろんであるが、「スポーツ現場」に関わるこ
とを仕事にしたいと考えてはいるものの、スポーツを仕事にするうえでAT以
外の役割を目指したいと考えている人にも受講してもらいたい。
【Outline (in English)】
【Course outline】 The primary objective is to understand the role of
athletic trainers(AT) and their work. Students learn the historical
background of the birth of Japan’s AT and the background of the
establishment. Students also touch on the activities of AT and learn
about the positioning and administration at the sports scene.
【Learning Objectives】 The purpose of this course is to understand
the role of the athletic trainer from the perspective of the differences
between Europe, the United States, and Japan, and the various sports
settings.
【Learning activities outside of the classroom】The standard preparation
and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria/Policy】 Grades for this lecture will be evaluated by
adding up the quizzes for each session.
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HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

スポーツコンディショニング論Ⅰ

春日井　有輝

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1～4年次／
2単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツと関連したコンディショニングおよびスポーツ医学の基本的事項に
ついて学ぶ。傷害予防、疲労回復を目的としたコンディショニング方法につ
いて、解剖学や運動学を理解し、テーピング、ストレッチング等の具体的な
コンディショニングの手法を交え、知識を習得することを目的とする。また、
スポーツ活動での実践が可能となるように、スポーツ活動中に生じる外傷・障
害や内科的な病気について理解した上で、アスリートの健康管理や傷害対策
について考える講義内容である。
【到達目標】
１．コンディションおよびコンディショニングという言葉の意味とその内容
について理解し、実践できる。
２．スポーツ活動中に生じる外傷・障害や内科的疾患およびその救急処置に
ついて理解し、実践できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
講義は座学中心に行い、一部実技も行う。講義ごとに授業内レポートを課す。
毎回の授業の冒頭に、前週の学生のコメントを紹介して質問に回答する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス（コンディ

ショニング科学総論）
本講義全体のガイダンスとして今後
の予定を含め、コンディショニング
（科学）についての総論に関する講義
を行う。

2 アスリートの健康管理 日本におけるアスリートの健康管理
体制およびメディカルチェックにつ
いての講義を行う。

3 アスリートの外傷・障害
と対策（下肢）

アスリートの外傷・障害と対策とし
て、外傷・障害の基礎知識を整理し
たうえで、下肢の外傷・障害につい
ての講義を行う。

4 アスリートの外傷・障害
と対策（体幹）

アスリートの外傷・障害と対策とし
て、体幹の外傷・障害についての講
義を行う。

5 アスリートの外傷・障害
と対策（上肢）

アスリートの外傷・障害と対策とし
て、頭頸部・上肢の外傷・障害につ
いての講義を行う。

6 アスリートの内科的障
害と対策

アスリートの内科的障害と対策を急
性障害（突然死・意識障害・運動誘
発性喘息など）、慢性障害（貧血・
オーバートレーニングなど）、その他
の障害（血尿・無月経など）に分け、
講義を行う。

7 コンディショニングの
手法（ストレッチング）

コンディショニングの手法として、
ストレッチングの背景・現状・実際
の方法についての講義を実習を交え
ながら行う。

8 コンディショニングの
手法（テーピング）

コンディショニングの手法として、
テーピングの背景と実際の方法につ
いての講義を実習を交えながら行う。

9 コンディショニングの
手法（テーピング・アイ
シング）

コンディショニングの手法として、
テーピングおよびアイシングの理論
と方法についての講義を実習を交え
ながら行う。

10 アスレティックリハビ
リテーションとトレー
ニング計画

アスレティックリハビリテーション
とは何かから講義を始め、実際のリ
ハビリテーション（トレーニング）
の考え方についての講義を行う。

11 特殊環境下での対応 特殊環境下での対応として、暑熱対
策・寒冷対策・高地対策・時差対策
等の講義を行う。

12 スポーツと栄養 コンディショニングに必要なスポー
ツと栄養についての基本的事項を概
説する。

13 アンチドーピング アンチドーピングの基礎として、歴
史的背景から世界および日本のアン
チドーピング機構とその対応につい
て概説する。

14 試験・まとめと解説 試験・まとめと解説
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1回：特になし
第2～14回：前回授業への取り組みと復習
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に使用しないが、講義資料は学習支援システムから各自がダウンロードす
ることとする。
【参考書】
・日本スポーツ協会編，リファレンスブック
・日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト２　安
全・
健康管理およびスポーツ外傷・障害の予防
・日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト３　コン
ディショニング
・日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト４　リコ
ンディショニング
・日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト５　救急
対応
・日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト６　検
査・
測定と評価
・籾山日出樹総監修，臨床スポーツ医学，医学映像教育センター
【成績評価の方法と基準】
毎回の授業内レポート（60%）と期末試験（40%）で評価を行う。
なお、レポートの提出回数が授業実施回数の2/3に満たない場合は単位を認定
しない。
【学生の意見等からの気づき】
「コンディショニング」というと漠然としたイメージしか持たれていないよう
である。実際の現場での体験や具体的な方法を紹介しながら、コンディショ
ニングの重要性を理解し身近なものとして捉えられるよう、授業内容を模索
したい。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムを使用する。
【Outline (in English)】
【Course outline & Learning Objectives】The aim of this course is to
understand the basic concepts of sports medicine. By applying the
knowledge of human anatomy and kinesiology, students will be able
to learn the methods of strength and conditioning that will minimize
the risk of injury and optimize recovery time for athletes. This course
will also discuss the common injuries and diseases that occur during
training so that students will be able to apply their knowledge into
actual practice.
【Learning activities outside of the classroom】The standard preparation
and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria/Policy】The evaluation will be based on reports (60%)
and the final exam(40%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

スポーツコンディショニング論Ⅱ

春日井　有輝

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義において「コンディション」および「コンディショニング」を理解する
ことが目的である。コンディショニングの目的・要素・評価方法を学習する。
競技力向上・傷害予防のためのコンディショニングにおけるアプローチ方法
を理解し、現場に即したコンディショニングプログラムの立案ができる能力
を習得することを目的とする。
【到達目標】
１.「コンディショニング」という用語のもつ多様な内容を理解すること。
２．特に競技力向上のためのコンディショニング、傷害予防のためのコンディ
ショニングでは、具体的な方法について理解すること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
講義は座学中心に行い、一部実技も行う。講義ごとに授業内レポートを課す。
毎回の授業の冒頭に、前週の学生のコメントを紹介して質問に回答する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・コンディ

ショニング総論
ガイダンス、コンディショニングと
は何かを学習する。

2 コンディショニングの
要素（身体的因子）

コンディショニングの要素のうち、
身体的因子について学習する。

3 コンディショニングの
要素（環境的因子）

コンディショニングの要素のうち、
環境的因子について学習する。

4 コンディショニングの
要素（心理的因子）

コンディショニングの要素のうち、
心理的因子について学習する。

5 コンディションの評価 コンディションの評価方法について
学習する。

6 トレーニング計画とコ
ンディショニング

トレーニング計画について学習する。

7 障がい者スポーツのコ
ンディショニング

障がい者スポーツのコンディショニ
ングについて学習する。

8 疲労回復を目的とした
コンディショニング（ス
ポーツマッサージ）

疲労回復を目的としたコンディショ
ニング方法として、マッサージの歴
史、現状を学習するとともに、具体
的な方法を経験する。

9 傷害予防を目的とした
コンディショニング
（テーピング）

傷害予防を目的としたコンディショ
ニング方法として、テーピングの具
体的な方法を、経験、習得する。

10 傷害予防を目的とした
コンディショニング（下
肢のストレッチング）

傷害予防を目的としたコンディショ
ニング方法として、下肢のストレッ
チングの具体的な方法を、経験、習
得する。

11 傷害予防を目的とした
コンディショニング（体
幹、上肢のストレッチン
グ）

傷害予防を目的としたコンディショ
ニング方法として、体幹、上肢のス
トレッチングの具体的な方法を、経
験、習得する。

12 パフォーマンス向上を
目的としたコンディ
ショニング（筋力トレー
ニング）

パフォーマンス向上を目的としたコ
ンディショニング方法として、筋力
トレーニングの具体的な方法を経験、
習得する。

13 ウォーミングアップと
クーリングダウン

ウォーミングアップとクーリングダ
ウンについて学習する。

14 試験・まとめと解説 試験・まとめと解説を行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1回：特になし
第2～14回：前回授業への取り組みと復習
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に使用しないが、講義資料は学習支援システムから各自がダウンロードす
ることとする。
【参考書】
・日本スポーツ協会編，リファレンスブック

・日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト２　安
全・
健康管理およびスポーツ外傷・障害の予防
・日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト３　コン
ディショニング
・日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト４　リコ
ンディショニング
・日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト５　救急
対応
・日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト６　検
査・
測定と評価
・籾山日出樹総監修，臨床スポーツ医学，医学映像教育センター
【成績評価の方法と基準】
(1)平常点（授業内レポート）　60%
(2)期末試験　40%
で評価を行う。
なお、授業内レポートの提出回数が授業実施回数の2/3に満たない場合は単位
を認定しない。
【学生の意見等からの気づき】
講義科目ではあるが、授業の中で「コンディショニング」を体験する機会を
設けているので、その部分が好評であった。このような体験を通して、「コン
ディショニング」を身近なこととして捉え、自身のスポーツ活動にも生かせ
るよう、授業内容を模索したい。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムを利用する。
【その他の重要事項】
「スポーツコンディショニング論Ⅰ」を履修してから本科目を履修することが
望ましい。
【Outline (in English)】
【Course outline & Learning Objectives】The purpose of this course is
to understand the theory of strength and conditioning. Students will
learn the purposes of conditioning an athlete and the ways to grade their
athletic performance. Students will learn the practices of creating a
conditioning program that will enhance the performance of an athlete
while preventing injuries. Students will be able to apply these concepts
and give proper instructions to athletes at their respective sport.
【Learning activities outside of the classroom】The standard preparation
and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria/Policy】The evaluation will be based on reports (60%)
and the final exam(40%).

— 200 —
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

スポーツコンディショニング演習Ⅰ

春日井　有輝

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・演習
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
2単位
曜日・時限：金1/Fri.1
備考（履修条件等）：2024年度以降入学者対象
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ指導者、アスレティックトレーナーとして必要な外傷・障害予防を
目的としたコンディショニング方法について実習を通して学ぶとともに、実
際に選手に実施・指導できるようにすることが本指導論の目的である。
【到達目標】
スポーツ外傷・障害を予防するために必要な手技であるテーピング、ストレッ
チング等を、利用する場面や目的に応じて行えるようになることが目標である。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」「DP6」に関連
【授業の進め方と方法】
身体各部位の機能解剖や外傷・障害について学んだ上で、テーピング・スト
レッチングなどの方法と実際について実習を通して学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 本指導論に対するオリエンテーショ

ンを行う
2 テーピング総論 テーピングの目的・効果・有効性・

種類と特性・名称について
3 テーピング各論１　足

部のテーピング
アーチのテーピング、母趾のテーピ
ング、踵部のテーピング

4 テーピング各論2　足関
節のテーピング1

足関節捻挫に対する基本のテーピン
グ

5 テーピング各論3　足関
節のテーピング2

足関節捻挫に対するテーピング
（オープン・バスケットウィーブ、伸
縮テープを併用した方法）

6 テーピング各論4　足関
節のテーピング3

足関節の底屈制限、背屈制限のテー
ピング

7 テーピング各論5　下腿
のテーピング

アキレス腱のテーピング、下腿部肉
離れに対するテーピング、シンスプ
リントのテーピング

8 テーピング各論6　膝関
節のテーピング1

膝関節前十字靭帯損傷に対するテー
ピング

9 テーピング各論7　膝関
節のテーピング2

膝関節内側（外側）側副靭帯損傷に
対するテーピング

10 テーピング各論8　大腿
部・股関節のテーピング

大腿部の肉離れ、股関節のテーピング

11 実技試験 実技試験（足関節捻挫に対する基本
テーピング）

12 ストレッチング総論 ストレッチングの目的・基礎知識・
種類と特徴・使い分けについて

13 ストレッチング各論1
（足部、下腿）

足部、下腿のストレッチング

14 ストレッチング各論2
（大腿）

大腿のストレッチング

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回、テキストに目を通しておくこと。
授業で行った実技の復習をすること。
本授業の準備学習・復習時間は合わせて4時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
日本体育協会編，公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト6　予防と
コンディショニング
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト２　安全・
健康管理およびスポーツ外傷・障害の予防
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト３　コン
ディショニング
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト４　リコ
ンディショニング
【参考書】
日本トレーニング指導者協会編，トレーニング指導者テキスト実技編，大修
館書店，2011

坂井建男・松村譲兒監訳，プロメテウス解剖学アトラス　解剖学総論／運動
器系，医学書院，2007

【成績評価の方法と基準】
(1)平常点　80%
(2)実技試験　20%
で評価を行う。
なお、出席回数が授業実施回数の2/3に満たない場合は単位を認定しない。
【学生の意見等からの気づき】
テーピングやストレッチングを実際に体験し、習得できることが好評であっ
た。基本的な手法はもちろん、目的に合わせて応用できる力を身に着けるこ
とができるよう、授業内容を模索したい。
【その他の重要事項】
・スポーツコンディショニング論Ⅰを履修済みであることが望ましい。
・本科目を履修後、続けて秋学期に開講されるスポーツコンディショニング演
習Ⅱも履修すること。
・運動器解剖やスポーツ外傷・障害に関する知識が身についていないと講義内
容を理解することが難しいため、十分学習した上で履修すること。
【Outline (in English)】
【Course outline & Learning Objectives】
The purpose of this course is to recognize and practice the proper
methods of conditioning that aim to prevent trauma and disability,
which is necessary for an athletic trainer and a sports instructor.
Students will be able to design and instruct their own conditioning
programs to the athletes.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content.
【Grading Criteria/Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following Term-end examination: 20%、Short reports : 80%
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

テーピング・コンディショニング指導論Ⅰ

春日井　有輝

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・実技
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：金1/Fri.1
備考（履修条件等）：2023年度以前入学者対象
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ指導者、アスレティックトレーナーとして必要な外傷・障害予防を
目的としたコンディショニング方法について実習を通して学ぶとともに、実
際に選手に実施・指導できるようにすることが本指導論の目的である。
【到達目標】
スポーツ外傷・障害を予防するために必要な手技であるテーピング、ストレッ
チング等を、利用する場面や目的に応じて行えるようになることが目標である。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
テーピング、ストレッチングの方法と実際について実習を通して学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 本指導論に対するオリエンテーショ

ンを行う
2 テーピング総論 テーピングの目的・効果・有効性・

種類と特性・名称について
3 テーピング各論１　足

部のテーピング
アーチのテーピング、母趾のテーピ
ング、踵部のテーピング

4 テーピング各論2　足関
節のテーピング1

足関節捻挫に対する基本のテーピン
グ

5 テーピング各論3　足関
節のテーピング2

足関節捻挫に対するテーピング
（オープン・バスケットウィーブ、伸
縮テープを併用した方法）

6 テーピング各論4　足関
節のテーピング3

足関節の底屈制限、背屈制限のテー
ピング

7 テーピング各論5　下腿
のテーピング

アキレス腱のテーピング、下腿部肉
離れに対するテーピング、シンスプ
リントのテーピング

8 テーピング各論6　膝関
節のテーピング1

膝関節前十字靭帯損傷に対するテー
ピング

9 テーピング各論7　膝関
節のテーピング2

膝関節内側（外側）側副靭帯損傷に
対するテーピング

10 テーピング各論8　大腿
部・股関節のテーピング

大腿部の肉離れ、股関節のテーピング

11 実技試験 実技試験（足関節捻挫に対する基本
テーピング）

12 ストレッチング総論 ストレッチングの目的・基礎知識・
種類と特徴・使い分けについて

13 ストレッチング各論1
（足部、下腿）

足部、下腿のストレッチング

14 ストレッチング各論2
（大腿）

大腿のストレッチング

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回、テキストに目を通しておくこと。
授業で行った実技の復習をすること。
本授業の準備学習・復習時間は合わせて2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
日本体育協会編，公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト6　予防と
コンディショニング
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト２　安全・
健康管理およびスポーツ外傷・障害の予防
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト３　コン
ディショニング
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト４　リコ
ンディショニング
【参考書】
日本トレーニング指導者協会編，トレーニング指導者テキスト実技編，大修
館書店，2011
坂井建男・松村譲兒監訳，プロメテウス解剖学アトラス　解剖学総論／運動
器系，医学書院，2007

【成績評価の方法と基準】
(1)平常点　80%
(2)実技試験　20%
で評価を行う。
なお、出席回数が授業実施回数の2/3に満たない場合は単位を認定しない。
【学生の意見等からの気づき】
テーピングやストレッチングを実際に体験し、習得できることが好評であっ
た。基本的な手法はもちろん、目的に合わせて応用できる力を身に着けるこ
とができるよう、授業内容を模索したい。
【その他の重要事項】
・スポーツコンディショニング論Ⅰを履修済みであることが望ましい。
・本科目を履修後、続けて秋学期に開講されるスポーツコンディショニング演
習Ⅱも履修すること。
・運動器解剖やスポーツ外傷・障害に関する知識が身についていないと講義内
容を理解することが難しいため、十分学習した上で履修すること。
【Outline (in English)】
【Course outline & Learning Objectives】
The purpose of this course is to recognize and practice the proper
methods of conditioning that aim to prevent trauma and disability,
which is necessary for an athletic trainer and a sports instructor.
Students will be able to design and instruct their own conditioning
programs to the athletes.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content.
【Grading Criteria/Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following Term-end examination: 20%、Short reports : 80%

— 202 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1
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スポーツコンディショニング演習Ⅱ

春日井　有輝

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・演習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：金1/Fri.1
備考（履修条件等）：2024年度以降入学者対象
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ指導者、アスレティックトレーナーとして必要な外傷・障害予防を
目的としたコンディショニング方法について実習を通して学ぶとともに、実
際に選手に実施・指導できるようにすることが本指導論の目的である。
【到達目標】
スポーツ外傷・障害を予防するために必要な手技であるテーピング・ストレッ
チング・アイシング等を、利用する場面や目的に応じて行えるようになるこ
とが目的である。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」「DP6」に関連
【授業の進め方と方法】
身体各部位の機能解剖や外傷・障害について講義した上で、テーピング・スト
レッチング・アイシング・ウォーミングアップ・クーリングダウンの方法と実
際について実習を通して学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション・ア

イシング
本指導論に対するオリエンテー
ション
アイシングの概論と実践

2 テーピング各論1　腰部
のテーピング

腰部のテーピング

3 テーピング各論2　体幹
部に対するテーピング

腸骨稜打撲、肋軟関節分離に対する
テーピング

4 テーピング各論3　肩関
節のテーピング1

肩鎖関節捻挫、肩関節反復性前方脱
臼に対するテーピング

5 テーピング各論4　肩関
節のテーピング2

投球肩障害に対するテーピング

6 テーピング各論5　肘関
節のテーピング

肘関節内側（外側）側副靭帯損傷、肘
関節過伸展損傷に対するテーピング

7 テーピング各論6　手関
節・手部に対するテーピ
ング

手関節捻挫、前腕部回内（回外）制
限、母指、四指に対するテーピング

8 ストレッチング各論1
（股関節周囲）

股関節周囲のストレッチング

9 ストレッチング各論2
（腰背部）

腰背部のストレッチング

10 ストレッチング各論3
（頸肩部）

頸肩部のストレッチング

11 ストレッチング各論4
（上肢）

上肢のストレッチング

12 実技試験 実技試験（ストレッチング）
13 ウォーミングアップ・

クーリングダウン
ウォーミングアップ・クーリングダ
ウンの理論的背景と実際

14 東洋医学とコンディ
ショニング

東洋医学の概要と、コンディショニ
ングへの活用について

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回、テキストに目を通しておくこと
授業で行った実技の復習をすること
本授業の準備学習・復習時間は合わせて4時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
日本体育協会編，公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト6　予防と
コンディショニング
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト２　安全・
健康管理およびスポーツ外傷・障害の予防
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト３　コン
ディショニング
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト４　リコ
ンディショニング
【参考書】
日本トレーニング指導者協会編，トレーニング指導者テキスト実技編，大修
館書店，2011

坂井建男・松村譲兒監訳，プロメテウス解剖学アトラス　解剖学総論／運動
器系，医学書院，2007

【成績評価の方法と基準】
(1)平常点　80%
(2)実技試験　20%
で評価を行う。
なお、出席回数が授業実施回数の2/3に満たない場合は単位を認定しない。
【学生の意見等からの気づき】
テーピングやストレッチングを実際に体験し、習得できることが好評であっ
た。基本的な手法はもちろん、目的に合わせて応用できる力を身に着けるこ
とができるよう、授業内容を模索したい。
【その他の重要事項】
・スポーツコンディショニング論Ⅰを履修済みであることが望ましい。
・春学期に開講されるスポーツコンディショニング演習Ⅰを履修後、本科目を
続けて履修すること。
・運動器解剖やスポーツ外傷・障害の基礎的な知識が身についていないと講義
内容を理解することが難しいため、十分に学習を進めてから履修すること。
【Outline (in English)】
【Course outline & Learning Objectives】
The purpose of this course is to recognize and practice the proper
methods of conditioning that aim to prevent trauma and disability,
which is necessary for an athletic trainer and a sports instructor.
Students will be able to design and instruct their own conditioning
programs to the athletes.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content.
【Grading Criteria/Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following Term-end examination: 20%、Short reports : 80%
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テーピング・コンディショニング指導論Ⅱ

春日井　有輝

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・実技
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：金1/Fri.1
備考（履修条件等）：2023年度以前入学者対象
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ指導者、アスレティックトレーナーとして必要な外傷・障害予防を
目的としたコンディショニング方法について実習を通して学ぶとともに、実
際に選手に実施・指導できるようにすることが本指導論の目的である。
【到達目標】
スポーツ外傷・障害を予防するために必要な手技であるテーピング・ストレッ
チング・アイシング等を、利用する場面や目的に応じて行えるようになるこ
とが目的である。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
テーピング・ストレッチング・アイシング・ウォーミングアップ・クーリング
ダウンの方法と実際について実習を通して学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション・ア

イシング
本指導論に対するオリエンテー
ション
アイシングの概論と実践

2 テーピング各論1　腰部
のテーピング

腰部のテーピング

3 テーピング各論2　体幹
部に対するテーピング

腸骨稜打撲、肋軟関節分離に対する
テーピング

4 テーピング各論3　肩関
節のテーピング1

肩鎖関節捻挫、肩関節反復性前方脱
臼に対するテーピング

5 テーピング各論4　肩関
節のテーピング2

投球肩障害に対するテーピング

6 テーピング各論5　肘関
節のテーピング

肘関節内側（外側）側副靭帯損傷、肘
関節過伸展損傷に対するテーピング

7 テーピング各論6　手関
節・手部に対するテーピ
ング

手関節捻挫、前腕部回内（回外）制
限、母指、四指に対するテーピング

8 ストレッチング各論1
（股関節周囲）

股関節周囲のストレッチング

9 ストレッチング各論2
（腰背部）

腰背部のストレッチング

10 ストレッチング各論3
（頸肩部）

頸肩部のストレッチング

11 ストレッチング各論4
（上肢）

上肢のストレッチング

12 実技試験 実技試験（ストレッチング）
13 ウォーミングアップ・

クーリングダウン
ウォーミングアップ・クーリングダ
ウンの理論的背景と実際

14 東洋医学とコンディ
ショニング

東洋医学の概要と、コンディショニ
ングへの活用について

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回、テキストに目を通しておくこと
授業で行った実技の復習をすること
本授業の準備学習・復習時間は合わせて4時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
日本体育協会編，公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト6　予防と
コンディショニング
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト２　安全・
健康管理およびスポーツ外傷・障害の予防
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト３　コン
ディショニング
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト４　リコ
ンディショニング
【参考書】
日本トレーニング指導者協会編，トレーニング指導者テキスト実技編，大修
館書店，2011

坂井建男・松村譲兒監訳，プロメテウス解剖学アトラス　解剖学総論／運動
器系，医学書院，2007

【成績評価の方法と基準】
(1)平常点　80%
(2)実技試験　20%
で評価を行う。
なお、出席回数が授業実施回数の2/3に満たない場合は単位を認定しない。
【学生の意見等からの気づき】
テーピングやストレッチングを実際に体験し、習得できることが好評であっ
た。基本的な手法はもちろん、目的に合わせて応用できる力を身に着けるこ
とができるよう、授業内容を模索したい。
【その他の重要事項】
・スポーツコンディショニング論Ⅰを履修済みであることが望ましい。
・春学期に開講されるスポーツコンディショニング演習Ⅰを履修後、本科目を
続けて履修すること。
・運動器解剖やスポーツ外傷・障害の基礎的な知識が身についていないと講義
内容を理解することが難しいため、十分に学習を進めてから履修すること。
【Outline (in English)】
【Course outline & Learning Objectives】
The purpose of this course is to recognize and practice the proper
methods of conditioning that aim to prevent trauma and disability,
which is necessary for an athletic trainer and a sports instructor.
Students will be able to design and instruct their own conditioning
programs to the athletes.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content.
【Grading Criteria/Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the
following Term-end examination: 20%、Short reports : 80%
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運動処方・負荷テスト

木下　訓光

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：3～4年次／
2単位
曜日・時限：水3/Wed.3

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
学生は運動負荷テストの目的、適応、禁忌、合併症、各種負荷方法および装置
の特性、運動負荷心電図や心肺運動負荷試験の基本となる理論、目的・対象
に応じた各種運動処方など運動負荷テストの原理・方法と、有疾患者に対す
る運動処方の方法論を学ぶ。
【到達目標】
①運動負荷テストの目的、適応、禁忌、合併症について理解する。
②各種負荷方法および装置の特性など秋学期の実習に必要な実践的な知識を
習得する。
②運動負荷心電図や心肺運動負荷試験の基本となる理論を理解する。
④目的・対象に応じた各種運動処方を行えることを目的とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
①原則として各回で完結するテーマを設定して、スライドによる講義形式で
行う。いくつかのテーマは関連し、前段までの講義を踏まえながら学習するた
め、各回の講義の内容を段階的かつ連続的に習得していかなければならない。
② 前半は運動負荷テスト・運動処方の原理・方法論などの基礎を学習する。
後半は各種疾患における運動負荷テスト・運動処方の実際について、病態生
理、治療や運動のガイドラインに基づいて学習する事で、前半で習得した理
論的基礎を応用的に習得する。
③講義はすべて医学的内容であるが、健康運動指導士が実践の場で扱う疾患
とその理解を念頭に置いて構成され、必要最低限の基礎的理解を知識で習得で
きるよう配慮される。学習効果を上げるためには『運動生理学』や『スポー
ツ医学A』、『生活習慣病と身体活動』をあわせて受講する事が重要であると理
解してほしい。
⑤『統計学Ⅰ』、『数学』、『基礎科学』の履修を済ませていること、または同
時に履修していることが望ましく、しばしば講義はそれを前提に行われるも
のと理解しておくこと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 運動負荷テストの基礎 運動負荷テストの歴史、目的、方法、

適応、設備などについて。
2 運動処方に必要な心電

図の基礎
体表面心電図の電気生理学的基礎、
12誘導およびモニター心電図の基礎
について。

3 運動負荷心電図と判定 運動負荷心電図の原理・方法論、ST
変化と不整脈、陽性、陰性、偽陽性、
偽陰性、予後判定など。

4 運動負荷テストの適応
と禁忌

リスクの層別化の考え方、メディカ
ルチェックとスクリーニング、運動
負荷テストの中止基準、インフォー
ムドコンセント、安全対策、など運
動負荷テストのリスクマネジメント
についての医学的理解。

5 運動負荷テストのプロ
トコール

最適・最大の心肺応答を得るために
必要な運動負荷プロトコールについ
ての理論および代表的運動負荷プロ
トコールについて。

6 各種運動様式に対する
心肺血管系の応答

動的・静的運動、定常・漸増負荷、全
身・下肢運動などにおける心拍、血
圧などの心肺血管系の応答について。

7 心肺運動負荷試験 心肺運動負荷試験の方法論、測定結
果の評価法、最大酸素摂取量、いわ
ゆるVT。

8 運動処方の原理と方法 用語、頻度、強度、期間設定、
METS、など運動処方の原理・構
造・方法を理解する。自覚的運動強
度、心拍数、心肺運動負荷試験に基
づく運動処方。

9 運動処方・負荷テスト各
論（１）：高血圧

高血圧の病態生理、治療。高血圧患
者の運動負荷テスト・処方における
留意点。降圧剤服薬者における運動
について。

10 運動処方・負荷テスト各
論（２）：糖尿病

糖尿病の病態生理、治療。糖尿病患
者の運動負荷テスト・処方における
留意点。血糖降下剤服薬・インスリ
ン使用者における運動について。

11 運動処方・負荷テスト各
論（３）：肥満・メタボ
リックシンドローム

肥満・メタボリックシンドロームの
病態生理、治療。肥満・メタボリッ
クシンドローム患者の運動負荷テス
ト・処方における留意点。

12 運動処方・負荷テスト各
論（４）：ロコモティブ
シンドローム、骨粗鬆症

ロコモティブシンドローム、骨粗鬆
症の病態生理、治療。ロコモティブ
シンドローム、骨粗鬆症患者の運動
負荷テスト・処方における留意点。
特にレジスタンストレーニングの処
方原理と具体につについて講義する。

13 運動処方・負荷テスト各
論（５）：心疾患

心臓病・肺疾患の病態生理、治療。
心臓病・肺疾患患者の運動負荷テス
ト・処方における留意点。心疾患治
療薬（βブロッカー、強心薬）服薬
者における運動について。

14 運動処方症例検討 生活習慣病各疾患の実際の運動処方
例について検討する。各疾患に特有
のproblemをどのように評価して安
全かつ効果的な運動処方・療法を行
うか、また降圧剤、血糖降下剤、イ
ンスリン、脂質異常症治療薬
（HMG-CoA還元酵素阻害剤）など、
生活習慣病患者の多くが服薬・使用
している薬が運動処方や運動療法の
実践にどのように影響するか、実際
の患者の症例を通して学習する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
①授業支援システムにアップロードしたハンドアウトを用いて予習をするこ
と。ハンドアウトは授業で講義する内容のうちポイントとなる部分を除いて
作成するので、予習および講義のなかでこれを補完し学習に役立てること。
②各回の講義の中でも、keyword, take-home message, summaryなど、重
要な概念や用語を適宜まとめて提示するので、それらを手掛かりにして復習
をすること。
③健康運動指導士の資格取得を目指す学生は、同資格テキストの該当する部
分を、講義の進行に合わせて必ず精読・理解しておくこと。本授業の準備学
習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
・アメリカスポーツ医学会 『運動処方の指針―運動負荷試験と運動プログラ
ム』（南江堂）※資料室収蔵
・心肺運動試験に関しては、下記図書が簡潔にまとめて記載している。
『A Practical guite to the Interpretation of Cardiopulmonary Exercise
Tests』（Oxford University Press）※資料室収蔵
同書籍には旧版の翻訳書がある（『運動負荷試験とその解釈の原理』（Japan
Heart Club）※資料室収蔵）
【参考書】
・David P. Swain, Brian C. Leutholtz. 『運動処方―ケーススタディでみる
ACSMガイドライン』（ナップ）※資料室収蔵
・健康・体力づくり事業財団『健康運動指導士養成講習会テキスト　上・下』
※資料室収蔵
・Arthur C.Guyton. 『ガイトン生理学』（エルゼビア・ジャパン）※資料室
収蔵
・Gerard J. Tortora.『トートラ人体の構造と機能』（丸善出版）※資料室収蔵
・小澤瀞司他. 『標準生理学』（医学書院）※資料室収蔵
・岡田隆夫.『心臓・循環の生理学』（メディカルサイエンスインターナショナ
ル）※資料室収蔵
・山地啓司. 『こころとからだを知る心拍数』（杏林書院）※資料室収蔵
・池田隆徳. 『マンガで学ぶ心電図&不整脈』（中外医学社）※資料室収蔵
・David P. Swain, Brian C. Leutholtz. 『運動処方―ケーススタディでみる
ACSMガイドライン』（ナップ）※資料室収蔵
・健康・体力づくり事業財団『健康運動指導士養成講習会テキスト　上・下』
※資料室収蔵
・川久保清『運動負荷心電図 : その方法と読み方』医学書院※資料室収蔵
・上嶋健治『運動負荷試験Q&A119』（南江堂）※資料室収蔵
・安達仁『CPX・運動療法ハンドブック : 心臓リハビリテーションのリアル
ワールド　改訂3版』（中外医学社）※資料室収蔵
・心電図に関連した電気生理学（静止膜電位など）について深く学びたい場合
は以下の図書が参考になる。
酒井正樹『これでわかるニューロンの電気現象』（共立出版）※資料室収蔵
宮川博義、井上雅司『ニューロンの生物物理』（丸善出版）※資料室収蔵
・ハーマン・ポンツァー『運動しても痩せないのはなぜか』（草思社）※資料
室収蔵
【成績評価の方法と基準】
期末試験（原則100%、ただし下記※参照）：講義各回に提示する重要点を中
心に作成した複数の設問を、各テーマについて満遍なく網羅した試験問題に
よって評価をする。
※授業回の中には、事前にまたは授業内に小課題を課す場合がある。これら
の成果の集積は期末試験の点数と合わせて最終成績を決定する点数算出に用
いる場合がある。
【禁止事項】授業中に提示するスライドや動画などを許可なく撮影することを
禁止する。また授業を録音・録画することを禁止する。これに違背して許可
なく撮影・録音・録画を行った学生の定期試験受験を認めない。
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【学生の意見等からの気づき】
特に改善を求める意見を得ていない。
【学生が準備すべき機器他】
可能な限り各回の授業の前週末までに授業支援システムにPDFハンドアウト
をアップロードする。各授業回の資料をダウンロードできるのは、原則とし
て授業日当日の深夜までと設定するので注意すること。
【その他の重要事項】
①　授業の展開によって、若干の変更があり得る。
②　『運動生理学』、『スポーツ医学A』、『生活習慣病と身体活動』をあわせて
履修する事を強く勧奨する。
③　『統計学Ⅰ』、『数学』、『基礎科学』の履修を済ませていること、または同
時に履修していることが望ましい。
【実務の経験】臨床経験および医学研究歴を有する医師（日本スポーツ協会認
定スポーツドクター、日本医師会健康認定スポーツ医）が授業を行う。
【どのように実務経験が授業に反映されるか】上記診療経験に基づき、実際の
患者症例を提示しながら運動負荷テストおよび有疾患者に対する運動処方の
原理・方法について授業を行う。
【Outline (in English)】
[Course outline] The lecture intends to provide the basic knowledge of
exercise test and related cardiovascular physiology.
[Learning objectives] The goal of the lecture is to master the principle
of exercise test, to understand cardiovascular physiology for exercise
prescription, and to obtain the basic skill of implementing the prescribed
exercise program appropriately for patients.
[Learning activities outside of classroom] Students have to study
and prepare for each classroom by using handout materials uploaded to
the learning management system beforehand. Students who is willing
to become the Health Fitness Programmer certified by the Japan Health
Promotion Fitness Foundation are strongly encouraged to study the
corresponding topic of each classroom in the textbook assigned by the
foundation afterward. Total hours for studying outside of classroom is
estimated to be 4 hours; 2 hours beforehand and 2 hours afterward.
[Grading criteria/policy] The grading will be determined by the
score of the term-end examination (100%). CAUTION: To take
photos of any materials presented in the classroom or to
record the lecture is prohibited. Students who violate this
rule and take photos or record any materials presented in
the classroom without permission are not allowed to take the
term-end examination.
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CIM200IA（内科系臨床医学 / Clinical internal medicine 200）

スポーツ医学Ａ

日浦　幹夫

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：備考参照年次／
2単位
曜日・時限：水1/Wed.1
備考（履修条件等）：2024年度以降入学者は2年次から履修可能。
2023年度以前入学者は3年次から履修可能。
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ障害のうち、外傷を除いた全領域の中から、up-to-dateでpractical
な内容を選りすぐって講義する。
スポーツは身体的・精神的・環境的ストレスへの挑戦であり、ヒトは恒常性
（ホメオスタシス）を維持するため運動と環境のストレスに巧妙に適応する。
その適応が破綻した状態がスポーツ障害である。スポーツ障害を理解するた
めには以下の点が重要である。
　①ヒトはいかにして運動中に体内の恒常性を維持するか
　②運動によってどのような適応が起きるのか
　③いかにしてその適応や恒常性が破綻するのか
　④適応や恒常性が破綻するといかなる事態に遭遇するか
　⑤その事態にいかに対処するか
本授業では、全身の臓器を系統的に扱いつつ、上記について、運動だけでな
く環境ストレスへの適応とその破綻も含めて講義を行う。
【到達目標】
目標１巷にはスポーツ医学に関連した誤情報が多い。エビデンスを正しく理
解し、フェイクに立ち向かいスポーツをする人々にとってよき助言者になれる。
目標２単なる知識ではなく、real worldのアスリートの障害を適切に予防し、
対処することができるようになる。
目標３スポーツを通じて健康を維持・増進し豊かな人生を送るために必要な
医学的基礎を習得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は以下の３部構成で行う。
　①扱う疾病・障害に関連した臓器や機能の正常について：解剖、組織、生
理学、運動生理学の基本的事項を復習
　②実際のスポーツ障害の症例提示とその検討・討論（グループディスカッ
ションやプレゼンテーションなど）
　③病的破綻（障害）の各論について解説
重要な留意事項
　①原則として各回ごとに完結するテーマを設定して、スライドによる講義
形式で行う。いくつかのテーマは関連し、前段までの講義を踏まえながら学
習するため、各回の講義の内容を段階的かつ連続的に習得していかなければ
ならない。
　②実際にスポーツ現場や健康管理関連事業の中で直面する可能性のある状
況を念頭に講義する。
　③可能な限り各回の授業の前週末までにスライドのハンドアウトを授業支
援システムにアップロードする。
　④ 各回の授業ではkeyword, take-home message, summaryを適宜提示
する。
　⑤講義中の質疑応答を奨励する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 COVID-19がスポーツ

にもたらしたもの
―Long COVIDとアス
リート―

COVID-19が単なる呼吸器感染症で
はなく、全身疾患であること、また
呼吸器系・神経系の異常が継続する
（Long COVID）ことがわかってい
るが、Long COVIDはアスリートに
おいて見過ごされていることも多く、
スポーツ医学における新たな課題と
なっている。
①新型コロナウイルス感染症
②症例提示・検討
③ COVID-19の合併症およびLong
COVIDとアスリートについて学習す
る。

2 スポーツ心臓病学（１）
突然死とメディカル
チェック

スポーツ選手の突然死はスポーツド
クター、トレーナー、指導者、学校
関係者すべてにとっての最重要な課
題である。スポーツに携わるものす
べてが、絶対にアスリートを競技中
に死なせないという使命感を持つべ
きである。
①心臓循環生理
②症例提示・検討
③スポーツ選手の突然死の機序・実
態・予防法について医学的なエビデ
ンスに基づき学習する。合わせてメ
ディカルチェックについても学習
する。
※同一教員による「スポーツリスク
マネジメント」の授業でも扱うテー
マであるが、本授業では、豊富な症
例を提示し、症例検討から多くを学
ぶ形式で、より臨床的な内容を講義
する予定である。

3 スポーツ心臓病学（２）
スポーツ心臓

どのような時にスポーツ心臓という
診断が下されるのか。スポーツ心臓
と言われたらどうしたらよいのか、
その時学校やスポーツ指導現場では
何が重要か。
①心臓循環生理
②症例提示・検討
③スポーツ心臓の定義、発生機序、
心疾患との鑑別、などについて学習
する。

4 呼吸器疾患・大気汚染と
スポーツ

運動強度が上がるとなぜ「苦しくな
る」のか？ 病的呼吸困難との違い
は？ 人が運動する時に最も意識させ
られるのが「呼吸」である。スポー
ツにおける呼吸の病理について学習
する。
①呼吸（換気・ガス交換）とその制
御の生理学
②症例提示・検討
③喘息とスポーツ、運動誘発性喘
息、運動誘発性喉頭閉塞症、運動
（水泳）誘発性肺水腫（浸漬性肺水
腫）、過換気症候群などについて学習
する。大気汚染とスポーツ活動、呼
吸器感染症としてのインフルエンザ
などについても学習する予定である。

5 熱中症と脱水 発症の病態生理を理解すれば、酷暑
のスポーツ活動でも熱中症は予防で
きる。
①体温・体液調節のホメオスタシス
②症例提示・検討
③熱中症の診断、治療、予防に加え、
重篤な合併症である横紋筋融解症に
ついても学習する。
※同一教員による「スポーツリスク
マネジメント」の授業でも扱うテー
マであるが、本授業では、より臨床
的な内容を講義する。

6 高所・寒冷環境とスポー
ツ

ヒトはなぜエベレストに無酸素で登
頂できたのか？ 高地トレーニングは
本当に効果があるのか？ 実はスポー
ツ現場でも多い低体温症のサバイバ
ル法は？
①寒冷環境、低圧環境（高地）にお
ける適応の生理学
②症例提示・検討
③登山の医学、高山病、ウィンター
スポーツの医学、寒冷障害（低体温
症、凍傷など）について学習する。
また、いわゆる高地トレーニングに
ついて、その理論的根拠、効果に関
するエビデンスなどについても学習
する予定である。

7 貧血のスポーツ医学 「スポーツ貧血」と言うなかれ。アス
リートの貧血の原因はスポーツでは
ない。
①造血のメカニズム
②症例提示・検討
③スポーツ選手の貧血をどのように
考え、予防するかについて学習する。
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8 内分泌疾患とスポーツ
―ホルモンのスポーツ
医学―

“Hit the wall”は低血糖？ でも健康
な人が運動しても低血糖にはならな
いはずでは？ 不整脈や貧血の原因が
ホルモンの異常？ その疲労は下垂体
機能異常が原因かも？ 内分泌疾患の
治療薬の多くはアンチドーピングの
禁止薬物だが、診断されたらどう
する？
①内分泌機能（ホルモン分泌）の生
理学
②症例提示・検討
③糖尿病（特にⅠ型）、甲状腺疾患、
下垂体・副腎皮質系異常を有するア
スリートについて学習する。また日
本ではまだ馴染のない「Male
athlete triad（男性選手の三主徴）」
についても触れる予定である。

9 感染症と免疫、アレル
ギーのスポーツ医学

感染症は選手やチームのパフォーマ
ンスを突如として落とす身近なリス
クである。感染から体を守る仕組み
が免疫だが、正常に機能しなければ
疾患の原因にもなる。
①感染と免疫、アレルギー反応の医
学・生理学
②症例提示
③感染症については伝染性単核球症
などの全身感染症や皮膚感染症につ
いて、免疫異常については筋痛性脳
脊髄炎／慢性疲労症候群、アレル
ギーについては（食物依存性）運動
誘発アナフィラキシー、運動誘発性
蕁麻疹（コリン性蕁麻疹）などにつ
いて学習する。

10 水辺と海のスポーツ医学
―アプネア、潜水、溺水
―

息止めの世界最高記録は11分54秒
であり、素潜りの潜水深度記録は
214mである（2023年時点）。その時
ヒトの体には何が起きているのか？
①アプネア競技と潜水の生理学
②症例提示・検討
③低酸素血症、減圧症、圧外傷、溺
水の機序と対処法について学習する。
可能な範囲でマリンスポーツに関連
した障害についても扱う予定である。

11 女性のスポーツ医学 2023年にREDs（Relative energy
deficiency in sport）が再定義され
た。男性REDsのエビデンスも増え
ている。アスリートの無月経には本
当にピルの処方が必要なのか？ Low
energy availabilityは悪くない？ 講
義を通じて古い知識や先入観を払拭
する。
①女性の生殖・性腺機能、energy
availability
②症例提示・検討
③スポーツ障害としての
Problematic low energy
availability、女性選手の三徴、
REDsについて学習する。運動に伴
う一過性で正常な適応反応としての
（むしろパフォーマンス促進に必要な
過程としての）Adaptable low
energy availabilityについても触れ
る。また経口避妊薬（ピル）、妊娠と
スポーツについても学習する。

12 消化器系の異常とス
ポーツ

運動してわき腹が痛くなる（side
stitch）のはなぜか？ 試合が近くな
ると下痢をしてしまう、どうしたら
よいか？
①消化器系の医学・解剖学・生理学
②症例提示・検討
③肝炎、Exercise-related
transient abdominal pain
（ETAP）、過敏性腸症候群、運動誘
発性腸症候群などについて学習する。

13 腎臓とスポーツ 若年アスリートのメディカルチェッ
クで最も多く経験する異常が、血尿・
蛋白尿である。
①酸塩基平衡と電解質バランス、腎
機能の生理学
②症例提示・検討
③顕微鏡的血尿、運動後タンパク
尿、トレーニングによる肉眼的血尿、
IgA腎症、腎疾患（透析）とアスリー
ト・スポーツなどについて学習する。

14 神経徴候とスポーツ オーバートレーニングは簡単に診断
できる病態ではなく、"over
diagnosis"（過剰診断）であること
も多い。アスリートの摂食障害は一
般の人の摂食障害と何が違うのか？
怪我を繰り返すのには心理的原因が
ある？
①アスリートのストレス反応と回
復・適応について
②症例提示・検討
③スポーツ選手の摂食障害、いわゆ
る「オーバートレーニング」、injury
prone athleteなどについて学習す
る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
①授業支援システムにアップロードしたハンドアウトを用いて予習をするこ
と。ハンドアウトは授業で講義する内容のうちポイントとなる部分を除いて
作成するので、予習および講義のなかでこれを補完し学習に役立てること。
②各回の講義の中でも、keyword, take-home message, summaryなど、重
要な概念や用語を適宜まとめて提示するので、それらを手掛かりにして復習
をすること。
③ 各回のテーマに沿った課題を授業内で適宜提示するので、必ず取り組み、
理解を深めるための自習に活用すること。
④下記【参考書】欄に掲載されたもの以外に、各回のテーマに沿って講義内
容の習得または習得した知識の発展に役立つと考えられる書籍、文献、資料
を適宜紹介するので、予習、復習などに積極的に活用すること。本授業の準
備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に定めないので、下記参考書を参照のこと。
【参考書】
【最も強く推奨する参考書】
・"Medical Conditions in the Physically Active 4th Edition" by Katie
Walsh Flanagan, Micki Cuppett. (Human Kinetics, 2024)※ 2024年４
月資料室収蔵予定、旧３版は図書館、資料室ともに収蔵なし。
【その他の参考書】
・日本スポーツ協会指導者育成専門委員会スポーツドクター部会 『スポーツ
医学研修ハンドブック基本科目・応用科目』（文光堂、2011）※図書館およ
び資料室収蔵
【成績評価の方法と基準】
期末試験（原則100%、ただし下記※参照）：講義各回に提示する重要点を中
心に作成した複数の設問を、各テーマについて満遍なく網羅した試験問題に
よって評価をする。
※授業内で提示された症例について検討する時間を設けることがある。個人
またはグループで症例を検討しディスカッションすることがある。授業に先
立ちまたは授業内に小課題を課すことがある。症例検討への参加、発言の質
や小課題の成果の集積は期末試験の点数と合わせて最終成績を決定するため
の点数算出に用いる場合がある。
【禁止事項】
授業中に提示するスライドや動画などを許可なく撮影・録画・録音すること
を禁止する。また授業を録音・録画することを禁止する。これに違背して許
可なく撮影・録音・録画を行った学生の定期試験受験を認めない。授業スライ
ドに関連する資料を入手したい場合は必ず教員に相談すること。
【学生の意見等からの気づき】
担当教員の交代に伴い、今年度の担当教員に関する前年度よりのフィードバッ
クはない。
【学生が準備すべき機器他】
可能な限り各回の授業の前週末までに授業支援システムにPDFハンドアウト
をアップロードする。各授業回の資料をダウンロードできるのは、原則とし
て授業日当日の深夜までと設定するので注意すること。
【その他の重要事項】
①授業の展開によって、若干の変更があり得る。
②『スポーツリスクマネジメント』の履修を済ませていること、または同時
に履修していることが望ましい。
【実務の経験】
臨床経験および医学研究歴を有する医師（日本スポーツ協会認定スポーツド
クター、日本医師会健康認定スポーツ医）であり、日本スポーツ協会認定ス
ポーツドクターの養成、各種チームドクター、日本臨床スポーツ医学会代議
員としてガイドライン策定などにも携わる教員が授業を行う。
【どのように実務経験が授業に反映されるか】
上記診療経験に基づき、スポーツ現場で発生する様々な障害、外傷について、
患者症例を供覧しながら理解し、学生がその発症機序を医学的に理解して対
処できるように講義する。
【Outline (in English)】
[Course outline] The lecture intends to provide the basic, practical,
and up-to-date knowledge of medical conditions in relation to physical
activity, exercise, and sports except for traumatic injuries according to
the scientific evidences. The lecture consists of the following three parts;
1) physiology of adaptative responses to exercise and environmental
stresses, 2) case presentation and discussion (individual or group based)
of the medical conditions, and 3) pathophysiology, mechanisms, and
treatment of the medical conditions.
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[Learning objectives] The substantial goal of the lecture is as follows:
1) to understand physiology of homeostasis and acute and chronic
adaptation to exercise and environmental stresses, 2) to obtain practical
skills of logical assessment of the medical conditions and of developing
individual strategy for health promotion through exercise, and 3) to be
able to provide evidence-based advice to athletes and all other people in
sports field.
[Learning activities outside of classroom] Students have to study
and prepare for each classroom by using handout materials uploaded to
the learning management system beforehand. Total hours for studying
outside of classroom is estimated to be 4 hours; 2 hours beforehand and
2 hours afterward.
[Grading criteria/policy] The grading will be determined by the score
of the term-end examination (100%, as a rule but please refer to the
following). Participation in case discussion will be evaluated on basis of
quality of opinions and attitudes of students. A quiz (“mini test”) may
be provided in the classroom. The score of the discussion and quiz would
be considered to determine the final score of the term-end examination.
CAUTION: To take photos of any materials presented in the
classroom or to record the lecture is prohibited. Students
who violate this rule and take photos or record any materials
presented in the classroom without permission are not allowed
to take the term-end examination.
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HSS300IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

生活習慣病と身体活動

木下　訓光

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：3～4年次／
2単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
学生は、生活習慣病とは何か、その概念・定義、生活習慣病の疫学、病態生
理、生活習慣病を構成する疾患について定義・発症機序、身体活動・運動と生
活習慣病の発症の関連について理論的背景と疫学的エビデンス、身体活動の
意義・効果などの生活習慣病に関する知識（定義、病態、疫学など）と、生活
習慣としての運動・身体活動が疾病の発症と予防にいかに関わるのか、その
機序と疫学的エビデンスを学ぶ。
【到達目標】
①生活習慣病とは何か、その概念・定義を説明できるようにする。
②生活習慣病の疫学、病態生理を理解する。
③生活習慣病を構成する疾患について定義・発症機序を理解する。
④身体活動・運動と生活習慣病の発症の関連について理論的背景と疫学的エ
ビデンスを理解する。
⑤身体活動の意義・効果について、科学的エビデンスに基づき説明できるよ
うにする。
⑥健康運動指導士の資格取得を目指す学生は、本講義とともに同資格テキス
ト該当部分の内容を理解・習得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
①原則として各回ごとに完結するテーマを設定して、スライドによる講義形
式で行う。いくつかのテーマは関連し、前段までの講義を踏まえながら学習
するため、各回の講義の内容を段階的かつ連続的に習得していかなければな
らない。したがって学修のためには継続的な出席が必須である。
②可能な限り各回の授業の前週末までにスライドのハンドアウトを授業支援
システムにアップロードする。
③各回の授業ではkeyword, take-home message, summaryを適宜提示する。
④疫学的エビデンスを理解するために、『統計学Ⅰ』、『数学』、『基礎科学』の
履修を済ませていること、または同時に履修していることが望ましく、しば
しば講義はそれを前提に行われるものと理解しておくこと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 なぜ身体活動を研究す

るのか？
身体活動量研究の歴史、概念・用語
の定義、身体活動による健康増進・
疾病予防の機序、生活習慣病とは。

2 身体活動量研究の方法論 身体活動量研究の基礎としての疫学
的方法を歴史的背景も踏まえて解説、
身体活動量の評価方法を学習する。

3 老化、寿命、QOLと身
体活動

身体活動量と死亡率、寿命、QOLと
の関連について学習する。高齢者医
療における課題（介護、認知症、社会
保障など）について、予防医学として
の運動・身体活動の役割を学習する。
キーワード：総死亡率、身体活動の
リスク、compression of morbidity、
dose-response、身体不活動、一次予
防

4 身体活動、フィットネス
と心血管疾患

生活習慣病としての心血管疾患の医
学、身体活動との関連について学習
する。
キーワード：虚血性心疾患、脳血管
障害、閉塞性動脈硬化症、冠危険因
子、Framingham Heart Study

5 身体活動、フィットネス
と高血圧

生活習慣病としての高血圧の病態生
理、診断、治療および身体活動、
フィットネスとの関連について学習
する。
キーワード：『高血圧治療ガイドラ
イン』（日本高血圧学会）、chronic
kidney disease、白衣高血圧

6 身体活動、フィットネス
と糖尿病

生活習慣病としての糖尿病の病態生
理、診断、治療および身体活動、
フィットネスとの関連について学習
する。
キーワード： II型糖尿病、インスリ
ン抵抗性、糖質代謝

7 身体活動、フィットネス
と高脂血症・高尿酸血症

生活習慣病としての高脂血症・高尿
酸血症の病態生理、診断、治療およ
び身体活動、フィットネスとの関連
について学習する。
キーワード：LDLコレステロール、
HDLコレステロール、痛風、『動脈
硬化性疾患予防ガイドライン』（日本
動脈硬化学会）

8 身体活動、フィットネス
と肥満・メタボリックシ
ンドローム

生活習慣病としての肥満、メタボ
リックシンドロームの病態生理、診
断、治療および身体活動、フィット
ネスとの関連について学習する。
キーワード：内臓脂肪、過体重、
BMI、肥満症、『運動しても痩せない
のはなぜか』（ポンツァー、草思社）

9 身体活動、フィットネス
と筋骨格系の健康

生活習慣病としての筋骨格系疾患・
障害の医学、身体活動との関連につ
いて学習する。
キーワード：骨粗しょう症、変形性
関節症, locomotive syndrom

10 喫煙と生活習慣病 生活習慣病の原因としての喫煙とそ
の弊害について学習する。
キーワード：慢性閉塞性肺疾患、喘
息、受動喫煙、『禁煙支援マニュア
ル』（厚労省）

11 身体活動、フィットネス
と免疫・癌

生活習慣病としてエビデンスレベル
の高い癌を中心に、病態生理、診断、
治療および身体活動、フィットネス
との関連について学習する。
キーワード：乳癌、大腸癌、前立腺癌

12 身体活動、フィットネス
とメンタルヘルス

不安障害・抑欝に関する医学的理解、
および身体活動との関連について学
習する。身体活動と認知症（アルツ
ハイマー型、血管性）との関連につ
いて学習する。
キーワード：うつ状態、うつ病、不
安障害

13 （１）こどもの体力低下
と身体活動
および
（２）身体活動環境と健
康増進政策、生活習慣病
予防プログラム

（１）こどもの生活習慣病の実態、身
体活動の重要性について学習する。
キーワード：『体力・運動能力調査』
（文部科学省）、エピジェネティクス
（２）国内外の身体活動環境と健康増
進政策、生活習慣病予防のための身
体活動指導の実践について学習する。
キーワード：健康増進法、健康日本
21（第2次）、特定健診・保健指導、
『健康づくりのための身体活動・運動
ガイド2023』、都市計画と肥満

14 身体活動介入と行動変容 身体活動・運動継続のための行動科
学的アプローチの理論的な基礎を学
習する。
キーワード：行動変容モデル
（transtheoretical model、プロチャ
スカ、1979）、運動のアドヒアランス

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
①各回の内容に記載したキーワードについて事前に学んで予備知識をつけて
おくと、講義の理解を深める助けになる。
②授業支援システムにアップロードしたハンドアウトを用いて予習をするこ
と。ハンドアウトは授業で講義する内容のうちポイントとなる部分を除いて
作成するので、予習および講義のなかでこれを補完し学習に役立てること。
③各回の講義の中でも、keyword, take-home message, summaryなど、重
要な概念や用語を適宜まとめて提示するので、それらを手掛かりにして復習
をすること。
④健康運動指導士の資格取得を目指す学生は、同資格テキストの該当する部
分を、講義の進行に合わせて必ず精読・理解しておくこと。本授業の準備学
習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に定めず
【参考書】
各授業回に関連するテーマについてより深く学ぶために必要な参考書・文献
は各授業回で提示する。【授業計画 /Schedule】内容欄の各回キーワードに
も、参考図書・文献を記載している。以下その他の参考文献
・『健康づくりのための身体活動・運動ガイド2023』（https://www.mhlw.go.jp
/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/undou/index.html）
・健康・体力づくり事業財団『健康運動指導士養成講習会テキスト　上・下』
※資料室収蔵
【成績評価の方法と基準】
期末試験（原則100%、ただし下記※参照）：講義各回に提示する重要点を中
心に作成した複数の設問を、各テーマについて満遍なく網羅した試験問題に
よって評価をする。
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※授業回の中には、事前にまたは授業内に小課題を課す場合がある。これら
の成果の集積は期末試験の点数と合わせて最終成績を決定する点数算出に用
いる場合がある。
【禁止事項】授業中に提示するスライドや動画などを許可なく撮影することを
禁止する。また授業を録音・録画することを禁止する。これに違背して許可
なく撮影・録音・録画を行った学生の定期試験受験を認めない。
【学生の意見等からの気づき】
特に改善を求める意見を得ていない。
【学生が準備すべき機器他】
可能な限り各回の授業の前週末までに授業支援システムにPDFハンドアウト
をアップロードする。各授業回の資料をダウンロードできるのは、原則とし
て授業日当日の深夜までと設定するので注意すること。
【その他の重要事項】
①授業の展開によって、若干の変更があり得る。
②『統計学Ⅰ』、『数学』、『基礎科学』の履修を済ませていること、または同
時に履修していることが望ましい。
【実務の経験】
臨床経験および医学研究歴を有する医師（日本スポーツ協会認定スポーツド
クター、日本医師会健康認定スポーツ医）が授業を行う。
【どのように実務経験が授業に反映されるか】
上記診療経験に基づき、実際の患者症例を提示しながら疾患の病態生理、発
症機序、症状、治療、運動療法、予後などについて講義し、学生が生活習慣病
の基礎的・臨床的知識を習得することができるようにする。
【Outline (in English)】
[Course outline] The lecture intends to provide the basic knowledge of
chronic diseases and clinical epidemiology.
[Learning objectives] The goal of the lecture is to master the
definition, pathophysiology, epidemiology, and treatment of chronic
diseases and to understand the role of physical activity and exercise to
prevent chronic diseases and that of physical inactivity and sedentary
lifestyle to develop chronic diseases on the basis of scientific evidences.
[Learning activities outside of classroom] Students have to study
and prepare for each classroom by using handout materials uploaded to
the learning management system beforehand. Students who is willing
to become the Health Fitness Programmer certified by the Japan Health
Promotion Fitness Foundation are strongly encouraged to study the
corresponding topic of each classroom in the textbook assigned by the
foundation afterward. Total hours for studying outside of classroom is
estimated to be 4 hours; 2 hours beforehand and 2 hours afterward.
[Grading criteria/policy] The grading will be determined by the
score of the term-end examination (100%). CAUTION: To take
photos of any materials presented in the classroom or to
record the lecture is prohibited. Students who violate this
rule and take photos or record any materials presented in
the classroom without permission are not allowed to take the
term-end examination.
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HSS300IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

アスレティックリハビリテーションⅠ

泉　重樹

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：3～4年次／
2単位
曜日・時限：火1/Tue.1
備考（履修条件等）：2023年度以前入学者対象
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本講義の目的は以下の3点である。第1にスポーツ活動に必要な運動器の機
能的要因・体力的要因を理解すること。第2にレベル低下の主要因としてのス
ポーツ外傷・障害を学ぶこと。第3にスポーツ活動に必要な身体機能・体力の
回復レベルの学習と必要な内容（トレーニング方法を含む）を習得すること
である。
【到達目標】
　身体各部位の外傷・障害の理解およびその評価方法の理解、その上で、ア
スレティックリハビリテーションの内容および具体的な実施方法について理
解することが目標である。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
　アスレティックリハビリテーションとは何かということとその実際につい
て本講義では学習する。運動器の解剖と機能、スポーツ外傷・障害とその予
防方法、検査・測定と評価の知識は必須であり、講義の中でも確認を行う。内
容としてはアスレティックリハビリテーションの基礎的事項、外傷ごとのリ
スク管理に基づいたアスレティックリハビリテーションのプログラミング方
法等を学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス／外傷・障害

総論
本講義のガイダンスとともにアスレ
ティックリハビリテーションとは何
かについて、外傷・障害の総論につ
いて学習する。

2 運動療法の基礎知識 運動療法（具体的なエクササイズ方
法を含む）の目的、方法について学
習する。

3 物理療法・補装具の基礎
知識

物理療法・補装具の目的、方法につ
いて学習する。

4 足部のアスレティック
リハビリテーション

足部の主に障害のリスク管理に基づ
いたアスレティックリハビリテー
ションのプログラミングについて学
習する。

5 足関節・下腿のアスレ
ティックリハビリテー
ション

足関節の外傷・障害のリスク管理に
基づいたアスレティックリハビリ
テーションのプログラミングについ
て学習する。

6 膝関節のアスレティッ
クリハビリテーション

膝関節の外傷・障害のリスク管理に
基づいたアスレティックリハビリ
テーションのプログラミングについ
て学習する。

7 股関節・骨盤のアスレ
ティックリハビリテー
ション

股関節の外傷・障害のリスク管理に
基づいたアスレティックリハビリ
テーションのプログラミングについ
て学習する。

8 下肢のアスレティック
リハビリテーション

代表的な種目特性に基づいた下肢の
アスレティックリハビリテーション
について学習する。

9 腰背部のアスレティッ
クリハビリテーション

腰背部の外傷・障害のリスク管理に
基づいたアスレティックリハビリ
テーションのプログラミングについ
て学習する。

10 頸部のアスレティック
リハビリテーション

頸部の外傷・障害のリスク管理に基
づいたアスレティックリハビリテー
ションのプログラミングについて学
習する。

11 体幹のアスレティック
リハビリテーション

代表的な種目特性に基づいた体幹部
のアスレティックリハビリテーショ
ンについて学習する。

12 肘関節・前腕部・手関節
のアスレティックリハ
ビリテーション

肘関節から手関節の外傷・障害のリ
スク管理に基づいたアスレティック
リハビリテーションのプログラミン
グについて学習する。

13 肩関節のアスレティッ
クリハビリテーション

肩関節の外傷・障害のリスク管理に
基づいたアスレティックリハビリ
テーションのプログラミングについ
て学習する。

14 上肢のアスレティック
リハビリテーション

種目特性に基づいた上肢のアスレ
ティックリハビリテーションについ
て学習する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定はしない。授業資料は学習支援システムからダウンロードすること
とする。
【参考書】
1.日本スポーツ協会編：公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト7ア
スレティックリハビリテーション．日本スポーツ協会
2.日本スポーツ協会編：公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト6予
防とコンディショニング．日本スポーツ協会
3.独立行政法人日本スポーツ振興センターハイパフォーマンススポーツセン
ター編. アスリートのためのトータルコンディショニングガイドライン.サン
ライフ企画. 2023
4.広瀬統一, 泉重樹, 福田崇, 稲見崇孝編. ケガをしないカラダづくり. 東洋館
出版社. 2023
5.広瀬統一他，アスレティックトレーニング学，文光堂，2019
6.福林徹他編，アスレティックリハビリテーションガイド第2版，文光堂，2018

【成績評価の方法と基準】
学期末に試験を行う。評価は試験100％である。
【学生の意見等からの気づき】
　外傷・障害の理解が不十分なため、評価からリハビリへの流れが難しく感
じられるようである。そのため身体各部位の外傷・障害からできるだけ具体
的な事例に基づいて講義を進めていく。学生は都度、機能解剖学の復習が必
須である。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【その他の重要事項】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】 The goals of this lecture are as follows: 1) to
understand the functions of the locomotor apparatus necessary for
sports activities; 2) to learn about sports injuries and disorders as
a major factor in the decline of locomotor functions; and 3) to learn
training methods necessary for sports activities.
【Learning Objectives】 The goal of this lecture is to understand the
specific methods of athletic rehabilitation.
【Learning activities outside of classroom】 The standard preparation
and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria/Policy】 The end-of-term exam will be used as 100%
of the evaluation.
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HSS300IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

アスレティックリハビリテーションⅡ

鴇田　昌也

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：3～4年次／2単
位
曜日・時限：水3/Wed.3
備考（履修条件等）：2023年度以前入学者対象
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、傷害を負ったアスリートが競技に復帰する際に必要不可欠である
アスレティックリハビリテーションについて理解することを目標とする。本
科目では「アスレティックリハビリテーションⅠ」で学んだ身体部位別のア
スレティックリハビリテーションを踏まえ、競技種目ごとの復帰期のアスレ
ティックリハビリテーションについて重点的に学習する。
【到達目標】
アスレティックリハビリテーションについての理解を深め、実際にアスリー
トに指導できるようになることを目指す。本科目では主に復帰期について学
習するので、各競技種目の特性に合わせたアスレティックリハビリテーショ
ンプログラム作成と指導が出来るようにするのが目標である。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
各回の前半にテーマに沿った講義を行い、後半は実践する。毎回レポートを
作成し提出する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回目 ガイダンス、総論 アスレティックリハビリテーション

について。授業の進め方、評価方法
2回目 基本的な動作とコアエ

クササイズ
各スポーツに共通して求められる基
本的な動作、特にコアの機能につい
て学習する。

3回目 コアエクササイズのア
スレティックリハビリ
テーションへの応用

第2回の内容を発展させ、よりス
ポーツ復帰のための段階的なリハビ
リテーションに結び付けられるよう
にする。

4回目 ジャンプ動作の基礎 基本的なジャンプ動作を段階的に実
施・指導する方法を学習する。

5回目 ジャンプ動作のエラー
修正エクササイズ

ジャンプ動作で起こりやすいエラー
とその修正方法を学習する。

6回目 アスレティックリハビ
リテーションにおける
ジャンプ動作の実践

様々な種目に合わせたジャンプ動作
を学習・実践し、アスレティックリ
ハビリテーションプログラムを指導
できるようにする。

7回目 走動作の基礎 基本的な走動作を段階的に実施・指
導する方法を学習する。

8回目 アスレティックリハビ
リテーションにおける
走動作の実践

様々な種目に合わせた走動作を学
習・実践し、アスレティックリハビ
リテーションプログラムを指導でき
るようにする。

9回目 アスレティックリハビリ
テーションにおけるア
ジリティトレーニング

様々な種目に合わせたアジリティ動
作を学習・実践し、アスレティック
リハビリテーションプログラムを指
導できるようにする。

10回目 スローイング動作の基礎 基本的なスローイング動作を段階的
に実施・指導する方法を学習する。

11回目 アスレティックリハビリ
テーションにおけるス
ローイング動作の実践

様々な種目に合わせたスローイング
動作を学習・実践し、アスレティッ
クリハビリテーションプログラムを
指導できるようにする。

12回目 あたり動作のアスレ
ティックリハビリテー
ション

基本的なあたり動作を段階的に実
施・指導する方法を学習する。

13回目 キック動作のアスレ
ティックリハビリテー
ション

基本的なキック動作を段階的に実
施・指導する方法を学習する。

14回目 まとめ 全体のまとめを行う
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1回：特になし。
第2～14回：前回授業の復習を行う。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする

【テキスト（教科書）】
日本スポーツ協会編：公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト7ア
スレティックリハビリテーション
日本スポーツ協会編： 2022年カリキュラム対応公認アスレティックトレー
ナー専門科目テキスト4リコンディショニング
【参考書】
アスレティックトレーニング学，広瀬統一ら編，文光堂，2019
その他、講義内で適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
各講義の平常点と授業内レポート点60％、期末レポート点40％で評価を行う。
3分の2以上出席した者を評価の対象とする。
【学生の意見等からの気づき】
各回講義の前半に座学で学んだことを、後半の実技で体感できる点が好評で
あった。引き続きこの形式で、学生たちの理解がより深まるよう工夫してい
きたい。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムで教材の配布等を行う。
【その他の重要事項】
・「アスレティックリハビリテーションⅠ」を履修済みであることが望ましい。
・運動器解剖やスポーツ傷害の基礎的な知識が身についていないと講義内容を
理解することが難しいため、十分に学習を進めてから履修すること。
【Outline (in English)】
【Course outline】
Students will learn the purposes of athletic rihabilitation training an
athlete and the ways to grade their athletic performance.
【Learning Objectives】
The purpose of this course is to understand the theory of athletic
rihabilitation.
Students will learn the practices of creating a athletic rihabiritation
program that will enhance the performance of an athlete while
preventing injuries. Students will be able to apply these concepts and
give proper instructions to athletes at their respective sport.
【Learning activities outside of classroom】
The standard preparatory study and review time for this class is 2 hours
each.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Short reports : 40%、a term paper :60%
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CIM300IA（内科系臨床医学 / Clinical internal medicine 300）

スポーツ医学Ｂ

瀬戸　宏明

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：3～4年次／2単
位
曜日・時限：火2/Tue.2

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
運動器の構造を理解して、スポーツの動きとの整合性を学び、外傷・障害発
生機序を理解して外傷・障害の予防プログラムを構築できるようにする。
【到達目標】
運動器の構造を理解して、スポーツの動きとの整合性を学び、外傷・障害発
生機序を理解して外傷・障害の予防プログラムを構築できるようにする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
スポーツ外傷・障害について部位別に年齢・性別・競技特性などによる相違を
学ぶ。これらの外傷・障害について科学的に分析する能力を養い、外傷・障害
発症と関節弛緩性・関節可動域・関節アライメント・関節不安定性・筋タイト
ネス等の身体特性との関連性について学ぶ。損傷した組織が修復していく過
程を把握し、アスレティックリハビリテーションのメニュー作成のための基
礎的な知識を身につけ、安全なスポーツ現場の整備についても習得する。
社会情勢によってはオンライン授業に変更することもありうる。それにとも
なう各回の授業計画の変更については、学習支援システムなどでその都度提
示する。具体的なオンライン授業の方法などを授業内掲示板などで提示する
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 半年間の講義の概要、などを説明

する。
骨・筋肉の名称、作用に関する試験
を行う。

2 外傷・障害の修復 骨・軟骨や筋・腱・靭帯の修復機転
について学習する

3 頭部の外傷・障害 主に頭部の外傷・障害とバイオメカ
ニクスについて学習する

4 頚部の外傷・障害 主に頚部の外傷・障害とバイオメカ
ニクスについて学習する

5 上肢の外傷・障害 上肢の外傷・障害とバイオメカニク
スについて学習する

6 体幹の外傷・障害 体幹の外傷・障害とバイオメカニク
スについて学習する。

7 骨盤・股関節の外傷・障
害

骨盤・股関節の外傷・障害とバイオ
メカニクスについて学習する

8 上肢・体幹のアスレ
ティックリハビリテー
ション

上肢・体幹のアスリハについて要点
を学習する

9 大腿の外傷・障害 大腿の外傷・障害とバイオメカニク
スについて学習する

10 膝の外傷・障害 膝の外傷・障害とバイオメカニクス
について学習する

11 下腿の外傷・障害 下腿の外傷・障害とバイオメカニク
スについて学習する

12 足関節・足部の外傷・障
害

足関節・足部の外傷・障害とバイオ
メカニクスについて学習する

13 下肢のアスレティック
リハビリテーション

下肢のアスリハについて要点を学習
する

14 総括・単位認定試験 講義内容の総括と単位認定試験をお
こなう。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・各講義の約 1週間前から授業支援システム上の「教材」に資料を掲載する
ので、
　受講者は参考書などを用いて事前学習をおこない授業やテストにのぞむこと。
・第1回：特に定めず
　第2～14回：前回授業への取り組みと復習、予習
・本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に使用しない。
【参考書】
１）アスレティックトレーナー専科テキスト１- ９　日本スポーツ協会

２）スポーツ指導者のためのスポーツ医学改訂第2版　編集：小出清一/福林
徹/河野一郎
３）スポーツ科学・医学大事典　スポーツ医学　プライマリケアー理論と実
践　西村書店
【成績評価の方法と基準】
単位認定試験（原則100%）
ただし授業内で小テストを課すことがある。
小テストは単位認定試験の点数と合わせて最終成績を決定するための点数算
出に用いる場合がある。
【学生の意見等からの気づき】
図や動画を用いてわかりやすく解説していく。
後方の席は使用しない。
常に受講者の反応を確認しながら、講義内容を柔軟に変化させることにより、
集中力を持続させる工夫を行う。
【その他の重要事項】
※授業の展開によって、若干の変更があり得る。
教員は整形外科医であり、スポーツ医学に長らく関わってきている。そのため
現場で求められているものを授業で展開可能である。経験を活かし、スポー
ツの外傷・障害の予防プログラムを構築できるよう講義する。
【Outline (in English)】
【Course Outline】
Sports medicine is a branch of medicine that deals with the treatment
and prevention of injuries related to sports.
A purpose of Sports Medicine B is to learn the following things
1: understanding of the structure of physical devises
2: understanding outbreak mechanism of injuries
3: how to make a prevention program of injuries
【Learning Objectives】
The goals of this course are to To be able to understand the mechanism
of trauma /disability and build a trauma /disability prevention program.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Final grade will be calculated according to the following process term-
end examination (100%),
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

スポーツリスクマネジメント

木下　訓光

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：備考参照年次／
2単位
曜日・時限：月1/Mon.1
備考（履修条件等）：2024年度以降入学者は1年次から履修可能。
2023年度以前入学者は2年次から履修可能。
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　競技・レクリエーション・健康管理を目的に行うスポーツ活動・運動中に生
じうる身体の異変や重大事故等の実態と、予防のための対処方法がテーマで
ある。「起きてしまった」事故の法的解釈や裁判例の学習ではなく、「いかに
して事故を予防するか」について、医学、科学、疫学に基づき述べていく。各
回のテーマは「スポーツ医学」などの講義で扱うものと重複する場合がある
が、本授業では理論的な基礎について学習するよりも、実際のスポーツ現場
で指導者や管理者に必要とされる実践的な知識やスキルの学習に重きを置く。
【到達目標】
　学校体育・部活動や競技スポーツ、フィットネスジムなど様々なスポーツ現
場で遭遇しうる事故等の危機管理に必要な基礎知識の習得が目標である。こ
れまでスポーツにおけるリスクマネジメントは法学の分野で考察されること
が多かったが、本授業ではスポーツの医科学的リスクマネジメントについて
扱う。具体的には、スポーツ活動中に遭遇する内因性突然死、重大外傷、熱
中症などの予防や対策、対処方法、スポーツイベントの医事運営などについ
て、最先端のスポーツ医科学の知見を踏まえて学習する。これらの知識をス
ポーツ現場において自らが危機管理にあたる際、活用できるようにすることが
重要な目標である。さらに発展させて、あらゆる危機管理の局面において論
理的分析・考察ができる思考力を養成することも念頭に置いている。今年度
も引き続き新型コロナウィルス感染症（COVID-19）パンデミックについて、
その生物学、医学、公衆衛生学分野の最新のエビデンスを学び、社会的危機
に直面した時に、これを科学的・論理的・批判的に分析して対峙する姿勢の習
得も目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
①原則として各回ごとに完結するテーマを設定して、スライドによる講義形
式で行う。いくつかのテーマは関連し、前段までの講義を踏まえながら学習
するため、各回の講義の内容を段階的かつ連続的に習得していかなければな
らない。
②この分野における日本語の包括的教科書は存在せず、またインターネット
や雑誌などのメディアも系統的で正確な情報を提供していない分野であるた
め、国内外の研究成果や教員自身の経験に基づいた情報やノウハウを基礎に
して講義を行う。
③実際にスポーツ現場や健康管理関連事業の中で直面する可能性のある状況
を念頭に講義する。
④可能な限り各回の授業の前週末までにスライドのハンドアウトを授業支援
システムにアップロードする。
⑤各回の授業ではkeyword, take-home message, summaryを適宜提示する。
⑥講義中の質疑応答を奨励する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 パンデミックから学ぶ

リスクマネジメント
新型コロナウィルスの生物学的・医
学的基礎を学び、COVID-19パンデ
ミックにおけるエビデンスを整理し
て、リスクマネジメントの基礎を学
ぶ。

2 「なぜ事故が起きるの
か」―スポーツ現場にお
けるヒューマンエラー

スポーツ現場で起きる事故の機序、
危機管理の全体像について講義する。

3 「アスリートが命を落と
すとき」
―突然死の機序とスポー
ツ現場における実態―

人が死ぬときに何が起きているの
か？ なぜ運動中に命を落とすのか？
若年アスリートスポーツ中の内因性
突然死、中高年者の運動中の突然死
について講義する。

4 心肺蘇生（成人と小児の
BLS）
―スポーツ現場で
Hands Only CPR―

成人の一次救命処置（BLS）と小児
の救命処置（PBLS）の理論的基礎
と適切に行うために必要な技術的ポ
イントについて学習する。またス
ポーツ現場におけるHands Only
CPRの役割について学ぶ。

5 インフォームドコンセ
ントと誓約書

競技大会やスポーツジムで求められ
るインフォームドコンセントの意義
や指導者、管理者の法的責任などに
ついて講義する。

6 競技参加のためのメ
ディカルチェック

事故防止に必要な競技参加のための
メディカルチェックについて講義す
る。

7 「なぜスポーツしてはい
けないのか？」
―競技スポーツ参加の
可否判断―

競技スポーツ参加の可否判断の基準
（競技スポーツを行ってはいけない条
件）、およびスポーツ参加を許可する
診断書の意義と解釈について講義す
る。

8 スポーツにおける重大
外傷

スポーツ中に発生する重大外傷
（catastorophic injury）、すなわち
致死的頭部外傷や脊髄損傷の発生機
序や対策について講義する。

9 スポーツと脳振盪 ボクシングやアメリカンフットボー
ル、柔道などで経験する脳振盪につ
いて、実態、危険性、対策などを講
義する。

10 環境とスポーツ
―熱中症と落雷―

スポーツ現場における熱中症対策の
ピットフォールとその解決方法につ
いて講義、実効性のある予防のため
には何が必要か学ぶ。またスポーツ
現場における落雷対策について学ぶ。

11 スポーツ選手と減量 減量に伴うリスク、すなわち脱水症
や摂食障害について、実態や対策な
どを講義する。

12 スポーツ現場におけるハ
ラスメントとその対策

スポーツ現場におけるセクシャルハ
ラスメントなどについて、実態や対
策について講義する。

13 ドーピングとアンチ
ドーピング

ドーピングとアンチドーピングにつ
いて講義する。

14 スポーツイベントのリ
スクマネジメント
―EAPとAED―

（mass gatheringとしての）スポー
ツイベントにおける救急対策につい
て講義する。Emergency Action
Plan (EAP)およびAED（自動体外
式除細動器）の役割について学ぶ。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
①授業支援システムにアップロードしたハンドアウトを用いて予習をするこ
と。ハンドアウトは授業で講義する内容のうちポイントとなる部分を除いて
作成するので、予習および講義のなかでこれを補完し学習に役立てること。
②各回の講義の中でも、keyword, take-home message, summaryなど、重
要な概念や用語を適宜まとめて提示するので、それらを手掛かりにして復習
をすること。
③ 各回のテーマに沿った課題を授業内で適宜提示するので、必ず取り組み、
理解を深めるための自習に活用すること。
④下記【参考書】欄に、各回のテーマに沿って講義内容の習得または習得し
た知識の発展に役立つと考えられる書籍、文献、資料を掲載するので、予習、
復習などに積極的に活用すること。これらのテキストの記載内容は講義の中
でも引用することがある。本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準と
する。
【テキスト（教科書）】
特に定めず
【参考書】
第1回：
『感染症疫学』（ヨハン・ギセック、昭和堂、2020）※資料室収蔵
『感染症疫学のためのデータ分析入門』（西浦博、金芳堂、2021）※多摩図書
館収蔵・電子ブック利用可
『臨床雑誌内科：特集：感染症2020：冬のインフルエンザ・夏のオリンピッ
クに備える』（2020年125巻1号）（医書 jpよりアクセスすることで全文ダ
ウンロード可）
第2回：
『ヒューマンエラーを理解する』（Sidney Dekker、海文堂）．（特に第1章～
第6章）
『スポーツのリスクマネジメント』（小笠原正、他（編）、ぎょうせい、2009）
※資料室収蔵
『リスクを伝えるハンドブック-災害・トラブルに備えるリスクコミュニケー
ション』（西澤真理子、エネルギーフォーラム、2018)※多摩図書館収蔵
第3回：
『臨床スポーツ医学：特集：スポーツと心臓』（2018年35巻6号)
『臨床スポーツ医学：特集：アスリートに対する突然死予防対策』（2012年29
巻2号)
『臨床スポーツ医学：特集：スポーツ・身体活動と突然死』．2009年26巻11
号．（特に「身体活動と突然死の因果関係：誘発要因としての身体活動」のセ
クション）
（雑誌『臨床スポーツ医学』はメディカルオンラインよりアクセスすることで
全文ダウンロード可）
第4回：
『BLSプロバイダーマニュアル AHAガイドライン2020準拠』（2022年、シ
ナジー）※資料室収蔵
第5回：
『スポーツの法律相談』（望月浩一郎監修、青林書院）※資料室収蔵
第6回：
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『臨床スポーツ医学：特集：スポーツと心臓』（2018年35巻6号、木下訓光：
アスリートのためのメディカルチェック－心臓突然死を未然に防ぐために－．
pp.570-573）
『臨床スポーツ医学：特集：アスリートに対する突然死予防対策』（2012年29
巻2号、木下訓光：アスリートに対するメディカルチェック－その有用性と限
界－．pp.153-162.)
（雑誌『臨床スポーツ医学』はメディカルオンラインよりアクセスすることで
全文ダウンロード可）
第7回：
木下訓光：アスリートのメディカルチェックおよびその結果としての競技参
加制限・中止勧告における社会的・法的・倫理的問題．1999年スポーツ医学
研究センター紀要 pp 15-23.
（http://sports.hc.keio.ac.jp/ja/current-research-and-activities/assets/
files/bulletin/1999kiyo.pdf）
『スポーツの法律相談』（望月浩一郎監修、青林書院）※資料室収蔵
第8回：
『ラグビー外傷・障害対応マニュアル』（日本ラグビーフットボール協会、2013
年改訂版）
『柔道の安全指導』（全日本柔道連盟、2015年第4版）
いずれも各競技団体のホームページより閲覧可能。
『柔道事故』（内田良、河出書房新社）※資料室収蔵
第9回：
『スポーツ現場での脳振盪』（Julian E.Bailes, et al. ed., ナップ）※資料室
収蔵
『ほんとうに危ないスポーツ脳振盪』（谷諭、大修館書店）※資料室収蔵
『臨床スポーツ医学：特集：どう対応するか，スポーツ頭部外傷： “頭部外傷
10か条の提言”から考える』（2016年33巻7号）
（雑誌『臨床スポーツ医学』はメディカルオンラインよりアクセスすることで
全文ダウンロード可）
第10回：
『熱中症 : 日本を襲う熱波の恐怖（日本救急医学会、へるす出版）
『熱中症対策マニュアル』（稲葉裕監修、エクスナレッジ）
『熱中症を防ごう : 熱中症予防対策の基本』（堀江正知、中央労働災害防止協会）
『熱中症review : Q&Aでわかる熱中症のすべて』（三宅康史、中外医学社）
『熱中症の現状と予防 : さまざまな分野から予防対策を見つけ出す』（澤田晋
一、杏林書院）
『高温環境とスポーツ・運動 : 熱中症の発生と予防対策』（中井誠一、篠原出版
新社）
※以上、すべて資料室収蔵
『スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック』（日本スポーツ協会）
（https://www.japan-sports.or.jp/medicine/heatstroke/tabid523.html より
閲覧可能）
『落雷事故対策マニュアル』（埼玉県体育協会、埼玉県スポーツ科学委員会　
https://www.sayama-stm.ed.jp/h_tyuou/index/saigai/rakurai.pdf）
『サッカー活動中の落雷事故の防止対策についての指針』（日本サッカー協会
　https://www.jfa.jp/about_jfa/report/PDF/h20060413_17_01.pdf）
『落雷事故の防止について』（文部科学省　https://www.mext.go.jp/a_menu/
kenko/anzen/1375858.htm）
第11回：
木下訓光：スポーツ選手の減量－米国アマチュアレスリングにおける事例－．
（1998年スポーツ医学研究センター紀要 pp 17-20. http://sports.hc.keio.ac.jp/
ja/current-research-and-activities/assets/files/bulletin/1998kiyo.pdfから
参照）
木下訓光：ランニングのスポーツ医学：やせと体組成、月経障害．臨床スポー
ツ医学．2014;31(9):858-867．
（雑誌『臨床スポーツ医学』はメディカルオンラインよりアクセスすることで
全文ダウンロード可）
第12回：
『ハラスメント防止・対策に関するガイドライン』（法政大学．http://
www.hosei.ac.jp/gaiyo/torikumi/harassment/guide.html）
『運動部活動の在り方に関する調査研究報告書』（文科省, 2013）（http://
www.mext.go.jp/a_menu/sports/jyujitsu/1335529.htm）
『スポーツ界における暴力行為根絶宣言』
（https://www.joc.or.jp/news/detail.html?id=2947）
第13回：
日本アンチ・ドーピング機構website（http://www.playtruejapan.org/）．ダ
ウンロードセンターより最新の『世界ドーピング防止規程（日本語版）』が閲
覧可能。同サイトはアンチ・ドーピングの現状を把握・理解する上で重要な情
報源である。本授業を受講する学生は必ず参照しておくこと。
『マンガで学ぶスポーツ倫理』（林芳紀ほか、化学同人）※資料室収蔵
『ランス・アームストロングツール・ド・フランス7冠の真実』[DVD]。資料
室収蔵（ドーピングの実態をよく伝える作品であり本授業の理解を深めるう
えで受講者全員に視聴を求める。大学の規約上資料室には３部しか揃えてお
けないため、定期試験前や該当授業前後には閲覧機会が得難くなることが予
想される。各学生においては早目に視聴しておくこと）
『アンチ・ドーピング徹底解説! スポーツ医薬: 服薬指導とその根拠』（鈴木秀
典ほか編、中山書店、2020年）※多摩図書館収蔵
『ドーピングの歴史: なぜ終わらないのか、どうすればなくせるのか』（エイプ
リル・ヘニングほか、青土社、2023年）※多摩図書館収蔵
第14回：
『マラソン・ロードレース救護・医療体制整備指針: フルマラソンから小規模
レースまで―安全に運営するために』（野口宏（編）,山澤文裕（監修）、真興
交易医書出版部、2020年）※多摩図書館収蔵
『人を助ける心』（高木修、サイエンス社、1998年）．（特に第1章、第2章、第
4章）※研究室収蔵

木下訓光（編）『臨床スポーツ医学：特集：スポーツ・身体活動と突然死』．
2009年26巻11号（特に「BLSとAED：突然死予防への課題」、「スポーツ
イベントにおける突然死対策」のセクション）
（雑誌『臨床スポーツ医学』はメディカルオンラインよりアクセスすることで
全文ダウンロード可）
その他に下記の書籍などを追加的に参考にするとよい。
・Herb Appenzeller."Risk Management In Sport: Issues And Strategies"
(Carolina Academic Press, 2005)※研究室収蔵
・小笠原正、他（編）『スポーツのリスクマネジメント』（ぎょうせい、2009）
※資料室収蔵
・入澤充．『学校事故：知っておきたい!養護教諭の対応と法的責任』（時潮社、
2011）※資料室収蔵
【成績評価の方法と基準】
期末試験（原則100%、ただし下記※参照）：講義各回に提示する重要点を中
心に作成した複数の設問を、各テーマについて満遍なく網羅した試験問題に
よって評価をする。
※授業回の多くで、事前にまたは授業内に小課題などを課す。これらの成果
の集積は期末試験の点数と合わせて最終成績を決定する点数算出に用いる場
合がある。
【禁止事項】
授業中に提示するスライドや動画などを許可なく撮影・録画・録音すること
を禁止する。また授業を録音・録画することを禁止する。これに違背して許
可なく撮影・録音・録画を行った学生の定期試験受験を認めない。授業スライ
ドを含め関連する資料を入手したい場合は必ず教員に相談すること。
【学生の意見等からの気づき】
特に改善を求める意見を得ていない。
【学生が準備すべき機器他】
可能な限り各回の授業の前週末までに授業支援システムにPDFハンドアウト
をアップロードする。各授業回の資料をダウンロードできるのは、原則とし
て授業日当日の深夜までと設定するので注意すること。
【その他の重要事項】
授業の展開によって、若干の変更があり得る。
【実務の経験】
臨床経験および医学研究歴を有する医師（日本スポーツ協会認定スポーツド
クター、日本医師会健康認定スポーツ医）が授業を行う。
【どのように実務経験が授業に反映されるか】
上記診療経験に基づき、スポーツ現場で発生する様々な障害、外傷について、
患者症例を供覧しながら理解し、学生がその発症機序を医学的に理解して対
処できるように講義する。
【Outline (in English)】
[Course outline] The lecture intends to provide the basic knowledge
of risk management in sports according to the medical and scientific
evidences. The lecture provide knowledge and skill how to prevent
accidents and injuries related to physical activity, exercise, and sports.
[Learning objectives] The substantial goal of the lecture is to
understand what risk is entailed and what accident is incurred in
relation to sports activity and to obtain the skill of logical assessment
of the sports related risk and that of developing strategy for prevention
of accidents on the basis of scientific and medical evidences. In addition,
to understand the biological, medical, and epidemiological background
of COVID-19 and how to cope with sports activities in the pandemic is
another important scope of this lecture.
[Learning activities outside of classroom] Students have to study
and prepare for each classroom by using handout materials uploaded to
the learning management system beforehand. Total hours for studying
outside of classroom is estimated to be 4 hours; 2 hours beforehand and
2 hours afterward.
[Grading criteria/policy] The grading will be determined by the score
of the term-end examination (100%, as a rule but please refer to the
following). A quiz (mini test) will be provided in the classroom. The
score of the quiz would be considered to determine the final score
of the term-end examination. CAUTION: To take photos of any
materials presented in the classroom or to record the lecture
is prohibited. Students who violate this rule and take photos
or record any materials presented in the classroom without
permission are not allowed to take the term-end examination.
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

ジョギング・ウォーキング実習

坪田　智夫

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ジョキング・ウォーキングは健康保持・増進のための代表的なスポーツであ
る。その運動効果を理解した上で指導者として必要な各年齢層にあった指導
法を学ぶ。
【到達目標】
ジョギング・ウォーキングの有酸素性運動の特性・健康効果を学ぶ。また、
ジョキング・ウォーキングの正確なフォームを身につける。実際にジョギン
グ・ウォーキングを行い、各自の適正な運動強度を知り健康づくりに合った
運動強度を指導できるようする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
前半はウォーキングで歩数の測定、脈拍の測定を行う。後半はジョギングで
同様の測定を行う。心拍数から個人の運動能力と有効な運動強度を調べる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 到達目標・概要・授業計画について
第2回 歩幅と適切なウォーキン

グ強度の測定①
万歩計を使い歩幅と心拍数の測定を
行う。

第3回 歩幅と適切なウォーキン
グ強度の測定②

異なる速度で歩行を行い、心拍数と
歩幅から個人の運動能力を調べる。

第4回 歩幅と適切なウォーキン
グ強度の測定③

心拍数と歩幅から個人の有効な運動
強度を調べる。

第5回 ウォーキング実習① グランドで正しいフォームを身につ
ける。万歩計を利用し運動量を測定
する。

第6回 ウォーキング実習② 校内で正しいフォームを身につける。
万歩計を利用し運動量を測定する。

第7回 ウォーキング実習③ クロカンコースを使い正しいフォー
ムを身につける。万歩計を利用し運
動量を測定する。

第8回 適切なジョギングの強
度を測定する①

万歩計を使い歩幅と心拍数の測定を
行う。

第9回 適切なジョギングの強
度を測定する②

異なる速度で走行し、心拍数から個
人の運動能力を調べる。

第10回 適切なジョギングの強
度を測定する③

心拍数から個人の有効な運動強度を
調べる。

第11回 ジョギング実習① グランドで正しいフォームを身に付
ける。一定時間同じペースで走りき
ることを目標とする。

第12回 ジョギング実習② 校内で正しいフォームを身に付ける。
一定時間同じペースで走りきること
を目標とする。

第13回 ジョギング実習③ クロカンコース正しいフォームを身
に付ける。一定時間同じペースで走
りきることを目標とする。

第14回 校外実習 校外でジョギング又はウォーキング
を行う。安全なコース設定をするた
めの視点を身につける。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第 1回:特になし
第 2 14 回:前回授業への取り組みと復習 本授業の準備学習・復習時間は各 2
時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて資料を配布する
【参考書】
特に指定しない
【成績評価の方法と基準】
毎回のレポート７０％
最終レポート３０％

【学生の意見等からの気づき】
毎回の目的を明確にし、きめ細かく授業を進めていきたい
【Outline (in English)】
【Course outline】Jogging and walking are both excellent ways for
the maintenance and promotion of health. In this course students
acquire the knowledge of the physical effects and learn instructional
techniques of walking and jogging to train different generations which
are necessary for instructors.
【Learning Objectives】
In this course students learn the characteristic and the health benefit
of the aerobic exercise for jogging and walking. In addition, students
acquire an accurate form of the jogging and walking. With performing
jogging and walking, really doing it, each student know the reasonable
exercise of strength, and to teach correct exercise strength to the making
of health.
【Learning activities outside of classroom】
Class 1 : Special instruction
Class 2 14 : For each two hours a standard last time at preparations
for action and review learning to each class.
【Grading Criteria /Policy】 Each report : 70%　Last report : 30%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

ジョギング・ウォーキング実習

坪田　智夫

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／1単
位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ジョキング・ウォーキングは健康保持・増進のための代表的なスポーツであ
る。その運動効果を理解した上で指導者として必要な各年齢層にあった指導
法を学ぶ。
【到達目標】
ジョギング・ウォーキングの有酸素性運動の特性・健康効果を学ぶ。また、
ジョキング・ウォーキングの正確なフォームを身につける。実際にジョギン
グ・ウォーキングを行い、各自の適正な運動強度を知り健康づくりに合った
運動強度を指導できるようする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
前半はウォーキングで歩数の測定、脈拍の測定を行う。後半はジョギングで
同様の測定を行う。心拍数から個人の運動能力と有効な運動強度を調べる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 到達目標・概要・授業計画について
第2回 歩幅と適切なウォーキン

グ強度の測定①
万歩計を使い歩幅と心拍数の測定を
行う。

第3回 歩幅と適切なウォーキン
グ強度の測定②

異なる速度で歩行を行い、心拍数と
歩幅から個人の運動能力を調べる。

第4回 歩幅と適切なウォーキン
グ強度の測定③

心拍数と歩幅から個人の有効な運動
強度を調べる。

第5回 ウォーキング実習① グランドで正しいフォームを身につ
ける。万歩計を利用し運動量を測定
する。

第6回 ウォーキング実習② 校内で正しいフォームを身につける。
万歩計を利用し運動量を測定する。

第7回 ウォーキング実習③ クロカンコースを使い正しいフォー
ムを身につける。万歩計を利用し運
動量を測定する。

第8回 適切なジョギングの強
度を測定する①

万歩計を使い歩幅と心拍数の測定を
行う。

第9回 適切なジョギングの強
度を測定する②

異なる速度で走行し、心拍数から個
人の運動能力を調べる。

第10回 適切なジョギングの強
度を測定する③

心拍数から個人の有効な運動強度を
調べる。

第11回 ジョギング実習① グランドで正しいフォームを身に付
ける。一定時間同じペースで走りき
ることを目標とする。

第12回 ジョギング実習② 校内で正しいフォームを身に付ける。
一定時間同じペースで走りきること
を目標とする。

第13回 ジョギング実習③ クロカンコース正しいフォームを身
に付ける。一定時間同じペースで走
りきることを目標とする。

第14回 校外実習 校外でジョギング又はウォーキング
を行う。安全なコース設定をするた
めの視点を身につける。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1回：特になし
第2～14回：前回授業への取り組みと復習
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて資料を配布する
【参考書】
特に指定しない
【成績評価の方法と基準】
毎回のレポート70％
最終レポート30％

【学生の意見等からの気づき】
毎回の目的を明確にし、きめ細かく授業を進めていきたい。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
※授業の展開により若干の変更があり得る。実習を優先し雨天時は講義を行う。
春・秋に同じ授業を開講する。
春学期は受講者選抜を行う。（８０名）
【Outline (in English)】
【Course outline】Jogging and walking are both excellent ways for
the maintenance and promotion of health. In this course students
acquire the knowledge of the physical effects and learn instructional
techniques of walking and jogging to train different generations which
are necessary for instructors.
【Learning Objectives】
In this course students learn the characteristic and the health benefit
of the aerobic exercise for jogging and walking. In addition, students
acquire an accurate form of the jogging and walking. With performing
jogging and walking, really doing it, each student know the reasonable
exercise of strength, and to teach correct exercise strength to the making
of health.
【Learning activities outside of classroom】
Class 1 : Special instruction
Class 2 14 : For each two hours a standard last time at preparations
for action and review learning to each class.
【Grading Criteria /Policy】 Each report : 70%　Last report : 30%

— 218 —
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

フィットネス・トレーニング実習

伊藤　良彦、高見　京太

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：木3/Thu.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツや健康運動の指導者として必要な各種トレーニングの実践方法およ
びフィットネスチェック、またフィールドテストについて、実習を通して身
につけるとともに、指導の際の注意点や安全管理の方法等を修得する。
【到達目標】
・各種トレーニングの実技を自らが実際に実践することができるようになる。
・各種トレーニングを実際に指導する際のチェックポイントを理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
各種トレーニングの目的と具体的な方法、トレーニングマシン・器具等の正
しい使い方、補助の仕方など安全管理の方法について理解した後、トレーニ
ング指導者およびトレーニング実施者の双方の立場を実習し、レポートを作
成して指定された期日までに提出する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ウォーミングアップと

クールダウン【担当：高
見】1

ウォームアップ、クールダウンの生
理学的な効果を理解し、主運動に適
したそれぞれの運動をプログラミン
グして、指導原則に従って指導する
ことができる。

2 ストレッチングと柔軟
体操の実際【担当：高
見】2

ストレッチングの特性や生理学的な
効果、分類などを理論的に理解し、
健康づくりのために適した方法を対
象者の特
性や環境に応じて選択することがで
きる。また、指導原則に従って実践
方法を教示することができる。

3 エアロビック運動【担当
：高見】3

有酸素運動の負荷条件と生理的効果
について理解し、自転車エルゴメー
タを利用した有酸素トレーニングを
指導実践できるようになる。

4 レジスタンス運動【担当
：高見】4

体力の向上や疾病予防のためのレジ
スタンス運動について、その分類と
それぞれの特徴について理解し、健
康づくりに有効なプログラムを作成
できる能力を習得する。

5 介護予防と運動【担当：
高見】5

介護予防のための運動種目（筋力・
柔軟性・有酸素性・平衡性運動）に
ついて、自立機能の低下の程度に応
じた運動形態を選択し、指導する必
要性を理解する。

6 高齢者における運動指導
の実際【担当：高見】6

高齢者の身体状況に応じて必要な筋
力を維持・向上する運動について、
症状や目的に応じて種目を選択し、
安全に実践するための方法を伝える
ことができる。

7 フィットネスダンス【担
当：高見】7

耳なじみのある曲に合わせて体を動
かすエクササイズである「フィット
ネスダンス」を理解し実践できるよ
うになる。

8 ストレングストレーニ
ング【担当：伊藤】1

バックスクワット、上肢の水平プッ
シュ動作、及び垂直プル動作パター
ンを中心に習熟し、必要な補助種目
を実践的に学習する。

9 ストレングストレーニ
ング【担当：伊藤】2

フロントスクワット、オバーヘッド
スクワット、上肢の垂直プッシュ動
作、水平プル動作をを中心に習熟し、
必要な補助種目を実践的に学習する。

10 ストレングストレーニ
ング【担当：伊藤】3

デッドリフト、及びパワークリーンの
分習動作となるハイプルを学習する。

11 オリンピックリフティ
ング【担当：伊藤】4

スナッチ、クリーンを中心に学習し、
その実践方法を習得する。

12 プライオメトリクスト
レーニング【担当：伊
藤】5

プライオメトリクスに必要な筋腱複
合体について学び、実践的なトレー
ニング方法を学習する。

13 スピードトレーニング
【担当：伊藤】6

スピードトレーニングの各種実施方
法とその評価および指導方法の実習
を行う

14 フィットネスチェック
【担当：伊藤】7

トレーニングの評価方法となる基礎
体力チェック (筋持久力評価、筋力評
価、筋パワー評価)の方法を理解する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・第3回目に配布するトレーニング記録用紙を用いて、心肺系トレーニングを
実践する。
・関連する内容を、参考書や配布資料で予習復習をする。
・本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
資料は必要に応じて配布する。
【参考書】
健康運動指導士養成講習会テキスト (上巻) (財)健康・体力づくり事業財団
健康運動指導士養成講習会テキスト (下巻) (財)健康・体力づくり事業財団
日本体育協会編:公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト6予防とコ
ンディショニング（2007）
石井直方, 長谷川裕, 岡田純一:ストレングストレーニング&コンディショニ
ング―NSCA決定版,第2版. ブックハウス・エイチディ (2002)
日本トレーニング指導者協会編:トレーニング指導者テキスト理論編．大修館
書店 (2009)
日本トレーニング指導者協会編:トレーニング指導者テキスト実践編．大修館
書店 (2009)
日本トレーニング指導者協会編:トレーニング指導者テキスト実践編．大修館
書店 (2011)

【成績評価の方法と基準】
平常点（70％），各回の実習レポート（30％）
3分の2以上の出席を評価の対象とする。
【学生の意見等からの気づき】
目的をもってしっかり取り組んでいる学生が多い印象である。
【その他の重要事項】
伊藤が担当する講義については、実技が中心となるので、授業前日に十分な
休養、睡眠を確保し、前日、当日ともにしっかりと食事、水分を摂取すること
を推奨する。体調を整えたうえで参加することが望ましい。
【Outline (in English)】
[Course outline]
The purpose of this course is to teach the training methods that are
required for an athletic trainer or a sports instructor.
[Learning objectives]
By the end of the course, students should be able to do the followings:
To actually practice various training skills by yourself.
To understand the checkpoints when actually teaching various pieces of
training.
[Learning activities outside of the classroom]
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than four hours
for a class.
[Grading criteria/policy]
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Short reports: 70%, in class contribution: 30%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

フィットネス・トレーニング実習

伊藤　良彦、高見　京太

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：木4/Thu.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツや健康運動の指導者として必要な各種トレーニングの実践方法およ
びフィットネスチェック、またフィールドテストについて、実習を通して身
につけるとともに、指導の際の注意点や安全管理の方法等を修得する。
【到達目標】
・各種トレーニングの実技を自らが実際に実践することができるようになる。
・各種トレーニングを実際に指導する際のチェックポイントを理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
各種トレーニングの目的と具体的な方法、トレーニングマシン・器具等の正
しい使い方、補助の仕方など安全管理の方法について理解した後、トレーニ
ング指導者およびトレーニング実施者の双方の立場を実習し、レポートを作
成して指定された期日までに提出する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ウォーミングアップと

クールダウン【担当：高
見】1

ウォームアップ、クールダウンの生
理学的な効果を理解し、主運動に適
したそれぞれの運動をプログラミン
グして、指導原則に従って指導する
ことができる。

2 ストレッチングと柔軟
体操の実際【担当：高
見】2

ストレッチングの特性や生理学的な
効果、分類などを理論的に理解し、
健康づくりのために適した方法を対
象者の特
性や環境に応じて選択することがで
きる。また、指導原則に従って実践
方法を教示することができる。

3 エアロビック運動【担当
：高見】3

有酸素運動の負荷条件と生理的効果
について理解し、自転車エルゴメー
タを利用した有酸素トレーニングを
指導実践できるようになる。

4 レジスタンス運動【担当
：高見】4

体力の向上や疾病予防のためのレジ
スタンス運動について、その分類と
それぞれの特徴について理解し、健
康づくりに有効なプログラムを作成
できる能力を習得する。

5 介護予防と運動【担当：
高見】5

介護予防のための運動種目（筋力・
柔軟性・有酸素性・平衡性運動）に
ついて、自立機能の低下の程度に応
じた運動形態を選択し、指導する必
要性を理解する。

6 高齢者における運動指導
の実際【担当：高見】6

高齢者の身体状況に応じて必要な筋
力を維持・向上する運動について、
症状や目的に応じて種目を選択し、
安全に実践するための方法を伝える
ことができる。

7 フィットネスダンス【担
当：高見】7

耳なじみのある曲に合わせて体を動
かすエクササイズである「フィット
ネスダンス」を理解し実践できるよ
うになる。

8 ストレングストレーニ
ング【担当：伊藤】1

バックスクワット、上肢の水平プッ
シュ動作、及び垂直プル動作パター
ンを中心に習熟し、必要な補助種目
を実践的に学習する。

9 ストレングストレーニ
ング【担当：伊藤】2

フロントスクワット、オバーヘッド
スクワット、上肢の垂直プッシュ動
作、水平プル動作をを中心に習熟し、
必要な補助種目を実践的に学習する。

10 ストレングストレーニ
ング【担当：伊藤】3

デッドリフト、及びパワークリーンの
分習動作となるハイプルを学習する。

11 オリンピックリフティ
ング【担当：伊藤】4

スナッチ、クリーンを中心に学習し、
その実践方法を習得する。

12 プライオメトリクスト
レーニング【担当：伊
藤】5

プライオメトリクスに必要な筋腱複
合体について学び、実践的なトレー
ニング方法を学習する。

13 スピードトレーニング
【担当：伊藤】6

スピードトレーニングの各種実施方
法とその評価および指導方法の実習
を行う

14 フィットネスチェック
【担当：伊藤】7

トレーニングの評価方法となる基礎
体力チェック (筋持久力評価、筋力評
価、筋パワー評価)の方法を理解する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・第3回目に配布するトレーニング記録用紙を用いて、心肺系トレーニングを
実践する。
・関連する内容を、参考書や配布資料で予習復習をする。
・本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
資料は必要に応じて配布する。
【参考書】
健康運動指導士養成講習会テキスト (上巻) (財)健康・体力づくり事業財団
健康運動指導士養成講習会テキスト (下巻) (財)健康・体力づくり事業財団
日本体育協会編:公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト6予防とコ
ンディショニング（2007）
石井直方, 長谷川裕, 岡田純一:ストレングストレーニング&コンディショニ
ング―NSCA決定版,第2版. ブックハウス・エイチディ (2002)
日本トレーニング指導者協会編:トレーニング指導者テキスト理論編．大修館
書店 (2009)
日本トレーニング指導者協会編:トレーニング指導者テキスト実践編．大修館
書店 (2009)
日本トレーニング指導者協会編:トレーニング指導者テキスト実践編．大修館
書店 (2011)

【成績評価の方法と基準】
平常点（70％），各回の実習レポート（30％）
3分の2以上の出席を評価の対象とする。
【学生の意見等からの気づき】
目的をもってしっかり取り組んでいる学生が多い印象である。
【その他の重要事項】
伊藤が担当する講義については、実技が中心となるので、授業前日に十分な
休養、睡眠を確保し、前日、当日ともにしっかりと食事、水分を摂取すること
を推奨する。体調を整えたうえで参加することが望ましい。
【Outline (in English)】
[Course outline]
The purpose of this course is to teach the training methods that are
required for an athletic trainer or a sports instructor.
[Learning objectives]
By the end of the course, students should be able to do the followings:
To actually practice various training skills by yourself.
To understand the checkpoints when actually teaching various pieces of
training.
[Learning activities outside of the classroom]
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than four hours
for a class.
[Grading criteria/policy]
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Short reports: 70%, in class contribution: 30%
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

エアロビック運動実習

林田　はるみ

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／1単
位
曜日・時限：火2/Tue.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
エアロビックは、運動処方理論「エアロビクス」を起源として生まれたエアロ
ビックダンスが技術的に体系化されて、「スポーツ」に発展したものである。
エアロビックは、音楽のビートにのって「いつでも」「どこでも」「誰にでも」
できる身近な健康スポーツであり、その一方で、近年では表現スポーツや生
涯スポーツにも位置づけられている。参加者が安全で効果的なプログラムを
楽しく行うためには、指導者が基礎知識と技能を身に着けていることが必要
である。本実習では、エアロビック指導者に必要な技能を習得することを目
的に授業を展開する。
【到達目標】
・初級段階のエアロビックの示範ができる。
・グループで行うエアロビックルーティンを作成できる。
・音楽を用いたエアロビックの集団指導ができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
エアロビック運動の実技とその指導法について、実習中心に授業を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 エアロビック運動とは エアロビックの概要を理解し、音楽

に合わせた集団運動を行う
2 基本段階の実技練習 基本段階の動きを中心とした、基本

技術を練習する
3 初級段階の実技練習 初級段階の動きを中心とした、初級

技術を練習する
4 チームエアロビックの

創作
チームを生かしたパフォーマンスを
作成する

5 チームエアロビックの
実際

チームを生かしたパフォーマンスを
発表する

6 実技のまとめ 初級段階のエアロビック実技試験
7 基本段階の指導練習 基本段階の初歩的な指導練習
8 初級段階の指導練習 初級段階の基礎的な指導練習
9 目的別指導法 対象者の目的に合わせた指導法を習

得する
10 対象別指導法① 対象者の年齢や性別に合わせた指導

法を習得する
11 対象別指導法② 設定した対象者に合わせたプログラ

ムを作成する
12 指導の準備と整理 ウォーミングアップ、クールダウン、

ストレッチングの指導練習
13 段階別指導法 運動学習の方法に則ったレッスン構

成を習得する
14 集団の指導の実際 集団指導を行う・エアロビック指導

試験
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
技術を習得するために、個人練習と発表の準備を行う。本授業の準備学習・復
習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に定めない
【参考書】
・健康運動実践指導者養成用テキスト
・エアロビック指導教本（日本エアロビック連盟）
【成績評価の方法と基準】
平常点（20％）：指導者養成の科目であるため、毎回の授業へ取り組む姿勢、
道徳的・社会的態度などを併せて評価する
エアロビック実技試験（40％）：学期の中間に行う
エアロビック指導実習試験（40％）：学期末に行う
いかなる理由においても、3分の2以上の出席をしていない場合には成績評価
の対象とならない。
【学生の意見等からの気づき】
学生の理解度や習熟度を確認しながら、次の段階に進めます。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のために学習支援システム等を利用します。
【その他の重要事項】
教場に相応しいシューズ、運動に適したウェアやジャージを着用すること。
授業の習得度によって進度を若干変更する場合がある。
【Outline (in English)】
Course Outline: "Aerobic" dance is a familiar health sport that can be
performed "anytime," "anywhere," and "by anyone" based on the beat
of music. This course introduces "Aerobic," which has recently been
positioned as an expressive sport and a lifelong sport.
Learning Objectives: In this lesson, students will be developed the
acquiring skills necessary for aerobic leaders, in order for participants
to enjoy safe and effective programs.
Learning activities outside of classroom:
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than two hours
for a class.
Grading Criteria /Policy : Grading will be decided based on contribution
to the class (20%), and the practical exam (80%).
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HSS300IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

健康増進施設実習　

高見　京太

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3～4年次／2単
位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、健康増進施設などの実習先において、実際の運動指導現場での
実務を体験することを通じて、健康づくりに必要な運動指導の知識と技術を
習得することを目的とします。また、実習前の事前学習として、接遇に関す
るセミナーを受講し、健康運動指導士の役割について学びます。
【到達目標】
・健康運動を指導するための専門的な知識と技術を習得する。
・実践的なスキルを身につけることで、現場における健康運動指導者としての
役割を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP4」「DP5」「DP6」に関連
【授業の進め方と方法】
春学期中に講義および接遇セミナーを受講した後、夏休み期間中に1週間の現
場実習を行います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 事前のセミナー受講や現場実習に関

する説明とスケジュール調整。受
講・実習のグループ分け。健康運動
指導士の資格取得に必要なプロセス
を理解する。

2 これからの健康増進施設 健康増進施設のあるべき姿について
考える。

3 健康運動指導士の役割 健康運動指導士の役割について理解
する。

4 現場実習の意義 健康増進施設での実習の意義につい
て理解する。

5 健康状態の把握と体力
測定

健康状態の把握と体力測定について
理解する。

6 運動プログラムの作成
と提供

運動プログラムの作成と提供につい
て理解する。

7 運動の記録と情報管理 運動の記録と情報管理について理解
する。

8 現場実習にあたっての
基本的心得

実習に臨むにあたっての、一般的心
得と、個人情報、プライバシー遵守
について理解する。

9 服装・身だしなみ 実習に臨むにあたってふさわしい、
名札、服装、髪型・髪、化粧、爪や
手、装飾品について理解する。

10 接遇 実習に臨むにあたって、挨拶、表情、
身だしなみ、言葉づかい、質問時対
応、クレーム時対応について理解す
る。

11 施設管理業務 健康増進施設の管理業務について理
解する。

12 健康状態の把握 安全で効果的なプログラムの作成の
ために必要となる、健康情報につい
て理解する。

13 体力測定 安全で効果的なプログラムの作成の
ために必要となる、体力について理
解する。

14 運動プログラムの作成・
提供

運動プログラムを作成するにあたり
重要となる、身体状況との適合性に
ついて理解する。

15 運動の記録と情報の管理 運動の記録と情報の管理に付いて理
解する。

16 健康増進施設での現場
実習（業務内容）

健康運動施設の業務内容の実際を提
示し、施設管理業務等を理解する。

17 健康増進施設での現場
実習（接遇）

適切なコミュニケーションをとり、
相談のしやすい存在になるための接
遇能力を身につける。

18 健康増進施設での現場
実習（安全管理）

基本的な施設管理業務の実践を通じ
て理解し、各部所ごとの安全管理が
効率よく確実にできるよう工夫・提
案する。

19 健康増進施設での現場
実習（運動実践の可否）

来所者の健康管理項目について理解
し、運動実践の可否について自己判
断を促す。

20 健康増進施設での現場
実習（運動内容の選択）

対象者の年齢、性、疾病や障害に応
じた体力測定の実施方法や留意点を
理解する。

21 健康増進施設での現場
実習（個別ケース）

個別ケースに応じたプログラム作成
を行い、実習者同士でカウンセリン
グし、ケースごとに集団で論議する。

22 健康増進施設での現場
実習（情報管理）

個人情報管理について理解し、守秘
義務の遵守の重要性を理解する。

23 健康増進施設での現場
実習（運動の記録）

運動の記録の仕方について学び、運
動継続効果としての健康状態や体力
の変化について把握し、対象者の自
己効力感を高める方法について理解
する。

24 健康増進施設での現場
実習（ニーズ）

個人のニーズや障害に応じた運動プ
ログラムの作成・提供、グループ指
導の方法や留意点について体験的に
学習する。

25 健康増進施設での現場
実習（運動様式）

フィットネス、スタジオ、プールな
どでの機器やプログラムについて体
験的に学び、運動様式の違いや特徴
について理解する。

26 健康増進施設での現場
実習（運動プログラム）

施設や施設外で行っている実際の
フィットネスプログラムや介護予防
運動指導、特定保健指導の実際を観
察し、実践方法を理解する。

27 健康増進施設での現場
実習（実習日誌）

毎日の実習内容を記録し、当日の実
習を反省し、翌日の目標を立てる。

28 実習全体の総括 事前学習と健康増進施設での現場実
習を振り返り、レポートを作成する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第10～26回：実習日誌の記録
実習後のレポート
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
・健康運動指導士養成講習会テキスト (上巻) (財)健康・体力づくり事業財団
・健康運動指導士養成講習会テキスト (下巻) (財)健康・体力づくり事業財団
【参考書】
・健康運動指導士試験要点整理と実践問題　文光堂
【成績評価の方法と基準】
実習記録と実習後に提出するレポート (50%)
実習担当者による実習の内容の評価 (50%)

【学生の意見等からの気づき】
実習現場や他施設との共同演習について、春学期授業の初回ガイダンスと初
期の授業で時間をかけて詳細に説明する。
【その他の重要事項】
本実習は、健康運動指導士資格の取得のための科目である。
【Outline (in English)】
[Course outline]
The aim of this course is to help students acquire to experience practical
experience at sports facilities such as health promotion facilities
through actual exercise teaching sites for clients.
[Learning objectives]
By the end of the course, students should be able to do the followings:
・Be able to acquire specialized knowledge and skills for instructing
health exercises.
・Be able to understand the role of health and exercise instructors in the
field of activities by acquiring practical skills.
[Learning activities outside of the classroom]
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than four hours
for a class.
[Grading criteria/policy]
Your overall grade in the class will be decided based on the following
the training record and the report: 50%, the evaluation of the content of
the training by the person in charge of the training: 50%
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HSS300IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

スポーツ現場実習Ａ

泉　重樹

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3～4年次／4単
位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本実習ではアスレティックトレーナーとして活動する際に必要な選手に対す
る姿勢、態度、技術をスポーツ現場およびアスレティックトレーニングルー
ムにおいて実際の活動を通して学び、実践することで習得する。
【到達目標】
アスレティックトレーナーとして最低限必要なスポーツ現場における安全管
理、救急処置、評価、各種エクササイズの実践および指導ができることである。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
これまで各科目ごとに系統的に学んできた知識・技術を総動員し、実際のス
ポーツ現場およびトレーナールームという実践／臨床場面において、プロの
アスレティックトレーナーの指導を受けながら、アスレティックトレーナー
業務を実習する。スポーツ現場とアスレティックトレーニングルーム、両方
の活動が必須となる実習である。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 今後の進め方、アスレティックト

レーニングルームの使い方、HOPS、
SOAPノートの記載方法

2 緊急時対応 BSL（CPR・AED）の復習、救急処
置法の確認

3 物理療法機器の使い方 各種物理療法機器の使用目的、使用
方法、適応・禁忌

4 手部・手首・肘関節の評
価

手部・手首・肘関節の評価（HOPS、
SOAPノートの作成）

5 肩関節の評価 肩関節の評価（HOPS、SOAPノー
トの作成）

6 頸部の評価 頸部の評価（HOPS、SOAPノート
の作成）、神経学的所見

7 腰部の評価 腰部の評価（HOPS、SOAPノート
の作成）、神経学的所見

8 骨盤部・股関節の評価 骨盤部・股関節の評価（HOPS、
SOAPノートの作成）

9 股関節・大腿部の評価 股関節・大腿部の評価（HOPS、
SOAPノートの作成）

10 膝関節の評価 膝関節の評価（HOPS、SOAPノー
トの作成）

11 下腿・足関節の評価 下腿・足関節の評価（HOPS、
SOAPノートの作成）

12 足関節・足部の評価 足関節・足部の評価（HOPS、
SOAPノートの作成）

13 頭部・顔面部の評価 脳震盪・頭部／顔面外傷に対する対応
14 スポーツ現場での対応

（安全対策について）
現場の安全確保、水分補給、練習・
試合前の個別W-upの指導・実践

15 スポーツ現場での対応
（急性外傷の対応他）

現場の安全確保、急性／慢性外傷時
の対応

16 スポーツ現場での対応
（特殊環境での対応）

特殊環境下（暑熱・寒冷）での対応

17 スポーツ現場での対応
（現場の安全確保他）

現場の安全確保、練習後の対応（ス
トレッチング、各種物理療法）

18 スポーツ現場での対応
（性別・年代別の対応他）

性別、障害および各種対象年代の違
いによる注意点の違い

19 部位別アスレティック
リハビリテーション（上
肢）

上肢のアスレティックリハビリテー
ション

20 部位別アスレティック
リハビリテーション（体
幹）

体幹のアスレティックリハビリテー
ション

21 部位別アスレティック
リハビリテーション（下
肢）

下肢のアスレティックリハビリテー
ション

22 競技別アスレティック
リハビリテーション（球
技）

球技競技のアスレティックリハビリ
テーション

23 競技別アスレティック
リハビリテーション（記
録競技）

記録競技のアスレティックリハビリ
テーション

24 競技別アスレティック
リハビリテーション（採
点競技）

採点競技のアスレティックリハビリ
テーション

25 競技別アスレティック
リハビリテーション（格
闘技）

格闘技競技のアスレティックリハビ
リテーション

26 総合実習1（HOPS） これまでのすべての活動を含めた総
合的な実習および評価の復習を行う

27 総合実習2（現場の安全
対応）

これまでのすべての活動を含めたス
ポーツ現場での対応の復習を行う

28 総合実習3（アスレ
ティックリハビリテー
ション）

これまでのすべての活動を含めた総
合的な実習およびアスレティックリ
ハビリテーションの復習を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
これまでにアスレティックトレーナーに必要な知識として学んできたすべての
科目が必要になる。特に機能解剖学、測定・評価、外傷・障害予防、コンディ
ショニング、アスレティックリハビリテーションの知識は必須である。実習
の中で常に口頭試問等が繰り返されるため、都度の復習は当然のことである
が、受講前に必ず機能解剖学の知識を定着させておくことが前提となる。本
授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト２　安全・
健康管理およびスポーツ外傷・障害の予防
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト３　コン
ディショニング
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト４　リコ
ンディショニング
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト５　救急
対応
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト６　検査・
測定と評価
【参考書】
1．STANLEY HOPPENFELD ：図解四肢と脊柱の診かた．医歯薬出版株
式会社，2003
2．臨床スポーツ医学編集委員会，新版スポーツ外傷・障害の理学診断・理学
療法ガイド．文光堂．2003
3．広瀬統一他，アスレティックトレーニング学，文光堂，2019
4．日本トレーニング指導者協会：トレーニング指導者テキスト実技編．大修
館書店．2011
5．小林直行，成田崇矢，泉重樹：女性アスリートのための傷害予防トレーニ
ング．医歯薬出版．2013

【成績評価の方法と基準】
※日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー資格取得を明確に目指す
ものが受講する科目である。そのため受講にあたりガイダンスを行うととも
に、面接を課すことがある。またスポーツ現場での実習を別に課しており、授
業前に行われる事前ガイダンスに参加し履修者選抜を受けなければ、受講す
ることはできない。
評価は実習への取り組み（50％）および現場実習報告書（レポート）（50％）
とする。
【学生の意見等からの気づき】
学生にとっては1年を通して最も大変な実習であったという感想がほぼすべ
てであるが、同時に得られるものも大きかった、という感想を得ているのも
事実である。しかしながら、途中で脱落するものもみられている実態もある。
そのため受講の際には事前ガイダンスの参加は例外なく必須としており、ま
た場合により面接を行うことがある。
【その他の重要事項】
※（再掲）日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナーを明確に目指す
ものが受講する科目である。そのため受講にあたり必修のガイダンスを行う。
ガイダンスに出ないものは本実習を受講することはできない。
【Outline (in English)】
【Course outline】 The aim of the sports field practice is as follows,
students learn by practicing techniques for athletes necessary for
activities as athletic trainers through activities at sports scenes and
athletic training rooms.
【Learning Objectives】The goal of this practical training is to be able to
perform safety management, first aid, evaluation, and various exercises
in the sports field, which are the minimum requirements for an athletic
trainer.
【Learning activities outside of the classroom】The standard preparation
and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria/Policy】The evaluation will be based on the efforts in
the practical training (50%) and the field training report (50%).
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スポーツ現場実習Ｂ

春日井　有輝

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3～4年次／4単
位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本実習ではアスレティックトレーナーとして活動する際に必要な選手に対す
る姿勢、技術をスポーツ現場およびアスレティックトレーニングルームにお
いて実際の活動を通して学び、実践することで習得する。
【到達目標】
アスレティックトレーナーとして最低限必要なスポーツ現場における安全管
理、救急処置、評価、各種エクササイズの実践および指導ができることである。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
これまで各科目ごとに系統的に学んできた知識・技術を総動員し、実際のス
ポーツ現場およびトレーナールームという臨床場面において、プロのアスレ
ティックトレーナーの指導を受けながら、アスレティックトレーナー業務を
実践する。スポーツ現場とアスレティックトレーニングルーム、両方の活動
が必須となる実習である。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 今後の進め方、アスレティックト

レーニングルームの使い方、HOPS、
SOAPノートの記載方法

2 緊急時対応 BSL（CPR・AED）の復習、救急処
置法の確認

3 物理療法機器の使い方 各種物理療法機器の使用目的、使用
方法、適応・禁忌

4 手部・手首・肘関節の評
価

手部・手首・肘関節の評価（HOPS、
SOAPノートの作成）

5 肩関節の評価 肩関節の評価（HOPS、SOAPノー
トの作成）

6 頸部の評価 頸部の評価（HOPS、SOAPノート
の作成）、神経学的所見

7 腰部の評価 腰部の評価（HOPS、SOAPノート
の作成）、神経学的所見

8 骨盤部・股関節の評価 骨盤部・股関節の評価（HOPS、
SOAPノートの作成）

9 股関節・大腿部の評価 股関節・大腿部の評価（HOPS、
SOAPノートの作成）

10 膝関節の評価 膝関節の評価（HOPS、SOAPノー
トの作成）

11 下腿・足関節の評価 下腿・足関節の評価（HOPS、
SOAPノートの作成）

12 足関節・足部の評価 足関節・足部の評価（HOPS、
SOAPノートの作成）

13 頭部・顔面部の評価 脳震盪・頭部／顔面外傷に対する対応
14 スポーツ現場での対応

（安全対策について）
現場の安全確保、水分補給、練習・
試合前の個別W-upの指導・実践

15 スポーツ現場での対応
（急性外傷の対応他）

現場の安全確保、急性／慢性外傷時
の対応

16 スポーツ現場での対応
（特殊環境での対応）

特殊環境下（暑熱・寒冷）での対応

17 スポーツ現場での対応
（現場の安全確保他）

現場の安全確保、練習後の対応（ス
トレッチング、各種物理療法）

18 スポーツ現場での対応
（性別・年代別の対応他）

性別、障害および各種対象年代の違
いによる注意点の違い

19 部位別アスレティック
リハビリテーション（上
肢）

上肢のアスレティックリハビリテー
ション

20 部位別アスレティック
リハビリテーション（体
幹）

体幹のアスレティックリハビリテー
ション

21 部位別アスレティック
リハビリテーション（下
肢）

下肢のアスレティックリハビリテー
ション

22 競技別アスレティック
リハビリテーション（球
技）

球技競技のアスレティックリハビリ
テーション

23 競技別アスレティック
リハビリテーション（記
録競技）

記録競技のアスレティックリハビリ
テーション

24 競技別アスレティック
リハビリテーション（採
点競技）

採点競技のアスレティックリハビリ
テーション

25 競技別アスレティック
リハビリテーション（格
闘技）

格闘技競技のアスレティックリハビ
リテーション

26 総合実習1（HOPS） これまでのすべての活動を含めた総
合的な実習および評価の復習を行う

27 総合実習2（現場の安全
対応）

これまでのすべての活動を含めたス
ポーツ現場での対応の復習を行う

28 総合実習3（アスレ
ティックリハビリテー
ション）

これまでのすべての活動を含めた総
合的な実習およびアスレティックリ
ハビリテーションの復習を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
これまでにアスレティックトレーナーに必要な知識として学んできたすべて
の科目が必要になる。特に機能解剖学、測定・評価、コンディショニング、ア
スレティックリハビリテーションの知識は必須である。実習の中で常に口頭
試問等が繰り返されるため、都度の復習は当然のことであるが、受講前に必
ず機能解剖学の知識を定着させておくことが前提となる。本授業の準備学習・
復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト２　安全・
健康管理およびスポーツ外傷・障害の予防
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト３　コン
ディショニング
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト４　リコ
ンディショニング
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト５　救急
対応
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト６　検査・
測定と評価
【参考書】
1．STANLEY HOPPENFELD ：図解四肢と脊柱の診かた．医歯薬出版株
式会社，2003
2．臨床スポーツ医学編集委員会，新版スポーツ外傷・障害の理学診断・理学
療法ガイド．文光堂．2003
3．広瀬統一他，アスレティックトレーニング学，文光堂，2019
4．日本トレーニング指導者協会：トレーニング指導者テキスト実技編．大修
館書店．2011
5．小林直行，成田崇矢，泉重樹：女性アスリートのための傷害予防トレーニ
ング．医歯薬出版．2013

【成績評価の方法と基準】
※日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー資格取得を明確に目指す
ものが受講する科目である。そのため受講にあたりガイダンスを行い、面接
を課すことがある。またスポーツ現場での実習を別に課しており、授業前に
行われる事前ガイダンスに参加し履修者選抜を受けなければ、受講すること
はできない。
評価は実習への取り組み（50％）および現場実習報告書（レポート）（50％）
とする。
【学生の意見等からの気づき】
学生にとっては1 年を通して最も大変な実習であったという感想がほぼすべ
てであるが、同時に得られるものも大きかった、という感想を得ているのも
事実である。しかしながら、残念なことではあるが途中で脱落するものもみ
られている。そのため受講の際には事前ガイダンスの参加は必須としており、
また場合により面接を行うことがある。
【その他の重要事項】
※（再掲）日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナーを明確に目指す
ものが受講する科目である。そのため受講にあたりガイダンスを行い、面接
を課すことがある。
【Outline (in English)】
【Course outline】 The aim of the sports field practice is as follows,
students learn by practicing techniques for athletes necessary for
activities as athletic trainers through activities at sports scenes and
athletic training rooms.
【Learning Objectives】The goal of this practical training is to be able to
perform safety management, first aid, evaluation, and various exercises
in the sports field, which are the minimum requirements for an athletic
trainer.
【Learning activities outside of the classroom】The standard preparation
and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria/Policy】The evaluation will be based on the efforts in
the practical training (50%) and the field training report (50%).
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スポーツリハビリテーション実習

安藤　正志

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：3～4年次／1単
位
曜日・時限：木3/Thu.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ傷害の概要について学び、その発生原因、特徴を概説する。更に、医
学的治療方法、復帰までのリハビリテーションを理解し実施できる。
【到達目標】
スポーツ傷害に対する基本的知識を学びスポーツ傷害を予防するにはどのよ
うなことに注意すればよいか。あるいはどのような処置をすればよいのかな
どの知識と技術を獲得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
特に筋骨格系のスポーツ傷害について理解し、そのリハビリテーション方法
を実習する。講義と実技を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 スポーツ傷害 資料を通してスポーツ傷害のリハビ

リについて解説する
2 足部障害とリハビリ

テーション１
捻挫、足部骨折などの概要

3 足部障害とリハビリ
テーション２

捻挫、足部骨折などの対処方法

4 膝障害とリハビリテー
ション１

オスグッド病・鵞足炎、靱帯損傷、
ランニング膝などの概要

5 膝障害とリハビリテー
ション２

オスグッド病・鵞足炎、靱帯損傷、
ランニング膝などの対処法

6 股関節障害とリハビリ
テーション１

グローインペイン症候群、恥骨炎な
どの概要

7 股関節障害とリハビリ
テーション２

グローインペイン症候群、恥骨炎な
どの対処法

8 骨盤障害とリハビリ
テーション１

仙腸関節痛、腸要筋炎などの概要

9 骨盤障害とリハビリ
テーション２

仙腸関節痛、腸要筋炎などの対処法

10 腰部障害とリハビリ
テーション１

腰痛を引き起こす障害の概要

11 腰部障害とリハビリ
テーション２

腰痛を引き起こす障害の対処方法

12 手の障害とリハビリ
テーション

突き指、腱鞘炎、前腕骨折の概要と
対処方法

13 肘の障害とリハビリ
テーション

野球肘、テニス肘の概要と対処方法

14 肩の障害とリハビリ
テーション

肩関節炎、腱板損傷などの概要と対
処方法

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1～14回：資料を授業支援システムから印刷し目を通す。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に定めず、授業に必要な資料を事前に配付する
【参考書】
特に定めず。配布資料に参考文献などを掲載する。
【成績評価の方法と基準】
平常点；実習の取り組み、実際に実技を習得しているかなどを提出物などを
通して評価する（50%）、定期試験（50%）
【学生の意見等からの気づき】
実技中心の講義形式を行い技術を獲得しながら進める。
【学生が準備すべき機器他】
特に定めず。実習に必要な機器類は大学の備品等を使用する。
【その他の重要事項】
履修に際しての注意：機能解剖学、リハビリテーション概論および運動療法
総論の教科を履修済みであること。基本的な解剖学、運動学の知識を修得さ
れたものが対象の科目です。

【Outline (in English)】
（Course outline）Learn about dysfunction, treatment and rehabilitation
of each joint site.
（Learning Objectives）The goal is to know how to prevent osteoarthritis.
（Learning activities outside of classroom）Students should review
functional anatomy outside of class hours.
（Grading Criteria /Policy）Grade evaluation methods and criteria will
be determined by regular examinations and submissions.
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体力測定・評価演習

高見　京太

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・演習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2 4年次／2単位
曜日・時限：金4/Fri.4
備考（履修条件等）：2024年度以降入学者対象
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
健康運動やスポーツの指導者にとって不可欠な体力測定の方法とその評価に
ついて学ぶことを目的とする。各種体力測定の意義を正しく理解し、実際に
測定方法を習得して現場で活用できる実践力を養う。さらに、測定結果を整
理・分析し、適切に評価するスキルを身につけることで、指導や運動プログ
ラムの質を向上させる力を育成する。
【到達目標】
・各種測定の目的や方法の意義を理解し、測定に基づいた評価方法を習得する。
・年代や体力レベルなど、対象者に応じた適切な測定・評価方法を選択し、考
察する能力を身につける。
・様々な体力レベルを持つ対象者の体力要素の測定方法とその理論を習得する。
・測定後の基本的な統計処理方法を正確に習得する。
・得られた測定結果を基に考察し、論理的な文章を作成することができるよう
になる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
講義の回は、204教室で実施する。
実習の回は、204教室で当日の実習内容を確認した後、場所を移動して測定を
実施する。
なお、4回目は104教室、7回目はフォットネススタジオに、はじめから集合
して実施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1(講義1) 体力と運動能力の測定

法（１）
体力測定の活用法を理解し、標準得
点を用いた評価方法を習得して、健
康づくりに生かせる結果の返却の手
順を学ぶ。

2(講義2) 体力と運動能力の測定
法（２）

適正な体力測定の条件を理解し、加
齢に伴う変化および性差知る。また、
全身持久力、柔軟性、敏捷性、平衡
性の測定および評価が実施できるよ
うになる。

3(講義3) 身体組成の定量とその
実際

筋肉，骨，脂肪組織といった身体組
成の概念，それらの測定方法と限界，
測定方法の違いによる結果の差異，
測定結果の解釈（データ分析の方法）
を正しく習得する．

4(実習1) 体の大きさ（身長・体
重・体型指数・身体組
成）の測定評価

精度の高い形態計測を実施し、体型
指数を算出し評価する。
身体がどのような組織によって構成
されているかを理解し、身体組成の
測定と評価を実践する。

5(実習2) 全身パワーの測定評価 パワーについて理解し、測定と評価
を実践する。

6(実習3) 敏捷性の測定評価 全身反応時間を測定し、敏捷性を神経
系と筋系の２つの要素から検討する。

7(実習4) 全身持久力・身体活動量
の測定評価

自転車エルゴメータを利用した全身
持久力の測定を実施し、身体活動量を
測定するための活動量計を装着する。

8(講義4) 高齢者の体力測定法 (全
身持久力)

加齢に伴う全身持久力の低下の原因、
低下のパターン、低下を抑制する運
動トレーニングの意義を理解する。

9(実習5) 身体活動量の定量 自身が装着した活動量計の結果をも
とに、1日のエネルギー消費量につい
て考察する。また、計算によって1
日のエネルギー消費量を推定する。

10(講義5) フィールドテスト フィールドテストの正しい方法、安
全性への配慮、価のあり方について
理解し、性・年齢別に5段階または
10段階に評価できる。

11(実習6) フィールドテスト (子供、
中年者)の測定とその評
価

文部科学省の新体力テストについて
理解し、測定と評価を実践する。

12(実習7) フィールドテスト (高齢
者、介護予防)の測定と
その評価

高齢者体力テスト、介護予防に関す
る体力測定と評価を実践する。

13(講義6) 高齢者の体力測定 介護予防に向けた体力や生活機能の
保持の重要性に関する理解を深める
とともに，一般の健常高齢者，要支
援や軽度の要介護高齢者（二次予防
対象者：従来の呼称は特定高齢者）
を正しく把握する手法を習得する．

14(講義7) 介護予防に関する体力
測定

老化（加齢）に伴う全身持久力の低下
の原因，低下パターン，低下を抑制す
る運動トレーニングの意義を理解し，
最大酸素摂取量の測定（直接法と間
接法）において健康運動指導士とし
て測定補助と測定値の評価ができる．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の準備学習・復習時間は、1回につき1時間以上を標準とする。
【テキスト（教科書）】
授業で必要となる資料は、学習支援システムまたは授業時に配布する。
【参考書】
・健康運動指導士養成講習会テキスト (上巻) (財)健康・体力づくり事業財団
・健康運動指導士養成講習会テキスト (下巻) (財)健康・体力づくり事業財団
【成績評価の方法と基準】
平常点（60％）
各回の実習レポートまたは復習テスト（40％）
【学生の意見等からの気づき】
本年度新規科目につきアンケートを実施していません
【Outline (in English)】
【Course Outline】
The purpose of this course is to learn practical methods for measuring
and evaluating physical fitness, including strength, endurance, and
other key physical functions.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to:
Understand and apply various physical fitness measurement tech-
niques.
Perform basic statistical analyses of measurement results.
Evaluate fitness functions based on obtained data.
Write clear reports based on evaluations.
【Learning Activities Outside of Classroom】
Students are expected to complete assignments after each class. Study
time will be at least one hour per class.
【Grading Criteria /Policy】
Grades will be based on:
Lab reports (40%)
Experimental performance in practical activities (60%)
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検査・測定と評価演習

泉　重樹

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・演習
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2 4年次／2
単位
曜日・時限：月3/Mon.3
備考（履修条件等）：2024年度以降入学者対象
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
アスレティックトレーナーに必要な身体の測定・評価について、さらに動作
の観察・分析の意義と考え方を学んだ上で、必要な内容と正しく実践できる
力をみにつけることを目的とする。
【到達目標】
・各種測定の目的、方法の意義や理解、測定に基づいた評価方法について理解
する。
・各年代、体力レベルなど対象者に適した測定・評価方法の選択や考察の方法
を理解する。
・エクササイズ・トレーニング効果の分析・フィードバック方法について理解
する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナーの行う検査・測定と評価に
関する内容について授業を行う。講義とともに必要な実習を交えながら、双
方向でのやりとりのなかで授業（演習）を進めていく予定である。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 検査・測定・評価とは 主にアスレティックトレーナーが行

う検査・測定・評価についての概要
を理解する。

2 形態の評価 形態の評価に関する意義、姿勢・ア
ライメント評価に関して理解する。

3 関節可動域の評価 関節可動域測定の目的と意義、具体
的な方法を理解する。

4 全身関節弛緩性・集計囲
の評価

全身関節弛緩性および各部位の集計
囲の計測の目的と意義および計測方
法について理解する。

5 筋タイトネスの評価 筋タイトネス評価の目的と意義、具
体的な方法を理解する。

6 筋力の評価（徒手筋力検
査）

徒手筋力検査の目的と意義・具体的
な方法を理解する。

7 筋力の評価（等速性筋力
測定装置・ウエイトマ
シーン・フリーウエイ
ト）

等速性筋力測定装置・ウエイトマ
シーン・フリーウエイトの目的と意
義・具体的な方法を理解する。

8 筋パワーの評価 筋パワーについて学ぶとともに筋パ
ワー評価の目的と意義・具体的な方
法を理解する。

9 持久力の評価 持久力について目的と意義・具体的
な評価方法（生理学的指標・フィー
ルド含む）について理解する。

10 敏捷性の評価・バランス
機能の評価

敏捷性・バランス機能の目的と意義・
具体的な方法を特にフィールドで行
える内容を中心に理解する。

11 一般的な体力測定と心
理アセスメント

新体力テスト・運動適正テストにつ
いて理解する。現場で用いられるこ
とが多い心理アセスメントの評価の
意義と内容を理解する。

12 関節不安定検査と整形
外科的理学検査

関節不安定性の定義とともにその評
価の目的・意義さらに具体的な方法
（整形外科的理学検査）を理解する。

13 トレーニング効果の測
定と評価

これまでの項目を経時的な変化とし
て評価する具体的な方法について実
践例とともに理解する。

14 測定データの活用と
データの活用方法

トレーニング効果の評価を踏まえ、
様々なデータをどのように活用して
いくのか実践例とともに理解する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
機能解剖学および生理学・運動生理学の知識が必須となるため、復習をして
おくこと。本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
日本スポーツ協会編，公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト６検
査・測定と評価. 2022
※授業で必要となる資料は、学習支援システムで配布する。
【参考書】
C Starkey,J Ryan 著，中里伸也 監訳，スポーツ外傷・傷害評価ハンドブッ
ク，NAP
J. Gross , J. Fetto , E. Rosen 著　石川斉，嶋田智明 監訳，筋骨格系検査法
［第2版］，医歯薬出版株式会社，2005
臨床スポーツ医学編集委員会編. スポーツ外傷・障害の理学診断・理学療法ガ
イド第2版. 文光堂, 2015

【成績評価の方法と基準】
小テスト40％、期末試験期間中に持ち込み不可の筆記試験60％、計100％で
採点する。
【学生の意見等からの気づき】
本年度新規科目につきアンケートを実施していません。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムを使用する。
【その他の重要事項】
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナーの必須科目である。
【Outline (in English)】
【Course outline】The purpose of this course is to provide athletic trainers
with the ability to correctly practice body measurement and evaluation.
【Learning Objectives】By the end of the course, students should be able
to:
1. Understand the general concept and structure of physical fitness and
physical functions.
2. Acquire the theory and specific measurement and evaluation methods
for various physical fitness components.
3. Acquire practical skills to apply the measurement results of various
physical fitness components to various situations.
【Learning activities outside of the classroom】Before each class meeting,
students will be expected to have read the relevant chapter(s) from
the text. Your required study time is at least one hour for each class
meeting.
【Grading Criteria/Policy】The final grade will be determined by an
examination at the end of the semester.
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HSS300IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

運動負荷テスト実習

木下　訓光

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：3～4年次／1単
位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
学生は、運動負荷テスト原理・方法、適切な運動負荷テスト、心臓血管系・神
経系・筋骨格系の機能・解剖学・生理学・病態生理など、各種運動負荷テスト
の実践と結果の評価を学ぶ。
【到達目標】
①運動負荷テスト原理・方法について理解し、各種対象者（疾患）に対して、
適切な運動負荷テストを行い、得られた結果から処方が実際に行えるように
する。
②健康運動指導士の資格取得を目指す学生は、本講義とともに同資格テキス
ト該当部分の内容を理解・習得する。
③単なる知識・手技の習得ではなく、実習を通じて心臓血管系・神経系・筋骨
格系の機能・解剖学・生理学・病態生理への理解を深めることを目的とする。
④データを分析して論理的・科学的なレポートが作成できるようにする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
①実習の性質から少人数制で行い、4～5名から構成されるグループに分かれ
て実習を行う。
② 原則として毎回各グループまたは全体から1人または若干名の被検者を募
り、対象者として測定などを行う。
③測定したデータを利用して解析するべきテーマを与える。これをもとにディ
スカッションやプレゼンテーションを行う。またその成果をレポートとして
提出する授業回がある。レポートを課した場合の提出期限は次の授業回まで
が原則である。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 運動負荷テストの準備

感染症パンデミック下
の運動指導

実習室の構成を理解し、部屋の環境、
備品、確認事項、など安全管理上の
基礎について。その他グループ分け、
テキストの紹介など。
またCOVID-19のパンデミックを経
て、フィットネスジムなどスポーツ
施設の運営、クライエント指導にお
ける感染対策を学ぶ。

2 バイタルサインの計測
（1）

安静時の血圧、脈拍の測定を実習す
る。

3 バイタルサインの計測
（2）

運動時の血圧、脈拍の測定を実習す
る。

4 モニター心電図 モニター心電図を用いてバルサルバ
試験、呼吸性変動、顔面浸水試験。

5 循環器の自律神経調節 前回の結果を分析し、心臓血管系の
自律神経調節機構について分析結果
を踏まえてグループごとに発表する。

6 超音波断層診断装置に
よる心臓の観察

運動負荷テストで異常を認めた場合
や、運動負荷テストの適応可否につ
いて診断するために用いられる超音
波断層診断装置を使い、心臓の解剖
について、臨床的に学習する。

7 標準12誘導心電図 標準12誘導心電図の測定。
8 運動負荷テストのため

の心電図装着
メイソン・ライカー法による心電図
装着を実習し、運動負荷テストのた
めに工夫された心電図測定装置の仕
組みなどについて学ぶ。

9 運動負荷テスト（1）サ
イクルエルゴメーター
による多段階負荷

サイクルエルゴメーターによる多段
階運動負荷テストを行う。

10 運動負荷テスト（２）サ
イクルエルゴメーター
によるRamp負荷

サイクルエルゴメーターによる
Ramp式運動負荷テストを行う。最
適な負荷増加率を計算できるように
する。

11 運動負荷テスト（３）：
トレッドミルによる多
段階負荷

12誘導心電図を装着し、Bruce法を
用いて症候限界性運動負荷試験を行
う。サイクルエルゴメーターとの違
いを理解する。

12 心肺運動負荷試験（１）
：サイクルエルゴメー
ターによるRamp負荷

サイクルエルゴメーターによる
Ramp式心肺運動負荷試験を行う。
VTを求める。

13 ホルター心電図および
携帯型心電記録装置

ホルター心電図の装着、測定を行い、
解析結果を分析する。携帯型心電記
録装置を用いてスポーツ現場におけ
る使用法について学ぶ。

14 心肺運動負荷試験（２）
：トレッドミルによる
多段階負荷

トレッドミルによる多段階運動負荷
を行い、最大酸素摂取量について理
解する。サイクルエルゴメーターと
の違いを理解する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
①レポートの作成・提出。
②各回の最後に次の授業に行う実習内容に必要な予習項目を提示するので十
分な準備をして臨むこと。
③健康運動指導士の資格取得を目指す学生は、同資格テキストの該当する部
分を、講義の進行に合わせて必ず精読・理解しておくこと。本授業の準備学
習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
・アメリカスポーツ医学会 『運動処方の指針―運動負荷試験と運動プログラ
ム』（南江堂）※資料室収蔵
・心肺運動試験に関しては、下記図書が簡潔にまとめて記載している。
『A Practical guite to the Interpretation of Cardiopulmonary Exercise
Tests』（Oxford University Press）※資料室収蔵
同書籍には旧版の翻訳書がある（『運動負荷試験とその解釈の原理』（Japan
Heart Club）※資料室収蔵）
【参考書】
【実習全体を通して利用できる参考書】
・Arthur C.Guyton. 『ガイトン生理学』（エルゼビア・ジャパン）※資料室
収蔵
・Gerard J. Tortora.『トートラ人体の構造と機能』（丸善出版）※資料室収蔵
・小澤瀞司他. 『標準生理学』（医学書院）※資料室収蔵
・岡田隆夫.『心臓・循環の生理学』（メディカルサイエンスインターナショナ
ル）※資料室収蔵
・山地啓司. 『こころとからだを知る心拍数』（杏林書院）※資料室収蔵
・池田隆徳. 『マンガで学ぶ心電図&不整脈』（中外医学社）※資料室収蔵
・David P. Swain, Brian C. Leutholtz. 『運動処方―ケーススタディでみる
ACSMガイドライン』（ナップ）※資料室収蔵
・健康・体力づくり事業財団『健康運動指導士養成講習会テキスト　上・下』
※資料室収蔵
・川久保清『運動負荷心電図 : その方法と読み方』医学書院※資料室収蔵
・上嶋健治『運動負荷試験Q&A119』（南江堂）※資料室収蔵
・安達仁『CPX・運動療法ハンドブック : 心臓リハビリテーションのリアル
ワールド　改訂4版』（中外医学社）※資料室収蔵
【第2・3回の実習に関する参考書】
・『PWVを知る PWVで診る』（中山書店）※資料室収蔵
・『初学者のための生体機能の測り方』（日本出版サービス）※資料室収蔵
・『血圧をいかに測るか』（Life Science Publishing）※資料室収蔵
【第4・5回の実習に関する参考書】
・『やさしい自律神経生理学』（中外医学社）※資料室収蔵
・『自律神経機能検査』（日本自律神経学会）※資料室収蔵
【成績評価の方法と基準】
測定機器の扱いや記録など実際の測定への参加（10%）＋プレゼンテーショ
ン（20%）＋ディスカッション（20%）＋レポート（50%）の総合評価とする
（カッコ内の数字は目安）。
測定や結果に関する質疑応答の質、ディスカッションへの積極的参加、プレ
ゼンテーションの質などに加えて、レポートを評価して総合評価とする。
【レポートに関して】今年度よりプレゼンテーションやディスカッション、お
よびその準備に割く時間を増やし、レポートの作成回数を例年と比べて減ら
す。レポートを課す場合は、測定結果を整理して提示し、これを解析して考
察、参考文献を適切に記載して表紙をつけ、次回の講義に提出することを原
則とする。レポートごとに評価を行い、得点化したうえで、レポートに関す
る最終的な評価を算出する。
欠席した場合はその回のプレゼンテーション、ディスカッション、レポート
などの得点は原則として0点とするので、欠席が多い場合は、合格点を得るこ
とができなくなる可能性があるので注意すること。
【学生の意見等からの気づき】
特に改善を求める意見を得ていない。
【学生が準備すべき機器他】
必要なものは各実習回に合わせて指示する。
なお実習によって得られたデータを授業支援システムにアップロードし、そ
の分析を課題として課す場合がある。
【その他の重要事項】
①授業の展開によって、若干の変更があり得る。
②各回の実習は、その後の実習への準備となるため、欠席が多い場合は、続
く実習の理解が不十分となる可能性があるので注意が必要である。
③春学期科目『運動処方・負荷テスト』の単位を修得していることが履修の
絶対条件である。
④履修希望者が多い場合は選抜を行う。その際には、１）健康運動指導士資
格試験受験の準備状況（テキストの購入、取得に必要な科目の履修状況など）、
２）『統計学Ⅰ』、『数学』、『基礎科学』の履修・単位取得状況を考慮する。
⑤学習効果を上げるためには『運動生理学』、『スポーツ医学A』、『生活習慣
病と身体活動』の履修を済ませていることが望ましい。
【実務の経験】
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臨床経験および医学研究歴を有する医師（日本スポーツ協会認定スポーツド
クター、日本医師会健康認定スポーツ医）が授業を行う。
【どのように実務経験が授業に反映されるか】
上記診療経験に基づき、病院で医療行為として行われている安静時１２誘導
心電図、運動負荷心電図、呼気ガス分析、モニター心電図、ホルター心電図な
どの具体的手法と診断方法について、医師の指導のもと学生自らが経験して
習得できるようにする。
【Outline (in English)】
[Course outline] The lecture intends to provide practical knowledge
of exercise test and prescription and related cardiovascular physiology.
The lecture provide skill how to conduct cardiopulmonary exercise test
(CPX). The students should take part in practice an exercise test by
themselves.
[Learning objectives] The goal of the lecture is to master the principle
and various methods of exercise test, to obtain the skill to individualize
protocol of exercise test according to the background of patients with
chronic diseases, and to be able to implement the prescribed exercise
program.
[Learning activities outside of classroom] Students should write
a report about the topic of each classroom with measurement data
and analysis and the reports should be handed in by next week.
Students have to study and prepare for each classroom by using handout
materials uploaded to the learning management system beforehand.
Students who is willing to become the Health Fitness Programmer
certified by the Japan Health Promotion Fitness Foundation are
strongly encouraged to study the corresponding topic of each classroom
in the textbook assigned by the foundation afterward. Total hours
for studying outside of classroom is estimated to be 4 hours; 2 hours
beforehand and 2 hours afterward.
[Grading criteria/policy] The grading will be determined based on
the score of each report handed in.
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HSS300IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

運動学実習

安藤　正志

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：3～4年次／1単
位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
種々の運動や動作を行わせ、あるいは種々の環境下に生体を曝露したときの
生体反応を種々の測定機器を使用し運動学、運動生理学、運動解剖学、運動
力学的変化を体験する。これにより運動を分析し、自分自身のトレーニング
や他者へ運動を処方する基礎づくりとする。
【到達目標】
それぞれの課題を小グループで課題の実習を実施し得られたデーターを処理
し、その結果を考察を踏まえながら、他者へ説明するまでの課程を習得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
課題の実習方法についての説明を受け、必要な測定機器や用具を準備する。小
グループに分かれ各課題を実際に体験し得られたデーターをオンラインで報
告する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 実習課題の概要、進め方を説明する。

実習で得られたデーターの処理法や
報告の仕方を説明する。

2 時間空間的歩行分析（動
作分析の基礎）

ストライド、ピッチ、スピードを測
定する方法を知る。

3 時間空間的走行分析（早
く走る条件を探る）

速度を速めるために最適なストライ
ド、ピッチを探る。

4 運動学的動作分析（運動
中の関節の動き、関節速
度を測定する）

歩行、走行、ジャンプ動作などの動
作を録画し、アプリを使用して各
フェイズの関節角度を測定し動作解
析の基本を体験する。

5 移動効率を求め効率的
な移動条件を求める。

移動効率を求める
移動中の心拍数を測定し、心拍歩行
効率を求める事で最も効率的な移動
条件を求める。

6 姿勢アライメント測定
と姿勢観察（からだのゆ
がみを知るには）

立位アライメントの測定し、自分自
身に生じている身体のゆがみを知る。
また人の姿勢を客観的に評価するト
レーニングをする。

7 人の重心とバランスの
測定の基礎

身体の重心点を求める。また重心動
揺計を使用してCOPなどの基本指標
でバランス機能を測定してみる。

8 関節の固有感覚受容器
の測定（位置覚・運動覚
の能力）

関節に固有感覚受容器があることで
視覚に頼らなくても自分の手足の位
置が把握できる。捻挫や靭帯損傷な
どの怪我をするとこの機能が低下す
る。運動覚、位置覚を測定すること
で関節に備わった固有感覚受容器の
能力を確認する。

9 筋力測定とトレーニン
グすべき筋の模索

ハンドヘルドダイナモメーターや各
種筋力計を使用して、筋張力や筋疲
労度を測定する。個々の筋力を測定
することで度の筋が弱いのかを探る
練習をする。

10 平衡感覚とバランスの
測定

姿勢や基底面積を変化させることに
よってより安定した姿勢を作ること
ができる。これを重心動揺計で実際
に確認していく。

11 呼吸機能と呼吸筋のト
レーニング効果の検証

肺活量など呼吸機能を測定し、横隔
膜、腹斜筋群、胸椎などの呼吸関連
組織をストレッチやモビライゼー
ションを加えることで呼吸機能が変
化するかどうかを検証する。

12 （１～６回の実習から課
題を１つ選択）データー
処理とまとめ

これまでの実習のデータを振り返り
（第１回目から６回の課題を1つ選
択）報告書をまとめる。

13 （６～１１回の実習から
課題を１つ選択）デー
ター処理とまとめ

これまでの実習のデータを振り返り
（第６回目から１１回から課題を１つ
選択）報告書をまとめる。

14 筋活動、その他の実習
（ゲスト講師）

筋電図等をもちいて動作時の筋活動
を確認する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1～14回：資料に目を通す。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に定めず、必要な資料を事前に配付する。
【参考書】
運動学実習マニュアル（アイペック）
【成績評価の方法と基準】
平常点（実習での測定値を報告）（50%）、レポート課題点（選択テーマのレ
ポートを提出します）（50%）
【学生の意見等からの気づき】
課題報告後のフィードバックを詳細に行う。
【学生が準備すべき機器他】
運動ができる服装で受講すること。また必要に応じて電卓、メジャーなどを
準備すること（事前に指示します）。
【その他の重要事項】
履修に際しての注意：機能解剖学、運動生理学を履修済みであることが望ま
しい。
【Outline (in English)】
Learn about bad posture and good posture
Learn about flexibility
Learn about muscle strength．
Learn about walking and running.
Learn about balance.
Students work to summarize and report the data obtained in class after
hours. Grades will be determined by the quality of the report and
presentation.
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CIM300IA（内科系臨床医学 / Clinical internal medicine 300）

スポーツ医科学実習

瀬戸　宏明

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：3～4年次／1単
位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ医学に興味・関心があるものの専門家を目指しているわけではない
学生が、スポーツ医学・科学の実際を体験しながら、科学的分析に触れ、論理
的思考を鍛える場所とすることが第一の目的である。
その上で、特に専門家を目指す学生は、スポーツ医学的評価、妥当性のある
測定、検査結果の正しい解釈、論理的アセスメント、科学的介入など、スポー
ツ現場で発生する内科的および外科的障害・外傷の発生にたいする医学的支
援（対処・治療・予防）の実践に必要な知識・技術を学ぶ。
【到達目標】
スポーツ医学的評価を正確に行い、妥当性のある測定、検査結果の正しい解
釈が行えるようにして、アスリートや患者の必要としている要求を論理的に
アセスメントして、科学的介入が行えるようにする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
①少人数制で行い、4～5名から構成されるグループに分かれて実習を行う。
② 原則として毎回各グループまたは全体から1人または若干名の被検者を募
り、対象者として測定などを行う。
③体組成評価、血液検査、熱中症の治療、脳振盪の評価、Hands only CPR
などについて実習を行う。
④リハビリテーションの評価と関連する筋力測定、ロコモティブシンドロー
ムに対する測定を実施し、得られたデータを評価する。さらに代表的なスポー
ツ障害のケーススタディーを交えて、評価・介入計画について実習を行う。
⑤測定したデータを利用して解析するべきテーマを与える。これをもとにディ
スカッションやプレゼンテーションを行う。またその成果をレポートとして
提出する場合もある。レポートを課した場合の提出期限は次の授業回までが
原則である。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

スポーツ現場における
一次救命処置

①グループ分け、実習の概要・運営
について、機器の扱いや実験に関す
る諸注意。
②BLSとAEDの使用方法について、
特にスポーツ現場における活用を念
頭に、Hands-only CPRの技術を習
得する。

2 運動と体温、熱中症 熱疲労の初期治療、熱射病のwhole
body coolingなどについて実習する。

3 運動と血液（１）
メディカルチェックと
血液検査

血液検査（ヘモグロビン、血糖値、
CKなど）を行い、スポーツ選手のメ
ディカルチェックに用いられる採血
とその項目について学習する。

4 身体組成および骨密度
（１）
DXA法による測定

体組成評価方法におけるgold
standardとしてのDXA法による身
体組成および骨密度評価を行う。こ
の授業回では、主として体組成につ
いて得られたデータについてプレゼ
ンテーションおよびディスカッショ
ンを行う。アスリートにおける体脂
肪率の解釈や高齢者のサルコペニア
の評価について学習する。

5 運動と血液（２）
プレゼンテーションと
ディスカッション

「運動と血液（１）」の授業で得られ
た血液データを用いて、プレゼン
テーションとディスカッションを行
い、スポーツ選手における貧血の診
断、運動による各種血液指標の変化
などについて学ぶ。

6 身体組成および骨密度
（２）

「身体組成および骨密度（１）」で得
られたデータのうち、骨密度のデー
タを利用して、運動と骨の関係につ
いて、骨粗鬆症の評価や疲労骨折な
どについて学ぶ。

7 運動と呼吸・肺機能 運動負荷肺機能検査を行い、アス
リートの評価に必要な肺機能
（Flow-Volume曲線、最大努力換気
量や運動誘発性喘息の評価などにつ
いて学習する。

8 脳振盪・脊椎損傷への対
応

脳振盪による認知機能、随伴症状を
認めた場合の競技中止の判断と、経
過観察後の競技復帰について学ぶ。
SCATおよびコンピュータを用いた
神経心理学的検査を学習する。頸椎
損傷が疑われる場合のスポーツ現場
における初期対応について学ぶ。

9 整形外科的メディカル
チェック（１）

メディカルチェックの具体的な方法
を説明する。身体各部位の観察方法
について学習する。

10 整形外科的メディカル
チェック（２）

関節可動域、弛緩性、タイトネスな
どの項目について、実際の計測を行
い、身体所見の観察方法を学習する。

11 超音波装置について 超音波装置の基礎、臨床応用につい
て学ぶ。

12 筋力測定 求心性、遠心性の筋力測定の実際を
通してパフォーマンス向上やリハビ
リテーションへの理科を深める。

13 物理療法について 物理療法について理論と実際の使用
を通して理解を深める。

14 総括　プレゼンテー
ション

実習中の総括および学習したことを
応用したプレゼンテーションをおこ
なう。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
レポート作成、本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に定めず
【参考書】
特に指定なし
適時授業内で紹介をする。
全体を通しての参考書
Powers S, Howley E. "Exercise Physiology: Theory and Application to
Fitness and Performance." McGraw-Hill Humanities; 11th ed. (2020)※
研究室収蔵
※訳書あり。『パワーズ運動生理学』（メディカル・サイエンス・インターナ
ショナル）※資料室収蔵
第1回：
『AHA心肺蘇生と救急心血管治療のためのガイドライン2020』※資料室収蔵
（AHA BLS関連のDVDも資料室にあるので参考にすること）
国際的なハンズオンリーCPRよくある質問（https://international.heart.org
/wp-content/uploads/2021/10/FAQ.pdf）
第2回：
木下訓光. 熱中症－海外における最近のトピックス－．臨床スポーツ医学
2011;28(7):709-717.（メディカルオンラインより全文閲覧可能）
『熱中症 : 日本を襲う熱波の恐怖（日本救急医学会、へるす出版）
『熱中症対策マニュアル』（稲葉裕監修、エクスナレッジ）
『熱中症を防ごう : 熱中症予防対策の基本』（堀江正知、中央労働災害防止協会）
『熱中症review : Q&Aでわかる熱中症のすべて』（三宅康史、中外医学社）
『熱中症の現状と予防 : さまざまな分野から予防対策を見つけ出す』（澤田晋
一、杏林書院）
『高温環境とスポーツ・運動 : 熱中症の発生と予防対策』（中井誠一、篠原出版
新社）
『体温の「なぜ？」がわかる生理学』（永島計、杏林書院）
※以上、すべて資料室収蔵
『スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック』（日本スポーツ協会）
『夏のトレーニングガイドブック』（日本スポーツ協会）
（ い ず れ も https://www.japan-sports.or.jp/medicine/heatstroke/
tabid523.htmlより閲覧可能）
第3・5回：
『Newton別冊からだの検査数値新装版』※資料室収蔵
第4・6回：
Benardot D. "ACSM’s Nutrition for Exercise Science" (Wolters Kluwer,
2018)※資料室収蔵
『骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン2015年版』※資料室収蔵
【成績評価の方法と基準】
測定機器の扱いや記録など実際の測定への参加（20%）
プレゼンテーション（40%）
ディスカッション（40%）
ただしレポートを課した場合はそれを加味して総合評価とする。
（カッコ内の数字は目安）
【学生の意見等からの気づき】
特に改善を求める意見を得ていない。
【学生が準備すべき機器他】
必要なものは各実習回に合わせて指示する。
【その他の重要事項】
①授業の展開によって、若干の変更があり得る。
②各回の実習は、その後の実習への準備となるため、欠席が多い場合は、続
く実習の理解が不十分となる可能性があるので注意が必要である。
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③履修希望者が多い場合は選抜を行う。その際には、『スポーツ医学A』の単
位取得の有無を考慮し、加えて『統計学Ⅰ』、『数学』、『基礎科学』の履修・単
位取得状況を考慮する。
【実務の経験】
臨床経験および医学研究歴を有する医師（日本スポーツ協会認定スポーツド
クター、日本医師会健康認定スポーツ医）が授業を行う。
【どのように実務経験が授業に反映されるか】
上記診療経験に基づき、医師の指導のもと学生が医療行為を含めた実習を経験
し、スポーツ現場において発生する内科的および外科的障害・外傷の発生に
対する医学的支援の実践において必要な知識・技術を習得できるようにする。
【Outline (in English)】
[Course outline] The lecture intends to provide practical knowledge
of sports medicine related to physical activity, exercise, and sports. The
lecture provide skills how to deal and prevent sports injuries in children
and adults.
[Learning objectives] The goal of the lecture is to master the skill of
medical and scientific evaluation of athletes and patients who will be
engaged in exercise and physical activity.
[Learning activities outside of classroom] Students should write
a report about the topic of each classroom with measurement data
and analysis and the reports should be handed in by next week.
Students have to study and prepare for each classroom by using handout
materials uploaded to the learning management system beforehand.
Students who is willing to become the Health Fitness Programmer
certified by the Japan Health Promotion Fitness Foundation are
strongly encouraged to study the corresponding topic of each classroom
in the textbook assigned by the foundation afterward. Total hours
for studying outside of classroom is estimated to be 4 hours; 2 hours
beforehand and 2 hours afterward.
[Grading criteria/policy] The grading will be determined based on
the score of each report handed in.
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CLS200IA（外科系臨床医学 / Clinical surgery 200）

整形外科学

瀬戸　宏明

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：木3/Thu.3
備考（履修条件等）：2024年度以降入学者対象
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
高齢者社会への加速やスポーツ傷害の増加などにより運動器に対する注目は
増え続けている。そして運動器領域の傷害予防や治療を学ぶ上で基本となる
のは整形外科学である。
本授業では整形外科学の基礎と総論について講義をおこなう。
【到達目標】
１：運動器疾患に関わるにあたって基本的な考え方を理解する
２：運動器疾患に対する診断方法、検査方法、治療方法について理解する
３：スポーツ傷害のみならず高齢者の運動器疾患、全身疾患、慢性疾患など
を理解する
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
スライドや参考書に沿いながら、整形外科学について基礎的な知識を学習する。
必要に応じてビデオなどの視聴覚教材を使い、理解を深める手助けとする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 半年間の講義の概要などを説明する。
2 運動器の基礎① 運動器の構成組織について学習する。
3 運動器の基礎② 疼痛、運動感覚異常などについて学

習する。
4 診断総論 診断方法、所見の取り方、各種検査

について学習する。
5 治療総論 保存的治療、手術的治療の基礎を学

習する。
6 疾患総論（外傷） 外傷の総論について学習する。
7 疾患総論（慢性疾患） 慢性疾患の総論について学習する。
8 疾患総論（感染症） 感染症の総論について学習する。
9 疾患総論（腫瘍） 骨軟部腫瘍の総論について学習する。
10 疾患総論（骨系統疾患） 骨系統性疾患の総論について学習す

る。
11 疾患総論（先天性疾患） 先天性疾患の総論について学習する。
12 疾患総論（代謝性疾患） 代謝性疾患の総論について学習する。
13 疾患総論（神経・筋疾

患）
神経疾患の総論について学習する。

14 総括、単位認定試験 講義内容の総括と単位認定試験をお
こなう。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回テーマについて予備知識をあらかじめ学習すること。例えば、骨折とは
何か？ など。本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
各講義の約1週間前から授業支援システム上の「教材」に資料を掲載するの
で、受講者は事前学習をおこない授業やテストにのぞむこと。
【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
標準整形外科学（医学書院）
【成績評価の方法と基準】
単位認定試験（原則100%）
授業内で小テストを課すことがある。小テストは単位認定試験の点数と合わ
せて最終成績を決定するための点数算出に用いる場合がある。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【その他の重要事項】
※授業の展開によって、若干の変更があり得る。
教員は整形外科医であり、スポーツ医学に長らく関わってきている。そのた
め現場で求められているものを授業で展開可能である
【Outline (in English)】
【Course Outline】

The goals of this course are to be able to understand Basics of
Orthopaedics.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to understand the
followings:
－Understand basic concepts in working with musculoskeletal disorders
－ Understand diagnostic, testing and treatment methods for muscu-
loskeletal disorders
－Understand sports injuries as well as musculoskeletal, systemic and
chronic diseases of the elderly
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Final grade will be calculated according to the following process term-
end examination (100%),
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Health and Exercise Sciences

笹澤　吉明

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：〈グ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
知らずに登録する学生が毎年いるようですので、冒頭にて日本語で伝えます。
本授業はすべて英語でおこないます。講義、資料はもとより、受講生が執筆
するレポートや発表などもすべて英語です。そのことを理解した上で受講し
てください。
***
Learn theories related to health and sports science and acquire a broad
education in physical exercise and sports culture. Acquire knowledge
useful for one’s own lifelong health care.

【到達目標】
Students will understand the concept of health, learn about physical
fitness, physiological functions of exercise, training, diet, sleep, mental
health, alcohol consumption, and smoking necessary to manage health
and acquire a healthy lifestyle for life.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
Lectures, homework assignments, brainstorming and the final presen-
tation.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 Orientation Overview of this course and

grading policy.
2 What is Health? Definition of health by the WHO,

etc.
3 What is Physical

Fitness?
Components of physical fitness
and how to measure them.

4 Physiological
Functions of Exercise

Study the functions that control
movement (nervous system),
express movement (muscles), and
maintain movement (respiratory
and cardiovascular systems).

5 Physical fitness
training

What is Training. Learn the
principles of training, aerobic
exercise, and resistance training.

6 Sports and Nutrition Learn about basic nutrients and
their relationship to exercise.

7 Physiology of Sleep Learn about polysomnography,
how to measure subjective sleep,
and insomnia.

8 Exercise and Sleep Learn how exercise affects sleep
and how sleep affects exercise.

9 Mental health Mental disorders, suicide
prevention, and stress
management

10 Alcohol intake Alcohol intake and health and
optimal amount of alcohol intake.

11 Smoking Smoking and health, secondhand
smoking, and smoking policy.

12 Energy expenditure How to estimate energy
expenditure using RMR and
estimate your own daily energy
expenditure.

13 Brainstorming Brainstorm about healthy
lifestyles for students.

14 Final student
presentation

Students will have a presentation
session regarding an original
research article related to human
health.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Two hours of preparation and review before and after each class is
considered standard. Homework assignments will be provided a few
times per semester.

【テキスト（教科書）】
None. Handouts will be distributed to students as needed.

【参考書】
Introduce as appropriate.

【成績評価の方法と基準】
40% attendance, 30% homework assignment, and 30% final presenta-
tion.

【学生の意見等からの気づき】
The course content may be changed according to the students’ opinions
and level of understanding.

【Outline (in English)】
Learn theories related to health and sports science and acquire a broad
education in physical exercise and sports culture. Acquire knowledge
useful for one’s own lifelong health care.
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Strength training

伊藤　良彦

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1～4年次／
2単位
曜日・時限：木2/Thu.2

その他属性：〈グ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
Strength training class is designed to familiarize students with basic
knowledge and skills to enhance the enjoyment of strength training.
This course will provide students with different concepts and the
correct movements of strength training. Along with strength training,
students will also become familiar with proper warm-up and cool-down
techniques and cardio-vascular endurance. Each student will work on
developing their own strength training program depending on his/her
needs.

【到達目標】
During the semester students will be able to:
1.Identify skeletal muscles and joints used in strength training
exercises.
2.Develop knowledge of basic strength training.
3.Create his/her own personal strength training program.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
Classes are basically "Gym-style" Class. Class will always meet in the
Fitness Studio of the building of Sports and Health Studies. Please dress
appropriately to exercise (gym clothes and athletic shoes).
To improve your physical fitness requires regular participation in
class activities. Arriving late and leaving class early will affect the
participation portion of the grade.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 Strength Training

Technique; Safety and
Etiquette.
Designing a Strength
Training Program,
based upon goals.

Introduction to Strength Training
(General Orientation).

2 Stretching and
Flexibility.

Methods of "warm-up" and
dynamic stretching.

3 Body Weight Training
and
Machine Training

Introduction to Machines. The
Bodyweight Challenge.

4 Finalize Individual
Routines and Short
Review

To complete individual plan of
strength training.

5 Free Weight
Variations: Overhead
pressing

To practice strength training and
movement techniques.

6 Free Weight
Variations: Horizontal
pressing

To practice strength training and
movement techniques.

7 Mid-term Review and
Measuring Progress 1

To measure the Counter
Movement Jump and other
physical performances

8 Free Weight
Variations: Vertical
pulling

To practice strength training and
movement techniques.

9 Free Weight
Variations: Horizontal
pulling

To practice strength training and
movement techniques.

10 Free Weight
Variations: Squat
patterns

To practice strength training and
movement techniques.

11 Free Weight
Variations: Deadlift
patterns

To practice strength training and
movement techniques.

12 Free Weight
Variations: Power
movements

To practice strength training and
movement techniques.

13 Cardiovascular
Training

To practice circuit training and
high intensity interval training.

14 Measuring Progress 2,
Final Exam and
Feedback

To measure the Counter
Movement Jump and other
physical performances.
Final Exam and Feedback.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Throughout the semester, students will be expected to study two hours
outside of class.（本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします）
【テキスト（教科書）】
None

【参考書】
Evans N. BODYBUILDING Anatomy. Human Kinetics
Contreras B. BODYWEGHT STRENGTH TRAINING Anatomy. Human
Kinetics
The National Strength and Conditioning Association. Essentials of
Strength Training and Conditioning Fourth Edition. Human Kinetics

【成績評価の方法と基準】
Attendance: 60% (Very small assignment involved as well)
Participation, Attitude, Work Ethic, Punctuation, Determination: 20%
Exam: 20%

【学生の意見等からの気づき】
N/A

【学生が準備すべき機器他】
N/A

【その他の重要事項】
1.Students in the faculty of Sports and Health Studies MUST earn the
credits of "Functional Anatomy A(機能解剖学)" and "Physical Fitness
Measurements and Evaluation(体力測定評価論)" before they resister this
class.
2.Students of strength training class must wear athletic attire suitable
for strength training, including athletic shoes (walking, running, cross
trainers, etc.), shorts or sweats and socks. Students who cannot
participate due
to improper clothing will receive a zero on any graded items they miss
due to improper attire.

【Outline (in English)】
Strength training class is designed to familiarize students with basic
knowledge and skills to enhance the enjoyment of strength training.
This course will provide students with different concepts and the
correct movements of strength training. Along with strength training,
students will also become familiar with proper warm-up and cool-down
techniques and cardio-vascular endurance. Each student will work on
developing their own strength training program depending on his/her
needs.
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スポーツ安全・健康管理論

泉　重樹

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：月3/Mon.3
備考（履修条件等）：2024年度以降入学者対象
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツにおける安全管理の主な目的は、安全な環境の構築、スポーツ選手へ
の安心感の提供、スポーツの価値の保護である。スポーツにおける安全管理
は危険のマネジメントだけでなく、スポーツ現場における信頼構築の取り組
みも含まれる。スポーツ安全管理はパフォーマンスの向上にもつながり、ス
ポーツ外傷や障害の予防が重要となる。アスレティックトレーナーのコンピ
テンシーの一つであるスポーツ活動中のスポーツ外傷・障害予防を、スポー
ツ現場における安全管理の面から学習し理解することが本授業のもう一つの
目的である。
【到達目標】
・スポーツ現場における安全・健康管理およびスポーツ外傷・障害予防の概念
を理解できる。
・スポーツ現場における安全・健康管理およびスポーツ外傷・障害予防におけ
るアスレティックトレーナーの役割を理解できる。
・スポーツ現場における安全・健康管理およびスポーツ外傷・障害予防のため
の各種内容と方法を理解できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP4」「DP6」に関連
【授業の進め方と方法】
本授業は日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナーにおける安全・健
康管理およびスポーツ外傷・障害の予防に基づいて行う。授業は講義形式を
基本とする。授業内でリアクションペーパーを取ることもあるが、試験期間
もしくは授業の最後に試験を行い到達度を測ることとする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 スポーツ現場における

安全管理とスポーツ外
傷・障害の予防

スポーツ現場における安全管理とス
ポーツ外傷・障害の予防についての
意義、その組織と役割、ツールの活
用との実際などについて学習する。

2 スポーツ現場における
外傷・障害等の実態と各
種要因が安全・健康管理
に及ぼす影響

スポーツ現場におけるスポーツ外
傷・障害・事故・疾病の実態と各種
要因が安全・健康管理に及ぼす影響
についてを理解する。

3 安全・健康管理およびス
ポーツ外傷・障害予防に
関連する組織体制

スポーツ医・科学チームにおける
JSPO-ATの役割、組織がもつ力を効
果的に発揮するためのポイント、具
体的に組織として注意すべき事項に
ついて理解する。

4 安全・健康管理およびス
ポーツ外傷・障害予防を
実施するにあたり把握
すべき主な情報１対象
者に関する理解

対象者の特性、メディカルチェック
による医学的リスクの把握、フィジ
カルチェックによる身体的・機能的
特徴の把握、トレーニング状況の把
握について理解する。

5 安全・健康管理およびス
ポーツ外傷・障害予防を
実施するにあたり把握
すべき主な情報２:環境
に関する理解と競技・種
目特性の理解

外的危険因子としてのスポーツ環境、
競技特性を把握する目的と必要性、
競技特性把握にあたっての考え方お
よび留意点、競技特性把握の方法お
よび項目、競技特性把握のための
ツール、競技特性の把握における
JSPO-ATの役割について理解する。

6 健康管理 健康管理システムと JSPO-ATの役
割、教育・啓発活動、アンチ・ドー
ピング、メンタルヘルスについて理
解する。

7 スポーツ外傷・障害に対
する予防的手段

具体的な予防手段である、装具・防
具、ストレッチング、テーピングに
ついて理解する。

8 安全・健康管理およびス
ポーツ外傷・障害予防に
関するデータの
理解と活用

フィジカルチェックデータを活用す
るための基礎知識、身体的特徴に関
するデータの活用、身体機能に関す
るデータの活用について理解する。

9 安全・健康管理およびス
ポーツ外傷・障害へ影響
を及ぼしうる各種要因
への対応（用具・防具・
設備）

掲題に対して、用具・防具、施設・
設備、ウェア、シューズ、サーフェ
スへの対応を理解する。

10 安全・健康管理およびス
ポーツ外傷・障害へ影響
を及ぼしうる各種要因
への対応（競技・種目特
性）

掲題に対して、動作特性からみた外
傷・障害要因、身体要因への対応、
外的負荷による疲労とコンディショ
ンへの対応面から理解する。

11 予防・再発予防としての
動作の見方１（走動作
他）

予防・再発予防としての走動作、跳動
作、方向転換動作の見方を学習する。

12 予防・再発予防としての
動作の見方２（投球動作
他）

予防・再発予防としての投球動作、
打撃動作の見方を学習する。

13 予防・再発予防としての
動作の見方３（あたり動
作他）

予防・再発予防としての泳動作、あた
り動作、滑走動作の見方を学習する。

14 まとめ スポーツ現場における安全管理とス
ポーツ外傷・障害の予防に関するま
とめと試験・フィードバックを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
日本スポーツ協会編：公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト2 安
全・健康管理およびスポーツ外傷・障害の予防．日本スポーツ協会，2022

【参考書】
１．独立行政法人日本スポーツ振興センターハイパフォーマンススポーツセ
ンター編. アスリートのためのトータルコンディショニングガイドライン.サ
ンライフ企画. 東京. 第１版, 2023
２．篠田邦彦総監修: ストレングストレーニング&コンディショニング―NSCA
決定版,第4版. ブックハウス・エイチディ. 2018

【成績評価の方法と基準】
授業内小テスト40％、期末試験60％とする。
【学生の意見等からの気づき】
本年度新規科目につきアンケートを実施していません。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムを活用する。
【その他の重要事項】
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナーの必須科目である。
【Outline (in English)】
【Course outline】The purpose of this course is to understand sports
injury prevention during sports activities and safety management at
sports sites.
【Learning Objectives】The goals of this course are threefold: 1. to
understand the concepts of sports safety and health management and
sports injury prevention; 2. to understand the role of the athletic trainer
in sports injury prevention; 3. to understand the various methods for
sports safety and health management and sports injury prevention.
【Learning activities outside of classroom】Before/after each class
meeting, students will be expected to spend four hours to understand
the course content.
【Grading Criteria /Policy】Final grade will be calculated according to
the following process Short reports (40%), term-end examination (60%),
and in-class contribution.
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運動生理学

瀬戸　宏明

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：3～4年次／
2単位
曜日・時限：木4/Thu.4
備考（履修条件等）：2023年度以前入学者対象
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
運動に対する生体の反応および機能的・構造的適応について扱う学問である
運動生理学について講義する。
【到達目標】
運動生理学は生理学を基盤とし、理解のためには生化学や解剖学の内容も補足
的活用する必要がある。体育学や最先端のスポーツ科学、スポーツ栄養学など
を理解・活用する上で重要な科目の一つである。健康増進を目的とした身体
活動や、スポーツパフォーマンス向上のためのトレーニングを、科学的エビ
デンスに基づいて実践するために必要な知識を身につけることを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
原則として各回ごとに完結するテーマを設定して講義形式で行う。
生体における運動時の反応や運動に対する適応の機序は、生体の機能的・構造
的特徴に基づき呼吸・循環器、神経、血液・免疫、内分泌、エネルギー代謝等
の多くの分野に細分化されて研究されている。各テーマに沿って、身体活動お
よびスポーツ活動時に対する生体の反応や生理的適応の機序を系統的に学ぶ。
社会情勢によってはオンライン授業に変更することもありうる。それにとも
なう各回の授業計画の変更については、学習支援システムなどでその都度提
示する。具体的なオンライン授業の方法などを授業内掲示板などで提示する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 神経系の役割と運動制御 運動機能を担う神経系の解剖・生理

学的特徴の概論。神経筋接合部（運
動単位）と高次中枢としての脳の運
動制御に関する概論。

2 運動中の末梢神経活動
の実際

神経受容体における神経伝達物質に
よる化学調節の基礎。運動時の心拍
出量の変化に応じて血圧を制御する
arterial baroreflexについて学習す
る。

3 運動中の中枢神経活動
の実際

筋活動時の中枢神経系を介した神経
活動について理解する。運動時に末
梢から中枢（exercise pressor
reflex）、中枢から末梢（central
command）へと伝播される神経伝達
について学習する。

4 骨格筋の役割と運動時
の活動

運動による骨格筋への影響について
学習する。

5 運動と骨 各種トレーニングに対する骨の構造、
生理機能の変化を学習する。

6 運動と臓器 運動時における臓器の変化について
学習する。

7 運動と糖質代謝 運動時における糖質の代謝について
学習する。

8 運動とアミノ酸代謝 運動時におけるアミノ酸の代謝につ
いて学習する。

9 運動と脂質代謝 運動時における脂質の代謝について
学習する。

10 運動と乳酸・核酸代謝 運動時における乳酸や拡散の代謝に
ついて学習する。

11 運動と呼吸・循環 ガス交換、換気応答、心拍応答、心
拍出量、動静脈酸素分圧較差など、
運動における心肺循環器系の役割と
その適応について学習する。

12 運動と体温 運動における体温の上昇の影響につ
いて学習する。

13 運動生理学の応用 運動生理学のスポーツへの応用につ
いて学習する。

14 総括・単位認定試験 講義内容の総括と単位認定試験をお
こなう。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1回：特に定めず
第2～14回：前回授業への取り組みと復習
参考書の予習と復習本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
各講義の約1週間前から授業支援システム上の「教材」に資料を掲載するの
で、受講者は指定参考書などを用いて事前学習をおこない授業やテストにの
ぞむこと。
【テキスト（教科書）】
特に定めず
【参考書】
・宮村実春『ニュー運動生理学 I、II』　（真興貿易、2015）
・Powers S, et al. "Exercise Physiology: Theory and Application to
Fitness and Performance." McGraw-Hill Humanities; 10th ed. (2017)
・Kenney WL, eta l. "Physiology of Sport and Exercise" Human Kinetics
Publishers; 6th ed. (2015)
・McArdle WD, eta l. "Exercise Physiology: Energy, Nutrition, and
Human Performance" Lippincott Williams & Wilkins; 8th ed (2014)

【成績評価の方法と基準】
単位認定試験（原則100%）
ただし授業内で小テストを課すことがある。
小テストは単位認定試験の点数と合わせて最終成績を決定するための点数算
出に用いる場合がある。
【学生の意見等からの気づき】
提示資料・スライドの説明を音声や映像を導入し、印象に残るような効果を
導入する。
【その他の重要事項】
※授業の展開によって、若干の変更があり得る。
教員は整形外科医であり、スポーツ医学に長らく関わってきている。そのた
め現場で求められているものを授業で展開可能である。経験を活かし、運動
生理学について講義する。
【Outline (in English)】
【Course out line】
We give a lecture about exercise physiology, the study of the acute
responses and chronic adaptations to exercise such as specific changes
in muscular, cardiovascular, and neural systems.
【Learning Objectives】
The goal is to acquire the knowledge necessary to practice physical
activity aimed at improving health and training for improving sports
performance based on scientific evidence.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Final grade will be calculated according to the following process term-
end examination (100%),
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

体力測定・評価実習

高見　京太、泉　重樹

カテゴリ：ヘルスデザインコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／1単
位
曜日・時限：月4/Mon.4
備考（履修条件等）：2023年度以前入学者対象
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体の基本的な形態の理解から、筋力、筋持久力、全身持久力といった身体
機能の測定および評価までを実践を通して習得する。
【到達目標】
・様々な体力をもつ対象者の体力要素測定方法と理論を習得する｡
・測定後の基本的統計処理方法を習得する｡
・得られた測定結果を基に考察し、文章にすることができる。
・運動器の機能評価ができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
　授業の前半は、体力測定の目的と意義を理解し、その日実施する測定の手
順と評価法を確認し、受講者自身が験者または被験者となって、測定をする
側だけでなく、測定される側の立場についても理解する。また、レポート作
成を通じて得られた結果の分析、考察ができるようになる。
　後半は、全身の各部位の機能評価をできる能力を習得する。さらにそれぞ
れの運動器の機能評価をカルテに残す能力も磨く。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 体の大きさ（身長・体

重・体型指数・身体組
成）【担当：高見】

精度の高い形態計測を実施し、体型
指数を算出し評価する。
身体がどのような組織によって構成
されているかを理解し、身体組成の
測定と評価を実践する。

2 敏捷性（反応時間・急速
反復動作）【担当：高見】

全身反応時間を測定し、敏捷性を神経
系と筋系の２つの要素から検討する。

3 有酸素性作業能力【担当
：高見】

全身持久力について理解し、その測
定と評価を実践する。

4 身体活動量の定量法と
その実際（エネルギー消
費量）【担当：高見】

日常あるいはスポーツ活動中の身体
活動量について理解し、測定と評価
を実践する。

5 全身パワー【担当：高
見】

パワーについて理解し、測定と評価
を実践する。

6 フィールド (子供、中高
年者)における体力測定
とその評価【担当：高
見】

文部科学省による体力テストについ
て理解し、新体力テストの測定と評
価を実践する。

7 フィールドテスト (高齢
者、介護予防)における
体力測定とその評価【担
当：高見】

高齢者体力テスト、介護予防に関す
る体力測定と評価を実践する。

8 手部・手関節の評価【担
当：泉】

手関節・手部のHOPSに基づく評価
方法を特に触診・スペシャルテスト
を中心に実践する

9 肘関節の評価【担当：
泉】

肘関節のHOPSに基づく評価方法を
特に触診・スペシャルテストを中心
に実践する

10 肩関節の評価【担当：
泉】

肩関節のHOPSに基づく評価方法を
特に触診・スペシャルテストを中心
に実践する

11 足関節の評価【担当：
泉】

足関節のHOPSに基づく評価方法を
特に触診・スペシャルテストを中心
に実践する

12 膝関節の評価【担当：
泉】

膝関節のHOPSに基づく評価方法を
特に触診・スペシャルテストを中心
に実践する

13 股関節の評価【担当：
泉】

股関節のHOPSに基づく評価方法を
特に触診・スペシャルテストを中心
に実践する

14 頸部・腰部の評価【担当
：泉】

頸部・腰部のHOPSに基づく評価方
法を特に神経学的所見・スペシャル
テストを中心に実践する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
前回授業の復習を行うこと。本授業の準備学習・復習時間は、1回につき1時
間以上を標準とする。
【テキスト（教科書）】
授業で必要となる資料は、学習支援システムまたは授業時に配布する。
【参考書】
・健康運動指導士養成講習会テキスト (上巻) (財)健康・体力づくり事業財団
・健康運動指導士養成講習会テキスト (下巻) (財)健康・体力づくり事業財団
・日本スポーツ協会編，公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト5　
検査・測定と評価
・山本利春，測定と評価，ブックハウスHD
・広瀬統一他，アスレティックトレーニング学，文光堂
・臨床スポーツ医学編集委員会編，スポーツ外傷・障害の理学診断 理学療法
ガイド第2版，文光堂
【成績評価の方法と基準】
平常点（60％），各回の実習レポート（40％）
3分の2以上の出席を評価の対象とする。
【学生の意見等からの気づき】
目的をもってしっかり取り組んでいる学生が多い印象である。
【Outline (in English)】
【Course outline】
The purpose of this lesson is to acquire from the understanding of the
basic morphology of the body to measurement and evaluation of physical
functions such as muscular strength, muscular endurance, whole-body
endurance in a practical manner.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
-Learn how to measure physical fitness and the theory of subjects with
various physical fitness.
-Learn the basic statistical processing method after measurement.
-Consider based on the obtained measurement results and write a
sentence.
-Can evaluate the function of the locomotor.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than one hours
for a class.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be decided based on lab reports (40%), and the quality of
the students’ experimental performance in the lab (60%)
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

SOC100IA（社会学 / Sociology 100）

レジャー論

谷本　都栄

カテゴリ：スポーツビジネスコース専門科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1～4年次／
2単位
曜日・時限：金2/Fri.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、レジャーの概念、レジャーの大衆化と多様化の歴史、現代社会
におけるレジャーの意義と役割について学ぶ。また、スポーツ、観光、教育、
文化、健康福祉、環境などの多様な領域とレジャーの関係について理解を深
め、次世代社会におけるレジャーの方向性を考察する。
【到達目標】
・レジャーの形成過程について、歴史的な背景を含めて理解を深める。
・レジャーの多様性、現代社会におけるレジャーの意義と役割について理解を
深める。
・日本におけるレジャーの課題や今後のあり方について考える。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」に
関連
【授業の進め方と方法】
・オリジナルテキストや各種資料を用いて、身近な題材を交え分かり易く解説
する。
・ワークシートやリアクションペーパーを活用し、随時フィードバックして
いく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の概要、授業の進め方
第2回 レジャーの概念 古代ギリシャから現代に至るレ

ジャーの概念について、歴史的背景
を踏まえて学ぶ。

第3回 遊びの諸理論 「遊び」の諸理論、人間と遊び、遊び
を源とする文化の発展について学ぶ。

第4回 レジャーの形成過程 近代以降レジャーが大衆化、多様化
した経緯とその社会的背景について
学ぶ。

第5回 レジャーの商業化 レジャーが拡大・発展した技術的・
社会的・経済的要因と現代レジャー
の特徴について学ぶ。

第6回 戦後日本のレジャーの
発展

戦後の日本におけるレジャーの展開
について、時代背景を踏まえて学ぶ。

第7回 日本におけるレジャー
動向

日本の社会構造やライフモデルの変
化とレジャーの動向について学ぶ。

第8回 レジャーの大衆化と多
様化

第7回までの授業内容の総括

第9回 日本人のレジャー行動
の特性

各種統計データから、日本人のレ
ジャー行動の特性について学ぶ。

第10回 日本の余暇関連行政 日本の余暇関連行政、レジャー環境
に関わる課題について学ぶ。

第11回 ライフスタイルとレ
ジャー行動

世代やライフステージで異なる価値
観や志向性とレジャー行動の関係に
ついて学ぶ。

第12回 余暇教育とレジャー 余暇教育、生涯学習の視点から、今後
のレジャーのあり方について考える。

第13回 スポーツとレジャー スポーツとまちづくりの視点から、
今後のレジャーのあり方について考
える。

第14回 まとめ 全体の振り返りと総括
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・授業中に紹介した文献や資料を読んで理解を深める。
・レポートは、授業中に示した手順を参考に各自で準備を進める。
・本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
・毎回テーマに応じたプリントや参考資料を配布する。
【参考書】
・適宜テーマに関する文献等を紹介する。
【成績評価の方法と基準】
・ワークシート及びリアクションペーパー70％
・学期末レポート30％

総合的に判断する。
【学生の意見等からの気づき】
・学生が授業内容を理解しているかを随時確認しながら、インタラクティブな
授業になるよう工夫する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
Leisure is an essential, unchanging part of human nature above utility
or usefulness. Leisure is associated with behaviours outside of work
such as play, sport, recreation, cultural pursuits, social activities and
education. This course focus on the role of leisure and recreation in
society emphasizing historical processes of development and change,
recent phenomena, and leisure behaviours.
【Learning Objectives】
The program has the following objectives.
1.Introduce students to the field of Leisure Studies
2.Provide a basic understanding of the theory and specific issues of
leisure
3.Encourage students to engage in a wide variety of leisure organiza-
tions and events
【Learning activities outside of classroom】
・Read materials introduced in lecture to deepen your understanding.
・Prepare for each assignment by referring to the procedure explained
in lecture.
・The standard time for preparation and review for this class is 2 hour
each.
【Grading Criteria /Policy】
・Worksheets and reaction papers 70%
・Report 30%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

ECN100IA（経済学 / Economics 100）

スポーツと経済

得田　進介

カテゴリ：スポーツビジネスコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：2024年度以降入学者対象
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在のスポーツ産業をさらに発展させていくためにはスポーツチームやスポー
ツ関連組織の経営管理体制の強化が必要不可欠となっています。
本講義では経営管理強化の具体的な事例を解説し、日本のスポーツ産業の発
展に寄与するための基礎知識およびビジネスにおいて最低限必要な専門能力
の習得を目的とする授業を行います。
【到達目標】
・スポーツマネジメント人材として、組織経営に必要な専門知識を習得する
・組織で生じている課題に対して対応策を立案することができる
・自分の考えを伝えて他者を巻き込んでいけるリーダーシップを備えている
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」に
関連
【授業の進め方と方法】
授業冒頭で授業内容に関連する時事的テーマについて解説します。授業は
Power Point資料を主に用いた講義形式ですが、一方通行の授業とならぬよう
に、授業で扱う各テーマについてリアクションペーパーを提出してもらう予
定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 総論 日本のスポーツ産業の現状（市場規

模や課題など）を理解する。
2 マネジメント マネジメントとは何か、マネジメン

トの必要性を知る。
組織におけるマネジメントを学ぶ。

3 ガバナンス ガバナンスとは何か、ガバナンスの
必要性を知る。
組織のガバナンス体制を整備するた
めに何が必要であるか、どのような
対応策を講じるべきかを理解する。

4 コンプライアンス コンプライアンスとは何か、コンプ
ライアンスの必要性を知る。
コンプライアンスを守ることの重要
性、守らなかったときの影響、コン
プライアンスを強化するための対応
策を理解する。

5 アカウンタビリティー① アカウンタビリティーとは何か、ア
カウンタビリティーの必要性を知る。
スポーツチームにおいて最低限必要
な報告水準を理解する。

6 アカウンタビリティー②
資産管理

スポーツチームにはどのような収入
と支出があるのかを理解する。
入出金の一般的な管理方法を理解
する。
組織にある資産（現金、在庫など）
の管理方法を理解する。

7 予算統制① 予算とは何か、予算を作成する必要
性を知る。
予算の作成方法を理解する。

8 予算統制② 予算と実績の差を分析（予実分析）
する必要性を知る。
予実分析の方法について理解する。

9 スポーツチームのビジ
ネスモデル

スポーツチームがどのように運営さ
れているか、主な収益と費用につい
て理解する。

10 スポーツの価値 スポーツの価値とは何か。
スポーツの価値を具体的に可視化す
る必要性を理解する。

11 スポーツの経済的価値
と社会的価値

スポーツにおける経済的価値と社会
的価値を理解する。

12 スポーツの露出効果と
限界

スポンサーシップの変遷、スポン
サーの権利、スポンサーアクティ
ベーションを理解する。

13 これからのスポンサー
シップ

スポンサーシップの最新事例、今後
のスポンサーシップの姿について理
解する。

14 講義まとめ 講義内容についての振り返り
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習は特に必要なし。授業を受講した後に内容を理解できているか関連
する記事や紹介した資料などを用いて復習してください。本授業の復習時間
は4時間程度を標準とします。
【テキスト（教科書）】
なし
【参考書】
「スポーツチーム経営の教科書」有限責任あずさ監査法人学研プラス
「新たなスポーツビジネス等の創出に向けた市場動向」スポーツ庁
「社会的インパクト評価の手法を用いたスタジアム・アリーナ効果検証モデル
報告書」株式会社日本経済研究所
【成績評価の方法と基準】
成績評価の方法：授業の内容を理解し、スポーツ界における課題と対応策に
ついて自らの意見を述べることができるか、で評価します。
成績評価の基準：講義後に提出するリアクションペーパー：50%、期末レポー
ト：50%

【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
公認会計士としてスポーツチームの運営や組織体制強化、スタジアム・アリー
ナ開発に携わっている経験を踏まえて、スポーツ界で必要とされている人材
や知識について実例を基に講義していきます。
スポーツ界で今何が起きていて何が課題になっているのか、自分に必要な知
識は何かを常に考えながら授業を受講してください。授業内容や用語等の暗
記は一切不要であり、それよりも自分の考えをまとめること、伝えることを
意識してください。
【Outline (in English)】
【Course outline】
The class will explain specific examples of strengthening business
management, and will aim at acquiring the basic knowledge and the
minimum necessary professional skills in business to contribute to the
development of the sports industry in Japan.
【Learning Objectives】
・To acquire the expertise necessary to manage an organization as a
management personnel.
・To be able to plan countermeasures against problems that arise in
organizations.
・To be equipped with leadership skills to convey one’s own ideas and to
involve others in the process.
【Learning activities outside of classroom】
After attending the class, please review for about four hours to make
sure you understand the contents of the class, using related articles and
other materials introduced in the class.
【Grading Criteria /Policy】
Reaction paper to be submitted after the lecture: 50%, Final exam: 50%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

ECN100IA（経済学 / Economics 100）

スポーツ経済論

得田　進介

カテゴリ：スポーツビジネスコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：水2/Wed.2
備考（履修条件等）：2023年度以前入学者対象
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在のスポーツ産業をさらに発展させていくためにはスポーツチームやスポー
ツ関連組織の経営管理体制の強化が必要不可欠となっています。
本講義では経営管理強化の具体的な事例を解説し、日本のスポーツ産業の発
展に寄与するための基礎知識およびビジネスにおいて最低限必要な専門能力
の習得を目的とする授業を行います。
【到達目標】
・スポーツマネジメント人材として、組織経営に必要な専門知識を習得する
・組織で生じている課題に対して対応策を立案することができる
・自分の考えを伝えて他者を巻き込んでいけるリーダーシップを備えている
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」に
関連
【授業の進め方と方法】
授業冒頭で授業内容に関連する時事的テーマについて解説します。授業は
Power Point資料を主に用いた講義形式ですが、一方通行の授業とならぬよう
に、授業で扱う各テーマについてリアクションペーパーを提出してもらう予
定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 総論 日本のスポーツ産業の現状（市場規

模や課題など）を理解する。
2 マネジメント マネジメントとは何か、マネジメン

トの必要性を知る。
組織におけるマネジメントを学ぶ。

3 ガバナンス ガバナンスとは何か、ガバナンスの
必要性を知る。
組織のガバナンス体制を整備するた
めに何が必要であるか、どのような
対応策を講じるべきかを理解する。

4 コンプライアンス コンプライアンスとは何か、コンプ
ライアンスの必要性を知る。
コンプライアンスを守ることの重要
性、守らなかったときの影響、コン
プライアンスを強化するための対応
策を理解する。

5 アカウンタビリティー① アカウンタビリティーとは何か、ア
カウンタビリティーの必要性を知る。
スポーツチームにおいて最低限必要
な報告水準を理解する。

6 アカウンタビリティー②
資産管理

スポーツチームにはどのような収入
と支出があるのかを理解する。
入出金の一般的な管理方法を理解
する。
組織にある資産（現金、在庫など）
の管理方法を理解する。

7 予算統制① 予算とは何か、予算を作成する必要
性を知る。
予算の作成方法を理解する。

8 予算統制② 予算と実績の差を分析（予実分析）
する必要性を知る。
予実分析の方法について理解する。

9 スポーツチームのビジ
ネスモデル

スポーツチームがどのように運営さ
れているか、主な収益と費用につい
て理解する。

10 スポーツの価値 スポーツの価値とは何か。
スポーツの価値を具体的に可視化す
る必要性を理解する。

11 スポーツの経済的価値
と社会的価値

スポーツにおける経済的価値と社会
的価値を理解する。

12 スポーツの露出効果と
限界

スポンサーシップの変遷、スポン
サーの権利、スポンサーアクティ
ベーションを理解する。

13 これからのスポンサー
シップ

スポンサーシップの最新事例、今後
のスポンサーシップの姿について理
解する。

14 講義まとめ 講義内容についての振り返り
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習は特に必要なし。授業を受講した後に内容を理解できているか関連
する記事や紹介した資料などを用いて復習してください。本授業の復習時間
は4時間程度を標準とします。
【テキスト（教科書）】
なし
【参考書】
「スポーツチーム経営の教科書」有限責任あずさ監査法人学研プラス
「新たなスポーツビジネス等の創出に向けた市場動向」スポーツ庁
「社会的インパクト評価の手法を用いたスタジアム・アリーナ効果検証モデル
報告書」株式会社日本経済研究所
【成績評価の方法と基準】
成績評価の方法：授業の内容を理解し、スポーツ界における課題と対応策に
ついて自らの意見を述べることができるか、で評価します。
成績評価の基準：講義後に提出するリアクションペーパー：50%、期末レポー
ト：50%

【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
公認会計士としてスポーツチームの運営や組織体制強化、スタジアム・アリー
ナ開発に携わっている経験を踏まえて、スポーツ界で必要とされている人材
や知識について実例を基に講義していきます。
スポーツ界で今何が起きていて何が課題になっているのか、自分に必要な知
識は何かを常に考えながら授業を受講してください。授業内容や用語等の暗
記は一切不要であり、それよりも自分の考えをまとめること、伝えることを
意識してください。
【Outline (in English)】
【Course outline】
The class will explain specific examples of strengthening business
management, and will aim at acquiring the basic knowledge and the
minimum necessary professional skills in business to contribute to the
development of the sports industry in Japan.
【Learning Objectives】
・To acquire the expertise necessary to manage an organization as a
management personnel.
・To be able to plan countermeasures against problems that arise in
organizations.
・To be equipped with leadership skills to convey one’s own ideas and to
involve others in the process.
【Learning activities outside of classroom】
After attending the class, please review for about four hours to make
sure you understand the contents of the class, using related articles and
other materials introduced in the class.
【Grading Criteria /Policy】
Reaction paper to be submitted after the lecture: 50%, Final exam: 50%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

MAN100IA（経営学 / Management 100）

地域スポーツ経営論

海老島　均

カテゴリ：スポーツビジネスコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：月4/Mon.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体活動の機会が著しく減少している現代社会において，健康な身体を維持
するために，運動・スポーツを有効に日常生活に取り込むことは極めて重要
である。これを可能にする環境を提供する上で，地域スポーツ経営はキーと
なってくる。学校スポーツが中心となりスポーツ環境が形成されてきたわが
国において，地域スポーツへのパラダイムシフトが2000年代になってから急
激に進行したが課題も多いのが現状である。本授業ではこうした課題の解決
策を探ると共に，地域スポーツ経営に関する理念と実践を学んでいく。
【到達目標】
生涯スポーツ社会の基盤となる地域スポーツに関して，わが国で今後さらに
拡充・発展させていくための方策に関する知識を獲得することができる。
The goal of this course to acquire the knowledge about the policy and
actual plans to develop and improve the environment of the community
sport in Japan.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」に
関連
【授業の進め方と方法】
毎時間のテーマについて，実例や科学的データや映像資料を活用しながら授
業を進める講義型授業である。
遠隔対応時は，グーグルクラスルームを用いたオンデマンド型授業とする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション：

地域スポーツとは何か
地域スポーツとは何を指すのか？ 言
葉の定義をするとともに国内外の地
域スポーツの現状に関して紹介する。

2 地域におけるスポーツ振
興策：日常的身体活動と
スポーツの違いについて

地域スポーツ振興策はクラブづくり
に焦点が当てられることが多い。日
常的な身体活動を活かしたスポーツ
振興策について考える。

3 日常生活における身体活
動を活かしたスポーツ健
康政策：ウオーキング

ウオーキングを活かした地域のの健
康策またはスポーツイベントに関し
て考える。

4 日常生活における身体活
動を活かしたスポーツ
健康政策：ランニング

ランニングを活かした地域のの健康
策またはスポーツイベントに関して
考える。

5 日常生活における身体
活動を活かしたスポー
ツ健康政策：自転車

世界的に自転車活用を活かした街づ
くり，健康政策が着目されている。
そうした事例を紹介すると共に，自
転車に関係した地域クラブ経営の国
内外の比較をする。

6 健康・ウエルネスムーブ
メントと地域スポーツ

健康・ウエルネスムーブメントを推
進する地方自治体の政策を検討する
とともにイベントや地域スラブの取
り組みについての検討する。

7 地域におけるスポーツ
環境：パスウエイおよ
びプロチームによるイ
ニシアティブに関して

地域におけるスポーツ環境において，
パスウェイ（初心者からトップまで
の連続性）やプロチームの役割につ
いて考える。

8 地域スポーツ環境の国
際比較論

わが国が理想としているヨーロッパ
の地域スポーツ環境におけるスポー
ツクラブの経営に関して優れている
点について考える。

9 地域スポーツ経営の方
策：指定管理者制度，
PFI等

地域スポーツ経営に関してキーとな
る制度や方策に関して検討する。

10 総合型地域スポーツクラ
ブづくりスポーツNPO

総合型地域スポーツクラブの成功事
例，課題に関して考える。またNPO
としてのクラブ運営に関して考える。

11 スポーツNPOの可能性 単一種目のスポーツNPOやスポーツ
環境形成を目的としたNPOの活動事
例を紹介すると同時に今後の可能性
に関して考える。

12 学校スポーツと地域ス
ポーツの相互補完性に
関して①

2023年度よりスタートした中学校の
部活の地域移行の現状と課題に関し
て考える。

13 学校スポーツと地域ス
ポーツの相互補完性に
関して②

学校スポーツと地域スポーツが共存，
相互補完関係をつくりだしている諸
外国の事例に関して紹介すると同時
にわが国の現状と比較検討する。

14 まとめ：日常生活におけ
る身体活動・スポーツの
連続性を形成するには

授業全体のまとめと総括

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の授業の最後には，次回の授業トピックに関して説明するので，それに
対して充分な予備知識を獲得すること（2時間程度の予習が必要）。また，授
業後には，授業で扱ったトピックに関して関して，自分の住んでいる（住ん
でいた）地域のスポーツ環境において調べてみて問題意識を醸成していく（2
時間程度必要）。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。トピックに併せて文献を紹介するが，参考図書に挙げた『ス
ポーツ地域マネジメント』は多用するので購入を勧める。
【参考書】
原田宗彦著『スポーツ地域マネジメント：持続可能なまちづくりに向けて』,
学芸出版社，2020

【成績評価の方法と基準】
授業の平常点（課題，議論，発言等）：60パーセント
最終レポート：40パーセント
【学生の意見等からの気づき】
実践的側面に興味を持っている学生が多いので，できるだけ具体例を引き合
いに出しながらわかりやすく授業を進めたい。
【Outline (in English)】
(Outline and objectives)
As people are getting less active due to more sedentary modern lives,
daily physical activities and sports are getting more important to
maintain the mental and physical well-bing. Managing to create a
good sporting environment in the community is a key to solving this
problem.After the year 2000, the paradigm shift, which prioritize the
community sports, took place in Japan. However there are so many
tasks to be done to develop the community sports, because school sports
have been regarded so highly in Japan.In this course, the philosophy
behind managing to create the sound community sports environment
and how to practice it are discussed in multiple perspectives.
(Work to be done outside of class)
Students are expected to prepare for the next class by gaining the
fundamental knowledge of the topic (about two hours are needed). After
the class, using the knowledge obtained, students need to closely look
at the sporting environment in their own community and develop their
own viewpoint about it. References or related URL are introduced in
the class, which can be used to complete the assignments or their own
researches　after the classes.(About two hours are needed)
(Grading criteria)
Your overall grade in the calss will be decided based on the following.
Term end examination:40% In class contribution including the
evaluation of the comments paper in each class:60%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

ARSl100IA（地域研究（援助・地域協力） / Area studies(Regional cooperation )
100）

スポーツ組織論

得田　進介

カテゴリ：スポーツビジネスコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：水3/Wed.3

その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在のスポーツ産業をさらに発展させていくためにはスポーツチームやスポー
ツ関連組織の経営管理体制の強化が必要不可欠となっています。
本講義では、組織の基礎知識を多角的（経営組織論、人的資源管理論、経営管
理論、経営戦略論など）に学び、スポーツ組織が実際に行なっている組織運
営の実務において最低限必要な専門能力の習得を目的とする授業を行います。
【到達目標】
・マネジメントについて明確に理解する。
・組織論の基礎知識を理解する。
・スポーツ組織を効果的にマネジメントするための理論を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」に
関連
【授業の進め方と方法】
授業冒頭で授業内容に関連する時事的テーマについて解説します。授業は
PowerPoint資料を主に用いた講義形式ですが、一方通行の授業とならぬよ
うに、授業で扱う各テーマについて、次の授業までにリアクションペーパー
を提出してもらう予定です。
マネジメントの基本を学修した後、事例を参考にしながらスポーツ組織行動
論の基礎を学習します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 概論 授業の概要説明、授業評価方法の説明

日本のスポーツ産業の現状（市場規
模や課題など）を理解する

2 組織とは 組織の理念、ビジョン、戦略に関す
る考え方を学習する

3 組織におけるリーダー
シップ

組織での効果的なリーダーシップと
意思決定方法について学習する

4 スポーツ組織 スポーツ組織における目的や戦略、経
営計画の立案方法について学習する

5 スポーツ組織とステー
クホルダーとの関係性

スポーツ組織と関連するステークホ
ルダーについて学習する

6 スポーツ組織のマネジ
メント

スポーツ組織でのマネジメントの現
状および課題、対応策について理解
する

7 組織のマネジメント体
制の強化①

組織のガバナンスについて理解する

8 組織のマネジメント体
制の強化②

組織のコンプライアンスについて理
解する

9 組織のマネジメント体
制の強化③

組織のアカウンタビリティーについ
て理解する

10 スポーツ組織のビジネ
スモデルと組織形態・人
員配置

プロスポーツチームや中央競技団体
のビジネスモデルについて理解し、
スポーツ組織の組織形態や人員配置
を学習する

11 組織の経営戦略 組織における選択と集中、マーケ
ティングなどの経営戦略について学
習する

12 組織のファイナンス 経営戦略に沿った経営計画、予算収
支計画の策定方法を理解する

13 スポーツ組織の事例紹介 スポーツ組織の現状や課題把握、課
題解決の実際の試みについて学ぶ

14 講義まとめ 今までの講義の総括を行なう
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習は特に必要なし。授業を受講した後に内容を理解できているか関連
する記事や紹介した資料などを用いて復習してください。本授業の復習時間
は4時間程度を標準とします。
【テキスト（教科書）】
なし
【参考書】
「スポーツチーム経営の教科書」有限責任あずさ監査法人学研プラス

「新たなスポーツビジネス等の創出に向けた市場動向」スポーツ庁
【成績評価の方法と基準】
成績評価の方法：授業の内容を理解し、スポーツ界や組織における課題と対
応策について自らの意見を述べることができるか、インプットとアウトプッ
トが適切にできているかで評価します。
成績評価の基準：講義後に提出するリアクションペーパー：50%、期末レポー
ト：50%

【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
公認会計士としてスポーツチームの組織運営や組織体制強化に実際に携わっ
ている経験を踏まえて、組織で必要とされている人材や知識について実例を
基に講義していきます。
社会に存在している組織がどのような運営を行なっているのか、スポーツ界で
今何が起きていて何が課題になっているのか、自分に必要な知識は何かを常に
考えながら授業を受講してください。授業内容や用語等の暗記は一切不要であ
り、それよりも自分の考えをまとめること、伝えることを意識してください。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In this course, students will learn basic knowledge of organizations from
various perspectives (management organization theory, human resource
management theory, business management theory, management
strategy theory, etc.), with the aim of acquiring the minimum necessary
professional skills in the actual organizational management practices of
sports organizations.
【Learning Objectives】
・To clearly understand management.
・To understand the basic knowledge of organizational theory.
・To understand the theory of effective management of sports
organizations.
【Learning activities outside of classroom】
After attending the class, please review the content to see if you
understand it.
After attending the class, please review the content by using the related
articles and other materials. The standard review time for this class is
about 4 hours.
【Grading Criteria/Policy】
Reaction paper to be submitted after the lecture: 50%, Final exam: 50%.
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SOC100IA（社会学 / Sociology 100）

スポーツ文化論

梶　孝之

カテゴリ：スポーツビジネスコース専門科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1～4年次／
2単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
これまでスポーツは、人々の文化活動の一つとして発展してきた。本講義は、
社会の発展にしたがって日々変化するスポーツ文化の特徴を踏まえ、過去か
ら現在のスポーツ文化の経緯を学ぶ。これらの学びを発展させ、スポーツ文
化の在り方を考えることを目的とする。
【到達目標】
　スポーツ文化の発展は、政治や経済とも密接に関わっており、様々な社会
問題ともなっている。このような実情を学び、現代社会の中でのスポーツ文
化の在り方を考え、自身にとっての答えを導き出すことを達成目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」に
関連
【授業の進め方と方法】
　各回、PowerPoint資料を用いて講義を行う。映像資料が現存している場合
には、可能な限り、動画を見ることができるよう配慮する。
　毎回の講義では、当日の講義内容を自分自身でまとめる時間をつくり、加
えて、感想及び疑問等のリアクションペーパー提出を求める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 講義の進め方や本講義の概要を説明

する。
2 スポーツと政治 古代・中世で行われていたスポーツ

イベントの意味等、スポーツと政治
の関係性、またスポーツ政策まで言
及する。

3 スポーツとジェンダー 近年までのスポーツは、男性を中心
としたイメージを深く残してしまっ
ている。ここでは、女性スポーツの
発展について学ぶ。

4 学校教育とスポーツ 学校体育として、スポーツが取り入
れられた過程、学生スポーツや部活
動の文化について学ぶ。

5 プロスポーツの発展 プロスポーツの成立形態ならびに企
業スポーツの発展とその課題につい
て学ぶ。

6 地域社会の中のスポーツ 総合型地域スポーツクラブとは何
か？ またスポーツを通じた地域活性
化の施策について考える。

7 日本のスポーツ文化と
海外のスポーツ文化

日本と海外におけるスポーツ文化の
成立過程及び発展過程を比較検討し
てみる。

8 スポーツとマンガ 社会の変化を表象するスポーツマン
ガに焦点を合わせ、概観する。

9 生涯スポーツのあゆみ
と障害者スポーツ

『いつでも、どこでも、だれでも、な
んでも、いつまでも』という生涯ス
ポーツの理念について学ぶ。

10 スポーツ科学の発展と
健康

スポーツ科学の発達、スポーツ用品
の発達にともない、重視される健康
志向に着目する。

11 スポーツとメディア 新聞、雑誌、ラジオ、テレビ、イン
ターネットへと進化を遂げるメディ
アとスポーツの関係性について考え
る。

12 スポーツと消費文化 スポーツは『商品』として取り扱わ
れるのか。スポーツの商品化の成立
と課題について学ぶ。

13 スポーツ文化と社会問題 スポーツの中の社会問題を取り上げ、
現代社会の中での望ましいスポーツ
文化の在り方を考える。

14 本講義のまとめ 本講義のまとめを行い、尚且つ、講
義内での論述試験を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回のテーマ毎に準備学習を行う。（予習2時間）

講義終了後、当該テーマを深める。（復習2時間）
【テキスト（教科書）】
講義内では、PowerPoint資料を用いる。
講義内では、テキストは使用しない。
【参考書】
講義中に適宜、指示する。
【成績評価の方法と基準】
「講義ごとに課す課題」(50％)と「最終講義時間に設定する講義内試験」(50％)
の提出を総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の講義のリアクションペーパーから、受講者の声を聞くことができるよ
うにする。
【学生が準備すべき機器他】
講義では、PowerPoint資料、映像資料などを使用する。学生の側で準備を必
要とする機器はない。
【その他の重要事項】
　受講生は，興味関心のあるスポーツ文化には、特に関心を持ってほしい。
【Outline (in English)】
In this lecture, we will learn about the history of sports culture from
the past to the present, taking into account the characteristics of sports
culture that change daily as society develops.
The development of sports culture is closely related to politics and
economics, and it also poses various social problems. The goal is to learn
about these realities, think about the nature of sports culture in modern
society, and come up with an answer for yourself.
Preparation will be done for each theme of each lesson (2 hour
preparation). After the lecture, the topic will be studied in depth (2
hour review).
The assignments assigned for each lecture(50%) and the submission of
the in-class examination set during the final lecture time(50%) will be
comprehensively evaluated.
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SOC200IA（社会学 / Sociology 200）

スポーツ取材論

増島　みどり

カテゴリ：スポーツビジネスコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：火2/Tue.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ新聞の記者からフリーランスのスポーツライターとして、夏季・冬
季五輪、またサッカーＷ杯などで現地取材行ってきた経験から、「取材」とは
何かを講義し、スポーツジャーナリズムを支える「取材力」を考察する。取
材における「5Ｋ」とは何か考える。オリンピックも題材にする。
【到達目標】
授業が終了したとき、取材とはジャーナリストのものではなく、実は身近な
習慣、行動であること、また「読む側」「受け取る側」としても新たな知識を
身につけ記事や報道を捉えられるようにしたい。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」に
関連
【授業の進め方と方法】
氷山の一角としての、大会での華々しいパフォーマンスだけではなく、日常
のトレーニング、故障やスランプなど、パフォーマンスの水面下に潜む努力
や困難をいかに掘り下げるかを紐解く「取材力」を学ぶ。新聞、映像を使い
リアルタイムでスポーツ界のニュースを考察するほか、アスリートを授業に
呼んで、実際に質問するなどの機会も作りたい。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 スポーツ取材とは？ スポーツを観る（観戦）と見る（観

察）の違い、聞くと訊く、感受性な
ど、「五感」が必要とされる現場取材
について。初回は、気になるスポー
ツ時事を扱う新聞記事、話題などを
サンプルに概要を説明し、「自分が」
話しを聞いてみたい選手など、アン
ケートをしてみる。

2 スポーツメディアの現状 アンケートをベースにして、新聞、
スポーツ新聞、専門誌、雑誌の仕組
み、さらにテレビのスポーツ報道、
スポーツの分野において著しく台頭
したインターネット、また、媒体を
超えた、選手独自の発信（公式HP、
ブログ等）時代の流れの中でメディ
アとスポーツはどう関わってきたか。

3 スポーツライティング
へのアプローチ

「人間ドラマ」主流のスポーツ報道に
問題はないか。客観性と主観性を支
える取材の重要性について。

4 観察、取材、出稿 どのような材料を得るかがポイント
になる。現場での取材、出原稿の流
れから、実際に、読者が読む記事は
どのように紙面に掲載されるのかを、
プロセスから分かりやすく説明する。
日常生活でも、観察、取材、メモ作
成などは役に立つはず。

5 ミックスゾーン 「現場での取材」は、スポーツライ
ティングを支える柱となる。試合後、
選手の話しを聞くために設置される
「ミックスゾーン」という不思議な空
間について。その誕生、発展、実際
の様子をビデオなどでこの現場を見
せる。

6 インタビュー術 スポーツに限らないが、もっとも重
要なインタビューをどう行うか。ど
んな話をどう選手から引き出すのか。
聞くと訊く、の違いなどを実感する
ために、実際にインタビューをする
体験時間を設けたい。

7 選手との信頼関係をど
う構築するか

選手、関係者が発する「一言」の重
み。独特の感覚の世界を文字に変え
るまでの信頼関係やリスペクト、遠
すぎても、近過ぎてもうまくいかな
い理想の距離感について。

8 新しい取材分野として
のサッカー

９３年、サッカーJリーグの発展と
ともにスタートした比較的新しいス
ポーツメディアとなるサッカーには、
今や日本代表戦ともなると３００人
以上が取材に来る。野球、ゴルフ、
相撲、モータースポーツといった従
来のプロスポーツとの違いや、「日本
代表」という看板の作られ方。日本
サッカー協会の仕組みなど、サッ
カーの現場について。

9 ワールドカップ、世界選
手権、オリンピックの取
材

ADカードの取得から、ホテル、交通
手段、何より重要になる送信環境の
確保、千人以上が集まる大会での取
材現場の現状。

10 スポーツ取材の楽しみ
とは

トップアスリートの取材と同時に、
彼らを支える関係者、家族、指導者
らの取材を通して得る知識が記事を
豊かにする。また、裏方と呼ばれる
人々のプロフェッショナルな姿勢か
ら学ぶもの。

11 独自の視点を持つ、磨く スポーツ記事を書くことに特化しな
くとも、「取材」という行為によって
独自の視点、考え方を持つことが社
会生活にも重要となる点を、新聞や
雑誌を元にして学生に知ってもらう

12 スポーツ取材の国際化 プロ野球はメジャーの現場に、サッ
カーはヨーロッパ、南米と舞台が広
がる。語学だけではなく、文化、習
慣などを理解したうえでの取材が求
められる新しい時代の取材。

13 スポーツ現場取材への
準備

好きな選手、興味のある選手にどん
な質問をして、何を明らかにしたい
か、などを自分で検討したものを発
表してもらう。テレビや報道の中の
選手像でも構わないし法大の選手、
といった身近なテーマでも構わない。

14 スポーツの取材とレ
ポート作成

できれば、現場での取材を行い、実
際に「記事」を書いてみる。好きな
テーマでもいい。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1回：特になし
第2～14回：新聞を主に、必ずニュースをチェックし、自分の視点を持って
授業に臨む。本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教材は、身近にある題材について、新聞、雑誌など「媒体」から取り上げた
い。映像などは随時選択、ゲストスピーカーも呼びたい。
【参考書】
授業内で適宜紹介する
【成績評価の方法と基準】
平常点（出席率）（50％）、授業への取り組み（25％）、レポート（25％）の
３点での総合評価。
【学生の意見等からの気づき】
未実施のため、特になし。
【その他の重要事項】
※過去のゲストスピーカー　
０９年＝パラリンピック女子走り幅跳び・佐藤真海選手
１０年＝サッカー元日本代表副主将・山口素弘氏
１１年＝サッカーなでしこジャパンW杯優勝メンバー・GK山郷のぞみ選手
１２年＝陸上女子ハンマー投げ、円盤投げ日本記録保持者・室伏由佳氏
１３年＝サッカー「なでしこリーグ」ＩＮＡＣ神戸専属トレーナー＆澤穂希
コンディショングトレーナー・山田晃広氏
１４年＝サッカー「なでしこジャパン」狭山ＡＳＧＫ・山郷のぞみ選手
１５年＝陸上女子ハンマー・円盤日本記録保持者、現解説者・室伏由佳氏
１６年＝リオデジャネイロ五輪競泳銅メダリスト・星奈津美選手
１７年＝リオデジャネイロ五輪400Ｍリレー・銅メダリスト　飯塚翔太選手
１８年＝リオデジャネイロ五輪400Ｍリレー・銅メダリスト　飯塚翔太選手
１９年＝９６年アトランタ五輪1600Ｍリレー5位、日本記録保持者・大森盛
一氏
２０年＝プロマラソンランナー・川内優輝選手
２１年＝陸上女子ハンマー投げアテネ五輪出場・室伏由佳氏
２２年＝サッカー日本代表キットマネージャー・麻生英雄氏
２３年＝２０００年シドニー五輪柔道男子81kg金メダリスト瀧本誠氏
２４年＝ＦＩＦＡ（国際サッカー連盟）公式代理人・奥出真士氏
【Outline (in English)】
【Course outline】
We learn the coverage method of sports to be formed on a new custom of
the everyday life.
Using a moving image and the interview of sports, We acquire the power
of bservation.
【Learning Objectives】
Through the approach to the competition of the top athlete, we can learn
philosophy not only a technique, physical strength .
It becomes the hint to live.
【Learning activities outside of classroom】
Students try to read a newspaper, the Internet article well
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and are interested in sports and athletes.
【Grading Criteria /Policy】
1 Class attendance（50%）
2 Term-end report(25%)
3 Approach to a class(25%)

— 246 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

POL200IA（政治学 / Politics 200）

スポーツと政治

赤堀　宏幸

カテゴリ：スポーツビジネスコース専門科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
2単位
曜日・時限：金3/Fri.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
オリンピックや世界的な競技会などのイベントに見られるように、世界各国
でスポーツと政治の関係は多面的で、切っても切り離せないようになってい
る。スポーツと政治は、国際的にも各国の事情でも､政治とのつながりがなく
進んできた例は非常に少なく、利権などに絡んだことや「大会不参加」など
政治に利用されていたことが歴史にも刻まれている。過去のオリンピクや競
技会などのイベント、政策などを通じ、スポーツと政治はどうあるべきかを
考察し、視野を広げていく。
【到達目標】
スポーツ政策、スポーツと法律、スポーツと外交など､多くの国際的な事例、
事象を見ながら、日本のスポーツの今後にかかわる政治との関係に関心を持て
るようにする。そのうえで、多岐にわたる情報収集力、分析など、対処法や
方向性も含めて多種多様な考え方を学習し、実際のスポーツイベント実施や
運営に必要な事項を知識の一つとして学習できるようにする。(Learning　
Objectives)iExpond the field of view to learn　the relationship between
sport and politics. Olympic and politics are inseparable.Political use the
sporting event was in the past. Moscow Olympic games thereis non-
partcipation for political reasons.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」に
関連
【授業の進め方と方法】
講義、小レポート、学期末レポート提出。元オリンピック選手、スポーツ政策
に携わった政治家、日本スポーツ協会で各種競技に関わってきた関係者の話、
取材者などを通じ、国内外のスポーツイベント、スポーツ政策などの問題点
の指摘、さらに開催地決定、新たな提言などをについて映像も使用し、多角
的に考察する時間を設ける。それらをふまえ、レポートなどを含め、記述的
な形も採り入れ、学習していく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 スポーツと政治・序章 講師紹介と授業概要説明、授業計画

の説明。及び全般的なスポーツと政
治に関する一般論

2 外交関係のない国との
スポーツ交流

外交関係のない国でのスポーツイベ
ントに参加したアスリートの事例、
国交正常化との関係

3 オリンピックと政治の
関係１

オリンピックにおける政治学、近代
オリンピックにおいて支配化を意図
した事例などを考察する

4 オリンピックと政治の
関係２

外交関係の回復への道、オリンピッ
クにおいて、２か国の統一チーム結
成の事例

5 オリンピックと政治の
関係３

オリンピックの開催誘致、選手の参
加、不参加への政治的な介入の事例

6 オリンピックと政治の
関係４

オリンピックの開催、選手育成は、
どういう理由で始まったか。日本の
実状

7 オリンピックと政治の
関係５

モスクワオリンピックへの米国など
のボイコット（日本も不参加）と現
在までの事象

8 オリンピックと政治の
関係６

ロサンルスオリンピックへのボイ
コットなどと現在までの事象

9 政治と国民のスポーツ
活動１

ドイツ分断時、東ドイツ、西ドイツ
における国民のスポーツ活動の目的
と状況

10 政治と国民のスポーツ
活動２

スポーツとアパルトヘイトとの関
係・変遷。オリンピックなどの状況

11 政治と国民のスポーツ
活動３

幻の東京オリンピック、第二次世界
大戦後のスポーツ復活まで

12 政治とスポーツ政策１ 国民体育大会（現国民スポーツ大会）
発案、開催とその後

13 政治とスポーツ政策２ 日本のスポーツ基本法をはじめとす
るスポーツ振興を念頭においたス
ポーツ法、スポーツくじ

14 政治とスポーツ政策３ 世界のスポーツに対する禁止令。ス
ポーツとレジャーの関係を歴史的に
どう見てきたか

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ＳＮＳだけでなく、書籍、新聞のニュース記事、解説、社説、コラムなどに目
を通し、スポーツと政治に関するテーマについて、メモする。オリンピック、
スポーツ政策に関する事例、キーワードは逐次、記述的な小レポートのテー
マとして挙がることもある。授業の予習に2時間、復習に2時間を。
Learning　activiteieｓ　outside ofclassroom :tGet into the habit of read-
ing books newsparpers & magazines.Especially,read Olimpics&Sports
Policys.Prepare for lessons 2hours and review 2hours
．
【テキスト（教科書）】
新聞（スポーツ紙）含む、雑誌、書籍の一部を授業内の資料として説明・配布
する。
【参考書】
スポーツ関連の各種書籍、新聞、雑誌
【成績評価の方法と基準】
・授業内で実施する小レポート　４０％
・学期末レポート　　　　　　　６０％
Grading Criteria／Policy
Short-report:40%
term-endreport:60%

【学生の意見等からの気づき】
テーマや配布資料のデータ化。
【Outline (in English)】
Expond the field of view to learn　the relationship between sport andｐ
politics. Olympic and politics are inseparable.Political use the sporting
event was in the past. Moscow Olympic games thereis non-partcipation
for political reasons.(Learning　Objectives)iExpond the field of view to
learn　the relationship between sport and politics. Olympic and politics
are inseparable.Political use the sporting event was in the past. Moscow
Olympic games thereis non-partcipation for political reasons.
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ECN200IA（経済学 / Economics 200）

スポーツマーケティング論

井上　尊寛

カテゴリ：スポーツビジネスコース専門科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
2単位
曜日・時限：木2/Thu.2

その他属性：〈他〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義では、スポーツマーケティングに関する理解を深め、重要な概念や
関連する理論についても学習することを目的とする。
【到達目標】
スポーツに関連する組織において、顧客の維持・拡大は重要な課題であり、マー
ケティング的な視点は必須である。しかしながら、スポーツ消費者は余暇時
間の価値を高めるためにスポーツを消費するため、消費者の理解や市場を捉
えることがとても困難であると言える。
本講義では、スポーツマーケティングの基本的な考え方やスポーツサービス
の特徴などの理解を深めるだけではなく、組織や市場に適したマーケティン
グ戦略について検討しうる能力を修得することを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」に
関連
【授業の進め方と方法】
授業は講義形式でおこない、プロジェクターを使用します。
本講義は、パワーポイントを用いた講義部分と、個人もしくはグループ単位
でマーケティング戦略を検討し、発表するプレゼンテーションで構成される
ため、講義外での作業や準備が求められます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 本講義の概要について解説し、ス

ポーツが社会に果たす役割や機能に
ついて解説する

2 スポーツマーケティン
グとは

スポーツをビジネスの視点でとらえ、
その存在意義や社会における役割に
ついて解説する

3 スポーツビジネスの考
え方

マーケティング志向、交換、商品特性

4 消費者構造とマーケティ
ングセグメンテーション

市場の細分化、マーケティングの変遷

5 スポーツマーケターの
業務

スポーツクラブの組織の在り方につ
いて理解を深め、具体的な業務内容
について解説する

6 スポーツマーケティン
グの特性

スポーツサービスの特異性について
理解を深める

7 スポーツ市場の理解 スポーツビジネスの市場規模と我が
国の特徴について理解する

8 リスクマネジメント スポーツクラブ運営に関するリスク
の存在について説明する

9 ブランドについて スポーツクラブにおけるブランドに
ついて説明する

10 CSR スポーツクラブの社会的責任とガバ
ナンスについて説明する

11 コミュニケーション戦略 ステークホルダーとの良好な関係構
築のためのコミュニケーション戦略
について解説する

12 スポーツマーケティン
グの実際（国内の事例）

国内のスポーツマーケティングに関
する研究からスポーツビジネスの実
施について説明する

13 スポーツマーケティン
グの実際（国外の事例）

国外のスポーツマーケティングに関
する研究からスポーツビジネスの実
施について説明する

14 総括 本講義のまとめおよびプレゼンをお
こなう

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は1回の授業につき，準備・復習時間を合わせて
4時間以上（準備・復習時間の配分は均等でなくても可）とします。
【テキスト（教科書）】
『よくわかるスポーツマーケティング』，仲澤眞・吉田政幸　編著，ミネルヴァ
書房，2017年

【参考書】
特に設けない
【成績評価の方法と基準】
期末テスト (60%)および授業内レポート (40%)の評価から総合的に判断する
【学生の意見等からの気づき】
専門性の高さを維持しながら、他のコースを選択している学生にも理解しや
すいような内容にしていくとともに、参考となる配布資料の改善もおこなう
【Outline (in English)】
（Course outline)The sport industry includes the sport goods, service,
and construction segments.（Learning Objectives）This course is an
introduction to the fundamental elements of the sport industry. Upon
successful completion of this course, students will be able to understand
how they can synthesize and apply basic theories, concepts, and
practices related to each segment of the sport management.（Learning
activities outside of classroom) Students will be expected to have
completed the required assignments after each class meeting. Your
study time will be more than four hours for a class.（Grading Criteria）
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end examination: 60%、Short reports : 40%.
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SOC100IA（社会学 / Sociology 100）

スポーツメディア論

片上　千恵

カテゴリ：スポーツビジネスコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：木3/Thu.3

その他属性：〈他〉〈優〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
テレビの進化はスポーツ中継の進化と言われるほどスポーツはテレビ技術の
発展とともに繁栄してきた。衛星放送が可能になったことで世界中のスポー
ツ競技がリアルタイムに視聴できるようになり、スポーツの高度化と大衆化に
貢献してきた。一方で、テレビ視聴に適したルール変更が行われ、スポーツ競
技自体がオウンドメディアを所有するなど、メディアとスポーツの関係は時
代とともに変化し続けている。本講義では、スポーツとメディアの変遷を辿
り、メディアがスポーツに与えた影響と今後の関係性を考察する。更にSNS
の出現以降、アスリートはメディアを介さず、自らが情報発信できるように
なった。スポーツの価値を高める情報発信をサポートするメディアトレーニ
ングについても学ぶ。
【到達目標】
・スポーツとメディアの関係性を歴史的、社会的な視点から理解できる。
・スポーツにおけるメディアトレーニングの機能を説明できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」に
関連
【授業の進め方と方法】
パワーポイントを活用した講義形式。毎授業の冒頭に、履修者からスポーツ
に関するトピックを提供してもらいディスカッションする時間を設ける。学
期後半ではグループに分かれ、模擬記者会見を通してメディアトレーニング
を実践的に学ぶ。中間テストを実施する。　
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 授業の進め方と評価方法の説明。メ

ディアスポーツとは何か？
2 活字メディア（雑誌・新

聞）
メディアの成り立ちと宗教の関係。
グーテンベルグによる印刷革命から
新聞・雑誌メディアが誕生する過程
でスポーツはどのように扱われてき
たか。

3 ラジオ① 電波メディアの誕生。1920年アメリ
カのKDKAにおける世界最初のラジ
オ放送とスポーツ中継の始まり。ラ
ジオが生んだ日本独自のスポーツ文
化であるラジオ体操と高校野球につ
いて考える。

4 ラジオ② ラジオが伝えたオリンピックについ
て。「実感放送」やオリンピックが生
んだスポーツ実況スタイルを事例に
時代ごとにメディア技術の発達とス
ポーツが社会に与えた影響について
考える。

5 映画 1936年ナチス政権下で行われたベル
リンオリンピックで製作された記録
映画はプロパガンダの様相を帯びて
いるとされる。その他にも社会の常
識やルールに変革をもたらしたス
ポーツ映画を題材にスポーツの歴史
を振り返る。

6 テレビ
　

戦後の経済発展とともにテレビはス
ポーツを大衆化した。「メディアス
ポーツ」の概念を理解し、「メディア
イベント」としての箱根駅伝や高校
野球を例にスポーツとメディアの関
係を考察する。

7 ニューメディア① SNSをはじめとするインターネット
メディアの出現により、情報発信の
仕方が大きく変化した。スポーツ取
材現場の変化とともにインターネッ
トメディアの功罪を考える。

8 ニューメディア② テクノロジーの進化に伴い、従来の
メディア企業はビジネスモデルの変
革時期に直面している。特にスポー
ツエンターテインメントの分野にお
けるデジタルトランスフォーメー
ション（DX）がもたらす変化は目覚
ましい。スポーツ界におけるDX化
事例から未来のスポーツとメディア
の関係について考える。

9 放映権 放映権の高騰はスポーツのルールに
まで影響を及ぼした。オリンピック
とサッカーW杯を事例に放映権ビジ
ネスについて学ぶ。

10 中間テスト これまでの授業のまとめ
11 メディアトレーニング スポーツにおけるメディアトレーニ

ングとは何か？ 日本や世界における
歴史と現状を把握し、その機能を理
解する。

12 危機管理対応 スポーツを取り囲む様々なリスクを
整理し、過去の様々な事例から、状
況に応じたリスクマネジメントとメ
ディア対応を考える。

13 模擬記者会見
ゲスト招聘（PRコンサ
ルタント）

スポーツ組織における不祥事案件を
想定した模擬記者会見を実施。グ
ループに分かれて適切な対応を議論
し、想定問答の作成から記者会見の
対応までを体験する。

14 総括 模擬記者会見の振り返り
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で取り上げたテーマに関連したレポートをまとめる。日頃のスポーツニュー
スをチェックする。本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
講義中に配付される資料とパワーポイント資料を主要な教科書として使用する。
【参考書】
授業内で適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
授業内レポート（30％）、授業内発表（20％）、期末テスト (50％)の評価から
総合的に判断する。
【学生の意見等からの気づき】
好評だった模擬記者会見において、入念に事前準備ができるよう資料を充実
させ、学生がリアリティを持ってより多くの学びを得られるような仕様にブ
ラッシュアップさせる。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In this course, we will track the evolution of sports and media, examine
the impact of media on sports, and consider future relationships. We will
also learn about media training to support information dissemination
that enhances the value of sports.
【Learning Objectives】
The goals of this course are:
A) To understand the relationship between sports and media from
historical and societal perspectives.
B) To be able to explain the function of media training in sports.
【Learning activities outside of classroom】
Review what you have learned in each lecture. Checking sports news
regularly. Before/after each class meeting, students will be expected to
spend two hours to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy）】
Midterm exam (50%), in-class reports (20%), and in-class presentations
(30%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

ECN200IA（経済学 / Economics 200）

スポーツ行政論

川崎　登志喜

カテゴリ：スポーツビジネスコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
1.国・都道府県・市区町村の3つのレベルにおけるスポーツ行政の仕組みや政
策について説明ができる。
2.身近なスポーツに関する問題やスポーツ事業についてスポーツ行政の立場
から考えることができる。
【到達目標】
1.スポーツ行政の概念と仕組みを説明できる。
2.地方公共団体のスポーツ施策を説明できる。
3.諸外国のスポーツ行政の比較から我が国のスポーツ行政の特徴を説明できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」に
関連
【授業の進め方と方法】
生涯スポーツの振興を担う指導者が活動を行う拠点となる市区町村では、行
政が広くスポーツを振興するために様々な施策を行っている。体育・スポー
ツを学ぶものとして、その行政の行っている振興施策や仕組みを理解してお
くことは重要なことと思われる。そこで本講義では、国レベルから市区町村
レベルのスポーツ行政について、さらには諸外国のスポーツ行政についても
触れながらスポーツ行政の基礎を学んでいく。
授業形態については対面。
グループまたは個人によるプレゼンテーションがあります。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 スポーツ行政の概念と

目的
行政やスポーツ行政の目的について
理解できる

2 スポーツ行政の仕組み スポーツ行政の組織と役割について
理解できる

3 スポーツ行政の主な施策 スポーツ行政組織と役割について理
解する

4 スポーツ振興法とス
ポーツ振興基本計画

スポーツ振興法の役割と課題につい
て理解する。
スポーツ振興基本計画の役割と課題
について理解する。

5 スポーツ立国戦略 スポーツ立国戦略についてその役割
とその評価について理解する。

6 スポーツ基本法とス
ポーツ基本計画

スポーツ基本法について理解する。
スポーツ基本計画について理解する。

7 都道府県のスポーツ振
興施策と課題

都道府県のスポーツ行政組織につい
てグループ発表

8 都道府県のスポーツ推
進計画と課題

都道府県のスポーツ推進計画につい
てグループ発表

9 市区町村のスポーツ振
興施策と課題

市区町村のスポーツ振興施策につい
てグループ発表

10 市区町村のスポーツ推
進計画と課題

市区町村のスポーツ推進計画につい
てグループ発表

11 スポーツ予算と財源 スポーツ振興の財源について理解す
る

12 競技力向上の施策と課題 競技力向上のためにどのような施策
がなされているか理解する

13 諸外国のスポーツ行政 欧米のスポーツ行政を中心に、諸外
国からみた我が国のスポーツ行政の
特徴を理解する

14 まとめ これまでの講義をふまえて、今後の
スポーツ行政はどうあるべきか意見
交換できる

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
様々なトピックについてグループワークをおこなう予定である。本授業の準
備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト参考資料・参考図書は授業時に配布または紹介する。
【参考書】
小笠原正ほか「スポーツ六法」2011

日本スポーツ法学会編「詳解　スポーツ基本法」成文堂
【成績評価の方法と基準】
(1)出席確認：毎時間確認する
(2)試験方法：レポート2編　80%
(3)評価基準：平常点（小レポート・プレゼンテーション・学習態度を含む）
20%
（2／3以上の出席が必要）
　
【学生の意見等からの気づき】
パワーポイントによる発表は好評につき今年度も実施します。
【Outline (in English)】
(Course outline)
In this lecture, we will learn the basics of sports administration from
the national level to the municipal level, as well as touch on sports
administration in other countries.
（Learning Objectives）
1. It can explain the mechanism and policies of sports administration at
three levels, national, prefecture, municipality.
2. It is possible to think about the problem and sports business on sports
from the perspective of sports administration.
（Learning activities outside of classroom）
It is necessary to contact the local government when creating the report.
（Grading Criteria /Policy）
1.Attendance confirmation: Confirm every class
2.Test method: 2 reports 80%
3.Evaluation criteria: Normal score (including short report, presenta-
tion, learning attitude) 20%
(2/3 or more attendance required)
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

SOC300IA（社会学 / Sociology 300）

スポーツ消費者行動論

吉田　政幸

カテゴリ：スポーツビジネスコース専門科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：3～4年次／
単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業において、受講者はスポーツ消費者の心理的、行動的特性に関する
重要概念や理論を学習することで、スポーツ組織がスポーツ消費者と良好で
持続的な関係性を形成する方法について理解を深める。
【到達目標】
本授業の到達目標は以下のとおりである：
（1）スポーツ消費者の定義を説明できる。
（2）参加型スポーツの消費者の特性を説明できる。
（3）観戦型スポーツの消費者の特性を説明できる。
（4）スポーツ消費者の満足度、顧客ロイヤルティ、顧客価値を説明できる。
（5）スポーツ消費者によるコミュニティ形成と社会支援を説明できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」に
関連
【授業の進め方と方法】
授業は講義形式であり、受講者は事前に指定された章や参考資料を読んで授
業に出席する。授業で用いるパワーポイントスライドの配付資料は学習支援
システムにアップロードしてあり、各自でダウンロードし、印刷する。アク
ティブラーニングとなるよう、学期を通じて様々なアンケートに回答し、授
業内で分析結果について議論する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 消費と消費社会 消費という活動は人々の社会階級、

習慣、そして時代の流行を反映して
いる。初回の授業では現代社会を特
徴づける消費社会とそこでの消費と
いう行動について理解を深める。

2回 スポーツ消費者とは スポーツ消費者の定義、類型、特性
および意思決定過程について学ぶ。

3回 参加型スポーツの消費者 参加型スポーツの消費者の心理的、
行動的特性について、スポーツ関与
やエスカレーターモデルなどの視点
から理解を深める。

4回 観戦型スポーツの消費
者：観戦動機

人がスポーツを観戦することで充足
するニーズについて、いくつかの動
機理論とともに理解を深める。

5回 観戦型スポーツの消費
者：心理的連続モデル
（認知と魅力の段階）

スポーツ観戦者の意思決定過程を説
明する代表的な考え方の一つである
心理的連続モデルの中でも、特に認
知と魅力の段階について学ぶ。

6回 観戦型スポーツの消費
者：心理的連続モデル
（愛着と忠誠の段階）

心理的連続モデルの愛着と忠誠の段
階について学ぶ。

7回 観戦型スポーツの消費
者：社会的アイデン
ティティ

スポーツ観戦者が好みのチーム、種
目、選手などとの心理的つながりを
通じて形成する社会的アイデンティ
ティについて学ぶ。

8回 スポーツ消費者の顧客
満足

スポーツは試合において誰が勝者に
なるか明確に予測できない。このよ
うな特性を帯びたスポーツという製
品と顧客満足の関係性について学習
する。

9回 スポーツ消費者の顧客
ロイヤルティ

スポーツ消費者の顧客ロイヤルティ
は態度的側面と行動的側面の二つか
ら成る。ここでは顧客ロイヤルティ
の概念的構造、役割、スポーツビジ
ネスへの応用について考えるととも
に、ロイヤルティとブランド価値の
関係性について理解する。

10回 スポーツマーケティン
グと経験価値

スポーツイベントがスポーツ消費者
に提供する「経験の価値」の考え方、
構造、役割について学ぶ。

11回 スポーツ消費者と関係
性マーケティング

関係性パラダイムの中でスポーツ消
費者行動を捉え、関係性マーケティ
ング、顧客関係管理、ロイヤルティ
プログラムなどについて学習する。

12回 スポーツ消費者とイン
ターネット

インターネット上のスポーツ消費者
行動に関して理解を深めるため、ソー
シャルメディアやeクチコミなどの
視点からスポーツ消費者行動を学ぶ。

13回 スポーツ消費者の社会
的役割

スポーツ消費者が形成するコミュニ
ティについて理解を深めるとともに、
同じコミュニティのメンバーを支援
する向社会的行動について考える。

14回 スポーツ消費者行動の
まとめ

現代社会におけるスポーツ消費者行
動の重要性と今後の展望について考
察し、学期のまとめとする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
受講者は教科書（よくわかるスポーツマーケティング，ミネルヴァ書房）の
指定された章を読み、内容について予習するとともに、予め疑問や感想をま
とめて授業に出席するようにしてください。本授業の準備学習・復習時間は
各 4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
仲澤眞・吉田政幸（編著）（2017）よくわかるスポーツマーケティング．ミネ
ルヴァ書房．
2,640円
【参考書】
原田宗彦（編）（2021）スポーツ産業論（第7版）．杏林書院：東京．2,750円
【成績評価の方法と基準】
レポート1（心理的連続モデルの診断）：10点
レポート2（スポーツ消費者の社会的アイデンティティの診断）：10点
レポート3（ブランドエクスペリエンスの診断）：10点
小テスト：20点
期末テスト：50点
合計：100点
【レポートの評価基準】
10点：授業の内容を踏まえ、キーワードを正しく使うとともに、自分の独自
の視点から書いており、さらに問いに対して合理的な説明を加え、文章的に
も論旨を明確に伝えることができている。
8点：授業の内容を踏まえ、キーワードを正しく使うとともに、自分の独自の
視点から書いており、問いに対して合理的な説明を加えている。
6点：授業の内容を踏まえ、キーワードを正しく使うとともに、自分の独自の
視点から書いている。
4点：授業の内容を踏まえ、キーワードを正しく使いながら書いている。
2点：授業の内容を踏まえて書いている。
【学生の意見等からの気づき】
受講者がリアクションペーパーに記入した疑問や質問についてフィードバッ
クを行い、授業内で議論したいと思います。スポーツ界の事例をできるだけ
多く紹介し、分かりやすい授業となるように工夫します。
【学生が準備すべき機器他】
マイクロソフトオフィスを使用できるノートパソコンなど
【その他の重要事項】
教科書に沿って授業を行います。2週目以降は事前に指定された章を読んでき
てください。
【Outline (in English)】
(Course outline)
In this course, students will learn the basic principles of sport
consumer behavior at the undergraduate level. Upon successful
completion of this course, students will be able to understand how
sport organizations achieve organizational goals by fostering strong and
enduring relationships with sport consumers.
(Learning objectives)
The goal of this course is to understand important concepts and theories
related to the psychological and behavioral characteristics of sport
consumers.
(Learning activities outside of classroom)
Before each class, students are expected to read relevant articles and
book chapters and spend four hours to understand the course content.
(Grading criteria)
Grading will be decided based on three short reports (30%), short exam
(20%), and final exam (50%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

LAW200IA（法学 / law 200）

スポーツ法学Ⅱ

飯田　研吾

カテゴリ：スポーツビジネスコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
一見、華やかにも見える日本のスポーツ界においても、スポーツ事故、代表
選考、スポーツ選手の契約問題、アンチ・ドーピングの問題、暴力・ハラスメ
ント、汚職の問題等、毎日のように報道されている。
そこで本授業では、現実にスポーツ界で起きている様々な事象を題材としなが
ら、背景にある法制度や関係する法律知識を理解し、将来スポーツに携わっ
ていく者として必要な法的思考力・マネジメント力の習得を目的とする。
【到達目標】
現実にスポーツ界で起きている様々な事象について、背景にある法制度や関
係する法律知識を理解することができる。
スポーツ界で起きている事象について、法的な視点から解決策や予防策を提
示することができる。
特徴的なスポーツ紛争（裁判例や仲裁事例等）を学ぶことで、将来スポーツ
に携わっていく者として必要な法的思考力・マネジメント力を身につけるこ
とができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」に
関連
【授業の進め方と方法】
講義形式を基本とし、質疑応答を行いながら教員と受講生との間で双方向型
の授業を実施し、受講生に考える機会を与えられるよう心掛ける。
できる限り、各テーマに関係する具体的な事例を紹介しながら解説を行う予
定である。
また、毎回の授業において、前回授業以降に起きたスポーツ界の話題につい
て、法的問題や解決策、検討事項などを発表してもらうことや、リアクショ
ンペーパーの提出も予定している（詳細は授業にて説明する）。
なお、時事問題の発生によって講義の内容変更や順序変動があり得る。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンスとスポーツ

法の基礎
本授業の位置付けや意義、授業の進
め方、参考テキスト、成績評価の方
法についての説明する。また、ス
ポーツ法を理解する上で必要な基礎
知識を解説する。

第2回 スポーツ法の体系 スポーツに適用される法律、スポー
ツ基本法、スポーツ固有法について
解説する。

第3回 オリンピック・パラリン
ピックとスポーツ法

直近に行われたオリパラで起きた紛
争や事象について、背景にある法制度
や問題の本質について理解を深める。

第4回 スポーツ紛争と解決手段 スポーツ紛争の特徴や解決にあたっ
て求められること、具体的な事案を
通じて裁判の限界やスポーツ仲裁の
必要性について理解を深める。

第5回 スポーツ事故と責任 スポーツ指導者・選手の注意義務・
安全配慮義務、スポーツ事故やス
ポーツ障害の予防と対策などについ
て検討する。

第6回 代表選考を巡る問題 代表選考を巡る問題の所在、代表選
考のあるべき姿とは、実際に起きた
紛争事例にも触れながら検討を行う。

第7回 スポーツ団体のガバナ
ンス

国内競技団体のガバナンスの意義・
重要性、不祥事が発生した場合の対
応例などの検討を行う。

第8回 スポーツ選手の法的地位 スポーツ選手（プロ・アマ）の法的
地位、選手会の役割や意義について、
ホットなスポーツニュースに触れな
がら理解を深める。

第9回 スポーツと契約 アスリートの選手契約、スポンサー
契約、スポーツ会員契約、スポーツ
観戦契約などを取り上げ、契約の仕
組みや内容について検討する。

第10回 スポーツと知的財産 スポーツビジネスにおいて必須とい
えるスポーツ選手の肖像権やパブリ
シティ権、放映権、商品化権につい
て法制度の理解を深める。

第11回 スポーツのインテグリ
ティ①（アンチ・ドーピ
ング、八百長等）

アンチ・ドーピングに関する基本的
なルールとその課題を理解し、紛争
事例の検討を行う。
また、八百長の問題点、無気力試合
との違いなどの検討を通じて問題の
本質について考える。

第12回 スポーツのインテグリ
ティ②（暴力・ハラスメ
ント）

なぜスポーツ界から暴力・ハラスメ
ントがなくならないのか、これまで
のスポーツ界の取り組み、暴力等の
根絶に必要な法制度などを検討する。

第13回 スポーツと子どもの権利 子どもの権利に関する法令、最近の
議論の状況、海外での取組例に紹介
し、スポーツの現場での子どもの権
利の保護の必要性を理解し、実現に
向けた方策を考える。

第14回 まとめと授業内テスト すべての配布資料、参考文献の持込
みを可として、講義テーマの重要点
の理解度を確認する記述式テストを
実施する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各２時間を標準とします。
【準備学習】
授業日までの１週間に起きたスポーツに関する報道等を確認し、法的な観点
から検討しておく。これについては、毎回、発表してもらうことを予定して
いる。
また、授業のトピックや事前検討事項を提示するので、事前に検
討しておく。文献を事前に読む必要がある場合には、予め指示する。
【復習】
事前検討事項を中心に授業で学んだことを整理する。必要に応じて課題を課
すことがあるので、調査・検討を行う。
【テキスト（教科書）】
教科書は指定せず、必要に応じてパワーポイントなど資料を配布する。
【参考書】
「標準テキスト：スポーツ法学（第3版）」日本スポーツ法学会監修（エイデ
ル研究所）
「スポーツの法律相談」青林書院
「スポーツ法への招待」道垣内正人　他（ミネルヴァ書房）
「導入対話によるスポーツ法学」小笠原正　他（不磨書房）
「詳解：スポーツ基本法」日本スポーツ法学会監修（成文堂出版）
その他、随時、参考になるものを紹介する。
【成績評価の方法と基準】
授業内試験　　：６０％
中間レポート　：２０％
毎回の授業における取組み（スポーツニュースの発表、リアクションペーパー
の提出）：２０％
とする予定である。
【学生の意見等からの気づき】
受講者数にもよってくるが、学生からは、グループディスカッションの要望
もあったため、今年度はそういった形式を取り入れることを考えている。
【学生が準備すべき機器他】
基本的にはパワーポイントや配布資料を用いて講義を進行する予定である。
【その他の重要事項】
本科目は、新しい法改正や制度改正が行われたリ、スポーツに関するホット
なトピックの発生した場合には、講義内容や順序を変更することがある。
【Outline (in English)】
（Course outline）
In the glamorous world of Japanese sports, there are dairy reports
of various incidents such as sports accidents, national team selection,
athlete contract issues, anti-doping issues, violence and harassment,
corruption, and so on.
In this class, from the various cases in the fields of sports, to understand
the legal system and knowledge, and to learn the ability of
legal thinking and management which is necessary as a person who will
engage in the fields of sports in the future.
（Learning Objectives）
The goals of this course are as follows;
- You will be able to understand the legal systems and related legal
knowledge regarding the phenomena occurring in the field of sports.
- You will be able to present solutions and preventive measures from
legal perspectives regarding the phenomena occurring in the field of
sports.
- You will be able to acquire the legal thinking and management skills
necessary for those who will be engaged in sports in the future.
（Learning activities outside of classroom）
Before/After each class meeting, students will be expected to spend 2
hours each.
- Pre Lesson Study
Check sports-related articles and consider them from a legal perspec-
tive. Consider the topics and issues to be examined.
Read the assigned documents.
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- Review
Organize what you have learned in class in your own way.
You may be given assignments, conduct research and examination.
（Grading Criteria /Policy）
Evaluation is based on;
1) class participation, such as the status of presentation of sports news,
submission of reaction papers : 20%
2) Mid-term report : 20%
3) Term-end examination : 60%
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SOC300IA（社会学 / Sociology 300）

スポーツジャーナリズム論（新聞）

片上　千恵

カテゴリ：スポーツビジネスコース専門科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：3～4年次／
2単位
曜日・時限：木2/Thu.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
新聞メディアにおけるスポーツ事象の描かれ方とその記事（テキストや写真）
が読者・視聴者にどのような印象を与え、社会にどのような影響を及ぼした
かを客観的に分析することで、自分なりのイズム（主義）を持ち、それを表現
できることを目的とする。
【到達目標】
・スポーツを多角的に観察し、その背景を正しく理解し、本質を見極める力を
つける。
・メディアリテラシーに基づく判断力・表現力を高める。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」に
関連
【授業の進め方と方法】
毎授業掲げるトピックに関するニュース分析とディスカッション。またプロ
のライター、カメラマンをゲストスピーカーに招聘し、スポーツライティン
グやフォトジャーナリズムについて学ぶ機会を提供する。授業での学びの集
大成として、プロスポーツチームの公式戦において学外授業（試合観戦と取
材活動）を行い、そこでの体験もとに記事を完成させる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 授業の進め方と評価方法の説明。

ジャーナリズムとは何か？ スポーツ
ジャーナリズムの歴史から読み解く。

2 スポーツジャーナリズ
ムの自由と責任

スポーツジャーナリズムの「自由」
とは何か。メディアの法制度につい
て理解する。

3 スポーツとナショナリ
ズム
　

オリンピック・パラリンピックの新
聞報道から「国民」を考える

4 スポーツとLGBT＋ スポーツ界における多様性の理解と
対策の現状を新聞紙面によるキャン
ペーンや報道から考える。

5 スポーツ界における不
祥事

野球界、角界の賭博問題やドーピン
グなどの事例とともにガバナンスを
考える。

6 外部講師：スポーツラ
イター

スポーツ取材からライティングのノ
ウハウまでを学ぶ。

7 スポーツとジェンダー 新聞報道における女性アスリートの
描かれ方とその変遷からジェンダー
ギャップについて考える。

8 スポーツとハラスメント 体罰、上下関係、性的、あらゆるハ
ラスメントをスポーツインテグリ
ティの視点から考える。

9 外部講師：報道カメラ
マン

フォト・ジャーナリズムを学ぶ。報
道写真が語り伝えてきたものとは何
か。スポーツシーンにおける撮影技
術も伺う。

10 学外授業の準備① 対象競技の解説：興味と課題を見つ
ける

11 学外授業の準備② 取材の仕方。グループに分かれて取
材に関する資料収集を行う。

12 スポーツ現場での取材
（学外授業）

プロスポーツの試合会場におけるメ
ディアの仕事を学び、実際に取材を
経験する。

13 作成記事の発表① 学外授業で経験した取材から記事を
作成し、発表を行う。

14 作成記事の発表② 学外授業で経験した取材から記事を
作成し、発表を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で取り上げたテーマに関連したレポートをまとめる。本授業の準備学習・
復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
授業内で適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
授業内レポート（20％）、授業内発表 (30％)、作成記事（50％）の評価から
総合的に判断する。
【学生の意見等からの気づき】
好評だったスポーツ現場での学外授業をより充実したものにするため、グルー
プワークによる事前準備の時間を増やす。
【その他の重要事項】
日々のスポーツ報道に関心を持って目を通すこと。
　※毎回、担当者による課題発表があります。
【Outline (in English)】
【Course outline】
The objective of this course is to enable students to develop their
own perspectives (or "isms") and express them by objectively analyzing
how sports events are portrayed in the media, including both text
and images, and examining the impressions they create on readers or
viewers, as well as the societal impacts they generate. Through this
analysis, students will gain insight into how media representation of
sports phenomena influences public perceptions and societal dynamics,
thereby fostering the ability to articulate their own ideologies.
【Learning Objectives】
The goals of this course are:
A) To develop the ability to observe sports from various perspectives,
accurately understand their background, and discern their essence.
B) To enhance judgment and expressive skills based on media literacy.
【Learning activities outside of classroom】
Review what you have learned in each lecture. Checking sports news
regularly. Before/after each class meeting, students will be expected to
spend two hours to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy）】
Classroom participation (20%), in-class reports and assignments (30%),
and
Creating an article (50%).
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SOC300IA（社会学 / Sociology 300）

スポーツジャーナリズム論（放送）

加茂　明

カテゴリ：スポーツビジネスコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：3～4年次／2単
位
曜日・時限：木2/Thu.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「自分なんて…」と自己評価の厳しい学生も、最後は「大勢の前でプレゼンが
出来た！」と確かな自信をつかみ取れる授業です。尻込みしがちな学生にス
テップを踏みながら前へと導いていくのは、東京オリ・パラでアタッシェ（広
報）を務め、アスリートと企業、メディアとを結んだ講師です。パワポと動画
を駆使しながら、学生の興味・関心を引き出す様々なテーマを取り上げます。
学生はメッセージを受け取り、自分の考えを自分の言葉で表現できるコミュ
力を伸ばし、「プレゼンに参加してみよう」という意欲を高めていきます。３
年生と４年生から「自分の意見を持てるようになった」「大学に入って一番面
白かった」と言われる「成長」と「自己実現」の「短期集中型」の授業です。
【到達目標】
AIに代替されないスキルを磨くために、正解のない問題にいかに自分の答え
を見出していくかが基本テーマです。「なぜ？」という問いを探しながら、思
い込みや先入観という落とし穴にいかに気づいていくか。多様なものの見方
や考え方を示しながら、複数の観点を持つ重要性を説いていきます。最終的に
「自分はこう考える」と自分の意見をプレゼンできることを到達目標にします。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」に
関連
【授業の進め方と方法】
YouTubeを生で見ているかのような授業で「かもちゃんねる」と呼ばれてい
ます。毎回、舞台構成を工夫しながらビビッドなテーマを取り上げ、授業時
間内にレポートを書いてもらいます。講師の失敗談を今の時代と照らし合わ
せて検証、「信頼関係の築き方」や「心の整え方」を自分事として財産にして
もらいます。自己評価の低い学生も置き去りにしないように寄り添い、背中
を押していきます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 AIに代替されないスキ

ル～自分の意見の作り方
「自分の意見の作り方」や「正解のな
い問題の対処法」から講義を始める。
「出席」と「レポート」重視の成績評
価を説明。学生と向き合うための
「アンケート調査」を実施。「コミュ
力」と「プレゼン力」を向上させる
最終目標を明示。

2 スポーツの力とメディ
アの影響力～大谷翔平
と幸せな国

少子高齢化の進む日本社会の中で、
多くの人に勇気と希望を与えるス
ポーツの力は、これまで以上に求め
られている。50-50でMVPを成し遂
げた「大谷翔平」や、世界で最もス
ポーツに親しんでいる「フィンラン
ド」を取り上げながらスポーツの力
とメディアの在り方を考える。

3 新しい価値観と教訓～ク
リティカル・シンキング

パリ五輪からロス五輪に向けてアス
リートたちが示した新しい価値観や
様々な意思を確認。「なぜあの人は炎
上したのか？」教訓に満ちた多くの
トラブルから、身につければ大きな
武器になるクリティカル・シンキン
グを学ぶ。

4 メディアの条件～リス
ペクトと信頼

講師の衝撃的な失敗経験を今の時代
に照らし合わせて検証。相互尊敬・
相互信頼に基づく共感的な態度がい
かに重要か。「信頼関係の築き方」や
「トラブルの対処法」をともに考える。

5 グッドコーチの条件～
サーバントリーダー
シップ

「選手自身が自分の成長に目を向けら
れるように寄り添う」コーチがいる
一方、「選手に気づきを与えない威圧
する」コーチもいる。根拠なき精神
論が残る「ハラスメントの現状」や
「競技人口の減少」を踏まえ、傾聴し
共感を重視する「サーバントリー
ダーシップ」に着目する。

6 メンタルマネジメント
～嫌われる勇気

就活や、社会へ出ていく上でメンタ
ルヘルスは重要課題。レジリエンス
（弾力性や回復力）を身につけるには
どうすればよいか。「嫌われる勇気」
「ありのままを受け止める」。心に残
るアスリートやコーチの言葉をもと
に、日常生活を穏やかに送るために
必要な心の整え方を提案する。

7 インタビューの実践～
沈黙の金メダリスト

言葉を発するまで時間のかかる人が
いる。ＡＩに果たして待つことはで
きるのだろうか。沈黙の後に発した
金メダリストの言葉は今も語り継が
れている。企業の不祥事の記者会見
では、必ず質問ではなく説教する
「カスハラ」のような記者が現れる。
講師の実体験とその後を検証する。

8 ドキュメンタリー番組
の視点～ロッカールー
ムの真実

若者に支持されるドキュメンタリー。
「知りたいこと」に応え「伝えたいこ
と」に思いを込める企画の意図は。
ＮＨＫスペシャルやクローズアップ
現代、ドキュメント７２時間を制作
してきた経験をもとに、ジャーナリ
ストに求められる「視点」にスポッ
トをあてる。

9 ネット時代の生き方～情
報過多から自分を守れ

「でっち上げ」や「誹謗中傷」によっ
て命を脅かされる人がいる。攻撃対
象が取り返しのつかない打撃を受け
た後で「あっ、あれ違ってました」
としれっと訂正する人もいる。情報
過多の中でいかに自分を守るか、
ネットとメディアのリテラシーを見
つめ直す。

10 スポーツとAI～ロボッ
ト審判と厚底靴

大リーグではついに今季オープン戦
からロボット審判が登場。テクノロ
ジーが進化する中でAIと人間の関係
を探る。長距離でも短距離でも広が
りを見せている厚底靴はナイキ一色
からアディダスやアシックスがシェ
アを伸ばし戦国時代に突入。箱根駅
伝をめぐる企業や人の物語を深掘り
する。

11 スポーツと社会～バタ
フライエフェクトと
オープンシェア革命

一羽の蝶の羽ばたきが時を経て大き
な風を巻き起こす「バタフライエ
フェクト」。「あの日があるから今が
ある」という歴史の意味合いを深堀
りする。大リーグや箱根駅伝でスキ
ルやデータをオープンにすることで
業界のレベルアップを図る「オープ
ンシェア革命」のその後に迫る。

12 Ｚ世代をどう生きるか
～叱られない格差

ハラスメントの温床になると指摘さ
れた厳しい指導が影を潜める中で、
若い世代は自分で自分を律しなけれ
ばならない時代を迎えた。叱られる
ことに耐性を持たない一方で「ぬる
い職場」を嫌って転職する若者も増
えている。Z世代にとって「酷な時
代」の生き方のヒントを探る。

13 プレゼンテーション～
伸びたコミュ力を実感
してみよう

培ってきた「コミュ力」を「プレゼ
ン」で実感、「出来た！」という自信
をつかみとってもらう時間（立候補
制）。聞き手は、たとえ自分とは異な
る価値観でも受け止め、視野を広げ
る機会にする。みんなで学びを創る
時間を目指す。

14 試験とまとめ レポート形式。参照不可。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
●準備として、毎回、シラバスに示しているメインテーマについて、２時間
程度、自分の考えを整理して臨んでください
●復習として、毎回、全てのレポートの中から、印象に残ったレポートとそ
の理由をメールでお知らせするので、２時間程度、自分の書いたレポートと
比べてみてください。
【テキスト（教科書）】
教科書は使わず、放送やYouTube、新聞や雑誌、などの素材を随時使用します。
【参考書】
参考書などは、授業内で適宜お伝えします。
【成績評価の方法と基準】
◎出席とレポートを重視し、毎回、採点します。（６０％）
◎プレゼンテーション参加者を加点、優遇します。（１０％）
◎最後の試験で、加点します。（３０％）
（採点基準）
●毎回、授業の最後に一定の時間を設け、その日のテーマに基づいた短いレ
ポートを提出してもらいます。評価基準は、テーマの理解度や多様な視点、自
分の考え方を示しているかどうかなどです。 (5点満点で採点×12回=60点)
●13回目の授業で立候補制でプレゼンテーションを実施します。（参加すれば
10点）
（参加しない人は5点満点で採点）
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●最終週に「スポーツジャーナリズムをいかに理解し、コミュニケーション
能力を身につけたか」みるために、参照不可でレポート形式の試験をします。
（30点満点で採点）
【学生の意見等からの気づき】
●「大学に入って一番面白い授業だった」講義をブラッシュアップします。
●「自分の意見が持てるようになった」授業内レポートを充実させます。
●「やれば出来るんだと自信をつかんだ」プレゼン参加へ背中を押していき
ます。
●「静かな中で授業に集中する素晴らしさを知った」環境づくりを継続します。
【その他の重要事項】
●３年間、採用面接官をつとめた経験を活かして就活について適宜アドバイ
ス。学生と向き合いながら授業を進めていきます。
●「私語」は授業をきちんと聴きたい学生の権利を侵すルール違反です。認
めません。
【Outline (in English)】
● Even students who have low self-esteem and think, "I’m just..."
can gain confidence by saying, "I was able to give a presentation in
front of a large audience!" The instructor who served as an attaché
(public relations) at the Tokyo Olympics and Paralympics and connected
athletes with companies and the media will guide students who tend to
shy away from the class step by step. Using PowerPoint and videos,
we will cover various themes that will pique students’ interest and
curiosity. Students will receive messages, improve their communication
skills to express their thoughts in their own words, and strengthen
their desire to "participate in a presentation." This is a "growth" and
"self-realization" class that third and fourth year students say "I was
able to have my own opinions" and "It was the most interesting thing
I’ve done since entering university."
【Learning Objectives】
The basic theme is how to find your own answers to problems for which
there are no correct answers, in order to hone skills that cannot be
replaced by AI. How can we become aware of the pitfalls of assumptions
and preconceptions while searching for the question "Why?" We will
expose you to a variety of ways of seeing and thinking, and also explain
the importance of having multiple points of view. While encountering
various themes each time, you will learn methods that you can use
yourself and develop the ability to put them into practice. The ultimate
goal is to have an eye for the trends of the times and to be able to present
in writing or words “this is how I think.”
【Learning activities outside of classroom】
● In preparation, please spend about 2 hours organizing your thoughts
on the main theme shown in the syllabus each time.
●As a refresher, I will send you an e-mail each time out of all the reports
that left an impression on you and the reason why, so please spend about
2 hours comparing it with the report you wrote.
【Grading Criteria /Policy】
◎Emphasis will be placed on attendance and reports, and grades will
be given every time. (60%)
◎ We will give additional points and preferential treatment to
presentation participants. (10%)
◎Additional points will be added on the final exam. (30%)
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ECN300IA（経済学 / Economics 300）

スポーツ政策論

森岡　裕策

カテゴリ：スポーツビジネスコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：3～4年次／2単
位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
我が国のスポーツ政策の動向と、諸外国のスポーツ政策を学んだ上で、平成
23(2011)年制定の「スポーツ基本法」に基づき、平成24(2012)年に策定され
た「第1期スポーツ基本計画」及び平成28(2016)年に改定された「第2期ス
ポーツ基本計画」及び令和4(2022)に改定された「第3期スポーツ基本計画」
における具体的施策について習得する。加えて、文部科学省・スポーツ庁及
び地方公共団体のスポーツ施策・事業への反映状況やスポーツ団体の動向等
について学ぶ。また、平成27(2015)年のスポーツ庁創設に伴い、文部科学省、
厚生労働省、国土交通省、経済産業省、外務省等などのスポーツ関連政策の
総合的な推進等に関する行政方針について学ぶ。さらには、コロナ禍により
2021年に延期された東京オリンピック・パラリンピック（以下、東京オリパ
ラ大会）や2027年に延期されたワールドマスターズゲームズ関西などのメガ
スポーツイベントの状況等を観察しながら、大会開催に向けた政策課題につ
いて学ぶ。
【到達目標】
国及び地方公共団体のスポーツ行政施策が、これまでどのような経緯をたど
り、現状に至っているかを学ぶことにより、行政が推進するスポーツ施策の
課題を把握する。特に、スポーツの社会的装置である「ヒト」、「モノ」、「カ
ネ」にどのように反映され、今後、どのような政策に重点を置くべきかを習
得する。「ヒト」は、スポーツ指導者、組織運営者、政策立案及び執行者等、
「モノ」は、スポーツ施設、設備等の在り方、「カネ」は、事業を執行するため
の予算、スポーツ施設の管理・運営の手法などを学ぶ。今後、受講生が、教育
職や行政職をはじめとする、スポーツ関連の職域において活躍することがで
きる基礎的な知識を習得することを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」に
関連
【授業の進め方と方法】
スポーツ政策に関する経緯、法令や制度等の基本的知識を踏まえつつ、発信さ
れる国や地方公共団体の調査結果（意識調査、需要調査、測定調査等）や政策
方針（審議会答申、通達・通知、予算要求等）を適時とらえて解説する。さら
に、日本スポーツ振興センター (JSC)、日本スポーツ協会 (JSPO)、日本オリ
ンピック委員会 (JOC)、日本パラスポーツ協会 (JPSA)、各競技団体 (NFs)等
のスポーツ統括団体や中央競技団体等から発出されるスポーツに関する推進
方策や時事問題（インテグリティ、不祥事等を含む。）を解説するとともに、
社会的な貢献事例（教育支援、災害復興、地域貢献、国際評価等）に関連する
報道等を活用して授業を進める。なお、時事的な情報や問題発生により講義
内容の変更や順序の変動があり得る。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 本授業の位置付けや意義、重要性の

解説及び授業進行や評価方法等に関
する説明

2 我が国のスポーツ政策
の変遷と国及び地方公
共団体のスポーツに関
する振興計画等

我が国のスポーツ政策の経緯と諸外
国のスポーツ政策（ユネスコのス
ポーツ憲章、ドイツのゴールデンプ
ラン等）

3 「スポーツ基本法」と
「スポーツ基本計画にみ
る主要提言と政策課題　

文部科学省の政策（審議会答申、立
国戦略、基本計画等）、地方公共団体
の政策（審議会答申、地方スポーツ
推進計画等）

4 公益財団法人日本ス
ポーツ協会 (JSPO)の設
立経緯と事業構造

我が国におけるスポーツ界の構造と
スポーツ統括団体としての役割・任
務、展開する事業を解説

5 総合型地域スポーツクラ
ブの育成と社会的効果

我が国の地域スポーツクラブ政策の
流れ、総合型クラブの登録・認証制
度の意義、クラブに対する中間支援
組織の現状

6 国際オリンピック委員会
(IOC)オリンピック憲章
に基づく2020東京オリ
パラの開催と検討課題

オリンピズムの根本原則に基づくオ
リパラ開催の意義、東京2020大会後
のレガシー創出における課題

7 スポーツイベント、ス
ポーツツーリズムによ
る地域活性化、経済効果

国民スポーツ大会の価値、各種競技
大会やスポーツイベントの開催、
ワールドマスターズゲームズ2027関
西開催等の意義、国際総合競技大会
の誘致、スポーツツーリズムの活用

8 障がい者スポーツ政策
とパラリンピック開催
に関する現状と課題

障がい者スポーツの動向、障がい者
スポーツ指導者・団体の現状と課題、
パラリンピックの政策課題

9 新しい時代にふさわし
いコーチング・コーチの
確立、公認スポーツ指導
者養成制度の概要

スポーツ指導者の資質能力向上のた
めの有識者会議（タスクフォース）
を踏まえたコーチング環境の改善・
充実に向けた取組、「モデル・コア・
カリキュラム」の概要

10 運動部活動の改革につ
いてのこれまでの経緯
と今後の方向性

運動部活動の現状と課題、新たな運
動部活動の在り方に関する総合的な
ガイドライン、運動部活動の地域展
開への取組の概要

11 一般社団法人大学ス
ポーツ協会 (UNIVAS)
の設立と検討課題

UNIVAS（日本版NCAA)創設に係る
検討の経緯、設立理念・社会的意義、
その役割と将来像

12 子供のスポーツ機会の
確保

子供の体力・運動能力の現状と課題、
スポーツ機会の確保における問題点

13 スポーツ・インテグリ
ティの確保

スポーツ団体におけるガバナンス・
コンプライアンスの強化、「スポーツ
団体ガバナンス・コード」に基づく
スポーツ・インテグリティの確保に
向けた取組内容

14 授業内テストの実施 すべての資料を持込み不可とし、講
義テーマの重要点の理解度を確認す
る記述式テストを実施

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
スポーツ政策については、国（文科省をはじめ厚労省、国交省、厚労省、経産
省、外務省等）や地方公共団体（都道府県、市区町村）及びスポーツ関係団体
（JSPO、JOC、JSC、各NF等）から発信される政策、施策、答申、提言、通
達・通知、調査結果、研究等に関する情報等を、報道や組織のＨＰ等で常に
チェックしていること。
公立中学校の運動部活動の地域連携・地域展開に関連する情報を随時確認す
ること。本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
授業時に、適時、スポーツ政策、スポーツ行政に関する報道記事や資料を配
布する予定であり、講義を進行する。
【参考書】
文部科学省、スポーツ庁のＨＰ（法改正、審議会答申、有識者会議、通達・通
知、年度予算等）、都道府県のスポーツ所管課（教育委員会・知事部局）のＨ
Ｐ（条例、審議会答申、長期計画、ガイドライン、年度予算等）
「よくわかるスポーツマネジメント」柳沢和雄他　編集（ミネルヴァ書房）
公益財団法人日本スポーツ協会のHP（主要事業）
「スポーツ白書」「スポーツライフデータ」笹川スポーツ財団発行
笹川スポーツ財団のHP（研究調査、政策提言、研究レポート）
【成績評価の方法と基準】
授業中に使用した資料等は持込み不可とする。講義テーマの重要点の理解度
を確認するために記述式の授業内テストを実施する。成績評価の方法は、毎
回の講義に対する集中度や理解度を問い、その平常点に３０％、最終講義日
に設定する授業内テストに７０％を評点化し、その評点の合計点が６０点以
上を合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
授業内テストの結果やプレゼンテーション、ディベートなどを踏まえて、講
義内容が学生の理解水準に合っているかを確認し、逐次改善していく予定で
ある。
【学生が準備すべき機器他】
授業時に、パワーポイントやＤＶＤ等を使用する。
【その他の重要事項】
本科目は、社会科学の分野であり、例えば、行政・政策の変動や社会的な問題
の発生など、重要な時事問題等の発生により、講義の順序や内容の変更があ
り得る。
【Outline (in English)】
Student will acquire concrete measures of “The 1st Sport Basic Plan”
established in 2012 and “The 2nd Sport Basic Plan” revised in 2016
based on “The Basic Act on Sport” enacted in 2011 after learning
the trend of the sports policy of our country and foreign countries.
Focuses on the reflection status of MEXT and local governments
on sports politics and projects, trends of sports organizations, and
the administrative policy on comprehensive promotion, etc. of each
relevant ministries and agencies’ sport related policies along with the
establishment of the Sport Agency in 2015. Topics include the policy
challenges for success while observing the preliminary conditions for
hosting the Tokyo 2020 Olympic and Paralympic Games and the World
Master Games 2021 Kansai.

— 257 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

By learning how sports administration policies of the national and
local governments have progressed and reached the current situation,
students will understand the issues of sports policies promoted by the
government. In particular, learn how sports are reflected in the social
apparatus of "people," "things," and "money," and what policies should
be emphasized in the future. “People” refers to sports instructors,
organization managers, policy planners and executors, etc. “Things”
refers to sports facilities and equipment, and “money” refers to budgets
and management of sports facilities. ・Learn management methods.
We will also consider how sports policy should be aimed at realizing
a tangible and intangible sports legacy after the Tokyo 2020 Olympics
and Paralympics. In the future, the goal is for students to acquire basic
knowledge that will enable them to play an active role in sports-related
occupations, including educational and administrative positions.
Regarding sports policy, the government (Ministry of Education, Min-
istry of Health, Labor and Welfare, Ministry of Land, Infrastructure,
Transport and Tourism, Ministry of Health, Labor and Welfare,
Ministry of Economy, Trade and Industry, Ministry of Foreign Affairs,
etc.), local governments (prefectures, municipalities), and sports-related
organizations (JSPO, JOC) , JSC, each NF, etc.), and constantly check
the information, etc. regarding policies, measures, reports, proposals,
notices/notices, survey results, research, etc. sent by the media, the
organization’s website, etc.
In 2023, check information related to community collaboration for sports
club activities on public junior high school holidays. The standard time
for preparation and review for this class is 2 hours each.
Documents distributed during class cannot be brought into the
classroom. A descriptive in-class test will be conducted to check the
degree of understanding of the important points of the lecture theme.
The grade evaluation method asks the degree of concentration and
understanding for each lecture, and grades 30% of the usual score and
70% of the in-class test set on the last lecture day, and the total score is
60 points or more. shall pass.
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ECN300IA（経済学 / Economics 300）

スポーツビジネス論Ⅲ

吉田　政幸

カテゴリ：スポーツビジネスコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：3～4年次／2単
位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツビジネス論Ⅲでは企業がスポーツに協賛するスポンサーシップにつ
いて学ぶ。受講者はスポーツとスポンサーシップの密接な関係性の分析およ
びスポンサーシップの戦略的販売方法の学習をとおして、スポーツ組織がス
ポンサーを獲得する仕組みについて理解を深める。
【到達目標】
本授業の到達目標は以下のとおりである：
（1）スポーツスポンサーシップの定義を説明できる。
（2）スポーツスポンサーシップにおいて協賛企業が期待できる効果を説明で
きる。
（3）スポーツスポンサーシップにおいてスポーツ組織が期待できる効果を説
明できる。
（4）スポンサー企業と協賛対象の間の整合性とその関係性に応じたアクティ
ベーション・プログラムの重要性を説明できる。
（5）スポーツ組織と協賛企業の双方にとって有益かつ持続可能なスポンサー
シップ契約の企画書の内容を理解し、説明することができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」に
関連
【授業の進め方と方法】
授業は講義形式であり、受講者は事前に指定された資料を読んで授業に出席
する。授業で用いるパワーポイントスライドの配付資料は学習支援システム
にアップロードしてあり、各自でダウンロードし、印刷する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 スポーツスポンサー

シップの基礎的理解
スポーツスポンサーシップの定義、
誕生および発展の背景、現在の市場
規模について学習する。

2回 スポンサーシップの種類 企業がスポーツに協賛する代表的な
ものとして、チーム、リーグ、選手、
試合、施設を取り上げ、それらのス
ポンサーシップの事例および特徴に
ついて学ぶ。

3回 スポンサーシップを通じ
たマーケティング活動

スポーツスポンサーシップを通じた
マーケティング活動について、ス
ポーツ組織と協賛企業の両方の視点
から理解する。

4回 スポンサーシップにおけ
る消費者の意思決定過程

スポーツイベントの参加者や観戦者
が協賛企業を認知し、興味を抱き、
実際に製品やサービスを購入するま
でにはいくつかの段階がある。消費
者の意思決定過程に着目し、スポン
サーシップの効果について学ぶ。

5回 「スポンサーシップ」対
「広告」

スポンサーシップにおける企業の宣
伝活動は間接的かつ支援的であるの
に対し、広告における企業の宣伝活
動は直接的かつ説得的である。こう
した違いを学ぶとともに、スポン
サーシップが発展してきた背景につ
いても広告との違いから理解する。

6回 アスリート・エンドース
メント

プロスポーツや国際試合で活躍する
選手は使用しているスポーツ用品の
推奨者としての役割を持つ。彼らは
試合以外の場面でも、車、腕時計、
嗜好品などを推奨している。今回は
アスリートが製品を推奨するエン
ドースメントについて学ぶ。

7回 スポンサーシップにお
ける整合性

企業のイメージが協賛するスポーツ
関連の対象のイメージと一致してい
る度合いのことを整合性と呼ぶ。本
授業では整合性の種類、役割、高め
方などについて学習する。

8回 スポンサーシップのア
クティベーション

スポンサーシップを活性化させ、効
果を高める工夫のことをアクティ
ベーションと呼ぶ。アクティベー
ションの概念、種類、特徴を、スポ
ンサーの種類とともに理解する。

9回 スポンサーシップの企
画書

スポーツ組織が企業に協賛を提案す
る際に作成する企画書の構成、内容、
注意点について学び、実際にグルー
プに分かれて企画書の作成に取り掛
かる。

10回 価格設定 企業がスポーツ組織に支払うスポン
サー権料は露出方法、アクティベー
ションの度合い、契約年数などに
よって異なる。ここではスポンサー
権料の価格設定について学ぶ。

11回 スポンサーシップの評価
（メディア露出と認知度）

スポンサーシップは寄付ではない。
企業は支払ったスポンサー権料に対
してマーケティング目標の達成を期
待する。この費用対効果を説明する
評価方法について、メディア露出と
認知度の形成の観点から学ぶ。

12回 スポンサーシップの評
価（イメージ、購買への
影響）およびソーシャル
スポンサーシップ

スポンサーシップの評価について、
イメージの向上と購買行動の観点か
ら学習する。授業の後半ではスポー
ツへの協賛活動を通じて社会問題の
解決するソーシャルスポンサーシッ
プについて理解を深める。

13回 アンブッシュマーケ
ティングへの対応

スポンサーシップ契約を正式に結ん
でいない企業が、特定のイベントに
関連づけて商業活動を行うことを
「アンブッシュマーケティング」と呼
ぶ。ここではスポンサーシップの倫
理的問題と対応策について学習する。

14回 スポーツスポンサー
シップの
まとめ

学期を通じて学習したスポーツスポ
ンサーシップの理論と実践を振り返
るとともに、今後の展望について考
察し、学期のまとめとする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
受講者は学習支援システムにアップロードされた資料を事前に読み込み、疑
問や感想をまとめて授業に出席するようにしてください。本授業の準備学習・
復習時間は各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし（毎回資料を配付する）
【参考書】
仲澤眞・吉田政幸（編著）（2017）よくわかるスポーツマーケティング．ミネ
ルヴァ書房．2,640円
【成績評価の方法と基準】
リアクションペーパーを用いたショートアンサー：30点（3点×10回）
学期前半の内容に関する小テスト：30点
期末テスト：40点
合計：100点
【リアクションペーパーの評価基準】
学期を通じてショートアンサー形式の問いを10回出題します。授業の最後の
時間を使ってリアクションペーパーに解答を記入してください。各問いは以
下の3段階で評価します：
1点：授業の内容を踏まえている
2点：授業の内容を踏まえ、キーワードを正しく使いながら説明している
3点：授業の内容を踏まえ、キーワードを正しく使うとともに、課題に対して
合理的な説明を行っており、高い文章力で書かれている。
【学生の意見等からの気づき】
受講者がリアクションペーパーに記入した疑問や質問についてフィードバッ
クを行い、授業内で議論したいと思います。スポーツ界の事例をできるだけ
多く紹介し、分かりやすい授業となるように工夫します。
【学生が準備すべき機器他】
ノートパソコンなど
【その他の重要事項】
配布資料に沿って授業を行います。2週目以降は事前に指定された読み物を読
んできてください。
【Outline (in English)】
(Course outline)
This course provides a detailed examination of sport sponsorship. Upon
successful completion of this course, students will be able to understand
the theoretical rationale for sponsorship and strategic communications
through sponsorship.
(Learning objectives)
The goals of this course are to learn (1) the strategic relationships
between events, teams, athletes, fans, and corporate sponsors and (2)
understand professional techniques used to sell sponsorship packages.
(Learning activities outside of classroom)
Before each class, students are expected to read relevant articles and
book chapters and spend four hours to understand the course content.
(Grading criteria)
Grading will be decided based on short report (30%), short exam (30%),
and final exam (40%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

MAN300IA（経営学 / Management 300）

マーケティングリサーチ実習

山口　和真

カテゴリ：スポーツビジネスコース専門科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：3～4年次／
1単位
曜日・時限：火3/Tue.3

その他属性：〈他〉〈優〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義ではマーケティング調査の基礎を学び、マーケティング調査について
総合的に学習する。
【到達目標】
・あるテーマに関して、調査課題の設定ができる。
・課題に対して、仮説を立てることができる。
・仮説を調査票にすることができる。
・回答しやすい調査票作成ができる。
・単純集計から多変量解析にいたるまでの分析手法を理解し、統計解析ソフト
spssを利用することができる。
・実務へのインプリケーションを行うことができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」に
関連
【授業の進め方と方法】
本講義では、スポーツビジネスにおけるマーケティング・リサーチの重要性
について理解し、その手法から活用に至るまで、調査の事例についての解説
や実際の調査を行うことによって理論的・技術的な理解を深める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 マーケティングリサー

チに必要なマインド
市場をみる上で必要な客観的な視点
や調査をする上での心構えを学ぶ。

第2回 調査とは何か 調査に関する基礎知識を学ぶ。
第3回 調査課題の立て方 調査課題とは何かを複数の例に基づ

いて考える。
第4回 調査課題を考える スポーツビジネスにおける問題点を

考え、調査すべき課題をまとめる。
第5回 調査課題の立て方に関

するまとめ
第４回でまとめた調査課題について
発表し、ブラッシュアップする。

第6回 調査の種類について 市場にある調査について、事例をも
とに学ぶ。

第7回 調査の種類を学ぶ 定量調査や定性調査の研究を学ぶ。
第8回 定量調査について 事例をもとに定量調査の調査票の構

成について学ぶ。
第9回 定量調査の調査票作成 第５回でまとめた調査課題について

の簡単な調査票を作成し、グループ
でブラッシュアップを図る。

第10回 定性調査について 事例をもとに定性調査の調査票の構
成を学ぶ。

第11回 定性調査の調査票作成 第５回と第９回の結果を踏まえて定
性調査の調査票を作成する。

第12回 定量調査の実践 第９回の調査票について実査を行い、
結果を見ると同時に、作成した調査
票の課題を把握する。

第13回 定性調査の実践準備 模擬のグループインタビュー実践の
ためのインタビューフローを作成す
る。

第14回 定性調査の実践 インタビュー調査を実施する。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で必要があれば指定します。
【参考書】
授業内で必要があれば指定します。
【成績評価の方法と基準】
調査票 (50%)、分析・レポート (50%)などを総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
授業で利用する資料について、わかりやすく提示するよう心がける。
専門用語での説明について理解しやすくする。

【その他の重要事項】
履修者が上限 (52名)を超えた場合には、受講者選抜を実施します。受講者は、
マーケティングリサーチ実習とマーケティングリサーチ演習の両方の科目の
履修を条件とします。
【Outline (in English)】
(Course outline and Learning Objectives)
This course is an introduction to the basic elements of marketing
research. Students will learn how to collect data, analyze the results,
and interpret and report conclusions drawn from the findings. Upon
successful completion of this course, students will be able to understand
how they can conduct marketing research. The goals of this course are
set a research subject for a certain theme, make a hypothesis for a task,
create a survey form that is easy to answer, understand and use analysis
methods from simple aggregation to multivariate analysis, learn how to
use the statistical analysis software spss.
(Learning activities outside of classroom)
The standard time for preparation and review for this class is 2hours
each.
(Grading Criteria /Policy)
The grade is comprehensively evaluated by questionnaires(50%),
analysis /reports(50%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

MAN300IA（経営学 / Management 300）

マーケティングリサーチ演習

山口　和真

カテゴリ：スポーツビジネスコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：3～4年次／2単
位
曜日・時限：火3/Tue.3

その他属性：〈他〉〈優〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義ではマーケティング調査の基礎を学ぶとともに、実際にリサーチデザ
インを行い、定量調査を実施し、結果を分析・報告することを通して、マーケ
ティング調査について総合的に学習する。
【到達目標】
・あるテーマに関して、調査課題の設定ができる。
・課題に対して、仮説を立てることができる。
・仮説を調査票にすることができる。
・回答しやすい調査票作成ができる。
・単純集計から多変量解析にいたるまでの分析手法を理解し、統計解析ソフト
spssを利用することができる。
・実務へのインプリケーションを行うことができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」に
関連
【授業の進め方と方法】
本講義の具体的な内容は、マーケティング・リサーチの実際の把握、調査の
目的および手法の理解、データマイニングの手法の把握などの理論的な部分
と、調査のデザイン、データ収集、データ分析およびプレゼンテーションま
での実践部分とで構成される。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 スポーツに関する調査

について学ぶ
現在存在するスポーツに関する調査
について、その種類と方向性をまと
める。

第2回 スポーツに関する調査
概要

調査に関する調査について検索し、
現在のテーマとその背景を考える。

第3回 調査課題の設定 スポーツビジネスを行っていくため
の課題について、グループで抽出す
る。

第4回 調査課題の仮説の設定 結果をまとめ、調査課題と仮説を抽
出する。

第5回 事前調査の実施 事前調査を実施し、課題の妥当性や
仮説の方向性をまとめる。

第6回 事前調査結果の発表 第５回で得られた結果を発表し、ブ
ラッシュアップを図る。

第7回 定量調査の調査票設計 課題解決や仮説検証のための調査票
設計を行う。

第8回 定量調査の調査票の妥
当性の確認

定量調査票設計についての妥当性と
問題点を議論し、調査票のブラッ
シュアップを図る。

第9回 定量調査の事前確認 定量調査の実施に向けた、調査時の
事前確認および調査方法のシミュ
レーションを行う。

第10回 定量調査の実施 定量調査を実施する。
第11回 定量調査のデータ分析 定量調査で実施した結果について、

データ化する方法を学ぶとともに、
分析手法を学ぶ。

第12回 調査の集計、分析、仮説
検証

調査の分析を実施し、仮説を検証す
る。

第13回 調査の集計、分析結果の
考察

第12回で行った仮説検証を踏まえ
て、考察と調査結果のまとめを行う。

第14回 総括 調査結果および分析内容についてプ
レゼンテーションを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で必要があれば指定します。
【参考書】
授業内で必要があれば指定します。
【成績評価の方法と基準】
調査票 (50%)、分析・レポート (50%)などを総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
授業で利用する資料について、わかりやすく提示するよう心がける。
専門用語での説明について理解しやすくする。
【その他の重要事項】
履修者が上限 (52名)を超えた場合には、受講者選抜を実施します。受講者は、
マーケティングリサーチ実習とマーケティングリサーチ演習の両方の科目の
履修を条件とします。
【Outline (in English)】
(Course outline and Learning Objectives)
This course is an introduction to the basic elements of marketing
research. Students will learn how to collect data, analyze the results,
and interpret and report conclusions drawn from the findings. Upon
successful completion of this course, students will be able to understand
how they can conduct marketing research. The goals of this course are
set a research subject for a certain theme, make a hypothesis for a task,
create a survey form that is easy to answer, understand and use analysis
methods from simple aggregation to multivariate analysis, learn how to
use the statistical analysis software spss.
(Learning activities outside of classroom)
The standard time for preparation and review for this class is 2hours
each.
(Grading Criteria /Policy)
The grade is comprehensively evaluated by questionnaires(50%),
analysis /reports(50%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

MAN100IA（経営学 / Management 100）

Sport Consumer Behavior

徐　子淵

カテゴリ：スポーツビジネスコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：水3/Wed.3

その他属性：〈グ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、スポーツ消費者行動に関する理論と実践をグローバルな視点で学
びます。スポーツ消費者が持つ文化的、心理的、行動的、社会的特性につい
て深く理解し、それらがスポーツ業界や市場に与える影響を探求します。具
体的には、スポーツ消費者の動機や意思決定プロセス、消費者行動における
文化の役割などを考察します。
【到達目標】
Upon successful completion of this course, students will be able to:
(1) Understand the cultural and social characteristics of sport
consumers,
(2) Gain knowledge about important concepts, ideas, and practices
related to the psychology and behavior of sport consumer behavior,
(3) Explain how traditional and more recently developed theories can be
applicable to sport consumer behavior.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」「DP6」に関連
【授業の進め方と方法】
The course will be conducted through lectures and there are in-class
questions for students to answer during the lecture time.
Students will be required to complete a short-answer question after each
class, and a final exam will be held during the last class.
All lectures will be delivered online using Zoom.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 Course introduction Course requirements, objectives,

strategy, textbook, and outline
2 Stadium consumption Sport consumer behavior in the

Big 4 leagues and college sport
3 Sport consumption　

types
Sport consumer behavior and
luxury suites, club seats, new
media, and sponsorship

4 Fan socialization The definition, process, and
outcomes of fan socialization in
childhood and adolescence

5 Socialization and　
connection to sport

Fan socialization among young
and older adults, psychological
connection to sports and teams

6 Culture and　
subcultures

The definition and elements of
culture and subculture and their
influence on sport consumer
behavior

7 Needs, values, and
goals

The concepts and theories of
personal needs, values, and goals
in sport consumer behavior

8 Spectator　
motivation

The definition, measurement, and
application of sport consumer
motivation

9 Observer motives and
fan motives

Observer motives, fan motives,
and “Fig Five” motives

10 Consumer perceptions The definition, elements, and
decision-making process of sport
consumer perception

11 Perceptions: interest
and evaluation

Consumer interest, consumer
evaluation, and brands as
stimulus characteristics

12 Sport consumer
decision-making
models

The historical development and
current models of consumer
behavior theories in marketing

13 Theories of sport
consumer behavior

Various attitudinal models of
consumer behavior and their
applications to the sport context

14 Course summary and
final exam

The final exam will be held
in-class through Learning
Management System

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各4時間を標準とします.
After each class, short questions regarding the topic will be sent to
students, and they have to answer them. Their answer will be a criterion
for how much the students understand each topic through the lecture.
Students can read the textbook to get information on the contents for
answering the short questions.

【テキスト（教科書）】
None.

【参考書】
Trail, G.T., & James, J.D. (2015). Sport Consumer Behavior. Seattle,
WA: Sport Consumer Research Consultants LLC.
PDF copies of the textbook are available and uploaded in the material
folder on the Learning Management System.

【成績評価の方法と基準】
The distribution of grades is structured as follows:
1. Participation and Attendance: 15%
(This evaluates regular attendance of students and the active
involvement such as answer the questions during each lecture)
2. Completion of Assignments After Each Class: 50%
In total 10 short question will be published. This evaluates the quality
of answers submitted following each class session.
3. Final Exam: 35%
Total: 100%

【学生の意見等からの気づき】
I will review emails from students and respond to them via email, as
well as address their concerns at the beginning of each class.
Additionally, I will provide as many industry examples as possible each
week to clearly illustrate the class topics.
Furthermore, I encourage students to actively participate by answering
questions posed during the class.

【学生が準備すべき機器他】
Microsoft Office, laptop computer, Zoom software

【Outline (in English)】
From a global perspective, this course is intended to provide students
a general overview of the traditional and more recently developed
theories and practices related to sport consumers. Students will learn
important concepts and theories related to the cultural, psychological,
behavioral, and social characteristics of sport consumers. Upon
successful completion of this course, students will be able to understand
how individuals become loyalty sport consumers and even positive
contributors to the development of unique sport culture.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

SOC100IA（社会学 / Sociology 100）

トップアスリート論

増島　みどり

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1～4年次／
2単位
曜日・時限：火2/Tue.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
オリンピックイヤーとなった2021年、22年、メダリストや世界記録保持者と
いったトップアスリートたちを中心に、彼らが生み出す高度なパフォーマン
スを支える「心・技・体」、さらに必要となる要素にフォーカスし、自分たち
で検証していく。
【到達目標】
トップアスリートの競技への姿勢、哲学を学ぶことで、彼らをより身近に感じ、
一方敬意を持ち、自分の生活、生き方へのヒントとして何かを得ること。選
手を、メディアからの情報だけでなく多角的に観られるようにするのも目標。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
一流を超えた「超」一流選手たちの思考，技術，肉体へのこだわりなど内面
を、これまで実際に取材した各競技のトップアスリートたちを教材に、時に
は彼らをゲストに呼んで授業を行ってもらい、「トップアスリート」の生き方
を自分のものとして感じられるように学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 スポーツとは？ スポーツに関時勢の話題、総論に触

れる
2 トップアスリート考察 アンケートをベースに、授業出席者

の自己紹介、「トップアスリート論」
についての考察などをディスカッ
ションする。それぞれが思うトップ
アスリートを発表してもらう。

3 トップアスリートの「心
技体」

世界選手権、オリンピックでのメダ
リスト、世界記録保持者などをあげ
ながら、女子柔道・谷亮子選手はそ
こから進んだ新時代のトップアス
リートを定義している。ここではト
レーニングの独自性も考える。

4 トップアスリートの生
い立ち

メダリストや世界記録保持者となる
選手たちの誕生と、家庭環境、親の
熱心さや、指導者との出会いなど。

5 ２代に渡るトップアス
リート

特に、男性に多い、父の競技を選択
する選手たちのパフォーマンス。こ
こでは室伏重信、広治親子など、２
代競技者を考える。

6 女性アスリートの台頭
と活躍

日本における女性選手の誕生や活躍、
その歴史を、人見絹枝さんを主題に
して考察。女子マラソン、女子柔道
の五輪正式競技加入で一気に進化を
遂げた１９８０年代から、女子選手
が男子を上回るメダルを獲得する２
０００年後半までの歴史と進歩の詳
細について。２０１６年Ｗ杯で連覇
を狙うなでしこジャパン躍進の歴史
と背景、現状なども。

7 オンリーワン思考と技術 日本のスポーツ世界における、技術レ
ベルの高さ。特許庁に文化財産とし
てのスポーツ選手の技術を登録する
としたら？ 学生に提案してもらう。

8 怪我とリハビリ、復帰へ
の道程

一度トップに立った選手が選手生命
にかかわる怪我をし、その後復帰し、
さらに活躍するまでに至る、医学的
サポートや選手のメンタル、フィジ
カル。

9 オリンピックムーブメ
ント

IOC（国際オリンピック委員会）、
JOC（日本オリンピック委員会)の構
造や、スポーツにおける政治的バラ
ンスや、2020年招致決定へのプロセ
ス、開催までの準備期間など、ス
ポーツの舞台裏を学ぶ。

10 トップアスリートを支
える環境

不況による影響を受けながらも、個
人差はあるものの、どういった環境
下で、資金や人員をどう確保、提供
を受けながらトレーニングを続ける
か。支援の背景を具体的に。

11 トップアスリートのメ
ンタルトレーニング

大舞台になればなるほど力を発揮す
るという精神的構造の分析。

12 薬物問題とパフォーマ
ンス

過去の事件と最近の事例などから、
必ずしも幸福な結果だけでは終らな
い、アスリートの欲望や間違った
コーチの存在など、薬物問題そのも
のも知識として得てもらう。

13 トップアスリート長寿
の理由

近年、３０代、４０代の選手が増え
ている。背景と彼らの生活、こだわ
りと、社会への影響力を考える。

14 グループでの討論、発表
など

グループでの討論、発表など

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1回：特になし
第2～14回：新聞を読む。ニュースの中でもトップアスリートについて情報
を持って授業に臨む。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教材は、トップアスリート自身で、記事、映像などは随時選択、ゲストスピー
カーも呼び新たな発見の機会を作りたい。
【参考書】
授業内で適宜紹介する
【成績評価の方法と基準】
平常点（出席率）（50％）、授業への取り組み（25％）、レポート（25％）の
３点での総合評価。
【学生の意見等からの気づき】
未実施のため、特になし
【その他の重要事項】
※過去のゲストスピーカー　
０９年＝サッカー元日本代表・名波浩氏
１０年＝バルセロナ五輪女子マラソン銀メダリスト・有森裕子氏
１１年＝大阪世界陸上女子マラソン銀メダリスト・土佐礼子選手
１２年＝陸上男子四百㍍障害世界陸上メダリスト・為末大選手
１３年＝パラリンピック女子義足走り幅跳び日本記録保持者・佐藤真海選手
１３年＝プロサッカーリーグ「Ｊリーグ」メディアプロモーション・勝澤健氏
１４年＝競泳女子ロンドン五輪銅メダリスト・寺川綾選手
１５年＝成立学園コーチ・山郷のぞみ氏
１６年＝リオデジャネイロパラリンピック男子走り高跳び４位・鈴木徹選手
１７年＝世界パラ陸上競技選手権大会銅メダリスト・鈴木徹選手
１８年＝Ｗ杯取材のため、なし。
１９年＝電動車椅子サッカー日本代表・永岡真理選手
２０年＝パリ世界陸上銅メダリスト・末續慎吾選手（オンライン）
２１年＝東京五輪・パラリンピック旗手・佐藤真海選手（オンライン）
２２年＝４２歳の現役スプリンター・末續慎吾選手
２３年＝４３歳の現役スプリンター・末續慎吾選手
２４年＝４４歳の現役スプリンター・末續慎吾選手
【Outline (in English)】
【Course outline】
We learn the physical of top athletes, technique, strength of mental. In
addition, We consider it what kind of factor they have other than these.
【Learning Objectives】
Through the approach to the competition of the top athlete, we can learn
philosophy not only a technique, physical strength .
It becomes the hint to live.
【Learning activities outside of classroom】
Students try to read a newspaper, the Internet article well
and are interested in sports and athletes.
【Grading Criteria /Policy】
1 Class attendance（50%）
2 Term-end report(25%)
3 Approach to a class(25%)
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スポーツトレーニング論Ⅱ

木村　新

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ場面におけるパフォーマンスの構造を理解した上で、競技種目やレ
ベルに応じて適切なトレーニング計画がデザインできるようになることを目
的とする。
【到達目標】
・トレーニング論における基礎コンセプトであるパフォーマンスについてその
内容と構造について理解すること。
・自身が行ってきた競技を例にトレーニング内容とトレーニングの効果を測定
する方法を計画できるようになること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は講義形式が中心となるが、パワーポイントやVTR等の画像資料を用い
た実際の事例を用いながら行う。
実際にトレーニング計画をデザインしてもらい、発表してもらう。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス トレーニング科学の対象、位置づけ、

方法とは何かを説明した後に、今後
の講義の流れについて確認する。
トレーニング計画の発表者を決める。

第2回 スポーツパフォーマン
スの構造とその発達①

トレーニング科学におけるパフォー
マンスとは何か、およびその構造モ
デルを説明する。

第3回 スポーツパフォーマン
スの構造とその発達②

トレーニングによってパフォーマン
スが向上していく際のメカニズムに
ついて概説する。

第4回 スキルトレーニングの
理論と実践

スキルの定義を解説した後に、それ
をトレーニングによって向上させる
ための考え方について説明する。

第5回 コーディネーションおよ
びファンクショナルト
レーニングの理論と実践

コーディネーションおよびファンク
ショナルトレーニングの目的および
問題の捉え方、トレーニング手段に
ついて解説する。

第6回 力およびスピード系ト
レーニングの理論と実践

力およびスピード発揮能力を適切に
向上させるためのトレーニング理論
について解説する。

第7回 持久性トレーニングの
理論と実践

競技者の課題に応じた持久性トレー
ニングの内容と計画のデザイン方法
について、トレーニング論Ⅰよりも
発展的な内容について説明する。

第8回 トレーニングと試合 トレーニングを考える上での試合の
位置づけについて説明し、試合の本
質と機能について説明する。

第9回 ピリオダイゼーション トレーニング周期の階層システム (ピ
リオダイゼーション)について説明す
る。

第10回 トレーニング計画にお
ける留意点

トレーニング計画をデザインする際
の様々な留意点について解説する。

第11回 トレーニング計画のデ
ザイン①

実際のトレーニング計画のデザイン
例を紹介し、その計画の根拠や意図
を説明する。

第12回 トレーニング計画のデ
ザイン②

これまでに学習してきたことを踏ま
えて、自身が行ってきた競技を例に
トレーニング内容とトレーニングの
効果を測定する方法を考える。

第13回 トレーニング計画のデ
ザイン③

トレーニング計画をプレゼンテー
ション形式で発表し、さらに洗練さ
せるためには何が必要かを考える。

第14回 期末テスト 1～13回目までの内容について、修
得状況を判定するテストをおこなう。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義形式であるが、自分の実施しているスポーツあるいは興味のあるスポー
ツにここでの理論・知見をあてはめる作業を望む。本授業の準備学習・復習時
間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
なし（授業の各回で資料を作成して学習支援システムの「教材」にアップロー
ドする）
【参考書】
講義内で適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
期末試験（原則100%、ただし下記※参照）：講義各回に提示する重要点を中
心に作成した複数の設問を、各テーマについて満遍なく網羅した試験問題に
よって評価をする。
※授業回の中には、事前にまたは授業内に小課題を課す場合がある。これら
の成果の集積と講義内で作成したトレーニング計画書は期末試験の点数と合
わせて最終成績を決定する点数算出に用いる場合がある。
【禁止事項】授業中に提示するスライドや動画などを許可なく撮影することを
禁止する。また授業を録音・録画することを禁止する。これに違背して許可
なく撮影・録音・録画を行った学生の定期試験受験を認めない。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
トレーニング計画を作成するためのソフトウエア（エクセルなど）。
【その他の重要事項】
トレーニング論Ⅰを発展させた内容となっているため、トレーニング論Ⅰを
履修していることが望ましい。
【Outline (in English)】
【Course outline】
To understand the structure of performance in sports situations.
To be able to design appropriate training plans.
【Learning objectives】
To be able to design appropriate training plans and methods of
measuring the effectiveness of training, using their own athletic
experience as an example.
【Learning activities outside of classroom】
Students try to apply their understanding to sports fields. The standard
preparation and review time for this class is 1 hour each.
【Grading criteria/Policy】
Test: 100%
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スポーツ運動学

工藤　裕仁

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
2単位
曜日・時限：月3/Mon.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「ヒトの動き」および「運動の構造」の成り立ちを理解し，運動および動きの
評価の基礎を学習することによって，実践的運動理論を体育教育の実践・指
導へ応用することを学ぶ．
運動に用いられる運動器のしくみとその働き（機能解剖）を理解し，そこか
ら運動（動き）の一連および局面の構造をバイオメカニクス的観点での検討・
学習をする．またこれは，種々の競技動作について検討・学習する.

【到達目標】
運動の質的評価の方法について，その流れ，手続き，注意点の概要を理解し，
学生各自が関わるそれぞれの競技においてこれを応用し，動きの観察から考察
までを行う基礎知識を習得する．学生それぞれが関与する競技における「動
き」を観察し，その特徴を身体構造，あるいはバイオメカニクス的観点から，
具体的に抽出できるようになる．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
身体運動を構成する要素について概説し，身体構造と発達，身体構造と機能，
動きのとらえ方（主観と客観）を理解し，その評価方法とストラテジーを学
ぶ．運動指導のための評価として，モルフォロギーとバイオメカニクスという
異なる立場（観点）からの方法が存在することを知り，その概要を学ぶ．ま
たこれらに基づいた運動指導について学ぶ（運動方法学を含む）．　
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 運動の概念と構造 運動の概念と構造、運動観察の歴史

の概説
2 運動・動きの構造 運動の形態，種類，原理，局面構造

の理解
3 運動発達 発達段階における動きの特徴の理解
4 運動における主観と客観 主観的運動感覚と客観的とらえ方
5 量的評価と質的評価 定量化と定性化
6 運動の評価と指導 モルフォロギーとバイオメカニクス

による評価を知る
7 力学の基礎１ 並進運動における物理量を知り、そ

の関係を学ぶ
8 力学の基礎２ 回転運動における物理量を知り、そ

の関係を学ぶ
9 統計学的手法での運動

評価
運動の要点を分析に統計学的手法を
用いることを学ぶ。

10 走動作の運動学 走動作の運動学的基礎を学ぶ
映像を用いた走動作の運動学的観察

11 跳動作の運動学 跳動作の運動学的基礎を学ぶ
映像を用いた跳動作の運動学的観察

12 打動作・衝突動作の運動
学

打動作の運動学的基礎を学ぶ

13 泳動作の運動学 泳動作の運動学的基礎を学ぶ
14 スポーツ外傷・障害発生

の運動学
スポーツ競技動作と外傷・障害の関
係を知る

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1回：特になし
第2～14回：前回授業への取り組みと本授業の準備学習・復習時間は各2時間
を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業ごとに資料を配付．他，必要に応じ授業中に適宜指示する．　
【参考書】
「スポーツバイオメカニクス」深代千之他編著朝倉書店
「バイオメカニクス」金子公宥編杏林書院
「コーチングの科学」福永哲夫著朝倉出版
【成績評価の方法と基準】
試験　100%

【学生の意見等からの気づき】
具体例の提示を出来るだけ多くとり，理解を助ける．

web情報・動画も用いた視覚的モダリティを用いる．
【その他の重要事項】
※授業の展開によって若干の変更があり得る
※大学の行動方針レベルが２となった場合，この授業は原則としてオンライ
ンで行う。詳細は学習支援システムで伝達する。
【Outline (in English)】
To learning the basics of evaluation for sports movement and exercise.
To understand the structure and mechanism of physical movement
(functional anatomy).To learning from a biomechanical point of view the
structure of the physical movement, the actions of the sports movement.
（Learning Objectives）
Understand the outline of the flow, procedures, and points to note
regarding the method of qualitative evaluation of movement, apply this
to each competition in which each student is involved, and acquire
the basic knowledge to observe and consider movement. Students will
be able to observe the "movement" in the competition in which each
student participates, and to extract its characteristics concretely from
the viewpoint of body structure or biomechanics.
（Learning activities outside of classroom）
Standard preparation and review time is 2 hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Grading criteria are exams(100%).
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

スポーツコーチング論Ｂ

岩見　雅人

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、コーチングを成功させるための基礎となるスポーツ科学の知
識や技能の習得に焦点を当てる。学生は、スポーツ科学の原理を理解し、そ
れを実際のコーチング現場で効果的に応用する方法を学ぶ。さらに、様々な
環境や条件に適応するためのコーチング技術についても深く追求する。
授業を通じて、学生は以下を学ぶことが目的とされる:
スポーツ科学の基本原理と、それらがコーチングにどのように応用されるか
を理解する。さまざまなコーチング環境（チームスポーツ、個人スポーツな
ど）や、異なる年齢、性別、競技レベルに適したコーチング方法を学ぶ。
コーチングにおいて効果的なコミュニケーション技術とリーダーシップを展
開する方法を習得する。
この授業は、将来的にコーチやトレーナーとして成功したい学生、またはス
ポーツ科学に基づいた健全なトレーニング方法を理解したいすべての学生に
とって価値のある内容となっている。
【到達目標】
「年齢・性・競技レベルに応じたコーチングの理解」として、異なる年齢層、
性別、競技レベルに適したコーチングアプローチを理解し、それぞれのニー
ズに応じたトレーニング方法を学ぶ。
「スポーツ医科学の実践的応用」として、スポーツ医科学の基本原理を理解し、
その知識を選手のパフォーマンス向上、怪我の予防、リハビリテーションに
活かす方法を学ぶ。
「コーチや教育者としての責任の認識」として、選手や生徒に対する責任を深
く理解し、倫理的なコーチングスタンスを保ちながら、適切な指導を行うこ
との重要性を学ぶ。
「心理的要素の理解と指導への統合」として、技術、戦術、フィジカル面の指
導に先立ち、選手の心理状態を理解し、適切な心理的サポートを提供するこ
との重要性を学ぶ。また、ストレス管理、モチベーション向上、自己効力感
の育成など、現場で活かせる心理的なツールを理解する。
この授業を通じて、学生はコーチングに必要な包括的な知識とスキルを獲得
し、実際のスポーツ現場でそれらを効果的に適用できるようになることを目
指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
この授業は、学生の積極的な参加と実践的な学習を促進するために、講義形
式とグループディスカッションやグループワークをバランス良く組み合わせ
て進める。以下は授業の進め方と具体的な方法についての概要である。
講義形式:
各セッションでは、スポーツ科学、コーチング技術、心理学的アプローチな
ど、特定のトピックに関する基礎知識と理論を専門家から学ぶ。
講義では、実際のコーチング事例や最新の研究結果を取り入れ、理論と実践
の結びつきを強調する。
グループディスカッション:
講義に続いて、学生はグループに分かれて特定のトピックについてディスカッ
ションを行う。この形式は、異なる視点からの意見交換を促進し、問題解決
能力や論理的思考力を養うことを目的とする。
実際のコーチングシナリオを取り上げ、グループメンバーと一緒に解決策を考
えたり、戦術やトレーニングプログラムを設計する実践的な演習も含まれる。
相互フィードバックとリフレクション:
ディスカッションの終わりには、グループメンバー間で相互フィードバック
を行い、学んだ内容を深める。内省を通じて、学生は自身の理解度を確認し
今後の学習方針を見直す機会を持つ。
授業の進め方は、学生に理論だけでなく、現実のコーチング現場で直面する
課題に対する実践的な解決策を考え、それを適用する能力を身に付けさせる
ことを目指す。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 全体ガイダンス オリエンテーション、授業の進め方

について説明
2 コーチング理論① コーチングの定義、コーチング学とは
3 コーチング理論② コーチに求められる役割、責任、安

全管理
4 コーチング理論③ コーチングの原理・哲学

5 コーチングスキル① 効果的なコーチング手法、アプローチ
6 コーチングスキル② 安心安全なコーチング環境の構築
7 コーチングスキル③ 指導における準備と計画
8 コーチングスキル④ ゲーム形式のコーチング方法
9 様々なコーチング現場① 年代・習熟度に応じたコーチング
10 様々なコーチング現場② 育成年代におけるコーチング
11 様々なコーチング現場③ 競技特性とコーチング
12 様々なコーチング現場④ ハイパフォーマンス・コーチング
13 コーチ育成の取り組み コーチ育成に関連する国内外の取組

み
14 理解度確認テスト 確認テスト、授業のまとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
様々なコーチング現場における現状の準備学習およびグループワークや課題
発表が求められる。本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特になし (講義形式の回には資料を作成して提示する)。
必要に応じて各授業時間に資料を配布する。
【参考書】
コーチング学への招待，大修館書店，2017
競争闘争理論，ソル・メディア，2022
エコロジカル・アプローチ，ソル・メディア，2023
これからの体育・スポーツ心理学，講談社，2023

【成績評価の方法と基準】
グループワークによる成果発表や課題提出（30％）、個人課題への取り組み
（30％）、14回目の理解度確認テスト（40％）
なお、授業回によっては小テストあるいはレポートを課す場合がある。これ
らの評価は「個人課題への取り組み」に加算して評価する。
【禁止事項】授業中に提示するスライドや動画などを許可なく撮影・録音する
ことを禁止する。授業スライドに関連する資料を入手したい場合は必ず教員
に相談すること。授業の内容に無関係な作業は禁ずる。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
パワーポイントや映像資料を使う。スマートフォンやタブレットを用いた簡
易アンケートを実施する場合があるが、必携ではない。
【Outline (in English)】
Course outline
Students will learn about various aspects of coaching and coach
characteristics. The course starts with the psychological elements,
then coaching methodology, followed by basic knowledge of training
physiology. The aim is to understand the importance of the psychological
and pedagogical aspects in coaching.
The topics will cover the following areas:
- coaching philosophy
- communication
- motivation
- various coaching and teaching techniques
Learning Objectives
By the end of the course, students are expected to understand coaching
appropriate to age, gender, and level of competition and the use of sports
medicine and science in that context. As well as their responsibilities
as coaches and educators. Learn the psychological aspects of technical,
tactical, and physical coaching and the tools that can be used in the
field. Main focus is put on the psychological and methodical aspects of
coaching.
Grading Criteria /Policy
Presentation of results and submission of assignments through group
work (30%), work on individual assignments (30%), and examination in
the 14th class (40%).
In addition, mini-exam may be required depending on the class session.
The accumulation of these results may be added to the individual
assignments score for evaluation.
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

スポーツ戦略・戦術論

市村　志朗

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
授業概要:
この授業では、スポーツにおけるパフォーマンス分析の重要性に焦点を当て
る。スポーツで戦略や戦術を立てるためには、選手やチームのパフォーマン
スを深く理解することが必要。パフォーマンスは、選手の意欲や動機づけと
いった心理的要因、体力や持久力といった生理的要因、そして技術や技能と
いった技術的要因の総合的な結果だ。この授業ではこれらの要素をどう分析
するか、スポーツにおけるパフォーマンスを全面的に理解する方法を学ぶ。
授業の目的:
スポーツパフォーマンスを分析するために必要な心理的、生理的、技術的要
因を理解する。スポーツにおける戦略や戦術を策定するための、パフォーマ
ンス分析の手法を学ぶ。各種スポーツのパフォーマンスの特徴を理解し、そ
れを戦略や戦術にどう反映させるかを考える。
この授業を通じて、学生はスポーツのパフォーマンスを多角的に分析し、そ
の分析結果を戦略や戦術の策定に役立てるための知識と技術を得られるよう
になる。
【到達目標】
この授業を受けることによって、学生は以下の能力を身につけることが期待
される。
スポーツのパフォーマンスを分析する意義と目的を深く理解する。
パフォーマンスを分析する様々な方法とそれらの適用場面を把握する。
分析技法のいくつかを実際に習得し、実践的に使用できるようになる。
分析結果をスポーツにおける戦略や戦術の策定に効果的に活用する能力を開
発する。
この授業を通して、学生はスポーツパフォーマンス分析の基本から応用まで
を学び、実際のスポーツシーンでの戦略や戦術の策定に役立てられる知識と
スキルを身に付けることができるようになる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は、スポーツパフォーマンスの多面的な分析に焦点を当て、戦略的な視
点と怪我の予防についての知識を統合し、実践的な技法の習得を目指す。
前半の授業:
個人種目における様々な分析方法を紹介し、選手のパフォーマンス向上にど
のように寄与するかを探る。
映像撮影とGPSデータ収集の基礎を説明し、これらが個人種目のパフォーマ
ンス分析にどのように役立つかを学ぶ。
実際に学生に映像撮影やGPSデータの収集を行ってもらい、そのデータの編
集と分析方法について指導する。
特定の技法に焦点を当て、実際にデータの収集や分析を行うことで、学生が
これらの技術を自身のスポーツ分析に活用できるようにする。
戦術と怪我予防の関係について学ぶ。特に、適切な戦術が怪我のリスクをど
のように減少させるか、また怪我を避けるための戦術的な配慮について理解
を深める。
後半の授業:
球技などの団体種目における量的分析と質的分析の方法について学ぶ。
ゲームモデルの理解を深め、それをゲーム分析に如何に活用するかを考える。
実際のゲームや試合の映像を用いた分析演習を行い、学んだ理論と技法を実
践的な状況で適用する経験を提供する。
授業形式:
授業は対面とオンライン方針で行う。これにより、資料の共有、演習の実施、
質疑応答の時間などがより効率的に行える。
講義、デモンストレーション、実践的な演習を組み合わせることで、学生が
能動的に学ぶ環境を提供する。
この授業を通じて、学生はスポーツのパフォーマンス分析、戦術の策定、そ
して怪我予防の重要性について深い理解を得るとともに、これらの知識を実
際のスポーツシーンで活用できる実践的なスキルを獲得する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業ガイダンス 授業計画についての説明を行う。
2 スポーツパフォーマン

ス分析の意義と目的
・これまで実践されてきた例を紹介
しながら意義と目的を説く
・量的分析と質的分析の整理
・記述的分析と自動分析の整理

3 スポーツ映像データの
収集①

ノーマル撮影によって映像データを
収集する際の知識を説き、実際に
データ収集を試みる

4 スポーツ映像データの
収集②

ハイスピード撮影によって映像デー
タを収集する際の知識を説く

5 スポーツ映像データの
収集③

映像データ編集ソフトウエアの原理
と活用を紹介する

6 ＧＰＳによるデータの
収集

ＧＰＳの原理を説き、スポーツの中
でのデータ収集例を紹介する

7 GPS機能がついてない
機器に移動体・リカバ
リー解析

練習、試合や日常生活における負荷、
又は回復の測定方法の紹介

8 球技におけるデータを
得る前に

スポーツ競技の背景を考え、どのよ
うな視点でデータを取得するのかを
学ぶ

9 球技における量的分析
と質的分析①

球技の分析で用いられている、量的
な分析と質的な分析について学ぶ

10 球技における量的分析
と質的分析②

自身が選んだスポーツ競技を用いて、
そのスポーツ競技の背景と明らかに
したい内容についての考慮して、量的
分析指標と質的分析指標を作成する

11 球技における量的分析
と質的分析③

前回講義で作成した量的・質的分析
指標を用いて、実際にゲーム分析を
行い、ゲーム分析手法を学ぶ　1

12 球技における量的分析
と質的分析④

前回行った分析について発表する　1

13 球技における量的分析
と質的分析⑤

自分で作成した量的・質的分析指標
を用いて、前回と違う方法、又はソ
フトを使用し、実際にゲーム分析を
行う　2

14 まとめと発表 前回行った分析について発表する　2

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自分で収集したデータの分析を試みる。
授業で出された課題について調べ、レポートを提出する場合がある。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
各授業時間に資料を配布する。支援システムへのアップロードのタイミング
について改善する予定である。
【参考書】
・「スポーツパフォーマンス分析入門」ピーター・オドノヒュー、大修館書店
・「球技のコーチング学」日本コーチング学会編、大修館書店
【成績評価の方法と基準】
レポート5回（50％） 14回目の授業中にテストを行う（50％）
なお授業回によっては小課題を課す場合がある。これらの成果の集積は期末
試験の点数に加算して評価する場合がある。
禁止事項】授業中に提示するスライドや動画などを許可なく撮影・録画・録
音することを禁止する。また授業を録音・録画することを禁止する。これに
違背して許可なく撮影・録音・録画を行った学生の定期試験受験を認めない。
授業スライドに関連する資料を入手したい場合は必ず教員に相談すること。
【学生の意見等からの気づき】
アクティブ・ラーニングの時間を確保する。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
データ分析に用いるソフトウエア（エクセルなど）
映像を取り込める携帯電話
【Outline (in English)】
Course outline
This course delves into the multifaceted nature of sports performance
analysis, emphasizing the importance of psychological, physiological,
and technical factors. Students will acquire the knowledge needed to
dissect and comprehend performance metrics, essential for formulating
effective strategies and tactics in sports.
Main Topics:
Analysis for Individual Sports: Exploring performance metrics specific
to solo sports disciplines.
Analysis for Team/Invasion Sports: Assessing dynamics and perfor-
mance in team-based sports.
Injury Prevention in Team Sports: Strategies and analytics to minimize
injuries.
GPS Tracking: Utilizing GPS technology for tracking and enhancing
athletic performance.
Video Analysis: Leveraging video technology to dissect and improve
performance techniques.
Understanding Game Models: Comprehensive study of different game
strategies and their applications in sports analysis.
Learning Objectives:
Gain an in-depth understanding of analytical tools used in sports and
their role in developing successful strategies.
Develop the ability to conduct basic performance analysis independently
by the end of the course.
Learning Activities Outside the Classroom:
Data Collection and Analysis: Hands-on experience with gathering and
interpreting sports performance data.
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Research and Reporting: Investigate specific topics presented in class
and compile findings into comprehensive reports. Expect to dedicate
approximately 2 hours per class for preparation and review.
Grading Criteria/Policy:
Reports (50%): Submission of 5 detailed reports based on class topics
and independent research.
Final Test (50%): A comprehensive examination in the 14th class
assessing knowledge and application of sports performance analysis.
Additional Assignments: Small tasks may be assigned throughout the
course, contributing to the final exam score.
Course Conduct Policy:
Unauthorized Recording Prohibited: It is strictly forbidden to
photograph, record, or video class sessions, slides, or videos without
prior permission. Violations will result in disqualification from regular
examinations.
Material Access: Students seeking access to class-related materials or
slides must directly consult with the instructor.
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PSY200IA（心理学 / Psychology 200）

スポーツ心理学Ｂ

島本　好平

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：水3/Wed.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業はアスリートに対する心理的援助活動の理論と応用について学習する
ことを目的とする。具体的には競技パフォーマンスを発揮させるために必要
な自己理解と心理的スキルの基礎を学び，体験を通してそれらのスキルを獲
得するための方法を学ぶ。
【到達目標】
最終的には受講生が各心理的スキルを身につけ，そのスキルを実践場面や生
活全般の中で活用できるようにする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
本授業は基本的に対面形式にて授業を展開する。毎回授業後にリアクション
ペーパーの提出をもって授業出席とカウントする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 授業の進め方や授業内容の概要につ

いて説明する。メンタルトレーニン
グの意義とその役割について解説す
る。

2 自己理解が確かな成長
を促す

成長を望むなら自己理解は必須であ
ることを理解する。自己理解を促す
グループワークを行う。

3 自己理解を促す他者理解 ペア活動によりある他者と密にコ
ミュニケーションを取ること他者理
解を深め、それをさらなる自己理解
へとつなげる。

4 キャリア形成に及ぼす
自己理解の重要性

本学部卒業生に登壇してもらい、自
己理解が卒業後のキャリア形成に及
ぼす影響について講演してもらう。

5 「メンタルが強い」が意
味するところを知る

「メンタルが強い」という言葉が意味
するところを明確に確認し、メンタ
ル強化に向けた具体的な目標設定に
つなげる。

6 自らの心理的な競技能
力への理解を深める

「心理的競技能力診断検査」に実際に
回答することで、自己の心理的な競
技能力への理解を深める。

7 心身相関の考え方をも
とに自己コントロール
能力を身につける

その時の感情に流されるのではなく、
逆に感情をコントロールする手法を
心身相関の考え方から学ぶ。

8 ネガティブ感情や思考
のコントロール

自分の中でのネガティブワード（緊
張、不安、失敗）の定義を書き換え、
負の感情をより適切にマネジメント
できるようにする。

9 イメージ技法の実施及
びその評価

イメージトレーニングの科学的根拠
を解説し，イメージの種類，イメー
ジトレーニングの手順・展開方法を
説明する。体験を通してイメージト
レーニングの基礎を学ぶ。

10 注意集中技法の実施及
びその評価

「注意」や「気持ち」の切り替え等に
活用される各種心理技法を紹介し，
その実践方法と評価法について学ぶ。

11 チームのまとまりにつ
ながる個々のメンバー
の行動とは

チームのまとまり（集団凝集性）に
影響を及ぼす、個々のメンバーの行
動（組織市民行動）について解説し
ます。

12 人間力の競技パフォー
マンスへの影響

メンタルや競技スキル以外の要素で
ある人間力が、パフォーマンスの発
揮に及ぼす影響をエビデンスにもと
づき解説する。

13 人間力が引退後のセカン
ドキャリアに及ぼす影響

現役時のスポーツキャリアが、引退
後のセカンドキャリアやアスリート
の生涯に及ぼす影響を人間力をもと
に考察します。

14 まとめ これまで行った授業の総復習を実施
する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で配布したプリントを主として復習してください。また各回の授業で参
考にした書籍や論文等を記載します。それを基に，興味のあるトピックにつ
いてさらに知識を深めていってください。本授業の準備学習・復習時間は各
2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
各回，プリントを配布する予定です。
【参考書】
・「スポーツメンタルトレーニング教本　三訂版」（大修館書店，著：日本ス
ポーツ心理学会）
【成績評価の方法と基準】
（1）配分：平常点60％，最終レポート：40％，※その他にも加点要素あり。
（2）成績評価：（1）の配分に基づき，総合的に判断・判定します。
【学生の意見等からの気づき】
毎回授業後にリアクションペーパーの提出を求めます。提出された受講生か
らの質問、意見、感想については、翌週の授業序盤に前回の復習も兼ねて可
能な限りフィードバックします。
【その他の重要事項】
授業の展開や受講者のニーズによって，授業計画に変更が生じることがあり
ます。また，パフォーマンス発揮につながる心理的スキルに関する近年の研
究やトピックについても随時提示していく予定です。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course introduces the learning opportunity about psychological
skills which could promote athletic performance and how to improve
these skills through experiences.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students are expected to acquire psychological
skills showed in the course and have practical ability in the athletic field
and others.
【Learning activities outside of classroom】
After each class meeting, students will be expected to spend a few hours
to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following
The participation attitude: 60%, The final report: 40%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

保健体育概論

永木　耕介

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1～4年次／
2単位
曜日・時限：金4/Fri.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
[概要]日本の中学校・高等学校における「保健体育」（主に体育）のあり方に
ついて、教科の目標・内容論、教材の歴史等から学修する。
[到達目標]保健体育のあり方について、知識の獲得と思考力を養う。
[授業時間外の学習]予習としてトータルで複数回のHomeworkを行う。
[成績評価の方法と基準]参加態度等の平常点（40％）、リアクションペーパー
による理解度（20％）、テスト（40％）
【到達目標】
受講生が、これまでの日本の保健体育と新しいあり方について、教科の目標・
内容、教材の歴史等の視点から理解を深める。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
対面による講義を中心とするが、テーマによって受講生間のディスカッション
を採り入れる。また、受講生のリアクションペーパーを毎時チェックし、優れ
た質問や内容を取り上げて次回の講義で紹介する。なお、リアクションペー
パーの内容も成績評価の対象とする（評価全体の20％）。最終回にテストを実
施し、解説とまとめを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 授業計画、成績評価等について説明
2 スポーツ／教材の歴史

的理解①
西洋スポーツを中心に

3 スポーツ／教材の歴史
的理解②

日本武道を中心に

4 現代スポーツの特徴と
課題

オリンピック、グローバリゼーショ
ン、ニュースポーツ

5 保健体育科の目標・内容 学習指導要領の変遷、内容領域の解説
6 「体つくり運動」の内容

と特性
「体つくり運動」の実際的内容と特性
について、知識および運動、主体的
態度、思考力・判断力・表現力の観
点から理解を深める

7 「器械運動」の内容と特
性

「器械運動」の実際的内容と特性につ
いて、知識および技能、主体的態度、
思考力・判断力・表現力の観点から
理解を深める

8 「陸上競技」の内容と特
性

「陸上競技」の実際的内容と特性につ
いて、知識および技能、主体的態度、
思考力・判断力・表現力の観点から
理解を深める

9 「水泳」＋「野外活動」
の内容と特性

「水泳」＋「野外活動」の実際的内容
と特性について、知識および技能、
主体的態度、思考力・判断力・表現
力の観点から理解を深める

10 「球技」の内容と特性 「球技」の実際的内容と特性につい
て、知識および技能、主体的態度、
思考力・判断力・表現力の観点から
理解を深める

11 「武道」の内容と特性 「武道」の実際的内容と特性につい
て、知識および技能、主体的態度、
思考力・判断力・表現力の観点から
理解を深める

12 「ダンス」の内容と特性 「ダンス」の実際的内容と特性につい
て、知識および技能、主体的態度、
思考力・判断力・表現力の観点から
理解を深める

13 「体育理論」の内容と特
性

「体育理論」の内容と特性について理
解を深める

14 まとめとテスト 授業のまとめとテストを行う
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎授業において「課題」に対する感想やコメント（リアクションペーパー）の
提出を求める。本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
中学校学習指導要領解説　保健体育編　平成29年版（東山書房）
高等学校学習指導要領解説　保健体育編　体育編　平成30年版（東山書房）
最新高等保健体育（大修館書店）
中学保健体育（学研教育みらい）
【参考書】
新版・体育科教育学入門　（大修館書店）他
【成績評価の方法と基準】
参加状況・態度（４０％）、毎時のリアクションペーパーによる理解度（２
０％）、テスト（４０％）
【学生の意見等からの気づき】
リアクションペーパーによる振り返りが効果的であるため、本年度もそれを
行い、受講生の主体的な学修への取り組みを充実する。
【学生が準備すべき機器他】
パソコンを所持することが望ましい。スマートフォンでは画面が小さくて見
にくい。また、ワープロによる文書作成を求めることがある。
【その他の重要事項】
教職履修（保健体育科）の志望者は履修することが望ましい。授業計画は授
業展開によって若干の変更があり得る。
【Outline (in English)】
[Course outline] Students will learn about the state of "health and
physical education" (mainly physical education) in Japanese junior and
senior high schools, from the goals and content of subjects, the history
of teaching materials, etc.
[Learning objective] Acquisition of knowledge and development of
thinking ability regarding health and physical education.
[Learning activities outside of classroom] As a preparation, we do
homework several times in total.
[Grading criteria/policy] Participatory attitude (40%), understanding by
reaction paper (20%), test (40%)
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

スポーツ戦術論（サッカー）

井上　尊寛、小菅　悠太

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：木4/Thu.4

その他属性：〈他〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
サッカー競技力向上ならびに普及、育成を目指した実践現場・指導現場にお
いて、自身が戦術を科学的に理解・実践できる競技者になるため、また、戦術
を科学的に観察・分析でき合理的に指導できる指導者になるための基礎知識
を身につける。
【到達目標】
サッカーにおける様々な戦術を多角的に理解し、さらに競技者・指導者とし
てもいかせる分析方法、指導方法も習得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
サッカーに関する戦術を講義・実習形式を通し多角的に理解していく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス（授業の進め

方など）
講義の進め方・聴講に際して留意す
べき点・評価の方法を確認する

第2回 戦術とは何か 戦術の語源・サッカー戦術に関する
用語等の理解

第3回 サッカーとは何か① サッカーの歴史について学ぶ
第4回 サッカーとは何か② サッカーの競技特性について学ぶ
第5回 サッカーにおける戦術

とは何か①
サッカーにおける戦術の考えかたを
理解する

第6回 サッカーにおける戦術
とは何か②

サッカーにおける戦術の考えかたに
ついて、辞令を用い、より理解を深
める

第7回 サッカーにおける個人・
グループ戦術（攻撃）

サッカーにおける個人グループ戦術
のうち攻撃について理解する

第8回 サッカーにおける個人・
グループ戦術（守備）

サッカーにおける個人グループ戦術
のうち守備について理解する

第9回 サッカーにおけるチー
ム戦術①

サッカーにおけるチーム戦術につい
て理解する

第10回 サッカーにおけるチー
ム戦術②

サッカーにおけるチーム戦術につい
て、事例を用いより理解を深める

第11回 サッカー戦術の実践現
場・指導現場での活用方
法①

サッカー戦術の実践現場・指導現場
への活用方法（チームづくり）を学ぶ

第12回 サッカー戦術の実践現
場・指導現場への活用方
法②

サッカー戦術の実践現場・指導現場
への活用方法（トレーニング）を学ぶ

第13回 サッカー戦術の実践現
場・指導現場への活用方
法③

サッカー戦術の実践現場・指導現場
への活用方法（映像編集、ミーティ
ング）を学ぶ

第14回 まとめ 本講義に関する総括・振り返り
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
サッカー戦術に関し、異なるレベルや年齢や性別、国内外のサッカー事情を
含め情報を収集しておくことが望ましい。本授業の準備学習・復習時間は各4
時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特定の教科書は使用しない、
必要であればその際に資料等を配布する。
【参考書】
特定の参考書は使用しない、
必要であればその際に資料等を配布する
【成績評価の方法と基準】
毎回の授業内容に関するリアクションペーパー80％、学期末レポートまたは
課題20％で評価する
全講義における出席（リアクションペーパーの提出）が70％以上の者を成績
評価対象者とする
【学生の意見等からの気づき】
特になし

【Outline (in English)】
The objective of this class is to know about the practice and theory and
to improve the performance in football.
【到達目標（Learning Objectives）】
Understand various tactics in soccer from various angles, and also learn
analysis methods and teaching methods that can be used as athletes
and instructors.
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
It is desirable to collect information on soccer tactics, including different
levels, ages, genders, and domestic and international soccer situations.
The standard preparatory study and review time for this class is one
hour each.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Evaluate with 80% of each lesson content report, end-of-term report or
test 20%
However, those who attend 70% or more (submit a class report each
time) are eligible for grade evaluation.
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HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

ダンス実習

望月　拓実

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実技
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1～4年次／
1単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「ダンス」にも様々な捉え方があり、学校体育におけるダンスや競技として
行うダンス、娯楽として楽しむダンスなどがある。近年は学校体育の必修化や
SNSの普及もありダンスが身近になってきているものの、依然として抵抗感
を持つ人が多いのも事実である。一方で、プロスポーツとしてのダンスが誕生
していることや新社会人に対する研修の一つとしてダンスが用いられるなど、
日常生活の中にダンスが存在していることから今後ダンスと触れ合う機会は
多く存在するであろう。そこで本講義ではダンスの特性を理解した上で、基礎
的な技術を習得し、身体で表現することの楽しさを体感する。そして、身体表
現を通じて仲間と共感し、融合することを重視し、ダンスに親しむ資質や能
力を育てることで、ダンスに対する抵抗感をなくしていくことを目的とする。
【到達目標】
１：ダンスの特性を理解し、基礎的な技術を習得し再現できる。
２：他者の作品やさまざまなダンスジャンルの作品を観賞することで「観る」
能力を獲得する。
３：自身が表現したいイメージを具現化し、他者へ伝達する能力を身につけ
ることから、ダンスを「創る」能力を獲得する。
４：適切なコミュニケーションによって集団的活動を円滑に進めることがで
きる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
実技授業を中心に、一部講義等も取り入れながら授業を進めていく。本講義で
取り扱う様々なダンスの特徴と基本的技能を理解したうえで実践を行う。講
義の後半では単に決められた踊りを踊るだけでなく、グループによる創作活
動を通じた作品制作と発表会を実施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 本授業科目の目標と進め方について

説明を行い、身体表現を行うための
身体を準備する。

第2回 ストレッチ、アイソレー
ション

ダンスを行ううえで必要となる基本
的な身体の動かし方を理解し、実践
する

第3回 アップ、ダウンの基礎 リズムの取り方の基本となるアップ、
ダウンそれぞれの特徴を解説したう
えで実践する

第4回 アップ、ダウンのバリ
エーション

シンコペーション、アフタービート
などリズムの取り方を工夫しながら
アップ、ダウンの実践する

第5回 ダウンのリズムを用い
たステップ１

ランニングマン、スティーブマー
ティンなどダウンのリズムを用いた
ステップを実践する

第6回 ダウンのリズムを用い
たステップ２

クラブステップ、チャールストンな
どダウンのリズムを用いたステップ
を実践する

第7回 アップのリズムを用い
たステップ１

ウォーターゲート、トゥエルロック
などアップのリズムを用いたステッ
プを実践する

第8回 アップのリズムを用い
たステップ２

ポップコーン、キックウォークなど
アップのリズムを用いたステップを
実践する

第9回 リズムのバリエーション 前ノリ、後ろノリ、ジャッキング、
スイングなど基本以外のリズムの取
り方を実践する

第10回 ステップのバリエー
ション

ムーンウォーク、シャムロック、2ス
テップ、ウェーブなど基本以外のス
テップを実践する

第11回 作品創作１ 作品創作に必要となる基本的な考え
方をふまえ、使用するステップを選
択する

第12回 作品創作２ 選択したステップをもとに、ステッ
プの応用と隊形・群の動きを考える

第13回 作品創作３ ひとながれのまとまりを創り、ひと
つのダンス作品として発表できるも
のにする

第14回 創作作品発表会 グループごとの作品発表を行い、作
品を相互評価する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前・事後学習に必要な資料・テキストは適宜オンラインで配信する。本授業
の準備学習・復習時間は各２時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
・平常点（40%）：授業に取り組む姿勢を総合的に評価する。
・レポート等課題提出物（10%）：定期的に提出するノートやレポートの内容
を評価する。
・実技（50%）：自身の身体や舞踊文化、音楽に対する理解を深めながら踊る
ことができているかを評価する。
【学生の意見等からの気づき】
全身を動かせるステップの追加、およびいくつか初心者に習得が難しいリズ
ムを変更しました。
【その他の重要事項】
これまでダンスをやったことのない人の受講も積極的に受け入れます。ただ
し、使用教室の都合上人数制限があります。
【Outline (in English)】
【Course outline】 There exist diverse ways to comprehend the notion of
"dance," which include dance as part of physical education in schools,
dance as a competitive sport, and dance as a form of entertainment.
In recent years, dance has become more pervasive due to mandatory
school physical education and the widespread use of social media;
however, despite this trend, many individuals still feel apprehensive
about engaging in dance. Conversely, there will be ample opportunities
in the future to encounter dance, as it has become an essential part
of daily life, including the emergence of dance as a professional sport
and the integration of dance into new employee training programs. The
purpose of this lecture is for students to comprehend the fundamental
characteristics of dance, acquire fundamental skills, and revel in the joy
of physical expression. The primary goal is to eliminate any resistance
to dance by nurturing the qualities and abilities required to become
acquainted with dance, while emphasizing empathy and fostering social
cohesion through physical expression.
【Learning Objectives】1: Understand the characteristics of dance and
acquire and reproduce basic techniques. 2: Acquire the ability to "see"
by viewing the works of others and various dance genres. 3: Acquire the
ability to "create" dance through the realization of the image they wish
to express and the ability to communicate it to others. 4：To be able to
facilitate group activities through appropriate communication.
【Learning activities outside of classroom】Materials and texts necessary
for pre- and post-learning will be provided online as needed. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria/Policy】 Regular marks (40%): Overall evaluation
of the students’ attitude toward the class. Submissions (10%): The
contents of notes and reports submitted regularly will be evaluated.
Practical skills (50%): Students will be evaluated on their ability to
dance while deepening their understanding of their own bodies, dance
culture, and music.
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HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

ダンス指導論演習

杉山　りん

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・演習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：火3/Tue.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
学校体育における『ダンスの授業』とは、ただ自身が踊って楽しむだけではな
く、表現力や他者とのコミュニケーション能力を育てる教育活動である。そ
のため、自身が踊れるようになるだけでなく、教える教員側の「ダンス表現」
に対する理解や、「表現力」が重要となってくる。この授業では、学校体育に
おける主要なダンスを体験し、履修者の表現力や、コミュニケーション能力
を高めることを目指す中で、中学・高校における『表現活動』について指導で
きる力を習得する。また、「ダンス表現の楽しさ」を生徒に伝えられる教員と
なれるよう、模擬授業を通して、さらに理解を深めていく。
【到達目標】
①体育教員として、ダンス領域を指導できるようになる。
ダンス表現に必要な身体の使い方や知識を学び、自己表現に対する前向きな
姿勢を身につけ、表現活動を指導できるようになる。
②コミュニケーション能力を伸ばす。
毎時間、グループワーク（作品を創る体験）を重ねることで、『自己の意見を
伝えつつ、他者の意見も受け入れる』という態度を身につけ、教員としての
資質を伸ばすことができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
学校体育の現場で主に採用されている創作ダンス・フォークダンス・現代的
なリズムのダンスについての概要と基礎を学ぶ。これら基礎を基に、自ら踊
る生徒側を体験すると同時に指導する教師としての立場を体験するため、ダ
ンス領域の学習指導案の作成を行う。さらに、作成した学習指導案を元に模
擬授業を実施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 学校体育におけるダン

スの役割
学習指導要領におけるダンスの説明
を通じて、学校体育で行われるダン
スの役割を理解する

第2回 ダンスウォームアップ 授業の導入として行う活動（アイス
ブレイクやストレッチなど）の方法
を理解する

第3回 リズムダンスと即興表現 リズムに乗って即興的に動いたり、
即興表現の方法を理解する

第4回 フォークダンス・スポー
ツいろいろ・ミニ発表会

フォークダンスを体験する・スポー
ツを題材とした創作ダンスの方法と
発表会の開催方法を理解する

第5回 フォークダンス・運動課
題からの創作

フォークダンスを体験する・対極の
動きの連続を手掛かりとした創作ダ
ンスの方法を理解する

第6回 現代的なリズムのダン
ス・ダンスバトル

ステップを組み合わせて創作した作
品をバトル形式で発表する方法を理
解する

第7回 ものを使った表現 もの（新聞紙など）を使った創作ダ
ンスの方法を理解する

第8回 群の変化 集団の動き方のバリエーションを理
解する

第9回 イメージ課題 提示されたイメージを動きで表現す
る方法を理解する

第10回 はこびとストーリー 「はじめ―なか―おわり」の展開を意
識した創作方法を理解する

第11回 模擬授業準備 学んだ内容を基に学習指導案を作成
する

第12回 模擬授業（1、2班） 作成した学習指導案を元に1、2班が
模擬授業を実施する

第13回 模擬授業（3、4班） 作成した学習指導案を元に3、4班が
模擬授業を実施する

第14回 模擬授業（5、6班） 作成した学習指導案を元に5、6班が
模擬授業を実施する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前・事後学習に必要な資料・テキストは適宜オンラインで配信する。本授業
の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
全国ダンス・表現運動授業研究会編（2021）『改訂版　明日からトライ！ ダ
ンスの授業　動画付き』大修館書店　2,420円（本体2,200円+税10%）
【参考書】
① https://www.mext.go.jp/a_menu/sports/jyujitsu/1336654.htm
『表現運動系及びダンス指導の手引き』　文部科学省　　
② https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/
__icsFiles/afieldfile/2019/03/18/1387018_008.pdf
中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説　保健体育編　
③ https://www.mext.go.jp/content/1407073_07_1_2.pdf
高等学校学習指導要領（平成 30年告示）解説　保健体育偏　体育偏
【成績評価の方法と基準】
・平常点（40%）：授業に取り組む姿勢を総合的に評価する。
・学習指導案および模擬授業（30%）：学習指導案および模擬授業から評価
する。
・最終レポート（30%）：期末に実施するレポートから評価する。
【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。
【学生が準備すべき機器他】
講義内で用いる資料を学習支援システムから配布することがあります。
【その他の重要事項】
教員免許取得のために必修の授業です。教員免許取得希望者が履修できるよ
う、免許を取得しない学生の履修は遠慮してください。定員が決まっている
ので、多い場合は抽選となります。また、「ダンス実習」の講義を履修してお
くとダンスにおける基礎的な知識・技能を把握した状態で本講義に臨めます。
主に表現活動を行うので、ダンス経験は必要ありませんが、積極的に体を動
かそうという意欲を持って参加してください。
※授業の展開によって必要があれば、内容を若干変更する場合があります。
【Outline (in English)】
【Course outline】 The dance classes offered in physical education
programs at schools are not solely for the purpose of allowing students
to engage in dance and enjoy themselves, but they also serve as a
means for students to enhance their capacity to express themselves and
communicate with others, just like other physical activities. As a result,
it is crucial not only for students to possess the ability to dance but
also for teachers to have a comprehension of "dance expression" and the
proficiency to express themselves. Throughout this course, students will
have the opportunity to experience significant dance forms offered in
school physical education and acquire the capability to teach "expressive
activities" in junior high and high schools while focusing on enhancing
their expressive and communication skills.
【Learning Objectives】(1) As a physical education instructor, it is
essential to possess the ability to teach "expressive activities" in dance.
This necessitates the acquisition of knowledge regarding the utilization
of the body and the techniques necessary for the expression of dance,
fostering a positive attitude towards self-expression, and the capacity
to instruct such activities. 　 (2) The development of communication
skills is paramount. Students can acquire the "expressing one’s own
opinions while accepting the opinions of others" mentality, as well as the
necessary traits to become an effective instructor through group work,
including experience in creating works, on an hourly basis.
【Learning activities outside of classroom】The required materials and
texts for pre- and post-class studies will be accessible online, as required.
The customary time allocated for class preparation and review is two
hours.
【Grading Criteria/Policy】Regular points (40%): Overall evaluation of
student’s attitude toward the class. Instructional plans and mock
classes (30%): Evaluation will be based on instructional plans and mock
classes.
Final report (30%): Evaluation will be based on the final report at the
end of the term.
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HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

ダンス指導論演習

杉山　りん

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・演習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：火4/Tue.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
学校体育における『ダンスの授業』とは、ただ自身が踊って楽しむだけではな
く、表現力や他者とのコミュニケーション能力を育てる教育活動である。そ
のため、自身が踊れるようになるだけでなく、教える教員側の「ダンス表現」
に対する理解や、「表現力」が重要となってくる。この授業では、学校体育に
おける主要なダンスを体験し、履修者の表現力や、コミュニケーション能力
を高めることを目指す中で、中学・高校における『表現活動』について指導で
きる力を習得する。また、「ダンス表現の楽しさ」を生徒に伝えられる教員と
なれるよう、模擬授業を通して、さらに理解を深めていく。
【到達目標】
①体育教員として、ダンス領域を指導できるようになる。
ダンス表現に必要な身体の使い方や知識を学び、自己表現に対する前向きな
姿勢を身につけ、表現活動を指導できるようになる。
②コミュニケーション能力を伸ばす。
毎時間、グループワーク（作品を創る体験）を重ねることで、『自己の意見を
伝えつつ、他者の意見も受け入れる』という態度を身につけ、教員としての
資質を伸ばすことができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
学校体育の現場で主に採用されている創作ダンス・フォークダンス・現代的
なリズムのダンスについての概要と基礎を学ぶ。これら基礎を基に、自ら踊
る生徒側を体験すると同時に指導する教師としての立場を体験するため、ダ
ンス領域の学習指導案の作成を行う。さらに、作成した学習指導案を元に模
擬授業を実施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 学校体育におけるダン

スの役割
学習指導要領におけるダンスの説明
を通じて、学校体育で行われるダン
スの役割を理解する

第2回 ダンスウォームアップ 授業の導入として行う活動（アイス
ブレイクやストレッチなど）の方法
を理解する

第3回 リズムダンスと即興表現 リズムに乗って即興的に動いたり、
即興表現の方法を理解する

第4回 フォークダンス・スポー
ツいろいろ・ミニ発表会

フォークダンスを体験する・スポー
ツを題材とした創作ダンスの方法と
発表会の開催方法を理解する

第5回 フォークダンス・運動課
題からの創作

フォークダンスを体験する・対極の
動きの連続を手掛かりとした創作ダ
ンスの方法を理解する

第6回 現代的なリズムのダン
ス・ダンスバトル

ステップを組み合わせて創作した作
品をバトル形式で発表する方法を理
解する

第7回 ものを使った表現 もの（新聞紙など）を使った創作ダ
ンスの方法を理解する

第8回 群の変化 集団の動き方のバリエーションを理
解する

第9回 イメージ課題 提示されたイメージを動きで表現す
る方法を理解する

第10回 はこびとストーリー 「はじめ―なか―おわり」の展開を意
識した創作方法を理解する

第11回 模擬授業準備 学んだ内容を基に学習指導案を作成
する

第12回 模擬授業（1、2班） 作成した学習指導案を元に1、2班が
模擬授業を実施する

第13回 模擬授業（3、4班） 作成した学習指導案を元に3、4班が
模擬授業を実施する

第14回 模擬授業（5、6班） 作成した学習指導案を元に5、6班が
模擬授業を実施する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前・事後学習に必要な資料・テキストは適宜オンラインで配信する。本授業
の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
全国ダンス・表現運動授業研究会編（2021）『改訂版　明日からトライ！ ダ
ンスの授業　動画付き』大修館書店　2,420円（本体2,200円+税10%）
【参考書】
① https://www.mext.go.jp/a_menu/sports/jyujitsu/1336654.htm
『表現運動系及びダンス指導の手引き』　文部科学省　　
② https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/
__icsFiles/afieldfile/2019/03/18/1387018_008.pdf
中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説　保健体育編　
③ https://www.mext.go.jp/content/1407073_07_1_2.pdf
高等学校学習指導要領（平成 30年告示）解説　保健体育偏　体育偏
【成績評価の方法と基準】
・平常点（40%）：授業に取り組む姿勢を総合的に評価する。
・学習指導案および模擬授業（30%）：学習指導案および模擬授業から評価
する。
・最終レポート（30%）：期末に実施するレポートから評価する。
【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。
【学生が準備すべき機器他】
講義内で用いる資料を学習支援システムから配布することがあります。
【その他の重要事項】
教員免許取得のために必修の授業です。教員免許取得希望者が履修できるよ
う、免許を取得しない学生の履修は遠慮してください。定員が決まっている
ので、多い場合は抽選となります。また、「ダンス実習」の講義を履修してお
くとダンスにおける基礎的な知識・技能を把握した状態で本講義に臨めます。
主に表現活動を行うので、ダンス経験は必要ありませんが、積極的に体を動
かそうという意欲を持って参加してください。
※授業の展開によって必要があれば、内容を若干変更する場合があります。
【Outline (in English)】
【Course outline】 The dance classes offered in physical education
programs at schools are not solely for the purpose of allowing students
to engage in dance and enjoy themselves, but they also serve as a
means for students to enhance their capacity to express themselves and
communicate with others, just like other physical activities. As a result,
it is crucial not only for students to possess the ability to dance but
also for teachers to have a comprehension of "dance expression" and the
proficiency to express themselves. Throughout this course, students will
have the opportunity to experience significant dance forms offered in
school physical education and acquire the capability to teach "expressive
activities" in junior high and high schools while focusing on enhancing
their expressive and communication skills.
【Learning Objectives】(1) As a physical education instructor, it is
essential to possess the ability to teach "expressive activities" in dance.
This necessitates the acquisition of knowledge regarding the utilization
of the body and the techniques necessary for the expression of dance,
fostering a positive attitude towards self-expression, and the capacity
to instruct such activities. 　 (2) The development of communication
skills is paramount. Students can acquire the "expressing one’s own
opinions while accepting the opinions of others" mentality, as well as the
necessary traits to become an effective instructor through group work,
including experience in creating works, on an hourly basis.
【Learning activities outside of classroom】The required materials and
texts for pre- and post-class studies will be accessible online, as required.
The customary time allocated for class preparation and review is two
hours.
【Grading Criteria/Policy】Regular points (40%): Overall evaluation of
student’s attitude toward the class. Instructional plans and mock
classes (30%): Evaluation will be based on instructional plans and mock
classes.
Final report (30%): Evaluation will be based on the final report at the
end of the term.
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剣道指導論演習

小田　佳子

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・演習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：水3/Wed.3

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
文部科学省・中学校学習指導要領の改訂により、2012年4月より中学校にお
いて武道必修化が実施された。
そこで本授業では学習指導要領の内容に基づき、武道（剣道）の伝統的な考
え方を理解し、まずは指導者となる者が基本動作を修得し、基本となる技を
用いて相手の動きに応じて、打ったり受けたりするなどの攻防を通した練習
や試合及び審判が出来るようになることを目的とする。
その上で、模擬授業を展開し、剣道の基本的な指導法を修得することを目的
とする。
【到達目標】
中学校および高等学校において保健体育教師として武道（剣道）の授業を展
開することができる知識・技能、および実践的指導力を身に付けることが到
達目標である。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP5」「DP7」に関連
【授業の進め方と方法】
基礎・基本を大切にしながら、暗黙知を形式知に置きかえ理論的に剣道を理
解することができるように授業をすすめる。
実技については、授業内容に関する「課題レポート」を提出する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業展開と武道（剣道）

の概要
授業の展開
剣道の歴史と特性
武道必修化
指導案の書き方

2 基本指導法① 礼法（正座・座礼・立礼）、竹刀の名
称と構造、姿勢、呼吸、構えと目付
け、構え方、納め方、足さばき、素
振り、掛け声、切り返し

3 基本指導法②
（基本技稽古法①）

一本打ちの技
「正面・小手・面・胴・突き」
剣道具の装着（胴・垂れ・小手）

4 基本指導法③
（基本技稽古法②）

基本技稽古法①の反復
・連続技（二・三段の技）
間合、踏み込み足、竹刀打ち

5 基本指導法④
（基本技稽古法③）

基本技稽古法①－②の反復
・払い技
剣道具の装着（手拭い・面）

6 基本指導法⑤
（基本技稽古法④）

基本指導法①－③の反復
打ち方・打たせ方・受け方
一本打の技・連続技

7 基本指導法⑥
（基本技稽古法⑤）

基本指導法①－④の反復
・抜き技・返し技

8 技のふりかえりと
模擬授業準備

・指導案作成
・模擬授業について

9 模擬授業１ 基本技稽古法①－⑤の反復
模擬授業１
・基本動作

10 模擬授業２ 基本技稽古法（総合演習）
模擬授業２
・一本打ちの技

11 模擬授業３ 基本技稽古法（総合演習）模擬授業３
・連続技

12 模擬授業４ 基本技稽古法（総合演習）
模擬授業４
・払い技
打ち込み、互角稽古

13 模擬授業５ 基本技稽古法（総合演習）
模擬授業５
・引き技
打ち込み、互角稽古

14 試験・解説 実技試験
基本技稽古法①－⑤
試合・審判法②
まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。
技能習得の段階では、実技レポートを作成すること。
模擬授業を実施するための指導案を作成すること。
【テキスト（教科書）】
・全日本剣道連盟「剣道授業の展開」第4版
【参考書】
（授業において適時、資料を配布する）
【成績評価の方法と基準】
①授業への参加態度・貢献度 30%
②模擬授業評価 30%
③技能評価 40%
①から③を総合的に判断し評価する。
【学生の意見等からの気づき】
教員採用試験を受験するために「剣道実技」対策を必要とする履修生も積極
的に歓迎します。
【学生が準備すべき機器他】
剣道具、竹刀については学校で準備します。
名札、小手下、面シールドは学校から支給します。
手拭い、面マスクは各自準備して下さい。
【その他の重要事項】
公立学校教員・剣道（七段）
「学校教育」現場で培った剣道指導経験を活かしわかりやすく指導します。
剣道の理念を考慮しつつ、礼法や相手を思いやる心を大切に授業を進めます。
【Outline (in English)】
（Learning Objectives）
The aim of this course is to help students acquire 1)comprehension of
traditional idea of martial art(kendo) , 2)getting able to do the practice,
match, and judge and 3)mastering the basic skills of offense and defense
through hitting and receiving.
（Learning activities outside of classroom）
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
There is a report assignment after each class.
（Grading Criteria /Policy）
(1) Attitude and contribution to class participation 30%.
(2) Simulated class evaluation 30%
(3) Skills evaluation 40
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剣道指導論演習

小田　佳子

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・演習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
文部科学省・中学校学習指導要領の改訂により、2012年4月より中学校にお
いて武道必修化が実施された。
そこで本授業では学習指導要領の内容に基づき、武道（剣道）の伝統的な考
え方を理解し、まずは指導者となる者が基本動作を修得し、基本となる技を
用いて相手の動きに応じて、打ったり受けたりするなどの攻防を通した練習
や試合及び審判が出来るようになることを目的とする。
その上で、模擬授業を展開し、剣道の基本的な指導法を修得することを目的
とする。
【到達目標】
中学校および高等学校において保健体育教師として武道（剣道）の授業を展
開することができる知識・技能、および実践的指導力を身に付けることが到
達目標である。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP5」「DP7」に関連
【授業の進め方と方法】
基礎・基本を大切にしながら、暗黙知を形式知に置きかえ理論的に剣道を理
解することができるように授業をすすめる。
実技については、授業内容に関する「課題レポート」を提出する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業展開と武道（剣道）

の概要
授業の展開
剣道の歴史と特性
武道必修化
指導案の書き方

2 基本指導法① 礼法（正座・座礼・立礼）、竹刀の名
称と構造、姿勢、呼吸、構えと目付
け、構え方、納め方、足さばき、素
振り、掛け声、切り返し

3 基本指導法②
（基本技稽古法①）

一本打ちの技
「正面・小手・面・胴・突き」
剣道具の装着（胴・垂れ・小手）

4 基本指導法③
（基本技稽古法②）

基本技稽古法①の反復
・連続技（二・三段の技）
間合、踏み込み足、竹刀打ち

5 基本指導法④
（基本技稽古法③）

基本技稽古法①－②の反復
・払い技
剣道具の装着（手拭い・面）

6 基本指導法⑤
（基本技稽古法④）

基本指導法①－③の反復
打ち方・打たせ方・受け方
一本打の技・連続技

7 基本指導法⑥
（基本技稽古法⑤）

基本指導法①－④の反復
・抜き技
・返し技

8 技のふりかえりと模擬
授業準備

・指導案作成・模擬授業について

9 模擬授業１ 基本技稽古法①－⑤の反復
模擬授業１
・基本動作

10 模擬授業２ 基本技稽古法（総合演習）
模擬授業２
・一本打ちの技

11 模擬授業３ 基本技稽古法（総合演習）模擬授業３
・連続技

12 模擬授業４ 基本技稽古法（総合演習）
模擬授業４
・払い技
打ち込み、互角稽古

13 模擬授業５ 基本技稽古法（総合演習）
模擬授業５
・引き技
打ち込み、互角稽古

14 試験・解説 実技試験
基本技稽古法①－⑤
試合・審判法②
まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。
技能習得の段階では、実技レポートを作成すること。
模擬授業を実施するための指導案を作成すること。
【テキスト（教科書）】
・全日本剣道連盟「剣道授業の展開」第4版
【参考書】
（授業において適時、資料を配布する。）
【成績評価の方法と基準】
①授業への参加態度・貢献度 30%
②模擬授業評価 30%
③技能評価 40%
①から③を総合的に判断し評価する。
【学生の意見等からの気づき】
教員採用試験を受験するために「剣道実技」対策を必要とする履修生も積極
的に歓迎します。
【学生が準備すべき機器他】
剣道具、竹刀については学校で準備します。
名札、小手下、面シールドは学校から支給します。
手拭い、面マスクは各自準備して下さい。
【その他の重要事項】
公立学校教員・剣道（七段）
「学校教育」現場で培った剣道指導経験を活かし学生にわかりやすく指導し
ます。
剣道本来の姿と未来像を模索しながら、礼法や相手を思いやる心を大切に授
業を進めます。
【Outline (in English)】
（Learning Objectives）
The aim of this course is to help students acquire 1)comprehension of
traditional idea of martial art(kendo) , 2)getting able to do the practice,
match, and judge and 3)mastering the basic skills of offense and defense
through hitting and receiving.
（Learning activities outside of classroom）
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
There is a report assignment after each class.
（Grading Criteria /Policy）
(1) Attitude and contribution to class participation 30%.
(2) Simulated class evaluation 30%
(3) Skills evaluation 40
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器械運動実習

島本　好平

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実技
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：木2/Thu.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
器械運動の種目であるマット運動・跳び箱運動における基礎的な技術を習得
する。
技ができる楽しさや喜びを味わい、器械運動の特性や成り立ち、技の名称や行
い方、その運動に関連して高まる体力などを理解するとともに、技をよりよく
行うためのコツ・ポイントを身に付ける。加えて、器械運動の指導力養成へ
向けた実習を行う。また、器械運動を行う上での安全面についても学習する。
【到達目標】
器械運動の有する非日常的な身体動作の楽しさを体感しつつ、教員採用試験
の受験課題に合格するレベルの技能を習得し、かつ生徒を安全に指導できる
基礎を身に付けることを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
本授業では2つの運動について実技学習する。
＜マット運動＞マット運動では、回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに行
うこと、条件を変えた技や発展技を行うこと及びそれらを組み合わせること
を学習する。
＜跳び箱運動＞切り返し系や回転系の基本的な技を滑らかに行うこと、条件
を変えた技や発展技を学習する。
また、この授業では複数のグループを形成し、受講者は自らが所属するグルー
プの中で各運動課題の達成に向けた教え合い・学び合いを実践する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 器械運動の特性を理解する。授業の

進め方、評価方法、注意事項について
2 マット運動① 器械運動に必要な基本運動の習得を

目指す
3 マット運動② マット運動における接転系技群の特

性を理解するとともに、基本的な技
の習得を目指す

4 マット運動③ マット運動におけるほん転系技群の
特性を理解するとともに、基本的な
技の習得を目指す

5 マット運動④ マット運動における基本的な技と発
展的な技の組み合わせの方法を理解
し、技の習得を目指す

6 マット運動⑤ これまで習得したマット運動におけ
る技の指導方法に関する基礎的な能
力を身につける

7 マット運動⑥ これまで習得したマット運動におけ
る各技能を、小グループで相互に指
導することで指導方法に関する基礎
的な能力を身につける

8 鉄棒運動 鉄棒運動における支持回転系の基本
技の仕組みを理解する

9 跳び箱運動① 跳び箱運動における切り返し系の基
本技の習得を目指す

10 跳び箱運動② 跳び箱運動における回転系の基本技
の習得を目指す

11 跳び箱運動③ これまで習得した跳び箱運動におけ
る技の指導方法に関する基礎的な能
力を身につける

12 跳び箱運動④ これまで習得した跳び箱運動におけ
る、各技能を小グループで相互に指
導することで指導方法に関する基礎
的な能力を身につける

13 まとめ① 教員採用試験で実施されている器械
運動の課題を相互に指導することで
指導方法に関する基礎的な能力を身
につける

14 まとめ② 教員採用試験で実施されている器械
運動の課題を試験する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で学習した、技のコツや自身の感覚は書き留めておくなど忘れないよう
努力すること。次回の授業には前回の授業でつかんだコツや感覚をよく思い
起こして望むこと。
本授業の準備学習・復習時間は合わせて2時間程度を標準とします。
【テキスト（教科書）】
文部科学省動画サイト
http://www.youtube.com/playlist?list=PLC97AFF40C4281B24

【参考書】
高橋健夫他共著：体育科教育別冊新学習指導要領準拠新しいマット運動の授
業づくり,大修館書店,2008
金子明友：教師のための器械運動指導法シリーズ（マット運動、跳び箱,平均
台,鉄棒運動）,大修館書店,1984
高橋健夫他共著：体育科教育別冊新学習指導要領準拠新しい跳び箱運動の授
業づくり,大修館書店,2009
高橋健夫他共著：体育科教育別冊新学習指導要領準拠新しい鉄棒運動の授業
づくり,大修館書店,2009

【成績評価の方法と基準】
成績評価は、平常点30%、運動課題の達成状況70％により行う。
教員による運動課題の達成状況の確認（評価）は，一度限りではなく随時何
度でも行う。評価は5段階（◎，〇，△＋，△，△- ）で実施し，努力した分
だけ自らの成長を実感できるようになっている　
【学生の意見等からの気づき】
学習者が各学習課題の技能を習得するだけでなく、よりグループ学習の機会
を増やして、他の学習者を支援・指導できる場面を増やしていきたい。
【学生が準備すべき機器他】
運動できる服装・筆記用具
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course introduces the basic knowledge about gymnastic skills, floor
exercise and vaulting box. This course also provides skill building about
safety on the floor.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students are expected to get to know gymnastic
terminology, correct technique, and experience the fun and joy of
performance.
【Learning activities outside of classroom】
After each class meeting, students will be expected to spend a few hours
to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following
The participation attitude: 30%, Gymnastic skills level: 70%
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

器械運動指導論演習

島本　好平

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・演習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：木2/Thu.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
器械運動のマット運動・跳び箱運動等における技能・知識・安全面を復習し、
中学生・高校生を指導する際に必要な段階的な指導方法について、主体的に
関わる演習形式を通して学習する。
【到達目標】
1)中学校・高等学校において器械運動の体育授業を展開することのできる指
導力、知識、態度を習得できる。
2)指導法を工夫・改善することを習慣化する
3)安全に配慮することができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
基礎・基本を大切にしながら、履修者が主体的に参加し、学びを深めること
ができる模擬授業を中心に進めていく。また、グループワークによる協働的
な演習を行う。リアクションペーパー提出。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 授業計画や評価の方法等について説

明を行う。また、ストレッチの重要
性や安全面に配慮したグループ学習
の意義等について理解を深める。

2 基本学習１ 段階的目標設定（スモールステップ）
等の効果的なコーチングについてに
ついて理解を深める。

3 基本学習２ 指導案計画の作成について学ぶ。
4 模擬授業（マット運動1）

【第1グループ】
「マット運動接転系技群の基本技1」
の指導を中心とした模擬授業を行う。
終了後に生徒役が「運動への関心・
意欲・態度」「運動についての思考・
判断」「運動の知識・理解」「技能」
について何を学べたかをディスカッ
ションする。
【第1グループ】

5 模擬授業（マット運動1）
【第2グループ】

「マット運動接転系技群の基本技1」
の指導を中心とした模擬授業を行う。
終了後に生徒役が「運動への関心・
意欲・態度」「運動についての思考・
判断」「運動の知識・理解」「技能」
について何を学べたかをディスカッ
ションする。
【第2グループ】

6 模擬授業（マット運動2）
【第1グループ】

「マット運動接転系技群の基本技2」
の指導を中心とした模擬授業を行う。
終了後に生徒役が「運動への関心・
意欲・態度」「運動についての思考・
判断」「運動の知識・理解」「技能」
について何を学べたかをディスカッ
ションする。
【第1グループ】

7 模擬授業（マット運動2）
【第2グループ】

「マット運動接転系技群の基本技2」
の指導を中心とした模擬授業を行う。
終了後に生徒役が「運動への関心・
意欲・態度」「運動についての思考・
判断」「運動の知識・理解」「技能」
について何を学べたかをディスカッ
ションする。
【第2グループ】

8 模擬授業（マット運動3）
【第1グループ】

「マット運動ほん転系技群の基本技」
の指導を中心とした模擬授業を行う。
終了後に生徒役が「運動への関心・
意欲・態度」「運動についての思考・
判断」「運動の知識・理解」「技能」
について何を学べたかをディスカッ
ションする。
【第1グループ】

9 模擬授業（マット運動3）
【第2グループ】

「マット運動ほん転系技群の基本技」
の指導を中心とした模擬授業を行う。
終了後に生徒役が「運動への関心・
意欲・態度」「運動についての思考・
判断」「運動の知識・理解」「技能」
について何を学べたかをディスカッ
ションする。
【第2グループ】

10 模擬授業（跳び箱1）
【第1グループ】

「跳び箱　切り返し系」の指導を中心
とした模擬授業を行う。終了後に生
徒役が「運動への関心・意欲・態度」
「運動についての思考・判断」「運動
の知識・理解」「技能」について何を
学べたかをディスカッションする。
【第1グループ】

11 模擬授業（跳び箱1）
【第2グループ】

「跳び箱　切り返し系」の指導を中心
とした模擬授業を行う。終了後に生
徒役が「運動への関心・意欲・態度」
「運動についての思考・判断」「運動
の知識・理解」「技能」について何を
学べたかをディスカッションする。
【第2グループ】

12 模擬授業（跳び箱2）
【第1グループ】

「跳び箱　回転系」の指導を中心とし
た模擬授業を行う。終了後に生徒役
が「運動への関心・意欲・態度」「運
動についての思考・判断」「運動の知
識・理解」「技能」について何を学べ
たかをディスカッションする。
【第1グループ】

13 模擬授業（跳び箱2）
【第2グループ】

「跳び箱　回転系」の指導を中心とし
た模擬授業を行う。終了後に生徒役
が「運動への関心・意欲・態度」「運
動についての思考・判断」「運動の知
識・理解」「技能」について何を学べ
たかをディスカッションする。
【第2グループ】

14 まとめ 授業のまとめと振り返り
器械運動指導演習における気づきや
指導方法について、グループディス
カッションし、学習した成果を確認
する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間とする。
【テキスト（教科書）】
文部科学省動画サイト
http://www.youtube.com/playlist?list=PLC97AFF40C4281B24

【参考書】
①高橋健夫他 共著：体育科教育別冊 新学習指導要領準拠 新しいマット運動
の授業づくり,大修館書店,2008②金子明友：教師のための器械運動指導法シ
リーズ（マット運動、跳び箱,平均台,鉄棒運動）,大修館書店,1984③高橋健
夫他共著：体育科教育別冊新学習指導要領準拠新しい跳び箱運動の授業づく
り, 大修館書店,2009 ④高橋健夫他 共著：体育科教育別冊 新学習指導要領準
拠新しい鉄棒運動の授業づくり,大修館書店,2009

【成績評価の方法と基準】
平常点30％、先生役での模擬授業の実践70％
【学生の意見等からの気づき】
学生からの感想や要望を可能な限り取り入れながら、授業計画を構成してい
きます。
【学生が準備すべき機器他】
運動できる服装・シューズ・筆記用具
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course introduces the practice opportunities about teaching and
coaching skills for facilitating gymnastic class, mat and jumping box
exercises safety and effectively.
【Learning Objectives】
By the end of the course, each individual student is expected to
have facilitate experiences the gymnastic classes, mat or jumping box
exercises, two times.
【Learning activities outside of classroom】
After each class meeting, students will be expected to spend a few hours
to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

器械運動指導論演習

島本　好平

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・演習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：木3/Thu.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
器械運動のマット運動・跳び箱運動等における技能・知識・安全面を復習し、
中学生・高校生を指導する際に必要な段階的な指導方法について、主体的に
関わる演習形式を通して学習する。
【到達目標】
1)中学校・高等学校において器械運動の体育授業を展開することのできる指
導力、知識、態度を習得できる。
2)指導法を工夫・改善することを習慣化する
3)安全に配慮することができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
基礎・基本を大切にしながら、履修者が主体的に参加し、学びを深めること
ができる模擬授業を中心に進めていく。また、グループワークによる協働的
な演習を行う。リアクションペーパー提出。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 授業計画や評価の方法等について説

明を行う。また、ストレッチの重要
性や安全面に配慮したグループ学習
の意義等について理解を深める。

2 基本学習１ 段階的目標設定（スモールステップ）
等の効果的なコーチングについてに
ついて理解を深める。

3 基本学習２ 指導案計画の作成について学ぶ。
4 模擬授業（マット運動1）

【第1グループ】
「マット運動接転系技群の基本技1」
の指導を中心とした模擬授業を行う。
終了後に生徒役が「運動への関心・
意欲・態度」「運動についての思考・
判断」「運動の知識・理解」「技能」
について何を学べたかをディスカッ
ションする。
【第1グループ】

5 模擬授業（マット運動1）
【第2グループ】

「マット運動接転系技群の基本技1」
の指導を中心とした模擬授業を行う。
終了後に生徒役が「運動への関心・
意欲・態度」「運動についての思考・
判断」「運動の知識・理解」「技能」
について何を学べたかをディスカッ
ションする。
【第2グループ】

6 模擬授業（マット運動2）
【第1グループ】

「マット運動接転系技群の基本技2」
の指導を中心とした模擬授業を行う。
終了後に生徒役が「運動への関心・
意欲・態度」「運動についての思考・
判断」「運動の知識・理解」「技能」
について何を学べたかをディスカッ
ションする。
【第1グループ】

7 模擬授業（マット運動2）
【第2グループ】

「マット運動接転系技群の基本技2」
の指導を中心とした模擬授業を行う。
終了後に生徒役が「運動への関心・
意欲・態度」「運動についての思考・
判断」「運動の知識・理解」「技能」
について何を学べたかをディスカッ
ションする。
【第2グループ】

8 模擬授業（マット運動3）
【第1グループ】

「マット運動ほん転系技群の基本技」
の指導を中心とした模擬授業を行う。
終了後に生徒役が「運動への関心・
意欲・態度」「運動についての思考・
判断」「運動の知識・理解」「技能」
について何を学べたかをディスカッ
ションする。
【第1グループ】

9 模擬授業（マット運動3）
【第2グループ】

「マット運動ほん転系技群の基本技」
の指導を中心とした模擬授業を行う。
終了後に生徒役が「運動への関心・
意欲・態度」「運動についての思考・
判断」「運動の知識・理解」「技能」
について何を学べたかをディスカッ
ションする。
【第2グループ】

10 模擬授業（跳び箱1）
【第1グループ】

「跳び箱　切り返し系」の指導を中心
とした模擬授業を行う。終了後に生
徒役が「運動への関心・意欲・態度」
「運動についての思考・判断」「運動
の知識・理解」「技能」について何を
学べたかをディスカッションする。
【第1グループ】

11 模擬授業（跳び箱1）
【第2グループ】

「跳び箱　切り返し系」の指導を中心
とした模擬授業を行う。終了後に生
徒役が「運動への関心・意欲・態度」
「運動についての思考・判断」「運動
の知識・理解」「技能」について何を
学べたかをディスカッションする。
【第2グループ】

12 模擬授業（跳び箱2）
【第1グループ】

「跳び箱　回転系」の指導を中心とし
た模擬授業を行う。終了後に生徒役
が「運動への関心・意欲・態度」「運
動についての思考・判断」「運動の知
識・理解」「技能」について何を学べ
たかをディスカッションする。
【第1グループ】

13 模擬授業（跳び箱2）
【第2グループ】

「跳び箱　回転系」の指導を中心とし
た模擬授業を行う。終了後に生徒役
が「運動への関心・意欲・態度」「運
動についての思考・判断」「運動の知
識・理解」「技能」について何を学べ
たかをディスカッションする。
【第2グループ】

14 まとめ 授業のまとめと振り返り
器械運動指導演習における気づきや
指導方法について、グループディス
カッションし、学習した成果を確認
する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間とする。
【テキスト（教科書）】
文部科学省動画サイト
http://www.youtube.com/playlist?list=PLC97AFF40C4281B24

【参考書】
①高橋健夫他 共著：体育科教育別冊 新学習指導要領準拠 新しいマット運動
の授業づくり,大修館書店,2008②金子明友：教師のための器械運動指導法シ
リーズ（マット運動、跳び箱,平均台,鉄棒運動）,大修館書店,1984③高橋健
夫他共著：体育科教育別冊新学習指導要領準拠新しい跳び箱運動の授業づく
り, 大修館書店,2009 ④高橋健夫他 共著：体育科教育別冊 新学習指導要領準
拠新しい鉄棒運動の授業づくり,大修館書店,2009

【成績評価の方法と基準】
平常点30％、先生役での模擬授業の実践70％
【学生の意見等からの気づき】
学生からの感想や要望を可能な限り取り入れながら、授業計画を構成してい
きます。
【学生が準備すべき機器他】
運動できる服装・シューズ・筆記用具
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course introduces the practice opportunities about teaching and
coaching skills for facilitating gymnastic class, mat and jumping box
exercises safety and effectively.
【Learning Objectives】
By the end of the course, each individual student is expected to
have facilitate experiences the gymnastic classes, mat or jumping box
exercises, two times.
【Learning activities outside of classroom】
After each class meeting, students will be expected to spend a few hours
to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

体つくり運動指導論演習

小野田　桂子

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・演習
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
2単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
履修者は体育授業において、生徒を体つくり運動に親しませることができる
指導力を身に付ける。体つくり運動には「体ほぐし運動」と「体の動きを高
める運動」「実生活に生かす運動の計画」の領域がある。「体ほぐし運動」は
心と体の密接な関係があること、仲間と関わり合うことや気づきの観点がね
らいであり、「体の動きを高める運動」「実生活に生かす運動の計画」は体力
向上の行い方を知ることがねらいである。中学生・高校生を指導する際に運
動をすることの楽しさを実感させることを基本に学習し、主体的・対話的で
深い学びの実現に向けた授業改善を図る力を身につける。
【到達目標】
1)履修者が、中学校・高等学校において体つくり運動の授業を展開すること
のできる指導力、知識　A1）、A2）、A3）、態度などを主体的、自主的、能動
的に力を身につけることができる。
2)環境と運動との関係や世界の諸問題についてを考え、指導法を工夫・改善す
ることを習慣化することにより、「自由と進歩」の実践知を獲得し、思考力・
判断力・表現力を身に付けることができる。
3)安全に配慮することができる。
＜レポート課題１＞自己の体力認識　
＜レポート課題2＞ 自己の体力維持・改善（実生活に生かす運動計画及び実
施報告）　
A1)体つくり運動授業「運動の特性、伸ばしたい資質や能力、指導の留意点、
評価のポイント」について説明することができる
A2）学びに向かう力について独自の考えを深め、論じることができる
A3)学習活動全体を省察し、「履修者自身がどのような資質や能力を伸ばすこ
とができたのか。授業全体を通して考えたこと」について論じることができる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
基礎・基本を大切にしながら、グループワークによる協働的な演習を行いア
クティブラーニングによる授業展開をしていく。主体的に学習に参加し、学
びを深めることができる模擬授業を中心に進める。毎授業でのリアクション
ペーパー提出あり。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 基本学習　① 授業ガイダンス、体つくり運動理論、

「体の動きを高める運動」コーディ
ネーショントレーニング、柔軟1【レ
ポート課題１】自己の体力認識

2 基本学習　② 【体ほぐし運動】道具を使った運動
（ボール）【体の動きを高める運動】
ストレッチ（携帯電話利用）

3 基本学習　③ 【体ほぐし運動】模倣運動・リズムス
テップ　　【体の動きを高める運動】
コーディネーショントレーニング
【課題運動提示】ステップ１基本

4 基本学習　④ 【体ほぐし運動】リズムジャンプグ
ループ【体の動きを高める運動】」
コーディネーショントレーニンググ
ループ【課題運動】リズムステップ
２応用

5 基本学習　⑤ 【体ほぐし運動】音楽を使った運動、
【課題運動】リズムステップ３創作と
発表練習（タブレットなど利用し、
改善点を見つけ学習を進める）

6 基本学習　⑥ 【実技試験】リズムステップ（グ
ループ）
【レポート課題2】実生活に生かす運
動の計画（自身の運動計画）

7 指導案計画確認 グループ分け・指導計画・相談
【ICT】タブレットなど利用し、道具
を使った運動（なわとび指導）学習
をする

8 模擬授業（長縄・柔軟）「体ほぐし運動・柔軟向上」の指導を
中心とした模擬授業を行う。終了後
に生徒役が「運動への関心・意欲・
態度」「運動についての思考・判断」
「運動の知識・理解」等について何を
学べたかをディスカッションする。

9 模擬授業（表現運動・調
整力）

「表現運動を取り入れた体ほぐし運
動・調整力を高める」の指導を中心
とした模擬授業を行う。終了後に生
徒役が「運動への関心・意欲・態度」
「運動についての思考・判断」「運動
の知識・理解」等について何を学べ
たかをディスカッションする。

10 模擬授業（ボール・持久
力）

「道具を使った（ボール）体ほぐし運
動・持久力向上」の指導を中心とし
た模擬授業を行う。終了後に生徒役
が「運動への関心・意欲・態度」「運
動についての思考・判断」「運動の知
識・理解」等について何を学べたか
をディスカッションする。

11 模擬授業（音楽・瞬発
力）

「道具を使った（長縄）体ほぐし運
動・柔軟向上」の指導を中心とした
模擬授業を行う。終了後に生徒役が
「運動への関心・意欲・態度」「運動
についての思考・判断」「運動の知
識・理解」等について何を学べたか
をディスカッションする。

12 模擬授業（フープ・筋
力）

「フープを取り入れた体ほぐし運動・
筋力向上のため、実生活に生かす運
動の計画をする」の指導を中心とし
た模擬授業を行う。終了後に生徒役
が「運動への関心・意欲・態度」「運
動についての思考・判断」「運動の知
識・理解」等について何を学べたか
をディスカッションする。

13 模擬授業（模倣運動・
ゲーム（瞬発力））

「模倣運動」「ゲーム・鬼ごっこ」を
取り入れた体ほぐし運動・筋力向上
のため、実生活に生かす運動の計画
をする」の指導を中心とした模擬授
業を行う。終了後に生徒役が「運動
への関心・意欲・態度」「運動につい
ての思考・判断」「運動の知識・理
解」等について何を学べたかをディ
スカッションする。

14 まとめ 体つくり運動授業振り返りとまとめ
【レポート課題３】
A1),A2),A3)について（ディスカッ
ション）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
模擬授業の指導案づくりに際する調べ学習等本授業の準備学習・復習時間は
合わせて、4時間となる。アナロゴンを積極的にとりいれる。自らの生活に運
動をとり入れ実践することを推奨する。世界の諸問題について体力や生涯ス
ポーツとしての側面から、自身との関係を考える習慣を身につける。
【テキスト（教科書）】
教科書使用なし
【参考書】
【保健体育編　体育編】高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説https://
www.mext.go.jp/content/1407073_07_1_2.pdf
【保健体育編】中学校学習指導要領（平成29年告示）解説
https://www.mext.go.jp/content/20210113-mxt_kyoiku01-
100002608_1.pdf

【成績評価の方法と基準】
【参加態度】30％
①毎回の振り返りにおける「知識・理解」「考える力」「気づき」「独創性」「伝
える力」を評価する。
②仲間と協力し、能力を高あう授業への取り組み姿勢と指導方法習得のため
の積極的な「態度」を評価する。
③自己の指導に問題意識を持ち、改善しようとする「態度」を評価する。
④自己の体調管理ができ、体調不良による不参加を防ぐ「態度」を評価する。
【実技試験】30％
課題運動　リズムステップ
仲間と協力し、想像力を磨き、実践・発表する力を評価する。
【模擬授業点】20％
①体つくり運動の指導案作成により、「理解と知識」を評価する。
②体つくり運動の模擬授業により、指導力と実技力の「実践力」を評価する。
③動機付けについての工夫に対して「取り組む力」を評価する。
【課題レポート】20％
A1)A2)A3)について
記述内容の独創性や自身の考えを後押しする文献などの引用を使い記述され
ているかを評価する。
【学生の意見等からの気づき】
実技力の向上や履修者の体力向上にもつながる内容を取り入れる。
【学生が準備すべき機器他】
運動できる服装・筆記用具
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【その他の重要事項】
日頃から、自身の体力向上や体調管理に努めていただきたい。水分やタオル
は各自用意してください。水分やタオルを各自準備し、体調管理の上、参加
する。
リアクションペーパーを毎回記録する。
終了後、自他の体調を振り返り、気づきを記録する。授業の復習をし、自身
に不足な体力について考え、生活に運動を取り入れていただきたい。　　　
【Outline (in English)】
【Course outline】
There are two types of karadatukuri undou (physical training exercises):
karadahogushiundou (body relaxation exercises) and karadanougoki-
wotakameruundou (physical fitness enhancing exercises). While the
purpose of the former is awareness, coordination, and interaction, that
of the latter is an understanding of how to improve physical fitness.
When teaching junior high and high school students, it is imperative for
them to realize the joy of exercising, which will allow them to become
involved in physical education and exercise.
【Learning Objectives】
1) Students will be able to acquire leadership, knowledge, and attitudes
that enable them to design physical education classes in junior high
school and high school independently, voluntarily, and actively.
2) By thinking about the relationship between the environment and
exercise and various problems in the world as well as devising and
improving teaching methods, students will gain practical knowledge of
freedom and progress, enjoy the ability to think and judge, and be able
to express appropriately.
3) Safety will be considered.
【Learning activities outside of the classroom】
Two hours will be allocated each to preparatory learning and an
opportunity to review the lesson. It is recommended that you
incorporate exercise in your own life. Furthermore, acquire a habit of
thinking about relationships with yourself from the aspects of physical
fitness and lifelong sports with regard to various problems in the world.
【Grading Criteria /Policy】
[Participation attitude] 30%
(1) The attitude of working on lessons that enhance abilities in
cooperation with colleagues and a positive attitude related to learning
teaching methods will be evaluated.
(2) An awareness of problems in self-guidance and attitude to improve
will be evaluated.
(3)The attitude that allows you to manage your own physical condition
and prevent non-participation because of one’s poor physical condition
will be evaluated.
[Practical test] 20%
Exercise rhythm step
Your collaboration with your colleagues, use of imagination, and ability
to practice and present will be assessed.
[Mock lesson points] 20%
(1) Understanding and knowledge of developing a teaching plan for
physical exercise will be evaluated.
(2) Practical leadership ability and practical skills will be assessed
through a mock physical exercise lesson.
(3) Ability to work for ingenuity in motivation will be evaluated.
[Issue Report] 30%
(1) Knowledge and understanding, thinking ability, awareness, creativ-
ity, and ability to convey in each review report will be evaluated.
(2) Whether the description is based on the originality thereof and the
citations of documents that support one’s own ideas will be assessed.

— 283 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

サッカー実習

井上　尊寛、小菅　悠太

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実技
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：水3/Wed.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
サッカー競技の普及・育成を図るための基本である技術や戦術を習得した上
で,試合の分析・評価もできる中高教員をはじめピッチレベルで指導が出来る
人材を育成・養成する事を目的とする。
(財)日本サッカー協会公認指導者資格の保有をめざし、教員やサッカー指導
者として活動できる技術・戦術の習得を目標とする。
指導の実践が本授業の目的である。事前にテーマと内容について予習してお
く。(指導案の作成が出来るようにする)
① (財)日本サッカー協会U-12指導指針～U18指導指針内容を理解しておく。
② (財)日本サッカー協会指導教本で予習する。
本授業の準備・復習時間は、各1時間を標準とします。
成果の評価方法と基準は指導テスト(80%)，実技テスト(20%)により評価する。
【到達目標】
(財)日本サッカー協会公認指導者資格の保有をめざし、教員やサッカー指導
者として活動できる技術・戦術の習得を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
サッカーの指導者は世界で今何が起こっているのかを熟知した上で育成及び
強化に取り組む事が重要である。この授業ではジュニアー (U-12)からユース
(U-18)までと女子の指導の基本を学ぶ。又、初心者から熟練者までレベルに
応じた，技術・戦術・フィジカル・メンタルのバランスを観察しトレーニン
グとゲームを実践するための基礎知識も身につける。この授業が中高教員や
サッカー指導者を目指す学生のキャパシティーを広げられる授業になればう
れしい。☆格言『学ぶことをやめたら，教えることをやめなくてはならない』
基本的には屋外での講義で身体を動かしながら授業を進めます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス １、サッカーとは。サッカー選手の

規律と態度について
２、日本サッカー協会のビジョン
３、競技規則とフェアプレー

2 基本技術の習得 １、キックの基本
２、ドリブルの基本
３、トラップの基本
４、ヘディングの基本

3 基本技術の習得 １、対敵での対応 (個人)
２、対敵での対応 (グループ)

4 コミュニケーションの
重要性 (実技)

オン・ザ・ボールとオフ・ザ・ボー
ルでのキーワードを知る
●コーチング・アイコンタクト・ボ
ディーアクション

5 パス＆サポート (実技) スピード・タイミング・角度・距離
の重要性を知る

6 ボール・ポゼッション
(実技)

●グループでのボール保持の大切さ
を習得する
●攻守の切り替えの速さの大切さを
知る

7 基本技術のまとめ キック、トラップ、ドリブルなどの
テスト形式でのまとめ

8 フィジカルの基本 (リカ
バーと強化)

●リカバーリングの方法
●フィジカル強化の方法 (スプリン
ト・ミドルパワー他)

9 スリーマンズ・コンビ
ネーション (実技)

●オン・ザ・ボールでイニシアティ
ブを取る
●3人目の動き (オフ・ザ・ボールの
動き)

10 スモールサイド・ゲーム
(実技)

ボール・ポゼッションのキーワード
を身に着ける (体の向き・ワンタッチ
コントロールなど)

11 ボールを奪う (個人・グ
ループ)

アプローチ (インターセプト・ディレ
イ他)

12 ゴールを奪う (個人・グ
ループ)

シュート・クロス・セカンドボール

13 戦術理論 (講義) 個人・グループ・チームでのルール
作成

14 基本の総合トレーニン
グⅠ

指導の実践と振り返り

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　指導の実践が本授業の目的である。事前にテーマと内容について予習して
おく。(指導案の作成が出来るようにする)
① (財)日本サッカー協会U-12指導指針～U18指導指針内容を理解しておく。
② (財)日本サッカー協会指導教本で予習する。
本授業の準備・復習時間は、各1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて資料を配布する
【参考書】
必要に応じて授業内で指示する
【成績評価の方法と基準】
成果の評価方法と基準は指導テスト(80%)，実技テスト(20%)により評価する。
【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません
【学生が準備すべき機器他】
特に無し
【その他の重要事項】
特に無し
【Outline (in English)】
（Course outline）
This course is to learn about the practice and theory of football.
Students will be able to understand how they conduct coaching of
football.
（Learning Objectives）
Aiming to hold the official qualification of the Japan Football
Association, the goal is to acquire skills and tactics that can be used
as teachers and soccer instructors.
（Learning activities outside of classroom）
The practice of instruction is the purpose of this class. Prepare for the
theme and content in advance. (To be able to create a teaching plan)
① Understand the contents of the Japan Football Association U-12
Guidance Guidelines to U18 Guidance Guidelines.
(2) Prepare for the training with the Japan Football Association
instructional textbook.
The standard preparation and review time for this class is 1 hour each.
（Grading Criteria /Policy）
The evaluation method and criteria for the results will be evaluated by
the instruction test (80%) and the practical skill test (20%).
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

サッカー実習

井上　尊寛、小菅　悠太

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実技
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
サッカー競技の普及・育成を図るための基本である技術や戦術を習得した上
で,試合の分析・評価もできる中高教員をはじめピッチレベルで指導が出来る
人材を育成・養成する事を目的とする。
(財)日本サッカー協会公認指導者資格の保有をめざし、教員やサッカー指導
者として活動できる技術・戦術の習得を目標とする。
指導の実践が本授業の目的である。事前にテーマと内容について予習してお
く。(指導案の作成が出来るようにする)
① (財)日本サッカー協会U-12指導指針～U18指導指針内容を理解しておく。
② (財)日本サッカー協会指導教本で予習する。
本授業の準備・復習時間は、各1時間を標準とします。
成果の評価方法と基準は指導テスト(80%)，実技テスト(20%)により評価する。
【到達目標】
(財)日本サッカー協会公認指導者資格の保有をめざし、教員やサッカー指導
者として活動できる技術・戦術の習得を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
サッカーの指導者は世界で今何が起こっているのかを熟知した上で育成及び
強化に取り組む事が重要である。この授業ではジュニアー (U-12)からユース
(U-18)までと女子の指導の基本を学ぶ。又、初心者から熟練者までレベルに
応じた，技術・戦術・フィジカル・メンタルのバランスを観察しトレーニン
グとゲームを実践するための基礎知識も身につける。この授業が中高教員や
サッカー指導者を目指す学生のキャパシティーを広げられる授業になればう
れしい。☆格言『学ぶことをやめたら，教えることをやめなくてはならない』
基本的には屋外での講義で身体を動かしながら授業を進めます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス １、サッカーとは。サッカー選手の

規律と態度について
２、日本サッカー協会のビジョン
３、競技規則とフェアプレー

2 基本技術の習得 １、キックの基本
２、ドリブルの基本
３、トラップの基本
４、ヘディングの基本

3 基本技術の習得 １、対敵での対応 (個人)
２、対敵での対応 (グループ)

4 コミュニケーションの
重要性 (実技)

オン・ザ・ボールとオフ・ザ・ボー
ルでのキーワードを知る
●コーチング・アイコンタクト・ボ
ディーアクション

5 パス＆サポート (実技) スピード・タイミング・角度・距離
の重要性を知る

6 ボール・ポゼッション
(実技)

●グループでのボール保持の大切さ
を習得する
●攻守の切り替えの速さの大切さを
知る

7 基本技術のまとめ キック、トラップ、ドリブルなどの
テスト形式でのまとめ

8 フィジカルの基本 (リカ
バーと強化)

●リカバーリングの方法
●フィジカル強化の方法 (スプリン
ト・ミドルパワー他)

9 スリーマンズ・コンビ
ネーション (実技)

●オン・ザ・ボールでイニシアティ
ブを取る
●3人目の動き (オフ・ザ・ボールの
動き)

10 スモールサイド・ゲーム
(実技)

ボール・ポゼッションのキーワード
を身に着ける (体の向き・ワンタッチ
コントロールなど)

11 ボールを奪う (個人・グ
ループ)

アプローチ (インターセプト・ディレ
イ他)

12 ゴールを奪う (個人・グ
ループ)

シュート・クロス・セカンドボール

13 戦術理論 (講義) 個人・グループ・チームでのルール
作成

14 基本の総合トレーニン
グⅠ

指導の実践と振り返り

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　指導の実践が本授業の目的である。事前にテーマと内容について予習して
おく。(指導案の作成が出来るようにする)
① (財)日本サッカー協会U-12指導指針～U18指導指針内容を理解しておく。
② (財)日本サッカー協会指導教本で予習する。
本授業の準備・復習時間は、各1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて資料を配布する
【参考書】
必要に応じて授業内で指示する
【成績評価の方法と基準】
成果の評価方法と基準は指導テスト(80%)，実技テスト(20%)により評価する。
【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません
【学生が準備すべき機器他】
特に無し
【その他の重要事項】
特に無し
【Outline (in English)】
（Course outline）
This course is to learn about the practice and theory of football.
Students will be able to understand how they conduct coaching of
football.
（Learning Objectives）
Aiming to hold the official qualification of the Japan Football
Association, the goal is to acquire skills and tactics that can be used
as teachers and soccer instructors.
（Learning activities outside of classroom）
The practice of instruction is the purpose of this class. Prepare for the
theme and content in advance. (To be able to create a teaching plan)
① Understand the contents of the Japan Football Association U-12
Guidance Guidelines to U18 Guidance Guidelines.
(2) Prepare for the training with the Japan Football Association
instructional textbook.
The standard preparation and review time for this class is 1 hour each.
（Grading Criteria /Policy）
The evaluation method and criteria for the results will be evaluated by
the instruction test (80%) and the practical skill test (20%).

— 285 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

サッカー指導論演習

井上　尊寛、小菅　悠太

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・演習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：水3/Wed.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義では、サッカーにおける基本的な理論と実践について学び、自ら指
導を行うことによってそれらの理解を深めることを目的とする。
【到達目標】
(財)日本サッカー協会公認指導者資格の保有をめざし、中高教員やサッカー指
導者として活動できる技術・戦術を習得すること同時に試合の分析・評価が
できることを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
サッカーの指導者は世界で今何が起こっているのかを熟知した上で育成及び
強化に取り組む事が重要である。初心者から熟練者までのレベルに応じた，技
術・戦術・フィジカル・メンタルのバランスを観察しトレーニングとゲームを
実践するための基礎知識を身につける。又、この授業ではジュニアー (U-12)
からユース (U-18)レベル (女子も含む)の選手に対しての指導の実践を行い、
自身の指導レベルを確認する。この授業が中高の教員やサッカー指導者を目
指す学生のキャパシティーを広げられる授業になればうれしい。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 年代別トレーニングの

考え方 (講義)
●ジュニア (U-12)～ユース (U-18)ま
での特徴を学ぶ
●指導案の作成を学ぶ

2 ①フィジカルトレーニ
ング (実技)
②ワンタッチ・コント
ロール (実技)

①ボールを使ったトレーニングと
ボールを使わないトレーニング
②ボール・フィーリング

3 指導の実践 (テーマ：ワ
ンタッチ・コントロー
ル、ボールフィーリン
グ)

学生が３名 (監督１名、コーチ２名)
がテーマに沿った指導案を作成し、
指導の実践を行う。

4 ①キック (実技)
②ヘディング (実技)
③リ・スタート (実技)

●シュート・パス・クリアーの技術
の習得
●フリーキック・コーナーキック・
スローイン

5 指導の実践 (テーマ：
リ・スタート)(実技)

学生が３名 (監督１名、コーチ２名)
がテーマに沿った指導案を作成し、
指導の実践を行う。(フリーキック・
コーナーキック・スローイン)
☆得点の３割以上を占めるリスター
トの重要性を知る。

6 アタック＆ディフェン
ス (実技)

ゲーム・フリーズ

7 個人戦術Ⅰ １対１のオフェンスおよびディフェ
ンスの原則について理解する

8 グループ戦術 コミュニケーション (アイコンタク
ト・コーチング・ボディーアクショ
ン)、複数でのボールや人、スペース
への関わり方を理解する

9 チーム戦術 チームとしてゲームをどう運ぶか、
特にサポートの重要性や判断・決断
の速さについて理解を深める

10 チーム戦術とゲームⅠ 守備についてフォーカスし、組織と
してどう守るかについて考えていく

11 チーム戦術とゲームⅡ 攻撃にフォーカスし、チームとしてど
う攻めるか、相手の状況によってど
う崩していくかについて考えていく

12 指導案の作成 グループにて指導案の作成を行う
13 指導実践 学生が３名 (監督１名、コーチ２名)

がテーマに沿った指導案を作成し、
指導の実践を行う

14 指導実践の評価 指導者の観点および参加者の観点か
ら指導案と指導内容について評価す
る

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　指導の実践が本授業の目的である。事前にテーマと内容について予習して
おく。(指導案の作成が出来るようにする)
① (財)日本サッカー協会U-12指導指針～U18指導指針内容を理解しておく。
② (財)日本サッカー協会指導教本で予習する。
本授業の準備学習・復習時間は1回の授業につき，準備・復習時間を合わせて
4時間以上（準備・復習時間の配分は均等でなくても可）とします。
【テキスト（教科書）】
(財)日本サッカー協会公認指導者養成テキスト
【参考書】
・日本代表コーチ・Jクラブ監督・日本代表ユース時代のトレーニングノート
・サッカーのコーディネーショントレーニング (大修館書店)
・サッカー指導教本２０１２（ＪＦＡ公認Ｃ級コーチ）（公)日本サッカー協会
【成績評価の方法と基準】
指導実践 (60%)，レポート (40%)により評価する。
【学生の意見等からの気づき】
指導実践の充実 (受講者全員に指導の実践を体験させる)

【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
ピッチ上でオーガナイズが出来るように導く
3限の授業は経験者を対象としたレベル・強度設定とします。
4限の授業は未経験者を対象としたレベル・強度設定となります。
【Outline (in English)】
（Course outline)This course is to learn about the practice and theory
of football.（Learning Objectives） Students will be able to understand
how they conduct coaching of football. （Learning activities outside of
classroom) Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting. Your study time will be more
than four hours for a class.（Grading Criteria）Your overall grade in
the class will be decided based on the following coaching practice: 60%、
Short reports : 40%.
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

サッカー指導論演習

井上　尊寛、小菅　悠太

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・演習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：水4/Wed.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義では、サッカーにおける基本的な理論と実践について学び、自ら指
導を行うことによってそれらの理解を深めることを目的とする。
【到達目標】
(財)日本サッカー協会公認指導者資格の保有をめざし、中高教員やサッカー指
導者として活動できる技術・戦術を習得すること同時に試合の分析・評価が
できることを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
サッカーの指導者は世界で今何が起こっているのかを熟知した上で育成及び
強化に取り組む事が重要である。初心者から熟練者までのレベルに応じた，技
術・戦術・フィジカル・メンタルのバランスを観察しトレーニングとゲームを
実践するための基礎知識を身につける。又、この授業ではジュニアー (U-12)
からユース (U-18)レベル (女子も含む)の選手に対しての指導の実践を行い、
自身の指導レベルを確認する。この授業が中高の教員やサッカー指導者を目
指す学生のキャパシティーを広げられる授業になればうれしい。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 年代別トレーニングの

考え方 (講義)
●ジュニア (U-12)～ユース (U-18)ま
での特徴を学ぶ
●指導案の作成を学ぶ

2 ①フィジカルトレーニ
ング (実技)
②ワンタッチ・コント
ロール (実技)

①ボールを使ったトレーニングと
ボールを使わないトレーニング
②ボール・フィーリング

3 指導の実践 (テーマ：ワ
ンタッチ・コントロー
ル、ボールフィーリン
グ)

学生が３名 (監督１名、コーチ２名)
がテーマに沿った指導案を作成し、
指導の実践を行う。

4 ①キック (実技)
②ヘディング (実技)
③リ・スタート (実技)

●シュート・パス・クリアーの技術
の習得
●フリーキック・コーナーキック・
スローイン

5 指導の実践 (テーマ：
リ・スタート)(実技)

学生が３名 (監督１名、コーチ２名)
がテーマに沿った指導案を作成し、
指導の実践を行う。(フリーキック・
コーナーキック・スローイン)
☆得点の３割以上を占めるリスター
トの重要性を知る。

6 アタック＆ディフェン
ス (実技)

ゲーム・フリーズ

7 個人戦術Ⅰ １対１のオフェンスおよびディフェ
ンスの原則について理解する

8 グループ戦術 コミュニケーション (アイコンタク
ト・コーチング・ボディーアクショ
ン)、複数でのボールや人、スペース
への関わり方を理解する

9 チーム戦術 チームとしてゲームをどう運ぶか、
特にサポートの重要性や判断・決断
の速さについて理解を深める

10 チーム戦術とゲームⅠ 守備についてフォーカスし、組織と
してどう守るかについて考えていく

11 チーム戦術とゲームⅡ 攻撃にフォーカスし、チームとしてど
う攻めるか、相手の状況によってど
う崩していくかについて考えていく

12 指導案の作成 グループにて指導案の作成を行う
13 指導実践 学生が３名 (監督１名、コーチ２名)

がテーマに沿った指導案を作成し、
指導の実践を行う

14 指導実践の評価 指導者の観点および参加者の観点か
ら指導案と指導内容について評価す
る

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　指導の実践が本授業の目的である。事前にテーマと内容について予習して
おく。(指導案の作成が出来るようにする)
① (財)日本サッカー協会U-12指導指針～U18指導指針内容を理解しておく。
② (財)日本サッカー協会指導教本で予習する。
本授業の準備学習・復習時間は1回の授業につき，準備・復習時間を合わせて
4時間以上（準備・復習時間の配分は均等でなくても可）とします。
【テキスト（教科書）】
(財)日本サッカー協会公認指導者養成テキスト
【参考書】
・日本代表コーチ・Jクラブ監督・日本代表ユース時代のトレーニングノート
・サッカーのコーディネーショントレーニング (大修館書店)
・サッカー指導教本２０１２（ＪＦＡ公認Ｃ級コーチ）（公)日本サッカー協会
【成績評価の方法と基準】
指導実践 (60%)，レポート (40%)により評価する。
【学生の意見等からの気づき】
指導実践の充実 (受講者全員に指導の実践を体験させる)

【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
ピッチ上でオーガナイズが出来るように導く
3限の授業は経験者を対象としたレベル・強度設定とします。
4限の授業は未経験者を対象としたレベル・強度設定となります。
【Outline (in English)】
（Course outline)This course is to learn about the practice and theory
of football.（Learning Objectives） Students will be able to understand
how they conduct coaching of football. （Learning activities outside of
classroom) Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting. Your study time will be more
than four hours for a class.（Grading Criteria）Your overall grade in
the class will be decided based on the following coaching practice: 60%、
Short reports : 40%.
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

バレーボール実習

荒牧　亜衣

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実技
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：木2/Thu.2

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、パス、スパイク、サーブといったバレーボールの基本的な技術
を習得するとともに、ゲームを通じて6人制バレーボールの特性について理
解することを目的とする。前半の授業では、特にパス，サーブ，スパイクの
練習にペアやグループで取り組み、スキルの向上をはかるとともに、指導方
法についても学ぶ。後半の授業では，ゲームを通してバレーボールのルール、
戦術、審判法を理解する。
【到達目標】
・バレーボールの基本的な技術（パス、スパイク、サーブ）を身につけ、ゲー
ムの中で実践できる。
・チームで競争する楽しさ体験し、仲間と協力しながらゲームを行うことがで
きる。
・6人制バレーボールの特性を理解し、説明することができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
授業の前半は、バレーボールの基本的な技術 (オーバーハンドパス、アンダー
ハンドパス、スパイク、サーブの)の習得のため、主にペアや3人組等のドリ
ル練習を行う。授業の後半は、グループに分かれ、ゲームを中心に展開し、6
人制バレーボールのルール、戦術、審判法を解説する。授業の最後に、オー
バーハンドパス、アンダーハンドパスのスキルチェックテストを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ・オリエンテーション

・バレーボールに有効な
ストレッチとウォーミ
ングアップ

・授業計画、評価方法の説明
・用具の名称、使用方法、ネットの設
営方法について

2 ・オーバーハンドパスの
ポイント

・オーバーハンドパスを使った二人
組のドリル
・ミニゲーム（2対2）

3 ・オーバーハンドパスの
スキルアップ
・スパイク動作の3局面
・三段攻撃の練習

・オーバーハンドパスを使った3人組
のドリル練習
・スパイク動作の説明
・ミニゲーム（3対3）

4 ・アンダーハンドパスの
ポイント
・ディグ

・パスのスキルアップトレーニング
・ディグのポイント解説と練習方法
の紹介
・ミニゲーム（4対4または5対5）

5 ・サーブのポイント
・サーブレシーブからの
攻撃
・ローテションなしの
ゲーム

・サーブのポイント解説と練習方法
の紹介
・サーブレシーブの練習
・6対6のミニゲーム

6 ・「プレーの前後」を理
解する
・ブロックの跳び方
・セッターを固定した
ゲーム

・これまでのドリル練習の復習
・ブロックのポイント解説と練習方
法紹介
・Wフォーメンションの説明と実践

7 ・ポジションとローテー
ションの確認
・基本的なルールの確認
・ゲーム

・各ポジションの役割を解説
・ローテーションのルールを理解し、
ゲームを行う

8 ・ブロックとディグ
・ゲーム
・審判法の確認

・組織的なディフェンスシステムを
理解し、ゲームの中で実践する
・審判法を確認し、ゲーム運営も行う

9 ・スパイクのテンポ
・リーグ戦①

・スパイクのテンポについて解説し、
ゲームの中で実践する
・チーム分けを行い、総当たりのリー
グ戦を行う

10 ・バックアタック
・リーグ戦②

・バックアタックについて解説し、
ゲームの中で実践する
・前回のゲームを振り返り、個人、
チームの課題を設定してゲームに取
り組む

11 ・リベロの役割
・リーグ戦③

・リベロの役割について解説する
・これまでのゲームを振り返り、個
人、チームの課題を設定して、ゲー
ムに取り組む

12 ・リーグ戦④
・スキルチェック（オー
バーハンドパス）

・チームを再編成し、リーグ戦を行う
・オーバーハンドのスキルチェック
を実施

13 ・リーグ戦⑤
・スキルチェック（アン
ダーハンドパス）

・前回のゲームを踏まえ、個人、チー
ムの課題を設定してゲームに取り
組む
・アンダーハンドパスのスキル
チェックを実施

14 ・リーグ戦⑥
・スキルチェック（再テ
スト）

・これまでのゲームを踏まえ、個人、
チームで課題を設定してゲームに取
り組む
・希望者を対象にスキルチェックの
再テストを実施

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業計画を参考に各回の授業前に授業内容に関する下調べや予習を行うとと
もに、授業後には、個人やチームの課題を整理し、次回授業に備えるため復
習を行うこと。各1時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
【参考書】
公益財団法人日本バレーボール協会編（2017）コーチングバレーボール（基
礎編）、大修館書店.

【成績評価の方法と基準】
・バレーボールの基本的な技術に関するテスト20％（オーバーハンドパス、ア
ンダーハンドパスのスキルチェック。授業内に示すチェックポイントに基づ
き評価する）
・平常点 70％（授業への取り組み、参加状況、チームへの貢献、グループ活
動における積極性を評価する）
・レポート 10％（6人制バレーボールの競技特性について、授業での学びを
踏まえ、論述する）
【学生の意見等からの気づき】
特に授業の前半はバレーボールの基本的な技術の習得を目的とした授業を展
開する。パスやスパイク等に着目した簡易的なゲームを実施し、より実践的
にバレーボールの競技特性について学ぶ。
【学生が準備すべき機器他】
課題提出等のために学習支援システムを利用することがある。
【その他の重要事項】
本授業は秋に開講される「バレーボール指導論演習」の履修に先立って受講
することを前提とした内容になっている。教員免許状の取得を希望する学生
が履修することが望ましい。本授業は、高等学校教員経験を有する教員が担
当する。
【Outline (in English)】
（Course outline）
This course deals with the Volleyball basic theory. It also enhances the
development of students’ skill in Volleyball.
（Learning Objectives）
At the end of the course, students are expected to Volleyball basic theory
and skills.
（Learning activities outside of classroom）
Before each class meeting, students will be expected to preparatory
learning and review time. Your required study time is at least one hour
for each class meeting.
（Grading Criteria /Policies）
Final grade will be calculated according to the following process final
report (10%), Volleyball skills test (20%), and in-class contribution
（70%）.

— 288 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

バレーボール指導論演習

荒牧　亜衣

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・演習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：木2/Thu.2

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
バレーボールの主な戦術、技術 (パス、スパイク、ブロック、サーブ、ディグ、
セット)の指導体系と方法論について学ぶ。授業の前半は、バレーボールの基
本的な技術を確認しつつ、スキルアップを目指す。授業の後半は、それぞれ
テーマを決めて授業計画を立案し、模擬授業を実施する。バレーボールの競
技特性やコーチングのポイントについて理解を深め、安全に授業を展開でき
る指導方法を身につけることをねらいとする。
【到達目標】
・バレーボールの戦術、技術、審判法、歴史、用語を説明できる。
・バレーボールの指導に求められる理論的な思考を身につける。
・バレーボールの競技特性を踏まえた指導方法を学び、効果的かつ安全な授業
を実施することができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
授業の前半は、バレーボールの基本的な技術 (オーバーハンドパス、アンダー
ハンドパス、スパイク、サーブ等)の向上のため、主にペアや3人組等のドリ
ル練習を行う。授業の後半は、ぞれぞれテーマを決めて模擬授業を実施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

基本技術の確認
・授業計画及び成績評価の説明
・パスのポイントの確認と練習

2 ・パスのコーチング ・オーバーハンドパスとアンダーハ
ンドパスの確認練習
・指導上のポイントや注意点の解説

3 ・スパイクのコーチング ・スパイク動作の確認
・指導上のポイントや注意点の解説

4 ・サーブとサーブレシー
ブのコーチング

・サーブの打ち方の確認
・サーブレシーブの練習方法の確認
・指導上のポイントや注意点の解説

5 ・ブロックとディグの
コーチング

・ステップの確認
・ディグの練習方法の紹介
・指導上のポイントや注意点の解説

6 ・レセプションアタック
のコーチング

・テンポの確認
・レセプションアタックに関する練
習方法の紹介
・指導上のポイントや注意点の解説

7 ・トータルディフェンス
のコーチング

・トータルディフェンスの考え方に
ついて学ぶ
・指導上のポイントや注意点の解説

8 ・模擬授業テーマの決定
と計画の立案

・模擬授業で取り扱うテーマの決定
・指導案作成のための準備と意見交換

9 ・模擬授業の実施①
（パス）
・フィードバックとディ
スカッション

・模擬授業を行い、グループに分かれ
てフィードバックとディスカッショ
ンを行う。

10 ・模擬授業の実施②（ス
パイク）
・フィードバックとディ
スカッション

・模擬授業を行い、グループに分かれ
てフィードバックとディスカッショ
ンを行う。

11 ・模擬授業の実施③
（サーブとサーブレ
シーブ）
・フィードバックとディ
スカッション

・模擬授業を行い、グループに分かれ
てフィードバックとディスカッショ
ンを行う。

12 ・模擬授業の実施④（ブ
ロックとディグ）
・フィードバックとディ
スカッション

・模擬授業を行い、グループに分かれ
てフィードバックとディスカッショ
ンを行う。

13 ・模擬授業の実施⑤（レ
セプションアタック）
・フィードバックとディ
スカッション

・模擬授業を行い、グループに分かれ
てフィードバックとディスカッショ
ンを行う。

14 ・ゲームの運営
・本授業のまとめ

・グループに分かれて、ゲームを実施
する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・授業計画を参考に各回の授業前に授業内容に関する下調べや予習を行うこと。
・授業後には、個人やチームの課題を整理し、次回授業に備えるため復習を行
うこと。
・模擬授業の準備、指導計画を作成すること。
・各４時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
【参考書】
公益財団法人日本バレーボール協会編（2017）コーチングバレーボール（基
礎編）、大修館書店.

【成績評価の方法と基準】
・模擬授業の指導計画内容と実施内容に関する評価30％（授業内に示すチェッ
クポイントに基づき評価する）
・平常点 60％（授業への取り組み、参加状況、チームへの貢献、グループ活
動における積極性を評価する）
・レポート 10％（6人制バレーボールの競技特性および指導上のポイントと
について、授業での学びを踏まえ、論述する）
【学生の意見等からの気づき】
模擬授業の評価に関しては、担当教員から個別のフィードバックを行います。
また、学生同士による相互評価も実施し、授業実施者にコメントシート形式
で返却します。
【学生が準備すべき機器他】
課題提出等のために学習支援システムを利用することがある。
【その他の重要事項】
本授業は春学期に開講される「バレーボール実習」の単位修得後に受講する
ことを前提とした内容になっている。教員免許状の取得を希望する学生の履
修を基本とする。本授業は、高等学校教員経験を有する教員が担当する。
【Outline (in English)】
（Course outline）
This course deals with the Volleyball Teaching Theory and Teaching
Techniques. It also enhances the development of students’ skill in How
to do teaching volleyball.
（Learning Objectives）
At the end of the course, students are expected to Volleyball skills and
instruction.
（Learning activities outside of classroom）
Before each class meeting, students will be expected to Preparatory
learning and review time. Your required study time is at least four hour
for each class meeting.
（Grading Criteria /Policies）
Final grade will be calculated according to the Volleyball mock lesson
(30%),final report(10%) and in-class contribution（60%）.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

バスケットボール実習

清水　貴司

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実技
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：金3/Fri.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
バスケットボールはオフェンスとディフェンスが目まぐるしく交互に入れ替
わりコートにいる全員が攻撃者であり防御者でもある球技種目である。従っ
てまずは瞬発力、持久力や状況に応じた素早い判断力を養わなくてはならな
い。それらの向上とバスケットボールの基礎技能を身につけるとともに、協
調性や闘志面の向上もテーマとする。
審判法、ゲームの展開（運営）の仕方、上級者及び初心者への指導法、バス
ケットボールの歴史なども学ぶ。
【到達目標】
バスケットボールの基礎技能の習得とゲームの中での基本的な動きを各プレー
ヤーのポジションや役割を理解して実践できるようになること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
バスケットボール競技において必要な能力を実技によって身に付けていく。
ファンダメンタル（ダッシュ、ストップ、ステップ、ジャンプ）と個人能力
（ドリブル、パス、シュート）の練習から対人練習、ゲーム形式と進めていく。
また、オフィシャル（審判方法）のやり方やバスケットボールというスポー
ツの歴史、ルールの改正、戦術を学んでいく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 履修についての諸注意、履修学生の

選抜（最大40名）、ガイダンス
2 バスケットボールと

ルールの説明
ルール変遷や歴史を紹介、また実技
を通してバイオレーションやファウ
ルの種類を説明

3 実技によるファンダメ
ンタル①

ボールコントロール、ボールハンド
リング、ドリブルの練習

4 実技によるファンダメ
ンタル②

フットワーク、ドリブル、パス、リ
バウンド、シュートの練習

5 ディフェンスについて ディフェンスの目的や考え方を理解
し、実際に1対1や2対2を行う

6 実技による対人及び集
団技能

1対1、2対2、3対3など

7 オフェンスについて パス＆ラン、スクリーンプレーを学
び3対3、4対4を行いチームオフェ
ンスを学ぶ

8 実技による対人及び集
団技能

アウトナンバープレー、スクリーン
プレー　4対4など

9 リーグ戦に向けて チーム編成、オフィシャル方法解説、
ゲーム形式の練習

10 リーグ戦 試合形式による学習及びチーム練習
11 リーグ戦と実技試験に

ついての説明
試合形式による学習と実技試験の練
習

12 ゲームにおける戦術論
（オフェンス面を中心に）

試合形式による学習の中からスク
リーンプレーやアウトナンバープ
レーをより発展させていく。また実
技試験の練習も行う

13 ゲームにおける戦術論
（ディフェンス面を中心
に）

試合形式による学習の中からマン
ツーマン、ゾーン、プレスなどの
ディフェンスを学ぶ。また実技試験
の練習も行う

14 実技試験 個人技能のドリブル、シュートの実
技試験を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ルールの確認。
授業で配布した資料を読み返すこと。
本授業の準備学習・復習時間は合わせて 1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
資料を配布する。
【参考書】
バスケットボール指導教本　日本バスケットボール協会編　大修館書店

【成績評価の方法と基準】
授業点（リーダーシップ及び授業への参加態度などから総合的に評価（50％）
実技試験による評価（50％）
【学生の意見等からの気づき】
教職の学生も履修しているので、技術の習得だけではなく、指導時のポイン
トも授業に組み込んでいき、学生同士が指導できる環境をつくっていきたい。
【学生が準備すべき機器他】
基本的には実技を取り入れていくので体育館で行いますが、毎時間授業のは
じめは講義形式で行うので筆記用具を用意すること。
【その他の重要事項】
履修希望者が多い場合は第1回目の授業で選抜をします。受講希望者は必ず
出席すること。選抜方法は上級生を優先とし男子20名、女子20名の計40名
（男女の比率は変更する場合あり）を上限とします。また基本的には秋学期に
行うバスケットボール指導論演習も同年度に履修することを条件とします。
※履修人数によって授業内容を変更する場合があります。
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
This course introduces basic ability of basketball, learn about the way of
refereeing in basketball and the history of basketball to students taking
this course.
【到達目標（Learning Objectives）】
The goals of this course are to basic basketball skills and be able to
practice basic movements in a game by understanding the position and
role of each player.
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Students will be expected reread the materials distributed in class. Your
study time will be more than one hour for class.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria/Policies）】
Your overall grade in the class will be decided based on the following
overall evaluation of leadership and class participation attitude 50%、
evaluation by practical examination 50%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

バスケットボール実習

岩見　雅人

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実技
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：火2/Tue.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、バスケットボールの特性やルールを理解し、競技を実施する上
で必要となる身体能力や基礎的な技術（ドリブル・パス・シュートなど）に
ついて学習する。また，巧みに身体とボールを操作する方法について実践し、
その向上法について学ぶ。グループ練習や試合を通じて、基本的なチーム戦
術、ならびにプレーおよびコミュニケーションの両方における「積極性」と
「協調性」の重要性を理解するとともに，個人・チーム技能向上の喜びや多角
的なスポーツの楽しみ方を学ぶ。
【到達目標】
1)バスケットボールの特性やルールについて学び、競技を実施する上でどの
ような身体能力や基礎的技術が必要となるかを理解し、安全に競技を実践す
ることができる。
2)バスケットボールで求められる基礎的技術について、自身のスキルを正し
く分析し、積極的にスキルを改善・向上させ、技能の変化を適切に評価する
ことができる。
3)グループでの取り組みを通じて、「する」「みる」「ささえる」の観点から，
スポーツの多角的な楽しみ方を発見することができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
バスケットボール競技で必要な知識や技術について、実技を中心に習得できる
ように展開していきます。個人技術のスキル評価から、個人技能練習、チーム
戦術練習、ゲーム形式へと、段階的に発展させながら進めます。単にプレー
をするだけではなく、個人やチーム内でパフォーマンスを分析し、振り返り
ながら実施していきます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 授業内容の説明、履修上の諸注意な

どのガイダンス、希望者が多い場合
は受講者の選抜

2 バスケットボールの歴
史・ルール・競技特性に
ついて、スキルテストに
ついて

・バスケットボールの歴史、ルール、
競技特性について解説
・スキルテストの内容について説明
・ミニゲーム

3 スキルテストの実施、基
礎的スキルの練習

・スキルテストの実施、結果の分析法
について説明
・基礎的スキルの練習方法について

4 グループ分け、個人技能
の練習①

・スキルテストの結果を参考にグ
ループ分け
・個人技能（ドリブル、パス、シュー
ト）の練習法について

5 個人技能の練習②、練習
計画の立て方

・個人技能（1対1のオフェンス、
ディフェンス）の練習
・練習計画の立て方（計画表の作成）
について

6 個人技能の練習③、3人
制（3x3）について

・個人技能（2対2、3対3、スペーシ
ング）
・3人制（3x3）の実施

7 チーム戦術の練習①、
3x3の実施

・チーム戦術（ゲームライク・トレー
ニング）の練習
・3x3のゲーム実施

8 チーム戦術の練習②、ス
クリメージ

・チーム戦術（チームオフェンス・
ディフェンス）の練習
・スクリメージの実施

9 チーム戦術の練習③、5
対5のゲーム

・チーム戦術（ゲームに向けた戦術）
の練習
・リーグ戦の実施方法について

10 リーグ戦の実施と運営① ・リーグ戦の実施と運営、ゲームの振
り返りと評価①
・スカウティングデータの活用につ
いて

11 リーグ戦の実施と運営② ・リーグ戦の実施と運営、ゲームの振
り返りと評価②
・チームワークについて

12 リーグ戦の実施と運営③ ・リーグ戦の実施と運営、ゲームの振
り返りと評価③
・スキルテストの内容確認

13 スキルテストの実施、ス
キル分析レポートにつ
いて

・スキルテストの実施
・スキル変化の分析レポートの作成
について
・ピックアップゲーム

14 授業のまとめ、レポート
提出

・授業のまとめと振り返り
・レポート課題の提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
バスケットボールの基本的ルールや、基礎的技能の練習法などについて予め
準備学習をします。
本授業の準備・復習時間は、各1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書は使用しません。必要に応じて資料を配布します。
【参考書】
「バスケットボール指導教本改訂版上巻」，大修館書店，2015.
「バスケットボール指導教本改訂版下巻」，大修館書店，2016.
「ファンドリル」，ベースボール・マガジン社，2019.
その他、授業内で適宜紹介します。
【成績評価の方法と基準】
平常点（40％）：授業への参加度、態度、意欲等を総合的に評価します。
実技点（30％）：実技における積極性や協調性を総合的に評価します。
課題点（30％）：スキルテストの分析レポートなどの課題から評価します。
【学生の意見等からの気づき】
積極的に身体を動かしながら、バスケットボールのスキルや戦術を学んでい
きます。球技が苦手な人でも、基本的な技術を向上できるメニューを取り入
れていきます。
【学生が準備すべき機器他】
基本的には毎回実技を行いますので、運動に適した服装、屋内シューズを準
備してください。タオルや水分補給用のボトルを持参し、感染対策が必要な
方はスポーツ用マスクを用意することを推奨します。
課題について、Googleフォームを経由して提出していただくことがあります。
【その他の重要事項】
履修希望者が多い場合は、初回授業にて選抜を行います。選抜方法は上級生
を優先とし、計40名を上限とします。基本的には、秋学期に行う「バスケッ
トボール指導論演習」を同年度に履修することを条件とします。
＊授業の内容は人数や進捗によって随時変更いたします
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
This course focuses on learning about the essential basketball skills
and physical fitness requirements and developing knowledge of the
basketball principles, rules, and safety issues. In addition, students will
learn how to improve body control with/without the basketball. Through
group practice, students will understand basic basketball strategies
and the importance of "activeness" and "cooperation" in behavior and
communication. Students will also learn the pleasure of improving
individual and team performance and how to enjoy sports with others.
【到達目標（Learning Objectives）】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
-1) Learn about the characteristics and rules of basketball, understand
what physical abilities and basic skills are required to conduct the
basketball game, and be able to practice safety.
-2) Be able to analyze the basic skills required in basketball, actively
improve and enhance their skills, and appropriately evaluate changes
in their basketball skills.
-3) Through group activities, be able to discover multifaceted ways
to enjoy sports from the perspectives of "doing," "watching," and
"supporting.
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Before each class meeting, students will be expected to have learn the
basic rules of basketball and how to practice basketball skills. Your
required study time is at least one hour for each class meeting.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Your overall grade in the class will be decided based on the followings:
in class activity: 40%、in class contribution: 30%、skill test report : 30%
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

バスケットボール指導論演習

清水　貴司

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・演習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：金3/Fri.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
バスケットボールはオフェンスとディフェンスが目まぐるしく交互に入れ替
わりコートにいる全員が攻撃者及び防御者となる球技種目である。履修者は
この特性を理解し、中学生や高校生を指導する際には、瞬発力、持久力の向
上と状況に応じた素早い判断力を養えるよう授業を展開していかなくてはな
らない。それらの指導力を本演習で養成したい。
また、指導者や教員としての知識を身に付ける為、審判法、ゲーム（運営）展
開の仕方、上級者及び初心者への指導法、バスケットボールの歴史なども学ぶ。
【到達目標】
指導者としての立場で中学校・高校学校におけるバスケットボールの授業を
展開していく指導力と知識を身につけることが到達目標です。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
模擬授業を中心として授業を展開していく。グループワークを積極的に取り
入れ、協働して演習を行う。また、中学校・高等学校における指導案の作成手
順を適宜資料を配布して学んでいく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 模擬授業について 模擬授業の準備と説明（指導案の作

成、テーマと模擬授業の順番などを
決める。）

2 模擬授業（ボールハンド
リング・ドリブルについ
て）

グループ及び1名がボールハンドリ
ング、ドリブルの指導を中心とした
模擬授業を行う。終了後に生徒役が
アンケート評価を行う。

3 模擬授業（パス・シュー
トについて）

グループ及び1名がパス、シュート
の指導を中心とした模擬授業を行う。
終了後に生徒役がアンケート評価を
行う。

4 模擬授業（ディフェン
ス・ボールマンに対する
守り方について）

グループ及び1名がボールマンに対
するディフェンスの指導を中心とし
た模擬授業を行う。終了後に生徒役
がアンケート評価を行う。

5 模擬授業（オフェンス・
カッティングプレーに
ついて）

グループ及び1名がオフェンスにお
けるカッティングプレーの指導を中
心とした模擬授業を行う。終了後に
生徒役がアンケート評価を行う。

6 模擬授業（オフェンス・
スクリーンプレーにつ
いて）

グループ及び1名がオフェンスにお
けるスクリーンプレーの指導を中心
とした模擬授業を行う。終了後に生
徒役がアンケート評価を行う。

7 模擬授業（オフェンス・
アウトナンバープレー
について）

グループ及び1名がオフェンスにお
けるアウトナンバープレーの指導を
中心とした模擬授業を行う。終了後
に生徒役がアンケート評価を行う。

8 模擬授業（マンツーマン
ディフェンスについて）

グループ及び1名がマンツーマン
チームディフェンスの指導を中心と
した模擬授業を行う。終了後に生徒
役がアンケート評価を行う。

9 模擬授業（ゾーンディ
フェンスについて）

グループ及び1名がゾーンディフェ
ンスの指導を中心とした模擬授業を
行う。終了後に生徒役がアンケート
評価を行う。

10 模擬授業（戦術・チーム
オフェンス、セットプ
レーについて）

グループ及び1名がオフェンスの戦
術（セットプレー）の指導を中心と
した模擬授業を行う。終了後に生徒
役がアンケート評価を行う。

11 模擬授業（戦術・ヘルプ
ディフェンスのロー
テーションについて）

グループ及び1名がディフェンスの
戦術（ローテーション）の指導を中
心とした模擬授業を行う。終了後に
生徒役がアンケート評価を行う。

12 模擬授業（授業の中での
リーグ戦の運営方法と
審判方法、簡易ルールの
設定などについて）

グループ及び1名がリーグ戦の運営
方法、審判方法の指導を中心とした
模擬授業を行う。終了後に生徒役が
アンケート評価を行う。

13 模擬授業に対する反省
と評価

模擬授業担当者にアンケート評価を
フィードバックし、反省点と改善点
をまとめる（レポート作成）

14 まとめ　各グループの
発表、質疑応答

模擬授業を通して何を学べたのかを
ディスカッションして発表（レポー
ト作成）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1回：特になし
第2～12回：模擬授業の準備（担当の学生は指導案の作成）
第13回：模擬授業に対する反省点と改善点をまとめておく
第14回：他グループへの模擬授業に関する質問やディスカッションの準備
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします
【テキスト（教科書）】
資料を配布する
【参考書】
バスケットボール指導教本　日本バスケットボール協会編　大修館書店
バスケットボール用語辞典　監修　小野修二　小谷究　廣済堂出版
【成績評価の方法と基準】
参加態度40点　指導案の評価20点　模擬授業の評価20点　レポート20点
【学生の意見等からの気づき】
模擬授業を中心に進めていきますが、模擬授業終了後に時間のある場合はゲー
ム形式での学習の時間に充てていきます。毎時間ゲームを行うことで上達度
も早く向上心を保つことに繋がると感じたのでゲームを楽しみながら技術を
高めて欲しいと思います。
【その他の重要事項】
※春学期にバスケットボール指導論実習を受講した後に履修することが望ま
しい。履修人数に制限（最大40名）があるので履修希望者が多い場合は上級
生とバスケットボール実習の受講後の学生を優先とする。
※履修人数によって授業内容を変更する場合があります
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline)】
This course introduces acquire knowledge as an instructor or teacher,
learn how to teach advanced students and beginners.
【到達目標（Learning Objectives）】
The goals of this course are to to acquire the leadership skills and
knowledge to develop basketball lessons in junior high and high schools
as a leader.
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Students will be expected prepare a summary of your reflections on the
mock class and areas for improvement. Your study time will be more
than one hour for class.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria/Policies）】
Your overall grade in the class will be decided based on the following
attitude 40%, evaluation of teaching plan 20%, evaluation of mock class
20%, report 20%.

— 292 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

バスケットボール指導論演習

岩見　雅人

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・演習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：火2/Tue.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、バスケットボールで必要となる基礎的・発展的技術を学び、身体
やボールを「安全」かつ「巧み」に操作するための指導法について学習する。
バスケットボールの個人技能とチーム戦術についても理解を深め、オンボール
（ボールを持っているとき）とオフボール（ボールを持たないとき）の動きな
ど、「ゴール型競技」に特徴的なルールや戦術、またその指導法について学ぶ。
指導実践やゲーム実践を通して振り返りや改善を繰り返すことで、スポーツ
や身体運動の指導能力を向上させていく。
【到達目標】
1)バスケットボールの特性やルールについて理解し、安全かつ協調的に競技
を実施することができる。
2)バスケットボールで求められる身体能力や基礎的技術について理解し、適
切に指導計画を立案、指導実践することができる。
3)指導実践やゲーム実践における自身や他者の指導や活動を振り返り、より
適切かつ効果的な指導へと改善していくことができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
指導実践を中心として授業を展開していく。教員やコーチとして指導現場に
立った際に、どのように指導計画を立て、指導するかを実践しながら学んで
いく。グループワークを積極的に取り入れ、協力・協働して演習を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 授業内容の説明、履修上の諸注意な

どのガイダンス、指導実践について
2 指導・コーチング方法に

ついて、ミニゲーム
・学習指導要領の確認
・指導やコーチングにおいて重要と
なるポイントについて
・ミニゲーム

3 グループ分け、安全管
理、指導計画の作成方法
について

グループ分けし、安全に運動するた
めのポイント、指導計画の立案・作
成方法について解説する

4 指導実践①（ウォーミン
グアップ）、ゲーム実践

担当者が指導役となり、ウォーミン
グアップの指導実践をする。生徒役
はその実践に対する感想や評価を
フィードバックする。

5 指導実践②（ボールハン
ドリングスキル）、ゲー
ム実践

ボールハンドリングスキルの指導実
践をする。生徒役は実践に対する
フィードバックをする。

6 指導実践③（ドリブルス
キル）、ゲーム実践

ドリブルスキルの指導実践をする。
生徒役はその実践に対する感想や評
価をフィードバックする。

7 指導実践④（パススキ
ル）、ゲーム実践

パススキルの指導実践をする。生徒
役は実践に対するフィードバックを
する。

8 指導実践⑤（シュートス
キル）、ゲーム実践

シュートスキルの指導実践をする。
生徒役は実践に対するフィードバッ
クをする。

9 指導実践⑥（ディフェン
ス）、ゲーム実践

ディフェンスの指導実践をする。生
徒役は実践に対するフィードバック
をする。

10 指導実践⑦（チームオ
フェンス、スペーシン
グ）、ゲーム実践

チームオフェンスなどの指導実践を
する。生徒役は実践に対するフィー
ドバックをする。

11 指導実践⑧（ピック
＆ロール）、ゲーム実践

ピック＆ロールの指導実践をする。
生徒役は実践に対するフィードバッ
クをする。

12 指導実践⑨（ゲームライ
ク・プラクティス）、
ゲーム実践

ゲームライクな練習の指導実践をす
る。生徒役は実践に対するフィード
バックをする。

13 指導実践やゲーム実践
の振り返りとまとめ、レ
ポート課題について

・指導実践やゲーム実践の内容を振
り返り、自己成長計画を立てる。
・レポート課題についての説明

14 授業のまとめ、レポート
提出

・授業のまとめと振り返り
・レポート課題の提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
バスケットボールの基本的ルールや、スキル・戦術の練習法・指導法などにつ
いて予め準備学習をします。指導実践においては、与えられたテーマに対す
る指導計画を作成します。準備学習や計画作成は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書は使用しません。必要に応じて資料を配布します。
【参考書】
「バスケットボール指導教本改訂版上巻」，大修館書店，2015.
「バスケットボール指導教本改訂版下巻」，大修館書店，2016.
「ファンドリル」，ベースボール・マガジン社，2019.
「バスケットボールの動き向上トレーニング」，ベースボール・マガジン社，
2021.
その他、授業内で適宜紹介します。
【成績評価の方法と基準】
平常点（40％）：授業への参加度、態度、意欲等を総合的に評価します。
実践点（40％）：指導実践や実技の取り組みを総合的に評価します。
課題点（20％）：授業内で課すレポート等の提出物から評価します。
【学生の意見等からの気づき】
身体を動かしながらバスケットボールの教授法を体感するとともに、自らが
教師（コーチ）役となって指導実践する機会を設けております。バスケット
ボールだけでなく、様々な競技にも応用できる指導法を扱っていきます。
【学生が準備すべき機器他】
基本的には毎回実技を行いますので、運動に適した服装、屋内シューズを準備
してください。タオルや水分補給用のボトルを持参し、必要に応じてスポー
ツ用マスクを準備することを推奨します。
課題について、Googleフォームを経由して提出していただくことがあります。
【その他の重要事項】
履修希望者が多い場合は、受講者の選抜（Google form）を行います。選抜方
法は上級生を優先とし、計32名を上限とします。基本的には、春学期開講の
「バスケットボール実習」を履修していることを条件とします。
＊指導実践のテーマ等は、人数や授業の進捗に応じて随時変更します。
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
This course focuses on understanding fundamental/advanced basketball
skills and students will learn how to teach to manipulate the body and
basketball "safely" and "skillfully". Students also learn characteristics
of individual skills and team tactics about "Goal-Oriented Game".
Through the teaching practice and basketball game, students will be
developing their teaching skills.
【到達目標（Learning Objectives）】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
-1) Understand the game characteristics and rules of basketball and be
able to conduct the game in a safe and cooperative.
-2) Understand the physical abilities and basic skills required for
basketball, and be able to plan basketball practice and instruct
appropriately.
-3) To be able to reflect on their own and others’ basketball practices,
and to be able to improve their instruction to make it more appropriate
and effective.
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Before each class meeting, students will be expected to have learn the
basic rules of basketball and how to practice and teach basketball skills.
Your required study time is at least two hours for each class meeting
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Your overall grade in the class will be decided based on the followings:
in class activity: 40%、in class contribution: 40%、Short reports : 20%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

テニス実習

植村　直己

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実技
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業は、履修生が将来、中学校、高等学校での体育授業などにおいてテニ
ス指導に携わる場合に、必要とされるテニスの基礎技術を学習して個人の実
技力を高め、初心者・初級者を対象としたテニスの技術指導、指導方法を学
習する事が目的である。
また、本実習では、生徒をテニスに親しませるようなコミュニケーション能
力や指導力を養成すると共に、テニスのルール、マナー、歴史、授業中の安全
管理など専門知識を学習する。
【到達目標】
履修者が、テニスの基礎技術を学習し、将来、中学校・高等学校の体育授業で
のテニス指導ができる指導力、知識、態度を身に付ける事が到達目標である。
①テニスの基本ショットの打ち方、動作を学ぶことができる。
②ルール、マナー、歴史等テニスの専門知識を学ぶことができる。
③ テニス指導法の基礎である段階的指導法とボール出し（フィーディング）
の技術を学ぶことができる。
④地域のテニス指導者を目指す上での、生涯スポーツ及び競技力向上のコー
チングの基礎を学ぶことができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
①テニス基本ショットであるフォアハンドストローク、バックハンドストロー
ク、フォアボレー、バックボレー、スマッシュ、サーブの基本動作を学び、応
用技術として各ショットの連続プレーを練習する。
②段階的指導法による基本ショットの技術習得を実践し、同時に指導方法を
学習する。
③応用技術がある程度出来るようになったら、ダブルスゲームを行う。
④将来、初心者、初級者を指導するための、テニスの楽しさを伝えられる様
な指導法を自分なりに構築できるようにする。
⑤本授業は、原則対面で実施します。但し、オンライン・オンデマンド型での
開講となる場合は、学習支援システムにてお知らせします。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス、基本6スト

ロークの説明
授業全体の説明、ストロークのグ
リップ・スウィング法、安全管理

第2回 フォアハンドストローク グリップ、スウィング法、打点
第3回 バックハンドストローク 両手打ちと片手打ちのグリップ、ス

ウィング法、打点
第4回 グランドストロークの

指導法
段階的指導法の実践、フィーディン
グ（ボール出し）の技術

第5回 ボレーの基礎技術 グリップ、スウィング法、打点
第6回 ボレーの指導法 段階的指導法、フィーディング

（ボール出し）の実践
第7回 スマッシュ、サーブ グリップ、スウィング法、打点、

サーブの種類
第8回 ルール、マナー、ゲーム

方法
ルール・マナー全般、ゲーム形式

第9回 サーブ、リターンの基礎
技術

サーブの種類、サーブ・リターンの
基礎技術練習

第10回 ダブルスの基礎 ルール、マナー、試合形式、安全管理
第11回 ダブルスのフォーメー

ションと戦術
雁行陣と平行陣のポジション、戦術

第12回 テニスの歴史、世界プロ
テニスツアーの仕組み

グランドスラム大会の歴史、ATP・
WTAツアーの仕組み

第13回 ダブルス指導法 試合形式による段階的指導法の実践、
安全対策

第14回 ダブルスゲーム ダブルスの応用技術、戦術
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テニスのルールやマナーを文献やインターネットで事前に調査し予備知識を
高める。
実技の前日は体調を整えるように心がける。
毎回、学習した技術を次回に必ずチェックし、フィードバックする。
本授業の準備・復習時間は各 1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。必要に応じて適宜資料を配布する。
【参考書】
「テニス指導教本Ⅰ公益財団法人日本テニス協会編」(大修館書店）
「JTAテニスルールブック」（日本テニス協会）
「テニスマガジン」「スマッシュ」等月刊専門誌
【成績評価の方法と基準】
　授業への参画姿勢、積極性、授業態度等の平常点（70％）ならびに授業内
容、ルール、専門知識の理解度、実技の上達度（30％）を対象として総合的
に評価する。この評価は原則的なものであり、健康状態による見学者等につ
いては個別に対応、評価する。
なお、遅刻3回は1回の欠席となるため、遅刻、欠席には十分注意すること。
【学生の意見等からの気づき】
各ショットの基礎技術を分かりやすく、上達できるように指導する。
【その他の重要事項】
　秋学期科目のテニス指導論演習を併せて履修することが臨ましい。
　体調不良、怪我などの理由で授業に参加することが困難な場合は、担当教
員に報告・相談すること。
個別に連絡、相談等がある場合は、下記まで連絡願います。
担当教員メールアドレス：naomi.uemura.gg@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【Course Outline】
　 In this class, students will learn the basic skills of tennis that will be
necessary in the future when they are involved in tennis instruction,
improve their practical skills, and teach tennis technical instruction
methods, communication skills, rules, etc. for beginners. The purpose is
to learn specialized knowledge.
【Learning Objectives】
　The goal is for students to acquire leadership skills, knowledge, and
attitudes that will enable them to teach tennis in junior and senior high
school physical education classes in the future.
① You can learn specialized knowledge of tennis such as history, rules,
and manners.
② You can learn step-by-step teaching methods and ball-feeding
techniques, which are the foundation of tennis teaching methods.
③ Learn the basics of lifelong sports and coaching to improve
competitiveness in aiming to become a local tennis instructor.
【Learning Activities Outside of Classroom】
　Research the rules and manners of tennis in advance on the Internet
and increase your preliminary knowledge.
Make sure you are in good physical condition the day before the practice.
Every time, check the learned technique next time and give feedback.
The standard total time for preparation and review for this class is 1
hour.
【Grading Criteria/Policy】
Comprehensive evaluation will be made based on ordinary points
(70%) such as attitude to participate in classes, positiveness, and class
attitude, as well as class contents, rules, degree of understanding of
specialized knowledge, and level of practical skill (30%). This evaluation
is in principle, and we will respond and evaluate visitors due to their
health condition on an individual basis.
Please note that being late 3 times will count as 1 absence, so be careful
about being late or absent.

— 294 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

テニス実習

植村　直己

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実技
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業は、履修生が将来、中学校、高等学校での体育授業などにおいてテニ
ス指導に携わる場合に、必要とされるテニスの基礎技術を学習して個人の実
技力を高め、初心者・初級者を対象としたテニスの技術指導、指導方法を学
習する事が目的である。
また、本実習では、生徒をテニスに親しませるようなコミュニケーション能
力や指導力を養成すると共に、テニスのルール、マナー、歴史、授業中の安全
管理など専門知識を学習する。
【到達目標】
履修者が、テニスの基礎技術を学習し、将来、中学校・高等学校の体育授業で
のテニス指導ができる指導力、知識、態度を身に付ける事が到達目標である。
①テニスの基本ショットの打ち方、動作を学ぶことができる。
②ルール、マナー、歴史等テニスの専門知識を学ぶことができる。
③ テニス指導法の基礎である段階的指導法とボール出し（フィーディング）
の技術を学ぶことができる。
④地域のテニス指導者を目指す上での、生涯スポーツ及び競技力向上のコー
チングの基礎を学ぶことができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
①テニス基本ショットであるフォアハンドストローク、バックハンドストロー
ク、フォアボレー、バックボレー、スマッシュ、サーブの基本動作を学び、応
用技術として各ショットの連続プレーを練習する。
②段階的指導法による基本ショットの技術習得を実践し、同時に指導方法を
学習する。
③応用技術がある程度出来るようになったら、ダブルスゲームを行う。
④将来、初心者、初級者を指導するための、テニスの楽しさを伝えられる様
な指導法を自分なりに構築できるようにする。
⑤本授業は、原則対面で実施します。但し、オンライン・オンデマンド型での
開講となる場合は、学習支援システムにてお知らせします。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス、基本6スト

ロークの説明
授業全体の説明、ストロークのグ
リップ・スウィング法、安全管理

第2回 フォアハンドストローク グリップ、スウィング法、打点
第3回 バックハンドストローク 両手打ちと片手打ちのグリップ、ス

ウィング法、打点
第4回 グランドストロークの

指導法
段階的指導法の実践、フィーディン
グ（ボール出し）の技術

第5回 ボレーの基礎技術 グリップ、スウィング法、打点
第6回 ボレーの指導法 段階的指導法、フィーディング

（ボール出し）の実践
第7回 スマッシュ、サーブ グリップ、スウィング法、打点、

サーブの種類
第8回 ルール、マナー、ゲーム

方法
ルール・マナー全般、ゲーム形式

第9回 サーブ、リターンの基礎
技術

サーブの種類、サーブ・リターンの
基礎技術練習

第10回 ダブルスの基礎 ルール、マナー、試合形式、安全管理
第11回 ダブルスのフォーメー

ションと戦術
雁行陣と平行陣のポジション、戦術

第12回 テニスの歴史、世界プロ
テニスツアーの仕組み

グランドスラム大会の歴史、ATP・
WTAツアーの仕組み

第13回 ダブルス指導法 試合形式による段階的指導法の実践、
安全対策

第14回 ダブルスゲーム ダブルスの応用技術、戦術
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テニスのルールやマナーを文献やインターネットで事前に調査し予備知識を
高める。
実技の前日は体調を整えるように心がける。
毎回、学習した技術を次回に必ずチェックし、フィードバックする。
本授業の準備学習・復習時間は各 1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。必要に応じて適宜資料を配布する。
【参考書】
「テニス指導教本Ⅰ公益財団法人日本テニス協会編」(大修館書店）
「JTAテニスルールブック」（日本テニス協会）
「テニスマガジン」「スマッシュ」等月刊専門誌
【成績評価の方法と基準】
　授業への参画姿勢、積極性、授業態度等の平常点（70％）ならびに授業内
容、ルール、専門知識の理解度、実技の上達度（30％）を対象として総合的
に評価する。この評価は原則的なものであり、健康状態による見学者等につ
いては個別に対応、評価する。
なお、遅刻3回は1回の欠席となるため、遅刻、欠席には十分注意すること。
【学生の意見等からの気づき】
各ショットの基礎技術を分かりやすく、上達できるように指導する。
【その他の重要事項】
　秋学期科目のテニス指導論演習を併せて履修することが臨ましい。
　体調不良、怪我などの理由で授業に参加することが困難な場合は、担当教
員に報告・相談すること。
個別に連絡、相談等がある場合は、下記まで連絡願います。
担当教員メールアドレス：naomi.uemura.gg@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【Course Outline】
　 In this class, students will learn the basic skills of tennis that will be
necessary in the future when they are involved in tennis instruction,
improve their practical skills, and teach tennis technical instruction
methods, communication skills, rules, etc. for beginners. The purpose is
to learn specialized knowledge.
【Learning Objectives】
　The goal is for students to acquire leadership skills, knowledge, and
attitudes that will enable them to teach tennis in junior and senior high
school physical education classes in the future.
① You can learn specialized knowledge of tennis such as history, rules,
and manners.
② You can learn step-by-step teaching methods and ball-feeding
techniques, which are the foundation of tennis teaching methods.
③ Learn the basics of lifelong sports and coaching to improve
competitiveness in aiming to become a local tennis instructor.
【Learning Activities Outside of Classroom】
　Research the rules and manners of tennis in advance on the Internet
and increase your preliminary knowledge.
Make sure you are in good physical condition the day before the practice.
Every time, check the learned technique next time and give feedback.
The standard total time for preparation and review for this class is 1
hour.
【Grading Criteria/Policy】
Comprehensive evaluation will be made based on ordinary points
(70%) such as attitude to participate in classes, positiveness, and class
attitude, as well as class contents, rules, degree of understanding of
specialized knowledge, and level of practical skill (30%). This evaluation
is in principle, and we will respond and evaluate visitors due to their
health condition on an individual basis.
Please note that being late 3 times will count as 1 absence, so be careful
about being late or absent.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

テニス指導論演習

植村　直己

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・演習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業は、履修生が将来、中学校、高等学校での体育授業などにおいてテニ
ス指導に携わる場合に、必要とされるテニスの基礎技術を学習して個人の実
技力を高め、初心者・初級者を対象としたテニスの技術指導、指導方法を学
習する事が目的である。
また、本実習では、生徒をテニスに親しませるようなコミュニケーション能
力や指導力を養成すると共に、テニスのルール、マナー、歴史、授業中の安全
管理など専門知識を学習する。
【到達目標】
履修者が、テニスの基礎技術を学習し、将来、中学校・高等学校の体育授業で
のテニス指導ができる指導力、知識、態度を身に付ける事が到達目標である。
①テニスの基本ショットの打ち方、動作を学ぶことができる。
②ルール、マナー、歴史等テニスの専門知識を学ぶことができる。
③ テニス指導法の基礎である段階的指導法とボール出し（フィーディング）
の技術を学ぶことができる。
④地域のテニス指導者を目指す上での、生涯スポーツ及び競技力向上のコー
チングの基礎を学ぶことができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
①テニス基本ショットであるフォアハンドストローク、バックハンドストロー
ク、フォアボレー、バックボレー、スマッシュ、サーブの基本動作を学び、応
用技術として各ショットの連続プレーを練習する。
②段階的指導法による基本ショットの技術習得を実践し、同時に指導方法を
学習する。
③応用技術がある程度出来るようになったら、ダブルスゲームを行う。
④将来、初心者、初級者を指導するための、テニスの楽しさを伝えられる様
な指導法を自分なりに構築できるようにする。
⑤本授業は、原則対面で実施します。但し、オンライン・オンデマンド型での
開講となる場合は、学習支援システムにてお知らせします。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス、基本６スト

ロークの説明
授業全体の説明、ストロークのグ
リップ・スウィング法、安全管理

第2回 フォアハンドストローク グリップ、スウィング法、打点
第3回 バックハンドストローク 両手打ちと片手打ちのグリップ、ス

ウィング法、打点
第4回 グランドストロークの

指導法
段階的指導法の実践、フィーディン
グ（ボール出し）の技術

第5回 ボレーの基礎技術 グリップ、スウィング法、打点
第6回 ボレーの指導法 段階的指導法、フイーディング

（ボール出し）の実践
第7回 スマッシュ、サーブ グリップ、スウィング法、打点、

サーブの種類
第8回 ルール、マナー、ゲーム

方法
ルール・マナー全般、ゲーム形式

第9回 サーブ、リターンの基礎
技術

サーブの種類、サーブ・リターン基
礎技術練習

第10回 ダブルスの基礎 ルール、マナー、試合形式、安全管理
第11回 ダブルスのフォーメー

ションと戦術
雁行陣と平行陣のポジション、戦術

第12回 テニスの歴史、世界プロ
テニスツアーの仕組み

グランドスラム大会の歴史、ATP・
WTAツアーの仕組み

第13回 ダブルス指導法 試合形式による段階的指導法の実践、
安全対策

第14回 ダブルスゲーム ダブルス応用技術、戦術
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テニスのルールやマナーを文献やインターネットで事前に調査し予備知識を
高める。
実技の前日は体調を整えるように心がける。
毎回、学習した技術を次回に必ずチェックしフィードバックする。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。必要に応じて適宜資料を配布する。
【参考書】
「テニス指導教本Ⅰ公益財団法人日本テニス協会編」(大修館書店）
「JTAテニスルールブック」（日本テニス協会）
「テニスマガジン」「スマッシュ」等月刊テニス専門誌
【成績評価の方法と基準】
　授業への参画姿勢、積極性、授業態度等の平常点（70％）ならびに授業内
容、ルール、専門知識の理解度、実技の上達度（30％）を対象として総合的
に評価する。この評価は原則的なものであり、健康状態による見学者等につ
いては個別に対応、評価する。
なお、遅刻3回は1回の欠席となるため、遅刻、欠席には十分注意すること。
【学生の意見等からの気づき】
ダブルスが上達できる様な効果的な練習方法を、取り入れながら授業を進め
ていく。
【その他の重要事項】
　春学期科目のテニス実習を併せて履修することが臨ましい。
　体調不良、怪我などの理由で授業に参加することが困難な場合は、担当教
員に報告・相談すること。
個別に連絡、相談等がある場合は、下記まで連絡願います。
担当教員メールアドレス：naomi.uemura.gg@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【Course Outline】
　 In this class, students will learn the basic skills of tennis that will be
necessary in the future when they are involved in tennis instruction,
improve their practical skills, and teach tennis technical instruction
methods, communication skills, rules, etc. for beginners. The purpose is
to learn specialized knowledge.
【Learning Objectives】
　The goal is for students to acquire leadership skills, knowledge, and
attitudes that will enable them to teach tennis in junior and senior high
school physical education classes in the future.
① You can learn specialized knowledge of tennis such as history, rules,
and manners.
② You can learn step-by-step teaching methods and ball-feeding
techniques, which are the foundation of tennis teaching methods.
③ Learn the basics of lifelong sports and coaching to improve
competitiveness in aiming to become a local tennis instructor.
【Learning Activities Outside of Classroom】
　Research the rules and manners of tennis in advance on the Internet
and increase your preliminary knowledge.
Make sure you are in good physical condition the day before the practice.
Every time, check the learned technique next time and give feedback.
The standard total time for preparation and review for this class is 1
hour.
【Grading Criteria/Policy】
　 Comprehensive evaluation will be made based on ordinary points
(70%) such as attitude to participate in classes, positiveness, and class
attitude, as well as class contents, rules, degree of understanding of
specialized knowledge, and level of practical skill (30%). This evaluation
is in principle, and we will respond and evaluate visitors due to their
health condition on an individual basis.
Please note that being late 3 times will count as 1 absence, so be careful
about being late or absent.
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バドミントン実習

升　佑二郎

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実技
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツは、体を動かすという人間の本質的な欲求に応えるとともに、爽快
感、達成感、連帯感などの充足に加え、豊かな人生の基盤となる健康の維持、
増進、体力の向上、青少年の人間育成などに大きな役割を果たす極めて重要
な行為として位置付けられている。本科目は、バドミントンを通してそれら
の事項とともに、運動の喜びや楽しさを知り、バドミントンの指導ができる
ようになることを目的とする。
【到達目標】
指導者としてバドミントンを教えるために必要な基礎知識，技術論を習得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
バドミントン指導者として身に着けなければならない基本ストローク、フッ
トワーク、ノック技術等実技を中心にコート上で実習し、シングルス、ダブ
ルスのゲームが行えるように学習する。また、地域スポーツ指導者として要
望の多いバドミントンの指導者として、ジュニアからシニアまで生涯スポー
ツプログラムを作成できる技術能力を習得する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 基本技術1 グリップと技術習得
2 基本技術2 ラケットテクニックの技術習得
3 基本ストローク1 ドライブ
4 基本ストローク2 ハイクリア＆ヘアピン
5 基本ストローク3 ドロップ＆ロビング
6 基本ストローク4 プッシュ＆レシーブ
7 基本ストローク5 スマッシュ＆レシーブ
8 基本技術　応用編1 オールロング
9 基本技術　応用編2 オールショート
10 シングルス1 フットワーク
11 シングルス2 ゲーム組立
12 ダブルス1 フォーメーション
13 ダブルス2 組立
14 実技試験とまとめ 試験と授業の振り返り
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1回：特になし
第2～14回：前回授業の復習
本授業の準備学習・復習時間は合わせて 1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
升佑二郎著「必ずうまくなるバドミントン　基本と練習法」
出版社：コスミック出版　出版年：2023年
【参考書】
DVD教材「日本初のバドミントン博士！ 升佑二郎の最新科学トレーニング」
出版社：ティアンドエイチ　出版年：2017年
【成績評価の方法と基準】
授業への参加度（70%）、技術習得および指導法の実技試験（30%）により評
価する
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
体育館シューズ
【その他の重要事項】
秋学期科目のバドミントン指導論演習を併せて履修することが望ましい。
本科目担当教員は日本スポーツ協会バドミントンコーチ4の資格を有し、日本
バドミントン協会指導者資格講習会の講師を務めており、学校現場における
バドミントンの指導法に関する講義を行う。

【Outline (in English)】
【Course outline】Sport is thought to be an important act that fulfills
the intrinsic human need for moving the body, and it promotes
refreshing feelings and senses of accomplishment and solidarity, while
playing a major role in maintaining/promoting health as a basis
for life-fulfillment, enhancing physical fitness, and supporting youth
development.
【Learning Objectives】This course aims to help students learn the
pleasure and enjoyment of exercise, in addition to the above-mentioned
effects, through badminton. 【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend one
hour to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】Your overall grade in the class will be decided
based on the following
Skill test: 30%、in class contribution: 70%
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バドミントン指導論演習

升　佑二郎

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・演習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツは、体を動かすという人間の本質的な欲求に応えるとともに、爽快
感、達成感、連帯感などの充足に加え、豊かな人生の基盤となる健康の維持、
増進、体力の向上、青少年の人間育成などに大きな役割を果たす極めて重要
な行為として位置付けられている。本科目は、バドミントンを通してそれら
の事項とともに、運動の喜びや楽しさを知り、バドミントンの指導ができる
ようになることを目的とする。
【到達目標】
指導者としてバドミントンを教えるために必要な基礎知識、技術を習得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
バドミントンの歴史、競技規則、基礎技術論を資料を参考に学ぶ。
バドミントン指導者として身に着けなければならない基本ストローク、フッ
トワーク、フィーディング技術等実技を中心にコート上で実習し、シングル
ス、ダブルスのゲームが行えるように学習する。また、地域スポーツ指導者
として要望の多いバドミントンの指導者として、ジュニアからシニアまで生
涯スポーツプログラムを作成できる能力を習得する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス バドミントン概論　
2 バドミントン技術論1 講義と実技　「基本ストローク」
3 バドミントン技術論2 講義と実技　「コースを打ち分ける」
4 バドミントン技術論3 講義と実技　「フットワーク」
5 バドミントン競技指導1 講義と実技　「ジュニア編」
6 バドミントン競技指導2 講義と実技　「シニア編」
7 バドミントン・トレーニ

ング論1
講義と実技　「導入編」

8 バドミントン・トレーニ
ング論2

講義と実技　「応用編」

9 バドミントン・コーチ論 講義と実技　「ティーチングとコー
チング」　

10 バドミントン戦術の指
導と事例の研究

講義と実技　「研究データの活用」　

11 バドミントン競技規則 講義と実技　「歴史とルール」　　
12 バドミントンゲームの

分析1
講義と実技　「シングルス」

13 バドミントンゲームの
分析2

講義と実技　「ダブルス」

14 理論及び技術習得試験
とまとめ

試験と授業振り返り

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1回～14回：準備学習、復習、課題
本授業の準備学習・復習時間は合わせて各回4時間以上とします。
【テキスト（教科書）】
升佑二郎著「必ずうまくなるバドミントン　基本と練習法」
出版社：コスミック出版　出版年：2023年
【参考書】
DVD教材「日本初のバドミントン博士！ 升佑二郎の最新科学トレーニング」
出版社：ティアンドエイチ　出版年：2017年
【成績評価の方法と基準】
授業への参加度（70%）、技術習得および指導法の実技試験（30%）により評
価する。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
体育館シューズ
【その他の重要事項】
春学期科目のバドミントン実習を併せて履修することが望ましい。

本科目担当教員は日本スポーツ協会バドミントンコーチ4の資格を有し、日本
バドミントン協会指導者資格講習会の講師を務めており、学校現場における
バドミントンの指導法に関する講義を行う。
【Outline (in English)】
【Course outline】Sport is thought to be an important act that fulfills
the intrinsic human need for moving the body, and it promotes
refreshing feelings and senses of accomplishment and solidarity, while
playing a major role in maintaining/promoting health as a basis
for life-fulfillment, enhancing physical fitness, and supporting youth
development.
【Learning Objectives】This course aims to help students learn the
pleasure and enjoyment of exercise, in addition to the above-mentioned
effects, through badminton.
【Learning activities outside of classroom】Before/after each class
meeting, students will be expected to spend four hours to understand
the course content.
【Grading Criteria /Policy】）Your overall grade in the class will be decided
based on the following
Skill test: 30%、in class contribution: 70%
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ソフトボール実習

北川　純也

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実技
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1～4年次／
1単位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ソフトボールにおける「投・捕・打・走」の基本的な技術を習得し，ルールや
安全面での留意事項等の知識を学習することによって，ソフトボールの指導
方法を身につけることを目的とする．
【到達目標】
・ソフトボールにおける基本的技術をゲーム中に発揮することができる．
・ソフトボール競技の競技特性やルール，戦術について理解し，説明すること
ができる．
・ソフトボールの指導に必要な知識，安全面への配慮や留意点などを理解し，
説明することができる．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
基本的技術を習得するため，屋外での実技を基本とする．ただし，ルールや
戦術などの基本的知識を学習する場合には，屋内での講義も実施する（天候
等による急な変更もあり得る）．また,毎授業にリアクションペーパーの提出を
必須とする．
授業で提出されたリアクションペーパーのコメントや質問等は，その次の授
業の際に取り上げて全体に対してフィードバックを行う．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業内容および留意事項の説明
第2回 投球の基本的技術 ボール慣れ・オーバーハンドスロー
第3回 グラブ操作の基本的技術 グラブ操作・キャッチボール
第4回 捕球の基本的技術① フライ捕球
第5回 捕球の基本的技術② ゴロ捕球
第6回 打撃・犠打の基本的技術 ティーバッティング・トスバッティ

ング・送りバント
第7回 投手の基本的技術 ウインドミル投法
第8回 走塁の基本的技術 ベースランニング
第9回 ノックの基本的技術 内野手および外野手へのノック
第10回 ソフトボールの基本的

ルール
ソフトボールと野球のルールの違い

第11回 ソフトボールの基本的
な技術の指導

各基本的技術を指導する際の留意点

第12回 ミニ試合 特別ルールを用いての試合
第13回 試合 これまでに学習および習得したルー

ルと基本的技術を用いての試合
第14回 学期末まとめと試験 まとめ・理解度テスト
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第１回：授業のスケジュールや準備事項等の確認．
第２～１３回：前回授業の復習と次回授業の予習（提出課題等）．
第１４回：総合的な復習．
本授業の準備学習・復習時間は合わせて１時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
特に定めず，必要に応じて資料を配布する．
【参考書】
中学校学習指導要領（平成29年3月告示文部科学省）
中学校学習指導要領解説　保健体育編（平成29年7月文部科学省）
高等学校学習指導要領（平成30年3月告示文部科学省）
高等学校学習指導要領解説　保健体育編・体育編（平成30年7月文部科学省）
ソフトボール指導教本（日本ソフトボール協会）
【成績評価の方法と基準】
授業への参加姿勢（５０％）・授業時の課題提出（２０％）・テスト（３０％）
から評価する．
・ソフトボールにおける基本的技術をゲーム中に発揮することができる．
・ソフトボール競技の競技特性やルール，戦術について理解し，説明すること
ができる．
・ソフトボールの指導に必要な知識，安全面への配慮や留意点などを理解し，
説明することができる．
・授業中の発言や取り組み姿勢によって受講態度を評価する．

【学生の意見等からの気づき】
説明の際などの話をするスピードが速いので，ゆっくりと話すように留意する．
【学生が準備すべき機器他】
特になし．
【その他の重要事項】
この科目（ソフトボール実習）の単位取得後、「ソフトボール指導論演習」に
ついても履修することを推奨.

【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
The aim of this course is to acquire the necessary skills and knowledge
needed to coaching softball.
It also enhances basic skills of “throwing, catching, hitting, running”
and knowledge of rules and safety in softball.
【到達目標（Learning Objectives）】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
-A. Students can demonstrate the basic skills of softball in the game.
-B. Students can understand and explain the characteristics, rules, and
tactics of softball competition.
-C. Students can understand and explain necessary knowledge, safety
considerations and points to keep in mind in order to teach softball.
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Experiment/Practice(one-credit)
1：Check class schedule and preparations
2 13 ： Review of the previous class and preparation for the next
class(including short reports)
14：Comprehensive review
Your required study time is at least one hour for each class meeting.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Your overall grade in the class will be decided based on the following
in class contribution: 50%, Short reports : 20%, Term-end examination:
30%.
By the end of the course, students should be able to do the followings:
-A. Students can demonstrate the basic skills of softball in the game.
-B. Students can understand and explain the characteristics, rules, and
tactics of softball competition.
-C. Students can understand and explain necessary knowledge, safety
considerations and points to keep in mind in order to teach softball.
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

ソフトボール指導論演習

北川　純也

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・演習
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
2単位
曜日・時限：火2/Tue.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ソフトボールにおける「投・捕・打・走」の基本的な技術を習得し，ルールや
安全面での留意事項等の知識を学習することによって，ソフトボールの指導
方法を身につけることを目的とする．
【到達目標】
・ソフトボールにおける基本的技術をゲーム中に発揮することができる．
・ソフトボール競技の競技特性やルール，戦術について理解し，説明すること
ができる．
・ソフトボールの指導に必要な知識，安全面への配慮や留意点などを理解し，
説明することができる．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
基本的技術や指導方法を習得するための屋外での実技，ルールや戦術などの
基本的知識や指導のために必要となる知識を学習するための屋内での講義を
実施する (天候等による急な変更もあり得る）．指導方法を習得するための実
技では，小グループでの相互指導（模擬授業）を行う．また,毎授業にリアク
ションペーパーの提出を必須とする．
授業で提出されたリアクションペーパーのコメントや質問等は，その次の授
業の際に取り上げて全体に対してフィードバックを行う．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 授業内容および留意事項の説明
第2回 さまざまな練習方法（守

備・ピッチング）
守備とピッチングについての練習方
法の紹介とその意図

第3回 さまざまな練習方法（打
撃・走塁）

打撃と走塁についての練習方法の紹
介とその意図

第4回 年代別のソフトボール
指導

各世代・各カテゴリーへの指導方法
と留意点

第5回 学校体育におけるソフ
トボール指導

学習指導要領に示されている目標を
踏まえた指導

第6回 ソフトボール（野球）を
実施する上での安全面
への配慮

ソフトボールおよび野球で起こりや
すいケガや事故

第7回 投球の指導演習 投球についての小グループでの相互
指導（模擬授業）

第8回 ゴロ捕球の指導演習 ゴロ捕球についての小グループでの
相互指導（模擬授業）

第9回 フライ捕球の指導演習 フライ捕球についての小グループで
の相互指導（模擬授業）

第10回 打撃の指導演習 打撃についての小グループでの相互
指導（模擬授業）

第11回 ウインドミル投法の指
導演習

ウインドミル投法についての小グ
ループでの相互指導（模擬授業）

第12回 犠打・走塁の指導演習 犠打・走塁についての小グループで
の相互指導（模擬授業）

第13回 指導者の役割と心得 指導者の役割と心得ておくべきこと
第14回 学期末まとめ 春学期のまとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第１回：ソフトボール実習の復習（基本的な技術およびルールの理解）．
第２～１３回：前回授業の復習と次回授業の予習（提出課題等）．
第１４回：総合的な復習．
本授業の準備学習・復習時間は合わせて4時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
特に定めず，必要に応じて資料を配布する．
【参考書】
中学校学習指導要領（平成29年3月告示文部科学省）
中学校学習指導要領解説　保健体育編（平成29年7月文部科学省）
高等学校学習指導要領（平成30年3月告示文部科学省）
高等学校学習指導要領解説　保健体育編・体育編（平成30年7月文部科学省）
ソフトボール指導教本（日本ソフトボール協会）

【成績評価の方法と基準】
授業への参加姿勢（４０％）・授業時の課題提出（２０％）・相互指導（模擬授
業）レポート（２０％）・学期末レポート課題（２０％）から評価する．
・ソフトボールにおける基本的技術をゲーム中に発揮することができる．
・ソフトボール競技の競技特性やルール，戦術について理解し，説明すること
ができる．
・ソフトボールの指導に必要な知識，安全面への配慮や留意点などを理解し，
説明することができる．
・授業中の発言や取り組み姿勢によって受講態度を評価する．
【学生の意見等からの気づき】
説明の際などの話をするスピードが速いので，ゆっくりと話すように留意する．
【学生が準備すべき機器他】
特になし．
【その他の重要事項】
この授業は，「ソフトボール実習」を理解することが前提となる．
「ソフトボール指導論演習」のみの履修は基本的には認めない．
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
The aim of this course is to acquire the necessary skills and knowledge
needed to coaching softball.
It also enhances basic skills of “throwing, catching, hitting, running”
and knowledge of rules and safety in softball.
【到達目標（Learning Objectives）】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
-A. Students can demonstrate the basic skills of softball in the game.
-B. Students can understand and explain the characteristics, rules, and
tactics of softball competition.
-C. Students can understand and explain necessary knowledge, safety
considerations and points to keep in mind in order to teach softball.
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Lecture/Exercise(two-credits)
1：Preparation for basic skills and rules
2 13 ： Review of the previous class and preparation for the next
class(including short reports)
14：Comprehensive review
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Your overall grade in the class will be decided based on the following
in class contribution: 40%, Short reports : 20%, Mock lesson : 20%,
Term-end reports: 20%.
By the end of the course, students should be able to do the followings:
-A. Students can demonstrate the basic skills of softball in the game.
-B. Students can understand and explain the characteristics, rules, and
tactics of softball competition.
-C. Students can understand and explain necessary knowledge, safety
considerations and points to keep in mind in order to teach softball.
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

陸上競技実習

苅部　俊二

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実技
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：水3/Wed.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
陸上競技の走・跳・投について、基礎的な理論および技術を習得し、その指導
法を身につける。
【到達目標】
陸上競技の走・跳・投種目について、実技力、実践力を高め、これらの習得を
もとに将来指導者としてのあり方を学び、指導法、指導内容やトレーニング
計画法を学習する。
また、教員採用試験の受験課題に対応した技能を習得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
陸上競技の走・跳・投種目の技術習得および指導のための科学的な知識を学
習する。運動生理学やバイオメカニクスなどといったスポーツ科学の視点か
ら陸上競技をとらえ、理解を深めるとともに実際にその技術を習得する。さ
らにトレーニング理論や発育発達，運動心理学をふまえたトレーニング方法
の立案、コーチング法を学び、陸上競技の指導法を習得する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

陸上競技の歴史・概要
授業概要および陸上競技の歴史・特
性について学習する。

第2回 陸上競技の基礎 陸上競技の生理学、力学について学
習する。

第3回 走運動の理論
（短距離走）

短距離走のルールを学び、その指導
法、疾走動作について学習する。

第4回 走運動の実技
（短距離走）

スタート、疾走動作の実践、タイム
トライアルの実施。

第5回 走運動の理論
（ハードル走）

ハードル走のルールを学び、その指
導法、ハードリング動作について学
習する。

第6回 走運動の実技
（ハードル走）

ハードル走の実践、タイムトライア
ルを行う。

第7回 走運動の理論
（長距離）

長距離競技の特性、ルール、指導法
を学習する。

第8回 走運動の実技
（長距離）

長距離競技の実践、タイムトライア
ルを行う。

第9回 跳躍運動の理論
（走幅跳）

走幅跳の特性、ルール、指導方法、
跳躍動作について学習する。

第10回 跳躍運動の実技
（走幅跳）

走幅跳の実践、トライアルを行う。

第11回 跳躍運動の理論
（走高跳）

走高跳の特性、ルール、指導法を学
習する。

第12回 跳躍運動の実技
（走高跳）

走高跳の実践、トライアルを行う。

第13回 投運動の理論
（砲丸投）

砲丸投の特性、ルール、指導法を学
習する。

第14回 投運動の実技
（砲丸投）

砲丸投の実践、トライアルを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の予習復習を必須としますが、特に実技を実施する授業の前に、前回授
業に実施する競技特性、ルールなどの復習を行うこと。
本授業の準備学習・復習時間は各 1時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に設けない。必要に応じて適宜資料を配布する。
【参考書】
陸上競技指導教本アンダー16・19基礎から身につく陸上競技初級編　　財）
日本陸上競技連盟編　大修館書店
陸上競技指導教本アンダー16・19 レベルアップの陸上競技 上級編　財）日
本陸上競技連盟編　大修館書店
【成績評価の方法と基準】
授業への積極的な貢献度（60％）と提出物（40％）による。

【学生の意見等からの気づき】
学生にとって有意義な授業を行いたいと思います。
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
The aim of this practice course is to develop a theoretical understanding,
then master theories and techniques of track-and-field.
【到達目標（Learning Objectives）】
The goals of this course learn to the theories and techniques of track-
and-field.
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Your study time will be more than two hours for a class.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Final grade will be calculated according to the following process:
practical examination (60%) and usual performance score (30%).
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

陸上競技指導論演習

苅部　俊二

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・演習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：水2/Wed.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
陸上競技の走・跳・投について、その理論を習得し、陸上競技の指導法を身に
つける。
【到達目標】
陸上競技の走・跳・投について，理論、実技を通じて学習し，これらの習得を
もとに将来指導者としてのあり方を学び、指導法、指導内容やトレーニング
計画法を身につける。
教員採用試験の受験課題となる陸上競技の基礎的な理論、ルールを学習する
とともに実際の授業の展開や安全な授業づくりの方法を習得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
陸上競技種目の走・跳・投について技術習得および指導のための科学的な知識
を得ることを目的に、運動生理学やバイオメカニクスなどといったスポーツ
科学の視点から陸上競技をとらえ理解を深めるとともに実際にその技術を習
得する。さらにトレーニング理論や発育発達，運動心理学をふまえたトレー
ニング方法の立案，コーチング法を学び，陸上競技の指導法を習得する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 陸上競技の指導法 陸上競技のコーチング・心理につい

て理解を深め指導法を学習する。ま
た、指導案の作成方法、トレーニン
グ計画の立案法について学習する。

第2回 走運動の理論・指導
（短距離走）

短距離走のルールを学び、その理論
および指導法を学習する。

第3回 走運動の実践および指
導実践
（短距離走）

走運動を実施し、その指導法を学ぶ。

第4回 走運動の理論および指
導法
（リレー競技）

リレー競技を実施し、その指導法を
学ぶ。

第5回 走運動の理論および指導
（ハードル走）

ハードル走のルールを学び指導法を
学習する。

第6回 跳躍運動の理論および
指導
（走幅跳・三段跳）

走幅跳・三段跳のルールを学び、そ
の理論および指導法を学習する。

第7回 跳躍運動の理論および
指導
（走高跳・棒高跳）

走高跳・棒高跳のルールを学び、そ
の理論および指導法を学習する。

第8回 跳躍運動の実践および
指導実践
（走幅跳）

跳躍運動を実施し、その指導法を学
ぶ。

第9回 投運動の理論および指導
（砲丸投・円盤投）

砲丸投・円盤投のルールを学び、そ
の理論および指導法を学習する。

第10回 投運動の理論および指導
（やり投げ・ハンマー投
げ）

やり投げ・ハンマー投げのルールを
学び、その理論および指導法を学習
する。

第11回 投運動の実践および指
導実践
（砲丸投）

投運動を実施し、その指導法を学ぶ。

第12回 走運動の指導案作成と
指導実習

走運動の指導案を作成し、模擬授業
を行う。

第13回 跳躍運動の指導案作成
と指導実習

跳躍運動の指導案を作成し、模擬授
業を行う。

第14回 投運動の指導案作成と
指導実習

投運動の指導案を作成し、模擬授業
を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1回：特になし
第2～14回：陸上競技の指導法について予習復習を実施する。
本授業の準備・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に設けない。必要に応じて適宜資料を配布する。

【参考書】
陸上競技指導教本アンダー16・19基礎から身につく陸上競技初級編　　財）
日本陸上競技連盟編　大修館書店
陸上競技指導教本アンダー16・19 レベルアップの陸上競技 上級編　財）日
本陸上競技連盟編　大修館書店
【成績評価の方法と基準】
授業への積極的な貢献度（60％）、提出物（40％）によって評価する。
【学生の意見等からの気づき】
学生にとって有意義な講義を行います。
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
In this course, students will learn and master the training theories and
coaching methods of track-and-field.
【到達目標（Learning Objectives）】
The goals of this course learn to the training theories and coaching
methods of track-and-field.
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Your study time will be more than four hours for a class.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Final grade will be calculated according to the following process:
practical examination　 (30%) and usual performance score (70%).
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

野外教育実習（スノー）

高見　京太、島本　好平

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実技
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／1単
位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ウインタースポーツとして人気の高い、スキーおよびスノーボードを生涯に
わたって楽しむことができるための知識と技術を習得するとともに、ウイン
タースポーツの指導者として活動できるための基盤を身につける。
【到達目標】
ウインタースポーツについて、その特性や意義・役割を理解し、方法論、指導
論を現場での実習によって行うことにより、ウインタースポーツの技術と指
導及び野外教育のあり方について学ぶ。
具体的な到達目標としては、
①受講者全員がスキーならびにスノーボードを体験し、その素晴らしさ、魅
力を体得する。
②SAJ（全日本スキー連盟）のバッジテストに基づいた客観的エビデンスを
得る。
③将来、青少年教育に従事するときに必要な実技・ライフ・マネジメント・ディ
シジョンメーキング・リーダーとしての必要な資質と心構えを身につける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
・11月下旬と1月上旬にそれぞれ1回ずつ事前学習を実施する。
・スキー場での実習は、2月上旬の日程で上信越地方のスキー場にて実施する
（これまでは白馬八方尾根スキー場、野沢温泉スキー場にて実施）。
・実習前半の日程でスキーを、後半の日程でスノーボードを、それぞれ自身に
合ったレベルの班に所属し実践する。
・実習期間中には日誌に、実習内容と反省ならびに翌日の目標を記載して、自
らの能力向上と野外教育指導者として活動できる基盤の養成を目指す。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 第１回事前学習

（11月下旬）
スノー・スポーツの特性を理解し、
野外教育活動としてのスキー・ス
ノーボードの役割と実施の仕方を学
習する。

2 第２回事前学習
（1月上旬）

スキーまたはスノーボードの基本事
項を確認し、滑走運動のメカニズム
について学習する。

3 開講式・班編成 実習のガイダンス、実習開始時の実
技評価を実施する。種目および技術
別のグループ編成をする。

4 １日目午後の実技講習 種目および技術別のグループに分か
れて、基礎および基本技術の練習を
行う。

5 １日目夜の講義 ビデオ映像をもとに、基礎および基
本技術について議論する。

6 ２日目午前の実技講習 種目および技術別のグループに分か
れて、基本および初級技術の練習を
行う。

7 ２日目午後の実技講習 種目および技術別のグループに分か
れて、基本および初級技術の到達状
況を確認する。

8 ２日目夜の講義 ビデオ映像をもとに、基本および初
級技術について議論する。

9 ３日目午前の実技講習 種目および技術別のグループに分か
れて、初級および中上級技術の練習
を行う。

10 ３日目午後の実技講習 種目および技術別のグループに分か
れて、初級および中上級技術の到達
状況を確認する。

11 ３日目夜の講義 野外教育について議論する
12 ４日目午前の実技講習 様々な滑走技術やグランドトリック

の練習を行う。
13 実技テスト ＳＡＪの評価基準に基づいた実技評

価を行い、実習開始時からの技術の
向上を確認する

14 閉講式・実習の振り返り 実習全体を振り返り、レポートを作
成する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
実習期間が始まる前に、スキー、スノーボードの図書や映像教材によって技
術や理論の理解を深めるとともに、必要な体力を身に付け、万全の体調で実
習に望めるようにする。
実習期間中は、毎日、実習日誌への記述を通して、滑走技術や野外教育の指
導法などについて振り返りをする。本授業の準備学習・復習時間は合わせて
1時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
本授業用に作成したテキストおよび実習日誌を配布する
【参考書】
・『スキー教程』全日本スキー連盟（スキージャーナル社）
・『スキーへの誘い』全日本スキー連盟（スキージャーナル社）
・『資格検定受検者のために』全日本スキー連盟 (スキージャーナル社)

【成績評価の方法と基準】
・実習前講義を、正当な理由無く欠席した者はスキー場での実習参加を認めな
い。したがって、単位の取得はできない。
・事前学習の平常点 (11%)
・レポート課題 (20%)
・実習の平常点 (34%)
・ワークショップの平常点 (15%)
・実技テスト (10%)
・実習日誌 (10%)

【学生の意見等からの気づき】
現場からの学びを大切にすることを心がける。
【Outline (in English)】
Course outline
The purpose of this class is to acquire knowledge and skills to enjoy
skiing and snowboarding throughout life and to acquire the foundation
for being able to act as a leader of winter sports.
Learning Objectives
By the end of the course, students should be able to do the followings:
-Experience the wonders and charms of skiing or snowboarding.
-Obtain objective evidence based on the SAJ (Ski Association of Japan)
badge test.
-Aim to become a leader who has acquired the necessary qualities and
attitudes as a practical skill, life management, decision-making leader,
which is necessary when engaging in youth education in the future.
Learning activities outside of classroom
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than four hours
for a class.
Grading Criteria /Policy
Your overall grade in the class will be decided based on the following
・the quality of the students’ experimental performance(11%)
Report assignment (20%), Normal point of training (34%), Workshop
normal points (15%), Practical test (10%), Training diary (10%)
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HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

柔道実習

佐藤　伸一郎

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実技
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：1～4年次／
1単位
曜日・時限：土1/Sat.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
柔道の基本動作と投げ技、固め技（抑え技）を習得する。
【到達目標】
・学習指導要領解説保健体育編に例示されている投げ技と固め技（抑え技）に
よる攻防ができるようにする。
・礼法を習得する。
・受け身を習得し、安全に柔道ができるようにする。
・柔道の基本動作（構え、組み方、歩き方、体さばき）を習得することで投げ
技と固め技がスムーズに行えるようにする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
・柔道場において柔道衣を着用して実技をおこなう。
・技の概要やポイント、安全で効果的な指導手順や練習の行い方などについて
示範しながら解説する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業の概要とその進め方 オリエンテーション、柔道衣の着方

と礼法
2 基本動作の習得とその

指導手順
受け身や体さばきなどの基本動作

3 投げ技の習得とその指
導手順1

膝車、支え釣り込み足

4 投げ技の習得とその指
導手順2

体落とし

5 練習法の理解とその実
際1

練習法（かかり練習、約束練習）

6 固め技の習得とその指
導手順1

けさ固め、横四方固め、上四方固め

7 固め技の習得とその指
導手順2

抑え技への入り方と固め技の攻防

8 投げ技の習得とその指
導手順

大腰、釣り込み腰

9 練習法の理解とその実
際2

練習法（自由練習）

10 投げ技の習得とその指
導手順1

背負い投げ、払い腰

11 投げ技の習得とその指
導手順2

大内刈り、小内刈り、大外刈り

12 技の連絡変化 投げ技と固め技の連絡変化
13 試合 簡易な試合の行い方と審判法
14 授業のまとめと評価 技能テスト、まとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・授業内で指示するが、中学校及び高等学校学習指導要領解説保健体育編（文
部科学省）読み込むこと。
・まず受け身を身につけることが肝要であり、安全にも結びつくので、授業以
外でも場所を見つけて受け身の練習をしてください。
・本授業の準備学習・復習時間は合わせて 1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
・中学校及び高等学校学習指導要領解説保健体育編（文部科学省）
【参考書】
・柔道授業づくり教本（全日本柔道連盟）
・柔道の安全指導第四版（全日本柔道連盟）など
【成績評価の方法と基準】
・授業への積極的な参加姿勢と礼法　40％
・受け身テスト（後ろ、横、前、前まわり）20％
・技能テスト（授業で取り上げた投げ技と固め技）40％
【学生の意見等からの気づき】
自由練習（乱取り）の機会を多く設定した。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。

【その他の重要事項】
秋学期の柔道指導論演習も履修することが望ましい。
履修者が30名を超える場合は人数制限する場合があります。
【Outline (in English)】
【Course outline】
Judo is a culture unique to Japan that originated from Jiu-jitsu, etc.,
and by learning basic movements and basic techniques according to the
movement of the opponent, attacking the opponent and defending the
opponent’s technique, To be able to enjoy the fun and joy of competing
for victory or defeat.
【Learning Objective】
To be able to attack and defend with the throwing techniques and
katame-techniques.
To master “Rei-hou".
To master "ukemi" so that students can perform judo safely.
To master the basic movements of Judo (stance, kumi-kata, way
of walking, and bodywork) so that students can smoothly execute
nage-waza and katame-waza.
【Learning activities outside of classroom】
The first thing to do is to learn “ukemi", which will lead to safety, so
please find a place outside of class to practice “ukemi".
The standard total preparation and review time for this class is one
hour.
【Grading Criteria /Policy】
Active participation in class and courtesy 40%
“Ukemi" test (back, side, front, and forward): 20%.
Skills test (“nage” and “katame’ techniques covered in class) 40%
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HSS100IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

柔道指導論演習

佐藤　伸一郎

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・演習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：土1/Sat.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
中学校及び高等学校の保健体育の授業における、武道の授業づくりについて
演習する。
【到達目標】
・武道の特性を生かした安全で効果的な授業を展開できるようにする。
・技能が進んだ希望者には、昇段審査の機会を紹介するなど有段者への道を
拓く。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
・対面で授業ができる状況になった場合には対面授業を行う。
・武道の歴史や特性について分析し、学習指導計画の作成演習を行う。
・作成した学習指導案の発表し、それに対して全員でコメントおよび修正でき
るようにする。
・武道における怪我や事故の具体的事例を分析し、安全な授業づくりについて
考える。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業の概要とその進め方 オリエンテーション（授業の進め方）
2 武道の歴史と特性 武道の歴史と特性
3 学習指導要領解説「保健

体育編」
学習指導要領改訂の要点と武道の扱
い（中学校における武道必修化の目
指すもの）

4 学習指導計画① 学習指導計画の作成の仕方と留意点
5 学習指導計画② 武道の単元計画及び学習指導案作成

演習
6 仮模擬授業① 膝車、支え釣り込み足の解説と指導

演習
7 仮模擬授業② 体落としの解説と指導演習
8 仮模擬授業③ 大腰の解説と指導演習
9 仮模擬授業④ 大内刈りの解説と指導演習
10 仮模擬授業⑤ 抑え技の解説と指導演習
11 仮模擬授業⑥ 練習法と試合の解説と指導演習
12 学習指導計画① 観点別評価による評価規準の設定の

仕方と留意点
13 学習指導計画② 観点別評価による評価演習

武道における安全指導
14 授業のまとめと評価 試験、まとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・授業内で指示するが、中学校及び高等学校学習指導要領解説保健体育編（文
部科学省）読み込むこと。
柔道独特の特殊な動作が多いので、デモンストレーションができるようにそ
の習得に時間をかけてください。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
・中学校及び高等学校学習指導要領解説保健体育編（文部科学省）
【参考書】
・柔道授業づくり教本（全日本柔道連盟）
・柔道の安全指導第三版（全日本柔道連盟）など
【成績評価の方法と基準】
・模擬授業試験　　50％
グループを作り先生役と生徒役に分かれ模擬授業を行います。授業のテーマ
の選び方、テーマに対する授業の組み立ての整合性、デモンストレーション
の巧拙、言葉のわかりやすさなどを評価します。
・平常点　（小レポート）　　　　50％
積極的な授業参加度合いと小レポートで評価します。
【学生の意見等からの気づき】
模擬授業などの演習や実技練習の機会を多く設定した。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。

【その他の重要事項】
春学期の柔道実習を履修した後に履修することが望ましい。
履修者が30名を超える場合は人数制限する場合があります。
【Outline (in English)】
【Course outline】
Martial arts is a culture unique to Japan that originated from martial
arts, etc., and by learning basic movements and basic techniques
according to the movement of the opponent, attacking the opponent
and defending the opponent’s technique, It is an exercise where you can
enjoy the fun and joy of competing for victory or defeat. Practice making
the martial arts class.
【Learning Objective】
To be able to conduct safe and effective classes that take advantage of
the characteristics of martial arts.
To choose words that are easy for students to understand, and to give
effective demonstrations that help them understand.
For those who wish to advance their skills, we will introduce
opportunities for dan promotion and other means to help them become
dan masters.
【Learning activities outside of classroom】
The students will be instructed in class, but they should also read
the Health and Physical Education section of the Courses of Study
for Junior High Schools and High Schools (Ministry of Education,
Culture, Sports, Science and Technology). Since there are many special
movements unique to judo, please take time to learn them. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
Practice class exam 50%.
Students will be divided into groups and take on the roles of teacher
and students to conduct a mock class. The teacher and students will be
evaluated on how they choose the theme of the class, the consistency
of the class structure with respect to the theme, the skill of their
demonstration, and the clarity of their language.
Ordinary score: 50%.
Evaluation will be based on the degree of active participation in class
and comments made.

— 305 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1
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柔道指導論演習

佐藤　伸一郎

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・演習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：1～4年次／2単
位
曜日・時限：土2/Sat.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
中学校及び高等学校の保健体育の授業における、武道の授業づくりについて
演習する。
【到達目標】
・武道の特性を生かした安全で効果的な授業を展開できるようにする。
・技能が進んだ希望者には、昇段審査の機会を紹介するなど有段者への道を
拓く。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
・対面で授業ができる状況になった場合には対面授業を行う。
・武道の歴史や特性について分析し、学習指導計画の作成演習を行う。
・作成した学習指導案の発表し、それに対して全員でコメントおよび修正でき
るようにする。
・武道における怪我や事故の具体的事例を分析し、安全な授業づくりについて
考える。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業の概要とその進め方 オリエンテーション（授業の進め方）
2 武道の歴史と特性 武道の歴史と特性
3 学習指導要領解説「保健

体育編」
学習指導要領改訂の要点と武道の扱
い（中学校における武道必修化の目
指すもの）

4 学習指導計画① 学習指導計画の作成の仕方と留意点
5 学習指導計画② 武道の単元計画及び学習指導案作成

演習
6 仮模擬授業① 膝車、支え釣り込み足の解説と指導

演習
7 仮模擬授業② 体落としの解説と指導演習
8 仮模擬授業③ 大腰の解説と指導演習
9 仮模擬授業④ 大内刈りの解説と指導演習
10 仮模擬授業⑤ 抑え技の解説と指導演習
11 仮模擬授業⑥ 練習法と試合の解説と指導演習
12 学習指導計画① 観点別評価による評価規準の設定の

仕方と留意点
13 学習指導計画② 観点別評価による評価演習

武道における安全指導
14 授業のまとめと評価 試験、まとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・授業内で指示するが、中学校及び高等学校学習指導要領解説保健体育編（文
部科学省）読み込むこと。
柔道独特の特殊な動作が多いので、デモンストレーションができるようにそ
の習得に時間をかけてください。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
・中学校及び高等学校学習指導要領解説保健体育編（文部科学省）
【参考書】
・柔道授業づくり教本（全日本柔道連盟）
・柔道の安全指導第三版（全日本柔道連盟）など
【成績評価の方法と基準】
・模擬授業試験　　50％
グループを作り先生役と生徒役に分かれ模擬授業を行います。授業のテーマ
の選び方、テーマに対する授業の組み立ての整合性、デモンストレーション
の巧拙、言葉のわかりやすさなどを評価します。
・平常点　（小レポート）　　　　50％
積極的な授業参加度合いと小レポートで評価します。
【学生の意見等からの気づき】
模擬授業などの演習や実技練習の機会を多く設定した。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。

【その他の重要事項】
春学期の柔道実習を履修した後に履修することが望ましい。
履修者が30名を超える場合は人数制限する場合があります。
【Outline (in English)】
【Course outline】
Martial arts is a culture unique to Japan that originated from martial
arts, etc., and by learning basic movements and basic techniques
according to the movement of the opponent, attacking the opponent
and defending the opponent’s technique, It is an exercise where you can
enjoy the fun and joy of competing for victory or defeat. Practice making
the martial arts class.
【Learning Objective】
To be able to conduct safe and effective classes that take advantage of
the characteristics of martial arts.
To choose words that are easy for students to understand, and to give
effective demonstrations that help them understand.
For those who wish to advance their skills, we will introduce
opportunities for dan promotion and other means to help them become
dan masters.
【Learning activities outside of classroom】
The students will be instructed in class, but they should also read
the Health and Physical Education section of the Courses of Study
for Junior High Schools and High Schools (Ministry of Education,
Culture, Sports, Science and Technology). Since there are many special
movements unique to judo, please take time to learn them. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
Practice class exam 50%.
Students will be divided into groups and take on the roles of teacher
and students to conduct a mock class. The teacher and students will be
evaluated on how they choose the theme of the class, the consistency
of the class structure with respect to the theme, the skill of their
demonstration, and the clarity of their language.
Ordinary score: 50%.
Evaluation will be based on the degree of active participation in class
and comments made.
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

スイミング実習

金田　和也

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実技
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
指導者としての基本的な心構えと水の事故を防止する指導、並びに指導法を
学習すると同時に、４泳法（自由形・背泳ぎ・平泳ぎ・バタフライ）が正しく
泳げるようになること。水泳の歴史的背景と水中運動の特性について理解を
深めると共に、水中運動を通して抵抗・揚力・推進力を体得する。各種目に起
こりがちな泳法的な誤り、指導法について実技を通して学習する。
【到達目標】
4種目 (自由形・背泳ぎ・平泳ぎ・バタフライ)の泳法・ターン・スタートにつ
いて実践とビデオで学習して行く。DVD等を鑑賞しての受講者と日本代表選
手との違いなどについても学習する。100m個人メドレー。出来れば200m個
人メドレーを泳げる泳力を身に付けたい。また、水の特性から中高年者や障
がいをもった人、有疾患者への活用が推奨される水中運動の基本的な理論を
理解し、個々人に合わせた指導法を習得する。また、水中運動における安全
管理についても学ぶ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
１回目はガイダンスとして受講者を確認する。2回目からは自由形、背泳ぎ、
平泳ぎ、バタフライの初心者指導について、どのように指導していくかをレ
ポート形式で作成する。5/28からはビデオを見て感じたことをメモしてもら
いたい。コロナの影響でプールに入っての指導ができなかった場合は最終日
にレポートを提出して評価とします。
生涯スポーツとしての水泳はシーズンスポーツでなく室内プールの充実にと
もない年間を通じて計画されるスポーツになった。
スイミングクラブの普及につれ社会体育における水泳の果たす役割も重要に
なり多くの指導者が求められるようになってきている。
水泳指導者は、広い一般教養はもとより、水泳の技術および指導に関する科
学的な基礎理論とそれに基づいた (実習)すぐれた泳ぎを学ばなければならな
い。ビデオ撮影・水泳部員の模範泳法・DVD鑑賞などを織り交ぜて授業を展
開して行く。
実技を中心に学び指導者としての授業を展開して行く。
他施設をお借りしての授業となります
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし /No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
ガイダンス 学習内容の理解 授業の流れや課題を確認し、水の特

性から中高年者や障がいをもった人、
有疾患者への活用が推奨される水中
運動の基本的な理論を理解する

実技 自由形① 水慣れ
呼吸法
浮き身
蹴伸びからのバタ足
ビート板使用のバタ足
水中運動。

実技 自由形② 蹴伸びからのバタ足
ビート板使用のバタ足
ビート板使用コンビネーション (呼吸
付き)
コンビネーション

実技 自由形③ 呼吸付き自由形で25m以上泳げるよ
うにする。

実技 背泳ぎ① 浮き身
ビート板使用背泳ぎキック
ビート板無し背泳ぎキック
呼吸法

実技 背泳ぎ② 浮き身
ビート板使用背泳ぎキック
ビート板無し背泳ぎキック
コンビネーション

実技 背泳ぎ③ 呼吸付き背泳ぎで25m以上泳げるよ
うにする。

実技 平泳ぎ① プールサイドでのキック
壁キック
ビート板使用キック
ビート板無しキック

実技 平泳ぎ② 壁キック
ビート板使用キック
ビート板無しキック
コンビネーション

実技 平泳ぎ③ 呼吸付き平泳ぎで25m以上泳げるよ
うにする。

実技 バタフライ① 壁キック
ビート板無しキック
ビート板使用キック
ビート板使用片手バタフライ

実技 バタフライ② ビート板無しキック
ビート板使用キック
ビート板使用片手バタフライ
ビート板無し片手バタフライ
コンビネーション

実技 バタフライ③ 呼吸付きバタフライで25m以上泳げ
るようにする。

実技 個人メドレー① 4種目の復習
バタフライから背泳ぎ
背泳ぎから平泳ぎ
平泳ぎから自由形のターンを意識
して
100m個人メドレーを泳ぐ。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
「水泳指導教本」　日本水泳連盟　　大修館書店
インターネットから日本代表選手等の泳ぎを予習復習すること。本授業の準
備学習・復習時間は合わせて 1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない
【参考書】
「水泳指導教本」　日本水泳連盟　　大修館書店
【成績評価の方法と基準】
80%授業内の取り組み方
20%泳力テスト（各泳法の評価と100ｍ個人メドレーを行う）
【学生の意見等からの気づき】
受講者の映像をチェックして泳法指導に役立てる。
水温・室温の管理に気を配る
【Outline (in English)】
1 Course outline
To learn the basic attitude of a coach and how to prevent water
accidents, as well as learn how to swim correctly in the four strokes
(freestyle, backstroke, breaststroke, and butterfly). Deepen your
understanding of the historical background of swimming and the
characteristics of underwater exercise, and learn resistance, lift, and
propulsion through underwater exercise. Students will learn swimming
mistakes that tend to occur in each event and teaching methods through
practical skills.
2 Learning Objectives
You will learn about the strokes, turns and starts of the four strokes
(freestyle, backstroke, breaststroke, butterfly) through practice and
videos. By watching DVDs, etc., students will also learn about the
differences between the participants and the Japanese national team
players. 100m individual medley. If possible, I want to acquire the
swimming ability to swim the 200m individual medley.
Also through such lessons people learn safety concerns and target to
utilize that in actual lessons
3 Learning activities outside of classroom
The first time is to confirm the students as guidance. From the second
session onwards, we will create a report on how to teach beginners in
freestyle, backstroke, breaststroke, and butterfly. From May 28th, I
would like you to take notes on what you felt while watching the video.
If you are not able to enter the pool and instruct due to the influence of
Corona, you will be evaluated by submitting a report on the final day.
Swimming as a lifelong sport has become a sport that is planned
throughout the year as the indoor pool is enriched, rather than a
seasonal sport.
With the spread of swimming clubs, the role of swimming in social
physical education has become important, and many instructors have
come to be required.
Swimming instructors must learn not only a broad general education,
but also scientific basic theories concerning swimming techniques and
instruction, and (practical) excellent swimming based on them. The
class will be developed by interweaving video shooting, model swimming
methods of swimming club members, DVD viewing, etc.
We will develop classes as a leader by learning mainly on practical skills.
Classes will be held at other facilities
4 Grading Criteria /Policy
Normal score/How to work in class: 80%
Swimming test: 20% (evaluation of each swimming style and time
measurement of 100m individual medley)
Classes will be held at other facilities
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

スイミング実習

金田　和也

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実技
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：木2/Thu.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
指導者としての基本的な心構えと水の事故を防止する指導、並びに指導法を
学習すると同時に、４泳法（自由形・背泳ぎ・平泳ぎ・バタフライ）が正しく
泳げるようになること。水泳の歴史的背景と水中運動の特性について理解を
深めると共に、水中運動を通して抵抗・揚力・推進力を体得する。各種目に起
こりがちな泳法的な誤り、指導法について実技を通して学習する。
【到達目標】
4種目 (自由形・背泳ぎ・平泳ぎ・バタフライ)の泳法・ターン・スタートにつ
いて実践とビデオで学習して行く。DVD等を鑑賞しての受講者と日本代表選
手との違いなどについても学習する。100m個人メドレー。出来れば200m個
人メドレーを泳げる泳力を身に付けたい。また、水の特性から中高年者や障
がいをもった人、有疾患者への活用が推奨される水中運動の基本的な理論を
理解し、個々人に合わせた指導法を習得する。また、水中運動における安全
管理についても学ぶ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
１回目はガイダンスとして受講者を確認する。2回目からは自由形、背泳ぎ、
平泳ぎ、バタフライの初心者指導について、どのように指導していくかをレ
ポート形式で作成する。5/28からはビデオを見て感じたことをメモしてもら
いたい。コロナの影響でプールに入っての指導ができなかった場合は最終日
にレポートを提出して評価とします。
生涯スポーツとしての水泳はシーズンスポーツでなく室内プールの充実にと
もない年間を通じて計画されるスポーツになった。
スイミングクラブの普及につれ社会体育における水泳の果たす役割も重要に
なり多くの指導者が求められるようになってきている。
水泳指導者は、広い一般教養はもとより、水泳の技術および指導に関する科
学的な基礎理論とそれに基づいた (実習)すぐれた泳ぎを学ばなければならな
い。ビデオ撮影・水泳部員の模範泳法・DVD鑑賞などを織り交ぜて授業を展
開して行く。
実技を中心に学び指導者としての授業を展開して行く。
他施設をお借りしての授業となります
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
ガイダンス 授業の流れや課題など

を確認いたします。
授業の流れや課題を確認し、水の特
性から中高年者や障がいをもった人、
有疾患者への活用が推奨される水中
運動の基本的な理論を理解する

実技 自由形① 水慣れ
呼吸法
浮き身
蹴伸びからのバタ足
ビート板使用のバタ足
水中運動。

実技 自由形② 蹴伸びからのバタ足
ビート板使用のバタ足
ビート板使用コンビネーション (呼吸
付き)
コンビネーション

実技 自由形③ 呼吸付き自由形で25m以上泳げるよ
うにする。

実技 背泳ぎ① 浮き身
ビート板使用背泳ぎキック
ビート板無し背泳ぎキック
呼吸法

実技 背泳ぎ② 浮き身
ビート板使用背泳ぎキック
ビート板無し背泳ぎキック
コンビネーション

実技 背泳ぎ③ 呼吸付き背泳ぎで25m以上泳げるよ
うにする。

実技 平泳ぎ① プールサイドでのキック
壁キック
ビート板使用キック
ビート板無しキック

実技 平泳ぎ② 壁キック
ビート板使用キック
ビート板無しキック
コンビネーション

実技 平泳ぎ③ 呼吸付き平泳ぎで25m以上泳げるよ
うにする。

実技 バタフライ① 壁キック
ビート板無しキック
ビート板使用キック
ビート板使用片手バタフライ

実技 バタフライ② ビート板無しキック
ビート板使用キック
ビート板使用片手バタフライ
ビート板無し片手バタフライ
コンビネーション

実技 バタフライ③ 呼吸付きバタフライで25m以上泳げ
るようにする。

実技 個人メドレー① 4種目の復習
バタフライから背泳ぎ
背泳ぎから平泳ぎ
平泳ぎから自由形のターンを意識
して
100m個人メドレーを泳ぐ。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
「水泳指導教本」　日本水泳連盟　　大修館書店
インターネットから日本代表選手等の泳ぎを予習復習すること。本授業の準
備学習・復習時間は合わせて 1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない
【参考書】
水泳指導教本」　日本水泳連盟　　大修館書店
【成績評価の方法と基準】
80%授業内の取り組み方
20%泳力テスト（各泳法の評価と100ｍ個人メドレーを行う）受講者の映像
をチェックして泳法指導に役立てる。
【学生の意見等からの気づき】
受講者の映像をチェックして泳法指導に役立てる。
水温・室温の管理に気を配る
【学生が準備すべき機器他】
ゴーグル・帽子・水着・バスタオル
【その他の重要事項】
体調不良等で見学する場合も授業内の内容、注意点を学び指導者としての基
礎知識を
学んで欲しい。
【Outline (in English)】
1 Course outline
To learn the basic attitude of a coach and how to prevent water
accidents, as well as learn how to swim correctly in the four strokes
(freestyle, backstroke, breaststroke, and butterfly). Deepen your
understanding of the historical background of swimming and the
characteristics of underwater exercise, and learn resistance, lift, and
propulsion through underwater exercise. Students will learn swimming
mistakes that tend to occur in each event and teaching methods through
practical skills.
2 Learning Objectives
You will learn about the strokes, turns and starts of the four strokes
(freestyle, backstroke, breaststroke, butterfly) through practice and
videos. By watching DVDs, etc., students will also learn about the
differences between the participants and the Japanese national team
players. 100m individual medley. If possible, I want to acquire the
swimming ability to swim the 200m individual medley.
Also through such lessons people learn safety concerns and target to
utilize that in actual lessons
3 Learning activities outside of classroom
The first time is to confirm the students as guidance. From the second
session onwards, we will create a report on how to teach beginners in
freestyle, backstroke, breaststroke, and butterfly. From May 28th, I
would like you to take notes on what you felt while watching the video.
If you are not able to enter the pool and instruct due to the influence of
Corona, you will be evaluated by submitting a report on the final day.
Swimming as a lifelong sport has become a sport that is planned
throughout the year as the indoor pool is enriched, rather than a
seasonal sport.
With the spread of swimming clubs, the role of swimming in social
physical education has become important, and many instructors have
come to be required.
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Swimming instructors must learn not only a broad general education,
but also scientific basic theories concerning swimming techniques and
instruction, and (practical) excellent swimming based on them. The
class will be developed by interweaving video shooting, model swimming
methods of swimming club members, DVD viewing, etc.
We will develop classes as a leader by learning mainly on practical skills.
Classes will be held at other facilities
4 Grading Criteria /Policy
Normal score/How to work in class: 80%
Swimming test: 20% (evaluation of each swimming style and time
measurement of 100m individual medley)
Classes will be held at other facilities
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

スイミング指導論演習

金田　和也

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・演習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：木2/Thu.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
水泳指導者、特に中学生、高校生を指導する際の基本的な心構えと水の事故を
防止する指導、並びに指導法を学習すると同時に履修者(大学生)がこのような
課題を認識し、生徒が水泳に親しむことができる。４泳法（自由形・背泳ぎ・
平泳ぎ・バタフライ）が正しく泳げるようになること。水泳の歴史的背景と
水中運動の特性について理解を深めると共に、水中運動を通して抵抗・揚力・
推進力を体得する。各種目に起こりがちな泳法的な誤り、指導法について実
技を通して学習する。
【到達目標】
履修者が中学校・高等学校において水泳指導の体育授業を展開できる指導力、
知識、態度を身に付け、4種目(自由形・背泳ぎ・平泳ぎ・バタフライ)の泳法・
ターン・スタートについて実践とビデオで学習して行く。DVD等を鑑賞して
の受講者と日本代表選手との違いなどについても学習し到達目標として100m
個人メドレーを完泳する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
基礎・基本を大切にしながら、履修者が主体的に参加し、学びを深めること
が出来る
模擬授業を中心に進めていく。またグループワークによる協働的な演習を行う。
水泳の技術および指導に関する科学的な基礎理論とそれに基づいた(実習)すぐ
れた泳ぎを学ばなければならない。ビデオ撮影・水泳部員の模範泳法・DVD
鑑賞などを織り交ぜて授業を展開して行く。
体育授業を展開する基礎知識を学び指導者としての模擬授業を展開して行く。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
ガイダンス
基本

技能の復習自由形につ
いて

個人の泳力チェック、
クラス分け・授業中に起こる事故・
怪我等についての説明。自由形の基
本的指導について学ぶ。

基本技能の
復習

自由形の模擬授業 １回目の授業・自由形での指導法の
復習。模擬授業として先生役と生徒
役に分かれ自由形を指導する。

基本技能の
復習

背泳ぎ 背泳ぎの基本的指導について学ぶ。

基本技能の
復習

背泳ぎの模擬授業 ３回目の授業・背泳ぎでの指導法の
復習。模擬授業として先生役と生徒
役に分かれ背泳ぎを指導する。

基本的技能
の復習

平泳ぎ 平泳ぎの基本的指導について学ぶ。

基本的技能
の復習

平泳ぎの模擬授業 ５回目の授業・平泳ぎでの指導法の
復習。模擬授業として先生役と生徒
役に分かれ平泳ぎを指導する。

基本的技能
の復習

バタフライ バタフライの基本的指導について学
ぶ。

基本的技能
の復習

バタフライの模擬授業 ７回目の授業・バタフライの指導法
の復習。
模擬授業として先生役と生徒役に分
かれバタフライを指導する。

基本的技能
の復習

個人メドレー 個人メドレーの各種目へのターンの
取得と指導法を学ぶ。

基本的技能
の復習

個人メドレーの模擬授業 ９回目の授業・個人メドレーの指導
法の復習。各ターンを先生役と生徒
役に分かれてチェックする。

指導案作成 模擬授業
自由形
背泳ぎ

6～8名のグループに分かれ先生役と
生徒役に分かれ自由形・背泳ぎの模
擬授業を行う。終了後に指導の反省
会を行う。

指導案作成 模擬授業
平泳ぎ
バタフライ

6～8名のグループに分かれ先生役と
生徒役に分かれ平泳ぎ・バタフライ
の模擬授業を行う。終了後に指導の
反省会を行う。

実技 救助法・蘇生法 着衣水泳の実践、救助法の実践、蘇
生法の実践

講義 講義 水泳指導者としての定義・心得・任
務・事故
・原則を踏まえた中学生・高校生の指
導について講義する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
前回授業の復習と次回授業の予習
テキスト「水泳指導教本」を参考に復習と予習。
本授業の準備学習・復習時間は合わせて４時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
「水泳指導教本」　日本水泳連盟　　大修館書店
【参考書】
授業内で適宜紹介する
【成績評価の方法と基準】
平常点・授業内の取り組み方:８０％
泳力テスト：２０％（各泳法の評価と100ｍ個人メドレーのタイム測定を行う）
他施設をお借りしての授業となります
【学生の意見等からの気づき】
履修者の泳ぎの映像、模擬授業での指導映像をチェックして各泳法指導に役
立てる。
【Outline (in English)】
1 Course outline
Swimming instructors, especially junior high and high school students,
learn the basic attitude and teaching methods to prevent water
accidents. can get close to Be able to swim the four strokes
(freestyle, backstroke, breaststroke, butterfly) correctly. Deepen your
understanding of the historical background of swimming and the
characteristics of underwater exercise, and learn resistance, lift, and
propulsion through underwater exercise. Students will learn swimming
mistakes that tend to occur in each event and teaching methods through
practical skills.
2 Learning objectives
Students will acquire leadership skills, knowledge, and attitudes that
will enable them to develop physical education classes for swimming
instruction in junior and senior high schools, and practice and video
about swimming techniques, turns, and starts of the four types
(freestyle, backstroke, breaststroke, and butterfly). go learn. By
watching DVDs, learn about the differences between the participants
and the Japanese national team, and complete the 100m individual
medley as a goal.
3 Learning activities outside of classroom
Review of previous class and preparation for next class
Review and preparation with reference to the textbook "Swimming
Instruction Book".
The standard time for preparation and review for this class is 4 hours
in total.
4 Grading criteria/policy
Students can actively participate and deepen their learning while
valuing the basics and fundamentals.
We will proceed mainly through mock classes. In addition, collaborative
exercises will be conducted through group work.
You must learn the basic scientific theory of swimming technique and
instruction, and excellent swimming based on it (practice). The class
will be developed by interweaving video shooting, model swimming
methods of swimming club members, DVD viewing, etc.
Learn the basic knowledge to develop physical education classes and
develop mock classes as a leader.
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

スイミング指導論演習

金田　和也

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・演習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：木1/Thu.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
水泳指導者、特に中学生、高校生を指導する際の基本的な心構えと水の事故を
防止する指導、並びに指導法を学習すると同時に履修者(大学生)がこのような
課題を認識し、生徒が水泳に親しむことができる。４泳法（自由形・背泳ぎ・
平泳ぎ・バタフライ）が正しく泳げるようになること。水泳の歴史的背景と
水中運動の特性について理解を深めると共に、水中運動を通して抵抗・揚力・
推進力を体得する。各種目に起こりがちな泳法的な誤り、指導法について実
技を通して学習する。
【到達目標】
履修者が中学校・高等学校において水泳指導の体育授業を展開できる指導力、
知識、態度を身に付け、4種目(自由形・背泳ぎ・平泳ぎ・バタフライ)の泳法・
ターン・スタートについて実践とビデオで学習して行く。DVD等を鑑賞して
の受講者と日本代表選手との違いなどについても学習し到達目標として100m
個人メドレーを完泳する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
基礎・基本を大切にしながら、履修者が主体的に参加し、学びを深めること
が出来る
模擬授業を中心に進めていく。またグループワークによる協働的な演習を行う。
水泳の技術および指導に関する科学的な基礎理論とそれに基づいた(実習)すぐ
れた泳ぎを学ばなければならない。ビデオ撮影・水泳部員の模範泳法・DVD
鑑賞などを織り交ぜて授業を展開して行く。
体育授業を展開する基礎知識を学び指導者としての模擬授業を展開して行く。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
ガイダンス
基本

技能の復習
自由形について

自由形について　　　個人の泳力
チェック、
クラス分け・授業中に起こる事故・
怪我等についての説明。自由形の基
本的指導について学ぶ。

基本技能の
復習

自由形の模擬授業 １回目の授業・自由形での指導法の
復習。模擬授業として先生役と生徒
役に分かれ自由形を指導する。

基本技能の
復習

背泳ぎ 背泳ぎの基本的指導について学ぶ。

基本技能の
復習

背泳ぎの模擬授業 ３回目の授業・背泳ぎでの指導法の
復習。模擬授業として先生役と生徒
役に分かれ背泳ぎを指導する。

基本的技能
の復習

平泳ぎ 平泳ぎの基本的指導について学ぶ。

基本的技能
の復習

平泳ぎの模擬授業 ５回目の授業・平泳ぎでの指導法の
復習。模擬授業として先生役と生徒
役に分かれ平泳ぎを指導する。

基本的技能
の復習

バタフライ バタフライの基本的指導について学
ぶ。

基本的技能
の復習

バタフライの模擬授業 ７回目の授業・バタフライの指導法
の復習。
模擬授業として先生役と生徒役に分
かれバタフライを指導する。

基本的技能
の復習

個人メドレー 個人メドレーの各種目へのターンの
取得と指導法を学ぶ。

基本的技能
の復習

個人メドレーの模擬授業 ９回目の授業・個人メドレーの指導
法の復習。各ターンを先生役と生徒
役に分かれてチェックする。

指導案作成
模擬授業

自由形
背泳ぎ

6～8名のグループに分かれ先生役と
生徒役に分かれ自由形・背泳ぎの模
擬授業を行う。終了後に指導の反省
会を行う。

指導案作成
模擬授業

平泳ぎ
バタフライ

6～8名のグループに分かれ先生役と
生徒役に分かれ平泳ぎ・バタフライ
の模擬授業を行う。終了後に指導の
反省会を行う。

実技 救助法・蘇生法 着衣水泳の実践、救助法の実践、蘇
生法の実践

講義 講義 水泳指導者としての定義・心得・任
務・事故
・原則を踏まえた中学生・高校生の指
導について講義する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
前回授業の復習と次回授業の予習
テキスト「水泳指導教本」を参考に復習と予習。
本授業の準備学習・復習時間は合わせて 4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
「水泳指導教本」　日本水泳連盟　　大修館書店
【参考書】
授業内で適宜紹介する
【成績評価の方法と基準】
平常点・授業内の取り組み方:８０％
泳力テスト：２０％（各泳法の評価と100ｍ個人メドレーのタイム測定を行う）
他施設をお借りしての授業となります
【学生の意見等からの気づき】
履修者の泳ぎの映像、模擬授業での指導映像をチェックして各泳法指導に役
立てる。
【その他の重要事項】
将来、教員採用を目指す者、スポーツクラブでの指導者を目指す指導者を養
成するための授業ですので泳力の無い者の履修は出来ない。
【Outline (in English)】
1 Course outline
Swimming instructors, especially junior high and high school students,
learn the basic attitude and teaching methods to prevent water
accidents. can get close to Be able to swim the four strokes
(freestyle, backstroke, breaststroke, butterfly) correctly. Deepen your
understanding of the historical background of swimming and the
characteristics of underwater exercise, and learn resistance, lift, and
propulsion through underwater exercise. Students will learn swimming
mistakes that tend to occur in each event and teaching methods through
practical skills.
2 Learning objectives
Students will acquire leadership skills, knowledge, and attitudes that
will enable them to develop physical education classes for swimming
instruction in junior and senior high schools, and practice and video
about swimming techniques, turns, and starts of the four types
(freestyle, backstroke, breaststroke, and butterfly). go learn. By
watching DVDs, learn about the differences between the participants
and the Japanese national team, and complete the 100m individual
medley as a goal.
3 Learning activities outside of classroom
Review of previous class and preparation for next class
Review and preparation with reference to the textbook "Swimming
Instruction Book".
The standard time for preparation and review for this class is 4 hours
in total.
4 Grading criteria/policy
Students can actively participate and deepen their learning while
valuing the basics and fundamentals.
We will proceed mainly through mock classes. In addition, collaborative
exercises will be conducted through group work.
You must learn the basic scientific theory of swimming technique and
instruction, and excellent swimming based on it (practice). The class
will be developed by interweaving video shooting, model swimming
methods of swimming club members, DVD viewing, etc.
Learn the basic knowledge to develop physical education classes and
develop mock classes as a leader.
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

ハンドボール実習

栗山　雅倫

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実技
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：火3/Tue.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
概要：
本授業では、ハンドボールの基礎理論、技能、そして指導方法について深く
学びます。小学校、中学校、高等学校での体育の授業における学習指導要領
に基づき、ハンドボールの指導に必要な知識と技能を修得します。
目的：
ハンドボールの歴史、基本的な技術の名称、試合ルール、試合運営の方法、戦
術や戦略、技能の動作原理、指導法、効果的な練習方法などについて理解を
深めることを目的としています。また、これらの理論的知識を基に、指導に
必要な実践的技能を身に付けることを目標とします。
この授業を通して、学生はハンドボールの指導者として必要な、包括的な知
識と技術を習得することができるようになります。授業では、理論的な学習
だけでなく、実技を通じた体験学習も重視され、学生はハンドボールの技能
だけでなく、指導する際のポイントも学ぶことができます。
【到達目標】
ゲームを中心にしたハンドボールの授業を展開し，ハンドボールの各ポジショ
ン・ゲームに求めらる技術や戦術を理解できる。ハンドボール試合にてプレー
できる。
ポジション別の役割理解：
ハンドボールの各ポジションにおける役割と重要性を理解する。
ポジションごとの基本的な動きや必要なスキルを学ぶ。
技術と戦術の習得：
ゲームに必要な基本的な技術（パス、シュート、ドリブル、守備など）を修得
する。
ゲーム中における戦術的な判断やポジショニングについて学び、理解を深める。
ゲーム展開能力の向上：
ゲームを通して実際のプレイ状況における応用力を養う。
チームとしての協調性やゲーム展開に関する意識を高める。
実戦でのプレイ能力：
実際のハンドボール試合に参加し、学んだ技術や戦術を実践する。
ゲームを通じて、実戦での判断力、技術力、チームワークを向上させる。
この授業を通して、学生はハンドボールの理論だけでなく、実際のゲームで
必要とされる技術、戦術、チームプレイについて深い理解を得ることができ
ます。また、実際の試合を通じて、理論を実践に活かす能力を養成し、ハン
ドボール指導者としての基礎を固めることができるようになります。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
GSA(game sense approach), 様々なサイドゲームを導入し,常に戦術的な課
題解決しながら必要な技術とルールを学ぶ。学生によるグループディスカッ
ション形式にて課題解決を行う。
実践的な学習：
GSA（Game Sense Approach）を採用し、実際のゲーム状況をシミュレー
ションすることで、戦術的な判断力と技術を同時に養います。
様々なサイドゲーム（ゲーム形式の練習）を導入し、実戦に近い状況での学
習を促進します。
戦術的課題解決：
ゲーム中に遭遇する様々な戦術的な課題に対して、適切な技術と戦術の選択
を行います。
学生は、ゲームを通じて出会う課題に対し、必要な技術とルールを理解し、適
用することを学びます。
グループディスカッション：
学生はグループディスカッション形式で課題解決を行います。これにより、
チームとしての協力性やコミュニケーション能力が向上します。
各グループはゲーム中に遭遇する様々な状況について討議し、最適な解決策
を共同で導き出します。
総合的なスキルの習得：
この授業方法により、学生は単なる技術習得に留まらず、ゲームを読む力、状
況判断力、チームで働く力など、ハンドボールにおける総合的なスキルを身
に付けます。
本授業では、ゲームセンスアプローチを核とし、実際のゲームに近い形での
学習を通じて、学生がハンドボールの技術だけでなく、戦術的な理解と実践
能力を身に付けることを目指します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 授業概要の説明、ハンドボールに関

する基礎的知識の確認
2 コートプレーヤーの基

礎技術、ゲーム①
ハンドボールボールの投げ方、
キャッチ

3 コートプレーヤーの基
礎技術、ゲーム②

基本的なシュート（ランニング、ス
テップ、ジャンプ）を学ぶ

4 コートプレーヤーの基
礎技術、ゲーム③

有効なステップワーク（ステップ
ワーク／オフザボール動きを学ぶ）

5 コートプレーヤーの基
礎技術、ゲーム④

ディフェンスの基本技術を習得する

6 コートプレーヤーの基
礎技術、ゲーム⑤

各ポジションにおけるシュート技術
を習得する

7 コートプレーヤーの基
礎技術、ゲーム⑥

各ポジションにおけるディフェンス
の考え方、及技術を習得する

8 ハンドボールゲームに
有効な技術について

ハンドボール競技における技術につ
いて整理する

9 ゴールキーパーの基礎
技術、ゲーム

ゴールキーパーの基礎技術と個人戦
術、審判法およびゲーム

10 攻撃と防御のグループ
戦術、ゲーム①

２～３人で連携してプレーする。

11 攻撃と防御のグループ
戦術、ゲーム②

防御における２～３人の連携、及
ゴールキーパーとの連携

12 攻撃と防御のチーム戦
術、ゲーム①

基本的な攻撃と防御システムを学ぶ。
マンツーマンディフェンスとそれに
対する攻撃

13 攻撃と防御のチーム戦
術、ゲーム②

ゾーンディフェンスとそれに対する
攻撃

14 まとめ ハンドボールのルール、歴史、競技
的特徴等にについて整理し、競技全
体の理解を深める

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ハンドボール試合視察
本授業の準備学習・復習時間は合わせて 1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に定めず、必要に応じて担当者が準備する。
【参考書】
特に定めず、必要に応じて担当者が準備する。
【成績評価の方法と基準】
ルールテスト 25 %授業の総合評価(技術とゲームの理解、及び取り組み）75%

【学生の意見等からの気づき】
授業では理論に基づくことで履修者がより深く考えるように進めていきます。
【学生が準備すべき機器他】
ハンドボールコートに適したシューズと運動着を準備すること。
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
Course outline
Students will obtain the basic techniques and tactics of handball
and understand the rules through active participation. Basic skills
will be thought through various teaching methods (traditional, TGfU,
GSA, etc) that can be applied to the actual teaching environment and
circumstances.
Learning Objectives
To be able to understand the skills and tactics required for each handball
position and game by developing handball lessons centered on games. To
be able to play in a handball game.
Learning activities outside of classroom
Observation of a handball game.
The standard total preparation and review time for this class is one
hour.
Grading Criteria /Policy
Rule test 25% Overall evaluation of the class (understanding the game,
executing simple technical and tactical tasks) 75%.
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

ハンドボール指導論演習

栗山　雅倫

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・演習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：火1/Tue.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
概要：
この授業は、中学生および高校生を対象としたハンドボールの指導方法に特
化しています。年齢とスキルレベルに応じた指導の重要性を理解し、それぞ
れの段階で求められる指導のアプローチを学びます。ハンドボールの種目特
性を深く理解し、生徒がこのスポーツを楽しむことができるような体育授業
の展開方法を掌握します。
目的：
指導力の養成：
年齢とスキルレベルに合わせた指導技術を習得し、中学生および高校生の生
徒に適切な指導ができるようにします。
生徒がハンドボールに親しむことができる教育的なアプローチを学びます。
種目特性の理解：
ハンドボール特有の動きやルール、戦術などの種目特性を深く理解し、指導
に活かす能力を養成します。
ルールと安全管理：
ハンドボールのルール、審判法に関する知識を深め、試合の公平性を保つため
の理解を高めます。スポーツとしての安全管理に関する知識を身に付け、生
徒が安全にスポーツを楽しめる環境を整える能力を養成します。
フェアプレイの促進：
フェアプレイを遵守する態度についての教育を重視し、スポーツマンシップ
を育む指導力を身に付けます。
この授業を通じて、学生は中高生を対象としたハンドボール指導に必要な総
合的なスキルと知識を習得し、教育者としての資質を高めることができます。
【到達目標】
基礎的な技術、戦術、知識、態度の習得と授業展開能力の向上。
基礎的な技術の習得と指導：
生徒に対して、ハンドボールの基本技術（パス、シュート、ドリブル、守備な
ど）を効果的に指導し、習得させる能力を身に付けます。
戦術的理解と指導：
ゲーム中心の授業を通じて、生徒がハンドボールの戦術的な側面（ポジショ
ニング、チームプレイ、戦略など）を理解し、実践できるように指導します。
知識の伝達と理解：
ハンドボールのルール、歴史、重要な戦術などに関する知識を生徒に伝え、深
い理解を促します。
正しい態度の育成：
スポーツマンシップ、チームワーク、リーダーシップ、フェアプレイなど、ハ
ンドボールを通じて正しい態度を育成します。
授業展開能力の向上：
小学校、中学校、高等学校の各教育段階に応じた、ゲームを中心としたハン
ドボール授業を展開できる能力を養います。
生徒の興味を引き、積極的に参加させる授業計画と実施技術を身に付けます。
この授業を通して、履修者はハンドボールの基礎的な技術、戦術、知識を生
徒に効果的に伝え、育成することができるようになります。また、生徒にポ
ジティブな態度を促し、スポーツとしての価値を理解させることで、全体的
な教育的成果を向上させることができるようになります。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
授業アプローチ：主体的な学習と協働的演習
模擬授業の展開：
授業は、基礎と基本を大切にしながら、履修者が主体的に参加し、学びを深
めることができる模擬授業を中心に進めます。
生徒一人一人が教師の役割を経験し、実際の授業展開を模擬的に行うことで、
指導力の向上を目指します。
主体的な学習：
履修者は自ら積極的に授業に参加し、自分の学びを深める姿勢を重視します。
それぞれが教育者としての視点を持ち、自発的に教材の研究や授業計画の立
案を行います。
協働的な演習：
グループワークを通じて、協働的な学習と演習を行います。これにより、コ
ミュニケーション能力やチームで働く能力が養われます。
各グループは共同で授業計画を立案し、模擬授業を実施することで、実践的
な指導力を磨きます。
反省とフィードバック：
模擬授業の後は、参加者全員で反省会を行い、互いにフィードバックを与え
合います。
客観的な意見を取り入れることで、指導力の向上と自己改善を目指します。

この授業方法により、履修者は教育者としての基本的なスキルを習得すると
ともに、協働することの重要性と効果を実感することができます。また、主
体的に学び、実践することで、より深い理解と実践的な指導力を身に付ける
ことを目指します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 授業概要の説明、ハンドボールに関

する基礎的知識の確認、指導に関す
る原理・原則の解説

2 ハンドボールの歴史と
現況

ハンドボール競技の発展、ルール・
戦術の発達

3 ハンドボールの特性及
び指導理論

ハンドボールのゲーム構造
攻撃と防御の技術と戦術、一貫指導、
年代別指導、学校体育での指導

4 個人技能の習得 コートプレーヤーの基礎技術とゲー
ム

5 個人戦術力の習得 コートプレーヤーの個人戦術とゲー
ム

6 グループ戦術力の習得 コートプレーヤーのグループ・チー
ム戦術とゲーム

7 ゴールキーピング技能
の習得

ゴールキーパーの基礎技術と個人戦
術、審判法およびゲーム

8 まとめとテスト
指導案作成

ルールのテスト
２～３名のグループに分かれ、担当
する模擬授業の指導案を作成する

9 ハンドボール競技の
コーディネーショント
レーニングへの応用

ボールを用いたコーディネーション
トレーニングについて学修し、ハン
ドボールの競技特性の応用性につい
て検討する。

10 模擬授業1 担当グループが「ハンドボールを応
用したボールコーディネーション」
をテーマとし、ゲーム形式の指導法
を使い、模擬授業を行う。終了後に、
生徒役の履修生が技能・態度・知識
等の観点から学べた内容について発
表し、ディスカッションする。

11 模擬授業2 担当グループが「攻撃の基礎技術」
をテーマとし、ゲーム形式の指導法
を使い、模擬授業を行う。終了後に、
生徒役の履修生が技能・態度・知識
等の観点から学べた内容について発
表し、ディスカッションする。

12 模擬授業3 担当グループが「防御の基礎技術」
をテーマとし、ゲーム形式の指導法
を使い、模擬授業を行う。終了後に、
生徒役の履修生が技能・態度・知識
等の観点から学べた内容について発
表し、ディスカッションする。

13 模擬授業4 担当グループが「攻撃・防御におけ
るグループ戦術」をテーマとし、
ゲーム形式の指導法を使い、。終了後
に、生徒役の履修生が技能・態度・
知識等の観点から学べた内容につい
て発表し、ディスカッションする。

14 まとめ 模擬授業のまとめと振り返り
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
グループプレゼンの準備が求められる。
本授業の準備学習・復習時間は合わせて 4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
必要に応じて資料を配布する。支援システムへのアップロードのタイミング
について改善する予定である。
【参考書】
必要に応じて資料を配布する。支援システムへのアップロードのタイミング
について改善する予定である。
【成績評価の方法と基準】
発表25％、指導案の評価25%、授業の総合評価25%、テスト25%
なお授業回によっては小課題を課す場合がある。これらの成果の集積は期末
試験の点数に加算して評価する場合がある。
【禁止事項】授業中に提示するスライドや動画などを許可なく撮影・録画・録
音することを禁止する。また授業を録音・録画することを禁止する。これに
違背して許可なく撮影・録音・録画を行った学生の定期試験受験を認めない。
授業スライドに関連する資料を入手したい場合は必ず教員に相談すること。
【学生の意見等からの気づき】
授業では理論に基づくことで履修者がより深く考えるように進めて
いきます。
【学生が準備すべき機器他】
ハンドボールコートに適したシューズを準備すること。
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【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
Course outline
Students will learn and practice the teaching methodology of handball,
specially focused on the 10-16 years old age group.Beside learning the
methodology, they will be able to refereeing and organizing handball
game.
Learning Objectives
The main goal of the class is to be able to organize and conduct
handball specific lessons for children of various ages. Students will
teach handball technical and tactical elements to each-other in groups.
There performance will be evaluated by the teacher and by each-other
as well. Feedback is going to be provided after each lesson. Writing and
submitting lesson plans individually and in
group too will be required.
Learning activities outside of classroom
Students are expected to prepare a group presentation.
The standard total preparation and review time for this class is 4 hours.
Grading Criteria /Policy
25% for presentation, 25% for evaluation of teaching plan, 25% for
overall evaluation of class, 25% for test.
In some classes, small assignments may be required. The accumulation
of these results may be added to the final exam score for evaluation.
Prohibited items] It is prohibited to photograph, record, or video the
slides and videos presented in class without permission. It is also
prohibited to record or videotape the class. Students who violate this
rule by filming, recording, or videotaping without permission will not be
allowed to take the regular examinations. Students who wish to obtain
materials related to the class slides must consult with the instructor.
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

青少年指導演習（サッカー）

小井土　正亮

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実験・実習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／2単
位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses
備考（履修条件等）：2024年度以降入学者対象
その他属性：〈他〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本サッカー協会公認 C級コーチライセンス講習会のカリキュラムに準拠し、
サッカー指導者としての基礎的な能力を身につける。
【到達目標】
サッカー指導者としての初歩として、指導に必要な基本的な知識、スキルを
身につけ、育成年代の選手に対する指導が適切に行えるようにする。
日本サッカー協会公認 C級コーチライセンスを取得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」に
関連
【授業の進め方と方法】
サッカーの指導に関し、講義・ディスカッション・実習形式を通し多角的に理
解していく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 講義の進め方、受講に際し留意すべ

き点、評価の方法の確認
第2回 発育発達と一貫指導

サッカーの競技精神
発育による心と身体の変化を知る。
プレーする心がまえについて理解を
深める。

第3回 チームマネジメント
メディカル

チーム運営の方法を学ぶ。
医学的な理解を深める。

第4回 ゲーム ゲームから課題を見つける。受講生
同士でディスカッションを行い、観
る眼を養う。

第5回 テクニック サッカーにおけるテクニックについ
ての講義から実際に指導実践に取り
組む。

第6回 戦術 サッカーにおける戦術についての講
義から実際に指導実践に取り組む。

第7回 ゴールキーパー サッカーにおけるゴールキーパーに
ついての講義から実際に指導実践に
取り組む。

第8回 プランニング トレーニングのプランニングについ
ての講義から実際に指導実践に取り
組む。

第9回 コーチング コーチングについての講義から実際
に指導実践に取り組む。

第10回 指導実践① 設定されたテーマにおいて、コーチ
役が実際にプランニングからコーチ
ングを行う。第1グループ1回目。

第11回 指導実践② 設定されたテーマにおいて、コーチ
役が実際にプランニングからコーチ
ングを行う。第2グループ1回目。

第12回 指導実践③ 前回の指導実践の反省を踏まえて指
導実践を行う。第1グループ2回目。

第13回 指導実践④ 前回の指導実践の反省を踏まえて指
導実践を行う。第2グループ2回目。

第14回 筆記試験 本講義全体を通した内容についての
試験を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自身が青少年期に経験してきたサッカー指導方法等を振り返り多角的に分析
しておく。1回につき4時間以上が望ましい。
【テキスト（教科書）】
JFAサッカー指導教本
公益財団法人日本サッカー協会
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
日本サッカー協会公認 C級コーチライセンス講習会の基準に基づき採点をする
指導実践評価（90％）

筆記テスト（本授業に関する内容に関する小テストを行う）（10％）
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
本授業は集中形式（2026年1または2月を予定）で行う
受講人数を制限して行うため、受講者選抜を後期開始時に行う
必要に応じてオンラインによる講義を実施する可能性がある
指導実践ならびにに実技実践を伴うため、そうした活動ができる学生に限る
This class is basically conducted in an intensive format (scheduled for
January 2025).
Guidance and online lectures (during the second semester) will be given
in advance for the 2nd and 3rd lectures.
Since the number of participants is limited, student selection will be
conducted at the beginning of the second semester.
Limited to students who can perform such activities because it involves
teaching practice and practical skill practice.

【Outline (in English)】
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
It is desirable to look back on the soccer coaching methods that you have
experienced in your youth and analyze them from various angles.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Normal score 90%, post-class report 10%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

青少年指導実習（サッカー）

小井土　正亮

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実験・実習
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／1単
位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses
備考（履修条件等）：2023年度以前入学者対象
その他属性：〈他〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日本サッカー協会公認 C級コーチライセンス講習会のカリキュラムに準拠し、
サッカー指導者としての基礎的な能力を身につける。
【到達目標】
サッカー指導者としての初歩として、指導に必要な基本的な知識、スキルを
身につけ、育成年代の選手に対する指導が適切に行えるようにする。
日本サッカー協会公認 C級コーチライセンスを取得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」に
関連
【授業の進め方と方法】
サッカーの指導に関し、講義・ディスカッション・実習形式を通し多角的に理
解していく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 講義の進め方、受講に際し留意すべ

き点、評価の方法の確認
第2回 発育発達と一貫指導

サッカーの競技精神
発育による心と身体の変化を知る。
プレーする心がまえについて理解を
深める。

第3回 チームマネジメント
メディカル

チーム運営の方法を学ぶ。
医学的な理解を深める。

第4回 ゲーム ゲームから課題を見つける。受講生
同士でディスカッションを行い、観
る眼を養う。

第5回 テクニック サッカーにおけるテクニックについ
ての講義から実際に指導実践に取り
組む。

第6回 戦術 サッカーにおける戦術についての講
義から実際に指導実践に取り組む。

第7回 ゴールキーパー サッカーにおけるゴールキーパーに
ついての講義から実際に指導実践に
取り組む。

第8回 プランニング トレーニングのプランニングについ
ての講義から実際に指導実践に取り
組む。

第9回 コーチング コーチングについての講義から実際
に指導実践に取り組む。

第10回 指導実践① 設定されたテーマにおいて、コーチ
役が実際にプランニングからコーチ
ングを行う。第1グループ1回目。

第11回 指導実践② 設定されたテーマにおいて、コーチ
役が実際にプランニングからコーチ
ングを行う。第2グループ1回目。

第12回 指導実践③ 前回の指導実践の反省を踏まえて指
導実践を行う。第1グループ2回目。

第13回 指導実践④ 前回の指導実践の反省を踏まえて指
導実践を行う。第2グループ2回目。

第14回 筆記試験 本講義全体を通した内容についての
試験を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自身が青少年期に経験してきたサッカー指導方法等を振り返り多角的に分析
しておく。1回につき4時間以上が望ましい。
【テキスト（教科書）】
JFAサッカー指導教本
公益財団法人日本サッカー協会
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
日本サッカー協会公認 C級コーチライセンス講習会の基準に基づき採点をする
指導実践評価（90％）

筆記テスト（本授業に関する内容に関する小テストを行う）（10％）
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
本授業は集中形式（2026年1または2月を予定）で行う
受講人数を制限して行うため、受講者選抜を後期開始時に行う
必要に応じてオンラインによる講義を実施する可能性がある
指導実践ならびにに実技実践を伴うため、そうした活動ができる学生に限る
This class is basically conducted in an intensive format (scheduled for
January 2025).
Guidance and online lectures (during the second semester) will be given
in advance for the 2nd and 3rd lectures.
Since the number of participants is limited, student selection will be
conducted at the beginning of the second semester.
Limited to students who can perform such activities because it involves
teaching practice and practical skill practice.

【Outline (in English)】
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
It is desirable to look back on the soccer coaching methods that you have
experienced in your youth and analyze them from various angles.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Normal score 90%, post-class report 10%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

青少年指導演習（陸上）

苅部　俊二

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実験・実習
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
2単位
曜日・時限：月4/Mon.4
備考（履修条件等）：2024年度以降入学者対象
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
学童期から少年期のスポーツ指導の方法について理論を実践の両面から演習
形式で学ぶ。
【到達目標】
学童期から少年期の発育発達期におけるスポーツ指導の方法について、理論
と実践の両面から学び、青少年スポーツ（陸上運動）の指導者に必要な知識
を深める。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」に
関連
【授業の進め方と方法】
発育発達期におけるトレーニング論、指導法、学童期から少年期の障害や心
理について知識を養い、少年アスリートのクラブチームに実際に参加し、指
導を体験することで理解を深める。また、指導の計画、方法について検討し、
体験終了後にはその成果や反省点、改善点について発表を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の進め方、クラブチームの紹介

総合型地域スポーツクラブ
第2回 発育発達①

身体、運動能力の発達
身体と運動の発育発達

第3回 発育発達②
心の発達

心の発育発達
スポーツ心理

第4回 発育発達③
トレーニングと障害、危
機管理

発育発達期におけるトレーニング法
や傷害、危機管理

第5回 キッズの指導法①
体力指導

キッズの指導法①
体力要素の指導法

第6回 キッズの指導法②
技術指導

キッズの指導法②
技術要素の指導法

第7回 スポーツクラブの実際 総合型地域スポーツクラブ
部活動

第8回 指導実習①
幼児

幼児の運動指導①
導入

第9回 指導実習②
運動の基礎

幼児の運動指導②
運動の基礎

第10回 指導実習③
学童（低学年）

学童（低学年）の指導①
導入

第11回 指導実習④
陸上運動の基礎（低学
年）

学童（低学年）の指導②
陸上運動の基礎

第12回 指導実習⑤
学童（高学年）

学童（高学年）の指導①
導入

第13回 指導実習⑥
陸上運動の基礎（高学
年）

学童（高学年）の指導②
陸上運動の基礎、陸上競技の基礎技術

第14回 まとめと解説 指導の報告と発表
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
実習前は指導法の確認、実習後は報告書の作成を行う。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に設けない。必要に応じて適宜資料を配布する。
【参考書】
陸上競技指導教本アンダー13楽しいキッズの陸上競技　財）日本陸上競技連
盟編　大修館書店
【成績評価の方法と基準】
授業への積極的な貢献度 (50%)、実習 (50%)によって評価する。
【学生の意見等からの気づき】
学生にとって有意義な講義を行います。

【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
These practice sessions introduce the methods and practices of sports
training for schoolchildren and preadolescents. Students will learn how
to apply coaching theories to practice.
【到達目標（Learning Objectives）】
The goals of this course learn to the methods and practices of track-and-
field for schoolchildren.
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Your study time will be more than two hours for a class.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Final grade will be calculated according to the following process:
practical training (60%) ,short reports (20%) and usual performance
score (20%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

青少年指導実習（陸上）

苅部　俊二

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実験・実習
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：月4/Mon.4
備考（履修条件等）：2023年度以前入学者対象
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
学童期から少年期のスポーツ指導の方法について理論を実践の両面から演習
形式で学ぶ。
【到達目標】
学童期から少年期の発育発達期におけるスポーツ指導の方法について、理論
と実践の両面から学び、青少年スポーツ（陸上運動）の指導者に必要な知識
を深める。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」に
関連
【授業の進め方と方法】
発育発達期におけるトレーニング論、指導法、学童期から少年期の障害や心
理について知識を養い、少年アスリートのクラブチームに実際に参加し、指
導を体験することで理解を深める。また、指導の計画、方法について検討し、
体験終了後にはその成果や反省点、改善点について発表を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の進め方、クラブチームの紹介

総合型地域スポーツクラブ
第2回 発育発達①

身体、運動能力の発達
身体と運動の発育発達

第3回 発育発達②
心の発達

心の発育発達
スポーツ心理

第4回 発育発達③
トレーニングと障害、危
機管理

発育発達期におけるトレーニング法
や傷害、危機管理

第5回 キッズの指導法①
体力指導

キッズの指導法①
体力要素の指導法

第6回 キッズの指導法②
技術指導

キッズの指導法②
技術要素の指導法

第7回 スポーツクラブの実際 総合型地域スポーツクラブ
部活動

第8回 指導実習①
幼児

幼児の運動指導①
導入

第9回 指導実習②
運動の基礎

幼児の運動指導②
運動の基礎

第10回 指導実習③
学童（低学年）

学童（低学年）の指導①
導入

第11回 指導実習④
陸上運動の基礎（低学
年）

学童（低学年）の指導②
陸上運動の基礎

第12回 指導実習⑤
学童（高学年）

学童（高学年）の指導①
導入

第13回 指導実習⑥
陸上運動の基礎（高学
年）

学童（高学年）の指導②
陸上運動の基礎、陸上競技の基礎技術

第14回 まとめと解説 指導の報告と発表
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
実習前は指導法の確認、実習後は報告書の作成を行う。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に設けない。必要に応じて適宜資料を配布する。
【参考書】
陸上競技指導教本アンダー13楽しいキッズの陸上競技　財）日本陸上競技連
盟編　大修館書店
【成績評価の方法と基準】
授業への積極的な貢献度 (50%)、実習 (50%)によって評価する。
【学生の意見等からの気づき】
学生にとって有意義な講義を行います。

【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
These practice sessions introduce the methods and practices of sports
training for schoolchildren and preadolescents. Students will learn how
to apply coaching theories to practice.
【到達目標（Learning Objectives）】
The goals of this course learn to the methods and practices of track-and-
field for schoolchildren.
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Your study time will be more than two hours for a class.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Final grade will be calculated according to the following process:
practical training (60%) ,short reports (20%) and usual performance
score (20%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

野外教育実習（マリン）

井上　尊寛、木下　訓光

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実技
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／1単
位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、生涯スポーツとしてのマリンスポーツの技術や知識について学
び、指導者として活動できるための基盤を身につけることを目的とする。
【到達目標】
本講義及び実習では、野外活動におけるマリンスポーツについて、競技とし
ての野外活動としてだけではなく、自然体験としての活動も視野に入れなが
ら、その特性や意義・役割を提示し、運動学、方法論、指導論に関する講義と
実習を行い、その技術と危機管理（身体的、環境的）についても正しい知識を
深め、将来、青少年教育に従事する際に必要な実技・知見の習得のみならず、
都市化や消費社会において、生活の質的向上の追求や健康および教育的観点
からも重要性が増しつつある野外活動を通して、広い見識を持った指導者と
して活動しうる基盤の養成を目的とする
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」
「DP7」「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は、キャンパスでの講義および現場での実習により構成される。講義で
は、現代におけるスポーツの意義・役割とマリンスポーツの位置づけを示し、
特に自然環境の中で行われる活動としての環境倫理的視点および危機管理に
着目した内容で展開する。また、水中・水上の、あるいはそれを利用した活動
はただ単に泳ぐだけではなく、環境や利用する道具によって、水辺における
活動の幅が広がることを理解し、基本的な水の特性を理解するとともに青少
年教育におけるスポーツ体育指導としての在り方を前提とした、水辺および
水中の危険性や水中における身体的な状態について物理学、生理学、医学に
関する知識を習得することにより、指導を行うための基礎的な知見や経験を
つけることも目的とする
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 実習における注意点や意義、本講義

の内容についての理解を深める
2 講義1 野外スポーツとしてのマリンスポー

ツの歴史
3 講義2 水上および水中での活動環境につい

て
4 講義3 水辺および水中における身体運動学
5 プール実習1 シュノーケリングの用具・技術につ

いて
フィンやマスク、シュノーケルの役
割と機能を理解する

6 プール実習2 スキューバダイビングの機材につ
いて
ダイビングに必要な機材とそれぞれ
の役割について理解する

7 プール実習3 スキューバダイビングの技術につ
いて１
タンクを背負った状態での泳法や水
中での活動について理解する

8 プール実習4 スキューバダイビングの技術につ
いて2
水中でのコミュニケーションや、ト
ラブルの際の対応について理解する

9 現地実習1
ボードセイリング

機材の役割や、動力となる風と、動
く原理について理解を深め、操作技
術について学習する

10 現地実習2
スキューバダイビング

水中で自由に移動する技術の獲得 (中
性浮力)、さらに、教育的な側面か
ら、指導上のリスクや意義について
検討する

11 現地実習3
シーカヤック

カヤックやパドルの形状や機能、およ
び潮の満ち引きや川の流れ、風との
関係についても理解し、自由に操れ
るような操作技術について学習する

12 現地実習4
ウェイクボード

器具の役割と、ジェットスキーとの
関係についても理解し、水面に立ち、
ボードをコントロールするための技
術について学習する

13 現地実習5
スタンドアップパドル

用具の理解や特徴を捉え、自由に海
面を進めるような技術について学習
する

14 総括 それぞれの種目の特徴やリスクを踏
まえ、指導する際の問題点や、教育
的な意義について検討する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
必要に応じて資料を配布する
本授業の準備学習・復習時間は1回の授業につき，準備・復習時間を合わせて
4時間以上（準備・復習時間の配分は均等でなくても可）とします。
【テキスト（教科書）】
特に設けない
【参考書】
授業内で適宜紹介する
【成績評価の方法と基準】
授業への積極的な貢献度 (30%)、授業内に行う小レポート (30%)、終了後の課
題レポート (40%)などから総合的に判断する
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】This course is to acquire knowledge and skills to enjoy
marine sports throughout life and to acquire the foundation for being
able to act as a leader of marine sports at Ishigaki Island.【Learning
Objectives】
By the end of the course, students are expected to learn the positive
attitude toward outdoor activities.【Learning activities outside of
classroom】 Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting. Your study time will be more
than four hours for a class.【Grading Criteria】Your overall grade in the
class will be decided based on the following term-end report: 40%、Short
reports : 30%、in-class contribution：30%.
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野外教育実習（キャンプ）

島本　好平、望月　拓実、笹澤　吉明

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実技
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：2～4年次／1単
位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近郊に豊かな自然を有する多摩キャンパスの立地を活かし、自然に親しみ、自
然環境への理解と関心を深めることを目的とした野外教育実習を実施する。
【到達目標】
自然に親しむゲーム・アクティビティを通して自然環境への理解と関心を深
めるとともに、今日の野外教育の動向や自然に潜む危険性に対する認識も高
める。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」
「DP7」「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
事前学習として、大学校内において野外教育に関する講義と簡易な実習、野
外における衛生管理に関する講義を受ける。その後、校外において宿泊を伴
う野外実習を行い、自然に親しみ、自然に対する理解や認識を深め、自己の
気付きや変化等に対するレポートを提出する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 校内学習および校外学習に関する説

明、服装等の準備物、健康上の諸注
意、授業評価について、等

2 野外教育について（講
義）

社会環境の変化等による自然への理
解や認識の不足、自然への対応力の
不足が指摘される中で、今日に求め
られる野外教育について学習する。

3 野外での健康・衛生管理
について

怪我・疾病に対する応急処置、細菌
性及び自然毒食中毒発生防止のため
の衛生管理の配慮事項等について学
習する。

4 自然に親しむ簡易ゲー
ム①：自然を観る

大学校内で「自然を観る」ゲームを
実践する。

5 自然に親しむ簡易ゲー
ム②：自然を探す

大学校内で「自然を探す」ゲームを
実践する。

6 自然に親しむ簡易ゲー
ム③：生態系を感じる

大学校内で「生態系を感じる」ゲー
ムを実践する。

7 校外実習①- 「自然を観
る」

多摩近郊の野外において「自然を観
る」活動やゲームを実践する。

8 校外実習②- 「自然を触
る」

多摩近郊の野外において「自然を触
る」活動やゲームを実践する。

9 校外実習③- 「自然を味
わう」

多摩近郊の野外において「自然を味
わう」活動を実践する。

10 校外実習④- 「自然を聴
く」

多摩近郊の野外において「自然を聴
く」活動を実践する。

11 校外学習⑤－「自然を探
す」

多摩近郊の野外において「自然を探
す」活動を実践する。

12 振り返り①「グループ・
ディスカッション」

自然への気づき、認識、理解という
点から、感得したものや学習成果に
ついてグループ・ディスカッション
を行う。

13 校外実習⑤- 「自然への
対応」

自然を利用した冒険教育系の野外活
動を実施。

14 振り返り②「レポート提
出」

自己の自然への気づき、認識、理解
の深まり等について振り返りを行い、
レポートを提出する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習は2時間、復習時間は4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
その都度配付する。
【参考書】
自然体験活動研究会編『野外教育の理論と実践』
熊條歩『学校教育を活かす自然体験教育』

【成績評価の方法と基準】
積極的な体験活動への参加とその態度（60％）、振り返り（最終）レポート
（40％）
【学生の意見等からの気づき】
記載不要
【学生が準備すべき機器他】
野外での活動に適した服装、シューズ等
【その他の重要事項】
体調を整えて参加すること。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course introduces the valuable opportunities to have experiences
natural environment of Okutama in western area of Tokyo.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students are expected to learn the positive
attitude toward outdoor activities.
【Learning activities outside of classroom】
After each class meeting, students will be expected to spend a few hours
to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following
The main outdoor activities: 60%, The final report: 40%
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体つくり運動実習

田丸　由紀子

カテゴリ：スポーツコーチングコース専門科目・実技
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
1単位
曜日・時限：火2/Tue.2
備考（履修条件等）：2023年度以前入学者対象
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体つくり運動には「体ほぐしの運動」と「体の動きを高める運動」の二つの領
域がある。それぞれのねらいについて、前者は、自他の心身への気付きや、互
いに交流することであり、後者は、体の柔らかさ・巧みな動き・力強い動き・
動きを持続する能力を高めるための運動を行うことである。履修者（大学生）
が、本実習を通して、これらのねらいや行い方を理解するとともに、体つく
り運動の指導力養成へ向けた実習を行う。また、体つくり運動を行う上での
安全面についても学習する。
【到達目標】
新学習指導要領（中学校）に示された「体の動きを高める」ことも視野に入
れ、履修者（大学生）が、体つくり運動の様々なねらいに応じた動きや行い方
を習得し、将来において指導できるようになるための基礎的な力を身に付け
ることを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
授業では、「体ほぐしの運動」と「体の動きを高める運動」の二つのねらいを
実施する。そのため、気付き・交流の観点を大切にしつつ、様々な手具や音
楽を用いて、複合的に構成した運動内容を展開する。　
自らの動きの世界を広げていくことで、「体つくり運動」の領域としての意義
を考え、その必要性と役割を確認する。新学習指導要領の「体の動きを高め
る」も視野に入れて学習を進め、授業の最終段階では、一連の動きを構成し、
作品づくりにも取り組む。
その他、動画やパワーポイントでの資料配信の他、課題提示などにより、授
業を進める予定である。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 「体くつり運動」の背景

とその特性
これまでの背景とその特性を理解す
る

2 学習指導要領における
「体つくり運動」の意義

学校体育における体つくり運動の特
性を理解した上で,その役割と意義に
ついての洞察を深める

3 「体ほぐしの運動」の実
践例 (1)・柔軟 (静的スト
レッチ)

気付くという課題を中心に「体ほぐ
しの運動」の実践を行う

4 「体ほぐしの運動」の実
践例 (2)・柔軟 (動的スト
レッチ)

交流するという課題を中心に「体ほ
ぐしの運動」の実践を行う

5 音楽に合わせた動きの
基本と発展

様々な曲調の音楽に応じた体つくり
運動の基礎と発展方法を学ぶ

6 個人・ペア・グループで
動く組体操の基本と発展

体の使い方と組体操について基本と
発展を学ぶ

7 ペア・グループで行う組
立て体操の基本と発展

体の使い方と組立体操について基本
と発展を学ぶ

8 手具を用いた動きの基
本と発展 (1)

体操ボールを用いて，その特性に応
じた体つくり運動の基本と発展方法
を学ぶ

9 手具を用いた動きの基
本と発展 (2)

Gボールを用いて，その特性に応じ
た体つくり運動の基本と発展方法を
学ぶ

10 手具を用いた動きの基
本と発展 (3)

縄を用いて,その特性に応じた体つく
り運動の基本と発展を学ぶ

11 日用品を用いた動きの
基本と発展

ペーパー類を用いて,その特性に応じ
た体つくり運動の基本と発展方法を
学ぶ

12 小グループによる指導
演習1

これまでに習得した運動を小グルー
プで相互に指導することで,指導方法
に関する基礎的な能力を身に着ける

13 小グループによる指導
演習2

これまでに習得した運動を小グルー
プで相互に指導することで,指導方法
に関する発展的な能力を身に着ける

14 試験・まとめと解説 各グループがこれまでに行った運動
を組み合わせ,発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自らの生活に体つくり運動を採り入れ実践することを推奨する。本授業の準
備学習・復習時間は合わせて 1時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
新学習指導要領に基づく中学校・高等学校向け「体つくり運動」「体育理論」
リーフレットhttp://www.mext.go.jp/a_menu/sports/jyujitsu/1306082.htm
高橋健夫他共著：体育科教育別冊新学習指導要領準拠新しい体つくり運動の
授業づくり、大修館書店、2009

【参考書】
文部省学校体育実技指導資料第 7集体つくり運動－授業の考え方と進め方－
【成績評価の方法と基準】
成績評価は、平常点 70%、試験（実技テスト）結果を 30%とします。平常点
は、主に授業での取り組みを評価します。加えて、随時設定をした課題の達
成度も評価の対象とします。試験は、一連の動きで構成された作品（グルー
プワーク）の発表です。作品への取り組みや発表態度、作品の創意・工夫を評
価します。
【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。
【学生が準備すべき機器他】
動きやすい服装・体育館シューズ・筆記用具
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
Course outline
This course introduces Body-building exercise and learn about the
safety aspects of body-building exercise to students taking this course.
The aim of this course is to help students acquire understanding
body-relaxing exercise” , “exercise to enhance body movement and
instructional method.
This course deals with the gymnastics toold and daily nexcessities. It
also enhances the development of students’ skill in teaching method.
Learning Objectives
By the end of the course, students should be able to do the
followings:Movement and execution of body-building exercises according
to the various aims of the exercise, Develop basic teaching skills.
Learning activities outside of classroom
・Lecture/Exercise（two-credits）
Students will be expected to be encouraged to adopt and practice body-
building exercises in their own lives. Your study time will be more than
1 hours for a class.
Grading Criteria /Policies
例 1 ： Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 30%、Usual performance score : 70%
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専門演習Ⅰ

安藤　正志

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：2年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自らあるいは他人の健康管理ができるようになることが授業の目的である。
検査測定学分野：種々の検査機器を使用しながら身体機能の検査技術を学ぶ
健康科学分野：特に健康科学分野の文献を抄読しながら理解を深める
健康管理と指導の実践に必要な知識と技術を学ぶ
【到達目標】
上級生あるいは教員と協同して課題に取り込むことで、身体機能の測定やメ
ンテナンスを指導できる能力を身につけ、健康管理と指導の実践に必要な知
識と技術を身に着ける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
授業形態は、運動療法学・検査測定・健康科学・スポーツ傷害学・リハビリテー
ション医学などについて調査し自ら学ぶ課題解決型学習と実習形態である。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 春学期は課題を提供し実習し報告を

する。これを繰り返すことで実験調
査まとめプレゼンテーションの力を
つける。

2 機能解剖学実習（運動器
を中心に復習する）

共同で復習と学習する

3 機能解剖学知識のまとめ 健康管理やトレーニングに必要な機
能解剖学を獲得しているかを確認す
る

4 ストレッチング実習１
（頚部・上半身）

共同でストレッチングの技術を実習
をしながら獲得する

5 ストレッチング実習２
（体幹・下半身）

共同でストレッチングの技術を実習
をしながら獲得する

6 ストレッチング実習３
（復習）

ストレッチングの基礎テクニック30
手技を復習する

7 ストレッチング知識と
技術のまとめ

健康管理やトレーニングに必要なス
トレッチング技術を獲得しているか
を確認する

8 筋・筋膜リリース（マッ
サージ）
実習２
１（頚部・上半身）

共同でマッサージの技術を実習をし
ながら獲得する

9 筋・筋膜リリース（マッ
サージ）
実習２（頚部・上半身）

共同でマッサージの技術を実習をし
ながら獲得する

10 筋・筋膜リリース（マッ
サージ）
実習３（復習）

マッサージが代表的な筋（30）に実
施できるか確認する

11 マッサージ知識と技術
のまとめ

健康管理やトレーニングに必要な
マッサージ技術を獲得しているかを
確認する

12 検査測定実習１（バイタ
ルサイン）

バイタルサイン（血圧・脈拍・呼吸）
の測定実習

13 検査測定実習２（頚部・
上肢の可動域測定）

頚、肩、肘、手関節の可動域測定実習

14 検査測定実習３（体幹・
下肢の可動域測定）

体幹、股、膝、足関節の可動域測定
実習

15 秋学期のオリエンテー
ション

秋学期はグループで課題を見つけ実
験調査をまとめ、プレゼンテーショ
ンする。

16 検査測定実習４（上肢・
筋力測定）

ハンドヘルドダイナモメーターを使
用して個々の筋力を測定する

17 検査測定実習５（下肢・
筋力測定）

ハンドヘルドダイナモメーターを使
用して個々の筋力を測定する

18 検査測定実習（四肢長・
周径測定）

四肢長・四肢周径の測定方法を学び
実習する

19 検査測定実習（まとめ） 基本的な検査測定技術が獲得された
かを確認する

20 トレーニング実習１
（健康増進）

健康増進を目的とするトレーニング
を立案し実施する

21 トレーニング実習２
（筋力増大）

筋力増強を目的とするトレーニング
を立案し実施する

22 トレーニング実習３
（全身持久力増大）

全身持久力増大を目的とするトレー
ニングを立案し実施する

23 トレーニング実習４
（器具・マシーン）

トレーニング器具やマシーンを使用
したトレーニングを体験する

24 検査測定で得られたデー
ター処理方法を学ぶ

データ分析
t検定、相関分析、分散分析など

25 健康科学・トレーニング
科学に関する文献調査
と課題発表１

発表資料作成（３名程度の学生）

26 健康科学・トレーニング
科学に関する文献調査
と課題発表２

最終課題発表（前回以外の３名程度
の学生）

27 健康科学・トレーニング
科学に関する文献調査
と課題発表３

最終課題発表（前回以外の３名程度
の学生）

28 同じゼミ生の卒業研究
発表会に参加する

研究発表の仕方を学ぶ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題の調査、報告書のまとめなど本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を
標準とします。
【テキスト（教科書）】
日本スポーツリハビリテーション学会監修　JSSR認定トレーナー教本（※こ
の授業を履修するとJSSR認定トレーナー試験資格が得られます）
【参考書】
授業内で適宜紹介する
【成績評価の方法と基準】
平常点；積極的発言や態度、単元ごとの検定やテストなど（50%）課題レポー
トの成績（50%）
【学生の意見等からの気づき】
より多くの文献を検索し読み取る機会を設ける。
実技を中心に体験型の授業とする。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムを利用することがある。
【その他の重要事項】
学会や大学外で開催されるセミナーなどに参加し意欲を高めながら進めます
【Outline (in English)】
Course outline:
The course outline is as follows. We will learn about basic health fitness
tests, functional anatomy, stretching techniques, training techniques,
and relaxation techniques.
Learning Objectives:
Learning Objectives is about getting basic health care and implement-
ing health promotion programs.
Learning activities outside of classroom:
For Learning activities outside of classroom, please review and practice
what you learned in class.
Grading Criteria:
Grading Criteria is determined by the performance of the assignment
and the results of the certification exam.
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

専門演習Ⅰ

泉　重樹

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：2年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本ゼミにおける2年次のテーマは以下の3つである。1. アスレティックト
レーナーとして必要な基礎的な知識および技術を習得すること。2. アスレ
ティックトレーナーの役割・現状に触れる機会をできるだけ多く持つこと。3.
自身の研究テーマに沿って文献検索を行い、読んだ上でその内容に関するプ
レゼンテーションが行えること。
【到達目標】
　本ゼミにおける2年次の到達目標は以下の3点である。1．機能解剖学の知
識を習得すること。2.文献検索ができるようになること。3．選手に対して
HOPSに基づいた評価ができるようになること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
　基本的には各自の事前学習・準備のうえでプレゼンテーションソフトを使
用した発表によるディスカッションおよび実技・実習が中心となる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 本演習のガイダンスを行う。
2 文献検索の方法と実際 文献検索の方法を紹介し、実際に自

分で文献を探す方法を学習する。
3 文献検索の方法と実際

（図書館実習）
図書館での実習により、オンライン
データベースの使い方を習得する。

4 機能解剖学：筋骨格系
／上肢

機能解剖学（筋骨格系／上肢）の演
習・小テストを行う。

5 機能解剖学：筋骨格系
／下肢

機能解剖学（筋骨格系／下肢）の演
習・小テストを行う。

6 機能解剖学：筋骨格系
／体幹

機能解剖学（筋骨格系／体幹）の演
習・小テストを行う。

7 機能解剖学：神経系 機能解剖学（神経系）の演習・小テ
ストを行う。

8 実技演習：テーピング・
下肢

スポーツ現場におけるコンディショ
ニング手法（テーピング・下肢）を
習得する。

9 実技演習：テーピング・
上肢

スポーツ現場におけるコンディショ
ニング手法（テーピング・上肢）を
習得する。

10 実技演習：テーピング・
体幹

スポーツ現場におけるコンディショ
ニング手法（テーピング・体幹）を
習得する。

11 実技演習：他のコン
ディショニング

スポーツ現場におけるコンディショ
ニング手法（ストレッチング）を習
得する。

12 スポーツ分野における外
傷・障害と評価：診察学

HOPSおよびSOAPについて学習す
る。

13 スポーツ分野における
外傷・障害と評価：応急
処置

スポーツ現場の応急処置について学
習・実践する。

14 スポーツ分野における外
傷・障害と評価：まとめ

ロールプレイを通してHOPSを実践
する。

15 スポーツ分野における
外傷・障害と評価：夏季
研究課題の決定

評価に関する基本的事項を学習した
上で、夏季課題により、各自がどの部
位の評価を担当するのかを決定する。

16 肩関節の外傷・障害に関
する発表

肩関節の評価について、発表・ディ
スカッションを行う。論文の抄読会
を行う。

17 膝関節の外傷・障害に関
する発表

膝関節の評価について、発表・ディ
スカッションを行う。論文の抄読会
を行う。

18 頚部の外傷・障害に関す
る発表

頸部の評価について、発表・ディス
カッションを行う。論文の抄読会を
行う。

19 実技演習：肩関節の評価 これまでの肩関節の評価について、
実技による実践練習を行う。抄読会
の予備日。

20 実技演習：膝関節の評価 これまでの膝関節の評価について、
実技による実践練習を行う。抄読会
の予備日。

21 実技演習：頸部の評価 これまでの頚部の評価について、実
技による実践練習を行う。抄読会の
予備日。

22 実技演習：総合演習 これまでの評価について、実技によ
る実践練習を行う。抄読会の予備日。

23 腰部の外傷・障害に関す
る発表

腰部の評価について、発表・ディス
カッションを行う。論文の抄読会を
行う。

24 股関節・骨盤の外傷・障
害に関する発表

股関節・骨盤の評価について、発表・
ディスカッションを行う。論文の抄
読会を行う。

25 足関節の外傷・障害に関
する発表

足関節の評価について、発表・ディ
スカッションを行う。論文の抄読会
を行う。

26 肘・前腕・手関節の外
傷・障害に関する発表

肘・前腕・手関節の評価について、
発表・ディスカッションを行う。論
文の抄読会を行う。

27 実技演習：これまでの
総合演習

これまでの評価について、実技によ
る実践練習・試験の練習を行う。

28 実技試験とフィード
バック

これまでの評価について、実技によ
る実践練習・試験を行うとともに
フィードバックをする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1回：特になし
第2～14回：前回授業への取り組みと復習
第15回：春学期の復習
第16～28回：前回授業への取り組みと復習
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。適時資料を用意する。
【参考書】
1.日スポ協公認アスレティックトレーナーテキスト１～９
2.坂井建雄，松村讓兒：プロメテウス解剖学アトラス解剖学総論／運動器系．
医学書院．2011
3.日本トレーニング指導者協会：トレーニング指導者テキスト実技編．大修
館．2011
4.小林直行，成田崇矢，泉重樹：女性アスリートのための傷害予防トレーニ
ング．医歯薬出版．2013
5.Starkey. C., Brown. S. M.: Examination of Orthopedic and Athletic
Injuries. F.A.Davis Company; 3 edition. 2009
6.臨床スポーツ医学編集委員会：新版スポーツ外傷・障害の理学診断・理学
療法ガイド第2版．文光堂．2015
7.広瀬統一他，アスレティックトレーニング学，文光堂，2019
8.独立行政法人日本スポーツ振興センターハイパフォーマンススポーツセン
ター編. アスリートのためのトータルコンディショニングガイドライン.サン
ライフ企画. 2023
9.広瀬統一, 泉重樹, 福田崇, 稲見崇孝編. ケガをしないカラダづくり. 東洋館
出版社. 2023

【成績評価の方法と基準】
平常点（80％），ゼミ内容や課外活動への取り組み（20％）　出席や学内・
学外で行われる各種イベント等への参加姿勢等も鑑みながら、総合的に判断
する。
【学生の意見等からの気づき】
　アスレティックトレーナーはスポーツ科学と医学に関する知識の両方が求
められるため学習する内容が座学・実習ともに多い。その中で受講生達はよ
く頑張ってくれている。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムを使用する。
【Outline (in English)】
【Course outline】The purposes of the athletic training seminar 1 are as
follows, 1.learning knowledge and skills necessary as an athletic trainer.
2. to have an opportunity experiencing the student trainer as much as
possible. 3. to conduct a literature search for previous research.
【Learning Objectives】The following are the three goals of this seminar:
1. to acquire knowledge of functional anatomy; 2. to be able to do a
literature search; 3. to be able to do a HOPS-based evaluation.
【Learning activities outside of the classroom】The standard preparation
and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria/Policy】Evaluated comprehensively based on normal
scores, seminar content, and extracurricular activities.
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

専門演習Ⅰ

青木　瑛美

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：2年次／4単位
曜日・時限：木5/Thu.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
経営学・社会心理学・社会学を応用したスポーツマネジメント学についての
基本となる知識を総合的に学習する。「マネジメント（基本と原則）」を読み、
マネジメントの基本を学修した後、スポーツマネジメント並びにスポーツ組
織行動論の基礎知識を学習する。
【到達目標】
１．マネジメントとは何かを明確に表現できる。
２．「スポーツマネジメント」の定義を学術的なバックグランドを踏まえた上
で、説明できる。
３．スポーツ組織を効果的にマネジメントするための基礎知識を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
前期の授業では、マネジメントならびにスポーツマネジメントに関わる基礎理
論について講義を行い、スポーツマネジメント学についての基本となる知識
を習得する。後期の授業では、スポーツ組織行動論に関する講義を行い、総
合的にスポーツマネジメントを学習する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 授業の概要説明

授業評価方法の説明
2 マネジメントとは マネジメント（基本と原則）、マネジ

メントの生成と発展について学習
する。
マネジメントの生成から現代までの
一連の流れを学習する。

3 マネジメントの使命 マネジメントの役割、社会的責任に
ついて学習する。マネジメントの必
要性、マネジャー、マネジメントの
技能について学習する。

4 スポーツマネジメント
の基礎

スポーツマネジメントの定義、ス
ポーツマネジメントの歴史的発展に
ついて学習する。

5 スポーツビジネスとは スポーツビジネスの現状、市場につ
いて学ぶ。

6 スポーツとメディア スポーツとメディアの関係について
学習する。スポーツ組織とメディア
リレーション・スポーツ組織におけ
るスポーツメディア戦略とは? 戦略
の立て方について学習する。

7 スポーツリーグマネジ
メント

スポーツビジネスとお金に関わる事
例を経営学的な視点から考えてい
く。スポーツリーグ運営について学
習する。

8 スポーツチームマネジ
メント

スポーツビジネスとお金に関わる事
例を経営学的な視点から考えてい
く。スポーツチーム運営について学
習する。

9 企業の社会的責任とス
ポーツ

スポーツを使ったCorporate social
responsibility(CSR)事例研究)につ
いて学習する。

10 ケーススタディー１ スポーツ組織におけるマネジメント
に関する事例について課題に取り組
む

11 ケーススタディー２ 第９回の授業に続き、ケーススタ
ディーについてグループディスカッ
ションを行う

12 プレゼンテーションの
方法について

効果的なプレゼンテーション方法、
コミュニケーションスキルを学ぶ

13 プレゼンテーション準備 これまでに学んだスポーツマネジメ
ントに関連する事柄について関心の
あるテーマについて調査および報告
を行う準備を行う

14 前期最終プレゼンテー
ション

これまでに学んだスポーツマネジメ
ントに関連する事柄について関心の
あるテーマについて調査および報告
を行う

15 後期授業オリエンテー
ション

後期の授業の進め方について説明を
行う。次年度に向けた授業方針の確
認を行う。

16 スポーツ組織について スポーツ組織における組織形態につ
いて学習する。日本のスポーツに関
する政策各スポーツ団体の組織構造
について学び、スポーツ組織におけ
る目的や戦略、経営計画の立案方法
および、それらの評価手法について
学習する。

17 スポーツ組織における
リーダーシップ

リーダーシップ理論について変遷を
深く理解する。 1.リーダーシップ特
性論 2.リーダーシップ行動論 3.リー
ダーシップ条件適応理論 4.変革型
リーダーシップリーダーシップ理論
の変遷を理解し、スポーツ組織にお
ける効果的なリーダーシップの在り
方について学習する。

18 スポーツ組織における
ガバナンス

スポーツ団体ガバナンスコード、中
央競技団体のコンプライアンス強化
に関する現状と課題について学ぶ。

19 スポーツ組織における
モチベーション

モチベーション理論、期待理論を理
解し、人のモチベーションのメカニ
ズムについて理解する。

20 多様性マネジメント 多様性について学習し、スポーツ組
織においていかに多様性マネジメン
トを行うかについて学習する。

21 スポーツマネジメントに
関する調査について学ぶ

量的調査・質的調査の研究の手法に
ついて学ぶ

22 調査の分析方法につい
て学ぶ

基本的な統計的分析の手法について
学ぶ（カイ二乗検定、平均値の差の
検定、回帰分析など）

23 調査テーマについて学 スポーツマネジメントに関する調
査・研究事例を学美、各グループの
調査テーマを決める準備を行う。

24 調査研究決定 スポーツマネジメントに関する調査
テーマを決め、調査方法を決定する

25 質問項目の決定 質問紙を作成し、質問項目の妥当性、
信頼性について確認する

26 調査の実施 スポーツマネジメントに関する調査
を行う。データを収集し、データを
打ち込む。

27 調査データの分析・考
察・まとめ

調査データの分析を行い、その分析
をもとに考察、結果のまとめを行う

28 最終グループ発表 各グループで行った調査結果につい
てグループプレゼンテーションを行
う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本講義では必ず予習として教科書「マネジメントー基本と原則」や「スポーツ
マネジメント」を読んでから授業に参加して欲しい。本授業の準備学習・復
習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
「マネジメント」[エッセンシャル版]」基本と原則（ピーター・F・ドラッカー
上田惇生）ダイヤモンド社
「スポーツマネジメント」(改訂版)（原田宗彦・小笠原悦子編著）大修館書店
「図とイラストで学ぶ新しいスポーツマネジメント」/山下秋二/編著中西純司/
編著松岡宏高/編著　大修館書店
【参考書】
特になし（毎回資料を配布する）
【成績評価の方法と基準】
毎授業時に課すレポート課題（100％）で判断します。
【学生の意見等からの気づき】
プレゼンテーションの機会を多く取り入れます。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
(Course outline)
Comprehensively learn the basic knowledge about sports management
studies through management science, social psychology, and sociology.
After studying the fundamentals of management by reading " Principle
of Management)", you will study the basic knowledge of sports
management and sports organization behavior theory.
(Learning Objectives)
The goals of this course are 1. You can clearly express what management
is.2. Explain the definition of "sports management" based on an
academic background.3. Understand the basic knowledge to effectively
manage a sports organization.
(Learning activities outside of classroom)
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The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
(Grading Criteria /Policy)
Grade evaluation is judged by the report assignment (100%) imposed at
each class.
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

専門演習Ⅰ

井上　尊寛

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：2年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本演習ではスポーツマーケティング調査の基礎を学ぶとともに、実際に調査
を実施し、結果を分析・報告することを通して、スポーツマーケティング調
査について総合的に学習する。
【到達目標】
本演習の到達目標は以下のとおりとする：
1. スポーツマーケティングの視点からスポーツビジネスを理解することがで
きる（前期）。
2. スポーツマーケティング調査の質問項目を設定することができる。
3. スポーツマーケティングに関するデータを収集することができる。
4. スポーツマーケティングに関するデータを分析することができる。
5. スポーツマーケティングに関するデータを考察し、発表できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
前期の最初はスポーツマーケティングの事例を知るため、講義形式で授業を行
う。次に、スポーツマーケティング調査の実施に向け、調査の目的、方法、注
意点について学習し、前期の終わりには実際にデータを収集する。後期は収
集したデータを用いて結果を分析するとともに、学期末に予定されたグルー
プ発表に向けて準備を行い、最終的にプレゼンテーションまで行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション：

前期の概要の説明
スポーツマーケティングに関する専
門的な学びに向けた動機づけと演習
の概要について理解する。

第2回 マーケティングの考え方 マーケティングの定義、特徴、重要
性について学習する

第3回 スポーツマーケティン
グの考え方

スポーツマーケティングについて、
定義、独自性、サービス業としての
特性などとともに学習する

第4回 事例を知る：プロス
ポーツのマネジメント

プロスポーツの仕組み、収入構造、
観戦者特性などについて学習する。

第5回 事例を知る：スポーツレ
ガシーのマネジメント

スポーツイベントが開催地にもたら
す長期的な恩恵をレガシーと呼ぶ。
本授業ではこのレガシーのマネジメ
ントについて理解を深める。

第6回 スポーツマーケティン
グに関する情報検索

スポーツマーケティング調査や研究
を実施する際に必要な情報（論文、
実践現場、新聞、書籍、雑誌、報告
書、学会）の収集方法について学ぶ。

第7回 スポーツ消費者を対象
としたアンケート調査

スポーツ消費者を対象としたマーケ
ティング調査の目的、内容、実施方
法、結果の報告などについて、ス
ポーツ観戦者の調査を例に学習する。

第8回 データを読み取る：
データ入力

スポーツビジネスに関する資料・デー
タを収集し、エクセルに入力する。

第9回 データを読み取る：基
礎集計

スポーツビジネスに関する資料・
データを、統計ソフトを用いて集計
し、度数分布および平均を算出する。

第10回 データを読み取る：グ
ラフの作成

スポーツビジネスに関する資料・
データを基礎集計としてまとめ、グ
ラフを作成する

第11回 情報をまとめる：スラ
イドの作成

スポーツビジネスに関する情報を、
パワーポイントスライドを用いてま
とめる

第12回 情報をまとめる：プレ
ゼンテーションの方法

スポーツビジネスに関する情報をプ
レゼンテーションの方法について学
ぶ

第13回 情報を報告する：前半
グループ

スポーツビジネスに関する情報をグ
ループで協力して報告する：前半グ
ループ

第14回 情報を報告する：後半
グループ

スポーツビジネスに関する情報をグ
ループで協力して報告する：後半グ
ループ

第15回 オリエンテーション：
後期の概要の説明

前期に実施したスポーツマーケティ
ング調査の目的および内容を再確認
するとともに、後期の流れを理解し、
最終発表までの計画を立てる。

第16回 調査データの入力およ
びデータクリーニング

データ入力、欠損値や異常値のク
リーニング、変数の定義、カテゴ
リー変数の作成などについて学ぶ。

第17回 調査データの記述統計
：度数分布、クロス集
計、平均、標準偏差

収集したデータを用いて、度数分布、
平均値、標準偏差、クロス集計など
の記述統計について学習する。

第18回 調査データの記述統計
：セグメントの設定と
分類に基づく集計

カテゴリー変数を用いて標本をいく
つかのセグメントに分類し、グルー
プ間で記述統計をまとめる方法つい
て学習する。

第19回 自由回答の集計および
分析

質的な自由回答を分析するため、
コーディング、カテゴリー化、類型
化について学習する。

第20回 心理的変数の分析 心理的尺度の信頼性と妥当性の分析
方法について学ぶ。

第21回 グループ間の比較に関
する統計分析

仮説検証の基本的な考え方を学ぶと
ともに、統計的にグループ間比較を
行うため、カイ二乗検定、t検定、分
散分析について学ぶ。

第22回 要因間の関係性に関す
る統計分析

心理的変数や行動的変数の間の関係
性を分析するため、相関分析および
回帰分析の基礎を学ぶ。

第23回 セグメント別に要因間の
関係性を分析する方法

性別、年齢、購買頻度などに基づい
て消費者を細分化し、要因間の関係
性を分析する方法について学ぶ。

第24回 分析結果をまとめる：
図表の作成

記述統計や推計統計の結果をエクセ
ルの図表でまとめる方法を学ぶ。

第25回 分析結果をまとめる：
スライドの作成

分析結果および作成した図表を効果
的に発表するため、パワーポイント
スライドの作成方法を学ぶ。

第26回 分析結果をまとめる：
発表方法

パワーポイントスライドを完成させ
るとともに、発表方法について学ぶ。

第27回 分析結果の報告：第1グ
ループ

データを収集・分析した結果につい
て、第1グループが発表する。

第28回 分析結果の報告：第2グ
ループ

データを収集・分析した結果につい
て、第2グループが発表する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外のグループ学習の課題として、質問項目の作成、調査計画の立案、
調査の実施、結果の分析、プレゼンテーションの準備が順番に与えられます。
グループのメンバーと協力して計画的に取り組んでください。本授業の準備学
習・復習時間は1回の授業につき，準備・復習時間を合わせて4時間以上（準
備・復習時間の配分は均等でなくても可）とします。
【テキスト（教科書）】
特になし（毎回資料を配布する）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
【評価基準】
それぞれの課題において獲得する得点は以下の基準に従って決定する。
100%：授業の内容を踏まえて課題に計画的に取り組むとともに、自身の独自
の視点から合理的な解決策を導き出し、さらに成果物の中で自分の論旨を明
確に伝えることができている。
80%：授業の内容を踏まえて課題に計画的に取り組むとともに、自身の独自
の視点から合理的な解決策を導き出している。
60%：授業の内容を踏まえ、課題に計画的に取り組むとともに、自身の独自
の視点から解決策を導き出している。
40%：授業の内容を踏まえ、課題に計画的に取り組んでいる。
20%：授業の内容を踏まえて課題に取り組んでいる。
【学生の意見等からの気づき】
できるだけ理解が進むように、授業では身近な日本のスポーツや日本の文献
も紹介します。
【学生が準備すべき機器他】
データを分析するためのパソコン、マイクロソフト・オフィス（ワード、エク
セル、パワーポイント）
【Outline (in English)】
（Course outline）This seminar is an introduction to the basic elements
of sport marketing research. （Learning Objectives）Students will
learn how to collect data, analyze the results, and interpret and report
conclusions drawn from the findings. Upon successful completion of
this course, students will be able to understand how they can conduct
sport marketing research.（Learning activities outside of classroom）
Your study time will be more than four hours for this seminar.（Grading
Criteria /Policy）Final grade will be calculated according to the following
process: oral presentation (40%) and usual performance score (60%).
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

専門演習Ⅰ

小田　佳子

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：2年次／4単位
曜日・時限：月5/Mon.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体育科教育学の基礎理論と授業づくりについて学ぶ。
保健体育教師になるという覚悟をもって、教職を志す仲間と共に「よりよい
授業づくり」を目指して切磋琢磨する。
【到達目標】
学校体育の目標と内容、体育科の学習指導、指導方略・技術、授業計画・授業
づくり等に関する最新の基礎理論を習得する。それらを踏まえ、学習指導要
領に示された各運動領域にもとづく授業づくりについて理解を深める。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
「基礎理論」の習得については、中学校・高等学校の『学習指導要領解説・保
健体育編』および体育科教育学・スポーツ教育学に関する参考書を読み解く。
「授業づくり」については、学習指導要領に示された各運動領域＋体育理論の
演習（模擬授業）に参加し体験する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

指導案確認
体育科教育学・スポーツ教育学に関
する資料・文献の紹介および演習の
計画について確認する

2 「体つくり運動」の実際
的検討

専門演習Ⅱの受講生グループによる
「体つくり運動」の模擬授業を検討
し、教授法、学習内容、学習評価等
について理解を深める

3 「球技：ネット型」の実
際的検討

専門演習Ⅱの受講生グループによる
「球技:ネット型」の模擬授業を検討
し、教授法、学習内容、学習評価等
について理解を深める

4 「球技：ベースボール
型」の実際的検討

専門演習Ⅱの受講生グループによる
「球技：ベースボール型」の模擬授業
を検討し、教授法、学習内容、学習
評価等について理解を深める

5 「球技：ゴール型」の実
際的検討

専門演習Ⅱの受講生グループによる
「球技：ゴール型」の模擬授業を検討
し、教授法、学習内容、学習評価等
について理解を深める

6 「陸上競技」の実際的検
討

専門演習Ⅱの受講生グループによる
「陸上競技」の模擬授業を検討し、教
授法、学習内容、学習評価等につい
て理解を深める

7 「武道：剣道」の実際的
検討

専門演習Ⅱの受講生グループによる
「武道：剣道」の模擬授業を検討し、
教授法、学習内容、学習評価等につ
いて理解を深める

8 「武道：柔道」の実際的
検討

専門演習Ⅱの受講生グループによる
「武道:柔道」の模擬授業を検討し、教
授法、学習内容、学習評価等につい
て理解を深める

9 「器械運動：マット」の
実際的検討

専門演習Ⅱの受講生グループによる
「器械運動：マット」の模擬授業を検
討し、教授法、学習内容、学習評価
等について理解を深める

10 「保健体育」の理論的検
討（図書館）

「保健体育」の授業づくりに関する文
献等を読み解き、理解する

11 「器械運動：跳び箱」の
理論的検討（教員採用試
験対策）

「器械運動：跳び箱」の体育実技に関
する文献等を読み解き、理解する

12 「ダンス：創作・フォー
ク」の実際的検討

専門演習Ⅱの受講生グループによる
「ダンス」の模擬授業を検討し、教授
法、学習内容、学習評価等について
理解を深める

13 「ダンス：現代的なリズ
ム」の実際的検討

専門演習Ⅱの受講生グループによる
「ダンス」の模擬授業を検討し、教授
法、学習内容、学習評価等について
理解を深める

14 模擬授業の反省とまとめ 模擬授業のふりかえりとまとめを
行う
修正指導案を提出する

15 「体つくり運動」の指導
案の検討

担当グループが作成した「体つくり
運動」の指導案について、学習目標、
内容・方法、評価等の観点から検討
する

16 「体つくり運動」の模擬
授業の実施

担当グループが「体つくり運動」の
模擬授業を実施し、達成度について
振り返る

17 「球技：ネット型」の指
導案の検討

担当グループが作成した「球技」の
指導案について、学習目標、内容・
方法、評価等の観点から検討する

18 「球技：ベースボール
型」の模擬授業の実施

担当グループが「球技」の模擬授業
を実施し、達成度について振り返る

19 「陸上競技」の指導案の
検討

担当グループが作成した「陸上競技」
の指導案について、学習目標、内容・
方法、評価等の観点から検討する

20 「球技：ゴール型」の模
擬授業の実施

担当グループが「球技」の模擬授業
を実施し、達成度について振り返る

21 「武道」の指導案の検討 担当グループが作成した「武道」の
指導案について、学習目標、内容・
方法、評価等の観点から検討する

22 「武道」の模擬授業の実
施

担当グループが「武道」の模擬授業
を実施し、達成度について振り返る

23 「ダンス」の指導案の検
討

担当グループが作成した「ダンス」
の指導案について、学習目標、内容・
方法、評価等の観点から検討する

24 「ダンス」の模擬授業の
実施

担当グループが「ダンス」の模擬授業
を実施し、達成度について振り返る

25 「器械運動」の指導案の
検討

担当グループが作成した「器械運動」
の指導案について、学習目標、内容・
方法、評価等の観点から検討する

26 「器械運動」の模擬授業
の実施

担当グループが「器械運動」の模擬
授業を実施し、達成度について振り
返る

27 「体育理論」の指導案の
検討

担当グループが作成した「体育理論」
の指導案について、学習目標、内容・
方法、評価等の観点から検討する

28 「体育理論」の模擬授業
の実施

担当グループが「体育理論」の模擬
授業を実施し、達成度について振り
返る

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業外で各自が文献資料・データを収集して読み込み、指導案を作成する必
要がある。本授業の準備学習は6時間、復習時間は 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
中学校学習指導要領解説　保健体育編　平成20年版・平成29年版（東山書房）
高等学校学習指導要領解説　保健体育編　体育編　（東山書房）
【参考書】
体育の教材を創る（大修館書店）
保健体育科教育法　（大修館書店）
新版体育科教育学入門　（大修館書店）
保健体育科教育法　（アイオーエム）
内容学と架橋する保健体育科教育論（晃洋書房）
体育の教材を創る（大修館書店）
【成績評価の方法と基準】
参加状況・態度による平常点（５０％）
プレゼン・模擬授業（３０％）
指導案・レポート（２０％）
上記の項目を総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
可能な限り学生参加型による対面方式で授業を進めていく。
【学生が準備すべき機器他】
課題提出において授業支援システムを使用する。
【その他の重要事項】
授業計画は展開によって変更があり得る。
授業形態についても感染の拡大状況によって柔軟に対応する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In this seminar students learn the basic theories of Physical Education
and class creation.
Students work hard to create "better class management" with fellow
students who are preparing to become health and PE teachers and will
to become teachers.
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専門演習Ⅰ

片上　千恵

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：2年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツメディアを中心にスポーツマネジメントを実践的に学ぶことを目的と
する。特に重視している活動は情報発信であるが、スポーツマーケティングに
おける情報発信は他の業種に比べてより広範囲に伝わり大きな影響力を持つ
一方で、近年のソーシャルメディアの進化によりその難易度は高まっている。
今やアスリートが個人レベルでSNSを通していつでも自由に情報を発信する
ことで組織からの発信以上の効果を生み出すことも多い。同時にアスリート
が発信することによる自らの責任とリスクを伴う難しさもある。
本演習では講義と実践を通じて、現代のスポーツ界においてステークホルダー
の満足度を高め、かつアスリートとスポーツの価値をともに高める情報発信
のあり方を探る。
【到達目標】
・スポーツにメディアが果たす役割を理解し説明できる
・ソーシャル・メディア活用を通じて高いメディア・リテラシーを獲得する
・スポーツにおけるメディアトレーニングの役割を説明できる
・演習の活動を通して、自分の追求したい研究テーマを設定できる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
毎回指定の文献を読み、担当者はスライドにまとめてプレゼンテーションを
行う。グループで企画を立案し、スポーツ組織のSNS発信サポートに携わり、
効果測定、フィードバックを重ねる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 自己紹介。授業の進め方と評価方法

の説明。
2 スポーツ広報① スポーツ組織の広報業務の内容と目

的を理解する。
3 スポーツ広報② 広報と宣伝広告の違い、プロモー

ション機能としての広報業務を学ぶ。
4 スポーツ広報③ プロリーグ広報とプロクラブ広報そ

れぞれの役割と連携を理解する。
5 プレゼンテーション・ト

レーニング
伝わるプレゼンテーションの基礎を
実践的に学ぶ。

6 ケーススタディ①
SNS（テキスト）

スポーツ組織が発信するSNS（テキ
ストベース）を対象にグループごと
に事例研究し、プレゼンテーション
発表を行う。

7 ケーススタディ②
SNS（動画）

スポーツ組織が発信するSNS（動
画）を対象に分析。グループごとに
事例研究し、プレゼンテーション発
表を行う。

8 ケーススタディ③
フラッシュインタビュー

アスリートの試合後フラッシュイン
タビューを対象にグループごとに事
例研究し、プレゼンテーション発表
を行う。

9 スポーツの情報発信① これまでの事例研究と文献調査をも
とにSNS企画を考案し、プレゼン
テーション発表を行う。

10 スポーツの情報発信② 企画案を具体化するためのプランを
練る

11 スポーツの情報発信③ 企画提案書とプレゼンスライド作成
12 ゲスト招聘 スポーツ組織の広報スタッフの前で

アイデア企画をプレゼンテーション
発表し、ディスカッションする。

13 SNS企画作成 企画のブラッシュアップを行う。
14 総括 夏季休業中の計画と課題の説明をす

る。
15 後期授業オリエンテー

ション
夏季休業中の活動報告と後期授業の
進め方説明。

16 メディアトレーニング
の歴史

メディアトレーニングの成り立ちと
政治との関係を学ぶ。

17 メディアトレーニング
事情

世界と日本のメディアトレーニング
の現状と違いを理解する。

18 メディアトレーニング
の種類

一般のメディアトレーニングとス
ポーツのメディアトレーニングをス
テークホルダーの特性から比較する。

19 アスリート向けメディ
アトレーニング

個人競技と団体競技、若手選手とベテ
ラン選手など対象別の特性を考える。

20 インタビュー分析方法① 先行研究から基本的なテクスト分析
の方法を学ぶ。

21 インタビュー分析方法② 先行研究から基本的な映像分析の方
法を学ぶ。

22 インタビュー調査計画 調査分析のためのインタビューを準
備する。インタビューイーの予備調
査。インタビュアーの質問項目を考
える。

23 インタビュー実践 学内アスリートを対象に競技につい
てインタビューを実践する。インタ
ビューは機材を使用し収録する。

24 インタビュー分析① 収録したインタビューを学習した方
法論に基づき分析作業を行う。

25 インタビュー分析② 分析結果を考察する。
26 フィードバック インタビュー分析結果をまとめて

フィードバックし、改善策を考案す
る。

27 ゲスト招聘 マンガケースメソッド型メディアト
レーニング実践とディスカッション
する。

28 総括 各自、来年度に向けた研究テーマを
発表する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎授業、文献を紹介する。各自で読みこんでディスカッションできるように
準備すること。本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
授業内で適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
プレゼンテーション課題（100％）で判断する。
【学生の意見等からの気づき】
授業で学んだことをスポーツ現場で実践できる場を設ける。
【Outline (in English)】
【Course outline】
The aim of this course is to explore, through both lectures and practical
exercises, methods of information dissemination aimed at enhancing
stakeholder satisfaction and concurrently elevating the value of athletes
and sports in the modern sports industry.
【Learning Objectives】
The goals of this course are:
A) To understand and explain the role of media in sports.
B) To acquire high media literacy through the use of social media.
C) To be able to set one’s own research topic of interest.
【Learning activities outside of classroom】
Review what you have learned in each lecture. Before/after each class
meeting, students will be expected to spend two hours to understand the
course content.
【Grading Criteria /Policy）】
Presentation assignment (100%).
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苅部　俊二

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：2年次／4単位
曜日・時限：月5/Mon.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ科学に関する調査・研究について見識を深め、講義で修得した理論
を主体的に受けとめ，実践する姿勢を育てる。
【到達目標】
2年次を対象に，少人数で綿密な指導のもと、コーチング分野に即した、少人
数での報告・討論・実践を通じて学習を深める。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
学術論文や先行研究を読み、理解することを目的とし、体育学、コーチ学、ス
ポーツ心理学などといった運動科学分野における論文の構成、研究の方法、分
析方法などを学んでいく。また、プレゼンテーションによる討論を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 春学期受講ガイダンス 演習の概要についてガイダンスを行

う。
第2回 情報・文献の検索1

図書館
図書館を利用し、情報・文献検索の
方法を学習する。

第3回 情報・文献の検索2
インターネット検索

インターネットなど様々な手法での
情報収集、文献検索の方法について
学習する。

第4回 統計解析1
（統計の基礎）

実験・研究に必要な統計解析の基礎
について理解を深める。

第5回 統計解析2
（データの収集）

実験・研究に必要な統計解析（デー
タの収集法）について理解を深める。

第6回 統計解析3
（データの解析）

実験・研究に必要な統計解析（デー
タの解析法）について理解を深める。

第7回 研究法1
（研究法）

スポーツ科学に関する研究法を学習
する。

第8回 研究法2
（実験法）

スポーツ科学に関する実験法を学習
する。

第9回 研究法3
（調査法）

スポーツ科学に関する調査法を学習
する。

第10回 文献の検索と輪読1
（文献検索）

興味のあるテーマを選択し、文献を
検索する。

第11回 文献の検索と輪読2
（文献輪読）

興味のあるテーマを選択し、文献を
検索、輪読する。

第12回 文献の検索と輪読3
（文献の要約・レジュメ
の作成）

興味のあるテーマを選択し、文献を
要約しレジュメを作成する。

第13回 文献の検索と輪読4
（プレゼンテーション）

興味のあるテーマを選択し、レジュ
メを使用し、発表を行う。

第14回 文献の検索と輪読5
（グループワーク・ディ
スカッション）

興味のあるテーマを選択し、グルー
プワーク、ディスカッションを行う。
夏休み期間の課題研究の計画祖実施。

第15回 春学期のまとめ 春学期授業のまとめを行う。夏休み
期間の課題研究について話し合う。

第16回 秋学期受講ガイダンス 秋学期授業のガイダンスを行う。夏
期研究のまとめを行う。

第17回 実験・調査の方法１
予備実験（実験機器）

研究・実験に必要な機器について理
解を深める。

第18回 実験・調査の方法2
予備実験（機器の使用）

実験方法に基づき、実際に機器を使
用する。

第19回 実験・調査の方法3
予備実験（社会調査法）

社会調査の方法を学習する。

第20回 実験・調査の方法4
予備実験（データの収
集）

予備実験からデータを収集、整理の
方法を学習する。

第21回 実験・調査の方法5
予備実験（データの解
析）

予備実験からデータの解析方法を学
習する。

第22回 実験・調査の方法6
予備実験（データの解
釈）

予備実験からデータの解釈方法を学
習する。

第23回 論文の構成・書き方 論文の構成、書き方、ルールを学習
する。

第24回 プレゼンテーション方法 パワーポイントを使用したプレゼン
テーションの方法について学習する。

第25回 各自研究テーマのプレ
ゼン・ディスカッション
　1
研究テーマの検討

各自の研究テーマを模索し検討する。

第26回 各自研究テーマのプレ
ゼン・ディスカッション
　2
研究テーマの発表

各自の研究テーマについて発表を行
う。

第27回 今後の研究課題の方向
性発表　1
（研究課題の発表）

演習Ⅱに向けた各自の研究課題につ
いて検討する。

第28回 今後の研究課題の方向
性発表　2
（研究計画の発表）

演習Ⅱに向けた各自の研究課題につ
いての実験・調査の計画を発表する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
発表の資料、レジュメなどの作成。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
【参考書】
授業内で適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
平常点（50％）とプレゼンテーション（50％）によって評価する。
【学生の意見等からの気づき】
学生にとって有意義な講義を行います。
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
In this seminar, students will learn how to conduct research in the field
of physical education (and sports science), looking at things such as
physical fitness and coaching methods. Students will learn how to read
the precedent studies, analyze data and write an academic paper.
【到達目標（Learning Objectives）】
The aim of this seminar is read an academic paper and to do oral
presentation.
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Your study time will be more than four hours for this seminar.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Final grade will be calculated according to the following process: oral
presentation (40%) and usual performance score (60%).
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

専門演習Ⅰ

木下　訓光

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：2年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
科学的測定・調査を学ぶ
【到達目標】
科学的測定・調査を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
様々な科学的測定・調査を実践して結果を分析する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 本専門演習の理念、各学生の目標設

定、長期的な学習計画について。課
題図書の提示。

2 プレゼンテーションの
基礎

[演習] 2年生による自己紹介（英語）。

3 プレゼンテーションの
方法論

[講義]プレゼンテーションの方法論
に関する基礎。

4 プレゼンテーションの
演習

[演習] 3年生による研究課題報告を
聴講し、プレゼンテーションの構造・
質疑応答について学習する。

5 Book Club① モデレーターを決めて、課題図書に
ついて討議する（第１回）。

6 AIリテラシー [演習]生成系AIを用いる上で注意す
べきポイント。オプトアウト、倫理
的問題、ハルシネーションなど。

7 DXAによる体組成測定 [実習] DXAで体組成を測定する。
8 InBodyの測定 [実習] InBodyで体水分量・体組成を

測定する。
9 DXAによる骨密度測定 [実習] DXAで骨密度を測定する。
10 Book Club② モデレーターを決めて、課題図書に

ついて討議する（第２回）。
11 VO2maxの測定① [実習] 2年生の最大酸素摂取量の測

定を行う。
12 VO2maxの測定② [実習]引き続き前回行っていない2

年生の最大酸素摂取量の測定を行う。
13 VO2maxの分析 [演習]測定データをもとに、各人の

最大酸素摂取量等を分析する。
14 VO2maxの比較検討 [演習]分析データをもとに、各人の

最大酸素摂取量等を比較検証する。
15 Book Club③ モデレーターを決めて、課題図書に

ついて討議する（第３回）。
16 LTの測定① [実習] 2年生の LTを測定する。
17 LTの測定② [実習]前回行えなかった2年生の LT

を測定する。
18 LTの分析 [演習]測定データをもとに、被検者

のLTを検証する。
19 Book Club④ モデレーターを決めて、課題図書に

ついて討議する（第４回）。
20 ヒューマンカロリメー

ターによる測定①
[実習]運動や身体活動に伴う2年生
のエネルギー消費を様々な条件下で
測定する。

21 ヒューマンカロリメー
ターによる測定②

[実習]前回行えなかった2年生の運
動や身体活動に伴うエネルギー消費
を様々な条件下で測定する。

22 ヒューマンカロリメー
ターによる測定結果の
分析

[演習]運動や身体活動に伴うエネル
ギー消費の測定結果を分析する。

23 ヒューマンカロリメー
ターによる測定結果の
比較検討

[演習]運動や身体活動に伴うエネル
ギー消費を様々な条件下で測定・分
析した結果を比較検討する。

24 研究進捗報告会 [演習]前回の研究課題報告から進捗
させた3年生の研究発表を聴講し、
研究の構造について学ぶ。

25 Book Club⑤ モデレーターを決めて、課題図書に
ついて討議する（第５回）。

26 スポーツ栄養の基礎 [講義]栄養調査の方法論、エネル
ギーバランス、減量・バルクアップ
の機序について正確に理解する。

27 栄養調査分析 [実習] 2年生の栄養調査・分析を行
う。

28 栄養調査結果発表 [演習]栄養調査・分析の結果発表。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
①課題図書・文献のレビュー作成
②データ解析
③学外研究会への参加
④本授業の準備学習・復習時間は1時間程度
【テキスト（教科書）】
・ツノダフミコ．『いちばんわかりやすい問題発見の授業』ワニブックス．（2024）
　　※資料室収蔵：3冊あり。ゼミ生においては専門演習Ⅰを通して本書を読
破することを強く勧める
・近藤克則．『研究の育て方: ゴールとプロセスの「見える化」』医学書院．
（2018）
　　※資料室収蔵：3冊あり。ゼミ生においては専門演習Ⅰ・Ⅱを通して本書
を読破することを強く勧める
・トーマス・Ｓ・マラニー『リサーチのはじめかた―「きみの問い」を見つけ、
育て、伝える方法』．筑摩書房．（2023）
　　※資料室収蔵。ゼミ生においては専門演習Ⅰ・Ⅱを通して本書を読破す
ることを強く勧める
・本多勝一．『中学生からの作文技術』．朝日新聞社．（2004）※研究室収蔵
・福澤一吉．『議論のレッスン』．生活人新書．（2002）※資料室収蔵
・小笠原喜康、片岡則夫.『中高生からの論文入門』. 講談社現代新書.（2019）
※資料室収蔵
【参考書】
・Powers S, Howley E. "Exercise Physiology: Theory and Application to
Fitness and Performance." McGraw-Hill Humanities; 11th ed. (2020)※
研究室収蔵、ただし旧版および10版の翻訳本（『パワーズ運動生理学 体力と
競技力向上のための理論と応用』）は資料室にあり
・Wilmore JH, Costill D, Kenney WL. "Physiology of Sport and Exercise"
Human Kinetics ; 7th ed. (2019)※研究室収蔵、ただし旧版は資料室にあり
・McArdle WD, Katch FI, Katch VL. "Sports and Exercise Nutrition"
Lippincott Williams & Wilkins; 5th ed (2019)※研究室収蔵、ただし第3版
は資料室にあり
・Jeukendrup A, Gleeson M. "Sport Nutrition" Human Kinetics; 3rd ed.
(2018)※資料室収蔵
・ACSM’s Nutrition for Exercise Science. (2018)※資料室収蔵
【成績評価の方法と基準】
①参加の仕方・姿勢（20%）：一つのテーマに関する一貫性のある参加と成
果。発言、質問、議論を自ら進んで行った場合のみ「参加」と認める。成果は
レポートなどで評価する。
専門演習Ⅲで取り組む卒業研究に関して、年度末の2月上旬までにそのリサー
チクエスチョンを決めて提出すること。提出できなかった場合は専門演習Ⅰ
の成績はD判定となる可能性がある。
②抄読会（20％）：評論・レビューの妥当性。論理的考察の有無。
③プレゼンテーション（20％）：発表のstructure、論理性。スライドの質。
Non verbal communication skillの水準。
④実習参加（20％）：実習参加、レポート作成を評価する。
⑤演習およびレポート作成（20％）：科学的分析能力。
⑥夏期セミナー、研究会への参加（optional）：夏期セミナーや研究会への
参加を追加的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
成績評価を厳密に行う。
【学生が準備すべき機器他】
実習によって得られたデータを授業支援システムにアップロードし、その分
析を課題として課す場合がある。
【その他の重要事項】
測定の順番は適宜変更され、また繰り返し行う可能性がある。
したがってすべての測定を予定通り行えるとは限らない。
この授業は測定体験型授業ではない。「ただそこにある機器」で「とりあえず
測定を行ってみる」だけでは学びとは言えない。背景にある生理学的基礎、医
学的知識に基づく測定の実践、データの科学的分析、批判的解釈が行えるよう
にすることが必要であり、そのために実習を行うので、学びは高度で膨大であ
る。「たくさんの科学的測定を体験できるゼミ」といった勘違いをすることの
無いように。したがって知識の習得やデータの分析に関連するスキルを取得す
るために、学びの進捗によっては授業内容の大幅な変更を行う可能性もある。
なお測定を積み重ねていく中で実習室の利用ルールや機器の扱い方を十分習
熟すること。
測定以外にも課題図書を指定してモデレーターを決め、読解力を評価し、テー
マを議論する回を適宜行う。
【実務の経験】
臨床経験および医学研究歴を有する医師（日本スポーツ協会認定スポーツド
クター、日本医師会健康認定スポーツ医）が授業を行う。
【どのように実務経験が授業に反映されるか】
上記経験に基づき、「人を対象とする医学系研究」の最適な指導ができる。
【Outline (in English)】
[Course outline] The lecture intends to provide opportunities to
conduct scientific measurements.
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[Learning objectives] The goal of the lecture is to master the skill of
measurements and evaluations in sports medicine and science.
[Learning activities outside of classroom] Total hours for studying
outside of classroom is estimated to be 2 hours; 1 hour beforehand and
1 hour afterward.
[Grading criteria/policy] The grading will be determined on the
basis of the following; in class contribution (20%), reviewing scientific
and medical literature (20%), presentation of measurement data (20%),
participation in experiments (20%), and submitting reports related the
topics in the classroom (20%).
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専門演習Ⅰ

木村　新

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：2年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本演習では、日常生活の機能改善からスポーツ場面における競技力向上およ
び障害予防についてスポーツバイオメカニクスおよびトレーニング科学の観
点から研究していくことを目指す。その上で、2年次は、先行研究を検索し整
理する方法、実験手法、データ分析手法の習得を目的とする。
【到達目標】
本ゼミにおける2年生次の到達目標は以下の3点となる。
(1)バイオメカニクスおよびトレーニング科学における基礎的知識を習得する
こと
(2)読解力と論文の検索力を向上させること
(3)実験機器の適切な使用方法を習得すること
(4)プログラミング技術を獲得すること
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
春学期は、主にバイオメカニクス、トレーニング科学、統計学の教科書を読
み込んでもらいその内容の発表を行ってもらうことで、研究を行うための基
礎的知識の習得を目指す。加えて、研究に必要な実験機器の使用方法の習得
を目指した実習を行う。
秋学期は、論文抄読を通じて読解力や検索力を向上させる。加えて自らの関
心に沿ったデータの習得・解析した後に、その成果を発表してもらう。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション：

春学期の概要の説明
本演習の進め方やスケジュールに関
して説明する。

第2回 プレゼンテーションの
練習

2年生に自己紹介を行ってもらう。

第3回 実験方法の習得①：
モーションキャプ
チャーシステム

光学式モーションキャプチャーシス
テム (Vicon)の使用方法を習得する。

第4回 実験方法の習得②：
BIODEX

BIODEXの使用方法の習得を目指
す。

第5回 実験方法の習得③：筋
電図

ハイスピードカメラおよび筋電計の
使用方法の習得を目指す。

第6回 文献の検索方法の習得 文献検索の方法を紹介し、実際に自
分で文献を探す方法を学習する。

第7回 バイオメカニクスの基
本的知識の習得①：並
進運動の力学

並進運動の力学を習得する。

第8回 バイオメカニクスの基
本的知識の習得②：回
転運動の力学

回転運動の力学を習得する。

第9回 プログラミングスキル
の獲得①：動作分析

第3回で取得したデータの読み込みや
解析・グラフ化を行えるようにする。

第10回 プログラミングスキル
の獲得②：筋力解析

第4回で取得したデータの読み込みや
解析・グラフ化を行えるようにする。

第11回 プログラミングスキル
の獲得③：筋電図解析

第5回で取得したデータの読み込みや
解析・グラフ化を行えるようにする。

第12回 統計学の基礎的知識の習
得①：誤差とばらつき

誤差とばらつきについて習得する。

第13回 統計学の基礎的知識の
習得②：相関関係

変数同士の相関について習得する。

第14回 春学期のまとめ 春学期の総括を行うとともに、振り
返りを行ってもらう。

第15回 論文抄読①：先行研究
の調査

自身のテーマに沿った先行研究につ
いてその内容をまとめて発表しても
らう。

第16回 論文抄読②：先行研究
同士の関連付け

第15回とは別の先行研究についてそ
の内容と、前回の先行研究との差異
や関係性について発表してもらう。

第17回 実動作のデータ取得①
：予備的なデータの取
得 (1回目)

自身のテーマに沿ったデータを取得
してもらう。

第18回 プログラミングを用い
たデータ解析①：1回目
の予備データの解析

第17回で取得したデータについて、
前期で学んだプログラミングスキル
を活かして解析を行う。

第19回 解析結果の要約①：1回
目の予備データの考察

解析結果をまとめた上で、先行研究
を適宜参照しながら結果を考察する。

第20回 分析結果の報告①：1回
目の予備データの報告

第18-19回で解析を行いまとめた内
容について発表してもらう。

第21回 トレーニング科学の基
本的知識の習得①：ト
レーニング理論

指定した教科書の内容をまとめて発
表を行ってもらう。

第22回 トレーニング科学の基
本的知識の習得②：ト
レーニング動作のバイ
オメカニクス

指定した教科書の内容をまとめて発
表を行ってもらう。

第23回 実動作のデータ取得②
：予備的なデータの取
得 (2回目)

第17回-20回で行ったことの反省も
踏まえながら再度自身のテーマに
沿ったデータを取得してもらう。

第24回 プログラミングを用い
たデータ解析②：2回目
の予備データの解析

第23回で取得したデータについて、
前期で学んだプログラミングスキル
を活かして解析を行う。

第25回 分析結果の報告②：2回
目の予備データの報告

第24回の解析結果について発表して
もらう。

第26回 統計学の基礎的知識の
習得③：仮説検定

変数同士の量的な比較の仕方につい
て習得する。

第27回 統計学の基礎的知識の
習得④：因果推論

交絡因子と因果関係について習得す
る。

第28回 秋学期のまとめ 春学期の総括を行うとともに、振り
返りを行ってもらう。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・スポーツバイオメカニクスの復習を行う。
・トレーニング科学Ⅰ・Ⅱの復習を行う。
・測定の準備（消耗品の確認、充電、授業前の電源）をする。
・測定結果を分析してプレゼンテーション資料にまとめる。
・先行研究を読んで授業で紹介できる形式にする。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定なし
適時資料を用意する
【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
①平常点 (50%) : 発言、質問、議論を自ら進んで行った場合のみ平常点に加
算する。
②発表内容 (50％) : レビューの妥当性、論理的考察の有無の観点から総合的
に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
課題ややるべきことは多いものの多くの学生が充実感を得ており、学んだこ
とを将来に活かすことができると感じている。
【学生が準備すべき機器他】
データを分析するためのパソコン、マイクロソフト・オフィス（ワード、エク
セル、パワーポイント）
【その他の重要事項】
測定の順番は適宜変更される可能性がある。
学びの進捗によっては授業内容の大幅な変更を行う可能性もある。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course aims to study improving quality of life, sports performance
enhancement, and injury prevention from the viewpoint of sports
biomechanics and training science. Students will learn how to search
for and organize previous studies and experiment methods for this aim.
【Learning objectives】
To learn basic knowledge in biomechanics and training science.
To improve reading and article-searching skills.
To master the proper use of laboratory equipment.
【Learning activities outside of classroom】
To review sports biomechanics, training science I and II.
To analyze the results of the experiments and summarise them.
To read and introduce previous studies.
【Grading criteria/Policy】
Usual performance score (50%)
Content of presentation (50%)
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笹澤　吉明

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：2年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
衛生公衆衛生学、学校保健学、睡眠学の分野における論文を読解する知識を
得るために、それぞれの学問の基礎的内容を学ぶ。特に疫学、統計学、睡眠
学の基礎知識を学び、予防医学の考え方を理解する。
【到達目標】
１．衛生公衆衛生学の基礎的知識を習得する。
２．学校保健学の基礎知識を習得する。
３．疫学、統計学の基礎的知識を習得する。
４．睡眠学の基礎的知識を習得する。
５．上記学問の学術論文を読解する力を身につける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
衛生学、公衆衛生学、学校保健学の基礎的な知識を学部の授業と並行して学
ぶ。疫学の教科書を輪読し、課題を討論しながら疫学を理解を深める。統計
学は基本統計量や推定および検定を学び、単変量解析や多変量解析をエクセル
や統計解析ソフトSPSSを用いて演習的に学ぶ。睡眠学においても睡眠脳波、
運動と睡眠、食と睡眠、環境と睡眠などの基本的な知見を学ぶ。関連する文
献を抄読し、討論を行い次年度に繋げる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 授業の進め方についてオリエンテー

ションを行う。
2 衛生学の基礎知識 衛生学の基礎知識を概説する。
3 公衆衛生学の基礎知識 公衆衛生学の基礎知識を概説する。
4 学校保健の基礎知識 学校保健の基礎知識を概説する。
5 疫学の輪読１ 疫学とは、疾病頻度の測定について

輪読する。
6 疫学の輪読２ 既存のデータ、疫学研究方法につい

て輪読する。
7 疫学の輪読３ 偏りと交絡、因果関係について輪読

する。
8 疫学の輪読４ スクリーニング、サーベイランスに

ついて輪読する。
9 疫学の輪読５ 疫学の倫理、社会への応用について

輪読する。
10 統計学１ 母集団と標本、サンプリング、標本

誤差、尺度水準を概説する。
11 統計学２ 基本統計量、図表の見方と作り方、

正規分布、パラメトリックとノンパ
ラメトリック、対応のないデータと
対応のあるデータを概説する。

12 統計学３ 単変量解析（相関、独立性の検定、t
検定）の例題を解く。

13 統計学４ 単変量解析（U検定、一元配置分散
分析）の例題を解く。

14 統計学５ 多変量解析（重回帰分析、多重ロジス
ティック回帰モデル）の例題を解く。

15 睡眠学１ 睡眠脳波、終夜睡眠脳波実験、睡眠
段階等の睡眠生理を概説する。

16 睡眠学２ 運動と睡眠について概説する。
17 睡眠学３ 食と睡眠について概説する。
18 睡眠学４ 環境と睡眠について概説する。
19 文献検索 和文文献、英文文献の収集法と整理

法を概説する。
20 文献紹介と討論① 衛生学分野のテーマで文献を紹介し、

討論する。
21 文献紹介と討論② 公衆衛生学分野のテーマで文献を紹

介し、討論する。
22 文献紹介と討論③ 学校保健分野のテーマで文献を紹介

し、討論する。
23 文献紹介と討論④ 疫学分野のテーマで文献を紹介し、

討論する。

24 文献紹介と討論⑤ 運動疫学分野のテーマで文献を紹介
し、討論する。

25 文献紹介と討論⑥ 睡眠と運動分野のテーマで文献を紹
介し、討論する。

26 文献紹介と討論⑦ 睡眠と食分野のテーマで文献を紹介
し、討論する。

27 文献紹介と討論⑧ 睡眠と環境分野のテーマで文献を紹
介し、討論する。

28 研究計画とまとめ 各自の研究のテーマと研究計画を発
表し、まとめを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ミニレポートの作成、輪読の資料作り、文献紹介の資料作り、文献検索など
本事業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
基礎から学ぶ楽しい疫学第４版、中村好一、医学書院、2020、3520円。
【参考書】
シンプル衛生公衆衛生学2025、小山ら、南江堂、2025、2860円。
学校保健概論（第３版）、渡邊正樹、光生館、2021、2200円。
適宜紹介。
【成績評価の方法と基準】
評価は、ミニレポート20％、資料作り30％、授業への参画状況（出席、発言
など）50％で行います。
【学生の意見等からの気づき】
学生の理解度や意見を参考に授業を進めます。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【Outline (in English)】
In order to gain knowledge of reading articles in the fields of Hygiene
and Public Health, School Health, and Sleep Studies, students will learn
the basic content of each of these studies. In particular, students will
learn basic knowledge of epidemiology, statistics, and sleep studies to
understand the concept of preventive medicine.
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島本　好平

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：2年次／4単位
曜日・時限：木5/Thu.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ライフスキルコーチングの基礎理論について学びます。
【到達目標】
ライフスキルへの理解を深めることを主な目的とします。ライフスキルの具体
像やその性質、特にアスリートが現役時のスポーツキャリア、および引退後
に新たなキャリアを形成させていく上での、ライフスキル獲得の意義を確認
していきます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
ライフスキルに関する専門書等の資料を教員側から提示します。学生はそれ
らを事前に通読し、その内容を要約した上で次週にプレゼン発表を行います。
その内容について全体ディスカッションを行い、内容についての理解を深め
ます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション ゼミ（ライフスキルコーチング）の

趣旨説明を行う
2 ゼミの内容と春学期の

進め方
ゼミで扱う内容と毎週のゼミの進め
方について説明を行う

3 ライフスキルに関する
資料の提示（学校保健関
連）

教員側より、学校保健に関連するラ
イフスキルの資料を提示する

4 ライフスキルに関する
資料の提示（体育授業関
連）

教員側より、体育授業に関連するラ
イフスキルの資料を提示する

5 ライフスキルに関する資
料の提示（運動部関連）

教員側より、運動部活動に関連する
ライフスキルの資料を提示する

6 ライフスキルに関する
資料の提示（セカンド
キャリア関連）

教員側より、トップアスリート等の
セカンドキャリアに関連するライフ
スキルの資料を提示する

7 ライフスキルプログラ
ムに関する資料の提示

教員側より、ライフスキルの獲得を
支援する教育プログラムに関連する
資料を提示する

8 ライフスキルに関する
プレゼン発表（学校保健
関連）

学校保健関連のライフスキルについ
ての学生によるプレゼン発表

9 ライフスキルに関する
プレゼン発表（体育授業
関連）

体育授業関連のライフスキルについ
ての学生によるプレゼン発表

10 ライフスキルに関する
プレゼン発表（運動部関
連）

運動部活動に関連するライフスキル
についての学生によるプレゼン発表

11 ライフスキルに関する
プレゼン発表（セカンド
キャリア関連）

アスリートのセカンドキャリアに関
連するライフスキルについての学生
によるプレゼン発表

12 ライフスキルに関する
プレゼン発表（ライフス
キルプログラム関連）

ライフスキルの教育プログラムにつ
いての学生によるプレゼン発表

13 全体討論 これまでの発表の中で見られた各論
点について、全体でディスカッショ
ンを行う

14 まとめ 各専門書に見られるライフスキルの
基礎理論についての理解を深める

15 秋学期の進め方 秋学期のゼミの進め方について説明
を行う。

16 学術論文の探し方 ライフスキルに関する学術論文を収
集するための方法を説明する。

17 ライフスキルに関する
学術論文の紹介（学校保
健関連／国内）

学生によるライフスキルの先行研究
の紹介（学校保健関連／国内文献）

18 ライフスキルに関する
学術論文の紹介（学校保
健関連／海外）

学生によるライフスキルの先行研究
の紹介（学校保健関連／海外文献）

19 ライフスキルに関する
学術論文の紹介（体育授
業関連／国内）

学生によるライフスキルの先行研究
の紹介（体育授業関連／国内文献）

20 ライフスキルに関する
学術論文の紹介（体育授
業関連／海外）

学生によるライフスキルの先行研究
の紹介（体育授業関連／海外文献）

21 ライフスキルに関する
学術論文の紹介（運動部
関連／国内）

学生によるライフスキルの先行研究
の紹介（運動部関連／国内文献）

22 ライフスキルに関する
学術論文の紹介（運動部
関連／海外）

学生によるライフスキルの先行研究
の紹介（運動部関連／海外文献）

23 ライフスキルに関する
学術論文の紹介（セカン
ドキャリア関連／国内）

学生によるライフスキルの先行研究
の紹介（セカンドキャリア関連／国
内文献）

24 ライフスキルに関する
学術論文の紹介（セカン
ドキャリア関連／海外）

学生によるライフスキルの先行研究
の紹介（セカンドキャリア関連／海
外文献）

25 ライフスキルに関する
学術論文の紹介（教育プ
ログラム関連／国内）

学生によるライフスキルの先行研究
の紹介（教育プログラム関連／国内
文献）

26 ライフスキルに関する
学術論文の紹介（教育プ
ログラム関連／海外）

学生によるライフスキルの先行研究
の紹介（教育プログラム関連／海外
文献）

27 全体討論 ライフスキルに関する先行研究に見
られる問題点等について、全体で
ディスカッションを行う。

28 まとめ ライフスキルに関する研究の動向に
ついて理解を深める。また、次年度の
ゼミへのつながりと展望を説明する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業外の時間で専門書、学術論文を読み込み、発表資料を作成する必要があ
ります。本授業の準備学習は3時間、復習時間は 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
特になし。
【成績評価の方法と基準】
参加状況・態度による平常点（５０％）、プレゼンテーション発表（５０％）
により評価します。
【学生の意見等からの気づき】
学生参加型の授業方法で進めていきます。
【学生が準備すべき機器他】
課題提出において授業支援システムを使用します。
【その他の重要事項】
授業計画は展開によって変更があり得ます。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course introduces the basic knowledge of life skills and
psychological research.
【Learning Objectives】
At the end of the course, students are expected to investigate the
research plan of their senior thesis based on life skills study.
【Learning activities outside of classroom】
After each class meeting, students will be expected to spend a few hours
to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following
The attitude: 40%, The comprehension: 60%
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瀬戸　宏明

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：2年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
①運動器の障害に対する予防、再生について必要な基礎知識の獲得。
②実習などを通して医学、医療の現状を把握する。
③各自の研究テーマの決定とそれに沿った文献考察や研究成果について適時
プレゼンテーションがおこなえる。
【到達目標】
①運動器疾患についての知識の獲得。
②運動器疾患について所見に基づいて評価ができる。
③科学的分析および論理的思考能力の基礎能力を獲得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
①割り当てられた文献を用いた抄読会とテーマについて各自がプレゼンテー
ションをおこない、それらについてディスカッションをおこなう。
②適宜運動器疾患の評価のための実技、実習をおこなう。
③スポーツ医学や運動器疾患分野の学会・研究会に参加して各自が学んだこ
とをプレゼンテーションをおこなう。
社会情勢によってはオンライン授業に変更することもありうる。それにとも
なう各回の授業計画の変更については、学習支援システムなどでその都度提
示する。具体的なオンライン授業の方法などを授業内掲示板などで提示する
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 本演習のガイダンスをおこなう。
2 プレゼンテーションの

方法と実際１
2年生の自己紹介。

3 プレゼンテーションの
方法と実際２

プレゼンテーションの方法論に関す
る講義など。

4 文献検索の方法と実際 文献検索の方法を紹介して実際に自
分で検索する方法を学習する。

5 機能解剖学/抄読会（上
肢の前半）

特に肩関節周囲の機能解剖学につい
て実習や小テストをおこなう/課題文
献を決めて討議する。また適時使用
器械について理解、手技の習得をお
こなう。

6 機能解剖学の抄読会（上
肢の後半）

特に肘・手関節周囲の機能解剖学に
ついて実習や小テストをおこなう/課
題文献を決めて討議する。また適時
使用器械について理解、手技の習得
をおこなう。

7 機能解剖学の抄読会（体
幹の前半）

脊椎の機能解剖学について実習や小
テストをおこなう/課題文献を決めて
討議する。また適時使用器械につい
て理解、手技の習得をおこなう。

8 機能解剖学の抄読会（体
幹の後半）

骨盤や股関節周囲の機能解剖学につ
いて実習や小テストをおこなう/課題
文献を決めて討議する。また適時使
用器械について理解、手技の習得を
おこなう。

9 機能解剖学の抄読会（下
肢の前半）

大腿や膝周囲の機能解剖学について
実習や小テストをおこなう/課題文献
を決めて討議する。また適時使用器
械について理解、手技の習得をおこ
なう。

10 機能解剖学の抄読会（下
肢の後半）

膝や足関節、足部周囲の機能解剖学
について実習や小テストをおこなう/
課題文献を決めて討議する。また適
時使用器械について理解、手技の習
得をおこなう。

11 機能解剖学の抄読会（頭
部）

頭部の機能解剖学について実習や小
テストをおこなう/課題文献を決めて
討議する。また適時使用器械につい
て理解、手技の習得をおこなう。

12 機能解剖学の抄読会（そ
の他）

今までで不足していると思われる各
部位の機能解剖学について討議する。

13 スポーツ現場での障害へ
の評価・処置/抄読会９

スポーツ現場での評価・処置につい
て/課題文献を決めて討議する。また
適時使用器械について理解、手技の
習得をおこなう。

14 春学期のまとめ 春学期の総括と秋学期以降の研究
テーマを決定する。

15 頭頚部について/抄読会 頭頚部について代表的な傷害、特に
脳震盪についてその評価について発
表・討議/抄読会をおこなう。

16 肩関節について/抄読会 肩関節について代表的な傷害とその
評価について発表・討議/抄読会をお
こなう。

17 肘関節、手関節について
/抄読会

肘関節・手関節について代表的な傷
害とその評価について発表・討議/抄
読会をおこなう。

18 体幹、骨盤、股関節につ
いて/抄読会

体幹・骨盤・股関節について代表的
な傷害とその評価について発表・討
議/抄読会をおこなう。

19 膝関節について/抄読会 膝関節の評価について代表的な傷害
とその評価について発表・討議/抄読
会をおこなう。

20 足関節、足部について/
抄読会

足関節・足部について代表的な傷害
とその評価について発表・討議/抄読
会をおこなう。

21 変形性関節症（前半）/
抄読会１

変形性関節症の疫学、経過などにつ
いて討議する/抄読会をおこなう。

22 変形性関節症（後半）/
抄読会２

変形性関節症の外科的治療やリハビ
リテーションなどについて討議する/
抄読会をおこなう。

23 疲労骨折（前半）/抄読
会１

疲労骨折の疫学や受傷機序について
討議する/抄読会をおこなう。

24 疲労骨折（後半）/抄読
会２

疲労骨折の経過や治療などについて
討議する/抄読会をおこなう。

25 実技演習（評価方法） これまでの知識を利用して傷害の評
価を実習、習得する。

26 実技演習（機器操作） 傷害の評価のための測定機器の実習
をおこなう。

27 実技演習（実際の評価） これまでの知識を利用して実際に傷
害の評価をおこない抄読会等で得た
知識との相違点などを討議する。

28 秋学期のまとめ 秋学期の総括と3年時の研究テーマ
を確認する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1回　特になし
第2-14回：前回授業の復習
第15回：春学期の復習
第16-28回：前回授業の復習
その他：課題レポートなど本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準と
します。
【テキスト（教科書）】
特に指定なし
適時資料を用意する
【参考書】
適時紹介します。
【成績評価の方法と基準】
基本的には
①平常点70点
②各内容や課題への取り組み30点
であるが、その他出席や学内外の学会や研究会などへの
参加姿勢などで総合的に評価する
【学生の意見等からの気づき】
テーマを明確にし、成績評価を厳密に行う。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムを利用する場合がある。
プロジェクターの準備など。
【その他の重要事項】
授業の展開によって、若干の変更があり得る。
教員は整形外科医であり、スポーツ医学に長らく関わってきている。そのた
め現場で求められているものを授業で展開可能である。
※大学の行動方針レベルが２となった場合，この授業はオンラインで行う場
合がある。そのため大学の行動方針レベルが変更となった場合は学習支援シ
ステムで伝達するので必ず各自で確認をおこなうこと。
【Outline (in English)】
【Learning Objectives】
In this course, we study the fundamental concepts related with sports
medicine especially orthopaedics diseases. By reading scientific articles
and practical measurements during exercise, students will be able to
learn about sports medicine and orthopaedics diseases.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
－Acquiring knowledge about locomotor disorders.
－Can evaluate locomotor disorders based on findings.
－ Acquire the basic ability of scientific analysis and logical thinking
ability.
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【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Final grade will be calculated according to the following process in class
contribution (100%),
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

専門演習Ⅰ

高見　京太

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：2年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
運動や身体活動などの生活習慣が、健康や体力にどのように関係しているか
を考え、実生活の中で、健康・体力づくりを進めるうえでの方法を探ること、
そして、それらを実践の場面で活かせるようになることを目標とする。　
【到達目標】
・研究の進め方を理解する。
・健康づくりに関わる現場を知り、様々な経験を積む。
・健康づくりへの取り組みの効果を科学的に評価する手法を身につける。　
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
子どもから高齢者にいたるまで幅広い性および年代について、健康体力づくり
に関する事例や学術論文などの情報を収集してディスカッションを行う。ま
た測定機器をの取り扱いや調査方法を身につけ、データに基づいた測定評価
ができるようになる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 自己紹介、各自の関心のあるテーマ

を発表する。
2 スポーツ健康学部の役割 社会に対して学部として何ができる

か、また、卒業後にはどのような所
で活躍できるかをディスカッション
する。

3 文献の検索 発表する論文を選ぶ。
4 論文抄読準備 発表のための資料を作成する。
5 論文抄読発表 発表と質疑応答。
6 幼児の体力測定の準備 幼稚園児の体力テスト測定の計画お

よびリハーサルを行う。
7 幼児の体力測定の実施 幼稚園児の体力測定を実施する。
8 幼児の体力測定結果の

整理
幼稚園児の体力測定結果のデータを
整理する。

9 幼児の体力の考察 幼稚園児の体力測定結果についての
考察する。

10 フィールドワーク（調
査）

健康づくりに関連する場に出かけて
調査する。

11 フィールドワーク（発
表・議論）

フィールドワークで得た結果につい
てディスカッションしてまとめる。

12 健康づくり教室の構想 健康づくりを目的とした教室型の取
り組みについて調べる。

13 健康づくり教室の作成 健康づくり教室を企画する。
14 健康づくり教室の実施 健康づくり教室を模擬的に実践する。
15 健康づくり教室の実施

後の振り返り
実施した健康づくり教室について振
り返りをする。

16 心拍数の測定方法 心拍数の測定方法を理解する。
17 心拍数を用いたミニ実験 心拍数の測定値を用いたショートレ

ポートを発表する。
18 酸素摂取量の測定方法 酸素摂取量の測定方法を理解する。
19 酸素摂取量を用いたミ

ニ実験
酸素摂取量の測定値を用いたショー
トレポートを発表する。

20 身体活動量の測定方法 身体活動量の測定を理解する。
21 身体活動量測定を用い

たミニ実験
身体活動量の測定値を用いたショー
トレポートの発表。

22 身体組成の測定方法 身体組成の測定を理解する。
23 身体組成測定を用いた

ミニ実験
身体組成の測定値を用いたショート
レポートを発表する。

24 筋力の測定方法 筋力の測定方法を理解する。
25 筋力測定を用いたミニ

実験
筋力の測定値を用いたショートレ
ポートを発表する。

26 アンケート調査の実施
方法

アンケート調査の実施方法を理解す
る。

27 アンケート調査を用い
たミニ実験

アンケート調査を用いたショートレ
ポートを発表する。

28 1年間の反省 1年を振り返って意見交換をする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
関連の文献収集、測定や調査を実施した結果のまとめ。本授業の準備学習・復
習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて資料を配布する。
【参考書】
必要に応じて紹介する。　
【成績評価の方法と基準】
(1)授業への参加(40%)：ただ出席をカウントするだけでなく、ディスカッショ
ンに参加し、自分の意見をどれだけ述べられたかを評価する。
(2)課題の提出および発表(60%)：ショートレポートや企画したプログラムの、
内容および発表・実施について評価する。
【学生の意見等からの気づき】
活発な議論ができる環境を整える。
【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のために授業支援システム等を利用する。
【その他の重要事項】
専門演習Ⅰでは研究テーマを探索するため、集中講義、フィールドワークに
積極的に参加し、他の受講者と積極的に協力すること。担当講師は研究機関
で運動生理学研究に従事した経験を活かして、体力増進、介護予防や健康づ
くりについて教授する。
【Outline (in English)】
Course outline
This seminar is intended to enhance the students’ understanding of
the role of life style (sports, exercise and physical activity) in physical
education and health promotion. Students will learn to critically
evaluate the evidence and literature in sports sciences and health
research.
Learning Objectives
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- A. Understand how to proceed with research.
- B. Get to know the site related to health promotion and gain various
experiences.
- C. Learn how to scientifically evaluate the effects of health promotion
efforts.
Learning activities outside of classroom
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than four hours
for a class.
Grading Criteria /Policy
Final grade will be calculated according to the following process
Mid-term report (40%), term-end examination (60%), and in-class
contribution.
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専門演習Ⅰ

永木　耕介

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：2年次／4単位
曜日・時限：月5/Mon.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体育科教育学の基礎理論と授業づくりについて学ぶ。
【到達目標】
学校体育の目標と内容、体育科の学習指導、指導方略・技術、授業計画・授業
づくり等に関する最新の基礎理論を習得する。それらを踏まえ、学習指導要
領に示された各運動領域にもとづく授業づくりについて理解を深める。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
「基礎理論」の習得については、中学校・高等学校の『学習指導要領解説・保
健体育編』および体育科教育学・スポーツ教育学に関する参考書を読み解く。
「授業づくり」については、学習指導要領に示された各運動領域＋体育理論の
演習（模擬授業）に参加し、体験する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 体育科教育学・スポーツ教育学に関

する資料・文献の紹介および演習の
計画について確認する。

2 「体つくり運動」の理論
的検討

「体つくり運動」の授業づくりに関す
る文献等を読み解き、理解する。

3 「体つくり運動」の実際
的検討

専門演習Ⅱの受講生グループによる
「体つくり運動」の模擬授業を検討
し、教授法、学習内容、学習評価等
について理解を深める。

4 「器械運動」の理論的検
討

「器械運動」の授業づくりに関する文
献等を読み解き、理解する。

5 「器械運動」の実際的検
討

専門演習Ⅱの受講生グループによる
「器械運動」の模擬授業を検討し、教
授法、学習内容、学習評価等につい
て理解を深める。

6 「陸上競技」の理論的検
討

「陸上競技」の授業づくりに関する文
献等を読み解き、理解する。

7 「陸上競技」の実際的検
討

専門演習Ⅱの受講生グループによる
「陸上競技」の模擬授業を検討し、教
授法、学習内容、学習評価等につい
て理解を深める。

8 「球技」の理論的検討 「球技」の授業づくりに関する文献等
を読み解き、理解する。

9 「球技」の実際的検討 専門演習Ⅱの受講生グループによる
「球技」の模擬授業を検討し、教授
法、学習内容、学習評価等について
理解を深める。

10 「武道」の理論的検討 「武道」の授業づくりに関する文献等
を読み解き、理解する。

11 「武道」の実際的検討 専門演習Ⅱの受講生グループによる
「武道」の模擬授業を検討し、教授
法、学習内容、学習評価等について
理解を深める。

12 「ダンス」の理論的検討 「ダンス」の授業づくりに関する文献
等を読み解き、理解する。

13 「ダンス」の実際的検討 専門演習Ⅱの受講生グループによる
「ダンス」の模擬授業を検討し、教授
法、学習内容、学習評価等について
理解を深める。

14 「体育理論」の理論的検
討

「体育理論」の授業づくりに関する文
献等を読み解き、理解する。

15 「体つくり運動」の指導
案の検討

担当グループが作成した指導案につ
いて、学習目標、内容・方法、評価
等の観点から検討する。

16 「体つくり運動」の模擬
授業の実施

担当グループが「体つくり運動」の
模擬授業を実施し、達成度について
振り返る。

17 「器械運動」の指導案の
検討

担当グループが作成した指導案につ
いて、学習目標、内容・方法、評価
等の観点から検討する。

18 「器械運動」の模擬授業
の実施

担当グループが「器械運動」の模擬
授業を実施し、達成度について振り
返る。

19 「陸上競技」の指導案の
検討

担当グループが作成した指導案につ
いて、学習目標、内容・方法、評価
等の観点から検討する。

20 「陸上競技」の模擬授業
の実施

担当グループが「陸上競技」の模擬
授業を実施し、達成度について振り
返る。

21 「球技」の指導案の検討 担当グループが作成した指導案につ
いて、学習目標、内容・方法、評価
等の観点から検討する。

22 「球技」の模擬授業の実
施

担当グループが「球技」の模擬授業
を実施し、達成度について振り返る。

23 「武道」の指導案の検討 担当グループが作成した指導案につ
いて、学習目標、内容・方法、評価
等の観点から検討する。

24 「武道」の模擬授業の実
施

担当グループが「武道」の模擬授業
を実施し、達成度について振り返る。

25 「ダンス」の指導案の検
討

担当グループが作成した指導案につ
いて、学習目標、内容・方法、評価
等の観点から検討する。

26 「ダンス」の模擬授業の
実施

担当グループが「ダンス」の模擬授業
を実施し、達成度について振り返る。

27 「体育理論」の指導案の
検討

担当グループが作成した指導案につ
いて、学習目標、内容・方法、評価
等の観点から検討する。

28 「体育理論」の模擬授業
の実施

担当グループが「体育理論」の模擬
授業を実施し、達成度について振り
返る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業外で各自が文献資料・データを収集して読み込み、指導案を作成する必
要がある。本授業の準備学習は6時間、復習時間は 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
中学校学習指導要領解説　保健体育編　平成20年版・平成29年版（東山書房）
高等学校学習指導要領解説　保健体育編　体育編　（東山書房）
【参考書】
体育の教材を創る（大修館書店）
保健体育科教育法　（大修館書店）
新版体育科教育学入門　（大修館書店）
保健体育科教育法　（アイオーエム）
内容学と架橋する保健体育科教育論（晃洋書房）
【成績評価の方法と基準】
参加状況・態度による平常点（５０％）、プレゼンテーション・模擬授業（３
０％）、レポート点（２０％）により評価する。
【学生の意見等からの気づき】
なるべく学生参加型で主体的な学びを深めていく。
【学生が準備すべき機器他】
課題提出において学習支援システムを使用する。
【その他の重要事項】
授業計画は展開によって変更があり得る。
【Outline (in English)】
[Course outline] This seminar is for students to study Physical
Education pedagogy through the examination of fundamental theories
and looking at the design of lesson plans.
[Learning Objectives] Deepen your understanding of how to create
lessons based on each exercise area indicated in the course of study.
[Learning activities outside of classroom] It is necessary to collect and
read literature materials and data for creating a teaching plan.
[Grading Criteria /Policy] Regular score (50%) based on participation
status/attitude, presentation/trial lesson (30%), report score (20%)
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

専門演習Ⅰ

會田　宏

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：2年次／4単位
曜日・時限：木5/Thu.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
概要：
この授業では、球技におけるトップレベルの選手とコーチに求められる能力
と知識に焦点を当てます。球技の各分野での最高水準のパフォーマンスを支
える育成方法やコーチング戦略について学びます。年齢や性別に応じた育成
のアプローチや、エリートレベルでのコーチング手法についての理解を深め
ることを目指します。
目的：
トップレベルでの要求理解：
球技におけるトップレベルの選手やコーチに求められる技術、戦術、メンタ
ルなどの要素について理解を深めます。
年齢・性別に応じた育成法の学習：
異なる年齢層や性別に適した育成アプローチとプログラムについて学び、そ
れぞれのニーズに合った指導法を習得します。
エリートレベルのコーチング技術：
トップレベルで競技する選手への効果的なコーチング方法について学びます。
これには、戦術的な指導、技術の微調整、メンタルトレーニングなどが含ま
れます。
スポーツコーチング学と研究の紹介：
球技におけるコーチングの最新の研究と理論について学び、現代のスポーツ
コーチング学における主要な概念や理論を理解します。
この授業を通じて、履修者は球技におけるトップレベルのコーチングと選手
育成に必要な先進的な知識と技術を習得し、競技スポーツの高みを目指す選
手やチームのサポートに貢献できるようになります。
【到達目標】
スポーツコーチングに関する深い理解と研究の推進。
スポーツコーチングへの理解の深化：
スポーツコーチングに関する包括的な知識の獲得を目指し、コーチングの基
本原理、技術、戦略、メンタルトレーニングなどについて学びます。
コーチングにおける倫理、コーチと選手の関係、チームマネジメントなどの
側面についても理解を深めます。
スポーツコーチングの多様な分野への理解：
スポーツコーチングを構成するさまざまな分野（心理学、生理学、運動科学
など）について学び、多角的な視点からコーチングを理解します。
球技をはじめとする各種スポーツにおけるコーチングの特性とアプローチに
ついて学習します。
研究テーマの発見と設定：
履修者が自ら調査し、研究し、発表することを通じて、スポーツコーチング
に関する深い理解を目指します。発表された研究や調査から着想を得て、次
年度以降の研究テーマを見つけ、設定することを目標とします。
この授業を通じて、履修者はスポーツコーチングに関する理論と実践の両面で
の知識を深め、将来的な研究や実践における基盤を築くことができます。ま
た、自らの調査や研究を通じて、新たな研究テーマを発見し、スポーツコー
チングの分野に貢献するための一歩を踏み出すことができます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
学術的研究とプレゼンテーションに基づく学習。
学術論文の読解と理解：
学術論文や先行研究の読解を通じて、体育学、コーチ学、スポーツ心理学な
どの運動科学分野における理論や研究手法について学びます。
研究論文の構造、研究方法、データ分析手法などについて理解を深めます。
研究方法の学習：
実証的な研究デザイン、質的・量的研究手法、統計分析の基礎など、研究を行
う上での基本的な方法論を学びます。
分析方法の理解：
スポーツ科学分野におけるデータ収集と分析手法について学び、データを解
釈し、有効な結論を導き出す能力を養います。
プレゼンテーションと討論：
履修者は研究テーマに基づいてプレゼンテーションを行い、その内容につい
てクラス内で討論します。
プレゼンテーションと討論を通じて、コミュニケーション能力と批判的思考
能力を養います。
研究テーマの深化：
討論を通じて、自身の研究テーマに対する理解を深め、次年度以降の研究方
向性や問題点の洗い出しを行います。

この授業を通じて、履修者はスポーツコーチングに関する学術的知識を習得
し、研究方法やデータ分析のスキルを身に付けます。また、プレゼンテーショ
ンと討論を通じて、コミュニケーション能力や批判的思考能力を養い、自ら
の研究をさらに発展させるための土台を築きます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 自己紹介。本演習について説明と意

見交換を行う。
情報収集の方法について学習する

2 スポーツコーチングに
ついて

国際的なスポーツコーチに求められ
ている様々な能力

3 国際的なコーチ育成の
取組み

コーチ育成のための海外の取組み

4 トップレベルまでの選
手育成

年齢・性に応じたコーチング、長期
的なアスリート開発（LTAD）、一貫
指導

5 ジュニア期の育成につ
いて①

海外で行う一貫指導における論文を
紹介する

6 ジュニア期の育成につ
いて②

国内の一貫指導における情報をグ
ループ別発表を行う

7 ジュニア期の育成につ
いて③

球技における様々なコーチング方法、
Game Centred Approachに着目し
て

8 ジュニア期の育成につ
いて④

ジュニア期の選手育成についてグ
ループ１とグループ２の発表と
ディーベート

9 ジュニア期の育成につ
いて⑤

ジュニア期の選手育成についてグ
ループ３とグループ４の発表と
ディーベート

10 実技 Game Centred Approachを実践的
に学習する

11 トップレベル・国際レベ
ルコーチング①

トップアスリートのコーチングに求
められている能力、環境

12 トップレベル・国際レベ
ルコーチング②

アスリートのパーフォマンスにおけ
る情報収拾、研究法論

13 トップレベル・国際レベ
ルコーチング③

現場視察

14 まとめ 前期をまとめて、後期に向けて準備
する。夏季休業中に取り組む研究計
画の立案・発表。

15 夏季休業期間の取り組
みの振り返り

夏季休業中に実施した研究成果の発
表。

16 選手育成・コーチングに
ついて①

コーチングの目的とコアバリューに
ついてグループ発表とディスカッ
ションを行う。

17 選手育成・コーチングに
ついて②

コーチング哲学とバリューについて
グループ発表とディスカッションを
行う。

18 選手育成・コーチングに
ついて③

選手のモチベーションについて発表
とディスカッションを行う。

19 選手育成・コーチングに
ついて④

技術指導ついて発表とディスカッ
ションを行う。

20 選手育成・コーチングに
ついて⑤

戦術指導ついて発表とディスカッ
ションを行う。

21 ゲーム分析 試合分析用のソフトを利用し、ゲー
ム分析について学習する。

22 コーチング評価方法論 コーチング成果の評価法についてグ
ループ発表とディスカッションを行
う。

23 指導案の検討① 興味がある球技種目について担当グ
ループで作成した指導案を作成し、
学習目標、内容・方法、評価等の観
点から検討する。

24 指導案の検討② 興味がある個人種目について担当グ
ループで作成した指導案を作成し、
学習目標、内容・方法、評価等の観
点から検討する。

25 指導案の検討③ 指導案の作成におけるまとめを行う。
26 大会、又は指導現場の見

学①
コーチングが行われている現場の視
察を行う。

27 大会、又は指導現場の見
学②

現場視察における評価発表、ディス
カッションを行う。

28 まとめ 1年を振り返って意見交換を行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外のグループ学習の課題として、質問項目の作成、調査計画の立案、
調査の実施、結果の分析、プレゼンテーションの準備が順番に与えられます。
グループのメンバーと協力して計画的に取り組んでください。本授業の準備
学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
各授業時間に資料を配布します。支援システムへのアップロードのタイミン
グについて改善する予定です。
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【参考書】
各授業時間に資料を配布します。支援システムへのアップロードのタイミン
グについて改善する予定です。
【成績評価の方法と基準】
参加状況・態度による平常点（25％）、プレゼンテーション発表（25％）、レ
ポート（50％）より評価します。
なお授業回によっては小課題を課す場合があります。これらの成果の集積は
期末試験の点数に加算して評価する場合があります。
【禁止事項】授業中に提示するスライドや動画などを許可なく撮影・録画・録
音すること。また授業を録音・録画すること。これに違反して許可なく撮影・
録音・録画を行った学生の定期試験受験を認めません。授業スライドに関連
する資料を入手したい場合は必ず教員に相談して下さい。
【学生の意見等からの気づき】
できるだけ理解が進むように、授業では身近な日本のスポーツや日本の文献
も紹介します。
【学生が準備すべき機器他】
①リモート授業になる可能性があるため、高速インターネット回線に接続で
きる環境
②ビデオ会議システムを円滑に行うためのコンピューター（スマートフォン
は不可の場合がある）
③統計解析を行うためのソフトウェアを利用できる環境確保
【Outline (in English)】
Learning Objectives
1. Grasping the essentials and methodologies pertinent to contemporary
sports coaching.
2. Acquiring knowledge about global trends in sports.
3. Gaining the ability to devise a comprehensive training plan.
Out-of-Class Learning Activities
Group study tasks will be allocated outside of classroom hours
for generating questions, designing surveys, executing the surveys,
interpreting the outcomes, and devising a presentation. It’s imperative
to work methodically and in collaboration with your team members. The
expected time for preparation and review for this course is 2 hours per
session.
Grading Criteria/Policy
Assessment will be based on the student’s engagement and demeanor
(25%), quality of presentation (25%), and the final report (50%).
Furthermore, minor tasks may be assigned in certain class sessions.
The collective outcomes of these tasks might contribute to the final
examination grade.
Prohibitions
Unauthorized photography, recording, or video capturing of class slides
and videos is strictly prohibited. Similarly, recording or videotaping the
class proceedings is not allowed. Students infringing upon these rules
by capturing, recording, or videotaping without consent will be barred
from taking the regular exams. Students desiring access to class-related
materials must seek approval or guidance from the course instructor.
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

専門演習Ⅰ

望月　拓実

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：2年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本演習ではスポーツマネジメントに関する基本的な知識および学術的文章作
成に必要な基本技能を習得する。具体的には、学術的文章を書くうえで必要
となる基本的な文章技法、文献の適切な読み方・要約方法および調査研究の
基礎的な手法を学習する。
【到達目標】
１：学術的文章作成技法の基礎を理解できている
２：スポーツマネジメント領域の文献内容を理解し要約できる
３：量的調査における基本を理解したうえで、分析を実践できる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
前期の授業では学術的文章作成技法を一通り習得したうえで、実際に小レポー
トを作成する。また、スポーツマネジメント領域の文献を章ごとに輪読し要
約を発表する。後期は量的調査の基本を講義形式で進めながら、適宜実際の
データを統計ソフトを用いて分析していく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 演習の目的と到達目標の確認、前期の

学習方法を段階的に整理し理解する
第2回 スポーツマネジメント

領域における学術的文
章作成の基本

高校までの文章と大学における文章
の違いは何かを理解したうえで、学
術的文章の作成を試みる

第3回 学術的文章技法におけ
る基本的思考

文章の目的を設定する、文章の体裁
を整える、他者の論と自分の論を分
ける方法を学ぶ

第4回 学術的文章技法１ 一文一義による文章構成、用いる言
葉を明確にする、序論・本論・結論
を意識する

第5回 学術的文章技法２ パワーライティング・トピックセン
テンスを用いた文章構成、様々な引
用方法を学ぶ

第6回 学術的文章技法３ これまでの学術的文章技法をふまえ
たレポートを作成する

第7回 スポーツマネジメント領
域における文献の読み方

第1章　現代社会と体育・スポーツ
経営学の要約と解説

第8回 文献輪読１ 第2章　体育・スポーツ経営の概念
と構造、第3章　体育・スポーツ経営
と運動生活の要約と発表

第9回 文献輪読２ 第4章　体育・スポーツ事業と経営
資源の要約と発表

第10回 文献輪読３ 第5章　体育・スポーツ事業の運営
(前半・後半)の要約と発表

第11回 文献輪読４ 第6章　体育・スポーツ経営とマネ
ジメントの要約と発表

第12回 文献輪読５ 第7章　体育・スポーツ経営の実践
領域、第8章　「みるスポーツ」の経
営の要約と発表

第13回 文献輪読の再要約と総括 これまでの文献輪読内容を再要約し、
全体を通しで確認する

第14回 前期学習内容のまとめ
と後期への準備

前期に実施した学術的文章技法、文
献の読み方、要約方法を再確認し、
後期に向けた夏休み期間の課題を理
解する

第15回 後期授業オリエンテー
ション

夏休み期間の課題を確認した後、後
期に実施する学習内容全体を概観し
具体的な進め方を確認する

第16回 スポーツ領域における
量的・質的調査の基本

社会科学としてのスポーツ科学の在
り方と方法論的問題、概念化の論理

第17回 量的調査研究の種類と
手順

学術調査における量的研究と質的研
究、それぞれの特徴と手順について

第18回 調査用紙の作成方法 調査用紙作成の基本とデザイン、倫
理に関する問題について

第19回 調査手法に関するスキル 調査の手順と企画・設計、サンプリ
ングと倫理的配慮について

第20回 データ処理に関するス
キル

データ取得と解析用のデータ作成、
調査研究における妥当性・信頼性・
客観性について

第21回 量的データ分析手法１ 単純集計、クロス集計、カイ二乗検
定の理解

第22回 量的データ分析手法２ ｔ検定、対応のあるt検定、一元配置
分散分析の理解

第23回 質的調査研究の種類と
手順

質的研究方法の利点と限界、種類と
方法

第24回 質的調査活動に関する
スキル

質的調査活動の基本ステップ、質的
調査方法のセンスとモチベーション

第25回 データ分析の実践 サンプルデータを用いたデータ解析
の実践

第26回 分析結果の整理 解析したデータ (結果)に対する整理
と考察の実践

第27回 グループ発表１ グループ１によるプレゼンテーショ
ンの実施

第28回 グループ発表２ グループ２によるプレゼンテーショ
ンの実施

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外の課題として、小レポートの作成や輪読資料の作成、グループによ
るデータ分析の実践などがあります。本授業の準備学習・復習時間は各 2 時
間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
柳沢和雄、木村和彦、清水紀宏　テキスト　体育・スポーツ経営学　大修館
書店
出村愼一、山次俊介　健康・スポーツ科学のための卒業論文/修士論文の書き
方　杏林書院
【成績評価の方法と基準】
授業内で実施するレポート課題 (100％)で判断する
【学生の意見等からの気づき】
履修者増加に伴うグループワークの形式変更を行いました。
【学生が準備すべき機器他】
ノートパソコン
【その他の重要事項】
レポートの作成およびデータの分析にはパソコンが必須となりますので、各
自持参してください。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In this course, pupils will acquire fundamental understanding of sports
management and the essential competencies requisite for scholarly
composition. Specifically, students will be instructed in the fundamental
techniques of scholarly writing, appropriate methods of literature
review and synthesis, and fundamental research methodologies.
【Learning Objectives】
1: Understand the basics of academic writing techniques
2: Understand and summarize the content of literature in the field of
sport management.
3: Understand the basics of quantitative research and be able to conduct
analysis.
【Learning activities outside of classroom】
Assignments outside of class time will include writing short reports,
preparing reading materials, and practicing data analysis in groups.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
To be judged by a report assignment (100%) to be conducted in class.
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

専門演習Ⅰ

吉田　政幸

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：2年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本演習において、履修者はスポーツマーケティングに関する理論と実践につ
いて総合的に学習する。演習後、履修者は（1）スポーツマーケティングに関
する重要テーマとそれに関連する概念や理論を説明できるようになるととも
に、（2）自分自身の研究テーマを明確に定めることができるようになる。
【到達目標】
本演習の到達目標は以下のとおりとする：
1. スポーツマネジメントにおけるスポーツマーケティングの位置づけを説明
することができる。
2. スポーツマーケティングに関する重要概念の定義を述べることができる。
3. スポーツマーケティングに関する現象を説明する代表的な理論を説明する
ことができる。
4. 演習の議論を踏まえ、自分自身の研究テーマを明確に設定することができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
春学期はスポーツマーケティングに関する基本的知識を身に付けるため、学習
支援システムにアップロードされる資料を事前に読み、演習ではそれらに基づ
いて議論する。秋学期はスポーツメーカー、観戦型スポーツイベント、参加型
スポーツイベントのマーケティングのそれぞれについて、調査を実施・分析し
たり、現場の実務担当者の話を聞いたり、海外の研究者のレクチャーを受け
たりするなどして、理論と実践の両面から総合的に学習する。春学期も秋学
期も学期末に予定されたグループ発表において、プレゼンテーションを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 オリエンテーション：

春学期の概要の説明
スポーツマーケティングに関する専
門的な学びに向けた動機づけと演習
の概要について理解する。

2回 スポーツマネジメント
の考え方

スポーツマネジメントについて、定
義、独自性、基本特性などについて
理解を深める。

3回 スポーツマーケティン
グの重要テーマ：ソー
シャルインパクト

五輪やサッカーW杯のようなメガス
ポーツイベントには社会を変える力
がある。これをソーシャルインパク
トと呼ぶが、その定義、種類、考え
方について学ぶ。

4回 スポーツマーケティン
グの重要テーマ：ソー
シャルキャピタル

スポーツはプレイヤー、仲間、対戦
相手、ファンなどの人々の相互作用
で成立しており、その過程において
人々を結び付ける働きを担っている。
それをソーシャルキャピタルと呼ぶ
ことができ、その定義、種類、重要
性を理解する。

5回 スポーツマーケティン
グの重要テーマ：ウェ
ルビーイング

国際連合が発表したSDGsの3番目
の開発目標がウェルビーイングであ
る。このウェルビーイングとスポー
ツマーケティングの関係性について
学習する。

6回 スポーツマーケティン
グの重要テーマ：ソー
シャルメディア

ソーシャルメディアの登場により、ス
ポーツを消費する人々の心理や行動
に変化が生じている。今回はスポー
ツ消費者行動におけるソーシャルメ
ディアの意味と役割について学ぶ。

7回 スポーツマーケティング
の重要テーマ：観戦スタ
イルの変化と態度変容

テクノロジーの技術革新や社会環境
の変化（温暖化、大規模災害、感染
症蔓延など）はスポーツの観戦スタ
イルに影響を与える。こうした変化
に対する人々の適応方法を理解する。

8回 スポーツ消費者を対象
としたアンケート調査

スポーツ消費者を対象としたマーケ
ティング調査の目的、内容、実施方
法、結果の報告などについて、ス
ポーツ観戦者の調査を例に学習する。

9回 データを読み取る：
データ入力

スポーツビジネスに関する資料・デー
タを収集し、エクセルに入力する。

10回 データを読み取る：基
礎集計

スポーツビジネスに関する資料・
データを、統計ソフトを用いて集計
し、度数分布および平均を算出する。

11回 データを読み取る：グ
ラフの作成

スポーツビジネスに関する資料・
データを基礎集計としてまとめ、グ
ラフを作成する。

12回 卒業研究を知る 4年生の卒業研究の中間報告会に参
加し、研究について理解を深める。

13回 情報を報告する：前半
グループ

スポーツマーケティングに関する情
報をグループで協力して報告する：
前半グループ

14回 情報を報告する：後半
グループ

スポーツマーケティングに関する情
報をグループで協力して報告する：
後半グループ

15回 秋学期の概要の説明 秋学期の演習の概要および卒業研究
の意義を理解する。

16回 スポーツメーカーの
マーケティングに関す
るテーマ設定

プレゼンテーションの方法を学ぶと
ともに、グループのテーマを決め、
発表の役割を分担する。

17回 スポーツメーカーの
マーケティングに関す
る資料作成

グループで協力して発表資料を作成
する。

18回 スポーツメーカーのマー
ケティングに関する討論

ゲスト講師（現場の実務担当者）の
前で発表するとともに、課題解決に
向け、ディスカッションする。

19回 海外のスポーツマーケ
ティング：テーマ設定

ゲスト講師（海外のスポーツマーケ
ティングの専門家）の資料を事前に
学習し、質問を考える。

20回 海外のスポーツマーケ
ティング：討論

ゲスト講師（海外のスポーツマーケ
ティングの専門家）によるスポーツ
ビジネスの授業を受講し、英語で
ディスカッションに参加する。

21回 スポーツマーケティン
グ研究：観戦型スポー
ツの先行研究

観戦型スポーツに関する先行研究の
発表を聞き、ディスカッションに参
加する。

22回 スポーツマーケティン
グ研究：参加型スポー
ツの先行研究

参加型スポーツに関する先行研究の
発表を聞き、ディスカッションに参
加する。

23回 スポーツマーケティン
グ研究：拡大産業に関
する先行研究

スポンサーシップ、ツーリズム、イ
ンターネットなどに関する先行研究
の発表を聞き、ディスカッションに
参加する。

24回 スポーツマーケティン
グ研究：構想発表会

3年生の卒業研究の構想発表会に参
加する。

25回 参加型スポーツイベン
トのマーケティング：
ケースの理解

ケースメソッドのアプローチから、
東京マラソンのマーケティングの仕
組みを理解する。

26回 参加型スポーツイベント
のマーケティング：考察

ケースメソッドのアプローチから、
東京マラソンのマーケティングの成
功理由と今後の課題を考察する。

27回 演習のまとめ 1年間に渡って取り組んできたゼミ
の専門的な学習を振り返り、まとめ
とする。

28回 卒業研究発表会 4年生の卒業研究の発表会に参加す
る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外のグループ学習の課題として、調査の実施、結果の分析、プレゼ
ンテーションの準備、レポートの作成などがあります。グループのメンバー
と協力して計画的に取り組んでください。本授業の準備学習・復習時間は各
4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし（必要に応じて資料を配付する）
【参考書】
仲澤眞・吉田政幸（編著）（2017）よくわかるスポーツマーケティング．ミネ
ルヴァ書房．2,640円
原田宗彦（編）（2021）スポーツ産業論（第7版）．杏林書院：東京．2,750円
【成績評価の方法と基準】
（1）スポーツマーケティングの重要概念に関する課題レポート（10点、春学期）
（2）スポーツマーケティング調査：データ収集（10点、春学期）
（3）スポーツマーケティング調査：結果の集計と報告（10点、春学期）
（4）スポーツメーカーのマーケティングに関する課題（10点、秋学期）
（5）スポーツマーケティング研究に関する課題（20点、秋学期）
（6）観戦型スポーツマーケティングに関する課題（20点、秋学期）
（7）参加型スポーツマーケティングに関する課題（20点、秋学期）
合計：100点
【評価基準】
それぞれの課題において獲得する得点は以下の基準に従って決定する。
100%：授業の内容を踏まえて課題に計画的に取り組むとともに、自身の独自
の視点から合理的な解決策を導き出し、さらに成果物の中で自分の論旨を明
確に伝えることができている。
80%：授業の内容を踏まえて課題に計画的に取り組むとともに、自身の独自
の視点から合理的な解決策を導き出している。
60%：授業の内容を踏まえ、課題に計画的に取り組むとともに、自身の独自
の視点から解決策を導き出している。
40%：授業の内容を踏まえ、課題に計画的に取り組んでいる。
20%：授業の内容を踏まえて課題に取り組んでいる。
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【学生の意見等からの気づき】
できるだけ理解が進むように、授業では海外の事例や文献に加え、身近な日
本のスポーツや文献も紹介します。
【学生が準備すべき機器他】
データを分析するためのパソコン、マイクロソフト・オフィス（ワード、エク
セル、パワーポイント）
【その他の重要事項】
ゼミナールは学生の主体的な学びの場です。伸び伸びと積極的学習してくだ
さい。
【Outline (in English)】
(Course outline)
This is sport marketing seminar at the undergraduate level. Upon
successful completion of this course, students will be able to (1)
understand some concepts and theories relevant to important themes
in sport marketing and (2) clearly identify their own research topics.
(Learning objectives)
The goal of this seminar is to learn theories and practices related to
sport marketing.
(Learning activities outside of classroom)
Before each class, students are expected to read relevant articles and
book chapters and spend four hours to understand the course content.
(Grading criteria)
Grading will be decided based on short report (10%), data collection and
analysis (10%), group presentation (10%), mid-term report (30%), and
final report (40%).
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HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

専門演習Ⅰ

越智　英輔

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：2年次／4単位
曜日・時限：火3/Tue.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、身体活動や運動トレーニングがもたらす身体への応答・適応に
関して運動生理学の視点から学びます。過去の先行研究を検索する方法、ま
とめる方法、仮説の立て方など、実際に実験を計画する上で必要な手法を習
得することを目的とします。
【到達目標】
1．必要な図書・論文の検索が自分でできる。
2．検索した文献をレビューできる。
3．理解した内容を、プレゼンテーションができる。
4．先行研究の位置付けを把握し、実験を計画できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
春学期前半は、文献のインターネット検索法、レビュー法を学んでもらい、ま
とめた内容を発表してもらいます。その後、実際に実験を実施してもらいま
す。最後に研究の立案、実験計画の手順（倫理、統計）などを学んでもらい
ます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の内容を説明し、履修人数に応

じて授業の進め方を調整する
2 文献の紹介 文献の種別を学ぶ
3 図書検索 図書の検索方法を理解する
4 論文検索 科学論文の検索法を学ぶ
5 文献の分類 検索した文献のレビュー法を学ぶ
6 文献の総括 プレゼンテーション法を学ぶ
7 文献のレビュー発表 実際に文献をまとめて発表する
8 実験の準備 紹介した文献で実施している測定を

行うための準備をする
9 実験実習の実施 実験を実施する
10 実験データの解析 得られたデータを分析し、統計解析

を行う
11 データのプレゼンテー

ション法
実験データのプレゼンテーション法
を学ぶ

12 プレゼンテーション 実験データを発表し、過去の論文と
の再現性を確認する

13 筋電図法の紹介 文献、測定法を紹介する
14 筋電図測定の実施 実際に測定する
15 筋電図データのまとめ 分析結果をまとめる
16 筋力測定の紹介 文献・測定法を紹介する
17 筋力測定の実施 実際に測定する
18 筋力測定のまとめ 分析結果をまとめて発表する
19 筋厚、筋硬測定の紹介 文献、測定法を紹介する
20 筋厚、筋硬測定の実施 実際に測定する
21 筋厚、筋硬測定のまとめ 分析結果をまとめて発表する
22 生化学的分析の紹介 文献、測定法を紹介する
23 生化学的分析の実施 実際に実施する
24 生化学的分析の解析 データを解析する
25 生化学的データのプレ

ゼンテーション
分析結果をまとめて発表する

26 研究の仮説立案 これまでの文献レビューと実習を踏
まえて研究の仮説を立てる

27 研究計画書の作成 仮説に基づく実験計画書を作成する
28 研究計画書の紹介 作成した計画書を発表する
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
文献を検索してもらったり、入手した文献をレビューしてもらいます。これ
らの準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しません。必要に応じて資料を配布します。
【参考書】
必要に応じて紹介します。

【成績評価の方法と基準】
発表の内容60%、実習を含めた授業への参加姿勢40%で評価します。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
文献検索、プレゼンテーションのためのPCが必要です。
【Outline (in English)】
Course outline: This course introduce essential components of exercise
training and physical activity on human body to students taking this
course.
Learning Objectives: The end of the course, students should acquire an
understanding of fundamental principles of research strategy.
Learning activities outside of classroom:Before each class meeting,
students will be expected to spend 2 hours to understand the course
content.
Grading Criteria /Policies: Grading will be decided based on lab reports
and presentations (60%)and in-class contribution (40%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

専門演習Ⅰ

中澤　史

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：2年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年次における卒業論文の作成を前提として、調査研究の基礎的手法について
学習する。具体的には、次のことに取り組む。①スポーツ心理学に関する文献
の講読等を通して当該領域の動向について理解する。②体験的学習やフィー
ルドワークを通してデータを収集し、分析した結果について考察する。③こ
れらの取り組みを踏まえ、卒業研究に関するテーマについてまとめた研究構
想を発表する。
【到達目標】
1．スポーツ心理学領域の動向について説明できる。
2．基礎的な研究手法を用いてデータを分析できる。
3．自身の研究テーマに関する研究構想について発表できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
アスリートの心理サポートやチームビルディングを中核としたスポーツ心理
学領域の学術論文や事例報告の内容についてディスカッションすることを通
して、当該領域の動向について理解を深めるとともに各自の研究テーマを絞
り込み、卒業論文の完成を目的とした研究構想をまとめる。また、講義、体
験的学習、フィールドワークなどにより、卒業研究の遂行に不可欠となる基
礎的な調査方法について学ぶ。なお、授業で取り組むプレゼンテーションや
リアクションペーパー等に対する講評やフィードバックは、次回授業時に行
う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション スポーツ心理学に関する専門的な学

びに向けた動機づけおよび授業概要
について理解する。

2 グループワーク スポーツ心理学で用いられるグルー
プワークへの参加を通して、その方
法、意義などについて学習する。

3 体験的学習によるデー
タ収集

スポーツを用いた体験的学習を通し
てデータ収集の方法について学習す
る。

4 データの入力・分析 収集したデータをエクセルシートに
入力し、統計ソフトを用いて集計・
分析する。

5 データの整理 集約したデータを基礎集計としてま
とめ、図表を作成する。

6 発表用資料の作成 整理したデータをパワーポイントに
まとめて発表する。

7 心理検査 心理検査を用いた実習を通じて、そ
の実施方法、解釈の仕方等について
学習する。

8 心理的競技能力の診断 心理的競技能力診断検査を用いた実
習を通じて、その実施方法、解釈の
仕方等について学習する。

9 チームワークの診断 チームワークを診断する心理検査を
用いた実習を通じて、その実施方法、
解釈の仕方等について学習する。

10 対人関係能力の診断 対人関係能力を診断する質問紙を用
いた実習を通じて、その実施方法、
解釈の仕方等について学習する。

11 実践報告を読む スポーツ心理学に関する実践報告の
講読を通して研究論文のまとめ方に
ついて学習する。

12 研究構想と抄録のまと
め方

ゼミ内の研究構想報告会に参加し、
抄録のまとめ方や発表の仕方につい
て学習する。

13 卒業論文を知る ゼミ内の卒業論文中間報告会に参加
し、卒業論文の進め方について理解
を深めるとともに発表の仕方につい
て学習する。

14 研究内容の発表 今後取り組む予定の研究内容を抄録
にまとめるとともに発表する。

15 研究内容の再確認 調査研究の目的・内容を再確認する
とともに秋学期の流れを理解する。

16 文献の収集 スポーツ心理学に関する先行研究、
図書、雑誌等の文献の収集方法につ
いて学習する。

17 研究倫理 研究倫理、同意書、調査概要の説明
の仕方等について学習する。

18 調査の方法 個別調査におけるインタビューガイ
ドの作成や調査方法等について学習
する。

19 質的研究の理論と方法 スポーツ心理学領域における質的研
究の理論と方法について学習する。

20 心理統計法の理論と実
践（データ集約について
学ぶ）

欠損値の処理や新しい変数の作成な
ど、データハンドリングの方法を学
習する。

21 心理統計法の理論と実践
（相関関係について学ぶ）

2変数間の相関関係を分析する方法
を学習する。

22 心理統計法の理論と実
践（有意差検定について
学ぶ）

2群間の平均値差を分析する方法を
学習する。

23 効果的なプレゼンの技術 相手に「伝わる」プレゼン資料の作
成と発表の方法を学習する。

24 体育授業による心理的
効果

体育授業による心理的効果について
実践報告を通じて学習する。

25 調査研究の流れを知る ゼミ内の研究計画発表会に参加し、
研究計画のまとめ方や発表の仕方に
ついて学習する。

26 卒業論文を知る ゼミ内の卒業論文発表会に参加し、
卒業論文について理解を深めるとと
もに発表の仕方について学習する。

27 研究構想の発表（第１グ
ループ）

第1グループが、研究構想を抄録に
まとめるとともに発表する。

28 研究構想の発表（第２グ
ループ）

第2グループが、研究構想を抄録に
まとめるとともに発表する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間であり、その具体的な取り組み内容は
次の通りです。
1.先行研究の講読や予備調査等に取り組んでください。
2.データの収集、分析およびその結果発表の機会が与えられますので、その
準備に取り組んでください。
【テキスト（教科書）】
適宜資料などを配布します。
【参考書】
1.中澤　史「アスリートの心理学」日本文化出版　2016
2.小宮あすか・布井雅人「Excelで今すぐはじめる心理統計　簡単ツールHAD
で基本を身につける」講談社　2018
3.マーガレット・サンデロウスキー著・谷津裕子・江藤裕之訳「質的研究をめ
ぐる10のキークエスチョン　サンデロウスキー論文に学ぶ」医学書院　2013

【成績評価の方法と基準】
次の基準に従い総合評価します。
1.研究構想書、抄録、リアクションペーパー等の提出物が50％、プレゼンテー
ション、授業への参画状況が50％です。
2.出席回数が授業実施回数の 2/3以上に満たない場合はE評価とします。
3.授業開始から20分以内までの入室を遅刻とし、それ以降の入室は欠席とし
ます。また、遅刻3回で欠席1回の扱いとします。
4.やむを得ない理由がない限り全ての授業に出席してください。やむを得な
い理由とは、病気、怪我、冠婚葬祭等による欠席を指します。
5.急遽、病気、怪我、冠婚葬祭等により欠席することになった場合、出席可能
となった授業時にその旨について担当教員に報告するとともに、そのことを
証明できる資料を担当教員に提出してください。
6.研究構想書、抄録、リアクションペーパー等の提出物では、授業のテーマ
や内容を踏まえた上で適切な記述がされているかについて評価します。
7.プレゼンテーションでは、発表の仕方、スライドの出来栄え等について評
価します。
8.授業への参画状況とは、単に出席していることを意味するのではなく、ディ
スカッションや各種授業運営に主体的に関わることを評価の対象とするとい
う意味です。
9.授業とは無関係な行為（携帯電話の使用、私語、食事など）は禁止します。
指導を受けても改善が見られない場合はE評価とします。
【学生の意見等からの気づき】
1.競技スポーツの現場で役立つ心理スキルの理論と方法について、受講生間
で情報交換を行います。
2.チームビルディングの促進に役立つ体験的学習への取り組みを通して、受
講生間の新規的人間関係の促進を図ります。
【学生が準備すべき機器他】
データの分析や資料の作成等が可能な機器を準備してください。
【その他の重要事項】
1.授業概要の説明、発表順の決定などを行なうため、必ず初回授業から出席
してください。
2.原則として対面授業を実施する予定です。ただし、オンライン授業に変更
される場合があるため、学習支援システムやメールによる案内を確認するよ
うにしてください。
3.授業計画は変更される場合があります。
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【Outline (in English)】
【Course outline】
Students will learn about the basic methods of survey research as
a prerequisite for writing their graduation thesis in the fourth year.
Specifically, students will engage in the following activities. (1) To
understand the trends in the field of sport psychology through reading
the literature on the subject. (2) To collect data through experiential
learning and fieldwork, and to discuss the results of the analysis.
(3) Based on these efforts, students will present a summary of their
research plan on the theme of their graduation research.
【Learning Objectives】
1.To be able to explain the trends in the field of sport psychology.
2.To be able to analyze data using basic research methods.
3.To be able to present a research plan related to the research theme.
【Learning activities outside of classroom】
The standard preparatory study and review time for this exercise is 2
hours each, and the specific content of the efforts is as follows.
1.you are expected to read and conduct preliminary research on previous
studies.
2.you are expected to plan for opportunities to collect and analyze data
and to present your findings.
【Grading Criteria /Policy】
Comprehensive evaluation is performed according to the following
criteria.
1.Submission of research plan, abstract, reaction paper, etc.: 50%
2.Presentations and class participation: 50%.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS300IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

専門演習Ⅱ

安藤　正志

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
原則として専門演習Ⅰ履修済み学生を対象に,少人数で綿密な指導のもと，少
人数での報告・討論・実践をとおして学習を深める演習である。
研究テーマに関する学術的なレポート，あるいは発表として練り上げていく
ことを目的とする。
【到達目標】
運動学的、解剖学的、生理学的観点から健康の度合いを判定する練習をする。
実習や調査で得られた結果を整理し、レポート又は発表原稿に仕上げ、これ
らを報告するまでの課程を学ぶ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
これまでの３年間の振り返りとして健康科学に関する疑問を学生自ら見いだ
し，それを種々の実験あるいは調査を通して検証する。得られた結果につい
て報告，討論を行い健康科学に対する問題解決能力を養う総括的演習とする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 今後の予定のオリエン

テーション
今後の予定のオリエンテーション

2 自分の関心ある研究
テーマを考える

グループワークにて自分の関心ある
テーマを抽出する

3 国内検索エンジンで検
索を行う

グループワークでキーワードを決め
て検索する方法を知る

4 海外検索エンジン検索
をで行う

項目別のワードで検索する方法を知
る

5 自分の研究テーマを決
定しる

自分で決めたテーマに沿って検索す
る方法を知る

6 研究対象の研究テーマ
の発表、
グループ①のテーマ発
表 (独自の視点を発表さ
せる)

研究対象の研究テーマを発表する。
各グループごとに質問をさせる

7 研究対象の研究テーマ
の発表、
グループ②のテーマ発
表 (独自の新規性を発表
させる)

研究対象の研究テーマを発表する。
各グループごとに質問をさせる

8 研究対象の研究テーマ
の発表、
グループ③のテーマ発
表（学生の視点を発表さ
せる）　　

研究対象の研究テーマを発表する。
各グループごとに質問をさせる

9 システマティックレ
ビュの紹介

システマティックレビュの検証方法
を知る。

10 システマティックレ
ビュの研究方法の検証

システマティックレビュの研究方法
を知る。

11 研究対象の研究テーマ
に関するシステマ
ティックレビュの検索

研究対象の研究テーマに関するシス
テマティックレビュの検索作業を行
う

12 研究テーマごとのシス
テマティックレビュの
発表、
発表内容の評価

各グループの発表の評価を学生グ
ループで行わせる。

13 研究テーマごとのシス
テマティックレビュの
の発表、
発表内容の検証

各グループごとの発表を学生グルー
プごとに検証させる

14 研究テーマごとのシス
テマティックレビュの
の発表、
発表ごとの総評

各グループごとの発表を学生グルー
プごとに総評させる

15 運動学をテーマに検索
し、グループテーマを決
定させる

これまでに行った検索結果や、研究
内容を纏めて実際に発表を行う

16 解剖学をテーマに検索
し、グループテーマを決
定させる

これまでに行った検索結果や、研究
内容を纏めて実際に発表を行う

17 生理学をテーマに検索
し、グループテーマを決
定させる

これまでに行った検索結果や、研究
内容を纏めて実際に発表を行う

18 運動学的評価学の学習 運動学の基礎的・臨床的評価学につ
いて学習する

19 解剖学的評価学の学習 解剖学の基礎的・臨床的評価学につ
いて学習する

20 生理学的評価学の学習 生理学の基礎的・臨床的評価学につ
いて学習する

21 運動学関連の研究レ
ポートの書き方

運動学関連の研究レポートの書き方
について学習する

22 解剖学関連の研究レ
ポートの書き方

解剖学関連の研究レポートの書き方
について学習する

23 生理学関連の研究レ
ポートの書き方

生理学関連の研究レポートの書き方
について学習する

24 運動学関連の実験やア
ンケートのデータの統
合と解釈

運動学に関連した機器利用の実験や
アンケートのデータから読み取れる
事象についての統合と解釈をグルプ
ごとに解説する

25 解剖学関連の実験やア
ンケートのデータの統
合と解釈

解剖学に関連した機器を利用した実
験やアンケートのデータから読み取
れる事象についての統合と解釈をグ
ルプごとに解説する

26 生理学関連の実験やア
ンケートのデータの統
合と解釈

生理学に関連した機器利用の実験や
アンケートのデータから読み取れる
事象についての統合と解釈をグルプ
ごとに解説する

27 運動学・解剖学・生理学
関連に関連したレポー
ト作成

実際のレポート作成を試みる

28 作成したレポートを公
開する

各自作成したレポートをまとめ公開
する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題の調査、報告書のまとめなど本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を
標準とします。
【テキスト（教科書）】
日本スポーツリハビリテーション学会監修　JSSR認定トレーナー教本（※こ
の授業を履修するとJSSR認定トレーナー試験資格が得られます）
【参考書】
授業内で適宜紹介する
【成績評価の方法と基準】
平常点；積極的発言や態度、単元ごとの検定やテストなど（50%）課題レポー
トの成績（50%）
【学生の意見等からの気づき】
より多くの文献を検索し読み取る機会を設ける。
実技を中心に体験型の授業とする。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムを利用することがある。
【その他の重要事項】
学会や大学外で開催されるセミナーなどに参加し意欲を高めながら進めます
【Outline (in English)】
【Course outline】
Understand the basic methods of reseachs of rehabilitation.
【Learning Objectives】
Understand about body and health.
【Learning activities outside of classroom】
Students should research the body and health in the title of the lecture.
【Grading Criteria /Policy】
Grades will be determined by regular exams and reports.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS300IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

専門演習Ⅱ

泉　重樹

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本ゼミにおける3年次のテーマは以下の3つである。1. アスレティックトレー
ナーとして必要な基礎的な知識および技術を習得すること。2. スポーツ現場
におけるアスレティックトレーナーの役割・現状に触れる機会を実習を通し
てできるだけ多く持つこと。3. 自身の研究テーマに沿って研究のレビューを
行い卒業論文にいたる課題を設定すること。
【到達目標】
アスレティックトレーナー（学生トレーナー）として、スポーツ現場におけ
るアスレティックトレーナーの業務および役割を理解し、一年間を通して活
動ができることが 3年次の本ゼミナールの到達目標である。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
　2年時から引き続き、春学期では事前準備の上で実技を含む発表が中心にな
る。秋学期は自身の研究分野に関する論文の抄読・研究手法や実験機器の習
熟を経て、卒業論文へいたる研究課題の設定とゼミの最後には研究デザイン
発表を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 3年時のゼミナールの目的・内容の確

認。
2 文献検索の方法と実際 図書館での実習により、オンライン

データベースの使い方および文献検
索の方法に習熟する。

3 足関節の評価と運動療法 足関節のアスレティックリハビリ
テーションについて実技を伴う発
表・ディスカッションを行う。

4 膝関節の評価と運動療法 膝関節のアスレティックリハビリ
テーションについて実技を伴う発
表・ディスカッションを行う。

5 大腿部の評価と運動療法 大腿部のアスレティックリハビリ
テーションについて実技を伴う発
表・ディスカッションを行う。

6 骨盤部の評価と運動療法 骨盤部のアスレティックリハビリ
テーションについて実技を伴う発
表・ディスカッションを行う。

7 腰部の評価と運動療法 腰部のアスレティックリハビリテー
ションについて実技を伴う発表・
ディスカッションを行う。

8 頸部の評価と運動療法 頸部のアスレティックリハビリテー
ションについて実技を伴う発表・
ディスカッションを行う。

9 肩関節の評価と運動療法 肩関節のアスレティックリハビリ
テーションについて実技を伴う発
表・ディスカッションを行う。

10 肘・前腕・手関節の評価
と運動療法

肘・前腕・手関節のアスレティック
リハビリテーションについて実技を
伴う発表・ディスカッションを行う。

11 下肢のアスレティック
リハビリテーション

各競技に基づいた下肢全体のアスレ
ティックリハビリテーションについ
て実技を伴う発表・ディスカッショ
ンを行う。

12 体幹のアスレティック
リハビリテーション

各競技に基づいた体幹部全体のアス
レティックリハビリテーションにつ
いて実技を伴う発表・ディスカッ
ションを行う。

13 上肢のアスレティック
リハビリテーション

各競技に基づいた上肢全体のアスレ
ティックリハビリテーションについ
て実技を伴う発表・ディスカッショ
ンを行う。

14 アスレティックリハビ
リテーションのまとめ

アスレティックリハビリテーション
とコンディショニングとの関わりに
ついてディスカッションを行う。

15 研究の方法とは 研究とは何かについて再度学習する。
英語論文抄読会。

16 機器の操作方法実習：
バイオデックス他

バイオデックス・パワーマックスの使
い方について学習する。論文抄読会。

17 機器の操作方法実習：
フォースプレート

フォースプレートの使い方について
学習する。論文抄読会。

18 機器の操作方法実習：
筋電図

筋電図の使い方について学習する。
論文抄読会。

19 機器の操作方法実習：
フレームディアス

フレームディアスの使い方について
学習する。論文抄読会。

20 機器の操作方法実習：
超音波診断機器

超音波診断機器の使い方について学
習する。論文抄読会。

21 研究計画の作成および
抄読会

研究計画を作成する。機器類使用方
法の予備日。英語論文抄読。

22 研究計画の添削および
抄読会

研究計画を作成し、添削する。機器
類使用方法の予備日。英語論文抄読。

23 現場実習報告の書き方 アスレティックトレーナー現場での
活動の報告書の書き方を講義する。

24 現場実習報告の実施 アスレティックトレーナー現場での
活動の報告・ディスカッションを行
う。

25 研究計画の推敲と予備
実験

卒業研究の準備として各自の研究計
画から、予備実験を行う。

26 予備実験結果の検討 予備実験として行った内容を検討し
研究計画に反映する。

27 研究デザイン発表会 卒業研究の研究デザイン発表会を行
う。

28 まとめ 研究計画発表の振り返りとともに3
年時のまとめと卒業研究に向けた方
向性を確認する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1回：特になし
第2～15回：前回授業への取り組みと復習
第16回：春学期の復習
第17～30回：前回授業への取り組みと復習
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。授業内で適宜、紹介する。
【参考書】
１．日スポ協公認アスレティックトレーナーテキスト１～９
２．ドナルド・A．ニューマン：筋骨格系のキネシオロジー．医歯薬出版．
2012
３．坂井建雄，松村讓兒：プロメテウス解剖学アトラス解剖学総論／運動器
系．医学書院．2011
４．日本トレーニング指導者協会：トレーニング指導者テキスト実技編．大
修館書店．2011
５．小林直行，成田崇矢，泉重樹：女性アスリートのための傷害予防トレー
ニング．医歯薬出版．2013
６．Starkey. C., Brown. S. M.: Examination of Orthopedic and Athletic
Injuries. F.A.Davis Company; 3 edition. 2009
７．臨床スポーツ医学編集委員会：新版スポーツ外傷・障害の理学診断・理学
療法ガイド第2版．文光堂．2015
８．広瀬統一他，アスレティックトレーニング学，文光堂，2019
９．独立行政法人日本スポーツ振興センターハイパフォーマンススポーツセ
ンター編. アスリートのためのトータルコンディショニングガイドライン.サ
ンライフ企画. 2023
10．広瀬統一,泉重樹,福田崇,稲見崇孝編. ケガをしないカラダづくり. 東洋
館出版社. 2023

【成績評価の方法と基準】
平常点70%、種々の活動への取り組み30%。また学外活動（課外活動）への
取り組みや実習内容、運営的立場などの活動実態を通して総合的に判断する。
【学生の意見等からの気づき】
　アスレティックトレーナーはスポーツと医学に関する知識の両方が求めら
れるため学習する内容が多岐にわたる。その中で、モチベーションを落とさ
ずに継続して学習していくために、実際の臨床現場（スポーツ現場）の経験
が大変重要であることを実感している。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムを使用する。
【Outline (in English)】
【Course outline】 The purposes of the athletic training seminar 2 are
as follows. 1. to learn knowledge and skills necessary as an athletic
trainer. 2. to have an opportunity experiencing the student trainer as
much as possible. 3. to review the study along a graduation study theme
and set a problem to reach the graduation thesis.
【Learning Objectives】 The seminar goal is for the student trainer to
understand the duties and roles of an athletic trainer in a sports setting
and to be able to work with them throughout the year.
【Learning activities outside of the classroom】The standard preparation
and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria/Policy】Evaluated comprehensively based on normal
scores, seminar content, and extracurricular activities.
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専門演習Ⅱ

青木　瑛美

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3年次／4単位
曜日・時限：木5/Thu.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
前期の授業では、スポーツにおける組織論の諸理論を多角的（経営組織論、人
的資源管理論、経営管理論、経営戦略論、リーダーシップ論、モチベーション
理論など）に学び、スポーツ組織を効果的にマネジメントするための基本的
な理論を理解する。後期の授業では、コミュニケーション能力を高めるため
に、毎回プレゼンテーション行う。専門演習Iならびに専門演習IIの講義を通
して学んだ内容から、卒業研究に発展させることのできる研究課題を決定す
ることを目的とし、過去の卒業研究、先行研究を読み込み、研究概要につい
てプレゼンテーションを行う。
【到達目標】
1.スポーツマネジメントを深く学ぶこと。
2.4年次に挑戦することとなる卒業研究のテーマを把握すること。
3.受講者は専門演習Iならびに専門演習IIの講義を通して学んだ内容から、卒
業研究に発展させることのできる研究課題を決定すること。
4.自身が選んだ研究を実行するために必要な先行研究を読み、適切な研究方
法を他の受講者と共に検討すること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
３年次を対象に、少人数でのプレゼンテーション・討論・実践をとおして学習
を深める演習である。これまでに講義で修得した基礎的な理論を理解し、２
年次の専門演習Ⅰにおいて学んだ知識ならびに本講義で学んだ理論をもとに
卒業研究テーマの決定を目標とし、授業を進めていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 卒業研究に向けた準備の進め方、調

査の手法などについて説明する
2 マネジメントとは１

マネジメントの使命
マネジメントの役割、社会的責任に
ついて学習する。

3 マネジメントとは２
マネジメントの方法

マネジメントの必要性、マネジャー、
マネジメントの技能について学習す
る。

4 マネジメントとは3
マネジメントの戦略

トップマネジメント、イノベーショ
ンについて学習する。

5 組織とは
スポーツの組織化
スポーツ組織の文化

組織の理念、ビジョン、戦略に関す
る考え方を理解し、スポーツ組織に
おける組織形態、経営組織と集団行
動（チームのダイナミクス）ならび
に、組織文化ついて学習する。

6 スポーツ組織のコント
ロールシステム
組織コミットメント

スポーツ組織における目的や戦略、
経営計画の立案方法および、それら
の評価手法について学習する。

7 個人の理解（パーソナリ
ティと対人認知）

パーソナリティと組織行動、につい
て学習する。組織における対人認知、
対人的コミュニケーションと組織コ
ミュニケーション、組織における効
果的なコミュニケーション戦略につ
いて理解を深める。

8 スポーツ組織における
モチベーションマネジ
メント

モチベーション理論、期待理論を理
解し、人のモチベーションのメカニ
ズムについて理解する

9 スポーツ組織における
リーダーシップ

リーダーシップ理論の変遷を理解し、
スポーツ組織における効果的なリー
ダーシップの在り方について学習す
る。

10 多様性マネジメント 多様性について学習し、スポーツ組
織においていかに多様性マネジメン
トを行うかについて学習する。

11 プレゼンテーションの
方法について　１

効果的なプレゼンテーション方法、
コミュニケーションスキルを学ぶ。

12 プレゼンテーションの
方法について　２

効果的なプレゼンテーション方法に
ついて視覚的なアプローチから考え
る。

13 プレゼンテーション１ これまでに学んだスポーツマネジメ
ントに関連する事柄について関心の
あるテーマについてプレゼンテー
ションを行う準備をする。

14 プレゼンテーション２ 前期最終プレゼンテーション
これまでに学んだスポーツマネジメ
ントに関連する事柄について関心の
あるテーマについて調査および報告
を行う。

15 後期演習の概説 後期の演習の概要及び卒業研究の意
義を理解する。卒業論文執筆に向け
た今後の進め方に確認する。

16 研究の進め方について１ 量的研究の手法について解説する。
17 研究の進め方について２ 質的研究の手法について解説する。
18 情報・文献の検索につい

て
研究を進めるための文献および情報
の収集方法について解説する。

19 先行研究について 先行研究の読み方について解説する。
20 過去の卒業研究の検討１ 各自のテーマにあった過去の卒業研

究を読み、各自（１）文献の要約
（２）研究群の整理、（３）問題点の
特定を行う。

21 過去の卒業研究の検討２ 第２０回の授業で行った各自のテー
マにあった過去の卒業論文について、
（１）文献の要約、（２）研究群の整
理、（３）問題点について発表を行う。

22 先行研究の検討１ 先行研究について、各自（１）文献
の要約、（２）研究群の整理、（３）
問題点の特定と行う。

23 先行研究の検討2 第２2回の授業で行った各自のテー
マにあった先行研究について、（１）
文献の要約、（２）研究群の整理、
（３）問題点について発表を行う。

24 研究課題の選択
研究課題発表

各自興味をもった研究テーマに関す
る、（１）研究背景、（２）研究目的、
（３）方法について発表する。

25 論文の構成 各自研究テーマに沿った論文の構成
について学ぶ。

26 緒言の書き方について 緒言の書き方について学び、各自の
テーマに沿った緒言を執筆する。

27 研究背景の書き方につ
いて

研究背景の書き方について学び、各
自のテーマに沿った緒言を執筆する。

28 研究目的、方法の書き方
について

研究目的、方法の書き方について学
び、各自のテーマに沿った緒言を執
筆する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の復習として授業での各プレゼンテーションへのフィードバックを行い、
予習として、次週のグループプレゼンテーションの準備を行なう。
【テキスト（教科書）】
特になし（毎回資料を配布する）
【参考書】
各学生の研究テーマに関する過去の卒業論文と一般論文
【成績評価の方法と基準】
毎授業時に課すレポート課題（70％）、卒業研究のプロポーザル内容（30％）
で判断します。
【学生の意見等からの気づき】
プレゼンテーションの行う機会を多く取り入れます。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
(Learning Objectives)
Comprehensively learn the basic knowledge about sports management
studies through management science, social psychology, and sociology.
After studying the fundamentals of management by reading " Principle
of Management)", you will study the basic knowledge of sports
management and sports organization behavior theory. The goals of
this course are 1. You can clearly express what management is.2.
Explain the definition of "sports management" based on an academic
background.3. Understand the basic knowledge to effectively manage
a sports organization. Grade evaluation is judged by the report
assignment (100%) imposed at each class.
(Learning activities outside of classroom)
As a review of the class, give feedback on each presentation in the class,
and as a homework, prepare for the next week’s group presentation.
(Learning activities outside of classroom)
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
(Grading Criteria /Policy)
Grade evaluation is judged by the report assignment (100%) imposed at
each class.
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専門演習Ⅱ

井上　尊寛

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
専門演習Ⅰで学習したマーケティングリサーチの手法や分析方法を活用し、自
ら調査設計から調査まで行う。本演習の後半は4年次の卒業研究に向け、ス
ポーツマーケティングに関する研究計画を立て、それに基づいて卒業論文の
緒言および方法を執筆する。
【到達目標】
受講者は演習を通じて以下の目標に到達する：
（1）調査の手法やデータの扱い方を学びながら、現場で求められている調査
内容や分析についても検討し、実践する。
（2）後期の演習では、各自が選んだ研究テーマに関連する先行研究を概括し、
過去の研究群が明らかにできなかった課題を特定するとともに、それを克服
するための新しいアイデアと研究計画を示すことができる。
（3）各自の問題意識に基づいて研究テーマを設定できる。
（4）目的に応じて研究方法を適切に設定し、実施計画を作成できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
3年生を対象に少人数の指導体制のもと、報告・討論・実践をとおして学びを
深める。これまでに講義で修得した知識を踏まえるともに、2年次の専門演習
Ⅰにおいて設定した自身のテーマを掘り下げる。。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーションお

よび演習の概説
卒業研究に向けた動機づけと演習の
概要について理解する。

第2回 研究とは何か 研究・調査の進め方について学習す
る。

第3回 調査・研究の方法 問題を解決するための調査の手法や、
統計的な分析の手法について学習す
る。

第4回 調査の妥当性と信頼性 調査および研究の妥当性や信頼性に
ついて理解する。

第5回 調査ガイダンス スタジアム観戦者調査について、調
査の方法や注意点について学習する。

第6回 統計解析の基礎 基本的な統計分析の手法（記述統計、
カイ二乗検定、平均値の差の検定な
ど）について学ぶ。

第7回 推計統計 分散分析、回帰分析、多変量分散分
析などについて学習する。

第8回 スポーツマーケティン
グの重要研究テーマ：
観戦動機

人がスポーツ観戦を行う理由は多岐
に渡る。ここではスポーツ観戦者の
動機因子について学ぶ。

第9回 スポーツマーケティン
グの重要研究テーマ：
スポーツ関与

人とスポーツの関わりの強さをス
ポーツ関与という。今回はこのス
ポーツ関与について学ぶ。

第10回 スポーツマーケティン
グの重要研究テーマ：
顧客満足

スポーツ消費者のニーズ充足と顧客
満足の関係を説明する顧客満足理論
について学ぶ。

第11回 スポーツマーケティング
の重要研究テーマ：社
会的アイデンティティ

スポーツ観戦者とスポーツファンは
異なる特徴を持つ。両者を区分する
最大の特徴であるチームアイデン
ティティについて学ぶ。

第12回 スポーツマーケティン
グの重要研究テーマ：
顧客ロイヤルティ

スポーツにおける顧客ロイヤルティ
と併せて、近年注目される顧客エン
ゲージメントについても学ぶ。

第13回 各自の研究テーマの設定 興味のある対象に対して、問題点を
整理し、問題解決のための手目的や
手法を踏まえ、テーマを設定する。

第14回 ゼミ内プレゼンテー
ション

設定したテーマを踏まえ、卒業論文
につながるような内容にてプレゼン
を行う。

第15回 後期の演習の概要の説明 後期の演習の概要および卒業研究の
意義を理解する。

第16回 過去の卒業研究の検討
：第1グループ

第1グループが、過去の卒業研究つ
いて（1）文献の要約、（2）研究群の
整理、（3）問題点の特定を行う。

第17回 過去の卒業研究の検討
：第2グループ

第2グループが、過去の卒業研究つ
いて（1）文献の要約、（2）研究群の
整理、（3）問題点の特定を行う。

第18回 過去の卒業研究の検討
：第3グループ

第3グループが、過去の卒業研究つ
いて（1）文献の要約、（2）研究群の
整理、（3）問題点の特定を行う。

第19回 先行研究（一般の研究）
の検討：第1グループ

第1グループが、一般の研究論文つ
いて（1）文献の要約、（2）研究群の
整理、（3）問題点の特定を行う。

第20回 先行研究（一般の研究）
の検討：第2グループ

第2グループが、一般の研究論文つ
いて（1）文献の要約、（2）研究群の
整理、（3）問題点の特定を行う。

第21回 先行研究（一般の研究）
の検討：第3グループ

第3グループが、一般の研究論文つ
いて（1）文献の要約、（2）研究群の
整理、（3）問題点の特定を行う。

第22回 研究課題の選択 各自のテーマについて、（1）研究の
背景、（2）研究目的、（3）学術的な
重要性、（4）実践的な重要性をまと
め、発表する。

第23回 序論の執筆：研究の背景 スポーツ産業界が抱える疑問に関し
て理解が深まるような研究テーマを
設定する。

第24回 序論の執筆：問題の所在 各自の研究テーマは、先行研究に
よってどこまで理解されているかを
把握するとともに、未解明の研究課
題を特定する。

第25回 序論の執筆：問題の所
在、研究の目的、重要性

研究の目的を設定し、その目的を達
成することでどのような学術的貢献
を果たすことができるのかについて
も述べる。

第26回 序論の執筆：概念的枠
組み

卒業研究で扱う重要概念や分析にお
いて測定する主な要因をすべて定義
し、概念的枠組みを明確にする。

第27回 序論の執筆：仮説の設定 グループ間の比較や要因間の関係性
などに関する仮説を理論的根拠とと
もに導出する。

第28回 方法の執筆：研究環境
および対象

卒業論文のデータを収集する研究環
境および対象を設定し、母集団と標
本を特定する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この授業は予習を必要とします。前期は事前に配布される資料を読んで疑問
や感想を書き出し、ディスカッション形式で展開される演習に参加できるよ
うに準備してきてください。後期は毎週与えられる課題に取り組み、それを
事前に記述・分析してきてください。演習ではその内容を添削するとともに、
次の課題を説明します。本授業の準備学習・復習時間は1回の授業につき，準
備・復習時間を合わせて4時間以上（準備・復習時間の配分は均等でなくても
可）とします。
【テキスト（教科書）】
特になし（毎回資料を配布する）
【参考書】
各学生の研究テーマに関連する過去の卒業論文や一般の論文
【成績評価の方法と基準】
（1）研究手法に関するレポート：10点（前期）
（2）研究テーマの発表：10点（前期）
（3）過去の卒業研究のレビュー：10点（後期）
（4）一般の先行研究のレビュー：10点（後期）
（5）序論（緒言、問題の所在）の執筆：20点（後期）
（6）序論（目的、重要性）の執筆：20点（後期）
（7）序論（概念的枠組み）の執筆：20点（後期）
合計：100点
【評価基準】
それぞれの課題において獲得する得点は以下の基準に従って決定する。
100%：自身が立てた計画に沿って課題に客観的に取り組むとともに、独自の
視点から合理的な解決策を導き出し、さらに成果物の中で自分の論旨を明確
に伝えることができている。
80%：自身が立てた計画に沿って課題に客観的に取り組むとともに、独自の
視点から合理的な解決策を導き出している。
60%：自身が立てた計画に沿って課題に客観的に取り組むとともに、独自の
視点から解決策を導き出している。
40%：自身が立てた計画に沿い、課題に客観的に取り組んでいる。
20%：自身が立てた計画に沿って課題に取り組んでいる。
【学生の意見等からの気づき】
授業では理論に基づくことで履修者がより深く考えるように進めていきます。
【学生が準備すべき機器他】
レポートやディスカッションの資料を作成するための個人用パソコン、マイ
クロソフト・オフィス（ワード、エクセル、パワーポイント）
【その他の重要事項】
専門演習は論文を作成することを最終的な目標とし、専門演習ⅠからⅢまで
の3年間、理論だけでなく、多くのフィールドワークや課題に取り組む必要が
あります。よって、専門演習Ⅱを履修するためには以下の条件を満たすこと
が求められます。授業への参加だけでなく、課外活動に対する取り組みや各
課題に対する一定以上の評価が得られていること。
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

【Outline (in English)】
（Course outline）This seminar is an introduction to the basic elements
of sport marketing research. （Learning Objectives）Students will
learn how to collect data, analyze the results, and interpret and report
conclusions drawn from the findings. Upon successful completion of
this course, students will be able to understand how they can conduct
sport marketing research.（Learning activities outside of classroom）
Your study time will be more than four hours for this seminar.（Grading
Criteria /Policy）Final grade will be calculated according to the following
process: oral presentation (40%) and usual performance score (60%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS300IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

専門演習Ⅱ

小田　佳子

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3年次／4単位
曜日・時限：月5/Mon.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体育授業における指導法の理論と実際について学ぶ。
保健体育教師になるという覚悟をもって、教師を志す仲間と共に「よりよい
授業づくり」を目指して切磋琢磨する。
【到達目標】
指導計画の立て方、授業における指導法、評価の方法等について、理論と実
際の両面から理解を深める。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
学習指導要領に示された各運動領域の実際の授業における計画を立て、模擬
授業を行う。後半では、専門演習Ⅰの受講生が行う模擬授業に対する指導を
行いながら、自己の授業づくりへの理解を深める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 専門演習Ⅰについて振り返り、Ⅱの

演習計画について確認等を行う。
2 「体つくり運動」の模擬

授業
授業担当者が「体つくり運動」の模
擬授業を実施し、達成度について振
り返る。

3 「球技：ネット型」の模
擬授業

担当者が「球技（ネット型）」の模擬
授業を実施し、達成度について振り
返る。

4 「球技：ベースボール
型」の模擬授業

担当者が「球技（ベースボール型）」
の模擬授業を実施し、達成度につい
て振り返る。

5 「球技：ゴール型」の模
擬授業

担当者が「球技：ゴール型」の模擬
授業を実施し、達成度について振り
返る。

6 「陸上競技」の模擬授業 担当者が「陸上競技」の模擬授業を
実施し、達成度について振り返る。

7 「武道:剣道」の模擬授業 担当者が「武道（剣道）」の模擬授業
を実施し、達成度について振り返る。

8 「武道:柔道」の模擬授業 担当者が「武道（柔道）」の模擬授業
を実施し、達成度について振り返る。

9 「器械運動：マット」の
模擬授業

担当者が「器械運動」の模擬授業を
実施し、達成度について振り返る。

10 「保健体育」の論理的検
討（図書館）

「保健体育」の授業づくりに関する文
献等を読み解き、理解する。
文献検索の方法を確認する。

11 「器械運動：跳び箱」の
模擬授業

担当者が「器械運動」の模擬授業を
実施し、達成度について振り返る。

12 「ダンス：創作」の模擬
授業

担当者が「ダンス」の模擬授業を実
施し、達成度について振り返る。

13 「ダンス：現代的なリズ
ム」の模擬授業

担当者が「ダンス」の模擬授業を実
施し、達成度について振り返る。

14 授業整理会とまとめ 全ての模擬授業を振り返り、担当者
相互に指導案を再検討する。

15 「体つくり運動」の指導
案づくりの指導

専門演習Ⅰの受講生の指導案（体つ
くり運動）について、自らの反省を
踏まえながら指導を行う。

16 「体つくり運動」の模擬
授業に対する指導

専門演習Ⅰの受講生の実施した模擬
授業（体つくり運動）を理論的に検
討し、よりよい授業づくりに対する
指導を行う。

17 「球技：ネット型」の指
導案づくりの指導

専門演習Ⅰの受講生の指導案（球技）
について、自らの反省を踏まえなが
ら指導を行う。

18 「球技：ベースボール型」
の模擬授業に対する指導

専門演習Ⅰの受講生の実施した模擬
授業（球技）を理論的に検討し、より
よい授業づくりに対する指導を行う。

19 「陸上競技」の指導案づ
くりの指導

専門演習Ⅰの受講生の指導案（陸上
競技）について、自らの反省を踏ま
えながら指導を行う。

20 「球技：ゴール型」の模
擬授業に対する指導

専門演習Ⅰの受講生の実施した模擬
授業（球技：ゴール型）を理論的に
検討し、よりよい授業づくりに対す
る指導を行う。

21 「武道：剣道」の指導案
づくりの指導

専門演習Ⅰの受講生の指導案（武道）
について、自らの反省を踏まえなが
ら指導を行う。

22 「武道：柔道」の模擬授
業に対する指導

専門演習Ⅰの受講生の実施した模擬
授業（武道）を理論的に検討し、より
よい授業づくりに対する指導を行う。

23 「ダンス」の指導案づく
りの指導

専門演習Ⅰの受講生の指導案（ダン
ス）について、自らの反省を踏まえ
ながら指導を行う。

24 「ダンス」の模擬授業に
対する指導

専門演習Ⅰの受講生の実施した模擬
授業（ダンス）を理論的に検討し、
よりよい授業づくりに対する指導を
行う。

25 「器械運動」の指導案づ
くりの指導

専門演習Ⅰの受講生の指導案（器械
運動）について、自らの反省を踏ま
えながら指導を行う。

26 「器械運動」の模擬授業
に対する指導

専門演習Ⅰの受講生の実施した模擬
授業（器械運動）を理論的に検討し、
よりよい授業づくりに対する指導を
行う。

27 「体育理論」の指導案づ
くりの指導

専門演習Ⅰの受講生の指導案（体育
理論）について、自らの反省を踏ま
えながら指導を行う。

28 「体育理論」の模擬授業
に対する指導

専門演習Ⅰの受講生の実施した模擬
授業（体育理論）を理論的に検討し、
よりよい授業づくりに対する指導を
行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業外で指導案を作成する必要がある。本授業の準備学習は6時間、復習時間
は 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
中学校学習指導要領解説　保健体育編　平成20年版・平成29年版（東山書房）
高等学校学習指導要領解説　保健体育編　体育編　（東山書房）
【参考書】
体育の教材を創る（大修館書店）
保健体育科教育法　（大修館書店）
新版体育科教育学入門　（大修館書店）
保健体育科教育法　（アイオーエム）
内容学と架橋する保健体育科教育論（晃洋書房）
【成績評価の方法と基準】
参加状況・態度による平常点（５０％）
プレゼン・模擬授業（３０％）
指導案・レポート（２０％）
上記の項目について総合的に判断し評価する。
【学生の意見等からの気づき】
なるべく学生参加型の対面式授業により進めていく。
【学生が準備すべき機器他】
課題提出において授業支援システムを使用する。
【その他の重要事項】
授業計画は展開によって変更があり得る。
授業形態についても感染拡大状況によって柔軟に対応する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
例1：This course introduces A, B and C to students taking this course.
This course introduce the basic theories of P.E., class creating the "better
class management" to students taking this course with other students
who has will to be a P.E. teacher and will to become teachers.
【Learning Objectives】
The goals of this course are to deepen student’s understanding of how to
make a lesson plan, how to teach in class and how to evaluate from both
theory and practice.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to make class plans and have completed the
required assignments after each class meeting.
Your study time will be about six hours before the training class and 2
hours after the class.
【Grading Criteria /Policies】
例 1 ： Your overall grade in the class will be decided based on the
Presentation and Training class: 30%、Teaching plan and Short reports
: 20%、in class contribution and Attitude: 50%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS200IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 200）

専門演習Ⅱ

片上　千恵

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツメディアを中心にスポーツマネジメントを実践的に学ぶことを目的と
する。特に重視している活動は情報発信であるが、スポーツマーケティングに
おける情報発信は他の業種に比べてより広範囲に伝わり大きな影響力を持つ
一方で、近年のソーシャルメディアの進化によりその難易度は高まっている。
今やアスリートが個人レベルでSNSを通していつでも自由に情報を発信する
ことで組織からの発信以上の効果を生み出すことも多い。同時にアスリート
が発信することによる自らの責任とリスクを伴う難しさもある。
本演習では講義と実践を通じて、現代のスポーツ界においてステークホルダー
の満足度を高め、かつアスリートとスポーツの価値をともに高める情報発信
のあり方を探る。
【到達目標】
・スポーツにメディアが果たす役割を理解し説明できる
・ソーシャル・メディア活用を通じて高いメディア・リテラシーを獲得する
・スポーツにおけるメディアトレーニングの役割を説明できる
・演習の活動を通して、自分の追求したい研究テーマを設定できる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
毎回指定の文献を読み、担当者はスライドにまとめてプレゼンテーションを
行う。グループで企画を立案し、スポーツ組織のSNS発信サポートに携わり、
効果測定、フィードバックを重ねる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 自己紹介。授業の進め方と評価方法

の説明。
2 スポーツ広報① スポーツ組織の広報業務の内容と目

的を理解する。
3 スポーツ広報② 広報と宣伝広告の違い、プロモー

ション機能としての広報業務を学ぶ。
4 スポーツ広報③ プロリーグ広報とプロクラブ広報そ

れぞれの役割と連携を理解する。
5 プレゼンテーション・ト

レーニング
伝わるプレゼンテーションの基礎を
実践的に学ぶ。

6 ケーススタディ①
SNS（テキスト）

スポーツ組織が発信するSNS（テキ
ストベース）を対象にグループごと
に事例研究し、プレゼンテーション
発表を行う。

7 ケーススタディ②
SNS（動画）

スポーツ組織が発信するSNS（動
画）を対象に分析。グループごとに
事例研究し、プレゼンテーション発
表を行う。

8 ケーススタディ③
フラッシュインタビュー

アスリートの試合後フラッシュイン
タビューを対象にグループごとに事
例研究し、プレゼンテーション発表
を行う。

9 スポーツの情報発信① これまでの事例研究と文献調査をも
とにSNS企画を考案し、プレゼン
テーション発表を行う。

10 スポーツの情報発信② 企画を具体化するためのプランを練
る。

11 スポーツの情報発信③ 企画提案書とプレゼンスライド作成。
12 ゲスト招聘 スポーツ組織の広報スタッフの前で

アイデア企画をプレゼンテーション
発表し、ディスカッションする。

13 SNS企画作成 企画のブラッシュアップを行う。
14 総括 夏季休業中の計画と課題の説明をす

る。
15 後期授業オリエンテー

ション
夏季休業中の活動報告と後期授業の
進め方説明。

16 メディアトレーニング
の歴史

メディアトレーニングの成り立ちと
政治との関係を学ぶ。

17 メディアトレーニング
事情

世界と日本のメディアトレーニング
の現状と違いを理解する。

18 メディアトレーニング
の種類

一般のメディアトレーニングとス
ポーツのメディアトレーニングをス
テークホルダーの特性から比較する。

19 アスリート向けメディ
アトレーニング

個人競技と団体競技、若手選手とベテ
ラン選手など対象別の特性を考える。

20 インタビュー分析方法① 先行研究から基本的なテクスト分析
の方法を学ぶ。

21 インタビュー分析方法② 先行研究から基本的な映像分析の方
法を学ぶ。

22 インタビュー調査計画 調査分析のためのインタビューを準
備する。インタビューイーの予備調
査。インタビュアーの質問項目を考
える。

23 インタビュー実践 学内アスリートを対象に競技につい
てインタビューを実践する。インタ
ビューは機材を使用し収録する。

24 インタビュー分析① 収録したインタビューを学習した方
法論に基づき分析作業を行う。

25 インタビュー分析② 分析結果を考察する。
26 フィードバック インタビュー分析結果をまとめて

フィードバックし、改善策を考案す
る。

27 ゲスト招聘 マンガケースメソッド型メディアト
レーニング実践とディスカッション
する。

28 総括 各自、来年度に向けた研究テーマを
発表する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎授業、文献を紹介する。各自で読みこんでディスカッションできるように
準備すること。本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
授業内で適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
プレゼンテーション課題（100％）で判断する。
【学生の意見等からの気づき】
授業で学んだことをスポーツ現場で実践できる場を設ける。
【Outline (in English)】
【Course outline】
The aim of this course is to explore, through both lectures and practical
exercises, methods of information dissemination aimed at enhancing
stakeholder satisfaction and concurrently elevating the value of athletes
and sports in the modern sports industry.
【Learning Objectives】
The goals of this course are:
A) To understand and explain the role of media in sports.
B) To acquire high media literacy through the use of social media.
C) To be able to set one’s own research topic of interest.
【Learning activities outside of classroom】
Review what you have learned in each lecture. Before/after each class
meeting, students will be expected to spend two hours to understand the
course content.
【Grading Criteria /Policy）】
Presentation assignment (100%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS300IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

専門演習Ⅱ

苅部　俊二

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3年次／4単位
曜日・時限：月5/Mon.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
スポーツ・体育学，コーチ学などといった運動科学分野における文献分析か
ら，自分の取り組みたいテーマを選択し、卒業論文のテーマを模索する。
【到達目標】
自らの研究テーマについて，研究方法や実験方法、分析方法など研究に必要
なスキルを高める。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
3年次を対象に、少人数で綿密な指導のもと、コーチング分野に即した報告・
討論・実践を通じて学習を深める。これまでに修得した理論を主体的に受け
とめ、2年次の専門演習Ⅰにおいて設定したテーマを掘り下げる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 春学期受講ガイダンス 春学期受講のガイダンスを行う。
第2回 情報収集1

（文献）
興味のあるテーマについて文献検索
を行う。

第3回 情報収集2
（ネット情報など）

演習合同で行うテーマについて文献
検索を行い、プレゼンする。

第4回 演習合同研究テーマの
検討

演習合同で行う研究についてテーマ
を決定する。

第5回 文献検索 演習合同テーマに関する文献の検索
を行う。

第6回 研究計画の立案 演習合同テーマについてその研究方
法、調査方法を検討する。

第7回 予備実験 演習合同テーマについて予備実験を
行う。

第8回 データ解析 演習合同テーマ予備実験のデータの
解析を行い、プレゼンする。

第9回 論文作成1
（構成）

演習合同テーマの論文の構成を行う。

第10回 論文作成2
（執筆）

演習合同テーマの論文の執筆を行う。

第11回 論文作成3
（推敲・校正）

演習合同テーマの論文を推敲・校正
を繰り返す。

第12回 論文の完成 演習合同テーマの論文を完成させる。
第13回 研究成果の発表 演習合同テーマの論文を発表する。
第14回 春学期のまとめ 春学期のまとめを行う。夏期研究

テーマを検討する。
第15回 秋学期受講ガイダンス 秋学期ガイダンスを行う。夏期研究

の成果を発表する。
第16回 合同研究計画 合同研究もしくは春期、夏期の研究

についての計画案の作成
第17回 ポスター発表作製 合同研究もしくは春期、夏期の研究

についてポスターを作製する。
第18回 ポスター発表 合同研究もしくは春期、夏期の研究

についてポスター発表を行う。。
第19回 ポスター発表のフィー

ドバック
合同研究もしくは春期、夏期の研究
についてポスター発表のフィード
バックを行う。

第20回 論文計画書作成 各自の研究テーマについて論文作成
計画の立案を行う

第21回 研究テーマの検索 各自の研究テーマを模索する。
第22回 研究テーマの発表 各自の研究テーマを発表する。
第23回 研究テーマのディス

カッション
各自の研究テーマについてディス
カッションする。

第24回 実験計画書作成 各自の研究テーマにそって実験の計
画書を作成する。

第25回 予備実験1
（実験）

各自の研究テーマの実験計画書に
従って予備実験を行う。

第26回 予備実験2
（解析）

各自研究テーマの予備実験の解析を
行う。

第27回 予備実験の発表 各自研究テーマの予備実験の結果を
発表する。

第28回 今後の研究課題の方向
性発表

卒業論文作成に向け研究課題の方向
性について発表する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
発表資料、レジュメの作成
次回授業への準備学習・前回授業の復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に設けない
【参考書】
適宜指示する
【成績評価の方法と基準】
平常点（50％）とプレゼン（50％）によって評価する。
【学生の意見等からの気づき】
学生にとって有意義な講義を行う。
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
In this seminar, students will learn how to conduct research in the field
of physical education (and sports science), looking at things such as
physical fitness and coaching methods. Students will learn how to read
the precedent studies, analyze data and write an academic paper.
【到達目標（Learning Objectives）】
The aim is to increase specialist knowledge for graduation thesis
writing.
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Your study time will be more than four hours for this seminar.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Final grade will be calculated according to the following process: oral
presentation (40%) and usual performance score (60%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS300IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

専門演習Ⅱ

木下　訓光

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「読む・分析する・評価する」から「調べる・発表する」へ
【到達目標】
春学期終了までに卒業研究テーマを確定し、遅くとも夏期休暇までに研究活
動を開始する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
研究テーマに沿って調査活動を行う。
研究活動の報告を行う。論理的思考に基づく議論、論文作成の技術などに関
して、文献抄読やレポート提出、プレゼンテーションなどを通じて学習する。
英語によるプレゼンテーション、文章作成の指導を行う。
各学生の研究に必要な実験・測定を行う。
ヒューマンカロリメーターを用いた測定を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 2年生に対する本専門演習の理念、各

学生の目標設定、長期的な学習計画
について、３年生がガイドする。

2 プレゼンテーション・ス
キル

[演習] 2年生の自己紹介（英語）を3
年生が評価する。

3 プレゼンテーションの
方法論（応用編）

[講義]プレゼンテーションの方法論
に関する3年生向けの講義。特殊な
グラフやインフォグラフィクスの作
成など高度なスキルについて。

4 プレゼンテーションの
演習

[演習] 3年生によるっ卒業研究課題
報告

5 Book Club① モデレーターを決めて、課題図書に
ついて討議する（第１回）。

6 学術へのAIの応用 [演習]レポートや論文作成に活かす
AIのスキル訓練。プロンプトエンジ
ニアリングなど。

7 体組成①：体組成測定
の精度

[講義]各種体組成測定方法の原理、
compornent modelについて理解す
る。

8 体組成②：インピーダ
ンス法

[実習]インピーダンス法による体組
成評価を行う。
インピーダンス法の原理について学
ぶ。

9 体組成③：骨密度 [実習] DXA法による実際に体組成評
価を行う。
DXA法および骨密度について理解す
る。

10 Book Club② モデレーターを決めて、課題図書に
ついて討議する（第２回）。

11 持久力①：最大酸素摂
取量の測定①

[実習] 2年生の最大酸素摂取量の測
定を3年生が測定する。

12 持久力②：最大酸素摂
取量の測定②

[実習]引き続き前回行っていない2
年生の最大酸素摂取量を3年生が測
定する。

13 持久力③：最大酸素摂
取量の分析

[演習]測定データをもとに、2年生に
よる最大酸素摂取量の分析を補助・
指導する。

14 持久力④：最大酸素摂
取量の比較検討

[演習] 2年生の分析データをもとに、
3年生の最大酸素摂取量を比較検証
する。

15 Book Club③ モデレーターを決めて、課題図書に
ついて討議する（第３回）。

16 LTの測定① [実習] 2年生のLT測定を補助・指導
する。

17 LTの測定② [実習]前回行えなかった2年生のLT
測定を補助・指導する。

18 LTの分析 [演習]測定データをもとに、2年生の
LTを3年生と比較検証する。

19 Book Club④ モデレーターを決めて、課題図書に
ついて討議する（第４回）。

20 ヒューマンカロリメー
ターによる測定①

[実習]運動や身体活動に伴う2年生の
エネルギー消費を3年生が測定する。

21 ヒューマンカロリメー
ターによる測定②

[実習]前回行えなかった2年生の運
動や身体活動に伴うエネルギー消費
を3年生が測定する。

22 ヒューマンカロリメー
ターによる測定結果の
分析

運動や身体活動に伴う2年生のエネ
ルギー消費の測定結果の分析を補
助・指導する。

23 ヒューマンカロリメー
ターによる測定結果の
比較検討

運動や身体活動に伴うエネルギー消
費を様々な条件下で測定・分析した2
年生の結果を3年生と比較検討する。

24 研究進捗報告会 [演習]前回の研究課題報告会から進
捗させた3年生の研究発表

25 Book Club⑤ モデレーターを決めて、課題図書に
ついて討議する（第５回）。

26 スポーツ栄養の応用 [講義]栄養調査の方法論、エネル
ギーバランス、減量・バルクアップ
の高度な機序について深く理解する。

27 栄養調査分析 [実習] 2年生の栄養調査・分析を補助
する。

28 栄養調査結果発表 [演習] 2年生の栄養調査・分析の結果
発表を聴講して、3年生の結果と比較
する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
①課題図書・文献のレビュー作成
②データ解析
③学外研究会への参加本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【注意】専門演習Ⅲで取り組む卒業研究に関して、年度末の２月上旬までに具
体的で実現可能な研究計画書を提出すること。研究計画書の作成は原則的に
個別指導となるので、授業時間以外に積極的に担当教員と相談をする時間を
設けること。相談の時間は事前に調整して決めること。提出締め切り直前に
慌てて準備しても決して成就しないため、十分に準備を行うこと。
【テキスト（教科書）】
・近藤克則．『研究の育て方: ゴールとプロセスの「見える化」』医学書院．
（2018）
　　※資料室収蔵：3冊あり。ゼミ生においては専門演習Ⅰ・Ⅱを通して本書
を読破することを強く勧める
・トーマス・Ｓ・マラニー『リサーチのはじめかた―「きみの問い」を見つけ、
育て、伝える方法』．筑摩書房．（2023）
　　※資料室収蔵。ゼミ生においては専門演習Ⅰ・Ⅱを通して本書を読破す
ることを強く勧める
・Benardot D. "ACSM’s Nutrition for Exercise Science" (Wolters Kluwer,
2018)
　　※アスリートのエネルギー代謝に関する最重要テキストである。資料室
収蔵
【参考書】
・Powers S, Howley E. "Exercise Physiology: Theory and Application to
Fitness and Performance." McGraw-Hill Humanities; 11th ed. (2020)
　　※研究室収蔵、ただし旧版および10版の翻訳本（『パワーズ運動生理学
体力と競技力向上のための理論と応用』）は資料室にあり
・Wilmore JH, Costill D, Kenney WL. "Physiology of Sport and Exercise"
Human Kinetics ; 7th ed. (2019)
　　※研究室収蔵、ただし旧版は資料室にあり
・McArdle WD, Katch FI, Katch VL. "Sports and Exercise Nutrition"
Lippincott Williams & Wilkins; 5th ed (2019)
　　※研究室収蔵、ただし第3版は資料室にあり
・Jeukendrup A, Gleeson M. "Sport Nutrition" Human Kinetics; 3rd ed.
(2018)※資料室収蔵
・ACSM’s Nutrition for Exercise Science. (2018)※資料室収蔵
【成績評価の方法と基準】
①【到達目標】にあるように「卒業研究テーマを確定し、遅くとも夏期休暇
までに研究活動を開始する」ことが出来たか否か（60%）。
②専門演習Ⅲで取り組む卒業研究に関して、年度末の2月上旬までに具体的
で実現可能な研究計画書を提出すること。提出できなかった場合は専門演習
Ⅱの成績はD判定となる可能性があり、かつ専門演習Ⅲの履修を認めない。
③参加の仕方・姿勢（5%）：一つのテーマに関する一貫性のある参加と成果。
発言、質問、議論を自ら進んで行った場合のみ「参加」と認める。成果はレ
ポートなどで評価する。
④抄読会・Book Club（5％）：評論・レビューの妥当性。論理的考察の有無。
⑤プレゼンテーション（10％）：発表のstructure、論理性。スライドの質。
Non verbal communication skillの水準。
⑥実習参加（10％）：実習参加、レポート作成を評価する。
⑦演習およびレポート作成（10％）：科学的分析能力。
⑧授業外セミナー、研究会への参加（optional）：各種セミナーや研究会へ
の参加を追加的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
特に改善を求める意見を得ていない。
【学生が準備すべき機器他】
実習によって得られたデータを授業支援システムにアップロードし、その分
析を課題として課す場合がある。
【その他の重要事項】
授業の展開によって、若干の変更があり得る。
【実務の経験】
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臨床経験および医学研究歴を有する医師（日本スポーツ協会認定スポーツド
クター、日本医師会健康認定スポーツ医）が授業を行う。
【どのように実務経験が授業に反映されるか】
上記経験に基づき、「人を対象とする医学系研究」の最適な指導ができる。
【Outline (in English)】
[Course outline] The lecture intends to provide basic knowledge and
skills of scientific investigation, statistical analysis, and presentation of
data.
[Learning objectives] The goal of the lecture is to determine the
theme of a graduation thesis by the end of the spring term and to start
research in the summer vacation.
[Learning activities outside of classroom] Total hours for studying
outside of classroom is estimated to be 4 hours; 2 hour beforehand and 2
hour afterward. Students must report the research design of graduation
thesis in detail by the beginning of February. Students are strongly
encouraged to visit the laboratory for consultation about their thesis
frequently.
[Grading criteria/policy] The grading will be determined on the basis
of the following; whether or not the students can determine the theme
of their graduation thesis and can start research by the deadline as
mentioned above (60%), in class contribution (5%), reviewing scientific
and medical literature (5%), presentation of measurement data (10%),
participation in experiments (10%), and submitting reports related the
topics in the classroom (10%). If a student can’t report the research
design of graduation thesis in detail by the beginning of February, the
grading of the student will be “D”. Furthermore, the student is not
permitted to take the seminar III in the next year.
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HSS300IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

専門演習Ⅱ

木村　新

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本演習では、日常生活の機能改善からスポーツ場面における競技力向上および
障害予防についてスポーツバイオメカニクスおよびトレーニング科学の観点
から研究していくことを目指す。その上で、3年次では研究テーマを設定し、
研究計画書を作成することを目的とする。
【到達目標】
本ゼミにおける3年生次の到達目標は以下の3点となる。
(1)複数の先行研究を関連付けながら研究における問いを設定すること
(2)設定した問いに対する研究デザインを構築すること
(3)予備的な調査を実施すること
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
春学期は、関心があるテーマの先行研究を関連づけていくことで、検討すべ
き問いを設定する。加えて、自らの研究において主要な先行研究と同様の実
験を行ってみることでその再現性を確認しつつ、2年生に測定法を指導する。
秋学期は、設定したテーマに関する予備実験を複数回繰り返すことで、本実
験のための実験デザインや分析手法の確立を目指す。加えて、研究計画書の
作成を通じて、論理的な文章執筆能力を向上させる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 春学期の概要の説明 本演習の進め方やスケジュールに関

して説明する。
第2回 研究テーマの構想の発表 春休みの間に考えてきてもらった研

究テーマについて発表し、フィード
バックをもらいながら深めていく。

第3回 フィードバックを受けた
研究テーマの構想の発表

フィードバックを受け修正した構想
について再度発表する。

第4回 検討すべき問いの設定 先行研究を関連づけながら、検討す
べき問いを設定する。

第5回 設定した問いの発表 どのような問いを設定したかプレゼ
ンテーション形式で発表する。

第6回 研究テーマの発展 第5回での発表のフィードバックを
踏まえた上で、検討すべき問いを洗
練させていく。

第7回 発展させた研究テーマ
の発表

設定した問いの位置づけや意義を考
えたのちに、発表を行ってもらう。

第8回 先行研究の再現実験 主要な先行研究と同様の実験を行う。
第9回 再現実験のデータ分析 再現実験で取得されたデータを先行

研究と同様の手順で分析する。
第10回 再現実験の分析結果の

考察
再現実験で取得されたデータの解析
結果と先行研究の結果が一致するか
を確認する。また、先行研究の考察
の妥当性を確認する。

第11回 再現実験の結果報告 第8回～第10回で行ってきたことに
ついてプレゼンテーション形式で発
表する。

第12回 フィードバックを受け
た再現実験の結果報告

フィードバックを受け修正した内容
について再度発表する。

第13回 予備実験のための実験・
分析デザインの考案

どのような予備実験を行い、得られ
たデータについてどのような分析を
行うかについて報告する。

第14回 春学期のまとめ 春学期の総括を行うとともに、振り
返りを行ってもらう。

第15回 1回目の予備実験の実施 第13回目で発表した予備実験を実施
する。

第16回 1回目の予備実験の追加
実験

第15回の予備実験で上手くいかな
かった場合、再度同様の予備実験を
行う。余裕があれば、被験者を追加
した予備実験を行う。

第17回 1回目の予備実験のデー
タ分析

第13回目で発表した分析デザインに
沿ったプログラムを構築する。

第18回 1回目の予備実験の考察 分析結果をまとめて考察を行う。

第19回 1回目の予備実験の背
景・方法の発表

予備実験を行った背景、実験方法を
発表する。

第20回 1回目の予備実験の結果
報告

分析結果と結果の解釈を発表する。

第21回 2回目の予備実験の実施 1回目の予備実験の反省を踏まえた
上で、実験プロトコルを修正したり
する。また、1回目の予備実験と同様
の結果が得られるかテストする。

第22回 2回目の予備実験の追加
実験

第21回の予備実験で上手くいかな
かった場合、再度同様の予備実験を
行う。余裕があれば、被験者を追加
した予備実験を行う。

第23回 2回目の予備実験のデー
タ分析

1回目の予備実験を踏まえて、分析デ
ザインを修正したりプログラムを修
正する。

第24回 2回目の予備実験の考察 分析結果をまとめて考察を行う。
第25回 2回目の予備実験の背

景・方法の発表
予備実験を行った背景、実験方法を
発表する。

第26回 2回目の予備実験の結果
報告

分析結果と結果の解釈を発表する。

第27回 研究計画書の作成 研究計画書の書き方について講義を
行う。

第28回 秋学期のまとめ 秋学期の総括を行うとともに、振り
返りを行ってもらう。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
①先行研究のレビュー作成
②データ解析
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
専門演習Ⅲで取り組む卒業研究に関して、1月下旬までに研究計画書を提出す
ること。
【テキスト（教科書）】
特に指定なし
適時資料を用意する
【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
①平常点 (50%) : 発言、質問、議論を自ら進んで行った場合のみ平常点に加
算する。
②発表内容 (50％) : レビューの妥当性、論理的考察の有無の観点から総合的
に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
課題ややるべきことは多いものの多くの学生が充実感を得ており、学んだこ
とを将来に活かすことができると感じている。
【学生が準備すべき機器他】
データを分析するためのパソコン、マイクロソフト・オフィス（ワード、エク
セル、パワーポイント）
【その他の重要事項】
進捗によっては授業内容の変更を行う可能性もある。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course aims to study improving quality of life, sports performance
enhancement, and injury prevention from the viewpoint of sports
biomechanics and training science. Students will establish a research
theme and write a research proposal.
【Learning objectives】
To formulate a research question.
To develop a research design to address the question.
To conduct a preliminary experiment.
【Learning activities outside of classroom】
To prepare reviews of previous studies.
To analyze experimental data.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
Students are required to submit a research plan by the beginning of
February for the graduation thesis.
【Grading criteria/Policy】
Usual performance score (50%)
Content of presentation (50%)
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HSS300IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

専門演習Ⅱ

笹澤　吉明

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】

【到達目標】

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】

【テキスト（教科書）】

【参考書】

【成績評価の方法と基準】

【学生の意見等からの気づき】
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HSS300IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

専門演習Ⅱ

島本　好平

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3年次／4単位
曜日・時限：木5/Thu.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
アスリート等に対する予備調査や予備的な実践を通じて、ライフスキルに関す
る調査研究または実践研究を実施していくための方法論の習得を目指します。
【到達目標】
質問紙法によるアンケート調査の実施から、分析結果を導き出すまでの一連の
手順について理解し、次年度の卒業研究の実施につなげていくことができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
まず、質問紙法によるアンケート調査実施に係る各種知識について理解を深め
る。その後、実際に仮のテーマにもとづきアンケート用紙を作成、調査を実施
し、データを解析した上で分析結果を導き出すまでの一連の流れを体験する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 専門演習Ⅰについて振り返り、Ⅱの

演習の流れについて確認を行う。
2 仮の研究テーマの検討 卒業研究に係る一連の流れを体験す

るための仮のテーマについて検討を
行う。

3 仮の研究テーマの決定 関連する先行研究等を入念に確認し
た上で、仮の研究テーマを決定する。

4 仮のテーマにおける研
究目的の検討

何をどこまで明らかにしようとする
のか、研究の目的について検討する。

5 研究目的の決定と調査
計画の検討

研究目的を決定した後、それを達成
するための調査計画の検討を行う。

6 調査計画のプレゼン発表 調査計画をゼミメンバーにプレゼン
し、ディスカッションを通して細部
にわたり検討する。

7 アンケート用紙の作成
（調査内容の検討）

実際にデータを収集する調査内容に
ついて検討を行う。

8 アンケート用紙の作成
（レイアウトの検討）

信頼のあるデータの確保につながる、
調査票のレイアウトについて検討を
行う。

9 調査対象と調査時期の
検討

データを収集する対象を決め、それ
に適した調査時期を検討する。

10 手続きの検討 確実に調査を実施するための依頼の
手順と、回答者への倫理的配慮につ
いて検討を行う。

11 データ入力フォーマッ
トの検討

回収したデータを効率良く入力して
いくためのフォーマットについて検
討を行う。

12 データの回収から入力
まで

データ入力作業に移るまでに必要な
作業について学習を行う。

13 データ入力時注意事項
の確認

データケースの採用・不採用を区別
するための視点等について学習する。

14 まとめ 春学期の一連の学習内容について振
り返りを行い、さらに理解を深めて
いく。

15 秋学期における目標設定 秋学期の学習の見通しを示すととも
に、各自目標の設定を行う。

16 統計的分析方法の確認 仮テーマにおける研究の目的を達成
するために必要な分析手法について
確認する。

17 統計的分析手法の学習 確実に分析が実施できるよう、サン
プルデータ等をもとに分析手法への
理解を深める。

18 統計的分析の実施 回収したデータに対して実際に分析
を実施する。

19 統計的分析の実施（追
認）

再度同様の分析を実施し、先に得られ
た結果に間違いがないかを確認する。

20 分析結果の解釈 個々の分析結果を適切に解釈するた
めの視点について学ぶ。

21 分析結果の提示 個々の分析結果を順序良く提示して
いくための視点について学ぶ。

22 分析結果の考察の意味 考察とは何かの視点を学ぶ。
23 分析結果への考察を深

める
より深い考察を行うための視点を学
ぶ。

24 発表資料の構成の検討 各章（序論、方法、結果、考察）に割
り当てる内容を検討する。

25 発表資料の作成 パワーポイントを用いて発表資料の
作成に取り組む。

26 プレゼン発表の練習 一通り発表を行い、改善点を確認し
た上で発表資料に修正を加える。

27 仮のテーマにもとづく
研究発表会

次年度の本番さながらの研究発表会
を行う。

28 まとめ 秋学期の一連の学習内容について振
り返りを行い、さらに理解を深める。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の予習・復習時間はそれぞれ2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
なし。
【参考書】
なし。
【成績評価の方法と基準】
参加状況・態度による平常点（６０％）、最終のプレゼン発表（４０％）によ
り評価する。
【学生の意見等からの気づき】
今後も学生参加型の授業方法で進めていく。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course give students the opportunity to practice pre-life skills study
with some examinations for high quality senior thesis.
【Learning Objectives】
At the end of the course, students are expected to learn the survey
research method which would be needed to conduct the senior thesis
effectively.
【Learning activities outside of classroom】
After each class meeting, students will be expected to spend a few hours
to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following
The survey plan: 30%, The process: 30%, The main finding: 40%
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HSS300IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

専門演習Ⅱ

瀬戸　宏明

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
①運動器の障害に対する予防、再生について専門知識の獲得
②各自の研究テーマに沿った文献考察や研究成果についてプレゼンテーショ
ンがおこなえる
【到達目標】
①運動器疾患について所見といままで獲得した知識に基づいて評価ができる。
②科学的分析および論理的思考能力の応用力を獲得する。
③卒業論文にむけての研究テーマの検索と課題の設定。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
①割り当てられた文献を用いた抄読会とテーマについて各自がプレゼンテー
ションをおこない、それらについてディスカッションをおこなう。
②適宜運動器疾患の評価のための実技、実習をおこなう。
③スポーツ医学や運動器疾患分野の学会・研究会に参加して各自が学んだこ
とをプレゼンテーションをおこなう。
社会情勢によってはオンライン授業に変更することもありうる。それにとも
なう各回の授業計画の変更については、学習支援システムなどでその都度提
示する。具体的なオンライン授業の方法などを授業内掲示板などで提示する
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 本演習のガイダンスをおこなう。
2 プレゼンテーションの

方法と実際
3年生の自己紹介

3 プレゼンテーションの
方法論

前回のプレゼンテーションを利用し
た方法論の講義

4 文献検索の方法と実際 オンラインデータベースの使い方お
よび文献検索の方法

5 機能解剖学の復習と講
義（上肢）

各自の研究課題に関連する機能解剖
学の復習と上肢の機能解剖学につい
てゼミ内で講義する。

6 機能解剖学の復習と講
義（体幹）

各自の研究課題に関連する機能解剖
学の復習と体幹の機能解剖学につい
てゼミ内で講義する。

7 機能解剖学の復習と講
義（下肢）

各自の研究課題に関連する機能解剖
学の復習と下肢の機能解剖学につい
てゼミ内で講義する。

8 変形性関節症の学習/抄
読会

変形性関節症の学習とそれに関連し
た抄読会

9 疲労骨折の学習/抄読会 疲労骨折の学習とそれに関連した抄
読会

10 外傷性疾患の学習/抄読
会

外傷性疾患の学習とそれに関連した
抄読会

11 Introductuionについて
/抄読会

リサーチクエスチョンの重要性につ
いて講義する。

12 Material and Method
について/抄読会

対象の選び方とそれぞれの方法論に
ついて講義する。

13 統計について/抄読会 論文で多用される統計について講義
する。

14 春学期のまとめ 春学期のまとめと秋学期の以降の方
向性について確認する。

15 ガイダンス 秋学期の内容の確認
16 器械操作の確認

（Biodexなど）/抄読会
主にBiodexの操作の習得と関連する
論文の抄読会

17 器械操作の確認（EMG
など）/抄読会

主にEMGの操作の習得と関連する
論文の抄読会

18 器械操作の確認（超音波
など）/抄読会

主に超音波装置の操作の習得と関連
する論文の抄読会

19 器械操作の確認
（DEXA）/抄読会

DEXAの原理や結果の読み取りの習
得と関連する論文の抄読会

20 研究計画の注意点 研究をするにあたっての注意点（剽
窃、倫理など）

21 研究計画の検討（リサー
チクエスチョンに妥当
性）/抄読会

リサーチクエスチョンの作成と関連
する領域の抄読会

22 研究計画の検討（対象と
方法の妥当性）/抄読会

研究計画の対象と方法について討議
する。

23 研究計画の検討（使用予
定の統計方法の妥当性）
/抄読会

どのような統計を使用するか検討す
る。それに関連する抄読会

24 予備実験の設定 各自課題を設定して予備実験を行う。
25 予備実験の報告 予備実験の結果と考察について報告

する。
26 予備実験の総括 予備実験の limitationの討議と総括
27 今後の研究計画発表 卒業研究の研究計画発表会を行う。
28 まとめ １：3年時のまとめ

２：卒業研究に関する方向性の検討
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第1回　特になし
第2-14回：前回授業の復習
第15回：春学期の復習
第16-28回：前回授業の復習
その他：課題レポートなど本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準と
します。
【テキスト（教科書）】
特に指定なし
適時資料を用意する
【参考書】
適時紹介します。
【成績評価の方法と基準】
基本的には
①平常点70点
②各内容や課題への取り組み30点
であるが、その他出席や学内外の学会や研究会などへの
参加姿勢などで総合的に評価する
【学生の意見等からの気づき】
テーマを明確にし、成績評価を厳密に行う。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムを利用する場合がある。
プロジェクターの準備など。
【その他の重要事項】
授業の展開によって、若干の変更があり得る。
教員は整形外科医であり、スポーツ医学に長らく関わってきている。そのた
め現場で求められているものを授業で展開可能である。
※大学の行動方針レベルが２となった場合，この授業はオンラインで行う場
合がある。そのため大学の行動方針レベルが変更となった場合は学習支援シ
ステムで伝達するので必ず各自で確認をおこなうこと。
【Outline (in English)】
【Learning Objectives】
In this course, we study the fundamental concepts of sports medicine
and Orthopaedics diseases by reading scientific articles and practical
measurements during exercise. Theoretical background in this scientific
area enables us to learn about sports medicine and Orthopaedics
diseases.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
－ can evaluate locomotor disorders based on your findings and the
knowledge you have acquired.
－ Acquire the application of scientific analysis and logical thinking
ability.
－Searching for research themes and setting assignments for graduation
thesis.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Final grade will be calculated according to the following process in class
contribution (100%),
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専門演習Ⅱ

高見　京太

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
運動や身体活動などの生活習慣が、健康や体力にどのように関係しているか
を考え、実生活の中で、健康・体力づくりを進めるうえでの方法を探ること、
そして、それらを実践の場面で活かせるようになることを目標とする。　
【到達目標】
・研究の進め方を理解する。
・健康づくりに関わる現場を知り、様々な経験を積む。
・健康づくりへの取り組みの効果を科学的に評価する手法を身につける。　
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
子どもから高齢者にいたるまで幅広い性および年代について、健康体力づくり
に関する事例や学術論文などの情報を収集してディスカッションを行う。ま
た測定機器をの取り扱いや調査方法を身につけ、データに基づいた測定評価
ができるようになる。　
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 自己紹介、各自の関心のあるテーマ

を発表。
2 スポーツ健康学部の役割 社会に対して学部として何ができる

か、また、卒業後にはどのような所
で活躍できるかをディスカッション
する。

3 文献の検索 論文を選ぶ。
4 論文抄読準備 発表の資料作成。
5 論文抄読発表 発表と質疑応答。
6 幼児の体力測定の準備 幼稚園児の体力テスト測定の計画お

よびリハーサル
7 幼児の体力測定の実施 幼稚園児の体力測定の実施
8 幼児の体力測定結果の

整理
幼稚園児の体力測定結果のデータ整
理

9 幼児の体力の考察 幼稚園児の体力測定結果についての
考察

10 フィールドワーク（調
査）

健康づくりに関連する場に出かけて
調査する。

11 フィールドワーク（発
表・議論）

フィールドワークで得た結果につい
てディスカッションしてまとめる。

12 健康づくり教室の構想 健康づくりを目的とした教室型の取
り組みについて調べる。

13 健康づくり教室の作成 健康づくり教室を企画する。
14 健康づくり教室の実施 健康づくり教室を模擬的に実践する。
15 健康づくり教室の実施

後の振り返り
健康づくり教室を模擬的に実践する。

16 心拍数の測定方法 心拍数の測定。
17 心拍数を用いたミニ実験 心拍数の測定値を用いたショートレ

ポートの発表。
18 酸素摂取量の測定方法 酸素摂取量の測定。
19 酸素摂取量を用いたミ

ニ実験
酸素摂取量の測定値を用いたショー
トレポートの発表。

20 身体活動量の測定方法 身体活動量の測定。
21 身体活動量測定を用い

たミニ実験
身体活動量の測定値を用いたショー
トレポートの発表。

22 身体組成の測定方法 身体組成の測定。
23 身体組成測定を用いた

ミニ実験
身体組成の測定値を用いたショート
レポートの発表。

24 筋力の測定方法 筋力の測定。
25 筋力測定を用いたミニ

実験
筋力の測定値を用いたショートレ
ポートの発表。

26 アンケート調査の実施
方法

アンケート調査の実践。

27 アンケート調査を用い
たミニ実験

アンケート調査を用いたショートレ
ポートの発表。

28 1年間の反省 1年を振り返って意見交換。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
関連の文献収集、測定や調査を実施した結果のまとめ。本授業の準備学習・復
習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて資料を配布する。
【参考書】
必要に応じて紹介する。　
【成績評価の方法と基準】
(1)授業への参加(40%)：ただ出席をカウントするだけでなく、ディスカッショ
ンに参加し、自分の意見をどれだけ述べられたかを評価する。
(2)課題の提出および発表(60%)：ショートレポートや企画したプログラムの、
内容および発表・実施について評価する。
【学生の意見等からの気づき】
活発な議論ができる環境を整える。
【学生が準備すべき機器他】
資料配布・課題提出等のために授業支援システム等を利用する。
【その他の重要事項】
専門演習Ⅱでは研究デザインを策定するため、集中講義、フィールドワーク
に積極的に参加し、他の受講者と積極的に協力すること。担当講師は研究機
関で運動生理学研究に従事した経験を活かして、体力増進、介護予防や健康
づくりについて教授する。
【Outline (in English)】
Course outline
This seminar is intended to enhance the students’ understanding of
the role of life style (sports, exercise and physical activity) in physical
education and health promotion. Students will learn to critically
evaluate the evidence and literature in sports sciences and health
research.
Learning Objectives
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- A. Understand how to proceed with research.
- B. Get to know the site related to health promotion and gain various
experiences.
- C. Learn how to scientifically evaluate the effects of health promotion
efforts.
Learning activities outside of classroom
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than four hours
for a class.
Grading Criteria /Policy
Final grade will be calculated according to the following process
Mid-term report (40%), term-end examination (60%), and in-class
contribution.
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専門演習Ⅱ

永木　耕介

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3年次／4単位
曜日・時限：月5/Mon.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体育授業における指導法の理論と実際について学ぶ。
【到達目標】
指導計画の立て方、授業における指導法、評価の方法等について、理論と実
際の両面から理解を深める。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
学習指導要領に示された各運動領域の実際の授業における計画を立て、模擬
授業を行う。後半では、専門演習Ⅰの受講生が行う模擬授業に対する指導を
行いながら、自己の授業づくりへの理解を深める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 専門演習Ⅰについて振り返り、Ⅱの

演習計画について確認等を行う。
2 「体つくり運動」の指導

案の検討
専門演習Ⅰで作成した指導案を再検
討し、模擬授業の準備を行う。

3 「体つくり運動」の模擬
授業の実施

担当者が「体つくり運動」の模擬授業
を実施し、達成度について振り返る。

4 「器械運動」の指導案の
検討

専門演習Ⅰで作成した指導案を再検
討し、模擬授業の準備を行う。

5 「器械運動」の模擬授業
の実施

担当者が「器械運動」の模擬授業を
実施し、達成度について振り返る。

6 「陸上競技」の指導案の
検討

専門演習Ⅰで作成した指導案を再検
討し、模擬授業の準備を行う。

7 「陸上競技」の模擬授業
の実施

担当者が「陸上競技」の模擬授業を
実施し、達成度について振り返る。

8 「球技」の指導案の検討 専門演習Ⅰで作成した指導案を再検
討し、模擬授業の準備を行う。

9 「球技」の模擬授業の実
施

担当者が「球技」の模擬授業を実施
し、達成度について振り返る。

10 「武道」の指導案の検討 専門演習Ⅰで作成した指導案を再検
討し、模擬授業の準備を行う。

11 「武道」の模擬授業の実
施

担当者が「武道」の模擬授業を実施
し、達成度について振り返る。

12 「ダンス」の指導案の検
討

専門演習Ⅰで作成した指導案を再検
討し、模擬授業の準備を行う。

13 「ダンス」の模擬授業の
実施

担当者が「ダンス」の模擬授業を実
施し、達成度について振り返る。

14 「体育理論」の模擬授業
の実施

担当者が「体育理論」の模擬授業を
実施し、達成度について振り返る。

15 春学期の振り返り 春学期で行った各運動領域の模擬授
業を振り返り、専門演習Ⅰの受講者
に対する指導的役割の確認を行う。

16 「体つくり運動」の指導
案づくりの指導

専門演習Ⅰの受講生の指導案づくり
について、自らの反省を踏まえなが
ら指導を行う。

17 「体つくり運動」の模擬
授業に対する指導

専門演習Ⅰの受講生の実施した模擬
授業を理論的に検討し、よりよい授
業づくりに対する指導を行う。

18 「器械運動」の指導案づ
くりの指導

専門演習Ⅰの受講生の指導案づくり
について、自らの反省を踏まえなが
ら指導を行う。

19 「器械運動」の模擬授業
に対する指導

専門演習Ⅰの受講生の実施した模擬
授業を理論的に検討し、よりよい授
業づくりに対する指導を行う。

20 「陸上競技」の指導案づ
くりの指導

専門演習Ⅰの受講生の指導案づくり
について、自らの反省を踏まえなが
ら指導を行う。

21 「陸上競技」の模擬授業
に対する指導

専門演習Ⅰの受講生の実施した模擬
授業を理論的に検討し、よりよい授
業づくりに対する指導を行う。

22 「球技」の指導案づくり
の指導

専門演習Ⅰの受講生の指導案づくり
について、自らの反省を踏まえなが
ら指導を行う。

23 「球技」の模擬授業に対
する指導

専門演習Ⅰの受講生の実施した模擬
授業を理論的に検討し、よりよい授
業づくりに対する指導を行う。

24 「武道」の指導案づくり
の指導

専門演習Ⅰの受講生の指導案づくり
について、自らの反省を踏まえなが
ら指導を行う。

25 「武道」の模擬授業に対
する指導

専門演習Ⅰの受講生の実施した模擬
授業を理論的に検討し、よりよい授
業づくりに対する指導を行う。

26 「ダンス」の指導案づく
りの指導

専門演習Ⅰの受講生の指導案づくり
について、自らの反省を踏まえなが
ら指導を行う。

27 「ダンス」の模擬授業に
対する指導

専門演習Ⅰの受講生の実施した模擬
授業を理論的に検討し、よりよい授
業づくりに対する指導を行う。

28 「体育理論」の模擬授業
に対する指導

専門演習Ⅰの受講生の実施した模擬
授業を理論的に検討し、よりよい授
業づくりに対する指導を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業外で指導案を作成する必要がある。本授業の準備学習は6時間、復習時間
は 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
中学校学習指導要領解説　保健体育編　平成20年版・平成29年版（東山書房）
高等学校学習指導要領解説　保健体育編　体育編　（東山書房）
【参考書】
体育の教材を創る（大修館書店）
保健体育科教育法　（大修館書店）
新版体育科教育学入門　（大修館書店）
保健体育科教育法　（アイオーエム）
内容学と架橋する保健体育科教育論（晃洋書房）
【成績評価の方法と基準】
参加状況・態度による平常点（50％）、プレゼンテーション（30％）、レポー
ト（20％）により評価する。
【学生の意見等からの気づき】
学生参加型の対面式授業により進めていく。
【学生が準備すべき機器他】
課題提出において学習支援システムを使用する。
【その他の重要事項】
授業計画は展開によって変更があり得る。
【Outline (in English)】
[Course outline] This seminar is for students to study deepen Physical
Education pedagogy through teaching theory and practice.
[Learning Objectives] Deepen your understanding of how to make a
lesson plan, how to teach in class, how to evaluate, etc. from both theory
and practice.
[Learning activities outside of classroom] It is necessary to collect and
read literature materials and data for creating a teaching plan.
[Grading Criteria /Policy] Regular score (50%) based on participation
status/attitude, presentation/trial lesson (30%), report score (20%)
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HSS300IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

専門演習Ⅱ

會田　宏

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3年次／4単位
曜日・時限：木5/Thu.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
概要：
この授業では、体育学やコーチ学といった運動科学分野における文献を深く
分析し、それに基づいて自らの研究テーマを選定します。選択したテーマに
関して、問題点や課題を自ら定義し、先行研究のレビュー、実地の実験や調
査、そしてデータの分析を通じて、これらの問題を解決する方法を学びます。
目的：
文献分析のスキル習得：
運動科学分野の学術文献を効果的に解析し、研究の背景や現状を正確に把握
する能力を養います。
研究テーマの選定と問題定義：
文献分析に基づき、自ら関心を持つ研究テーマを選定し、そのテーマに関す
る具体的な問題点や課題を明確に定義します。
実践的な研究方法の学習：
先行研究の調査、実験・調査の設計と実施、データ分析の方法を学び、研究問
題の解決に向けた実践的なアプローチを習得します。
研究遂行のための基礎固め：
実際の研究を行うにあたって必要な、文献分析からデータ収集・分析までの
一連のプロセスを経験し、研究者としての基本的なスキルを身に付けます。
この授業を通じて、学生は運動科学分野における研究を自ら企画し、遂行す
るための基礎を学び、問題解決能力を高めることができます。また、学術的
な文献の理解から実践的な研究方法まで、幅広い知識とスキルを身に付ける
ことができるでしょう。
【到達目標】
1. 論文検索能力の習得：
特定の目的に合ったデータが掲載されている論文を効果的に検索し、適切な
情報を収集する能力を身に付けます。
2. プレゼンテーションの作成と実施能力：
論文や研究から得た知見を、発表資料にまとめ、聴衆が理解しやすい形でプ
レゼンテーションを行う能力を養います。
3. 論文の方法論理解：
論文に記載されている実験・調査方法や分析法を正確に理解し、それらの意
義と適用の仕方を把握します。
4. 基本的な実験・調査の実施能力：
基本的な実験、測定、調査を自ら計画し、実践することができます。また、こ
れらのプロセスを通じて得られたデータの初歩的な分析を行う能力も身に付
けます。
この授業を通じて、学生は自ら研究テーマを設定し、必要な文献を収集・分
析し、その成果を効果的に他者に伝えるための基本的なスキルを習得します。
また、実際の実験や調査を計画し、実施する経験を通じて、理論だけでなく
実践における研究の進め方も学びます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
授業形式：
この授業は、３年次生を対象にした少人数での綿密な指導のもと行われるア
ドバンスト演習です。学生は少人数グループに分かれ、国内外の文献を検索
し、発表することを通じて、コーチングに関連する様々な研究法と論文の書
き方について学びます。
1. 少人数グループでの学習：
-各グループは、担当教員の専門分野に即したテーマに基づいて、研究と学習
を進めます。
-国内外の文献の検索と発表を行い、コーチングに関連する研究法と論文作成
方法を学習します。
2. 報告・討論・実践：
-少人数での報告と討論を通じて、研究テーマに関する理解を深めます。
-実践的な演習を行い、理論だけでなく実際の研究方法を学びます。
3. テーマの掘り下げと理論の応用：
-これまでの講義で学んだ理論を活用し、2年次の専門演習Ⅰで設定したテー
マをさらに掘り下げます。
-主体的な学習を通じて、設定した研究テーマに関する深い理解と実践的なス
キルを獲得します。
この授業を通じて、学生はコーチング科学における先進的な研究方法と論文作
成スキルを習得し、自らの研究テーマに対する深い洞察と実践的なアプロー
チを身に付けます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 自己紹介では、演習生Ⅱらしく、焦

点を定めた見本となるべき紹介が求
められ,連絡系統の確認をする

2 プレゼンテーションの
見方、聞き方、考え方

テーマを追求するのに当たって、材
料のあり所、テーマを巡る選択肢の
場所探し、そしてアプローチの方向
を検討

3 文献検索の方法と実際 図書館での実習により、オンライン
データベースの使い方および文献検
索の方法に習熟する。

4 プレゼンテーション制作 演習生Ⅰの制作をサポートする
5 プレゼンテーション 前週に制作したプレゼンテーション

をスクリーンで発表し、意見交換か
ら過不足の検討

6 統計解析の基礎 実験、又は研究に必要な統計解析に
ついて学習する。

7 研究法① 素材を集める際に使われるひとつの
方法がインタビューやアンケートと
その考え方を議論する

8 研究法② 先行研究のとらえ方、目次、アブス
トラクト、章立てなど論文執筆の手
法を内外の論文や記事を参考にしな
がら確認する

9 研究法③ スポーツコーチング科学の特徴に関
する研究法について学習する

10 プレゼンテーション方
法①

パワーポイントプレゼンテーション
について学習する。

11 プレゼンテーション方
法②

前週制作のパワーポイントを演習生
Ⅱの代表数人が提示、議論する。

12 文献検索と輪読① 国内のコーチングテーマにおける論
文を検索し、概要を作成、発表を行
う。

13 文献検索と輪読② 海外のコーチングテーマにおける論
文を検索し、概要を作成、発表を行
う。

14 まとめ 前期をまとめて、後期に向けて準備
する。

15 夏季休業期間の取り組
みの振り返り①

夏季休業中に実施した研究成果の発
表

16 夏季休業期間の取り組
みの振り返り②

夏季休業中に実施した研究成果の発
表

17 研究計画書の書き方① 緒言，目的，方法の記載の仕方につ
いて学ぶ

18 研究計画書の書き方② 期待される結果、研究の意義
19 研究計画書の書き方③ 進み方・フローチャートにおける考

え方
20 研究計画作成① 小人数のグループでコーチング現場

におけるテーマを設定し、研究計画
を作成する

21 研究計画作成② 前回グループで設定した研究計画を
発表し、意見交換する

22 論文作成① 研究計画に基づいて、小論文を作成
する（目的と方法）

23 論文作成② 研究計画に基づいて、論文を作成す
る（結果と考察）

24 論文作成③ 研究計画に基づいて、論文を作成す
る（目次と参考文献含め、全文）

25 発表① グループごと論文発表を行う①
26 発表② グループごと論文発表を行う②
27 発表③ グループごと論文発表を行う③
28 総括 演習全体の振り返り
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テーマが設定され、分野と方向性が決まれば、そこにかかわる組織やグループ
と積極的に接触の機会を持つこと。ひとつの組織に限定せず、多方面からそれ
を眺め渡せるような環境下に自分を置くことも大切。講義の形態から、随時
研究室に顔を出しコミュニケーションを図ること。ジャーナルな視点で、研
究テーマに関わる記事・論文などには必ず目を通しておくこと。本授業の準
備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
個々の研究テーマにしたがって、それぞれに提示します。
【参考書】
海外の文献なども積極的に使います。インターネットの英語への翻訳ソフトを
使えば、何語で書かれていようとそれなりの内容がつかめるようになります。
【成績評価の方法と基準】
平常点（25％）、プレゼンの内容と方法（25％）、最終レポート（50％）に
よって評価します。
なお授業回によっては小課題を課す場合があります。これらの成果の集積は
期末試験の点数に加算して評価する場合があります。
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【禁止事項】授業中に提示するスライドや動画などを許可なく撮影・録画・録
音すること。また授業を録音・録画すること。これに違背して許可なく撮影・
録音・録画を行った学生の定期試験受験を認めません。授業スライドに関連
する資料を入手したい場合は必ず教員に相談すること。
【学生の意見等からの気づき】
授業では履修者がより深く考えられるように進めていきます。
【学生が準備すべき機器他】
①リモート授業になる可能性があるため、高速インターネット回線に接続で
きる環境
②ビデオ会議システムを円滑に行うためのコンピューター（スマートフォン
は不可の場合がある）
③統計解析を行うためのソフトウェアを利用できる環境確保
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
Course Outline
Main Objective:
The primary goal of this course is to provide a comprehensive under-
standing of sports coaching, integrating both theoretical knowledge and
practical application. Students are expected to explore and present
topics of interest within the realm of sports coaching. Third-year
students will have the responsibility of guiding second-year students,
aiding in presentation preparations, and facilitating debates. The
curriculum includes the use of international research papers on
coaching science to stay abreast of the latest findings, learn the nuances
of scientific report writing, and prepare for diploma work. A secondary
objective is to identify a suitable topic and develop a research plan for
the upcoming graduation thesis.
Students will be equipped to:
Efficiently search for articles that contain the specific data needed.
Create clear and comprehensible presentation materials, and deliver
effective presentations.
Comprehend the methodologies of experiments, investigations, and
analyses detailed in the research papers.
Conduct basic experiments, measurements, and investigations.
Learning Objectives
To proficiently search for articles containing the needed data.
To prepare and deliver presentations that are easily understood by the
audience.
To understand the methods of experiments, investigations, and analyses
described in the papers.
To execute basic experiments, measurements, and investigations.
Learning Activities Outside of Classroom
After establishing a theme and determining the project’s field and
direction, it’s crucial to actively engage with relevant organizations
and groups. Embrace a multi-perspective approach by not restricting
interactions to a single entity. Visit laboratories as necessary, engaging
in discussions to gain a deeper understanding of the subject matter.
From a journalistic perspective, diligently review articles and papers
related to the research theme. The standard preparation and review
time for this course is set at 2 hours per session.
Grading Criteria/Policy
Evaluation will be 25% based on the student’s participation and
attitude, 25% on their presentation skills and content and 50% on the
final report.
Additional minor assignments may be assigned during specific class
sessions. The collective results of these tasks may contribute to the final
examination grade.
Prohibitions
Unauthorized photography, recording, or video capturing of class
materials, including slides and videos, is strictly prohibited. Similarly,
recording or videotaping the class proceedings is not allowed. Students
infringing upon these rules will be barred from taking regular
examinations. Those who wish to access materials related to class slides
must seek approval or guidance from the course instructor.
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HSS300IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

専門演習Ⅱ

望月　拓実

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本演習ではスポーツマネジメント分野における学術論文作成の基本的な知識
および先行研究の検討方法を習得する。具体的には、学術論文の構造を理解
するためのパートごとの解説、パートごとに対応した先行研究の渉猟と分析
およびその結果の発表を行う
【到達目標】
１：学術論文の構造を理解している
２：スポーツマネジメント領域の文献内容を理解し要約できる
３：先行研究の内容を整理し自身の研究に引用できる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
前期の授業では学術論文の構造の理解を深めるためパートごとの座学による解
説を行ったうえで各自で興味関心のある領域における事例を確認しイメージを
固める。後期は自身の研究テーマに関連した先行研究の渉猟方法を学習した
うえで実際に文献を抄読し、卒業論文作成に向けた具体的な内容を作成する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 演習の目的と到達目標の確認、前期の

学習方法を段階的に整理し理解する
第2回 学術論文構造の理解（研

究背景）
研究背景の概要を理解し設定方法を
学習する

第3回 学術論文構造の理解（リ
サーチクエスチョン）

リサーチクエスチョンの概要を理解
し、設定方法を学習する

第4回 学術論文構造の理解（研
究目的）

研究目的の概要を理解した上で、序
論全体からみた調整及び設定方法を
学習する

第5回 学術論文構造の理解（先
行研究の渉猟）

先行研究の概要を理解した上で文献
の渉猟方法を学習する

第6回 学術論文構造の理解（先
行研究の整理）

渉猟した先行研究の整理と問題点の
導出方法を学習する

第7回 学術論文構造の理解（研
究方法）

研究方法の概要を理解した上で設定
方法を学習する

第8回 学術論文構造の理解（分
析方法）

分析方法の概要を理解した上で設定
方法を学習する

第9回 学術論文構造の理解（調
査対象）

調査対象者の設定及び選定方法を学
習し、データ収集方法の事例を検討
する

第10回 学術論文構造の理解（研
究結果）

研究結果の概要を理解した上で提示
方法を学習する

第11回 学術論文構造の理解（考
察）

考察の概要を理解した上で、記述方
法を事例をもとに学習する

第12回 学術論文構造の理解（結
論）

結論の概要を理解した上で設定方法
を学習する

第13回 学術論文構造の理解（研
究の限界と今後の展望）

研究の限界と今後の展望の概要を理
解した上で設定方法を学習する

第14回 学習のまとめ 前期に学習した学術論文構造の全体
を復習した上で、後期の学習に向け
た予習内容を紹介する

第15回 オリエンテーション 夏季休業期間の課題の確認および演
習の目的と到達目標の確認、後期の
学習方法を段階的に整理し理解する

第16回 卒論作成に向けた先行
研究の分析と発表（研究
背景）

研究の背景部分の作成に必要な資料
を収集し整理・発表する

第17回 卒論作成に向けた先行
研究の分析と発表（リ
サーチクエスチョン）

リサーチクエスチョン部分の作成に
必要な資料を収集し整理・発表する

第18回 卒論作成に向けた先行
研究の分析と発表（研究
目的）

研究目的部分の作成に必要な資料を
収集し整理・発表する

第19回 卒論作成に向けた先行
研究の分析と発表（先行
研究）

先行研究部分の作成に必要な資料を
収集し整理・発表する

第20回 卒論作成に向けた先行
研究の分析と発表（研究
方法）

研究方法部分の作成に必要な資料を
収集し整理・発表する

第21回 卒論作成に向けた先行
研究の分析と発表（分析
方法）

分析方法部分の作成に必要な資料を
収集し整理・発表する

第22回 卒論作成に向けた先行
研究の分析と発表（調査
対象者）

調査対象者の選定部分に必要な資料
を収集し整理・発表する

第23回 卒論作成に向けた先行
研究の分析と発表 (研究
結果)

研究結果部分の作成に必要な資料を
収集し整理・発表する

第24回 卒論作成に向けた先行
研究の分析と発表 (考察)

考察部分の作成に必要な資料を収集
し整理・発表する

第25回 卒論作成に向けた先行
研究の分析と発表 (結論)

結論部分の作成に必要な資料を収集
し整理・発表する

第26回 卒論作成に向けた先行
研究の分析と発表 (研究
の限界と今後の展望)

研究の限界と今後の展望部分の作成
に必要な資料を収集し整理・発表する

第27回 進捗報告会 (前半) 卒業論文の作成に向けた進捗報告会
をグループごとに実施する (前半)

第28回 進捗報告会 (後半) 卒業論文の作成に向けた進捗報告会
をグループごとに実施する (後半)

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外の課題として、小レポートの作成や発表資料の作成、グループに
よる先行研究整理の実践などがあります。本授業の準備学習・復習時間は各
2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
授業内で実施するレポート課題 (100％)で判断する
【学生の意見等からの気づき】
本年度新規科目につきアンケートを実施していません
【学生が準備すべき機器他】
ノートパソコン
【Outline (in English)】
【Course outline】
In this seminar, students will acquire the basic knowledge for writing
academic papers in the field of sports management and learn how
to examine previous studies. Specifically, the course will include
explanations of each part of an academic paper to understand its
structure, methods for exploring and analyzing previous studies
corresponding to each part, and techniques for presenting the results.
【Learning Objectives】
1: Understands the structure of academic articles
2: Understand and summarize the content of literature in the field of
sport management
3: To be able to organize the contents of previous studies and cite them
in one’s own research
【Learning activities outside of classroom】
Assignments outside of class include writing a short report, preparing
presentation materials, and organizing previous research in groups. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria/Policy】
To be judged by a report assignment (100%) to be conducted in class.
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HSS300IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

専門演習Ⅱ

吉田　政幸

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
学期は各自の卒業研究のテーマを設定する。秋学期は4年次の卒業研究に向
け、スポーツマーケティングに関する先行研究をレビューするとともに、各
自の研究構想を立案し、それに基づいて卒業論文の序論を執筆する。
【到達目標】
受講者は演習を通じて以下の目標に到達する：
（1）各自の問題意識に基づいて研究テーマを設定できる。
（2）各自が選んだ研究テーマに関連する先行研究を概括し、過去の研究が明
らかにできなかった課題を特定することができる。
（3）学術的貢献を果たすため、研究の目的、重要性、仮説を示すことができる。
（4）研究テーマにおける重要概念を正しく定義し、理論的な背景を説明する
ことができる。
（5）目的に応じて研究方法を適切に設定し、実施計画を作成できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
少人数の指導体制のもと、報告・討論・実践をとおして学びを深める。これま
でに講義で修得した知識を踏まえるともに、2年次の専門演習Ⅰにおいて興味
をもった研究テーマを掘り下げる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 オリエンテーション：

春学期の概要の説明
スポーツマーケティングに関する専
門的な学びに向けた動機づけと演習
の概要について理解する。

2回 スポーツマネジメント
の考え方

スポーツマネジメントについて、定
義、独自性、基本特性などについて
理解を深める。

3回 スポーツマーケティン
グの重要テーマ：ソー
シャルインパクト

五輪やサッカーW杯のようなメガス
ポーツイベントには社会を変える力
がある。これをソーシャルインパク
トと呼ぶが、その定義、種類、考え
方について学ぶ。

4回 スポーツマーケティン
グの重要テーマ：ソー
シャルキャピタル

スポーツはプレイヤー、仲間、対戦
相手、ファンなどの人々の相互作用
で成立しており、その過程において
人々を結び付ける働きを担っている。
それをソーシャルキャピタルと呼ぶ
ことができ、その定義、種類、重要
性を理解する。

5回 スポーツマーケティン
グの重要テーマ：ウェ
ルビーイング

国際連合が発表したSDGsの3番目
の開発目標がウェルビーイングであ
る。このウェルビーイングとスポー
ツマーケティングの関係性について
学習する。

6回 スポーツマーケティン
グの重要テーマ：ソー
シャルメディア

ソーシャルメディアの登場により、ス
ポーツを消費する人々の心理や行動
に変化が生じている。今回はスポー
ツ消費者行動におけるソーシャルメ
ディアの意味と役割について学ぶ。

7回 スポーツマーケティング
の重要テーマ：観戦スタ
イルの変化と態度変容

テクノロジーの技術革新や社会環境
の変化（温暖化、大規模災害、感染
症蔓延など）はスポーツの観戦スタ
イルに影響を与える。こうした変化
に対する人々の適応方法を理解する。

8回 研究テーマの設定 グループに分かれて研究テーマを設
定し、分析するための変数と尺度を
特定する。

9回 スポーツ消費者を対象
としたアンケート調査
の設計

スポーツ消費者を対象としたマーケ
ティング調査の質問項目を設定する
とともに、実際の調査方法を計画す
る。

10回 スポーツ消費者を対象
としたアンケート調査
の実施

作成した質問項目と調査計画に基づ
き、データを収集する。

11回 スポーツ消費者を対象
としたアンケート調査
の実施の分析

収集したデータを入力・分析し、プ
レゼンテーションの資料を作成する。

12回 卒業研究を知る 4年生の卒業研究の中間報告会に参
加し、研究について理解を深める。

13回 ゼミ内プレゼンテー
ション1

設定した研究テーマに関するプレゼ
ンテーションを行う：前半グループ

14回 ゼミ内プレゼンテー
ション2

設定した研究テーマに関するプレゼ
ンテーションを行う：後半グループ

15回 秋学期の演習の概要の
説明

秋学期の演習の概要および卒業研究
の意義を理解する。

16回 先行研究（卒業研究）の
検討

先行研究（卒論2本）ついて、（1）文
献の要約、（2）研究群の整理、（3）
問題点の特定を行う。

17回 先行研究（一般の論文）
の検討

先行研究（一般の論文1本）ついて、
（1）文献の要約、（2）研究群の整理、
（3）問題点の特定を行う。

18回 スポーツマーケティン
グ研究：観戦型スポー
ツの先行研究

観戦型スポーツに関する先行研究の
発表を聞き、ディスカッションに参
加する。

19回 スポーツマーケティン
グ研究：参加型スポー
ツの先行研究

参加型スポーツに関する先行研究の
発表を聞き、ディスカッションに参
加する。

20回 スポーツマーケティン
グ研究：拡大産業に関
する先行研究

スポンサーシップ、ツーリズム、イ
ンターネットなどに関する先行研究
の発表を聞き、ディスカッションに
参加する。

21回 研究テーマの設定 各自のテーマについて、（1）研究の
背景、（2）重要概念、（3）目的、（4）
研究の重要性をパワーポイントでま
とめる。

22回 研究テーマの発表 パワーポイントで作成した各自の
テーマを発表する。

23回 序論の執筆：研究の背景 スポーツ産業界が抱える疑問に関し
て理解が深まるような研究テーマを
設定する。

24回 序論の執筆：問題の所在 各自の研究テーマは、先行研究に
よってどこまで理解されているかを
把握するとともに、未解明の研究課
題を特定する。

25回 序論の執筆：研究の目
的、重要性

研究の目的を設定し、その目的を達
成することでどのような学術的貢献
を果たすことができるのかについて
も述べる。

26回 序論の執筆：概念的枠
組み

卒業研究で扱う重要概念や分析にお
いて測定する主な要因をすべて定義
し、概念的枠組みを明確にする。

27回 演習のまとめ 1年間に渡って取り組んできたゼミ
の専門的な学習を振り返り、まとめ
とする。

28回 卒業研究発表会 4年生の卒業研究の発表会に参加す
る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この授業は予習を必要とします。前期は事前に配布される資料を読んで疑問
や感想を書き出し、ディスカッション形式で展開される演習に参加できるよう
に準備してきてください。後期は毎週与えられる課題に取り組み、それを事前
に記述・分析してきてください。演習ではその内容を添削するとともに、次の
課題を説明します。本授業の準備学習・復習時間は各 4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし（必要に応じて資料を配付する）。
【参考書】
各学生の研究テーマに関連する過去の卒業論文や一般の論文。
仲澤眞・吉田政幸（編著）（2017）よくわかるスポーツマーケティング．ミネ
ルヴァ書房．2,640円
原田宗彦（編）（2021）スポーツ産業論（第7版）．杏林書院：東京．2,750円
【成績評価の方法と基準】
（1）研究テーマの設定：10点（春学期）
（2）スポーツマーケティング調査の実施：10点（春学期）
（3）先行研究のレビュー：20点（秋学期）
（4）序論（緒言、問題の所在）の執筆：20点（秋学期）
（5）序論（目的、重要性）の執筆：20点（秋学期）
（6）序論（概念的枠組み）の執筆：20点（秋学期）
合計：100点
【評価基準】
それぞれの課題において獲得する得点は以下の基準に従って決定する。
100%：自身が立てた計画に沿って課題に客観的に取り組むとともに、独自の
視点から合理的な解決策を導き出し、さらに成果物の中で自分の論旨を明確
に伝えることができている。
80%：自身が立てた計画に沿って課題に客観的に取り組むとともに、独自の
視点から合理的な解決策を導き出している。
60%：自身が立てた計画に沿って課題に客観的に取り組むとともに、独自の
視点から解決策を導き出している。
40%：自身が立てた計画に沿い、課題に客観的に取り組んでいる。
20%：自身が立てた計画に沿って課題に取り組んでいる。
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【学生の意見等からの気づき】
できるだけ理解が進むように、授業では海外の事例や文献に加え、身近な日
本のスポーツや文献も紹介します。
【学生が準備すべき機器他】
レポートやディスカッションの資料を作成するためのパソコン、マイクロソ
フト・オフィス（ワード、エクセル、パワーポイント）
【その他の重要事項】
ゼミナールは学生の主体的な学びの場です。伸び伸びと積極的に学習してく
ださい。
【Outline (in English)】
(Course outline)
This course is a seminar of sport marketing research. Upon successful
completion of this course, students will be able to (1) develop a proposal
for their graduation theses and (2) write the introduction and method
sections of their manuscripts.
(Learning objectives)
The goal of this seminar is to learn how to conduct sport marketing
research based on students’ own interests and research questions.
(Learning activities outside of classroom)
Before each class, students are expected to read relevant articles and
book chapters and spend four hours to understand the course content.
(Grading criteria)
Grading will be decided based on short report (10%), data collection
and analysis (10%), literature review (20%), and the end-of-term report
(60%).
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HSS300IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

専門演習Ⅱ

越智　英輔

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3年次／4単位
曜日・時限：火3/Tue.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、身体活動や運動トレーニングがもたらす身体への応答・適応に
関して運動生理学の視点から学びます。過去の先行研究を検索する方法、ま
とめる方法、仮説の立て方など、実際に実験を計画する上で必要な手法を習
得することを目的とします。
【到達目標】
1．必要な図書・論文の検索が自分でできる。
2．検索した文献をレビューできる。
3．理解した内容を、プレゼンテーションができる。
4．先行研究の位置付けを把握し、実験を計画できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
春学期前半は、文献のインターネット検索法、レビュー法を学んでもらい、ま
とめた内容を発表してもらいます。その後、実際に実験を実施してもらいま
す。最後に研究の立案、実験計画の手順（倫理、統計）などを学んでもらい
ます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の内容を説明し、履修人数に応

じて授業の進め方を調整する
2 文献の紹介 文献の種別を学ぶ
3 図書検索 図書の検索方法を理解する
4 論文検索 科学論文の検索法を学ぶ
5 文献の分類 検索した文献のレビュー法を学ぶ
6 文献の総括 プレゼンテーション法を学ぶ
7 文献のレビュー発表 実際に文献をまとめて発表する
8 実験の準備 紹介した文献で実施している測定を

行うための準備をする
9 実験実習の実施 実験を実施する
10 実験データの解析 得られたデータを分析し、統計解析

を行う
11 データのプレゼンテー

ション法
実験データのプレゼンテーション法
を学ぶ

12 プレゼンテーション 実験データを発表し、過去の論文と
の再現性を確認する

13 筋電図法の紹介 文献、測定法を紹介する
14 筋電図測定の実施 実際に測定する
15 筋電図データのまとめ 分析結果をまとめる
16 筋力測定の紹介 文献・測定法を紹介する
17 筋力測定の実施 実際に測定する
18 筋力測定のまとめ 分析結果をまとめて発表する
19 筋厚、筋硬測定の紹介 文献、測定法を紹介する
20 筋厚、筋硬測定の実施 実際に測定する
21 筋厚、筋硬測定のまとめ 分析結果をまとめて発表する
22 生化学的分析の紹介 文献、測定法を紹介する
23 生化学的分析の実施 実際に実施する
24 生化学的分析の解析 データを解析する
25 生化学的データのプレ

ゼンテーション
分析結果をまとめて発表する

26 研究の仮説立案 これまでの文献レビューと実習を踏
まえて研究の仮説を立てる

27 研究計画書の作成 仮説に基づく実験計画書を作成する
28 研究計画書の紹介 作成した計画書を発表する
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
文献を検索してもらったり、入手した文献をレビューしてもらいます。これ
らの準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しません。必要に応じて資料を配布します。
【参考書】
必要に応じて紹介します。

【成績評価の方法と基準】
発表の内容60%、実習を含めた授業への参加姿勢40%で評価します。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
文献検索、プレゼンテーションのためのPCが必要です。
【Outline (in English)】
Course outline: This course introduce essential components of exercise
training and physical activity on human body to students taking this
course.
Learning Objectives: The end of the course, students should acquire an
understanding of fundamental principles of research strategy.
Learning activities outside of classroom:Before each class meeting,
students will be expected to spend 2 hours to understand the course
content.
Grading Criteria /Policies: Grading will be decided based on lab reports
and presentations (60%)and in-class contribution (40%).
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HSS300IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

専門演習Ⅱ

中澤　史

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3年次／4単位
曜日・時限：水5/Wed.5

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
専門演習Ⅰにおいて習得したスポーツ心理学に関する知識や研究手法につい
てより深く学び、卒業論文作成に向けた研究テーマを確定する。また、学生
は予備調査に取り組み、その結果を踏まえた研究計画書を作成する。
【到達目標】
1.数量的・質的分析法を習得し、活用できる。
2.予備調査の結果を踏まえて研究計画書を作成し、その内容を発表できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
先行研究の講読や研究手法に関する学びを通して、専門演習Ⅰで習得した知
識の向上を図る。仮説検証に向けた予備調査の結果を発表し、全体討議や個
別指導を通して課題の明確化を図り、研究テーマおよび研究計画を確定する。
なお、授業で取り組むプレゼンテーションやリアクションペーパー等に対す
る講評やフィードバックは、次回授業時に行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション スポーツ心理学に関する専門的な学

びに向けた動機づけおよび授業概要
について理解する。

2 グループワーク グループワークが自己理解・他者理
解を深める一手段となることを体験
的に学習する。

3 体験的学習を通した
データ収集

スポーツを用いた体験的学習を通し
てデータ収集の方法について学習す
る。

4 研究の仕方・データの整
理

スポーツ心理学に関する調査・研究
の進め方およびデータの整理の仕方
について学習する。

5 データの比較 統計ソフトを用いた分析方法（t検
定、分散分析等）について学習する。

6 データの関係性 統計ソフトを用いた分析方法（相関
関係等）について学習する。

7 質的研究法 スポーツ心理学における質的研究の
理論と方法について学習する。

8 質問紙法 質問紙を用いた調査方法およびその
まとめ方について学習する。

9 チームを対象とした事
例検討

チームを対象とした事例報告を通し
て競技活動によるチームワークの変
化について学習する。

10 個人を対象とした事例
検討

個人を対象とした事例報告を通して
競技活動による心理社会的能力の変
化について学習する。

11 対人関係に焦点付けた
事例検討

対人関係に焦点付けた事例報告を通
して競技活動による対人関係能力の
変化について学習する。

12 研究計画書 研究計画書のまとめ方や発表の仕方
について学習する。

13 卒業論文を知る ゼミ内の卒業論文中間報告会に参加
し、卒業論文の進め方について理解
を深めるとともに発表の仕方につい
て学習する。

14 研究計画の発表 今後取り組む予定の研究計画（案）
を抄録にまとめ発表する。

15 研究計画の再確認 調査研究の目的・内容を再確認する
とともに秋学期の流れを理解する。

16 先行研究の検討（第1グ
ループ）

第1グループが、数量的観点から論
じた先行研究を要約し、課題を指摘
する。

17 先行研究の検討（第2グ
ループ）

第2グループが、数量的観点から論
じた先行研究を要約し、課題を指摘
する。

18 先行研究の検討（第3グ
ループ）

第3グループが、数量的観点から論
じた先行研究を要約し、課題を指摘
する。

19 質的研究の検討（第1グ
ループ）

第1グループが、質的観点から論じた
先行研究を要約し、課題を指摘する。

20 質的研究の検討（第2グ
ループ）

第2グループが、質的観点から論じた
先行研究を要約し、課題を指摘する。

21 質的研究の検討（第3グ
ループ）

第3グループが、質的観点から論じた
先行研究を要約し、課題を指摘する。

22 研究課題の選定 各自のテーマについて（1）研究の背
景、（2）研究目的、（3）学術的な意
義について検討する。

23 研究の背景 先行研究によってどこまで解明され
ており、何が未解明の研究課題なの
かを特定することによって各自の研
究テーマを絞りこむ。

24 研究の目的・意義 研究の目的を設定し、その研究の社
会的な意義を明確にする。

25 研究の枠組み 各自の研究で扱う対象者、分析方法
などの枠組みを明確にするとともに、
予想される結果についての仮説を立
てる。

26 予備調査の研究計画 仮説検証を目的とした予備調査に関
する準備状況を踏まえた研究計画を
発表する。

27 予備調査の実施準備 予備調査の準備を整え、調査を実施
し、その結果をまとめる。

28 研究計画の発表 先行研究および予備調査の結果を踏
まえて研究テーマを設定し、研究計
画書を作成する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間であり、その具体的な取り組み内容は
次の通りです。
1.先行研究の講読や予備調査等に取り組んでください。
2.データの収集、分析およびその結果発表の機会が与えられますので、その
準備に取り組んでください。
【テキスト（教科書）】
適宜資料などを配布します。
【参考書】
1.中澤　史　「アスリートの心理学」日本文化出版　2016
2.小宮あすか・布井雅人「Excelで今すぐはじめる心理統計　簡単ツールHAD
で基本を身につける」講談社　2018
3.マーガレット・サンデロウスキー著・谷津裕子・江藤裕之訳「質的研究をめ
ぐる10のキークエスチョン　サンデロウスキー論文に学ぶ」医学書院　2013

【成績評価の方法と基準】
次の基準に従い総合評価します。
1.研究計画書、抄録、リアクションペーパー等の提出物が50％、プレゼンテー
ション、授業への参画状況が50％です。
2.出席回数が授業実施回数の 2/3以上に満たない場合はE評価とします。
3.授業開始から20分以内までの入室を遅刻とし、それ以降の入室は欠席とし
ます。また、遅刻3回で欠席1回の扱いとします。
4.やむを得ない理由がない限り全ての授業に出席してください。やむを得な
い理由とは、病気、怪我、冠婚葬祭等による欠席を指します。
5.急遽、病気、怪我、冠婚葬祭等により欠席することになった場合、出席可能
となった授業時にその旨について担当教員に報告するとともに、そのことを
証明できる資料を担当教員に提出してください。
6.研究計画書、抄録、リアクションペーパー等の提出物では、授業のテーマ
や内容を踏まえた上で適切な記述がされているかについて評価します。
7.プレゼンテーションでは、発表の仕方、スライドの出来栄え等について評
価します。
8.授業への参画状況とは、単に出席していることを意味するのではなく、ディ
スカッションや各種授業運営に主体的に関わることを評価の対象とするとい
う意味です。
9.授業とは無関係な行為（携帯電話の使用、私語、食事など）は禁止します。
指導を受けても改善が見られない場合はE評価とします。
【学生の意見等からの気づき】
1.競技スポーツの現場で役立つ心理スキルの理論と方法について受講生間で
情報交換を行います。
2.チームビルディングの促進に役立つ体験的学習への取り組みを通して受講
生間の新規的人間関係の促進を図ります。
【学生が準備すべき機器他】
データの分析や資料の作成等が可能な機器を準備してください。
【その他の重要事項】
1.授業概要の説明、発表順の決定などを行なうため、必ず初回授業から出席
してください。
2.原則として対面授業を実施する予定です。ただし、オンライン授業に変更
される場合があるため、学習支援システムやメールによる案内を確認するよ
うにしてください。
3.授業計画は変更される場合があります。
【Outline (in English)】
【Course outline】
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Students will learn more deeply about the knowledge and research
methods related to sport psychology that they acquired in Seminar I,
and determine a research theme for their graduation thesis. Students
will also engage in preliminary research and prepare a research
proposal based on the results.
【Learning Objectives】
1. to master and utilize quantitative and qualitative analysis methods.
2. to prepare and present a research plan based on the results of
preliminary research.
【Learning activities outside of classroom】
The standard preparatory study and review time for this exercise is 2
hours each, and the specific content of the efforts is as follows.
1.you are expected to read and conduct preliminary research on previous
studies.
2. you are expected to plan for opportunities to collect and analyze data
and to present your findings.
【Grading Criteria /Policy】
Comprehensive evaluation is performed according to the following
criteria.
1. Submission of research plan, abstract, reaction paper, etc.: 50%
2. presentations and class participation: 50%.
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HSS300IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 300）

専門演習Ⅱ

林　容市

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：3年次／4単位
曜日・時限：木4/Thu.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では，自らが問題・課題を提起し，それらを先行研究の調査，実験・
調査およびデータ分析によって解決することを通じ，実際の研究遂行を見据
えた実践方法を学びます。
【到達目標】
1．目的とするデータが掲載されている論文の検索ができる。
2．発表資料を作成し，聴衆が理解しやすいプレゼンテーションができる。
3．論文に記載されている実験・調査方法，分析法が理解できる。
4．基本的な実験・測定・調査が実践できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
プレゼンテーション，研究・実験計画の基礎，文献のレビュー，実験・測定・
調査の具体的方法，統計解析，研究仮説の設定などの各方法を学び，研究の
方向性を探ります。まずはグループでの作業から取り組みますが，最終的に
は個人ごとにテーマを設定し，様々な作業・学習を実践します。本授業で対
象とする予定の主たる研究テーマは以下の通りです。
○身体活動・スポーツ動作の感覚認知と運動制御 /生理的状態と心理的情報と
の対応
○種々の身体パフォーマンスに関係する体力の測定・評価，運動中のエネル
ギー代謝
○体型と減量行動・痩身指向・身体活動量・エネルギー代謝
また，前回の授業で実施した内容や提出された課題に対しては，授業内で全
体に対してフィードバックを行います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 概要の説明 授業計画や実践内容などについて説

明を受け，グループ分けを行う。
第2回 発表方法を学ぶ レジュメおよびPCを用いたプレゼ

ンテーションについて学ぶ。
第3回 文献を利用した研究の

着想について学ぶ
文献を利用した研究の着想，計画立
案の方法について学ぶ。

第4回 研究計画を学ぶ 文献を利用した研究の展開方法につ
いて学ぶ。

第5回 先行研究を用いた調査
法を学ぶ

個人の研究テーマについて，この週
の担当学生が現在の知見をまとめて
発表する。

第6回 先行研究を用いた知見
のまとめ方を学ぶ

前回に続き，個人の研究テーマにつ
いて，この週の担当学生が現在の知
見をまとめて発表する。

第7回 データの種類を学ぶ 尺度の判定（名義・順位・間隔・比
率尺度データ）の特性について学ぶ。

第8回 複数群のデータの関係性
を検討する方法を学ぶ

相関・予測の分析（相関係数，重相
関係数），名義尺度・順序尺度データ
の分析について学ぶ

第9回 複数群のデータの差異
を検討する方法を学ぶ

平均の有意差の分析（t検定），分散
の有意差の分析について学ぶ。

第10回 実験計画法（一要因分散
分析）を学ぶ

一要因の分散分析（被験者間・被験
者内の各計画，多重比較）について
学ぶ。

第11回 実験計画法（繰り返しの
ある二要因分散分析）を
学ぶ

二要因の分散分析（被験者間計画，
交互作用）について学ぶ。

第12回 実験計画法（混合計画の
二要因分散分析）を学ぶ

二要因の分散分析（被験者内計画，
混合の各計画）について学ぶ。

第13回 実験計画法（三要因分散
分析）を学ぶ

三要因の分散分析（被験者内・被験
者間・混合の各計画）について学ぶ。

第14回 骨格筋活動の測定方法
を学ぶ

骨格筋活動の測定についてグループ
で調査して発表し，論議する。

第15回 骨格筋活動の測定を実
践する

骨格筋活動（筋電図）の測定方法を
学ぶ。

第16回 エネルギー代謝の測定
方法を学ぶ

エネルギー代謝の測定についてグ
ループで調査して発表し，論議する。

第17回 エネルギー代謝の測定
を実践する

エネルギー代謝（呼気ガス分析）の
測定方法を学ぶ。

第18回 動作解析の測定方法を
学ぶ

身体の動作解析についてグループで
調査して発表し，論議する。

第19回 動作解析の測定を実践
する

動作解析の測定方法を学ぶ。

第20回 質問紙調査を用いた測
定方法を学ぶ

質問紙調査についてグループで調査
して発表し，論議する。

第21回 質問紙調査を用いた測
定を実践する

質問紙調査の方法について学ぶ。

第22回 指示・指導に関する測定
方法を学ぶ

種々のコーチングや指示・指導方法
についてグループで調査して発表し，
論議する。

第23回 研究課題の設定法を学ぶ 研究テーマに関する文献をレビュー
し，グループごとに研究課題を設定
する。

第24回 研究計画の立案法を学ぶ 担当グループがミニ研究の計画を発
表し，内容に関して論議する。

第25回 研究計画の立案を実践
する

前回に引き続き，この週の担当グ
ループがミニ研究の計画を発表し，
内容に関して論議する。

第26回 研究・データ収集に向け
た準備を学ぶ

グループごとに，ミニ研究に向けた
データ収集の準備を行う。

第27回 収集データの解釈法を
学ぶ

グループごとに，ミニ研究のデータ
分析・考察を行う。

第28回 研究成果を発表する ミニ研究の結果報告会（ミニ研究の
結果をグループごとに発表する）。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ほとんどの回で文献の検索やレビュー（まとめ），プレゼンテーションの準備，
研究計画書の作成などの課題を課します。毎回の授業での指示に従って学習
を進めて下さい。
また，個人研究，グループ研究共に，授業以外に時間を設けて実験・調査，発
表準備などの作業を行う必要があります。これらの準備学習・復習時間は各2
時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキストは使用しません。必要に応じて適宜資料の配付，書籍・文献の紹介
をします。
【参考書】
Thomas J. R. and Nelson J. K.（田中 喜代次 訳)．身体活動科学における研
究方法．ナップ.
出村愼一，山下秋二，佐藤進．健康・スポーツ科学のための調査研究法．杏林
書院.
浦上昌則，脇田貴文．心理学・社会科学研究のための 調査系論文の読み方．
東京図書．
田中敏，山際勇一郎．ユーザーのための教育・心理統計と実験計画法―方法
の理解から論文の書き方まで．教育出版．
【成績評価の方法と基準】
評価は，1)実験・調査・発表の内容：60%，2)授業への参画状況（出席・発
言など）：40%，で行います。
【学生の意見等からの気づき】
昨年度は，特に統計手法に関する学習が中心となってしまい，下級生にとっ
ては理解が十分でないままに授業が進行していたかもしれません。
授業の特性上，どうしても上級生の方が授業で扱う内容を理解している状況
になりますが，次年度は基本的な測定を通じて，各種体力要素の理解を深め
られるような授業を展開したいと考えています。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【その他の重要事項】
運営方針や初期の活動を行うグループ分けをしますので，受講者は初回の授
業に必ず出席してください。
【Outline (in English)】
【Course outline】The purpose of this course is to learn the practical
methodology for future research activities through raising their
research questions and solving them by investigating previous studies,
experiments, surveys, and data analysis.
【Learning Objectives】By the end of the course, students should be able
to:
1. Search for articles that contain the data of interest.
2. Prepare presentation materials and make accessible presentations to
understand.
3. Understand the papers’ experimental and research methods and
analysis methods described.
4. Perform basic experiments, measurements, and surveys.
【Learning activities outside of the classroom】In most classes, students
will be required to search and review literature, prepare presentations,
and write research plans. In addition, both individual research and
group research require students to set aside time outside of class for
experiments, surveys, and preparation for presentations. The standard
time for these preparatory studies and reviews is two hours each.
【Grading Criteria/Policy】Grading will be decided based on the contents
of experiments, investigations, and presentations(60 %) and the class
participation (not attendance) (40%).
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安藤　正志

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：4年次／4単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
４年次を対象に,少人数で綿密な指導のもと，担当者（専任教員）の専門分野
に即した，少人数での報告・討論・実践をとおして学習を深める演習である。
専門演習Ⅱにおいて掘り下げた研究テーマに関する報告書を学術的な論文，あ
るいは発表として練り上げていくことを目的とする。
【到達目標】
論文に仕上げ報告するまでの課程を学ぶ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
4年間の総括として健康科学に関する疑問を学生自ら見いだし，それを種々の
実験あるいは調査を通して検証する。得られた結果について報告，討論を行
い健康科学に対する問題解決能力を養う総括的演習とする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 今後の予定のオリエン

テーション
今後の予定をオリエンテーションす
る

2 実験データーの報告 下級学年との報告会
3 論文組み立て案 教員との面談で方針を決める
4 関連した文献報告を行

う主にグループ①の学
生を対象とする。

文献を検索しこれを報告する。他の
学生は意見を述べる。
グループの特質を報告に盛り込ませ
る。

5 関連した文献報告を行
うグループ②の学生を
対象とする。

文献を検索しこれを報告する。他の
学生は発表を聞き、意見を述べる。
前回 (4回目の授業)の報告を基にグ
ループ②の報告を積み上げて、グ
ループ①との違い意を示す。

6 文献検索の方法の手順
を振り返る。

文献を検索の手順を振り返り、手順
に問題はなかったかを検討する。

7 文献検索におけるキー
ワードの設定方法を知
る。

文献検索におけるキーワードの設定
の仕方を検討させる。

8 グループ①の検索項目
と検索キーワードを発
表させる。

グループごとに検索したキーワード
の設定で苦労した点を報告させる。

9 グループ②の検索項目
と検索キーワードを発
表させる。

グループごとに検索したキーワード
の設定で点を工夫した点を報告させ
る。

10 グループ③の検索項目
と検索キーワードを発
表させる。

グループごとに検索したキーワード
の設定で発見した点を報告させる。

11 グループ①の学生の取
り組みの相談、テーマ設
定における問題点を述
べさせる。

面談で個々に論文指導を行う。学生
たちの興味を聞き出す。

12 グループ②の学生の取
り組みの相談、キーワー
ド設定の問題点を述べ
させる。

面談で個々に論文指導を行う。学生
たちの検索のグルーピングを聞き出
す。

13 グループ③の学生の取
り組みの相談、検索論文
の収集についての問題
点を述べさせる。

面談で個々に論文指導を行う。検索
の方法論を聞き出す。

14 まとめ 総括を行う。
15 中間報告会 中間報告会 (前半部分の進行具合を確

認する）
16 秋学期オリエンテー

ション
下学年ゼミ生徒の合同報告会に参加
することで欠点や利点を学ぶ

17 卒論論文報告会 下学年ゼミ生徒の合同報告会に参加
して意見を聞き、研究計画の欠点を
発見をする。

18 卒論論文報告会で指摘
された事項を修正

下学年ゼミ生徒の合同報告会で出さ
れた意見を集約し計画書を修正する。

19 下級学年と小グループ
で試験的実験をする
個人面接指導①

研究協同実験
計画書にもとづき２～３名の被検者
に試験的実験を行う。
順番で面接指導

20 下級学年と小グループ
で実験計画の完成度を
高め実験する
個人面接指導②

協同実験
前回の試験的実験で気が付いた欠点
を修正しながら更に2～3名の実験を
行う。
順番で面接指導

21 下級学年と小グループで
目的の被検者数に達す
るよう実験数をこなす。
人面接指導③

協同実験
順番で面接指導
問題点を指摘する

22 下級学年と小グループ
で実験する
個人面接指導④

協同実験
順番で面接指導
2回目の指導では指摘事項が修正さ
れているかをチェック

23 下級学年と小グループ
で実験する
個人面接指導⑤

協同実験
順番で面接指導
3回目の指導では完成度を高める

24 下級学年と小グループ
で実験する
個人面接指導⑥

協同実験
順番で面接指導
4回目の指導では報告会に提示でき
る形式をチェック

25 報告会前半グループ 報告会を行い最終チェックをする
後半のグループは意見を述べる

26 報告会後半グループ 報告会を行い最終チェックをする
前半のグループは意見を述べる

27 論文完成 論文を仕上げ完成させ提出する
28 学術大会への参加 学会へ参加し学術的雰囲気を体験す

る（日程未定）
順番で面接指導

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
論文に仕上げるまでの課程を学ぶ本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を
標準とします。
【テキスト（教科書）】
各自関連した文献を１０論文以上検索し読む。
【参考書】
各自関連した参考書を見つける
【成績評価の方法と基準】
発表会の成績（30%）、論文の完成度（60%）、宿題等論文の作成のための課題
（10%）
【学生の意見等からの気づき】
個人面接による指導を中心とする
【学生が準備すべき機器他】
研究に関する参考文献や図書を各自が検索しみつける。
【その他の重要事項】
専門演習Ⅱを履修済みで、卒業研究、卒業論文を完成させる意志のあるもの
が対象である。
【Outline (in English)】
course of outline: Individual graduation research guidance is conducted.
learning objectives: The goal of the class is to complete the graduation
research and the bachelor thesis.
Learning activities outside of classroom：first thinking about the idea
of research.and think about the method of research.
next collect data, analyze and consider the data. And then finish
research papers.
Grading Criteria is determined by the completeness and quality of the
dissertation.
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泉　重樹

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：4年次／4単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
４年次を対象に、綿密な指導のもと、担当者（専任教員）の専門分野に即した
少人数での報告・討論・実践をとおして学習を深める演習である。専門演習Ⅱ
において掘り下げた研究テーマに関する報告（デザイン発表）を学術的な論
文、あるいは発表として練り上げていくことを目的とする。
【到達目標】
スポーツ医学・アスレティックトレーニング、特にスポーツ外傷・障害予防に
関する観察研究、実験研究、調査研究、実践的な取り組み等具体的な事例に
対する報告などの研究を行い、卒業論文を執筆し、発表する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
　本ゼミでは観察研究、実験研究を中心とした卒業研究を、先行研究の読み
込みから、研究仮説・方法の立案、予備実験、本実験、日々のスポーツ現場で
の観察を通して、卒業論文を仕上げていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 演習内容の確認と全体の確認を行う。
2 研究テーマの立案1 研究テーマをプレゼンテーションす

ることで、ディスカッションを深め
る。

3 研究テーマの立案2／検
討

研究テーマのディスカッション結果
から修正した新たな内容を検討する。

4 予備実験の準備 研究テーマに基づいた予備実験を計
画する。

5 予備実験（機器の使い
方）

予備実験を通して、実験機器の使用
方法・注意点を学習する。

6 予備実験（測定の練習） 実験に用いる機器を使用して、自身
で実験を試みる。

7 予備実験実施 予備実験を行い、データをとる。
8 予備実験解析 予備実験結果を解析し、実験データ

から研究計画の検討を行う。
9 予備実験のまとめ 修正内容を踏まえ、予備実験を通し

て研究の方向性を決定する。
10 これまでの振り返り 予備実験を振り返り、本実験へ向け

た最終的な検討の上、実験計画を完
成させる。

11 倫理書作成と本実験準備 倫理書を作成し、本実験を行う。
12 本実験開始 被験者・検者とともに実験を開始す

る。
13 本実験実施 引き続き、本実験を行う。
14 本実験実施と振り返り 実験を行いながら、データ解析を行

い、結果を振り返る。
15 中間発表会 春学期の活動に基づき、研究テーマ

に基づいたこれまでの活動のプレゼ
ンテーションを行う。

16 本実験／追加実験 中間発表会の結果に基づき、本実験・
追加実験を行う。

17 本実験／追加実験（予
備）

被験者・検者への協力の下、本実験
もしくは追加で実験を行う。

18 本実験／追加実験の振
り返り

本実験・追加実験を行いながら、
データを検討し方向性を確認する。

19 本実験／追加実験（再検
討）

振り返りを踏まえ、本実験・追加実
験のさらなる実施や終了を検討する。

20 本実験／追加実験（完
成）

すべての本実験・追加実験を終了し、
データ解析の準備を行う。

21 データ集計 本実験のデータの集計および分析を
開始する。

22 データ解析 集計したデータをを解析するととも
に、内容を検討する。

23 論文執筆開始 データ解析を継続するとともに、卒
業論文の執筆を開始する。

24 結果の振り返りと考察 研究結果をまとめあげ、考察の執筆
に取り掛かる。

25 考察の完成 卒業論文の考察を完成させる。
26 卒業研究発表予演 卒業研究発表会前に予演をゼミ内で

行う。
27 卒業論文発表会 これまでの研究の成果を同領域のゼ

ミ生達と合同で発表し、ディスカッ
ションを行う。

28 卒業論文提出 発表会などのディスカッションを踏
まえて、最終的な完成版の卒業論文
を提出する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1～14回　研究方法自体を理解する。使用する機器に精通する。先行研究を読
み込み理解する。
15～28回　先行研究を読み込み理解する。自身で論文を書く際には、繰り返
し論文を推敲する。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
田中喜代次，西嶋尚彦監訳：身体活動科学における研究方法．NAP，2004
広瀬統一他，アスレティックトレーニング学，文光堂，2019
独立行政法人日本スポーツ振興センターハイパフォーマンススポーツセンター
編. アスリートのためのトータルコンディショニングガイドライン.サンライ
フ企画. 2023
広瀬統一, 泉重樹, 福田崇, 稲見崇孝編. ケガをしないカラダづくり. 東洋館出
版社. 2023

【参考書】
授業内で適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
研究計画書（10％）、プレゼンテーション（デザイン発表・中間発表・卒業論
文発表）（20％）、卒業論文（70％）
【学生の意見等からの気づき】
　研究を一人で行うのは難しい。研究は同級生のゼミ生や大学院生である上
級生・ゼミ他の下級生たちの協力なしには行えない。本ゼミ活動を通して、積
極的に縦と横の仲間達とのコミュニケーションをとりながら、皆で積極的に
「卒業研究」に取り組んでもらいたい。
【Outline (in English)】
【Course outline】 A purpose of the athletic training seminar 3 is to
finish writing the graduation thesis of the athletic training and/or sports
science field.
【Learning Objectives】Students will conduct experimental research and
survey research on the prevention of sports injuries and disorders, and
write a graduation thesis.
【Learning activities outside of the classroom】The standard preparation
and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria/Policy】 Evaluation will be based on research plan
(10%), presentation (20%), and graduation thesis (70%).
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS400IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 400）

専門演習Ⅲ

井上　尊寛

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：4年次／4単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、卒業論文を作成することを目的とする。自らが選択したテーマ
に則した研究方法、調査および分析の方法などを踏まえた研究成果をまとめ
ることを目的とする。
【到達目標】
本演習の到達目標は、自らが定めたテーマに沿った目的の設定、研究の重要
性、仮説の設定、先行研究のレビューなどを適切に記載できること。適切な
情報収集と分析の手法を用いて記述すること。最終的には得られた結果から
結論を導くことである。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
年間を通して論文の執筆を計画的に進める。受講者は事前に資料を用意し、授
業内にて添削を受けること。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 オリエンテーションお

よび卒業論文の説明
本演習の目的および進め方を理解す
るとともに、卒業研究の内容と構成、
意義について学ぶ。また、各自研究
計画を立てる。

2回 研究の背景と問題点の
整理

スポーツマネジメントの視点で、研
究対象とする組織などが抱える課題
を特定する。

3回 研究の目的および重要性 研究課題を受け、目的を設定し、そ
の目的を達成することでどのような
学術的・実務的な貢献を果たすこと
ができるのかについて検討する。

4回 概念的枠組み 卒業研究で扱う重要概念や分析にお
いて測定する主な要因を定義し、概
念的枠組みについて検討する。

5回 仮説の設定および導出
根拠の記述

仮説を理論的根拠とともに導出する。

6回 研究環境および対象の
決定

研究対象とする母集団およびサンプ
ルを設定する。

7回 調査計画 データ収集を行うための計画を立て
る。

8回 質問項目の検討① 調査対象者の人口動態的特性や行動
的特性などを測定するための質問項
目を検討する。

9回 質問項目の検討② 調査対象者の心理的・行動的特性を
測定するための要因を検討する。

10回 調査票の作成 対象となる標本の人口動態的、心理
的、行動的特性を測定するための調
査票を作成する。

11回 統計的手法の検討 標本の特性を示すために必要な統計
的な手法について学ぶ。

12回 尺度の妥当性および信
頼性の検討

研究に用いる尺度や分析の手法が統
計的、内容的に妥当性や信頼性を担
保しうるか検討する。

13回 調査計画の発表準備 卒業論文の緒言、目的、方法、研究
の意義などをまとめた抄録を作成す
る。併せてスライド資料を作成する。

14回 調査計画の発表 スライドを用いて発表し、指摘され
た内容を踏まえ再度検討する。

15回 オリエンテーションお
よび後期の概要の説明

卒業研究の進捗状況を確認し、完成
に向けた計画を立てる。

16回 調査データの入力およ
びデータクリーニング

データ入力、欠損値や異常値のク
リーニング、変数の定義、カテゴ
リー変数の作成などを行う。

17回 調査データの分析① 対象者の人口動態的特性と行動的特
性を集計した結果を記述する。

18回 調査データの分析② 対象者の心理的特性を分析した結果
を記述する。

19回 卒業論文の中間発表 研究計画に基づいてデータを収集し、
基本属性を集計した結果を発表する。

20回 仮説の検証① 分析結果（基礎集計）を用い、仮説
を検証する文章を記述する。

21回 仮説の検証② 分析結果（各種検定や回帰分析など）
を用い、その結果を記述する。

22回 考察① 得られた分析結果の考察をおこない、
設定した仮説の検証をおこなう。

23回 考察② 仮説検証およびより深い考察を行っ
ていく。必要に応じて追加分析を行
う。

24回 実践的示唆 実務として貢献しうる結果について
検討し、記述する。

25回 研究の限界 取り組んできた研究では明らかにで
きなかった点や研究方法における問
題点を記述し、今後の研究が取り組
むべき研究課題や改善点についても
言及する。

26回 結論 研究の目的と結果として示した科学
的証左との対応の中で結論を導き出
す。

27回 最終発表の準備 論文発表のスライドを作成するとと
もに、卒業論文の抄録も併せて作成
する。

28回 最終発表 パワーポイントスライドを用いて卒
業論文を発表する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外の学習として与えられた課題に取り組み、授業内にて添削を受け
てください。授業で指摘された内容を修正し、次の課題へ取り組むように。
本授業の準備学習・復習時間は1回の授業につき，準備・復習時間を合わせて
4時間以上（準備・復習時間の配分は均等でなくても可）とします。
【テキスト（教科書）】
特になし（毎回資料を配布する）
【参考書】
各学生の研究テーマに関連する過去の卒業論文や一般の論文
【成績評価の方法と基準】
テーマ発表：10点
調査計画の発表：10点
中間発表：10点
最終発表：20点
卒業論文（①緒言、②方法、③結果、④考察、⑤その他文章力、論理性、書式
など）：50点
合計：100点
【学生の意見等からの気づき】
授業では理論に基づくことで履修者がより深く考えるように進めていきます。
【学生が準備すべき機器他】
論文の執筆やデータ分析を行うために必要な機材やソフトウェア
【Outline (in English)】
（Course outline）This course is an advanced seminar to write a
graduation thesis in the fields of sport management.（Learning
Objectives） Upon successful completion of this course, students will be
able to submit their theses that are worthy of being considered as sport
management articles.The aim of this seminar is read an academic paper
and to do oral presentation.（Grading Criteria /Policy）Final grade will be
calculated according to the following process graduation thesis (100%)

— 374 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

HSS400IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 400）

専門演習Ⅲ

小田　佳子

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：4年次／4単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「スポーツ哲学（体育原理）」および「保健体育科教育法」の専門領域に関する
学術的・実践的知識を深め、卒業研究の完成を目指し、研究テーマ・目的の設
定の仕方、研究方法の選択の仕方、結果に対する分析および考察の仕方等に
ついて学ぶ。
専門演習Ⅲ (卒論指導)では、個別指導を通して卒業論文のより高い水準での
完成をめざす。
【到達目標】
学術的な精度とオリジナリティのある卒業論文を完成する。
研究テーマの設定に際する先行研究の調査力、研究方法に対する妥当性・信
頼性の検討力、結果に対する考察力、まとめる力を身に付ける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
担当教員の指導の下、受講者が研究に対する調査・考察を各自で進めながら、
定期的にプレゼンテーションを行い、研究をブラッシュアップしていく。
4年生の卒論草稿と3年生の模擬授業の検討を行い、演習自体はグループディ
スカッション形式で、見学や合宿（体験）などのフィールドワークを実施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 年間スケジュールの確認
2 先行研究の検索 先行研究・文献等の検索方法を知る
3 テーマの選定 卒業論文のテーマを絞り込む
4 先行研究①抄読 自己の課題、テーマに沿った先行研

究を抄読する
5 先行研究②発表 先行研究抄読を発表する
6 先行研究③抄読 自己の課題、テーマに沿った先行研

究を抄読する
7 先行研究④発表 先行研究抄読を発表する
8 先行研究⑤抄読 自己の課題、テーマに沿った先行研

究を抄読する
9 先行研究⑥発表 先行研究抄読を発表する
10 卒論テーマと目的の確定 主要文献となる先行研究抄読をまと

め、卒論テーマと目的を確定する
11 卒論構想プレゼン 先行研究をまとめ、卒論テーマとそ

の研究の背景と目的を発表する
12 研究方法の検討 卒論の研究方法を検討する
13 研究方法の確定 研究方法を確定し、調査・検討を開

始する
14 ゼミ合宿の計画 ゼミ合宿の計画を立てる
15 ゼミ合宿の総括 討論と夏期課題の提出
16 結果・分析① 研究結果をまとめ、分析する
17 結果・分析② 研究結果をまとめ、分析する
18 卒論中間報告会① 結果を踏まえて個別指導により、卒

論執筆をすすめながら、随時発表報
告する

19 卒論中間報告会② 結果を踏まえて個別指導により、卒
論執筆をすすめながら、随時発表報
告する

20 卒論中間報告会③ 結果を踏まえて個別指導により、卒
論執筆をすすめながら、随時発表報
告する

21 考察① 研究結果①から考察をすすめる
22 考察② 研究結果②から考察をすすめる
23 考察③ 研究結果から考察を深める
24 卒論最終報告会① 個別指導により、卒論執筆をすすめ

ながら、随時発表報告する
25 卒論最終報告会② 個別指導により、卒論執筆をすすめ

ながら、随時発表報告する
26 発表抄録 卒論をまとめ、発表食録を作成する
27 卒論最終発表会 卒論の最終発表をする
28 まとめ 形式を整えて卒業論文を提出する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
卒業論文の作成へ向けて各自で授業時間外の努力を要する。
本授業の準備学習・復習時間は各 6時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
高橋建夫編著『新版・体育科教育学入門』大修館書店
友添秀則・岡出美則編著『教養としての体育原理』大修館書店
【参考書】
随時、紹介する。
【成績評価の方法と基準】
卒業論文内容（８０％）、卒業論文発表（２０％）
【学生の意見等からの気づき】
研究の具体像をより明確に示し、研究のオリジナル性を担保しつつ、学生が
思索の迷路に陥らないような指導を心掛ける。
【学生が準備すべき機器他】
筆記用具、パソコン、記録用媒体（USB等）
【その他の重要事項】
「学び続ける教師」を目指して、常に知的好奇心を駆りたてながら、研究に情
熱をもって卒業論文を完成させよう！
【Outline (in English)】
【Course outline】
In this seminar students deepen their academic and practical knowledge
of the specialized areas of "Philosophy of Sport (Principles of Physical
Education)" and "Health and Physical Education Methods," and
complete their graduation research. Students learn how to set research
themes and objectives, how to select research methods, and how to
analyze and discuss the results.
【Learning Objectives】
In this Seminar Ⅲ (graduation thesis guidance), students aim to
complete their graduation thesis at a higher level through individual
guidance.
【Learning activities outside of classroom】
卒業論文の作成へ向けて各自で授業時間外の努力を要する。
本授業の準備学習・復習時間は各 6時間を標準とします。
Students will need to make efforts outside class hours to write their
graduation thesis.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend six
hours for the preparation and review.
【Grading Criteria /Policy】
Graduation thesis content (80%)
Graduation thesis presentation (20%)
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HSS400IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 400）

専門演習Ⅲ

片上　千恵

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：4年次／4単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
卒業研究の完成を目指し、研究テーマ・目的の設定の仕方、研究方法の選択
の仕方、結果に対する分析および考察の仕方等について学ぶ。
【到達目標】
研究テーマの設定に際する先行研究の検討、研究方法に対する妥当性・信頼性
の検討力、結果に対する考察力、論文としてまとめる力、プレゼンテーショ
ン力を身に付ける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
受講者が研究に対する調査・考察を各自で進めながら、定期的にプレゼンテー
ションを行い、研究をブラッシュアップしていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 年間スケジュールの確認
2 研究テーマ構想 関心のある研究テーマについて発表

する。
3 研究テーマの検討 研究テーマについてディスカッショ

ンし、課題を抽出する。
4 先行研究の検討① 自分の研究テーマに沿った先行研究

を検索し抄読する
5 先行研究の検討② 先行研究から自分の研究テーマのこ

れまでの系譜をまとめて発表する
6 リサーチクエスチョン

の設定
研究で何を明らかにしたいのかリ
サーチクエスチョンを明確にする

7 分析方法①質的調査 質的調査の分析手法について理解を
深める

8 分析方法②量的調査 量的調査の分析手法について理解を
深める

9 卒論テーマと目的の確定 主要文献となる先行研究抄読をまと
め、卒論テーマと目的を確定する

10 研究方法の検討 先行研究をもとに卒論の研究方法を
検討する

11 調査対象などの手続き 調査対象と実施時期の検討と倫理的
配慮についての検討を行う

12 質問紙作成 各自、調査票、質問紙の作成と検討
する

13 データ収集の準備 アンケート、インタビュー等、調査
に向けた準備を行う

14 夏期の実施計画 春学期の振り返りを行い、さらに研
究を進めるための夏期計画を立てる

15 進捗報告 プレゼンテーション形式で進捗状
況・調査結果を発表する

16 緒言と目的の検討 論文の緒言と目的を見直し、再検討
する

17 統計的分析の実施① 回収データについて、文字起こし、
データ入力など分析のための整理を
する

18 統計的分析の実施② 回収データを分析し、問題点の抽出
や修正作業を行い、考察する

19 統計的分析の実施③ 分析結果を図表化し、プレゼンテー
ションし、解釈を深める

20 剽窃 剽窃や研究対象の倫理的配慮につい
て学ぶ

21 研究方法の執筆と指導 論文の「研究方法」を執筆し、検討・
推敲を行う

22 結果と考察の執筆と指導 論文の「結果」「考察」を執筆し、検
討・推敲を行う

23 結論の執筆と指導 論文の「結論」を執筆し、検討・推
敲を行う

24 研究の限界と今後の展
望の執筆と指導

研究で明らかにできなかった点や問
題点について、検討と推敲を行う

25 最終確認 完成論文の最終的な推敲・構成を行
い完成させる。引用参考文献や目次
なども最終確認する

26 抄録の作成 卒論の構成を見直し。抄録を作成す
る

27 発表資料の検討 パワーポイントを用いた発表資料を
検討・作成する

28 プレゼン発表練習 研究発表会に向けたスライドを使用
しとプレゼン練習に取り組む

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・文献調査
・データ解析
・論文執筆
・プレゼンテーションの準備
予習・復習のため 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に定めない
【参考書】
特に定めない
【成績評価の方法と基準】
卒業論文80％、プレゼンテーション20％
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】
The course aims to complete the graduation research by learning how
to set research themes and objectives, choose appropriate research
methods, analyze results, and conduct discussions.
【Learning Objectives】
Students will develop the ability to review previous studies when setting
a research theme, evaluate the validity and reliability of research
methods, analyze and discuss results, compile findings into a research
paper, and enhance their presentation skills.
【Learning activities outside of classroom】
Literature Review, Data Analysis, Thesis Writing, Presentation
Preparation
A standard of 2 hours is expected for preparation and review.
【Grading Criteria /Policy】
Graduation Thesis: 80%, Presentation: 20%
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HSS400IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 400）

専門演習Ⅲ

苅部　俊二

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：4年次／4単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
研究テーマに関する調査・研究を学術的な論文として作成し、発表する。
【到達目標】
コーチング分野に即した、報告・討論・実践を通して学習を深め、卒業研究を
完成させ、発表する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
演習Ⅰ、Ⅱで学んだ知識、方法論をベースとし、運動科学における研究を行
い、卒業論文にまとめ、発表する。
オリジナリティのあるテーマを選定し、研究計画の設計、研究の実施、デー
タ処理などを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 春学期受講ガイダンス 春学期受講のガイダンスを行う。
第2回 演習Ⅰ・Ⅱの振り返り 演習Ⅰ・Ⅱで検討した各々の研究に

ついての再確認を行う。
第3回 卒業研究1

（研究テーマの決定）
卒業研究のテーマを検討・決定する。

第4回 卒業研究2
（研究テーマの構想発表）

卒業研究のテーマについて構想を発
表する。

第5回 卒業研究3
（研究方法の検討）

卒業研究の研究方法を検討する。

第6回 卒業研究4
（実験・調査計画書の作
成）

卒業研究の研究方法の検討に基づき、
実験・調査計画書を作成する。

第7回 卒業研究5
（実験計画の発表）

実験の計画を発表する。

第8回 卒業研究6
（予備実験の実施）

卒業研究の予備実験、予備調査を実
施する。

第9回 卒業研究7
（実験の実施）

卒業研究の実験、調査を実施する。

第10回 卒業研究8
（実験の経過発表）

卒業研究の実験、調査の実施および
経過を発表する。

第11回 卒業研究9
（データの収集と整理）

卒業研究の実験、調査により、デー
タを収集し、整理する。

第12回 卒業研究10
（データの解析）

卒業研究の実験、調査により得られ
たデータを解析する。

第13回 中間発表1
（中間発表資料の作成）

中間発表資料を作成する。

第14回 中間発表2
（中間発表）

中間発表を行う。

第15回 秋学期受講ガイダンス 秋学期ガイダンスを行う。
第16回 卒業研究1

（夏期の研究の経過発表）
夏期休暇中の研究の経過・成果を発
表する。

第17回 卒業研究2
（データの整理）

卒業論文作成を行う。
収集されたデータを整理する。

第18回 卒業研究3
（論文構成の検討）

卒業論文作成を行う。
論文構成を検討する。

第19回 卒業研究4
（ディスカッション）

卒業論文の構成についてディスカッ
ションを行う。

第20回 卒業研究5
（論文の執筆：先行研究）

卒業論文作成。先行研究を整理する。

第21回 卒業研究6
（論文の執筆）

卒業論文作成。
実験・調査の結果の解析をもとに緒
言、研究方法を執筆する。

第22回 卒業研究7
（論文の執筆：考察）

卒業論文作成。
実験・調査の解析から考察・結論を
導き出す。

第23回 卒業研究8
（論文の執筆：推敲・校
正）

卒業論文作成。
論文の推敲・校正を繰り返し行う。

第24回 論文の執筆および中間
発表の資料準備

論文の推敲・校正を繰り返し行うと
ともに中間発表の資料を準備する。

第25回 論文の執筆および中間
発表資料の作成

論文の推敲・校正を繰り返し行うと
ともに中間発表の資料を作成する。

第26回 中間発表2次 卒業論文の進捗状況などを発表する。
第27回 卒業論文の完成 卒業研究発表会の資料作成　卒業論

文を完成させ、卒業研究発表会の資
料を作成する。

第28回 卒業研究発表会 卒業研究発表会を行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
年間を通じ先行研究の探索など論文の執筆に必要な情報の収集に努めること。
準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に設けない。
【参考書】
適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
論文 (70%)と卒業研究発表 (30%)によって評価する。
【学生の意見等からの気づき】
学生にとって有意義な講義を行う。
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline）】
In this seminar, students write a graduation thesis using investigative
and analytical research methodologies on a topic which the individual
students select.
【到達目標（Learning Objectives）】
The aim of this seminar is to write a graduation thesis and make an oral
presentation.
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Your study time will be more than four hours for this seminar.
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
Your overall grade in the seminar will be decided based on the following
term end examination: graduation thesis: 60% oral presentation: 30%
usual performance score: 10%
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HSS400IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 400）

専門演習Ⅲ

木下　訓光

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：4年次／4単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
科学的分析と論理的考察に基づく学術論文の作成。
【到達目標】
卒業論文の完成。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
研究データの集積、分析を指導する。研究計画書を作成する。優れた内容の
研究は、学会で発表するための指導をする。
本授業専門演習Ⅲは集中授業と考えるべきではない。専門演習は毎週水曜5限
に行うので、同時限に出頭して卒論作成の進捗報告をすることが望ましい。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 文献検索 Clinical questionに沿った先行研究

論文の選定・報告し議論する。主と
してPubmedとCiNiiを用いて先行
研究を確認する。

2 研究のdelimitation 研究のdelimitationを明確にし、選
定した先行研究論文の取捨選択を行
う。Impact factor, Cite score,
predatory journalの実態などに習熟
し、Scopusを活用する。

3 先行研究の
methodology

先行研究のmethodology、特にデー
タ解析方法、統計解析について検証
し、誤った分析方法を用いている、
あるいは不適切な統計解析を行って
いるような科学的妥当性の低い論文
を批判的に分析する。

4 先行研究の総括 各論文における仮説に対応した
delimitation、母集団、サンプル、
仮説検定方法の妥当性、null
hypothesisの適切な設定、結果の解
釈の適不適を理解できるようにする。

5 Research questionの
設定

先行研究の総括を踏まえてclinical
questionを十分distilateし、より高
度でsimpleかつ具体的なResearch
questionを設定するための議論を行
う。

6 Research questionの
distillation

Research questionの倫理的・科学
的妥当性検証と最適化を行い、最終
的に決定する。この時点で学生は
「その研究を行って一体何の役に立つ
のか」という質問に明確に回答でき
なければならない。

7 仮説立論 Research questionに対応した適切
で強力な仮説を設定する。学生は十
分なエビデンスをもってこれを過不
足なく説明することを要求される。

8 研究目的の決定 仮説に沿って適切な研究目的を設定
する。その倫理的・科学的妥当性に
ついて検証する。

9 研究方法の設定 仮説検証に必要な方法を適切に設定
する。方法の倫理的・科学的妥当性
について検証する。

10 研究倫理 本学部における研究の多くはヒトを
対象にして行われる。卒業研究でも
文部科学省・厚生労働省『人を対象
とする医学系研究に関する倫理指針』
にしたがって行う必要もあり、その
場合、倫理審査を受けたうえで許可
される。倫理委員会に研究計画の審
査を申請するために必要な、同指針
の基本について学ぶ。

11 倫理委員会における卒
業研究審査の対策

倫理審査申請書作成指導。実際にス
ポーツ健康学部倫理委員会に提出し
審査を受けるための申請書の作成方
法について学習する。

12 研究論文導入部の論述 研究論文導入部について議論、指導
を受ける。学生は研究目的と仮説に
至るまでを理路整然と説明できるこ
とが求められる。

13 パラグラフライティング 適切な論理的表現をするために必要
な日本語力、すなわち論理的文章の
作成について学ぶ。導入部をパラグ
ラフライティングの手法に則って明
確に叙述できるように学ぶ。指導を
踏まえて次週までに研究論文導入部
の草稿を完成させる。

14 研究論文導入部の提出 研究論文導入部の完成稿を提出し指
導を受ける。
夏休み期間中に調査・測定を進めて
おくこと。

15 調査・実験機器のメカニ
ズム

調査・実験に必要な分析機器・設備
のメカニズムについて学習する。た
だし本科目では、学生は夏休み期間
中にも調査・測定を行い、定期的に
成果の報告を行わなければならない。
したがってこの回のテーマに調査・
実験機器（1）とあるが、実際には第
１回目ではないことに注意すること。
あらゆる調査・測定において、「ただ
そこにある機器を使って無批判に計
測を行う」という姿勢では、得られ
たデータはすでに「研究成果」とは
呼べない代物となってしまう。いか
にして信頼性・妥当性のある調査・
測定を行いえるか、その基本ともい
える機器類の工学的メカニズムにつ
いて学習する。

16 調査・実験機器の操作 調査・実験に必要な分析機器・設備
の扱いを習得する。準備、整備、検
定・較正作業、後片付け、実験室に
おける注意・ルールなど、最低限習
得しておかなければならない技能を
習得する。

17 分析手法の検討 測定データの分析に用いる統計解析
手法について検討する。適切な分析
方法の設定とその理論的根拠を明確
に述べることができるようにする。
なお実際の測定は夏休みを含め、授
業時間以外に行うことがほとんどで
ある。前回までの理解を踏まえて授
業時間以外に速やかに調査・測定を
進めること。

18 分析の実践 この時点までに得た測定データを総
括し報告を行い議論する。

19 研究方法の執筆 この回までに研究方法のセクション
を完成させて提出する。研究方法に
ついてプレゼンテーションを行う。

20 研究結果の執筆 この回までに研究結果のセクション
を完成させて提出する。研究結果に
ついてプレゼンテーションを行う。

21 考察の発表 研究結果の考察を行う。研究結果を
考察した内容をプレゼンテーション
する。

22 考察の執筆 この回までに研究考察セクションを
完成させて提出する。

23 結論の執筆 この回までに結論セクションを完成
させて提出する。

24 卒業論文の推敲 論文初稿の推敲水準は低いものであ
る。「書き上げた」だけでは論文とし
て仕上がっていないことが多いと心
得てほしい。特に参考文献の記載を
ルールに則り最初から正確に記載で
きる学生は少ないであろう。そこで、
どのようなポイントに留意して推敲
するか、また校閲・校正の作業も経
験し、正式に論文と呼べる成果物に
仕上げるために必要な手続きについ
て学習する。

25 卒業論文完成稿の提出 この回までに卒業論文を完成させて
提出する。提出した論文の査読・指
導を受ける。

26 卒業論文発表 ゼミ生を対象に卒論を発表する。
27 卒業研究発表会の準備 スライドを作成して提出、指導を受

ける。なおスライドはすべて英語で
作らなければならない。

28 卒業研究発表会予演会 ゼミ生を対象に卒業研究発表会の予
演会を行う。
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【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
①研究データ解析
②調査活動
③学会・研究会参加
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に定めず
【参考書】
なし
【成績評価の方法と基準】
卒業論文（100％）：科学的データに基づき、論理的に考察され、かつ指定さ
れた様式にのっとって記述された卒業論文の完成をもってのみ単位認定をす
る。推敲水準の低い論文には単位を与えない。
なお10月終わりまでに先行研究の総括から始まって測定・調査を終了し、緒
言部分の執筆が終了していない場合は卒論の執筆中止を言い渡す可能性があ
るので注意すること。その場合、専門演習Ⅲの単位取得は出来ない。
【学生の意見等からの気づき】
卒業研究を計画的に完成させられるように指導する。
【その他の重要事項】
授業の展開によって、若干の変更があり得る。
【実務の経験】
臨床経験および医学研究歴を有する医師（日本スポーツ協会認定スポーツド
クター、日本医師会健康認定スポーツ医）が授業を行う。
【どのように実務経験が授業に反映されるか】
上記経験に基づき、「人を対象とする医学系研究」の最適な指導ができる。
【注意事項-1】（再掲）本授業専門演習Ⅲは集中授業と考えるべきではない。専
門演習は毎週水曜5限に行うので、同時限に出頭して卒論作成の進捗報告をす
ることが望ましい。またそれ以外に個人指導を希望する場合は必ず事前にＥ
メールなどでアポイントメントをとり相談すること。
【注意事項-2】専門演習Ⅱの過程において、年度末の2月上旬までに専門演習
Ⅲで取り組む卒業研究に関して、具体的で実現可能な研究計画書を提出でき
なかった場合は専門演習Ⅲの履修を認めない。
【注意事項-3】本ゼミにおける卒業論文提出の期限は12月末であり、学部の提
出期限と異なる。この提出期限までに完成度の高い論文を作成して終了でき
ない場合は専門演習Ⅲの単位を与えない。学生は十分な余裕を持って早期に
執筆を開始すること。
【Outline (in English)】
[Course outline] The lecture intends to provide basic and advanced
knowledge and skill of writing a graduation thesis.
[Learning objectives] The goal of the lecture is to complete writing
the graduation thesis.
[Learning activities outside of classroom] Total hours for studying
outside of classroom is estimated to be 10 hours. Students are strongly
encouraged to visit the laboratory for consultation about their thesis
frequently.
[Grading criteria/policy] The grading will be determined by the
graduation thesis (100%). The student who couldn’t report the research
design of graduation thesis in detail by the beginning of February in the
former year of the seminar II is not permitted to take the seminar III.
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専門演習Ⅲ

木村　新

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：4年次／4単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
専門演習Ⅱにおいて設定した研究テーマに関する卒業論文を執筆した後に、プ
レゼンテーションを行う。
【到達目標】
・先行研究を十分に検討できている
・測定・分析が適切になされている
・適切な結果の解釈ができる
・設定したテーマについて論文としてまとめることができる
・完成した論文をプレゼンテーションできる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
実験研究を中心とした卒業研究を、先行研究の読み込みから、予備実験、本
実験を通して、卒業論文を仕上げていく。
本専門演習Ⅲは集中授業ではなく原則として毎週水曜5限に行うものとし、同
時限に卒論作成の進捗報告を行ってもらう。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 卒論作成へ向けてのスケジュール確

認
第2回 先行研究の整理 先行研究の背景や実験およびデータ

解析方法、解釈や考察内容いついて
批判的に検討する。

第3回 先行研究の総括と
Research questionの
設定

先行研究同士の関係性を把握するこ
とで、検討すべき問いを設定する。

第4回 研究目的の設定 検討すべき問いに沿った研究目的を
設定し、その研究を行う意義つまり、
その研究を行うことが学術的あるい
は実践的観点からどんな利益をもた
らすのかを検討する。

第5回 研究方法の設定 実験方法や取得されたデータの分析
方法を設定する。

第6回 本実験開始 被験者・検者とともに実験を開始し、
データを取得する。

第7回 本実験実施 引き続き、本実験を行う。
第8回 データ集計 得られたデータを集計し、分析でき

る形にまで整理する。
第9回 データ分析 集計したデータを解析するとともに、

分析結果をまとめる。
第10回 分析結果の考察 得られた分析結果に対して妥当な解

釈を与えて、考察を深める。
第11回 研究背景の発表 研究背景について執筆方法の指導を

受け、研究背景についてプレゼン
テーションを行う。

第12回 研究背景の執筆 適切な論理的表現をするために必要
な論理的文章の作成方法について学
び、背景を完成させる。

第13回 研究方法の発表 研究方法について執筆方法の指導を
受け、研究方法についてプレゼン
テーションを行う。

第14回 研究方法の執筆 方法セクションの執筆を完成させる。
第15回 研究結果の発表 研究結果について執筆方法の指導を

受け、研究結果についてプレゼン
テーションを行う。

第16回 研究結果の執筆 結果のセクションの執筆を完成させ
る。

第17回 考察内容の発表 考察内容について執筆方法の指導を
受け、プレゼンテーションを行う。

第18回 考察の執筆 考察のセクションの執筆を完成させ
る。

第19回 結論の執筆 結論のセクションの執筆を完成させ
る。

第20回 論文の推敲① この段階では、ひとまず書き上げた
状態であることが予想されるために、
論文として仕上がっていないことが
多い。ここから推敲を重ねることで
仕上げていく。

第21回 論文の推敲② 設定した問いに対して、実験方法、
分析内容、考察に一貫性があるのか
を確認する。パラグラフの過不足を
確認する。

第22回 論文の推敲③ 論理的飛躍が無いか、適切な論理的
表現が用いられているか、参考文献
が適切に引用されているのかを確認
する。

第23回 論文完成稿の提出 卒業論文を完成させて指導教員に提
出し、提出した論文の査読・指導を
受ける

第24回 論文完成稿の修正① 論文の査読・指導内容を基に適宜修
正する。

第25回 論文完成稿の修正② 引き続き、論文の修正え行う。
第26回 卒業研究発表予演 卒業研究発表会前に予演をゼミ内で

行う。
第27回 卒業論文発表会 これまでの研究の成果を発表し、

ディスカッションを行う。
第28回 卒業論文提出 発表会などのディスカッションを踏

まえて、最終的な完成版の卒業論文
を提出する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・文献調査
・データ解析
・本実験
・論文執筆
・プレゼンテーションの準備
これらの準備学習・復習時間 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に定めず。
【参考書】
なし。
【成績評価の方法と基準】
完成度ならびにプレゼンテーション (100%)

【学生の意見等からの気づき】
課題ややるべきことは多いものの多くの学生が充実感を得ており、学んだこ
とを将来に活かすことができると感じている。
【その他の重要事項】
授業の展開によって、若干の変更があり得る。
専門演習Ⅱの過程において、年度末の1月下旬までに専門演習Ⅲで取り組む卒
業研究に関して、研究計画書を提出できなかった場合は専門演習Ⅲの履修を
認めない可能性がある。
【Outline (in English)】
[Course outline] The course intends to provide basic and advanced
knowledge and skills for writing a graduation thesis.
[Learning objectives] The goal of the course is to complete writing the
graduation thesis.
[Learning activities outside of classroom] Students are strongly
encouraged to visit the laboratory for consultation about their thesis.
[Grading criteria/policy] Graduation thesis (100%).
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専門演習Ⅲ

笹澤　吉明

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：4年次／4単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本講義の目的は、設定した研究課題について先行研究を踏まえて研究を進
め、論文に仕上げる過程を体験し、卒業論文としてまとめあげることで、研
究の流れと意義を学ぶことである。
　研究課題を探索し、その課題に関して現在までに報告されている知見につ
いてまとめる。そのうえで、新規性のある知見を得るための研究方法を検討
し、調査の実施とともに得られた結果を分析・考察する。一連の成果を論文
としてまとめられるようにする。この学びは社会にでてからでも役に立つこ
とを学ぶ。
【到達目標】
学術論文を構成するそれぞれのパーツがどのように構成され、どのような研
究手法があるのかを理解できるようにする。卒業論文を仕上げることにより、
研究とは何かについて認識を深めるとともに、新たな知見をまとめ上げて報
告することの重要性に気付くようにする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
授業の進め方は、実施しようとする課題（研究テーマ）により進捗状況が異
なるので個別に指導を行う。開始に当たっては、研究計画を立てるために全
員により共通理解を図る。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 課題の探索 学生の研究対象と考える領域につい

て資料や論文を提供し、読み込む。
2 卒業研究の進め方 卒業研究の進め方について全体把握

できるようにする。
3 卒業研究の課題抽出 興味関心のある研究テーマについて

意見交換し、研究対象について絞り
込む。

4 研究テーマに関わる先
行研究の方法の分析　

研究テーマに関連する先行研究を読
み込み、様々な研究方法があること
を理解できるようにする。

5 新規となる研究課題の
分析方法

先行研究を事例とし、統計学的手法
など分析の進め方について理解でき
るようにする。

6 先行研究の報告 課題とする研究テーマに関連する先
行研究について文献検索により入手
し、読み込んでまとめる。

7 研究対象となる課題の絞
り込みと研究方法の検討

得られた知見をもとに新規の研究課
題を絞り込むとともに、研究方法に
ついて検討する。

8 質的調査の統計手法の
検討

分析方法のうち、質的調査の方法に
ついて検討する。

9 量的調査の統計手法の
検討

分析方法のうち、量的調査の方法に
ついて検討する。

10 文献学的研究の検討 統計学的手法と取らない場合の文献
学的研究、実践研究について理解で
きるようにする。

11 リサーチクエスチョンの
設定と研究計画の立案

研究で明らかにしようとするリサー
チクエスチョンの明確化と研究計画
の立案をはかる。

12 予備調査 研究計画に基づき、本調査に先立つ
予備調査の計画と実施。

13 予備調査の結果解析 得られた結果について解析するとと
もに課題を抽出する。

14 まとめ 調査方法を確定するとともに、これ
までに得られた成果を整理する。

15 本調査実施に向けての
研究計画の修正立案

これまでに得られた成果をもとに、
本調査に向けての研究計画を再度作
成する。

16 調査（実践）の実施　 本調査又は教育実践の実施。
17 調査（実践）の進捗状況

の確認と課題の確認
調査の進捗状況についてレポート作
成するとともに、問題点について確
認する。

18 調査及び実践結果の確認 得られた結果を整理・入力し、デー
タの確認を行う。　実践については
効果評価の進め方について検討する。

19 分析結果の解析と解釈 統計解析を実施する。実践について
は問題点の洗い出しとともに修正作
業を行う。

20 結果の視覚化 得られた結果について図表として視
覚化し、整理し、評価する。

21 結果と考察の作成 結果のまとめ方と考察の進め方につ
いて理解し、自分なりの考え方をレ
ポートする。

22 関連する論文の整理 進めてきた研究と関連する内容の論
文を整理し、まとめる。

23 剽窃 卒業論文執筆に際し、剽窃について
理解できるようにする。

24 問題と目的の執筆指導 卒論の問題と目的に関する執筆をす
すめ、疑問点を克服する。

25 結果と考察の執筆指導 卒業論文の結果と考察に関する執筆
をすすめ、疑問点を克服する。

26 卒業論文の修正 執筆した卒業論文の推敲と校正を加
える。

27 論文完成 卒業論文の校正作業と課題の抽出。
28 プレゼンテーションに

むけて
発表に向けてのプレゼンテーション
の指導

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
学術論文を要約する。
与えられた課題を仕上げる。本授業の準備学習・復習時間は各3時間を標準と
します。
【テキスト（教科書）】
教育実践をテーマとする場合は高等学校保健体育科教科書
【参考書】
教育実践をテーマとする場合は適宜参考資料を配布
【成績評価の方法と基準】
進捗状況のレポート２０％、卒業論文８０％
【学生の意見等からの気づき】
テーマごとに学生個別に対応することで、適宜学生の意見を組み入れる。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
特になし
【Outline (in English)】
　 The purpose of this course is to learn the flow and significance of
research by experiencing the process of conducting research on a set
research topic based on previous research, completing it into a thesis,
and summarizing it as a graduation thesis.
　Students will search for a research topic and summarize the findings
reported to date on that topic. Then, research methods to obtain novel
findings will be examined, and the results obtained will be analyzed
and discussed along with the implementation of the research. The
results of this series of studies will be compiled in the form of a thesis.
Students will learn that this study will be useful even after they enter
the workforce.
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専門演習Ⅲ

島本　好平

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：4年次／4単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ライフスキル獲得に関する調査研究または実践研究を、アスリート等を対象
として実施し、その一連の成果を卒業論文としてまとめる。
【到達目標】
関連する先行研究をもとに仮説を立て、科学的手続きにもとづく研究を通し
てその検証を行い、その結果について種々の先行研究をもとに考察を行える。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
専門演習Ⅱまでの習得した統計解析手法や質問紙法等の一連の方法論を駆使
し、主体的かつ着実に卒業研究を遂行する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 専門演習Ⅰについて振り返り、Ⅱの

演習の流れについて確認を行う。
2 仮の研究テーマの検討 卒業研究に係る一連の流れを体験す

るための仮のテーマについて検討を
行う。

3 仮の研究テーマの決定 関連する先行研究等を入念に確認し
た上で、仮の研究テーマを決定する。

4 仮のテーマにおける研
究目的の検討

何をどこまで明らかにしようとする
のか、研究の目的について検討する。

5 研究目的の決定と調査
計画の検討

研究目的を決定した後、それを達成
するための調査計画の検討を行う。

6 調査計画のプレゼン発表 調査計画をゼミメンバーにプレゼン
し、ディスカッションを通して細部
にわたり検討する。

7 アンケート用紙の作成
（調査内容の検討）

実際にデータを収集する調査内容に
ついて検討を行う。

8 アンケート用紙の作成
（レイアウトの検討）

信頼のあるデータの確保につながる、
調査票のレイアウトについて検討を
行う。

9 調査対象と調査時期の
検討

データを収集する対象を決め、それ
に適した調査時期を検討する。

10 手続きの検討 確実に調査を実施するための依頼の
手順と、回答者への倫理的配慮につ
いて検討を行う。

11 データ入力フォーマッ
トの検討

回収したデータを効率良く入力して
いくためのフォーマットについて検
討を行う。

12 データの回収から入力
まで

データ入力作業に移るまでに必要な
作業について学習を行う。

13 データ入力時注意事項
の確認

データケースの採用・不採用を区別
するための視点等について学習する。

14 まとめ 春学期の一連の学習内容について振
り返りを行い、さらに理解を深めて
いく。

15 秋学期における目標設定 秋学期の学習の見通しを示すととも
に、各自目標の設定を行う。

16 統計的分析方法の確認 仮テーマにおける研究の目的を達成
するために必要な分析手法について
確認する。

17 統計的分析手法の学習 確実に分析が実施できるよう、サン
プルデータ等をもとに分析手法への
理解を深める。

18 統計的分析の実施 回収したデータに対して実際に分析
を実施する。

19 統計的分析の実施（追
認）

再度同様の分析を実施し、先に得られ
た結果に間違いがないかを確認する。

20 分析結果の解釈 個々の分析結果を適切に解釈するた
めの視点について学ぶ。

21 分析結果の提示 個々の分析結果を順序良く提示して
いくための視点について学ぶ。

22 分析結果の考察の意味 考察とは何かの視点を学ぶ。

23 分析結果への考察を深
める

より深い考察を行うための視点を学
ぶ。

24 発表資料の構成の検討 各章（序論、方法、結果、考察）に割
り当てる内容を検討する。

25 発表資料の作成 パワーポイントを用いて発表資料の
作成に取り組む。

26 プレゼン発表の練習 一通り発表を行い、改善点を確認し
た上で発表資料に修正を加える。

27 仮のテーマにもとづく
研究発表会

次年度の本番さながらの研究発表会
を行う。

28 まとめ 秋学期の一連の学習内容について振
り返りを行い、さらに理解を深める。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の予習・復習時間はそれぞれ2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
なし。
【参考書】
なし。
【成績評価の方法と基準】
参加状況・態度による平常点（４０％）、卒論論文（６０％）により評価する。
【学生の意見等からの気づき】
学生からのフォードバックをもとに、より望ましいコーチングの実現に努め
ていきます。
【Outline (in English)】
【Course outline】
During this course, students can focus on their life skills research
including examination or practice toward student athletes and so on.
【Learning Objectives】
At the end of the course, students are expected to write up the
graduation thesis with valuable research findings.
【Learning activities outside of classroom】
After each class meeting, students will be expected to spend a few hours
to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following
The process: 40%, The main finding: 40%, The appearance of the thesis:
20%
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瀬戸　宏明

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：4年次／4単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
専門演習 IIで決定したテーマから科学的分析や論理的考察に基づいて卒業論
文を完成させる。
【到達目標】
１：卒業論文完成までの作成過程の学習
２：卒業論文の完成
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
１：実験より得られたデータの分析
２：先行研究より考えられる仮説、実験方法を随時検討する
社会情勢によってはオンライン授業に変更することもありうる。それにとも
なう各回の授業計画の変更については、学習支援システムなどでその都度提
示する。具体的なオンライン授業の方法などを授業内掲示板などで提示する
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 卒業論文作成について方向性の確認
第2回 先行研究の検討 先行研究について精査する。
第3回 先行研究と自身のテー

マとの対比
先行研究に対して自身の求めている
研究の整合性について検討する。

第4回 研究方法の精査 研究方法について検討する。
第5回 予備実験の準備 先行研究に基づいて研究デザインを

決定する。
第6回 予備実験の実施 予備実験をおこない研究の方向性の

確認をおこなう。
第7回 予備実験の最終確認 予備実験をおこない改善点を検討す

る
第8回 データの収集 データの収集をおこなう。
第9回 データの解析 データの解析をおこなう。
第10回 倫理書作成と論文作成

について
倫理書の作成と今後論文作成につい
てのガイダンスをおこなう

第11回 論文指導（緒言） 論文における緒言の意義について指
導をおこなう。

第12回 論文指導（対象と方法） 論文における対象と方法について指
導をおこなう。

第13回 論文指導（結果） 論文における結果のまとめかたにつ
いて指導をおこなう。

第14回 論文指導（考察、まと
め）

考察の論理的構築の指導をおこなう。

第15回 ガイダンス 中間報告と今後の方向性の検討
第16回 実験の最終確認 実験方法の最終確認
第17回 実験の実施 実験の実施をおこなう。
第18回 結果報告

実験の継続
結果報告と引き続き不足分の実験を
おこなう。

第19回 追加実験 必要に応じて追加実験をおこなう。
第20回 実験の limitationにつ

いて
実験の limitationについて検討する。

第21回 緒言の作成 仮説、緒言、目的について精査する
第22回 対象と方法の作成 方法について精査する
第23回 結果の作成 結果について精査する
第24回 考察、まとめの作成 考察とまとめについて精査する
第25回 卒業論文の作成 全体について振り返りをおこなう
第26回 卒業論文の予演 ゼミ内での予演をおこなう
第27回 卒業論文の発表 卒業研究の発表
第28回 卒業論文の提出 卒業論文の完成・提出
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定論文の精読
データの解析
学会、研究会への参加本授業の準備学習・復習時間は各 2 時間 を標準とし
ます。
【テキスト（教科書）】
特に指定なし

【参考書】
研究テーマにあわせて適時紹介する
【成績評価の方法と基準】
卒業論文完成にいたる論理の構築　50％
卒業論文　50％
【学生の意見等からの気づき】
テーマを明確にし、成績評価を厳密に行う。
【学生が準備すべき機器他】
プロジェクターなど
【その他の重要事項】
授業の展開によって、若干の変更があり得る。
論文作成という性質上本人より自主的に相談の機会を作ること。
教員は整形外科医であり、スポーツ医学に長らく関わってきている。そのた
め現場で求められているものを授業で展開可能である。
必要に応じて遠隔での双方向の授業という体制をおこなう予定である。
※大学の行動方針レベルが２となった場合，この授業はオンラインで行う場
合がある。そのため大学の行動方針レベルが変更となった場合は学習支援シ
ステムで伝達するので必ず各自で確認をおこなうこと。
【Outline (in English)】
【Learning Objectives】
The lecture intends to complete of the graduation thesis based on
scientific analysis and logical consideration.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
－Learning the process of writing a graduation thesis.
－Completion of graduation thesis.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Final grade will be calculated according to the following process
graduation thesis (100%),
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高見　京太

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：4年次／4単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
卒業論文の作成に向けて、測定・調査を実施する。並行して先行研究を読み
進め、論文の緒言、方法を作成し、測定・調査の分析をもとに結果、考察、結
論と書き進める。
主体的に取り組む研究過程を通して、研究の科学的アプローチを理解し、研
究的な態度を習得する。
【到達目標】
・解決すべき現象・問題・疑問事項などの研究課題を明らかにし、研究目的を
明らかにできる。
・研究目的にそって研究計画をたてられる。
・研究計画にそってデータを収集し、分析を行える。
・得られた結果の意味や意義について考察できる。
・研究によって得られた知見をまとめ、論文および抄録を作成し、口頭発表が
できる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
春学期は、受講者全員が1週間に1回集合し、進捗状況の報告およびディス
カッションを行う。秋学期は研究テーマごとに個別指導により論文完成を目
指し、完成後にはゼミ内で発表会を実施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 卒論作成へ向けてのスケジュールを

確認する。
2 進捗状況の報告および

ディスカッション1
研究デザインの検討および先行研究
の調査をする。

3 進捗状況の報告および
ディスカッション2

研究デザインの修正と検討をして、
緒言の作成に取り掛かる。

4 進捗状況の報告および
ディスカッション3

研究デザイン発表し、議論する。

5 進捗状況の報告および
ディスカッション4

研究デザインを確定する。

6 進捗状況の報告および
ディスカッション5

調査・測定法の確認と練習を行う。

7 進捗状況の報告および
ディスカッション6

データ分析法の確認と練習を行う。

8 進捗状況の報告および
ディスカッション7

トライアルとしての調査・測定の実
施する。。

9 進捗状況の報告および
ディスカッション8

実際の調査・測定を実施する。

10 進捗状況の報告および
ディスカッション9

実際の調査・測定を実施する。

11 進捗状況の報告および
ディスカッション10

調査・測定によって得られたデータ
整理をする。

12 進捗状況の報告および
ディスカッション11

調査・測定によって得られたデータ
を分析をする。

13 進捗状況の報告および
ディスカッション12

分析したデータの結果を図表にする。

14 進捗状況の報告および
ディスカッション13

分析したデータを基に結果を記述を
始める。、

15 結果 結果を完成させる。
16 考察1 結果を受けての考察すべき内容を検

討する。
17 考察2 必要な個所への先行研究の引用をす

る。
18 考察3 考察全体を精査する。
19 考察4 考察を完成させる。
20 結果・考察を受けて1 全体の構成を確認し、結論を導く。
21 結果考察を受けて2 全体の論旨を確認する。
22 結果・考察を受けて3 論文として完成させる。
23 推敲 完成させた論文を推敲する。
24 抄録の作成 学部へ提出する抄録を完成させる。
25 卒業論文の完成 卒業論文として学部へ提出する。

26 プレゼンテーションの
準備

ゼミ内卒業研究発表会に向けて、プ
レゼン資料の作成に取り掛かる。

27 プレゼンテーション完成 プレゼン資料を完成させ発表練習を
する。

28 ゼミ卒論発表会 2,3年生の前で発表する。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
テキストは使用しない。
【参考書】
健康・スポーツ科学のための卒業論文/修士論文の書き方 出村 愼一 , 山次 俊
介 (著)

【成績評価の方法と基準】
科学的データに基づき、論理的に考察され、かつ指定された様式にのっとっ
て記述された卒業論文の完成をもってのみ単位認定をする。
研究計画の作成（30%）、卒業論文 (50%）、発表 (20%)。
【学生の意見等からの気づき】
グループディスカッションによって仲間の進捗状況を知り、お互いに助け合っ
たり競争し合いながら卒業論文の作成に取り組む環境を作る。
【Outline (in English)】
Course outline
This class is for creating a graduation thesis. Students will read the
previous studies and conduct measurements and surveys. After writing
the introduction and method of the dissertation, the student analyzes
the data obtained by the measurement and survey and writes the
results, considerations, and conclusions.　Students take the initiative
in these tasks to understand the scientific approach to research and
acquire a research attitude.
Learning Objectives
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- A. Clarify research issues such as phenomena, problems, and
questions to be solved, and clarify the research purpose.
-B. You can make a research plan according to your research purpose.
-C. Data can be collected and analyzed according to the research plan.
-D. Be able to consider the meaning and significance of the obtained
results.
-E. Summarize the findings obtained from the research, prepare papers
and abstracts, and make oral presentations.
Learning activities outside of classroom
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than four hours
for a class.
Grading Criteria /Policy
Final grade will be calculated according to the following process
Mid-term report (40%), term-end examination (60%), and in-class
contribution.
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永木　耕介

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：4年次／4単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体育科教育学・スポーツ教育学領域における卒業研究の完成を目指し、研究
テーマ・目的の設定の仕方、研究方法の選択の仕方、結果に対する分析およ
び考察の仕方等について学ぶ。
【到達目標】
研究テーマの設定に際する先行研究の調査力、研究方法に対する妥当性・信
頼性の検討力、結果に対する考察力、まとめる力を身に付ける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
担当教員の指導の下、受講者が研究に対する調査・考察を各自で進めながら、
定期的にプレゼンテーションを行い、研究をブラッシュアップしていく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究テーマの紹介① 指導教員が「体育」の「目標論」に

関する研究論文を紹介する。
2 研究テーマの紹介② 指導教員が「体育」の「カリキュラ

ム論」に関する研究論文を紹介する。
3 研究テーマの紹介③ 指導教員が「体育」の「教材論」に

関する研究論文を紹介する
4 研究テーマの紹介④ 指導教員が「体育」の「学習環境論」

に関する研究論文を紹介する
5 研究テーマの紹介⑤ 指導教員が「体育」の「学習指導論」

に関する研究論文を紹介する
6 研究テーマの紹介⑥ 指導教員が「体育」の「学習評価論」

に関する研究論文を紹介する
7 研究テーマの紹介⑦ 指導教員が「体育」の「国際比較論」

に関する研究論文を紹介する
8 研究テーマの紹介⑧ 指導教員が「運動部活動論」に関す

る研究論文を紹介する
9 研究テーマの紹介⑨ 指導教員が「体育」の「教師養成論」

に関する研究論文を紹介する
10 研究テーマの紹介⑩ 指導教員が「体育」の「教師行動論」

に関する研究論文を紹介する
11 研究テーマの設定と方

法の選択①
「目標論」に関する研究論文のテーマ
と方法について担当グループがプレ
ゼンし、自己の研究テーマ設定と方
法の選択につなげる。

12 研究テーマの設定と方
法の選択②

「カリキュラム論」に関する研究論文
のテーマと方法について担当グルー
プがプレゼンし、自己の研究テーマ
設定と方法の選択につなげる。

13 研究テーマの設定と方
法の選択③

「教材論」に関する研究論文のテーマ
と方法について担当グループがプレ
ゼンし、自己の研究テーマ設定と方
法の選択につなげる。

14 研究テーマの設定と方
法の選択④

「学習環境論」に関する研究論文の
テーマと方法について担当グループ
がプレゼンし、自己の研究テーマ設
定と方法の選択につなげる。

15 研究テーマの設定と方
法の選択⑤

「学習指導論」に関する研究論文の
テーマと方法について担当グループ
がプレゼンし、自己の研究テーマ設
定と方法の選択につなげる。

16 研究テーマの設定と方
法の選択⑥

「学習評価論」に関する研究論文の
テーマと方法について担当グループ
がプレゼンし、自己の研究テーマ設
定と方法の選択につなげる。

17 研究テーマの設定と方
法の選択⑦

「国際比較論」に関する研究論文の
テーマと方法について担当グループ
がプレゼンし、自己の研究テーマ設
定と方法の選択につなげる。

18 研究テーマの設定と方
法の選択⑧

「運動部活動論」に関する研究論文の
テーマと方法について担当グループ
がプレゼンし、自己の研究テーマ設
定と方法の選択につなげる。

19 研究テーマの設定と方
法の選択⑨

「教師養成論」に関する研究論文の
テーマと方法について担当グループ
がプレゼンし、自己の研究テーマ設
定と方法の選択につなげる。

20 研究テーマの設定と方
法の選択⑩

「教師行動論」に関する研究論文の
テーマと方法について担当グループ
がプレゼンし、自己の研究テーマ設
定と方法の選択につなげる。

21 調査方法の指導① 質問紙調査法についてレクチャーす
る。

22 調査方法の指導② 観察法についてレクチャーする。
23 統計分析法の指導① 単純集計、クロス集計、カイ二乗検

定等についてレクチャーする。
24 統計分析法の指導② T検定、分散分析、多重比較等につい

てレクチャーする。
25 統計分析法の指導③ 調査項目・内容の設定の仕方、因子

分析等についてレクチャーする。
26 質的分析法の指導① 内容分析・カテゴリー分析等につい

てレクチャーする。
27 質的分析法の指導② テキスト分析、記録法等についてレ

クチャーする。
28 まとめ方とプレゼン

テーションの指導
まとめ方とプレゼンテーションの行
い方についてレクチャーする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
卒業論文の作成へ向けて各自で授業時間外の努力を要する。本授業の準備学
習・復習時間は各 6時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
『三訂版・体育科教育学入門』、大修館書店
【参考書】
随時、紹介する。
【成績評価の方法と基準】
卒業論文内容（８０％）、卒業論文発表（２０％）
【学生の意見等からの気づき】
研究の具体像をより明確に示し、研究のオリジナル性を担保しつつも、学生
が迷路に陥らないように指導していく。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン、記録用媒体（USB等）
【その他の重要事項】
上記以外、特に無し。
【Outline (in English)】
[Course outline] This seminar is for students to study the making of
a Physical Education/Sports Education thesis from the viewpoint of
setting a purpose, selecting appropriate methodology, analyzing data,
and examining contents.
[Learning Objectives] Acquire the ability to investigate previous
research when setting a research theme, the ability to consider the
validity and reliability of research methods, the ability to consider
results, and the ability to summarize.
[Learning activities outside of classroom] Collection of materials for
writing papers, analysis of previous research, etc.
[Grading Criteria /Policy] Graduation thesis content (80%), graduation
thesis presentation (20%)
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専門演習Ⅲ

NEMES ROLAND JANOS

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：4年次／4単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
概要: この演習では、学生が自ら選択した研究テーマに基づき、緻密な計画の
下で研究活動を行い、4年間の学びの集大成として研究成果をまとめ、発表す
るプロセスを支援します。学生は自身の研究テーマについて深く考察し、体
系的な研究を実施します。
目的:
卒業研究の意義と内容理解:
- 卒業研究の目的、重要性、およびその内容と構成について総合的に理解し、
自らの研究テーマとその意義を明確にします。
研究方法の学習:
-研究の計画立案、実施方法、データ収集の技術、結果の分析と考察方法につ
いて学びます。
アカデミック・ライティング:
-研究成果を明瞭かつ効果的に伝えるためのアカデミック・ライティングの基
本を学び、論文の書き方についてのスキルを獲得します。この演習を通じて、
学生は卒業研究の意義を深く理解し、研究計画の立案から実施、結果の分析・
考察、そしてアカデミック・ライティングに至るまで、研究遂行の全過程を
経験します。これにより、学生は自らの研究テーマに関する深い理解と、研
究を遂行するための実践的なスキルを身に付けることができます。
【到達目標】
3年次に設定した専門演習 IIの研究テーマをもとに、研究内容をさらに深化
させる。研究計画の立案から実施、データの収集と分析、結果の考察、そし
て論文の執筆に至るまでのプロセスを経て、最終的に高品質な卒業論文を完
成させること。この目標達成のために、学生は自らの研究テーマに対する理
解を深め、体系的な研究プロセスを通じて、自己の学びを集大成とする形で
卒業論文を完成させる能力を習得します。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
卒業論文作成に向けた研究演習
1. 問題点の整理と検討:
- 3年次に調査研究したテーマに関する問題点を深く整理・検討し、研究をさ
らに進展させます。
2. 定期的な報告と検討:
-定期的に研究の進捗状況を報告し、指導教員や同僚との間で検討を行います。
これにより、研究の方向性を適切に保ち、必要な修正を行うことができます。
3. 研究データの集積と分析指導:
-研究に必要なデータの収集方法と分析手法について指導を受けます。データ
の集積から分析までのプロセスを適切に実施できるようにします。
4. 研究計画書の作成:
-研究の全体計画を明確にするために、研究計画書を作成します。この計画書
は、研究の方向性を定め、進行を管理するための重要なドキュメントです。
5. 学会発表のための指導:
-内容が優れている研究については、学会での発表を目指して、発表の準備と
プレゼンテーションスキルについての指導を受けます。
6. 個別指導:
-学生一人一人の研究進捗に応じて、個別指導を行います。これにより、各学
生のニーズに合わせた具体的なアドバイスを提供し、研究の質を高めるサポー
トをします。この授業を通じて、学生は自らの研究テーマを深化させ、体系
的な研究手法を駆使し、最終的には卒業論文としての成果をまとめ上げる能
力を獲得します。また、学会での発表に向けた準備も行い、研究者としての
キャリアをスタートさせる基盤を築きます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 年間計画と進み方について説明受け

る
2 研究テーマの設定 研究遂行に関する講義を受ける。グ

ループごとの研究テーマを設定する
3 研究課題の設定① グループ1のテーマに関する資料を

検索し、研究課題を設定する
4 研究課題の設定② グループ2テーマに関する資料を検

索し、研究課題を設定する

5 資料収集と分析① グループごとにミニ研究の計画を発
表し，グループ1が作成した内容に
関して論議する

6 資料収集と分析② グループごとにミニ研究の計画を発
表し，グループ2が作成した内容に
関して論議する

7 調査方法の指導 コーチング学の研究に必要される統
計学について学ぶ

8 研究計画書の作成 研究計画書の作成方法に関して講義
を受け、グループで研究計画書を作
成する

9 個人研究の計画 卒業論文で対象としたい研究テーマ
について文献をまとめ，課題を明ら
かにする

10 個人研究の発表 卒業論文で対象としたい研究テーマ
について，研究計画を発表する

11 データ収集に向けた確
認と準備

卒業論文に使用するデータの収集に
関係する機器や方法を確認し，実際
の測定・実験・調査に向けた準備を
行う

12 論文の執筆:方法 論文の「方法」を執筆し，全体で論
議・推敲する

13 収集データ・分析結果の
発表

収集データを分析して発表し、全体
で論議する

14 卒業論文執筆に向けた
スケジュール確認

進捗状況に応じて、卒業論文執筆に
向けたスケジュールの確認する

15 ガイダンス 卒業研究の進捗状況を確認するとと
もに、完成に向けた流れを理解する

16 中間発表 パワーポイントスライドを用いて卒
業論文の緒言と方法を発表し、他の
受講生と議論する。発表後は指摘さ
れた点を踏まえ、緒言および方法を
修正する

17 論文の執筆:結果 論文の「結果」を執筆して全体で論
議・推敲する

18 論文の執筆:考察 文の「考察」を執筆して全体で論議・
推敲する

19 論文の執筆:全体 卒業論文全体を執筆し，全体で推敲・
意見交換を行う

20 卒業論文作成① 個別の課題解説
21 卒業論文作成② 前回の遂行を踏まえて卒業論文の内

容・構成を再度検討する
22 卒業論文作成③論文の

執筆
卒業論文作成。
実験・調査の結果の解析をもとに緒
言、研究方法を執筆する

23 卒業論文作成④論文の
執筆 (考察)

実験・調査の解析から考察・結論を
導き出す

24 卒業論文作成⑤論文の
執筆 (推敲・校正)

論文の推敲・校正を繰り返し行う

25 卒業論文作成⑥ 論文の推敲・校正を繰り返し行うと
ともに中間発表の資料を準備する

26 論文発表 完成した卒業論文を発表し、意見交
換を行う

27 最終確認 卒業論文の内容・構成を再度検討し、
抄録作成する

28 まとめ 形式を整えて卒業論文を提出する
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
卒業論文のテーマについての参考文献収集と分析を行い、研究データ解析、調
査活動。本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします
【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
卒業論文 (100 %):科学的データに基づき、論理的に考察され、かつ指定され
た様式にのっとって記述された卒業論文の完成をもってのみ単位認定をする。
【学生の意見等からの気づき】
授業では理論に基づくことで履修者がより深く考えるように進めていきます。
【学生が準備すべき機器他】
論文の執筆やデータ分析を行うためのパソコン、マイクロソフト・オフィス
（ワード、エクセル、パワーポイント）
【Outline (in English)】
Course outline
The objective is the course to learn and utilize necessary academic
skills in order to write a university thesis in coaching related subject.
Students will be learning how to set up a research question, create
an adequate research plan, find the necessary methods and explain
the findings. Regarding the graduation thesis individual lessons and
feedback will be available in accordance with the progression.
Learning Objectives
The goal is to further deepen the content based on the research theme
of the third year’s Specialized Seminar II and ultimately complete it as
a graduation thesis.
Learning activities outside of classroom
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Research data analysis and survey activities by collecting and analyzing
references on the topic of the graduation thesis. The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy
Graduation Thesis (100%): Credit will be granted only upon completion
of a graduation thesis that is based on scientific data, logically
discussed, and written in accordance with the specified format.
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専門演習Ⅲ

望月　拓実

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：4年次／4単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本演習では、スポーツマネジメント分野における卒業論文作成に必要な知識
とスキルを習得することを目的とする。具体的には、これまでの演習で学ん
だ学術的文章作成、先行研究のレビュー、量的・質的調査の基礎を踏まえ、卒
業論文の構成要素を理解し、実際に論文を執筆する能力を養成する。
【到達目標】
１．学術論文の構造を理解している
２．スポーツマネジメント領域の文献内容を理解し要約できる
３．先行研究の内容を整理し自身の研究に引用できる
４．量的調査・質的調査のデータに基づいた分析ができる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
講義形式: 卒業論文作成に必要な知識やスキルを講義形式で説明します。
グループワーク: 研究テーマに関する議論やデータ分析をグループで行います。
個別指導: 学生の研究テーマに応じた個別指導を行います。
発表会: 研究成果を共有し、相互にフィードバックを行う機会を設けます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 演習の目的と到達目標の確認、前期の

学習方法を段階的に整理し理解する
第2回 卒業論文の構成要素の

確認（序論）
論文の構成と各要素の役割を理解す
る、序論を執筆する

第3回 卒業論文の構成要素の確
認（先行研究レビュー）

先行研究レビューの目的と方法を再
確認し、適切な文献の探し方、引用
方法を用いて執筆する

第4回 卒業論文の構成要素の
確認（研究方法）

研究方法の種類を再確認する（量的
研究、質的研究）、研究計画を立てる

第5回 研究テーマの明確化 設定した既存の研究目的を再考し、
改めて研究目的および下位目的を設
定する

第6回 研究計画書の作成 研究テーマ、目的、方法、計画をま
とめ、研究計画書を作成する

第7回 先行研究の深化（文献調
査）

研究テーマに関連する文献を収集し、
分析する

第8回 先行研究の深化（分析） 収集した文献を整理し、自身の研究
との関連性を明確にする

第9回 データ収集（量的調査） 量的調査の手順を理解し、データ収
集を開始する

第10回 データ収集（質的調査） 質的調査の手順を理解し、データ収
集を開始する

第11回 論文執筆（序論、先行研
究）

論文の序論と先行研究レビュー部分
を執筆する

第12回 論文執筆（研究方法） 論文の研究方法部分を執筆する
第13回 データ収集 (夏季期間の

計画)
夏季期間にデータ収集を完了させ、
分析するためのデータクリーニング
方法を学ぶ

第14回 前期学習内容のまとめ
と後期への準備

前期の学習内容を振り返り、後期の
準備を行う

第15回 後期授業オリエンテー
ション

後期の学習内容と進め方を確認する

第16回 論文執筆（結果） 論文の結果部分を執筆する
第17回 論文執筆（考察） 論文の考察部分を執筆する
第18回 論文執筆（結論） 論文の結論部分を執筆する
第19回 論文執筆（研究の限界と

今後の展望）
研究の限界と今後の展望部分を執筆
する

第20回 論文執筆（全体構成の見
直し）

論文全体の構成を見直し、修正する

第21回 論文執筆（推敲） 論文の表現、構成を推敲する
第22回 論文発表準備（発表資料

作成）
発表資料の作成方法を学ぶ

第23回 論文発表準備（発表練
習）

発表練習を行い、質疑応答の準備を
する

第24回 論文最終チェック 論文の形式、内容を最終確認し、提
出できる状態にする

第25回 質疑応答練習 想定される質問への回答を準備する
ための思考方法を学ぶ

第26回 卒業論文発表会１ 卒業論文の発表を行う
第27回 卒業論文発表会２ 卒業論文の発表を行う
第28回 授業全体の振り返り 授業全体の振り返りを行う
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外の課題として、文献調査、データ分析、論文執筆、発表準備などが
あります. 本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします
【テキスト（教科書）】
なし
【参考書】
なし
【成績評価の方法と基準】
卒業論文の内容と発表を総合的に評価します (100％)

【学生の意見等からの気づき】
本年度新規科目につきアンケートを実施していません
【Outline (in English)】
【Course Outline】
This seminar aims to provide students with the necessary knowledge
and skills to complete their graduation thesis in the field of sports
management. Building upon previously acquired skills in academic
writing, literature review, and basic quantitative and qualitative
research methods, students will understand the components of a
graduation thesis and develop the ability to write an academic thesis.
The course combines lectures, group work, individual guidance, and
presentation sessions to achieve these goals.
【Learning Objectives】
Upon completion of this course, students will be able to:
Understand the structure of academic papers and appropriately
describe each component
Collect and analyze relevant literature based on their research topic and
properly cite sources in their thesis
Conduct analysis based on quantitative and qualitative research data
and present results in their thesis
Complete and present their graduation thesis
Understand and summarize literature in the field of sports management
Organize prior research findings and incorporate them into their own
research
【Learning Activities Outside of Classroom】
Students are expected to engage in various activities outside of class,
including:
Conducting literature reviews
Analyzing research data
Writing thesis drafts
Preparing presentations
The standard preparation and review time for this class is 2 hours for
each session.
【Grading Criteria/Policy】
Assessment will be based on course assignments (100%) with the
following considerations:
Comprehensive evaluation of the graduation thesis content and
presentation
Assessment of research planning
Evaluation of thesis structure and organization
Quality of research content
Presentation performance
Each component will be evaluated based on its completeness, accuracy,
and adherence to academic standards. Students must submit all
required assignments and present their research to receive a final grade.
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専門演習Ⅲ

吉田　政幸

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：4年次／4単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
卒業論文の執筆では、学生自身が選んだ研究テーマについて深く考え、計画
的に研究を実施し、4年間の学びの集大成として研究成果をまとめ発表する。
本演習において、履修者は卒業研究の意義、内容と構成、実施方法、結果の分
析・考察、アカデミック・ライティングについて総合的に学習する。
【到達目標】
本演習の到達目標は以下のとおりとする：
1．各自の問題意識に基づいて研究テーマを設定できる。
2．研究の目的、重要性、要因の定義、仮説を適切に記述できる。
3．目的に応じて研究方法を適切に設定し、データを収集できる。
4．データを分析し、標本の特性と仮説の検証結果を詳細に報告できる。
5．結果を深く考察し、結論を導き出すことができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
1年をとおして計画的に卒業論文の執筆を進める。毎週、受講者は事前に指示
された点について授業時間外に記述・分析し、演習ではそれに関する添削を
受ける。併せて、次の学習課題に関して指導を受ける。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 オリエンテーションお

よび卒業論文の説明
本演習の目的および進め方を理解す
るとともに、卒業研究の内容と構成、
意義、執筆をとおして高められる能
力について学ぶ。各自が１年を通し
て取り組む研究計画を立てる。

2回 序論：緒言 卒業研究の序論の冒頭の文章の書き
方について理解し、実際に執筆する。

3回 序論：問題の所在、研究
の目的

先行研究の問題点と自分の研究の目
的を明確に述べる。

4回 序論：重要性 卒業研究の学術的重要性と実践的重
要性を説明する。

5回 序論：概念的枠組み 卒業研究で扱う重要概念や分析にお
いて測定する主な要因をすべて定義
する。

6回 序論：仮説の設定 グループ間の比較や要因間の関係性
などに関する仮説を立て、それを説
明するための図表を作成する。

7回 序論：仮説導出根拠 仮説を示した図表を説明するととも
に、仮説の導出根拠を理論的に記述
する。

8回 方法：研究環境および
対象

卒業論文のデータを収集する研究環
境および対象を設定し、母集団と標
本を特定する。

9回 方法：質問項目の設定 調査対象者の心理的要因を測定する
ため、心理的尺度を設定する。

10回 方法：質問項目の確定 調査対象者の心理的要因を測定する
ための心理的尺度を確定し、表と本
文にまとめる。

11回 調査計画の発表準備（抄
録）

卒業論文の緒言と方法を要約し、研
究計画をまとめた抄録を作成する。

12回 調査計画の発表準備（ス
ライド）

卒業論文の緒言と方法に関して発表
するためのスライド資料を作成する。

13回 調査計画の発表練習 作成したスライド資料を使って発表
の練習を行うとともに、内容につい
て他の受講者と討論する。

14回 調査計画の発表 パワーポイントスライドを用いて卒
業論文の序論と方法を発表し、他の
受講生と議論する。発表後は指摘さ
れた点を踏まえ、緒言および方法を
修正する。

15回 オリエンテーションおよ
び秋学期の概要の説明

卒業研究の進捗状況を確認するとと
もに、完成に向けた流れを理解する。

16回 方法 卒業論文の第2章「方法」を書き上げ
る。

17回 調査データの入力およ
びデータクリーニング

データ入力、欠損値や異常値のク
リーニング、変数の定義、カテゴ
リー変数の作成などを行う。

18回 結果：人口動態的特性
と行動的特性の集計

対象者の人口動態的特性と行動的特
性を集計した結果を図表で示し、そ
れらを説明する文章を記述する。

19回 結果：心理的特性の分析 対象者の心理的特性を分析した結果
を図表で示し、それらを説明する文
章を記述する。

20回 卒業論文の中間発表 研究計画に基づいてデータを収集し、
基本属性を集計した結果を発表する。

21回 結果：仮説の検証 推計統計を用いて仮説を検証し、そ
の結果を説明する文章を記述する。

22回 結果：追加分析 必要に応じて二元配置の分散分析や
セグメント別の重回帰分析などを行
い、その結果を説明する文章を記述
する。

23回 考察：全体の考察 分析結果を考察するとともに、仮説
の検証が示す意味を客観的に理解し、
記述する。

24回 考察：実践的貢献 研究テーマの実践に関わる実務担当
者の業務の遂行をさらに促進するた
めの提案を行う。

25回 考察：研究の限界と今
後の展望

実施した卒業研究では明らかにでき
なかった点や研究方法における問題
点を記述するとともに、今後の研究
が取り組むべき研究課題や改善点に
ついても言及する。

26回 結論、引用文献、巻末資
料

研究の目的と結果として示した科学
的証左との対応の中で結論を導き出
す。併せて、引用文献や巻末資料も
整え、卒業論文を完成させる。

27回 最終発表の準備 卒業論文を発表するためのパワーポ
イントスライドを作成するとともに、
卒業論文の要約を抄録としてまとめ
る。

28回 最終発表 パワーポイントスライドを用いて卒
業論文を発表し、他の受講生と議論
する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間外の学習として毎週与えられる課題に取り組み、それを事前に記述・
分析してきてください。演習ではその内容を添削するとともに、次の課題を
説明します。本授業の準備学習・復習時間は各 4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし（必要に応じて資料を配付する）。
【参考書】
各学生の研究テーマに関連する過去の卒業論文や一般の論文。
仲澤眞・吉田政幸（編著）（2017）よくわかるスポーツマーケティング．ミネ
ルヴァ書房．2,640円
原田宗彦（編）（2021）スポーツ産業論（第7版）．杏林書院：東京．2,750円
【成績評価の方法と基準】
テーマ発表：10点
調査計画の発表：10点
中間発表：10点
最終発表：20点
卒業論文（①序論、②方法、③結果、④考察、⑤その他文章力、論理性、書式
など）：50点
合計：100点
【評価基準】
4回の発表と卒業論文の本文の執筆によって獲得する得点は、以下の基準に
よって決定する。
100%：計画に沿って研究を実施する際、科学的な方法に基づいて客観性を確
保するとともに、明確な概念規定と仮説に従って理論的な検証を進め、研究
としての新規性が十分に認められる。
80%：計画に沿って研究を実施する際、科学的な方法に基づいて客観性を確
保するとともに、明確な概念規定と仮説に従って理論的な検証を進めている。
60%：計画に沿って研究を実施する際、科学的な方法に基づいて客観性を確
保するとともに、明確な概念規定のもとで議論を展開している。
40%：計画に沿って研究を実施する中で、科学的な方法に基づき客観的に発
表（または記述）している。
20%：自身が立てた計画に沿って研究を実施している。
【学生の意見等からの気づき】
就職活動などの影響により、学生によって研究の進捗状況が異なりますが、特
に遅れている学生を支援したいと思います。
【学生が準備すべき機器他】
論文の執筆やデータ分析を行うためのパソコン、マイクロソフト・オフィス
（ワード、エクセル、パワーポイント）
【その他の重要事項】
研究（research）とは、繰り返し（re）探求（search）を続けることです。１
年を通じて計画的に取り組んでください。
【Outline (in English)】
(Course outline)
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This course is an advanced seminar to write a graduation thesis in the
fields of sport management. Upon successful completion of this course,
students will be able to submit their theses that are worthy of being
considered as sport management articles.
(Learning objectives)
The goals of this seminar are to (1) understand the purpose, importance,
and benefit of a graduation thesis, (2) conduct research focusing on their
own interests, (3) collect and analyze data in the sport industry, and (4)
interpret conclusions drawn from their findings.
(Learning activities outside of classroom)
Before each class, students are expected to analyze data and write the
introduction, method, result, and discussion sections and spend four
hours to understand the course content.
(Grading criteria)
Grading will be decided based on each student’s topic of interest (10%),
research plan (10%), mid-term presentation (10%), final presentation
(20%), and the quality of the graduation thesis (50%).
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専門演習Ⅲ

越智　英輔

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：4年次／4単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、卒業論文の作成にあたって必要な研究の構想、計画、実験・調査
の実施、データ分析を行います。あわせて、得られた結果の解釈や考察をす
すめます。最終的に卒業論文としてまとめるとともにプレゼンテーションも
行います。
【到達目標】
1. 研究テーマを設定できる
2. 適切な研究計画を立案できる
3. 適切な結果の解釈ができる
4. 上記を論文としてまとめることができる
5. 完成した卒業論文をプレゼンテーションできる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
専門演習Ⅰ、Ⅱで学習した内容をさらに深めていきます。研究計画書を作成
し、実際に調査、実験を行いデータを取得します。得られたデータを分析し、
結果の解釈を行います。最終的に卒業論文としてまとめるとともにプレゼン
テーションを行います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 卒業論文の作成へ向けてタイムライ

ンを確認する
2 研究テーマの設定 研究の意義と目的に照らしてテーマ

を設定する
3 研究デザインの立案 設定した研究テーマに基づき大まか

なデザインを検討する
4 研究デザインの公表 研究デザインのプレゼンテーション

を行う
5 先行研究のレビュー 先行研究を調査し、研究の背景と意

義を確認する
6 先行研究の紹介 先行研究をまとめてプレゼンテー

ションを行う
7 緒言の作成 緒言の作成法を学ぶ
8 緒言の紹介 作成した緒言をプレゼンテーション

する
9 実験・調査法の基本 実験・調査法の基本を学ぶ
10 実験・調査法の紹介 研究テーマに沿った適切な実験・調

査法をプレゼンテーションする
11 実験・調査の分析法 得られるデータを分析するための統

計手順を学ぶ
12 実験・調査の分析法の紹

介
研究テーマに沿ったデータ分析法を
紹介する。

13 関連する実験・調査方法
の確認

直接的に関係しないものの関連があ
りそうな手法を再度検討し、測定法
とアウトカムを確定する

14 方法の作成 方法の作成法を学ぶ
15 方法の紹介 作成した方法をプレゼンテーション

する
16 予備実験・調査 本実験に向けて予備実験を行う
17 予備実験・調査データの

分析
得られた予備実験データを解析する

18 予備実験・調査データの
紹介

実際の調査・測定を実施し、データ
を取得する

19 予備実験・調査結果のプ
レゼンテーション

実際の実験・調査のデータを分析し
てプレゼンテーションを行う

20 緒言と方法の再検討 緒言と方法に問題がないかを再確認
する

21 倫理的検討と研究の限
界について検討

研究対象の倫理的配慮、測定で明ら
かになる範囲を確認する

22 本実験・調査の実施 本実験・調査を実施する
23 本実験・調査の解析 結果をまとめる
24 本実験・調査結果の解釈

と考察
結果を図表にしてプレゼンテーショ
ンし、結果の解釈を深める

25 結果と考察の作成 結果と考察の作成法を学ぶ

26 結果と考察の紹介 作成した結果と考察をプレゼンテー
ションする

27 結論の作成 研究全体の結論、限界と現場への応
用を検討する

28 卒論の完成 要旨などを含めて卒論全体の構成を
最終確認する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業外での文献を調べてもらったり、解析を行ったり、プレゼンテーション
の準備を進めてもらいます。これらの準備学習・復習時間は各 2 時間を標準
とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しません。必要に応じて資料を配布します。
【参考書】
必要に応じて紹介します。
【成績評価の方法と基準】
卒業論文を100％として評価します。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
Course outline: This course introduce how to write the bachelor
thesis such as purpose, experimental design, interpretation of results,
discussion to students taking this course.
Learning Objectives: The end of the course, students should complete
the bachelor thesis.
Learning activities outside of classroom:Before each class meeting,
students will be expected to spend 2 hours to understand the course
content.
Grading Criteria /Policies: Grading will be decided based on
bachelor thesis (100%).
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専門演習Ⅲ

中澤　史

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：4年次／4単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
専門演習Ⅱにおいて設定した研究計画に基づき、調査研究を行い、その成果
を卒業論文にまとめる。
【到達目標】
1．研究の目的、意義、仮説について説明できる。
2．研究目的の解明に適した調査方法を設定できる。
3．適切にデータを収集・分析し、得られた結果について考察し結論を導き出
せる。
4．卒業論文を完成し、卒業研究発表会において発表する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
専門演習Ⅱにおける取り組みを踏まえ、卒業論文の完成に向けた調査研究に
取り組む。受講者は収集したデータや分析結果をまとめ、授業でその進捗状
況を発表し、個別指導やグループディスカッションを通して卒業論文の完成
度を高めていく。なお、授業で取り組むプレゼンテーションや提出物等に対
する講評やフィードバックは、都度行います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション・研

究計画の確認
本演習の進め方を理解するとともに、
研究計画について確認する。

2 研究の背景 先行研究や予備調査から得た知見を
踏まえて研究課題を導出し、研究目
的について確認する。

3 研究の目的と意義 研究目的を達成することによって、
どのような社会的意義があるのかに
ついて確認する。

4 枠組みの整理 研究で扱う用語や重要概念を定義し、
概念的な枠組みを整える。

5 研究仮説 調査対象となる要因間の関係性に関
する仮説を立てる。

6 対象者の設定 調査の対象となる環境や対象者を設
定する。

7 対象者の属性調査 対象者の属性を確認するためのフェ
イスシートを作成する。

8 調査方法の設定 対象者の心理的要因を測定する質問
項目を精査し、質問紙を選定する。

9 事例調査の方法 対象者の心理的変容過程の詳細を解
明するための調査方法を確定する。
　

10 調査資料の整理 フェイスシート、同意書、質問紙、
インタビューガイド等の調査資料を
整え、調査を開始する。　

11 属性項目の整理 対象者の属性を集計した結果を図表
で示し、それらを説明する文章を記
述する。

12 データの入力・分析 収集したデータを入力し、統計的方
法を用いて分析する。

13 データの質的分析 収集した逐語データ等を質的に分析
し、その結果を説明する図表および
文章を作成する。

14 中間発表 これまでの研究成果を抄録にまとめ
て発表し、指摘を受けた箇所を中心
に修正を図る。

15 今後の研究計画の確認 秋学期の流れを理解するとともに、
今後の研究計画について確認する。

16 結果の修正 中間発表での指摘を修正した内容に
ついて確認する。

17 統計分析の結果の考察 統計的分析を施した結果について考
察する。

18 質的分析の結果の精査 質的分析を施した結果の信頼性・妥
当性を高めるためにトライアンギュ
レーションを行う。

19 質的分析の結果の考察 質的分析を施した結果について考察
する。

20 全体の考察 これまでの結果およびその考察の内
容について総合的に考察する。

21 今後の課題・研究の限界 研究方法における問題点、研究で解
明できなかった課題、本研究の限界
などについて記述する。

22 緒言の完成 すでに整理した研究の背景、目的、
意義などをまとめて緒言の部分を完
成する。

23 方法の完成 調査対象者の属性、分析方法等をま
とめて方法の部分を完成する。

24 結果の完成 統計的・質的分析を通して得た結果
を図表や文章にまとめて完成する。

25 考察の完成 総合考察としてまとめた内容を精査
し、その内容を図表と文章にまとめ
て完成する。

26 結論・まとめ 本研究を通して導出された結論、今
後の課題・研究の限界等について記
述する。

27 引用文献・資料の整理 引用文献および巻末資料を整理し、
卒業論文を完成する。

28 卒業論文の発表 卒業論文の内容を抄録にまとめ、発
表する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各2時間であり、その具体的な取り組み内容は
次の通りです。
１．卒業論文の作成に役立つ文献の講読に取り組んでください。
２．データの収集、分析、考察などの調査研究に取り組んでください。
【テキスト（教科書）】
適宜資料などを配布します。
【参考書】
1.中澤　史「アスリートの心理学」日本文化出版
2.小宮あすか・布井雅人「Excelで今すぐはじめる心理統計　簡単ツールHAD
で基本を身につける」講談社
3.マーガレット・サンデロウスキー著・谷津裕子・江藤裕之訳「質的研究をめ
ぐる10のキークエスチョン　サンデロウスキー論文に学ぶ」医学書院
【成績評価の方法と基準】
次の基準に従い総合評価します。
1.卒業論文が60％、研究計画書、リアクションペーパー等の提出物、プレゼ
ンテーション、授業への参画状況が40％です。
2.出席回数が授業実施回数の 2/3以上に満たない場合はE評価とします。
3.授業開始から20分以内までの入室を遅刻とし、それ以降の入室は欠席とし
ます。また、遅刻3回で欠席1回の扱いとします。
4.やむを得ない理由がない限り全ての授業に出席してください。やむを得な
い理由とは、病気、怪我、冠婚葬祭等による欠席を指します。
5.急遽、病気、怪我、冠婚葬祭等により欠席することになった場合、出席可能
となった授業時にその旨について担当教員に報告するとともに、そのことを
証明できる資料を担当教員に提出してください。
6.研究計画書、抄録、リアクションペーパー等の提出物では、授業のテーマ
や内容を踏まえた上で適切な記述がされているかについて評価します。
7.プレゼンテーションでは、発表の仕方、スライドの出来栄え等について評
価します。
8.授業への参画状況とは、単に出席していることを意味するのではなく、ディ
スカッションや各種授業運営に主体的に関わることを評価の対象とするとい
う意味です。
9.授業とは無関係な行為（携帯電話の使用、私語、食事など）は禁止します。
指導を受けても改善が見られない場合はE評価とします。
【学生の意見等からの気づき】
卒業論文の質的向上を目的とした個別指導や受講生間の情報交換の機会を積
極的に設けます。
【学生が準備すべき機器他】
データの分析や資料の作成等が可能な機器を準備してください。
【その他の重要事項】
1.授業概要の説明、発表順の決定などを行なうため、必ず初回授業から出席
してください。
2.原則として対面授業を実施する予定です。ただし、オンライン授業に変更
される場合があるため、学習支援システムやメールによる案内を確認するよ
うにしてください。
3.授業計画は変更される場合があります。
【Outline (in English)】
【Course outline】
Based on the research plan set in the Seminar II, students will conduct
research and summarize the results in a graduation thesis.
【Learning Objectives】
1.to be able to explain the purpose, significance, and hypotheses of the
research.
2.to be able to set up research methods suitable for clarifying the
purpose of the research.
3.to be able to collect and analyze data appropriately, consider the
results obtained, and conclude on the results.
4.to complete a graduation thesis and present it at the graduation
research presentation.
【Learning activities outside of classroom】

— 392 —



スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

The standard preparatory study and review time for this exercise is 2
hours each, and the specific content of the efforts is as follows.
1.Students are expected to engage in reading of research papers that
will assist in the preparation of their graduation thesis.
2.Students are expected to engage in research studies including data
collection, analysis, and discussion.
【Grading Criteria /Policy】
Comprehensive evaluation is performed according to the following
criteria.
1.Submission of graduation theses, abstracts, etc.: 50%.
2.Presentations and class participation: 50%.
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HSS400IA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 400）

専門演習Ⅲ

林　容市

カテゴリ：専門演習・演習
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：4年次／4単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では，自らが問題・課題を提起して，先行研究のレビューから研究
の方向性を見いだし，これまでに修得した知識，経験，手法等を用いて実際
に情報収集，データ収集・分析，文章作成を行い，卒業論文を作成することを
目的とします。
【到達目標】
1．研究テーマ・課題を設定でし，適切な研究計画を立案できる。
2．妥当な方法を用いてデータ収集・分析し，適切に図表を用いて結果を提示
できる。
3．得られた結果に対して，論理的な考察ができる。
4．的確な表記・表現を用いて学術論文が執筆できる。
5．得られた結果を効果的にプレゼンテーションできる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」「DP6」「DP7」
「DP8」に関連
【授業の進め方と方法】
自らの興味に沿って研究テーマを設定し，グループでミニ研究を行い，論文
作成に向けた準備を行います。その後，研究課題・研究仮説の設定，実験・測
定・調査，統計解析方法を検討して研究計画書を作成し，全体で論議を行いま
す。計画が立案した後は，各自でデータ収集や分析を行い，結果について発
表・意見交換をします。最終的に卒業論文を完成させ，内容のプレゼンテー
ションを行います。
また，前回の授業で実施した内容や提出された課題に対しては，授業内で全
体に対してフィードバックを行います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 概要の説明 授業計画や実践内容などについて説

明を受け，グループ分けを行う。
第2回 研究テーマの設定 研究遂行に関する講義を受ける。グ

ループごとの研究テーマを設定する。
第3回 研究課題の設定 研究テーマに関する文献をレビュー

し，グループごとに研究課題を設定
する。

第4回 研究計画の立案1 複数のグループを設定し，この週の
担当のグループがミニ研究の計画を
発表した上で，その内容に関して全
体で論議する。

第5回 研究計画の立案2 前回に引き続き，この週の担当グ
ループがミニ研究の計画を発表し，
その内容に関して全体で論議する。

第6回 研究計画書の作成 研究計画書の作成方法に関して講義
を受ける。グループで研究計画書を
作成する。

第7回 研究の実践1 グループごとに，ミニ研究に向けた
データ収集の準備・実践を行う。

第8回 研究の実践2 グループごとに，データ分析，結果
のまとめ・解釈を行う。

第9回 研究成果の発表 ミニ研究の結果報告会（ミニ研究の
結果をグループごとに発表する）。

第10回 論文作成法の解説 研究結果を論文にまとめる技法など
の講義を受ける。

第11回 個人研究の計画 卒業論文で対象としたい研究テーマ
について文献をまとめ，課題を明ら
かにする。

第12回 個人研究の発表１ 履修学生の中で順番を設定し，この
週の担当学生が卒業論文で対象とし
たい研究テーマについて，研究計画
を発表する。

第13回 個人研究の発表2 前回に引き続き，この週の担当学生
が卒業論文で対象としたい研究テー
マについて，研究計画を発表する。

第14回 個人研究の計画 卒業論文の研究計画について討論し，
まとめる。

第15回 卒業論文執筆に向けた
スケジュール確認

授業内容の説明と卒業論文執筆に向
けたスケジュールの確認する。

第16回 研究計画発表 研究計画を発表し，問題点などを含
めて全体で論議する。

第17回 データ収集に向けた確
認と準備

卒業論文に使用するデータの収集に
関係する機器や方法を確認し，実際
の測定・実験・調査に向けた準備を
行う。

第18回 論文の執筆：方法 論文の「方法」を執筆し，全体で論
議・推敲する。

第19回 収集データ・分析結果の
発表1

収集データを分析して発表し，全体
で論議する。

第20回 収集データ・分析結果の
発表2

全体での論議を踏まえて図表を踏ま
えて結果を示し，発表する。

第21回 論文の執筆：結果 論文の「結果」を執筆して全体で論
議・推敲する。

第22回 論文の執筆：考察（1） 論文の「考察」を執筆して全体で論
議・推敲する。

第23回 論文の執筆：考察（2） 前回の遂行を踏まえて執筆した「考
察」を発表し，意見交換を行う。

第24回 論文の執筆：全体 卒業論文全体を執筆し，全体で推敲・
意見交換を行う。

第25回 要約の執筆 卒業論文の要約を完成させ，発表す
る。

第26回 プレゼンテーション（1） 履修学生の中で順番を設定し，この週
の担当学生が卒業論文の内容をプレ
ゼンテーションし，意見交換を行う。

第27回 プレゼンテーション（2） 前回に引き続き，この週の担当学生
が卒業論文の内容をプレゼンテー
ションし，意見交換を行う。

第28回 口頭発表練習 指定の時間内で卒業論文の内容につ
いてプレゼンテーションを行い，討
議する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業外での予習・復習の作業が，論文の完成や種々の発表の重要な要件とな
ります。課された課題に添って，資料作成や発表準備を行って下さい。
また，個人研究，グループ研究共に，各回のテーマ・内容に沿って授業以外に
時間を設けて実験・調査，発表準備などの作業を行う必要があります。授業
内活動の補足など，必要な作業をしてください。これらの準備学習・復習時
間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキストは使用しません。必要に応じて適宜資料の配付，書籍・文献の紹介
をします。
【参考書】
Thomas J. R. and Nelson J. K.（田中 喜代次 訳)．身体活動科学における研
究方法．ナップ.
出村愼一，山下秋二，佐藤進．健康・スポーツ科学のための調査研究法．杏林
書院.
浦上昌則，脇田貴文．心理学・社会科学研究のための 調査系論文の読み方．
東京図書．
田中敏，山際勇一郎．ユーザーのための教育・心理統計と実験計画法―方法
の理解から論文の書き方まで．教育出版．
【成績評価の方法と基準】
1）研究実施状況・研究論文の内容：70%，2）発表・質疑応答の内容20%、
3）発表への質問状況・論議への参加状況：10%，として総合評価します。
【学生の意見等からの気づき】
2025年度は，受講者とのコミュニケーションを密に行い，卒業論文の作成に
向けた作業を進める予定です。計画段階から余裕を持って作業を進め，実験
や調査が可能となるよう，授業内での指導を充実させて行きたいと考えてい
ます。
【学生が準備すべき機器他】
各種原稿・レポートに対してコメントをつけて返却した場合，タブレットや
スマートフォンではそのコメントを確認できないという意見がありました。
そのため，自宅または学内でパソコンを使用して原稿やレポートを確認でき
るように準備・使用環境の確認をしておいてください。
【その他の重要事項】
・シラバスの内容については，授業の進行状況や学習者の理解状況によって多
少の変更が生じる場合があります。
・授業の運営方針や受講に際しての注意点などを説明しますので，受講者は初
回の授業に必ず出席してください。
【Outline (in English)】
【Course outline】The purpose of this course is to write a graduation
thesis. To achieve this objective, students raise their research questions
and experimental designs, as well as, collect and analyze data based on
the knowledge, experience, and methods learned in previous classes.
【Learning Objectives】By the end of the course, students should be able
to:
1. Set research themes and issues and formulate appropriate research
plans.
2. Collect and analyze data using appropriate methods and present the
results using charts and tables.
3. Think logically about the results obtained.
4. Write academic papers using appropriate notation and expressions.
5. Effectively presentation of the results obtained.
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【Learning activities outside of the classroom】Preparation and review
work outside of class is an essential requirement for completing the
paper and various presentations. Students must conduct experiments,
research, and prepare for presentations outside of class according to the
assigned tasks. The standard time for these preparatory studies and
reviews is 2 hours each.
【Grading Criteria/Policy】Grading will be decided based on the content
of the research and paper conducted(70%), presentation and Q&A(20%),
and participation in the discussion to the presentation(10%).
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EDU200IA（教育学 / Education 200）

保健体育科教育法Ⅰ

小林　稔

カテゴリ：教職講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
2単位
曜日・時限：木3/Thu.3

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
学校教育の法的根拠である学習指導要領（保健体育）の変遷を踏まえ、「体育」
における学習指導要領（中学校・高等学校）に示される目標・内容・学習指導
計画・指導評価などについて理解し、修得する。加えて、学習指導の基本的・
実務的事項についての検討や学習指導案作成及び評価の方法について学ぶ。
【到達目標】
中等教育における保健体育科教育の目的・目標・学習内容、学習指導の留意
事項、学習評価等を理解し、将来の体育教師として勤めるための知識や能力、
態度を身につける。また、ICT(PCやタブレット)や教材を活かした体育の授
業づくりの基礎知識について学び、体育 (分野)学習指導計画の作成によって
「生きる力」の育成並びに生涯スポーツの推進などに貢献することのできる力
を養う。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
中学校・高等学校における保健体育科教育の目的・目標、役割を明らかにし、
学習指導の基本的・実務的事項について検討する。
講義内容としては、学校教育の法的関係、保健体育科教育の変遷より「体育」
における学習指導要領の示す目標・内容・学習指導計画・学習評価・教師像な
どについてする。
※本講義は対面型を基本とし、新型コロナ感染症の拡大状況によりオンライ
ン型に切り替えるなど柔軟に対応する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 体育科教育の必要性 体育科教育とは何か
2 体育科教育の概念 教育課程における位置づけ
3 保健体育教師の心得 姿勢・態度、服装、

生徒との関わり方
4 学習指導要領変遷 (1) 法的根拠

(憲法・教育基本法・
学校教育法・施行規則等)

5 学習指導要領変遷 (2) 戦前から現在の体育の
捉え方

6 学習指導要領要点 (1) 教科及び科目の目標　　　
(中学校・高等学校)

7 学習指導要領要点 (2) 領域及び内容の取扱い　
授業時数
小テスト

8 授業づくり① A体つくり運動
B器械運動

9 授業づくり② C陸上競技
D水泳

10 授業づくり③ E球技
F武道

11 授業づくり④ Gダンス
H体育理論

12 学習指導案作成 (1) 指導計画
(年間・単元・単元時間/
導入・展開・整理)
学習評価のねらい、方法

13 学習指導案作成 (2) 単元目標・単元時間計画/単元におけ
る評価規準の設定方法

14 まとめ
→期末試験

学習指導案の提出
学習指導要領の理解確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・毎授業ごとに、A4一枚程度の内容要約を行っておくこと
(Each class should have a one-page A4 summary of the content.)
・学習指導要領の各領域について熟読すること
（Read carefully each area of the Courses of Study）
・本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
（The standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.）

【テキスト（教科書）】
・中学校学習指導要領解説 (平成29年告示)　保健体育編（東山書房）
・高等学校学習指導要領解説(平成30年告示)　保健体育編　体育編（東山書房）
・中学校検定教科書『新中学保健体育』（学研）
・高等学校検定教科書　『最新高等保健体育』（大修館書店）
※教科書については多摩キャンパスの生協で購入可
【参考書】
・保健体育科教育法（大修館書店）
・新版体育科教育学入門 (大修館書店）
【成績評価の方法と基準】
・試験60%（中間テスト30％，期末テスト30％）
　〔Examination：60% (midterm test：30%, final test：30%)〕
・課題レポート・発表20%
〔Assignment Report and Presentation：20％〕
・最終版学習指導案20%
〔proposed plan of study and instruction：20％〕
【学生の意見等からの気づき】
・試験のみの評価ではないため、毎回のプリント・レポートや学習指導案
　作成の取り組み方、授業態度など毎回の授業に精一杯参加すること
【その他の重要事項】
・授業の展開によっては、若干の変更があり得る。
【Outline (in English)】
[Course outline]
This course introduces physical education goals, learning content and
programme of teaching to students taking this course.
[Learning objectives]
The goals of this course are to understanding the objectives and content
of the Courses of Study．
[Learning activities outside of classroom]
Students will be expected to read carefully about each area of the
courses of Study. Your study time will be more than four hours for a
class.
[Grading criteria/policy]
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end examination: 60%、Short reports : 20%、proposed plan of
study and instruction: 20%
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

EDU200IA（教育学 / Education 200）

保健体育科教育法Ⅱ

笹澤　吉明

カテゴリ：教職講義
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 配当年次／単位：2～4年次／
2単位
曜日・時限：金1/Fri.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
学習指導要領の示す中学校及び高等学校の「保健」の目標・内容・評価等につ
いて理解・習得する。また、学習指導の基本的・実務的事項についての検討や
学習指導案作成及び学習評価の方法について学ぶ。
【到達目標】
中等教育における保健体育科の教科及び科目の目標、学習内容の留意事項、学
習評価などを理解し、授業論・指導論を中心とした授業研究及び分析、ICT(PC
やタブレット)や教材を活かした保健の授業づくりの基礎的知識について学び、
学習指導計画の作成によって「生きる力」の育成並びに個人・社会生活にお
ける健康・安全に貢献することのできる力を養う。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
「保健」の指導内容や効果的な指導法などについて理解を進めるとともに、教
材活用や授業づくりのためのポイントについても学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 保健科教育の概念・必要

性
保健科教育とはなにか

第2回 学校における保健教育 教育課程における位置づけ・歴史
第3回 学習指導要領要点 (1) 中学校 (保健分野)の目標
第4回 学習指導要領要点 (2) 高等学校 (科目保健)の目標　ヘルス

プロモーションの意義
第5回 保健における各単元内

容 (1)
中学校 (4単元)の主なねらい・留意点

第6回 保健における各単元内
容 (2)

高等学校 (4単元)の主なねらい・留意
点

第7回 授業づくり (1) 学習形態 (効果的な展開方法)　学習
過程 (種類と利点・欠点)

第8回 授業づくり (2) 学習環境 (実習・実験などを効果的に
行うための ICT活用方法)

第9回 授業づくり (3) 学習評価(テスト作成方法　発問方法)
指導計画 (年間・単元・単元時間/導
入・展開・整理)

第10回 学習指導案作成 単元目標・単元時間計画・単元/本時
の目標・本時案・学習活動における
評価規準の設定方法

第11回 模擬授業と省察 (1) グループごとでの模擬授業と反省 (運
動・休養・食事)

第12回 模擬授業と省察 (2) グループごとでの模擬授業と反省 (環
境問題)

第13回 模擬授業と省察 (3) グループごとでの模擬授業と反省 (性
教育)

第14回 まとめ (実践研究) 現状と問題点、授業設計向上を目指
した学習指導案修正作業

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・毎授業ごとに、A4一枚程度のレポートを作成すること。
・中学校及び高等学校の保健の教科書は熟読することを求める。
・日常的に保健の授業内容に関わる関連情報について敏感に収集し、発言でき
るようにしておくこと。
　準備学習・復習時間は各１時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
『中学校学習指導要領解説　保健体育編』文部科学省　東山書房　
『高等学校学習指導要領解説　保健体育編　体育編』文部科学省　東山書房
『中学校学習指導要領』・『高等学校学習指導要領』（最新版　文部科学省）
【参考書】
『保健科教育の基礎』吉田瑩一郎　教育出版　
『評価規準の作成、評価方法などの工夫改善のための参考資料【中学校　保健
体育】』文部科学省国立教育政策研究所　教育課程研究センター
『評価規準の作成、評価方法などの工夫改善のための参考資料【高等学校　保
健体育】』文部科学省国立教育政策研究所　教育課程研究センター

【成績評価の方法と基準】
定期試験40%学習指導案作成20%授業で求める発言・発表 20%　毎回のリ
アクションペーパー又は小レポート 20%

【学生の意見等からの気づき】
積極的な取り組みと発言を期待する。
【その他の重要事項】
授業の進展状況に応じ、内容の若干の変更が予想されるので、進捗状況につ
いて留意すること。
【Outline (in English)】
【Course outline】　 Understand and master the objectives, contents,
and evaluation of “health” studies at junior high and high schools as
indicated in the Courses of Study.
　 In addition, students will examine the basic and practical aspects of
learning and teaching, and learn how to create learning and teaching
plans and how to evaluate learning.
【Learning Objectives】To understand the objectives of health and
physical education subjects and subjects in secondary education, points
to keep in mind regarding learning content, learning evaluation, etc., to
study and analyze classes focusing on class theory and teaching theory,
to learn the basic knowledge of creating health classes utilizing ICT
(PCs and tablets) and teaching materials, and to develop the “power
to live” by creating learning and teaching plans. The course aims to
cultivate the ability to contribute to the development of the “power to
live” and to health and safety in personal and social life through the
creation of learning and teaching plans.
【Learning activities outside of classroom】Students are required to write
a one-page A4 report for each class. Students are required to read
the health textbooks of junior high school and high school carefully.
Students are expected to read the health textbooks of junior high school
and high school carefully, and to be sensitive to the information related
to the content of health class on a daily basis, and to be able to speak
up. The standard preparation and review time is one hour each.
【Grading Criteria /Policy】Periodic examinations 40% Preparation of
instructional plans 20% Classroom remarks and presentations 20%
Reaction papers or small reports 20% Each class.
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

EDU300IA（教育学 / Education 300）

保健体育科教育法Ⅲ

永木　耕介

カテゴリ：教職講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：3～4年次／2単
位
曜日・時限：水1/Wed.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
中学校・高等学校における体育科教育法について、模擬授業を通した具体的
な授業づくりと実践的指導力の養成を目指す。
【到達目標】
学習指導案の作成、評価法等の検討ができるようになるとともに、模擬授業
を通して、説明力やコミュニケーション能力の向上等、実践につながる指導
力を身につけることを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
①グループによって選択した運動領域について、目標の設定、教材・教具、指
導法、評価法等を検討し、単元計画を踏まえた学習指導案の作成を行う。②
グループごとで指導案にもとづいた模擬授業を実施し、受講者全員による振
り返りによって各模擬授業を評価し合う。それらを踏まえ、最終的に各自が
改善した学習指導案を提出する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 事前テストと模擬授業用の指導案の

確認
2 模擬授業①

陸上競技（ハードル走）
または体育理論

グループによる模擬授業の実施。実
施後、教師役の自己評価、生徒役の
評価

3 模擬授業②
陸上競技（リレー）
または体育理論

グループによる模擬授業の実施。実
施後、教師役の自己評価、生徒役の
評価

4 模擬授業③
球技・ゴール型
（フットサル）
または体育理論

グループによる模擬授業の実施。実
施後、教師役の自己評価、生徒役の
評価

5 模擬授業④
球技・ベースボール型
（ベースボール・ファ
イブ）
または体育理論

グループによる模擬授業の実施。実
施後、教師役の自己評価、生徒役の
評価

6 模擬授業⑤
武道（剣道）
または体育理論

グループによる模擬授業の実施。実
施後、教師役の自己評価、生徒役の
評価

7 模擬授業⑥
武道（柔道）
または体育理論

グループによる模擬授業の実施。実
施後、教師役の自己評価、生徒役の
評価

8 模擬授業⑦
器械運動（マット）
または体育理論

グループによる模擬授業の実施。実
施後、教師役の自己評価、生徒役の
評価

9 模擬授業⑧
球技・ネット型
（バレーボール）
または体育理論

グループによる模擬授業の実施。実
施後、教師役の自己評価、生徒役の
評価

10 模擬授業⑨
球技・ゴール型
（バスケットボール3
人制）
または体育理論

グループによる模擬授業の実施。実
施後、教師役の自己評価、生徒役の
評価

11 模擬授業⑩
体つくり運動（動きを高
める）
または体育理論

グループによる模擬授業の実施。実
施後、教師役の自己評価、生徒役の
評価

12 模擬授業⑪
ダンス（創作ダンス）
または体育理論

グループによる模擬授業の実施。実
施後、教師役の自己評価、生徒役の
評価

13 模擬授業⑫
ダンス（現代的なリズム
のダンス）
または体育理論

グループによる模擬授業の実施。実
施後、教師役の自己評価、生徒役の
評価

14 合評会および総括 各グループで模擬授業のまとめをプ
レゼンテーション、グループ間による
相互評価、改善指導案の提出（後日）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
学習指導案、模擬授業の準備についてはグループ毎で授業時間外も打ち合わ
せを必要とする。模擬授業の実施後、グループ毎で授業評価、授業記録等に
もとづいた振り返りを行うこと。本授業の準備学習・復習時間は各4時間を
標準とします。
【テキスト（教科書）】
中学校学習指導要領解説　保健体育編　（東山書房）
高等学校学習指導要領解説　保健体育編　体育編　（東山書房）
中学保健体育　 (学研)
最新高等保健体育　 (大修館書店)

【参考書】
体育科教育学入門（大修館書店）
体育授業を観察評価する（明和出版）
体育の教材を創る（大修館書店）
楽しい体育理論の授業をつくろう（大修館書店）
【成績評価の方法と基準】
事前テスト（２０％）、参加状況・態度による平常点（７０％）、改善指導案提
出（１０％）により評価する。
【学生の意見等からの気づき】
今年度も受講生が積極的に参加しながら理解を深めることができる授業を展
開する。
【学生が準備すべき機器他】
課題提出については学習支援システムを使用する。
模擬授業の教具は各グループで事務課から借用すること（借用願を1週間前ま
でに提出）。
【その他の重要事項】
事前ガイダンス（8月初め）に必ず出席すること。
「保健体育科教育法Ⅰ」を履修していること。本授業計画は履修者数や授業展
開によって若干の変更があり得る。
【Outline (in English)】
The aim of this class is for students to acquire the capability to
design lessons and deliver practical instruction based on the Physical
Education pedagogy for both Junior and Senior High Schools.
The goal is to enable students to create lesson plans and consider
evaluation methods, as well as to acquire practical teaching skills, such
as improved explanatory and communication abilities through mock
lessons.
Each group will be required to meet outside of class hours to prepare
a learning instructional plan and mock class.After conducting the mock
class, each group should reflect on the class based on class evaluations,
class records, etc.The standard preparation and review time for this
class is 4 hours each.
Ordinary points based on participation and attitude(70％)
Test [mainly Course of Study〕(20％)
report [mainly proposed plan of study and instruction〕(10％)
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

EDU300IA（教育学 / Education 300）

保健体育科教育法Ⅳ

小田　佳子

カテゴリ：教職講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：3～4年次／2単
位
曜日・時限：月4/Mon.4

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
中学校及び高等学校「保健分野」の学習指導要領に示す目標・内容・学習指導
計画・学習評価などを踏まえて学習指導案を作成し、模擬授業の経験を通し
て教師の資質や能力，責任などを認識し理解する。
【到達目標】
保健体育科の教科及び科目の目標、学習内容の留意事項、学習評価などを理
解した上で、実際に「保健」における学習指導計画の作成及び授業展開を行
うことで、教育的実践力を養う。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
中学校及び高等学校「保健」において、学習指導要領の示す目標・指導内容・
評価などを踏まえて学習指導案を作成する。ICT(PCやタブレット)や教材を
活用し、授業づくりの基礎知識など保健体育科教育法Ⅱ（保健）で学んだ内
容を発展・具体化して模擬授業を実施する。ただし、指導法の基本である板
書や教材づくりの工夫を大切にする。
授業後は、互いに授業評価をして振返りを行い、教師としての資質・能力、責
任などを認識・理解する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 本授業の進め方

成績評価と各担当単元の確認　
学習指導案の確認と修正

2 模擬授業及び省察
中学校①

健康な生活と病気の予防①
(中学校1年)

3 模擬授業及び省察
中学校②

心身の機能の発達と心の健康①
(中学校1年１～４)

4 模擬授業及び省察
中学校③

心身の機能の発達と心の健康②
(中学校1年２～８)

5 模擬授業及び省察
中学校④

健康な生活と病気の予防②
(中学校２年)

6 模擬授業及び省察
中学校⑤

傷害の防止①
(中学校２年)

7 模擬授業及び省察
中学校⑥

健康な生活と病気の予防③
(中学校３年)

8 模擬授業及び省察
中学校⑦

健康と環境
(中学校3年)

9 模擬授業及び省察
高校①

現代社会と健康①
（１～８）

10 模擬授業及び省察
高校②

現代社会と健康②
（９～１７）

11 模擬授業及び省察
高校③

安全な社会生活

12 模擬授業及び省察
高校④

生涯を通じる健康

13 模擬授業及び省察
高校⑤

健康を支える環境づくり

14 模擬授業ふりかえり
合評会・まとめ

模擬授業反省のプレゼンテーション、
振り返りを踏まえた学習指導案の修
正作業

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
中学校及び高等学校の学習指導要領及び教科書 (保健部分)を熟読し、
保健分野の内容を理解している必要があります。（確認テストを実施）
事前に、単元目標・単元計画・単元における評価規準、教材観・生徒観・指導
観を記述した授業指導案を作成することを課題とします。
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
・中学校学習指導要領解説　保健体育編（東山書房）
・高等学校学習指導要領解説　保健体育編　体育編（東山書房）
・中学校教科書『新中学保健体育』(学研)
・高等学校教科書『最新高等保健体育』(大修館書店)
※教科書については多摩キャンパスの生協で購入可

【参考書】
・保健科教育の基礎　 (教育出版)

【成績評価の方法と基準】
・学習指導案 (模擬授業前)20%
・模擬授業の教材研究と実践 20%　　
・模擬授業者への授業評価 (コメント)25%
・毎回の授業への参加貢献 25%　
・模擬授業反省と指導案修正10%　　
【学生の意見等からの気づき】
・模擬授業時間と振り返りの時間確保
・模擬授業を受ける学生 (生徒役)は、授業者が行う授業から、
　参考になったこと (良かった点)、改善すべきこと (改善点)を
　具体的に見つけながら参加すること
【その他の重要事項】
授業の進行状況によっては、若干の内容変更があり得る。
夏休み前に事前の履修ガイダンスを実施し、模擬授業の指導案作成（課題）を
提示する。
【Outline (in English)】
（Learning Objectives）
To create the "health education" teaching plans based on the goals,
contents, learning guidance plan and learning evaluation through the
course of study for junior high school and high school.
Then students can recognize and understand teachers’ qualities,
abilities, and responsibilities through the experience of mock lessons.
（Learning activities outside of classroom）
Students will be expected to have completed the required assignment
after each class meeting. Your study time will be more than one hour for
a class.
(Grading Criteria/Policies)
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Class guide plane: before and after(30％), Teaching skill and Attitude
for the class(30%), Feedback for others(20%), in class contribution and
feedback(10%)
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

EDU400IA（教育学 / Education 400）

教職実践演習（中・高）

熊野　真司

カテゴリ：教職講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：4年次／2単位
曜日・時限：月1/Mon.1

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
将来、中学校及び高等学校の保健体育科教員になる上で、自己の教育的実践
の課題を把握し、必要に応じて不足している知識、技能、教員の資質を補い、
その定着を図ることにより4年間の大学における教職課程履修の総仕上げを
行う。
【到達目標】
「これからの時代、社会の教職に求められる専門職性」について以下を到達で
きるようにする。
①教育における使命感や責任感、熱意・愛情について自分の課題を見出す。
②教員としての社会性や対人関係能力を身に付ける。
③生徒理解や学級経営等の問題点を挙げて解決方法を考える。
④専門教科領域における教材研究・教材作成及び指導法について知識を深める。
⑤コミュニケーションと発表・プレゼンテーション(人の前に立つこと)の技能
向上を目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
演習形式でおこなう。「到達目標」に記された内容を踏まえ、教育実習を通し
て考えさせられたこと・課題になったことを具体的な議題として取り上げ、そ
れらについて討議を行い様々な意見をもとに解決策をみつける。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション ・本講義の性格、課題、到達目標の

確認
・進め方、成績評価、出席、グループ
分け

2 ディスカッション起案 「これからの時代、社会に求められる
教職の専門性」をめぐるテーマ設定
を行う
「求められる教師像」とは？

3 ディスカッション準備 討議法・テーマに沿った具体的な議
題の立案・役割を決める
「教育実習を通した最も大きな課題は
何か？」

4 ディスカッション模擬 グループ内で模擬討議を行い、円滑
に進行できるように組み立てる

5 ディスカッション①　
　　 (保健体育科教員)

テーマ：「学校における保健体育科
教員の役割」

6 ディスカッション②　
　　 (教科-保健・体育-)

テーマ：「教科の指導力と適正な評
価」

7 ディスカッション③　
　　 (安全管理)

テーマ：「生徒に対する教師の責任
と危機管理」

8 ディスカッション④　
　　 (生徒理解)

テーマ：「生徒理解の重要性」

9 ディスカッション⑤　
　　 (学級経営)

テーマ：「学級内の人間関係形成と
学級担任の在り方」

10 ディスカッション⑥　
　　 (特別活動)

テーマ：「健康安全・体育的行事の
効果的実施」

11 ディスカッション⑦　
　　 (社会適応力)

テーマ：「キャリア教育・社会的態
度の育成」

12 ディスカッション⑧　
　　 (職務内容)

テーマ：「教員の働き方改革－生徒
指導と部活動顧問－」

13 ディスカッション⑨　
　　 (対人関係能力)

テーマ：「生徒・保護者・地域住民・
他の教員との関わり方」

14 まとめ ディスカッションの振り返り、最終
課題提出に向けての説明

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・7月の事前オリエンテーションへの参加必須
・本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
指定なし
【参考書】
・中学校学習指導要領解説　保健体育編（東山書房）

・高等学校学習指導要領解説　保健体育編　体育編（東山書房）
・中学校検定教科書『中学保健体育』（学研）or（大日本図書）
・高等学校検定教科書　『最新高等保健体育』（大修館書店）
※教科書については多摩キャンパスの生協で購入可
【成績評価の方法と基準】
・ディスカッション起案と内容等のグループワーク、役割の遂行 (40%)
・討論の参加及びリアクションペーパー作成 (30%)
・最終レポート (30%)

【学生の意見等からの気づき】
4年間の教職課程の講義、介護等体験、教育実習などを通して改めて将来教員
になるうえで必要なこと、課題などを討論の中で、クラスの皆で考える場を
提供していく。
現場に出る前に、抱えている課題の共有や解決方法を見出すことで、不安を
やわらげ自信をもって教職に向かう態度を養う。
【学生が準備すべき機器他】
必要に応じて、プロジェクターを使用する
【その他の重要事項】
教育実習の進行状況によっては、内容の若干の変更があり得る
7月に事前の履修ガイダンスを開催する
【Outline (in English)】
[Course outline］
In order to become a P.E. teacher at (junior) high school in the future,
grasp the issues of each educational practice and supplement the lack of
knowledge, skills, and teacher qualifications as necessary.
Through this class, we complete the four-year teaching training course
at the university.
[Learning objectives]
Students will be able to achieve the following with regard to
"professionalism required of society’s teaching profession in the future."
(1) Discover your own challenges in terms of a sense of mission,
responsibility, enthusiasm and affection in education.
(2) Acquire social skills and interpersonal skills as a teacher.
(3) Identify problems such as student understanding and class
management, and think about ways to solve them.
(4) To deepen knowledge of teaching material research, creation of
teaching materials, and teaching methods in specialized subject areas.
⑤ Aim to improve communication and presentation/presentation skills
(standing in front of people).
[Learning activities outside of classroom]
Participation in pre-orientation in July is mandatory
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
[Grading criteria/policy]
Group work such as drafting discussion and content, fulfilling roles
(40%)
Participate in discussions and write reaction papers (30%)
Final report (30%)
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

EDU300IA（教育学 / Education 300）

教育実習（事前指導）

熊野　真司

カテゴリ：教職講義
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 配当年次／単位：3～4年次／単位
曜日・時限：月2/Mon.2

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
次年度の教育実習に向けて、その意義や重要性を踏まえて、教師としての自
覚や責任などを理解する。
教育実習に向けた心構えを構築することを目的とする。
【到達目標】
教育実習を通して、教師としての責任と自覚を認識し、各学校現場における
充実した教育実習を実施する心構えを備える。
教材研究、学習指導案の作成、模擬授業の実施により、教育実習に取り組む
姿勢を自覚し、基本的な指導技術や実践的な指導方法を身につけることを目
標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
教育実習にかける心構えや実習校での生徒指導や生徒対応を学ぶ機会を設ける。
模擬授業の準備、実施、省察を中心に進める。
また、教育実習を経験した４年生から教育実習報告を聴き、各自の教育実習
をイメージする機会を設ける。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし /No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 授業の進め方、成績評価、出欠等の

説明、グループ分け
2 教育実習の心構え

模擬授業準備
教育実習生としての心構え
自己紹介と目指すべき教師像（全校
生徒・担当学級）

3 簡易模擬授業
(教壇指導練習)

自己紹介と目指すべき教師像（全校
生徒・担当学級での発表を想定）
＊４年生とともに

4 模擬授業準備
(指導案作成)

教材研究の進め方　学習指導案作
成・用具確認
＊４年生とともに

5 模擬授業準備
(教壇指導練習)

学習指導案作成　
教壇指導練習
＊４年生とともに

6 模擬授業①
学級活動 (1)及び省察

領域：学級活動の担当Aグループに
よる
模擬授業及び講評

7 模擬授業②
学級活動 (2)及び省察

領域：学級活動の担当Bグループに
よる
模擬授業及び講評

8 模擬授業③
道徳 (1)及び省察

領域：道徳の担当Cグループによる
模擬授業及び講評

9 模擬授業④
道徳 (2)及び省察

領域：道徳の担当Dグループによる
模擬授業及び講評

10 模擬授業⑤
体育理論の授業及び省察

領域：体育理論の担当Eグループに
よる
模擬授業及び講評

11 教育実習報告①
登壇実習（教科指導）に
ついて

実習を終えた4年生の実習報告を聴講
（質疑応答）
＊４年生とともに

12 教育実習報告②
実習生活について

実習を終えた4年生の実習報告を聴講
（質疑応答）
＊４年生とともに

13 教育実習報告③
学級経営・生徒指導につ
いて

実習を終えた4年生の実習報告を聴講
（質疑応答）
＊４年生とともに

14 模擬授業のまとめ 模擬授業の振り返りと
実習に向けての取り組み

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
学習指導案の作成
模擬授業のための準備作業
模擬授業後の評価シート作成
模擬授業後の学習指導案修正作業
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
指定なし
【参考書】
・中学校学習指導要領解説　保健体育編（東山書房）
・高等学校学習指導要領解説　保健体育編　体育編（東山書房）
・中学校検定教科書『新中学保健体育』（学研）
・高等学校検定教科書　『最新高等保健体育』（大修館書店）
※教科書については多摩キャンパスの生協で購入可
【成績評価の方法と基準】
・学習指導案作成 (模擬授業前＋模擬授業後)(30%)
・模擬授業　 (30%)＋事前プレゼンテーション（10%）
・他学生の模擬授業のリアクションペーパー作成 (20%)
・4年生からの指導・アドバイスに対する姿勢・態度 (10%)
・７月のオリエンテーションにて、模擬授業の担当分野 (体育・保健、特別活
動、　道徳)を　決めるため参加必須　遅刻・無断欠席は厳禁とする
・教育実習事前指導は、○×の評価となる (×の評価を受けると、次年度の教
育実習が行えない)

【学生の意見等からの気づき】
模擬授業において保健体育科教員として人の前に立つことを体験することで、
より体育教師として必要な知識・能力・態度を実感できるような場づくりを
提供する
【学生が準備すべき機器他】
必要に応じて、PC/プロジェクター等を使用して授業展開をします。
【その他の重要事項】
授業の進行状況によっては、内容の若干の変更があり得る。
【Outline (in English)】
[Course outline]
These classes focus on trial lessons and acquiring basic knowledge and
practical skills about the teacher training course.
To understand the awareness and responsibilities as a teacher based on
its significance and importance for the teaching training at schools in
next year.
The purpose of this class is to build up the proper attitude for the
teaching training at each school.
[Learning objectives]
Through teaching practice, students become aware of their responsibil-
ities and self-awareness as teachers, and are prepared to implement
fulfilling teaching practice at each school.
By researching teaching materials, creating learning guidance plans,
and conducting mock classes, students will become aware of their
attitude toward practical teaching and aim to acquire basic teaching
skills and practical teaching methods.
[Learning activities outside of classroom]
Creation of lesson plans
Preparatory work for mock class
Evaluation sheet creation after mock class
Revision work of the learning guidance plan after the mock class
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
[Grading criteria/policy]
・Creation of learning instruction plan (before mock lesson + after mock
lesson) (30%)
・Mock class (30%) + Pre-presentation (10%)
・Creating reaction papers for mock classes of other students (20%)
・Attitude and attitude toward guidance and advice from fourth graders
(10%)
・ At the orientation in July, the field of charge (physical education,
health) of the mock class
Participation is required to make a decision 　 Tardiness and
unauthorized absence are strictly prohibited
・Pre-teaching practice guidance will be evaluated as○× (If you receive
an evaluation of ×,
　 I can’t do teaching practice for the next year)
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スポーツ健康学部　発行日：2025/5/1

EDU400IA（教育学 / Education 400）

教育実習（高）

小田　佳子、永木　耕介

カテゴリ：
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：4年次／3単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
3年次秋学期に行われる「事前指導」において教職に関する知識と教壇指導の
実践力の基礎を身に付ける。4年次春学期 (または秋学期)に学校現場実習に
よって学び、秋学期に行われる「事後指導」において、現場実習を振り返り、
将来教師になるために必要な資質・能力を養う。
【到達目標】
教育現場における教師の多様な教育実践・実務の体験を通して，「教育」の重
要性・課題・困難性等を知り，未来の教師としての基礎的力量を育成するとと
もに，その責任と自覚を確立することを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
教育実習は，教員免許取得に必要な全教育課程の総仕上げとして位置づけら
れている。
①教育実習に向けての事前指導 (現職教師の特別講義を含む)
②高等学校における現場実習
③実習後の反省と総括（次年度実習予定者への助言も含む)

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
実習前① 事前指導 (3年次) 学校現場に関する実践的な知識と力

量の基礎を身につける。
実習前② 教育実習特別講義 教育実習を控えた学生を対象に、教

科指導・生活指導に関するアドバイ
ス・諸注意などの指導を行う。

実習中① 教育実習校におけるオ
リエンテーション

実習担当教員及び指導教員と実習校
の概要や特色、指導方針等の確認、
打ち合わせを行う。

実習中② 教育実習 (2～4週間) ・現職の先生方の授業見学
・学習指導案の作成
・教壇実習
・学校行事等のお手伝い
・研究授業 (教育実習総仕上げの授業
実践)
・研究授業の反省会 (研究授業後、教
科の先生方からの講評・指導)

実習後 事後指導① 教育実習の体験を総括し、共有する
ことで、今後教壇に立つための更な
る課題を自覚する。
①実習体験から得たもの、反省点な
どの振り返り
②次年度教育実習を迎える3年生へ
のアドバイス
③実際に行った授業を改めて模擬授
業を行うことによるまとめ

実習後 事後指導② 次年度教育実習予定者（3年）への助
言として、実習報告会を開催する。

実習後 事後指導③ 次年度教育実習予定者（3年）の模擬
授業に対し助言、指導案指導を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
担当する単元内容の学習指導案作成
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします
【テキスト（教科書）】
各プロセスにおいて必要に応じて指示する
【参考書】
必要に応じて指示する
【成績評価の方法と基準】
・3年次事前指導評価 (20%)
・実習校の指導教員による採点 (60%)
・事後指導 (事前指導を受ける3年生への指導・サポート)(10%)
・実習日誌、実習後にまとめる実習リポート (10%)

【学生の意見等からの気づき】
事前指導、教育実習、事後指導を通し、最終的に教員として求められている
ものは何であるのかについて自分なりの考えを確立するよう導く。

【その他の重要事項】
定期授業以外でガイダンス等の出席は必須である。無断遅刻・無断欠席をし
ないこと。特に４年次で行われる事後指導は不定期であるため、必ずガイダ
ンス・授業日を掲示板などで確認し、教員免許を取得するという自覚を持っ
て出席すること。
【Outline (in English)】
At first, in the "Preliminary Guidance" held in the fall semester of the
3rd year, students acquire knowledge about teaching and a foundation
of practical skills in teaching.
Secondly, in the spring semester of the 4th year (or fall semester),
students learn through school field practice, and in the "Post-Teaching"
held in the fall semester, students reflect on the field practice and
develop the qualities and abilities necessary to become teachers in the
future.
(learning activities outside of classroom)
Students will be expected to have completed the required assignment
after each class meeting. Your study time will be more than one hour for
a class.
(Grading Criteria/Policies)
・Your overall grade in the class will be decided based on the following
3rd year: Pre-guidance evaluation(20％),Score at the teaching training
school(60%), 4th year: Post guidance(10%), practical training report and
diary(10%)
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EDU400IA（教育学 / Education 400）

教育実習（中・高）

小田　佳子、永木　耕介

カテゴリ：
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 配当年次／単位：4年次／5単位
曜日・時限：集中・その他/intensive・other courses

その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
3年次秋学期に行われる「事前指導」において教職に関する知識と教壇指導の
実践力の基礎を身に付ける。
4年次春学期 (または秋学期)に学校現場実習によって学び、秋学期に行われる
「事後指導」において、現場実習を振り返り、将来教師になるために必要な資
質・能力を養う。
【到達目標】
教育現場における教師の多様な教育実践・実務の体験を通して，「教育」の重
要性・課題・困難性等を知り，未来の教師としての基礎的力量を育成するとと
もに，その責任と自覚を確立することを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
教育実習は，教員免許取得に必要な全教育課程の総仕上げとして位置づけら
れている。
①教育実習に向けての事前指導 (現職教師の特別講義を含む)
②中学校・高等学校における現場実習
③実習後の反省と総括（次年度実習予定者への助言も含む)

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり /Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり /Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
実習前① 事前指導 (3年次) 学校現場に関する実践的な知識と力

量の基礎を身につける。
実習前② 教育実習最終ガイダンス 教育実習を控えた学生を対象に、教

科指導・生活指導に関するアドバイ
ス・諸注意などの指導を行う。

実習中① 教育実習校におけるオ
リエンテーション

実習担当教員及び指導教員と実習校
の概要や特色、指導方針等の確認、
打ち合わせを行う。

実習中② 教育実習 (3～4週間) ・現職の先生方の授業見学
・学習指導案の作成
・教壇実習
・学校行事等のお手伝い
・研究授業 (教育実習総仕上げの授業
実践)
・研究授業の反省会 (研究授業後、教
科の先生方からの講評・指導)

実習後① 事後指導①
教育実習後のまとめ

教育実習の体験を総括し、共有する
ことで、今後教壇に立つための更な
る課題を自覚する。
①実習体験から得たもの、反省点な
どの振り返り
②次年度教育実習を迎える3年生へ
のアドバイス
③実際に行った授業を改めて模擬授
業を行うことによるまとめ

実習後② 事後指導②
教育実習報告

次年度教育実習予定者（3年）への助
言として、実習報告会を開催する。

実習後③ 事後指導③
指導案の補助指導

次年度教育実習予定者（3年）の模擬
授業に対し助言、指導案指導を行う。

実習後④ 事後指導④
模擬授業の補助指導

次年度教育実習予定者（3年）の模擬
授業に対し助言、指導案指導を行う。

実習指導巡
回

教育実習指導①
（東京都・付属中高）

教育実習現場での研究授業の実施と
評価
実習期間中の教育相談など

実習指導巡
回

教育実習指導②
（東京都・付属中高）

教育実習現場での研究授業の実施と
評価
実習期間中の教育相談など

実習指導巡
回

教育実習指導③
（東京都・付属中高）

教育実習現場での研究授業の実施と
評価
実習期間中の教育相談
など

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
担当する単元内容の学習指導案作成
本授業の準備学習・復習時間は各 2時間を標準とします

【テキスト（教科書）】
各プロセスにおいて必要に応じて指示する
【参考書】
必要に応じて指示する
【成績評価の方法と基準】
・3年次事前指導評価 (20%)
・実習校の指導教員による採点 (60%)
・事後指導 (事前指導を受ける3年生への指導・サポート)(10%)
・実習日誌、実習後にまとめる実習リポート (10%)

【学生の意見等からの気づき】
事前指導、教育実習、事後指導を通し、最終的に教員として求められている
ものは何であるのかについて自分なりの考えを確立するように導く。
【その他の重要事項】
定期授業以外でガイダンス等の出席は必須である。無断遅刻・無断欠席をし
ないこと。特に４年次で行われる事後指導は不定期であるため、必ずガイダ
ンス・授業日を掲示板などで確認し、教員免許を取得するという自覚を持っ
て出席すること。
【2025年度秋学期】
　初回授業などについては、学習支援システムを確認してください。
【Outline (in English)】
In the "preparatory training" held in the fall semester of the third year,
students will acquire basic knowledge about the teaching profession and
practical skills for teaching in the class.
In the spring semester (or fall semester) of the fourth year, students will
learn through on-site training at a school, and in the "follow-up training"
held in the fall semester, they will reflect on their on-site training and
develop the qualities and abilities necessary to become a teacher in the
future.
(learning activities outside of classroom)
Students will be expected to have completed the required assignment
after each class meeting. Your study time will be more than one hour for
a class.
(Grading Criteria/Policies)
・Your overall grade in the class will be decided based on the following
3rd year: Pre-guidance evaluation(20％),Score at the teaching training
school(60%), 4th year: Post guidance(10%), practical training report and
diary(10%)
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